幾何関数と演算子



point、box、lseg、line、path、polygon、およびcircle幾何データ型には、PostgreSQLが元々サポートしている関数と演算子が豊富に揃っています（表9.33「幾何データ演算子」、表9.34「幾何データ型関数」、および表9.35「幾何型変換関数」を参照してください）。
   
注意
「同じを示す」~=演算子はpoint、box、polygon、およびcircle型に対し通常の等価概念を示すことに注意してください。これらのいくつかの型は=演算子を持ちますが、=は面積の等しさのみを比較します。その他のスカラー比較演算子（<=など）は同様にこれらの型の面積を比較します。
    

表9.33 幾何データ演算子
	演算子	説明	例
	 + 	平行移動	box '((0,0),(1,1))' + point '(2.0,0)'
	 - 	平行移動	box '((0,0),(1,1))' - point '(2.0,0)'
	 * 	拡大縮小/回転	box '((0,0),(1,1))' * point '(2.0,0)'
	 / 	拡大縮小/回転	box '((0,0),(2,2))' / point '(2.0,0)'
	 # 	交差点、交差矩形	box '((1,-1),(-1,1))' # box '((1,1),(-2,-2))'
	 # 	経路もしくは多角形の点の数	# path '((1,0),(0,1),(-1,0))'
	 @-@ 	長さもしくは円周	@-@ path '((0,0),(1,0))'
	 @@ 	中心	@@ circle '((0,0),10)'
	 ## 	第2オペランド上の第1オペランドへの近接点	point '(0,0)' ## lseg '((2,0),(0,2))'
	 <-> 	距離	circle '((0,0),1)' <-> circle '((5,0),1)'
	 && 	重なっているかどうか？(一つでも共通する点があれば真となります)	box '((0,0),(1,1))' && box '((0,0),(2,2))'
	 << 	厳密に左側にあるか？	circle '((0,0),1)' << circle '((5,0),1)'
	 >> 	厳密に右側にあるか？	circle '((5,0),1)' >> circle '((0,0),1)'
	 &< 	右側にはみ出さないか？	box '((0,0),(1,1))' &< box '((0,0),(2,2))'
	 &> 	左側にはみ出さないか？	box '((0,0),(3,3))' &> box '((0,0),(2,2))'
	 <<| 	厳密に下側にあるか？	box '((0,0),(3,3))' <<| box '((3,4),(5,5))'
	 |>> 	厳密に上側にあるか？	box '((3,4),(5,5))' |>> box '((0,0),(3,3))'
	 &<| 	上側に出ていないか？	box '((0,0),(1,1))' &<| box '((0,0),(2,2))'
	 |&> 	下側に出ていないか？	box '((0,0),(3,3))' |&> box '((0,0),(2,2))'
	 <^ 	（接触を許可し）下側にあるか？	circle '((0,0),1)' <^ circle '((0,5),1)'
	 >^ 	（接触を許可し）上側にあるか？	circle '((0,5),1)' >^ circle '((0,0),1)'
	 ?# 	交わるか？	lseg '((-1,0),(1,0))' ?# box '((-2,-2),(2,2))'
	 ?- 	水平か？	?- lseg '((-1,0),(1,0))'
	 ?- 	水平方向に揃っているか？	point '(1,0)' ?- point '(0,0)'
	 ?| 	垂直か？	?| lseg '((-1,0),(1,0))'
	 ?| 	垂直方向に揃っているか？	point '(0,1)' ?| point '(0,0)'
	 ?-| 	直角をなしているか？	lseg '((0,0),(0,1))' ?-| lseg '((0,0),(1,0))'
	 ?|| 	平行か？	lseg '((-1,0),(1,0))' ?|| lseg '((-1,2),(1,2))'
	 @> 	包含しているか？	circle '((0,0),2)' @> point '(1,1)'
	 <@ 	包含されているかもしくは境界上か？	point '(1,1)' <@ circle '((0,0),2)'
	 ~= 	同等か？	polygon '((0,0),(1,1))' ~= polygon '((1,1),(0,0))'



注記
PostgreSQL™の8.2より前では、包含演算子@>および<@はそれぞれ~および@という名前でした。
これらの名前はまだ利用できますが、削除予定であり最終的にはなくなるでしょう。
    

表9.34 幾何データ型関数
	関数	戻り値	説明	例
	area(object)	double precision	面積	area(box '((0,0),(1,1))')
	center(object)	point	中心	center(box '((0,0),(1,2))')
	diameter(circle)	double precision	円の直径	diameter(circle '((0,0),2.0)')
	height(box)	double precision	矩形の高さ	height(box '((0,0),(1,1))')
	isclosed(path)	boolean	閉経路か？	isclosed(path '((0,0),(1,1),(2,0))')
	isopen(path)	boolean	開経路か？	isopen(path '[(0,0),(1,1),(2,0)]')
	length(object)	double precision	長さ	length(path '((-1,0),(1,0))')
	npoints(path)	int	点の数	npoints(path '[(0,0),(1,1),(2,0)]')
	npoints(polygon)	int	点の数	npoints(polygon '((1,1),(0,0))')
	pclose(path)	path	閉経路に変換	pclose(path '[(0,0),(1,1),(2,0)]')
	popen(path)	path	開経路に変換	popen(path '((0,0),(1,1),(2,0))')
	radius(circle)	double precision	円の半径	radius(circle '((0,0),2.0)')
	width(box)	double precision	矩形の幅	width(box '((0,0),(1,1))')



表9.35 幾何型変換関数
	関数	戻り値	説明	例
	         
         box(circle)
        	box	円を矩形に変換	box(circle '((0,0),2.0)')
	box(point)	box	点を空の矩形に変換	box(point '(0,0)')
	box(point, point)	box	座標点を矩形に変換	box(point '(0,0)', point '(1,1)')
	box(polygon)	box	多角形を矩形に変換	box(polygon '((0,0),(1,1),(2,0))')
	bound_box(box, box)	box	矩形を外接矩形に変換	bound_box(box '((0,0),(1,1))', box '((3,3),(4,4))')
	         
         circle(box)
        	circle	矩形を円に変換	circle(box '((0,0),(1,1))')
	circle(point, double precision)	circle	中心と半径から円に変換	circle(point '(0,0)', 2.0)
	circle(polygon)	circle	多角形を円に変換	circle(polygon '((0,0),(1,1),(2,0))')
	line(point, point)	line	座標点を直線に変換	line(point '(-1,0)', point '(1,0)')
	         
         lseg(box)
        	lseg	矩形の対角線を線分に変換	lseg(box '((-1,0),(1,0))')
	lseg(point, point)	lseg	座標点を線分に変換	lseg(point '(-1,0)', point '(1,0)')
	         
         path(polygon)
        	path	多角形を経路に変換	path(polygon '((0,0),(1,1),(2,0))')
	         
         point(double
         precision, double precision)
        	point	座標点の構築	point(23.4, -44.5)
	point(box)	point	矩形の中心	point(box '((-1,0),(1,0))')
	point(circle)	point	円の中心	point(circle '((0,0),2.0)')
	point(lseg)	point	線分の中心	point(lseg '((-1,0),(1,0))')
	point(polygon)	point	多角形の中心	point(polygon '((0,0),(1,1),(2,0))')
	         
         polygon(box)
        	polygon	矩形を4頂点の多角形に変換	polygon(box '((0,0),(1,1))')
	polygon(circle)	polygon	円を12角形に変換	polygon(circle '((0,0),2.0)')
	polygon(npts, circle)	polygon	円をnpts角形に変換	polygon(12, circle '((0,0),2.0)')
	polygon(path)	polygon	経路を多角形に変換	polygon(path '((0,0),(1,1),(2,0))')



あたかもpointは添字0、1を有する配列であるかのように、pointの２つの構成要素にアクセスすることができます。
例えば、t.pがpoint列の場合、SELECT p[0] FROM tという式でX座標を抽出できます。また、UPDATE t SET p[1] = ...でY座標を変更できます。
同様に、box型またはlseg型の値も、2つのpoint型の値の配列のように扱えます。
    
area関数は、box、circle、path型に対して動作します。
pathデータ型に対するarea関数は、そのpathが交差しない場合にのみ動作します。
例えば、'((0,0),(0,1),(2,1),(2,2),(1,2),(1,0),(0,0))'::PATHというpathは動作しません。しかし、見た目は同じですが、'((0,0),(0,1),(1,1),(1,2),(2,2),(2,1),(1,1),(1,0),(0,0))'::PATHというpathでは動作します。
pathの交差する、しないという概念がよくわからなければ、上の2つのpathを並べてグラフ用紙に書いてみてください。
    

エラー処理



本節では、埋め込みSQLプログラムにおいて、例外条件や警告をどのように扱うことができるかについて説明します。
このために、共に使用できる２つの機能があります。

   
	WHENEVERコマンドを使用して、警告条件、エラー条件を扱うようにコールバックを設定することができます。
     
	エラーまたは警告に関する詳細情報はsqlca変数から入手することができます。
     



  
コールバックの設定



エラーや警告を受け取る簡単な手法の1つは、特定の条件が発生する度に特定の動作を実行するように設定することです。
一般的には以下のようになります。

EXEC SQL WHENEVER condition action;

   
    conditionは以下のいずれかを取ることができます。

    
	SQLERROR
	SQL文の実行中にエラーが発生する度に、指定した動作が呼び出されます。
       

	SQLWARNING
	SQL文の実行中に警告が発生する度に、指定した動作が呼び出されます。
       

	NOT FOUND
	SQL文が0行を受け取る、もしくは0行に影響する時、指定した動作が呼び出されます。
（この条件はエラーではありませんが、これを特別に扱いたい場合があります。）
       




   
actionは以下のいずれかを取ることができます。

    
	CONTINUE
	これは、実際のところ、その条件が無視されることを意味します。
これがデフォルトです。
       

	GOTO label, GO TO label
	指定したラベルに移動します
（Cのgoto文を使用します）。
       

	SQLPRINT
	標準エラーにメッセージを出力します。
これは、単純なプログラムやプロトタイプ作成時に役に立ちます。
メッセージの詳細は設定できません。
       

	STOP
	プログラムを終了させるexit(1)を呼び出します。
       

	DO BREAK
	Cのbreak文を実行します。
これはループ内、もしくはswitch文内でのみ使用しなければなりません。
       

	CALL name (args), DO name (args)
	指定した引数で、指定したC関数を呼び出します。
       





標準SQLではCONTINUEとGOTO（とGO TO）のみを提供しています。
   
簡単なプログラムで使用してみたくなるような例を以下に示します。
警告が発生した場合に簡単なメッセージを表示し、エラーが発生した場合にプログラムを中断します。

EXEC SQL WHENEVER SQLWARNING SQLPRINT;
EXEC SQL WHENEVER SQLERROR STOP;

   
EXEC SQL WHENEVER文はCの構文ではなく、SQLプリプロセッサのディレクティブです。
設定したエラーもしくは警告動作は、最初のEXEC SQL WHENEVERと条件を発生させたSQL文の間で、同一条件に異なる動作が設定されない限り、ハンドラを設定した箇所より後にある、すべての埋め込みSQL文に適用されます。
Cプログラムの制御フローは関係しません。
ですので、以下の2つのCプログラムの抜粋はどちらも望み通りの動作を行いません。

/*
 * 間違い
 */
int main(int argc, char *argv[])
{
    ...
    if (verbose) {
        EXEC SQL WHENEVER SQLWARNING SQLPRINT;
    }
    ...
    EXEC SQL SELECT ...;
    ...
}



/*
 * 間違い
 */
int main(int argc, char *argv[])
{
    ...
    set_error_handler();
    ...
    EXEC SQL SELECT ...;
    ...
}

static void set_error_handler(void)
{
    EXEC SQL WHENEVER SQLERROR STOP;
}

   

sqlca



より強力にエラーを扱うために、埋め込みSQLインタフェースは以下の構造体を持つsqlca（SQL通信領域）という名前のグローバル変数を提供します。

struct
{
    char sqlcaid[8];
    long sqlabc;
    long sqlcode;
    struct
    {
        int sqlerrml;
        char sqlerrmc[SQLERRMC_LEN];
    } sqlerrm;
    char sqlerrp[8];
    long sqlerrd[6];
    char sqlwarn[8];
    char sqlstate[5];
} sqlca;

（マルチスレッド化されたプログラムでは、各スレッドは自動的にsqlcaのコピーを独自に持ちます。
これは標準Cのerrnoグローバル変数の扱いと同様に動作します。）
   
sqlcaは警告とエラーの両方を対象としています。
1つのSQL文の実行時に複数の警告やエラーが発生した場合、sqlcaは最後のものに関した情報のみを含みます。
   
直前のSQL文でエラーがなければ、sqlca.sqlcodeは0に、sqlca.sqlstateは"00000"になります。
警告やエラーが発生した場合は、sqlca.sqlcodeは負の値に、sqlca.sqlstateは"00000"以外になります。
正のsqlca.sqlcodeは、直前の問い合わせが0行を返したなどの無害な条件を示します。
sqlca.sqlcodeとsqlca.sqlstateは2つの異なるエラーコードスキーマです。
後で詳細に説明します。
   
直前のSQL文が成功すると、sqlca.sqlerrd[1]は処理された行のOIDが、もしあれば、格納されます。
また、もしそのコマンドで適切ならば、sqlca.sqlerrd[2]は処理された、もしくは返された行数が格納されます。
   
エラーもしくは警告の場合、sqlca.sqlerrm.sqlerrmcには、そのエラーを説明する文字列が格納されます。
sqlca.sqlerrm.sqlerrmlフィールドにはsqlca.sqlerrm.sqlerrmcに格納されたエラーメッセージ長が格納されます
（strlen()の結果です。おそらくCプログラマは必要としないでしょう）。
一部のメッセージは固定長のsqlerrmc配列には長過ぎることに注意してください。
この場合は切り詰められます。
   
警告の場合、sqlca.sqlwarn[2]はWに設定されます
（他のすべての場合では、これはW以外の何かに設定されます）。
sqlca.sqlwarn[1]がWに設定された場合、ホスト変数に代入する際に値が切り詰められています。
他の要素が警告を示すように設定された場合、sqlca.sqlwarn[0]はWに設定されます。
   
今のところ、sqlcaid、sqlcabc、sqlerrpならびにsqlerrdとsqlwarnの上記以外の要素は有用な情報を持ちません。
   
sqlcaは標準SQLでは定義されていません。
しかし、複数の他のSQLデータベースシステムで実装されています。
その定義は基本部分は似ていますが、移植性を持つアプリケーションを作成する場合は実装の違いを注意して調査しなければなりません。
   
ここでWHENEVERとsqlcaを組み合わせて使用して、エラーが発生した時にsqlcaの内容を表示する、１つの例を示します。
これはおそらく、より「ユーザ向け」のエラー処理を組み込む前の、アプリケーションのデバッグまたはプロトタイプで有用です。


EXEC SQL WHENEVER SQLERROR CALL print_sqlca();

void
print_sqlca()
{
    fprintf(stderr, "==== sqlca ====\n");
    fprintf(stderr, "sqlcode: %ld\n", sqlca.sqlcode);
    fprintf(stderr, "sqlerrm.sqlerrml: %d\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrml);
    fprintf(stderr, "sqlerrm.sqlerrmc: %s\n", sqlca.sqlerrm.sqlerrmc);
    fprintf(stderr, "sqlerrd: %ld %ld %ld %ld %ld %ld\n", sqlca.sqlerrd[0],sqlca.sqlerrd[1],sqlca.sqlerrd[2],
                                                          sqlca.sqlerrd[3],sqlca.sqlerrd[4],sqlca.sqlerrd[5]);
    fprintf(stderr, "sqlwarn: %d %d %d %d %d %d %d %d\n", sqlca.sqlwarn[0], sqlca.sqlwarn[1], sqlca.sqlwarn[2],
                                                          sqlca.sqlwarn[3], sqlca.sqlwarn[4], sqlca.sqlwarn[5],
                                                          sqlca.sqlwarn[6], sqlca.sqlwarn[7]);
    fprintf(stderr, "sqlstate: %5s\n", sqlca.sqlstate);
    fprintf(stderr, "===============\n");
}


結果は以下のようになります（ここでのエラーはテーブル名の誤記述によるものです。）。


==== sqlca ====
sqlcode: -400
sqlerrm.sqlerrml: 49
sqlerrm.sqlerrmc: relation "pg_databasep" does not exist on line 38
sqlerrd: 0 0 0 0 0 0
sqlwarn: 0 0 0 0 0 0 0 0
sqlstate: 42P01
===============

   

SQLSTATE対SQLCODE



sqlca.sqlstateとsqlca.sqlcodeはエラーコードを提供する異なる2つの機構です。
共に標準SQLから派生されたものですが、SQLCODEはSQL-92版では廃れたものとされ、以降の版から削除されました。
したがって、新規アプリケーションではSQLSTATEを使用することを強く勧めます。
   
SQLSTATEは5要素の文字配列です。
この5文字は、各種のエラー条件、警告条件のコードを表現する数字、大文字から構成されます。
SQLSTATEは階層を持った機構です。
最初の2文字は条件を汎化したクラスを示し、残り3文字は汎化クラスの副クラスを示します。
成功状態は00000というコードで示されます。
SQLSTATEコードのほとんどは標準SQLで定義されています。
PostgreSQL™サーバは本質的にSQLSTATEエラーコードをサポートしています。
したがって、すべてのアプリケーションでこのエラーコードを使用することで、高度な一貫性を達成することができます。
詳細については付録A PostgreSQL™エラーコードを参照してください。
   
廃止されたエラーコードの機構であるSQLCODEは単なる整数です。
0という値は成功を意味し、正の値は追加情報を持った成功を、負の値はエラーを示します。
標準SQLでは、直前のコマンドが0行を返す、もしくは0行に影響したことを示す+100という正の値のみを定義しています。
負の値は規定されていません。
したがって、この機構では低い移植性しか達成できず、また、コード体系も階層を持っていません。
歴史的に、PostgreSQL™の埋め込みSQLプロセッサには、いくつかの特殊なSQLCODEの値が専用に割り当てられていました。
以下に、その数値とそのシンボル名の一覧を示します。
これらは他のSQL実装への移植性がないことを忘れないでください。
アプリケーションのSQLSTATE機構への移行を簡易化するために、対応するSQLSTATEも示しています。
しかし、2つのしくみの間の関係は1対1ではなく1対多です
（実際は多対多です）。
ですので、場合ごとに付録A PostgreSQL™エラーコードに示したグローバルな各SQLSTATEを参照しなければなりません。
   
以下は割り当て済みのSQLCODEです。

    
	0 (ECPG_NO_ERROR)
	エラーがないことを示す。(SQLSTATE 00000)
      

	100 (ECPG_NOT_FOUND)
	これは、最後に実行したコマンドが取り出した、または、処理した行がゼロ行であったこと、あるいは、カーソルの最後であることを示す、害のない条件です。(SQLSTATE 02000)
      
以下のように、カーソルをループ内で処理する時、ループを中断する時を検知する方法として、このコードを使用することができます。

while (1)
{
    EXEC SQL FETCH ... ;
    if (sqlca.sqlcode == ECPG_NOT_FOUND)
        break;
}

しかし、WHENEVER NOT FOUND DO BREAKはこれを内部で効率的に行います。
このため、通常、外部で明示的に記述する利点はありません。
      

	-12 (ECPG_OUT_OF_MEMORY)
	仮想メモリ不足を示します。
この数値は-ENOMEMとして定義します。
（SQLSTATE YE001）
      

	-200 (ECPG_UNSUPPORTED)
	ライブラリが把握していない何かをプリプロセッサが生成したことを示します。
おそらく、互換性がないプリプロセッサとライブラリのバージョンを使用しています。
（SQLSTATE YE002）
      

	-201 (ECPG_TOO_MANY_ARGUMENTS)
	コマンドの想定より多くのホスト変数が指定されたことを意味します。
（SQLSTATE 07001もしくは07002）
      

	-202 (ECPG_TOO_FEW_ARGUMENTS)
	コマンドの想定よりも少ないホスト変数が指定されたことを意味します。
（SQLSTATE 07001もしくは07002）
      

	-203 (ECPG_TOO_MANY_MATCHES)
	問い合わせが複数行を返したけれども、SQL文では1つの結果の格納の準備だけしかしていなかったことを意味します
（例えば、指定された変数が配列ではなかった）。
（SQLSTATE 21000）
      

	-204 (ECPG_INT_FORMAT)
	ホスト変数の型がintですが、データベース内のデータ型が異なり、その値をintとして解釈させることができませんでした。
ライブラリはこの変換にstrtol()を使用します。
（SQLSTATE 42804）
      

	-205 (ECPG_UINT_FORMAT)
	ホスト変数の型がunsigned intですが、データベース内のデータ型が異なり、その値をunsigned intとして解釈させることができませんでした。
ライブラリはこの変換にstrtoul()を使用します。
（SQLSTATE 42804）
      

	-206 (ECPG_FLOAT_FORMAT)
	ホスト変数の型がfloatですが、データベース内のデータ型が異なり、その値をfloatとして解釈させることができませんでした。
ライブラリはこの変換にstrtod()を使用します。
（SQLSTATE 42804）
      

	-207 (ECPG_NUMERIC_FORMAT)
	ホスト変数の型がnumericですが、データベース内のデータ型が異なり、その値をnumericとして解釈させることができませんでした。
（SQLSTATE 42804）
      

	-208 (ECPG_INTERVAL_FORMAT)
	ホスト変数の型がintervalであり、データベース内のデータが他の型であり、interval値として解釈することができない値を含みます。
       (SQLSTATE 42804)
      

	-209 (ECPG_DATE_FORMAT)
	ホスト変数の型がdateであり、データベース内のデータが他の型であり、date値として解釈することができない値を含みます。
       (SQLSTATE 42804)
      

	-210 (ECPG_TIMESTAMP_FORMAT)
	ホスト変数の型がtimestampであり、データベース内のデータが他の型であり、timestamp値として解釈することができない値を含みます。
      

	-211 (ECPG_CONVERT_BOOL)
	これは、ホスト変数の型がboolですが、データベース内のデータが't'でも'f'でもなかったことを意味します。
（SQLSTATE 42804）
      

	-212 (ECPG_EMPTY)
	PostgreSQL™サーバに送信されたSQL文が空でした
（通常埋め込みSQLプログラムでは発生しません。ですので、これは内部エラーを示しているかもしれません）。
（SQLSTATE YE002）
      

	-213 (ECPG_MISSING_INDICATOR)
	NULL値が返されましたが、NULL用の指示子変数が与えられていませんでした。
（SQLSTATE 22002）
      

	-214 (ECPG_NO_ARRAY)
	配列が必要な箇所に普通の変数が使用されていました。
（SQLSTATE 42804）
      

	-215 (ECPG_DATA_NOT_ARRAY)
	配列値が必要な箇所にデータベースが普通の変数を返しました。
（SQLSTATE 42804）
      

	-220 (ECPG_NO_CONN)
	存在しない接続にプログラムがアクセスしようとしました。
       （SQLSTATE 08003）
      

	-221 (ECPG_NOT_CONN)
	存在するが開いていない接続にプログラムがアクセスしようとしました
（これは内部エラーです）。
（SQLSTATE YE002）
      

	-230 (ECPG_INVALID_STMT)
	使用しようとしたSQL文がプリペアされていませんでした。
       （SQLSTATE 26000）
      

	-239 (ECPG_INFORMIX_DUPLICATE_KEY)
	重複キーエラー。一意性制約違反（Informix互換モード）。
(SQLSTATE 23505)
      

	-240 (ECPG_UNKNOWN_DESCRIPTOR)
	指定した記述子が見つかりませんでした。
使用しようとしたSQL文はプリペアされていませんでした。
（SQLSTATE 33000）
      

	-241 (ECPG_INVALID_DESCRIPTOR_INDEX)
	記述子のインデックスが範囲外でした。
（SQLSTATE 07009）
      

	-242 (ECPG_UNKNOWN_DESCRIPTOR_ITEM)
	無効な記述子項目が要求されました。（これは内部エラーです。）
（SQLSTATE YE002）
      

	-243 (ECPG_VAR_NOT_NUMERIC)
	動的なSQL文の実行時にデータベースが数値を返しましたが、ホスト変数が数値でありませんでした。
（SQLSTATE 07006）
      

	-244 (ECPG_VAR_NOT_CHAR)
	動的なSQL文の実行時にデータベースが数値以外を返しましたが、ホスト変数が数値でした。
       （SQLSTATE 07006）
      

	-284 (ECPG_INFORMIX_SUBSELECT_NOT_ONE)
	副問い合わせの結果が単一行ではありません（Informix互換モード）。
(SQLSTATE 21000)
      

	-400 (ECPG_PGSQL)
	PostgreSQL™サーバで何らかのエラーが発生しました。
このメッセージはPostgreSQL™サーバからのエラーメッセージを含みます。
      

	-401 (ECPG_TRANS)
	PostgreSQL™サーバがトランザクションのコミットやロールバックを始めることができないことを通知しました。
（SQLSTATE 08007）
      

	-402 (ECPG_CONNECT)
	データベースへの接続試行に失敗しました。
       (SQLSTATE 08001)
      

	-403 (ECPG_DUPLICATE_KEY)
	重複キーエラー。一意性制約違反。
(SQLSTATE 23505)
      

	-404 (ECPG_SUBSELECT_NOT_ONE)
	副問い合わせの結果が単一行ではありません。
(SQLSTATE 21000)
      

	-602 (ECPG_WARNING_UNKNOWN_PORTAL)
	無効なカーソル名が指定されました。
(SQLSTATE 34000)
      

	-603 (ECPG_WARNING_IN_TRANSACTION)
	トランザクションが進行中です。
(SQLSTATE 25001)
      

	-604 (ECPG_WARNING_NO_TRANSACTION)
	活動中（進行中）のトランザクションがありません。
(SQLSTATE 25P01)
      

	-605 (ECPG_WARNING_PORTAL_EXISTS)
	既存のカーソル名が指定されました。
(SQLSTATE 42P03)
      




  


拡張性



BRINのインターフェイスは高度に抽象化されており、アクセスメソッドを実装する人は、アクセスされるデータ型のセマンティクスを実装するだけで良いようになっています。
BRIN層は、同時実行性、ログ、インデックス構造の検索を担当します。
 
BRINアクセスメソッドを動作させるために必要なのは、インデックスに格納された要約値の振る舞いと、それらがインデックススキャンする際にどう関係するのかを定義する少数のメソッドを実装することだけです。
つまり、BRINは一般性、コードの再利用性、整理されたインターフェイスと拡張性を同時に実現しています。
 
BRIN用の演算子クラスは、4つのメソッドを提供する必要があります。
  
	BrinOpcInfo *opcInfo(Oid type_oid)
	インデックスが貼られた列の要約データに関する内部情報を返します。
返却値はpallocされたBrinOpcInfoへのポインタでなければなりません。BrinOpcInfoは以下の定義を持ちます。

typedef struct BrinOpcInfo
{
    /* Number of columns stored in an index column of this opclass */
    uint16      oi_nstored;

    /* Opaque pointer for the opclass' private use */
    void       *oi_opaque;

    /* Type cache entries of the stored columns */
    TypeCacheEntry *oi_typcache[FLEXIBLE_ARRAY_MEMBER];
} BrinOpcInfo;

BrinOpcInfo.oi_opaqueは、インデックススキャンで、演算子クラスのサポートルーチンが情報のやり取りをする際に使うことができます。
     

	bool consistent(BrinDesc *bdesc, BrinValues *column,
       ScanKey key)
	Scankeyがある範囲のインデックス値と一致しているかどうかを返します。
属性の数はスキャンキーの一部として渡されます。
     

	bool addValue(BrinDesc *bdesc, BrinValues *column,
       Datum newval, bool isnull)
	追加された新しい値をインデックスが表現できるように、与えられたインデックスタプルとインデックス値にしたがい、タプルの指定アトリビュートを変更します。
タプルの更新が行われれば、trueが返却されます。
     

	bool unionTuples(BrinDesc *bdesc, BrinValues *a,
       BrinValues *b)
	2つのインデックスタプルを統合します。
与えられた2つのインデックスタプルのうち、最初のインデックスタプルを変更して、両方のタプルを表現できるようにします。
2番目のタプルは変更されません。
     





コア配布物には、2種類の演算子クラスが含まれます。すなわち、minmaxとinclusionです。
それらを使った演算子クラスの定義がコア配布物に必要に応じて含まれます。
同じ定義を使って、ユーザは他のデータ型のために演算子クラスを定義することができます。
そのためにソースコードを書く必要はありません。適切なシステムカタログの定義があれば十分です。
演算子ストラテジのセマンティクスは、サポート関数のソースコード中に埋め込まれていることに注意してください。
 
前述の4つの主要なサポート関数を実装することにより、まったく異なるセマンティクスを実装する演算子クラスも可能です。
なお、メジャーリリース間では下位互換性は保証されていません。
たとえば、新しいリリースでは、サポート関数が追加で必要になるかもしれません。
 
表64.2「Minmax演算子クラスの関数とサポート番号」で示すように、全順序集合を実装するデータ型のための演算子クラスを書くために、関連する演算子とともにminmaxサポート関数を使うことができます。
演算子クラスのメンバー(手続きと演算子)はすべて必須です。
 
表64.2 Minmax演算子クラスの関数とサポート番号
	演算子クラスメンバー	オブジェクト
	Support Procedure 1	internal function brin_minmax_opcinfo()
	Support Procedure 2	internal function brin_minmax_add_value()
	Support Procedure 3	internal function brin_minmax_consistent()
	Support Procedure 4	internal function brin_minmax_union()
	Operator Strategy 1	operator less-than
	Operator Strategy 2	operator less-than-or-equal-to
	Operator Strategy 3	operator equal-to
	Operator Strategy 4	operator greater-than-or-equal-to
	Operator Strategy 5	operator greater-than



表64.3「Inclusion演算子クラスの関数とサポート番号」で示すように、他のデータ型の値を含む複合データ型の演算子クラスを書くには、関連する演算子とともに、inclusionサポート関数を使うことができます。
任意の言語で書かれたたったひとつの関数を追加するだけです。
機能を追加するために関数を追加できます。
すべての演算子はオプションです。
表の中依存性の項目で示されているように、ある種の演算子は他の演算子を必要とすることもあります。
 
表64.3 Inclusion演算子クラスの関数とサポート番号
	演算子クラスメンバー	オブジェクト	依存性
	Support Procedure 1	internal function brin_inclusion_opcinfo()	 
	Support Procedure 2	internal function brin_inclusion_add_value()	 
	Support Procedure 3	internal function brin_inclusion_consistent()	 
	Support Procedure 4	internal function brin_inclusion_union()	 
	Support Procedure 11	function to merge two elements	 
	Support Procedure 12	optional function to check whether two elements are mergeable	 
	Support Procedure 13	optional function to check if an element is contained within another	 
	Support Procedure 14	optional function to check whether an element is empty	 
	Operator Strategy 1	operator left-of	Operator Strategy 4
	Operator Strategy 2	operator does-not-extend-to-the-right-of	Operator Strategy 5
	Operator Strategy 3	operator overlaps	 
	Operator Strategy 4	operator does-not-extend-to-the-left-of	Operator Strategy 1
	Operator Strategy 5	operator right-of	Operator Strategy 2
	Operator Strategy 6, 18	operator same-as-or-equal-to	Operator Strategy 7
	Operator Strategy 7, 13, 16, 24, 25	operator contains-or-equal-to	 
	Operator Strategy 8, 14, 26, 27	operator is-contained-by-or-equal-to	Operator Strategy 3
	Operator Strategy 9	operator does-not-extend-above	Operator Strategy 11
	Operator Strategy 10	operator is-below	Operator Strategy 12
	Operator Strategy 11	operator is-above	Operator Strategy 9
	Operator Strategy 12	operator does-not-extend-below	Operator Strategy 10
	Operator Strategy 20	operator less-than	Operator Strategy 5
	Operator Strategy 21	operator less-than-or-equal-to	Operator Strategy 5
	Operator Strategy 22	operator greater-than	Operator Strategy 1
	Operator Strategy 23	operator greater-than-or-equal-to	Operator Strategy 1



サポート関数番号1-10は、BRINの内部関数用に予約されており、SQLレベルの関数は番号11から始まります。
サポート関数11は、インデックスを構築するのに必要なメイン関数です。
その関数は演算子クラスと同じデータ型を持つ2つの引数を受け取り、それらの和を返します。
もしSTORAGEパラメータで定義されていれば、inclusion 演算子クラスは異なるデータ型の和を格納できます。
和関数の返り値は、STORAGEデータ型と一致していなければなりません。
 
    Support procedure numbers 12 and 14 are provided to support
    irregularities of built-in data types.  Procedure number 12
    is used to support network addresses from different families which
    are not mergeable.  Procedure number 14 is used to support
    empty ranges.  Procedure number 13 is an optional but
    recommended one, which allows the new value to be checked before
    it is passed to the union function.  As the BRIN framework can shortcut
    some operations when the union is not changed, using this
    function can improve index performance.
-->
サポート関数番号12と14は、組み込みデータ型の例外事象をサポートするために提供されます
サポート関数番号12は、マージできない異なるファミリーのネットワークアドレスをサポートするために使用されます。
サポート関数番号14は、空のレンジをサポートするために使用されます。
サポート関数番号13はオプションですが、和関数に渡される前に新しい値のチェックを行うためのものとして推奨されます。
BRINフレームワークは和が変化しない時に操作を省略することができるため、この関数を使うことによってインデックスの性能が向上する可能性があります。
 
minmaxとinclusion演算子クラスは、データ型をまたがる演算子をサポートします。
しかし、これらを使用すると依存関係はより複雑になります。
minmax演算子クラスは、両方の引数がデータ型が同じ型である完全な演算子のセットが必要になります。
追加の演算子の組を定義することにより、追加のデータ型をサポートすることができます。
表64.3「Inclusion演算子クラスの関数とサポート番号」で示すように、inclusion演算子クラスのストラテジは、他の演算子クラスのストラテジに依存するか、自分自身の演算子クラスのストラテジに依存します。
演算子クラスは、依存演算子がSTORAGEデータ型とともにサポートするデータ型の左辺引数、他のサポートするデータ型をサポートする演算子の右辺引数として定義される必要があります。
minmaxの例としてfloat4_minmax_ops、inclusionの例としてbox_inclusion_opsを参照してください。
 

pg_timezone_names



pg_timezone_namesは、SET TIMEZONEで認識される時間帯名称の一覧を提供します。
ここには、その関連付けされた省略形、UTCオフセット、夏時間状況などが含まれます。
（PostgreSQL™は技術的には、うるう秒を扱いませんので、UTCを使用しません。）
pg_timezone_abbrevsで示した省略形とは異なり、名前の多くが夏時間変換規則を意味しています。
したがって、関連する情報はローカルなDST境界によって異なります。
表示される情報は、現在のCURRENT_TIMESTAMPに基づいて計算されたものです。
  
表50.81 pg_timezone_namesの列
	名前	型	説明
	name	text	時間帯名
	abbrev	text	時間帯省略形
	utc_offset	interval	UTCからのオフセット(正はグリニッジより西側を意味する)
	is_dst	boolean	現在夏時間である場合に真




リリース7.4.22



リリース日
2008-09-22

このリリースは7.4.21に対し、各種の不具合を修正したものです。
7.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース7.4」を参照してください。
  
バージョン7.4.22への移行



7.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、7.4.11より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース7.4.11」を参照してください。
   

変更点



	64ビットプラットフォームで稼働している場合、日付時刻入力関数が正しく整数オーバーフローを検知できるよう修正しました。(Tom)
     

	非常に長いログメッセージをsyslogに書き出す際の性能を向上しました。(Tom)
     

	SELECT DISTINCT ON問い合わせに対するカーソルの後方スキャンにおける不具合を修正しました。(Tom)
     

	プランナが論理型の結果を生成するGROUP BY式を、式の内容に関係なく、常に2つのグループになると推定することを修正しました。(Tom)
     
これにより、col IS NULLなどの特定の論理試験に対して、通常のGROUP BY推定より非常により良く精度が上がります。
     

	pg_dumpおよびpg_restoreがSQLコマンドの送信に失敗した後に報告するエラーを改良しました。(Tom)
     





リリース8.4.16



リリース日
2013-02-07

このリリースは8.4.15に対し、各種不具合を修正したものです。
8.4メジャーリリースにおける新機能については、「リリース8.4」を参照してください。
  
バージョン8.4.16への移行



8.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、8.4.10よりも前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.4.10」を参照してください。
   

変更点



	SQLからenum_recvを実行できないようにしました。(Tom Lane)
     
この関数は誤った宣言をされており、単純なSQLコマンドでサーバをクラッシュさせることが可能でした。
実際のところ、サーバのメモリの内容を検査するために攻撃者がこれを利用することが可能になっていました。
この問題を(Secunia SVCRP経由で)報告してくれたSumit Soniに感謝します。(CVE-2013-0255)
     

	リレーションのファイルを切り詰めるときに、最小復旧地点を更新するようにしました。(Heikki Linnakangas)
     
データが捨てられた後は、タイムライン上のそれより前の地点で復旧を止めることは、もはや安全ではありません。
     

	副SELECTの結果から添字付けあるいは列選択できるようSQLの文法を修正しました。(Tom Lane)
     

	pg_tablespaceをスキャンするときに競合問題が発生しないようにしました。(Stephen Frost、Tom Lane)
     
pg_tablespaceのエントリに複数の同時更新があるとき、CREATE DATABASEおよびDROP DATABASEが正しく動作しない場合がありました。
     

	DROP OWNEDがデータベース全体あるいはテーブル空間を削除しようとしないようにしました。(Álvaro Herrera)
     
安全のため、これらのオブジェクトは削除するのでなく、所有権を変更すべきです。
     

	vacuum_freeze_table_ageの実装の誤りを修正しました。(Andres Freund)
     
vacuum_freeze_min_ageの値よりも多くのトランザクションを実行したインストール環境では、この誤りにより自動バキュームが部分テーブルスキャンを実行できなくなり、その結果、必ずテーブル全体のスキャンが発生します。
     

	RowExprあるいはXmlExprが2度、解析された時に、誤った動作をしないようにしました。(Andres Freund、Tom Lane)
     
この誤りはCREATE TABLE LIKE INCLUDING INDEXESなどの状況においてユーザに明らかになることがありました。
     

	ハッシュテーブルのサイズ計算で整数のオーバーフローが起きないようにする仕組みを改善しました。(Jeff Davis)
     

	to_date()が範囲外の日付を拒絶するようにしました。(Hitoshi Harada)
     

	Windowsで非ASCIIのプロンプト文字列が、確実に正しいコードページに変換されるようにしました。(Alexander Law、Noah Misch)
     
このバグはpsqlおよび他のいくつかのクライアントプログラムに影響がありました。
     

	データベースに接続していないとき、psqlの\?コマンドがクラッシュする可能性があったのを修正しました。(Meng Qingzhong)
     

	libpqのPQprintTuplesでバッファを1バイト行き過ぎてしまう問題を修正しました。(Xi Wang)
     
この古い関数はPostgreSQL™本体によっては使われていませんが、クライアントのプログラムでは今でも使われているかもしれません。
     

	ecpglibで翻訳されたメッセージを適切に使うようにしました。(Chen Huajun)
     

	MSVC上でecpg_compatおよびpgtypesのライブラリを適切にインストールするようにしました。(Jiang Guiqing)
     

	libedit/libreadlineからの誤ったエクスポートに騙されないよう、configureによる提供関数の確認の順序を調整しました。(Christoph Berg)
     

	Windowsのビルド番号が時とともに確実に大きくなるようにしました。(Magnus Hagander)
     

	Windows用にクロスコンパイルしたときに、pgxsが正しく.exeの拡張子の付いた実行プログラムを生成するようにしました。(Zoltan Boszormenyi)
     

	新しい時間帯の略号FETを追加しました。(Tom Lane)
     
これは一部の東ヨーロッパの時間帯で使われています。
     





システム情報関数



表9.59「セッション情報関数」に、セッションおよびシステムの情報を抽出する関数を示します。
  
本節で列挙されている関数のほかに、同様にシステム情報を提供する統計システムに関連した数多くの関数があります。
「統計情報の表示」にさらに情報があります。
  
表9.59 セッション情報関数
	名前	戻り型	説明
	current_catalog	name	現在のデータベースの名前（SQL標準では「カタログ」と呼ばれる）
	current_database()	name	現在のデータベースの名前
	current_query()	text	クライアントから提示された、現在実行中問い合わせのテキスト（複数の文を含むことあり）
	current_schema[()]	name	現在のスキーマの名前
	current_schemas(boolean)	name[]	検索パス内のスキーマの名前、オプションにより暗黙的なスキーマも含める
	current_user	name	現在の処理実施コンテキストのユーザ名
	inet_client_addr()	inet	リモート接続のアドレス
	inet_client_port()	int	リモート接続のポート
	inet_server_addr()	inet	ローカル接続のアドレス
	inet_server_port()	int	ローカル接続のポート
	pg_backend_pid()	int	        現在のセッションに結びついたサーバプロセスのプロセスID
       
	pg_blocking_pids(int)	int[]	指定のサーバプロセスIDをブロックしているプロセスID
	pg_conf_load_time()	timestamp with time zone	設定を読み込んだ時刻
	pg_my_temp_schema()	oid	セッションの一時スキーマのOID、なければ0
	pg_is_other_temp_schema(oid)	boolean	スキーマが他のセッションの一時スキーマかどうか？
	pg_listening_channels()	setof text	今のセッションにおいて現在待ち受け中のチャンネル名
	pg_notification_queue_usage()	double	非同期通知キューのうち、現在占められている割合（0から1まで）
	pg_postmaster_start_time()	timestamp with time zone	サーバの起動時刻
	pg_trigger_depth()	int	PostgreSQL™のトリガの現在の入れ子の深さ (直接的であれ間接的であれ、トリガ内部から呼ばれていなければ0を返す)
	session_user	name	セッションのユーザ名
	user	name	current_userと等価
	version()	text	PostgreSQL™バージョン情報。機械読み取り可能なバージョンについてはserver_version_numを参照。



注記
current_catalog、current_schema、current_user、session_userおよびuserはSQLにおいて特殊な構文上の地位を持っており、最後に括弧を付けずに呼び出さなければなりません。
（PostgreSQLではcurrent_schemaの場合括弧を使用することができますが、他は使えません。）
    

session_userは、通常、現在のデータベース接続を開始したユーザです。しかし、スーパーユーザはこの設定をSET SESSION AUTHORIZATION(7)を使用して変更することができます。
current_userは、権限の検査に適用されるユーザ識別子です。
通常はセッションユーザと同じですが、SET ROLE(7)を使用して変更可能です。
SECURITY DEFINER属性を持つ関数の実行中にも変わります。
Unix用語で言うと、セッションユーザは「実ユーザ」で、現在のユーザは「実効ユーザ」です。
   
current_schema関数は、検索パスの最初にあるスキーマ名（もしくは、検索パスが空の場合はNULL値）を返します。
これは、対象スキーマを指定せずに作成される、すべてのテーブルまたは他の名前付きオブジェクトに使用されるスキーマです。
また、current_schemas(boolean) は、検索パスに存在する全てのスキーマ名の配列を返します。
booleanオプションにより、pg_catalogのような暗黙的に含まれているシステムスキーマを、結果の検索パスに含めるかどうかを指定します。
   
注記
検索パスは、実行時に変更することができます。
使用するコマンドは以下の通りです。

SET search_path TO schema [, schema, ...]

    

inet_client_addrは現在のクライアントのIPアドレスを返し、inet_client_portはそのポート番号を返します。
inet_server_addrは、現在の接続を受け付けたサーバのIPアドレスを返し、inet_server_portはそのポート番号を返します。
これら全ての関数は接続がUnixドメインソケット経由の場合NULLを返します。
   
pg_blocking_pidsは指定のプロセスIDのサーバプロセスをブロックしているセッションのプロセスIDの配列を返します。
指定のサーバプロセスが存在しない、あるいはそれがブロックされていないときは空の配列を返します。
あるサーバプロセスが別のサーバプロセスをブロックするのは、ブロックされるプロセスのロック要求と競合するロックを保持している場合（ハードブロック）、あるいは、ブロックされるプロセスのロック要求と競合するロックを待っていて、かつロック待ちキュー内でより前方にいる場合（ソフトロック）です。
パラレルクエリーを使っている場合、実際のロックを子ワーカプロセスが保持または待っている場合であっても、この結果には必ずクライアントから可視のプロセスID（つまり、pg_backend_pidの結果）が示されます。
そのような仕様なので、この結果には重複するPIDが含まれることもあります。
また、プリペアドのトランザクションが競合するロックを保持している場合、この関数の結果ではプロセスIDがゼロとして示されることにも注意して下さい。
この関数はロックマネージャの共有状態に短時間、排他的アクセスをする必要があるため、それを頻繁に呼び出すとデータベースのパフォーマンスに多少、影響するかもしれません。
   
pg_conf_load_timeはサーバの設定ファイルが最後に読み込まれた時のtimestamp with time zoneを返します。
（現在のセッションがそのときに活動中だった場合、これはそのセッション自身が設定ファイルを再読み込みした時刻になるため、その結果はセッションによって少し異なるかもしれません。
それ以外の場合は、postmasterプロセスが設定ファイルを再読み込みした時刻になります。）
   
pg_my_temp_schemaは、現在のセッションの一時スキーマのOIDを返します。（一時テーブルをまだ１つも作成しておらず）存在しなければゼロを返します。
pg_is_other_temp_schemaは、指定したOIDが他のセッションの一時スキーマのOIDであれば、真を返します。
（例えば、他のセッションの一時テーブルをカタログ表示から除外したい場合などで有用です。）
   
pg_listening_channelsは現在のセッションが監視している非同期通知チャネルの名前の集合を返します。
pg_notification_queue_usageは通知用に利用可能な全領域のうち、処理待ちになっている通知によって現在占められている割合を0から1の範囲のdoubleとして返します。
詳しくはLISTEN(7)およびNOTIFY(7)を参照して下さい。
   
pg_postmaster_start_timeは、サーバが起動したときのtimestamp with time zoneを返します。
   
version関数はPostgreSQL™サーバのバージョンを記述した文字列を返します。
この情報はserver_versionでも取得できますし、機械読み取り可能なバージョンはserver_version_numで取得できます。
ソフトウェア開発者はテキスト版の結果を解析するのではなく、server_version_num（バージョン8.2以降で利用可能）あるいは      PQserverVersion
      
     を利用すべきです。
   
表9.60「アクセス権限照会関数」に列挙した関数を使用して、ユーザはオブジェクトのアクセス権限をプログラムから問い合わせることができます。
権限についての詳細は、「権限」を参照してください。
  
表9.60 アクセス権限照会関数
	名前	戻り型	説明
	has_any_column_privilege(user,
                                  table,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザがテーブルのどれか１つの列に対して権限を所有しているか
	has_any_column_privilege(table,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザがテーブルのどれか１つの列に対して権限を所有しているか
	has_column_privilege(user,
                                  table,
                                  column,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザに列に対する権限があるか
	has_column_privilege(table,
                                  column,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザに列に対する権限があるか
	has_database_privilege(user,
                                  database,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザにデータベースに対する権限があるのか
	has_database_privilege(database,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザにデータベースに対する権限があるのか
	has_foreign_data_wrapper_privilege(user,
                                  fdw,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザに外部データラッパに対する権限があるのか
	has_foreign_data_wrapper_privilege(fdw,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザに外部データラッパに対する権限があるのか
	has_function_privilege(user,
                                  function,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザに関数に対する権限があるのか
	has_function_privilege(function,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザに関数に対する権限があるのか
	has_language_privilege(user,
                                  language,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザに言語に対する権限があるのか
	has_language_privilege(language,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザに言語に対する権限があるのか
	has_schema_privilege(user,
                                  schema,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザにスキーマに対する権限があるのか
	has_schema_privilege(schema,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザにスキーマに対する権限があるのか
	has_sequence_privilege(user,
                                  sequence,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザにシーケンスに対する権限があるのか
	has_sequence_privilege(sequence,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザにシーケンスに対する権限があるのか
	has_server_privilege(user,
                                  server,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザに外部サーバに対する権限があるのか
	has_server_privilege(server,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザに外部サーバに対する権限があるのか
	has_table_privilege(user,
                                  table,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザにテーブルに対する権限があるのか
	has_table_privilege(table,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザにテーブルに対する権限があるのか
	has_tablespace_privilege(user,
                                  tablespace,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザにテーブル空間に対する権限があるのか
	has_tablespace_privilege(tablespace,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザにテーブル空間に対する権限があるのか
	has_type_privilege(user,
                                  type,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザに型に対する権限があるのか
	has_type_privilege(type,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザに型に対する権限があるのか
	pg_has_role(user,
                                  role,
                                  privilege)
       	boolean	ユーザにロールに対する権限があるのか
	pg_has_role(role,
                                  privilege)
       	boolean	現在のユーザにロールに対する権限があるのか
	row_security_active(table)
       	boolean	現在のユーザに有効なテーブルの行単位セキュリティがあるのか
	row_security_active(table)
       	boolean	does current user have row level security active for table



has_table_privilegeはユーザが特定の方法でテーブルにアクセス可能かどうかを検査します。
ユーザは名前、OID(pg_authid.oid)、もしくは擬似的なPUBLICロールを意味するpublicで指定できます。省略された場合はcurrent_userが使われます。
テーブルは名前もしくはOIDで指定可能です。
（従って、実際にはhas_table_privilegeの６つの変形があり、引数の数と型で区別されます。）
名前を指定する場合、必要であればスキーマ修飾できます。
対象とするアクセス権限の種類はテキスト文字列で指定され、それは、SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE、TRUNCATE、REFERENCES、またはTRIGGERのどれかである必要があります。
オプションとして、権限がGRANTオプションにより付与されているかどうかの権限の検査するため、WITH GRANT OPTIONを付加することができます。
更に、複数の権限の種類をコンマで区切って列挙可能です。この場合、結果は列挙された権限の１つでも存在すれば真となります。
（権限文字列の大文字小文字は重要ではありません。余分な空白は権限名と権限名の間にはあっても良いですが、権限名の途中にはあってはいけません。）
例を示します。


SELECT has_table_privilege('myschema.mytable', 'select');
SELECT has_table_privilege('joe', 'mytable', 'INSERT, SELECT WITH GRANT OPTION');

   
has_sequence_privilegeはユーザが特定の方法でシーケンスにアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数はhas_table_privilegeに対するものと類似しています。
対象とする権限の種類はUSAGE、SELECTまたはUPDATEのいずれかである必要があります。
   
has_any_column_privilegeはユーザが特定の方法でテーブルのどれか１つの列にアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数はhas_table_privilegeに対するものと類似していますが、対象とする権限の種類がSELECT、INSERT、UPDATE、またはREFERENCESの組み合わせである必要がある点を除きます。
テーブル単位でこれらの権限を所有することは、テーブルのそれぞれの列に対し暗黙的にそれらの権限を与えることになるため、has_table_privilegeが真を返す場合は、同一の引数に対してhas_any_column_privilegeは常に真を返すということに注意して下さい。
しかし、少なくとも一つの列に対し権限の列単位の許可がある場合にもhas_any_column_privilegeは成功します。
   
has_column_privilegeはユーザが特定の方法でテーブルのある列にもアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数はhas_table_privilegeと類似していますが、名前または属性番号のいずれかで列の指定が追加されます。
対象とするアクセス権限の種類はSELECT、INSERT、UPDATE、またはREFERENCESの組み合わせでなければなりません。
テーブル単位のこれらの権限を所有することは、テーブルのそれぞれの列に対し暗黙的にそれら権限を与えることに注意してください。
   
has_database_privilege関数は、ユーザが特定の方法でデータベースにアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数は、has_table_privilegeに類似しています。
対象とするアクセス権限の種類はCREATE、CONNECT、TEMPORARY、またはTEMP（TEMPORARYと同じ）の組み合わせである必要があります。
   
has_function_privilege関数は、ユーザが特定の方法で関数にアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数はhas_table_privilegeと同じです。
関数をOIDではなくテキスト文字列で指定する場合、regprocedure データ型（「オブジェクト識別子データ型」を参照）と同じ入力が可能です。
対象とするアクセス権限の種類はEXECUTEである必要があります。
以下に例を示します。

SELECT has_function_privilege('joeuser', 'myfunc(int, text)', 'execute');

   
has_foreign_data_wrapper_privilege関数は、ユーザが特定の方法で外部データラッパーにアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数はhas_table_privilegeと同じです。
対象とするアクセス権限の種類はUSAGEである必要があります。
   
has_language_privilege関数は、ユーザが特定の方法で手続き言語にアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数は、has_table_privilegeに類似しています。
対象とするアクセス権限の種類はUSAGEである必要があります。
   
has_schema_privilege関数は、ユーザが特定の方法でスキーマにアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数は、has_table_privilegeに類似しています。
対象とするアクセス権限の種類は、CREATEもしくはUSAGEの組み合わせである必要があります。
   
has_server_privilegeはユーザが特定の方法で外部サーバにアクセスできるかどうかを検査します。
取り得る引数はhas_table_privilegeに類似しています。
対象とするアクセス権限の種類はUSAGEである必要があります。
   
has_tablespace_privilege関数は、ユーザが特定の方法でテーブル空間にアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数は、has_table_privilegeに類似しています。
対象とするアクセス権限の種類は、CREATEである必要があります。
   
has_type_privilegeは、ユーザが型に特定の方法でアクセス可能かどうかを検査します。
取り得る引数はhas_table_privilegeに類似しています。
型をOIDではなくテキスト文字列で指定する場合、可能な入力はregtypeデータ型に対するものと同じです（「オブジェクト識別子データ型」参照）。
対象とするアクセス権限の種類はUSAGEである必要があります。
   
pg_has_roleは、ユーザが特定の方法でロールにアクセスできるかどうかを検査します。
取り得る引数については、publicがユーザ名として使用不可であることを除き、has_table_privilegeと類似しています。
対象とするアクセス権限の種類は、 MEMBER、USAGEの組み合わせである必要があります。
MEMBERは、ロールの直接または間接メンバ資格（つまり、SET ROLEを行う権限）を表します。一方、USAGEは、そのロール権限がSET ROLEをしなくてもすぐに利用できることを表します。
   
row_security_activeはcurrent_userと現在の環境において、指定のテーブルで行単位セキュリティが有効かどうかを検査します。
テーブルは名前またはOIDで指定できます。
   
    row_security_active checks whether row level
    security is active for the specified table in the context of the
    current_user and environment. The table can
    be specified by name or by OID.
   
表9.61「スキーマ可視性照会関数」に、特定のオブジェクトが、現行スキーマの検索パスにおいて可視かどうかを判別する関数を示します。
例えば、あるテーブルを含むスキーマが検索パス内に存在し、検索パス内の前方に同じ名前のテーブルがない場合、そのテーブルは可視であると言います。
つまり、これは、テーブルが明示的なスキーマ修飾なしで名前によって参照可能であるということです。
全ての可視テーブルの名前を列挙するには以下のようにします。

SELECT relname FROM pg_class WHERE pg_table_is_visible(oid);

  
表9.61 スキーマ可視性照会関数
	名前	戻り型	説明
	pg_collation_is_visible(collation_oid)
       	boolean	照合順序が検索パスにおいて可視かどうか
	pg_conversion_is_visible(conversion_oid)
       	boolean	変換が検索パスにおいて可視かどうか
	pg_function_is_visible(function_oid)
       	boolean	関数が検索パスにおいて可視であるか
	pg_opclass_is_visible(opclass_oid)
       	boolean	演算子クラスが検索パスにおいて可視であるか
	pg_operator_is_visible(operator_oid)
       	boolean	演算子が検索パスにおいて可視であるか
	pg_opfamily_is_visible(opclass_oid)
       	boolean	演算子族が検索パスにおいて可視であるか
	pg_table_is_visible(table_oid)
       	boolean	テーブルが検索パスにおいて可視かどうか
	pg_ts_config_is_visible(config_oid)
       	boolean	テキスト検索設定が検索パスにおいて可視かどうか
	pg_ts_dict_is_visible(dict_oid)
       	boolean	テキスト検索辞書が検索パスにおいて可視かどうか
	pg_ts_parser_is_visible(parser_oid)
       	boolean	テキスト検索パーサが検索パスにおいて可視かどうか
	pg_ts_template_is_visible(template_oid)
       	boolean	テキスト検索テンプレートが検索パスにおいて可視かどうか
	pg_type_is_visible(type_oid)
       	boolean	型（またはドメイン）が検索パスにおいて可視かどうか



それぞれの関数はデータベースオブジェクトの１つの型に対して可視性の検査を行います。
pg_table_is_visibleがビュー、マテリアライズドビュー、インデックス、シーケンス、外部テーブルに対しても使用できること、pg_type_is_visibleがドメインに対しても使用できることに注意してください。
関数および演算子では、パスの前方に同じ名前かつ同じ引数のデータ型を持つオブジェクトが存在しなければ、検索パス内のオブジェクトは可視です。
演算子クラスでは、名前と関連するインデックスアクセスメソッドが考慮されます。
   
これらの関数は全て、検査するオブジェクトを識別するために、オブジェクトのOIDを必要とします。
オブジェクトを名前でテストする場合、OID別名型（regclass、regtype、regprocedure、regoperator、regconfig、またはregdictionary）を使用すると便利です。
例えば、以下のようにします。

SELECT pg_type_is_visible('myschema.widget'::regtype);

ただし、このようなやり方でスキーマ修飾されていない型名をテストしても、あまり意味がないことに注意してください。名前が認識されれば、それは必ず可視ということになります。
   
表9.62「システムカタログ情報関数」に、システムカタログから情報を抽出する関数を列挙します。
  
表9.62 システムカタログ情報関数
	名前	戻り型	説明
	format_type(type_oid, typemod)	text	データ型のSQL名を取得
	pg_get_constraintdef(constraint_oid)	text	制約の定義を取得
	pg_get_constraintdef(constraint_oid, pretty_bool)	text	制約の定義を取得
	pg_get_expr(pg_node_tree, relation_oid)	text	式中のすべてのVarが２番目のパラメータによって指定されるリレーションを参照すると仮定して、式の内部形式を逆コンパイル
	pg_get_expr(pg_node_tree, relation_oid, pretty_bool)	text	式中のすべてのVarが２番目のパラメータによって指定されるリレーションを参照すると仮定して、式の内部形式を逆コンパイル
	pg_get_functiondef(func_oid)	text	関数定義の取得
	pg_get_function_arguments(func_oid)	text	関数定義の引数リスト（デフォルト値付き）を取得
	pg_get_function_identity_arguments(func_oid)	text	関数を特定するための引数リスト（デフォルト値なし）を取得
	pg_get_function_result(func_oid)	text	関数に対するRETURNS句の取得
	pg_get_indexdef(index_oid)	text	インデックスに対するCREATE INDEXコマンドの取得
	pg_get_indexdef(index_oid, column_no, pretty_bool)	text	インデックスに対するCREATE INDEXコマンドの取得、またはcolumn_noが非ゼロの場合は、１つのインデックス列のみの定義の取得
	pg_get_keywords()	setof record	SQLキーワードとそれらの種類のリストを取得
	pg_get_ruledef(rule_oid)	text	ルールに対するCREATE RULEコマンドを取得
	pg_get_ruledef(rule_oid, pretty_bool)	text	ルールに対するCREATE RULEコマンドを取得
	pg_get_serial_sequence(table_name, column_name)	text	serial、smallserial、またはbigserial列が使用するシーケンス名の取得
	pg_get_triggerdef(trigger_oid)	text	トリガに対するCREATE [ CONSTRAINT ] TRIGGERコマンドの取得
	pg_get_triggerdef(trigger_oid, pretty_bool)	text	トリガに対するCREATE [ CONSTRAINT ] TRIGGERコマンドの取得
	pg_get_userbyid(role_oid)	name	与えられたOIDでロール名を取得
	pg_get_viewdef(view_name)	text	ビューまたはマテリアライズドビューの元になるSELECTコマンドを取得（廃止予定）
	pg_get_viewdef(view_name, pretty_bool)	text	ビューまたはマテリアライズドビューの元になるSELECTコマンドを取得（廃止予定）
	pg_get_viewdef(view_oid)	text	ビューまたはマテリアライズドビューの元になるSELECTコマンドを取得
	pg_get_viewdef(view_oid, pretty_bool)	text	ビューまたはマテリアライズドビューの元になるSELECTコマンドを取得
	pg_get_viewdef(view_oid, wrap_column_int)	text	ビューまたはマテリアライズドビューの元になるSELECTコマンドを取得。
       フィールドを含む行は指定された列数で折り返され、成形された表示が行われます。
	pg_index_column_has_property(index_oid, column_no, prop_name)	boolean	インデックス列が指定の属性を持っているかどうか検査する
	pg_index_has_property(index_oid, prop_name)	boolean	インデックスが指定の属性を持っているかどうか検査する
	pg_indexam_has_property(am_oid, prop_name)	boolean	インデックスアクセスメソッドが指定の属性を持っているかどうか検査する
	pg_options_to_table(reloptions)	setof record	格納オプションの名前/値のペアのセットを取得
	pg_tablespace_databases(tablespace_oid)	setof oid	テーブル空間内にオブジェクトを所有するデータベースOID集合を取得
	pg_tablespace_location(tablespace_oid)	text	指定したテーブル空間が実際に配置されているファイルシステム上のパスを取得
	pg_typeof(any)	regtype	指定した値のデータ型を取得
	collation for (any)	text	引数の照合順序を取得
	to_regclass(rel_name)	regclass	指定のリレーションのOIDを取得
	to_regproc(func_name)	regproc	指定の関数のOIDを取得
	to_regprocedure(func_name)	regprocedure	指定の関数のOIDを取得
	to_regoper(operator_name)	regoper	指定の演算子のOIDを取得
	to_regoperator(operator_name)	regoperator	指定の演算子のOIDを取得
	to_regtype(type_name)	regtype	指定の型のOIDを取得
	to_regnamespace(schema_name)	regnamespace	指定のスキーマのOIDを取得
	to_regrole(role_name)	regrole	指定のロールのOIDを取得



関数format_typeは、自身の型OIDと場合により型修飾子によって特定されるデータ型のSQL名を返します。
特定の修飾子が既知でなければ型修飾子にNULLを渡します。
  
関数pg_get_keywordsは、サーバが認識したSQLキーワードを記述するレコードの集合を返します。
word列にはキーワードが含まれます。
catcode列は種類コードで、Uは未予約(unreserved)、Cは列名(column)、Tは型名(type)または関数名、Rは予約語(reserved)です。
catdesc列は種類を記述する文字列を含み、現地語化されている場合もあります。
  
pg_get_constraintdef、pg_get_indexdef、pg_get_ruledef、およびpg_get_triggerdefはそれぞれ、制約、インデックス、ルール、もしくはトリガに対する作成コマンドを再構築します。
（これはコマンドの元々のテキストではなく、逆コンパイルにより再構築されたテキストであることに注意してください。）
pg_get_exprは、列のデフォルト値のような個々の式の内部形式を逆コンパイルします。
システムカタログの内容を試験するときに便利です。
式がVarを含んでいるかもしれない場合、２番目のパラメータとして参照する関連（リレーション）のOIDを指定します。Varがないと期待されるならゼロで充分です。
pg_get_viewdef はビューを定義するSELECT問い合わせを再構築します。
これらの関数のほとんどは２つの異形があり、そのうちの１つはオプションとして結果を「見やすく表示」します。
見やすく表示された書式はより読みやすい半面、デフォルトの書式の方が今後のバージョンのPostgreSQL™でも同様に解釈することができそうです。ダンプを目的とする場合は、見やすく表示する出力を使用しないでください。
見やすい表示用のパラメータにfalseを渡すことで、このパラメータをまったく持たない種類の結果と同一の結果を生成します。
  
pg_get_functiondefは、関数の完全なCREATE OR REPLACE FUNCTION文を返します。
pg_get_function_argumentsは、CREATE FUNCTIONの中に出現しなければならない形式で、引数リストを返します。
pg_get_function_resultは同様、その関数の適切なRETURNS句を返します。
pg_get_function_identity_argumentsは、例えばALTER FUNCTIONの中に出現しなければならない形式で、関数を特定するのに必要な引数リストを返します。
この形式はデフォルト値を省略します。
  
pg_get_serial_sequenceは、列に関連したシーケンスの名前を返します。もし、列に関連したシーケンスが存在しなければ、NULLを返します。
最初の入力パラメータはテーブル名です。スキーマを付けることもできます。２番目のパラメータは列名です。
最初のパラメータは普通スキーマとテーブルですので、二重引用符付の識別子としては解釈されません。つまり、デフォルトで小文字に変換されます。一方２番目のパラメータは単なる列名であり、二重引用符付として解釈され、その大文字小文字は保持されます。
この関数は、シーケンス関数に渡すことができるよう適切な書式で値を返します（「シーケンス操作関数」を参照）。
この関連付けはALTER SEQUENCE OWNED BYにより変更、削除することができます。
（この関数はおそらくpg_get_owned_sequenceと呼ばれるべきでした。現在の名前は、通常はserialやbigserial列で使われることからきています。）
  
pg_get_userbyidはそのOIDで与えられたロールの名前を抽出します。
  
pg_index_column_has_property、pg_index_has_property、pg_indexam_has_propertyは指定のインデックス列、インデックス、あるいはインデックスアクセスメソッドが、指定の属性を所有しているかどうかを返します。
属性名が不明の場合、属性がその特定のオブジェクトに当てはまらない場合、OIDや列番号が有効なオブジェクトを特定できない場合はNULLが返されます。
列の属性については表9.63「インデックス列の属性」、インデックスの属性については表9.64「インデックスの属性」、アクセスメソッドの属性については表9.65「インデックスアクセスメソッドの属性」を参照して下さい。
（拡張のアクセスメソッドはそのインデックスについて追加の属性名を定義できることに注意して下さい。）
  
表9.63 インデックス列の属性
	名前	説明
	asc	前方スキャンで列は昇順にソートされるか
      
	desc	前方スキャンで列は降順にソートされるか
      
	nulls_first	前方スキャンで列はNULLを先頭にしてソートするか
      
	nulls_last	前方スキャンで列はNULLを最後にしてソートするか
      
	orderable	列は定義済みのソート順を所有しているか
      
	distance_orderable	列は「距離」の演算子の順序に従ってスキャンできるか、例えばORDER BY col <-> 定数など
      
	returnable	列の値をインデックスオンリースキャンで返すことができるか
      
	search_array	列はcol = ANY(array)の検索をネイティブにサポートしているか
      
	search_nulls	列はIS NULLおよびIS NOT NULLの検索をサポートしているか
      



表9.64 インデックスの属性
	名前	説明
	clusterable	インデックスをCLUSTERコマンドで使うことができるか
      
	index_scan	インデックスは通常の（ビットマップでない）スキャンをサポートしているか
      
	bitmap_scan	インデックスはビットマップスキャンをサポートしているか
      
	backward_scan	インデックスを逆方向にスキャンできるか
      



表9.65 インデックスアクセスメソッドの属性
	名前	説明
	can_order	アクセスメソッドはCREATE INDEXにおいてASC、DESCおよび関連するキーワードをサポートしているか
      
	can_unique	アクセスメソッドは一意インデックスをサポートしているか
      
	can_multi_col	アクセスメソッドは複数列にまたがるインデックスをサポートしているか
      
	can_exclude	アクセスメソッドは除外制約をサポートしているか
      



pg_options_to_tableは、pg_class.reloptionsまたはpg_attribute.attoptionsが渡されたときに、格納オプションの名前と値のペア(option_name/option_value)の集合を返します。
  
pg_tablespace_databasesによりテーブル空間を調べることができ
ます。
これは、そのテーブル空間内に格納されたオブジェクトを持つデータベースのOIDの集合を返します。
この関数が何らかの行を返した場合、このテーブル空間は空ではなく、削除することがで
きません。
テーブル空間内に格納された特定のオブジェクトを表示するためには、pg_tablespace_databasesで識別されたデータベースに接続し、そのpg_classカタログに問い合わせを行う必要があります。
  
pg_typeofは、渡される値のデータ型のOIDを返します。
これはトラブル解決作業、または動的にSQL問い合わせを生成するのに便利です。
この関数は、OID型の別名であるregtypeを返すものとして宣言されます（「オブジェクト識別子データ型」を参照）。つまり、比較が目的ならOIDと同一ですが、型名として表示されます。
以下に例をあげます。

SELECT pg_typeof(33);

 pg_typeof 
-----------
 integer
(1 row)

SELECT typlen FROM pg_type WHERE oid = pg_typeof(33);
 typlen 
--------
      4
(1 row)

  
collation for式は、それに渡された値の照合順序を返します。
例を示します。

SELECT collation for (description) FROM pg_description LIMIT 1;
 pg_collation_for 
------------------
 "default"
(1 row)

SELECT collation for ('foo' COLLATE "de_DE");
 pg_collation_for 
------------------
 "de_DE"
(1 row)

値には引用符が付けられ、またはスキーマ修飾されることがあります。
もし引数の式から何も照合順序が得られなかった場合、NULLが返されます。
もし引数が照合順序をサポートしないデータ型だった場合、エラーとなります。
  
to_regclass、to_regproc、to_regprocedure、to_regoper、to_regoperator、to_regtype、to_regnamespace、to_regrole関数はリレーション、関数、演算子、型、スキーマ、ロールの名前（textとして渡されます）をそれぞれregclass、regproc、regprocedure、regoper、regoperator、regtype、regnamespace、regrole型のオブジェクトに変換します。
数値OIDを受け付けず、名前が見つからない(もしくは、to_regprocとto_regoperでは、与えられた名前が複数のオブジェクトに一致する)場合にはエラーを発生するのではなくnullを返すという点で、これらの関数はテキストからのキャストとは異なります。
  
表9.66「オブジェクト情報とアドレスの関数」にデータベースオブジェクトの識別とアドレスに関連する関数を示します。
  
表9.66 オブジェクト情報とアドレスの関数
	名前	戻り型	説明
	pg_describe_object(catalog_id, object_id, object_sub_id)	text	データベースオブジェクトの説明の取得
	pg_identify_object(catalog_id oid, object_id oid, object_sub_id integer)	type text, schema text, name text, identity text	データベースオブジェクトの識別の取得
	pg_identify_object_as_address(catalog_id oid, object_id oid, object_sub_id integer)	type text, name text[], args text[]	データベースオブジェクトのアドレスの外部表現を取得
	pg_get_object_address(type text, name text[], args text[])	catalog_id oid, object_id oid, object_sub_id int32	データベースオブジェクトのアドレスの外部表現から、アドレスを取得



pg_describe_objectはカタログOID、オブジェクトOID、もしくはサブオブジェクトOID（0のこともある）で指定されたデータベースオブジェクトのテキストによる説明を返します。
この説明はサーバの設定に依存しますが、人が読んでわかる、そして翻訳も可能になることを目的としたのもです。
これはpg_dependカタログに格納されたオブジェクトの識別判断の際に有用です。
  
pg_identify_objectはカタログOID、オブジェクトOID、そしてサブオブジェクトID（0のこともある）により指定されるデータベースオブジェクトを一意に特定するために十分な情報を含む行を返します。
この情報は機械による読み取りを目的としており、決して翻訳されません。
typeはデータベースオブジェクトの型を識別するものです。
schemaはオブジェクトが所属するスキーマの名前ですが、スキーマに所属しないオブジェクト型の場合はNULLになります。
nameは（必要なら引用符で括った）オブジェクトの名前ですが、（適切ならスキーマ名と合わせて）オブジェクトの一意識別子として使用できる場合にのみ指定し、それ以外の場合はNULLにします。
identityは完全なオブジェクトの識別で、オブジェクトの型に依存した正確なフォーマットを持っています。
フォーマット内の各部分はスキーマ修飾されており、必要に応じて引用符で括られます。
  
pg_identify_object_as_addressはカタログOID、オブジェクトOID、そしてサブオブジェクトID（0のこともある）により指定されるデータベースオブジェクトを一意に特定するために充分な情報を含む行を返します。
返される情報は現在のサーバに依存しません。
つまり、他のサーバで全く同じ名前を付けられたオブジェクトを識別するために使うことができます。
typeはデータベースオブジェクトの型を識別するものです。
nameとargsは文字列の配列で、それらが組み合わされてオブジェクトへの参照を構成します。
これらの3つの列は、オブジェクトの内部アドレスを取得するためにpg_get_object_addressに渡すことができます。
この関数はpg_get_object_addressの逆関数です。
  
pg_get_object_addressは、型、オブジェクト名および引数の配列で指定されたデータベースオブジェクトを一意に特定するために十分な情報を含む行を返します。
返される値は、pg_dependなどのシステムカタログで使用されるもので、pg_identify_objectやpg_describe_objectなど他のシステム関数に渡すことができます。
catalog_idはオブジェクトを含むシステムカタログのOIDです。
object_idはオブジェクト自体のOIDです。
object_sub_idはオブジェクトのサブID、なければ0です。
この関数はpg_identify_object_as_addressの逆関数です。
  
表9.67「コメント情報関数」に示される関数は、COMMENT(7)コマンドによって以前に保存されたコメントを抽出します。
指定されたパラメータに対するコメントが存在しない場合、NULL値が返されます。
   
表9.67 コメント情報関数
	名前	戻り型	説明
	col_description(table_oid, column_number)	text	テーブル列のコメントを取得
	obj_description(object_oid, catalog_name)	text	データベースオブジェクトのコメントを取得
	obj_description(object_oid)	text	データベースオブジェクトのコメントを取得（廃止予定）
	shobj_description(object_oid, catalog_name)	text	共有データベースオブジェクトのコメントを取得



col_description()関数は、テーブルのOIDとその列番号で指定されるテーブルの列のコメントを返します。
（obj_description()関数は、テーブル列自体がOIDを所有していませんので、テーブル列に対して使用することはできません。）
   
obj_description()関数の２つのパラメータを取る形式はそのOIDと保有しているシステムカタログの名前で指定されたデータベースオブジェクトのコメントを返します。
例えば、obj_description(123456,'pg_class')はOID 123456を持つテーブルのコメントを抽出します。
obj_description()関数の単一パラメータ形式はオブジェクトのOIDのみ必要とします。
異なったシステムカタログに渡ってOIDが一意である保証はないことから廃止予定です。従って、間違ったコメントが返ることがあります。
   
shobj_descriptionは、共有オブジェクトのコメント取得のために使用されることを除いて、obj_descriptionと同じように使用されます。
一部のシステムカタログは、各クラスタ内のデータベース全体に対して大域的です。これらのコメントも同様に大域的に格納されます。
   
表9.68「トランザクションIDとスナップショット」で示される関数はサーバトランザクション情報をエクスポートできる形式で提供します。
これら関数の主な使用目的は２つのスナップショット間でどちらのトランザクションがコミットされたのかを特定するためです。
   
表9.68 トランザクションIDとスナップショット
	名前	戻り型	説明
	txid_current()	bigint	現在のトランザクションIDの取得、現在のトランザクションにIDがなければ新規に割り当てる
	txid_current_snapshot()	txid_snapshot	現在のスナップショットの取得
	txid_snapshot_xip(txid_snapshot)	setof bigint	スナップショットにある進行中のトランザクションIDの取得
	txid_snapshot_xmax(txid_snapshot)	bigint	スナップショットのxmaxの取得
	txid_snapshot_xmin(txid_snapshot)	bigint	スナップショットのxminの取得
	txid_visible_in_snapshot(bigint, txid_snapshot)	boolean	スナップショットにあるトランザクションIDは可視か？（サブトランザクションIDで使用しないこと）



内部トランザクションID型（xid）は32ビット幅なので40億トランザクション毎にラップします。
とは言っても、これらの関数は「epoch」カウンタにより拡張された64ビット形式をエクスポートするため、インストレーションの生涯にわたってラップしないでしょう。
これらの関数で使用されるデータ型、txid_snapshotはある特定の時間におけるトランザクションIDの可視性に関する情報を格納します。
構成要素は表9.69「スナップショット構成要素」に記載されています。
   
表9.69 スナップショット構成要素
	名前	説明
	xmin	現在実行中で最も早いトランザクションID（txid）。
これより早い全てのトランザクションはコミットされて可視となっているか、またはロールバックされて消滅している。
       
	xmax	まだ割り当てられていない最初のtxid。
これと等しいかより大きい全てのtxidはスナップショットの時点で未開始であり、従って不可視。
       
	xip_list	スナップショット時の実行中のtxid。
リストはxminとxmax間の実行中のtxidのみを含む。
xmaxより高位で実行中のtxidが存在することもある。
xmin <= txid < xmaxであり、このリストにないtxidはスナップショット時に既に完了しており、従って、コミット状態によって、可視か消滅かのいずれか。
リストには副トランザクションのtxidは含まれない。
       



txid_snapshotのテキスト表現はxmin:xmax:xip_listです。
例えば、10:20:10,14,15はxmin=10, xmax=20, xip_list=10, 14, 15を意味します。
   
表9.70「コミットされたトランザクションの情報」に示す関数は、コミット済みのトランザクションに関する情報を提供します。
これらの関数は主に、トランザクションがいつコミットされたかについての情報を提供します。
これらは、設定オプションtrack_commit_timestampが有効な時にのみ、しかもそれが有効にされた後にコミットされたトランザクションについてのみ有意なデータを提供します。
   
表9.70 コミットされたトランザクションの情報
	名前	戻り型	説明
	        
        pg_xact_commit_timestamp(xid)
       	timestamp with time zone	トランザクションのコミットのタイムスタンプを取得
	        
        pg_last_committed_xact()
       	xid xid, timestamp timestamp with time zone	最後にコミットされたトランザクションのトランザクションIDとコミットのタイムスタンプを取得



表9.71「制御データ関数」に示す関数は、カタログのバージョンなどといったinitdbの実行時に初期化される情報を表示します。
それらはまた、先行書き込みログとチェックポイント処理についての情報も示します。
この情報はクラスタ全体に渡るもので、どれか１つのデータベースに特有のものではありません。
それらはpg_controldata(1)と同じ情報源から、ほぼ同じ情報を提供しますが、SQL関数により適した形式になります。
   
表9.71 制御データ関数
	名前	戻り値型	説明
	        
        pg_control_checkpoint()
       	record	現在のチェックポイントの状態に関する情報を返す
       
	        
        pg_control_system()
       	record	現在の制御ファイルの状態に関する情報を返す
       
	        
        pg_control_init()
       	record	クラスタの初期化状態に関する情報を返す
       
	        
        pg_control_recovery()
       	record	リカバリの状態に関する情報を返す
       



pg_control_checkpointは表9.72「pg_control_checkpointの列」に示すレコードを返します。
   
表9.72 pg_control_checkpointの列
	列名	データ型
	checkpoint_location	pg_lsn
	prior_location	pg_lsn
	redo_location	pg_lsn
	redo_wal_file	text
	timeline_id	integer
	prev_timeline_id	integer
	full_page_writes	boolean
	next_xid	text
	next_oid	oid
	next_multixact_id	xid
	next_multi_offset	xid
	oldest_xid	xid
	oldest_xid_dbid	oid
	oldest_active_xid	xid
	oldest_multi_xid	xid
	oldest_multi_dbid	oid
	oldest_commit_ts_xid	xid
	newest_commit_ts_xid	xid
	checkpoint_time	timestamp with time zone



pg_control_systemは表9.73「pg_control_systemの列」に示すレコードを返します。
   
表9.73 pg_control_systemの列
	列名	データ型
	pg_control_version	integer
	catalog_version_no	integer
	system_identifier	bigint
	pg_control_last_modified	timestamp with time zone



pg_control_initは表9.74「pg_control_initの列」に示すレコードを返します。
   
表9.74 pg_control_initの列
	列名	データ型
	max_data_alignment	integer
	database_block_size	integer
	blocks_per_segment	integer
	wal_block_size	integer
	bytes_per_wal_segment	integer
	max_identifier_length	integer
	max_index_columns	integer
	max_toast_chunk_size	integer
	large_object_chunk_size	integer
	bigint_timestamps	boolean
	float4_pass_by_value	boolean
	float8_pass_by_value	boolean
	data_page_checksum_version	integer



pg_control_recoveryは表9.75「pg_control_recoveryの列」に示すレコードを返します。
   
表9.75 pg_control_recoveryの列
	列名	データ型
	min_recovery_end_location	pg_lsn
	min_recovery_end_timeline	integer
	backup_start_location	pg_lsn
	backup_end_location	pg_lsn
	end_of_backup_record_required	boolean





名前
SHOW — 実行時パラメータの値を表示する

概要
SHOW name
SHOW ALL

説明
SHOWは、実行時パラメータの現在の設定を表示します。
これらの変数は、SET文、postgresql.conf設定ファイルの編集、環境変数PGOPTIONS（libpqの使用時、あるいはlibpqを使用したアプリケーションの使用時）、または、postgresサーバの始動時のコマンドラインフラグで設定することができます。
詳細は19章サーバの設定を参照してください。
  

パラメータ
	name
	実行時パラメータの名前です。
利用可能なパラメータは19章サーバの設定とSET(7)マニュアルページに記載されています。
さらに、表示のみ可能で、変更できない次のようなパラメータがあります。

      
	SERVER_VERSION
	          サーバのバージョン番号を示します。
         

	SERVER_ENCODING
	          サーバ側の文字セット符号化方式を表示します。
          現時点では、符号化方式はデータベース作成時に決定されるため、このパラメータは表示のみ可能で、変更することができません。
         

	LC_COLLATE
	照合（テキストの順序付け）についてのデータベースのロケール設定を示します。
現時点では、この設定はデータベース作成時に決定されるため、このパラメータは表示のみ可能で、変更することができません。
         

	LC_CTYPE
	文字分類についてのデータベースのロケール設定を表示します。
現時点では、この設定はデータベース作成時に決定されるため、このパラメータは表示のみ可能で、変更することができません。
         

	IS_SUPERUSER
	          現在のロールがスーパーユーザ権限を持つ場合は真になります。
         




	ALL
	      全ての設定パラメータの値とその説明を表示します。
     




注釈
関数current_settingは同等の出力を生成します。
「システム管理関数」を参照してください。
また、pg_settingsシステムビューは同じ情報を生成します。

  

例
パラメータDateStyleの現在の設定を表示します。


SHOW DateStyle;
 DateStyle
-----------
 ISO, MDY
(1 row)

  
パラメータgeqoの現在の設定を表示します。

SHOW geqo;
 geqo
------
 on
(1 row)

  
   全設定を表示します。

SHOW ALL;
            name         | setting |                description                                                          
-------------------------+---------+-------------------------------------------------
 allow_system_table_mods | off     | Allows modifications of the structure of ...
    .
    .
    .
 xmloption               | content | Sets whether XML data in implicit parsing ...
 zero_damaged_pages      | off     | Continues processing past damaged page headers.
(196 rows)

互換性
   SHOWコマンドはPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
SET(7), RESET(7)

リリース7.3



リリース日
2002-11-27

概要



このリリースにおける大きな変更は以下の通りです。
  
	スキーマ
	スキーマを使用すると、ユーザはオブジェクトを独立した名前空間で作成することができます。これにより、2 人の人や、2 つのアプリケーションが同じ名前のテーブルを作成できます。 共有テーブル用のパブリックスキーマもあります。 テーブル / インデックスの作成は、パブリックスキーマへのアクセス許可を禁止することで制御できます。
     

	列の削除
	      PostgreSQL™はALTER TABLE ... DROP COLUMN 機能をサポートするようになりました。
     

	テーブル関数
	複数の行および / または複数の列を返す関数が、以前よりもずっと使いやすくなりました。
そのような「テーブル関数」を、SELECT FROM句で呼び出し、その出力をテーブルのように扱うことができます。
また、PL/pgSQLの関数はセットを返すことができるようになりました。
     

	プリペアードクエリ
	        パフォーマンス向上のため、PostgreSQL™はプリペアードクエリをサポートするようになりました。
     

	依存関係追跡
	      PostgreSQL™はオブジェクトの依存関係を記録するようになりました。これにより様々な点が向上されます。 DROP 文は、CASCADE またはRESTRICT を使用して、依存関係のあるオブジェクトも削除されるかどうかを制御するようになりました。
     

	権限
	関数や手続き言語は権限をサポートするようになり、関数は作成者の権限で実行されるように定義可能になりました。
     

	国際化
	マルチバイトとロケールのサポートは、どちらも常に有効となりました。
     

	ロギング
	様々なロギングオプションが強化されました。
     

	インタフェース
	多数のインタフェースがhttp://gborg.postgresql.org に移動され、それぞれ独立して開発およびリリースされることが可能になりました。
     

	関数 / 識別子
	デフォルトで、関数は 32 個までのパラメータを取ることができ、識別子は 63 バイトの長さにできるようになりました。また、OPAQUE の使用は非難されるようになったため、関数の引数および結果の型において、以前OPAQUE がそれぞれ意味していたことを表すために、特定の「擬似データ型」 がサポートされるようになりました。
     




バージョン7.3への移行



以前のリリースからデータを移行する場合、pg_dump によるダンプ/リストアが必要です。 アプリケーションがシステムカタログを参照する場合、7.3 におけるスキーマの導入のために、追加的な変更が必要になります。詳しくは、http://developer.postgresql.org/~momjian/upgrade_tips_7.3 を参照してください。
  
以下の非互換性について検討して下さい。
  
	6.3よりも前のバージョンのクライアントはサポートされません。
    

	pg_hba.conf には、ユーザ名のための列および新たな機能が追加されました。
既存のファイルは調整する必要があります。
    

	postgresql.conf のいくつかのロギングパラメータの名前が変更されました。
    

	     LIMIT #,# は無効になりましたのでLIMIT # OFFSET # を使用してください。
    

	列リストを使用するINSERT 文では、それぞれの列に値を指定する必要があります。
例えば、INSERT INTO tab (col1, col2) VALUES ('val1') は無効となります。
INSERT が列リストを持たない場合に、期待されるよりも少ない列を指定することは依然として許可されます。
    

	serial 列は、自動的にUNIQUE とはならなくなりました。したがって、インデックスは自動的に作成されません。
    

	中断されたトランザクション内のSET コマンドはロールバックされるようになりました。
    

	COPY は欠落した後続の列をヌルと見なさなくなりました。
全ての列を指定する必要があります。
(ただし、COPY コマンドに列リストを指定することにより、同様の結果を実現することができます。)
    

	データ型timestamp は、タイムゾーン付きタイムスタンプ ではなく、タイムゾーンなしタイムスタンプ と同等になりました。
    

	PostgreSQL 7.3 にロードされた、7.3 よりも前のデータベースは、serial 列、一意的制約、および外部キーに対する新しいオブジェクト依存関係を持ちません。 詳細な説明と、そのような依存関係を追加するスクリプトについては、contrib/adddepend/ ディレクトリを参照して下さい。
    

	空の文字列 ('') は、整数フィールドに対する入力として許可されなくなりました。
以前は、これは暗黙的に 0 と解釈されていました。
    




変更点



サーバの操作



	Add pg_locks view to show locks (Neil)

	Security fixes for password negotiation memory allocation (Neil)

	Remove support for version 0 FE/BE protocol (PostgreSQL™ 6.2 and earlier) (Tom)

	Reserve the last few backend slots for superusers, add parameter superuser_reserved_connections to control this (Nigel J. Andrews)




パフォーマンス



	Improve startup by calling localtime() only once (Tom)

	Cache system catalog information in flat files for faster startup (Tom)

	Improve caching of index information (Tom)

	Optimizer improvements (Tom, Fernando Nasser)

	Catalog caches now store failed lookups (Tom)

	Hash function improvements (Neil)

	Improve performance of query tokenization and network handling (Peter)

	Speed improvement for large object restore (Mario Weilguni)

	Mark expired index entries on first lookup, saving later heap fetches (Tom)

	Avoid excessive NULL bitmap padding (Manfred Koizar)

	Add BSD-licensed qsort() for Solaris, for performance (Bruce)

	Reduce per-row overhead by four bytes (Manfred Koizar)

	Fix GEQO optimizer bug (Neil Conway)

	Make WITHOUT OID actually save four bytes per row (Manfred Koizar)

	Add default_statistics_target variable to specify ANALYZE buckets (Neil)

	Use local buffer cache for temporary tables so no WAL overhead (Tom)

	Improve free space map performance on large tables (Stephen Marshall, Tom)

	Improved WAL write concurrency (Tom)




権限



	Add privileges on functions and procedural languages (Peter)

	Add OWNER to CREATE DATABASE so superusers can create databases on behalf of unprivileged users (Gavin Sherry, Tom)

	Add new object privilege bits EXECUTE and USAGE (Tom)

	Add SET SESSION AUTHORIZATION DEFAULT and RESET SESSION AUTHORIZATION (Tom)

	Allow functions to be executed with the privilege of the function owner (Peter)




サーバの設定



	Server log messages now tagged with LOG, not DEBUG (Bruce)

	Add user column to pg_hba.conf (Bruce)

	Have log_connections output two lines in log file (Tom)

	Remove debug_level from postgresql.conf, now server_min_messages (Bruce)

	New ALTER DATABASE/USER ... SET command for per-user/database initialization (Peter)

	New parameters server_min_messages and client_min_messages to control which messages are sent to the server logs or client applications (Bruce)

	Allow pg_hba.conf to specify lists of users/databases separated by commas, group names prepended with +, and file names prepended with @ (Bruce)

	Remove secondary password file capability and pg_password utility (Bruce)

	Add variable db_user_namespace for database-local user names (Bruce)

	SSL improvements (Bear Giles)

	Make encryption of stored passwords the default (Bruce)

	Allow pg_statistics to be reset by calling pg_stat_reset() (Christopher)

	Add log_duration parameter (Bruce)

	Rename debug_print_query to log_statement (Bruce)

	Rename show_query_stats to show_statement_stats (Bruce)

	Add param log_min_error_statement to print commands to logs on error (Gavin)




問い合わせ



	Make cursors insensitive, meaning their contents do not change (Tom)

	Disable LIMIT #,# syntax; now only LIMIT # OFFSET # supported (Bruce)

	Increase identifier length to 63 (Neil, Bruce)

	UNION fixes for merging >= 3 columns of different lengths (Tom)

	Add DEFAULT key word to INSERT, e.g., INSERT ... (..., DEFAULT, ...) (Rod)

	Allow views to have default values using ALTER COLUMN ... SET DEFAULT (Neil)

	Fail on INSERTs with column lists that don't supply all column values, e.g., INSERT INTO tab (col1, col2) VALUES ('val1');  (Rod)

	Fix for join aliases (Tom)

	Fix for FULL OUTER JOINs (Tom)

	Improve reporting of invalid identifier and location (Tom, Gavin)

	Fix OPEN cursor(args) (Tom)

	Allow 'ctid' to be used in a view and currtid(viewname) (Hiroshi)

	Fix for CREATE TABLE AS with UNION (Tom)

	SQL99 syntax improvements (Thomas)

	Add statement_timeout variable to cancel queries (Bruce)

	Allow prepared queries with PREPARE/EXECUTE (Neil)

	Allow FOR UPDATE to appear after LIMIT/OFFSET (Bruce)

	Add variable autocommit (Tom, David Van Wie)




オブジェクトの操作



	Make equals signs optional in CREATE DATABASE (Gavin Sherry)

	Make ALTER TABLE OWNER change index ownership too (Neil)

	New ALTER TABLE tabname ALTER COLUMN colname SET STORAGE controls TOAST storage, compression (John Gray)

	Add schema support, CREATE/DROP SCHEMA (Tom)

	Create schema for temporary tables (Tom)

	Add variable search_path for schema search (Tom)

	Add ALTER TABLE SET/DROP NOT NULL (Christopher)

	New CREATE FUNCTION volatility levels (Tom)

	Make rule names unique only per table (Tom)

	Add 'ON tablename' clause to DROP RULE and COMMENT ON RULE (Tom)

	Add ALTER TRIGGER RENAME (Joe)

	New current_schema() and current_schemas() inquiry functions (Tom)

	Allow functions to return multiple rows (table functions) (Joe)

	Make WITH optional in CREATE DATABASE, for consistency (Bruce)

	Add object dependency tracking (Rod, Tom)

	Add RESTRICT/CASCADE to DROP commands (Rod)

	Add ALTER TABLE DROP for non-CHECK CONSTRAINT (Rod)

	Autodestroy sequence on DROP of table with SERIAL (Rod)

	Prevent column dropping if column is used by foreign key (Rod)

	Automatically drop constraints/functions when object is dropped (Rod)

	Add CREATE/DROP OPERATOR CLASS (Bill Studenmund, Tom)

	Add ALTER TABLE DROP COLUMN (Christopher, Tom, Hiroshi)

	Prevent inherited columns from being removed or renamed (Alvaro Herrera)

	Fix foreign key constraints to not error on intermediate database states (Stephan)

	Propagate column or table renaming to foreign key constraints

	Add CREATE OR REPLACE VIEW (Gavin, Neil, Tom)

	Add CREATE OR REPLACE RULE (Gavin, Neil, Tom)

	Have rules execute alphabetically, returning more predictable values (Tom)

	Triggers are now fired in alphabetical order (Tom)

	Add /contrib/adddepend to handle pre-7.3 object dependencies (Rod)

	Allow better casting when inserting/updating values (Tom)




ユーティリティコマンド



	Have COPY TO output embedded carriage returns and newlines as \r and \n (Tom)

	Allow DELIMITER in COPY FROM to be 8-bit clean (Tatsuo)

	Make pg_dump use ALTER TABLE ADD PRIMARY KEY, for performance (Neil)

	Disable brackets in multistatement rules (Bruce)

	Disable VACUUM from being called inside a function (Bruce)

	Allow dropdb and other scripts to use identifiers with spaces (Bruce)

	Restrict database comment changes to the current database

	Allow comments on operators, independent of the underlying function (Rod)

	Rollback SET commands in aborted transactions (Tom)

	EXPLAIN now outputs as a query (Tom)

	Display condition expressions and sort keys in EXPLAIN (Tom)

	Add 'SET LOCAL var = value' to set configuration variables for a single transaction (Tom)

	Allow ANALYZE to run in a transaction (Bruce)

	Improve COPY syntax using new WITH clauses, keep backward compatibility (Bruce)

	Fix pg_dump to consistently output tags in non-ASCII dumps (Bruce)

	Make foreign key constraints clearer in dump file (Rod)

	Add COMMENT ON CONSTRAINT (Rod)

	Allow COPY TO/FROM to specify column names (Brent Verner)

	Dump UNIQUE and PRIMARY KEY constraints as ALTER TABLE (Rod)

	Have SHOW output a query result (Joe)

	Generate failure on short COPY lines rather than pad NULLs (Neil)

	Fix CLUSTER to preserve all table attributes (Alvaro Herrera)

	New pg_settings table to view/modify GUC settings (Joe)

	Add smart quoting, portability improvements to pg_dump output (Peter)

	Dump serial columns out as SERIAL (Tom)

	Enable large file support, >2G for pg_dump (Peter, Philip Warner, Bruce)

	Disallow TRUNCATE on tables that are involved in referential constraints (Rod)

	Have TRUNCATE also auto-truncate the toast table of the relation (Tom)

	Add clusterdb utility that will auto-cluster an entire database based on previous CLUSTER operations (Alvaro Herrera)

	Overhaul pg_dumpall (Peter)

	Allow REINDEX of TOAST tables (Tom)

	Implemented START TRANSACTION, per SQL99 (Neil)

	Fix rare index corruption when a page split affects bulk delete (Tom)

	Fix ALTER TABLE ... ADD COLUMN for inheritance (Alvaro Herrera)




データ型と関数



	Fix factorial(0) to return 1 (Bruce)

	Date/time/timezone improvements (Thomas)

	Fix for array slice extraction (Tom)

	Fix extract/date_part to report proper microseconds for timestamp (Tatsuo)

	Allow text_substr() and bytea_substr() to read TOAST values more efficiently (John Gray)

	Add domain support (Rod)

	Make WITHOUT TIME ZONE the default for TIMESTAMP and TIME data types (Thomas)

	Allow alternate storage scheme of 64-bit integers for date/time types using --enable-integer-datetimes in configure (Thomas)

	Make timezone(timestamptz) return timestamp rather than a string (Thomas)

	Allow fractional seconds in date/time types for dates prior to 1BC (Thomas)

	Limit timestamp data types to 6 decimal places of precision (Thomas)

	Change timezone conversion functions from timetz() to timezone() (Thomas)

	Add configuration variables datestyle and timezone (Tom)

	Add OVERLAY(), which allows substitution of a substring in a string (Thomas)

	Add SIMILAR TO (Thomas, Tom)

	Add regular expression SUBSTRING(string FROM pat FOR escape) (Thomas)

	Add LOCALTIME and LOCALTIMESTAMP functions (Thomas)

	Add named composite types using CREATE TYPE typename AS (column) (Joe)

	Allow composite type definition in the table alias clause (Joe)

	Add new API to simplify creation of C language table functions (Joe)

	Remove ODBC-compatible empty parentheses from calls to SQL99 functions for which these parentheses do not match the standard (Thomas)

	Allow macaddr data type to accept 12 hex digits with no separators (Mike Wyer)

	Add CREATE/DROP CAST (Peter)

	Add IS DISTINCT FROM operator (Thomas)

	Add SQL99 TREAT() function, synonym for CAST() (Thomas)

	Add pg_backend_pid() to output backend pid (Bruce)

	Add IS OF / IS NOT OF type predicate (Thomas)

	Allow bit string constants without fully-specified length (Thomas)

	Allow conversion between 8-byte integers and bit strings (Thomas)

	Implement hex literal conversion to bit string literal (Thomas)

	Allow table functions to appear in the FROM clause (Joe)

	Increase maximum number of function parameters to 32 (Bruce)

	No longer automatically create index for SERIAL column (Tom)

	Add current_database() (Rod)

	Fix cash_words() to not overflow buffer (Tom)

	Add functions replace(), split_part(), to_hex() (Joe)

	Fix LIKE for bytea as a right-hand argument (Joe)

	Prevent crashes caused by SELECT cash_out(2) (Tom)

	Fix to_char(1,'FM999.99') to return a period (Karel)

	Fix trigger/type/language functions returning OPAQUE to return proper type (Tom)




国際化



	Add additional encodings: Korean (JOHAB), Thai (WIN874), Vietnamese (TCVN), Arabic (WIN1256), Simplified Chinese (GBK), Korean (UHC) (Eiji Tokuya)

	Enable locale support by default (Peter)

	Add locale variables (Peter)

	Escape byes >= 0x7f for multibyte in PQescapeBytea/PQunescapeBytea (Tatsuo)

	Add locale awareness to regular expression character classes

	Enable multibyte support by default (Tatsuo)

	Add GB18030 multibyte support (Bill Huang)

	Add CREATE/DROP CONVERSION, allowing loadable encodings (Tatsuo, Kaori)

	Add pg_conversion table (Tatsuo)

	Add SQL99 CONVERT() function (Tatsuo)

	pg_dumpall, pg_controldata, and pg_resetxlog now national-language aware (Peter)

	New and updated translations




サーバサイド言語



	Allow recursive SQL function (Peter)

	Change PL/Tcl build to use configured compiler and Makefile.shlib (Peter)

	Overhaul the PL/pgSQL FOUND variable to be more Oracle-compatible (Neil, Tom)

	Allow PL/pgSQL to handle quoted identifiers (Tom)

	Allow set-returning PL/pgSQL functions (Neil)

	Make PL/pgSQL schema-aware (Joe)

	Remove some memory leaks (Nigel J. Andrews, Tom)




psql



	Don't lowercase psql \connect database name for 7.2.0 compatibility (Tom)

	Add psql \timing to time user queries (Greg Sabino Mullane)

	Have psql \d show index information (Greg Sabino Mullane)

	New psql \dD shows domains (Jonathan Eisler)

	Allow psql to show rules on views (Paul ?)

	Fix for psql variable substitution (Tom)

	Allow psql \d to show temporary table structure (Tom)

	Allow psql \d to show foreign keys (Rod)

	Fix \? to honor \pset pager (Bruce)

	Have psql reports its version number on startup (Tom)

	Allow \copy to specify column names (Tom)




libpq



	Add ~/.pgpass to store host/user password combinations (Alvaro Herrera)

	Add PQunescapeBytea() function to libpq (Patrick Welche)

	Fix for sending large queries over non-blocking connections (Bernhard Herzog)

	Fix for libpq using timers on Win9X (David Ford)

	Allow libpq notify to handle servers with different-length identifiers (Tom)

	Add libpq PQescapeString() and PQescapeBytea() to Windows (Bruce)

	Fix for SSL with non-blocking connections (Jack Bates)

	Add libpq connection timeout parameter (Denis A Ustimenko)




JDBC



	Allow JDBC to compile with JDK 1.4 (Dave)

	Add JDBC 3 support (Barry)

	Allows JDBC to set loglevel by adding ?loglevel=X to the connection URL (Barry)

	Add Driver.info() message that prints out the version number (Barry)

	Add updateable result sets (Raghu Nidagal, Dave)

	Add support for callable statements (Paul Bethe)

	Add query cancel capability

	Add refresh row (Dave)

	Fix MD5 encryption handling for multibyte servers (Jun Kawai)

	Add support for prepared statements (Barry)




種々のインターフェイス



	Fixed ECPG bug concerning octal numbers in single quotes (Michael)

	Move src/interfaces/libpgeasy to http://gborg.postgresql.org (Marc, Bruce)

	Improve Python interface (Elliot Lee, Andrew Johnson, Greg Copeland)

	Add libpgtcl connection close event (Gerhard Hintermayer)

	Move src/interfaces/libpq++ to http://gborg.postgresql.org (Marc, Bruce)

	Move src/interfaces/odbc to http://gborg.postgresql.org (Marc)

	Move src/interfaces/libpgeasy to http://gborg.postgresql.org (Marc, Bruce)

	Move src/interfaces/perl5 to http://gborg.postgresql.org (Marc, Bruce)

	Remove src/bin/pgaccess from main tree, now at http://www.pgaccess.org (Bruce)

	Add pg_on_connection_loss command to libpgtcl (Gerhard Hintermayer, Tom)




ソースコード



	Fix for parallel make (Peter)

	AIX fixes for linking Tcl (Andreas Zeugswetter)

	Allow PL/Perl to build under Cygwin (Jason Tishler)

	Improve MIPS compiles (Peter, Oliver Elphick)

	Require Autoconf version 2.53 (Peter)

	Require readline and zlib by default in configure (Peter)

	Allow Solaris to use Intimate Shared Memory (ISM), for performance (Scott Brunza, P.J. Josh Rovero)

	Always enable syslog in compile, remove --enable-syslog option (Tatsuo)

	Always enable multibyte in compile, remove --enable-multibyte option (Tatsuo)

	Always enable locale in compile, remove --enable-locale option (Peter)

	Fix for Win9x DLL creation (Magnus Naeslund)

	Fix for link() usage by WAL code on Windows, BeOS (Jason Tishler)

	Add sys/types.h to c.h, remove from main files (Peter, Bruce)

	Fix AIX hang on SMP machines (Tomoyuki Niijima)

	AIX SMP hang fix (Tomoyuki Niijima)

	Fix pre-1970 date handling on newer glibc libraries (Tom)

	Fix PowerPC SMP locking (Tom)

	Prevent gcc -ffast-math from being used (Peter, Tom)

	Bison >= 1.50 now required for developer builds

	Kerberos 5 support now builds with Heimdal (Peter)

	Add appendix in the User's Guide which lists SQL features (Thomas)

	Improve loadable module linking to use RTLD_NOW (Tom)

	New error levels WARNING, INFO, LOG, DEBUG[1-5] (Bruce)

	New src/port directory holds replaced libc functions (Peter, Bruce)

	New pg_namespace system catalog for schemas (Tom)

	Add pg_class.relnamespace for schemas (Tom)

	Add pg_type.typnamespace for schemas (Tom)

	Add pg_proc.pronamespace for schemas (Tom)

	Restructure aggregates to have pg_proc entries (Tom)

	System relations now have their own namespace, pg_* test not required (Fernando Nasser)

	Rename TOAST index names to be *_index rather than *_idx (Neil)

	Add namespaces for operators, opclasses (Tom)

	Add additional checks to server control file (Thomas)

	New Polish FAQ (Marcin Mazurek)

	Add Posix semaphore support (Tom)

	Document need for reindex (Bruce)

	Rename some internal identifiers to simplify Windows compile (Jan, Katherine Ward)

	Add documentation on computing disk space (Bruce)

	Remove KSQO from GUC (Bruce)

	Fix memory leak in rtree (Kenneth Been)

	Modify a few error messages for consistency (Bruce)

	Remove unused system table columns (Peter)

	Make system columns NOT NULL where appropriate (Tom)

	Clean up use of sprintf in favor of snprintf() (Neil, Jukka Holappa)

	Remove OPAQUE and create specific subtypes (Tom)

	Cleanups in array internal handling (Joe, Tom)

	Disallow pg_atoi('') (Bruce)

	Remove parameter wal_files because WAL files are now recycled (Bruce)

	Add version numbers to heap pages (Tom)




寄贈



	Allow inet arrays in /contrib/array (Neil)

	GiST fixes (Teodor Sigaev, Neil)

	Upgrade /contrib/mysql

	Add /contrib/dbsize which shows table sizes without vacuum (Peter)

	Add /contrib/intagg, integer aggregator routines (mlw)

	Improve /contrib/oid2name (Neil, Bruce)

	Improve /contrib/tsearch (Oleg, Teodor Sigaev)

	Cleanups of /contrib/rserver (Alexey V. Borzov)

	Update /contrib/oracle conversion utility (Gilles Darold)

	Update /contrib/dblink (Joe)

	Improve options supported by /contrib/vacuumlo (Mario Weilguni)

	Improvements to /contrib/intarray (Oleg, Teodor Sigaev, Andrey Oktyabrski)

	Add /contrib/reindexdb utility (Shaun Thomas)

	Add indexing to /contrib/isbn_issn (Dan Weston)

	Add /contrib/dbmirror (Steven Singer)

	Improve /contrib/pgbench (Neil)

	Add /contrib/tablefunc table function examples (Joe)

	Add /contrib/ltree data type for tree structures (Teodor Sigaev, Oleg Bartunov)

	Move /contrib/pg_controldata, pg_resetxlog into main tree (Bruce)

	Fixes to /contrib/cube (Bruno Wolff)

	Improve /contrib/fulltextindex (Christopher)






リリース9.2.18



リリース日
2016-08-11

このリリースは9.2.17に対し、各種不具合を修正したものです。
9.2メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.2」を参照してください。
  
バージョン9.2.18への移行



9.2.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
また、9.2.11よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.2.11」を参照して下さい。
   

変更点



	入れ子になったCASE-WHEN式誤評価のおそれがあり、
修正されました。
(Heikki Linnakangas, Michael Paquier, Tom Lane)
     
他のCASEのテスト値の副式内に現れるCASE式が、
自身のテスト値がnullであるかどうかを取り違える可能性がありました。
そのうえ、CASE式で使われている等価演算子を実装しているSQL関数のインライン化が、SQL関数本体でCASE式内で呼ばれる関数に誤ったテスト値を渡す原因となる可能性がありました。
テスト値が異なるデータ型の場合にはクラッシュに至るおそれがあり、さらにそのような状況をサーバメモリの一部を暴露できるように悪用されるおそれがありました。
(CVE-2016-5423)
     

	データベース名とロール名についてクライアントプログラムの特殊文字の扱いを修正しました。
(Noah Misch, Nathan Bossart, Michael Paquier)
     
vacuumdb他、各種クライアントプログラムの多数の箇所が、ダブルクオートやバックスラッシュを含むデータベース名やロール名で混乱するおそれがありました。
これを安全にするためクオート規則を厳格にしました。
そのうえ、conninfo文字列がこれらプログラムむけにデータベース名パラメータとして使われている場合に、全て確実にそのように正しく扱われるようにしました。
     
psqlの\connectコマンド、\passwordコマンドにて、二つ組ダブルクオートの扱いをドキュメントと一致するように修正しました。
     
psqlの\connectコマンドに、前接続から接続パラメータを再利用するかを明示的に制御できる新たなオプション-reuse-previousを導入しました。
（これが無い場合は従来通りデータベース名がconninfo文字列とみられるかで判断されます。）
これにより、pg_dumpallスクリプトで特殊文字が含まれるデータベース名の安全な取り扱いが可能になります。
     
改行・復帰の文字をWindowsで安全にクオートするのは現実的と見られないため、これからはpg_dumpallはこれら文字を含むデータベース名、ロール名の処理を拒絶します。
将来このような名前をサーバ側で拒絶するかもしれませんが、その処置は未だ取られていません。
     
特殊文字を含む作りこまれたオブジェクト名が、次回のpg_dumpallなどの定期メンテナンス操作にてスーパーユーザ権限でコマンドを実行させるために使われるかもしれないため、これらはセキュリティ修正とみなされます。
(CVE-2016-5424)
     

	入れ子になった複合値に適用されるIS NULL/IS NOT NULLの、稀な場合の誤動作を修正しました。
(Andrew Gierth, Tom Lane)
     
SQL標準は全てNULL値の行にはIS NULLはTRUEを返すべきと明記しています（従ってROW(NULL,NULL) IS NULLはTRUE）。
しかし、これは再帰的に適用されることを意味しません（従ってROW(NULL, ROW(NULL,NULL)) IS NULLはFALSE）。
中核となるエグゼキュータではこれを正しく実現していますが、ある種のプランナ最適化がこのテストを再帰的に扱っていました（そのため両ケースでTRUEになる）。
また、contrib/postgres_fdwがリモート問い合わせで同様の誤動作をする可能性がありました。
     

	多すぎるコロン区切りフィールドを持つIPv6アドレスをinet、cidrデータ型が適切に拒絶するようにしました。
(Tom Lane)
     

	NaN入力座標に対してclose_ps()（point ## lseg演算子）でのクラッシュを防止しました。
(Tom Lane)
     
クラッシュするのでなくNULLを返すようにしました。
     

	to_number()でのいくつかの1バイトのバッファ超過読み込みを修正しました。
(Peter Eisentraut)
     
いくつかの場合にto_number()関数が入力文字列から本来よりも1文字多く読んでいました。
入力文字列がたまたまメモリ末尾に配置された場合には、クラッシュする小さな可能性があります。
     

	heap_update()を通る高価な処理パスの間の安全でない中間状態を回避しました。
(Masahiko Sawada, Andres Freund)
     
これまで、これらの場合は対象タプルを（XMAXをセットすることで）ロックしていましたが、その動作をWAL記録していませんでした。
したがって、ページがディスクに溢れて、それからタプル更新が完了する前にデータベースクラッシュが起きたとき、データ一貫性問題の危険がありました。
     

	指定された変数がNULL文字列値を持っているときに、postgres -Cでのクラッシュを回避しました。
(Michael Paquier)
     

	VACUUMの間のトランザクションIDの消費を回避しました。
(Alexander Korotkov)
     
 VACUUMは一部ケースで現在トランザクションへの不要なXID割り当てを引き起こしていました。
通常これは無視してよいものですが、XID周回限度に直面していたなら、周回対策のバキュームの間にさらにXIDを消費することは、甚だ悪い事態です。
     

	VACUUM FREEZE中にはホットスタンバイの問い合わせのキャンセルを防ぎます
      (Simon Riggs, Álvaro Herrera)
     
そうでなければアイドル状態のマスタサーバ上でVACUUM FREEZEが動作すると、スタンバイサーバ上の問い合わせを不必要にキャンセルする可能性がありました。
     

	手動ANALYZEでカラムリストを指定するとき、テーブルのchanges_since_analyzeカウンタをリセットしないようにしました。
      (Tom Lane)
     
私たちが一部カラムだけをアナライズするとき、他のカラムむけに定常的な自動アナライズが行われるのを妨げるべきではありません。
     

	ユニークもしくはほぼユニークでNULL要素を多数持つカラムに対して、ANALYZEのn_distinctの過剰見積もりを修正しました。
(Tom Lane)
     
NULLが互いに異なる値であるかのように数えられることがあり、いくつかの類型の問い合わせで深刻なプランナの見積もり誤りをもたらしていました。
     

	自動VACUUMが複数のワーカを同じ共有カタログのために起動するのを防止しました。
(Álvaro Herrera)
     
通常このバキュームは何にせよ長時間を要さないため、大した問題にはなりません。
しかし、ひどく肥大化したカタログの場合、一つを除く全てのワーカが他のテーブルに有益な仕事をする代わりに無駄に待つという結果になりかねません。
     

	NaNの要素値を含む幾何カラムに対するGiSTインデックス構築で、無限ループを防止しました。
(Tom Lane)
     

	contrib/btree_ginがありうる最小のbigint値を正しく扱えるように修正しました。
(Peter Eisentraut)
     

	libpqが将来のサーバから正しくサーババージョンを解釈するようにしました。
(Peter Eisentraut)
     
9.6の次のリリースから3パートのバージョン番号に代えて、2パートのバージョン番号に切り替えることが計画されています。
このような場合にPQserverVersion()が正しい値を返すことを保証しました。
     

	ecpgのunsigned long long配列要素むけコードを修正しました。
(Michael Meskes)
     

	pg_dumpで-c、-Cの両オプションを伴う場合に、求められていないCREATE SCHEMA publicコマンドの出力を回避しました。
(David Johnston, Tom Lane)
     

	pg_basebackupが圧縮無しの指定として-Z 0を受け付けるようにしました。
(Fujii Masao)
     

	AIXの共有ライブラリをビルドするMakefileのルールをパラレルmakeで安全になるように修正しました。
(Noah Misch)
     

	ビルドディレクトリのパス名が空白文字を含むとき動作するように、TAPテストとMSVCスクリプトを修正しました。
(Michael Paquier, Kyotaro Horiguchi)
     

	デンマーク語、ウェールズ語のロケールについてリグレッションテストを安全にしました。
(Jeff Janes, Tom Lane)
     
これらのロケールの通常と違ったソート規則を働かせる一部データを変更しました。
     

	タイムゾーンコードのコピーをIANAのtzcode release 2016cに適合するように更新しました。
(Tom Lane)
     
これはタイムゾーンデータファイルの予測される将来の変更に対応するために必要です。
また、通常と異なるタイムゾーンに対応して、いくつかの稀な場合のバグを修正しています。
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdata release 2016fに更新しました。
ケメロヴォとノヴォシビルスクの夏時間の変更、アゼルバイジャン、ベラルーシ、およびモロッコの歴史的な修正が含まれます。
     





列挙型



列挙（enum）型は静的、順序付き集合から構成されるデータ型です。
これは、多くのプログラミング言語でサポートされているenum型と同じです。
列挙型の例として、曜日や個々のデータについての状態値の集合が挙げられます。
   
列挙型の宣言



列挙型はCREATE TYPE(7)コマンドを使用して作成されます。
以下に例を示します。


CREATE TYPE mood AS ENUM ('sad', 'ok', 'happy');


作成後、他のデータ型とほとんど同じように、列挙型をテーブルや関数定義で使用することができます。

CREATE TYPE mood AS ENUM ('sad', 'ok', 'happy');
CREATE TABLE person (
    name text,
    current_mood mood
);
INSERT INTO person VALUES ('Moe', 'happy');
SELECT * FROM person WHERE current_mood = 'happy';
 name | current_mood 
------+--------------
 Moe  | happy
(1 row)

    

順序



列挙型内の値の順序はその型が作成された時に値を列挙した順番になります。
列挙型に対して、すべての比較演算子と関連する集約関数がサポートされます。
以下に例を示します。

INSERT INTO person VALUES ('Larry', 'sad');
INSERT INTO person VALUES ('Curly', 'ok');
SELECT * FROM person WHERE current_mood > 'sad';
 name  | current_mood 
-------+--------------
 Moe   | happy
 Curly | ok
(2 rows)

SELECT * FROM person WHERE current_mood > 'sad' ORDER BY current_mood;
 name  | current_mood 
-------+--------------
 Curly | ok
 Moe   | happy
(2 rows)

SELECT name
FROM person
WHERE current_mood = (SELECT MIN(current_mood) FROM person);
 name  
-------
 Larry
(1 row)

     

型の安全性



それぞれの列挙型データ型は別個のもので、他の列挙型と比較することはできません。
以下の例を参照してください。


CREATE TYPE happiness AS ENUM ('happy', 'very happy', 'ecstatic');
CREATE TABLE holidays (
    num_weeks integer,
    happiness happiness
);
INSERT INTO holidays(num_weeks,happiness) VALUES (4, 'happy');
INSERT INTO holidays(num_weeks,happiness) VALUES (6, 'very happy');
INSERT INTO holidays(num_weeks,happiness) VALUES (8, 'ecstatic');
INSERT INTO holidays(num_weeks,happiness) VALUES (2, 'sad');
ERROR:  invalid input value for enum happiness: "sad"
SELECT person.name, holidays.num_weeks FROM person, holidays
  WHERE person.current_mood = holidays.happiness;
ERROR:  operator does not exist: mood = happiness

    
もし本当に上のようなことが必要ならば、独自の演算子を作成するか、問い合わせに明示的なキャストを付けることで行うことができます。


SELECT person.name, holidays.num_weeks FROM person, holidays
  WHERE person.current_mood::text = holidays.happiness::text;
 name | num_weeks 
------+-----------
 Moe  |         4
(1 row)


    

実装の詳細



列挙型の値はディスク上では4バイトを占めます。
列挙型の値のテキストラベルの長さは、PostgreSQL™に組み込まれたNAMEDATALEN設定により制限されます。
標準のビルドでは、これは最大63バイトを意味します。
    
列挙型のラベルは大文字小文字を区別します。
このため'happy'は'HAPPY'と同じではありません。
ラベル内の空白文字も意味を持ちます。
    
    
列挙型の内部値からテキスト形式のラベルへの変換は、pg_enumシステムカタログ内に保持されます。
このカタログを直接問い合わせることが役に立つ場合があります。
    


プリプロセッサ指示子



ecpgプリプロセッサがファイルを解析および処理する方法を変更することができる、プリプロセッサ指示子が複数あります。
  
ファイルのインクルード



埋め込みSQLプログラムに外部ファイルをインクルードするには、以下を使用します。

EXEC SQL INCLUDE filename;
EXEC SQL INCLUDE <filename>;
EXEC SQL INCLUDE "filename";

埋め込みSQLプリプロセッサは、filename.hという名前のファイルを探し、その前処理を行い、最終的にC出力の中に含めます。
このようにして、ヘッダファイル内の埋め込みSQL文が正しく扱われます。
   
ecpgプリプロセッサは以下の順番で複数のディレクトリからファイルを検索します。

    
	カレントディレクトリ
	/usr/local/include
	ビルド時に設定されたPostgreSQLのインクルードディレクトリ (例えば、/usr/local/pgsql/include)
	/usr/include




しかしEXEC SQL INCLUDE "filename"が使われる場合、現在のディレクトリのみが検索されます。
   
各ディレクトリの中で、プリプロセッサはまず指定されたファイル名を探します。
見つからなければ（指定されたファイル名がこの接尾辞を持っていない限り）ファイル名に.hを付けて再検索します。
   
EXEC SQL INCLUDEは以下とは異なることに注意してください。

#include <filename.h>

このファイルにはSQLコマンド用前処理が行われないためです。
当然ながら、他のヘッダファイルをインクルードするCの#includeディレクティブを使用することができます。
   
注記
通常のSQLの大文字小文字の区別規則に従うEXEC SQL INCLUDEコマンドの一部であったとしても、インクルードファイルの名前は大文字小文字が区別されます。
    


defineおよびundef指示子



Cで既知の#define指示子と同様、埋め込みSQLでも似たような概念を持ちます。

EXEC SQL DEFINE name;
EXEC SQL DEFINE name value;

このため、以下のように名前を定義することができます。

EXEC SQL DEFINE HAVE_FEATURE;

また、定数を定義することもできます。

EXEC SQL DEFINE MYNUMBER 12;
EXEC SQL DEFINE MYSTRING 'abc';

事前の定義を削除するにはundefを使用します。

EXEC SQL UNDEF MYNUMBER;

   
当然、Cの#defineや#undefを埋め込みSQLプログラムで使用することは可能です。
違いは宣言した値がどこで評価されるかです。
EXEC SQL DEFINEを使用する場合、ecpgプリプロセッサがその定義を評価し、その値を置換します。
例えば、

EXEC SQL DEFINE MYNUMBER 12;
...
EXEC SQL UPDATE Tbl SET col = MYNUMBER;

と記載した場合、ecpgによる置換がすでに行われていますので、CコンパイラではMYNUMBERという名前や識別子を参照することはありません。
埋め込みSQL問い合わせで使用する予定の定数に#defineを使用することはできませんので注意してください。
この場合、埋め込みSQLプリプロセッサがこの宣言を参照することができないためです。
   

ifdef、ifndef、else、elif、endif指示子



以下の指示子を使用して、コンパイルするコード部分を選択することができます。

   
	EXEC SQL ifdef name;
	nameを検査し、そのnameがEXEC SQL define nameで作成されていた場合に後続の行を処理します。
     

	EXEC SQL ifndef name;
	nameを検査し、そのnameがEXEC SQL define nameで作成されていない場合に後続の行を処理します。
     

	EXEC SQL else;
	EXEC SQL ifdef nameまたはEXEC SQL ifndef nameで導入されたセクションの代替セクションを開始します。
     

	EXEC SQL elif name;
	nameを検査し、そのnameがEXEC SQL define nameで作成されている場合に代替セクションを開始します。
     

	EXEC SQL endif;
	代替セクションを終了します。
     




   
以下に例を示します。

EXEC SQL ifndef TZVAR;
EXEC SQL SET TIMEZONE TO 'GMT';
EXEC SQL elif TZNAME;
EXEC SQL SET TIMEZONE TO TZNAME;
EXEC SQL else;
EXEC SQL SET TIMEZONE TO TZVAR;
EXEC SQL endif;

   


第23章 多言語対応



本章では、管理者の立場から見た、利用可能な多言語対応機能について説明します。
PostgreSQL™では、2つの手法で多言語対応をサポートします。

   
	ロケール固有の照合順序、数字の書式、翻訳されたメッセージなどを提供するためオペレーティングシステムのロケールの機能を使います。
これは「ロケールのサポート」と「照合サポート」内で解説されています。
     

	全ての種類の言語によるテキストの格納のサポート、およびクライアントサーバ間の文字セット翻訳の提供を行うため、多くの文字セットを提供します。
これは「文字セットサポート」内で解説されています。
     




  
ロケールのサポート



ロケールのサポートはアルファベット、並び換え、数字の書式など文化的嗜好を配慮したアプリケーションを対象にします。
PostgreSQL™は、サーバのオペレーティングシステムが提供する、標準ISO CとPOSIXのロケール機能を使用します。
これ以上の情報についてはお使いのシステムのドキュメントを参照ください。
  
概要



ロケールのサポートは、initdbを使用してデータベースクラスタを作成する時自動的に初期化されます。
initdbは、デフォルトでその実行環境のロケール設定に従ってデータベースクラスタを初期化します。
そのため、システムがデータベースクラスタで使用したいロケールを使用するように既に設定してある場合は何も行う必要はありません。
違うロケールを使用したい場合（またはシステムのロケール設定が不明な場合）は、initdbの--localeオプションで希望のロケールを指定することができます。
以下に例を示します。

initdb --locale=sv_SE

   
Unixシステム用のこの例の設定はロケールをスウェーデン（SE）で使用されているスウェーデン語（sv）に合わせています。
他にもen_US（米国英語）やfr_CA（カナダのフランス語）などの設定もできます。
ロケールに複数の文字セットが使用可能であれば、language_territory.codesetのように記述することができます。
例えば、fr_BE.UTF-8はベルギー（BE）で使用されているフランス語（fr）でUTF-8の文字セットを表します。
   
お使いのシステムでどのロケールがどういう名前で使えるかはオペレーティングシステムのベンダがどのようなものを提供しているかと、何がインストールされているかに依存します。
ほとんどのUnixシステムでは、locale -aというコマンドで利用可能なロケールの一覧を入手することができます。
Windowsは、German_GermanyやSwedish_Sweden.1252のようなもっと冗長なロケール名を使用しますが、原理は同じです。
   
英語の照合規則でスペイン語のメッセージを使用する時など、時として複数のロケールの規則を併用すると便利です。
これをサポートするために、ロケールには以下のような多言語対応規則の特定の箇所だけを管理する一連のサブカテゴリがあります。

    
	LC_COLLATE	文字列の並び換え順
	LC_CTYPE	文字の分類（文字とはどんなもの？大文字小文字を区別しない？）
	LC_MESSAGES	メッセージの言語
	LC_MONETARY	通貨書式
	LC_NUMERIC	数字の書式
	LC_TIME	日付と時刻の書式




これらのカテゴリの名前は、特定のカテゴリについてのロケールの選択を上書きするためのinitdbオプションの名前としてそのまま使用できます。
例えば、ロケールをカナダのフランス語に設定しながら通貨書式については米国の規則を使用するには、initdb --locale=fr_CA --lc-monetary=en_USとします。
   
システムがロケールをサポートしていないように動作させたい場合は、特別なロケールのC、もしくは同等なPOSIXを使用してください。
   
一部のロケールカテゴリでは、その値がデータベース生成時に固定されていなければならないものがあります。
他のデータベースで他の設定を使用することができますが、一度データベースが生成されると、そのデータベースでは変更することができません。
LC_COLLATEとLC_CTYPEがこれらのカテゴリにあてはまります。
これらはインデックスのソート順に影響を及ぼすため、固定されていなければなりません。
さもないと、テキスト型の列上のインデックスは破壊されるでしょう。
(しかし「照合サポート」内で述べられているように、照合を使用することで、この制限を緩和することができます)
initdbが実行された時に、これらのカテゴリのデフォルト値は決定され、CREATE DATABASEコマンドで他を指定しない限り、新しいデータベースが作成されるときにこの値が使用されます。
   
その他のロケールカテゴリは、いつでも、ロケールカテゴリと同じ名前の実行時パラメータを設定することで、希望値に変更することができます
（詳細は19章サーバの設定を参照してください）。
initdbで選択された値は、実際のところ、サーバの起動時にデフォルトとして動作するようにpostgresql.conf設定ファイルに書き込まれるだけです。
この代入文をpostgresql.confから削除すると、サーバは実行環境の設定をそのまま使用します。
   
サーバのロケールの動作はどのクライアントの環境にも依存せず、サーバが参照できる環境変数で決まります。
ですからサーバを稼動させる前に正しいロケール設定を行うように注意してください。
結果としてサーバとクライアントで異なるロケールが設定されていると、メッセージはそれらがどこから生じたかによって、異なる言語で表示されます。
   
注記
実行環境のロケールをそのまま使用するということは、ほとんどのオペレーティングシステムでは次のような意味を持ちます。
指定されたロケールカテゴリ（例えば照合）について、設定するものが見つかるまで、以下の環境変数がこの順番で調べられます。LC_ALL、LC_COLLATE（またはそれぞれのカテゴリに対応する変数）、LANG。
これらのいずれの環境変数も設定されない場合に、ロケールはデフォルトでCに設定されます。
    
メッセージの言語を設定する目的で、メッセージ多言語化ライブラリの中には全てのロケール設定を上書きする環境変数LANGUAGEを検索するものがあります。
お使いのシステムでの挙動が不明ならばより詳細な情報を得るためお使いのオペレーティングシステムの文書、特にgettextの文書を参照してください。
    

ユーザの選択した言語にメッセージを翻訳できるようにするためにはNLSを構築時に有効にする（configure --enable-nls）必要があります。
他のロケールサポートはすべて自動的に構築されます。
   

動作



ロケールの設定は以下のSQL機能に影響を与えます。

    
	文字列データに対するORDER BYまたは標準の比較演算子を使用した問い合わせにおける並び替え順

      

	upper、lower、initcap関数


      

	(LIKE、SIMILAR TOやPOSIX形式の正規表現といった)パターンマッチング演算子では
ロケールは大文字、小文字を区別せず正規表現の文字クラスによる文字の区別に影響を及ぼします。


      

	一群のto_char関数

      

	LIKE節が付いたインデックスを使用する性能
      




   
CやPOSIX以外で、PostgreSQL™でロケールを使用する際の欠点は実行速度です。
ロケールは文字の扱いを遅くし、さらにLIKEで通常のインデックスが使用されなくなります。この理由から、本当に必要な時のみロケールを使用してください。
   
C以外のロケールにおいて、PostgreSQL™がLIKE句を持つインデックスを使用できるようにする回避方法として、いくつかのカスタム演算子クラスがあります。
これらを用いると、文字と文字を厳密に比較するようなインデックスや、ロケールの比較規則を無視するようなインデックスを作成できます。
詳細は「演算子クラスと演算子族」を参照してください。
もうひとつの方法は、「照合サポート」内で解説されているようなC照合を使用してインデックスを作成することです。
   

問題点



上記の説明に従ってロケールのサポートが正常に動作しない場合、オペレーティングシステムのロケールサポートが正確に設定されているか確認してください。
指定されたロケールがインストールされているかどうか確認するために、オペレーティングシステムが提供していれば、locale -aコマンドを使用することができます。
   
PostgreSQL™が想定しているロケールを実際に使用しているかどうかを確認してください。
LC_COLLATEとLC_CTYPEの設定はデータベース作成時に決定され、新しいデータベースを作成する方法以外に変更することはできません。
LC_MESSAGESやLC_MONETARYなど他のロケール設定はサーバ起動時の環境変数によって初めに決定されますが、その場で変更することができます。
SHOWコマンドを使用して、使用中のロケール設定を確認することができます。
   
ソース配布物のsrc/test/localeディレクトリには、PostgreSQL™のロケールサポート用の試験一式があります。
   
エラーメッセージ内のテキストを解析してサーバ側のエラーを扱っているクライアントアプリケーションでは、サーバのメッセージが異なる言語で記載されると、明らかに問題になります。
こうしたアプリケーションの作者には、エラーコードスキーマで代替させることを推奨します。
   
メッセージ翻訳のカタログのメンテナンスにはPostgreSQL™に選択した言語を話させてみたいという数多くのボランティアのたゆみのない努力を必要としています。
もしあなたの言語が現在使えなかったり完全に翻訳されてない場合、助力をよろしくお願いします。
もし助力頂けるのであれば、53章多言語サポートを参照するか開発グループのメーリングリストに投稿してください。
   



リリース9.1.5



リリース日
2012-08-17

このリリースは9.1.4に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.5への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし9.1.4より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.1.4」を参照してください。
   

変更点



	XML実体参照を介した外部ファイル/URLへのアクセスを防止します。(Noah Misch、Tom Lane)
     
xml_parse()は、XML値で参照されるDTDと実体参照を解決するために必要な外部ファイルやURLの入手を試みます。
これにより、権限を持たないデータベースユーザがデータベースサーバの権限でデータを入手することができてしまいました。
この外部データは直接ユーザには返されませんが、データが有効なXMLとして解析できなかった場合その一部がエラーメッセージの中に漏洩することがあり得ます。
またどのような場合であっても、ファイルが存在するかどうか検査できるだけでも攻撃者にとって有用になり得ます。(CVE-2012-3489)
     

	contrib/xml2のxslt_process()を介した外部ファイル/URLへのアクセスを防止します。(Peter Eisentraut)
     
libxsltはスタイルシートコマンドを通してファイルとURLの両方を読み書きする機能を提供します。
これにより、権限を持たないデータベースユーザがデータベースサーバの権限でデータを読み書きすることができてしまいました。
libxsltのセキュリティオプションを適切に使用することでこれを無効にします。(CVE-2012-3488)
     
またxslt_process()の外部ファイル/URLからドキュメントとスタイルシートを取り込む機能を取り除きました。
これは文書化された「機能」でしたが、推奨されないものと長くみなされていました。
CVE-2012-3489に対する修正のためこの能力が壊れましたが、その修正を行うことは止め、単に取り除きました。
     

	早すぎるbtreeインデックスページの回収を防止します。(Noah Misch)
     
読み取り専用トランザクションによるXIDの割り当てを省略できるようにした時、読み取り専用トランザクションがまだ参照している時に削除されたbtreeページを回収されてしまう可能性をもたらしました。
これは間違ったインデックス検索結果という結果になります。
時間に関する必要条件のため、こうしたエラーが実際に発生する可能性は非常に低いものでしたが、修正しなければなりません。
     

	新しく作成された、またはリセットされたシーケンスに関するクラッシュに対する安全性を修正しました。(Tom Lane)
     
ALTER SEQUENCEが新しく作成されたシーケンスまたはリセットされたシーケンスに対して実行された場合、その後nextval()呼び出しが一度だけ行われ、そして、サーバがクラッシュすると、WAL再生はシーケンスをnextval()が行われていないように見える状態にリストアします。
このため次のnextval()呼び出しにより最初のシーケンス値が再び返されることになります。
シリアル列のシーケンス作成にはALTER SEQUENCE OWNED BY処理が含まれていますので、特にこれはserial列で現れます。
     

	enum列値の比較における競合条件を修正しました。(Robert Haas、Tom Lane)
     
現在の問い合わせが始まってから追加された列挙値と合う場合に比較が失敗することがありました。
     

	ホットスタンバイではない時に正確なエポックを報告するようにtxid_current()を修正しました。(Heikki Linnakangas)
     
これは以前のマイナーリリースで導入されたリグレッションを修正します。
     

	同期スタンバイとして不適切なレプリケーション接続を選択しないようにします。(Fujii Masao)
     
マスタが同期スタンバイとしてpg_receivexlogやpg_basebackupなどの仮想サーバを不適切に選択し、無限に待機してしまう可能性がありました。
     

	マスタのトランザクションが多くの副トランザクションを持つ時のホットスタンバイの起動処理の不具合を修正しました。(Andres Freund)
     
この間違いは「out-of-order XID insertion in KnownAssignedXids」と報告される失敗をもたらします。
     

	pg_start_backup()の後確実にbackup_labelファイルをfsyncします。(Dave Kerr)
     

	WAL送信処理プロセスにおけるタイムアウト処理を修正しました。(Tom Lane)
     
WAL送信処理バックグラウンドプロセスでSIGALRMハンドラの設定を忘れていました。
この結果タイムアウトが発生する何らかの境界条件で永遠に待機してしまいます。
     

	WAL書き込み処理によるそれぞれのバックグラウンド吐き出しの後にWAL送信処理を再開します。(Andres Freund、Simon Riggs)
     
これは、作業が非同期にコミットされるトランザクションのみを含む時のレプリケーション遅延を大きく減少します。
     

	ディスク容量不足等I/O問題をよりよく処理するようにLISTEN/NOTIFYを修正しました。(Tom Lane)
     
書き込みの失敗の後、以降すべてのNOTIFYメッセージの送信試行は「Could not read from file "pg_notify/nnnn" at offset nnnnn: Success」のようなメッセージで失敗しました。
     

	自動バキュームは直接ブロックされたプロセスによってのみ自動キャンセルさせることができます。
     
元々のコードでは一部の場合に一貫性がない動作を許していました。
具体的にはdeadlock_timeout猶予期間より短時間で自動バキュームはキャンセルされました。
     

	自動バキュームのキャンセルについてのログ処理を改良しました。(Robert Haas)
     

	サーバ起動後一番最初のログローテーションの間log_truncate_on_rotationが動作するようにログコレクタを修正しました。(Tom Lane)
     

	入れ子状の集合操作（UNION/INTERSECT/EXCEPT）に付与されるWITHを修正しました。(Tom Lane)
     

	副問い合わせへの行全体の参照が余計なGROUP BYやORDER BY列を含まないことを確実にしました。(Tom Lane)
     

	ALTER TABLE ... ADD CONSTRAINT USING INDEX時に生成される依存関係を修正しました。(Tom Lane)
     
このコマンドはインデックス用の冗長なpg_depend項目を残しました。
これは後の操作、特にインデックス対象の列のいずれかに対するALTER TABLE ... ALTER COLUMN TYPEを混乱させるかもしれませんでした。
     

	REASSIGN OWNEDの拡張に対する動作を修正しました。(Alvaro Herrera)
     

	CREATE TABLE時のCHECK制約およびインデックス定義における行全体の参照の複製を許しません。(Tom Lane)
     
この状況はLIKEまたはINHERITSを持つCREATE TABLEで発生することがあり得ます。
複製される行全体の変数は、新しいテーブルではなく元のテーブルの行型で正しくラベル付けされませんでした。
LIKEでは、後で行型がよく分岐しますので、このような状況を拒絶する方が合理的のように思います。
INHERITSでは理想的には、親のテーブルの行型への暗黙的な変換によって許可すべきですが、安全に以前のバージョンにパッチを充てるにはより多くの作業が必要です。
     

	ARRAY(SELECT ...)副問い合わせにおけるメモリリークを修正しました。(Heikki Linnakangas、Tom Lane)
     

	演算子の選択性推定処理に正しい照合順序を渡すようにプランナを修正しました。(Tom Lane)
     
これまではコアの選択性推定関数では必要とされていませんでしたが、サードパーティ製のコードで必要とするかもしれません。
     

	正規表現からの共通接頭辞の抽出を修正しました。(Tom Lane)
     
このコードでは^(foo)?barなどの修飾された括弧付きの副式で混乱してしまうことがあり得ました。
こうしたパターンの検索に対して不正確なインデックス最適化をもたらしました。
     

	interval定数における、符号付きhh:mm、hh:mm:ssフィールドの解析に関する不具合を修正しました。(Amit Kapila、Tom Lane)
     

	部分的なGROUP BYリストを持つビューをより良く扱うようにpg_dumpを修正しました。(Tom Lane)
     
GROUP BY内に主キー列のみが列挙されているが、あたかもグループ化されているかのように他のテーブル列を使用するビューは、主キーに依存するものと印付けられます。
pg_dumpにおけるこうした主キーへの依存に関する不適切な扱いの結果、順序の並びが悪い、良くてもリストア効率が悪い、最悪並行pg_restore実行が完全に失敗する、ダンプになりました。
     

	PL/Perlにおいて、SQL_ASCII符号化方式の時にUTF8フラグの設定を防ぎます。(Alex Hunsaker、Kyotaro Horiguchi、Alvaro Herrera)
     

	PL/Pythonにおいて、PythonのUnicode文字列からサーバ符号化方式に変換する時にPythonの関数ではなくPostgresの符号化方式変換関数を使用します。(Jan Urbanski)
     
これは、特にPythonがPostgresがサポートするすべての符号化方式をサポートしていない場合の何らかの境界値問題を防止します。
注意すべき機能上の変更は、サーバ符号化方式がSQL_ASCIIの場合、文字列のUTF-8表現を得ることです。
これまでは文字列内のASCII以外の文字はエラーになりました。
     

	PL/PythonにおいてPostgreSQL符号化方式とPython符号化方式との間の対応付けを修正しました。(Jan Urbanski)
     

	contrib/xml2のxslt_process()においてエラーを適切に報告します。(Tom Lane)
     

	時間帯データファイルをtzdataリリース2012eに更新しました。
モロッコおよびトケラウにおける夏時間の変更が含まれます。
     





dict_xsyn



dict_xsyn（拡張類義語辞書）は全文検索用の辞書テンプレートの追加例です。
この種類の辞書は、単語を類義語の集まりに置き換え、その類義語のいずれかを使用して単語を検索できるようにします。
 
設定



dict_xsyn辞書は以下のオプションを受け付けます。
  
	matchorigは辞書で元の単語が受け付けられるか否かを制御します。
デフォルトはtrueです。
    

	matchsynonymsは類義語が辞書で受け付けられるか否かを制御します。
デフォルトはfalseです。
    

	keeporigは元の単語が辞書出力に含められるか否かを制御します。
デフォルトはtrueです。
    

	keepsynonymsは類義語が辞書出力に含められるか否かを制御します。
デフォルトはtrueです。
    

	rulesは、類義語リストを含むファイルのベース名です。
このファイルは$SHAREDIR/tsearch_data/（$SHAREDIRはPostgreSQL™インストレーションの共有データ用ディレクトリを示します）に格納しなければなりません。
この名前は.rulesで終わらなければなりません（これはrulesパラメータには含まれません）。
    



rulesファイルは以下の書式です。
  
	各行は、行の先頭で与えられる1つの単語に対する類義語の集まりを表します。
類義語は以下のように空白文字で区切られます。

word syn1 syn2 syn3

    

	シャープ記号（#）はコメント区切り記号です。
行の任意の位置に記載することができます。
行の残りの部分は飛ばされます。
    



例として$SHAREDIR/tsearch_data/にインストールされるxsyn_sample.rulesを参照してください。
  

使用方法



dict_xsyn拡張機能をインストールすると、xsyn_templateテキスト検索テンプレートが作成され、それに基づき、デフォルトのパラメータを持ったxsyn辞書が作成されます。
例えば以下のように、パラメータを変更することができます。


mydb# ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY xsyn (RULES='my_rules', KEEPORIG=false);
ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY


またこのテンプレートに基づいた新しい辞書を作成することもできます。
  
辞書を試験するためには以下を試してください。


mydb=# SELECT ts_lexize('xsyn', 'word');
      ts_lexize
-----------------------
 {syn1,syn2,syn3}

mydb# ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY xsyn (RULES='my_rules', KEEPORIG=true);
ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY

mydb=# SELECT ts_lexize('xsyn', 'word');
      ts_lexize
-----------------------
 {word,syn1,syn2,syn3}

mydb# ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY xsyn (RULES='my_rules', KEEPORIG=false, MATCHSYNONYMS=true);
ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY

mydb=# SELECT ts_lexize('xsyn', 'syn1');
      ts_lexize
-----------------------
 {syn1,syn2,syn3}

mydb# ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY xsyn (RULES='my_rules', KEEPORIG=true, MATCHORIG=false, KEEPSYNONYMS=false);
ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY

mydb=# SELECT ts_lexize('xsyn', 'syn1');
      ts_lexize
-----------------------
 {word}


現実世界で使用する場合は、12章全文検索で説明されるテキスト検索設定内にこれを含むようになるでしょう。
以下のようになります。


ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION english
    ALTER MAPPING FOR word, asciiword WITH xsyn, english_stem;


  



名前
DROP ACCESS METHOD — アクセスメソッドを削除する

概要
DROP ACCESS METHOD [ IF EXISTS ] name [ CASCADE | RESTRICT ]

説明
DROP ACCESS METHODは既存のアクセスメソッドを削除します。
スーパーユーザのみがアクセスメソッドを削除できます。
  

パラメータ
	IF EXISTS
	アクセスメソッドが存在しない時にエラーを発生させません。
この場合、注意が発行されます。
     

	name
	既存のアクセスメソッドの名前です。
     

	CASCADE
	アクセスメソッドに依存するオブジェクト（演算子クラス、演算子族、インデックスなど）を自動的に削除し、さらに、それらのオブジェクトに依存するすべてのオブジェクトも削除します（「依存関係の追跡」参照）。
     

	RESTRICT
	アクセスメソッドに依存するオブジェクトが1つでもあれば、削除を拒絶します。
これがデフォルトです。
     




例
アクセスメソッドheptreeを削除するには次のようにします。

DROP ACCESS METHOD heptree;

互換性
DROP ACCESS METHODはPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
CREATE ACCESS METHOD(7)

リリース7.4.26



リリース日
2009-09-09

このリリースは7.4.25に対し、各種の不具合を修正したものです。
7.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース7.4」を参照してください。
  
バージョン7.4.26への移行



7.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、interval列に対するハッシュインデックスを持つ場合は7.4.26にアップデートした後にそれらをREINDEXしなければなりません。
また、7.4.11より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース7.4.11」を参照してください。
   

変更点



	security-definer関数内部のRESET ROLEおよびRESET SESSION AUTHORIZATIONを不許可としました。(Tom, Heikki)
     
これは、security-definer関数内部におけるSET ROLEとSET SESSION AUTHORIZATIONを不許可にする過去のパッチ（CVE-2007-6600参照）で抜けていたものを補うものです。
     

	外側の集約関数の引数に現れる副問い合わせの扱いを修正しました。(Tom)
     

	intervalデータ型のハッシュ計算を修正しました。(Tom)
     
これは、時間間隔値に対するハッシュ結合が間違った結果を生成しないように修正します。
また、時間間隔型の列に対するハッシュインデックスの内容も変更します。
もしこうしたインデックスがあれば、アップデートの後にそれらをREINDEXする必要があります。
     

	INTERVAL 'x ms'においてxが200万を超え、かつ、整数型の日付時刻が使用された場合のオーバーフローを修正しました。(Alex Hunsaker)
     

	点と線分間の距離計算を修正しました。(Tom)
     
これにより幾何演算子の一部が間違った結果を返していました。
     

	通貨が端数桁を持たないロケール、たとえば日本、においてmoneyデータ型が動作するように修正しました。(Itagaki Takahiro)
     

	00:12:57.9999999999999999999999999999のような日付時刻入力を適切に丸めます。(Tom)
     

	GiST R-tree演算子クラスにおけるページ分割点の選択を改良しました。(Teodor)
     

	plperlの初期化における移植性の問題を修正しました。(Andrew Dunstan)
     

	COPY FROM STDIN中のエラーからの復旧するためのlibpqのコードについて、堅牢性を高めました。(Tom)
     

	readlineとeditlineライブラリの両方がインストールされている場合、それらの競合するヘッダファイルがincludeされないようにしました。(Zdenek Kotala)
     





ロールのメンバ資格



権限の管理を簡単にするために、ユーザをグループにまとめることはしばしば便利です。
グループ全体に対して権限を与えることも、取り消すこともできます。
PostgreSQL™では、グループを表すロールを作成することで行われます。
そして、そのグループロールに個々のユーザロールのメンバ資格を与えます。
  
グループロールを設定するには、まずロールを作成します。

CREATE ROLE name;

通常、グループとして使用されるロールにはLOGIN属性を持たせません。
しかし、そうしたければ持たせることもできます。
  
グループロールをいったん作成すれば、GRANT(7)およびREVOKE(7)コマンドを使用してメンバの追加と削除を行うことができます。

GRANT group_role TO role1, ... ;
REVOKE group_role FROM role1, ... ;

他のグループロールへのメンバ資格を与えることもできます。
（グループロールと非グループロールとの間には実際には区別がないからです。）
データベースはグループのメンバ資格がループし、循環するような設定はさせません。
また、ロール内のメンバ資格をPUBLICに付与することはできません。
  
グループロールのメンバは、2つの方法でロールの権限を使用することができます。
1つ目は、グループ内のすべてのメンバは明示的に、一時的にそのグループロールに「なる」ためにSET ROLE(7)を行うことができます。
この状態では、データベースセッションは元々のログインロールの権限ではなくグループの権限でアクセスされます。
そして、作成されたデータベースオブジェクトの所有者はログインロールではなくグループロールであるとみなされます。
2つ目は、INHERIT属性を持つメンバロールは、それらがメンバとなるロールの権限を自動的に使用します。これには、ロールによって継承されるいかなる権限も含んでいます。
例えば、以下の状態を想定します。

CREATE ROLE joe LOGIN INHERIT;
CREATE ROLE admin NOINHERIT;
CREATE ROLE wheel NOINHERIT;
GRANT admin TO joe;
GRANT wheel TO admin;

joeロールで接続するとすぐに、joeはadmin権限を「継承」しますので、そのデータベースセッションではjoeに直接与えられた権限に加えて、adminに与えられた権限を使用することができます。
しかし、wheelに与えられた権限は利用できません。
joeは間接的にwheelのメンバですが、admin経由のメンバ資格はNOINHERIT属性を持っているためです。

SET ROLE admin;

を行った後、セッションはadminに与えられた権限のみを使用できるようになります。
joeに与えられた権限は使用できなくなります。

SET ROLE wheel;

を行った後、セッションはwheelに与えられた権限のみを使用できるようになり、joeやadminに与えられた権限は使用できなくなります。
元の状態の権限に戻すには、以下のいずれかを行います。

SET ROLE joe;
SET ROLE NONE;
RESET ROLE;

  
注記
SET ROLEコマンドによりいつでも、元のログインロールが直接あるいは間接的にメンバ資格を持つすべてのロールを選ぶことができます。
従って、上の例において、wheelになる前にadminになることは必要ありません。
   

注記
標準SQLでは、ユーザとロールとの間に明確な違いがあり、ユーザはロールのように自動的に権限を継承することができません。
PostgreSQL™でこの振舞いを実現させるには、SQLロールとして使用するロールにはINHERIT属性を付与し、SQLユーザとして使用するロールにはNOINHERIT属性を付与します。
しかし、8.1リリースより前との互換性を保持するために、PostgreSQL™はデフォルトで、すべてのロールにINHERIT属性を付与します。
以前は、ユーザは常にメンバとして属するグループに付与された権限を常に使用できました。
   

LOGIN、SUPERUSER、CREATEDB、およびCREATEROLEロール属性は、特別な権限とみなすことができますが、データベースオブジェクトに対する通常の権限のように継承されません。
こうした属性の1つを使用できるようにするためには、その属性を特定のロールに設定するように実際にSET ROLEを行う必要があります。
上の例を続けると、adminロールにCREATEDB権限とCREATEROLE権限を付与することを選ぶことができます。
こうすると、joeロールとして接続するセッションでは、すぐさまこれらの権限を持ちません。
SET ROLE adminを行った後で、この権限を持ちます。
  
  
グループロールを削除するには、DROP ROLE(7)を使用してください。

DROP ROLE name;

グループロール内のメンバ資格も自動的に取り上げられます。
（しかし、メンバロールには何も影響ありません。）
  

check_constraint_routine_usage



check_constraint_routine_usageは検査制約で使用される処理（関数およびプロシージャ）を識別します。
現在有効なロールが所有する処理のみが表示されます。
  
表35.6 check_constraint_routine_usageの列
	名前	データ型	説明
	constraint_catalog	sql_identifier	制約が含まれるデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	constraint_schema	sql_identifier	制約が含まれるスキーマの名前です。
	constraint_name	sql_identifier	制約の名前です。
	specific_catalog	sql_identifier	関数が含まれるデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	specific_schema	sql_identifier	関数が含まれるスキーマの名前です。
	specific_name	sql_identifier	関数の「仕様名称」です。
詳細は「routines」を参照してください。
      





名前
REINDEX — インデックスを再構築する

概要
REINDEX [ ( VERBOSE ) ] { INDEX | TABLE | SCHEMA | DATABASE | SYSTEM } name

説明
REINDEXは、インデックスのテーブルに保存されたデータを使用してインデックスを再構築し、古いインデックスのコピーと置き換えます。
以下にREINDEXが使用される状況を示します。

   
	インデックスが破損してしまい、有効なデータがなくなった場合です。
理論的には決して起こらないはずですが、実際には、ソフトウェアのバグやハードウェアの障害によりインデックスが破損することがあります。
REINDEXはこの修復手段を提供します。
     

	インデックスが「膨張状態」、つまり、多くの空、もしくは、ほとんど空のページを持つ状態になっている場合です。
この状況は、PostgreSQL™のB-treeインデックスが特定の普通でないパターンでアクセスされた場合に起こり得ます。
REINDEXを使って、使用されないページを取り除いた新しいインデックス作成すると、インデックスの領域消費量を減少することができます。
詳細は「定常的なインデックスの再作成」を参照してください。
     

	インデックスの格納パラメータ（フィルファクタなど）を変更し、この変更を確実に有効にしたい場合です。
     

	CONCURRENTLYオプションをつけたインデックス作成が失敗し、「無効な」インデックスが残った場合です。
こうしたインデックスは使用されませんが、REINDEXを使用して再作成するのが便利かもしれません。
REINDEXでは同時構築ができないことに注意してください。
運用に影響を与えずにインデックスを作成するためには、インデックスを削除してからCREATE INDEX CONCURRENTLYコマンドを再発行しなければなりません。
     




パラメータ
	INDEX
	指定したインデックスを再作成します。
     

	TABLE
	指定したテーブルの全インデックスを再作成します。
テーブルに2次的な「TOAST」テーブルがある場合、それについてもインデックスを再作成します。
     

	SCHEMA
	指定したスキーマのすべてのインデックスを再作成します。
このスキーマのテーブルが二次的な「TOAST」テーブルを持っている場合は、そのインデックスも再作成されます。
共有システムカタログのインデックスも処理されます。
この構文のREINDEXはトランザクションブロックの内側で実行することはできません。
     

	DATABASE
	現在のデータベースのすべてのインデックスを再作成します。
共有システムカタログのインデックスも処理されます。
この構文のREINDEXをトランザクションブロック内で実行することはできません。
     

	SYSTEM
	現在のデータベースのシステムカタログに対するすべてのインデックスを再作成します。
共有システムカタログのインデックスも含みます。
ユーザテーブルのインデックスは処理されません。
この構文のREINDEXをトランザクションブロック内で実行することはできません。
     

	name
	インデックスを再作成するインデックス、テーブル、データベースの名前です。
インデックスとテーブルはスキーマ修飾可能です。
現状では、REINDEX DATABASEとREINDEX SYSTEMは現在のデータベースのインデックスのみを再作成することができます。
そのため、このパラメータは現在のデータベース名と一致する必要があります。
     

	VERBOSE
	各インデックスが再作成されるときに、進捗レポートを表示します。
     




注釈
ユーザテーブル上の特定のインデックスに破損の疑いがある場合、REINDEX INDEXを使ってそのインデックスを再構築することもできますし、REINDEX TABLEを使ってそのテーブルのすべてのインデックスを再構築することもできます。
  
システムテーブルのインデックスの破損を復旧する場合の手順はより複雑になります。
この場合、システムによって破損の可能性があるインデックス自体が使用されないようにすることが重要です
（実際は、このようなケースでは、破損したインデックスに依存していたため、サーバプロセスが起動時に強制終了してしまう可能性があります）。
安全に復旧させるには、システムカタログ検索時のインデックスの使用を禁止する-Pオプションを使用してサーバを起動しなければなりません。
  
考えられる方法の1つは次の方法です。まず、サーバを停止して、コマンドラインから-Pオプションを指定してシングルユーザ状態のPostgreSQL™サーバを起動します。
そして、再構成する範囲に応じて、REINDEX DATABASE、REINDEX SYSTEM、REINDEX TABLE、または、REINDEX INDEXコマンドを発行します。
範囲が不明な場合は、REINDEX SYSTEMを使用して、そのデータベースの全てのシステムインデックスを再構成してください。
その後、シングルユーザ状態のサーバセッションを停止して、通常のサーバを再起動します。
シングルユーザ状態のサーバインタフェースの操作方法についての詳細は、postgres(1)マニュアルページを参照してください。
  
その他、コマンドラインで-Pを指定して通常のサーバセッションを起動することもできます。
具体的な方法は、クライアントによって異なります。
しかし、libpqベースのクライアントであれば、クライアントを起動する前に環境変数PGOPTIONSを-Pに設定すれば実現できます。
この方法では他のクライアントを締め出す必要はありませんが、修復が終わるまで破損したデータベースへの他のユーザの接続を防止する方が良いことに注意してください。
  
REINDEXは、インデックスの中身を1から作り直すという点では、インデックスを削除してから再作成する処理と似ています。
しかし、ロックに関しては異なります。
REINDEXはインデックスの元となるテーブルの書き込みをロックしますが、読み込みはロックしません。
また、処理中のインデックスに対する排他ロックを取得するので、そのインデックスを使用する読み込みはブロックされます。
一方、DROP INDEXは瞬間的に元となるテーブルの排他ロックを取得するので、書き込みも読み込みもブロックされます。
その後に行うCREATE INDEXでは書き込みのみをロックし、読み込みはロックしません。
インデックスは存在しないので、インデックスを使用する読み込みは発生しません。
したがって、読み込みがブロックされることはありませんが、コストが高いシーケンシャルスキャンの使用を強制されることになります。
  
単一インデックスまたは単一テーブルのインデックス再作成を行うには、そのインデックスまたはテーブルの所有者でなければなりません。
データベースに対するインデックス再作成を行うには、データベースの所有者でなければなりません（したがって、この所有者は他のユーザが所有するテーブルのインデックスを再作成することができます）。
もちろん、スーパーユーザは常にすべてのインデックス再作成を行うことができます。
  

例
単一のインデックスを再構築します。


REINDEX INDEX my_index;

  
テーブルmy_table上のすべてのインデックスを再構築します。


REINDEX TABLE my_table;

  
システムインデックスが有効かどうかを確認することなく、あるデータベース内の全てのインデックスを再構築します。


$ export PGOPTIONS="-P"
$ psql broken_db
...
broken_db=> REINDEX DATABASE broken_db;
broken_db=> \q

互換性
標準SQLにはREINDEXはありません。
  


パーサ



テキスト検索パーサは、もとの文書テキストを分割してトークンに変換し、それぞれのトークンの型を識別子する役割を持っています。ここで、可能な型の集合は、パーサ自身が定義します。パーサは文書をまったく変更しないことに注意してください — それは、単に可能な単語の境界を識別するだけです。このような制限があるため、カスタム辞書を作るのに比べ、用途限定のカスタムパーサを作る必要性は少ないです。今のところ、PostgreSQL™はたった一つの組み込みパーサを提供しています。これは広い範囲の用途に対して有用であると考えられています。
  
組み込みのパーサはpg_catalog.defaultというものです。表12.1「デフォルトパーサのトークン型」に示す23のトークンを理解します。
  
表12.1 デフォルトパーサのトークン型
	別名	説明	例
	asciiword	単語、すべてのASCII文字	elephant
	word	単語、すべての文字	mañana
	numword	単語、文字、数字	beta1
	asciihword	ハイフンでつながれた単語、すべてのASCII	up-to-date
	hword	ハイフンでつながれた単語、すべての文字	lógico-matemática
	numhword	ハイフンでつながれた単語、すべての文字、数字	postgresql-beta1
	hword_asciipart	ハイフンでつながれた単語の一部、すべての ASCII	postgresql-beta1のpostgresql
	hword_part	ハイフンでつながれた単語の一部、すべての文字	lógico-matemáticaのlógicoまたはmatemática
	hword_numpart	ハイフンでつながれた単語の文字+数字の部分	postgresql-beta1のbeta1
	email	電子メールアドレス	foo@example.com
	protocol	プロトコルヘッダー	http://
	url	URL	example.com/stuff/index.html
	host	ホスト名	example.com
	url_path	URL中のパス名	URL中の/stuff/index.html
	file	ファイルまたはパス名	URL中でない/usr/local/foo.txt
	sfloat	科学技術表記	-1.234e56
	float	10進表記	-1.234
	int	符号付き整数	-1234
	uint	符号なし整数	1234
	version	バージョン番号	8.3.0
	tag	XMLタグ	<a href="dictionaries.html">
	entity	XMLエンティティ	&amp;
	blank	空白記号	(他のものに解釈できない空白または句読点)



注記
パーサにとっての「文字」は、データベースのロケールの設定、特にlc_ctypeによって決まります。基本的なASCIIのみを含む単語は、別のトークン型として報告されます。ときには、それらを他と区別することが有用だからです。ヨーロッパのたいていの言語では、word と asciiwordは、同じように扱われます。
   
emailはRFC5322で定義されたすべての有効なメールアドレス文字をサポートしません。メールアドレスのユーザ名としてサポートされる英数字以外の文字はピリオド、ダッシュ、アンダースコアのみです。
   

パーサがテキストの同じ部分から重複したトークンを生成することはあり得ます。たとえば、ハイフン付の単語は、単語全体と、各部分の両方を報告します。例を示します。


SELECT alias, description, token FROM ts_debug('foo-bar-beta1');
      alias      |               description                |     token     
-----------------+------------------------------------------+---------------
 numhword        | Hyphenated word, letters and digits      | foo-bar-beta1
 hword_asciipart | Hyphenated word part, all ASCII          | foo
 blank           | Space symbols                            | -
 hword_asciipart | Hyphenated word part, all ASCII          | bar
 blank           | Space symbols                            | -
 hword_numpart   | Hyphenated word part, letters and digits | beta1


この挙動は好ましいのものです。単語全体と、各々の部分の両方に対して検索ができるからです。初歩的な別の例を示します。


SELECT alias, description, token FROM ts_debug('http://example.com/stuff/index.html');
  alias   |  description  |            token             
----------+---------------+------------------------------
 protocol | Protocol head | http://
 url      | URL           | example.com/stuff/index.html
 host     | Host          | example.com
 url_path | URL path      | /stuff/index.html

  

ロジカルデコーディング出力ライター



ロジカルデコーディングに、別な出力方法を追加することもできます。
src/backend/replication/logical/logicalfuncs.cを参照してください。
基本的に、3つの関数を用意する必要があります。
WALを読む関数、出力データの書き込みを準備する関数、それに出力データを書き込む関数です。
(「出力生成関数」参照)。
   


名前
initdb — PostgreSQL™のデータベースクラスタを新しく作成する

概要
initdb  [option...]  [ --pgdata  |   -D ] directory 


説明
  
initdbはPostgreSQL™のデータベースクラスタを新しく作成します。
データベースクラスタとは、1つのサーバインスタンスで管理されるデータベースの集合です。
  
データベースクラスタの作成には、データベースのデータを保存するディレクトリの作成、共有カタログテーブル(特定のデータベースではなく、クラスタ全体に所属するテーブル)の生成、そしてtemplate1データベースとpostgresデータベースの作成といった作業が含まれます。
後から新しいデータベースを作成する際は、template1データベースの全ての内容がコピーされます。
（つまり、template1にインストールしたものすべてが、後に生成した各データベースに自動的にコピーされます。）
postgresデータベースは、ユーザ、ユーティリティ、サードパーティ製アプリケーションのデフォルトデータベースとしての使用を意図したものです。
  
initdbは指定されたデータディレクトリを作成しようと試みますが、そのデータディレクトリの親ディレクトリの所有者がrootであるなど、権限がないことがあります。
このような場合、まず、空のデータディレクトリをrootで作成し、chownを使ってそのディレクトリの所有権限をデータベースのユーザに変えてください。
次にsuを使ってデータベースユーザとなり、initdbを実行します。
  
initdbは、サーバプロセスの所有者となるユーザによって実行されなければなりません。
initdbによって作成されるファイルやディレクトリにサーバがアクセスできる必要があるからです。
サーバをrootとして実行することはできませんので、rootでinitdbを実行してはいけません
（実際には、実行しようとしても拒否されます）。
  
initdbは、データベースクラスタのデフォルトのロケールと文字セット符号化方式を初期化します。
文字セット符号化方式、照合順（LC_COLLATE）および文字セットクラス（LC_CTYPE、例えば、大文字、小文字、数字）は、データベース作成時、別々に設定することができます。
initdbはtemplate1データベース用のこれらの値を決定します。
この値が他のすべてのデータベースのデフォルトとして提供されます。
  
デフォルトの照合順や文字セットクラスを変更するためには、--lc-collateおよび--lc-ctypeオプションを使用してください。
CやPOSIX以外の照合順には性能の劣化が伴います。
これらの理由によりinitdb実行時にロケールを正しく選択することが重要です。
  
残りのロケール関連のものはサーバ起動時に変更することができます。
--localeを使用して、照合順や文字セットクラスを含む、すべてのロケール関連のもののデフォルトを設定することも可能です。
SHOW ALLを使用して、すべてのサーバのロケール値（lc_*）を表示することができます。
詳細は「ロケールのサポート」に記載しています。
  
デフォルトの符号化方式を変更するには、--encodingオプションを使用します。
詳細は「文字セットサポート」に記載しています。
  

オプション
    
	-A authmethod, --auth=authmethod
	このオプションは、pg_hba.confにてローカルユーザ用に使用される認証方法（host行とlocal行）を指定します。
システムのすべてのローカルユーザが信頼できるわけではない場合は、trustを使用しないでください。
インストールを簡単にするためにtrustがデフォルトになっています。
       

	--auth-host=authmethod
	このオプションはpg_hba.confにてTCP/IP接続経由のローカルユーザ用に使用される認証方法（host行）を指定します。
       

	--auth-local=authmethod
	このオプションはpg_hba.confにてUnixドメインソケット接続経由のローカルユーザ用に使用される認証方法（local行）を指定します。
       

	-D directory, --pgdata=directory
	このオプションは、データベースクラスタを格納すべきディレクトリを指定します。
initdbが必要とする情報はこれだけですが、環境変数PGDATAを設定しておけば、このオプションの指定を省略できます。
この方法は、後に同じ変数を使用してデータベースサーバ（postgres）がデータベースディレクトリを参照できるので、便利です。
       

	-E encoding, --encoding=encoding
	テンプレートデータベースの符号化方式を選択します。
これが今後作成される全てのデータベースについてのデフォルト符号化方式となりますが、作成時に上書きすることもできます。
デフォルトは、ロケールから取得しますが、取得できなければSQL_ASCIIになります。
PostgreSQL™サーバによってサポートされる文字セットについては「サポートされる文字セット」で説明します。
       

	-k, --data-checksums
	I/Oシステムによる破損検知を補助するために、データページにおいてチェックサムを使用します。
これがないと警告もされません。
チェックサムを有効にすると、認知できる程度の性能低下が発生する可能性があります。
これは初期化の際にのみ設定することができ、後で変更することはできません。
設定した場合、すべてのデータベースにおいて、すべてのオブジェクトに対してチェックサムが計算されます。
       

	--locale=locale
	データベースクラスタ用のデフォルトのロケールを設定します。
このオプションを指定しない場合は、initdbを実行している環境のロケールが継承されます。
ロケールサポートについては「ロケールのサポート」で説明します。
       

	--lc-collate=locale, --lc-ctype=locale, --lc-messages=locale, --lc-monetary=locale, --lc-numeric=locale, --lc-time=locale
	--localeと似ていますが、指定したカテゴリのロケールのみを設定します。
       

	--no-locale
	        --locale=Cと同じです。
       

	-N, --nosync
	デフォルトではinitdbはすべてのファイルが安全にディスクに書き出されるまで待機します。
このオプションを使うとinitdbは待機せずに返るようになり、より高速になりますが、後でオペレーティングシステムがクラッシュした場合にデータディレクトリが破損状態になってしまう可能性があります。
通常、このオプションは試験用では有用ですが、実用のインストレーションを作成する際に使用すべきではありません。
       

	--pwfile=filename
	initdbはデータベーススーパーユーザのパスワードをこのファイルから読み取ります。
このファイルの最初の行がパスワードとして解釈されます。
       

	-S, --sync-only
	すべてのデータベースファイルを安全にディスクに書き出し、終了します。
これは通常のinitdbの操作をまったく行いません。
       

	-T CFG, --text-search-config=CFG
	デフォルトの全文検索設定を設定します。
詳細についてはdefault_text_search_configを参照してください。
       

	-U username, --username=username
	データベースのスーパーユーザのユーザ名を選択します。
initdbを実行している実効ユーザの名前がデフォルトです。
スーパーユーザの名前はあまり重要ではありませんが、慣習的に使われているpostgresを（オペレーティングシステムのユーザ名と異なっていても）使っても良いでしょう。
       

	-W, --pwprompt
	initdbにデータベースのスーパーユーザ権限を与えるためのパスワード入力のプロンプトを表示させます。
パスワード認証を行うつもりがない場合は必要ありません。
このオプションを指定しても、パスワードの設定を行わない限りパスワード認証は行われません。
       

	-X directory, --xlogdir=directory
	このオプションはトランザクションログの格納ディレクトリを指定します。
       




   
この他にも、使用頻度は下がりますが、下記のオプションが使用可能です。

    
	-d, --debug
	ブートストラップバックエンドからのデバッグ情報と、一般の利用者にはおそらく不要なその他の情報を出力します。
ブートストラップバックエンドとはinitdbがカタログテーブルを作成する際に使用するプログラムです。
このオプションはうんざりするようなログを大量に出力します。
       

	-L directory
	データベースクラスタを初期化する際に、initdbが参照すべき入力ファイルを指定します。
これは通常必要ありません。
明示的に指定する必要がある場合は、その時に指定するよう要求されます。
       

	-n, --noclean
	デフォルトでは、initdbを実行中にエラーが発生し、データベースクラスタを完成できなかった場合に、そのエラーが発生する前に作成された全てのファイルを削除します。
このオプションを指定すると、これらのファイルが削除しないで残されるので、デバッグの際にはとても便利です。
       




   
その他のオプションを以下に示します。

    
	-V, --version
	initdbのバージョンを表示し、終了します。
       

	-?, --help
	initdbのコマンドライン引数の使用方法を表示し、終了します。
       




   

環境
	PGDATA
	データベースクラスタを保存するディレクトリを指定します。
-Dオプションを使用して上書きすることができます。
     

	TZ
	作成されるデータベースクラスタのデフォルトの時間帯を指定します。
値は完全な時間帯の名前で指定することが望ましいです(「時間帯」参照)。
     



また、このユーティリティは、他のほとんどのPostgreSQL™ユーティリティと同様、libpqでサポートされる環境変数を使用します（「環境変数」を参照してください）。
  

注釈
initdbはpg_ctl initdb経由でも呼び出すことができます。
  

関連項目
pg_ctl(1), postgres(1)

リリース7.3.5



リリース日
2003-12-03

7.3.4の様々な不具合を修正しました。
  
バージョン7.3.5への移行



7.3.*からの移行の場合はダンプ/リストアは必要ありません。
   

変更点



	Force zero_damaged_pages to be on during recovery from WAL

	Prevent some obscure cases of 「variable not in subplan target lists」

	Force stats processes to detach from shared memory, ensuring cleaner shutdown

	Make PQescapeBytea and byteaout consistent with each other (Joe)

	Added missing SPI_finish() calls to dblink's get_tuple_of_interest() (Joe)

	Fix for possible foreign key violation when rule rewrites INSERT (Jan)

	Support qualified type names in PL/Tcl's spi_prepare command (Jan)

	Make pg_dump handle a procedural language handler located in pg_catalog

	Make pg_dump handle cases where a custom opclass is in another schema

	Make pg_dump dump binary-compatible casts correctly (Jan)

	Fix insertion of expressions containing subqueries into rule bodies

	Fix incorrect argument processing in clusterdb script (Anand Ranganathan)

	Fix problems with dropped columns in plpython triggers

	Repair problems with to_char() reading past end of its input string (Karel)

	Fix GB18030 mapping errors (Tatsuo)

	Fix several problems with SSL error handling and asynchronous SSL I/O

	Remove ability to bind a list of values to a single parameter in JDBC
(prevents possible SQL-injection attacks)

	Fix some errors in HAVE_INT64_TIMESTAMP code paths

	Fix corner case for btree search in parallel with first root page split





第47章 ロジカルデコーディング



PostgreSQLは、SQLによって実行された更新結果を外部のコンシューマにストリーミングする基盤を提供しています。
  
更新結果は、ロジカルレプリケーションスロット(logical replication slots)で識別されるストリームに送出されます。
  
ストリームに送出される更新データのフォーマットは、使用するプラグインで決まります。
サンプルプラグインがPostgreSQLの配布物に含まれています。
追加のプラグインを書くことにより、PostgreSQLのコア部分のコードを一切変更することなく、利用可能なフォーマットの選択肢を増やすことができます。
すべてのプラグインから、
INSERTによって作成された個々の新しい行と、UPDATEによって作成された新しい個々の行のバージョンにアクセスできます。
UPDATEとDELETEによって古いバージョンの行へのアクセスが可能かどうかは、
レプリカエンティティ(replica entity)の設定によって決まります(REPLICA IDENTITY参照)。
  
変更データの消費は、ストリーミングレプリケーションのプロトコル(「ストリーミングレプリケーションプロトコル」と
「ストリームレプリケーションプロトコルインターフェイス」を参照)を使うか、SQL関数(「ロジカルデコーディングSQLインタフェース」)を使って行います。
また、コア部分に手を入れなくても、レプリケーションスロットの出力を消費する別の方法を実装することもできます
(「ロジカルデコーディング出力ライター」参照)。
  
ロジカルデコーディングの例



以下はロジカルデコーディングをSQLを使って制御する例です。
   
ロジカルデコーディングを使う前に、wal_level を logical に、そしてmax_replication_slotsを少なくとも1に設定しなければなりません。
次に、使用するデータベースにスーパーユーザ(以下の例ではpostgres)として接続します。
   
postgres=# -- Create a slot named 'regression_slot' using the output plugin 'test_decoding'
postgres=# SELECT * FROM pg_create_logical_replication_slot('regression_slot', 'test_decoding');
    slot_name    | xlog_position
-----------------+---------------
 regression_slot | 0/16B1970
(1 row)

postgres=# SELECT slot_name, plugin, slot_type, database, active, restart_lsn, confirmed_flush_lsn FROM pg_replication_slots;
    slot_name    |    plugin     | slot_type | database | active | restart_lsn | confirmed_flush_lsn
-----------------+---------------+-----------+----------+--------+-------------+-----------------
 regression_slot | test_decoding | logical   | postgres | f      | 0/16A4408   | 0/16A4440
(1 row)

postgres=# -- There are no changes to see yet
postgres=# SELECT * FROM pg_logical_slot_get_changes('regression_slot', NULL, NULL);
 location | xid | data
----------+-----+------
(0 rows)

postgres=# CREATE TABLE data(id serial primary key, data text);
CREATE TABLE

postgres=# -- DDL isn't replicated, so all you'll see is the transaction
postgres=# SELECT * FROM pg_logical_slot_get_changes('regression_slot', NULL, NULL);
 location  | xid |    data
-----------+-----+------------
 0/16D5D48 | 688 | BEGIN 688
 0/16E0380 | 688 | COMMIT 688
(2 rows)

postgres=# -- Once changes are read, they're consumed and not emitted
postgres=# -- in a subsequent call:
postgres=# SELECT * FROM pg_logical_slot_get_changes('regression_slot', NULL, NULL);
 location | xid | data
----------+-----+------
(0 rows)

postgres=# BEGIN;
postgres=# INSERT INTO data(data) VALUES('1');
postgres=# INSERT INTO data(data) VALUES('2');
postgres=# COMMIT;

postgres=# SELECT * FROM pg_logical_slot_get_changes('regression_slot', NULL, NULL);
 location  | xid |                     data
-----------+-----+-----------------------------------------------
 0/16E0478 | 689 | BEGIN 689
 0/16E0478 | 689 | table public.data: INSERT: id[integer]:1 data[text]:'1'
 0/16E0580 | 689 | table public.data: INSERT: id[integer]:2 data[text]:'2'
 0/16E0650 | 689 | COMMIT 689
(4 rows)

postgres=# INSERT INTO data(data) VALUES('3');

postgres=# -- You can also peek ahead in the change stream without consuming changes
postgres=# SELECT * FROM pg_logical_slot_peek_changes('regression_slot', NULL, NULL);
 location  | xid |                     data
-----------+-----+-----------------------------------------------
 0/16E09C0 | 690 | BEGIN 690
 0/16E09C0 | 690 | table public.data: INSERT: id[integer]:3 data[text]:'3'
 0/16E0B90 | 690 | COMMIT 690
(3 rows)

postgres=# -- The next call to pg_logical_slot_peek_changes() returns the same changes again
postgres=# SELECT * FROM pg_logical_slot_peek_changes('regression_slot', NULL, NULL);
 location  | xid |                     data
-----------+-----+-----------------------------------------------
 0/16E09C0 | 690 | BEGIN 690
 0/16E09C0 | 690 | table public.data: INSERT: id[integer]:3 data[text]:'3'
 0/16E0B90 | 690 | COMMIT 690
(3 rows)

postgres=# -- options can be passed to output plugin, to influence the formatting
postgres=# SELECT * FROM pg_logical_slot_peek_changes('regression_slot', NULL, NULL, 'include-timestamp', 'on');
 location  | xid |                     data
-----------+-----+-----------------------------------------------
 0/16E09C0 | 690 | BEGIN 690
 0/16E09C0 | 690 | table public.data: INSERT: id[integer]:3 data[text]:'3'
 0/16E0B90 | 690 | COMMIT 690 (at 2014-02-27 16:41:51.863092+01)
(3 rows)

postgres=# -- Remember to destroy a slot you no longer need to stop it consuming
postgres=# -- server resources:
postgres=# SELECT pg_drop_replication_slot('regression_slot');
 pg_drop_replication_slot
-----------------------

(1 row)
以下はPostgreSQLに付属するプログラムpg_recvlogical(1)を用いてロジカルデコーディングを
ストリーミングレプリケーションのプロトコルによって制御する例です。
この方法を使うには、レプリケーション接続を許すようにクライアント認証を設定し(「認証」参照)、max_wal_sendersを十分に大きくして追加の接続ができるようにしておかなければなりません。
   
$ pg_recvlogical -d postgres --slot test --create-slot
$ pg_recvlogical -d postgres --slot test --start -f -
Control+Z
$ psql -d postgres -c "INSERT INTO data(data) VALUES('4');"
$ fg
BEGIN 693
table public.data: INSERT: id[integer]:4 data[text]:'4'
COMMIT 693
Control+C
$ pg_recvlogical -d postgres --slot test --drop-slot


第48章 レプリケーション進捗の追跡



レプリケーション起点(replication origins)は、ロジカルデコーディングの上に、ロジカルレプリケーションソリューションを実装しやすくすることを意図しています。
以下の2つの良くある問題に対して解決の方策を提供します。
  
	レプリケーション進捗をどうやって安全に追跡するか

	たとえば双方向レプリケーションにおけるループを回避するために、起点の行ごとに、いかにしてレプリケーションの挙動を変えるか




 
レプリケーション起点は、名前とOIDから構成されます。
システム中で起点を参照する際に使われる名前は、任意のtextです。
その名前は、たとえばレプリケーションソリューションの名前を接頭辞にすることにより、別々のレプリケーションソリューションによって作成されたレプリケーションオリジンが衝突することがないように使われるべきです。
oidは、空間効率が重要な場合に、長い名前を格納することを避けたいときにのみ使用します。
oidはシステム間で共有すべきものではありません。
 
レプリケーション起点はpg_replication_origin_create()で作成し、pg_replication_origin_drop()で削除し、pg_replication_originシステムカタログを使って参照します。
 
レプリケーションソリューションを構築する際に無視できない問題は、どうやってリプレイの進捗を安全に追跡するか、ということです。
(訳注: ログを)適用するプロセス、あるいはシステム全体が死んだ時に、どこまでデータのレプリケーションが成功したかを見つけることができなければなりません。
トランザクションのリプレイの度にテーブルの行を更新するような素朴なソリューションは、実行時のオーバヘッドとデータベースの肥大化問題を起こします。
 
レプリケーション起点のインフラを使用することにより、あるセッションに対してリモートノードからリプレイしていることの目印を付けることができます。(pg_replication_origin_session_setup()を使います)
また、  pg_replication_origin_xact_setup()を使ってすべてのソーストランザクションに対してトランザクション単位でLSNとタイムスタンプを記録するように設定することができます。
終了後は、クラッシュに対して安全な方法で、レプリケーションの進捗は永続的に記録されます。
すべてのレプリケーション起点のリプレイの進捗は、pg_replication_origin_statusビューで参照できます。
たとえばレプリケーションの再開の際などには、個々の起点の進捗を、pg_replication_origin_progress()で参照できます。
現在のセッションに起点が設定されている場合は、pg_replication_origin_session_progress()を使用します。
 
厳密に一つのシステムから別の一つのシステムにレプリケーションする以上のより複雑なレプリケーションのトポロジでは、リプレイされた行を再びレプリケーションするのを避けるのが難しいという別な問題が発生するかもしれません。
これにより、レプリケーションの巡回と、非効率性の両方が発生するかもしれません。
レプリケーション起点には、この問題を認識し、避けるためのオプションの機構があります。
前段で言及した関数を使うと、出力プラグインコールバック(「ロジカルデコーディングの出力プラグイン」参照)に渡されるすべての更新とトランザクションに、セッションを生成しているレプリケーション起点がタグ付けされます。
これにより、出力プラグインの中でそれらの扱いを分けることができます。たとえばローカルに起因する行以外はすべて無視するような場合です。
また追加で、ソースに基づくロジカルデコーディングの変更ストリームをフィルターするためにfilter_by_origin_cbコールバックを使うことができます。
これは柔軟ではありませんが、アウトプットプラグインを通してフィルタリングするのはずっと効率的です。
 

ビュー



「テーブル間を結合」の問い合わせをもう一度参照してください。
天候の記録と都市の所在場所を結合したリストを得ることが今作っているアプリケーションにとって特に重要なのですが、この結合リストを必要とする度に問い合わせを打ち込みたくはないとしましょう。
この問い合わせに対してビューを作成し、通常のテーブルのように参照できる問い合わせに名前を付けることができます。


CREATE VIEW myview AS
    SELECT city, temp_lo, temp_hi, prcp, date, location
        FROM weather, cities
        WHERE city = name;

SELECT * FROM myview;

   
ビューを自由に利用することは、SQLデータベースの良い設計における重要な項目です。
ビューはテーブル構造の詳細をカプセル化しますので、アプリケーションが発展するに従いテーブル構造が変わったとしても、一貫したインタフェースを保てます。
   
ビューは実テーブルが使用できるほとんどの場所で使えます。
他のビューに対するビューの作成も珍しくはありません。
   

リリース9.5.1



リリース日
2016-02-11

このリリースは9.5.0に対し、各種不具合を修正したものです。
9.5メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.5」
を参照してください。
  
バージョン9.5.1への移行



9.5.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   

変更点



	正規表現での無限ループやバッファオーバーランの問題を修正しました。
(Tom Lane)
     
(正規表現における)ブラケット式の非常に大きな文字範囲が一部ケースで無限ループを、また別ケースでメモリ上書きを引き起こすおそれがありました。
(CVE-2016-0773)
     

	稀な状況でハッシュ結合で内側リレーションの一部タプルを結合しそこなう原因となる誤りを修正しました。
(Tomas Vondra, Tom Lane)
     

	グループ化セットが使われているとき、HAVING句のプッシュダウンを回避するようにしました。
(Andrew Gierth)
     

	ON CONFLICT調停のWHERE句の逆パースを修正しました。
(Peter Geoghegan)
     

	log_line_prefixでのエスケープ%hおよび%rをlog_connectionsによるメッセージ出力でも機能するようにしました。
(Tom Lane)
     
これまで、%hと%rは新セッションがログメッセージ「connection received」を出力した直後から働き始めていました。これからはそのメッセージにおいても機能します。
     

	SSPI認証のときにトークンハンドルのリークを防ぐようになりました。
(Christian Ullrich)
     

	psqlの\detコマンドが、そのパターン引数を潜在的にスキーマ修飾パターンを伴う他の\dコマンドが行うのと同様に解釈するように、修正しました。
(Reece Hart)
     

	Windowsのpg_ctlで出力先をどこにするか決めるのに、標準出力先が端末であるかを確認するのではなく、サービス状態を確認するようになりました。
(Michael Paquier)
     

	拡張の要素オブジェクトの処理に関するpg_dumpの様々な例外的な不具合を修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_dumpでドメイン制約名の不適切な引用符付けを修正しました。
 (Elvis Pranskevichus)
     

	パラレルpg_restoreのとき起こりうる失敗を防ぐため、pg_dumpがビューのトリガにそのルールの後に処理される必要ありと印づけするようにしました。
(Tom Lane)
     

	pgbenchでスクリプトに記述された除算または剰余の演算子の評価における例外的なオーバーフロー状態に対する防御策を導入しました。
(Fabien Coelho, Michael Paquier)
     

	pg_receivexlogが9.4より前のサーバに接続するときの、役に立たない警告メッセージを抑止しました。
(Marco Nenciarini)
     

	plpython2とplpython3を両方使うときのダンプ/リロード問題を回避しました。
(Tom Lane)
     
（二つのバージョンのlibpythonは安全に並行して使用できないので）同一セッションではだめですが、原則としてはPL/Pythonの両バージョンは同じデータベース内で利用可能です。
しかしながら、pg_restoreとpg_upgradeの両者は、同一セッションの制限に抵触する動作をします。
チェックのタイミングを変えることでこれを回避しました。
     

	Python 3.5で通るようにPL/Pythonのリグレッションテストを修正しました。
(Peter Eisentraut)
     

	ある種のPL/Javaパラメータがスーパーユーザ以外から設定されることを防止しました。
(Noah Misch)
     
この変更はPL/Javaのセキュリティ障害(CVE-2016-0766)を緩和します。
PL/Javaではそれらパラメータをスーパーユーザのみとすることで障害は修正されています。
PL/JavaよりもPostgreSQL™をより頻繁にアップデートするサイトのセキュリティ危険性を防ぐするため、本体コードでもこれらパラメータを認識するようにしました。
     

	プリプロセッサ命令行から次の行へと継続されるコメントが含まれないようにecpgで供給されるヘッダファイルを修正しました。
(Michael Meskes)
     
このようなコメントはecpgに受け付けられません。
ecpg自体が変更されるべきかまだ明らかではありません。
     

	hstore_to_json_loose()のhstore値がJSON数値に変換されうるかの検査を修正しました。
(Tom Lane)
     
これまで本関数は英数字以外の終端文字にだまされる可能性があり、構文的に不正なJSONの出力を招いていました。
     

	contrib/postgres_fdwで、データを変更するコマンドでtableoidを使うことで起きる障害を修正しました。
(Etsuro Fujita, Robert Haas)
     

	NAMEDATALENが256より小さくなければならないという思慮に欠けた制限を修正しました。
     

	リンカにファイル名が固定順で与えられることを確実にして、ビルド出力の再現性を改善しました。
(Christoph Berg)
     
これは、生成された実行ファイルにて、あるビルドとの次ビルドとの間でビットレベル差異がでる可能性を回避します。
     

	MSVCビルドにてインストールされるヘッダファイル群にdynloader.hが確実に含まれるようにしました。
(Bruce Momjian, Michael Paquier)
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdata release 2016aに更新しました。
ケイマン諸島、メトラカトラ、ザバイカリエ地方(Zabaykalsky Krai) の夏時間法の変更、パキスタンの歴史的な訂正が適用されています。
     





記述子領域の使用



SQL記述子領域はSELECT、FETCH、DESCRIBE文の結果を処理する、より洗練された手法です。
SQL記述子領域は1行のデータをメタデータ項目と一緒に1つのデータ構造体としてグループ化します。
特に動的SQL文を実行する場合は結果列の性質が前もってわかりませんので、メタデータが有用です。
PostgreSQLは記述子領域を使用するための2つの方法、名前付きSQL記述子領域とC構造化SQLDA、を提供します。
  
名前付きSQL記述子領域



名前付きSQL記述子領域は、記述子全体に関する情報を持つヘッダと、基本的に結果行内の1つの列を記述する、1つ以上の項目記述子領域から構成されます。
   
SQL記述子領域を使用可能にするためには、それを以下のように割り当てなければなりません。

EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR identifier;

この識別子は記述子領域の「変数名」として使用されます。
割り当てられた記述子のスコープは何でしょう?
記述子が不要になったら、以下のように解放してください。

EXEC SQL DEALLOCATE DESCRIPTOR identifier;

   
記述子領域を使用するには、INTO句内の格納対象として、ホスト変数を列挙するのではなく、記述子領域を指定してください。

EXEC SQL FETCH NEXT FROM mycursor INTO SQL DESCRIPTOR mydesc;

結果セットが空の場合であっても、記述子領域には問い合わせのメタデータ、つまりフィールド名、が含まれます。
   
まだ実行されていないプリペアド問い合わせでは、結果セットのメタデータを入手するためにDESCRIBEを使用することができます。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
char *sql_stmt = "SELECT * FROM table1";
EXEC SQL END DECLARE SECTION;

EXEC SQL PREPARE stmt1 FROM :sql_stmt;
EXEC SQL DESCRIBE stmt1 INTO SQL DESCRIPTOR mydesc;

   
PostgreSQL 9.0より前では、SQLキーワードは省略可能でした。
このためDESCRIPTORおよびSQL DESCRIPTORは名前付きSQL記述子領域を生成しました。
これは強制事項になり、SQLキーワードを省略すると、SQLDA記述子領域を生成します。
「SQLDA記述子領域」を参照してください。
   
DESCRIBEおよびFETCH文では、INTOおよびUSINGキーワードを同じように使用することができます。
これらは結果セットと記述子領域内のメタデータを生成します。
   
さて、どうやって記述子領域からデータを取り出すのでしょうか。
この記述子領域を名前付きフィールドを持つ構造体とみなすことができます。
ヘッダからフィールド値を取り出し、それをホスト変数に格納するには、以下のコマンドを使用します。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR name :hostvar = field;

今のところ、COUNTというヘッダフィールドが1つだけ定義されています。
これは、記述子領域に存在する項目数を表すものです
（つまり、結果内に含まれる列数です）。
このホスト変数は整数型でなければなりません。
項目記述子領域からフィールドを取り出すには、以下のコマンドを使用します。

EXEC SQL GET DESCRIPTOR name VALUE num :hostvar = field;

numはリテラル整数、もしくは整数を持つホスト変数を取ることができます。
取り得るフィールドは以下の通りです。

    
	CARDINALITY (整数)
	結果セット内の行数です。
       

	DATA
	実際のデータ項目です
（したがってこのフィールドのデータ型は問い合わせに依存します）。
       

	DATETIME_INTERVAL_CODE (整数)
	TYPEが9の場合、DATETIME_INTERVAL_CODEは、DATEでは1、TIMEでは2、TIMESTAMPでは3、TIME WITH TIME ZONEでは4、TIMESTAMP WITH TIME ZONEでは5という値を取ります。
       

	DATETIME_INTERVAL_PRECISION (整数)
	未実装です。
       

	INDICATOR (整数)
	（NULL値や値の切り詰めを示す）指示子です。
       

	KEY_MEMBER (整数)
	実装されていません。
       

	LENGTH (整数)
	データの文字列の長さです。
       

	NAME (文字列)
	列名です。
       

	NULLABLE (整数)
	実装されていません。
       

	OCTET_LENGTH (整数)
	データの文字表現のバイト長です。
       

	PRECISION (整数)
	（numeric型用の）精度です。
       

	RETURNED_LENGTH (整数)
	データの文字数です。
       

	RETURNED_OCTET_LENGTH (整数)
	データの文字表現のバイト長です。
       

	SCALE (整数)
	（numeric型用の）桁です。
       

	TYPE (整数)
	列のデータ型の数値コードです。
       




   
EXECUTE、DECLAREおよびOPEN文では、INTOおよびUSINGの効果は異なります。
また、問い合わせやカーソル用の入力パラメータを提供するために記述子領域は手作業で構築することができます。
USING SQL DESCRIPTOR nameは入力パラメータとパラメータ付きの問い合わせに渡す方法です。
名前付きSQL記述子領域を構築するSQL文は以下の通りです。

EXEC SQL SET DESCRIPTOR name VALUE num field = :hostvar;

   
PostgreSQLは、1つのFETCH文内の1レコードを複数取り出し、ホスト変数に格納することをサポートします。
この場合ホスト変数は配列であると仮定されます。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
int id[5];
EXEC SQL END DECLARE SECTION;

EXEC SQL FETCH 5 FROM mycursor INTO SQL DESCRIPTOR mydesc;

EXEC SQL GET DESCRIPTOR mydesc VALUE 1 :id = DATA;


   

SQLDA記述子領域



SQLDA記述子領域は、問い合わせの結果セットとメタデータを取り出すために使用可能なC言語の構造体です。
1つの構造体には結果セットの1レコードが格納されます。

EXEC SQL include sqlda.h;
sqlda_t         *mysqlda;

EXEC SQL FETCH 3 FROM mycursor INTO DESCRIPTOR mysqlda;

SQLキーワードが省略されていることに注意してください。
「名前付きSQL記述子領域」のINTOおよびUSINGの使用状況に関する段落はここで多少追加して適用します。
DESCRIBE文では、INTOが使用されている場合DESCRIPTORキーワードは完全に省略可能です。

EXEC SQL DESCRIBE prepared_statement INTO mysqlda;

   
SQLDAを使用するプログラムの一般的な流れは以下の通りです。
     
	問い合わせをプリペアし、そのカーソルを宣言します。

	結果セット用のSQLDAを宣言します。

	入力パラメータ用のSQLDAを宣言し、初期化（メモリ割り当て、パラメータの設定）します。

	入力用SQLDAでカーソルを開きます。

	カーソルから行を取り出し、出力用SQLDAに格納します。

	出力用SQLDAから値をホスト変数に（必要に応じて変換を行い）読み取ります。

	カーソルを閉じます。

	入力用SQLDAに割り当てられたメモリ領域を解放します。



SQLDAのデータ構造



SQLDAはsqlda_t、sqlvar_t、struct sqlnameという３つの種類のデータ構造を使用します。
    
ヒント
PostgreSQLのSQLDAはIBM DB2ユニバーサルデータベースのものと似たデータ構造を持ちます。
このため、DB2のSQLDAに関する技術情報の一部はPostgreSQLのSQLDAの理解のより良い助けになるでしょう。
     

sqlda_t構造体



sqlda_t構造体は実際のSQLDAの型です。
これは１つのレコードを保持します。
そして２つ以上のsqlda_t構造体をdesc_nextフィールド内においてポインタを使ってリンクリスト内でつなげることができます。
こうして行の順序付き集合を表現します。
このため、２つ以上の行を取り出す時、アプリケーションは各sqlda_tノードのdesc_nextポインタを追うことでそれらを読み取ることができます。
     
sqlda_tの定義は以下の通りです。

struct sqlda_struct
{
    char            sqldaid[8];
    long            sqldabc;
    short           sqln;
    short           sqld;
    struct sqlda_struct *desc_next;
    struct sqlvar_struct sqlvar[1];
};

typedef struct sqlda_struct sqlda_t;


フィールドの意味は以下の通りです。

    
	sqldaid
	ここには"SQLDA  "文字列リテラルが含まれます。
       

	sqldabc
	ここにはバイト単位の割り当てられた領域のサイズが含まれます。
       

	sqln
	USINGキーワードを使用してOPEN、DECLARE、EXECUTE文に渡される場合、ここにはパラメータ付き問い合わせの入力パラメータ数が含まれます。
SELECT、EXECUTE、FETCH文の出力として使用される場合、この値はsqld文と同じです。
       

	sqld
	ここには結果セットのフィールド数が含まれます。
       

	desc_next
	問い合わせが複数のレコードを返す場合、複数結び付いたSQLDA構造体が返されます。
desc_nextにリスト内の次の項目を指し示すポインタが保持されます。
       

	sqlvar
	これは結果セット内の列の配列です。
       




     

sqlvar_t構造体



sqlvar_t構造体は列の値と型や長さなどのメタデータを保持します。
この型の定義は以下の通りです。


struct sqlvar_struct
{
    short          sqltype;
    short          sqllen;
    char          *sqldata;
    short         *sqlind;
    struct sqlname sqlname;
};

typedef struct sqlvar_struct sqlvar_t;


フィールドの意味は以下の通りです。

        
	sqltype
	ここにはフィールドの型識別子が含まれます。
値についてはecpgtype.hのenum ECPGttypeを参照してください。
           

	sqllen
	フィールドのバイナリ長が含まれます。
例えばECPGt_intでは4バイトです。
           

	sqldata
	データそのものを指し示します。
データ書式は「データ型の対応」で説明します。
           

	sqlind
	データのNULL指示子を指し示します。
0は非NULLを、-1はNULLを意味します。
           

	sqlname
	フィールドの名前です。
           




     

struct sqlname構造体



struct sqlname構造体は列名を保持します。
sqlvar_t構造体のメンバとして使用されます。
構造体の定義は以下の通りです。

#define NAMEDATALEN 64

struct sqlname
{
        short           length;
        char            data[NAMEDATALEN];
};

フィールドの意味は以下の通りです。
            
	length
	フィールド名の長さが含まれます。
                

	data
	実際のフィールド名が含まれます。
                




     


SQLDAを使用した結果セットの取り出し



SQLDAを通して問い合わせの結果を取り出す一般的な手順は以下に示します。
     
	結果セットを受けとるためのsqlda_t構造体を宣言します。

	宣言したSQLDAを指定した問い合わせを処理するためにFETCH/EXECUTE/DESCRIBEを実行します。

	sqlda_t構造体のメンバsqlnを検索することにより結果セット内のレコード数を検査します。

	sqlda_t構造体のメンバsqlvar[0]、sqlvar[1]などから各列の値を入手します。

	sqlda_t構造体のメンバdesc_nextポインタを追い、次の行（sqlda_t構造体）に進みます。

	必要なだけ上を繰り返します。



以下にSQLDAを通して結果セットを取り出す例を示します。
    
まず、結果セットを受け取るsqlda_t構造体を宣言します。

sqlda_t *sqlda1;

    
次にコマンド内にSQLDAを指定します。
以下はFETCHコマンドの例です。

EXEC SQL FETCH NEXT FROM cur1 INTO DESCRIPTOR sqlda1;

    
行を取り出すためにリンクリストを追うループを実行します。

sqlda_t *cur_sqlda;

for (cur_sqlda = sqlda1;
     cur_sqlda != NULL;
     cur_sqlda = cur_sqlda->desc_next)
{
    ...
}

    
ループの内側では、行の列データ（sqlvar_t構造体）それぞれを取り出す別のループを実行します。

for (i = 0; i < cur_sqlda->sqld; i++)
{
    sqlvar_t v = cur_sqlda->sqlvar[i];
    char *sqldata = v.sqldata;
    short sqllen  = v.sqllen;
    ...
}

    
列の値を入手するために、sqlvar_t構造体のメンバsqltypeの値を検査します。
そして、列の型に応じて、sqlvarフィールドからホスト変数にデータをコピーするための適切な方法に切り替えます。

char var_buf[1024];

switch (v.sqltype)
{
    case ECPGt_char:
        memset(&var_buf, 0, sizeof(var_buf));
        memcpy(&var_buf, sqldata, (sizeof(var_buf) <= sqllen ? sizeof(var_buf) - 1 : sqllen));
        break;

    case ECPGt_int: /* 整数 */
        memcpy(&intval, sqldata, sqllen);
        snprintf(var_buf, sizeof(var_buf), "%d", intval);
        break;

    ...
}

    

SQLDAを使用した問い合わせパラメータ渡し



プリペアド問い合わせに入力パラメータを渡すためにSQLDAを使用する、一般的な手順は以下の通りです。
     
	プリペアド問い合わせ（プリペアド文）を作成します。

	入力用SQLDAとしてsqlda_t構造体を宣言します。

	入力用SQLDA用にメモリ領域を（sqlda_t構造体として）割り当てます。

	割り当てたメモリに入力値を設定（コピー）します。

	入力用SQLDAを指定してカーソルを開きます。



以下に例を示します。
    
まずプリペアド文を作成します。

EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
char query[1024] = "SELECT d.oid, * FROM pg_database d, pg_stat_database s WHERE d.oid = s.datid AND (d.datname = ? OR d.oid = ?)";
EXEC SQL END DECLARE SECTION;

EXEC SQL PREPARE stmt1 FROM :query;

    
次にSQLDA用にメモリを割り当て、sqlda_t構造体のメンバ変数sqlnに入力パラメータ数を設定します。
プリペアド問い合わせで２つ以上の入力パラメータが必要な場合、アプリケーションは(パラメータ数 - 1) * sizeof(sqlvar_t)で計算される追加のメモリ空間を割り当てなければなりません。
ここで示す例では２つの入力パラメータ用にメモリ空間を割り当てます。

sqlda_t *sqlda2;

sqlda2 = (sqlda_t *) malloc(sizeof(sqlda_t) + sizeof(sqlvar_t));
memset(sqlda2, 0, sizeof(sqlda_t) + sizeof(sqlvar_t));

sqlda2->sqln = 2; /* 入力変数の個数 */

    
メモリを割り当てた後、sqlvar[]配列にパラメータ値を格納します。
（これは、SQLDAが結果セットを受け取る時に列値を取り出すために使用した配列と同じです。）
この例では、入力パラメータは文字列型を持つ"postgres"と整数型を持つ1です。

sqlda2->sqlvar[0].sqltype = ECPGt_char;
sqlda2->sqlvar[0].sqldata = "postgres";
sqlda2->sqlvar[0].sqllen  = 8;

int intval = 1;
sqlda2->sqlvar[1].sqltype = ECPGt_int;
sqlda2->sqlvar[1].sqldata = (char *) &intval;
sqlda2->sqlvar[1].sqllen  = sizeof(intval);

    
ここまでで設定したSQLDAを指定するカーソルを開くことで、入力パラメータはプリペアド文に渡されます。

EXEC SQL OPEN cur1 USING DESCRIPTOR sqlda2;

    
最後に、問い合わせ結果を受け取るために使用するSQLDAとは異なり、入力用SQLDAの使用後、割り当てたメモリ空間を明示的に解放しなければなりません。

free(sqlda2);

    

SQLDAを使用するサンプルアプリケーション



以下に、システムカタログから入力パラメータにより指定されたデータベースの統計情報にアクセスし取り出す方法を示す、プログラム例を示します。
    
このアプリケーションは、pg_databaseとpg_stat_databaseシステムテーブルをデータベースOIDで結合し、２つの入力パラメータ（データベースpostgresとOID1）により取り出されるデータベース統計情報を読み取り、表示します。
    
まず、入力用のSQLDAと出力用のSQLDAを宣言します。

EXEC SQL include sqlda.h;

sqlda_t *sqlda1; /* 出力記述子 */
sqlda_t *sqlda2; /* 入力記述子 */

    
次に、データベースに接続し、プリペアド文を作成し、プリペアド文用のカーソルを宣言します。

int
main(void)
{
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
    char query[1024] = "SELECT d.oid,* FROM pg_database d, pg_stat_database s WHERE d.oid=s.datid AND ( d.datname=? OR d.oid=? )";
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;

    EXEC SQL CONNECT TO testdb AS con1 USER testuser;

    EXEC SQL PREPARE stmt1 FROM :query;
    EXEC SQL DECLARE cur1 CURSOR FOR stmt1;

    
次に、入力パラメータのために入力用SQLDA内にいくつかの値を格納します。
入力用SQLDAのためのメモリを割り当て、入力パラメータの個数をsqlnに設定します。
型、値、値の長さをsqlvar構造体内のsqltype、sqldata、sqllenに格納します。


    /* 入力パラメータ用のSQLDA構造体を作成する。 */
    sqlda2 = (sqlda_t *) malloc(sizeof(sqlda_t) + sizeof(sqlvar_t));
    memset(sqlda2, 0, sizeof(sqlda_t) + sizeof(sqlvar_t));
    sqlda2->sqln = 2; /* 入力変数の数 */

    sqlda2->sqlvar[0].sqltype = ECPGt_char;
    sqlda2->sqlvar[0].sqldata = "postgres";
    sqlda2->sqlvar[0].sqllen  = 8;

    intval = 1;
    sqlda2->sqlvar[1].sqltype = ECPGt_int;
    sqlda2->sqlvar[1].sqldata = (char *)&intval;
    sqlda2->sqlvar[1].sqllen  = sizeof(intval);

    
入力用SQLDAを設定し終えた後、入力用SQLDAを付けたカーソルを開きます。


    /* 入力パラメータ付きでカーソルを開く。 */
    EXEC SQL OPEN cur1 USING DESCRIPTOR sqlda2;

    
開いたカーソルから出力用SQLDA内に行を取り込みます。
（一般的に結果セット内の行をすべて取り込むためには、ループ内でFETCHを繰り返し呼び出さなければなりません。）

    while (1)
    {
        sqlda_t *cur_sqlda;

        /* 記述子をカーソルに割り当てる */
        EXEC SQL FETCH NEXT FROM cur1 INTO DESCRIPTOR sqlda1;

    
次に、sqlda_t構造体のリンクリストを追うことで、SQLDAから取り込んだレコードを取り出します。

    for (cur_sqlda = sqlda1 ;
         cur_sqlda != NULL ;
         cur_sqlda = cur_sqlda->desc_next)
    {
        ...

    
最初のレコードから各列を読み取ります。
列数はsqldに、最初の列の実データはsqlvar[0]に格納されています。
どちらもsqlda_t構造体のメンバです。


        /* 1行の列をすべて表示する。 */
        for (i = 0; i < sqlda1->sqld; i++)
        {
            sqlvar_t v = sqlda1->sqlvar[i];
            char *sqldata = v.sqldata;
            short sqllen  = v.sqllen;

            strncpy(name_buf, v.sqlname.data, v.sqlname.length);
            name_buf[v.sqlname.length] = '\0';

    
ここで、列データがv変数内に格納されました。
列の型についてv.sqltypeを検索しながら、すべてのデータをホスト変数にコピーします。

            switch (v.sqltype) {
                int intval;
                double doubleval;
                unsigned long long int longlongval;

                case ECPGt_char:
                    memset(&var_buf, 0, sizeof(var_buf));
                    memcpy(&var_buf, sqldata, (sizeof(var_buf) <= sqllen ? sizeof(var_buf)-1 : sqllen));
                    break;

                case ECPGt_int: /* 整数 */
                    memcpy(&intval, sqldata, sqllen);
                    snprintf(var_buf, sizeof(var_buf), "%d", intval);
                    break;

                ...

                default:
                    ...
            }

            printf("%s = %s (type: %d)\n", name_buf, var_buf, v.sqltype);
        }

    
すべてのレコードを処理した後カーソルを閉じ、データベースとの接続を切断します。

    EXEC SQL CLOSE cur1;
    EXEC SQL COMMIT;

    EXEC SQL DISCONNECT ALL;

    
プログラム全体を例34.1「SQLDAプログラムの例」に示します。
    
例34.1 SQLDAプログラムの例
#include <stdlib.h>
#include <string.h>
#include <stdlib.h>
#include <stdio.h>
#include <unistd.h>

EXEC SQL include sqlda.h;

sqlda_t *sqlda1; /* 出力記述子 */
sqlda_t *sqlda2; /* 入力記述子 */

EXEC SQL WHENEVER NOT FOUND DO BREAK;
EXEC SQL WHENEVER SQLERROR STOP;

int
main(void)
{
    EXEC SQL BEGIN DECLARE SECTION;
    char query[1024] = "SELECT d.oid,* FROM pg_database d, pg_stat_database s WHERE d.oid=s.datid AND ( d.datname=? OR d.oid=? )";

    int intval;
    unsigned long long int longlongval;
    EXEC SQL END DECLARE SECTION;

    EXEC SQL CONNECT TO uptimedb AS con1 USER uptime;

    EXEC SQL PREPARE stmt1 FROM :query;
    EXEC SQL DECLARE cur1 CURSOR FOR stmt1;

    /* 入力パラメータ用のSQLDA構造体を作成する */
    sqlda2 = (sqlda_t *)malloc(sizeof(sqlda_t) + sizeof(sqlvar_t));
    memset(sqlda2, 0, sizeof(sqlda_t) + sizeof(sqlvar_t));
    sqlda2->sqln = 2; /* 入力変数の数 */

    sqlda2->sqlvar[0].sqltype = ECPGt_char;
    sqlda2->sqlvar[0].sqldata = "postgres";
    sqlda2->sqlvar[0].sqllen  = 8;

    intval = 1;
    sqlda2->sqlvar[1].sqltype = ECPGt_int;
    sqlda2->sqlvar[1].sqldata = (char *) &intval;
    sqlda2->sqlvar[1].sqllen  = sizeof(intval);

    /* 入力パラメータ付きでカーソルを開く。 */
    EXEC SQL OPEN cur1 USING DESCRIPTOR sqlda2;

    while (1)
    {
        sqlda_t *cur_sqlda;

        /* 記述子をカーソルに割り当てる */
        EXEC SQL FETCH NEXT FROM cur1 INTO DESCRIPTOR sqlda1;

        for (cur_sqlda = sqlda1 ;
             cur_sqlda != NULL ;
             cur_sqlda = cur_sqlda->desc_next)
        {
            int i;
            char name_buf[1024];
            char var_buf[1024];

            /* 1行の列をすべて表示する。 */
            for (i=0 ; i<cur_sqlda->sqld ; i++)
            {
                sqlvar_t v = cur_sqlda->sqlvar[i];
                char *sqldata = v.sqldata;
                short sqllen  = v.sqllen;

                strncpy(name_buf, v.sqlname.data, v.sqlname.length);
                name_buf[v.sqlname.length] = '\0';

                switch (v.sqltype)
                {
                    case ECPGt_char:
                        memset(&var_buf, 0, sizeof(var_buf));
                        memcpy(&var_buf, sqldata, (sizeof(var_buf)<=sqllen ? sizeof(var_buf)-1 : sqllen) );
                        break;

                    case ECPGt_int: /* 整数 */
                        memcpy(&intval, sqldata, sqllen);
                        snprintf(var_buf, sizeof(var_buf), "%d", intval);
                        break;

                    case ECPGt_long_long: /* bigint */
                        memcpy(&longlongval, sqldata, sqllen);
                        snprintf(var_buf, sizeof(var_buf), "%lld", longlongval);
                        break;

                    default:
                    {
                        int i;
                        memset(var_buf, 0, sizeof(var_buf));
                        for (i = 0; i < sqllen; i++)
                        {
                            char tmpbuf[16];
                            snprintf(tmpbuf, sizeof(tmpbuf), "%02x ", (unsigned char) sqldata[i]);
                            strncat(var_buf, tmpbuf, sizeof(var_buf));
                        }
                    }
                        break;
                }

                printf("%s = %s (type: %d)\n", name_buf, var_buf, v.sqltype);
            }

            printf("\n");
        }
    }

    EXEC SQL CLOSE cur1;
    EXEC SQL COMMIT;

    EXEC SQL DISCONNECT ALL;

    return 0;
}
この例の出力は以下のようなものになるはずです（一部の数値は変動します）。
     
oid = 1 (type: 1)
datname = template1 (type: 1)
datdba = 10 (type: 1)
encoding = 0 (type: 5)
datistemplate = t (type: 1)
datallowconn = t (type: 1)
datconnlimit = -1 (type: 5)
datlastsysoid = 11510 (type: 1)
datfrozenxid = 379 (type: 1)
dattablespace = 1663 (type: 1)
datconfig =  (type: 1)
datacl = {=c/uptime,uptime=CTc/uptime} (type: 1)
datid = 1 (type: 1)
datname = template1 (type: 1)
numbackends = 0 (type: 5)
xact_commit = 113606 (type: 9)
xact_rollback = 0 (type: 9)
blks_read = 130 (type: 9)
blks_hit = 7341714 (type: 9)
tup_returned = 38262679 (type: 9)
tup_fetched = 1836281 (type: 9)
tup_inserted = 0 (type: 9)
tup_updated = 0 (type: 9)
tup_deleted = 0 (type: 9)

oid = 11511 (type: 1)
datname = postgres (type: 1)
datdba = 10 (type: 1)
encoding = 0 (type: 5)
datistemplate = f (type: 1)
datallowconn = t (type: 1)
datconnlimit = -1 (type: 5)
datlastsysoid = 11510 (type: 1)
datfrozenxid = 379 (type: 1)
dattablespace = 1663 (type: 1)
datconfig =  (type: 1)
datacl =  (type: 1)
datid = 11511 (type: 1)
datname = postgres (type: 1)
numbackends = 0 (type: 5)
xact_commit = 221069 (type: 9)
xact_rollback = 18 (type: 9)
blks_read = 1176 (type: 9)
blks_hit = 13943750 (type: 9)
tup_returned = 77410091 (type: 9)
tup_fetched = 3253694 (type: 9)
tup_inserted = 0 (type: 9)
tup_updated = 0 (type: 9)
tup_deleted = 0 (type: 9)





リリース9.1.17



リリース日
2015-06-04

このリリースは9.1.16に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.17への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
また、9.1.16よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.1.16」を参照して下さい。
   

変更点



	クラッシュ再起動にてデータディレクトリをfsyncするときの失敗を回避しました。
(Abhijit Menon-Sen, Tom Lane)
     
前のマイナーリリースで私たちはクラッシュ後にデータディレクトリ中のすべてにfsyncをする修正を加えました。残念ながらそれはあらゆるエラー状態に応えることができず、全く無害な問題にもかかわらず、そのためにサーバ起動を妨げていました。
一例としては、サーバでSSL証明書ファイルを書き込み不可とするのは一般的であるにも関わらず、一部のプラットフォームでデータディレクトリ内の書き込み不可ファイルが再起動を妨げるおそれがありました。
この振る舞いを、権限上の失敗は概ね無視し、他種の失敗もログ出力しても処理継続を妨げないように、修正しました。
     

	OpenBSDにおけるconfigureのスレッド対応したlibpythonへのリンクを禁止する検査を取り除きました。
(Tom Lane)
     
この制限で防止を意図していた失敗は、現在のOpenBSDバージョンではもはや問題なくなっていると考えられます。
     

	libpq でTLSプロトコルのv1以降を利用できるようにしました。
     
長い間、libpqはTLS v1のみのプロトコルが利用できるようにコーディングされていました。
今ではTLSの新しいバージョンは一般的になったため、最新の一般的にサポートされているTLSバージョンでサーバと調停することを許可しました。
(PostgreSQL™サーバーはすでに調停するこは可能であったため、サーバサイドの変更は必要ありませんでした。)
これは9.4.0ですでにリリースされている変更の、より前のバージョンへのパッチです。
     






名前
ALTER CONVERSION — 変換の定義を変更する

概要
ALTER CONVERSION name RENAME TO new_name
ALTER CONVERSION name OWNER TO { new_owner | CURRENT_USER | SESSION_USER }
ALTER CONVERSION name SET SCHEMA new_schema

説明
ALTER CONVERSIONは変換の定義を変更します。
  
ALTER CONVERSIONを使用するには変換の所有者でなければなりません。
所有者を変更するには、直接または間接的に新しいロールのメンバでなければなりません。
また、そのロールは変換のスキーマにおいてCREATE権限を持たなければなりません。
（この制限により、所有者の変更に伴い変換の削除や再作成ができなくなるといった問題が起こらないようになります。
しかし、スーパーユーザはすべての変換の所有者を変更することができます。）
  

パラメータ
	name
	既存の変換の名前です（スキーマ修飾名も可）。
     

	new_name
	変換の新しい名前です。
     

	new_owner
	変換の新しい所有者です。
     

	new_schema
	変換の新しいスキーマです。
     




例
変換iso_8859_1_to_utf8の名前をlatin1_to_unicodeへ変更します。

ALTER CONVERSION iso_8859_1_to_utf8 RENAME TO latin1_to_unicode;

  
変換iso_8859_1_to_utf8の所有者をjoeに変更します。


ALTER CONVERSION iso_8859_1_to_utf8 OWNER TO joe;

互換性
標準SQLにはALTER CONVERSION文はありません。
  

関連項目
CREATE CONVERSION(7), DROP CONVERSION(7)

継承



PostgreSQL™は、データベース設計者にとって便利なテーブルの継承を実装しています。
（SQL:1999以降は型の継承を定義していますが、ここで述べられている継承とは多くの点で異なっています。）
  
まず例から始めましょう。
市（cities）のデータモデルを作成しようとしていると仮定してください。
それぞれの州にはたくさんの市がありますが、州都（capitals）は1つのみです。
どの州についても州都を素早く検索したいとします。
これは、2つのテーブルを作成することにより実現できます。
1つは州都のテーブルで、もう1つは州都ではない市のテーブルです。
しかし、州都であるか否かに関わらず、市に対するデータを問い合わせたいときには何が起こるでしょうか？
継承はこの問題を解決できます。
citiesから継承されるcapitalsテーブルを定義するのです。


CREATE TABLE cities (
    name            text,
    population      float,
    altitude        int     -- in feet
);

CREATE TABLE capitals (
    state           char(2)
) INHERITS (cities);


この場合、capitalsテーブルは、その親テーブルであるcitiesテーブルの列をすべて継承します。
州都は1つの追加の列stateを持ち、州を表現します。
  
PostgreSQL™では、1つのテーブルは、0以上のテーブルから継承することが可能です。
また、問い合わせはテーブルのすべての行、またはテーブルのすべての行と継承されたテーブルのすべての行のいずれかを参照できます。
後者がデフォルトの動作になります。
例えば次の問い合わせは、500フィートより上に位置しているすべての市の名前を、州都を含めて検索します。


SELECT name, altitude
    FROM cities
    WHERE altitude > 500;


PostgreSQL™チュートリアルからのサンプルデータ（「序文」を参照してください）に対して、この問い合わせは、以下の結果を出力します。


   name    | altitude
-----------+----------
 Las Vegas |     2174
 Mariposa  |     1953
 Madison   |      845

  
一方、次の問い合わせは、州都ではなく500フィートより上に位置しているすべての市を検索します。


SELECT name, altitude
    FROM ONLY cities
    WHERE altitude > 500;

   name    | altitude
-----------+----------
 Las Vegas |     2174
 Mariposa  |     1953

  
ここでONLYキーワードは、問い合わせがcitiesテーブルのみを対象にしcities以下の継承の階層にあるテーブルは対象としないことを意味します。
これまで議論したコマンドの多く—SELECT、UPDATEそしてDELETE —がONLYキーワードをサポートしています。
  
また、明示的に子孫テーブルが含まれていることを示すために、テーブル名の後ろに*を書くこともできます:


SELECT name, altitude
    FROM cities*
    WHERE altitude > 500;


*の指定は、その動作が（sql_inheritance構成オプションの設定を変更していない限り）デフォルトであるため、必須ではありません。
しかしながら、*を指定することは、追加のテーブルが検索されることを強調するのに有効でしょう。
  
ある特定の行がどのテーブルからきたものか知りたいという場合もあるでしょう。
それぞれのテーブルにはtableoidという、元になったテーブルを示すシステム列があります。


SELECT c.tableoid, c.name, c.altitude
FROM cities c
WHERE c.altitude > 500;


出力は以下の通りです。


 tableoid |   name    | altitude
----------+-----------+----------
   139793 | Las Vegas |     2174
   139793 | Mariposa  |     1953
   139798 | Madison   |      845


（この例をそのまま実行しても、おそらく異なる数値OIDが得られるでしょう。）
pg_classと結合することで、テーブルの実際の名前が分かります。


SELECT p.relname, c.name, c.altitude
FROM cities c, pg_class p
WHERE c.altitude > 500 AND c.tableoid = p.oid;


出力は以下の通りです。


 relname  |   name    | altitude
----------+-----------+----------
 cities   | Las Vegas |     2174
 cities   | Mariposa  |     1953
 capitals | Madison   |      845

  
同じ効果を得る別の方法は、擬似型regclassを使うことで、これによりテーブルのOIDを記号的に表示します。


SELECT c.tableoid::regclass, c.name, c.altitude
FROM cities c
WHERE c.altitude > 500;

  
継承はINSERTまたはCOPYによるデータを、継承の階層にある他のテーブルに自動的に伝播しません。
この例では、次のINSERT文は失敗します。

INSERT INTO cities (name, population, altitude, state)
VALUES ('Albany', NULL, NULL, 'NY');

データが、どうにかしてcapitalsテーブルに入ることを期待するかもしれませんが、そのようにはなりません。
INSERTは、いつも指定されたテーブルそれ自体に対してデータを挿入します。
ルール（詳細は39章ルールシステムを参照してください）を使用して挿入を中継できる場合もあります。
しかし、ルールを使用しても上記のような場合は解決できません。
なぜなら、citiesテーブルにstate列が含まれていないため、ルールが適用される前にコマンドが拒否されてしまうからです。
  
親テーブル上の検査制約と非NULL制約はその子テーブルに自動的に継承されます。
他の種類の制約（一意性制約、主キー、外部キー制約）は継承されません。
  
テーブルは1つ以上の親テーブルから継承可能です。
この場合、テーブルは親テーブルで定義された列の和になります。
子テーブルで宣言された列は、これらの列に追加されることになります。
もし親テーブルに同じ名前の列がある場合、もしくは、親テーブルと子テーブルに同じ名前の列がある場合は、列が「統合」されて子テーブルではただ1つの列となります。
統合されるには列は同じデータ型を持っている必要があります。
異なるデータ型の場合にはエラーとなります。
統合された列は、元となったテーブルで列定義が持つすべての検査制約のコピーを持ちます。
そして、列定義のいずれかが非NULL制約を持てば、非NULLという印が付きます。
  
テーブル継承は、通常、CREATE TABLE(7)文のINHERITS句を使用して、子テーブルを作成する時に確立します。
他にも、互換性を持つ方法で定義済みのテーブルに新しく親子関係を付けることも可能です。
これにはALTER TABLE(7)のINHERIT形式を使用します。
このためには、新しい子テーブルは親テーブルと同じ名前の列を持ち、その列の型は同じデータ型でなければなりません。
また、親テーブルと同じ名前、同じ式の検査制約を持っていなければなりません。
ALTER TABLEのNO INHERIT形式を使用して、同様に継承関係を子テーブルから取り除くことも可能です。
このような継承関係の動的追加、動的削除は、継承関係をテーブル分割（「パーティショニング」を参照）に使用している場合に有用です。
  
後で子テーブルとする予定の、互換性を持つテーブルを簡単に作成する方法の1つは、CREATE TABLEでLIKE句を使用することです。
これは、元としたテーブルと同じ列を持つテーブルを新しく作成します。
新しい子テーブルが必ず親テーブルと一致する制約を持ち、互換性があるものとみなされるように、元となるテーブルでCHECK制約が存在する場合は、LIKEにINCLUDING CONSTRAINTSオプションを指定すべきです。
  
子テーブルが存在する場合親テーブルを削除することはできません。
また、子テーブルでは、親テーブルから継承した列、または検査制約を削除することも変更することもできません。
テーブルとそのすべての子テーブルを削除したければ、CASCADEオプションを付けて親テーブルを削除することが簡単な方法です（「依存関係の追跡」を参照）。
  
ALTER TABLE(7)は、列データ定義と検査制約の変更を継承の階層にあるテーブルに伝えます。
ここでも、他のテーブルに依存する列の削除はCASCADEオプションを使用したときのみ可能となります。
ALTER TABLEは、重複列の統合と拒否について、CREATE TABLE時に適用される規則に従います。
  
テーブルアクセス権限がどのように扱われるかに注意して下さい。
親テーブルへの問い合わせでは、それ以上アクセス権限を検査することなく自動的に子テーブルのデータにアクセスできます。
これによりデータが親テーブルに（も）あるように見えることが保たれます。
しかし、子テーブルへの直接のアクセスは自動的に許可されることはなく、追加の権限の付与が要求されるでしょう。
  
外部テーブル（「外部データ」参照）も通常のテーブルと同様、親テーブルあるいは子テーブルとして継承の階層の一部となりえます。
外部テーブルが継承の階層の一部となっている場合、外部テーブルがサポートしない操作は、その継承全体でもサポートされません。
  
警告



すべてのSQLコマンドが継承階層に対して動作できるとは限らないことに注意してください。
データの検索、データの変更、スキーマの変更のために使用されるコマンド（例えばSELECT、UPDATE、DELETE、ALTER TABLEのほとんどの構文が該当しますが、INSERTやALTER TABLE ... RENAMEは含まれません）は通常、デフォルトで子テーブルを含み、また、それを除外するためのONLY記法をサポートします。
データベース保守およびチューニング（例えばREINDEX、VACUUM）を行うコマンドは通常、個々の物理テーブルに対してのみ動作し、継承階層に対する再帰をサポートしません。
個々のコマンドのそれぞれの動作はそのマニュアルページ（SQLコマンド）に記載されています。
  
継承機能の重大な制限として、インデックス（一意性制約を含む）、および外部キーは、そのテーブルのみに適用され、それを継承した子テーブルには適用されないことがあります。
これは外部キーの参照側、被参照側の両方について当てはまります。
したがって、上の例では

   
	もし、cities.nameをUNIQUEまたはPRIMARY KEYと宣言しても、citiesテーブルの行と重複した行をcapitalsテーブル内に持つことを禁止することにはなりません。
さらに、これらの重複した行はデフォルトでcitiesテーブルへの問い合わせで現れるでしょう。
事実として、capitalsテーブルはデフォルトで一意性制約を持っていませんし、同一の名前の複数の行を持つことがあり得ます。
capitalsテーブルに一意性制約を追加できますが、これはcitiesテーブルと比較して重複を禁止することにはなりません。
     

	同じように、cities.name REFERENCESで他のテーブルを参照するようにしても、この制約は自動的にcapitalsに引き継がれるわけではありません。
この場合はcapitalsテーブルに同一のREFERENCES制約を手動で追加すれば問題を回避できます。
     

	他のテーブルの列にREFERENCES cities(name)を指定すると、他のテーブルが市の名前を持つことはできますが、州都の名前を持つことできません。
この場合は良い回避策がありません。
     





これらの機能の不足は、今後のリリースでおそらく改善されるでしょう。
しかし当面、継承がアプリケーションにとって有用であるかどうかを判断する際に十分注意してください。
  


リリース8.1.22



リリース日
2010-10-04

このリリースは8.1.21に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.1」を参照してください。
  
PostgreSQL™コミュニティは2010年11月に8.1.X系リリースの更新を停止する予定です。
ユーザには早期により新しい系列のリリースへの更新を強く勧めます。
  
バージョン8.1.22への移行



8.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし8.1.18以前のバージョンからアップデートする場合は「リリース8.1.18」を参照してください。
   

変更点



	PL/PerlおよびPL/Tclにおいて、呼び出し元のSQLユーザIDごとに別のインタプリタを使用します。(Tom Lane)
     
この変更は、同じセッション内でその後に異なるSQLユーザIDにより実行されるPerlまたはTclコード（例えばSECURITY DEFINERの内部）を破壊することで発生する可能性があるというセキュリティ問題を防止するものです。
ほとんどのスクリプト用言語は、対象とする関数で呼び出される標準関数や演算子の再定義など、これを行うことができる多くの方法を提供します。
この変更がないと、PerlまたはTcl言語の使用権限を持つ任意のSQLユーザは基本的に、対象の関数の所有者が持つSQL権限でできることを何でもできるようになります。
     
この変更の欠点はPerlおよびTcl関数間の内部通信がより難しくなるという点です。
逃げ道を提供するために、PL/PerlUおよびPL/TclU関数ではまだセッション当たり1つのインタプリタのみを使用します。
これらのすべての関数は従来よりデータベーススーパーユーザの信頼レベルで実行されますので、これはセキュリティ問題とはみなされません。
     
信頼された実行を提供することを主張するサードパーティ製の手続き言語は似たようなセキュリティ問題を持つ可能性が大きくあります。
セキュリティが非常に重要な目的のために依存している手続き言語があれば、その作者に連絡を取ることを勧めます。
     
この問題を指摘いただいたTim Bunceに感謝します(CVE-2010-3433)。
     

	pg_get_expr()の用途として意図されたシステムカタログ列の一つではない引数で呼び出されることを拒絶することでpg_get_expr()内のクラッシュする可能性を防止します。(Heikki Linnakangas, Tom Lane)
     

	「cannot handle unplanned sub-select」エラーを修正しました。(Tom Lane)
     
これは、副選択が他の副選択を含む式に展開される結合の別名参照を含む場合に発生しました。
     

	自動バキューム処理中にshow_session_authorization()がクラッシュしないようにします。(Tom Lane)
     

	返される行のすべてが実際に同一の行型でない、レコードの集合を返す関数を防御します。(Tom Lane)
     

	参照渡し関数の結果をハッシュ化する時に失敗する可能性を修正しました。(Tao Ma, Tom Lane)
     

	ロックファイル（postmaster.pidおよびソケット用のロックファイル）を書き出す時に、注意してその内容のfsyncします。(Tom Lane)
     
これがないと、postmasterの起動後しばらくしてマシンがクラッシュした場合に、ロックファイルの内容が破損することがあり得ました。
これが起きると、このロックファイルを手作業で削除するまで、その後のpostmasterの起動試行が成功できなくなります。
     

	過度に入れ子になった副トランザクションに対してXIDを割り当てる際の再帰を防止します。(Andres Freund, Robert Haas)
     
元々のコードでは、制限されたスタック領域であった場合にクラッシュすることがあり得ました。
     

	バックエンド起動の初期にゴミを生成することがあったlog_line_prefixの%iエスケープを修正しました。(Tom Lane)
     

	アーカイブ処理が有効な場合、ALTER TABLE ... SET TABLESPACEにおけるデータ破損の可能性を修正しました。(Jeff Davis)
     

	CREATE DATABASEとALTER DATABASE ... SET TABLESPACEを問い合わせキャンセルにより中断させることができます。(Guillaume Lelarge)
     

	PL/Pythonにおいて、PyCObject_AsVoidPtrおよびPyCObject_FromVoidPtrからのヌルポインタ結果を防止します。(Peter Eisentraut)
     

	削除された列を含むテーブルに対するcontrib/dblinkの処理を改良しました。(Tom Lane)
     

	contrib/dblinkにおいて「duplicate connection name」エラー後の接続リークを修正しました。(Itagaki Takahiro)
     

	62バイトより長い接続名に関するcontrib/dblinkの処理を正しく修正しました。(Itagaki Takahiro)
     

	構築手順や文書を更新して、ソースコードリポジトリがCVSからGitに変更されたことを反映しました。(Magnus Hagander他)
     

	時間帯データファイルをtzdata release 2010lに更新しました。
エジプト、パレスチナにおける夏時間規則の変更、フィンランドの歴史的な修正が含まれています。
     
またこの変更では、2つのミクロネシアの時間帯を追加しています。
Pacific/ChuukはPacific/Trukより好まれるようになり（好まれる省略形はTRUTではなくCHUT）、Pacific/PohnpeiはPacific/Ponapeより好まれるようになります。
     






名前
ALTER TEXT SEARCH TEMPLATE — テキスト検索テンプレートの定義を変更する

概要
ALTER TEXT SEARCH TEMPLATE name RENAME TO new_name
ALTER TEXT SEARCH TEMPLATE name SET SCHEMA new_schema

説明
ALTER TEXT SEARCH TEMPLATEはテキスト検索テンプレートの定義を変更します。
現時点では、テンプレート名称の変更機能のみがサポートされています。
  
ALTER TEXT SEARCH TEMPLATEを使用するためにはスーパーユーザでなければなりません。
  

パラメータ
	name
	既存のテキスト検索テンプレートの名称（スキーマ修飾可）です。
     

	new_name
	新しいテキスト検索テンプレートの名称です。
     

	new_schema
	テキスト検索テンプレートの新しいスキーマです。
     




互換性
標準SQLにはALTER TEXT SEARCH TEMPLATE文はありません。
  

関連項目
CREATE TEXT SEARCH TEMPLATE(7), DROP TEXT SEARCH TEMPLATE(7)


名前
DROP SERVER — 外部サーバの記述子を削除する

概要
DROP SERVER [ IF EXISTS ] name [ CASCADE | RESTRICT ]

説明
DROP SERVERは既存の外部サーバ記述子を削除します。
このコマンドを実行するためには、現在のユーザはサーバの所有者でなければなりません。
  

パラメータ
	IF EXISTS
	サーバが存在しない場合にエラーを発生しません。
この場合、注意が発行されます。
     

	name
	既存のサーバの名前です。
     

	CASCADE
	サーバに依存するオブジェクト（ユーザマップなど）を自動的に削除し、さらにそれらのオブジェクトに依存するすべてのオブジェクトも削除します（「依存関係の追跡」参照）。
     

	RESTRICT
	依存するオブジェクトが存在する場合サーバの削除を取りやめます。
これがデフォルトです。
     




例
サーバfooが存在すれば、を削除します。

DROP SERVER IF EXISTS foo;

互換性
DROP SERVERはISO/IEC 9075-9 (SQL/MED)に従います。
IF EXISTS句はPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
CREATE SERVER(7), ALTER SERVER(7)

バージョンとプラットフォーム互換性



以前のPostgreSQLバージョン



	array_nulls (boolean)
      
      
	       
       これは、配列入力パーサが引用符のないNULLをNULL配列要素として認識するかどうかを制御します。
デフォルトでは、これはonで、NULL値を持つ配列値を入力することができます。
しかし、8.2より前のバージョンのPostgreSQL™では、配列内のNULL値をサポートしておらず、NULLを「NULL」という値の文字列を持つ通常の配列要素として扱っていました。
古い動作を必要とするアプリケーションの後方互換性のため、この変数をoffにすることができます。
       
       
       この変数がoffであっても、NULL値を含む配列値を作成することができることに注意してください。
       

	backslash_quote (enum)
      
      
      
      
	       
       文字列リテラルの中で引用符が\'で表現されるかどうかを管理します。
       引用符の表現としてSQL準拠の方式では二重化（''）ですが、PostgreSQL™は歴史的に\'も受け付けます。
       とは言っても、いくつかのクライアント文字集合符号化方式において、最終バイトが数値的にASCIIの\に等しいマルチバイト文字があり、\'を使用するとセキュリティ上問題を引き起こす可能性があります。
       クライアント側のコードが事実上エスケープを正しく扱わない場合、SQLインジェクション攻撃が可能になります。この危険性の回避は、サーバが逆スラッシュでエスケープされた引用符を含む問い合わせを拒絶するようにします。
       許可されるbackslash_quoteの値は、
        on （常に \' を許可）,
        off （常に拒否）、および
        safe_encoding （クライアント符号化方式がASCIIの\を許可しないときのみ、マルチバイト文字内で許可）。
        safe_encoding がデフォルトの設定。
       
       
       標準に従った文字列リテラルでは、\は単に\を意味するものです。
このパラメータのみが、エスケープ文字列構文（E'...'）を含む標準に従わないリテラルの取り扱いに影響します。
       

	default_with_oids (boolean)
      
      
	       
       もしWITH OIDSもしくはWITHOUT OIDSのいずれも指定されていない場合、CREATE TABLEおよびCREATE TABLE ASがオブジェクト識別子（OID）列を新規作成のテーブルに含めるか否かを管理します。
同時にSELECT INTOで作成されたテーブルにOIDが含まれるか否かも決定します。
このパラメータはデフォルトでoffです。PostgreSQL™ 8.0およびそれ以前ではデフォルトでonでした。
       
       
       ユーザテーブルでのOID使用は良くないと考えられるため、ほとんどのインストレーションはこの変数を無効にしたままになっています。
       特定のテーブルに対してOIDを必要とするアプリケーションは、テーブル作成にあたってWITH OIDSを指定しなければなりません。
       この変数は、この動作を行わない古いアプリケーションとの互換性を有効にします。
       

	escape_string_warning (boolean)
      
      
      
      
	       
       有効の場合、通常の文字列リテラル（'...'構文）にバックスラッシュ（\）があり、standard_conforming_stringsが無効な場合、警告が発せられます。
デフォルトはonです。
       
       
       通常文字列のデフォルトの振る舞いは、SQL標準ではバックスラッシュを通常文字として取り扱うため、バックスラッシュをエスケープとして使用したいアプリケーションは、エスケープ文字列構文(E'...')を使用するように変更すべきです。
        この変数は変更すべきコードを突き止めるのに役立つよう、有効にすることができます。
       

	lo_compat_privileges (boolean)
      
      
	       
       9.0以前のPostgreSQL™リリースでは、ラージオブジェクトはアクセス権限が無く、従って全てのユーザが常に読み込み、書き込みが可能でした。
       この変数をonにすると、以前のリリースとの互換性のため、新規の権限チェックが無効になります。
       デフォルトはoffです。
        スーパーユーザのみこの設定を変更できます。
       
この変数を設定しても、ラージオブジェクトに関連した全ての安全性チェックを無効にする訳ではありません。
PostgreSQL™ 9.0で変更されたデフォルトの動きに対してのみです。
例えば、lo_import()とlo_export()はこの設定に係わらずスーパーユーザの権限を必要とします。
       

	operator_precedence_warning (boolean)
      
      
	onの場合、演算子の優先順位の変更の結果、PostgreSQL™ 9.4以降で意味が変わる可能性のある構文に対して、パーサは警告を出力します。
これは、優先順位の変更によりアプリケーションに何か不具合が起きないか監視するのに役立ちます。
しかし、これはプロダクション環境でオンにしたままにしておくためのものではありません。
なぜなら、完全に正しいSQL標準準拠コードに対しても警告を発するからです。
デフォルトはoffです。
       
詳細は「演算子の優先順位」を見てください。
       

	quote_all_identifiers (boolean)
      
      
	       
       データベースがSQLを生成する時、たとえ（現在）キーワードになっていなくても、全ての識別子を引用符で囲むことを強制します。
       これは EXPLAINの出力に影響を与えるのみならず、pg_get_viewdefのような関数の結果にも影響します。
       pg_dump(1) および pg_dumpall(1)の--quote-all-identifiersオプションも参照してください。
       

	sql_inheritance (boolean)
      
      
      
      
	       
この設定は、修飾されていないテーブル参照が継承された子テーブルを含むものとみなすかどうかを制御します。
デフォルトはonであり、子テーブルが含まれることを意味します（つまりデフォルトでは*が仮定されます）。
offに変更すると、子テーブルは含まれません（つまりONLY接頭辞が仮定されます）。
標準SQLでは、子テーブルが含まれることを要求します。
このためoffという設定は標準互換ではありません。
しかしPostgreSQL™ 7.1以前のリリースとの互換性のため提供されています。
「継承」を参照してください。
       
sql_inheritanceを無効にすることは廃止予定です。
この動作は標準SQLと比べてエラーを招きやすいことが分かっているためです。
通常本書で説明する継承に関する動作説明では、onであることを前提としています。
       

	standard_conforming_strings (boolean)
      
      
      
      
	       
       標準SQLで規定されたように、通常の文字列リテラル（'...'）がバックスラッシュをそのまま取り扱うか否かを制御します。
       PostgreSQL™ 9.1からデフォルトはonになっています（それ以前のリリースではoffがデフォルトでした）。
       どのように文字列リテラルが処理されるかを決めるこのパラメータを、アプリケーションで検査することができます。
このパラメータの存在は、エスケープ文字列構文（E'...'）がサポートされているかどうかを示すものとも考えられます。
エスケープ文字列構文 (「C形式エスケープでの文字列定数」)は、アプリケーションでバックスラッシュをエスケープ文字として扱いたい場合に使用すべきです。
       

	synchronize_seqscans (boolean)
      
      
	       
       これにより、同時実行スキャンがほぼ同じ時間に同じブロックを読み取り、I/Oへの負荷を分散できるように、互いに同期して、大規模テーブルをシーケンシャルスキャンすることができます。
これが有効な場合、スキャンはテーブルの途中から始まり、進行中のスキャンの活動と同期するように、行全体を覆うように終端を「巻き上げる」可能性があります。
これにより、ORDER BY句を持たない問い合わせが返す行の順序は予想できない程変わってしまいます。
このパラメータをoffにすることで、シーケンシャルスキャンが常にテーブルの先頭から始まるという、8.3より前の動作を保証します。
デフォルトはonです。
       




プラットフォームとクライアント互換性



	transform_null_equals (boolean)
      
      
      
	       
       有効の場合、expr = NULL（もしくはNULL = expr）形式の式はexpr IS NULLとして取り扱われ、それは、もしexprがNULL値と評価すれば真を返し、そうでなければ偽を返します。
expr = NULLの正しいSQL仕様準拠の動作は常にNULL（判らない）を返すことです。
従って、このパラメータのデフォルトはoffになっています。
       
       
       しかし、Microsoft Access™のフィルタ形式はNULL値を検査するためにexpr = NULLを使用する問い合わせを生成しますので、そのインタフェースを使用してデータベースにアクセスする場合は、このオプションを有効にする方が良いでしょう。
expr = NULLという形の式は（SQL標準解釈を使用した結果）常にNULL値を返しますので、通常のアプリケーションでは意味がほとんどなく、滅多に使用されません。
ですので、このオプションは実際は害はありません。
しかし、慣れていないユーザはしばしばNULL値に関する式の意味に戸惑いますので、デフォルトでこのオプションはoffです。
       
       
       このオプションは= NULLという形式にのみ影響することに注意してください。
他の比較演算子や等価演算子を呼び出す他の（INのような）式と計算する上で等価となる式には影響を与えません。
したがって、このオプションは間違ったプログラミングの汎用的な問題解決を行いません。
       
       
       関連する情報は「比較関数および演算子」を参照してください。
       





第46章 バックグラウンドワーカプロセス



PostgreSQLはユーザ提供のコードを別のプロセスとして実行できるように拡張することができます。
このプロセスはpostgresによって起動、終了、監視され、サーバの状態に密接にリンクした寿命を持つことができます。
これらのプロセスはPostgreSQL™の共有メモリ領域にアタッチしたり、データベースの内部に接続するオプションを持ちます。これらはまた、通常のクライアントに接続された実際のサーバプロセスのように複数のトランザクションを連続して実行することができます。
また、アプリケーションはlibpqとリンクすることにより通常のクライアントアプリケーションのようにサーバに接続して動作することができます。
 
警告
バックグラウンドワーカを使うにあたっては、堅牢性とセキュリティリスクを考慮しなくてはなりません。なぜならば、C言語で書かれており、データへのアクセスが制限されていないためです。
バックグラウンドワーカプロセスを含むモジュールを有効にしたいと思っている管理者は、細心の注意を払って実践してください。
バックグラウンドワーカプロセスの実行は、注意深く検査されたモジュールだけを許可する必要があります。
  

バックグラウンドワーカは、モジュールをshared_preload_librariesに記すことによって、PostgreSQL™スタート時に初期化できます。
バックグラウンドワーカとして実行したいモジュールは、_PG_init()からRegisterBackgroundWorker(BackgroundWorker *worker)を呼び出すことで登録できます。
バックグラウンドワーカはシステム起動後もRegisterDynamicBackgroundWorker(BackgroundWorker *worker, BackgroundWorkerHandle **handle)を呼び出すことによって開始することができます。
postmasterからのみ呼び出すことができるRegisterBackgroundWorkerとは異なり、RegisterDynamicBackgroundWorkerは通常のバックエンドから呼び出す必要があります。
 
BackgroundWorkerの構造体は以下のように定義されます。

typedef void (*bgworker_main_type)(Datum main_arg);
typedef struct BackgroundWorker
{
    char        bgw_name[BGW_MAXLEN];
    int         bgw_flags;
    BgWorkerStartTime bgw_start_time;
    int         bgw_restart_time;       /* 秒単位、もしくは、BGW_NEVER_RESTART */
    bgworker_main_type bgw_main;
    char        bgw_library_name[BGW_MAXLEN];   /* bgw_mainがNULLの場合のみ */
    char        bgw_function_name[BGW_MAXLEN];  /* bgw_mainがNULLの場合のみ */
    Datum       bgw_main_arg;
    char        bgw_extra[BGW_EXTRALEN];
    int         bgw_notify_pid;
} BackgroundWorker;

  
bgw_nameは、ログメッセージ、プロセス一覧等で使用される文字列です。
  
bgw_flagsは、モジュールが要求する機能をOR演算したビットマスクです。可能な値は以下の通りです。
   
	BGWORKER_SHMEM_ACCESS
	
共有メモリへのアクセスを要求します。
共有メモリアクセスがないワーカは、重量または軽量のロック、共有バッファ、ワーカが作成して利用したいカスタムデータ構造等、PostgreSQL™の共有データ構造にアクセスできません。
      

	BGWORKER_BACKEND_DATABASE_CONNECTION
	
トランザクションやクエリの実行が出来るデータベース接続を要求します。
BGWORKER_BACKEND_DATABASE_CONNECTIONを使用してデータベースに接続するバックグラウンドワーカはBGWORKER_SHMEM_ACCESSを使用して共有メモリにアタッチしなければなりません。さもなければ起動時に失敗します。
      





  
bgw_start_timeは、postgresがプロセスを起動するべきタイミングを指定します。
そのタイミングは、以下のうちの１つです。
BgWorkerStart_PostmasterStart（postgres自身が初期化を終えるとすぐに起動します。これを要求するプロセスはデータベース接続に望ましいものではありません）、
BgWorkerStart_ConsistentState（ホットスタンバイで一貫性のある状態に到達し、データベースに接続して参照のみのクエリが実行できるようになると起動します）、
BgWorkerStart_RecoveryFinished（システムが通常の参照/更新クエリを実行できるようになると起動します）。
最後の２つの値は、ホットスタンバイでないサーバでは同等であることに注意してください。
この設定はいつプロセスが起動されるかを示すだけであることに注意してください。
これらのプロセスは、違う状態になったときに停止するわけではありません。
  
bgw_restart_timeは、プロセスがクラッシュした場合にpostgresがそのプロセスを再起動するために待つ必要のある間隔を秒単位で指定します。
これは任意の正の値、またはクラッシュしても再起動させない場合にBGW_NEVER_RESTARTを指定します。
  
bgw_mainは、プロセスが起動されたときに実行される関数へのポインタです。
このフィールドはコアサーバ内の関数を起動する場合にのみ安全に使用することができます。なぜならば、共有ライブラリは、異なるバックエンドプロセスにおける異なる開始アドレスにロードすることができるためです。
どのプラットフォームでもshared_preload_libraries以外の仕組みを使用してライブラリがロードされた場合、この開始アドレスの差異は発生します。
shared_preload_librariesの仕組みを使う場合であっても、Windows上、およびEXEC_BACKENDが使用される場合は、アドレス空間の配置の差異がそれでも発生します。
したがって、このAPIのほとんどのユーザーは、このフィールドがNULLに設定する必要があります。
その場合は、bgw_library_nameとbgw_function_nameがエントリポイントを決定するために使用されます。
  
bgw_library_nameはバックグラウンドワーカの初期エントリーポイントのためのライブラリ名です。
その指定されたライブラリがワーカプロセスによって動的にロードされます。呼び出すべき関数を特定するためにbgw_function_nameが使用されます。
コアコードから関数をロードする場合、代わりにbgw_mainを設定する必要があります。
  
bgw_function_nameは新しいバックグラウンドワーカから動的にロードされるときに初期エントリポイントの関数名です。
  
bgw_main_argは、バックグラウンドワーカのメイン関数のDatum引数です。
bgw_main経由か、bgw_library_nameとbgw_function_nameの組み合わせ経由であるかにかかわらず、メイン関数は単一のDatum引数を取り、voidを返します。
bgw_main_argは引数として渡されます。
加えて、グローバル変数MyBgworkerEntryは、登録時に渡されたBackgroundWorker構造体のコピーを指しています。
ワーカはこの構造を調べることがあり、役に立ちます。
  
Windowsの（どこか他の場所でEXEC_BACKENDが定義されている）場合、または動的バックグラウンドワーカは、Datumを参照で渡すのは安全ではありません。値のみで渡してください。
引数が必要な場合は、int32型または他の小さな値を渡し、共有メモリに割り当てられた配列へのインデックスとしてそれを使用するのが最も安全です。
cstringやtextのようなポインタを渡された場合は、新しいバックグラウンドワーカプロセスから有効になりません。
  
bgw_extraはバックグラウンドワーカに渡す追加データを含めることが出来ます。
bgw_main_argとは異なり、このデータはワーカのメイン関数の引数として渡されていませんが、上述したようにMyBgworkerEntryを介してアクセスすることが出来ます。
  
bgw_notify_pidはプロセスの開始時と終了時にpostmasterがSIGUSR1を送信するPostgreSQLバックエンドプロセスのPIDです。
それはpostmasterの起動時に登録されたワーカの場合、またはワーカを登録しているバックエンドがワーカーの起動をを待ちたくない場合は0にする必要があります。
それ以外の場合は、MyProcPidで初期化する必要があります。
  
ひとたび実行すると、このプロセスはBackgroundWorkerInitializeConnection(char *dbname, char *username)またはBackgroundWorkerInitializeConnectionByOid(Oid dboid, Oid useroid)を呼び出すことによって、データベースに接続できます。
これはプロセスにSPIインタフェースを使用してのトランザクションとクエリの実行を許します。
もし、dbnameがNULLであった場合、またはdboidがInvalidOidであった場合には、そのセッションは特定のデータベースに接続しません。しかし、共有カタログにはアクセス出来ます。
もし、usernameがNULLの場合、またはuseroidがInvalidOidの場合には、そのプロセスはinitdb時に作成されたスーパーユーザとして実行されます。
バックグラウンドワーカはこれら２つの関数をどちらかを一度だけ呼ぶことが出来ます。
データベースを切り替えることができません。
  
制御がbgw_main関数に達したとき、シグナルはまずブロックされます。このブロックはbgwmainで解除されなければなりません。
これは、必要に応じてプロセスがシグナルハンドラをカスタマイズできるようにするためです。
シグナルは新しいプロセスでBackgroundWorkerUnblockSignalsを呼び出すことにより、解除でき、BackgroundWorkerBlockSignalsを呼び出すことでブロックできます。
  
バックグラウンドワーカは、bgw_restart_timeがBGW_NEVER_RESTARTに設定されている場合、または終了コード0で終了した場合、またはTerminateBackgroundWorkerによって終了した場合、postmasterに自動的に登録が解除されて終了します。
それ以外の場合、bgw_restart_timeで設定された時間の後に再起動します。または、バックエンドの障害のためにposmasterがクラスタを再初期化した場合は、すぐに再起動します。
一時的に実行を中断するだけでよいバックエンドは、終了するのではなく、割り込み可能なスリープを使用する必要があります。
これはWaitLatch()を呼び出すことによって可能になります。
この関数を呼び出すときにはWL_POSTMASTER_DEATHフラグが設定されているか確認し、postgres自身が終了する緊急事態には、リターンコードを確認するようにしてください。
  
バックグラウンドワーカをRegisterDynamicBackgroundWorker関数により登録している場合、登録を実行するバックエンドはワーカの状態に関する情報を取得することが可能です。
取得したい場合はRegisterDynamicBackgroundWorkerに2番目の引数としてBackgroundWorkerHandle *のアドレスを渡す必要があります。
もし登録に成功した場合、このポインタは後でGetBackgroundWorkerPid(BackgroundWorkerHandle *,pid_t *)またはTerminateBackgroundWorker(BackgroundWorkerHandle *)に渡すことができるopaue(不透明)ハンドルで、初期化されます。
GetBackgroundWorkerPidはワーカの状態を監視することができます。以下の返り値が得られます。
BGWH_NOT_YET_STARTEDワーカはまだpostmasterにより開始されていない。
BGWH_STOPPED開始されたが、もはや実行されていない。
BGWH_STARTED実行中です。
この最後のケースでは、PIDは、2番目の引数を介して返されます。
TerminateBackgroundWorkerはワーカが実行していた場合postmasterがワーカにSIGTERMを送信し、実行が終了次第すぐに登録を解除します。
  
場合によっては、バックグラウンドワーカが起動するのを待ってから、ワーカを登録したい場合もあるでしょう。
これは bgw_notify_pidをMyProcPidで初期化し、登録時に得られたBackgroundWorkerHandle *を使用してWaitForBackgroundWorkerStartup(BackgroundWorkerHandle *handle,pid_t *)関数を呼び出すことで実現します。
postmasterがバックグラウンドワーカを開始しようと試みたか、postmasterが死ぬまで、この関数はブロックします。
バックグラウンドランナーが実行されている場合、戻り値はBGWH_STARTED、およびPIDが提供されたアドレスに書き込まれます。
そうでない場合、戻り値はBGWH_STOPPEDまたはBGWH_POSTMASTER_DIEDになります。
  
バックグラウンドワーカは、サーバプログラミングインターフェイス(SPI)経由でNOTIFYコマンドにより非同期に通知を送る場合、囲んでいるトランザクションをコミットした後、通知を配信することができるように明示的にProcessCompletedNotifiesを呼ぶ必要があります。
バックグラウンドワーカは、SPIを通じてLISTENによる非同期通知の受信を登録した場合、ワーカがこれらの通知をログに記録しますが、ワーカが傍受し、それらの通知に応答するためのプログラム的な方法はありません。
  
バックグラウンドワーカの実例として、src/test/modules/worker_spiというモジュールがあります。
これはいくつかの有用な技術を示しています。
  
登録できるバックグラウンドワーカの最大数はmax_worker_processesによって制限されています。
  

リリース9.1.22



リリース日
2016-05-12

このリリースは9.1.21に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.1」を参照してください。
  
PostgreSQL™コミュニティは2016年の9月に9.1.Xリリースシリーズの更新リリースを終了する予定です。
早めに新しいリリースのブランチに更新することを推奨します。
  
バージョン9.1.22への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
また、9.1.16よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.1.16」を参照して下さい。
   

変更点



	OpenSSLを呼び出す前にそのエラーキューを、既に消去されているとみなすのではなく、消去します。また、必ず後に消去しておくようにします。
(Peter Geoghegan, Dave Vitek, Peter Eisentraut)
     
この変更は、一つのプロセスの中でOpenSSLを使った複数の接続があって、含まれるコードの全てがエラーキューを消去するとき同一規則に従っていない場合の問題を防ぎます。
特に、クライアントアプリケーションがPHPやPython、RubyのOpenSSLラッパーを使ったSSL接続と同時に、libpqでSSL接続を使っているときに、障害が報告されました。
拡張モジュールが外にむけたSSL接続をするのであれば、同様にサーバでも似た問題が起こる可能性があります。
     

	左外部結合の右手側に入っている完全外部結合でのプランナのエラー「failed to build any N-way joins (N個立ての結合の構築にいずれも失敗しました)」を修正しました。
(Tom Lane)
     

	to_timestamp()の書式コードTH、th、Y,YYYの誤った振る舞いを修正しました。
(Tom Lane)
     
これにより、入力文字列の末尾を超えて進み、次の書式コードでゴミが読まれるおそれがありました。
     

	value operator ANY (array)という構造のarray引数が副問い合わせである場合のルールとビューのダンプを修正しました。
(Tom Lane)
     

	PGCTLTIMEOUT環境変数が設定されているなら、pg_regressがその値による起動タイムアウトを適用するようにしました。
(Tom Lane)
     
これは、最近pg_ctlに追加された振る舞いとの一貫性のためで、
遅いマシンでの自動テストを容易にします。
     

	一つの演算子クラスだけを含む演算子族の拡張への所属を正しくリストアできるようにpg_upgradeを修正しました。
(Tom Lane)
     
このような場合、演算子族は新しいデータベースにリストアされますが、もはや拡張の一部として記されませんでした。
これは直ちには悪影響はありませんが、後にpg_dumpがリストア時に（無害な）エラーを引き起こす出力を吐き出す原因となりました。
     

	NetBSDのライブラリ関数との衝突を避けるため、内部関数strtoi()の名前をstrtoint()に変えました。
(Thomas Munro)
     

	Windowsにおけるシステムコールbind()とlisten()からのエラー報告を修正しました。
(Tom Lane)
     

	Microsoft Visual Studioでビルドするときのコンパイラ出力の冗長さを減らしました。
(Christian Ullrich)
     

	WindowsのFormatMessage()関数の安全でない可能性のある使用を回避しました。
(Christian Ullrich)
     
適切にFORMAT_MESSAGE_IGNORE_INSERTSフラグを使用します。
これに関連した既知の未修整バグはありませんが、注意深くすることは良い考えと思われます。
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdata release 2016dに更新しました。
ロシア、ベネズエラの夏時間法の変更、当該地域は今では隣接した地域とは異なるタイムゾーンの歴史を持っているという事実を反映させた新しい地域名Europe/Kirov、Asia/Tomskが含まれます。
     





リリース7.3.6



リリース日
2004-03-02

7.3.5の様々な不具合を修正しました。
  
バージョン7.3.6への移行



7.3.*からの移行の場合はダンプ/リストアは必要ありません。
   

変更点



	Revert erroneous changes in rule permissions checking
A patch applied in 7.3.3 to fix a corner case in rule permissions checks
turns out to have disabled rule-related permissions checks in many
not-so-corner cases.  This would for example allow users to insert into views
they weren't supposed to have permission to insert into.  We have therefore
reverted the 7.3.3 patch.  The original bug will be fixed in 8.0.

	Repair incorrect order of operations in
GetNewTransactionId()
This bug could result in failure under out-of-disk-space conditions, including
inability to restart even after disk space is freed.

	Ensure configure selects -fno-strict-aliasing even when
an external value for CFLAGS is supplied
On some platforms, building with -fstrict-aliasing causes bugs.

	Make pg_restore handle 64-bit off_t correctly
This bug prevented proper restoration from archive files exceeding 4 GB.

	Make contrib/dblink not assume that local and remote type OIDs
match (Joe)

	Quote connectby()'s start_with argument properly (Joe)

	Don't crash when a rowtype argument to a plpgsql function is
NULL

	Avoid generating invalid character encoding sequences in
corner cases when planning LIKE operations

	Ensure text_position() cannot scan past end of source string
in multibyte cases (Korea PostgreSQL Users' Group)

	Fix index optimization and selectivity estimates for LIKE
operations on bytea columns (Joe)





リリース9.0.6



リリース日
2011-12-05

このリリースは9.0.5に対し、各種の不具合を修正したものです。
9.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース9.0」を参照してください。
  
バージョン9.0.6への移行



9.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、information_schema.referential_constraintsビュー定義において長期に渡って潜在したエラーが見つかりました。
このビューからの正確な結果に依存している場合、後述の変更点の最初で説明する通りその定義を置き換えなければなりません。
   
また9.0.4より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.0.4」を参照してください。
   

変更点



	information_schema.referential_constraintsビューの不具合を修正しました。(Tom Lane)
     
このビューでは、外部キーと依存する主キーまたは一意キー制約との対応付けについて十分な注意を行っていませんでした。
このため、外部キー制約がまったく表示されない、何回も表示される、あるいは、実際の依存する制約とは異なる制約に依存するものと言い張るという結果になることがありました。
     
このビュー定義はinitdbによってインストールされますので、ただアップグレードしただけでは問題は解消されません。
既存のインストレーションでこの問題を解消させなければならない場合、（スーパーユーザとして）information_schemaスキーマを削除して、SHAREDIR/information_schema.sqlを元に再作成することができます。
（SHAREDIRの場所が分からない場合はpg_config --sharedirを実行してください。）
これは修正対象のデータベースそれぞれで繰り返さなければなりません。

     

	スカラを返す関数の出力を結合するUPDATEまたはDELETE実行時にクラッシュする可能性を修正しました。(Tom Lane)
     
クラッシュは対象の行が同時に更新された場合にのみ起こり得ました。
このためこの問題は間欠的にのみ表面化しました。
     

	GINインデックス更新に関するWALレコードの不正確な再生を修正しました。(Tom Lane)
     
このためクラッシュ後またはホットスタンバイサーバにおいて、インデックス項目の検索に過渡的に失敗する結果になり得ました。
しかし、この問題はインデックスに対する次回のVACUUMで修復されます。
     

	CREATE TABLE dest AS SELECT * FROM srcまたはINSERT INTO dest SELECT * FROM src時のTOAST関連のデータの破損を修正しました。(Tom Lane)
     
テーブルがALTER TABLE ADD COLUMNによって変更された場合、データを逐語的に別のテーブルにコピーしようとした時に特定の境界条件で破損した結果になることがありました。
この問題は、8.4以降において、この構文においてのみ明確に発生し得たものですが、同じ不具合を引き起こす他のコードパスがある場合に備えて、より過去のバージョンにおいてもパッチを適用しました。
     

	ホットスタンバイの起動時に失敗する可能性を修正しました。(Simon Riggs)
     

	初期スナップショットが不完全である場合のホットスタンバイの起動を高速にしました。(Simon Riggs)
     

	無効なsyscache項目からTOASTテーブルにアクセスする時の競合条件を修正しました。(Tom Lane)
     
典型的な兆候は、「missing chunk number 0 for toast value NNNNN in pg_toast_2619」のような一時的なエラーです。
ここで挙げられるTOASTテーブルは常にシステムカタログに属します。
     

	パラメータのデフォルト式で使用される項目について関数の依存関係を追跡します。(Tom Lane)
     
これまでは、参照されるオブジェクトが、参照する関数を削除または変更することなく、削除されることがあり得ました。
このため関数が使用される時に誤動作することになりました。
単にこの更新をインストールするだけでは依存関係が消失した項目が修正されないことに注意してください。
修正するためには、その後にこうした関数それぞれにCREATE OR REPLACEを行う必要があります。
デフォルト値が組み込み以外のオブジェクトに依存する関数があれば、これを行うことを勧めます。
     

	複数のOUTパラメータを持つ、集合を返すSQL関数をインライン化することができます。(Tom Lane)
     

	結合除去において遅延された一意性制約を信用しません。(Tom Lane、Marti Raudsepp)
     
遅延された一意性制約はトランザクション内部で保持されないかもしれません。
このため、間違った問い合わせ結果をもたらすかもしれないとみなします。
     

	DatumGetInetP()が１バイトヘッダを持つinetデータを展開するようにしました。
さらに展開を行わない、新しいマクロDatumGetInetPP()を追加しました。(Heikki Linnakangas)
     
この変更がコアコードに影響することはありませんが、DatumGetInetP()が通常の規約の通りに展開したデータを生成することを想定しているアドオンのコードにおけるクラッシュを防止できるかもしれません。
     

	money型の入出力におけるロケールのサポートを改良しました。(Tom Lane)
     
すべての標準lc_monetary書式付けオプションをサポートしていないという点以外にも、入力関数と出力関数に一貫性がなかったため、ダンプされたmoney値では再度読み取ることができないロケールがありました。
     

	transform_null_equalsがCASE foo WHEN NULL ...式に影響を与えないようにしました。(Heikki Linnakangas)
     
transform_null_equalsは、CASE構文によって内部的に生成された等価な検査ではなく、直接ユーザによって書かれたfoo = NULLに影響を与えることのみを前提としています。
     

	自己参照外部キーをより良くサポートするために、外部キートリガの生成順序を変更しました。(Tom Lane)
     
カスケードしている外部キーが自身のテーブルを参照する場合、１行の更新が１つのイベントでON UPDATEトリガとCHECKトリガの両方を発行します。
ON UPDATEトリガを最初に実行しなければなりません。
そうしないと、CHECKは最終的ではない行の状態を検査することになり、不適切なエラーが発生する可能性があります。
しかしこれらのトリガの発行順序はその名前によって決まります。
トリガは「RI_ConstraintTrigger_NNNN」という規約に従った名前で自動生成されますので、一般的には作成順序によって決まります。
適切な修正にはこの規約の変更が必要です。
9.2で変更する予定ですが、既存のリリースで変更することには危険があるように思われます。
このため、このパッチはトリガの作成順序を変更するだけです。
この種のエラーが起きたユーザは、トリガを正しい順序にするために、外部キー制約を削除し再作成しなければなりません。
     

	バッファ割当率を追跡する際の浮動小数アンダーフローを防止します。(Greg Matthews)
     
これ自体は害がないものですが、特定のプラットフォームではこれにより煩わしいカーネルログメッセージが現れます。
     

	Windowsにおける子プロセス起動時設定ファイルの名前と行番号を保持します。(Tom Lane)
     
これまでこれらはpg_settingsビューで正しく表示されませんでした。
     

	ecpgのSQLDA領域における不正確なフィールドの整列を修正しました。(Zoltan Boszormenyi)
     

	psqlのコマンド履歴内で空行を含むコマンドを保持します。(Robert Haas)
     
これまでの動作では、例えば文字列リテラル内の空行が削除された場合に問題が起きました。
     

	テーブルの行型など自動生成された型の間でユーザが定義したキャストをダンプするようにpg_dumpを修正しました。(Tom Lane)
     

	pg_upgradeについて様々な修正を行いました。(Bruce Momjian)
     
排他制約の正確な取り扱い、Windowsにおける失敗の防止、8.4データベースにおける対応しないTOASTテーブル名に関する警告の抑制。
     

	PL/Perlの構築時に好みのバージョンのxsubppを使用します。
オペレーティングシステムのメインコピーである必要はありません。(David Wheeler、Alex Hunsaker)
     

	contrib/dict_intおよびcontrib/dict_xsyn内の間違ったコードを修正しました。(Tom Lane)
     
一部の関数で、palloc()で返されるメモリはゼロ埋めされていることが保証されていると間違った前提をしていました。
     

	contrib/unaccentの設定ファイル解析において様々なエラーを修正しました。(Tom Lane)
     

	pgstatindex()において問い合わせキャンセル割込みを適切に受け付けます。(Robert Haas)
     

	Mac OS X起動スクリプトにおける間違ったログファイル名の引用符付けを修正しました。(Sidar Lopez)
     

	VPATH構築ですべてのサーバヘッダファイルが適切にインストールされることを確実にしました。(Peter Eisentraut)
     

	冗長エラーメッセージ内で報告されるファイル名を短くしました。(Peter Eisentraut)
     
通常の構築では常にCファイルの名前だけがエラーメッセージ呼び出しの中で報告されました。
しかしこれまでVPATH構築では絶対パス名が報告されました。
     

	中央アメリカ用のWindowsの時間帯名の解釈を修正しました。(Tom Lane)
     
通常中央アメリカではまったく夏時間が認められませんので、「Central America Standard Time」をCST6CDTではなくCST6に対応付けしました。
     

	時間帯データファイルをtzdata release 2011nに更新しました。
ブラジル、キューバ、フィジー、パレスチナ、ロシア、サモアにおける夏時間規則の変更、アラスカ、イギリス領東アフリカの歴史的な修正が含まれています。
     





TAPテスト



src/bin以下のクライアントプログラムテストはPerl TAPツールを使い、proveにより実行されます。
make変数PROVE_FLAGSを設定することでproveコマンドラインオプションを渡すことができます。
例えば、

make -C src/bin check PROVE_FLAGS='--reverse'

デフォルトは--verboseです。
詳細な情報はproveのマニュアルページを参照してください。
   
Perlで書かれたテストはPerlモジュールIPC::Runが必要です。
このモジュールはCPANもしくはオペレーティングシステムのパッケージから入手可能です。
   

リリース7.4.5



リリース日
2004-08-18

このリリースは7.4.4の深刻な不具合を修正したものです。
7.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース7.4」を参照してください。
  
7.4.4バージョンへの移行



7.4.Xからの移行の場合は ダンプ/リストアは必要ありません。
   

変更点



	B-treeインデックスの同時挿入時にクラッシュする可能性を修正
このパッチは、B-treeインデックスへの同時挿入時にサーバパニックを引き起こす稀な問題を修正します。
永続的な損傷にはなりませんが、リリースし直すべきであると判断しました。
7.4より前のリリースには、この不具合はありません。





リリース9.0.5



リリース日
2011-09-26

このリリースは9.0.4に対し、各種の不具合を修正したものです。
9.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース9.0」を参照してください。
  
バージョン9.0.5への移行



9.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし9.0.4より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.0.4」を参照してください。
   

変更



	システムカタログに対するVACUUM FULLまたはCLUSTER後のカタログキャッシュの無効化を修正しました。(Tom Lane)
     
システムカタログ行の位置が他の場所に変わった場合に、同時実行のサーバプロセスから認識できない場合があり、その行を更新しようとした時にカタログが破損する可能性がありました。
最悪の場合、テーブル全体が完全に喪失するほど悪い結果になります。
     

	sinvalリセット処理期間の操作順を修正し、システムカタログ内でTOAST OIDが確実に予約されるようにしました。(Tom Lane)
     
この間違いによりシステムカタログに対するVACUUM FULLまたはCLUSTER後に一時的な失敗が発生する可能性がありました。
     

	HOT更新されたか疑わしいタプルのインデックス処理における不具合を修正しました。(Tom Lane)
     
この不具合のために、システムカタログの再インデックス処理の後インデックスが破損する可能性がありました。
ユーザインデックスには影響しないはずです。
     

	GiSTインデックスページ分割処理における複数の不具合を修正しました。(Heikki Linnakangas)
     
発生する可能性は小さいのですが、インデックスの破損を招く可能性がありました。
     

	tsvector_concat()におけるバッファオーバーランの可能性を修正しました。(Tom Lane)
     
この関数は必要なメモリを少なく見積もり、その結果サーバクラッシュを招く可能性がありました。
     

	xml_recvにおいて「standalone」パラメータ処理時のクラッシュを修正しました。(Tom Lane)
     

	pg_options_to_tableを値を持たないオプションに対してNULLを返すようにしました。(Tom Lane)
     
これまではこのような場合にサーバクラッシュしてしまいました。
     

	ANALYZEおよびSJIS-2004符号化変換においてメモリの最後を超えてアクセスする可能性を修正しました。(Noah Misch)
     
これは非常に可能性が低いサーバクラッシュ状況を修正します。
     

	NULL入力からpg_stat_reset_shared()を保護しました。(Magnus Hagander)
     

	リカバリの競合デッドロックがサブトランザクション内で検知された場合に失敗する可能性を修正しました。(Tom Lane)
     

	ホットスタンバイにおいて、btreeインデックスページ回収時の偽の競合を防止します。(Noah Misch、Simon Riggs)
     

	リカバリが終わっても動きつづけるWAL受信処理を停止します。(Heikki Linnakangas)
     
これまでのpostmasterはこうした状況ではパニックになりました。
しかしこの状況は実際には正当なものでした。
     

	relcache初期ファイルの無効化における競合状態を修正しました。(Tom Lane)
     
新しいバックエンドプロセスが無効な初期ファイルを読み取ろうとするが、データが無効であることを通知するinvalメッセージを取り損なう期間がありました。
この結果カタログアクセスにおいて、起動処理の後の「could not read block 0 in file ...」といった奇妙な失敗が起こります。
     

	GiSTインデックススキャン終了時のメモリリークを修正しました。(Tom Lane)
     
すでに多くの行を持つテーブルに対して新たなGiSTを基にした排他制約を作成する際の検証など、多くの分割GiSTインデックススキャンを行うコマンドが一時的にこのリークの原因となる大容量のメモリを求めることがあり得ました。
     

	入力コマンド文字列に対する符号化方式の変換が必要かつLISTENが有効である時のメモリリークを修正しました。(Tom Lane)
     

	保持可能カーソルとplpgsqlのRETURN NEXTコマンドをサポートするタプルストアにおける(メモリ膨張をもたらすかもしれない)不正なメモリ計上を修正しました。(Tom Lane)
     

	BEFOREおよびAFTERトリガの両方が存在する場合のトリガのWHEN条件を修正しました。(Tom Lane)
     
同一の更新に対してBEFORE ROWトリガが発行されていた場合、AFTER ROW UPDATEのWHEN条件の評価がクラッシュする可能性がありました。
     

	大規模かつ非可逆なビットマップを構築する時の性能問題を修正しました。(Tom Lane)
     

	一意列の結合選択性推定を修正しました。(Tom Lane)
     
結合結果のサイズ推定を悪化させる可能性がある、間違ったプランナの発見的手法を修正します。
     

	副選択対象リスト内でのみ出現する、入れ子状のPlaceHolderVar式を修正しました。(Tom Lane)
     
この間違いの結果、外側の結合の出力がNULLとして不正に現れます。
     

	プランナは、空の親テーブルが実際に空であるという仮定をすることができます。(Tom Lane)
     
通常、計画作成のために空テーブルは何らかの最小サイズを持つものと仮定されます。
しかしこの発見的手法は、よく永遠に空になる、継承階層の親テーブルでは良いどころか不都合であるようです。
     

	入れ子状のEXISTS問い合わせを適切に最適化できます。(Tom Lane)
     

	配列作成、経路作成関数のパッド用バイトを確実にゼロにするように修正しました。(Tom Lane)
     
これにより、プランナが意味的に等しい定数を等しくないとみなし、最適化を悪化させる一部の状況を防ぎます。
     

	inner-indexscan副計画内のResultノードの開閉を取り扱うようEXPLAINを修正しました。(Tom Lane)
     
この見落としのよくある兆候は「bogus varno」エラーです。
     

	indexedcol IS NULL条件のB-Tree前処理を修正しました。(Dean Rasheed)
     
同じインデックス列に別の種類のB-Treeインデックス付け可能な条件が組み合わされている場合、こうした条件は満たされません。
この状態は9.0.0以降で不正に処理されており、存在しないはずの問い合わせ出力をもたらしました。
     

	WAL再生を壊すgcc 4.5.0の不具合を回避します。(Tom Lane)
     
サーバクラッシュ後にコミットされたトランザクションの損失をもたらす可能性がありました。
     

	ビュー内のVALUESについてのダンプ不具合を修正しました。(Tom Lane)
     

	シーケンスに対するSELECT FOR UPDATE/SHAREを許しません。(Tom Lane)
     
この操作は想定通りに動作せず、また、失敗をもたらすことがあり得ました。
     

	つねにpg_class.reltuples/relpagesを更新するようにVACUUMを修正しました。(Tom Lane)
     
自動バキュームによる、いつテーブルをバキュームするかについての決定をだんだんと悪化させる、いくつかの状況を修正します。
     

	ハッシュテーブルのサイズ計算時の整数オーバーフローから保護します。(Tom Lane)
     

	CLUSTERがすでに削除されたTOASTデータへアクセスしようとする状況を修正しました。(Tom Lane)
     

	初期認証トランザクション中の予期しないタイムアウト失敗を修正しました。(Tom Lane)
     

	「peer」認証に関する証明書制御メッセージの使用における移植性不具合を修正しました。(Tom Lane)
     

	複数の往復が必要な場合のSSPIログインを修正しました。(Ahmed Shinwari、Magnus Hagander)
     
この問題の典型的な兆候はSSPIログイン期間の「The function requested is not supported」エラーです。
     

	独自変数クラスの変数を新しくpostgresql.confに追加する時の失敗を修正しました。(Tom Lane)
     

	pg_hba.confにhostsslが含まれているがSSLが無効である場合にエラーを発生します。(Tom Lane)
     
以前の警告なくこうした行を無視するという動作より、この方がよりユーザフレンドリであると判断しました。
     

	DROP OWNED BYがシーケンス上のデフォルト権限を削除しようとした時の失敗を修正しました。(Shigeru Hanada)
     

	pg_srand48 シード初期化における記述ミスを修正しました。(Andres Freund)
     
このため、提供されたシードの全ビットを使用すると失敗する可能性がありました。
この関数はほとんどのプラットフォームで使用されていません（srandomを持たないプラットフォームのみです）ので、想定よりもランダム性が小さいシードによるセキュリティ露見の可能性はとにかく最小だったと思われます。
     

	LIMITとOFFSET値の合計が2^63を超えた場合の整数オーバーフローを防止します。(Heikki Linnakangas)
     

	generate_series()のint4版とint8版にオーバーフロー検査を追加しました。(Robert Haas)
     

	to_char()における末尾のゼロ除去を修正しました。(Marti Raudsepp)
     
小数点の後の桁位置がないFM付きの書式において、小数点より左のゼロが正しく除去できていませんでした。
     

	2^63近辺の入力に対するオーバーフローを防ぐようにpg_size_pretty()を修正しました。(Tom Lane)
     

	plpgsqlのレコード値におけるtypmodマッチ検査を弱めました。(Tom Lane)
     
過度に積極的な検査によって、保持しなければならない長さ修飾子が破棄されることがあり得ました。
     

	initdbの間、ロケール名内の引用符を正しく扱います。(Heikki Linnakangas)
     
この問題は、「People's Republic of China」などの、いくつかのWindowsのロケールにて起こり得ました。
     

	pg_upgradeにおいて、孤児になった一時テーブルをダンプしません。(Bruce Momjian)
     
テーブルOIDの割り当てが、新旧のインストレーション間で同期できなくなる状況を防ぎます。
     

	8.3からのアップグレードにおいて、TOASTテーブルのrelfrozenxidsを維持するようにpg_upgradeを修正しました。(Bruce Momjian)
     
これに失敗すると、アップグレードの後pg_clogファイルがあまりに早く削除される可能性がありました。
     

	pg_upgradeにおいて、Windowsで-l(ログ)オプションが動作するように修正しました。(Bruce Momjian)
     

	pg_ctlにおいて、Windowsのサービス登録用の静寂モードをサポートしました。(MauMau)
     

	異なるファイルからCOPYしている時の、psqlのスクリプトファイル行番号の計数処理を修正しました。(Tom Lane)
     

	standard_conforming_stringsに合わせて、pg_restoreの直接データベースモードを修正しました。(Tom Lane)
     
pg_restoreが、standard_conforming_stringsがonに設定されたアーカイブファイルからデータベースサーバに直接リストアする時に間違ったコマンドを発行する可能性がありました。
     

	並行pg_restoreをサポートしない状況をよりユーザフレンドリにしました。(Tom Lane)
     
この変更により、何らかのリストア作業が発生する前にこうした状況を検知し報告することが確実になりました。
     

	libpqのLDAPサービス検索コードにおけるwrite-past-buffer-endとメモリリークを修正しました。(Albe Laurenz)
     

	libpqにおいて、非ブロッキングI/OとSSL接続を使用する場合の失敗を防止します。(Martin Pihlak、Tom Lane)
     

	libpqの接続開始期間のエラーの取扱いを改良しました。(Tom Lane)
     
具体的には、SSL接続開始期間のfork()失敗についてのサーバ報告への応答がより健全になりました。
     

	SSL失敗に関するlibpqのエラー報告を改良しました。(Tom Lane)
     

	元々サーバ問い合わせから得られたPGresultに新しいタプルを追加する時に、クラッシュする可能性を避けるようにPQsetvalue()を修正しました。(Andrew Chernow)
     

	ecpglibがdouble値を15桁の精度で書き込むようにしました。(Akira Kurosawa)
     

	ecpglibにおいて、エラー後確実にLC_NUMERICの設定を元に戻します。(Michael Meskes)
     

	blowfishの符号付き文字に関する不具合(CVE-2011-2483)に対する上流の修正を適用しました。(Tom Lane)
     
contrib/pg_cryptoのblowfish暗号化コードは、charが符号付きであるプラットフォーム(ほとんどのプラットフォーム)において間違った結果を生成し、暗号化されたパスワードが本来より脆弱になりました。
     

	contrib/segにおけるメモリリークを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	空のインデックスに対して一貫性を持った結果を生成するようにpgstatindex()を修正しました。(Tom Lane)
     

	perl 5.14を用いたビルドを可能にしました。(Alex Hunsaker)
     

	空白を含むファイルパスでのビルドとインストールに関連した問題を修正しました。(Tom Lane)
     

	時間帯データファイルをtzdata release 2011iに更新しました。
カナダ、エジプト、ロシア、サモア、南スーダンにおける夏時間規則の変更が含まれています。
     






名前
dblink_exec — リモートデータベースでコマンドを実行します

概要
dblink_exec(text connname, text sql [, bool fail_on_error]) returns text
dblink_exec(text connstr, text sql [, bool fail_on_error]) returns text
dblink_exec(text sql [, bool fail_on_error]) returns text

説明
dblink_execはリモートデータベースでコマンド（つまり行を返さない任意のSQL文）を実行します。
   
2つのtext型の引数が与えられた場合、一番目の引数はまず永続接続の名前を検索するために使われます。
もし見つかれば、コマンドがその接続上で実行されます。
見つからなければ、一番目の引数はdblink_connect用の接続情報文字列として扱われ、このコマンド実行時と同様に指定された接続が開きます。
   

引数
	connname
	使用する接続の名前です。
無名の接続を使用する場合はこのパラメータを省略します。
      

	connstr
	上でdblink_connectで説明した接続情報文字列です。
      

	sql
	例えばinsert into foo values(0,'a','{"a0","b0","c0"}')といった、リモートデータベースで実行させるSQL問い合わせです。
      

	fail_on_error
	真（省略時のデフォルト）の場合、接続のリモート側で発生したエラーによりローカル側でもエラーが発生します。
偽の場合リモート側のエラーはローカル側にはNOTICEとして報告され、この関数の戻り値はERRORになります。
      




戻り値
状態、つまりコマンドの状態またはERRORを返します。
   

例
SELECT dblink_connect('dbname=dblink_test_standby');
 dblink_connect
----------------
 OK
(1 row)

SELECT dblink_exec('insert into foo values(21,''z'',''{"a0","b0","c0"}'');');
   dblink_exec
-----------------
 INSERT 943366 1
(1 row)

SELECT dblink_connect('myconn', 'dbname=regression');
 dblink_connect
----------------
 OK
(1 row)

SELECT dblink_exec('myconn', 'insert into foo values(21,''z'',''{"a0","b0","c0"}'');');
   dblink_exec
------------------
 INSERT 6432584 1
(1 row)

SELECT dblink_exec('myconn', 'insert into pg_class values (''foo'')',false);
NOTICE:  sql error
DETAIL:  ERROR:  null value in column "relnamespace" violates not-null constraint

 dblink_exec
-------------
 ERROR
(1 row)


PL/Perlにおけるデータ値



PL/Perl関数のコードに渡される引数値は、単に(SELECT文で表示される場合と同様の)テキスト形式に変換された入力引数です。
反対にreturnおよびreturn_nextコマンドは、関数の宣言された戻り値の型で受け付け可能な入力書式で表された任意の文字列を受け付けます。
  

ストリーミングレプリケーションプロトコル



ストリーミングレプリケーションを初期化するために、フロントエンドは開始メッセージにてreplicationパラメータを送信します。
ブール値のtrueがバックエンドに対して、SQL文ではなく小規模なレプリケーションコマンド群を発行できるようになる、walsenderモードに入るように伝えます。
walsenderモードでは簡易問い合わせプロトコルのみを使用することができます。
log_replication_commandsが有効であれば、レプリケーションコマンドはサーバログにログが残ります。
databaseを値として渡すことにより、
dbnameパラメータに指定したデータベースに接続することをwalsenderに教えます。
それにより、そのデータベースからの論理的レプリケーションとして使用する接続が可能となります。
レプリケーションコマンドをテストするために、replicationオプションを含む接続文字列を使用して、psqlまたは他のlibpqによるレプリケーション接続を作成できます。
例を示します。

psql "dbname=postgres replication=database" -c "IDENTIFY_SYSTEM;"

しかし、物理的レプリケーションのためにpg_receivexlog(1)を使用し、論理的レプリケーションのためpg_recvlogical(1)を使用すれば、もっと有用なことが多いです。
walsenderモードで受け付けられるコマンドは以下の通りです。

	IDENTIFY_SYSTEM
     
    
	サーバに自身を識別することを要求します。
サーバは以下の４つのフィールドを持つ単一行の結果セットをもって応答します。
     
      
	       systemid (text)
      
	クラスタを識別する一意なシステム識別子です。
これを使用してスタンバイを初期化するために使用するベースバックアップが同じクラスタに由来していることを検査することができます。
      

	       timeline (int4)
      
	現在のタイムラインIDです。
同様にスタンバイがマスタと一貫性を持つことを検査するために使用されます。
      

	       xlogpos (text)
      
	現在のxlogの吐き出し位置です。
ストリーミングを開始できるトランザクションログの既知の位置を得る際に有用です。
      

	       dbname (text)
      
	接続したデータベース名またはNULLです。
      




     

	TIMELINE_HISTORY tli
     
    
	tliのタイムラインのため、サーバにタイムライン履歴ファイルの送付を要求します。
サーバは2列単一行の結果セットを返します。
     
      
	       filename (text)
      
	タイムライン履歴ファイル名、例えば00000002.history
      

	       content (bytea)
      
	ライムライン履歴ファイルの内容
      




     

	CREATE_REPLICATION_SLOT slot_name { PHYSICAL [ RESERVE_WAL ] | LOGICAL output_plugin }
     
    
	物理的または論理的レプリケーションスロットを作成します。
レプリケーションスロットの詳細は「レプリケーションスロット」を参照。
     
	slot_name
	作成するスロット名。
有効なレプリケーションスロット名でなければならない。
（「レプリケーションスロットへの問い合わせと操作」を参照）。
         

	output_plugin
	ロジカルデコーディングに使用される出力プラグイン名。
（「ロジカルデコーディングの出力プラグイン」を参照）。
         

	RESERVE_WAL
	この物理的レプリケーションスロットが直ちにWALを予約することを指定します。
そうでなければ、WALはストリーミングレプリケーションクライアントからの接続に応じてだけ予約されます。
        




	START_REPLICATION [ SLOT slot_name ] [ PHYSICAL ] XXX/XXX [ TIMELINE tli ]
     
    
	サーバに対して、WALのストリーミングをXXX/XXX WAL時点から開始するよう指示します。
TIMELINEオプションが指定された場合、ストリーミングはtliのタイムラインから開始されます。
そうでなければ、サーバの現在のタイムラインが選択されます。
サーバが、例えば、要求されたWALの断片がすでに回収されているなど、エラーを返すことがありえます。
成功時サーバはCopyBothResponseメッセージで応答し、フロントエンドに対するWALストリームを開始します。
     
slot_nameを経由してスロット名が提供された場合、それはレプリケーションの進行として更新されます。
それによってサーバは、どのWALセグメントがまだスタンバイに必要か、hot_standby_feedbackのトランザクションはどれか、を感知します。
     
最新ではなくて、サーバの過去のタイムラインをクライアントが要求した場合、サーバは要求された開始時点から他のタイムラインに切り替えるまでの、全てのWALストリームを送付します。
クライアントが旧タイムラインの終点のストリームを要求した場合、サーバはCOPYモードに入らずにCommandCompleteをすぐに応答します。
     
最新でないタイムラインの全てのWALストリームを送付した後、サーバはCOPYモードを出ることによりストリームを終了します。
クライアントもCOPYモードを出ることにより承認した場合、サーバは2列単一行の結果セットを送付し、サーバにある次のタイムラインを示します。
最初の列は次のタイムラインID(int8型)であり、次の列は切り替えたXLOGの位置(text型)です。
通常切り替えた位置はWALストリームの終点ですが、昇格する前に再実行されなかった旧タイムラインからWALを送付するというまれな場合もあります。
最後に、サーバはCommandCompleteメッセージを送付し、新規のコマンドを受理できるようになります。
     
WALデータはCopyDataメッセージ群として送信されます。
（これにより他の情報を混在させることができます。
具体的にはサーバはストリーム開始後に失敗が起きた場合にErrorResponseメッセージを送信することができます。）
サーバからクライアントへの各CopyDataメッセージのペイロード、は以下の書式のどれかを含みます。
     
      
	          XLogData (B)
      
	      
	          Byte1('w')
      
	メッセージをWALデータとして識別します。
      

	          Int64
      
	このメッセージ内のWALの開始点。
      

	          Int64
      
	サーバ上の現在のWAL終了点。
      

	          Int64
      
	転送時点でのサーバのシステム時刻。
2000年1月1日午前0時からのマイクロ秒。
      

	          Byten
      
	WALデータストリームの断片。
      
単一のWALレコードが2つのXLogDataメッセージに分かれることはありません。
しかしWALレコードがWALページ境界を跨る場合、継続レコードを用いてすでに分割されていますので、ページ境界で分割することができます。
言い換えると、先頭の主WALレコードとその継続レコードは、別のXLogDataメッセージとして分かれることがありえます。
      




      

	プライマリキープアライブメッセージ(B)
      
	      
	          Byte1('k')
      
	このメッセージを送信元キープアライブとして識別します。
      

	          Int64
      
	サーバ上の現在のWAL終端。
      

	          Int64
      
	転送時点でのサーバのシステム時刻。
2000年1月1日午前0時からのマイクロ秒。
      

	          Byte1
      
	タイムアウトによる切断を避けるため、クライアントがこのメッセージに即時に応答するべき方法の1つ。
0またはその他
      




      




     
以下のメッセージ書式の1つ（およびCopyDataメッセージのペイロード中のもの）を使用して、受理プロセスは送信者にいつでも応答できます。
     
      
	スタンバイ状態の更新(F)
      
	      
	          Byte1('r')
      
	メッセージを受信側の状態更新として識別します。
      

	          Int64
      
	スタンバイにおいて受信しディスクに書き込まれた最終WALバイト+1の場所。
      

	          Int64
      
	スタンバイにおいてディスクに吐き出された最終WALバイト+1の場所。
      

	          Int64
      
	スタンバイにおいて適用された最終WALバイト+1の場所。
      

	          Int64
      
	転送時点でのクライアントのシステム時刻。
2000年1月1日午前0時からのマイクロ秒。
      

	          Byte1
      
	値が1の場合、このメッセージにすぐ応答するように、クライアントはサーバへ要求します。
この方法は、接続がまだ保持されているか検査するために、サーバへのピング送信として使用できます。
      




      




     
      
	ホットスタンバイフィードバックメッセージ(F)
      
	      
	          Byte1('h')
      
	メッセージをホットスタンバイのフィードバックメッセージとして識別します。
      

	          Int64
      
	転送時点でのクライアントのシステム時刻。
2000年1月1日午前0時からのマイクロ秒
      

	          Int32
      
	スタンバイの現在のxminです。
もはやホットスタンバイフィードバックがこの接続では送信されないという通知を、スタンバイが送信している場合、この値は0でしょう。
後ほど、0でないメッセージがフィードバック機構を再び開始します。
      

	          Int32
      
	スタンバイの現在のエポックです。
      




      




     

	START_REPLICATION SLOT slot_name LOGICAL XXX/XXX [ ( option_name [ option_value ] [, ...] ) ]
	サーバに対して、XXX/XXXWAL時点から、論理的レプリケーションのWALストリームを開始するよう指示します。
例えば、要求されたWALがすでに回収された場合、サーバはエラーを返します。
サーバが、例えば、要求されたWALセクションがすでに回収されている場合、エラーを返すことがありえます。
成功時サーバはCopyBothResponseメッセージで応答し、フロントエンドに対するWALストリームを開始します。
     
CopyBothResponse内部のメッセージは、START_REPLICATION ... PHYSICALの記述と同じ書式です。
     
選択されたスロットに関連した出力プラグインは、出力ストリームの処理に使用されます。
     
	SLOT slot_name
	ストリームを変更したスロット名。
このパラメータは必須であり、LOGICALモードにおいてCREATE_REPLICATION_SLOTによって作成された、実在する論理的レプリケーションスロットに対応しなければなりません。
         

	XXX/XXX
	ストリームを開始するWAL時点。
        

	option_name
	レプリケーションスロットのロジカルデコーディング出力プラグインに渡すオプション名。
        

	option_value
	オプションの値。
文字列定数の形式。
        




	DROP_REPLICATION_SLOT slot_name
     
    
	レプリケーションスロットを削除し、サーバ側で準備した資源を解放します。
実行中の接続に現在スロットが使用中の場合、このコマンドは失敗します。
     
	slot_name
	削除するスロット名。
         




	BASE_BACKUP [ LABEL 'label' ] [ PROGRESS ] [ FAST ] [ WAL ] [ NOWAIT ] [ MAX_RATE rate ] [ TABLESPACE_MAP ]
     
    
	サーバにベースバックアップのストリーミングを始めるよう指示します。
システムはバックアップが開始される前に自動的にバックアップモードになり、バックアップが完了した時に取り出されます。
以下のオプションを受け付けることができます。
      
	LABEL 'label'
	バックアップのラベルを設定します。
指定がない場合、base backupというバックアップラベルが使用されます。
ラベルについての引用符付け規則は、standard_conforming_stringsを有効にした場合の標準SQLの文字列の規則と同じです。
         

	PROGRESS
	進行状況の報告を生成するために必要な情報を要求します。
これは、ストリームが完了するまでにどのくらいかかるかを計算するために使用することができる、各テーブル空間のヘッダ内の概算容量を返送します。
これは、転送を始める前のすべてのファイルサイズを１度数え上げることで計算されます。
これ自体が性能に与える悪影響があるかもしれません。
特に最初のデータがストリームされるまでにより多くの時間がかかる可能性があります。
データベースファイルはバックアップの間変更される可能性がありますので、容量は概算に過ぎず、概算時と実ファイルを送信するまでの間に増減される可能性があります。
         

	FAST
	高速チェックポイントを要求します。
         

	WAL
	バックアップ内に必要なWALセグメントを含めます。
ベースディレクトリtarファイルのpg_xlogディレクトリにある、バックアップの開始から終了までのすべてのファイルが含まれます。
         

	NOWAIT
	デフォルトでは、バックアップは必要な最終WALセグメントがアーカイブされるまで待機します。
ログアーカイブが有効でない場合は警告が発せられます。
NOWAITにより、必要なログが利用できるようになったことを確認することをクライアント側の責任として、この待機や警告が無効になります。
         

	MAX_RATE rate
	サーバからクライアントへ転送する単位時間当たりの最大データ容量を制限します（絞ります）。
予期される単位はkB/s（キロバイト/秒）です。
このオプションが指定された場合、値はゼロまたは32 kB以上1 GB以下でなければなりません。
ゼロが渡されるかオプションが指定されない場合、転送の制約は課されません。
         

	TABLESPACE_MAP
	ディレクトリpg_tblspcにあるシンボリックリンクに関する情報をtablespace_mapという名前のファイルに含めます。
テーブル空間マップファイルには、ディレクトリpg_tblspc/に存在する各シンボリックリンクの名前とそのシンボリックリンクのフルパスが含まれています。
         




     
バックアップを開始する時、サーバはまず２つの通常の結果セットを送信し、続けて１つ以上のCopyResponse結果を送信します。
     
最初の通常の結果セットには、1行2列という形でバックアップの開始位置が含まれます。
最初の列にはXLogRecPtr書式の開始位置が、2番目の列には対応するタイムラインIDが含まれます。
     
２番目の通常の結果セットには各テーブル空間に付き１行を持ちます。
この行のフィールドは以下の通りです。
      
	spcoid (oid)
	テーブル空間のOIDです。
ベースディレクトリの場合はNULLです。
         

	spclocation (text)
	テーブル空間ディレクトリのフルパスです。
ベースディレクトリの場合はNULLです。
         

	size (int8)
	進行状況報告が要求された場合は、テーブル空間の概算容量です。
要求されていない場合はNULLです。
         




     
２番目の通常の結果セットの後、１つ以上のCopyResponse結果が送信されます。
主データディレクトリ用に1つ、pg_default、pg_global以外の追加のテーブル空間ごとに1つ送信されます。
CopyResponse結果内のデータは、テーブル空間の内容のtar形式（POSIX 1003.1-2008標準で規定された「ustar交換形式」に従う）ダンプです。
ただし標準で規定された最後の２つのゼロブロックは省略されています。
このtarデータが終わった後、最終の通常結果セットが送信されます。
結果セットには、開始位置と同じ書式のバックアップのWAL終了位置が含まれます。
     
データディレクトリと各テーブル空間のtarアーカイブには、そのディレクトリ内のファイルがPostgreSQL™ファイルかそのディレクトリに追加された他のファイルかに関係なく、すべて含まれます。
以下に除かれるファイルを示します。
      
	         postmaster.pid
        

	         postmaster.opts
        

	PostgreSQLサーバの操作中に、種々の一時ファイルが作成されます。
        

	サブディレクトリを含むpg_xlog。
バックアップがwalファイルを含めて実行される場合、合成された版のpg_xlogが含まれます。
これにはバックアップが動作するために必要なファイルのみが含まれ、残りの内容は含まれません。
        

	pg_replslotが空ディレクトリとしてコピーされます。
        

	通常のファイルとディレクトリ以外のもの、シンボリックリンクや特殊なデバイスファイルは省略されます。
（pg_tblspc中のシンボリックリンクは保持されます。）
        




サーバ上の基盤となるファイルシステムがサポートする場合、所有者、グループ、ファイルのモードが設定されます。
     






pg_database



pg_databaseカタログには使用可能なデータベースの情報が格納されます。
データベースはCREATE DATABASE(7)コマンドで作成されます。
いくつかのパラメータの詳細については22章データベース管理を参照してください。
  
ほとんどのシステムカタログとは異なり、pg_databaseはクラスタにおける全てのデータベースにわたって共有されます。
データベース毎に1つではなく、クラスタ毎にたった1つだけpg_databaseのコピーが存在します。
  
表50.15 pg_databaseの列
	名前	型	参照先	説明
	oid	oid	 	行識別子（隠し属性です。明示的に選択しなければなりません）
	datname	name	 	データベース名
	datdba	oid	pg_authid.oid	データベースの所有者。通常はそのデータベースの作成者
	encoding	int4	 	このデータベースの文字エンコード方式。
（pg_encoding_to_char()で、この番号からエンコード方式名称に変換できます。）
      
	datcollate	name	 	このデータベースのLC_COLLATE
	datctype	name	 	このデータベースのLC_CTYPE
	datistemplate	bool	 	trueの場合、このデータベースはどのユーザでもCREATEDBを使って複製することができます。
falseの場合、スーパーユーザまたはデータベースの所有者だけが複製することができます。
      
	datallowconn	bool	 	偽の時はこのデータベースには誰も接続できません。
これはtemplate0データベースが変更されることを防ぐために使用されます。
      
	datconnlimit	int4	 	このデータベースに対する同時のコネクションの最大数を設定します。
-1は無制限を意味します。
      
	datlastsysoid	oid	 	データベース最終のシステムOID。
pg_dumpでは特に有用です。
      
	datfrozenxid	xid	 	このデータベースの中で、この値よりも前のトランザクションIDは、永遠（「凍結」）トランザクションIDを持つように変更されています。
これは、このデータベースに対して、トランザクションID周回を防ぎ、かつ、pg_clogを縮小させることを目的としたバキュームを行うかどうかを追跡するために使用されます。
これはテーブル毎のpg_class.relfrozenxid値の最小値になります。
      
	datminmxid	xid	 	このデータベース内のトランザクションIDで置換される前のすべてのマルチトランザクションID。
これは、トランザクションIDの周回問題を防ぐ、またはpg_multixactを縮小させるためにデータベースをバキュームする必要があるかどうかを追跡するために使用されます。
これはテーブル毎のpg_class.relminmxidの最小値です。
      
	dattablespace	oid	pg_tablespace.oid	データベース用のデフォルトテーブル空間。
このデータベース内でpg_class.reltablespaceがゼロであるすべてのテーブルは、このテーブル空間に格納されます。
特に、共有されていないすべてのシステムカタログはこのテーブル空間にあります。
      
	datacl	aclitem[]	 	アクセス権限。
GRANT(7)とREVOKE(7)を参照してください。
      





名前
SPI_cursor_close — カーソルを閉じる

概要
void SPI_cursor_close(Portal portal)

説明
SPI_cursor_closeは事前に作成されたカーソルを閉じ、そのポータル用の領域を解放します。
  
トランザクションの終了時に全ての開いているカーソルが自動的に閉ざされます。
SPI_cursor_closeは、リソースの解放をより早めに行いたい場合にのみ呼び出す必要があります。
  

引数
	Portal portal
	カーソルを持つポータル
     





routine_privileges



routine_privilegesビューは、現在有効なロールに与えられた権限、あるいは現在有効なロールによって関数に与えられた権限を全て識別します。
関数、権限の譲与者と被譲与者の組み合わせごとに1行あります。
  
表35.37 routine_privilegesの列
	名前	データ型	説明
	grantor	sql_identifier	権限を与えたロールの名前です。
	grantee	sql_identifier	権限が与えられたロールの名前です。
	specific_catalog	sql_identifier	関数を持つデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	specific_schema	sql_identifier	関数を持つスキーマの名前です。
	specific_name	sql_identifier	関数の「仕様名称」です。
詳細は「routines」を参照してください。
      
	routine_catalog	sql_identifier	関数を持つデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	routine_schema	sql_identifier	関数を持つスキーマの名前です。
	routine_name	sql_identifier	関数の名前です（オーバーロードされている場合は重複する場合があります）。
	privilege_type	character_data	常にEXECUTEです（関数用の唯一の権限です）。
	is_grantable	yes_or_no	権限が付与可能な場合YESです。さもなくばNOです。
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column_privileges



column_privilegesビューは、現在有効なロールに対し、または現在有効なロールによって、列に与えられた権限を全て識別します。
列と許可を与えた者、許可を受けた者の組み合わせごとに1行があります。
  
権限がテーブル全体に付与されていた場合、このビューでは各列に権限が付与された場合と同じように表示されます。
しかし、SELECT、INSERT、UPDATE、REFERENCESといった列単位で設定可能な種類の権限のみを対象範囲とします。
  
表35.12 column_privilegesの列
	名前	データ型	説明
	grantor	sql_identifier	権限を与えたロールの名前です。
	grantee	sql_identifier	権限を与えられたロールの名前です。
	table_catalog	sql_identifier	その列を含むテーブルを持つデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	table_schema	sql_identifier	その列を含むテーブルを持つスキーマの名前です。
	table_name	sql_identifier	その列を含むテーブルの名前です。
	column_name	sql_identifier	列の名前です。
	privilege_type	character_data	権限の種類です。
SELECT、INSERT、UPDATE、もしくはREFERENCESです。
      
	is_grantable	yes_or_no	この権限を付与可能な場合はYES、さもなくばNOです。




リリース9.4.3



リリース日
2015-06-04

このリリースは9.4.2に対し、各種不具合を修正したものです。
9.4メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.4」を参照してください。
  
バージョン9.4.3への移行



9.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
また、9.4.2よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.4.2」を参照して下さい。
   

変更点



	クラッシュ再起動にてデータディレクトリをfsyncするときの失敗を回避しました。
(Abhijit Menon-Sen, Tom Lane)
     
前のマイナーリリースで私たちはクラッシュ後にデータディレクトリ中のすべてにfsyncをする修正を加えました。残念ながらそれはあらゆるエラー状態に応えることができず、全く無害な問題にもかかわらず、そのためにサーバ起動を妨げていました。
一例としては、サーバでSSL証明書ファイルを書き込み不可とするのは一般的であるにも関わらず、一部のプラットフォームでデータディレクトリ内の書き込み不可ファイルが再起動を妨げるおそれがありました。
この振る舞いを、権限上の失敗は概ね無視し、他種の失敗もログ出力しても処理継続を妨げないように、修正しました。
     
同じ規則をinitdb --sync-onlyにも適用しました。
こちらの場合、重大性は低いですが、同じように動作すべきです。
     

	pg_get_functiondef()を設定されているなら関数のLEAKPROOF属性を表示するように修正しました。
(Jeevan Chalke)
     

	pushJsonbValue()をjbvBinaryオブジェクトを展開するように修正しました。
(Andrew Dunstan)
     
この変更は、9.4本体コードのいかなる振る舞いにも影響しませんが、サードパーティ呼び出しでの例外的な問題ケースの可能性を回避します。
     

	OpenBSDにおけるconfigureのスレッド対応したlibpythonへのリンクを禁止する検査を取り除きました。
(Tom Lane)
     
この制限で防止を意図していた失敗は、現在のOpenBSDバージョンではもはや問題なくなっていると考えられます。
     





ロックの表示



この他に、データベース活動状況の監視に役立つツールとしてpg_locksシステムテーブルがあります。これにより、データベース管理者はロックマネージャ内の未解決のロックに関する情報を参照することができます。例えば、この機能を使用すると以下のことができます。

   
	現在未解決のロック、特定データベース内のリレーション上のロック、特定のリレーションのロック、または特定のPostgreSQL™セッションが保持するロックを全て表示する。
     

	最も許可されにくいロック（データベースクライアント間で競合の原因になる可能性がある）を持つ、現在のデータベースにおけるリレーションを表示する。
     

	競合によって変動するデータベースの全トラフィックの範囲に加えて、全体的なデータベースの性能に対するロック競合の影響を判断する。
     





pg_locksビューの詳細は、「pg_locks」にあります。
PostgreSQL™のロックと同時実行性についての詳細は、13章同時実行制御を参照してください。
  

リリース8.2



リリース日
2006-12-05

概要



本リリースでは、以下のような多くの機能追加やユーザから要望があった性能改善がなされています。

   
	INSERT/UPDATE/DELETE RETURNINGや複数行のVALUESリスト、UPDATE/DELETEにおける省略可能な対象テーブル別名など問い合わせ言語の改良。
      

	同時に行われるINSERT/UPDATE/DELETE操作をブロックしないインデックス作成。
      

	外部結合の再順序付けのサポートなどの、多くの問い合わせ最適化の改良。
      

	ソート処理性能の向上、および、使用するメモリ量の低減。
      

	より効率的なロックによる同時実行性の向上。
      

	より効率的なバキューム処理。
      

	ウォームスタンバイサーバ管理の簡略化。
      

	テーブルおよびインデックスにおけるFILLFACTORサポート（新機能）。
      

	監視機能、ログ機能、性能チューニングの追加。
      

	オブジェクトの生成、削除に関するより細かな制御。
      

	既存テーブルに対するテーブル継承関係の定義および削除が可能になりました。
      

	COPY TOが任意のSELECT分の出力をコピーできるようになりました。
      

	配列内のNULLなど、配列の改良。
      

	複数入力集約やSQL:2003の統計処理関数など、集約関数の改良。
      

	多くのcontrib/の改良。
      





   

バージョン8.2への移行



すべての過去のリリースからデータを移行する場合、pg_dumpを使用したダンプ/リストアが必要です。
   
以下に既知の非互換な点を示します。
   
	escape_string_warningをデフォルトでonにしました。(Bruce)
      
これは、バックスラッシュエスケープが非エスケープ(E''の付かない)文字列内で使用された場合に警告を発します。
      

	リスト要素foo.*が、以前のような入れ子状の行型フィールドを生成するのではなく、そのメンバフィールドのリストに展開されるように、行コンストラクタ構文 (ROW(...))を変更しました。(Tom)
      
実質、この新しい動作は例えば、トリガでIF row(new.*) IS DISTINCT FROM row(old.*)を使用してデータ変更を検査することができるなど、大変便利です。
.*を省略することで古い動作を使用することもできます。
      

	行の比較を標準SQL構文に従うようにしました。
また、インデックススキャンで使用されるようになりました。(Tom)
      
以前は、行の等号および <>比較は標準に従っていましたが、< <= > >=は従っていませんでした。
新しい比較では、行値に一致する複数列インデックス用のインデックス制約として使用されるようになりました。
      

	row IS [NOT] NULL検査が標準SQL文法に従うようにしました。(Tom)
      
以前の動作では、IS NULLという単純な場合は標準に従っていましたが、 IS NOT NULLは行のフィールドのいずれかが非NULLの場合に真を返しました。
標準では、全てのフィールドが非NULLの場合にのみ真を返すものと規定しています。
      

	SET CONSTRAINTが1つの制約にのみ適用されるようにしました。(Kris Jurka)
      
以前のリリースでは、SET CONSTRAINTは一致する名前を持つすべての制約を変更しました。
本リリースではスキーマ検索パスを使用し、最初に一致する制約のみを変更するようになりました。
スキーマの指定もサポートされます。
これにより、より標準SQLに従うようになりました。
      

	セキュリティのためテーブルのRULE権限を削除しました。(Tom)
      
本リリースから、テーブルの所有者のみがテーブルのルールの作成と変更を行うことができるようになります。
後方互換性のためGRANT/REVOKE RULEはまだ受け付けられますが、何も行われません。
      

	配列比較の改良。(Tom)
      
配列次元も比較されるようになりました。
      

	配列の結合を文書に合わせるように変更しました。(Tom)
      
この変更により、結合が配列の下限値を変更するような場合、過去の動作と異なるようになります。
      

	postmasterとpostgresコマンドラインオプションを同一にしました。(Peter)
      
これにより、postmasterが、-oを使用せずに、各バックエンドに引数を渡すことができるようになりました。
単一文字のオプションと競合するため、一部のオプションは長めのオプションとしてのみ利用できるようになったことに注意してください。
      

	postmasterシンボリックリンクの使用の廃止予定(Peter)
      
postmaster及びpostgresコマンドが同じように動作するようになりました。
その動作はコマンドラインオプションによって定まります。
postmasterというシンボリックリンクが互換性のために残されていますが、実際のところ必要性はありません。
      

	問い合わせが出力されていなくてもlog_durationが出力するように変更しました。(Tom)
      
以前のリリースでは、問い合わせが過去にログに現れている場合にのみlog_durationが出力されました。
      

	to_char(time)およびto_char(interval)がHHとHH12を12時間周期で扱うようになりました。
      
ほとんどのアプリケーションでは12時間周期の表示を求めない限り、HH24を使用すべきです。
      

	変換におけるマスクされないゼロビットがINETからCIDRになりました。(Tom)
      
これにより変換された値が確実にCIDRとして有効になるようになりました。
      

	australian_timezones設定変数を削除しました。(Joachim Wieland)
      
この変数は、より一般的な時間帯省略形の設定機構により上書きされていました。
      

	入れ子状ループインデックススキャン用のコスト推定が改良されました。(Tom)
      
これは、非現実的な小さいrandom_page_cost値に設定する必要性を無視するかもしれません。
非常に小さなrandom_page_costを使用している場合は、試験をして確認してください。
      

	pg_dumpの-nオプションと-tオプションの動作を変更しました。(Greg Sabino Mullane)
      
詳細はpg_dumpのマニュアルページを参照してください。
      

	libpqPQdsplen()が有効な値を返すように変更しました。(Martijn van Oosterhout)
      

	libpqPQgetssl()をSSL *ではなくvoid *を返すように宣言しました。(Martijn van Oosterhout)
      
これによりアプリケーションは、OpenSSLヘッダをインクルードすることなくこの関数を使用できるようになります。
      

	バージョン互換性検査のために、C言語による動的ロード可能なモジュールがPG_MODULE_MAGICマクロ呼び出しをインクルードしなければならなくなりました。(Martijn van Oosterhout)
      

	セキュリティ上の理由により、PL/PerlU関数によって使用されるモジュールはPL/Perl関数から使用できなくなりました。(Andrew)
      
注記
これはまた、PL/Perl関数とPL/PerlU関数との間でデータを共有できなくなったことも意味します。
一部のPerlインストレーションでは、単一プロセス内で複数のインタプリタが存在することを許すための正しいフラグをつけてコンパイルされていませんでした。
こうした状況では、PL/PerlとPL/PerlUを単一のバックエンドで使用することはできません。
解決方法は、複数のインタプリタをサポートするPerlインストレーションを入手することです。
       


	contrib/xml2/で、xml_valid()がxml_is_well_formed()に名前を変更しました。(Tom)
      
後方互換性のためにxml_valid()も残っていますが、今後のリリースでスキーマ検査を行うように変更されます。
      

	contrib/ora2pg/が削除されました。
http://www.samse.fr/GPL/ora2pgが新設されました。
      

	PgFoundryに移行されたcontribモジュールadddepend、dbase、dbmirror、fulltextindex、mac、userlockが削除されました。
      

	見捨てられたcontribモジュールmSQL-interface、tipsが削除されました。
      

	QNXおよびBEOSへの移植が削除されました。(Bruce)
      
これらの移植に関して活動できる保守者がいなくなりました。
      




変更点



以下に、PostgreSQL™ 8.2と以前のメジャーリリースとの間の違いについて詳しく記します。
   
性能向上



	ある環境において、プランナが外部結合の再順序付けすることが可能になりました。(Tom)
      
以前のリリースでは、外部結合は常に問い合わせに記載された順序で評価されていました。
この変更により、結合の順序を変更しても問い合わせの意味が変わらないことが決定できる場合、問い合わせオプティマイザが外部結合の順序を考慮できるようになりました。
複数の結合が含まれる場合や、内部結合と外部結合が混在する場合に、目に見える程の性能が向上します。
      

	IN (式のリスト) の効率を向上しました。(Tom)
      

	ソート速度を向上し、メモリ消費量を低減しました。(Simon, Tom)
      

	副トランザクションの性能を向上しました。(Alvaro, Itagaki Takahiro, Tom)
      

	tableおよびindexの生成にFILLFACTORを追加しました。(ITAGAKI Takahiro)
      
これは、データベースの容量が増えた時の性能を向上させることができるように、各テーブルページやインデックスページに追加の空き領域を確保します。
これは特に、クラスタ処理を管理する時に有効です。
      

	shared_buffersおよびmax_fsm_pagesのデフォルト値を増やしました。(Andrew)
      

	ロック管理テーブルをセクションに分割することでロック処理の性能を向上しました。
       (Tom)
      
これによりロック処理の粒度が細かくなり、競合が減少します。
      

	シーケンシャルスキャンにおけるロックの必要性を減少しました。(Qingqing Zhou)
      

	データベース生成または削除時のロックの必要性を減少しました。
       (Tom)
      

	LIKE、ILIKE、regular expression操作における、オプティマイザの選択性推定を改良しました。(Tom)
      

	継承されたテーブルの結合やUNION ALLビューの計画作成を改良しました。(Tom)
      

	制約による除外が 継承された UPDATEおよびDELETE 問い合わせに適用できるようになりました。(Tom)
      
既にSELECTは制約による除外に従います。
      

	条件が外側の問い合わせを継承する変数にのみに依存する条件など、一定のWHERE句に対する計画作成を改良しました。(Tom)
      

	プロトコルレベルの無名準備済み文が、BIND値の集合毎に計画作成されるようになりました。(Tom)
      
正確なパラメータが計画で使用されるようになりますので、性能が向上します。
      

	B-Treeインデックスのバキューム処理の速度が向上しました。(Heikki Linnakangas, Tom)
      

	VACUUM期間中のインデックスを持たないテーブルに対する余計なスキャンを防止します。(Greg Stark)
      

	複数列に対するGiSTインデックス作成を改良しました。(Oleg, Teodor)
      

	B-Treeページの分割を行う前に不要なインデックス項目を削除します。(Junji Teramoto)
      




サーバの変更



	新しいトランザクションログファイルに強制的に切り替えることができるようになりました。(Simon, Tom)
      
これは、マスタと同期するウォームスタンバイスレーブサーバを維持するために有益なものです。
トランザクションログファイルの切り替えはまた、pg_stop_backup()時に発生します。
これにより、確実に、復旧に必要なすべてのトランザクションログファイルが即座にアーカイブされるようになります。
      

	WAL情報関数を追加しました。(Simon)
      
現在のトランザクションログファイルの挿入箇所を問い合わせる関数、pg_stop_backup()や関連する関数で表示される16進数のWALの場所からWALファイル名を決定する関数を追加しました。
      

	WAL再生時のクラッシュからの復旧を改良しました。(Simon)
      
サーバはWALリカバリ時の定期的なチェックポイントを行うようになりました。
そのため、クラッシュした場合、その後のWALの修復は省かれます。
また、これにより、ウォームスタンバイサーバがクラッシュしたとしても、ベースバックアップからログ全体を再生する必要性もなくなります。
      

	長期に渡るWAL再生の信頼性を向上しました。(Heikki, Simon, Tom)
      
これまでは、2億トランザクション以上をロールフォワードしようとした場合、XID周回のために正常に動作しませんでした。
これは、ウォームスタンバイサーバが、新しいベースバックアップから定期的にリロードしなおす必要があることを意味します。
      

	指定間隔でトランザクションログファイルの切り替えを強制できるようにarchive_timeoutを追加しました。(Simon)
      
これは、ウォームスタンバイサーバ用の最大複製遅延を強制します。
      

	ネイティブなLDAP認証を追加しました。(Magnus Hagander)
      
これは特に、WindowsなどPAMをサポートしないプラットフォームで便利です。
      

	GRANT CONNECT ON DATABASEを追加しました。(Gevik Babakhani)
      
これにより、データベースアクセス全体をSQLレベルで制御できます。
これは、既存のpg_hba.confによる制御の上位に追加されるフィルタとして動作します。
      

	SSL証明書失効リスト (CRL)ファイルのサポートを追加しました。(Libor Hohoš)
      
サーバおよびlibpqがCRLファイルを認識できるようになりました。
      

	GiSTインデックスがクラスタ可能になりました。(Teodor)
      

	定常的な自動バキュームのサーバログ項目を削除しました。(Bruce)
      
pg_stat_activityが自動バキュームの状況を表示するようになりました。
      

	データベース全体ではなく、個々のテーブルで最大XID年代を追跡するようにしました。(Alvaro)
      
これにより不要なVACUUMを防ぐことができ、トランザクションID周回を防止するためのオーバーヘッドを減少させることができます。
      

	前回バキュームした時刻、解析した時刻を統計コレクタの列に追加しました。(Larry Rosenman)
      
これらの変数はpg_stat_*_tablesシステムビューに表示されます。
      

	統計処理監視、特にstats_command_stringの性能を向上しました。(Tom, Bruce)
      
このリリースではデフォルトでstats_command_stringが有効です。
そのオーバーヘッドが最小になっています。
これはpg_stat_activityがデフォルトですべての有効な問い合わせを表示するようになったことを意味します。
      

	waiting列をpg_stat_activityに追加しました。
       (Tom)
      
これにより、pg_stat_activityはps表示で含まれるすべての情報を表示できるようになります。
      

	psの表示を各コマンドで更新するかどうかを制御するupdate_process_title設定パラメータを追加しました。(Bruce)
      
ps表示の更新処理が高価なプラットフォームでは、これを無効にし、ステータス情報をpg_stat_activityに任せた方が良いかもしれません。
      

	設定時に単位を指定できるようになりました。
       (Peter)
      
例えば、shared_buffersを、暗算でサイズ変換することなく、32MBと指定することができるようになりました。
      

	postgresql.conf内でinclude指示子のサポートを追加しました。(Joachim Wieland)
      

	プロトコルレベルのprepare/bind/executeメッセージのログ処理を改良しました。(Bruce, Tom)
      
ログ処理などで、文の名前、バインドパラメータ値、実行される問い合わせテキストを表示するようになりました。
また、log_min_error_statementが有効な場合、問い合わせテキストには、エラーメッセージが適切に含まれます。
      

	max_stack_depthが危険な値に設定されることを防止します。
      
実際のカーネルスタック長の上限が決定できるプラットフォーム（ほとんどの場合）では、max_stack_depthの初期デフォルト値が安全になりました。
また、危険なほど大きな値が設定されたとしても拒絶します。
      

	多くの場合で、問い合わせ内のエラー箇所のハイライトが可能になりました。(Tom)
      
これまでのような基本的な構文エラーだけでなく、サーバが一部の意味的なエラー（不明な列名など）に対しエラー箇所を指定して報告できるようになりました。
      

	VACUUMにおける「failed to re-find parent key」エラーを修正しました。(Tom)
      

	サーバ再起動時、pg_internal.initキャッシュファイルを初期化するようにしました。(Simon)
      
これは、PITRリカバリの後にキャッシュファイルが無効なデータを含む危険性を防止します。
      

	VACUUMによる1ギガバイト境界を越える大規模リレーションの消去における競合状態を修正しました。(Tom)
      

	行レベルロックにおいて不要なデッドロックエラーを発生する不具合を修正しました。(Tom)
      

	数ギガバイトのハッシュインデックスに影響する不具合を修正しました。(Tom)
      

	各バックエンドプロセスが自身のプロセスグループリーダとなります。(Tom)
      
これにより、問い合わせのキャンセルがバックエンドプロセスやアーカイブ/リカバリプロセスから呼び出された子プロセスを中断できるようになりました。
      




問い合わせの変更



	INSERT/UPDATE/DELETE RETURNINGを追加しました。(Jonah Harris, Tom)
      
これにより、これらのコマンドが、新しい行に対して計算された連番キーなどの値を返すことができます。
UPDATEの場合、更新されたバージョンの行の値が返されます。
      

	標準SQLに従った、複数行VALUES句のサポートを追加しました。(Joe, Tom)
      
これにより、INSERTは複数の定数行を挿入することができます。
また、定数を使用した結果セットを生成する問い合わせを行うこともできます。
例えば、INSERT ...  VALUES (...), (...),
       ....やSELECT * FROM (VALUES (...), (...),
       ....) AS alias(f1, ...)です。
      

	UPDATEおよびDELETEが対象テーブルの別名を使用できるようになりました。(Atsushi Ogawa)
      
標準SQLでは、これらのコマンドで別名を許していません。
しかし、多くのデータベースシステムでは、便利な記法として許しています。
      

	UPDATEが値リストで複数列を指定できるようになりました。(Susanne Ebrecht)
      
基本的にこれは、列と値の組み合わせ割り当てに関する簡略形です。
構文は、UPDATE tab
        SET (column, ...) = (val, ...)です。
      

	標準に従った行の比較ができるようになりました。(Tom)
      
<、<=、>、>=という形式で行を辞書的に比較します。
つまり、最初の要素を比較し、もし同じならば、2番目の要素をという順に比較します。
以前は、これらは全要素に対するAND条件として展開されました。
標準に従っているわけでもなく、特に便利であるわけでもありませんでした。
      

	TRUNCATEにCASCADEオプションを追加しました。(Joachim Wieland)
      
これにより、TRUNCATEは自動的に指定したテーブルを外部キー経由で参照するすべてのテーブルを含めるようになります。
便利ではありますが、危険なものです。
注意して使用してください。
      

	同一SELECTコマンドでFOR UPDATEとFOR SHAREをサポートします。(Tom)
      

	IS NOT DISTINCT FROMを追加しました。(Pavel Stehule)
      
この演算子は等価演算子（=）と似ています。しかし、NULLを返すのではなく、右辺と左辺がNULLの場合に真と、片方だけがNULLの場合に偽と評価します。
      

	UNION/INTERSECT/EXCEPTで使用される長さ出力を改良しました。
       (Tom)
      
すべての対応する列が同じ長さで定義された場合、一般的な長さではなく、その定義された長さが結果として使用されます。
      

	ILIKEがマルチバイト符号化方式で動作できるようになりました。(Tom)
      
内部的には、ILIKEがlower()を呼び出した後にLIKEを使用するようになりました。
こうした符号化方式では、ロケール固有の正規表現パターンはまだ正常に動作しません。
      

	standard_conforming_stringsをonにできるようになりました。(Kevin Grittner)
      
これにより、文字列内のバックスラッシュエスケープは無効になり、PostgreSQL™がより標準に準拠するようになりました。
後方互換性のためデフォルトはoffですが、将来はonがデフォルトになる予定です。
      

	対象リストにvolatile関数が含まれている場合に副問い合わせを平坦化しません。(Jaime Casanova)
      
これは、volatile関数（random()やnextval()など）の複数回の評価による想定外の振る舞いを防止します。
不必要にvolatileと宣言された関数があると、性能劣化をもたらす可能性があります。
      

	準備済み文と開いているカーソルを示すpg_prepared_statementsおよびpg_cursorsシステムビューを追加しました。(Joachim Wieland, Neil)
      
接続プールを設定している場合に非常に有用です。
      

	EXPLAINおよびEXECUTEにおいてポータルパラメータをサポートします。(Tom)
      
これにより、例えばJDBCの?パラメータでこれらのコマンドを動作させることができます。
      

	SQLレベルでPREPAREパラメータが指定されない場合、問い合わせの文脈から型を推定します。(Neil)
      
プロトコルレベルのPREPAREでは既に実現していました。
      

	LIMITおよびOFFSETが200億以上を使用できるようになりました。(Dhanaraj M)
      




オブジェクト操作における変更



	CREATE TABLE ASにTABLESPACE句を追加しました。
       (Neil)
      
これにより新しいテーブルを作成するときにテーブル空間を指定できます。
      

	CREATE TABLE ASにON COMMIT句を追加しました。
       (Neil)
      
これにより、一時テーブルをトランザクションのコミット時に消去したり削除したりすることができます。
デフォルトの動作では、セッションが終了するまでテーブルは残ります。
      

	CREATE TABLE LIKEにINCLUDING CONSTRAINTSを追加しました。
       (Greg Stark)
      
これにより、新しいテーブルに簡単にCHECK制約をコピーすることができます。
      

	プレースホルダ（シェル）型を生成できます。(Martijn van Oosterhout)
      
シェル型の宣言は、型の仕様を指定せずに型の名前を生成します。
シェル型の作成は、型を「実際に」定義する前に存在しなければならない、型の入出力関数の宣言を整理することができる点で有用です。
構文は、CREATE TYPE typenameです。
      

	集約関数が複数の入力パラメータをサポートするようになりました。(Sergey Koposov, Tom)
      

	新しい集約関数作成構文を追加しました。(Tom)
      
新しい構文はCREATE AGGREGATE
       aggname (input_type)
       (parameter_list)です。
これはより自然に、新しい複数パラメータ集約機能をサポートします。
これまでの構文もまだサポートします。
      

	過去に設定したロールパスワードを削除するALTER ROLE PASSWORD NULLを追加しました。(Peter)
      

	多くのオブジェクト種類について、 IF EXISTS付きのDROP操作を追加しました。
      
これにより、オブジェクトが存在しなくてもエラーとなることなく、DROP操作を行うことができます。
      

	ロールが所有するすべてのオブジェクトを削除するDROP OWNEDを追加しました。(Alvaro)
      

	あるロールが所有するすべてのオブジェクトの所有権を再割り当てするREASSIGN OWNEDを追加しました。(Alvaro)
      
これと上述のDROP OWNEDによりロールの削除が簡単になります。
      

	GRANT ON SEQUENCE構文を追加しました。(Bruce)
      
シーケンス固有の権限設定のために追加されました。
シーケンスに対するGRANT ON TABLEも後方互換のためにまだサポートされています。
      

	シーケンスに対しcurrval()およびnextval()のみを許可し、 setval()を許可しないUSAGE権限を追加しました。
       (Bruce)
      
USAGE権限により、シーケンスに対するアクセス制御を細かく制御できるようになります。
USAGE を付与することで、シーケンスを増やすことはできるが、setval()を使用して任意の値に設定することはできないユーザを作成することができます。
      

	ALTER TABLE [ NO ] INHERITを追加しました。(Greg Stark)
      
これにより、テーブルの生成と削除時だけではなく、動的に継承を調整できるようになります。
テーブル分割を行うために継承を使用する時に非常に有用です。
      

	グローバルオブジェクトに対するコメントをグローバルに保管することができます。 (Kris Jurka)
      
これまでは、データベースに対するコメントは個々のデータベースに格納され、無効なものとしていました。
また、ロールやテーブル空間に対するコメントを付与することはまったくできませんでした。
この変更では、新しい共有カタログpg_shdescriptionを追加し、そこにデータベース、ロール、テーブル空間に対するコメントを保管します。
      




ユーティリティコマンドの変更点



	テーブルへの同時書き込みをブロックせずにインデックスを作成できるオプションを追加しました。(Greg Stark, Tom)
      
新しい構文はCREATE
        INDEX CONCURRENTLYです。
デフォルトでは、まだインデックス作成中のテーブルの変更はブロックされます。
      

	勧告的ロック機能を提供します。(Abhijit Menon-Sen, Tom)
      
これは、/contrib/userlockで使用されていたものを置き換えるために設計された、新しいロック処理APIです。
userlockのコードはpgfoundryに移行しました。
      

	COPYがSELECT問い合わせをダンプできるようになりました。(Zoltan Boszormenyi, Karel Zak)
      
これによりCOPYは任意のSQL問い合わせをダンプできるようになりました。
構文はCOPY (SELECT ...) TOです。
      

	COPYがコピーされた行数を含むコマンドタグを返すようになりました。(Volkan YAZICI)
      

	VACUUMが同時実行中の他のVACUUM操作の影響を受けることなく行をエキスパイアできるようになりました。(Hannu Krossing, Alvaro, Tom)
      

	initdbがオペレーティングシステムのロケールを検出し、それに合うDateStyleのデフォルトを設定するようになりました。(Peter)
      
これにより、インストールされるpostgresql.conf内のDateStyleがより好ましいものになるようになりました。
      

	initdbが表示する進行メッセージ数を減らしました。(Tom)
      




日付時刻に関する変更点



	timestampの入力値に完全な時間帯名称を指定できます。
       (Joachim Wieland)
      
例えば、'2006-05-24 21:11 America/New_York'::timestamptzです。
      

	設定変更可能な時間帯省略形をサポートします。(Joachim Wieland)
      
使用したい時間帯省略形の集合をtimezone_abbreviations設定パラメータで選択できます。
      

	サポートされる時間帯を示す、pg_timezone_abbrevsおよびpg_timezone_namesビューを追加しました。(Magnus Hagander)
      

	clock_timestamp()、statement_timestamp()、transaction_timestamp()を追加しました。
       (Bruce)
      
clock_timestamp()は実際の現在時刻を、statement_timestamp()は現在の問い合わせがサーバに届いた時刻を表します。
transaction_timestamp()はnow()の別名です。
      

	to_char()が翻訳された月日名称を表すことができるようになりました。(Euler Taveira de Oliveira)
      

	to_char(time)およびto_char(interval)でAM/PM指定の出力ができるようになりました。
       (Bruce)
      
時間間隔および時間が24時間周期で扱われます。
例えば、25 hoursはAMとみなされます。
      

	時間間隔の単位を調整するjustify_interval()関数を追加しました。(Mark Dilger)
      

	GMTから14:59離れたオフセットを持つ時間帯を持つことができます。
      
キリバス共和国ではGMT+14を使用します。
これを受け付けられるようにしました。
      

	時間間隔計算を改良しました。(Michael Glaesemann, Bruce)
      




その他、データ型および関数の変更



	配列がNULL要素を含むことができます。(Tom)
      

	連続して項目が存在しない配列要素への代入が可能です。(Tom)
      
空いている配列位置はNULLで埋められます。
これは標準SQLに従います。
      

	部分配列の比較に関して、新規の組み込み演算子（@>、<@、&&）を追加しました。 (Teodor, Tom)
      
これらの演算子は任意のデータ型に対して、GiSTまたは GINインデックスを使用してインデックス付けできます。
      

	INET/CIDR値に対して便利な算術操作を追加しました。
      
新しい演算子は& (論理積)、|(論理和)、~ (否定)、inet + int8、inet - int8、inet - inetです。
      

	SQL:2003の集約関数を新規に追加しました。
      
新しい関数は、var_pop()、var_samp()、stddev_pop()、stddev_samp()です。
var_samp()およびstddev_samp()は、既存の集約関数variance()とstddev()の名前を変更したものに過ぎません。
後方互換のために、後者の名前も残っています。
      

	SQL:2003の統計処理集約を追加しました。
       (Sergey Koposov)
      
新しい関数は、regr_intercept()、regr_slope()、regr_r2()、corr()、covar_samp()、covar_pop()、regr_avgx()、regr_avgy()、regr_sxy()、regr_sxx()、regr_syy()、regr_count()です。
      

	他のドメインに基づいたドメインが可能になりました。(Tom)
      

	すべての所で適切にドメインCHECK制約が適切に強制されるようになりました。(Neil, Tom)
      
例えば、ドメイン型を返すものと宣言されたユーザ定義関数の結果がドメインの制約に対して検査されるようになりました。
これはドメイン実装における重大な抜け穴をなくしました。
      

	名前が変更されたSERIAL列のダンプ処理の問題を解消しました。
       (Tom)
      
この修正は、
明示的にDEFAULTが指定されたSERIAL列と、そのシーケンス要素をダンプし、新しいALTER
       SEQUENCE OWNED BYコマンドを使用してリロード時にSERIAL列を再構成するためのものです。
また、これによりSERIAL列の仕様が削除できるようになりました。
      

	サーバサイドのスリープ関数pg_sleep()を追加しました。
       (Joachim Wieland)
      

	tid (タプルID)データ型の比較演算子をすべて追加しました。(Mark Kirkwood, Greg Stark, Tom)
      




PL/pgSQLサーバサイド言語の変更点



	 
TG_table_nameおよびTG_table_schemaをトリガパラメータに追加しました。(Andrew)
      
TG_relnameは廃止予定です。
トリガパラメータにおける同様の変更が他のPLでもなされています。
      

	FOR文を使用して、レコード型や行型同様にスカラ値を返すことが可能です。(Pavel Stehule)
      

	繰り返しの増分を制御できるようにFORループにBY句を追加しました。(Jaime Casanova)
      

	STRICTをSELECT
       INTOに追加しました。 (Matt Miller)
      
Oracle PL/SQL™との互換性のために、STRICTで、 SELECTによって返される行が正確に1行でない場合に例外を返すようになりました。
      




PL/Perlサーバサイド言語における変更点



	table_nameおよびtable_schemaをトリガパラメータに追加しました。(Adam Sjøgren)
      

	準備済み問い合わせを追加しました。(Dmitry Karasik)
      

	$_TDトリガデータをグローバル変数にしました。(Andrew)
      
以前はレキシカル変数でした。このため想定外の共有違反が起こりました。
      

	セキュリティ対策として、PL/PerlとPL/PerlUが別のインタプリタで動作するようになりました。(Andrew)
      
このため、共有データやロード済みモジュールを両者で共有することができません。
また、Perlが複数のインタプリタが可能となるように必要なフラグをつけてコンパイルされていない場合、2つの内1つしかあるバックエンドプロセスで使用することができません。
      




PL/Pythonサーバサイド言語における変更点



	名前付きパラメータが、args[]配列同様、普通の変数として渡されます。(Sven Suursoho)
      

	table_nameおよびtable_schemaをトリガパラメータに追加しました。(Andrew)
      

	複合型および結果セットを返すことが可能です。(Sven Suursoho)
      

	list、iterator、generator として結果セットを返します。(Sven Suursoho)
      

	関数はvoidを返すことができます。(Neil)
      

	Python 2.5をサポートしました。(Tom)
      




psqlにおける変更点



	クライアント側のパスワード暗号化を使用してロールのパスワードを変更する\passwordコマンドを新規に追加しました。(Peter)
      

	\cにより、新規にホスト、ポート番号を指定して接続することができます。(David, Volkan YAZICI)
      

	テーブル空間の表示をする\l+を追加しました。 (Philip Yarra)
      

	関数の引数名とモード（OUTまたはINOUT）を含めるように\dfスラッシュコマンドを改良しました。(David Fetter)
      

	バイナリCOPYをサポートしました。(Andreas Pflug)
      

	単一トランザクション内でセッション全体を実行させるオプションを追加しました。(Simon)
      
-1または--single-transactionを使用してください。
      

	カーソルを使用したバッチ内で自動的にSELECTの結果を取り出せるようにしました。(Chris Mair)
      
これは\set FETCH_COUNT
      nを使用して実現します。
この機能により、メモリ内に結果セット全体を保存することなく、大規模な結果セットをpsql内で取り出すことができます。
      

	複数行に渡る値を適切な列数で整列します。
       (Martijn van Oosterhout)
      
改行を含むフィールド値がより読みやすく表示されます。
      

	複数行に渡る文を、1行ごとではなく、単一の文と同様に保存します。(Sergey E. Koposov)
      
カーソル行による問い合わせの再呼び出しをより簡単に行うことができます。
（これはWindowsでは不可能です。
このプラットフォームでは、オペレーティングシステムに組み込まれたコマンドライン編集機能を使用しているためです。）
      

	行カウンタを64ビットにしました。
このため200億行以上のファイルを扱うことが可能です。(David Fetter)
      

	INSERT/UPDATE/DELETE RETURNINGで返されるデータとコマンドステータスタグの両方を表示します。(Tom)
      




pg_dumpにおける変更点



	pg_dumpによる含有または除外するオブジェクトの選択がより複雑にできるようになりました。 (Greg Sabino Mullane)
      
pg_dumpは、複数の-n（スキーマ）と複数の -t（テーブル）オプションをサポートするようになりました。
また、オブジェクトを除外する-Nおよび-Tオプションも追加されました。
また、これらのスイッチの引数に、単一のオブジェクト名ではなく、例えば、-t 'foo*'といったワイルドカード表現を指定できるようになりました。
更に、スキーマを-tや-Tスイッチの一部、例えば-t schema1.table1として指定できるようになりました。
      

	テーブル作成に失敗（つまり、テーブルが既に存在する）した場合にデータのロードを中断する--no-data-for-failed-tablesオプションをpg_restoreに追加しました。(Martin Pitt)
      

	単一トランザクションでセッション全体を実行させるオプションをpg_restoreに追加しました。
       (Simon)
      
このためには-1または--single-transactionを使用してください。
      




libpqにおける変更点



	パスワード暗号化のためにPQencryptPassword()を追加しました。(Tom)
      
これによりパスワードを事前に暗号化してALTER ROLE ...
       PASSWORDなどのコマンドに渡すことができます。
      

	 PQisthreadsafe()関数を追加しました。
       (Bruce)
      
これによりアプリケーションはライブラリのスレッド安全性を問い合わせることができます。
      

	準備済み文や開いているカーソルに関する情報を返す、PQdescribePrepared()、PQdescribePortal()、その他関連する関数を追加しました。(Volkan YAZICI)
      

	pg_service.confからLDAP検索が可能です。
       (Laurenz Albe)
      

	~/.pgpass内のホスト名をデフォルトのソケットディレクトリと一致できるようにしました。(Bruce)
      
ホスト名が空の場合、続きがUnixソケット接続と比較されます。
この追加によりマシン上の複数のサーバプロセスの1つを特定する項目を持つことができます。
      




ecpgにおける変更点



	SHOWはその結果を変数に格納することができます。(Joachim Wieland)
      

	COPY TO STDOUTを追加しました。
       (Joachim Wieland)
      

	リグレッションテストを追加しました。(Joachim Wieland, Michael)
      

	ソースコードの多くを整理しました。(Joachim Wieland, Michael)
      




Windows移植



	MSVCでPostgreSQL™サーバをコンパイルできるようにしました。(Magnus, Hiroshi Saito)
      

	ユーティリティコマンドやpg_dumpのMSVCサポートを追加しました。 (Hiroshi Saito)
      

	Windowsコードページ1253、1254、1255、1257のサポートを追加しました。
       (Kris Jurka)
      

	サーバが管理アカウントから起動できるように起動時の権限をなくしました。 (Magnus)
      

	安定性を向上させました。(Qingqing Zhou, Magnus)
      

	ネイティブなセマフォを実装しました。(Qingqing Zhou)
      
これまでのコードはSysVセマフォをまねたものでした。
      




ソースコードにおける変更点



	GIN（汎用転置インデックス）インデックスアクセスメソッドを追加しました。(Teodor, Oleg)
      

	R-treeインデックスを削除しました。(Tom)
      
R-treeはGiSTを使用して再実装されました。
とりわけ、これは、R-treeインデックスで先行書き込みログ（WAL）を使用したクラッシュからの復旧が可能になったことを意味します。
      

	バックエンドに不必要にリンクするライブラリを減らしました。(Martijn
       van Oosterhout, Tom)
      

	GNU readlineよりもlibeditを優先させるフラグをconfigureに追加しました。(Bruce)
      
--with-libedit-preferredを使用してconfigureを実行してください。
      

	空白文字を含むディレクトリにインストールできるようにしました。
       (Peter)
      

	インストールディレクトリの再割り当て機能を改良しました。(Tom)
      

	Solaris™コンパイラを使用したSolaris x86_64™のサポートを追加しました。(Pierre Girard, Theo
        Schlossnagle, Bruce)
      

	DTraceサポートを追加しました。(Robert Lor)
      

	サードパーティアプリケーションが、C言語で>、<比較を使用してバックエンドのバージョンを検査できるようにPG_VERSION_NUMを追加しました。(Bruce)
      

	BLCKSZと独立して、XLOG_BLCKSZを追加しました。
       (Mark Wong)
      

	ロック状況を報告するためのLWLOCK_STATS定義を追加しました。 (Tom)
      

	不明なconfigureオプションに関する警告を出力します。(Martijn van Oosterhout)
      

	デバッグや性能測定などの追加作業に使用することができる「plugin」ライブラリのサーバサポートを追加しました。(Korry Douglas)
      
これは2つの機能からなります。
1つは、「ランデブー変数」のテーブルであり、これにより別々にロードされた共有ライブラリ間で通信を行うことができます。
2つ目は、新しいlocal_preload_libraries設定パラメータであり、これにより、クライアントアプリケーションから明示的な協力をすることなく、ライブラリを指定したセッションにロードさせることができます。
これにより、外部アドオンがPL/pgSQLデバッガなどの機能を実装できます。
      

	既存のpreload_libraries設定パラメータをshared_preload_librariesに名前を変更しました。
       (Tom)
      
これは、local_preload_librariesとの違いを明確にするために行いました。
      

	新しいserver_version_num設定パラメータを追加しました。
       (Greg Sabino Mullane)
      
これはserver_versionと似ていますが、例えば80200といった整数値です。
これによりアプリケーションはバージョン検査をより簡単に行うことができます。
      

	seq_page_cost設定パラメータを追加しました。
       (Tom)
      

	Cプログラムとしてリグレッションテストスクリプトを再実装しました。
       (Magnus, Tom)
      

	ロード可能モジュールが共有メモリと軽量ロックを割り当てできるようにしました。(Marc Munro)
      

	動的にロードしたライブラリの自動的な初期化処理と最終処理を追加しました。(Ralf Engelschall, Tom)
      
新しい関数_PG_init()と_PG_fini()が、これらのシンボルを定義したライブラリで、呼び出されます。
したがって、shared_preload_libraries内で初期化関数を指定する必要がなくなりました。
こうしたライブラリでは代わりに_PG_init()規約が使用されるものと仮定することができます。
      

	すべての共有オブジェクトファイルにPG_MODULE_MAGICヘッダブロックを追加しました。(Martijn van
       Oosterhout)
      
このマジックブロックは、ロード可能オブジェクトファイルとサーバとの間のバージョン不整合を防止するものです。
      

	AIXでの共有ライブラリサポートを追加しました。(Laurenz Albe)
      

	新しいXML文書セクションを追加しました。(Bruce)
      




Contrib における変更点



	tsearch2が大きく改良されました。(Oleg, Teodor)
      
	 UTF8を含むマルチバイト符号化方式のサポート
        

	問い合わせ書き換えのサポート
        

	ランク付け関数の改良
        

	シソーラス辞書のサポート
        

	Ispell辞書が、OpenOfficeで使用されるMySpell書式を認識するようになりました
        

	GINのサポート
        




	Pgadmin管理関数を含むadminpackモジュールを追加しました。
      
これらの関数は、デフォルトのPostgreSQL™サーバには存在しない、追加のファイルシステムアクセス処理を提供します。
      

	sslinfoモジュールを追加しました。(Victor Wagner)
      
現在の接続におけるSSL証明書に関する情報を表示します。
      

	pgrowlocksモジュールを追加しました。
      
これは、指定したテーブルに関する行ロック情報を表示します。
      

	hstoreモジュールを追加しました。 (Oleg, Teodor)
      

	isbn_issnを置き換えて、isnモジュールを追加しました。 (Jeremy Kronuz)
      
この新しい実装では、EAN13、UPC、ISBN (書籍), ISMN (音楽)、ISSN (シリアル番号)をサポートします。
      

	pgstattupleにインデックス情報関数を追加しました。 (ITAGAKI Takahiro,
       Satoshi Nagayasu)
      

	空き領域マップ情報を表示するpg_freespacemapを追加しました。
       (Mark Kirkwood)
      

	pgcryptoが予定していたすべての機能を持つようになりました。(Marko Kreen)
      
	公開キー暗号関数が常に利用できるようにiMathライブラリをpgcryptoに含めました。
        

	OpenBSD用のコードで存在しなかったSHA224アルゴリズムを追加しました。
        

	古めのOpenSSLにおけるSHA224/256/384/512ハッシュ用の組み込みコードを有効化し、常にこれらのアルゴリズムが利用できるようになりました。
        

	暗号化に使用される乱数の強度を返すgen_random_bytes()関数を追加しました。
暗号化キーの生成に便利です。
        

	digest_exists()、hmac_exists()、cipher_exists()関数を削除しました。
        




	cubeモジュールを改良しました。(Joshua Reich)
      
cube(float[])、cube(float[], float[])、cube_subset(cube, int4[])関数を追加しました。
      

	dblinkに非同期問い合わせ機能を追加しました。(Kai Londenberg,
       Joe Conway)
      

	部分配列比較用に新しい演算子（@>、<@、&&）を追加しました。(Tom)
      
各種contribパッケージで、独自のデータ型用に既にこれらの演算子を持っていましたが、命名に一貫性がありませんでした。
コアコードと、こうした機能を持つcontribパッケージすべてに、一貫性を持った名前の部分配列の比較演算子を追加しました。
(古い名前も利用可能ですが、廃止予定です。)
      

	インストールスクリプトを持つすべてのcontribパッケージに対してアンインストール用のスクリプトを追加しました。(David, Josh Drake)
      






プランナ/オプティマイザ



プランナ/オプティマイザの役割は最適な実行計画を作ることです。
ある与えられたSQL問い合わせは（それがある問い合わせツリーになるのですが）、同じ結果をもたらす、多くの異なった方法で実際には実行できます。
もしもコンピュータの演算として可能であれば、問い合わせオプティマイザは可能な実行計画をすべて検証し、実行するとした場合に一番早く結果をもたらすと想定される実行計画を選択します。
   
注記
場合によっては、問い合わせがどう実行されるか、可能性のある全ての手段を検証するため、膨大な時間とメモリ空間を消費する可能性があります。
特に数多くの結合操作に問い合わせが関わった時です。
相応な（必ずしも最適ではありませんが）問い合わせ計画を、相応な時間内で決定するためPostgreSQL™は結合の数が閾値を越えた場合、遺伝的問い合わせオプティマイザ（58章遺伝的問い合わせ最適化参照）を使用します（geqo_thresholdを参照ください）。
    

このプランナの検索手順は、実際には経路という名前のデータ構造を使用します。
経路とは、プランナが決定を行うために必要な情報のみに切り詰めた単なる計画の表現です。
最も安価である経路が決定された後、全てが揃った計画ツリーが作成されてエクゼキュータに渡されます。
これはつまり、要求されている実行計画はエクゼキュータがそれを実行するために十分な詳しい内容を所有していることを表しています。
本節の残りでは、経路と計画の違いについて無視します。
   
実行可能な計画の生成



プランナ/オプティマイザは、問い合わせの中で使用される個々のリレーション（テーブル）をスキャンするための計画を生成することから始めます。
各リレーション上で利用できるインデックスにより実行可能な計画が決まります。
リレーションをシーケンシャルスキャンする可能性は常にありますので、シーケンシャルスキャンを使用する計画は常に作成されます。
リレーション上にインデックス（例えばB-treeインデックス）が定義され、問い合わせにはrelation.attribute OPR constantという条件があるとしましょう。
もしrelation.attributeがB-treeインデックスのキーと一致し、OPRがインデックスの演算子クラスに列挙されている演算子の1つであれば、リレーションをスキャンするためにB-treeインデックスを使用する別の計画が作られます。
さらに他のインデックスが存在し、問い合わせの中で条件がインデックスのキーに一致した場合、なおその上に計画が検討されます。インデックススキャン計画は、問い合わせの （もし存在すれば）ORDER BY句に一致するソート順、もしくはマージ結合に便利なソート順を所有するインデックスに対して生成されます（以下を参照してください）。
    
問い合わせが２つ以上のリレーションの結合を必要とすると、リレーションを結合する計画は、単一のリレーションをスキャンするために全ての実行可能な計画が探し出された後に検討されます。３つの実行可能な結合戦略を示します。

     
	入れ子ループ結合：
左側のリレーションの中で見つけられた行ごとに右側のリレーションが1回スキャンされます。
この戦略は実装が簡単ですが、時間がかかる場合があります
（とは言っても右側のリレーションがインデックススキャンによってスキャン可能であればよい戦略になります。
右側のインデックススキャンのキーとして左側のリレーションの現在の行の値を使用することができます。）
       

	マージ結合：
結合を開始する前に、それぞれのリレーションを結合属性でソートします。
そして、2つのリレーションを並行してスキャンし、一致する行を結合行の形にまとめます。
それぞれのリレーションがたった1回しかスキャンされなくて済むのでこの結合は魅力的です。
要求されるソートは、明示的なソート段階、または、結合キー上のインデックスを使用して適切な順序でリレーションをスキャンすることにより行われます。
       

	ハッシュ結合：
右側のリレーションがハッシュキーとして結合属性を用いて初めにスキャンされ、ハッシュテーブルに読み込まれます。
次に左側のリレーションがスキャンされ、見つかったそれぞれの行に相応しい値が、右側のリレーションの行を探し出すためのハッシュキーとして使われます。
       




    
問い合わせが3つ以上のリレーションを含む場合、それぞれ2つの入力を持つ結合段階のツリーによって最終結果を構築しなければなりません。
プランナは最も低コストな計画を見つけ出すために、あり得る異なった結合順序を検証します。
    
問い合わせがgeqo_thresholdより少ないリレーションを使用する場合、最適な結合シーケンスを見つけ出すため、完璧に近い検索が行われます。
プランナはWHERE条件での対応する結合句が存在する（すなわち、where rel1.attr1=rel2.attr2のような制約に対して）、あらゆる２つのリレーション間の結合を優先的に考慮します。
結合句のない結合ペアは他に選択のない場合に考慮されます。つまり、ある特定のリレーションが他のどんなリレーションに対しても有効な結合句を持たない場合です。
すべての有効な計画はプランナが考慮したすべての結合ペアに対し生成され、最も安価な（と評価された）ものが選択されます。
    
geqo_thresholdを上回ると、考慮された結合シーケンスは58章遺伝的問い合わせ最適化に記載されているように経験則で決定されます。
そうでない時、処理は変わりません。
    
最終的な計画ツリーは基になっているリレーションのシーケンシャルもしくはインデックススキャン、そして必要に応じて入れ子ループ、マージ、またはハッシュ結合のノード、さらにはソートまたは集約関数計算ノードのような必要とされる補助の手順から構成されます。
これらほとんどの計画ノード型は選択（特定の論理演算条件に合致しない行を破棄すること）および射影（与えられた列の値に基づき派生した列の集合を計算すること、つまり必要なところでスカラ式の評価をすること）を行う追加的能力を持っています。
プランナの1つの責任は、WHERE句から選択条件を付加して計画ツリーの最も適切なノードに対し必要とされる出力式を計算することです。
    


リリース7.1



リリース日
2001-04-13

このリリースは、過去長い間PostgreSQL™のコードにあった、制限を取り去ることに焦点をあてたものです。
  
このリリースにおける大きな変更は以下の通りです。
  
	ログ先行書き込み(WAL)
    
	オペレーティングシステムのクラッシュ時のデータベースの一貫性を保つために、以前のPostgreSQL™のリリースでは、各トランザクションのコミットの前に変更されたデータを全て強制的にディスクに書き込んでいました。
WAL によって、ログファイルのみがディスクに吐き出されることになり、性能が大幅に改善されました。
以前のリリースで -F を使用して、ディスクの吐き出しを止めていた場合、それを取り止めることを検討する方が良いでしょう。
     

	      TOAST
    
	TOAST。 これまでのリリースでは行の長さ制限はコンパイル時に決定されました。 通常は 8Kから 32 k です。この制限は、長めのテキストフィールドの格納が困難でした。TOAST によって、任意長の大きな行を優れた性能で格納できます。
     

	外部結合
    
	外部結合をサポートするようになりました。
外部結合の代替方法としてのUNION/NOT IN は不要となりました。
SQL92 の外部結合の構文を使用しています。
     

	関数マネージャ
    
	これまでの C 関数マネージャは NULL 値を適切に扱いませんでした。
また、64ビットCPU (Alpha) をサポートしませんでした。
新しい関数マネージャではこれらを行います。
古い独自の関数を使用し続けることは可能ですが、新しい関数マネージャ呼び出しインタフェースを使用するように書き換えることを勧めます。
     

	複雑な問い合わせ
    
	これまでサポートされなかった多数の複雑な問い合わせが動作するようになりました。
ビュー、集約、UNION、LIMIT、カーソル、副問い合わせ、継承されたテーブルを多く組み合わせたものが適切に動作するようになりました。
継承されたテーブルはデフォルトでアクセスされるようになりました。
FROM での副問い合わせもサポートされるようになりました。
     



バージョン7.1への移行



以前のリリースからデータを移行する場合、pg_dumpによるダンプ/リストアが必要です。
   

変更点



Bug Fixes
---------
Many multibyte/Unicode/locale fixes (Tatsuo and others)
More reliable ALTER TABLE RENAME (Tom)
Kerberos V fixes (David Wragg)
Fix for INSERT INTO...SELECT where targetlist has subqueries (Tom)
Prompt username/password on standard error (Bruce)
Large objects inv_read/inv_write fixes (Tom)
Fixes for to_char(), to_date(), to_ascii(), and to_timestamp() (Karel,
   Daniel Baldoni)
Prevent query expressions from leaking memory (Tom)
Allow UPDATE of arrays elements (Tom)
Wake up lock waiters during cancel (Hiroshi)
Fix rare cursor crash when using hash join (Tom)
Fix for DROP TABLE/INDEX in rolled-back transaction (Hiroshi)
Fix psql crash from \l+ if MULTIBYTE enabled (Peter E)
Fix truncation of rule names during CREATE VIEW (Ross Reedstrom)
Fix PL/perl (Alex Kapranoff)
Disallow LOCK on views (Mark Hollomon)
Disallow INSERT/UPDATE/DELETE on views (Mark Hollomon)
Disallow DROP RULE, CREATE INDEX, TRUNCATE on views (Mark Hollomon)
Allow PL/pgSQL accept non-ASCII identifiers (Tatsuo)
Allow views to proper handle GROUP BY, aggregates, DISTINCT (Tom)
Fix rare failure with TRUNCATE command (Tom)
Allow UNION/INTERSECT/EXCEPT to be used with ALL, subqueries, views,
   DISTINCT, ORDER BY, SELECT...INTO (Tom)
Fix parser failures during aborted transactions (Tom)
Allow temporary relations to properly clean up indexes (Bruce)
Fix VACUUM problem with moving rows in same page (Tom)
Modify pg_dump to better handle user-defined items in template1 (Philip)
Allow LIMIT in VIEW (Tom)
Require cursor FETCH to honor LIMIT (Tom)
Allow PRIMARY/FOREIGN Key definitions on inherited columns (Stephan)
Allow ORDER BY, LIMIT in subqueries (Tom)
Allow UNION in CREATE RULE (Tom)
Make ALTER/DROP TABLE rollback-able (Vadim, Tom)
Store initdb collation in pg_control so collation cannot be changed (Tom)
Fix INSERT...SELECT with rules (Tom)
Fix FOR UPDATE inside views and subselects (Tom)
Fix OVERLAPS operators conform to SQL92 spec regarding NULLs (Tom)
Fix lpad() and rpad() to handle length less than input string (Tom)
Fix use of NOTIFY in some rules (Tom)
Overhaul btree code (Tom)
Fix NOT NULL use in Pl/pgSQL variables (Tom)
Overhaul GIST code (Oleg)
Fix CLUSTER to preserve constraints and column default (Tom)
Improved deadlock detection handling (Tom)
Allow multiple SERIAL columns in a table (Tom)
Prevent occasional index corruption (Vadim)

Enhancements
------------
Add OUTER JOINs (Tom)
Function manager overhaul (Tom)
Allow ALTER TABLE RENAME on indexes (Tom)
Improve CLUSTER (Tom)
Improve ps status display for more platforms (Peter E, Marc)
Improve CREATE FUNCTION failure message (Ross)
JDBC improvements (Peter, Travis Bauer, Christopher Cain, William Webber,
   Gunnar)
Grand Unified Configuration scheme/GUC.  Many options can now be set in
   data/postgresql.conf, postmaster/postgres flags, or SET commands (Peter E)
Improved handling of file descriptor cache (Tom)
New warning code about auto-created table alias entries (Bruce)
Overhaul initdb process (Tom, Peter E)
Overhaul of inherited tables; inherited tables now accessed by default;
  new ONLY key word prevents it (Chris Bitmead, Tom)
ODBC cleanups/improvements (Nick Gorham, Stephan Szabo, Zoltan Kovacs,
   Michael Fork)
Allow renaming of temp tables (Tom)
Overhaul memory manager contexts (Tom)
pg_dumpall uses CREATE USER or CREATE GROUP rather using COPY (Peter E)
Overhaul pg_dump (Philip Warner)
Allow pg_hba.conf secondary password file to specify only username (Peter E)
Allow TEMPORARY or TEMP key word when creating temporary tables (Bruce)
New memory leak checker (Karel)
New SET SESSION CHARACTERISTICS (Thomas)
Allow nested block comments (Thomas)
Add WITHOUT TIME ZONE type qualifier (Thomas)
New ALTER TABLE ADD CONSTRAINT (Stephan)
Use NUMERIC accumulators for INTEGER aggregates (Tom)
Overhaul aggregate code (Tom)
New VARIANCE and STDDEV() aggregates
Improve dependency ordering of pg_dump (Philip)
New pg_restore command (Philip)
New pg_dump tar output option (Philip)
New pg_dump of large objects  (Philip)
New ESCAPE option to LIKE (Thomas)
New case-insensitive LIKE - ILIKE (Thomas)
Allow functional indexes to use binary-compatible type (Tom)
Allow SQL functions to be used in more contexts (Tom)
New pg_config utility (Peter E)
New PL/pgSQL EXECUTE command which allows dynamic SQL and utility statements
   (Jan)
New PL/pgSQL GET DIAGNOSTICS statement for SPI value access (Jan)
New quote_identifiers() and quote_literal() functions (Jan)
New ALTER TABLE table OWNER TO user command (Mark Hollomon)
Allow subselects in FROM, i.e. FROM (SELECT ...) [AS] alias (Tom)
Update PyGreSQL to version 3.1 (D'Arcy)
Store tables as files named by OID (Vadim)
New SQL function setval(seq,val,bool) for use in pg_dump (Philip)
Require DROP VIEW to remove views, no DROP TABLE (Mark)
Allow DROP VIEW view1, view2 (Mark)
Allow multiple objects in DROP INDEX, DROP RULE, and DROP TYPE (Tom)
Allow automatic conversion to/from Unicode (Tatsuo, Eiji)
New /contrib/pgcrypto hashing functions (Marko Kreen)
New pg_dumpall --globals-only option (Peter E)
New CHECKPOINT command for WAL which creates new WAL log file (Vadim)
New AT TIME ZONE syntax (Thomas)
Allow location of Unix domain socket to be configurable (David J. MacKenzie)
Allow postmaster to listen on a specific IP address (David J. MacKenzie)
Allow socket path name to be specified in hostname by using leading slash
   (David J. MacKenzie)
Allow CREATE DATABASE to specify template database (Tom)
New utility to convert MySQL schema dumps to SQL92 and PostgreSQL (Thomas)
New /contrib/rserv replication toolkit (Vadim)
New file format for COPY BINARY (Tom)
New /contrib/oid2name to map numeric files to table names (B Palmer)
New "idle in transaction" ps status message (Marc)
Update to pgaccess 0.98.7 (Constantin Teodorescu)
pg_ctl now defaults to -w (wait) on shutdown, new -l (log) option
Add rudimentary dependency checking to pg_dump (Philip)

Types
-----
Fix INET/CIDR type ordering and add new functions (Tom)
Make OID behave as an unsigned type (Tom)
Allow BIGINT as synonym for INT8 (Peter E)
New int2 and int8 comparison operators (Tom)
New BIT and BIT VARYING types (Adriaan Joubert, Tom, Peter E)
CHAR() no longer faster than VARCHAR() because of TOAST (Tom)
New GIST seg/cube examples (Gene Selkov)
Improved round(numeric) handling (Tom)
Fix CIDR output formatting (Tom)
New CIDR abbrev() function (Tom)

Performance
-----------
Write-Ahead Log (WAL) to provide crash recovery with less performance
   overhead (Vadim)
ANALYZE stage of VACUUM no longer exclusively locks table (Bruce)
Reduced file seeks (Denis Perchine)
Improve BTREE code for duplicate keys (Tom)
Store all large objects in a single table (Denis Perchine, Tom)
Improve memory allocation performance (Karel, Tom)

Source Code
-----------
New function manager call conventions (Tom)
SGI portability fixes (David Kaelbling)
New configure --enable-syslog option (Peter E)
New BSDI README (Bruce)
configure script moved to top level, not /src (Peter E)
Makefile/configuration/compilation overhaul (Peter E)
New configure --with-python option (Peter E)
Solaris cleanups (Peter E)
Overhaul /contrib Makefiles (Karel)
New OpenSSL configuration option (Magnus, Peter E)
AIX fixes (Andreas)
QNX fixes (Maurizio)
New heap_open(), heap_openr() API (Tom)
Remove colon and semi-colon operators (Thomas)
New pg_class.relkind value for views (Mark Hollomon)
Rename ichar() to chr() (Karel)
New documentation for btrim(), ascii(), chr(), repeat() (Karel)
Fixes for NT/Cygwin (Pete Forman)
AIX port fixes (Andreas)
New BeOS port (David Reid, Cyril Velter)
Add proofreader's changes to docs (Addison-Wesley, Bruce)
New Alpha spinlock code (Adriaan Joubert, Compaq)
UnixWare port overhaul (Peter E)
New Darwin/Mac OS X port (Peter Bierman, Bruce Hartzler)
New FreeBSD Alpha port (Alfred)
Overhaul shared memory segments (Tom)
Add IBM S/390 support (Neale Ferguson)
Moved macmanuf to /contrib (Larry Rosenman)
Syslog improvements (Larry Rosenman)
New template0 database that contains no user additions (Tom)
New /contrib/cube and /contrib/seg GIST sample code (Gene Selkov)
Allow NetBSD's libedit instead of readline (Peter)
Improved assembly language source code format (Bruce)
New contrib/pg_logger
New --template option to createdb
New contrib/pg_control utility (Oliver)
New FreeBSD tools ipc_check, start-scripts/freebsd

   



名前
DROP TRIGGER — トリガを削除する

概要
DROP TRIGGER [ IF EXISTS ] name ON table_name [ CASCADE | RESTRICT ]

説明
DROP TRIGGERは既存のトリガ定義を削除します。
このコマンドを実行できるのは、トリガが定義されたテーブルの所有者のみです。
  

パラメータ
	IF EXISTS
	トリガが存在しない場合でもエラーになりません。この場合注意メッセージが発行されます。
     

	name
	削除するトリガの名前です。
     

	table_name
	トリガが定義されたテーブルの名前です（スキーマ修飾名も可）。
     

	CASCADE
	このトリガに依存しているオブジェクトを自動的に削除し、さらにそれらのオブジェクトに依存するすべてのオブジェクトも削除します（「依存関係の追跡」参照）。
     

	RESTRICT
	依存しているオブジェクトがある場合に、トリガの削除を拒否します。
こちらがデフォルトです。
     




例
テーブルfilmsにあるトリガif_dist_existsを削除します。


DROP TRIGGER if_dist_exists ON films;

互換性
PostgreSQL™のDROP TRIGGER文には標準SQLとの互換性がありません。
標準SQLでは、トリガ名がテーブルに局所化されていないので、DROP TRIGGER nameというコマンドが使われています。
  

関連項目
CREATE TRIGGER(7)

関数のオーバーロード



使用する引数が異なるのであれば、同じSQL名の関数を1つ以上定義することができます。
つまり、関数名はオーバーロードが可能です。
問い合わせが実行された時、サーバは与えられた引数のデータ型と数によって呼び出すべき関数を決定します。
またオーバーロードを使用して、有限個の可変長引数を持つ関数を模擬することができます。
   
オーバーロード関数を作成する時、曖昧さが発生しないように注意しなければなりません。
例えば、以下のような関数を考えてみます。

CREATE FUNCTION test(int, real) RETURNS ...
CREATE FUNCTION test(smallint, double precision) RETURNS ...

test(1, 1.5)のような平凡な入力でも、どちらの関数を呼び出すのかはすぐには明確ではありません。
現在実装されている解決規則は10章型変換にて説明していますが、この動作に巧妙に依存するようにシステムを設計することは推奨しません。

   
一般的に、1つの複合型の引数を取る関数は、その型の属性（フィールド）と同じ名前を持ってはいけません。
attribute(table)がtable.attributeと等価とみなされることを思い出してください。
複合型に対する関数と複合型の属性との間に曖昧さがあるような場合、属性の方が常に使用されます。
この振舞いは関数名をスキーマで修飾する（つまり、schema.func(table)）ことにより変更できますが、競合する名前を使用しないことで問題を防ぐ方が良いでしょう。
   
可変長引数を取る関数と可変長引数を取らない関数の間に、他にも競合する可能性があります。
例えば、foo(numeric)とfoo(VARIADIC numeric[])の両方を作成することが可能です。
この場合、単一の数値引数を取った呼び出し、例えばfoo(10.1)をどちらに一致するものとすべきか不明瞭です。
検索パスのより前にある関数が使われる、もし2つの関数が同一スキーマにあれば可変長引数を取らない関数が優先されるというのが、この場合の規則です。
   
C言語関数をオーバーロードする場合、さらに制限があります。
オーバーロードされた関数群内の各関数のCの名前は、内部か動的ロードされたかに関係なく他のすべての関数のCの名前と異なる必要があります。
この規則に反した場合は、この動作は移植性がありません。
実行時リンカエラーになるかもしれませんし、関数群のどれか（たいていは内部関数）が呼び出されるかもしれません。
CREATE FUNCTION SQLコマンドの別形式のAS句は、SQL関数名とCソースコード内の関数名とを分離します。
以下に例を示します。

CREATE FUNCTION test(int) RETURNS int
    AS 'filename', 'test_1arg'
    LANGUAGE C;
CREATE FUNCTION test(int, int) RETURNS int
    AS 'filename', 'test_2arg'
    LANGUAGE C;

ここでのC関数の名前は多くの取り得る規約の1つを反映しています。
   

外部データラッパヘルパ関数



FDWオプションのようなFDW関連オブジェクトの属性に外部データラッパの作者が簡単にアクセスできるように、いくつかのヘルパ関数がコアサーバからエクスポートされています。
これらの関数を使用するには、ヘッダファイルforeign/foreign.hをあなたのソースファイルにインクルードする必要があります。
このヘッダはまたこれらの関数が返す構造体も定義しています。
    
ForeignDataWrapper *
GetForeignDataWrapper(Oid fdwid);


この関数は指定されたOIDを持つ外部データラッパのForeignDataWrapperオブジェクトを返します。ForeignDataWrapperオブジェクトはFDWのプロパティを含みます(詳細はforeign/foreign.hを参照して下さい)。
    
ForeignServer *
GetForeignServer(Oid serverid);


この関数は指定されたOIDを持つ外部サーバのForeignServerオブジェクトを返します。ForeignServerオブジェクトは外部サーバのプロパティを含みます(詳細はforeign/foreign.hを参照して下さい)。
    
UserMapping *
GetUserMapping(Oid userid, Oid serverid);


この関数は指定されたロールと指定された外部サーバのユーザマッピングのUserMappingオブジェクトを返します。(もし特定のユーザのマッピングがない場合は、PUBLICのためのマッピングを返すか、それもなければエラーを発生させます。)
UserMappingオブジェクトはユーザマッピングのプロパティを含みます(詳細はforeign/foreign.hを参照して下さい)。
    
ForeignTable *
GetForeignTable(Oid relid);


この関数は指定されたOIDを持つ外部テーブルのForeignTableオブジェクトを返します。ForeignTableオブジェクトは外部テーブルのプロパティを含みます(詳細はforeign/foreign.hを参照して下さい)。
    
List *
GetForeignColumnOptions(Oid relid, AttrNumber attnum);


この関数は指定された外部テーブルOIDと属性番号に該当する列の列単位のFDWオプションをDefElemのリスト形式で返します。その列がオプションを持たない場合はNILが返ります。
    
いくつかのオブジェクト種別については、OIDベースのものに加えて名前ベースの検索関数もあります。
    
ForeignDataWrapper *
GetForeignDataWrapperByName(const char *name, bool missing_ok);


この関数は指定された名前の外部データラッパのForeignDataWrapperオブジェクトを返します。外部データラッパが見つからない場合は、missing_okがtrueの場合はNULLを返し、それ以外の場合はエラーを発生させます。
    
ForeignServer *
GetForeignServerByName(const char *name, bool missing_ok);


この関数は指定された名前の外部サーバのForeignServerオブジェクトを返します。外部サーバが見つからない場合は、missing_okがtrueの場合はNULLを返し、それ以外の場合はエラーを発生させます。
    

key_column_usage



key_column_usageビューは、現在のデータベースにおいて、ある一意性制約、主キー制約、外部キー制約によって制限を受けている全ての列を識別します。
検査制約はこのビューには含まれません。
現在のユーザが所有者である、または何らかの権限を持ち、アクセスできるテーブル内のこうした列のみがここに示されます。
  
表35.29 key_column_usageの列
	名前	データ型	説明
	constraint_catalog	sql_identifier	制約を持つデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	constraint_schema	sql_identifier	制約を持つスキーマの名前です。
	constraint_name	sql_identifier	制約の名前です。
	table_catalog	sql_identifier	この制約によって制限を受ける列を持つテーブルを持つデータベースの名前です。
（常に現在のデータベースです。）
      
	table_schema	sql_identifier	この制約によって制限を受ける列を持つテーブルを持つスキーマの名前です。
      
	table_name	sql_identifier	この制約によって制限を受ける列を持つテーブルの名前です。
      
	column_name	sql_identifier	この制約によって制限を受ける列の名前です。
      
	ordinal_position	cardinal_number	制約キー内の列の位置を（1から始まる）序数で表したものです。
      
	position_in_unique_constraint	cardinal_number	外部キー制約では、一意性制約内部の被参照列の位置の序数（1から始まります）です。
その他の場合はNULLです。
      




foreign_table_options



foreign_table_optionsビューは、現在のデータベースの外部テーブルに定義された全てのオプションを含みます。(所有者であるか何らかの権限を持っていて)現在のユーザがアクセスできる外部テーブルだけが表示されます。
  
表35.27 foreign_table_optionsの列
	名前	データ型	説明
	foreign_table_catalog	sql_identifier	外部テーブルを含むデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	foreign_table_schema	sql_identifier	外部テーブルを含むスキーマの名前です。
	foreign_table_name	sql_identifier	外部テーブルの名前です。
	option_name	sql_identifier	オプションの名前です。
	option_value	character_data	オプションの値です。




拡張性



GINインタフェースは高度に抽象化されています。
アクセスメソッド実装者に要求されることは、アクセスするデータ型の意味を実装することだけです。
GIN層自体が同時実行性、ログ処理、ツリー構造の検索処理に関する面倒を見ます。
 
GINアクセスメソッドを動作させるために必要なことは、少数のユーザ定義関数を実装することだけです。
これは、ツリー内のキーの動作とキーとインデックス付けされる項目、インデックス可能な問い合わせ間の関係を定義します。
すなわち、GINは、一般化、コード再利用、整理されたインタフェースによる拡張性を組み合わせます。
 
GIN用の演算子クラスが提供しなければならないメソッドは3つあります。

 
	int compare(Datum a, Datum b)
	キー（インデックス付けされる項目ではありません）を比較し、0より小さい、0、または0より大きい整数を返します。
それぞれ、最初のキーが2番目のキーより、小さい、等しい、または大きいことを示します。
NULLキーがこの関数に渡されることはありません。
      

	Datum *extractValue(Datum itemValue, int32 *nkeys,
        bool **nullFlags)
	インデックス対象値に与えられる、pallocで割り当てられたキーの配列を返します。
返されるキーの数は*nkeysに格納しなければなりません。
キーのいずれかがNULLになるかもしれない場合、*nkeys個のboolの配列をpallocで割り当てそのアドレスを*nullFlagsに格納し、必要に応じてNULLフラグを設定してください。
すべてのキーが非NULLであれば、*nullFlagsをNULL（初期値）のままにすることができます。
項目がキーを含まない場合、戻り値はNULLになるかもしれません。
      

	Datum *extractQuery(Datum query, int32 *nkeys,
        StrategyNumber n, bool **pmatch, Pointer **extra_data,
        bool **nullFlags, int32 *searchMode)
	問い合わせ対象の値に与えられる、pallocで割り当てられたキーの配列を返します。
つまり、queryはインデックス可能な演算子の右辺の値です。
この左辺はインデックス対象の列です。
nは演算子クラス内の演算子の戦略番号です（「インデックスメソッドのストラテジ」を参照）。
extractQueryはしばしば、queryのデータ型とキー値を抽出するために使用しなければならないメソッドを決定するために、nを調べなければなりません。
返されるキーの数を*nkeysに格納しなければなりません。
キーのいずれかがNULLとなる可能性がある場合はまた、*nkeys個のboolの配列をpallocで割り当て、*nullFlagsにそのアドレスを格納し、必要に応じてNULLフラグを設定してください。
すべてのキーが非NULLならば*nullFlagsはNULL（初期値）のままにしておくことができます。
queryがキーを含まない場合、戻り値をNULLにすることができます。
      
searchModeは出力引数です。
これによりextractQueryは検索がどのように行われるかの詳細を指定することができます。
*searchModeがGIN_SEARCH_MODE_DEFAULT（呼び出し前にこの値に初期化されます。）に設定された場合、返されるキーの少なくとも１つに一致する項目が合致候補とみなされます。
*searchModeがGIN_SEARCH_MODE_INCLUDE_EMPTYに設定された場合、少なくとも１つの一致するキーを含む項目に加え、キーをまったく含まない項目が合致候補とみなされます。
（このモードは例えば何のサブセットかを求める演算子を実装する際に有用です。）
*searchModeがGIN_SEARCH_MODE_ALLに設定された場合、返されるキーのいずれかに一致するかどうかは関係なく、インデックス内の非NULLの項目すべてが合致候補とみなされます。
（このモードは、基本的にインデックス全体のスキャン処理が必要ですので、他の２つの選択肢と比べてかなり低速になります。
しかし境界条件を正確に実装するためにこれが必要になるかもしれません。
おそらく、このモードを必要とする演算子はほとんどの場合、GIN演算子クラス向けに優れた候補ではありません。）
このモードを設定するために使用する記号はaccess/gin.hで定義されています。
      
pmatchは部分一致が提供されている場合に使用する出力引数です。
使用するには、extractQueryが*nkeys論理値の配列を割り当て、そのアドレスを*pmatchに格納しなければなりません。
関連するキーが部分一致を必要とするとき、それぞれの配列要素は真に、そうでなければ偽に設定されなければなりません。
*pmatchがNULLに設定されている場合、GINは部分一致が必要ないと想定します。
呼び出し前に変数はNULLに初期化されますので、この引数は部分一致が提供されていない演算子クラスでは、単に無視できます。
      
extra_dataは、extractQueryがconsistentとcomparePartialメソッドに追加データを渡すことができるようにする出力引数です。
使用するには、extractQueryが*nkeysポインタの配列を割り当て、そのアドレスを*extra_dataに格納し、そして望まれるものは何でも個別のポインタに格納しなければなりません。
変数は呼び出し前にNULLに初期化されますので、追加データを必要としない演算子クラスでこの引数は単に無視できます。
もし*extra_dataが設定されれば、配列全部がconsistentメソッドに、適切な要素がcomparePartialメソッドに渡されます。
      





演算子クラスは、インデックス付けされた項目が問い合わせに一致するか確認する関数も提供しなければなりません。
それは2つの方法で行なわれます。
2値のconsistent関数と3値のtriConsistent関数です。
triConsistentが両方の機能を含みますので、triConsistentだけを提供しても十分です。
しかし、2値の亜種を計算するのが著しく安価であれば、両方を提供することは役に立つかもしれません。
2値の亜種のみが提供されていれば、すべてのキーを取得する前にインデックス項目が一致しないことを確認することに基づく最適化の中には無効となるものもあります。

  
	bool consistent(bool check[], StrategyNumber n, Datum query,
        int32 nkeys, Pointer extra_data[], bool *recheck,
        Datum queryKeys[], bool nullFlags[])
	インデックス付けられた項目が戦略番号nを持つ問い合わせ演算子を満たす（または、recheck印が返されたときはたぶん満たすかもしれない）場合に真を返します。
GINは項目を明示的に格納しませんので、この関数はインデックス付けされた項目の値に直接アクセスすることができません。
どちらかというと、この問い合わせから取り出される指定された問い合わせで現れるキー値に関する知識が利用できるものです。
check配列は長さnkeysであり、このqueryデータに対して事前に行われたextractQueryが返したキーの数と同じです。
インデックス対象の項目が対応する問い合わせキーを持つ場合、check配列の各要素は真です。
つまり、(check[i] == TRUE)の場合、extractQueryの結果配列のi番目のキーがインデックス対象項目内に存在します。
元のqueryデータは、consistentメソッドがそれを調査する必要がある場合に、渡されます。
このためqueryKeys[]およびnullFlags[]は事前にextractQueryによって返されます。
extra_dataはextractQueryにより返された追加データ配列で、ない場合はNULLです。
      
extractQueryがqueryKeys[]内でNULLキーを返す時、インデックス対象項目がNULLキーを含む場合は対応するcheck[]要素は真です、
つまり、check[]の意味はIS NOT DISTINCT FROMのようなものです。
consistent関数は、通常の値の合致とNULL合致との違いを通知する必要がある場合、対応するnullFlags[]要素を検査することができます。
      
成功の場合、*recheckはヒープタプルが問い合わせ演算子に対し再検査を必要とすれば真で、インデックス検査が的確であれば偽です。
つまり、FALSEという戻り値はヒープタプルが問い合わせに合わないことを保証し、*recheckが付いたTRUEという戻り値はヒープタプルが問い合わせに一致する可能性があるため、それを取り出し、元のインデックス付けされた項目を直接問い合わせ演算子で評価することで再検査する必要があることを意味します。
      

	GinTernaryValue triConsistent(GinTernaryValue check[], StrategyNumber n, Datum query,
        int32 nkeys, Pointer extra_data[],
        Datum queryKeys[], bool nullFlags[])
	triConsistentはconsistentと似ていますが、checkベクターの論理値の代わりに、各キーに対して3つの可能な値があります。GIN_TRUE、GIN_FALSE、GIN_MAYBEです。
GIN_FALSEとGIN_TRUEは通常の論理値と同じ意味であり、GIN_MAYBEはそのキーの存在が分からないこと意味します。
GIN_MAYBE値があれば、インデックス項目が対応する問い合わせキーを含むかどうかに関わらず、項目が確実に一致する場合にのみ関数はGIN_TRUEを返すべきです。
同様に、GIN_MAYBEを含むかどうかに関わらず項目が確実に一致しない場合にのみ関数はGIN_FALSEを返さなければなりません。
結果がGIN_MAYBE項目に依存する、すなわち、分かっている問い合わせキーに基づいて、一致することもしないことも確認できない場合には、関数はGIN_MAYBEを返さなければなりません。
      
checkベクターにGIN_MAYBE値がなければ、GIN_MAYBE戻り値は論理値のconsistent関数でrecheckフラグを設定することと同じです。
      





省略可能ですが、GINに対する演算子クラスは以下のメソッドを提供します。

  
	int comparePartial(Datum partial_key, Datum key, StrategyNumber n,
                              Pointer extra_data)
	問い合わせキーとインデックスキーの部分一致を比較します。
符号が結果を示す整数が返ります。
ゼロ未満はインデックスキーは問い合わせに一致しないが、インデックススキャンを続けるべきであることを示します。
ゼロはインデックスキーが問い合わせに一致することを示します。
ゼロより大きな値はこれ以上の一致はありえないためインデックススキャンを停止すべきであることを示します。
スキャンをいつ停止するかを決めるためにセマンテックスが必要とされる場合、部分一致問い合わせを生成した演算子の戦略番号nが提供されます。
またextra_dataはextractQueryで作成される追加データ配列の対応する要素、もしなければNULLです。
NULLキーがこの関数に渡されることはありません。
      




 
「部分一致」問い合わせをサポートするためには、演算子クラスはcomparePartialメソッドを提供しなければなりません。
またそのextractQueryは、部分一致問い合わせであった時にpmatchパラメータを設定しなければなりません。
詳細については「部分一致アルゴリズム」を参照してください。
 
上記の各種Datum値の実データ型は、演算子クラスに依存して変動します。
extractValueに渡される項目値は常に演算子クラスの入力型であり、キー値はすべてそのクラスのSTORAGE型でなければなりません。
extractQuery、consistentおよびtriConsistentに渡されるquery引数の型は、戦略番号によって識別されるクラスのメンバ演算子の右辺入力型です。
正しい型のキー値がそこから抽出できる限り、これはインデックス付けされた型と同じである必要はありません。
しかしながら、この3つのサポート関数のSQL宣言では、実際の型は演算子に依存して何か他のものであるとしても、query引数には演算子クラスのインデックス付けされたデータ型を使うことを勧めます。
 

オブジェクト識別子データ型



オブジェクト識別子（OID）はPostgreSQL™の内部で様々なシステムテーブルの主キーとして使用されます。
また、テーブル作成時にWITH OIDSが指定されているか、default_with_oids設定変数が有効な場合を除き、ユーザ作成のテーブルにはOIDは追加されません。
oidデータ型はオブジェクト識別子を表します。
oidには別名型もいくつかあります。
regproc、regprocedure、regoper、regoperator、regclass、regtype、regrole、regnamespace、regconfigおよびregdictionaryです。
表8.24「オブジェクト識別子データ型」に概要を示します。
   
oidデータ型は現在、符号なし4バイト整数として実装されています。
これは、大規模なデータベース全体にわたって一意とするには十分ではありません。
大規模な個別のテーブル内においても十分ではないかもしれません。
そのため、ユーザ作成テーブルのOID列を主キーとして使用するのはお勧めできません。
OIDの使用は、システムテーブルへの参照の場合にのみ推奨されます。
   
oidデータ型自体は、比較以外の演算はほとんど行いません。
しかし、整数としてキャストすることもでき、その場合標準の整数演算子を使用して操作することができます。
（これを行うと、符号付きと符号なしの間で混乱が起きかねないことに注意してください。）
   
OIDの別名データ型は、専用の入出力ルーチン以外には演算を行いません。
これらのルーチンでは、oid型が使用するような未加工の数値ではなく、システムオブジェクト用のシンボル名を受け入れたり表示したりできます。
別名データ型により、オブジェクトのOID値の検索が簡単になります。
例えば、mytableテーブルに関連したpg_attribute行を確認するには、以下のように記述することができます。

SELECT * FROM pg_attribute WHERE attrelid = 'mytable'::regclass;

次のように記述する必要はありません。

SELECT * FROM pg_attribute
  WHERE attrelid = (SELECT oid FROM pg_class WHERE relname = 'mytable');

後者もそう悪くないように見えますが、これは過度に単純化されています。
異なるスキーマにmytableテーブルが複数ある場合には、正しいOIDを選択するために、より複雑なSELECTが必要となります。
regclass入力変換ではスキーマパスの設定に従ってテーブル検索を扱いますので、自動的に「正しい検索」を行います。
同様に、テーブルのOIDをregclassにキャストすることは、数値のOIDのシンボル表示に便利です。
   
表8.24 オブジェクト識別子データ型
	型名	参照	説明	値の例
	oid	すべて	数値オブジェクト識別子	564182
	regproc	pg_proc	関数名	sum
	regprocedure	pg_proc	引数の型を持つ関数	sum(int4)
	regoper	pg_operator	演算子名	+
	regoperator	pg_operator	引数の型を持つ演算子	*(integer,integer) or -(NONE,integer)
	regclass	pg_class	リレーション名	pg_type
	regtype	pg_type	データ型名	integer
	regrole	pg_authid	ロール名	smithee
	regnamespace	pg_namespace	名前空間名	pg_catalog
	regconfig	pg_ts_config	テキスト検索設定	english
	regdictionary	pg_ts_dict	テキスト検索辞書	simple



名前空間でグループ化されたオブジェクトのOID別名型はすべてスキーマ修飾名を受け入れ、出力時にスキーマ修飾名を表示します。
ただし、現在の検索パスでオブジェクトが見つけられなければ、修飾せずに出力します。
regprocとregoper別名型は、一意な（オーバーロードしていない）名前のみを入力として受け入れるため、これらの使用には限度があります。
ほとんどの場合、regprocedureまたはregoperatorを使用するのが適切です。
regoperatorの場合、単項演算子は未使用のオペランドをNONEと記述することによって指定されます。
   
ほとんどのOID別名型のさらなる属性は依存性の作成です。
これらの型の1つの定数が格納された式内に存在する場合（列のデフォルト式やビューなど）、参照されるオブジェクトへの依存性を生成します。
例えば、列がnextval('my_seq'::regclass)というデフォルト式を持つ場合、PostgreSQL™はデフォルト式がmy_seqシーケンスに依存することを理解します。
システムは先にこのデフォルト式が削除されない限り、このシーケンスを削除させません。
   
注記
OID別名型はトランザクション隔離規則に完全には従いません。
プランナも単なる定数として扱いますので、次善の計画になるかもしれません。
   

システムが使用するもう1つの識別子の型はxid、すなわちトランザクション（略してxact）識別子です。
これはxminシステム列およびxmaxシステム列のデータ型です。
トランザクション識別子は32ビット長です。
   
システムが使用する3つ目の識別子はcid、すなわちコマンド識別子です。
これはcminシステム列およびcmaxシステム列のデータ型です。
コマンド識別子も32ビット長です。
   
システムが使用する最後の識別子はtid、すなわちタプル識別子（行識別子）です。
これはctidシステム列のデータ型です。
タプルIDはテーブル内の行の物理的位置を識別するための組（ブロック番号、ブロック内のタプルインデックス）です。
   
（システム列の詳細は「システム列」で説明します。）
   

リリース7.4.27



リリース日
2009-12-14

このリリースは7.4.26に対し、各種の不具合を修正したものです。
7.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース7.4」を参照してください。
  
バージョン7.4.27への移行



7.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし7.4.26以前のバージョンからアップデートする場合は「リリース7.4.26」を参照してください。
   

変更点



	セッション固有の状態を変更するインデックス関数により引き起こされる間接的なセキュリティ脅威から保護します。(Gurjeet Singh, Tom)
     
この変更により不変インデックス関数がスーパーユーザのセッションを破壊する可能性(CVE-2009-4136)を防ぎます。
     

	ヌルバイトが埋め込まれたコモンネーム（CN）フィールドをもつSSL証明書を拒絶します。(Magnus)
     
これは、SSL検証においてサーバまたはクライアント名に対する証明書が不正に一致しないようにします。(CVE-2009-4034)
     

	バックエンド起動時のキャッシュ初期化の間でクラッシュする可能性を修正しました。(Tom)
     

	安全ではない時点でのVACUUMを中断するシグナルを防止します。 (Alvaro)
     
この修正により、VACUUM FULLがすでにタプルの移動をコミットした後にキャンセルされた場合のパニックや、通常のVACUUMがテーブルを切り詰めた後に割り込みを受けた場合の一時的なエラーを防止します。
     

	ハッシュテーブルサイズの計算における整数オーバーフローによるクラッシュの可能性を修正しました。(Tom)
     
これは、ハッシュ結合の結果のプランナの推定サイズが極端に大きい場合に発生することがありました。
     

	inet/cidrの比較における非常にまれなクラッシュを修正しました。 (Chris Mikkelson)
     

	PAMパスワード処理をより堅牢に修正しました。(Tom)
     
以前のコードでは、Linuxのpam_krb5 PAMモジュールとドメインコントローラとしてのMicrosoft Active Directoryを組み合わせると失敗することが知られていました。
PAMスタックに渡される引数に関する正当ではない仮定を作成することであるため、どこかで問題になるかもしれません。
     

	今後のバージョンのlibpqとの互換性を高めるために、postmasterが接続要求パケットにおけるapplication_nameパラメータをすべて無視するようにしました。(Tom)
     





user_defined_types



user_defined_typesビューは、現在は現在のデータベースで定義された全ての複合データ型を含みます。
表示される型は、現在のユーザが（所有者である、何らかの権限を持っているといった方法で）アクセスできるものだけです。
  
SQLは二種類のユーザ定義データ型を知っています。構造化型（PostgreSQL™では複合データ型として知られています）と特殊型（PostgreSQL™では実装されていません）。将来を見越して、user_defined_type_category列をこれらを区別するために使用します。PostgreSQL™の拡張である基本型や列挙型といった他のユーザ定義型はここには表示されません。
ドメインについては代わりに「domains」を参照してください。
  
表35.56 user_defined_typesの列
	名前	データ型	説明
	user_defined_type_catalog	sql_identifier	型を持つデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	user_defined_type_schema	sql_identifier	型を持つスキーマの名前です。
	user_defined_type_name	sql_identifier	型の名前です。
	user_defined_type_category	character_data	現在は常にSTRUCTUREDです。
      
	is_instantiable	yes_or_no	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	is_final	yes_or_no	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	ordering_form	character_data	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	ordering_category	character_data	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	ordering_routine_catalog	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	ordering_routine_schema	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	ordering_routine_name	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	reference_type	character_data	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	data_type	character_data	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	character_maximum_length	cardinal_number	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	character_octet_length	cardinal_number	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	character_set_catalog	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	character_set_schema	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	character_set_name	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	collation_catalog	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	collation_schema	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	collation_name	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	numeric_precision	cardinal_number	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	numeric_precision_radix	cardinal_number	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	numeric_scale	cardinal_number	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	datetime_precision	cardinal_number	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	interval_type	character_data	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	interval_precision	cardinal_number	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	source_dtd_identifier	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	ref_dtd_identifier	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。




PL/Perlにおけるグローバルな値



現在のセッションの有効期間中の関数呼び出し間でデータ（コード参照を含む）を受け渡しするためにグローバルな%_SHAREDハッシュを使用することができます。
  
データの共有について簡単な例を以下に示します。

CREATE OR REPLACE FUNCTION set_var(name text, val text) RETURNS text AS $$
    if ($_SHARED{$_[0]} = $_[1]) {
        return 'ok';
    } else {
        return "cannot set shared variable $_[0] to $_[1]";
    }
$$ LANGUAGE plperl;

CREATE OR REPLACE FUNCTION get_var(name text) RETURNS text AS $$
    return $_SHARED{$_[0]};
$$ LANGUAGE plperl;

SELECT set_var('sample', 'Hello, PL/Perl!  How''s tricks?');
SELECT get_var('sample');

  
以下は、コード参照を使用した、多少複雑な例です。


CREATE OR REPLACE FUNCTION myfuncs() RETURNS void AS $$
    $_SHARED{myquote} = sub {
        my $arg = shift;
        $arg =~ s/(['\\])/\\$1/g;
        return "'$arg'";
    };
$$ LANGUAGE plperl;

SELECT myfuncs(); /* 関数の初期化 */

/* 引用符関数を使用する関数を作成 */

CREATE OR REPLACE FUNCTION use_quote(TEXT) RETURNS text AS $$
    my $text_to_quote = shift;
    my $qfunc = $_SHARED{myquote};
    return &$qfunc($text_to_quote);
$$ LANGUAGE plperl;


（可読性を犠牲にすると、上はreturn $_SHARED{myquote}->($_[0]);という1行のみで置き換えることができます。）
  
セキュリティ上の理由により、PL/Perlは、あるロールで呼び出された関数をそのロール用に独立したPerlインタプリタ内で実行します。
これにより、あるユーザの事故または悪意によって他のユーザのPL/Perl関数の動作が干渉されてしまうことを防ぎます。
こうしたインタプリタはそれぞれ独自の%_SHAREDなどのグローバル状態を持ちます。
したがって、同一のSQLロールによって実行された場合のみ、２つのPL/Perl関数は同じ%_SHARED値を共有します。
１つのセッション内で複数のSQLロールの元でコードを（SECURITY DEFINER経由、SET ROLEの使用など）実行するアプリケーションでは、確実にPL/Perl関数が%_SHAREDを介してデータを共有することができるように、明示的な処理を行う必要があります。
このためには、通信しなければならない関数が同じユーザによって所有されること、およびSECURITY DEFINERと印付けられていることを確実にしなければなりません。
当然ながらこうした関数が意図していないことを行うために使用することができないように注意しなければなりません。
  

applicable_roles



applicable_rolesビューは、その権限を現在のユーザが使用することができるすべてのロールを識別します。
これは、現在のユーザから問題のロールに付与されたロールの連鎖が存在することを意味します。
現在のユーザ自身もまた適用可能なロールです。
適用可能なロール群は通常権限の検査に使用されます。


  
表35.3 applicable_rolesの列
	名前	データ型	説明
	grantee	sql_identifier	このロールのメンバ資格を付与したロールの名前です。
（現在のユーザかもしれませんし、入れ子状のロールメンバ資格の場合は異なるロールかもしれません。）
      
	role_name	sql_identifier	ロールの名前です。
	is_grantable	yes_or_no	付与者がこのロールにアドミンオプションを持つ場合YES、さもなくばNOです。
      





名前
ALTER FOREIGN TABLE — 外部テーブルの定義を変更する

概要
ALTER FOREIGN TABLE [ IF EXISTS ] [ ONLY ] name [ * ]
    action [, ... ]
ALTER FOREIGN TABLE [ IF EXISTS ] [ ONLY ] name [ * ]
    RENAME [ COLUMN ] column_name TO new_column_name
ALTER FOREIGN TABLE [ IF EXISTS ] name
    RENAME TO new_name
ALTER FOREIGN TABLE [ IF EXISTS ] name
    SET SCHEMA new_schema

ここでactionは以下のいずれかです。

    ADD [ COLUMN ] column_name data_type [ COLLATE collation ] [ column_constraint [ ... ] ]
    DROP [ COLUMN ] [ IF EXISTS ] column_name [ RESTRICT | CASCADE ]
    ALTER [ COLUMN ] column_name [ SET DATA ] TYPE data_type [ COLLATE collation ]
    ALTER [ COLUMN ] column_name SET DEFAULT expression
    ALTER [ COLUMN ] column_name DROP DEFAULT
    ALTER [ COLUMN ] column_name { SET | DROP } NOT NULL
    ALTER [ COLUMN ] column_name SET STATISTICS integer
    ALTER [ COLUMN ] column_name SET ( attribute_option = value [, ... ] )
    ALTER [ COLUMN ] column_name RESET ( attribute_option [, ... ] )
    ALTER [ COLUMN ] column_name SET STORAGE { PLAIN | EXTERNAL | EXTENDED | MAIN }
    ALTER [ COLUMN ] column_name OPTIONS ( [ ADD | SET | DROP ] option ['value'] [, ... ])
    ADD table_constraint [ NOT VALID ]
    VALIDATE CONSTRAINT constraint_name
    DROP CONSTRAINT [ IF EXISTS ]  constraint_name [ RESTRICT | CASCADE ]
    DISABLE TRIGGER [ trigger_name | ALL | USER ]
    ENABLE TRIGGER [ trigger_name | ALL | USER ]
    ENABLE REPLICA TRIGGER trigger_name
    ENABLE ALWAYS TRIGGER trigger_name
    SET WITH OIDS
    SET WITHOUT OIDS
    INHERIT parent_table
    NO INHERIT parent_table
    OWNER TO { new_owner | CURRENT_USER | SESSION_USER }
    OPTIONS ( [ ADD | SET | DROP ] option ['value'] [, ... ])

説明
ALTER FOREIGN TABLEは既存の外部テーブルの定義を変更します。
以下のように複数の副構文があります。

  
	ADD COLUMN
	この構文は、CREATE FOREIGN TABLE(7)と同じ文法を使用して、外部テーブルに新しい列を追加します。
通常のテーブルに列を追加する場合と異なり、背後のストレージには何も起こりません。
この操作は単に、外部テーブルを通して何らかの新しい列がアクセスできるようになったことを宣言します。
     

	DROP COLUMN [ IF EXISTS ]
	この構文は外部テーブルから列を削除します。
ビューなど何らかのその他のテーブルがこの列に依存する場合、CASCADEを付けなければなりません。
IF EXISTSが指定された場合、列が存在しなくてもエラーになりません。
この場合、注意メッセージが代わりに発生します。
     

	SET DATA TYPE
	この構文は外部テーブルの列の型を変更します。
この場合も、背後のストレージには何の影響もありません。
この動作は単に、PostgreSQL™が想定しているその列の型を変更するだけです。
     

	SET/DROP DEFAULT
	この構文は列に対するデフォルト値の設定または削除を行います。
デフォルト値はその後に行われるINSERTまたはUPDATEコマンドにのみ適用されます。
すでにテーブル内に存在する行の変更は行われません。
     

	SET/DROP NOT NULL
	列にNULL値を許すか許さないかどうか印を付けます。
     

	SET STATISTICS
	この構文は、この後のANALYZE(7)操作における列単位の統計情報収集目標を設定します。
詳細についてはALTER TABLE(7)の類似の構文を参照してください。
     

	SET ( attribute_option = value [, ... ] ), RESET ( attribute_option [, ... ] )
	この構文は属性単位のオプションを設定またはリセットします。
詳細についてはALTER TABLE(7)における類似の構文を参照してください。
     

	     SET STORAGE
    
	この構文は、列のストレージモードを設定します。
詳しくはALTER TABLE(7)の類似の構文を参照して下さい。
ストレージモードは、テーブルの外部データラッパがそれに注意するようになっていなければ、何の効果もないことに注意して下さい。
     

	ADD table_constraint [ NOT VALID ]
	この構文は、CREATE FOREIGN TABLE(7)と同じ構文を使って、外部テーブルに新しい制約を追加します。
現在のところ、CHECK制約のみがサポートされています。
     
通常のテーブルに制約を追加する場合とは異なり、制約が正しいことを検証するために、何も実行されません。
そうではなく、この動作は単に、ある新しい条件が、外部テーブルのすべての行に対して成り立つことを仮定すべきだと宣言するものです。
（CREATE FOREIGN TABLE(7)の記述を参照して下さい。）
制約がNOT VALIDであるとされている場合、それが成り立つことは仮定されず、将来利用される場合に備えて記録されているだけになります。
     

	VALIDATE CONSTRAINT
	この構文は、それまでNOT VALIDであるとされていた制約をvalidに変更します。
制約を検証するために何の動作も実行されませんが、以後の問い合わせではそれが成り立つと仮定されます。
     

	DROP CONSTRAINT [ IF EXISTS ]
	この構文は、外部テーブル上の指定された制約を削除します。
IF EXISTSが指定され、その制約が存在しない場合は、エラーにはなりません。
その場合、代わりに注意が発行されます。
     

	DISABLE/ENABLE [ REPLICA | ALWAYS ] TRIGGER
	これらの構文は外部テーブルに属するトリガーの発行について設定します。
詳細についてはALTER TABLE(7)における類似の構文を参照してください。
     

	SET WITH OIDS
	この構文はテーブルにシステム列oidを追加します（「システム列」参照）。
テーブルに既にOIDがあるときは何もしません。
テーブルの外部データラッパがOIDをサポートしていない場合は、この列は単にゼロとして読み出されます。
     
これはADD COLUMN oid oidと同等ではないことに注意して下さい。
ADD COLUMN oid oidはoidという名前の通常の列を追加するのであって、システム列を追加するのではありません。
     

	SET WITHOUT OIDS
	この構文はテーブルからシステム列oidを削除します。
これは、既にoid列がない場合でもエラーにしないことを除けば、DROP COLUMN oid RESTRICTとまったく同等です。
     

	INHERIT parent_table
	この構文は対象の外部テーブルを指定した親テーブルの新しい子テーブルとして追加します。
詳しくはALTER TABLE(7)の類似の構文を参照して下さい。
     

	NO INHERIT parent_table
	この構文は、対象の外部テーブルを指定した親テーブルの子テーブルのリストから削除します。
     

	OWNER
	この構文は外部テーブルの所有者を指定ユーザに変更します。
     

	OPTIONS ( [ ADD | SET | DROP ] option ['value'] [, ... ] )
	外部テーブルもしくはその列の１つについてのオプションを変更します。
ADD、SET、DROPは実行する操作を指定します。
明示的な操作指定がない場合ADDとみなされます。
重複したオプション名は許されません。
（しかしテーブルオプションと列オプションとで同じ名前を持たせることは問題ありません。）
またオプションの名前と値は外部データラッパのライブラリを使用して検証されます。
     

	RENAME
	RENAME構文は外部テーブルの名前または外部テーブル内の個々の列の名前を変更します。
     

	SET SCHEMA
	この構文は外部テーブルを別のスキーマに移動します。
     




  
RENAMEおよびSET SCHEMA以外の操作はすべて、複数変更項目リストにまとめて並行に適用することができます。
例えば、複数の列の追加、複数の列の型変更、またはその両方を単一のコマンドで行うことができます。
  
コマンドがALTER FOREIGN TABLE IF EXISTS ...と記述されていて外部テーブルが存在しない場合、エラーにはなりません。
この場合、注意が発行されます。
  
ALTER FOREIGN TABLEを使用するためにはテーブルの所有者でなければなりません。
また外部テーブルのスキーマを変更するためには、新しいスキーマに対してCREATE権限を持っていなければなりません。
所有者を変更するためには、新しく所有者となるロールの直接的または間接的なメンバでなければなりません。
また新しく所有者となるロールはテーブルのスキーマに対してCREATE権限を持っていなければなりません。
（これらの制限により、テーブルの削除と再作成を行ってもできないことを所有者の変更で行えないようにします。
しかし、スーパーユーザはどのテーブルの所有者も変更できます。）
列の追加または列の型の変更を行うためには、そのデータ型に対するUSAGE権限も必要です。
  

パラメータ
	name
	変更対象の既存外部テーブルの名前（スキーマ修飾可）です。
テーブル名の前にONLYが指定されていた場合、そのテーブルのみが変更されます。
ONLYが指定されていない場合、そのテーブルと、そのすべての子孫のテーブル（あれば）が変更されます。
子孫のテーブルが含まれることを明示的に示すために、テーブル名の後に*を指定することができますが、これは省略可能です。
       

	column_name
	新しい列または既存の列の名前です。
       

	new_column_name
	既存の列に対する新しい名前です。
       

	new_name
	テーブルの新しい名前です。
       

	data_type
	新しい列のデータ型、または既存の列に対する新しいデータ型です。
       

	table_constraint
	外部テーブルの新しいテーブル制約です。
       

	constraint_name
	削除する既存の制約の名前です。
       

	CASCADE
	削除される列または制約に依存するオブジェクト（その列を参照するビューなど）を自動的に削除し、さらにそれらのオブジェクトに依存するすべてのオブジェクトも削除します（「依存関係の追跡」参照）。
       

	RESTRICT
	依存するオブジェクトが存在する場合、列または制約の削除を拒否します。
これがデフォルトの動作です。
       

	trigger_name
	無効にする、あるいは有効にするトリガーの名前です。
       

	ALL
	外部テーブルに属するすべてのトリガーを無効、あるいは有効にします。
(内部的に生成されたトリガーが含まれる場合、スーパーユーザー権限が必要です。
コアシステムは外部テーブルにそのようなトリガーを追加することはありませんが、アドオンが追加することはあり得ます。)
       

	USER
	内部的に生成されたトリガーを除き、外部テーブルに属するすべてのトリガーを無効、あるいは有効にします。
       

	parent_table
	外部テーブルと関連付ける、あるいは関連を取り消す親テーブルです。
       

	new_owner
	テーブルの新しい所有者のユーザ名です。
       

	new_schema
	テーブルの移動先となるスキーマの名前です。
       




注釈
COLUMNキーワードには意味がなく、省略可能です。
   
ADD COLUMNまたはDROP COLUMNにより列が追加、削除される時、NOT NULLまたはCHECK制約が追加される時、SET DATA TYPEにより列の型が変更される時、外部サーバとの一貫性は検査されません。
確実にテーブル定義をリモート側に合わせることはユーザの責任です。
   
有効なパラメータに関する詳しい説明についてはCREATE FOREIGN TABLE(7)を参照してください。
   

例
列を非NULLと印付けします。

ALTER FOREIGN TABLE distributors ALTER COLUMN street SET NOT NULL;

  
外部テーブルのオプションを変更します。

ALTER FOREIGN TABLE myschema.distributors OPTIONS (ADD opt1 'value', SET opt2 'value2', DROP opt3 'value3');

互換性
ADD、DROP、SET DATA TYPE構文は標準SQLに準拠します。
他の構文は標準SQLに対するPostgreSQL™の拡張です。
単一のALTER FOREIGN TABLEコマンドに複数の操作を指定する機能も拡張です。
  
ALTER FOREIGN TABLE DROP COLUMNを用いて外部テーブルのたった1つの列を削除してゼロ列のテーブルとすることができます。
これは拡張であり、SQLではゼロ列の外部テーブルを許しません。
  

関連項目
CREATE FOREIGN TABLE(7), DROP FOREIGN TABLE(7)

リリース7.3.15



リリース日
2006-05-23

このリリースは7.3.14の各種不具合を修正したもので、非常に深刻なセキュリティ問題を解消するパッチを含みます。
  
バージョン7.3.15への移行



7.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、7.3.13より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース7.3.13」を参照してください。
   
CVE-2006-2313およびCVE-2006-2314に示されたSQLインジェクション攻撃を完全に防ぐためには、アプリケーション側のコードの変更が必要となる場合があります。
SQLコマンド内に信頼できない文字列を埋め込むアプリケーションでは、できる限り早く、その文字列が推奨するエスケープ技法を使用していることを確実に検証しなければなりません。
ほとんどの場合、アプリケーションは文字列のエスケープ処理に、その場しのぎのコードではなく、ライブラリやドライバが提供する（libpqのPQescapeStringConn()のような）関数を使用しなければなりません。
   

変更点



	すべての場合において、符号化が無効なマルチバイト文字を拒絶するようにサーバを変更しました。
(Tatsuo, Tom)
PostgreSQL™は少し前からこのような方向に移行していましたが、この検査がすべての符号化方式とすべてのテキスト入力に対して統一的に適用されるようになりました。
さらに、単なる警告ではなく常にエラーとなるようになりました。
この変更はCVE-2006-2313で示されるような種類のSQLインジェクション攻撃から保護します。

	文字列リテラル内の\'の安全ではない使用を拒絶します。
CVE-2006-2314で示されるような種類のSQLインジェクション攻撃からのサーバ側の保護として、
サーバは、SQL文字列リテラル内のASCII単一引用符の表現として、''のみを受付け、\'を受付けないようになりました。
デフォルトでは、SQLインジェクションが可能となる状況である、client_encodingがクライアント側のみの符号化方式（SJIS、BIG5、GBK、GB18030、UHC）に設定された場合にのみ\'は拒絶されます。
新しい設定パラメータbackslash_quoteにより、必要な場合にこの動作を調整できます。
CVE-2006-2314に対して完全に保護するには、クライアント側を変更する必要があるかもしれないことに注意してください。
安全ではないクライアントを安全ではないものとして明らかにすることが、backslash_quoteの目的の一つです。

	libpqの文字列エスケープルーチンを、符号化方式とstandard_conforming_stringsを考慮するように変更しました。
これは、CVE-2006-2313およびCVE-2006-2314で示されるセキュリティ問題に対し、libpqを使用したアプリケーションを修正します。
また、将来予定されるSQL標準文字列リテラル構文への移行に対しても保護しています。
同時に複数のPostgreSQL™接続を使用するアプリケーションは、各データベース接続において使用される設定に合わせてエスケープ処理が正しく行われるように、PQescapeStringConn()とPQescapeByteaConn()に移行しなければなりません。
「独自に」文字列エスケープ処理を行うアプリケーションはライブラリルーチンを使用するように変更しなければなりません。

	一部の不正な符号化方式変換関数を修正しました。
win1251_to_iso、win866_to_iso、euc_tw_to_big5、euc_tw_to_mic、mic_to_euc_twはすべて可変拡張に関して正しくありませんでした。

	文字列における偶然残る\'の使用を整理しました。
(Bruce, Jan)

	独自のDH SSLパラメータを正しく使用するようにサーバを修正しました。(Michael Fuhr)

	さまざまな小規模のメモリリークを修正しました。





行と配列の比較



本節では、値のグループ間で複数の比較を行う、さまざまな特殊化したコンストラクトについて説明します。
この形式は構文的には、前節の副問い合わせ形式と関係しています。しかし、副問い合わせを含みません。
配列副式を含む形式はPostgreSQL™の拡張ですが、それ以外はSQL準拠です。
本節で記載した全ての式形式は結果として論理値（真/偽）を返します。
  
IN



expression IN (value [, ...])
右辺は括弧で括られたスカラ式のリストです。
左辺の式の結果が右辺の式のいずれかと等しい場合、結果は「true（真）」になります。
これは以下の省略形です。


expression = value1
OR
expression = value2
OR
...

  
左辺の式がNULLを生じる場合、または右側の値に等しいものがなくて少なくとも1つの右辺の行がNULLを持つ場合、IN構文の結果は偽ではなくNULLとなることに注意してください。
これは、NULL値の論理的な組み合わせに対するSQLの標準規則に従うものです。
  

NOT IN



expression NOT IN (value [, ...])
右辺は括弧で括られたスカラ式のリストです。
左辺の式の結果が右辺の式の全てと等しくない場合、結果は「真」です。
これは以下の省略形です。


expression <> value1
AND
expression <> value2
AND
...

  
左辺の式でNULLが生じる場合、または右辺の値に左辺の式と等しいものがなく、かつ少なくとも1つの右辺の式がNULLを生じる場合、NOT IN構文の結果は、一部の人が予想する真ではなく、NULLとなることに注意してください。
これは、NULL値の論理的な組み合わせに対するSQLの標準規則に従うものです。
  
ヒント
全ての場合において、x NOT IN yはNOT (x IN y)と等価です。
しかし、INを使用するよりもNOT INを使用する方が初心者がNULL値による間違いをしやすくなります。
可能な限り条件を肯定的に表現することが最善です。
  


ANY/SOME (配列)



expression operator ANY (array expression)
expression operator SOME (array expression)
右辺は括弧で括られた式で、配列値を返さなければなりません。
左辺の式は配列要素それぞれに対して、指定されたoperatorを使用して評価、比較されます。なお、operatorは結果として論理値を生成する必要があります。
真の結果が１つでもあると、ANYの結果は「true（真）」です。
真の結果がない（配列の要素数がゼロである場合を含む）と、結果は「false（偽）」です。
  
配列式がNULL配列を生成する場合、ANYの結果はNULLになります。
左辺式がNULLとなる場合、ANYの結果は通常NULLになります（STRICTでない比較演算子では異なる結果になるかもしれません）。
また、右辺の配列にNULL要素が含まれ、かつ、比較の結果、真が得られなかった場合、ANYの結果は偽ではなくNULLになります（ここでも、STRICTな演算子の場合です）。
これは、NULLに対する、SQLの論理値組み合わせに関する標準規則に従うものです。
  
SOMEはANYの同義語です。
  

ALL (配列)



expression operator ALL (array expression)
右辺は括弧で括られた式で、配列値を返さなければなりません。
左辺の式は配列の要素それぞれに対して、指定されたoperatorを使用して評価、比較されます。なお、operatorは結果として論理値を生成する必要があります。
全ての比較が真になる場合（配列の要素数がゼロである場合を含む）、ALLの結果は「true（真）」です。
1つでも偽の結果があると、結果は「false（偽）」です。
  
配列式がNULL配列を生成する場合、ALLの結果はNULLになります。
左辺式がNULLとなる場合、ALLの結果は通常NULLになります（厳格でない比較演算子では異なる結果になるかもしれません）。
また、右辺の配列にNULL要素が含まれ、かつ、比較の結果、偽が得られなかった場合、ALLの結果は真ではなくNULLになります（ここでも、厳格な演算子の場合です）。
これは、NULLに対する、SQLの論理値組み合わせに関する標準規則に従うものです。
  

行コンストラクタの比較



row_constructor operator row_constructor
両辺とも「行コンストラクタ」で説明する行コンストラクタです。
この２つの行値は同じフィールド数でなければなりません。
両辺はそれぞれ評価され、行として比較されます。
行コンストラクタの比較は、operatorが=、<>、<、<=、>、>=の場合に認められます。
各行の要素はデフォルトのB-tree演算子クラスを持つ型でなければなりません。そうでなければ、比較を試みるとエラーが発生します。
  
注記
比較が先行する列で解決された場合、要素の数や型に関係するエラーは起きないこともあります。
   

=と<>の場合、他と動作が多少異なります。
2つの行は対応する全ての構成要素が非NULLかつ等しい場合に等しいとみなされます。
１つでも構成要素が非NULLかつ等しくない場合、2つの行は等しくないとみなされます。
それ以外の場合、その行の比較結果は不明（NULL）です。
  
<、<=、>、>=の場合、行の要素は左から右に比較されます。そして、不等またはNULLの組み合わせが見つかったところで停止します。
要素の組み合わせのどちらかがNULLであった場合、行比較の結果は不明（NULL）です。さもなくば、要素の組み合わせの比較により結果が決まります。
例えば、ROW(1,2,NULL) < ROW(1,3,0)は、３番目の要素の組み合わせまで進まないため、NULLではなく真を返します。
  
注記
PostgreSQL™の8.2より前では、<、<=、> 、>=の場合SQL仕様に従っていませんでした。
ROW(a,b) < ROW(c,d)などの比較は正しくはa < c OR (a = c AND b < d)ですが、a < c AND b < dとして実装されていました。
   

row_constructor IS DISTINCT FROM row_constructor
このコンストラクトは<>行比較と類似していますが、NULL入力に対してNULLを生成しない点が異なります。
その代わりに、全てのNULL値は非NULL値と等しくない（DISTINCT FROM）ものとみなされ、また、２つのNULLは等しい（NOT DISTINCT）ものとみなされます。
したがって、結果は真か偽のいずれかで、NULLにはなりません。
  
row_constructor IS NOT DISTINCT FROM row_constructor
このコンストラクトは=行比較と類似していますが、NULL入力に対してNULLを生成しません。
代わりに、NULL値を、すべての非NULLの値に対して不等（DISTINCT FROM）とみなし、２つのNULLを等しいもの（NOT DISTINCT）とみなします。
したがって、結果は常に真か偽となり、NULLになることはありません
  

複合型の比較



record operator record
SQL仕様では、結果が2つのNULL値、またはNULLと非NULLの比較に依存するのであれば、行の観点からの比較はNULLを返すことを要求されています。
PostgreSQL™は、(「行コンストラクタの比較」にあるように)２つの行コンストラクタの出力の比較を行う時、または副問い合わせの出力に対し(「副問い合わせ式」にあるように)行コンストラクタの比較を行う時のみこれを実施します。
２つの複合型の値が比較されるほかの状況では、２つのNULLフィールドの値は等しいと考えられ、NULLは非NULLより大きいとみなされます。
複合型に対して、これは一貫した並び替えとインデックス付け動作担保のため必要です。
  
各辺が評価され、行単位で比較が行なわれます。
複合型の比較はoperatorが=、<>、<、<=、>、>=またはそのいずれかと類似の意味を持つ場合に許されます。
(正確には、演算子はB-tree演算子クラスのメンバである場合、またはB-tree演算子クラスの=メンバの否定子である場合に行比較演算子となり得ます。)
上記の演算子のデフォルトの動作は、行コンストラクタに対するIS [ NOT ] DISTINCT FROMと同じです（「行コンストラクタの比較」参照）。
  
デフォルトのB-tree演算子クラスを持たない要素を含む行の一致をサポートするために、いくつかの演算子が複合型の比較のために定義されています。
それは*=、*<>、*<、*<=、*>、*>=です。
上記の演算子は2つの行の内部バイナリ表現を比較します。
2つの行の等価演算子での比較が真であっても、2つの行はバイナリ表現が異なるかもしれません。
上記の比較演算子での行の順序は決定論的ですが、それ以外は意味がありません。
上記の演算子はマテリアライズドビューで内部的に使われ、レプリケーションのような他の特定の目的のためには有用かもしれませんが、問い合わせを書くのに一般的に有用であるようにとは意図していません。
  


role_table_grants



role_table_grantsビューは、現在有効なロールが譲与者または被譲与者であるテーブルやビュー上に与えられた全ての権限を識別します。
詳細な情報はtable_privilegesの中にあります。
このビューとtable_privilegesとの間の実質的な違いは、このビューでは現在のユーザがPUBLICに与えられた権限によりアクセスできるようになったテーブルを省略していることだけです。
  
表35.34 role_table_grantsの列
	名前	データ型	説明
	grantor	sql_identifier	権限を与えたロールの名前です。
	grantee	sql_identifier	権限が与えられたロールの名前です。
	table_catalog	sql_identifier	テーブルを持つデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	table_schema	sql_identifier	テーブルを持つスキーマの名前です。
	table_name	sql_identifier	テーブルの名前です。
	privilege_type	character_data	権限の種類は、
SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE、TRUNCATE、REFERENCES、またはTRIGGERのいずれかです。
      
	is_grantable	yes_or_no	権限が付与可能な場合YESです。さもなくばNOです。
	with_hierarchy	yes_or_no	SQL標準では、WITH HIERARCHY OPTIONは、継承テーブル階層に対するある操作を許可する独立した（副次）権限です。
PostgreSQLでは、これはSELECT権限に含まれているため、この列は権限がSELECTの場合はYES、それ以外の場合はNOです。
      




演算子最適化に関する情報



PostgreSQL™の演算子定義では、システムに演算子がどう振舞うかに関する有用なことを通知する、いくつかのオプション句を持つことができます。
これらの句により演算子を使用する問い合わせの実行速度がかなり向上しますので、これらの句は適切な時には常に提供しなければなりません。
しかし、提供する時にはそれらが正しいことを確認しなければいけません！
間違って最適化用の句を使用すると、問い合わせの低速化、わけのわからないおかしな出力、その他有害な事が起こり得ます。
最適化用の句についてわからなければ、使用しなくても構いません。
使用された時よりも問い合わせの実行が遅くなるかもしれないというだけです。
   
PostgreSQL™の今後のバージョンで、最適化用の句はさらに追加される可能性があります。
ここで説明するものはすべて、バージョン9.6.0で有効なものです。
   
COMMUTATOR



COMMUTATOR句が与えられた場合、それは定義する演算子の交代演算子となる演算子の名前です。
取り得る全ての入力値x、yに対して、(x A y)が(y B x)と等しい時、演算子Aは演算子Bの交代演算子であると言います。
また、BはAの交代演算子となることにも注意してください。
例えば、通常、特定のデータ型用の演算子<と>は互いの交代演算子になります。
また、通常、演算子+は自身が交代演算子となります。
しかし、通常、演算子-は交代演算子を持ちません。
    
交代可能な演算子の左オペランドの型は、その交代演算子の右オペランドの型と同一で、その逆もまた同様です。
したがって、PostgreSQL™で交代演算子を検索する時に必要なものは交代演算子の名前のみになりますので、COMMUTATOR句でそれのみを与えておけば十分です。
    
インデックスや結合句で使用される演算子では交代演算子の情報を提供することが必須です。
これにより、問い合わせオプティマイザがその句を他の種類の実行計画で必要とされる形式に「ひっくり返す」ことができるためです。
例えば、tab1.x = tab2.yのようなWHERE句を持った問い合わせを考えてみます。
ここでtab1.xとtab2.yはユーザ定義型で、tab2.yにはインデックスが付いていると仮定します。
オプティマイザは、この句をtab2.y = tab1.xという形にひっくり返す方法を知らない限り、インデックススキャンを生成できません。
インデックススキャン機構は演算子の左側にインデックス付けされた列があることを想定しているためです。
PostgreSQL™は簡単にこの変形が有効であると前提しません。
=演算子の作成者がこれが有効であることを、交換演算子情報を持つ演算子であると印付けて指定しなければなりません。
    
自己交代演算子を定義する場合は、単にそれを指定するだけです。
交代演算子の対を定義する場合は少し複雑になります。
最初に他の未定義のものを参照するものをどう定義するのかということが問題となります。
この問題には下記の2つの解決方法があります。

     
	1つ目の方法は、最初の演算子を定義する際にCOMMUTATOR句を省略し、2番目の演算子の定義では、COMMUTATOR句に最初の演算子を与えるという方法です。
PostgreSQL™は交代演算子が対になっていることがわかっていますので、2番目の定義を見た時に、自動的に最初の定義に戻ってその未定義になっているCOMMUTATOR句を設定します。
       

	もう1つの方法は、両方の定義にCOMMUTATOR句を含めるというもっと素直な方法です。
PostgreSQL™は最初の定義を処理する際に、COMMUTATORが存在しない演算子を参照していることがわかると、システムはその演算子用の仮のエントリをシステムカタログに作成します。
この仮エントリには、PostgreSQL™がこの時点で推定できる、演算子名、左オペランドの型、右オペランドの型、および結果の型についてのみの有効なデータが入ります。
最初の演算子のカタログエントリはこの仮エントリに結び付きます。
この後、2番目の演算子が定義されたら、システムはその仮エントリに2番目の定義から得られる追加情報を更新します。
更新される前に仮の演算子を使用すると、エラーメッセージが出力されます。
       




    

NEGATOR



NEGATOR句が与えられた場合、それは定義する演算子の否定子となる演算子の名前です。
入力値xとyの取り得るすべての値に対して両方の演算子が論理値を返し、(x A y)がNOT (x B y)と等しい場合、演算子Aは演算子Bの否定子であると言います。
また、BはAの否定子でもあることに注意してください。
例えば、ほとんどのデータ型では<と>=は否定子の対となります。
演算子が自身の否定子になることは決してありません。
    
交代演算子と異なり、単項演算子の対は互いに否定子として有効に指定されます。
つまりすべてのxに対して(A x)がNOT (B x)と等しいことを意味します。
右単項演算子でも同様です。
   
ある演算子の否定子は、その演算子定義の左オペランド、右オペランドと同じ型を持たなければなりません。
ですので、COMMUTATOR句と同様に演算子の名前のみNEGATOR句で与えるだけで済みます。
   
NOT (x = y)という式をx <> yという形に単純化させることが可能なので、否定子があると問い合わせオプティマイザにとって非常に役に立ちます。
他の再配置の結果としてNOT操作が挿入されることがありますので、この現象は思ったより頻繁に起こります。
   
否定子の対は、上記の交代演算子のペアで説明した方法と同じ方法で定義することができます。
   

RESTRICT



RESTRICT句が与えられた場合、それは、その演算子用の制限選択評価関数を指定します。
（演算子名ではなく関数名であることに注意してください。）
RESTRICT句はboolean型を返す二項演算子に対してのみ有効です。
制限選択評価の目的は、現在の演算子と特定の定数値についてのWHERE句

column OP constant

の条件を満たすテーブル内の行の割合を推測することです。
この形式を持ったWHERE句によって、どのくらいの行が除外されるのかを通知することで、オプティマイザの手助けをします。
（定数値が左項にあったら何が起こるかという疑問が生じるかもしれませんが、それはCOMMUTATORが存在する理由の1つでもあります。）
   
新しい制限選択評価関数の記述方法は本章の内容を超えていますが、幸いなことに、数多いユーザ定義の演算子に対し通常いくつかのシステム標準の評価関数を使用すれば事足ります。
システム標準の制限評価関数には下記のものがあります。
    
	=用のeqsel
	<>用のneqsel
	<もしくは<=用のscalarltsel
	>もしくは>=用のscalargtsel


こうした分類になっていることを奇妙に思うかもしれませんが、次のようなことを想定すればそれなりの意味があることが理解できるでしょう。
=は特にテーブル内の行の小さな部分を受け付けます。
<>は特に小さな部分を除きます。
<は、指定した定数がテーブル列の取る値の範囲のどの辺りにあるのかに依存する量の部分を受け付けます
（これはよく発生するものです。ANALYZEによって収集される情報で、選択評価関数で使用できるように作成されます）。
<=は、同じ定数との比較において<よりも少しだけ大きな部分を受け付けます。
特に大雑把な推測以上のことを行うのは適切ではありませんので、区別する価値がないと言えるくらい似通った値です。
>と>=についても同様なことが言えます。
   
非常に高いもしくは低い選択性を所有する演算子が、まったく等しいか等しくないかにかかわらず、eqselまたはneqselを使用しないことも往々にして可能です。
例えば、近似等号用の幾何演算子はテーブルのエントリの小部分にのみに合致すると仮定してeqselを使用します。
   
範囲比較のために数値スカラに変換することに多少の有意性があるデータ型を比較するために、scalarltselとscalargtselを使用することも可能です。
できればsrc/backend/utils/adt/selfuncs.cのconvert_to_scalar()のルーチンで理解できるところにデータ型を追加してください
（今後、このルーチンはpg_typeシステムカタログの列で識別された、データ型ごとの関数で置き換えられなければなりませんが、まだ行われていません）。
これを行わなくても動きますが、オプティマイザは本来の推測機能を十分発揮することができません。
   
さらにsrc/backend/utils/adt/geo_selfuncs.cには、幾何演算子に対する選択評価関数areasel、positionsel、contselがあります。
本章の執筆時点では、これらは単なるスタブですが、ともかく使いたい（あるいは改良したい）こともあるでしょう。
   

JOIN



JOIN句が与えられた場合、それはその演算子用の結合選択評価関数の名前を指定します。
（これが演算子名ではなく関数名であることに注意してください。）
JOIN句はboolean型を返す二項演算子に対してのみ有効です。
結合選択評価の目的は、現在の演算子について、WHERE句

table1.column1 OP table2.column2

を満たすテーブルの組み合わせの行の割合を推測することです。
RESTRICT句の使用と同様、これはいくつかの取り得る結合手順のうち、どれが最も仕事量が少ないように考えられるのかをオプティマイザに計算させることで、大きなオプティマイザへの援助となります。
    
以前と同様、本章でも結合選択評価関数の作成方法は説明しません。
しかし適用できるものがあれば、単に標準の評価関数を使用することをお勧めします。
     
	=用のeqjoinsel 
	<>用のneqjoinsel
	<もしくは<=用のscalarltjoinsel
	>もしくは>=用のscalargtjoinsel
	2次元面積を基にした比較用のareajoinsel
	2次元位置を基にした比較用のpositionjoinsel
	2次元包含関係を基にした比較用のcontjoinsel


    

HASHES



HASHES句が存在する場合、それはシステムに対して、この演算子に基づいた結合にハッシュ結合方法を使っても問題がないことを伝えます。
HASHES句はboolean型を返す二項演算子にのみ有効です。
実際には、この演算子はあるデータ型またはデータ型の組み合わせの等価性を表現しなければなりません。
    
ハッシュ結合の基礎となっている仮定は、結合演算子は左項と右項の値が同じハッシュコードを持つ時にのみ真を返すことができるということです。
2つの値が異なるハッシュのバケットに置かれた場合、結合演算子の結果が必ず偽であるという仮定を、結合は暗黙的に行い、それらを比べることをしません。
したがって、何らかの等価性を表さない演算子にHASHES句を指定することはまったく意味がありません。
ほとんどの場合、両辺に同一のデータ型をとる演算子に対してハッシュ機能をサポートすることが現実的です。
しかし時として、２つ以上のデータ型に対して互換的なハッシュ関数、つまり、値自体が異なる表現形態を持っていたとしても「等しい」値に対して同一のハッシュコードを生成する関数を設計することもできます。
例えば、サイズが異なる整数に対するハッシュでは、この性質を調整することで大変単純になります。
    
HASHES印を付けるためには、結合演算子はハッシュインデックスの演算子族内になければなりません。
演算子を作成する時には参照する演算子族がまだ存在しませんので、演算子の作成時にこれは強制されていません。
しかし、演算子族が存在しない場合に、この演算子をハッシュ結合で使用しようとすると、実行時に失敗します。
システムは、演算子の入力データ型用のデータ型特有のハッシュ関数を検索するために、演算子族を必要とします。
もちろん、演算子族を作成する前に適切なハッシュ関数を作成しなければなりません。
    
ハッシュ関数を準備する時には注意が必要です。
マシンに依存することから、ハッシュ結合が適切な処理を行わずに失敗することがあるからです。
例えば、データ型が不要な部分を埋めるビットを持つ可能性がある構造体である場合、（推奨する戦略である、他の演算子と関数を作成して、不要なビットが常にゼロになることを保証しない限り、）その構造体全体を単にhash_anyに渡すことはできません。
この他の例として、IEEE浮動小数点標準を満たすマシンでは、マイナス0とプラス0は異なる値（異なるビット列）になりますが、この比較は等価と定義されます。
浮動小数点数値がマイナス0を持つ可能性があるのであれば、それがプラス0と同じハッシュコードを確実に生成するような処置が必要です。
    
ハッシュ結合可能な演算子は、同一演算子族内に存在する交代演算子を持たなければなりません。
（２つの入力データ型が同じ場合はその演算子自体が交代演算子となります。異なる場合は関連する等価性演算子となります。）
これを満たさないと、演算子の使用時にプランナエラーが発生します。
また、複数のデータ型をサポートするハッシュ演算子族に対して、データ型の組み合わせすべてに対する等価性演算子を持たせることを推奨します（必要ではありません）。
これにより、より優れた最適化が可能になります。
    
注記
ハッシュ結合可能演算子の基となる関数はimmutableもしくはstableでなければなりません。
volatileの場合、システムはその演算子を決してハッシュ結合に使用しません。
    

注記
ハッシュ結合可能演算子の基となる関数が厳密（strict）な場合、その関数は完全、つまり2つの非NULL入力に対して、真または偽を返し、決してNULLを返さないものである必要があります。
この規則に従わないと、IN操作におけるハッシュ最適化は間違った結果を生成する可能性があります。
（特に、標準に従うとNULLが正しい答えになるところでINは偽を返すかもしれません。
もしくは、NULLという結果に対する準備をしていないといったエラーを生成するかもしれません。）
    


MERGES



MERGES句が存在する場合、それはシステムに対して、この演算子に基づいた結合にマージ結合方法を使っても問題がないことを伝えます。
MERGES句はboolean型を返す二項演算子にのみ有効です。
実際には、演算子がデータ型またはデータ型の組み合わせの等価性を表すものであることが必要です。
    
マージ結合は、左側のテーブル、右側のテーブルを順序よくソートし、並列にスキャンするという考えに基づいています。
したがって、両データ型には完全な順序付け機能が必要であり、結合演算子はソート順で「同じ場所」にある値の対のみを成功したものとするものである必要があります。
実際問題として、これは、結合演算子は等価性のような振舞いをしなければならないことを意味しています。
しかし、マージ結合は論理的な互換性を持つ別の2つのデータ型を取ることができます。
例えば、smallint対integerの等価性演算子はマージ結合が可能です。
両方のデータ型を論理的な互換性を保つ順番にソートする演算子のみが必要です。
    
MERGES印を付けるためには、結合演算子は、btreeインデックス演算子族の等価性メンバとして存在しなければなりません。
演算子を作成する時には参照する演算子族がまだ存在しませんので、演算子の作成時にこれは強制されていません。
しかし、対応する演算子族が存在しない限り、実際にマージ結合に使用されることはありません。
このように、MERGESフラグは、プランナが対応する演算子族を検索すべきかどうかを決定する際のヒントとして動作します。
    
マージ結合可能な演算子は、同一演算子族内に存在する交代演算子を持たなければなりません。
（２つの入力データ型が同じ場合はその演算子自体が交代演算子となります。異なる場合は関連する等価性演算子となります。）
これを満たさないと、演算子の使用時にプランナエラーが発生します。
また、複数のデータ型をサポートするbtree演算子族に対して、データ型の組み合わせすべてに対する等価性演算子を持たせることを推奨します（必要ではありません）。
これにより、より優れた最適化が可能になります。
    
注記
マージ結合可能演算子の背後にある関数はimmutableもしくはstableでなければなりません。
volatileの場合、システムはその演算子を決してマージ結合に使用しようとはしません。
    



リリース7.3.1



リリース日
2002-12-18

バージョン7.3の様々な不具合を修正しました。
 
バージョン7.3.1への移行



7.3からの移行の場合はダンプ/リストアは必要ありません。
しかし、PostgreSQL™の主なインタフェースライブラリであるのメジャーバージョン番号がこのリリースから変更されましたので、libpqを使用したクライアントコードを再リンクする必要があります。
  

変更点



	Fix a core dump of COPY TO when client/server encodings don't match (Tom)

	Allow pg_dump to work with pre-7.2 servers (Philip)

	contrib/adddepend fixes (Tom)

	Fix problem with deletion of per-user/per-database config settings (Tom)

	contrib/vacuumlo fix (Tom)

	Allow 'password' encryption even when pg_shadow contains MD5 passwords (Bruce)

	contrib/dbmirror fix (Steven Singer)

	Optimizer fixes (Tom)

	contrib/tsearch fixes (Teodor Sigaev, Magnus)

	Allow locale names to be mixed case (Nicolai Tufar)

	Increment libpq library's major version number (Bruce)

	pg_hba.conf error reporting fixes (Bruce, Neil)

	Add SCO Openserver 5.0.4 as a supported platform (Bruce)

	Prevent EXPLAIN from crashing server (Tom)

	SSL fixes (Nathan Mueller)

	Prevent composite column creation via ALTER TABLE (Tom)





パート VI. リファレンス




このリファレンス内の項目では、対応する主題に関する信頼できる、完全な、形式の整った要約を、適切な長さで提供することが意図されています。
PostgreSQL™の使用に関する詳細は、物語、チュートリアル、例形式として、本書の他の部分にて説明されています。
各リファレンスページで挙げたクロスリファレンスを参照してください。
  
このリファレンスは伝統的な「man」ページとしても入手できます。
  


リリース9.1.20



リリース日
2016-02-11

このリリースは9.1.19に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.20への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
また、9.1.16よりも前のリリースからアップグレードする場合は、
「リリース9.1.16」を参照して下さい。
   

変更点



	正規表現での無限ループやバッファオーバーランの問題を修正しました。
(Tom Lane)
     
(正規表現における)ブラケット式の非常に大きな文字範囲が一部ケースで無限ループを、また別ケースでメモリ上書きを引き起こすおそれがありました。
(CVE-2016-0773)
     

	postmaster.pidファイルが削除されたなら、即時シャットダウンを実行するようになりました。
(Tom Lane)
     
postmasterはpostmaster.pidが引き続き存在していて自身のPIDを含んでいるかを1分毎くらいに確認するようになります。
ファイルが無かったりPIDが違っていたなら、SIGQUITを受け取ったのと同様に即時シャットダウンを実行します。
この変更の主な動機は失敗したビルドファーム実行を手動調整なしに確実にクリーンアップすることですが、DBAが無理にpostmaster.pidを削除して新たなpostmasterを起動したときに悪影響を限定するのにも役立ちます。
     

	挿入時に競合条件のため、SERIALIZABLEトランザクション隔離モードで直列化例外を捉えそこなうおそれがありました。
(Kevin Grittner, Thomas Munro)
     

	ログを取らないリレーションに対してALTER TABLE ... SET TABLESPACEを行うとき、
適切なWALレコードを出力するのに失敗していたものを修正しました。
(Michael Paquier, Andres Freund)
     
リレーションのデータについてログを取らないとしても、移動はログ記録されるべきです。さもないと、そのリレーションはスタンバイがマスタに昇格した後にアクセス不能になるでしょう。
     

	クラッシュリカバリの最後で起こりうる、ログを取らないリレーションの初期化漏れを修正しました。
(Andres Freund, Michael Paquier)
     

	継承されたチェック制約を適切に再構成するようにALTER COLUMN TYPEを修正しました。
(Tom Lane)
     

	複合型の所有者を適切に変更するようにREASSIGN OWNEDを修正しました。
(Álvaro Herrera)
     

	データ型、外部データラッパ、および、外部サーバの所有者を変更するとき、付与された許可のリストを正しく更新するように、REASSIGN OWNEDとALTER OWNERを修正しました。
(Bruce Momjian, Álvaro Herrera)
     

	REASSIGN OWNEDが外部ユーザマッピングについてエラーにするのでなく無視するように修正しました。
(Álvaro Herrera)
     

	インデックスの内部統計がとても古いときにGINインデックススキャンの粗悪なプランナコスト見積りが生じるのを防ぐ仕組みをさらに追加しました。
(Tom Lane)
     

	インデックスアドバイザープラグインが提案する仮想のGINインデックスにプランナを対応させました。
(Julien Rouhaud)
     

	ROW()およびVALUES()リスト内にある行全体の変数のダンプを修正しました。
(Tom Lane)
     

	numericの除算で内部オーバーフローの可能性があるのを修正しました。
(Dean Rasheed)
     

	正規表現の先行検索制約の括弧内における制限の強制を修正しました。
(Tom Lane)
     
マニュアルによれば、先行検索制約に後方参照を含めることは許されていませんし、また、
先行検索制約内の括弧は常に捕捉されません。
しかしながら、括弧に入れられた副式の中ではこれらのケースを適切な処理に失敗していて、
予期せぬ結果をもたらしていました。
     

	正規表現のインデックスキャン範囲への変換で、先行検索制約を含む正規表現にて不正な範囲が生じるおそれがありました。
(Tom Lane)
     

	正規表現コンパイラが制約アークのループを処理するように修正しました。
(Tom Lane)
     
CVE-2007-4772 対応で加えられたコードは、不完全でかつ正しくありませんでした。
複数状態に影響を与えるループを処理できません。
また、（アサート無しのビルドであれば悪い結果には見えないけれども）アサート失敗を
引き起こす可能性がありました。
複数状態ループにより、コンパイラがキャンセルされるか、状態数が多すぎるというエラー条件に達するまで走り続ける可能性がありました。
     

	正規表現コンパイラのメモリ使用計算を改善しました。
(Tom Lane)
     
本修正により、これまで途方もない時間とメモリを使っていたいくつかのケースで、
「regular expression is too complex」(正規表現が複雑すぎます)というエラーを出します。
     

	正規表現コンパイラの性能を改善しました。
(Tom Lane)
     

	log_line_prefixでのエスケープ%hおよび%rをlog_connectionsによるメッセージ出力でも機能するようにしました。
(Tom Lane)
     
これまで、%hと%rは新セッションがログメッセージ「connection received」を出力した直後から働き始めていました。これからはそのメッセージにおいても機能します。
     

	Windowsで共有メモリマッピングハンドルを必要としない子プロセスでハンドルを確実に閉じるようにしました。
(Tom Lane, Amit Kapila)
     
この見落としは、logging_collectorをonにしていたとき常に、クラッシュからのリカバリ失敗をもたらしました。
     

	WindowsにおけるノンブロッキングモードでソケットのEOF検知に失敗する可能性があるのを修正しました。
(Tom Lane)
     
この問題が9.5より前のブランチで起きるかは完全には明確でありませんが、起きるとすれば、
その症状はwalsenderプロセスが接続の喪失に気づくのではなく際限なく待つというものでしょう。
     

	SSPI認証のときにトークンハンドルのリークを防ぐようになりました。
(Christian Ullrich)
     

	psqlで、ターミナルウィンドウのサイズが変わったとき、libreadlineのスクリーンサイズ認識を確実に更新するようにしました。
(Merlin Moncure)
     
これまで、問い合わせ出力の間にウィンドウがリサイズされた場合、libreadlineは気づかず、その後の複数行の問い合わせの入力において奇妙な振る舞いをもたらしていました。
     

	psqlの\detコマンドが、そのパターン引数を潜在的にスキーマ修飾パターンを伴う他の\dコマンドが行うのと同様に解釈するように、修正しました。
(Reece Hart)
     

	psqlの\cコマンドで、以前の接続がUNIXソケット経由であってコマンドが新たなホスト名と同ユーザ名を指定しているときの、クラッシュの可能性を回避しました。
(Tom Lane)
     

	pg_ctl start -wで子プロセス状態を、ヒューリスティックに頼るのではなく直接検査するようにしました。
(Tom Lane, Michael Paquier)
     
これまでは、pg_ctlは新たなpostmasterはpostmaster.pidを常に5秒以内に作るという想定に依存していました。
しかし、これは高負荷システムでは失敗するおそれがあり、pg_ctlがpostmaster起動に失敗したと間違って報告する原因になります。
     
Windows以外では、この変更は他のこのようなコマンドの直後に実行したpg_ctl start -wが確実に失敗することも意味します。対してこれまでは、最初のコマンドから2秒以内に実行したなら成功が報告されていました。
     

	pg_ctl start -wで、ワイルドカードの監視アドレスをpostmasterに接続するのに使わないようにしました。
(Kondo Yuta)
     
Windowsでは、listen_addressesに0.0.0.0または::が設定してあるとき、接続用アドレスとして機能しないこれらの値をそのままに使用しようとするため、pg_ctlはpostmaster起動の検出に失敗していました。
代わりにそれぞれ127.0.0.1または::1を使うものとするのが適正でした。
     

	Windowsのpg_ctlで出力先をどこにするか決めるのに、標準出力先が端末であるかを確認するのではなく、サービス状態を確認するようになりました。
(Michael Paquier)
     

	pg_dumpとpg_basebackupで8GBを超えるtarアーカイブ要素を扱うのにGNU慣習を採用しました。
(Tom Lane)
     
tarファイル形式のPOSIX標準ではアーカイブ要素ファイルが8GBを超えることを許していませんが、ほとんどの現代のtar実装はそれを改善した拡張をサポートしています。
この拡張を採用したので、-Ft指定のpg_dumpはデータが8GB以上のテーブルでもはや失敗しませんし、また、pg_basebackupは8GBより大きいファイルを扱えます。
加えて、いくつかのプラットフォームで4GBから8BGの要素ファイルで失敗をもらたすおそれのある移植性の問題を修正しました。
この問題は読めないバックアップファイルのため潜在的に回復できないデータ損失をもたらす可能性があります。
     

	拡張の要素オブジェクトの処理に関するpg_dumpの様々な例外的な不具合を修正しました。
(Tom Lane)
     

	パラレルpg_restoreのとき起こりうる失敗を防ぐため、pg_dumpがビューのトリガにそのルールの後に処理される必要ありと印づけするようにしました。
(Tom Lane)
     

	pg_dumpでリレーションのオプション値が確実に適切に引用符付けされるようにしました。
(Kouhei Sutou, Tom Lane)
     
単純な識別子や数値でないreloption値は、pg_dumpにより発行されるCREATE文の構文エラーでダンプ/リロードの失敗をもたらすおそれがありました。
PostgreSQL™本体で現在サポートされるreloptionでは問題ありませんが、拡張では問題を引き起こすreloptionが許されている可能性がありました。
     

	Windowsにおいてpg_upgradeのファイルコピーをするコードを、適切にエラー処理するように修正しました。
(Bruce Momjian)
     

	pgbenchでスクリプトに記述された除算または剰余の演算子の評価における例外的なオーバーフロー状態に対する防御策を導入しました。
(Fabien Coelho, Michael Paquier)
     

	ある種のPL/Javaパラメータがスーパーユーザ以外から設定されることを防止しました。
(Noah Misch)
     
この変更はPL/Javaのセキュリティ障害(CVE-2016-0766)を緩和します。
PL/Javaではそれらパラメータをスーパーユーザのみとすることで障害は修正されています。
PL/JavaよりもPostgreSQL™をより頻繁にアップデートするサイトのセキュリティ危険性を防ぐため、本体コードでもこれらパラメータを認識するようにしました。
     

	libpqのメモリ不足状況の扱いを改善しました。
(Michael Paquier, Amit Kapila, Heikki Linnakangas)
     

	ecpgが生成するtypedef文で引数の順序を修正しました。
(Michael Meskes)
     

	ecpgのPGTYPESnumeric_from_double()で%fでなく%g書式を使うようにしました。
(Tom Lane)
     

	プリプロセッサ命令行から次の行へと継続されるコメントが含まれないようにecpgで供給されるヘッダファイルを修正しました。
(Michael Meskes)
     
このようなコメントはecpgに受け付けられません。
ecpg自体が変更されるべきかまだ明らかではありません。
     

	contrib/pgcryptoのcrypt()関数を問い合わせキャンセルで確実に中断できるようにしました。
(Andreas Karlsson)
     

	2.5.xより後のflexバージョンに対応しました。
(Tom Lane, Michael Paquier)
     
現在、flex 2.6.0がリリースされていて、ビルドスクリプトのバージョンチェックは調整する必要がありました。
     

	PGXSビルドで見つけられる場所にmissingスクリプトを設置するようにしました。 
(Jim Nasby)
     
bisonのようなビルドツールが存在しないマシンでのPGXSビルドにおいて、まっとうな振る舞いを可能にします。
     

	MSVCビルドにてインストールされるヘッダファイル群にdynloader.hが確実に含まれるようにしました。
(Bruce Momjian, Michael Paquier)
     

	現在のlibxml2の動作に適合するように別種のリグレッションテスト予想出力ファイルを追加しました。
(Tom Lane)
     
libxml2におけるCVE-2015-7499の修正により、これまで出力していた一部ケースでエラーコンテキスト報告を出力しなくなります。
これは障害に見えますが、私たちはおそらくしばらくは我慢する必要があり、対処しました。
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdata release 2016aに更新しました。
ケイマン諸島、メトラカトラ、ザバイカリエ地方(Zabaykalsky Krai) の夏時間法の変更、パキスタンの歴史的な訂正が適用されています。
     






名前
ALTER DATABASE — データベースを変更する

概要
ALTER DATABASE name [ [ WITH ] option [ ... ] ]

ここでoptionは以下の通りです。

    ALLOW_CONNECTIONS allowconn
    CONNECTION LIMIT connlimit
    IS_TEMPLATE istemplate

ALTER DATABASE name RENAME TO new_name

ALTER DATABASE name OWNER TO { new_owner | CURRENT_USER | SESSION_USER }

ALTER DATABASE name SET TABLESPACE new_tablespace

ALTER DATABASE name SET configuration_parameter { TO | = } { value | DEFAULT }
ALTER DATABASE name SET configuration_parameter FROM CURRENT
ALTER DATABASE name RESET configuration_parameter
ALTER DATABASE name RESET ALL

説明
ALTER DATABASEはデータベースの属性を変更します。
  
最初の構文はデータベース毎の設定を変更します。
（詳細は後述します。）
データベース所有者とスーパーユーザのみがこの設定を変更することができます。
  
2番目の構文は、データベースの名前を変更します。
データベースの名前を変更できるのは、データベースの所有者またはスーパーユーザのみです。
ただし、スーパーユーザではない所有者はCREATEDB権限を所有していなければなりません。
現在のデータベースの名前を変更することはできません（必要ならば、別のデータベースに接続してください）。
  
3番目の構文は、データベースの所有者を変更します。
所有者を変更するにはデータベースを所有し、かつ、新しい所有者ロールの間接的あるいは直接的なメンバでなければなりません。
さらに、CREATEDB権限も持たなければなりません。
（スーパーユーザはこれらの権限を自動的に持っていることに注意してください。）
  
4番目の構文は、データベースのデフォルトのテーブル空間を変更します。
データベースの所有者またはスーパーユーザのみがこれを行うことができます。
また、新しいテーブル空間における作成権限を持つ必要があります。
このコマンドはデータベースの古いデフォルトのテーブル空間にあるテーブルまたはインデックスを新しいテーブル空間に物理的にすべて移動します。
新しいデフォルトのテーブル空間は、このデータベースについては空でなければならず、誰もデータベースに接続されていてはなりません。
デフォルト以外のテーブル空間にあるテーブルまたはインデックスには影響がありません。
  
残りの構文は、PostgreSQL™データベースにおける実行時設定変数のセッションのデフォルト値を変更します。
コマンド実行後にデータベースで開始される新規セッションにおいて、指定された値がデフォルト値になります。
データベース固有のデフォルト値は、postgresql.confファイルに記述されている設定やpostgresコマンドラインから受け取った設定よりも優先します。
データベースにおけるセッションのデフォルト値を変更できるのは、データベースの所有者またはスーパーユーザのみです。
この方法では設定できない変数や、スーパーユーザのみが設定できる変数も存在します。
  

パラメータ
	name
	        属性変更の対象となるデータベースの名前です。
       

	allowconn
	falseの場合、このデータベースには誰も接続できません。
        

	connlimit
	データベースへの最大同時接続数です。
-1は無制限を意味します。
       

	istemplate
	trueの場合、CREATEDB権限のあるユーザは誰でも、このデータベースを複製できます。
falseの場合、スーパーユーザー、あるいはデータベースの所有者のみが、このデータベースを複製できます。
        

	new_name
	新しいデータベース名です。
     

	new_owner
	新しいデータベースの所有者です。
     

	new_tablespace
	新しいデータベースのデフォルトのテーブル空間です。
     

	configuration_parameter, value
	指定した設定パラメータについて、データベースのセッションのデフォルト値を指定した値に設定します。
valueがDEFAULTの場合、あるいは等価なRESETが使用されている場合、データベース固有の設定は無効になり、新しいセッションではシステム全体のデフォルト設定が継承されます。
全てのデータベース固有の設定をクリアするには、RESET ALLを使用してください。
SET FROM CURRENTは、データベース固有の値としてセッションにおけるパラメータの現在値を保管します。
       
設定可能なパラメータ名とその値に関する詳細についてはSET(7)および19章サーバの設定を参照してください。
       




注釈
データベースではなく特定のロールにセッションのデフォルト値を関連付けることもできます。
ALTER ROLE(7)を参照してください。
設定が競合する場合には、ロール固有の設定が、データベース固有の設定を上書きします。
  

例
データベースtest内のインデックススキャンをデフォルトで無効にします。


ALTER DATABASE test SET enable_indexscan TO off;

互換性
ALTER DATABASE文はPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
CREATE DATABASE(7), DROP DATABASE(7), SET(7), CREATE TABLESPACE(7)


名前
SPI_prepare — 文を準備する。文の実行はまだ行わない

概要
SPIPlanPtr SPI_prepare(const char * command, int nargs, Oid * argtypes)

説明
SPI_prepareは指定したコマンド用の準備済み文を作成し、それを返します。
しかし、そのコマンドは実行しません。
その準備済み文はSPI_execute_planを使って後で繰り返し実行できます。
  
同じ、あるいは類似のコマンドが繰り返し実行される場合、一度だけ解析を計画作成を行うことには一般に利点があります。
また、コマンドの実行計画を再利用することにはさらに利点があるかも知れません。
SPI_prepareはコマンド文字列を、解析結果をカプセル化した準備済み文に変換します。
実行の度に独自計画を生成するのが役に立たないと分かった場合には、準備済み文は実行計画をキャッシュする場所も提供します。
  
プリペアドコマンドは、通常のコマンド内の定数となる場所を（$1、$2などの）パラメータで記述することで一般化することができます。
そしてパラメータの実際の値は、SPI_execute_plan が呼び出される時に指定されます。
これにより、プリペアドコマンドは、パラメータがない場合に比べ、より広範な状況で使用できるようになります。
  
SPI_finishは文用に割り当てられたメモリを解放しますので、SPI_prepareで返される文は、そのプロシージャの現在の呼び出し内でのみ使用することができます。
しかし、関数SPI_keepplanやSPI_saveplanを使用して長期間文を保存することもできます。
  

引数
	const char * command
	コマンド文字列
     

	int nargs
	入力パラメータ（$1、$2など）の数
     

	Oid * argtypes
	パラメータのデータ型のOIDを持つ配列へのポインタ
     




戻り値
SPI_prepareはSPIPlanへの非NULLのポインタを返します。
ここでSPIPlanは準備済み文を表すopaque構造体です
エラーの場合、NULLが返され、SPI_executeで使用されるエラーコードと同じコードの1つがSPI_resultに設定されます。
しかし、commandがNULLの場合や、nargsが0未満の場合、nargsが0より大きくかつargtypesがNULLの場合は、SPI_ERROR_ARGUMENTに設定されます。
  

注意
パラメータが定義されていなければ、SPI_execute_planが最初に使用された時に一般的な計画が作成され、以降の実行すべてでも利用されます。
パラメータがあれば、始めの何回かのSPI_execute_planの使用で、与えられたパラメータの値に固有の独自計画が作成されます。
同じ準備済み文が十分に使用された後、SPI_execute_planは一般的な計画を作成し、独自計画よりもそれほど高価でなければ、毎回再計画する代わりに一般的な計画を使い始めるようになります。
このデフォルトの動作が不適切であれば、SPI_prepare_cursorにCURSOR_OPT_GENERIC_PLANまたはCURSOR_OPT_CUSTOM_PLANフラグを設定することで、それぞれ一般的な計画か独自計画を強制的に利用するよう変更できます。
  
プリペアド文の主要な利点は、文の解析処理と計画作成処理の繰り返しを防止することですが、PostgreSQL™では、以前にそのプリペアド文を使用してから、文の中で使用されているデータベースオブジェクトが定義（DDL）の変更を受けた時は常に再解析処理と計画再作成処理を強制します。
また、一度使用してからsearch_pathの値が変わった場合も、文は新しいsearch_pathを使用して再解析されます。
（後者の振る舞いはPostgreSQL™ 9.3の時に追加されました。）
プリペアド文の動作についてはPREPARE(7)を参照してください。
  
この関数は接続済みのプロシージャからのみ呼び出してください。
  
SPIPlanPtrはspi.h内でopaque構造体型へのポインタとして宣言されています。
たいていの場合将来のバージョンのPostgreSQL™でそのコードが壊れてしまうため、この内容に直接アクセスすることは避けてください。
  
そのデータ構造はもはや実行計画を含むとは限りませんので、SPIPlanPtrという名前はいくらか歴史的なものです。
  


foreign_data_wrappers



foreign_data_wrappersビューには現在のデータベース内で定義された、すべての外部データラッパーが含まれます。
現在のユーザが（所有者である、または、何らかの権限を持つことにより）アクセス可能な外部データラッパーのみが表示されます。
  
表35.24 foreign_data_wrappersの列
	名前	データ型	説明
	foreign_data_wrapper_catalog	sql_identifier	外部データラッパーを含むデータベース名です（常に現在のデータベースです）。
	foreign_data_wrapper_name	sql_identifier	外部データラッパーの名前です。
	authorization_identifier	sql_identifier	外部サーバの所有者の名前です。
	library_name	character_data	この外部データラッパーを実装するライブラリの名前です。
	foreign_data_wrapper_language	character_data	この外部データラッパーを実装するのに使用される言語です。





名前
DROP USER — データベースロールを削除する

概要
DROP USER [ IF EXISTS ] name [, ...]

説明
DROP USERはDROP ROLE(7)の単なる別の綴りです。
  

互換性
DROP USER文はPostgreSQL™の拡張です。
標準SQLでは、ユーザの定義は実装に任されています。
  

関連項目
DROP ROLE(7)

データベースページのレイアウト



本節ではPostgreSQL™のテーブルおよびインデックスで使われるページ書式の概略について説明します。
[12]
TOASTのテーブルとシーケンスは、通常のテーブルと同様に整形されています。
以下の説明では1バイトは8ビットからなることを前提としています。
さらに、アイテムという単語は、ページに格納される個別のデータ値のことを指しています。
テーブル内ではアイテムは行であり、インデックス内ではアイテムはインデックスのエントリです。
テーブルとインデックスはすべて、固定サイズ（通常8キロバイト。サーバのコンパイル時に異なるサイズを設定可能）のページの集まりとして格納されます。
テーブルでは、すべてのページは論理上等価です。
したがって、あるアイテム（行）はどのページにでも格納することができます。
インデックスでは、初めのページは通常、制御用の情報を保持するメタページとして予約されます。
また、インデックスではインデックスアクセスメソッドに依存した様々なページ種類があります。
表65.2「ページレイアウト」はページの全体的なレイアウトを示しています。
各ページには5つの部分があります。
表65.2 ページレイアウト全体
	アイテム	説明
	PageHeaderData	長さは24バイト。空き領域ポインタを含む、ページについての一般情報です。
	ItemIdData	実際のアイテムを指す（オフセットと長さの）ペアの配列です。
1アイテムにつき4バイトです。
	空き領域	割り当てられていない空間です。
新規のアイテムポインタはこの領域の先頭から、新規のアイテムは最後から割り当てられます。
	アイテム	実際のアイテムそのものです。
	特別な空間	インデックスアクセスメソッド特有のデータです。異なるメソッドは異なるデータを格納します。通常のテーブルでは空です。




それぞれのページの最初の24バイトはページヘッダ(PageHeaderData)から構成されています。
その書式を表65.3「PageHeaderDataのレイアウト」にて説明します。
最初のフィールドは、このページに関連する最も最近のWAL項目を表しています。
2番目のフィールドにはdata checksumsが有効な場合にページチェックサムが格納されています。
次にフラグビットを含む2バイトのフィールドがあります。
その後に2バイトの整数フィールドが3つ続きます（pd_lower、pd_upper、pd_special）。
これらには、割り当てられていない空間の始まり、割り当てられていない空間の終わり、そして特別な空間の始まりのバイトオフセットが格納されています。
ページヘッダの次の2バイトであるpd_pagesize_versionは、ページサイズとバージョン指示子の両方を格納します。
PostgreSQL™ 8.3以降のバージョン番号は4、PostgreSQL™ 8.1と8.2のバージョン番号は3、PostgreSQL™ 8.0のバージョン番号は2、PostgreSQL™ 7.3と7.4のバージョン番号は1です。
それより前のリリースのバージョン番号は0です
（ほとんどのバージョン間で基本的なページレイアウトやヘッダの書式は変更されていませんが、ヒープ行ヘッダのレイアウトが変更されました）。
ページサイズは基本的に照合用としてのみ存在しています。
同一インストレーションでの複数のページサイズはサポートされていません。
最後のフィールドはそのページの切り詰めが有益かどうかを示すヒントです。
これはページ上で切り詰められていないもっとも古いXMAXが追跡するものです。

 
表65.3 PageHeaderDataのレイアウト
	フィールド	型	長さ	説明
	pd_lsn	PageXLogRecPtr	8バイト	LSN: このページへの最終変更に対応するxlogレコードの最後のバイトの次のバイト
	pd_checksum	uint16	2バイト	ページチェックサム
	pd_flags	uint16	2バイト	フラグビット
	pd_lower	LocationIndex	2 バイト	空き領域の始まりに対するオフセット
	pd_upper	LocationIndex	2バイト	空き領域の終わりに対するオフセット
	pd_special	LocationIndex	2バイト	特別な空間の始まりに対するオフセット
	pd_pagesize_version	uint16	2バイト	ページサイズおよびレイアウトのバージョン番号の情報
	pd_prune_xid	TransactionId	4バイト	ページ上でもっとも古い切り詰められていないXMAX。存在しなければゼロ。



詳細情報についてはsrc/include/storage/bufpage.hを参照してください。
 

ページヘッダに続くのはアイテム識別子（ItemIdData）です。
識別子ごとに4バイトを必要とします。
アイテム識別子は、アイテムが開始されるバイトオフセット、バイト単位の長さ、そしてその解釈に影響する属性ビット群を持っています。
新しいアイテム識別子は必要に応じて、未割当て空間の最初から割り当てられます。
アイテム識別子の数は、新しい識別子を割り当てるために増加されるpd_lowerを見ることで決定できます。
アイテム識別子は解放されるまで動かされることがないので、アイテム自体が空き領域をまとめるためにページ上で移動される場合でも、そのインデックスはアイテムを参照するために長期にわたって使うことができます。
実際、PostgreSQL™が作る、アイテムへのポインタ（ItemPointer、CTIDとも言います）はページ番号とアイテム識別子のインデックスによって構成されています。

 

アイテム自体は、未割り当て空間の最後から順番に割り当てられた空間に格納されます。
正確な構造は、テーブルに何を含めるかによって異なります。
テーブルとシーケンスの両方が、以下で説明するHeapTupleHeaderDataという構造を使用します。

 

最後のセクションは、アクセスメソッドが格納しようとするものを何でも含めることのできる「特別なセクション」です。
例えば、B-treeインデックスは、そのページの両隣のページへのリンク、ならびに、インデックス構造体に関連したその他の何らかのデータを持ちます。
通常のテーブルではこれはまったく使用されません（ページサイズを同じにするためにpd_specialを設定することで示されます）。

 

テーブル行はすべて同じ方法で構成されています。
固定サイズのヘッダ（ほとんどのマシンで23バイトを占有します）があり、その後にオプションのNULLビットマップ、オプションのオブジェクトIDフィールド、およびユーザデータが続きます。
ヘッダについては表65.4「HeapTupleHeaderDataのレイアウト」で説明します。
実際のユーザデータ（行内の列）は、常にプラットフォームのMAXALIGN距離の倍数であるt_hoffで示されるオフセットから始まります。
NULLビットマップはHEAP_HASNULLビットがt_infomaskで設定されている場合にのみ存在します。
存在する場合は、固定ヘッダのすぐ後ろから始まり、データ列ごとに1ビットとするのに十分なバイト数を占有します（合計すると、t_nattsのビット数となります）。
このビットのリスト内では、1ビットは非NULLを、0ビットはNULLを示します。
このビットマップが存在しない場合、すべての列が非NULLとみなされます。
オブジェクトIDはHEAP_HASOIDビットがt_infomaskで設定されている場合にのみ存在します。
存在する場合、これはt_hoff境界の直前に現れます。
t_hoffをMAXALIGNの倍数とするために必要なパッドは全て、NULLビットマップとオブジェクトIDの間に現れます
（このことにより、オブジェクトIDの位置揃えが確実に適切になります）。

 
表65.4 HeapTupleHeaderDataのレイアウト
	フィールド	型	長さ	説明
	t_xmin	TransactionId	4バイト	挿入XIDスタンプ
	t_xmax	TransactionId	4バイト	削除XIDスタンプ
	t_cid	CommandId	4バイト	挿入、削除の両方または片方のCIDスタンプ（t_xvacと共有）
	t_xvac	TransactionId	4バイト	行バージョンを移すVACUUM操作用XID
	t_ctid	ItemPointerData	6バイト	この行または最新バージョンの行の現在のTID
	t_infomask2	uint16	2バイト	属性の数と各種フラグビット
	t_infomask	uint16	2バイト	様々なフラグビット
	t_hoff	uint8	1バイト	ユーザデータに対するオフセット



詳細情報についてはsrc/include/access/htup.hを参照してください。
 

実際のデータの解釈は、他のテーブル、ほとんどの場合、pg_attributeから取得された情報でのみ行うことができます。
フィールド位置を識別するために必要なキー値は、attlenおよびattalignです。
フィールドの幅が固定されていてNULL値が存在しない場合を除き、特定の属性を直接取得する方法はありません。
この仕組みはすべて、heap_getattr、fastgetattrおよびheap_getsysattr関数にラップされています。

 

データを読むためには、それぞれの属性を順番に検査する必要があります。
まず、NULLビットマップに従ってフィールドがNULLかどうかを検査します。
もしNULLであれば、次に進みます。
次に、位置揃えが正しいことを確認してください。
フィールドの幅が固定されていれば、すべてのバイトが単純に配置されます。
可変長のフィールド（attlen == -1）の場合はもう少し複雑です。
可変長のデータ型はすべて、格納する値の長さといくつかのフラグビットを持つstruct varlenaという共通ヘッダ構造体を共有します。
フラグによって、データは行内、または別のテーブル（TOAST）のいずれかとなったり、圧縮済みとなったりします
（「TOAST」を参照してください）。

 


[12] 実際にはインデックスアクセスメソッドはこのページ書式を使用する必要はありません。
既存のすべてのインデックスメソッドがこの基本書式を使用しています。
しかし、インデックスメタページに保持されるデータは通常、アイテムレイアウト規則に正確には従っていません。
  




名前
SPI_scroll_cursor_fetch — カーソルから一部の行を取り出す

概要
void SPI_scroll_cursor_fetch(Portal portal, FetchDirection direction,
                             long count)

説明
SPI_scroll_cursor_fetchはカーソルから行の一部を取り出します。
これはSQLコマンドFETCHと等価です。
  

引数
	Portal portal
	カーソルを含むポータル
     

	FetchDirection direction
	FETCH_FORWARD、FETCH_BACKWARD、FETCH_ABSOLUTE、FETCH_RELATIVEのいずれか
     

	long count
	FETCH_FORWARDまたはFETCH_BACKWARDでは取り出す行数。
FETCH_ABSOLUTEでは取り出す行の絶対番号。
FETCH_RELATIVEでは取り出す行の相対的番号。
     




戻り値
成功時、SPI_execute同様にSPI_processedとSPI_tuptableが設定されます。
  

注釈
directionパラメータおよびcountパラメータの解釈の詳細についてはSQL FETCH(7)コマンドを参照してください。
  
カーソルの計画がCURSOR_OPT_SCROLLオプション付きで作成されていない場合、FETCH_FORWARD以外の方向値は失敗する可能性があります。
  


実装



バッファ付きGiST構築



すべてのタプルを単純に挿入することによって大規模なGiSTインデックスを構築することは、インデックスタプルがインデックス全体に分散し、インデックスがキャッシュに収まらない程大規模である場合、挿入の際に大量のランダムI/Oを行わなければなりませんので、低速になりがちです。
バージョン9.2からPostgreSQLはバッファ処理に基づいてGiSTインデックスを構築するより効率的な方法をサポートします。
これは、順序付けされていないデータ群に対して必要なランダムI/O数を劇的に減らします。
十分に順序付けされたデータ群では、一度にわずかなページ数のみが新しいタプルを受け取り、そのためインデックス全体がキャッシュに収まらなくてもこれらのページがキャッシュ内に収まりますので、利点はより小さく、または利点がなくなります。
  
しかしバッファ付きインデックス構築は、CPUリソースを多少多く消費するpenalty関数をより多く呼び出さなければなりません。
またバッファ付き構築で使用されるバッファは、最大作成されるインデックスと同じサイズまで、一時的にディスク容量を必要とします。
バッファ処理は作成されるインデックスの品質にも、良くも悪くも、影響を与えます。
この影響は、入力データの分布や演算子クラスの実装等、様々な要因に依存します。
  
デフォルトでは、インデックスのサイズがeffective_cache_sizeに達した時にGiSTインデックス構築はバッファ処理方式に切り替わります。
CREATE INDEXコマンドのbufferingパラメータによって、手作業で有効または無効にすることができます。
デフォルトの動作は大抵の場合良好です。
しかし、入力データが順序付けされている場合、バッファ処理を無効にすることで構築が多少高速になります。
  


リカバリ対象の設定



デフォルトでは、リカバリはWALログの最後までリカバリします。以下のパラメータは、それより前の停止ポイントを指定するために使う事ができます。
多くの場合、recovery_target、recovery_target_name、recovery_target_timeやrecovery_target_xidのうち一つが使われますが、
設定ファイルで、２つ以上指定された場合、最後に指定されたものが使われます。
     
	recovery_target = 'immediate'
      
      
	このパラメータは、整合性のとれた状態になると、つまりできるだけ早く、リカバリを終了するよう指定します。
オンラインバックアップからリストアした場合、これはバックアップが終了した時点を意味します。
       
厳密には、この文字列パラメータは、'immediate'だけが有効な値です。
       

	recovery_target_name (string)
      
      
	このパラメータは、リカバリを実施するために、（pg_create_restore_point() により作成された）名前付けされたリストアポイントを指定します。
       

	recovery_target_time (timestamp)
      
      
	このパラメータは、リカバリを実施するタイムスタンプの上限を指定します。
厳密な停止ポイントは、recovery_target_inclusive によっても影響を受けます。
       

	recovery_target_xid (string)
      
      
	このパラメータは、リカバリを進行させるトランザクションIDの上限を指定します。
トランザクションIDはトランザクションの開始時に順番に割り振られ、トランザクションはそれとは異なる順番で完了し得るということを理解しておいてください。
リカバリされるトランザクションは、指定されたものよりも前 (オプションによっては指定されたものも含まれる) にコミットされたものになります。
厳密な停止ポイントは、recovery_target_inclusive によっても影響を受けます。
       



以下のオプションはリカバリ対象をより詳細に指定し、リカバリが対象に達した時の動作に影響を与えます。
     
	recovery_target_inclusive (boolean)
      
      
	指定したリカバリ対象の後に停止するか (true) 、その前に停止するか (false) を指定します。
recovery_target_time と recovery_target_xid のどちらが指定されているかに関係なく、双方に適用されます。
この設定は、指定した対象のコミット時間あるいはトランザクションIDのトランザクションが、それぞれリカバリに含まれるかどうかを制御します。
デフォルトは true です。
       

	recovery_target_timeline (string)
      
      
	リカバリが作成する個別のタイムラインを指定します。
デフォルトでは、ベースバックアップが取得された際のものと同じタイムラインに沿ってリカバリされます。
これをlatestに設定すると、アーカイブ時に見つけた最新のタイムラインに回復します。これはスタンバイサーバで有用です。
この他にこのパラメータが必要となるのは、ポイントインタイムリカバリの実施後に到達したような状態に戻す場合など、複数回に渡ってリカバリするような複雑なリカバリのシチュエーションのみです。
この論考については 「タイムライン」 を参照してください。
       

	recovery_target_action (enum)
      
      
	リカバリ対象に到達した場合に、サーバがする動作を指定します。
デフォルトはpauseで、リカバリを休止することを意味します。
promoteは、リカバリの過程が終われば、サーバは接続の受け付けを始めることを意味します。
最後に、shutdownは、リカバリ対象に到達した後にサーバを停止します。
       
pauseの設定の意図した使い方は、このリカバリ対象がリカバリのための最も望ましいポイントかどうかチェックするために、データベースに対して問い合わせを実行できるようにすることです。
休止された状態は、pg_xlog_replay_resume()(表9.80「リカバリ制御関数」参照)の使用により再開することができます。
その後、それはリカバリを終了させます。
このリカバリ対象が希望の止まるポイントでない場合、サーバをシャットダウンし、リカバリ対象の設定をより後の対象に変更し、リカバリを継続するために再起動してください。
       
shutdownの設定はインスタンスを正確に望ましい再生ポイントで準備するのに有用です。
インスタンスはさらに多くのWALレコードを再生できます(実際、次に起動するときには最後のチェックポイントからWALレコードを再生しなければなりません)。
       
recovery_target_actionをshutdownに設定する場合、recovery.confの名前が変更されるわけではありませんので、設定を変更するか、recovery.confを手動で削除しない限り、次の起動はすぐにシャットダウンで終わってしまうことに注意してください。
       
この設定はリカバリ対象が設定されていない場合には効果がありません。
hot_standbyが有効になっていない場合、pauseの設定はshutdownと同じように動作します。
       





名前
SET DESCRIPTOR — SQL記述子領域に情報を設定します。

概要
SET DESCRIPTOR descriptor_name descriptor_header_item = value [, ... ]
SET DESCRIPTOR descriptor_name VALUE number descriptor_item = value [, ...]

説明
SET DESCRIPTORはSQL記述子領域に値を投入します。
その後、通常、記述子領域はプリペアド問い合わせ実行においてパラメータをバインドするために使用されます。
    
このコマンドは２つの構文があります。
最初の構文は、特定のデータと独立した、記述子の「ヘッダ」に適用します。
２番目の構文は、番号で識別される特定のデータに値を割り当てます。
    

パラメータ
	descriptor_name
	記述子の名前です。
       

	descriptor_header_item
	設定するヘッダ情報項目を識別するトークンです。
記述子項目数を設定するCOUNTのみが現在サポートされています。
       

	number
	設定する記述子項目の番号です。
番号は１から数えます。
       

	descriptor_item
	記述子内のどの項目の情報を設定するかを識別するトークンです。
サポートされる項目のリストについては「名前付きSQL記述子領域」を参照してください。
       

	value
	記述子項目に格納する値です。
これはSQL定数またはホスト変数とすることができます。
       




例
EXEC SQL SET DESCRIPTOR indesc COUNT = 1;
EXEC SQL SET DESCRIPTOR indesc VALUE 1 DATA = 2;
EXEC SQL SET DESCRIPTOR indesc VALUE 1 DATA = :val1;
EXEC SQL SET DESCRIPTOR indesc VALUE 2 INDICATOR = :val1, DATA = 'some string';
EXEC SQL SET DESCRIPTOR indesc VALUE 2 INDICATOR = :val2null, DATA = :val2;

互換性
SET DESCRIPTORは標準SQLで規定されています。
    

関連項目
ALLOCATE DESCRIPTOR, GET DESCRIPTOR

リリース8.0.3



リリース日
2005-05-09

このリリースは、複数のセキュリティ関連の問題を含む、8.0.2の各種不具合を修正したものです。
8.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.0」を参照してください。
  
バージョン8.0.3への移行



8.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.0.xのシステムカタログで見つかった2つの重大なセキュリティ問題を突かれる可能性があります。
ダンプ、8.0.3のinitdbを使用したinitdb、リロードを行うことで、自動的にこれらの問題を修正します。
   
より重大なセキュリティ問題は、組み込みの文字セット符号化変換関数により、権限を持たないユーザがSQLコマンドを呼び出すことができるという点です。
このような用途のためにこれらの関数を設計していませんでしたが、悪意のある引数の設定に対する安全性がありませんでした。
この修正により、これらの関数の宣言されたパラメータリストがSQLコマンドから呼び出されないように変更されました。
（通常の符号化変換機構の使用には影響はありません。）
   
もうひとつの問題は、contrib/tsearch2モジュールが、internal型の引数を取らない場合に間違ってinternalを返すものと宣言された関数を複数作成することです。
これによりinternal型の引数を使用するすべての関数について、型の安全性が損なわれます。
   
initdb、もしくは、後述の手作業による修正手順に従って、すべてのインストレーションにおいてこれらのエラーを修正することを強く勧めます。
これらのエラーにより、少なくとも、権限を持たないデータベースユーザがサーバプロセスをクラッシュさせることができます。
また、権限を持たないユーザがデータベーススーパーユーザ権限を手に入れることができる可能性もあります。
   
initdbを行いたくないのであれば、7.4.8リリースノートで示した手作業による修正手順を行ってください。
   

変更点



	誤使用を防ぐために符号化関数のシグネチャを変更しました。

	INTERNAL結果の関数の危険な使用を防止するように、contrib/tsearch2を変更しました。

	間違った第2パラメータからrecord_outを保護しました。

	ある目的（例えばSELECT FOR UPDATE）用にコミットされるように見えるトランザクションが直後に別の目的用にコミットされるという従来から存在した競合状況を修正しました。
一貫性が明らかにないデータが短期間アプリケーションから参照できてしまうため、これはきわめて重大な不具合です。

	リレーションの拡張とVACUUMとの間の競合状態を修正しました。
理論上、これにより新たに挿入されたページの価値が失われます。
しかしこうした状況が発生する頻度はきわめてまれで、アサートエラー以外に発生した事例はありません。

	TIME WITH TIME ZONE型の値の比較を修正しました。
--enable-integer-datetimes設定スイッチが使用されている場合、この比較コードに間違いがありました。
注意: この修正により列値のソート順が正しくなるように変更されましたので、TIME WITH TIME ZONE型の列に対するインデックスを持つ場合、この更新をインストールした後にREINDEXを行う必要があります。

	TIME WITH TIME ZONE型の値に対するEXTRACT(EPOCH)を修正しました。

	INTERVAL型の値の秒の小数部分において、負の値が間違って表示される点を修正しました。
このエラーは、--enable-integer-datetimes設定スイッチが使用された場合にのみ発生します。

	%を含む名前のトリガを正しくダンプできるようにpg_dumpを修正しました。

	contrib/intaggに対する更なる64ビット向けの修正を行いました。

	RECORD型を返す関数の最適化の間違いを修正しました。

	COALESCE(NULL,NULL)でのクラッシュを防止しました。

	libpq用のBorland向けmakefileを修正しました。

	timetz型に対するcontrib/btree_gistを修正しました。(Teodor)

	プロセスがまだ稼動しているかどうかを確認するために、pg_ctlでpostmaster.pid内のPIDがあるかどうかを検査するようにしました。

	ダンプのタイムスタンプ追加により起こるpg_dump/pg_restoreの問題を修正しました。

	保持可能なカーソルの実現とトランザクションコミット時の遅延されたトリガの発行との間の相互作用を修正しました。

	参照渡しのデータ型を返すSQL関数におけるメモリリークを修正しました。






名前
DROP USER MAPPING — 外部サーバ用のユーザマップを削除します。

概要
DROP USER MAPPING [ IF EXISTS ] FOR { user_name | USER | CURRENT_USER | PUBLIC } SERVER server_name

説明
DROP USER MAPPINGは既存のユーザマップを外部サーバから削除します。
  
外部サーバの所有者は任意のユーザに対するそのサーバ向けのユーザマップを削除することができます。
また、サーバ上でUSAGE権限がユーザに付与されている場合、ユーザは自身の持つユーザ名に対応するユーザマップを削除することができます。
  

パラメータ
	IF EXISTS
	ユーザマップが存在しない場合にエラーを発生しません。
この場合、注意が発行されます。
     

	user_name
	対応付けされるユーザ名です。
CURRENT_USERとUSERは現在のユーザの名前に対応します。
PUBLICは、システム上の現在および将来のユーザ名すべてに対応させるために使用します。
     

	server_name
	ユーザマップのサーバ名です。
     




例
存在する場合、サーバfooからユーザマップbobを削除します。

DROP USER MAPPING IF EXISTS FOR bob SERVER foo;

互換性
DROP USER MAPPINGはISO/IEC 9075-9 (SQL/MED)に従います。
IF EXISTS句はPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
CREATE USER MAPPING(7), ALTER USER MAPPING(7)

値の格納



以下の手順に従って、テーブルに挿入される値は対象とする列のデータ型に変換されます。
  
手順10.3 値の格納における型変換
	対象に正確に一致するかどうかを検査します。

	なければ、式を対象の型に変換してみます。
もし2つの型の間の代入キャストがpg_castカタログ(CREATE CAST(7)を参照してください)に登録されている場合、これは可能です。
あるいは、もし式がunknown型リテラルの場合、リテラル文字列の内容は対象の型の入力変換ルーチンに与えられます。

	対象の型に対してサイズ調整キャストがあるかどうかを検査します。
サイズ調整キャストは、ある型からその同じ型へのキャストです。
pg_castカタログに1つ見つかった場合は、格納先の列に収納する前に式に適用します。
こうしたキャストを実装する関数は、常にinteger型のパラメータを1つ余計に取ります。
このパラメータは、格納先の列のatttypmod値を受け付けます
（atttypmodの解釈方法はデータ型によって異なりますが、典型的にはそれの宣言された長さです）。
また、キャストが明示的か暗黙的かを示す、第三のbooleanパラメータを取ることもできます。
サイズ検査や切り詰めなど、長さに依存したセマンティックスの適用について、キャスト関数が責任を持ちます。



例10.8 character格納における型変換
varchar(20)として宣言された対象の列への以下の文では、対象の大きさが正確に調整されることを示します。


CREATE TABLE vv (v character(20));
INSERT INTO vv SELECT 'abc' || 'def';
SELECT v, octet_length(v) FROM vv;

          v           | octet_length
----------------------+--------------
 abcdef               |           20
(1 row)
ここで実際に起こったのは、デフォルトで||演算子がtextの連結として解決できるように、2つのunknownリテラルがtextに解決されたということです。
そして演算子のtext型の結果は対象の列の型に合うようにbpchar(「空白が埋められる文字」, characterデータ型の内部名)に変換されます
（しかし、textからbpcharへバイナリ変換可能ですので、この型変換のために実際の関数呼び出しは挿入されません）。
最後に、bpchar(bpchar, integer, boolean)サイズ調整関数がシステムカタログの中から見つかり、演算子の結果と格納する列の長さを適用します。
この型特有の関数は必要とされる長さを検査し、空白の埋め込みを行います。



リリース9.2



リリース日
2012-09-10

概要



このリリースでは、新しいSQLの機能もありますが、主にパフォーマンスの向上に注力してきました。
レプリケーションのサポートにおいても開発が継続されています。
主な機能強化には以下のものがあります。
   
	問い合わせがヒープにアクセスせず、インデックスのみからデータを検索できるようにしました(インデックスオンリースキャン)。
       

	プリペアド文が使われる場合であっても、特定のパラメータ値のための特別な計画をプランナが生成できるようにしました。
       

	入れ子ループで内部インデックススキャンを使えるようプランナを改善しました。
       

	ストリーミングレプリケーションのスレーブが、他のスレーブにデータを転送できるようにしました(カスケードレプリケーション)。
       

	pg_basebackupで、スタンバイサーバからバックアップを作れるようにしました。
       

	WALファイルが書き込まれた時に、その更新をアーカイブするツールpg_receivexlogを追加しました。
       

	SP-GiST (Space-Partitioned GiST、空間分割されたGiST)というインデックスアクセス方法を追加しました。
       

	範囲データ型のサポートを追加しました。
       

	JSONデータ型を追加しました。
       

	ビューにsecurity_barrierオプションを追加しました。
       

	libpqの接続文字列を、URIの形式にできるようにしました。
       

	libpqが大きな結果集合をより良く処理できるように、1行処理モードを追加しました。
       



上記の項目については、以下でより詳細に説明します。
   

バージョン9.2への移行



以前のリリースからデータを移行したい時は、どのリリースについても、pg_dumpを利用したダンプとリストア、あるいはpg_upgradeの利用が必要です。
   
バージョン9.2には、以前のバージョンとの互換性に影響する多くの変更点が含まれています。
以下の非互換性に注意してください。
   
システムカタログ



	pg_tablespaceからspclocationフィールドを削除しました。(Magnus Hagander)
       
このフィールドは、テーブル空間の場所を実際に定義するシンボリックリンクと同じでしたので、テーブル空間を移動するときにそれがなくなってしまうエラーを起こす危険性がありました。
この変更により、サーバが停止している間に、シンボリックリンクを手作業で操作することにより、テーブル空間のディレクトリを移動することが可能になります。
このフィールドを置き換え、このシンボリックリンクについて問い合わせができるように、pg_tablespace_location()を追加しました。
       

	tsvectorのmost-common-element(最も共通な要素)統計をpg_statsの新しい列に移動しました。(Alexander Korotkov)
       
以前、tsvectorの列についてmost_common_valsおよびmost_common_freqsで利用可能だったデータについては、most_common_elemsおよびmost_common_elem_freqsを参照してください。
       




Functions



	hstoreの=>演算子を削除しました。(Robert Haas)
       
代わりにhstore(text, text)を使ってください。
=>は標準SQLで他の目的のために予約しているので、PostgreSQL™ 9.0からは=>という名前の演算子が作られると警告メッセージを出力していました。
       

	xpath()が文字列中の特殊文字を確実にエスケープするようにしました。(Florian Pflug)
       
これがないと、結果が正当なXMLにならない場合がありました。
       

	オブジェクトが存在しないとき、pg_relation_size()およびその同類の関数がNULLを返すようにしました。(Phil Sorber)
       
これにより、同時にDROPをした直後にこれらの関数を呼び出してもエラーを返さなくなります。
       

	EXTRACT(EPOCH FROM timestamp without time zone)がUTCの0時ではなく、現地時間の0時からの時間を返すようにしました。(Tom Lane)
       
この変更は、リリース7.3でなされた、誤った考えによる変更を元に戻すものです。
UTCの0時から時間を計るのは一貫性がありませんでした。
その結果がtimezoneの設定に依存することになりますが、timestamp without time zoneの計算はそのようになるべきではないからです。
入力値をtimestamp with time zoneにキャストすれば、以前と同じ動作が得られます。
       

	時間文字列の終わりにyesterday、todayあるいはtomorrowが付いている場合について、適切に処理するようにしました。(Dean Rasheed)
       
以前は、SELECT '04:00:00 yesterday'::timestampを0時に実行すると、前日の日付を返していました。
       

	to_date()およびto_timestamp()に不完全な日付を渡したとき、2020年に向けて丸めるように修正しました。(Bruce Momjian)
       
以前は、3桁以下の年、および年のマスクを渡したときの丸め方が一貫していませんでした。
       




オブジェクトの操作



	ALTER DOMAINがドメインでない型に対して動作しないようにしました。(Peter Eisentraut)
       
以前は、ドメインでない型に対して所有者とスキーマを変更することができました。
       

	CREATE FUNCTIONで、手続き言語の名前を強制的に小文字に変換しないようにしました。(Robert Haas)
       
引用符のついていない言語識別子は引き続き小文字変換されますが、文字列および引用符付きの識別子に対して強制的な小文字変換をしないようにしました。
従って、例えば、CREATE FUNCTION ... LANGUAGE 'C' は、動作しなくなります。
これは'c'とする必要がありますが、引用符を付けないのがもっと良いでしょう。
       

	外部キーの強制トリガーについてシステムが生成する名前を変更しました。(Tom Lane)
       
この変更により、自己参照型の外部キー制約のあるいくつかの境界条件においても、トリガーが正しい順番で実行されることが確実になります。
       




コマンドラインツール



	psqlのメタコマンドの引数における、逆引用符、変数展開、引用符付きの部分文字列の処理を一貫したものにしました。(Tom Lane)
       
以前は、そのような参照が隣接する文字列と空白で分けられていなかった場合、奇妙な取り扱いをされていました。
例えば、'FOO'BARはFOO BARと出力されていました(想定されない空白を挿入していた)。
また、FOO'BAR'BAZは変更なしにそのまま出力されていました(大勢の期待と異なり、引用符を削除しなかった)。
       

	clusterdbのテーブル名を二重引用符付きとして処理しないようにしました。
また、reindexdbのテーブル名およびインデックス名を二重引用符付きとして処理しないようにしました。(Bruce Momjian)
       
引用符が必要な時は、コマンドの引数に二重引用符を含める必要があります。
       

	createuserは、デフォルトではオプション設定のためのプロンプトを表示しないようになりました。(Peter Eisentraut)
       
以前と同じ動作をさせるには--interactiveを使ってください。
       

	--interactiveが指定されていなければ、dropuserはユーザ名のプロンプトを表示しないようにしました。(Peter Eisentraut)
       




サーバの設定



	サーバ側のSSLファイルの場所を指定するためのサーバパラメータを追加しました。(Peter Eisentraut)
       
これにより、以前はデータディレクトリ内のserver.crt、server.key、root.crt、root.crlとしてハードコードされていたファイルの名前と場所を変更することができます。
サーバはroot.crtやroot.crlをデフォルトでは検査しないようになりました。
これらのファイルをロードするには、関連するパラメータをデフォルトでない値に設定する必要があります。
       

	silent_modeパラメータを削除しました。(Heikki Linnakangas)
       
同様の動作は、pg_ctl start -l postmaster.logとすることで実現できます。
       

	wal_sender_delayパラメータは、必要とされていないので削除しました。(Tom Lane)
       

	custom_variable_classesパラメータを削除しました。(Tom Lane)
       
この設定によって提供される検査は信頼できないものでした。
これからは、任意の設定の前に任意のクラス名を置くことができます。
       




監視



	pg_stat_activity.procpidの名前をpidに変更し、他のシステムテーブルと同じようにしました。(Magnus Hagander)
       

	pg_stat_activityにプロセスの状態を表示する新しい列を作りました。(Scott Mead、Magnus Hagander)
       
アイドル状態のセッションについては、直前のqueryとquery_startの値が利用可能となるので、高度な分析が可能になります。
       

	pg_stat_activity.current_queryは問い合わせが完了しても値がクリアされないので、名前をqueryに変更しました。(Magnus Hagander)
       

	SQLレベルの時間に関する統計の全ての値を、ミリ秒で測定されるfloat8の列に変更しました。(Tom Lane)
       
この変更により、値がミリ秒まで正確だがそれ以上にはできないという設計上の前提が取り除かれました(float8は小数にできるからです)。
これにより影響を受ける列は、pg_stat_user_functions.total_time、pg_stat_user_functions.self_time、pg_stat_xact_user_functions.total_time、pg_stat_xact_user_functions.self_timeです。
これらの列の基となっている統計関数も、bigintのミリ秒ではなく、float8のミリ秒を返すようになります。
contrib/pg_stat_statementsのtotal_time列も、ミリ秒で測定されるようになります。
       





変更点



以下に、PostgreSQL™ 9.2とそれ以前のメジャーリリースとの違いに関する詳細な説明をします。
   
サーバ



パフォーマンス



	問い合わせがインデックスのみからデータを検索し、ヒープにアクセスしなくてもすむことを可能にしました。(Robert Haas、Ibrar Ahmed、Heikki Linnakangas、Tom Lane)
       
この機能はよくインデックスオンリースキャン(index-only scan)と呼ばれます。
可視性マップの報告により、すべてのセッションに対して可視であるタプルだけが含まれるヒープページについては、ヒープのアクセスをスキップできます。
従って、この利益は主に、専ら静的であるデータに当てはまります。
この機能を実装するのに必要な部分の一つとして、可視性マップはクラッシュに対して安全にされました。
       

	SP-GiST(Space-Partitioned GiST、空間分割したGiST)インデックスアクセス方式を追加しました。(Teodor Sigaev、Oleg Bartunov、Tom Lane)
       
SP-GiSTは、柔軟性の点でGiSTに匹敵するものですが、均衡なツリーではなく不均衡に分割された検索構造をサポートします。
これが適合する問題では、インデックスの作成時間、検索時間のいずれにおいても、SP-GiSTはGiSTよりも速く動作します。
       

	高負荷の状況においてグループコミットが効率的に動作するようにしました。(Peter Geoghegan、imon Riggs、Heikki Linnakangas)
       
以前は、内部ロックの競合により書込負荷のある状況でコミットをまとめて実行するのは非効率的でした。
       

	新しいファストパス(fast-path)ロック機構を使うことで、競合しないロックが管理できるようにしました。(Robert Haas)
       

	仮想的なトランザクションIDロックを作成することのオーバーヘッドを削減しました。(Robert Haas)
       

	シリアライザブル隔離レベルのロックのオーバーヘッドを削減しました。(Dan Ports)
       

	PowerPCとItaniumでのスピンロックのパフォーマンスを向上しました。(Manabu Ori、Robert Haas、Tom Lane)
       

	共有無効キャッシュのメッセージのオーバーヘッドを削減しました。(Robert Haas)
       

	PGPROC共有メモリ配列のよくアクセスされるメンバを別の配列に移動しました。(Pavan Deolasee、Heikki Linnakangas、Robert Haas)
       

	ヒープにタプルをバッチで追加することにより、COPYの性能を向上しました。(Heikki Linnakangas)
       

	より良いツリーをより少ないメモリ割り当てのオーバーヘッドで生成することにより、幾何データ型についてのGiSTインデックスのパフォーマンスを向上しました。(Alexander Korotkov)
       

	GiSTインデックスの構築時間を向上しました。(Alexander Korotkov、Heikki Linnakangas)
       

	一時テーブルおよびログを取らないテーブルについて、ヒントビットをより早くセットできるようにしました。(Robert Haas)
       

	インラインの、SQLから呼び出し可能でない比較関数によってソートを実行できるようにしました。(Peter Geoghegan、Robert Haas、Tom Lane)
       

	CLOGバッファの数がshared_buffersに基づいて変わるようにしました。(Robert Haas、Simon Riggs、Tom Lane)
       

	テーブルまたはデータベースの削除で発生するバッファプールスキャンの性能を向上しました。(Jeff Janes、Simon Riggs)
       

	多くのテーブルが削除される、あるいは空にされるときの、チェックポイントによるfsync要求のキューの性能を向上しました。(Tom Lane)
       

	Windowsの子プロセスに、安全な個数のファイルディスクリプタを渡すようにしました。(Heikki Linnakangas)
       
これによりWindowsのセッションが以前より多くのオープン状態のファイルディスクリプタを使うことができます。
       




プロセス管理



	チェックポイントを実行する専用のバックグラウンドプロセスを作りました。(Simon Riggs)
       
以前は、バックグラウンドライタがダーティページの書き込みとチェックポイントの両方を行なっていました。
これを2つのプロセスに分けることにより、それぞれがより予測可能な状態で目的を達することができます。
       

	walwriterプロセスをより早く再開することで、非同期コミットの動作を改善しました。(Simon Riggs)
       
以前は、wal_writer_delayが、 WALをディスクにフラッシュする唯一のトリガーでした。
WALバッファが一杯になったときも、WAL書き込みが起こります。
       

	処理が何も行われていない間、bgwriter、walwriter、checkpointer、statistics collector、log collector、archiverのバックグラウンドプロセスが、より効率的に休止できるようにしました。(Peter Geoghegan、Tom Lane)
       
この一連の変更により、何もすることがないときのプロセスの再開の頻度が減り、アイドル状態のサーバの電力消費が大幅に削減されます。
       




オプティマイザ



	プリペアド文が使われる場合であっても、特定のパラメータ値のための特別な計画をプランナが生成できるようにしました。(Tom Lane)
       
以前は、プリペアド文は必ず1つだけの「一般的な」計画があり、それがすべてのパラメータ値に対して使われていました。
これは、明示的な定数値を持つプリペアドでない文で使われる計画に比べ、大幅に劣ることが時々ありました。
これからは、プランナは、特定のパラメータ値に対して特別な計画を生成しようとします。
特別な計画による利点がないことが繰り返し証明された後になって初めて、一般的な計画が使われます。
この変更により、以前からあった、(PL/pgSQLの動的でない文を含め)プリペアド文を使うことによるパフォーマンスの不利を排除できます。
       

	入れ子ループで内部インデックススキャンを使えるようプランナを改善しました。(Tom Lane)
       
新しい「パラメータ化されたパス」の機構により、内部インデックススキャンが、そのスキャンより2つ以上結合レベルが上のリレーションの値を使うことができるようになります。
これにより、(外部結合などの)意味的な制約により、可能な結合順序が制限される場合にパフォーマンスが大きく向上します。
       

	外部データラッパの計画のAPIを改善しました。(Etsuro Fujita、Shigeru Hanada、Tom Lane)
       
ラッパがそのテーブルに対して複数のアクセス「パス」を提供できるようになったので、結合の計画がより柔軟になります。
       

	テーブルでないリレーションについて、自己矛盾する制約句を認知します。(Tom Lane)
       
この検査はconstraint_exclusionがonに設定されている場合にのみ実行されます。
       

	単純なインデックススキャン、およびインデックスオンリースキャンでindexed_col op ANY(ARRAY[...])の条件が使われるようにしました。(Tom Lane)
       
以前は、このような条件は、ビットマップインデックススキャンでのみ使うことができました。
       

	boolean型の列でMIN/MAXの索引の最適化をサポートしました。(Marti Raudsepp)
       

	行数の推定を設定するとき、SELECTのターゲットリスト内の集合を返す関数について説明するようにしました。(Tom Lane)
       

	複製された列を持つインデックスをより信頼できる方法で処理するようプランナを修正しました。(Tom Lane)
       

	配列について、要素頻度の統計情報を収集し、利用するようにしました。(Alexander Korotkov、Tom Lane)
       
この変更により、配列についての<@、&&、@>演算子(配列の含有および重なり)の選択性評価が改善されます。
       

	外部テーブルの統計情報を収集できるようにしました。(Etsuro Fujita)
       

	部分インデックスの利用について、コスト推定を改善しました。(Tom Lane)
       

	副問い合わせで参照される列の統計情報を利用できるようプランナの機能を改善しました。(Tom Lane)
       

	DISTINCTを使う副問い合わせについて、統計の推定を改善しました。(Tom Lane)
       




認証



	pg_hba.confで指定されるロール名とsameroleが自動的にスーパーユーザを含むとは扱わないようにしました。(Andrew Dunstan)
       
これにより、グループロールによるrejectの行を使うのが簡単になります。
       

	pg_hba.confによるトークン解析の処理がより一貫したものになるよう調整しました。(Brendan Jurd、Álvaro Herrera)
       

	空のpg_hba.confファイルを禁止しました。(Tom Lane)
       
これは、間違った構成についてより早く検知するためです。
       

	スーパーユーザ権限はreplication権限を暗示するものとしました。(Noah Misch)
       
これにより、そのような権限を明示的に割り当てる必要がなくなります。
       




監視



	バックエンドがクラッシュする間に、現在の問い合わせの文字列のログ出力を試みるようにしました。(Marti Raudsepp)
       

	自動バキュームのI/O処理のログ出力を、より冗長にしました。(Greg Smith、Noah Misch)
       
このログ出力はlog_autovacuum_min_durationをトリガとして実行されます。
       

	WAL再生の失敗をより早く報告するようにしました。(Fujii Masao)
       
サーバーがマスターモードになるまで失敗が報告されない場合がありました。
       

	WALの場所の比較を単純にするため、pg_xlog_location_diff()を追加しました。(Euler Taveira de Oliveira)
       
これはレプリケーションの遅延を計算するのに便利です。
       

	Windowsでイベントログのアプリケーション名を設定可能にしました。(MauMau、Magnus Hagander)
       
event_sourceサーバパラメータを設定することで、異なるインスタンスが異なる識別子を持つイベントログ使うことができるようになります。
これは、syslog_identの動作と似ています。
       

	実行中のトランザクションがある場合を除き、「unexpected EOF」のメッセージをDEBUG1レベルに変更しました。(Magnus Hagander)
       

	この変更により、データベース接続を正しく閉じないアプリケーションによって起こされるログファイルへの雑多な書き込みが減少します。
       




統計情報ビュー



	一時ファイルのサイズとファイル数をpg_stat_databaseシステムビューで追跡するようにしました。(Tomas Vondra)
       

	デッドロックのカウンタをpg_stat_databaseシステムビューに追加しました。(Magnus Hagander)
       

	サーバパラメータtrack_io_timingを追加し、I/Oの時間を追跡できるようにしました。(Ants Aasma、Robert Haas)
       

	チェックポイントの時間の情報をpg_stat_bgwriterで報告するようにしました。(Greg Smith、Peter Geoghegan)
       




サーバの設定



	search_pathで指定したスキーマが存在しないとき、黙って無視するようにしました。(Tom Lane)
       

	これにより、すべてのデータベースには存在しないスキーマ名を含むような一般的なパス設定の利用が、より便利になります。
       

	スーパーユーザが、deadlock_timeoutについて、クラスタ単位だけでなく、セッション単位でも設定できるようにしました。(Noah Misch)
       
これにより、デッドロックに関連しそうなトランザクションについてdeadlock_timeoutを小さくできるので、より速く検出できるようになります。
また、この値を大きくすることで、デッドロックにより、あるセッションが取消対象として選択される可能性を小さくするために使うこともできます。
       

	セッションあたりの一時ファイルの容量を制限するため、サーバパラメータtemp_file_limitを追加しました。(Mark Kirkwood)
       

	スーパーユーザだけが設定できる拡張の独自変数について、関連する拡張をロードする前にスーパーユーザーがSETできるようにしました。(Tom Lane)
       
SETがスーパーユーザによって実行されたかどうか、システムは記憶するようになります。
これにより、拡張をロードするときに、適切な権限の検査が可能になります。
       

	設定パラメータについて問い合わせをするpostmasterの-Cオプションを追加しました。(Bruce Momjian)
       
これにより、PGDATAあるいは-Dが、設定ファイルだけがインストールされたディレクトリを指している場合について、pg_ctlがより良い処理をできるようになります。
       

	CREATE DATABASEで、空のロケール名を暗示された値で置換するようにしました。(Tom Lane)
       
これにより、サーバの再起動後に、pg_database.datcollateあるいはdatctypeが異なる解釈をされることを防ぎます。
       



postgresql.conf



	postgresql.confで、最初のエラーだけでなく、複数のエラーが報告されるようにしました。(Alexey Klyukin、Tom Lane)
       

	postgresql.confの再読み込みで、特定のセッションにとって不正な設定が含まれる場合でも、すべてのセッションによって処理されるようにしました。(Alexey Klyukin)
       
以前は、そのようなセッション内で有効でない値があると、そのセッションは全ての設定変更を無視していました。
       

	設定ファイルにinclude_if_existsの機能を追加しました。(Greg Smith)
       
これは、ファイルが見つからなくてもエラーを発生させない、という点を除き、includeと同じ動作をします。
       

	initdbの実行中にサーバの時間帯を調べ、postgresql.confのtimezoneおよびlog_timezoneエントリを適切に設定するようにしました。(Tom Lane)
       
これにより、時間のかかる時間帯の調査をサーバの起動時に実施しないですみます。
       

	Windowsでpostgresql.confの行番号が報告されるように、pg_settingsを修正しました。(Tom Lane)
       






レプリケーションとリカバリ



	ストリーミングレプリケーションのスレーブが、他のスレーブにデータを転送できるようにしました(カスケードレプリケーション)。(Fujii Masao)
       
以前は、スタンバイサーバにストリーミングレプリケーションのログファイルを提供できるのはマスターサーバだけでした。
       

	synchronous_commitのモードに新しくremote_writeを追加しました。 (Fujii Masao、Simon Riggs)
       
このモードでは、スタンバイサーバがトランザクションデータをスタンバイのオペレーティングシステム上で書き込むのを待ちますが、スタンバイのディスクにデータがフラッシュされるのは待ちません。
       

	pg_receivexlogツールを追加しました。
これは、完全なWALファイルを待つ代わりに、WALファイルの変更を、書き込まれたときにアーカイブします。(Magnus Hagander)
       

	pg_basebackupでスタンバイサーバからバックアップを作れるようにしました。(Jun Ishizuka、Fujii Masao)
       
この機能により、新しいベースバックアップを作る作業について、プライマリサーバの負荷を減らすことができます。
       

	pg_basebackupがバックアップを実行している間も、WALファイルをストリーム転送できるようにしました。(Magnus Hagander)
       
これにより、WALファイルがプライマリ上で捨てられる前に、スタンバイに転送することができます。
       




問い合わせ



	クライアントが切断されたら、実行中の問い合わせを取り消すようにしました。(Florian Pflug)
       
問い合わせの実行中にクライアントの接続が失われたことをバックエンドが検知したら、問い合わせを完了しようとせずにキャンセルします。
       

	行式において実行時に列名を保持するようにしました。(Andrew Dunstan、Tom Lane)
       
この変更により、行の値がhstoreあるいはjson型に変換される場合により良い結果が得られます。
つまり、返される値のフィールドには期待される名前がつけられます。
       

	副SELECTの結果に使われる列のラベルを改善しました。(Marti Raudsepp)
       
以前は、?column?という一般的なラベルが使われていました。
       

	不明の値の型を決定する経験則を改善しました。(Tom Lane)
       
不明の定数は、それを使う演算子のもう一方の側の値と同じ型を持つかもしれないという長年使われていた規則を、単純な演算子の場合だけでなく、多様演算子を考慮する場合も適用するようにしました。
       

	ドメイン型へのキャスト、およびドメイン型からのキャストの作成について警告を出すようにしました。(Robert Haas)
       
そのようなキャストには何の効果もありません。
       

	行がCHECK制約、あるいはNOT NULL制約に違反したとき、行の内容をエラー詳細として表示するようにしました。(Jan Kundrát)
       
これにより、insertやupdateが多数の行を処理しているときに、どの行に問題があるか特定するのが容易になるはずです。
       




オブジェクトの操作



	DDLの同時実行中に、より信頼できる操作を提供しました。(Robert Haas、Noah Misch)
       
この変更ではロックを追加し、それにより、多くの状況で「cache lookup failed」(キャッシュの検索に失敗)のエラーを起こさなくなります。
また、同時削除中のスキーマにリレーションを追加することはできなくなりました。
以前はこれによりシステムカタログの内容が不整合を起こすことがありました。
       

	DROP INDEXにCONCURRENTLYオプションを追加しました。(Simon Riggs)
       
これにより、他のセッションを妨害することなくインデックスを削除できます。
       

	外部データラッパに列ごとのオプションが付けられるようにしました。(Shigeru Hanada)
       

	ビューの定義の見やすい表示(pretty-print)を改善しました。(Andrew Dunstan)
       



制約



	CHECK制約をNOT VALIDとして宣言できるようにしました。(Álvaro Herrera)
       
NOT VALIDの制約を追加しても、既存の行が制約を満たすかどうかを検査するテーブルスキャンは実行されません。
その後に、新規に追加あるいは更新する行は検査されます。
すべての行が制約を満たすかどうか確かではありませんから、プランナがconstraint_exclusionを考慮する際、そのような制約は無視されます。
       
新しいALTER TABLE VALIDATEコマンドはNOT VALIDの制約を既存の行について検査することができ、その後で通常の制約に変換します。
       

	CHECK制約をNO INHERITとして宣言できるようにしました。(Nikhil Sontakke、Alex Hunsaker、Álvaro Herrera)
       
こうすると、制約は親テーブルでのみ有効で、子テーブルでは無効になります。
       

	制約の名前を変更できる機能を追加しました。(Peter Eisentraut)
       




ALTER



	いくつかのALTER TABLE ... ALTER COLUMN TYPEの操作において、テーブルとインデックスの再作成の必要性を削減しました。(Noah Misch)
       
varcharあるいはvarbitの列の長さの制限を大きくする、あるいは制限をなくしてしまう場合には、テーブルの再書き込みは必要なくなりました。
numeric列の精度を大きくする場合、あるいは列を制限のあるnumericから制限のないnumericに変更する場合は、テーブルの再書き込みは必要なくなりました。
interval型、timestamp型、timestamptz型についての同様なケースでもテーブルの再書き込みは行われません。
       

	ALTER TABLEの外部キーの再検証について、不要な場合には実行しないようにしました。(Noah Misch)
       

	いくつかのALTERコマンドにIF EXISTSオプションを追加しました。(Pavel Stehule)
       
例えば、ALTER FOREIGN TABLE IF EXISTS foo RENAME TO barのように使います。
       

	ALTER FOREIGN DATA WRAPPERおよびALTER SERVERにRENAMEを追加しました。(Peter Eisentraut)
       

	ALTER DOMAINにRENAMEを追加しました。(Peter Eisentraut)
       
以前もALTER TYPEを使えばドメインの名前の変更は可能でした。
       

	ALTER DOMAINのDROP CONSTRAINTで、存在しない制約を指定したらエラーを発生させるようにしました。(Peter Eisentraut)
       
IF EXISTSオプションが追加されたので、以前と同じ動作をさせることは可能です。
       




CREATE TABLE



	外部テーブル、ビューおよび複合型からのCREATE TABLE (LIKE ...)を可能にしました。(Peter Eisentraut)
       
例えば、テーブルのスキーマがビューにマッチするようなテーブルを作成することも可能になります。
       

	CREATE TABLE (LIKE ...)でインデックスのコメントをコピーするときに、インデックス名の衝突が起きないように修正しました。(Tom Lane)
       

	CREATE TABLE ... AS EXECUTEで、WITH NO DATAと列名の指定を処理できるように修正しました。(Tom Lane)
       




オブジェクトの権限



	ビューにsecurity_barrierオプションを追加しました。(KaiGai Kohei、Robert Haas)
       
このオプションは、ビューが保護するデータがユーザに開示されるような最適化を防ぎます。
例えば、安全でない関数を含む句をビューのWHERE句に入れるようなことです。
このようなビューは、通常のビューに比べパフォーマンスが悪くなることが予想されます。
       

	新しい関数の属性LEAKPROOFを追加しました。
これは、security_barrierのビューで安全に利用できる関数に印を付けるものです。(KaiGai Kohei)
       

	データ型についての権限の機能を追加しました。(Peter Eisentraut)
       
これにより、型とドメインについて、SQL準拠のUSAGE権限がサポートされます。
その目的は、どのユーザが型の依存性を作成できるか制限することです。
というのは、そのような依存性は型の所有者による型定義の変更の能力を制限することになるからです。
       

	SELECT INTOおよびCREATE TABLE ASで、INSERT権限について確認するようにしました。(KaiGai Kohei)
       
SELECT INTOやCREATE TABLE ASではオブジェクトが作られるので、作成者は通常はinsert権限を持っています。
しかし、ALTER DEFAULT PRIVILEGESによりそのような権限を取り消した場合など、そうならない例外的な場合もあります。
       





ユーティリティ操作



	VACUUMでページをロックできない時は、そのページをより安易にスキップするようにしました。(Simon Riggs、Robert Haas)
       
この変更により、VACUUMが「詰まって」しまう事故が大幅に減るでしょう。
       

	EXPLAIN (BUFFERS)がダーティーにされたブロック数、書き込まれたブロックを数えるようにしました。(Robert Haas)
       

	EXPLAIN ANALYZEがフィルタの段階で除外した行の数を報告するようにしました。(Marko Tiikkaja)
       

	EXPLAIN ANALYZEで時間の値が必要とされていないとき、時間測定のオーバーヘッドがなくなるようにしました。(Tomas Vondra)
       
これは新しいTIMINGオプションをFALSEに設定することで実現できます。
       




データ型



	範囲データ型の機能を追加しました。(Jeff Davis、Tom Lane、Alexander Korotkov)
       
範囲データ型は、その基本のデータ型に属する下限値と上限値を記録します。
含有、重なり、共通部分などの演算をサポートします。
       

	JSONデータ型を追加しました。(Robert Haas)
       
この型はJSON(JavaScript Object Notation)データを適切に検証して保存します。
       

	array_to_json()およびrow_to_json()を追加しました。(Andrew Dunstan)
       

	SMALLSERIALデータ型を追加しました。(Mike Pultz)
       
これはSERIALと似ていますが、シーケンスを2バイトの整数の列(int2)に格納します。
       

	ドメインをNOT VALIDとして宣言できるようにしました。(Álvaro Herrera)
       
このオプションはドメインの作成時にも指定できますし、またALTER DOMAIN> ... ADD CONSTRAINT ... NOT VALIDとしても設定できます。
ALTER DOMAIN ... VALIDATE CONSTRAINTとすると、制約を完全に検証します。
       

	moneyデータ型で、サポートするロケール独自の書式オプションの数を増やしました。(Tom Lane)
       
具体的には、金額の出力における値の順序、符号、通貨記号についてすべてのPOSIXのオプションを尊重するようにしました。
また、3桁毎の区切り文字も、POSIXの要請に従い、小数点の左側にだけ挿入されることを確実にしました。
       

	macaddrデータ型について、ビット演算の「and」、「or」、「not」演算子をサポートしました。(Brendan Jurd)
       

	xpath()にスカラー値が渡されたとき、1つだけの要素を持つXML配列を返すようにしました。(Florian Pflug)
       
以前は空の配列を返していました。
この変更に伴い、そのような式について、xpath_exists()は偽ではなく真を返すようになります。
       

	XMLのエラー処理がより堅牢になるよう改善しました。(Florian Pflug)
       




関数



	スーパーユーザでないユーザが、同じユーザの他のセッションに対してpg_cancel_backend()およびpg_terminate_backend()を使うことができるようにしました。(Magnus Hagander、Josh Kupershmidt、Dan Farina)
       
以前は、スーパーユーザだけがこれらの関数を使うことができました。
       

	トランザクションスナップショットのインポートとエクスポートができるようにしました。(Joachim Wieland、Tom Lane)
       
これにより、複数のトランザクションがデータベースの状態に関する同一のビューを共有することができるようになります。
スナップショットのエクスポートはpg_export_snapshot()によって、インポートはSET TRANSACTION SNAPSHOTによって行います。
現在実行中のトランザクションのスナップショットだけがインポート可能です。
       

	式でCOLLATION FORをサポートしました。(Peter Eisentraut)
       
これは、式の照合順序を表す文字列を返します。
       

	pg_opfamily_is_visible()を追加しました。(Josh Kupershmidt)
       

	pg_size_pretty()をpg_xlog_location_diff()で使えるように、numeric型の亜種を追加しました。(Fujii Masao)
       

	pg_trigger_depth()関数を追加しました。(Kevin Grittner)
       
この関数は、現在のトリガの呼び出し階層数を返します。
       

	string_agg()でbytea型の値を処理できるようにしました。(Pavel Stehule)
       

	正規表現で、より大きな量指定された部分表現の中で後方参照が使われる場合について修正しました。(Tom Lane)
       
例えば、^(\w+)( \1)+$です。
以前のリリースでは、後方参照が実際に最初の出現とマッチしていることを検査していませんでした。
       




情報スキーマ



	情報スキーマにビューrole_udt_grants、udt_privileges、user_defined_typesを追加しました。(Peter Eisentraut)
       

	情報スキーマのビューelement_typesに、複合型の属性を追加しました。(Peter Eisentraut)
       

	情報スキーマにinterval_type列を実装しました。(Peter Eisentraut)
       
以前はこの列はNULLとして読み出されていました。
       

	情報スキーマのビューattributes、columns、domains、element_typesで、照合順序に関連した列を実装しました。(Peter Eisentraut)
       

	情報スキーマのビューtable_privilegesでwith_hierarchy列を実装しました。(Peter Eisentraut)
       

	情報スキーマでシーケンスのUSAGE権限の表示を追加しました。(Peter Eisentraut)
       

	情報スキーマがデフォルト権限を表示するようにしました。(Peter Eisentraut)
       
以前は空でないデフォルト権限はビューに表示されませんでした。
       




サーバサイド言語



PL/pgSQLサーバサイド言語



	PL/pgSQLのカーソルのOPENコマンドで、パラメータを名前で指定できるようにしました。(Yeb Havinga)
       

	PL/pgSQLで例外情報を取得するGET STACKED DIAGNOSTICSコマンドを追加しました。(Pavel Stehule)
       

	型情報をキャッシュすることにより、PL/pgSQLでの配列の代入を高速化しました。(Pavel Stehule)
       

	PL/pgSQLでELSIF句が長く続いているときのパフォーマンスとメモリ消費を改善しました。(Tom Lane)
       

	PL/pgSQLのエラーメッセージで、関数の名前だけでなくシグネチャも出力するようにしました。(Pavel Stehule)
       




PL/Pythonサーバサイド言語



	PL/PythonにSPIカーソルのサポートを追加しました。(Jan Urbanski)
       
これにより、PL/Pythonが結果集合の一部だけを読むことができるようになります。
       

	PL/Pythonに結果メタデータ関数を追加しました。(Peter Eisentraut)
       
具体的には、結果オブジェクト関数.colnames、.coltypes、.coltypmodsが追加されました。
       

	Python 2.2をサポートから外しました。(Peter Eisentraut)
       




SQLサーバサイド言語



	SQL言語による関数で、パラメータを名前で参照できるようにしました。(Matthew Draper)
       
これを使うには、関数の引数を名前にして、その引数名をSQL関数の本体から参照するだけで良いです。
       





クライアントアプリケーション



	initdbのオプションに、--auth-localと--auth-hostを追加しました。(Peter Eisentraut)
       
これにより、pg_hba.confの認証設定で、localとhostを別々に設定することができます。
--authは引き続き、両方の設定を行います。
       

	createuserで、レプリケーションの権限を設定するために、--replication/--no-replicationのフラグを追加しました。(Fujii Masao)
       

	dropdbとdropuserに--if-existsオプションを追加しました。(Josh Kupershmidt)
       

	コマンドラインツールが接続先のデータベースを指定でき、またpostgresデータベースへの接続に失敗した時は、template1に接続するようにしました。(Robert Haas)
       



psql



	端末の幅に合わせて、出力を自動的に拡張する表示モードを追加しました。(Peter Eisentraut)
       
\xコマンドにautoオプションを追加しました。
通常の出力が画面の幅より広いとき、拡張モードに切り替えます。
       

	起動に使われたファイルのディレクトリからの相対パス名でスクリプトファイルを指定できるようにしました。(Gurjeet Singh)
       
これは新しいコマンド\irで実行できます。
       

	psqlの変数名で、非ASCII文字の使用をサポートしました。(Tom Lane)
       

	特定メジャーバージョン用の.psqlrcファイルをサポートしました。(Bruce Momjian)
       
psqlは以前から、特定マイナーバージョン用の.psqlrcファイルはサポートしていました。
       

	psqlの履歴ファイル、起動ファイルの位置について、環境変数で優先指定できるようにしました。(Andrew Dunstan)
       
PSQL_HISTORYとPSQLRCが設定されていれば、そこで指定されたファイル名が使われます。
       

	子プロセスに渡される環境変数を変更できる\setenvコマンドを追加しました。(Andrew Dunstan)
       

	psqlのエディタの一時ファイルで.sqlを拡張子に使うようにしました。(Peter Eisentraut)
       
拡張子によって動作が変わるエディタは、これにより正しいモードを選択できるようになります。
       

	psqlで、0バイトのフィールド区切り文字およびレコード区切り文字を使えるようにしました。(Peter Eisentraut)
       
様々なシェルツール(例：find)で、0バイトの区切り文字(NUL)を使うことができます。
       

	\timingオプションで、失敗した問い合わせについても時間を表示するようにしました。(Magnus Hagander)
       
以前は、成功した問い合わせについてのみ時間が表示されていました。
       

	psqlによる\copyとSQLのCOPYの処理を統一し、また厳格にしました。(Noah Misch)
       
この修正により、失敗した時の動作が、より予期できるものになり、また、\set ON_ERROR_ROLLBACKを尊重したものになります。
       




情報表示コマンド



	シーケンスについての\dで、シーケンスを所有するテーブルと列の名前を表示するようにしました。(Magnus Hagander)
       

	\d+で列の統計対象を表示するようにしました。(Magnus Hagander)
       

	\duでロールのパスワードの有効期限日を表示するようにしました。(Fabrízio de Royes Mello)
       

	キャスト、変換、ドメイン、言語についてコメントを表示するようにしました。(Josh Kupershmidt)
       
これは、それぞれ\dC+、\dc+、\dD+、\dLの出力に含まれます。
       

	SQL/MEDオブジェクトのコメントを表示するようにしました。(Josh Kupershmidt)
       
これは、外部サーバ、外部テーブル、外部データラッパのそれぞれについて、\des+、\det+、\dew+の出力に含まれます。
       

	\ddを変更し、その種のオブジェクト型専用のバックスラッシュコマンドを持たないものについてのみコメントを表示するようにしました。(Josh Kupershmidt)
       




タブ補完



	psqlのタブ補完で、SQLのキーワードについては、新しいCOMP_KEYWORD_CASEの設定に基づいて、大文字あるいは小文字で補完するようにしました。(Peter Eisentraut)
       

	EXECUTEについてタブ補完ができるようにしました。(Andreas Karlsson)
       

	GRANT/REVOKEでのロールの参照についてタブ補完ができるようにしました。(Peter Eisentraut)
       

	ファイル名のタブ補完で、必要なら引用符を補完できるようにしました。(Noah Misch)
       

	TABLEについてのタブ補完で、ビューも含むように変更しました。(Magnus Hagander)
       




pg_dump



	pg_dumpに--exclude-table-dataオプションを追加しました。(Andrew Dunstan)
       
これにより、テーブルの定義はダンプするがそのデータは出力しない、ということをテーブル毎に指定できます。
       

	pg_dumpとpg_restoreに--sectionオプションを追加しました。(Andrew Dunstan)
       
有効な値はpre-data、data、post-dataです。
このオプションは複数回指定することで、2つ以上のセクションを選択することができます。
       

	pg_dumpallで、まずすべてのロールについてダンプし、それからロールのすべての構成設定についてダンプするようにしました。(Phil Sorber)
       
これにより、ロールの構成設定が他のロールを参照する場合でもエラーを発生しなくなります。
       

	新しいクラスタにpostgresデータベースが存在しない場合でも、pg_dumpallがエラーを起こさないようにしました。(Robert Haas)
       

	外部サーバのユーザマッピングをユーザ名の順にダンプするようにしました。(Peter Eisentraut)
       
これにより、予測可能なダンプファイルが生成されます。
       

	演算子を予測可能な順序でダンプするようにしました。(Peter Eisentraut)
       

	拡張設定テーブルがpg_dumpでダンプされる時の規則を厳格にしました。 (Tom Lane)
       

	pg_dumpが、より役に立つ依存性の情報を吐き出すようにしました。(Tom Lane)
       
アーカイブ形式のダンプに含まれる依存性のリンクは、ダンプ内のどこにも現れないオブジェクトを参照することが多く、以前は非常に限られた使い方しかできませんでした。
これからはダンプされるオブジェクトの間の実際の依存性(間接的なこともある)を出力します。
       

	pg_dumpが多くのデータベースオブジェクトをダンプするときの性能を向上しました。(Tom Lane)
       





libpq



	libpqの接続文字列についてURIの形式にすることを可能にしました。(Alexander Shulgin)
       
その構文はpostgres://で始まります。
これにより、データベース接続を表現するURIについて、アプリケーションが独自のパーサを実装しなくても済むようになります。
       

	SSL圧縮を使用不可にする接続オプションを追加しました。(Laurenz Albe)
       
高速なネットワークでSSL圧縮によるオーバーヘッドをなくすために使うことができます。
       

	大きな結果集合をより良く処理できるように、1行処理モードを追加しました。(Kyotaro Horiguchi、Marko Kreen)
       
以前は、libpqは必ず問い合わせ結果の全体をメモリに取り込んでから、アプリケーションに返していました。
       

	関数PQconnectdbParams、PQconnectStartParams、PQpingParamsの宣言にconst修飾子を追加しました。(Lionel Elie Mamane)
       

	.pgpassファイルで、パスワードフィールドにエスケープ文字を含められるようにしました。(Robert Haas)
       

	プロセスを終了させる必要があるとき、ライブラリ関数がexit()ではなく、abort()を使うようにしました。(Peter Eisentraut)
       
この選択は、プログラムが使う通常の終了コードと競合せず、また呼び出し側が捕捉できるシグナルを生成します。
       




ソースコード



	使われていないポートを削除しました。(Peter Eisentraut)
       
以下のプラットフォームはサポートされなくなりました。
dgux、nextstep、sunos4、svr4、ultrix4、univel、bsdi。
       

	MS Visual Studio 2010でのビルドをサポートしました。(Brar Piening)
       

	MinGW-w64の32ビットコンパイラでのコンパイルを可能にしました。(Lars Kanis)
       

	インストール時にplpgsql.hをinclude/serverにインストールするようにしました。(Heikki Linnakangas)
       

	ラッチ機構にpostmasterの終了の検知を含めるよう改善しました。(Peter Geoghegan、Heikki Linnakangas、Tom Lane)
       
これにより、バックグラウンドプロセスが以前はイベントのポーリングのために再開しなければならなかった主要な理由の1つが取り除かれます。
       

	Cの柔軟な配列のメンバーを(サポートされていれば)使うようにしました。(Peter Eisentraut)
       

	同時トランザクションのリグレッションテスト(isolationtester)を改善しました。(Noah Misch)
       

	thread_testを修正し、テストファイルを/tmpでなく、カレントディレクトリに作成するようにしました。(Bruce Momjian)
       

	flexとbisonの警告およびエラー報告を改善しました。(Tom Lane)
       

	メモリバリアのサポートを追加しました。(Robert Haas)
       
これは、現在は使用されていません。
       

	pgindentを修正し、typedefファイルを使うようにしました。(Bruce Momjian)
       

	サーバのログに送信されることになっているメッセージを処理するフックを追加しました。(Martin Pihlak)
       

	DROPコマンドに、オブジェクトアクセスのフックを追加しました。(KaiGai Kohei)
       

	いくつかのオブジェクト型についてDROPの処理を一つにまとめました。(KaiGai Kohei)
       

	pg_upgradeテストスイートを追加しました。(Peter Eisentraut)
       

	正規表現のコードをTCL 8.5.11と同期し、内部処理を改善しました。(Tom Lane)
       

	CRCテーブルをlibpgportに移し、それを別のインクルードファイルで提供するようにしました。(Daniel Farina)
       

	メジャーバージョンのリリースノートの作成で使えるように、git_changelogのオプションを追加しました。(Bruce Momjian)
       

	Linuxの/proc/self/oom_score_adj APIをサポートしました。(Tom Lane)
       




追加モジュール



	libpqの新しい1行処理モードを使うことで、dblinkの性能を向上しました。(Kyotaro Horiguchi、Marko Kreen)
       
この改善は、dblink_send_query()/dblink_get_result()には適用されません。
       

	file_fdwでforce_not_nullオプションをサポートしました。(Shigeru Hanada)
       

	pg_archivecleanupの試運転モードを実装しました。(Gabriele Bartolini)
       
これは、削除されることになるファイルの名前を出力するだけです。
       

	pgbenchに新しいスイッチ--unlogged-tables、--tablespace、--index-tablespaceを追加しました。(Robert Haas)
       

	pg_test_fsyncが、一定回数のサイクル内ではなく、一定の時間内についてテストするように変更しました。(Bruce Momjian)
       
-o/サイクル数、のオプションを削除し、-s/秒数、のオプションを追加しました。
       

	時計の単調性と時間測定のオーバーヘッドを測定するユーティリティ、pg_test_timingを追加しました。(Ants Aasma、Greg Smith)
       

	tcn(Triggered Change Notification、トリガによる変更の通知)モジュールを追加しました。
これはテーブルの変更について、NOTIFYイベントを生成します。(Kevin Grittner)
       



pg_upgrade



	pg_upgradeの環境変数を変更しました。(Bruce Momjian)
       
data、bin、portの環境変数名をPGで始まるものに変更しました。
PGPORTの代わりにPGPORTOLD/PGPORTNEWを使うようにしました。
       

	pg_upgradeのログ出力とエラー報告について大幅に見直しました。(Bruce Momjian)
       
追記書き込みのみのファイルを4つ作り、成功したときはそれらを削除するようにしました。
これらのファイルを無条件に残す、-r/--retainオプションを追加しました。
pg_upgradeの-g/-G/-lオプションは不要なので削除しました。
また、ログファイルのパーミッションを厳しくしました。
       

	pg_upgradeで、より正確なオプティマイザ用統計情報を少しずつ生成するスクリプトを作成するようにしました。(Bruce Momjian)
       
これにより、アップグレード後に最小限のクラスタの統計情報を生成するのに要する時間を削減できます。
       

	pg_upgradeで、postgresデータベースのない古いクラスタをアップグレードできるようにしました。(Bruce Momjian)
       

	pg_upgradeで、一部の古い、あるいは新しいデータベースが見つからなくても、それらが空であれば処理できるようにしました。(Bruce Momjian)
       

	pg_upgradeで、設定ファイルだけがディレクトリにインストールされている場合を処理できるようにしました。(Bruce Momjian)
       

	pg_upgradeでサーバーにパラメータを渡す-o/-Oオプションを追加しました。(Bruce Momjian)
       
これは、設定ファイルだけがディレクトリにインストールされている場合に便利です。
       

	pg_upgradeがデフォルトでポート50432を使うように変更しました。(Bruce Momjian)
       
これにより、アップグレード中にクライアントが意図せず接続してしまうのを防ぐことができます。
       

	pg_upgradeにおけるクラスタのロックを削減しました。(Bruce Momjian)
       
具体的には、リンクモードが利用されている場合に古いクラスタをロックするだけで、それをスキーマがリストアされた直後に実行します。
       




pg_stat_statements



	pg_stat_statementsで、SQLテキストの正規化により、類似した問い合わせを1つにまとめられるようにしました。(Peter Geoghegan、Tom Lane)
       
パラメータ化されていないSQLを使うアプリケーションのユーザは、ログファイルの詳細な分析をしなくても、問い合わせのパフォーマンスを監視できるようになります。
       

	ダーティーにされたブロック数、書き込まれたブロック数、読み書きの回数をpg_stat_statementsに追加しました。(Robert Haas、Ants Aasma)
       

	pg_stat_statementsがPREPAREおよびEXECUTEコマンドを二重に数えないようにしました。(Tom Lane)
       




sepgsql



	グローバルオブジェクトについてSECURITY LABELをサポートしました。(KaiGai Kohei、Robert Haas)
       
具体的には、データベース、テーブル空間、ロールについてセキュリティラベルを追加しました。
       

	sepgsqlがデータベースのラベルを尊重するようにしました。(KaiGai Kohei)
       

	様々なオブジェクトの作成にあたり、sepgsqlのパーミッションの検査を行うようにしました。(KaiGai Kohei)
       

	sepgsql_setcon()およびそれに関連した関数を追加しました。
これらはsepgsqlのセキュリティドメインを制御します。(KaiGai Kohei)
       

	パフォーマンスを向上するため、sepgsqlにユーザ空間のアクセスのキャッシュを追加しました。(KaiGai Kohei)
       





文書



	オプションで、Webサイトのスタイルシートを使ってHTML文書をビルドするルールを追加しました。(Magnus Hagander)
       
gmake STYLE=website draftを使ってください。
       

	EXPLAINの文書を改善しました。(Tom Lane)
       

	vacuumdbのようなコマンドラインツールを使うときに、ユーザ名やデータベース名が二重引用符付きとして維持されることを文書に記述しました。(Bruce Momjian)
       

	MD5認証でクライアントによって返される実際の文字列について文書に記述しました。(Cyan Ogilvie)
       

	CREATE TEMP TABLEでGLOBALとLOCALの利用を勧められないものとしました。(Noah Misch)
       
PostgreSQL™では長い間、これらのキーワードを意味のないものとして扱って来ましたし、今後もそのようにし続けます。
しかし将来、それらは標準SQLが意図しているものになるかも知れませんので、アプリケーションはそれらを使わないようにすべきです。
       






リリース9.1.9



リリース日
2013-04-04

このリリースは9.1.8に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.9への移行



    9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、このリリースではGiSTインデックスの管理についていくつかの不具合を修正しています。
このアップデートをインストールした後、以下に記述する条件の1つ以上に該当するGiSTインデックスすべてについて、REINDEXを実行することを推奨します。
   
しかしながら、9.1.6よりも前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.1.6」を参照してください。
   

変更点



	サーバのコマンド行スイッチについての安全でない解析を修正しました。(Mitsumasa Kondo、Kyotaro Horiguchi)
     
「-」で始まるデータベース名を含む接続要求に細工をすることで、例えその要求が最終的に拒絶された場合でも、サーバのデータディレクトリ内のファイルを損傷させる、あるいは破壊することが可能でした。(CVE-2013-1899)
     

	OpenSSLの乱数の状態を、postmasterのそれぞれの子プロセスでリセットするようにしました。(Marko Kreen)
     
contrib/pgcrypto関数によって生成された乱数が、他のデータベースユーザによって比較的推定しやすいという問題が、これにより回避されます。
この危険はpostmasterがssl = onで構成されている時にのみ問題となりますが、ほとんどの接続ではSSL暗号化を利用していません。(CVE-2013-1900)
     

	REPLICATION権限の検査で、認証されたユーザでなく、現在のユーザについて調べるようにしました。(Noah Misch)
     
この誤りを利用すると、権限のないデータベースユーザがpg_start_backup()やpg_stop_backup()を呼び出し、それにより定期的なバックアップの作成を妨害することが可能でした。(CVE-2013-1901)
     

	GiSTインデックスで、「fuzzy」な幾何比較を使うのが適切でないときは、使わないようにしました。(Alexander Korotkov)
     
幾何データ型のコアでは「fuzzy」な同値性を利用して比較を行ないますが、gist_box_sameでは正確な比較を行う必要があり、そうしなければ、それを利用するGiSTインデックスは一貫しないものになります。
このアップデートをインストールした後、box、polygon、circle、point型の列のすべてのGiSTインデックスについてREINDEXを実行してください。
これらはいずれもgist_box_sameを使っています。
     

	可変長のデータ型、つまりtext、bytea、bit、numeric型の列でcontrib/btree_gistを使うGiSTインデックスについて誤った範囲の結合と不正なロジックを修正しました。(Tom Lane)
     
この誤りにより、存在するキーが検索で見つからないような一貫性のないインデックスが作成されたり、インデックスが無駄に大きくなることがありました。
このアップデートをインストールした後、そのようなインデックスについてREINDEXを実行することを推奨します。
     

	複数列についてのインデックスで、GiSTページを分割するコードの不具合を修正しました。(Tom Lane)
     
この誤りにより、存在するキーが検索で見つからないような一貫性のないインデックスが作られることや、検索が非常に非効率になるインデックスが作られることがありました。
このアップデートをインストールした後、複数列についてのGiSTインデックスについてREINDEXを実行することを推奨します。
     

	gist_point_consistentで曖昧さを一貫性のある方法で処理するようにしました。(Alexander Korotkov)
     
point型の列のGiSTインデックスについてのインデックススキャンは、シーケンシャルスキャンとは異なる結果になる場合がありました。
これは、gist_point_consistentと演算子のコードで、厳密な比較をするか、曖昧な比較をするかについて不一致があったからです。
     

	WAL再生におけるバッファのリークを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     
この不具合により、再生中に「incorrect local pin count」のエラーが発生し、リカバリができなくなる場合がありました。
     

	DELETE RETURNINGでの競合条件を修正しました。(Tom Lane)
     
特定の条件下で、DELETE RETURNINGは現在のプロセスがもはや確保していない共有バッファからデータをフェッチすることがありました。
その間に他のプロセスがそのバッファを変更した場合、ゴミの値がRETURNINGの出力となったり、あるいはクラッシュすることもありました。
     

	正規表現のコンパイルで無限ループになる可能性があるのを修正しました。(Tom Lane、Don Porter)
     

	正規表現のコンパイル時にNULLポインタから参照先を取得する可能性があるのを修正しました。(Tom Lane)
     

	to_char()で、それが適切な場合、ASCIIのみの大文字変換規則を利用するように修正しました。(Tom Lane)
     
これにより、ロケールに依存すべきでないいくつかのテンプレートのパターンにおける誤った動作が修正されます。
トルコ語のロケールで「I」と「i」が正しく処理されていませんでした。
     

	1999-12-31 24:00:00というタイムスタンプが理由もなく拒絶されていたのを修正しました。(Tom Lane)
     

	単一のトランザクションがUNLISTENを実行し、その後LISTENを実行した場合のロジックの誤りを修正しました。(Tom Lane)
     
この場合、セッションは通知イベントを監視すべきですが、実際には全く監視しない状態になっていました。
     

	他のビューから参照されているビューに列が追加された後、プランナがクラッシュする可能性があるのを修正しました。(Tom Lane)
     

	「picksplit doesn't support secondary split」という不必要なログメッセージを削除しました。(Josh Hansen、Tom Lane)
     
このメッセージは何らかのコードを期待して追加されたように思われますが、そのコードは書かれませんでした。
また、GiSTによる二次的分割のデフォルト処理は実際には非常に良いので、そのコードは今後も書かれないでしょう。
そのため、エンドユーザにブツブツ言うのをやめることにしました。
     

	セッションの最後のいくつかのコミットとアボートの件数を統計情報コレクタに送信するのに失敗する可能性があるのを修正しました。(Tom Lane)
     

	PL/Perlのspi_prepare()関数のメモリリークを修正しました。(Alex Hunsaker、Tom Lane)
     

	pg_dumpallでデータベース名に「=」が含まれるものを正しく処理できるよう修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	pg_dumpが不正な接続文字列が渡された時にクラッシュしないようにしました。(Heikki Linnakangas)
     

	pg_dumpとpg_upgradeで不正なインデックスを無視するようにしました。(Michael Paquier、Bruce Momjian)
     
不正なインデックスをダンプするとリストア時に問題が発生する可能性があります。
例えば、ユニーク条件を満たさないテーブルのデータに対してユニーク条件を強制したためにインデックス作成に失敗したような場合です。
また、インデックスの作成が実際にはまだ進行中の場合もありますが、このときはDDLによる更新がまだコミットされていないと考えるのが適当でしょうから、pg_dumpがダンプする必要はありません。
pg_upgradeは不正なインデックスでエラーを起こす代わりに、それをスキップするようになります。
     

	pg_basebackupでテーブル空間をバックアップするとき、現在のサーババージョンのサブディレクトリだけを含めるようにしました。(Heikki Linnakangas)
     

	pg_basebackupおよびpg_receivexlogでサーバのバージョン確認をするようにしました。
これにより動作しないバージョンの組み合わせに対して、正しく失敗するようになります。(Heikki Linnakangas)
     

	contrib/pg_trgmのsimilarity()関数が、トライグラムのない文字列について0を返すよう修正しました。(Tom Lane)
     
以前は内部でのゼロ割りによりNaNを返していました。
     

	時間帯データファイルをtzdataリリース2013bに更新しました。
チリ、ハイチ、モロッコ、パラグアイ、およびロシアのいくつかの地域での夏時間の変更が含まれます。
また、数多くの場所での歴史的な地域データの修正が含まれます。
     
また、時間帯の略称について、ロシアおよび他の地域での以下の最近の変更を反映しました。
CHOT、GET、IRKT、KGT、KRAT、MAGT、MAWT、MSK、NOVT、OMST、TKT、VLAT、WST、YAKT、YEKTについては、それらの現在の意味に従います。
VOLT (Europe/Volgograd (ヨーロッパ/ヴォルゴグラード))および MIST (Antarctica/Macquarie (南極/マッコーリー島))をデフォルトの短縮名リストに追加しました。
     






名前
PREPARE TRANSACTION — 二相コミット用に現在のトランザクションを準備する

概要
PREPARE TRANSACTION transaction_id

説明
PREPARE TRANSACTIONは、二相コミット用に現在のトランザクションを準備します。
このコマンドの後、トランザクションは現在のセッションと関連しなくなります。
トランザクションの状態は完全にディスク上に保存され、コミット要求前にデータベースがクラッシュしてしまったとしても、ほぼ確実に正常にコミットできるようになります。
  
準備された後、そのトランザクションをCOMMIT PREPARED(7)によりコミット、あるいはROLLBACK PREPARED(7)によりロールバックすることができます。
元のトランザクションを実行したセッションだけではなく、任意のトランザクションからこれらのコマンドを発行することができます。
  
コマンドを発行したセッションから見ると、PREPARE TRANSACTIONはROLLBACKコマンドと似たような動作をします。
実行した後、実行中の現在のトランザクションはなくなり、準備したトランザクションの効果は不可視になります。
（そのトランザクションがコミットされた場合に効果が可視になります。）
  
何らかの原因でPREPARE TRANSACTIONコマンドが失敗した場合、ROLLBACKが行われます。
つまり、現在のトランザクションが取り消されます。
  

パラメータ
	transaction_id
	後でCOMMIT PREPAREDやROLLBACK PREPAREDでトランザクションを識別するための任意の識別子です。
この識別子は文字列リテラルでなければなりません。また、200バイト未満でなければなりません。
また、その時点で準備されたトランザクションとして使用されている他の識別子と同じものは使用できません。
     




注釈
PREPARE TRANSACTIONはアプリケーションや対話式のセッションでの使用を目的としていません。
この目的は、外部トランザクションマネージャにより、複数のデータベースやその他のトランザクションを持つリソースを跨るグローバルなトランザクションを原子的に実現できるようにすることです。
トランザクションマネージャを作成しているのでなければ、おそらくPREPARE TRANSACTIONを使用するべきではありません。
  
このコマンドはトランザクションブロック内で使用しなければなりません。
トランザクションブロックを始めるには、BEGIN(7)を使用してください。
  
現時点では、一時テーブルを含む操作を行ったトランザクション、カーソルをWITH HOLDで作成したトランザクション、LISTENまたはUNLISTENを実行したトランザクションをPREPAREさせることはできません。
準備したトランザクションで便利に使用するには、これらの機能は現在のセッションにあまりに強く結びついているためです。
  
トランザクションで何らかの実行時パラメータが（LOCALオプションなしの）SETで設定されている場合、その影響はPREPARE TRANSACTIONの後も残ります。
また、その後のCOMMIT PREPAREDやROLLBACK PREPAREDの影響を受けません。
したがって、この意味では、PREPARE TRANSACTION はROLLBACKよりCOMMITと似た動きであるといえます。
  
その時点で利用できるすべての準備されたトランザクションはpg_prepared_xactsシステムビューで列挙されます。
  
注意
トランザクションを長期間準備された状態のままとすることは勧められません。
これは格納領域を回収するVACUUM機能を妨害し、極端な場合では、トランザクションの周回（「トランザクションIDの周回エラーの防止」参照）を回避するためにデータベースを停止させてしまいます。
またトランザクションが保持しているすべてのロックを保持し続けていることにも注意してください。
この昨日の想定している使用方法は、外部トランザクションマネージャが他のデータベースがコミットの準備をしたと検証した後すぐに、準備されたトランザクションは通常コミットまたはロールバックされることです。

   
準備されたトランザクションを追跡し、それを即座に終了できるように外部トランザクションマネージャを設定していない場合、max_prepared_transactionsをゼロに設定して準備されたトランザクション機能を無効にしておくことが最善です。
こうすれば事故により準備されたトランザクションが作成され、それが忘れられて問題を引き起こすことを防止できます。
   


例
二相コミット用に現在のトランザクションを準備します。
トランザクション識別子としてfoobarを使用します。


PREPARE TRANSACTION 'foobar';

互換性
PREPARE TRANSACTIONはPostgreSQL™の拡張です。
これは外部のトランザクション管理システムによる利用を意図したものです。
トランザクション管理システムの一部（X/Open XAなど）は標準化されていますが、こうしたシステムのSQL側は標準化されていません。
  

関連項目
COMMIT PREPARED(7), ROLLBACK PREPARED(7)

組み込み関数



PL/Perlからのデータベースアクセス



Perl関数からデータベースそのものにアクセスするには以下の関数で行います。
  
	      spi_exec_query(query [, max-rows])
      
     
	spi_exec_queryはSQLコマンドを実行し、行セット全体をハッシュへの参照を要素とする配列への参照として返します。
結果が相対的に小規模であることが分かっている場合にのみこのコマンドを使用してください。
以下に最大行数オプションを持った問い合わせ（SELECTコマンド）の例を示します。


$rv = spi_exec_query('SELECT * FROM my_table', 5);

これはmy_tableテーブルから5行までを返します。
my_tableにmy_column列がある場合、結果の第$i行の列値を以下のように取り出すことができます。

$foo = $rv->{rows}[$i]->{my_column};

SELECT問い合わせから返される行の総数は以下のようにアクセスできます。

$nrows = $rv->{processed}

      
以下は他の種類のコマンドを使用する例です。

$query = "INSERT INTO my_table VALUES (1, 'test')";
$rv = spi_exec_query($query);

この後、以下のようにコマンドステータス（例えばSPI_OK_INSERT）にアクセスすることができます。

$res = $rv->{status};

影響を受けた行数を取り出すには以下を行います。

$nrows = $rv->{processed};

      
以下に複雑な例を示します。

CREATE TABLE test (
    i int,
    v varchar
);

INSERT INTO test (i, v) VALUES (1, 'first line');
INSERT INTO test (i, v) VALUES (2, 'second line');
INSERT INTO test (i, v) VALUES (3, 'third line');
INSERT INTO test (i, v) VALUES (4, 'immortal');

CREATE OR REPLACE FUNCTION test_munge() RETURNS SETOF test AS $$
    my $rv = spi_exec_query('select i, v from test;');
    my $status = $rv->{status};
    my $nrows = $rv->{processed};
    foreach my $rn (0 .. $nrows - 1) {
        my $row = $rv->{rows}[$rn];
        $row->{i} += 200 if defined($row->{i});
        $row->{v} =~ tr/A-Za-z/a-zA-Z/ if (defined($row->{v}));
        return_next($row);
    }
    return undef;
$$ LANGUAGE plperl;

SELECT * FROM test_munge();

    

	      spi_query(command)
      
     ,       spi_fetchrow(cursor)
      
     ,       spi_cursor_close(cursor)
      
     
	spi_queryおよびspi_fetchrowは、大規模になる可能性がある行セット用、または、行を順番通りに返したい場合向けに組み合わせて動作します。
spi_fetchrowはspi_queryと一緒でなければ動作しません。
組み合わせて使用する方法について、以下の例で示します。


CREATE TYPE foo_type AS (the_num INTEGER, the_text TEXT);

CREATE OR REPLACE FUNCTION lotsa_md5 (INTEGER) RETURNS SETOF foo_type AS $$
    use Digest::MD5 qw(md5_hex);
    my $file = '/usr/share/dict/words';
    my $t = localtime;
    elog(NOTICE, "opening file $file at $t" );
    open my $fh, '<', $file # ooh, it's a file access!
        or elog(ERROR, "cannot open $file for reading: $!");
    my @words = <$fh>;
    close $fh;
    $t = localtime;
    elog(NOTICE, "closed file $file at $t");
    chomp(@words);
    my $row;
    my $sth = spi_query("SELECT * FROM generate_series(1,$_[0]) AS b(a)");
    while (defined ($row = spi_fetchrow($sth))) {
        return_next({
            the_num => $row->{a},
            the_text => md5_hex($words[rand @words])
        });
    }
    return;
$$ LANGUAGE plperlu;

SELECT * from lotsa_md5(500);

    
通常spi_fetchrowは、読み取る行がなくなったことを示すundefが返されるまで繰り返されるはずです。
spi_fetchrowがundefを返すとspi_queryで返されるカーソルは自動的に解放されます。
すべての行を読み取りたくない場合は代わりにspi_cursor_closeを呼び出してカーソルを解放してください。
これに失敗するとメモリリークという結果になります。
    

	      spi_prepare(command, argument types)
      
     ,       spi_query_prepared(plan, arguments)
      
     ,       spi_exec_prepared(plan [, attributes], arguments)
      
     ,       spi_freeplan(plan)
      
     
	spi_prepare、spi_query_prepared、spi_exec_prepared、spi_freeplanは、プリペアド問い合わせ用に同様の機能を実装します。
spi_prepareは番号付き引数プレースホルダ($1、$2など)を持つ問い合わせ文字列と引数の型を表す文字列リストを受け付けます。

$plan = spi_prepare('SELECT * FROM test WHERE id > $1 AND name = $2',
                                                     'INTEGER', 'TEXT');

spi_prepareを呼び出すことで問い合わせ計画が準備されると、spi_exec_queryにより返されるものと同様の結果となるspi_exec_preparedやspi_queryとまったく同じカーソルが返されるspi_query_prepared(このカーソルは後でspi_fetchrowに渡すことができます)の中で、その計画を問い合わせ文字列の代わりに使用することができます。
spi_exec_preparedの省略可能な第二パラメータは属性のハッシュ参照です。
現在サポートされる唯一の属性は、問い合わせで返される最大行数を設定するlimitです。
    
プリペアド問い合わせの利点は、1つの準備された計画を複数回使用して問い合わせを実行することができるという点です。
計画が不要になった後、spi_freeplanを使用して、計画を解放することができます。

CREATE OR REPLACE FUNCTION init() RETURNS VOID AS $$
        $_SHARED{my_plan} = spi_prepare('SELECT (now() + $1)::date AS now',
                                        'INTERVAL');
$$ LANGUAGE plperl;

CREATE OR REPLACE FUNCTION add_time( INTERVAL ) RETURNS TEXT AS $$
        return spi_exec_prepared(
                $_SHARED{my_plan},
                $_[0]
        )->{rows}->[0]->{now};
$$ LANGUAGE plperl;

CREATE OR REPLACE FUNCTION done() RETURNS VOID AS $$
        spi_freeplan( $_SHARED{my_plan});
        undef $_SHARED{my_plan};
$$ LANGUAGE plperl;

SELECT init();
SELECT add_time('1 day'), add_time('2 days'), add_time('3 days');
SELECT done();

  add_time  |  add_time  |  add_time
------------+------------+------------
 2005-12-10 | 2005-12-11 | 2005-12-12

spi_prepare内のパラメータ添字が$1、$2、$3などを介して定義されることに注意してください。
そのため、検出困難な不具合が簡単に発生することになる二重引用符内での問い合わせ文字列宣言はやめてください。
    
他の例は、spi_exec_preparedにおける省略可能なパラメータの使用について示しています。

CREATE TABLE hosts AS SELECT id, ('192.168.1.'||id)::inet AS address
                      FROM generate_series(1,3) AS id;

CREATE OR REPLACE FUNCTION init_hosts_query() RETURNS VOID AS $$
        $_SHARED{plan} = spi_prepare('SELECT * FROM hosts
                                      WHERE address << $1', 'inet');
$$ LANGUAGE plperl;

CREATE OR REPLACE FUNCTION query_hosts(inet) RETURNS SETOF hosts AS $$
        return spi_exec_prepared(
                $_SHARED{plan},
                {limit => 2},
                $_[0]
        )->{rows};
$$ LANGUAGE plperl;

CREATE OR REPLACE FUNCTION release_hosts_query() RETURNS VOID AS $$
        spi_freeplan($_SHARED{plan});
        undef $_SHARED{plan};
$$ LANGUAGE plperl;

SELECT init_hosts_query();
SELECT query_hosts('192.168.1.0/30');
SELECT release_hosts_query();

    query_hosts    
-----------------
 (1,192.168.1.1)
 (2,192.168.1.2)
(2 rows)

    




PL/Perlのユーティリティ関数



	      elog(level, msg)
      
     
	ログまたはエラーメッセージを発行します。
使用できるレベルは、DEBUG、LOG、INFO、NOTICE、WARNING、およびERRORです。
ERRORはエラー状態を発生します。
その上位のPerlコードでこのエラーを捕捉しない場合、エラーは問い合わせの呼び出し元まで伝播し、その結果、現在のトランザクションもしくはサブトランザクションはアボートします。
これは実質Perlのdieコマンドと同じです。
他のレベルは、異なる重要度のメッセージを生成するだけです。
log_min_messagesとclient_min_messages設定パラメータは、特定の重要度のメッセージをクライアントに報告するか、サーバのログに書き出すか、あるいはその両方かを制御します。
詳細は19章サーバの設定を参照してください。
      

	      quote_literal(string)
      
     
	与えられた文字列を、SQL文の文字列内で文字列リテラルとして使用するために適切に引用符付けして返します。
埋め込まれた単一引用符およびバックスラッシュは適切に二重化されます。
quote_literalは入力がundefならばundefを返すことに注意してください。
引数がundefの可能性があるのであれば、quote_nullableの方が適しています。
      

	      quote_nullable(string)
      
     
	与えられた文字列を、SQL文の文字列内で文字列リテラルとして使用するために適切に引用符付けして返します。
引数がundefの場合引用符付けされない文字列"NULL"を返します。
埋め込まれた単一引用符およびバックスラッシュは適切に二重化されます。
      

	      quote_ident(string)
      
     
	与えられた文字列を、SQL文の文字列内で識別子として使用するために適切に引用符付けして返します。
必要な場合(つまり文字列に識別子用ではない文字列が含まれる、または、大文字小文字を保持する場合)のみ引用符が付けられます。
埋め込まれた引用符は適切に二重化されます。
      

	      decode_bytea(string)
      
     
	与えられた文字列の内容を表す、エスケープのないバイナリデータを返します。
これはbytea符号化でなければなりません。
        

	      encode_bytea(string)
      
     
	与えられた文字列の内容をバイナリデータ形式で符号化したbyteaを返します。
        

	      encode_array_literal(array)
      
     ,       encode_array_literal(array, delimiter)
     
	参照先の配列の内容を、配列リテラル書式で表した文字列として返します(「配列の値の入力」参照)。
配列への参照でない場合は引数の値は変更されません。
配列リテラルの要素間の区切り文字は指定がない、または、undefの場合、デフォルトで", "です。
        

	      encode_typed_literal(value, typename)
      
     
	Perl変数を2番目の引数として渡されたデータ型の値に変換し、その値の文字列表現を返します。
入れ子状の配列や複合型の値を正しく扱います。
       

	      encode_array_constructor(array)
      
     
	参照先の配列の内容を配列生成書式で表した文字列として返します(「配列コンストラクタ」参照)。
個々の値はquote_nullableを使用して引用符付けされます。
配列への参照でない場合は、quote_nullableを使用して引用符付けされた引数の値が返されます。
        

	      looks_like_number(string)
      
     
	与えられた文字列の内容がPerlの流儀で数値でありそうな場合に真値を、さもなくば偽を返します。
引数がundefならばundefを返します。
先頭の空白、末尾の空白は無視されます。
InfおよびInfinityは数値とみなします。
        

	      is_array_ref(argument)
      
     
	指定された引数が配列参照として扱うことができる場合、つまり、引数のrefがARRAYまたはPostgreSQL::InServer::ARRAYの場合、真を返します。
さもなくば偽を返します。
      





pg_locks



pg_locksビューはデータベースサーバ内でアクティブなプロセスによって保持されたロックに関する情報へのアクセスを提供します。
ロックに関するより詳細な説明は13章同時実行制御を参照してください。
  
pg_locksにはロック対象となる進行中のオブジェクト、要求されたロックモード、および関連するプロセス毎に1つの行を持ちます。
ですから、もし複数のプロセスが同じロック対象オブジェクトに対してロックを保持していたりロックを待機している場合には、同じロック対象オブジェクトが何度も出現することがあります。
しかし現在ロックされていないオブジェクトはまったく現れません。
  
ロック対象オブジェクトには異なる型がいくつか存在します。
リレーション全体（例：テーブル）、リレーションの個別のページ、リレーションの個別のタプル、トランザクションID（仮想と永続の両方のID）、一般的なデータベースオブジェクト（これはpg_descriptionやpg_dependと同様にクラスOIDとオブジェクトOIDで識別されます）。
さらに、リレーションを拡張する権利は、別のロック対象オブジェクトとして表現されます。
また「勧告的」ロックはユーザ定義の意味を持つ複数から形成されるかもしれません。
  
表50.66 pg_locksの列
	名前	型	参照先	説明
	locktype	text	 	       ロック対象オブジェクトの種類。
       relation、
       extend、
       page、
       tuple、
       transactionid、
       virtualxid、
       object、
       userlock、
       advisory
      
	database	oid	pg_database.oid	ロック対象が存在しているデータベースのOID。対象が共有オブジェクトの場合はゼロ。対象がトランザクションIDである場合はNULL。
      
	relation	oid	pg_class.oid	ロックの対象となるリレーションのOID。対象がリレーションではない場合かリレーションの一部である場合はNULL。
      
	page	integer	 	ロックの対象となるリレーション内のページ番号。対象がタプルもしくはリレーションページではない場合はNULL。
      
	tuple	smallint	 	ページ内のロックの対象となっているタプル番号。対象がタプルではない場合はNULL。
      
	virtualxid	text	 	ロックの対象となるトランザクションの仮想ID。対象が仮想トランザクションIDではない場合はNULL。
      
	transactionid	xid	 	ロックの対象となるトランザクションのID。対象がトランザクションIDではない場合はNULL。
      
	classid	oid	pg_class.oid	ロックの対象を含むシステムカタログのOID。対象が一般的なデータベースオブジェクトではない場合はNULL。
      
	objid	oid	any OID column	システムカタログ内のロックの対象のOID。
対象が一般的なデータベースオブジェクトでない場合はNULL。
      
	objsubid	smallint	 	ロック対象の列番号（classidとobjidはテーブル自身を参照します）、その他の一般的なデータベースオブジェクトではゼロ、一般的ではないデータベースオブジェクトではNULLです。
      
	virtualtransaction	text	 	      ロックを保持、もしくは待っている仮想トランザクションID。
      
	pid	integer	 	ロックを保持、もしくは待っているサーバプロセスのプロセスID。
ただしプリペアードトランザクションによりロックが保持されている場合はNULL。
      
	mode	text	 	このプロセスで保持または要求するロックモードの名称。
（「テーブルレベルロック」 and 「シリアライザブル分離レベル」参照）
      
	granted	boolean	 	ロックが保持されている場合は真、ロックが待ち状態の場合は偽
	fastpath	boolean	 	      ファストパス経由でロックが獲得されている場合は真、メインロックテーブル経由で獲得されている場合は偽。
      



指定されたプロセスにより保持されているロックを表す行内ではgrantedは真です。
偽の場合はこのロックを獲得するため現在プロセスが待機中であることを示しています。
つまり、同じロック対象のオブジェクトに対して何らかの他のプロセスが競合するロックを保持、もしくは待機していることを意味します。
待機中のプロセスはその別のプロセスがロックを解放するまで活動を控えます。
（もしくはデッドロック状態が検出されることになります）。
単一プロセスでは一度に多くても1つのロックを獲得するために待機します。
  
トランザクションの実行中は常に、サーバプロセスはその仮想トランザクションID上に排他的ロックをかけます。
もしある永続IDがトランザクションに割り当てられる（普通はトランザクションがデータベースの状態を変化させるときのみに発生します）と、トランザクションは終了するまで永続トランザクションIDに対して排他ロックを保持します。
あるトランザクションが他のトランザクションを特定して終了まで待機しなければならないと判断した場合、他とみなしたトランザクションのIDに対し共有ロックを獲得するように試み、目的を達します。
（仮想IDであるか永続IDであるかは、その状況によります）。
これは、他とみなしたトランザクションが完了し、そしてロックを解放した場合のみ成功します。
  
タプルはロック対象のオブジェクト種類ですが、行レベルロックについての情報はメモリではなく、ディスクに保存されます。
よって行レベルロックは通常、このビューには現れません。
もしプロセスが行レベルロックの待ち状態である場合は、その行ロックを保持している永続トランザクションIDを待つ状態で、そのトランザクションはビューに現れます。
  
勧告的ロックは、単一のbigint値、または、2つの整数値をキーとして獲得することができます。
bigintの場合は、その上位半分がclassid列内に表示され、残りの下位半分はobjid列内に表示されます。
また、objsubidは1となります。
元のbigint値を(classid::bigint << 32) | objid::bigintという式で再構成することができます。
整数値キーでは、最初のキーがclassid列に、2番目のキーがobjid列に表示され、objsubidは2となります。
キーの実際の意味はユーザに任されています。
勧告的ロックはデータベースに対して局所的ですので、勧告的ロックではdatabase列が意味を持ちます。
  
pg_locksは現行のデータベースに関連するロックのみならず、データベースクラスタ内のすべてのロックに関する全体的なビューを提供します。
relation列はロックされたリレーションを識別するためにpg_class.oidと結合することができますが、これは現行のデータベース内のリレーション（database列が現行のデータベースのOIDまたはゼロとなっているもの）に対してのみ正常に動作します。
  
それぞれのロックを保持もしくは待機しているセッションのさらなる情報を入手するためpg_stat_activityビューのpid列とpid列を結合することができます。
例えば、このような感じです。

SELECT * FROM pg_locks pl LEFT JOIN pg_stat_activity psa
    ON pl.pid = psa.pid;

また、プリペアードトランザクションを使用している場合には、ロックを保持しているプリペアードトランザクションに関してより多くの情報を得るため、virtualtransaction列は、pg_prepared_xactsビューのtransaction列と結合することができます。
（プリペアードトランザクションはロックを待つことはありませんが、実行時に獲得したロックを保持し続けます。）
例えば、このような感じです。

SELECT * FROM pg_locks pl LEFT JOIN pg_prepared_xacts ppx
    ON pl.virtualtransaction = '-1/' || ppx.transaction;

  
pg_locksビューとそれ自身の結合によって、どのプロセスが他のどのプロセスをブロックしているかの情報を入手することが可能ですが、同時に詳細な正しい情報を得ることは非常に困難です。
このようなクエリはどのロックモードが他のものと衝突しているかについての知見を書き出すべきです。
さらに悪いことに、pg_locksビューは、ロック待ちキューにてどのプロセスが他のどのプロセスに先行しているかの情報を提供しない、またはどのプロセスが他のクライアントセッションのために動作している並列ワーカプロセスかの情報を提供しません。
待機しているプロセスが、どのプロセスにブロックされているかを識別するためにより良い方法は、pg_blocking_pids()関数（表9.59「セッション情報関数」を参照してください）を使用することです。
  
pg_locksビューは、異なるシステムにおける、通常のロックマネージャと述部ロックマネージャの両方からのデータを表示します。
さらに通常のロックマネージャではロックを通常ロックと近道ロックに細分化します。
このデータが完全に一貫性があることは保証されません。
ビューが問い合わせられると、近道ロック（fastpath = trueが真）は、ロックマネージャ全体の状態を凍結することなく、各バックエンドからひとつひとつ収集されます。
このため情報収集期間中にロックが獲得されたり解放されたりされる可能性があります。
しかし、これらのロックはその時点で存在する他のロックと競合することがないことが分かっていることに注意してください。
近道ロックについてすべてのバックエンドを問い合わせた後、通常のロックマネージャの残りは１つの単位としてロックされ、残りすべてのロックの一貫性があるスナップショットを原子的な処理で収集します。
ロックマネージャのロックを解除した後、述部ロックマネージャは同様にロックされ、すべての述部ロックを原子的な処理で収集します。
このように、近道ロックという例外がありますが、各ロックマネージャは一貫性をもった結果セットを生成します。
しかし、両方のロックマネージャを同時にロックしませんので、通常のロックマネージャを問い合わせた後と述部ロックマネージャを問い合わせる前の間にロックが獲得されたり解放されたりされる可能性があります。
  
このビューが頻繁にアクセスされている場合は、通常もしくは述部ロックマネージャをロックするとデータベースのパフォーマンスに影響があります。
ロックマネージャからデータを取得するために、ロックは必要最低限の時間だけ保持されますが、パフォーマンスに影響がある可能性が全くないわけではありません。
  

依存関係の追跡



外部キー制約や、ビュー、トリガ、関数などを使ったテーブルが多数含まれるような複雑なデータベース構造を作成すると、ユーザはそれらのオブジェクト間の暗黙的な依存関係のネットワークも作成していることになります。
例えば、外部キー制約を持つテーブルは、参照するテーブルに依存しています。
  
データベース構造全体の整合性を保つため、PostgreSQL™は、他のオブジェクトと依存関係にあるオブジェクトの削除を許可しません。
例えば、「外部キー」で検討したproductsテーブルを削除しようとしても、ordersテーブルがこのテーブルに依存しているので、以下のようなエラーメッセージが現れます。

DROP TABLE products;

ERROR:  cannot drop table products because other objects depend on it
DETAIL:  constraint orders_product_no_fkey on table orders depends on table products
HINT:  Use DROP ... CASCADE to drop the dependent objects too.

エラーメッセージには役に立つヒントが含まれています。
以下のようにすると、依存する全てのオブジェクトを1つずつ削除する手間を省けます。

DROP TABLE products CASCADE;

これで、全ての依存オブジェクトが削除され、それらに依存するいかなるオブジェクトも削除されます。
この場合、ordersテーブルは削除されずに外部キー制約のみが削除されます。
外部キー制約に依存するものが何もないので、処理がそこで停止します。
（DROP ... CASCADEが何を行うかを知りたい場合は、CASCADEを指定せずにDROPを実行してDETAIL出力を読んでください）。
  
PostgreSQL™では、ほぼ全てのDROPコマンドにCASCADEを指定することができます。
もちろん、どのような依存関係が存在するかは、オブジェクトの種類によって異なります。
また、CASCADEではなくRESTRICTと記述すると、他のオブジェクトが依存しているオブジェクトの削除を禁止するというデフォルトの振舞いを指定することもできます。 
  
注記
標準SQLでは、DROPコマンドでRESTRICTまたはCASCADEのいずれかを指定する必要があります。
実際にこの決まり通りのデータベースシステムはありませんが、デフォルトがRESTRICTであるか、CASCADEであるかは、システムによって異なります。
   

DROPコマンドで複数のオブジェクトを羅列した場合、CASCADEは、指定されたグループの外部に依存関係が存在する時のみ要求されます。
例えば、DROP TABLE tab1, tab2と記述したとき、tab2からtab1への外部キー参照の存在は、CASCADEの指定がコマンド成功に必要とされるということを意味しません。
  
ユーザ定義関数について、PostgreSQL™は引数や結果の型など、関数の外部に可視な属性に関連した依存性については追跡しますが、関数の実体を検査することによってしかわからない依存性は追跡しません。
例えば以下の状況を考えてみます。


CREATE TYPE rainbow AS ENUM ('red', 'orange', 'yellow',
                             'green', 'blue', 'purple');

CREATE TABLE my_colors (color rainbow, note text);

CREATE FUNCTION get_color_note (rainbow) RETURNS text AS
  'SELECT note FROM my_colors WHERE color = $1'
  LANGUAGE SQL;


（SQL言語による関数についての説明は「問い合わせ言語（SQL）関数」を参照してください。）
PostgreSQL™は関数get_color_noteが型rainbowに依存することは認識します。
例えば、その型を削除すると、関数の引数の型が定義されなくなるため、関数の削除も強制されます。
しかし、PostgreSQL™はget_color_noteがテーブルmy_colorsに依存するとは考えません。
従って、そのテーブルが削除されても関数は削除されません。
この方法には不利な点もありますが、同時に利益もあります。
テーブルがない状態で関数を実行すればエラーを引き起こしますが、それでも関数はある意味で、有効な状態になっています。
そのため、同じ名前の新しいテーブルを作成することで、関数を再び動作させることができます。
  

外部キー



2章SQL言語のweatherテーブルとcitiesテーブルを思い出してください。
次のような問題点を考えてみましょう。
citiesテーブルに一致する項目がない行は絶対にweatherテーブルに挿入できなくしたいとします。
これをデータの参照整合性の保全と呼びます。
最も単純なデータベースシステムでこれを実装するとしたら、まずcitiesテーブルに一致する行が存在するかどうかを確認し、それからweatherテーブルに新規レコードを追加する、あるいは拒絶する、といったことになるでしょう。
この手法には多くの問題があること、そしてとても不便であることから、PostgreSQL™に代わって作業させることができます。
   
これらのテーブルの新しい宣言は以下のようになります。


CREATE TABLE cities (
        city     varchar(80) primary key,
        location point
);

CREATE TABLE weather (
        city      varchar(80) references cities(city),
        temp_lo   int,
        temp_hi   int,
        prcp      real,
        date      date
);


では無効なレコードを挿入してみましょう。


INSERT INTO weather VALUES ('Berkeley', 45, 53, 0.0, '1994-11-28');



ERROR:  insert or update on table "weather" violates foreign key constraint "weather_city_fkey"
DETAIL:  Key (city)=(Berkeley) is not present in table "cities".

   
外部キーの動作はアプリケーションごとに細かく調整できます。
このチュートリアルではこの簡単な例より先には進みませんが、さらに情報がほしい方は5章データ定義をご覧ください。
外部キーを正しく使用するようにすると、間違いなくデータベースアプリケーションの質を向上させますので身に付くように励んでください。
   

postgres_fdw



postgres_fdwモジュールは、外部のPostgreSQL™サーバに格納されたデータをアクセスするために使用する、postgres_fdw外部データラッパを提供します。
 
実質上、本モジュールの提供する機能は以前のdblinkモジュールが提供する機能と重複していますが、postgres_fdwはリモートのテーブルにアクセスするためにより透過的で標準に準拠した構文を利用できるほか、多くの場合においてより良い性能を得る事ができます。
 
postgres_fdwを使用したリモートアクセスを準備するには:
  
	CREATE EXTENSION(7)を使用してpostgres_fdw拡張をインストールしてください。
    

	CREATE SERVER(7)を使用して、接続しようとする各リモートデータベースを定義する外部サーバオブジェクトを作成してください。
userおよびpasswordを除く接続パラメータを、外部サーバオブジェクトのオプションとして指定します。
    

	CREATE USER MAPPING(7)を使用して、外部サーバへのアクセスを許可するデータベースユーザごとにユーザマッピングを作成します。
ユーザマッピングのuserおよびpasswordオプションを使用してリモートユーザのためのユーザ名とパスワードを指定します。
    

	CREATE FOREIGN TABLE(7)もしくはIMPORT FOREIGN SCHEMA(7)を使用して、アクセスしたいリモートテーブルごとに外部テーブルを作成します。
外部テーブルのカラム定義は被参照側のリモートテーブルに一致していなければなりません。
しかしながら、外部テーブルのオプションとして正しいリモートの名前を外部テーブルのオプションに指定すれば、テーブルおよびカラム名はリモートのものと異なった名前を付ける事ができます。
    




 
今のところ、リモートテーブルに格納されているデータにアクセスするには少なくとも外部テーブルに対するSELECT権限が必要です。
また、INSERTやUPDATE、DELETEを使用してリモートテーブルを操作する事もできます。
（もちろん、ユーザマッピングで指定されたリモートユーザは、これらの操作を実行する権限を有している必要があります）
 
postgres_fdwは今のところ、ON CONFLICT DO UPDATE句のあるINSERT文をサポートしていないことに注意して下さい。
しかし、一意インデックスの推定の指定を省略しているならば、ON CONFLICT DO NOTHING句はサポートされます。
 
一般的な推奨事項として、可能であれば外部テーブルのカラムを、被参照側のリモートテーブル側のカラムと全く同一のデータ型および照合順序によって定義してください。
postgres_fdwは必要に応じてデータ型の変換を行いますが、リモートサーバがローカルサーバとは少々違ったWHERE句の解釈を行うため、データ型や照合順序が一致していないと、時には予期しない結果を得る事があるかもしれません。
 
リモートテーブルより少ないカラム数で、あるいは異なった順序であっても外部テーブルを定義できる事に留意してください。
リモートテーブル側のカラムとの対応付けは、その位置ではなく、名前によって行われます。
 
postgres_fdwの外部データラッパオプション



接続オプション



postgres_fdw外部データラッパを使用する外部サーバは、以下に記すものを除き、「パラメータキーワード」に記載されているlibpqが接続文字列としてサポートするものと同一のオプションを使用する事ができます。

    
	       user および password
       （これらは代わりにユーザマッピングのオプションの中で指定します）
      

	       client_encoding
       （これはローカルサーバのエンコーディングが自動的にセットされます）
      

	       fallback_application_name
       （自動的にpostgres_fdwとセットされます）
      




   
特権ユーザのみが外部サーバに対してパスワードなしの認証で接続できます。
したがって、非特権ユーザのユーザマッピングにはpasswordを必ず指定するようにして下さい。
   

オブジェクト名オプション



これらのオプションによりリモートのPostgreSQL™サーバに送出されるSQL文で使用される名前を制御する事ができます。
外部テーブルがリモートテーブルとは異なった名前で定義されている場合、これらのオプションは必須です。
   
	schema_name
	外部テーブルに対して指定できるこのオプションは、リモートサーバ上のリモートテーブルのスキーマ名を与えます。
省略された場合、外部テーブルのスキーマ名が使用されます。
      

	table_name
	外部テーブルに対して指定できるこのオプションは、リモートサーバ上のリモートテーブル名を与えます。
省略された場合、外部テーブルのテーブル名が使用されます。
      

	column_name
	外部テーブルのカラムに対して指定できるこのオプションは、リモートサーバ上のカラム名を与えます。
省略された場合、外部テーブルのカラム名が使用されます。
      




コスト推定オプション



postgres_fdwはリモートサーバに対するクエリを実行しリモートのデータを受信します。したがって、理想的には外部テーブルをスキャンする推定コストは、それをリモートサーバで実行するコストと通信オーバーヘッドの和となります。
この推定を行うための最も信頼できる方法は、リモートサーバに問い合わせを行い、その結果にオーバーヘッド分を加算する事ですが、小さいクエリではコスト推定を得るための追加的な問い合わせに要するコストに見合わないかもしれません。
そこで、どのようにコスト推定を行うかを制御するため、postgres_fdwは以下のようなオプションを提供します。
   
	use_remote_estimate
	外部テーブルまたは外部サーバに指定できるこのオプションは、コスト推定を得るためにpostgres_fdwがリモートのEXPLAINコマンドを発行するかどうかを制御します。
外部テーブルに対する設定は、関連付けられた外部サーバに対する設定を上書きしますが、その効果は当該外部テーブルに限定されます。
デフォルト値はfalseです。
      

	fdw_startup_cost
	外部テーブルまたは外部サーバに指定できるこのオプションは、当該外部サーバに関連付けられた全ての外部テーブルスキャンの推定開始コストに加算される数値です。
これは、接続の確立、リモート側でのクエリのパース・最適化など、追加的なオーバーヘッドを表現します。
デフォルト値は100です。
      

	fdw_tuple_cost
	外部サーバに指定できるこのオプションは、このサーバでの外部テーブルのスキャンにおいて、各タプル毎に発生する追加的なコストとして使用される数値です。
これは、サーバ間のデータ転送における追加的なオーバーヘッドを表現し、リモートサーバへのネットワーク遅延の高低を反映するためにこの数値を増減することができます。
デフォルト値は0.01です。
      



use_remote_estimateがtrueの時、postgres_fdwはリモートサーバから行数とコスト推定値を取得し、それをfdw_startup_costとfdw_tuple_costに加算します。
一方、use_remote_estimateがfalseの時、postgres_fdwはローカルの行数とコスト推定値を取得しfdw_startup_costとfdw_tuple_costをコスト推定値に加算します。
このローカルな推定は、リモートテーブルの統計情報のローカルコピーが利用可能でないと、正確である見込みはほとんどありません。
ローカルな統計情報を更新するには外部テーブルに対するANALYZE(7)を実行します。これはリモートテーブルに対するスキャンを実行し、あたかもローカルなテーブルであるかのように統計情報の計算と保存を行います。
ローカルな統計情報を保存する事で、クエリの度にリモートテーブルの実行計画を作成するオーバヘッドを削減する事ができます。
しかしながら、リモートテーブルの更新頻度が高ければローカルの統計情報はすぐに実態を反映しなくなるでしょう。
   

リモート実行オプション



デフォルトでは、組み込みの演算子および関数を使ったWHERE句のみがリモートサーバでの実行を考慮されます。
組み込みでない関数を含む句は、行が取得された後、ローカルで検査されます。
そのような関数がリモートサーバで利用でき、かつローカルで実行するのと同じ結果を生成すると信頼できるときは、そのようなWHERE句をリモートでの実行のために送出することでパフォーマンスを向上することができます。
この動作は以下のオプションを使うことで制御できます。
   
	extensions
	このオプションは、PostgreSQL™の拡張で、ローカルとリモートの両方に、互換のバージョンがインストールされているものの名前のリストです。
IMMUTABLEで、列挙された拡張に属する関数と演算子は、リモートサーバに送出可能とみなされます。
このオプションは外部サーバについてのみ指定可能で、テーブル毎の指定ではありません。
      
extensionsオプションを使用する場合、列挙する拡張が存在し、かつローカルとリモートのサーバで同一の動作をするようにすることはユーザの責任です。
そうでない場合、リモートの問い合わせは失敗したり、期待と異なる動作をするかもしれません。
      

	fetch_size
	このオプションは、postgres_fdwが1回のフェッチの動作で何行のデータを取得するかを指定します。
これは外部テーブルあるいは外部サーバに対して指定できます。
テーブルに対して指定されたオプションは、サーバに対して指定されたオプションよりも優先します。
デフォルトは100です。
      




更新機能オプション



デフォルトではpostgres_fdwを使用する全ての外部テーブルは更新可能であると想定されます。以下のオプションにより、この挙動を上書きする事ができます。
   
	updatable
	このオプションは、postgres_fdwがINSERT、UPDATEあるいはDELETEコマンドを使用して外部テーブルを操作する事を許可するかどうかを規定します。
外部テーブルで指定されたオプションは、外部サーバにおいて指定されたオプションを上書きします。
デフォルト値はtrueです。
      
もちろん、リモートテーブルが実際には更新可能ではなかった場合、いずれにしてもエラーが発生するでしょう。このオプションを使用することで、リモートサーバへの問い合わせを行う事なくローカルでエラーを発生させることができます。
また、information_schemaビューは、このオプションの値に従ってpostgres_fdw管理下の外部テーブルを更新可能（あるいは不可能）であるとレポートする事に留意してください。
リモートサーバ側のチェックは一切行われません。
      




インポートのオプション



postgres_fdwはIMPORT FOREIGN SCHEMA(7)を使って、外部テーブルの定義をインポートすることができます。
このコマンドは、リモートのサーバ上に存在するテーブルあるいはビューとマッチする外部テーブルの定義をローカルサーバ上に作成します。
インポートするリモートのテーブルにユーザ定義のデータ型の列がある場合、ローカルサーバにも同じ名前の互換性のある型がなければなりません。
   
インポートの動作は以下のオプションでカスタマイズできます（IMPORT FOREIGN SCHEMAコマンドで指定します）。
   
	import_collate
	このオプションは、列のCOLLATEオプションが、外部サーバからインポートする外部テーブルの定義に含まれているかどうかを制御します。
デフォルトはtrueです。
リモートサーバとローカルサーバで照合順序の名前の集合が異なる場合は、この設定を無効にする必要があるでしょう。
リモートサーバが異なるOSで動作しているなら、そういうことがありそうです。
      

	import_default
	このオプションは、列のDEFAULT式が外部サーバからインポートされる外部テーブルの定義に含まれているかどうかを制御します。
デフォルトはfalseです。
このオプションを有効にする場合は、ローカルサーバとリモートサーバで異なる計算をされるデフォルトに注意して下さい。
nextval()はよくある問題の一つです。
インポートされるデフォルト式がローカルには存在しない関数または演算子を使っていた場合、IMPORTは失敗します。
      

	import_not_null
	このオプションは、列のNOT NULL制約が、外部サーバからインポートされる外部テーブルの定義に含まれているかどうかを制御します。
デフォルトはtrueです。
      



NOT NULL以外の制約は決してリモートのテーブルからインポートされないことに注意して下さい。
PostgreSQL™は外部テーブルのCHECK制約をサポートしていますが、それを自動的にインポートする予定はありません。
なぜなら、制約の式はローカルとリモートのサーバで異なる評価をされる危険があるからです。
CHECK制約でそのような一貫しない動作があると、問い合わせの最適化で検知するのが難しい誤りが発生するかもしれません。
そのため、CHECK制約をインポートしたい場合は、それを手作業で実行する必要があり、またその一つ一つの意味を注意深く確認するべきです。
外部テーブルのCHECK制約の取扱いについて、詳しくはCREATE FOREIGN TABLE(7)を参照して下さい。
   


接続管理



postgres_fdwは、外部サーバに関連付けられた外部テーブルを参照するクエリを最初に実行する際に、外部サーバへの接続を確立します。
この接続は保持され、同じセッションで以降の問い合わせのために再利用されます。
しかし、外部サーバへのアクセスに対して複数のユーザ識別子（ユーザマッピング）が使用される場合には、接続はユーザマッピング毎に確立される事になります。
  

トランザクション管理



外部サーバ上のリモートテーブルを参照する際に、まだトランザクションが開始されていなければpostgres_fdwはリモートサーバ上でトランザクションを開始します。
ローカルのトランザクションがコミット、あるいはアボートした時、リモートのトランザクションも同様にコミット、あるいはアボートします。
セーブポイントも同様に管理され、リモート側に関連付けられたセーブポイントが作成されます。
  
ローカルトランザクションがSERIALIZABLE隔離レベルを用いている時、リモートトランザクションもSERIALIZABLE隔離レベルを使用します。
それ以外の場合にはREPEATABLE READ隔離レベルを使用します。
これは、あるクエリが複数のテーブルスキャンをリモート側で行う際に、確実に全てのスキャンにおいて一貫したスナップショットで結果を取り出すためです。
その結果、別の要求によってリモートサーバ側で競合する更新が発生したとしても、あるトランザクション内の問い合わせはリモートサーバからの一貫したデータを参照する事となります。
ローカルのトランザクションがSERIALIZABLEあるいはREPEATABLE READ隔離レベルを用いている場合、この動作は期待通りのものでしょう。
一方、ローカルのトランザクションがREAD COMMITTED隔離レベルを使用している場合には、予想外の動作かもしれません。
将来のPostgreSQL™リリースではこれらのルールに変更が加えられるかもしれません。
  

リモート問い合わせの最適化



外部サーバからのデータ転送量を削減するため、postgres_fdwはリモート問い合わせを最適化しようと試みます。
これは問い合わせのWHERE句をリモートサーバに送出する事、およびクエリで必要とされていないカラムを取得しない事により行われます。
問い合わせの誤作動のリスクを下げるため、組み込みあるいは外部サーバのextensionsオプションに列挙されている拡張に属するデータ型、演算子、関数だけを用いたものでない限り、リモートサーバにWHERE句は送出されません。
また、そのようなWHERE句で使われる演算子と関数はIMMUTABLEでなければなりません。
UPDATEあるいはDELETEの問い合わせについては、リモートサーバに送出できないWHERE句がなく、問い合わせにローカルな結合がなく、対象のテーブルにローカルな行レベルのBEFOREあるいはAFTERトリガーがないのであれば、postgres_fdwは問い合わせ全体をリもオートサーバに送出することで、問い合わせの実行の最適化を図ります。
UPDATEでは、問い合わせの誤った実行のリスクを低減するため、対象列への代入式では組み込みのデータ型、IMMUTABLE演算子、IMMUTABLE関数のみを使わなければなりません。
  
同一の外部サーバ上の外部テーブルの間の結合がある場合、postgres_fdwはその結合全体を外部サーバに送出します。
ただし、何らかの理由で各テーブルから個別に行を取得する方が効率的だと思われる場合、あるいは結合に含まれるテーブルの参照が異なるユーザマッピングに従う場合を除きます。
JOIN句を送出するにあたり、WHERE句に関して上で説明したことと同じ注意が払われます。
  
リモートサーバでの実行のために実際に送出される問い合わせはEXPLAIN VERBOSEを用いて調べる事ができます。
  

リモート問い合わせ実行環境



postgres_fdwが開いたリモートセッションでは、search_pathパラメータはpg_catalogにだけ設定されますので、スキーマで修飾しなければ組み込みオブジェクトだけが可視です。
postgres_fdw自身が生成した問い合わせでは、常にそのような修飾を行ないますので、これは問題になりません。
しかし、リモートテーブルのトリガやルールによってリモートサーバ上で実行された関数にとっては問題の原因となり得ます。
例えば、リモートテーブルが実際にはビューであれば、そのビューで使われている関数はすべて制限された検索パスで実行されるでしょう。
期待される検索パス環境を確立できるよう、そのような関数では名前はすべてスキーマ修飾するか、そのような関数にSET search_pathオプション(CREATE FUNCTION(7)参照)を付けることをお薦めします。
  
postgres_fdwは、同様に、パラメータTimeZone、DateStyle、IntervalStyle、extra_float_digitsでリモートセッション設定を確立します。
これはsearch_pathほど問題にはならないでしょうが、もし必要になったら関数のSETオプションで処理してください。
  
上のパラメータのセッションレベルの設定を変更することで、この振舞いを覆すことはお薦めしません。postgres_fdwが正常に動作しない原因となるでしょう。
  

Remote Query Execution Environment



   In the remote sessions opened by postgres_fdw,
   the search_path parameter is set to
   just pg_catalog, so that only built-in objects are visible
   without schema qualification.  This is not an issue for queries
   generated by postgres_fdw itself, because it always
   supplies such qualification.  However, this can pose a hazard for
   functions that are executed on the remote server via triggers or rules
   on remote tables.  For example, if a remote table is actually a view,
   any functions used in that view will be executed with the restricted
   search path.  It is recommended to schema-qualify all names in such
   functions, or else attach SET search_path options
   (see CREATE FUNCTION(7)) to such functions
   to establish their expected search path environment.
  
   postgres_fdw likewise establishes remote session settings
   for the parameters TimeZone,
   DateStyle, IntervalStyle,
   and extra_float_digits.  These are less likely
   to be problematic than search_path, but can be handled
   with function SET options if the need arises.
  
   It is not recommended that you override this behavior by
   changing the session-level settings of these parameters; that is likely
   to cause postgres_fdw to malfunction.
  

バージョン間互換性



postgres_fdwのリモートサーバにはPostgreSQL™ 8.3以降のバージョンを使用する事ができます。
読み取り専用であれば、8.1以降のバージョンまで可能です。
一方、postgres_fdwはIMMUTABLE属性を持った組み込みの演算子と関数が外部テーブルのWHERE句に含まれる場合、リモート側で実行しても安全であると仮定します。そのため、リモートサーバのリリース後に追加された関数が実行のために送出されるかもしれず、結果として「関数が見つかりません」あるいは類するエラーを発生させる事になります。
この種の問題は問い合わせの書き換えによって対処する事ができます。
例えば、最適化を妨げるため、外部テーブルへの参照をOFFSET 0を付けて副問い合わせに埋め込み、問題のある関数や演算子を副問い合わせの外に配置するなどの方法があります。
  

例



これはpostgres_fdwで外部テーブルを作成する例です。
まず、拡張をインストールします。
  
CREATE EXTENSION postgres_fdw;
次に、CREATE SERVER(7)を使って外部サーバを作成します。
この例では、ホスト192.83.123.89でポート5432を監視しているPostgreSQL™サーバに接続します。
接続されるデータベースはリモートサーバ上でforeign_dbという名前です。


CREATE SERVER foreign_server
        FOREIGN DATA WRAPPER postgres_fdw
        OPTIONS (host '192.83.123.89', port '5432', dbname 'foreign_db');

  
リモートサーバで使われるロールを特定するためにユーザマッピングも必要です。ユーザマッピングはCREATE USER MAPPING(7)で定義されます。


CREATE USER MAPPING FOR local_user
        SERVER foreign_server
        OPTIONS (user 'foreign_user', password 'password');

  
これでCREATE FOREIGN TABLE(7)により外部テーブルが作成できるようになりました。
この例では、リモートサーバのsome_schema.some_tableという名前のテーブルにアクセスします。
対応するローカルの名前はforeign_tableです。


CREATE FOREIGN TABLE foreign_table (
        id integer NOT NULL,
        data text
)
        SERVER foreign_server
        OPTIONS (schema_name 'some_schema', table_name 'some_table');


CREATE FOREIGN TABLEで宣言した列のデータ型やその他の属性は、実際のリモートテーブルと一致していることが必須です。
リモートテーブルでどのような名前なのかを個々の列に対してcolumn_nameオプションで指定しない限り、列名も一致していなければなりません。
多くの場合、外部テーブルの定義を手作業で作成するよりも、IMPORT FOREIGN SCHEMA(7)を使用する方が望ましいです。
  

作者



花田 茂 <shigeru.hanada@gmail.com>
  


リリース8.1.13



リリース日
2008-06-12

このリリースは8.1.12に対し、重大な1つの不具合と軽微な1つの不具合を修正したものです。
8.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.1」を参照してください。
  
バージョン8.1.13への移行



8.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.1.2より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.1.2」を参照してください。
   

変更点



	pg_get_ruledef()で負の定数を括弧でくくるようにしました。(Tom)
     
この修正前では、ビューまたはルールにおける負の定数がそのまま、例えば-42::integerのようにダンプされる可能性がありました。
これは若干正しくありません。
演算子の前置規則に従うと、(-42)::integerとなるべきです。
通常は大した違いが起こることはありませんが、最近の別のパッチと相互作用して、PostgreSQL™が有効なSELECT DISTINCTビューの問い合わせを拒絶することになりました。
pg_dumpの出力のリロード失敗という結果になることもあり得たため、これは高優先度の修正として扱われました。
実際にダンプ出力が正しくなかったバージョンは8.3.1と8.2.7だけです。
     

	ALTER AGGREGATE ... OWNER TOがpg_shdependを更新するようにしました。(Tom)
     
この見落としにより、集約が後でDROP OWNEDまたはREASSIGN OWNED操作で使用された場合に問題が発生するおそれがありました。
     





リリース7.4.19



リリース日
2008-01-07

このリリースは、重大なセキュリティ問題の修正を含む、7.4.18の各種不具合を修正したものです。
7.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース7.4」を参照してください。
  
バージョン7.4.19への移行



7.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、7.4.11より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース7.4.11」を参照してください。
   

変更点



	インデックス内の関数がVACUUM、ANALYZEなどを実行するユーザの権限で実行されることを防止します。(Tom)
     
インデックス式内で使用される関数および部分インデックスの述語は、新しいテーブル項目が作成されると評価されます。
これが、もし信頼できないユーザが所有するテーブルを変更したとすると、トロイの木馬となるコードの実行という危険性を引き起こすことは以前から解っていました。
（トリガ、デフォルト、検査制約なども同種の危険性を引き起こします。）
しかしインデックス内の関数は、VACUUM FULLなどの日常の保守作業で実行される可能性があるため、さらに危険です。
こうした保守作業は通常自動的にスーパーユーザ権限で行われます。
例えば、極悪なユーザがトロイの木馬となるインデックス定義を設定し、次回の日常のバキューム処理を待つことで、スーパーユーザ権限でコードを実行することが可能です。
この修正は、SECURITY DEFINER関数で使用されていた権限変更機構を使用して、標準的な保守作業（VACUUM、ANALYZE、REINDEX、CLUSTERを含む）が呼び出したユーザではなくテーブル所有者として実行するように調整しました。
こうしたセキュリティ制限の迂回を防ぐために、SET SESSION AUTHORIZATIONおよびSET ROLEがSECURITY DEFINERコンテキストで禁止されるようになりました。(CVE-2007-6600)
     

	正規表現パッケージ内のさまざまな不具合を修正しました。(Tom, Will Drewry)
     
より巧妙な正規表現パターンにより、信頼できないソースから正規表現検索パターンを受け付けるアプリケーションでは、クラッシュ、無限または無限に近いループ、大量のメモリの浪費、DoS攻撃を引き起こすすべてが発生する可能性がありました。(CVE-2007-4769、CVE-2007-4772、CVE-2007-6067)
     

	/contrib/dblinkを使用する非スーパーユーザは、パスワード認証のみをセキュリティ制限として使用しなければなりません。(Joe)
     
7.4.18で行った修正は不十分で、一部のdblink関数に対してのみ問題を解消していました。(CVE-2007-6601,CVE-2007-3278)
     

	一部のWHERE false AND var IN (SELECT ...)におけるプランナの失敗を修正しました。 (Tom)
     

	マルチバイトデータベース符号化方式を使用している時に潜在する、translate()のクラッシュを修正しました。
     

	長い例外メッセージでクラッシュしないようPL/Pythonを修正しました。(Alvaro)
     

	ecpgパーサを修正しました。(Michael)
     

	contrib/tablefuncのcrosstab()が、クラッシュするのではなく、独自の意味でカテゴリとしてNULL行識別子を扱うようにしました。(Joe)
     

	tsvectorおよびtsquery出力関数が正しくバックスラッシュをエスケープするように修正しました。(Teodor, Bruce)
     

	入力文字列が大きな場合にto_tsvector()がクラッシュすることを修正しました。(Teodor)
     

	configureスクリプトを再生成する場合、特定のバージョンのAutoconf™を使用することが必要になりました。(Peter)
     
これは開発者とパッケージ作成者のみに影響します。
この変更は、Autoconf™とPostgreSQL™の未確認のバージョンの組み合わせを使用する事故を防ぐためになされました。
その結果がうまくいくかどうかについて責任を負う限り、異なるバージョンのAutoconf™を本当に使用したい場合は、このバージョン検査を取り除くことができます。
     





リリース8.0



リリース日
2005-01-19

概要



以下に本リリースにおける大きな変更点を示します。
   
	Microsoft Windowsネイティブサーバ
     
	このリリースは、Microsoft Windows®上でサーバとしてネイティブに稼動する最初のPostgreSQL™リリースです。
これはWindows™サービスとしても稼動可能です。
このリリースでは、Windows 2000 SP4™、Windows XP™、および、Windows 2003™などのNTベースのWindowsをサポートします。
Windows 95™、Windows 98™、および、Windows ME™などの古めのリリースはサポートされていません。
これらのオペレーティングシステムではPostgreSQL™をサポートするための基盤が存在しないためです。
別に、Windows™上でのインストールを簡単に行うために、インストーラプロジェクトが設立されました。
http://www.postgresql.org/ftp/win32/を参照してください。
      
リリース工程を通して試験を行いましたが、Windowsへの移植においてはPostgreSQL™がUnixプラットフォームで培ってきた長年の製作環境の経験という利点がありません。
そのため、新しい製品を使用する時と同等の注意をもってこれを扱ってください。
      
以前のリリースでは、WindowsオペレーティングシステムでサーバをサポートするためにはCygwin™ Unixエミュレーションツールキットが必要でした。
PostgreSQL™は数年に渡ってWindows上のネイティブなクライアントをサポートしていました。
      

	セーブポイント
     
	セーブポイントにより、トランザクションの特定の一部を他の部分に影響することなく、アボートさせることができます。
以前のリリースではこうした機能はありませんでした。
トランザクション全体をアボートさせる以外に、トランザクション内のある文の失敗から復旧させる方法はありませんでした。
この機能は、複雑なトランザクション内でエラーからの復旧が必要なアプリケーション作成者にとって有意です。
      

	ポイントインタイムリカバリ
     
	これまでのリリースでは、以前のバックアップからリストアする、もしくは、スタンバイ・リプリケーションサーバを使用する以外に、ディスク装置の障害から復旧させる方法はありませんでした。
ポイントインタイムリカバリにより、サーバの連続的なバックアップが可能です。
障害発生時点まで復旧させることも過去のあるトランザクションまで復旧させることも可能です。
      

	テーブル空間
     
	テーブル空間を使用して、管理者は個々のテーブル、インデックス、および、データベース全体を格納するために異なるファイルシステムを選ぶことができます。
これは、性能を改善し、また、ディスク領域全体の使用状況を制御できます。
これまでのリリースでは、initlocationを使用し、こうした処理のためには手作業によってシンボリックリンクを管理していました。
      

	バッファ管理、CHECKPOINT、VACUUMの改良
     
	このリリースでは、より高度なバッファ交換戦略を使用します。
これにより、利用可能な共有バッファの使用が改善され、性能が向上します。
バキューム処理やチェックポイント処理が性能に与える影響も軽減されます。
      

	列データ型の変更
     
	ALTER TABLEで列のデータ型が変更できるようになりました。
      

	新しいPerlサーバサイド言語
     
	新しいバージョンのplperlサーバサイド言語では、永続的共有格納領域、トリガ、レコードを返すこと、レコードの配列を返すこと、データベースにアクセスするSPI呼び出しをサポートするようになりました。
      

	COPYにおけるカンマ区切り値書式(CSV)サポート
     
	COPYで、カンマ区切り値書式ファイルの読み書きが可能になりました。
これはまた、非標準的な引用符や文字の区切りを柔軟に解釈できます。
      




バージョン8.0への移行



全ての以前のリリースからデータの移行を行うためには、pg_dumpを使用したダンプ、リストアが必要です。
   
以下の非互換性に注意してください。
   
	READ COMMITTEDシリアライゼーションモードにおいて、揮発性関数が、その関数の呼び出し元となったコマンドが始まるまでではなく、その関数内の各文が始まるまでに同時実行中のトランザクションによってコミットされた結果を参照できるようになりました。
     

	STABLEもしくはIMMUTABLEと宣言された関数は常に呼び出し中の問い合わせのスナップショットを使用します。
そのため、呼び出し中の問い合わせが始まってから行われた活動の影響を、その活動が自身のトランザクションであっても他のトランザクションであっても、参照しません。
こうした関数は読み取りのみでなければなりません。
つまり、SELECT以外のSQLコマンドを全く使用することができません。
     

	非遅延のAFTERトリガが、現在の対話的コマンドの完了後ではなく、トリガの発行元となる問い合わせの完了後、即座に発行されるようになりました。
これはトリガの発行元となる問い合わせが関数内にある時に差異が現れます。
この場合トリガは、関数が次の操作を進める前に呼び出されます。
     

	サーバ設定パラメータvirtual_hostとtcpip_socketが、より一般的なパラメータlisten_addressesに置き換えられました。
また、サーバはデフォルトでlocalhostに対する監視を行うようになりました。
これにより、多くの状況において-i postmasterスイッチの必要性がなくなりました。
     

	サーバ設定パラメータSortMemおよびVacuumMemの名前が、より使用状況に合ったwork_memおよびmaintenance_work_memという名前に変更されました。
元の名前はSETやSHOWでまだサポートされています。
     

	サーバ設定パラメータlog_pid、log_timestamp、log_source_portが、より柔軟なlog_line_prefixに置き換えられました。
     

	サーバ設定パラメータsyslogがより論理的なlog_destination変数に置き換えられ、この変数によってログの出力先を制御するようになりました。
     

	データ変更のみやデータ定義文のみを選択できるように、サーバ設定パラメータlog_statementが変更されました。
サーバ設定パラメータlog_durationは、log_statementが問い合わせを出力する場合にのみ出力するようになりました。
     

	サーバ設定パラメータmax_expr_depthがmax_stack_depthに置き換えられました。
これは、式の入れ子レベルではなく物理的なスタックサイズを単位とします。
再帰的な関数によって引き起こされるスタックオーバーフローが原因で、セッションが終了してしまうことを防止するために、これは役に立ちます。
     

	length()が、CHAR(n)の値の最後に含まれる空白を数えないようになりました。
     

	整数からBIT(N)へのキャストにおいて、整数の右からNビットが選択されるようになりました。
以前は左からNビットを選択していました。
    

	NULL配列値の一要素もしくは一部を更新することで、非NULLの配列、すなわち、代入された位置だけからなる配列が生成されるようになりました。
    

	配列への入力値の構文検査がかなり厳しくなりました。
これまではおかしな場所に入力でき、おかしな結果を返していたごみが、エラーになるようになりました。
空文字列の要素値は、何も入力しないのではなく、""と記述しなければなりません。
また、配列要素の前後の空白に関する動作も変更されました。
後にある空白が、前にある空白と同義（これはこれまでも無視されていました）となるように無視されるようになりました。
     

	整数演算操作のオーバーフローが検出されるようになりました。エラーとして報告されます。
     

	単一バイトの「char」データ型に関連する算術演算子が削除されました。
     

	extract()関数（date_partとも呼ばれます）が紀元前の時間に対して正確な年を返すようになりました。
以前は正しい値よりも1少ない値が返されていました。
また、この関数が千年紀や世紀についても正しい値を返すようになりました。
     

	CIDR値のマスクされないビットがゼロでなければならなくなりました。
例えば、204.248.199.1/31はCIDRの値としてもはや許されません。
こうした値はこれまでもPostgreSQL™で受け付けられないはずでしたが、これが拒絶されるようになりました。
    

	EXECUTEが、実行した文に合った完了タグを返すようになりました。
     

	psqlの\copyコマンドが、psqlのstdin/stdoutではなく問い合わせのstdin/stdoutを読み書きするようになりました。
新しいpstdin/pstdoutパラメータ経由でアクセスすることで以前の動作を行うことができます。
     

	JDBCクライアントインタフェースが標準配布から削除され、http://jdbc.postgresql.orgから提供されるようになりました。
     

	TCLクライアントインタフェースも削除されました。
http://gborg.postgresql.orgで、複数のTCLインタフェースが提供されています。
     

	サーバが、オペレーティングシステムで提供されるものではなく、独自の時間帯データベースを使用するようになりました。
これにより全てのプラットフォームにおいて一貫性のある振舞いが提供されます。
ほとんどの場合、時間帯の動作における注意すべき差異はほぼありませんが、SET/SHOW TimeZoneで使用される時間帯名称はプラットフォームが提供する名称と異なる可能性があることに注意してください。
     

	configureのスレッド用オプションのために、ユーザによる試験やファイルの編集が不要になりました。
スレッド用オプションが自動的に検出されるようになりました。
     

	テーブル空間が実装されました。
そのためinitlocationが削除されました。
     

	ユーザ定義のGiSTインデックス用のAPIが変更されました。
UnionおよびPickSplitメソッドで、byteaではなく、特別なGistEntryVector構造体へのポインタが渡されるようになりました。
     




廃止予定の機能



PostgreSQL™の動作の一部は準最適となることが決定されています。
後方互換性のために、これらは8.0では削除されませんでしたが、非推奨であり、次のメジャーリリースで削除される予定です。
    
	リリース8.1ではintervalに対するto_char()関数は削除される予定です。
     

	oid/float4/float8データ型に空文字列を代入した時に、サーバが警告を発するようになりました。
これまで同様に、0として解釈して処理を継続します。
次のメジャーリリースでは、空文字列はこうしたデータ型では無効とみなす予定です。
      

	デフォルトでは、PostgreSQL™ 8.0以前のテーブルはOID付きで作成されます。
次のリリースでは、これは事実でなくなる予定です。
OID付きでテーブルを作成するためには、WITH OIDS句を指定する、あるいは、default_with_oids設定パラメータを設定する必要があります。
将来のリリースのPostgreSQL™との互換性のために、OIDが必要なテーブルを使用しているユーザは明示的にWITH OIDSを指定することを勧めます。
     




変更点



以下に、リリース8.0とこれまでのメジャーリリースとの間での変更点の詳細な内容を示します。
   
性能向上



	データ型を跨るインデックスの使用をサポート(Tom)
      
この変更を行うまで、データ型が完全に一致しない場合、多くの問い合わせがインデックスを使用しませんでした。
この改良によりインデックスの使用がより直感的かつ一貫的になります。
      

	新しいバッファ交換戦略によるキャッシュ処理の改良(Jan)
      
これまでのリリースでは最長未使用時間（LRU）キャッシュを使用して、最近に参照されたページをメモリ内に保持していました。
このLRUアルゴリズムでは、特定のキャッシュ項目が何回アクセスされたかを考慮しませんでした。
そのため、大規模なテーブルスキャンにより、よく使用されるキャッシュページがメモリ外に追いやられてしまいます。
新しいキャッシュアルゴリズムは、4つの独立したリストを使用して、最も最近に使用されたキャッシュページ、最もよく使用されたキャッシュページを管理し、作業負荷に基づいてその交換を動的に最適化します。
これにより共有バッファキャッシュが非常に効率的に使用されるようになるはずです。
これまで共有バッファのサイズを試行錯誤して決定していた管理者は、この新しいキャッシュ交換ポリシーで再度決定してください。
      

	定期的にダーティバッファを書き出すサブプロセスの追加によりチェックポイント時の書き出しを低減(Jan)
      
これまでのリリースでは、数分程度の周期で実行されるチェックポイントプロセスが全てのダーティバッファをオペレーティングシステムのキャッシュに書き込み、オペレーティングシステムのダーティバッファをディスクに書き出していました。
これによりディスクの使用に関して周期的なピークが現れるようになり、性能を悪化させることがよく起こりました。
新しいコードでは、バックグラウンドライタを使用して、一定のペースで小刻みに書き出すようにしたので、チェックポイントの際にダーティページの書き出しがかなり少なくなりました。
更に新しいコードでは、大域的なsync()を呼び出さずに、直前のチェックポイント以降に書き込まれたファイルのみに対するfsync()を呼び出します。
これにより性能は向上し、チェックポイント時の性能劣化も最小限になります。
      

	バキュームを延長する機能の追加により性能への影響を軽減(Jan)
      
負荷が高いシステムにおいてVACUUM処理は、多くのI/O要求を行いますので、他のユーザにとっての性能を悪化させてしまいます。
このリリースでは、VACUUM速度を低めることで、他のユーザへの影響を低減させることができます。
しかし、これはVACUUMの処理時間を多くしてしまいます。
      

	重複キーに対するB-treeインデックス性能の向上(Dmitry Tkach, Tom)
      
インデックス内に重複する値が多い場合のインデックスのスキャン方法が改良されました。
      

	計画作成時、動的に生成されるテーブルサイズ推定値を使用する(Tom)
      
これまでプランナは、最後に実行したVACUUMまたはANALYZEによって判明した値を使用して、テーブルの物理サイズ(ページ数)や行数などのテーブルサイズを推定していました。
現在のテーブルの物理サイズをカーネルから取得し、このテーブルサイズに最後に実行したVACUUMまたはANALYZEによって判明した行密度(1ページあたりの行数)を乗じて行数を推定するようになりました。
これにより、最後に保守用のコマンドを実行してからテーブルサイズに大きな変更があった場合でも、より信頼できる推定ができるようになるはずです。
      

	OR句のある場合のインデックス使用の改良(Tom)
      
これにより、オプティマイザは、インデックス付けされていない、多くのOR句を持つ文に対してインデックスを使用できるようになりました。
また、複数列に対するインデックスが、その最初の列が指定され、2番目の列がOR句の一部である場合でも使用できるようになりました。
      

	部分インデックス句の一致処理の改良(Tom)
      
サーバが、複雑なWHERE句を持つ問い合わせにおける部分インデックスの使用に関してより賢明になりました。
      

	GEQOオプティマイザの性能向上(Tom)
      
多く（デフォルトでは12以上）のテーブルを持つ問い合わせの計画を作成する時、GEQOオプティマイザが使用されます。
このリリースでは、最適化に費やされる時間を減らすために、問い合わせの解析方法を高速化しました。
      

	雑多なオプティマイザの改良
      
実施された小規模な改良を全てここで示すことはできませんが、特定状況における多くの改善がこれまでのリリースよりなされています。
      

	C関数の検索速度の改良(Tom)
      
このリリースでは、動的にロードされたC関数の情報を検索する時にハッシュテーブルを使用します。
これにより、検索がサーバの実行形式に組み込まれた関数とほぼ同等の速度で実行されますので、速度が向上します。
      

	型固有のANALYZE統計処理機能の追加(Mark Cave-Ayland)
      
この機能により、より柔軟な非標準のデータ型用の統計情報の生成が可能です。
      

	ANALYZEが式インデックスに対する統計情報を収集するようになりました(Tom)
      
式インデックス（関数インデックスとも呼ばれます）により、ユーザは単なる列だけではなく式や関数呼び出しの結果に対してインデックスを付けることができます。
このリリースでは、オプティマイザは式インデックスの内容に関する統計情報を収集、使用することができます。
これにより式インデックスが最適な問い合わせに対して作成される計画の質がかなり向上します。
      

	ANALYZE用の新しい2段階サンプリング手法(Manfred Koizar)
      
これにより、テーブルの領域によって有効な行の密度が非常に異なる場合により優れた統計情報が得られます。
      

	TRUNCATEの速度向上 (Tom)
      
7.4で見受けられたTRUNCATEの性能劣化を、トランザクションセーフのまま取り戻しました。
      




サーバにおける変更



	WALファイルアーカイブとポイントインタイムリカバリの追加(Simon Riggs)
      

	ディスクレイアウトの制御ができるテーブル空間の追加(Gavin)
      

	組み込みログ回転プログラムの追加(Andreas Pflug)
      
syslogや他のログ回転プログラムに依存することなく簡単にサーバメッセージのログができるようになりました。
      

	以下のサーバコンパイル時の設定を表示するための、読み取りのみのサーバ設定パラメータの追加
block_size、integer_datetimes、max_function_args、max_identifier_length、max_index_keys  (Joe)
      

	sameuser、samegroup、allという引用符付けによるpg_hba.confでの特殊な意味付けを取消し(Andrew)
      

	デフォルトのpg_hba.conf内にてより明瞭なlocalhost用のIPv6名::1/128を使用(Andrew)
      

	pg_hba.confの例においてCIDR書式を使用(Andrew)
      

	サーバ設定パラメータSortMemとVacuumMemの名前をwork_memとmaintenance_work_memに変更(古い名前もまだサポートします)(Tom)
      
この変更は、インデックスや外部キーの作成などのバルク操作にはmaintenance_work_mem、問い合わせの実行中に使用される作業空間用にはwork_mem、と明確に分けるために行われました。
      

	log_disconnectionsサーバ設定を使用したセッション切断のログを可能にした (Andrew)
      

	各ログ行に発行される情報を制御できるようにlog_line_prefixサーバ設定パラメータを新規追加(Andrew)
      
ユーザ名、データベース名、リモートのIPアドレス、セッションの開始時刻を含めることができます。
      

	log_pid、log_timestamp、log_source_portサーバ設定パラメータの削除。これらの機能はlog_line_prefixで置き換えられました。(Andrew)
      

	virtual_hostとtcpip_socketパラメータを統合しlisten_addressesパラメータに置き換えた(Andrew, Tom)
      
virtual_hostでは単一の接続監視用IPアドレスしか指定できませんでした。
listen_addressesでは複数のアドレスを指定することができます。
      

	デフォルトでローカルホストの接続監視を行い、多くの状況で-i postmasterスイッチの必要性を省いた(Andrew)
      
ローカルホスト(127.0.0.1)の接続監視によってセキュリティ問題が発生することはありません。
更に、ローカルソケットをサポートしないWindowsやJDBCなどの設定において特別な調整を行うことなく動作させることができます。
      

	syslogサーバ設定パラメータを削除。ログ出力先を制御する、より論理的なlog_destination変数を追加。
      

	どの問い合わせをログに記録するかを選択するためにlog_statementサーバ設定パラメータがall、mod、ddl、noneを取るように変更(Bruce)
      
これにより、管理者はデータ定義の変更のみやデータ変更文のみのログを取得することができます。
      

	一部のログ取得関連の設定パラメータは以前から普通のユーザによって調整可能でしたが、「より冗長」方向でのみにしか調整できませんでした。
これらがより厳密に扱われるようになり、スーパーユーザのみがこれらを設定することができます。
しかし、スーパーユーザはALTER USERを使用して、ユーザ単位で非スーパーユーザ用の設定を提供することができます。
また、スーパーユーザはPGOPTIONSを介してスーパーユーザのみの設定パラメータの値を設定することもできます。
      

	設定ファイルをデータディレクトリ外に格納できるようにした(mlw)
      
デフォルトでは、設定ファイルはクラスタの最上位ディレクトリにあります。
この追加によって、設定ファイルをデータディレクトリ以外に格納することができるようになり、管理しやすくなりました。
      

	最初に実行される時のみに準備済み問い合わせの計画を作成。これで定数を統計処理に使用することが可能。(Oliver Jowett)
      
準備済み文はその計画を一度作成し、何回も実行します。
準備済み文では、その使用時に再計画分のオーバヘッドを防ぐことができますが、計画の質は、問い合わせで使用される正確なパラメータが不明である分劣化します。
このリリースでは、無名の準備済み分の計画作成は最初の実行まで遅延され、そしてその実行時に使用された実際のパラメータ値を最適化のヒントとして使用します。
これにより、行外のパラメータ渡しを性能を落とすことなく使用できるようになりました。
      

	パラメータを取るDECLARE CURSORが可能(Oliver Jowett)
      
パラメータ付きParseメッセージにてDECLARE CURSORを発行する際に有用です。
Bind時点で送信されるパラメータ値が、カーソルの問い合わせの実行時に置き換えられます。
      

	inetとcidrデータ型に対するハッシュ結合と集約の修正(Tom)
      
リリース7.4における、inetとcidr値が混在した場合のハッシュ処理に不具合がありました。
（これらの型のハッシュを作成することはありませんので、この不具合はそれまでのリリースでは存在しません。）
      

	log_statementが問い合わせを出力する場合のみに log_durationを出力するようにしました。(Ed L.)
      




問い合わせにおける変更



	セーブポイント(入れ子のトランザクション)機能の追加(Alvaro)
      

	未サポートの隔離レベルを受け付け、サポートされたレベルの中で最も近いレベルに移るようになりました。(Peter)
      
SQL仕様では、データベースが指定した隔離レベルをサポートしない場合はその次に厳しいレベルを使用すべきであると規定しています。
この変更はこの推奨に従ったものです。
      

	START TRANSACTION同様BEGIN WORKでトランザクション隔離レベルを指定可能です。
      

	受け付けた元の問い合わせと異なる問い合わせ型を生成するルールについてテーブル権限の検査を修正(Tom)
      

	単一引用符の使用を簡単にするドル引用符の実装(Andrew, Tom, David Fetter)
      
これまでのリリースでは、関数本体に引用符を付けるために単一引用符が使用されていましたので、関数テキストの内部の単一引用符を、二重の単一引用符、もしくはエラーが起こりやすい記述とする必要がありました。
このリリースでは、テキストブロックの引用符付けに「ドル引用符付け」を使用できるように機能を追加しました。
この機能により、異なる入れ子レベルで異なる引用符区切り文字を使用できますので、正確な引用符付けという処理がかなり簡単になりました。
      

	CASE val WHEN compval1 THEN ...におけるvalの評価を1回だけにしました(Tom)
      
CASEが試験済みの式を複数回評価しないようになりました。
式が複雑な場合や揮発性がある場合に利点があります。
      

	集約問い合わせの目的リストを計算する前のHAVING検査(Tom)
      
SELECT SUM(win)/SUM(lose) ... GROUP BY ... HAVING SUM(lose) > 0などの場合における不適切な失敗を改修しました。
これは正常動作すべきでしたが、これまではゼロ割で失敗することがありました。
      

	max_expr_depthパラメータを、スタックサイズをキロバイトで指定したmax_stack_depthパラメータで置き換えました(Tom)
      
再帰的な関数の暴走によるクラッシュに対する防弾処理として提供される機能です。
式の入れ子の深さを単位にするのではなく、直接実行スタックのサイズを単位にするようになりました。
      

	任意の行式の許可(Tom)
      
このリリースでは、SQL式が任意の複合型、つまり行値を持つことができます。
これにより、関数がより簡単に行を引数として取ることも行値を返すことができます。
      

	行内の演算子や副問い合わせの比較としてLIKE/ILIKEが使用できます(Fabien Coelho)
      

	識別子やキーワード内の基本ASCII文字についてロケール固有の大文字小文字の変換を行わない(Tom)
      
Iとiを含む単語が誤動作する「トルコ語問題」を解消します。
7ビットASCIIセット以外の文字の組み合わせは依然ロケールを無視します。
      

	構文エラー報告の改良(Fabien, Tom)
      
構文エラーの報告が以前より使いやすくなりました。
      

	実行した文に対応する完全なタグを返すようEXECUTEを変更(Kris Jurka)
      
これまでのリリースでは、全てのEXECUTE呼び出しはEXECUTEタグを返していました。
このリリースでは、実行されたコマンドを反映したタグを返します。
      

	ルールの展開においてNATURAL CROSS JOINの発行を行わない(Tom)
      
こうした句は論理的な意味がありません。
しかし、ルールでコンパイラがこの構文を生成することがありました。
      




オブジェクト操作における変更



	キャスト、変換、言語、演算子クラス、ラージオブジェクトに対するCOMMENT ONの追加(Christopher)
      

	デフォルトでOID付きのテーブルを作成するかどうかを制御するdefault_with_oidsサーバ設定パラメータの新規追加(Neil)
      
これにより管理者はCREATE TABLEをデフォルトでOID列を持つテーブルを作成するか持たないテーブルを作成するかを制御することができます。
(現在の出荷時でデフォルトでは、default_with_oidsはTRUEですが、将来のリリースではデフォルトでFALSEとなります。)
      

	CREATE TABLE AS にWITH / WITHOUT OIDS句を追加(Neil)
      

	ALTER TABLE DROP COLUMNでOID列を削除することが可能(ALTER TABLE SET WITHOUT OIDSもまだ動作します) (Tom)
      

	テーブル列として複合型が可能(Tom)
      

	SQL仕様通りの、ALTER ... ADD COLUMNでのデフォルトとNOT NULL制約が可能(Rod)
      
NULLではなく指定されたデフォルト値を初期値として列を生成するADD COLUMNが可能になりました。
      

	列の型を変更するALTER COLUMN TYPEが可能(Rod)
      
列を削除し、再度追加することなく、列のデータ型が変更できるようになりました。
      

	複数のALTER操作を単一のALTER TABLEコマンドにまとめることが可能(Rod)
      
これは特に、テーブルの書き換えを行うALTERコマンド(ALTER COLUMN TYPEとデフォルト付きのADD COLUMNがあります)で便利です。
ALTERコマンドをまとめることにより、必要なテーブルの書き換えは1回だけになります。
      

	SERIAL列を追加するALTER TABLEが可能(Tom)
      
これは、新規列にデフォルトを付与する新機能の結果によるものです。
      

	集約、変換、データベース、関数、演算子、演算子クラス、スキーマ、型、テーブル空間の所有者の変更が可能(Christopher, Euler Taveira de Oliveira)
      
これまでは、直接システムテーブルを変更する必要がありました。
      

	一時オブジェクトの作成をSECURITY DEFINER関数に制限することを許可(Sean Chittenden)
      

	ALTER TABLE ... SET WITHOUT CLUSTERを追加 (Christopher)
      
これまでのリリースでは、システムテーブルを変更する他、自動クラスタ指定を削除する方法がありませんでした。
      

	スキーマ内での一意性を保証するために制約/インデックス/SERIAL名が番号付きのtable_column_typeになりました(Tom)
      
SQL仕様では、こうした名前はスキーマ内で一意であるべきと規定してます。
      

	SERIAL列のシーケンス名を返すpg_get_serial_sequence()の追加(Christopher)
      
これにより自動スクリプトが確実にSERIALシーケンス名を見つけることができます。
      

	プライマリ/外部キーのデータ型の不一致が高価な検索になる時の警告
      

	テーブル空間間でインデックスを移動することができる新しいALTER INDEXコマンドの追加(Gavin)
      

	ALTER TABLE OWNERにより依存するシーケンスの所有者も変更するようにした(Alvaro)
      




ユーティリティコマンドにおける変更



	CREATE SCHEMAによりトリガ、インデックス、シーケンスの作成が可能(Neil)
      

	CREATE RULEにALSOキーワードを追加(Fabien Coelho)
      
ALSOがルール生成に追加できるようになりました。
これはINSTEADルールと反対です。
      

	LOCKにNOWAITオプションを追加(Tatsuo)
      
LOCKが、要求したロックを待機する必要がある場合に失敗することができるようになりました。
      

	COPYにより、カンマ区切り値(CSV)ファイルの読み書きが可能(Andrew, Bruce)
      

	COPYの区切りとNULL文字列が競合する場合にエラーを生成(Bruce)
      

	GRANT/REVOKEの動作をよりSQL仕様に従うように変更
      

	CREATE INDEXとCHECKPOINT間のロック競合を防止(Tom)
      
7.3と7.4では、長時間実行されるB-treeインデックスの構築により同時実行されるCHECKPOINTの完了がブロックされることがありました。
これにより、WALログの再利用を行うことができないためWALが膨れ上がることがありました。
      

	データベース全体のANALYZEはテーブルを跨ってロックを保持しない(Tom)
      
これは、テーブルの排他ロックを必要とする他のバックエンドがデッドロックする可能性を低減します。
この変更をうまく使用するために、データベース全体に対するANALYZEをトランザクションブロック(BEGINブロック)内で実行しないでください。
これは各テーブルに対してコミットされ新しいトランザクションが生成できなければなりません。
      

	REINDEXはインデックスの親テーブルの排他的ロックを全く取得しません。
      
インデックス自体はまだ排他的にロックされます。
しかし構築中のインデックスを使用していない場合はテーブルの読み込みを続行することができます。
      

	ユーザ名を変更したときにMD5ユーザパスワードを消去(Bruce)
      
PostgreSQL™は、MD5を使用してパスワードを暗号化する時にユーザ名をソルトとして使用します。
ユーザ名が変更された場合、そのソルトは保存されたMD5パスワードと一致しませんので、過去のパスワードを使用することができなくなります。
このリリースでは、注意が表示され、パスワードが削除されます。
その後、そのユーザでパスワード認証を行う場合には、新しいパスワードを割り当てなければなりません。
      

	Windows用の新しいpg_ctl kill オプション(Andrew)
      
Windowsはバックエンドにシグナルを送信するためのkillコマンドがありません。
そこでpg_ctlにこの機能が追加されました。
      

	情報スキーマの改良
      

	GUIツールで初期パスワードを設定できるようにinitdbに--pwfileオプションを追加(Magnus)
      

	initdbにおけるロケール/符号化方式の不一致の検出 (Peter)
      

	Windowsオペレーティングシステムサービスに登録するためのregisterコマンドをpg_ctlに追加(Dave Page)
      




データ型および関数における変更



	より完全な複合型(行型)のサポート(Tom)
      
これまでスカラ型の値のみが動作していた多くの場所で複合型の値が使用できるようになりました。
      

	非長方配列値をエラーとして拒絶(Joe)
      
これまではarray_inは何もメッセージを出さずにおかしな結果を構築しました。
      

	整数算術計算におけるオーバーフローの検出(Tom)
       

	単一バイトの"char"データ型に関する算術演算子の削除
       
これまでは、パーサは、null * nullなど「unable to select an operator」エラーとなることがより適切である多くの場合で、こうした演算子を選択していました。
実際に"char"列に対する算術演算を行いたいのであれば、明示的に整数型にキャストしてください。
       

	配列への入力における構文検査をできるだけ厳密化(Joe)
       
これまでおかしな場所に許され、おかしな結果を生成したごみがERRORになるようになりました。
例えば、右閉じ括弧の後の空白以外の文字。
       

	空文字列配列要素値は何も記述しないのではなく""と記述しなければならない(Joe)
       
これまでは、どちらの方法でも空文字列要素値を記述できましたが、引用符付きの文字列のみが有効になりました。
何も指定しないところは、おそらく将来のリリースではNULL要素値とみなされる予定です。
       

	配列要素の終わりの空白を無視(Joe)
       
これまでは要素値と区切り文字もしくは右括弧の間で、前方の空白は無視され、後方の空白は意味がありました。
現在は、後方の空白も無視されます。
       

	下限が1でない場合、明示的な配列境界付きで配列値を発行
       (Joe)
      

	日付文字列としてYYYY-monthname-DDを受け付ける(Tom)
      

	netmaskとhostmask関数が最大のマスク長を返す(Tom)
      

	階乗関数がnumericを返すように変更(Gavin)
      
numericを返すことにより、階乗関数はより広範な入力値で動作するようになりました。
      

	to_char/to_date()による日付変換の改良(Kurt Roeckx, Fabien Coelho)
      

	CHAR(n)においてlength()が最後の空白を考慮しないようにした (Gavin)
      
この変更は整合性を高めるために行われました。
CHAR(n)データにおける最後に続く空白は重要な意味を持ちません。
ですので、これらをlength()で数えるべきではありません。
      

	OID/float4/float8データ型に空文字列を渡した場合の警告(Neil)
      
8.1ではエラーになる予定です。
      

	int2/int4/int8/float4/float8入力関数で値の前後の空白文字を許可(Neil)
      

	float4, float8におけるIEEE InfinityとNaNのサポートの改良(Neil)
      
IEEE準拠の浮動小数点演算をサポートする全てのプラットフォームで動作するようになりました。
      

	date_trunc()に weekオプションの追加(Robert Creager)
      

	1 BCに対するto_charの修正(以前は1 ADを返しました)(Bruce)
      

	BC日付用のdate_part(year)を修正(以前は正しい年から1引いた値を返していました)(Bruce)
      

	date_part()が適切な千年紀と世紀を返すように修正(Fabien Coelho)
      
これまでのバージョンでは、世紀と千年紀は、標準的な計算方法と比べて、間違った値を返し、また、間違った年から数えていました。
      

	標準に従うように、ceil()の別名ceiling()、pow()の別名power()を追加(Neil)
      

	特定のエラー条件でSQL:2003で指定された正しいSQLSTATEエラーコードを発行するようにln()、log()、power()、sqrt()を変更(Neil)
      

	SQL:2003の定義通りのwidth_bucket()関数の追加(Neil)
      

	数値集合への操作を簡略化するgenerate_series()関数の追加(Joe)
      

	マルチバイト符号化方式を扱うupper/lower/initcap()関数の修正(Tom)
      

	booleanおよびビット単位の整数に対するAND/OR集約の追加(Fabien Coelho)
      

	クライアント、サーバのネットワークアドレスを返すセッション情報関数の追加(Sean Chittenden)
      

	閉経路の領域を求める関数の追加(Sean Chittenden)
      

	他のバックエンドにキャンセル要求を送信する関数の追加(Magnus)
      

	intervalにdatetimeを加算する演算子(Tom)
      
順番が反対のdatetimeにintervalを加算するほうは既にサポートされていましたが、標準SQLでは両方とも必要です。
      

	整数からBIT(N)へのキャストにて、整数の右側からNビットを選択
       (Tom)
      
これまでのリリースでは、左から数えてNビットが選択されていましたが、いうまでもありませんが、BITからintへのキャスト時に整合性がないため、役に立つものとは思われません。
      

	CIDR値の非マスクビットは0でなければなりません(Kevin Brintnall)
      




サーバサイド言語における変更



	READ COMMITTEDシリアライゼーションモードにて、volatile関数は、その関数の呼び出しに対応するコマンドの始まるまでではなく、その関数内の各行が始まるまでに同時実行トランザクションがコミットした結果を参照するようになりました。
      

	STABLEまたはIMMUTABLEと宣言された関数は常に問い合わせ呼び出し時のスナップショットを使用します。
従って、問い合わせ呼び出し開始後に行われた操作は、それが自身のトランザクション内であろうと他のトランザクション内であろうと、その影響を受けません。
関数は読み取りのみでなければなりません。
つまり、SELECT以外のSQLコマンドを使用することはできません。
関数をVOLATILEで宣言するのではなくSTABLEまたはIMMUTABLEで宣言することで、かなりの性能向上があります。
      

	非遅延のAFTERトリガは、対応するコマンドの完了時ではなく、トリガを発行した問い合わせの完了直後に発行されるようになりました。
関数内にある問い合わせがトリガを発行する時に違いが現れます。
トリガは関数が次の操作に進む前に実行されます。
例えば、関数がテーブルに新規行を挿入する場合、関数の処理が進む前に非遅延の外部キー検査が行われます。
      

	名前付きで宣言した関数パラメータの許可(Dennis Björklund)
      
関数の文書化を改善することができます。
この名前を実際にどう使用できるかは使用する関数言語に依存します。
      

	PL/pgSQLパラメータ名による関数内での参照を許可(Dennis Björklund)
      
これは基本的に、名前付きパラメータに対する別名を自動的に作成します。
      

	PL/pgSQL生成時の最低限の構文検査の実施(Tom)
      
これにより、より早く構文エラーを検出することができます。
      

	PL/pgSQLにおける複合型(行変数とレコード変数)のサポートの強化
      
例えば、関数に単一の値として行型の値を渡すことができるようになりました。
      

	前もって宣言された変数を参照するPL/pgSQL変数のデフォルト値の許可
      

	PL/pgSQL FORループの解析の改良(Tom)
      
FOR変数のデータ型ではなく".."の存在によって解析が開始されるようになりました。
これは、正常な関数では違いがありませんが、結果として失敗があった時のエラーメッセージがより判りやすくなります。
      

	PL/Perlサーバサイド言語の大規模な改良(Command Prompt, Andrew Dunstan)
      

	PL/Tclにおいて、SPIコマンドが副トランザクション内で実行されるようになりました。
エラーが発生した場合、副トランザクションは消え、通常のTclエラーと同様にエラーが報告されます。
このエラーはcatchで捕捉可能です。
これまでは、こうしたエラーを捕捉できませんでした。
      

	PL/pgSQLでELSEIFを受け付けるようになりました。(Neil)
      
これまではPL/pgSQLではELSIFしか解釈できませんでした。
しかし、多くのユーザはこのELSEIFキーワードという綴りに慣れています。
      




psqlにおける変更



	データベースオブジェクトに関するpsqlの情報表示の改良(Christopher)
      

	psqlの\duと\dgにおけるグループメンバシップの表示を許可(Markus Bertheau)
      

	psqlの\dnによる一時スキーマを表示を防止(Bruce)
      

	psqlのファイル名の扱いにてチルダユーザ展開を許可(Zach Irmen)
      

	readline経由、配色を含む、psqlの装飾付きプロンプトの表示を許可(Reece Hart, Chet Ramey)
      

	psqlの\copyをCOPYコマンドの構文に完全に一致するように変更(Tom)
      

	構文エラーの場所を表示(Fabien Coelho, Tom)
      

	psqlの\d表示にCLUSTER情報を追加
       (Bruce)
      

	psqlの\copy stdin/stdoutをコマンドの入出力を使用するように変更(Bruce)
      

	psqlのstdin/stdoutから読み取るpstdin/pstdoutを追加(Mark Feit)
      

	グローバルなpsql設定ファイルpsqlrc.sampleの追加
       (Bruce)
      
これにより、全体的なpsql起動コマンドを格納できる中核的なファイルを持つことができます。
      

	テーブルがOID列を持つ場合のpsql \d+に指示子を持たせる(Neil)
      

	Windowsでは、Control-Zがend-of-fileと取られないようにpsql内でバイナリモードを使用する
      

	\dn+でスキーマの権限と説明を表示させる(Dennis Björklund)
      

	タブ補完サポートの改良(Stefan Kaltenbrunn, Greg Sabino Mullane)
      

	論理値を大文字でも小文字でも設定可能にした(Michael Paesold)
      




pg_dumpにおける変更



	pg_dumpの信頼性を向上させるために依存性情報を使用(Tom)
      
これにより、関連するオブジェクトが稀に間違った順序でダンプされるという長い間存在した問題が解決したはずです。
      

	可能な限りアルファベット順でpg_dumpにオブジェクトの出力を行う(Tom)
      
これによりダンプファイル間の変更を簡単に区別できるようになるはずです。
      

	pg_restoreにおけるいくつかのSQLエラーを無視(Fabien Coelho)
      
これにより、pg_restoreの動作は、pg_dumpの出力スクリプトをpsqlに渡した時の動作と同様になりました。
ほとんどの場合、エラーを無視して先に進めることは使いやすくなるでしょう。
また、エラー時に終了する旧来の動作を指定するためにpg_restoreにオプションが追加されました。
      

	pg_restore -lで、含有するオブジェクトのスキーマ名を表示
      

	pg_dumpのテキスト出力にbegin/end印を追加(Bruce)
      

	pg_dump/pg_dumpallの冗長モードで開始時刻、終了時刻を追加(Bruce)
      

	pg_dumpallでpg_dumpのほとんどのオプションを許可(Christopher)
      

	pg_dumpはデフォルトでSET SESSION AUTHORIZATIONではなくALTER OWNERを使用する(Christopher)
      




libpqにおける変更



	libpqのSIGPIPE例外処理をスレッドセーフに変更(Bruce)
      

	表示用の文字長を返すPQmbdsplen()の追加(Tatsuo)
      

	SSLとKerberos接続をロックするスレッドを追加(Manfred Spraul)
      

	PQoidValue()、PQcmdTuples()、およびPQoidStatus()がEXECUTEコマンドで動作可能(Neil)
      

	サーバのバージョン番号に、より簡単なアクセスを提供するPQserverVersion()の追加
      

	パラメータのデータ型を指定する必要がない文の準備をサポートするPQprepare/PQsendPrepared()の追加(Abhijit Menon-Sen)
      

	SET DESCRIPTORなど、多くのECPGの改良(Michael)
      




ソースコードにおける変更



	データベースサーバがWindows上でネイティブに動作可能(Claudio, Magnus, Andrew)
      

	WindowsをサポートするためにシェルスクリプトコマンドをC言語版に変換(Andrew)
      

	拡張メークファイル基盤の作成(Fabien Coelho, Peter)
      
元のソースツリーの外部で拡張を構築する作業を簡単にします。
      

	再割当て可能なインストレーションのサポート(Bruce)
      
再設定や再構築を行わずにインストレーションのツリーを別の場所に移動できるように、インストールされるファイルのディレクトリパス(/shareディレクトリなど)が実行ファイルの実際のパスから相対的に計算されるようになりました。
      

	文書のインストール先を指定するための--with-docdirの使用。--infodirも可能(Peter)
      

	文書のインストールを防止する--without-docdirの追加(Peter)
      

	DocBook V4.2 SGMLへの更新 (Peter)
      

	新しいPostgreSQL CVSタグ(Marc)
      
PostgreSQL™のCVSリポジトリの独自のコピーを管理する組織でより簡単に行うことができるようにするために変更されました。
マスタリポジトリのファイルバージョンスタンプが、コピーされたリポジトリへのチェックイン、チェックアウトによって破壊されないようになります。
      

	ロック処理の明確化(Manfred Koizar)
      

	バッファ管理の整理(Neil)
      

	プラットフォーム試験からCPUスピンロックコードを分離(Bruce, Tom)
      

	PA-RISCのgcc用のインラインのtest-and-setコードを追加(ViSolve, Tom)
      

	i386スピンロックコードの改良(Manfred Spraul)
      

	最近のgccリリースでの警告を防ぐためのスピンロックアセンブルコードの整理(Tom)
      

	ソースツリーからJDBCを削除。別のプロジェクトになりました。
      

	ソースツリーからlibpgtclを削除。別のプロジェクトになりました。
      

	メモリとファイル記述子の使用状況の推定を高精度化(Tom)
      

	Mac OS X用の起動スクリプトの改良(Ray A.)
      

	新しいfsync()試験プログラム(Bruce)
      

	文書の大規模な改良(Neil, Peter)
      

	pg_encodingの削除。もはや不要
      

	pg_idの削除。もはや不要

      

	initlocationの削除。もはや不要
      

	スレッドフラグの自動検出(手作業での試験は不要) (Bruce)
      

	Olsonのパブリックドメインのtimezoneライブラリの使用(Magnus)
      

	スレッド処理が有効であれば、Unixwareではバックエンド実行形式同様にスレッドフラグを使用(Bruce)
      
Unixwareでは、スレッド化されたオブジェクトとスレッド化されないオブジェクトを混在させることができません。
そのため全てスレッド化されるものとしてコンパイルされなければなりません。
      

	コマンド文字列の解析にpsqlはflexが生成する字句解析を使用
      

	バックエンド全体で使用されるリンクリストデータ構造を再実装(Neil)
      
リストへの追加ができることにより性能が向上します。また、length操作がより効率的になります。
      

	動的にロードされるモジュールが独自のサーバ設定パラメータを生成可能(Thomas Hallgren)
      

	ブラジル語によるFAQの追加(Euler Taveira de Oliveira)
      

	フランス語によるFAQの追加(Guillaume Lelarge)
      

	Windowsのログ処理用のpgeventを追加
      

	OS Xにおいて、libpqとECPGが適切な共有ライブラリとして構築可能(Tom)
      




Contribにおける変更



	contrib/dblinkの修正(Joe)
      

	contrib/dbmirrorの改良(Steven Singer)
      

	contrib/xml2の追加(John Gray, Torchbox)
      

	contrib/mysqlの更新
      

	新バージョンのcontrib/btree_gist (Teodor)
      

	PostgreSQL™用trigramマッチング、contrib/trgmの追加(Teodor)
      

	contrib/tsearch2の多くの改良(Teodor)
      

	contrib/fuzzystrmatchに二重metaphoneを追加(Andrew)
      

	contrib/pg_autovacuumがWindowsサービスとして動作可能(Dave Page)
      

	contrib/dbsizeに機能追加(Andreas Pflug)
      

	contrib/pg_loggerの削除。
ログ取得副プロセスへの統合によって廃止されました。
      

	contrib/rservの削除。
各種の別プロジェクトにより廃棄されました。
      






第8章 データ型



PostgreSQL™にはユーザが使用可能な豊富なデータ型が始めから備わっています。
CREATE TYPE(7)コマンドでPostgreSQL™に対し新しいデータ型を追加できます。
  
表8.1「データ型」に組み込みの汎用データ型をすべて示します。
「別名」欄に列挙された代替名称のほとんどは、歴史的な理由によりPostgreSQL™の内部で使用されている名前です。
他にも、内部で使用されるデータ型、削除予定のデータ型もありますが、ここにはリストされていません。
  
表8.1 データ型
	名称	別名	説明
	bigint	int8	8バイト符号付き整数
	bigserial	serial8	自動増分8バイト整数
	bit [ (n) ]	 	固定長ビット列
	bit varying [ (n) ]	varbit	可変長ビット列
	boolean	bool	論理値（真/偽）
	box	 	平面上の矩形
	bytea	 	バイナリデータ（「バイトの配列（byte array）」）
	character [ (n) ]	char [ (n) ]	固定長文字列
	character varying [ (n) ]	varchar [ (n) ]	可変長文字列
	cidr	 	IPv4もしくはIPv6ネットワークアドレス
	circle	 	平面上の円
	date	 	暦の日付（年月日）
	double precision	float8	倍精度浮動小数点（8バイト）
	inet	 	IPv4もしくはIPv6ホストアドレス
	integer	int, int4	4バイト符号付き整数
	interval [ fields ] [ (p) ]	 	時間間隔
	json	 	テキストのJSONデータ
	jsonb	 	バイナリ JSON データ, 展開型
	line	 	平面上の無限直線
	lseg	 	平面上の線分
	macaddr	 	MAC（メディアアクセスコントロール）アドレス
	money	 	貨幣金額
	numeric [ (p,
         s) ]	decimal [ (p,
         s) ]	精度の選択可能な高精度数値
	path	 	平面上の幾何学的経路
	pg_lsn	 	PostgreSQL™ログ順序番号
	point	 	平面上の幾何学的点
	polygon	 	平面上の閉じた幾何学的経路
	real	float4	単精度浮動小数点（4バイト）
	smallint	int2	2バイト符号付き整数
	smallserial	serial2	自動増分2バイト整数
	serial	serial4	自動増分4バイト整数
	text	 	可変長文字列
	time [ (p) ] [ without time zone ]	 	時刻（時間帯なし）
	time [ (p) ] with time zone	timetz	時間帯付き時刻
	timestamp [ (p) ] [ without time zone ]	 	日付と時刻（時間帯なし）
	timestamp [ (p) ] with time zone	timestamptz	時間帯付き日付と時刻
	tsquery	 	テキスト検索問い合わせ
	tsvector	 	テキスト検索文書
	txid_snapshot	 	ユーザレベルのトランザクションIDスナップショット
	uuid	 	汎用一意識別子
	xml	 	XMLデータ



互換性
次に挙げるデータ型（あるいはその綴り方）はSQLで規定されています。
bigint、bit、bit varying、boolean、char、
character varying、character、varchar、
date、double precision、integer、
interval、numeric、decimal、real、
smallint、time（時間帯付き、なしの両方）、
timestamp（時間帯付き、なしの両方）、xml。
   

それぞれのデータ型はそのデータ型の入出力関数で決定される外部表現を保有しています。
組み込みデータ型の多くには、自明の外部書式があります。
とは言っても、経路のようなPostgreSQL™に特有な型や、あるいは、日付や時刻データ型のように書式を複数選択できる型がいくつかあります。
一部の入出力関数は可逆ではありません。
つまり、出力関数による結果は元の入力と比較した場合精度を失う可能性があります。
  
数値データ型



数値データ型には2、4、8バイト整数と、4、8バイト浮動小数点および精度設定が可能な数があります。
表8.2「数値データ型」に使用可能な型を列挙します。
   
表8.2 数値データ型
	型名	格納サイズ	説明	範囲
	smallint	2バイト	狭範囲の整数	-32768から+32767
	integer	4バイト	典型的に使用する整数	-2147483648から+2147483647
	bigint	8バイト	広範囲整数	-9223372036854775808から+9223372036854775807
	decimal	可変長	ユーザ指定精度、正確	小数点より上は131072桁まで、小数点より下は16383桁まで
	numeric	可変長	ユーザ指定精度、正確	小数点より上は131072桁まで、小数点より下は16383桁まで
	real	4バイト	可変精度、不正確	6桁精度
	double precision	8バイト	可変精度、不正確	15桁精度
	smallserial	2バイト	狭範囲自動整数	1から32767
	serial	4バイト	自動増分整数	1から2147483647
	bigserial	8バイト	広範囲自動増分整数	1から9223372036854775807



数値データ型に対する定数の構文は「定数」で説明しています。
数値データ型には対応する算術演算子と関数の一式が揃っています。
詳細は9章関数と演算子を参照してください。
次節でデータ型について詳しく説明します。
   
整数データ型



smallint、integer、bigintは各種範囲の整数、つまり小数点以下の端数がない数を保持します。
許容範囲から外れた値を保存しようとするとエラーになります。
    
integer型は数値の範囲、格納サイズおよび性能において最も釣合いが取れていますので、一般的に使用されます。
smallint型は通常はディスク容量に制限が付いている場合にのみ使用します。
bigint型はintegerの許容範囲では十分ではない場合に使用されるよう設計されています。
    
SQLでは整数の型としてinteger（またはint）とsmallint、bigintのみを規定しています。
int2、int4およびint8は拡張ですが、いくつか他のSQLデータベースシステムでも使われています。
    

任意の精度を持つ数



numeric型は、非常に大きな桁数で数値を格納できます。
通貨金額やその他正確性が求められる数量を保存する時は特に、この型を推奨します。
numericの値での計算は、可能なところ、例えば、足し算、引算、掛け算では、正確な結果（訳注：10進の小数で誤差が生じない、ということ）になります。
とは言っても、numericの値に対する計算は整数型、もしくは次節で説明する浮動小数点データ型に比較し非常に遅くなります。
    
この後の説明では、次の用語を使用します。
numericの位取りとは、小数点の右側の小数部分の桁数をいいます。
numericの精度とは数字全体の有効桁数です。
すなわち、小数点をはさんでいる両側の桁数の合計です。
そのため、23.5141という数値の精度は6で位取りは4となります。
整数の位取りは、ゼロであるとみなすことができます。
    
numeric列の数値の最大精度と最大位取りの両方を設定することができます。
numeric型の列を宣言するには次の構文を使います。

NUMERIC(precision, scale)

精度は正数、位取りは0もしくは正数でなければなりません。
他の記述方法として、

NUMERIC(precision)

は位取りが0であることを選択します。
精度も位取りも指定せず、

NUMERIC

と記述すると、実装されている限界の精度まで、いかなる精度あるいは位取りの値も格納できる列が作られます。
この類の列は入力値をいかなる特定の位取りにも変換しませんが、宣言された位取りを持つnumeric列は入力値をその位取りに変換します。
（標準SQLはデフォルトとして位取り0を要求していて、つまり、整数の精度に変換されます。
しかし、この方法はあまり役に立たないと思われます。
もし移植性を心配するなら、常に精度と位取りを明示的に設定してください。）
    
注記
明示的に型宣言で指定される場合に許される最大精度は1000です。
精度の指定がないNUMERICは表8.2「数値データ型」で説明する制限に従います。
     

格納される値の位取りが宣言された列の位取りより大きかった場合、システムは指定された小数部の桁まで値を丸めます。
そして、小数点の左側の桁数が、宣言された精度から宣言された位取りを差し引いた数を超える場合にエラーとなります。
    
数値は物理的に先頭や末尾に0を付与されることなく格納されます。
したがって、列の宣言された精度と位取りは最大であり、固定的に割り当てられていません。
（この意味ではnumericはchar(n)よりもvarchar(n)に似ています。）
実際の格納に必要な容量は、10進数4桁のそれぞれのグループに対して2バイトと、3から8バイトのオーバヘッドです。
    
通常の数値に加え、numeric型は、「非数値」を意味するNaNという特別な値を取ることができます。
NaNに対する操作はすべて、別のNaNを生成します。
この値をSQLコマンドの定数として記述する場合は、例えばUPDATE table SET x = 'NaN'のように、引用符でくくらなければなりません。
入力の際は、NaNという文字列は大文字小文字の区別なく認識されます。
    
注記
ほとんどの「非数」の概念の実装において、NaNは（NaNを含む）他の数値と等価にならないとみなされています。
numeric値をソートできる、また、ツリーを基にしたインデックスで使用できるように、PostgreSQL™はNaN同士は等しく、すべてのNaN以外の値よりも大きな値となるものとして扱います。
     

decimalとnumeric型は等価です。
2つのデータ型はともに標準SQLに含まれます。
    
値を丸める際、numeric型は0から離れるように丸めますが、一方で（ほとんどのマシンでは）realやdouble precision型ではその値に最も近い偶数に丸めます。
以下に例を示します。:


SELECT x,
  round(x::numeric) AS num_round,
  round(x::double precision) AS dbl_round
FROM generate_series(-3.5, 3.5, 1) as x;
  x   | num_round | dbl_round
------+-----------+-----------
 -3.5 |        -4 |        -4
 -2.5 |        -3 |        -2
 -1.5 |        -2 |        -2
 -0.5 |        -1 |        -0
  0.5 |         1 |         0
  1.5 |         2 |         2
  2.5 |         3 |         2
  3.5 |         4 |         4
(8 rows)

    

浮動小数点データ型



realとdouble precisionは不正確な（訳注：10進の小数で誤差が生じる、ということ）可変精度の数値データ型です。
実際にはこれらのデータ型は、使用しているプロセッサ、オペレーティングシステムおよびコンパイラがサポートしていれば、通常は（それぞれ単精度および倍精度の）バイナリ浮動小数点演算用のIEEE規格754の実装です。
    
不正確というのは、ある値はそのままで内部形式に変換されずに近似値として保存されるということです。
ですから、保存しようとする値と抽出しようとする値の間に多少の差異が認められます。
これらのエラーを管理し計算によって補正をどうするかについては、数学とコンピュータ科学の系統すべてに関わることで、以下の点を除き触れません。
     
	（金銭金額など）正確な記録と計算が必要な時は代わりにnumericを使用してください。
       

	これらのデータ型で何か重要な件に対し複雑な計算を必要とする時、特に（無限大やアンダーフローのような）境界線におけるある種の振舞いについて信頼を置かなければならないのであれば、実装を注意深く検証しなければなりません。
       

	2つの浮動小数点値が等価であるのかどうかの比較は予想通りに行かない時もあります。
       




    
ほとんどのプラットフォームではrealは最低6桁の精度を持ち、少なくとも1E-37から1E+37までの範囲です。
double precisionは通常最低15桁の精度でおよそ1E-307から1E+308までの範囲です。
大き過ぎたり小さ過ぎる値はエラーの原因となります。
入力値の精度が高過ぎる場合は丸められることがあります。
ゼロに限りなく近い値で、しかもゼロと異なる値として表現できない数値はアンダーフローエラーを引き起こします。
    
注記
浮動小数点を含む値が出力用のテキストに変換される場合、extra_float_digitsによって有効数字を制御します。
デフォルト値の0が指定されている場合、出力はPostgreSQLをサポートする全てのプラットフォームで同じです。
この値を大きくすることで格納された値をより精密に表現できますが、プラットフォーム間の移植性が失われるかもしれません。
     

通常の数値に加え、浮動小数点型では以下の特殊な値を取ります。

Infinity

-Infinity

NaN


これらはそれぞれ、IEEE 754の特殊な値、「無限大」、「負の無限大」、「非数値」を表します。
（浮動小数点計算がIEEE 754に従わないマシンでは、これらの値はおそらく正しく動作しません。）
これらの値をSQLコマンドの定数として記述する場合、例えばUPDATE table SET x = 'Infinity'のように引用符でくくる必要があります。
入力の際、これらの文字列は大文字小文字の区別なく認識されます。
    
注記
IEEE754では、NaNは（NaNを含む）他のすべての浮動小数点値と比べた時に不等でなければならないと規定しています。
浮動小数点値をソートできる、また、ツリーを基にしたインデックスで使用できるように、PostgreSQL™はNaN同士は等しく、すべてのNaN以外の値よりも大きな値となるものとして扱います。
     

また、PostgreSQL™では不正確な数値型についての標準SQLの表記であるfloatとfloat(p)をサポートしています。
ここで、pは2進数桁数で最低限、許容可能な精度を指定します。
PostgreSQL™はfloat(1)からfloat(24)をrealを選択するものとして受け付け、float(25)からfloat(53)をdouble precisionを選択するものとして受け付けます。
許容範囲外のpの値はエラーになります。
精度指定のないfloatはdouble precisionとして解釈されます。
    
注記
realとdouble precisionの仮数がそれぞれ24ビットと53ビットであるという前提は、IEEE標準浮動小数点の実装では正しいものです。
非IEEEのプラットフォームでは、若干、異なる可能性がありますが、単純化のためにすべてのプラットフォームでpの範囲は同一です。
     


連番型



smallserial、serialおよびbigserialデータ型は正確にはデータ型ではなく、テーブルの列に一意の識別子を作成する簡便な表記法です
（他のデータベースでサポートされるAUTO_INCREMENTプロパティに似ています）。
現在の実装では、


CREATE TABLE tablename (
    colname SERIAL
);


は以下を指定することと同じです。


CREATE SEQUENCE tablename_colname_seq;
CREATE TABLE tablename (
    colname integer NOT NULL DEFAULT nextval('tablename_colname_seq')
);
ALTER SEQUENCE tablename_colname_seq OWNED BY tablename.colname;


このように整数列を作成し、その列のデフォルト値が連番ジェネレータから割り当てられるようにしました。
また、NOT NULL制約を適用することによって、NULL値が挿入されないようにします。
（たいていの場合は、重複する値を間違って挿入しないように、UNIQUE制約またはPRIMARY KEY制約も追加することになるでしょうが、これは自動的には行われません。）
最後に、シーケンスは列に「より所有」されるものと印が付きます。
したがって、テーブルの列が削除された場合にシーケンスは削除されます。
    
注記
smallserial、 serialおよびbigserialはシーケンスを使って実装されているため、行の削除が行われていなくとも、列に"穴"や連番の抜けが発生するかもしれません。また、テーブルへ正常に挿入されていないにも関わらず、シーケンスの値を"消費してしまう"こともあります。これは、例えば挿入したトランザクションがロールバックされた時に発生することがあります。詳細は「シーケンス操作関数」のnextval()を参照してください。
      

serial列にシーケンスの次の値を挿入するには、serial列にそのデフォルト値を割り当てるよう指定してください。
これは、INSERT文の列リストからその列を除外する、もしくはDEFAULTキーワードを使用することで行うことができます。
    
serialとserial4という型の名称は等価です。
ともにinteger列を作成します。
bigserialとserial8という型の名称もbigint列を作成することを除いて同じ振舞いをします。
もしテーブルを使用する期間で231以上の識別子を使用すると予測される場合、bigserialを使用すべきです。
smallserialとserial2という型の名称もまた、smallint列を作成することを除いて同じ振舞いをします。
    
serial列用に作成されたシーケンスは、それを所有する列が削除された時に自動的に削除されます。
列を削除せずにシーケンスを削除することができますが、これにより強制的に列のデフォルト式が削除されます。
    



リリース8.1.19



リリース日
2009-12-14

このリリースは8.1.18に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.1」を参照してください。
  
バージョン8.1.19への移行



8.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし8.1.18以前のバージョンからアップデートする場合は「リリース8.1.18」を参照してください。
   

変更点



	セッション固有の状態を変更するインデックス関数により引き起こされる間接的なセキュリティ脅威から保護します。(Gurjeet Singh, Tom)
     
この変更により不変インデックス関数がスーパーユーザのセッションを破壊する可能性を防ぎます。(CVE-2009-4136)
     

	ヌルバイトが埋め込まれたコモンネーム（CN）フィールドをもつSSL証明書を拒絶します。(Magnus)
     
これは、SSL検証においてサーバまたはクライアント名に対する証明書が不正に一致しないようにします。(CVE-2009-4034)
     

	バックエンド起動時のキャッシュ初期化の間でクラッシュする可能性を修正しました。(Tom)
     

	安全ではない時点でのVACUUMを中断するシグナルを防止します。 (Alvaro)
     
この修正により、VACUUM FULLがすでにタプルの移動をコミットした後にキャンセルされた場合のパニックや、通常のVACUUMがテーブルを切り詰めた後に割り込みを受けた場合の一時的なエラーを防止します。
     

	ハッシュテーブルサイズの計算における整数オーバーフローによるクラッシュの可能性を修正しました。(Tom)
     
これは、ハッシュ結合の結果のプランナの推定サイズが極端に大きい場合に発生することがありました。
     

	inet/cidrの比較における非常にまれなクラッシュを修正しました。 (Chris Mikkelson)
     

	準備されたトランザクションで保持されるタプルレベルの共有ロックを確実に無視しないようにしました。 (Heikki)
     

	副トランザクション内でアクセスされるカーソルで使用される一時ファイルの早すぎる削除を修正しました。 (Heikki)
     

	PAMパスワード処理をより堅牢に修正しました。(Tom)
     
以前のコードでは、Linuxのpam_krb5 PAMモジュールとドメインコントローラとしてのMicrosoft Active Directoryを組み合わせると失敗することが知られていました。
PAMスタックに渡される引数に関する正当ではない仮定を作成することであるため、どこかで問題になるかもしれません。
     

	CREATE OR REPLACE FUNCTIONにおける所有権限の依存関係の処理を修正しました。(Tom)
     

	集合を返すPL/Perl関数により返される場合Perl配列が適切にPostgreSQL™配列に返還されることを確実にしました。(Andrew Dunstan, Abhijit Menon-Sen)
     
集合以外を返す関数ではすでに正しく動作していました。
     

	PL/Pythonの例外処理におけるまれなクラッシュを修正しました。(Peter)
     

	psqlのflexモジュールが正しいシステムヘッダファイルを使用してコンパイルされることを確実にしました。(Tom)
     
これは、--enable-largefileが生成されたコード内に非互換の変更を引き起こすプラットフォームにおける構築失敗を修正します。
     

	今後のバージョンのlibpqとの互換性を高めるために、postmasterが接続要求パケットにおけるapplication_nameパラメータをすべて無視するようにしました。(Tom)
     

	時間帯データファイルをtzdata release 2009sまで更新しました。
南極、アルゼンチン、バングラデシュ、フィジー、ノヴォクズネツク、パキスタン、パレスチナ、サモア、シリアにおける夏時間規則の変更、および香港に関する歴史的な修正が含まれます。
     





辞書



辞書は、検索の対象とならない単語(ストップワード)を削除するために使われます。また、同じ単語から派生した異なる形態の単語が照合するようにするために、単語を正規化するためにも使われます。検索の品質を向上するという面以外にも、正規化とストップワードの削除は、tsvector表現の文書のサイズを小さくし、結果として性能を向上させます。正規化は常に言語学的な意味を持つとは限らず、通常は用途の意味論に依存します。
  
   正規化の例を示します。

   
	言語学的 - Ispell辞書は入力された単語を正規化された形式に変換しようとします。語幹辞書は単語の終了部を削除します。
     

	以下のようなURLが同一のURLに一致するように正規化することができます。

      
	         http://www.pgsql.ru/db/mw/index.html
        

	         http://www.pgsql.ru/db/mw/
        

	         http://www.pgsql.ru/db/../db/mw/index.html
        




     

	色の名前は、16進値に変換できます。例：
      red, green, blue, magenta -> FF0000, 00FF00, 0000FF, FF00FF
     

	数をインデックス付けする際には、可能な範囲を縮小するために、端数を削除することができます。たとえば、もし正規化後に小数点未満2桁を保持するならば、3.1415926, 3.14は同じことになります。
     





  
辞書は、トークンを入力し、以下を返すプログラムです。
   
	入力が辞書に登録されていれば語彙素の配列(一つのトークンが一つ以上の語彙素を生成する可能性があることに注意してください)
     

	元々のトークンを新規のトークンに置き換え、それに続く辞書にその新規トークン渡す場合は、TSL_FILTERフラグセットを伴う単一の語彙素(このような置き換え機能をもつ辞書はフィルタリング辞書と呼ばれます)
     

	辞書が入力を認識しないが、ストップワードであることは認識する場合は空の配列
     

	辞書が入力トークンを認識しない場合はNULL
     




  
PostgreSQL™は、多くの言語に定義済の辞書を提供しています。
また、カスタムパラメータを使った新しい辞書を作るために使えるテンプレートもいくつかあります。
定義済の辞書のテンプレートについては、以下で述べています。
今あるテンプレートが適当でないのなら、新しいものを作ることもできます。例は、PostgreSQL™の配布物のcontrib/をご覧下さい。
  
テキスト検索設定は、パーサと、パーサの出力トークンを処理する辞書の集合を結び付けます。パーサが返却する各々のトークン型に対して、設定で辞書のリストを指定します。パーサがあるトークン型を見つけると、ある辞書が単語を認識するまでリスト中の辞書が順番に調べられます。
ストップワードであるか、あるいはどの辞書もトークンを認識しない場合はそれは捨てられ、インデックス付けや検索の対象となりません。
通常、非NULLを返す最初の辞書の出力が結果を決めることになり、他の残りの辞書は参照されません。しかし、フィルタリング辞書は与えられたワードを変更し、それを続く辞書へ渡すことができます。
  
辞書をリストする一般的な方法は、まずもっとも範囲の狭い、特定用途向の辞書を配置し、次にもっと一般的な辞書を置き、最後にSnowball語幹処理やsimple辞書のような、すべてを認識する非常に一般的な辞書を置くことです。
たとえば、天文学向の検索では(astro_en設定)では、asciiword (ASCII単語)型を天文学用語の同義語辞書、一般的な英語辞書、そしてSnowball英語語幹辞書に結び付けることができます。


ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION astro_en
    ADD MAPPING FOR asciiword WITH astrosyn, english_ispell, english_stem;

  
フィルタリング辞書は、リスト中の好きな場所へ配置できます。(役に立たなくなるリストの最後を除きます。)
フィルタリング辞書は、後続の辞書の処理を単純化するために、一部の文字の正規化を行うのに有用です。
例えば、フィルタリング辞書はunaccentモジュールで実施される様な、アクセント記号が付与された文字からアクセント記号を取り除くのに使用することができます。
  
ストップワード



ストップワードは、ほとんどすべての文書に現れるような非常に一般的で、ほかのものと同じようには扱う価値のない単語です。
ですから、全文検索の際には無視して構いません。
たとえば、すべての英語のテキストはaやtheのような単語を含んでおり、インデックスの中にそれらを入れても役に立ちません。
しかし、ストップワードはtsvector中の位置に影響を与えるので、結局ランキングにも影響があります。


SELECT to_tsvector('english','in the list of stop words');
        to_tsvector
----------------------------
 'list':3 'stop':5 'word':6


位置1, 2, 4は、ストップワードのために失われています。
ストップワードの有無により、文書のために計算されたランクは非常に影響を受けます。


SELECT ts_rank_cd (to_tsvector('english','in the list of stop words'), to_tsquery('list & stop'));
 ts_rank_cd
------------
       0.05

SELECT ts_rank_cd (to_tsvector('english','list stop words'), to_tsquery('list & stop'));
 ts_rank_cd
------------
        0.1


   
ストップワードをどのように扱うかは、特定の辞書に任されています。
例えば、ispell辞書はまず単語を正規化し、そして、ストップワードのリストを検索します。一方、Snowball語幹抽出はまずストップワードのリストを検査します。
動作が異なる理由は、ノイズが紛れ込む可能性を減らすことです。
   

simple辞書



simple辞書テンプレートは、入力トークンを小文字に変換し、ストップワードのファイルに対してチェックすることによって動作します。
もしファイルの中にあれば、空の配列が返却され、そのトークンは捨てられます。
そうでないときは、小文字形式の単語が正規化された語彙素として返却されます。
別の方法としては、ストップワードではないものは、認識できないものとすることもできます。そうすることにより、それらをリスト中の次の辞書に渡すことができます。
   
simpleテンプレートを使った辞書定義の例を示します。


CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY public.simple_dict (
    TEMPLATE = pg_catalog.simple,
    STOPWORDS = english
);


ここで、englishは、ストップワードファイルのベースネームです。
ファイルのフルネームは、$SHAREDIR/tsearch_data/english.stopです。$SHAREDIRは、PostgreSQL™インストール先の共有データディレクトリです。これは、よく/usr/local/share/postgresqlに置いてあります。(良くわからない場合はpg_config --sharedirを使ってください)。
ファイル形式は、単に1行ごとに単語を書くだけです。
空行と、後方の空白は無視されます。大文字は小文字に変換されます。このファイルの内容に関する処理はこれだけです。
   
これで辞書のテストができます。


SELECT ts_lexize('public.simple_dict','YeS');
 ts_lexize
-----------
 {yes}

SELECT ts_lexize('public.simple_dict','The');
 ts_lexize
-----------
 {}

   
また、ストップワードファイルの中に見つからないときに、小文字に変換した単語を返す代わりに、NULLを返すことを選ぶこともできます。
この挙動は、辞書のAcceptパラメータをfalseに設定することで選択されます。
さらに例を続けます。


ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY public.simple_dict ( Accept = false );

SELECT ts_lexize('public.simple_dict','YeS');
 ts_lexize
-----------


SELECT ts_lexize('public.simple_dict','The');
 ts_lexize
-----------
 {}

   
デフォルト設定のAccept = trueでは、simple辞書は、辞書リストの最後に置かなければ意味がありません。なぜなら、後続の辞書にトークンを渡すことがないからです。逆にAccept = falseは、後続の辞書が少なくとも一つはあるときに意味があります。
   
注意
ほとんどの辞書の形式は、ストップワードファイルのように設定ファイルに依存します。これらのファイルは必ずUTF-8エンコーディングにしてください。サーバのエンコーディングがUTF-8でない場合は、サーバに読み込まれる際に実際のデータベースエンコーディングに変換されます。
    

注意
通常、辞書はデータベースセッションの中で最初に使われる際に、一度だけ読み込まれます。辞書を変更し、現在使われているセッションの中で新しい内容が読み込まれるようにしたい場合は、その辞書に対してALTER TEXT SEARCH DICTIONARYを発行してください。これは実際にはどんなパラメータ値をも変更しない「ダミー」の更新でよいです。
    


同義語辞書



この辞書テンプレートは、単語を同義語に置き換える辞書を作るために使われます。語句はサポートされていません(そのためには類語テンプレート(「類語辞書」)を使ってください)。同義語辞書は、言語学的な問題、たとえば、英語語幹辞書が「Paris」という単語を「pari」に縮小してしまうのを防ぎます。Paris parisという行を同義語辞書に登録し、english_stem辞書の前に置くようにするだけでよいのです。下記はその例です。


SELECT * FROM ts_debug('english', 'Paris');
   alias   |   description   | token |  dictionaries  |  dictionary  | lexemes 
-----------+-----------------+-------+----------------+--------------+---------
 asciiword | Word, all ASCII | Paris | {english_stem} | english_stem | {pari}

CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY my_synonym (
    TEMPLATE = synonym,
    SYNONYMS = my_synonyms
);

ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION english
    ALTER MAPPING FOR asciiword
    WITH my_synonym, english_stem;

SELECT * FROM ts_debug('english', 'Paris');
   alias   |   description   | token |       dictionaries        | dictionary | lexemes 
-----------+-----------------+-------+---------------------------+------------+---------
 asciiword | Word, all ASCII | Paris | {my_synonym,english_stem} | my_synonym | {paris}

   
synonymテンプレートに必要なパラメータはSYNONYMSだけで、その設定ファイルのベースネームです — 上の例ではmy_synonymsです。
ファイルのフルネームは、$SHAREDIR/tsearch_data/my_synonyms.syn となります(ここで$SHAREDIRは、PostgreSQL™をインストールした際の、共有データディレクトリです)。
ファイルの形式は、置き換え対象の1単語につき1行で、単語には空白で区切られた同義語が後に続きます。
空行、後方の空白は無視されます。
   
synonymテンプレートはまた、CaseSensitiveというオプションパラメータを持っており、デフォルトはfalseです。
CaseSensitiveがfalseの時は、同義語辞書内の単語は入力トークンと同様に小文字に変換されます。
trueの時は、単語とトークンは小文字に変換されずそのまま比較されます。
   
アスタリスク(*)は設定ファイル中の同義語の最後に付与することができます。
これは同義語を接頭語とすることを意味します。
アスタリスクは、エントリがto_tsvector()で使用される場合には無視されますが、to_tsquery()で使用される場合、結果は前方一致を伴った問い合わせになるでしょう。(詳しくは「問い合わせのパース」を見てください。)
例えば、$SHAREDIR/tsearch_data/synonym_sample.synに以下の様なエントリをもっていたとします。

postgres        pgsql
postgresql      pgsql
postgre pgsql
gogle   googl
indices index*

この場合、次のような結果を得ることになります。

mydb=# CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY syn (template=synonym, synonyms='synonym_sample');
mydb=# SELECT ts_lexize('syn','indices');
 ts_lexize
-----------
 {index}
(1 row)

mydb=# CREATE TEXT SEARCH CONFIGURATION tst (copy=simple);
mydb=# ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION tst ALTER MAPPING FOR asciiword WITH syn;
mydb=# SELECT to_tsvector('tst','indices');
 to_tsvector
-------------
 'index':1
(1 row)

mydb=# SELECT to_tsquery('tst','indices');
 to_tsquery
------------
 'index':*
(1 row)

mydb=# SELECT 'indexes are very useful'::tsvector;
            tsvector             
---------------------------------
 'are' 'indexes' 'useful' 'very'
(1 row)

mydb=# SELECT 'indexes are very useful'::tsvector @@ to_tsquery('tst','indices');
 ?column?
----------
 t
(1 row)

   

類語辞書



類語辞書(TZと略されることがあります)は、単語と語句の関係情報を集めたものです。つまり、広義用語(BT)、狭義用語(NT)、優先用語、非優先用語、関連用語などです。
   
基本的には、類語辞書は、非優先用語を優先用語に置き換え、オプションで元の用語もインデックス付けのため保存します。PostgreSQL™の現在の類語辞書の実装は、同義語辞書を拡張し、語句のサポートを追加したものです。類語辞書は、以下のようなフォーマットの設定ファイルを必要とします。


# this is a comment
sample word(s) : indexed word(s)
more sample word(s) : more indexed word(s)
...


ここで、コロン(:)は、語句とその置き換え対象の区切りです。
   
類語辞書は、副辞書(辞書設定で指定します)を、一致する語句をチェックする前に入力テキストを正規化するために使います。
副辞書はただ一つだけ選べます。
副辞書が単語を認識できない場合はエラーが報告されます。
その場合は、その単語の利用を止めるか、副辞書にそのことを教えなければなりません。
アスタリスク(*)をインデックス付けされた単語の先頭に置くことにより、副辞書の適用をスキップできます。しかしながら、すべてのサンプルの単語は、副辞書に認識されなければなりません。
   
複数の類語が照合するときは、類語辞書はもっとも長いものを選びます。そして、語句は、最後の定義を使って分解されます。
   
特定のストップワードを副辞書に認識するように指定することはできません。その代わり、ストップワードが出現する位置を?でマークします。
たとえば、aとtheが副辞書によればストップワードだったとします。


? one ? two : swsw


は、a one the twoとthe one a twoに照合します。そして、両方ともswswに置き換えられます。
   
類語辞書は語句を認識することができるので、状態を記憶してパーサと連携を保たなければなりません。
類語辞書は、この機能を使って次の単語を引き続き処理するのか、単語の蓄積を止めるのかを決定します。
類語辞書の設定は注意深く行わなければなりません。
たとえば、類語辞書がasciiwordトークンだけを扱うようになっている場合、one 7のような類語辞書の定義は、トークン型uintが類語辞書にアサインされていないので動きません。
   
注意
類語辞書はインデックス付けの際に利用されるので、類語辞書を設定変更すると、再インデックス付けが必要になります。他のほとんどの辞書では、ストップワードを追加あるいは削除するような小さな変更は、インデックス付けを必要としません。
    

類語設定



新しい類語辞書を定義するには、thesaurusテンプレートを使います。例を示します。


CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY thesaurus_simple (
    TEMPLATE = thesaurus,
    DictFile = mythesaurus,
    Dictionary = pg_catalog.english_stem
);


ここで、
    
	thesaurus_simpleは新しい辞書の名前です。
      

	mythesaurusは、類語設定ファイルのベースネームです。
(フルパスは、$SHAREDIR/tsearch_data/mythesaurus.thsとなります。ここで、$SHAREDIRはインストール時の共有データディレクトリです。)
      

	類語正規化で使用するpg_catalog.english_stemは副辞書です(ここでは、Snowball英語語幹辞書)。
副辞書にはそれ用の設定(たとえばストップワード)があることに注意してください。ここではそれは表示していません。
      





これで、類語辞書thesaurus_simpleを、設定中の希望のトークンにバインドすることができるようになります。例を示します。


ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION russian
    ALTER MAPPING FOR asciiword, asciihword, hword_asciipart
    WITH thesaurus_simple;

   

類語の例



天文学の単語の組合わせを含む単純な天文学用のthesaurus_astro類語を考えます。


supernovae stars : sn
crab nebulae : crab


以下で辞書を作り、トークン型を天文学類語辞書と英語の語幹辞書に結び付けます。


CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY thesaurus_astro (
    TEMPLATE = thesaurus,
    DictFile = thesaurus_astro,
    Dictionary = english_stem
);

ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION russian
    ALTER MAPPING FOR asciiword, asciihword, hword_asciipart
    WITH thesaurus_astro, english_stem;


さあ、これでどのように動くか試せます。ts_lexizeは類語をテストする目的にはあまり有用ではありません。なぜなら、それは入力を単一のトークンとして扱うからです。
その代わりに、plainto_tsqueryとto_tsvectorを使って入力文字列を複数のトークンに分解します。


SELECT plainto_tsquery('supernova star');
 plainto_tsquery
-----------------
 'sn'

SELECT to_tsvector('supernova star');
 to_tsvector
-------------
 'sn':1


原則として、引数を引用符で囲めばto_tsqueryが使えます。


SELECT to_tsquery('''supernova star''');
 to_tsquery
------------
 'sn'


english_stem語幹辞書を同義語辞書の定義時に指定したので、supernova starがthesaurus_astro中のsupernovae starsに照合していることに注意してください。
語幹処理がeとsを削除しています。
   
置き換え後の語句とオリジナルの語句の両方をインデックス付けするには、定義の右項にオリジナルを追加するだけで良いです。


supernovae stars : sn supernovae stars

SELECT plainto_tsquery('supernova star');
       plainto_tsquery
-----------------------------
 'sn' & 'supernova' & 'star'

   


Ispell辞書



Ispell辞書テンプレートは、形態論辞書を提供します。これによって、言語学的に多様な単語の形態を同じ語彙素に変換することができます。
たとえば、英語Ispell辞書は、検索語bankの語形変化と活用変化、たとえばbanking, banked, banks, banks', bank'sに照合します。
   
PostgreSQL™の標準配布には、Ispellの設定ファイルは含まれていません。
多くの言語用の辞書がIspellで入手できます。
また、より新しい辞書のフォーマットもサポートされています — MySpell(OO < 2.0.1)とHunspell(OO >= 2.0.2)。
多数の辞書のリストが OpenOffice Wikiで入手できます。
   
Ispell辞書を作るには、以下の手順を実行します。
   
	辞書の設定ファイルをダウンロードします。
OpenOffice™の拡張ファイルは拡張子.oxtがあります。
.affファイルと.dicファイルを抽出し、拡張子を.affixと.dictに変更する必要があります。
一部の辞書ファイルでは、以下のコマンドで文字をUTF-8の符号化に変換する必要もあります（例えば、ノルウェー語の辞書では次のようになります）。

iconv -f ISO_8859-1 -t UTF-8 -o nn_no.affix nn_NO.aff
iconv -f ISO_8859-1 -t UTF-8 -o nn_no.dict nn_NO.dic

     

	ファイルを$SHAREDIR/tsearch_dataディレクトリにコピーします。
     

	以下のコマンドでファイルをPostgreSQLにロードします。

CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY english_hunspell (
    TEMPLATE = ispell,
    DictFile = en_us,
    AffFile = en_us,
    Stopwords = english);

     



ここで、DictFile, AffFile, およびStopWordsは、辞書のベースネーム、接辞ファイル、ストップワードファイルを指定します。
ストップワードファイルは、上で説明したsimple辞書と同じ形式です。
ほかのファイルの形式はここでは説明されませんが、上にあげたウェブサイトに説明があります。
   
Ispell辞書は通常限られた数の単語を認識します。ですので、なんでも認識できるSnowball辞書のような、より適用範囲の広い辞書による後処理が必要です。
   
Ispellの.affixファイルは次のような構造になっています。

prefixes
flag *A:
    .           >   RE      # As in enter > reenter
suffixes
flag T:
    E           >   ST      # As in late > latest
    [^AEIOU]Y   >   -Y,IEST # As in dirty > dirtiest
    [AEIOU]Y    >   EST     # As in gray > grayest
    [^EY]       >   EST     # As in small > smallest

   
そして、.dictファイルは次のような構造になっています。

lapse/ADGRS
lard/DGRS
large/PRTY
lark/MRS

   
.dictファイルのフォーマットは次の通りです。

basic_form/affix_class_name

   
.affixファイルで、すべてのaffix(接辞)フラグは次のフォーマットで記述されています。

condition > [-stripping_letters,] adding_affix

   
ここで、condition(条件)は正規表現の形式と同じような形式になります。
[...]および[^...]のグループ化を使うことができます。
例えば[AEIOU]Yは、単語の最後の文字が"y"で、その前の文字が"a"、"e"、"i"、"o"、"u"のいずれかであることを意味します。
[^EY]は最後の文字が"e"でも"y"でもないことを意味します。
   
Ispell辞書を使って複合語を分割することができます。これは優れた機能です。
接辞ファイルは、複合語形式の候補になる辞書中の単語に印を付けるcompoundwords controlled文を使う特別なフラグを指定しなければならないことに注意してください。


compoundwords  controlled z


ノルウェー語の例をいくつか示します。


SELECT ts_lexize('norwegian_ispell', 'overbuljongterningpakkmesterassistent');
   {over,buljong,terning,pakk,mester,assistent}
SELECT ts_lexize('norwegian_ispell', 'sjokoladefabrikk');
   {sjokoladefabrikk,sjokolade,fabrikk}

   
MySpellのフォーマットはHunspellの部分集合です。
Hunspellの.affixファイルは以下のような構造になっています。

PFX A Y 1
PFX A   0     re         .
SFX T N 4
SFX T   0     st         e
SFX T   y     iest       [^aeiou]y
SFX T   0     est        [aeiou]y
SFX T   0     est        [^ey]

   
接辞(affix)クラスの1行目はヘッダです。
接辞ルールのフィールドはヘッダの後に列挙されます。
   
	パラメータ名（PFXまたはSFX）
     

	フラグ（接辞クラスの名前）
     

	単語の先頭（接頭辞）から、あるいは終わり（接尾辞）から文字を削除する
     

	接辞を追加する
     

	正規表現の形式と類似の形式の条件
     



.dictファイルはIspellの.dictファイルと同じように見えます。

larder/M
lardy/RT
large/RSPMYT
largehearted

   
注記
MySpellは複合語をサポートしていません。Hunspellは複合語の高度なサポートを提供しています。いまのところ、PostgreSQL™はHunspellの基本的な複合語操作しかサポートしていません。
    


Snowball辞書



Snowball辞書テンプレートは、有名な「英語用のポーターの語幹アルゴリズム」を発明したMartin Porterのプロジェクトに基づいています。
Snowballは今では多くの言語用の語幹アルゴリズムを提供しています(詳細はSnowballのサイトを参照してください)。
各々のアルゴリズムにより、その言語において単語の共通部分を取りだし、基本部もしくは語幹の綴りに縮退させることができます。
Snowball辞書には、どの語幹処理を使うかを識別する言語パラメータが必須で、加えて、オプションで無視すべき単語のリストを保持するストップワードファイルを指定することもできます。
(PostgreSQL™の標準的なストップワードファイルもまたSnowball projectから提供されています。)
たとえば、以下と同じ組み込みの定義があります。


CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY english_stem (
    TEMPLATE = snowball,
    Language = english,
    StopWords = english
);


ストップワードファイルの形式はすでに説明されているものと同じです。
   
Snowball辞書は、単純化できるかどうかに関係なく、すべての単語を認識するので、辞書リストの最後に置く必要があります。他の辞書の前に置くのは意味がありません。Snowball辞書は決してトークンを次の辞書に渡さないからです。
   



名前
pg_rewind — PostgreSQL™のデータディレクトリを、そこから派生した他のデータディレクトリと同期する

概要
pg_rewind  [option...]  { -D   |   --target-pgdata } directory { --source-pgdata=directory  |   --source-server=connstr } 


説明
pg_rewindは、PostgreSQLのクラスタのタイムラインが分岐した後、クラスタをその複製のクラスタに同期するためのツールです。
典型的なシナリオとしては、フェイルオーバ後、新しいマスターに追従するスタンバイとして、古いマスターサーバをオンラインに戻す、というのがあります。
  
実行結果は、ターゲットデータディレクトリをソースディレクトリと置き換えたのと等しくなります。
リレーションファイルのうちの変化のあったブロックだけがコピーされます。
それ以外のすべてのファイルは、設定ファイルを含め、すべてのファイルがコピーされます。
新しいベースバックアップを取ったり、rsyncのようなツールを使う場合と比較して、pg_rewindはクラスタ内の変更されていないブロックを読出す必要がないという利点があります。
データベースが大きく、クラスタ間で変更されているブロックの割合が小さい場合には、極めて高速になります。
  
pg_rewindはソースとターゲットクラスタ内のタイムラインヒストリーを調べ、それらがどの時点で異なるものになったのかを調べます。
差異が発生した分岐点までずっと遡ることにより、ターゲットクラスタ内のpg_xlogディレクトリ内の分岐点に到達するWALを見つけようとします。
変化の分岐点は、ターゲット側のタイムライン中、ソース側のタイムライン中、あるいはそれら共通の祖先の中に見つかる可能性があります。
分岐点のあと間をおかずシャットダウンされたような典型的なフェイルオーバのシナリオにおいては、これは特に問題になりません。
しかし、分岐点の後にターゲットクラスタが長時間運用されていた場合には、古いWALファイルはもう存在しないかもしれません。
この場合は、WALアーカイブから手動でpg_xlogディレクトリにコピーすることができます。
あるいは、recovery.confを設定することにより、起動時に取得できます。
pg_rewindの利用は、フェイルオーバに留まりません。
たとえば、スタンバイサーバは昇格してから書き込みトランザクションを実行し、再びスタンバイになるために巻き戻すこともできます。
  
pg_rewindを実行した後、最初にターゲットサーバを起動すると、そのサーバはリカバリモードに入り、分岐点以降ソースサーバで生成されたWALをすべてリプレイします。
pg_rewindが実行された時にWALがソースサーバになくてpg_rewindのセッションではコピーできなかった場合は、ターゲットサーバが起動した時にWALを読む込めるようになっていなければなりません。
適切なrestore_commandを設定したrecovery.confファイルをターゲットデータディレクトリに置くことで、これを達成できます。
  
pg_rewindを使用するには、ターゲットサーバ上でpostgresql.confのwal_log_hintsオプションが有効になっているか、initdbでクラスタを初期化した時にデータチェックサムが有効になっていなければなりません。
どちらもデフォルトでは無効です。
full_page_writesも有効でなければなりませんが、これはデフォルトで有効です。
  

オプション
    pg_rewindは以下のコマンドラインオプションを受け付けます。

    
	-D directory, --target-pgdata=directory
	このオプションは、同期するターゲットデータディレクトリを指定します。
ターゲットサーバは、pg_rewindを実行する前に、正常にシャットダウンされていなければなりません。
       

	--source-pgdata=directory
	同期するソースサーバのデータディレクトリへのファイルシステム上のパスを指定します。
このオプションを使用する場合は、ソースサーバは正常にシャットダウンされていなければなりません。
       

	--source-server=connstr
	同期するソースPostgreSQL™サーバへ接続するためのlibpq接続文字列を指定します。
接続は、スーパーユーザアクセスである通常の接続（レプリケーション接続でない）でなければなりません。
ソースサーバは稼働中でなければならず、またリカバリモードであってはいけません。
       

	-n, --dry-run
	ターゲットディレクトリを実際に更新する以外はすべてのことを行います。
       

	-P, --progress
	進行状況のレポートを有効にします。このオプションを有効にすると、データをソースクラスタからコピーする際のおおよその進行状況をレポートします。
       

	--debug
	主に開発者がpg_rewindをデバッグするのに役立つ冗長なデバッグ出力を印字します。
       

	-V, --version
	バージョン情報を表示して終了します。

	-?, --help
	ヘルプを表示して終了します。




   

環境
--source-serverオプションを使用する場合、pg_rewindは
libpqで利用できる環境変数を使用します(「環境変数」を参照)。
  

注釈
どうやって動くのか
基本的なアイデアは、ファイルシステムレベルの変更を、すべてをソースクラスタからターゲットクラスタにコピーする、というものです。
   
	ソースクラスタのタイムライン履歴がターゲットクラスタから分岐した時点より前の最後のチェックポイントから始めて、ターゲットクラスタのWALログをスキャンしします。
各々のWALレコードについて、変更されたデータブロックを記録します。
これにより、ソースクラスタが分岐した以降に、ターゲットクラスタで変更されたすべてのデータブロックのリストが作成されます。
     

	ファイルシステムへの直接アクセス（--source-pgdata）かSQL （--source-server）を使って、変更のあったすべてのブロックを、ソースクラスタからターゲットクラスタにコピーします。
     

	pg_clogや設定ファイルなど、それ以外のすべてのファイルをソースクラスタからターゲットクラスタにコピーします。（リレーションファイル以外のすべて）
     

	フェイルオーバの際に作られたチェックポイントから始めて、ソースクラスタのWALを適用します。（厳密に言うと、pg_rewindはWALの適用はせず、単にバックアップラベルファイルを作るだけです。
それにより、PostgreSQL™が起動する時、チェックポイントより前方のすべてのWALが適用されます）
     






トリガ関数



トリガとして関数を使用した場合、TD辞書にトリガに関連した値が格納されます。
   
	TD["event"]
	次のイベントが文字列として格納されます。
INSERT、UPDATE、DELETE、TRUNCATE
      

	TD["when"]
	BEFORE、AFTER、またはINSTEAD OFのいずれかが格納されます。
      

	TD["level"]
	ROWまたはSTATEMENTが格納されます。
      

	TD["new"], TD["old"]
	行レベルトリガにおいてトリガイベントに依存して、これらのフィールドの片方または両方に対応するトリガ行が格納されます。
      

	TD["name"]
	トリガ名が格納されます。
      

	TD["table_name"]
	トリガの発生元のテーブルの名前が格納されます。
      

	TD["table_schema"]
	トリガの発生元のテーブルのスキーマが格納されます。
      

	TD["relid"]
	トリガの発生元テーブルのOIDが格納されます。
      

	TD["args"]
	CREATE TRIGGERに引数が含まれていた場合、その引数はTD["args"][0]からTD["args"][n-1]までの範囲で使用することができます。
      




  
TD["when"]がBEFOREまたはINSTEAD OFで、かつ、TD["level"]がROWの場合、Pythonの関数から、行が変更されないことを示すNoneまたは"OK"、イベントを中断したことを示す"SKIP"を返すことができます。
また、TD["event"]がINSERTまたはUPDATEの場合、行を変更したことを示す"MODIFY"を返すことができます。
さもなければ、戻り値は無視されます。
  

リリース8.4.5



リリース日
2010-10-04

このリリースは8.4.4に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.4」を参照してください。
  
バージョン8.4.5への移行



8.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし8.4.2以前のバージョンから更新する場合は「リリース8.4.2」を参照してください。
   

変更点



	PL/PerlおよびPL/Tclにおいて、呼び出し元のSQLユーザIDごとに別のインタプリタを使用します。(Tom Lane)
     
この変更は、同じセッション内でその後に異なるSQLユーザIDにより実行されるPerlまたはTclコード（例えばSECURITY DEFINERの内部）を破壊することで発生する可能性があるというセキュリティ問題を防止するものです。
ほとんどのスクリプト用言語は、対象とする関数で呼び出される標準関数や演算子の再定義など、これを行うことができる多くの方法を提供します。
この変更がないと、PerlまたはTcl言語の使用権限を持つ任意のSQLユーザは基本的に、対象の関数の所有者が持つSQL権限でできることを何でもできるようになります。
     
この変更の欠点はPerlおよびTcl関数間の内部通信がより難しくなるという点です。
逃げ道を提供するために、PL/PerlUおよびPL/TclU関数ではまだセッション当たり1つのインタプリタのみを使用します。
これらのすべての関数は従来よりデータベーススーパーユーザの信頼レベルで実行されますので、これはセキュリティ問題とはみなされません。
     
信頼された実行を提供することを主張するサードパーティ製の手続き言語は似たようなセキュリティ問題を持つ可能性が大きくあります。
セキュリティが非常に重要な目的のために依存している手続き言語があれば、その作者に連絡を取ることを勧めます。
     
この問題を指摘いただいたTim Bunceに感謝します(CVE-2010-3433)。
     

	pg_get_expr()の用途として意図されたシステムカタログ列の一つではない引数で呼び出されることを拒絶することでpg_get_expr()内のクラッシュする可能性を防止します。(Heikki Linnakangas、Tom Lane)
     

	Windowsにおいて終了コード128（ERROR_WAIT_NO_CHILDREN）を致命的でないものと扱います。(Magnus Hagander)
     
高負荷状況下で、Windowsプロセスはこのエラーコードで起動に失敗することが時々あります。
以前はpostmasterはパニック状態としてこれを扱い、データベース全体を再起動しました。
しかしこれは過度は反応のように思われます。
     

	不正なプレースホルダ位置の評価を修正しました。(Tom Lane)
     
この不具合のため外部結合の内側が出力リスト内に制限がない式を持つ副選択であった場合など、問い合わせ出力がNULLであるべき時に非NULLの結果になるかもしれませんでした。
     

	UNION ALLのメンバーリレーションの二重スキャンの可能性を修正しました。(Tom Lane)
     

	「cannot handle unplanned sub-select」エラーを修正しました。(Tom Lane)
     
これは、副選択が他の副選択を含む式に展開される結合の別名参照を含む場合に発生しました。
     

	ビューまたは副選択への参照を持ち、かつ、入れ子の副選択内に現れる、行全体の変数の誤操作を修正しました。(Tom Lane)
     

	型を跨るIN比較の誤操作を修正しました。(Tom Lane)
     
プランナがsort-then-unique-then-plain-join計画でIN結合を実装しようとした場合に、この失敗になり得ました。
     

	tsvector列に対するANALYZE統計情報の計算を修正しました。(Jan Urbanski)
     
元々のコードでは不正な統計情報を生成し、後で性能が悪い計画を選択するようになり得ました。
     

	array_agg()、string_agg()、その他同様の集約関数で使用されるメモリのプランナの推定を改良しました。(Hitoshi Harada)
     
これまでの極端な下方推定により、不適切なハッシュ集約計画が選択されるため、メモリ不足エラーが起こり得ました。
     

	キャッシュされた計画を一時的なものと印付けする失敗を修正しました。(Tom Lane)
     
CREATE INDEX CONCURRENTLYが参照されるテーブルの1つに対して進行している時に計画が準備された場合、インデックスの使用準備ができた後に再度計画を作成するものと仮定されています。
これが確実に起こりませんでした。
     

	まれに報告されたB-tree失敗状況の一部をPANICからERRORを減らしました。
また出力されるエラーメッセージに追加の詳細を加えました。(Tom Lane)
     
これにより、破損したインデックスに対するシステムの堅牢性が向上したはずです。
     

	GINインデックスを用いた部分一致問い合わせにおける間違った検索ロジックを修正しました。(Tom Lane)
     
複数のGINインデックス条件をAND/ORの組み合わせた場合、常に正しい答えを出力しませんでした。
また時々必要以上に低速になりました。
     

	自動バキューム処理中のクラッシュからshow_session_authorization()を防止します。(Tom Lane)
     

	返される行のすべてが実際に同一の行型でない、レコードの集合を返す関数を防御します。(Tom Lane)
     

	副トランザクションのロールバック中に待ち状態のトリガイベントリストが破損する可能性を修正しました。(Tom Lane)
     
これはクラッシュまたは不正なトリガ発行という結果をもたらし得ました。
     

	参照渡し関数の結果をハッシュ化する時に失敗する可能性を修正しました。(Tao Ma、Tom Lane)
     

	マージ結合における、結合列内のNULLの処理を改良しました。(Tom Lane)
     
NULLがソートで先になるようなソート順の場合、最初のNULLに達した時にマージ結合が完全に停止することができるようになりました。
     

	ロックファイル（postmaster.pidおよびソケット用のロックファイル）を書き出す時に、注意してその内容のfsyncします。(Tom Lane)
     
これがないと、postmasterの起動後しばらくしてマシンがクラッシュした場合に、ロックファイルの内容が破損することがあり得ました。
これが起きると、このロックファイルを手作業で削除するまで、その後のpostmasterの起動試行が成功できなくなります。
     

	過度に入れ子になった副トランザクションに対してXIDを割り当てる際の再帰を防止します。(Andres Freund、Robert Haas)
     
元々のコードでは、制限されたスタック領域であった場合にクラッシュすることがあり得ました。
     

	walwriterプロセス内で古いWALセグメントを開いたまま保持しないようにしました。(Magnus Hagander、Heikki Linnakangas)
     
これまでのコードでは、不要となったセグメントの削除を防止しました。
     

	バックエンド起動の初期にゴミを生成することがあったlog_line_prefixの%iエスケープを修正しました。(Tom Lane)
     

	TOASTテーブルに対して部分的に指定されたリレーションオプションの誤解釈を防止します。(Itagaki Takahiro)
     
特に、他のreloptionがテーブルに対して設定されていた場合fillfactorはゼロとして読み取られ、深刻な膨張をもたらしました。
     

	ALTER TABLE ... ADD CONSTRAINTにおける継承数の追跡を修正しました。(Robert Haas)
     

	アーカイブ処理が有効な場合、ALTER TABLE ... SET TABLESPACEにおけるデータ破損の可能性を修正しました。(Jeff Davis)
     

	CREATE DATABASEとALTER DATABASE ... SET TABLESPACEを問い合わせキャンセルにより中断させることができます。(Guillaume Lelarge)
     

	指定されたインデックス式が不変かどうかに関するCREATE INDEXの検査を改良しました。(Tom Lane)
     

	演算子クラスと演算子族を扱うREASSIGN OWNEDを修正しました。(Asko Tiidumaa)
     

	２つの空のtsquery値を比較する際にコアダンプする可能性を修正しました。(Tom Lane)
     

	%に続く_を持つパターンに対するLIKEの処理を修正しました。(Tom Lane)
     
以前にもこれを修正しましたが、正しく処理されない場所が一部残っていました。
     

	0001-01-01 AD以前のユリウス日の入力を再度許します。(Tom Lane)
     
8.4より前では'J100000'::dateなどの入力が動作しました。
しかし、エラー検査を加えたことで意図せず壊れていました。
     

	カーソルに対して繰り返すFORループ内でそのカーソルが閉ざされた場合に、PL/pgSQLがクラッシュせずにエラーを発生させるように修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	PL/Pythonにおいて、PyCObject_AsVoidPtrおよびPyCObject_FromVoidPtrからのヌルポインタ結果を防止します。(Peter Eisentraut)
     

	libpqにおいて、hostとhostaddrの両方が指定された場合の完全なSSL証明書検証を修正しました。(Tom Lane)
     

	自動コミットモードが無効な場合、DISCARD ALLをトランザクションブロック内に包むべきものではないコマンドとしてpsqlが認識するようにしました。(Itagaki Takahiro)
     

	SQL/MEDオブジェクトに対するpg_dump処理におけるいくつかの問題を修正しました。(Tom Lane)
     
意図されていないスーパーユーザ以外により実行された場合、pg_dumpは常に失敗することに注意してください。
     

	pg_dumpおよびpg_restoreにおけるシークできないアーカイブファイルの処理を改良しました。(Tom Lane、Robert Haas)
     
これは並行リストアを適切に動作させるために重要です。
     

	選択的リストアを対処する、並行pg_restore機能(-Lオプション)を改良しました。(Tom Lane)
     
元々のコードでは、-Lファイルがデフォルト以外のリストア順序を指定していた場合に失敗しがちでした。
     

	RETURNING句からのデータを正しく処理するようにecpgを修正しました。(Michael Meskes)
     

	ecpgにおけるメモリリークをいくつか修正しました。(Zoltan Boszormenyi)
     

	削除された列を含むテーブルに対するcontrib/dblinkの処理を改良しました。(Tom Lane)
     

	contrib/dblinkにおいて「duplicate connection name」エラー後の接続リークを修正しました。(Itagaki Takahiro)
     

	62バイトより長い接続名に関するcontrib/dblinkの処理を正しく修正しました。(Itagaki Takahiro)
     

	hstore(text, text)関数をcontrib/hstoreに追加しました。(Robert Haas)
     
この関数は、廃止予定となった=>演算子に対する推奨の代替です。
将来を見据えたコードが古めのバージョンのサーバでも使用できるようにするために過去にもパッチが適用されました。
このパッチは、contrib/hstoreのインストール後もしくは特定のデータベースに再インストールされた後にのみ効果を持つことに注意してください。
代わりに手作業でCREATE FUNCTIONコマンドを実行することを選ぶユーザがいるかもしれません。
     

	構築手順や文書を更新して、ソースコードリポジトリがCVSからGitに変更されたことを反映しました。(Magnus Hagander他)
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdata release 2010lに更新しました。
エジプト、パレスチナにおける夏時間規則の変更、フィンランドの歴史的な修正が含まれています。
     
またこの変更では、2つのミクロネシアの時間帯を追加しています。
Pacific/ChuukはPacific/Trukより好まれるようになり（好まれる省略形はTRUTではなくCHUT）、Pacific/PohnpeiはPacific/Ponapeより好まれるようになります。
     

	Windowsの「N. Central Asia Standard Time」時間帯をAsia/AlmatyではなくAsia/Novosibirskに対応付けるようにしました。
     
MicrosoftはKB976098の時間帯更新からこの時間帯の夏時間の振舞いを変更しました。
Asia/Novosibirskはこの新しい振舞いにより合致しています。
     





pg_roles



pg_rolesビューはデータベースのロールに関する情報を提供します。
これは単に一般に公開されているpg_authidのビューですが、パスワード列が空白になっています。
  
このビューは、他のカタログに対して結合を行う必要があるため、明示的に基礎となっているテーブルのOID列を表示します。
  
表50.73 pg_rolesの列
	名前	型	参照先	説明
	rolname	name	 	ロール名
	rolsuper	bool	 	ロールはスーパーユーザの権限を持っています。
	rolinherit	bool	 	ロールは自動的にメンバであるロールの権限を継承します。
	rolcreaterole	bool	 	ロールはさらにロールを作成することができます。
	rolcreatedb	bool	 	ロールはデータベースを作成することができます。
	rolcanlogin	bool	 	       ロールはログイン可能です。
このロールは初期セッションの識別子として与えることができます。
      
	rolreplication	bool	 	ロールはレプリケーション用のロールです。
つまり、このロールはストリーミングレプリケーションを初期化し、pg_start_backupとpg_stop_backupを用いてシステムバックアップモードを設定、解除することができます。
      
	rolconnlimit	int4	 	       ログイン可能なロールでは、このロールが確立可能な同時接続の最大数を設定します。
-1は無制限を意味します。
      
	rolpassword	text	 	パスワードでありません（常に********のように読まれます）
	rolvaliduntil	timestamptz	 	パスワード有効期限（パスワード認証でのみ使用）。有効期限がない場合はNULLとなります。
	rolbypassrls	bool	 	ロールがすべての行単位セキュリティポリシーを無視するかどうか。
詳しくは「行セキュリティポリシー」を参照してください。
      
	rolbypassrls	bool	 	       Role bypasses every row level security policy, see
       「行セキュリティポリシー」 for more information.
      
	rolconfig	text[]	 	実行時設定変数に関するロール固有のデフォルト
	oid	oid	pg_authid.oid	ロールのID




pg_group



pg_groupビューは下位互換のために存在しています。
バージョン8.1以前のPostgreSQL™のカタログを模擬しています。
このビューは、rolcanloginとしてマークされていない、すべてのロールの名前とメンバを保持しています。
これはグループとして使用されているロールの集合と似ています。
  
表50.64 pg_groupの列
	名前	型	参照先	説明
	groname	name	pg_authid.rolname	グループの名前
	grosysid	oid	pg_authid.oid	グループのID
	grolist	oid[]	pg_authid.oid	このグループのロールIDを含む配列




UNION、CASEおよび関連する構文



UNION SQL構文は、似ていない可能性がある型を1つの検索結果になるように適合させなければなりません。
解決アルゴリズムは1つのunion問い合わせの出力列ごとに適用されます。
INTERSECT構文とEXCEPT構文は、UNIONと同じ方法で、似ていない可能性がある型の解決を行います。
CASE構文とARRAY構文、VALUES、GREATEST、LEAST もまた、同一のアルゴリズムを使用して、その要素式を適合させ、結果のデータ型を選択します。
手順10.4 UNION、CASEおよび関連する構文の型解決
	もし全ての入力値が同一型であり、unknownではない場合、その型として解決されます。

	入力のいずれかがドメイン型であれば、以降の段階すべてでドメインの基本型であるかのように扱います。
  [9]

	もし全ての入力値がunknown型だった場合、text型（文字列カテゴリの優先される型）として解決されます。
そうでない場合はunknown入力は無視します。

	もしunknownではない入力値が全て同じ型カテゴリでなければ失敗します。

	最初のunknownではない入力データ型を選択します。
もし存在すれば、このデータ型はそのカテゴリの優先される型です。

	さもなくば、すべての先行する非unknownの入力値を暗黙的に変換させることができる、最後のunknownではない入力型を選択します。
（少なくともリストの先頭の型はこの条件を満たす必要がありますので、常にこのような型は存在します。）

	全ての入力値を選択された型に変換します。
指定された入力から選択された型への変換が存在しない場合は失敗します。



以下に例を示します。
例10.9 Unionにおける指定された型の型解決
SELECT text 'a' AS "text" UNION SELECT 'b';

 text
------
 a
 b
(2 rows)

ここで、unknown型のリテラル'b'はtextへと解決されます。


例10.10 簡単なUnionにおける型解決
SELECT 1.2 AS "numeric" UNION SELECT 1;

 numeric
---------
       1
     1.2
(2 rows)

numeric型のリテラル1.2とinteger型の値1は、暗黙的にnumericにキャスト可能です。
したがって、この型が使用されます。


例10.11 転置されたUNIONにおける型解決
SELECT 1 AS "real" UNION SELECT CAST('2.2' AS REAL);

 real
------
    1
  2.2
(2 rows)

ここで、real型を暗黙的にinteger型にキャストすることはできませんが、integer型を暗黙的にreal型にキャストすることはできるため、UNIONの結果データ型はreal型として解決されます。




[9] 演算子や関数に対するドメイン入力の取り扱いとある程度似ていて、この振舞いにより、利用者が注意して入力をすべて厳密な型であると保証する限り、ドメイン型をUNIONや類似の構成体に保存できます。
そうでなければ、ドメインの基本型が優先されます。
   



第54章 手続き言語ハンドラの作成



現在のコンパイル言語用「Version-1」インタフェース以外のある言語で作成された関数の呼び出しはすべて、特定の言語用の呼び出しハンドラを経由します
（これには、ユーザ定義手続き言語で作成された関数、SQLで作成された関数、コンパイル言語用Version-0インタフェースを使用した関数が含まれます）。
提供されたソーステキストを解釈するなどによって、関数の実行を意味のある方法で行うことは、呼び出しハンドラの責任です。
本章では、どのように新しい手続き言語の呼び出しハンドラを作成できるかについて概要を示します。
   
手続き言語用の呼び出しハンドラは「通常」の関数で、Cなどのコンパイル言語で作成し、Version-1インタフェースを使用し、引数を取らずにlanguage_handlerを返すものとしてPostgreSQL™に登録しなければなりません。
この特殊な仮想型は、その関数を呼び出しハンドラとして識別し、SQLコマンド内で直接その関数が呼び出されることを防止します。
C言語の呼び出し規約と動的ロードについては「C言語関数」を参照してください。
   
呼び出しハンドラは、他の関数と同じ方法で呼び出されます。
引数値と呼び出された関数についての情報を含むFunctionCallInfoData structのポインタを受け取り、Datum型の結果を返すもの（そして、SQLのNULLという結果を返そうとする場合に、FunctionCallInfoData構造体のisnullフィールドを設定するかもしれないもの）と想定されています。
呼び出しハンドラと通常の呼び出される関数との違いは、FunctionCallInfoData構造体のflinfo->fn_oidに、呼び出しハンドラ自身ではなく、実際に呼び出される関数のOIDが含まれるという点です。
呼び出しハンドラはこのフィールドを使用して、どの関数を呼び出すのかを決定しなければなりません。
また、渡された引数リストは、呼び出しハンドラの宣言ではなく、目的とする関数の宣言に従うよう設定されています。
   
pg_procシステムカタログから関数のエントリを取り出し、呼び出される関数の引数と戻り値の型を解析するまでを呼び出しハンドラが行います。
関数のCREATE FUNCTIONコマンドのAS句は、pg_procの行のprosrc列にあります。
これは通常、手続き言語自体で作成されたソーステキストですが、理論上はファイルへのパス名や、何らかの呼び出しハンドラに詳細に何をすべきかを通知するものとすることもできます。
   
1つのSQL文で同じ関数が何回も呼び出されることがよくあります。
呼び出しハンドラは、flinfo->fn_extraフィールドを使用して、呼び出す関数に関する情報を繰り返し検索することを防ぐことができます。
これは初期状態ではNULLですが、呼び出しハンドラによって呼び出す関数の情報を指すように設定することもできます。
その後の呼び出しでは、flinfo->fn_extraが非NULLであれば、それを使用して、情報検索の段階を省略することができます。
呼び出しハンドラはflinfo->fn_extraが少なくとも現在の問い合わせの終了まで有効なメモリを指しているかどうかを確認しなければなりません。
FmgrInfoデータ構造体は長く保持される可能性があるからです。
この方法の1つとして、flinfo->fn_mcxtで指定されたメモリコンテキスト内に余分なデータを割り当てることです。
このデータは通常FmgrInfo自身と同期間有効です。
しかし、ハンドラはまた、長時間メモリコンテキストにあるものを使用するかどうかを選ぶこともできます。
これにより関数定義情報を、問い合わせをまたいでキャッシュすることができます。
   
手続き言語関数がトリガとして呼び出された場合、引数は通常の方法では渡されず、FunctionCallInfoDataのcontextフィールドが、普通の関数呼び出しのようにNULLにはならずに、TriggerData構造体を指しています。
呼び出しハンドラは、手続き言語に対しトリガ情報を取り出す機構を提供しなければなりません。
   
以下は、Cで作成した手続き言語ハンドラの雛型です。

#include "postgres.h"
#include "executor/spi.h"
#include "commands/trigger.h"
#include "fmgr.h"
#include "access/heapam.h"
#include "utils/syscache.h"
#include "catalog/pg_proc.h"
#include "catalog/pg_type.h"

#ifdef PG_MODULE_MAGIC
PG_MODULE_MAGIC;
#endif

PG_FUNCTION_INFO_V1(plsample_call_handler);

Datum
plsample_call_handler(PG_FUNCTION_ARGS)
{
    Datum          retval;

    if (CALLED_AS_TRIGGER(fcinfo))
    {
        /*
         * トリガ関数として呼び出された
         */
        TriggerData    *trigdata = (TriggerData *) fcinfo->context;

        retval = ...
    }
    else
    {
        /*
         * 関数として呼び出された
         */

        retval = ...
    }

    return retval;
}

数千行のコードを上のドットの代わりに追加するだけで、呼び出しハンドラを完成することができます。
   
ハンドラ関数を動的ロード可能なモジュールにコンパイル（「動的にロードされる関数のコンパイルとリンク」を参照してください）した後、以下のコマンドでサンプルの手続き言語を登録することができます。

CREATE FUNCTION plsample_call_handler() RETURNS language_handler
    AS 'filename'
    LANGUAGE C;
CREATE LANGUAGE plsample
    HANDLER plsample_call_handler;

   
最低限の手続き言語を作成する場合には呼び出しハンドラを提供するだけで十分ですが、他にも省略可能ですが、その言語の利用をより簡便にするために提供できる2つの関数があります。
これらは有効性検証関数とインラインハンドラです。
有効性検証関数を提供して、CREATE FUNCTION(7)時に言語固有の検査を行うことができます。
インラインハンドラを提供して、言語にDO(7)コマンド経由の匿名コードブロック実行をサポートさせることができます。
   
有効性検証関数が手続き言語により提供される場合、oid型の単一パラメータを取る関数として宣言しなければなりません。
有効性検証関数の結果は無視されます。
そのためよくvoidを返すものと宣言されます。
有効性検証関数はその手続き言語で関数を作成または置換するCREATE FUNCTIONの最後に呼び出されます。
渡されるOIDは関数のpg_proc行のOIDです。
有効性検証関数は通常の方法でこの行を取り出さなければならず、そして適切な検査を実行します。
まずユーザがCREATE FUNCTIONで到達できない有効性検証関数への明示的な呼び出しを診断するため、CheckFunctionValidatorAccess()を呼び出します。
典型的な検査として、さらに関数引数および結果の型がその言語でサポートされているかや関数本体がその言語において文法的に正しいかどうかを検証することが挙げられます。
有効性検証関数がその関数に問題がないことを判定したら、単に戻ります。
エラーがあることを判定したら、通常のereport()エラー報告機構を使用して報告しなければなりません。
エラーを返すことで、強制的にトランザクションはロールバックされ、不正な関数定義がコミットされることを防ぎます。
   
有効性検証関数は通常check_function_bodiesパラメータを遵守しなければなりません。
これが無効な場合、高価な、または文脈次第の検査を飛ばさなければなりません。
言語がコンパイル時のコード実行を提供するのであれば、有効性検証関数はそのような実行を引き起こす検査を抑制しなければなりません。
特にこのパラメータは、副作用や関数本体の他のデータベースオブジェクトへの依存を心配することなく手続き言語関数をロードできるように、pg_dumpにより無効にされます。
(この仕様のため呼び出しハンドラは有効性検証関数が完全にその関数を検査したことを前提としてはいけません。
有効性検証関数を持つ目的は、呼び出しハンドラが検査を省略できることではなく、明確なエラーがCREATE FUNCTIONコマンド内に存在する場合、それを即座にユーザに通知することです。)
厳密に何を検査すべきかの選択は主として有効性検査関数の裁量に委ねられていますが、check_function_bodiesが有効な場合にはCREATE FUNCTIONの中心となるコードは関数に関連づけられたSET句を実行するだけですので注意して下さい。
そのため、その結果がGUCパラメータの影響を受ける検査は、ダンプをリロードする時の偽の失敗を避けるために、check_function_bodiesが無効な場合には確実に飛ばさなければなりません。
   
インラインハンドラが手続き言語により提供される場合、その関数はinternal型の単一パラメータを取るものとして宣言されなければなりません。
インラインハンドラの結果は無視されます。
そのためよくvoidを返すものと宣言されます。
インラインハンドラは特定の手続き言語でDO文が実行された時に呼び出されます。
実際に渡されるパラメータはInlineCodeBlock構造体のポインタです。
ここにはDO文のパラメータ、具体的には実行される匿名コードブロックのテキスト、に関する情報が含まれています。
インラインハンドラはこのコードを実行し、戻らなければなりません。
   
簡単なCREATE EXTENSIONコマンドで言語をインストールすることが十分にできるように、これらの関数宣言とCREATE LANGUAGEコマンド自身を拡張としてまとめることを勧めます。
拡張の作成方法については「関連するオブジェクトを拡張としてパッケージ化」を参照してください。
   
独自の言語ハンドラを作成する際、標準配布物に含まれる手続き言語は優れたリファレンスです。
ソースツリーのsrc/plサブディレクトリを調べてください。
CREATE LANGUAGE(7)マニュアルページもまた有用な情報を含みます。
   

接続サービスファイル



接続サービスファイルにより、libpq接続パラメータをひとつのサービス名に関連付けることができます。
サービス名は、libpq接続によって指定され、関連付けられた設定が利用されます。
これは、接続パラメータをlibpqアプリケーションの再コンパイルをせずに修正できるというものです。
サービス名はPGSERVICE環境変数を利用することで使用できます。
  
この接続サービスファイルは、ユーザごとに~/.pg_service.confというサービスファイルとすること、または、PGSERVICEFILE環境変数で指定される場所にすることができます。
また、システム全体についてのファイルとして`pg_config --sysconfdir`/pg_service.confとすること、PGSYSCONFDIR環境変数で指定されたディレクトリに置くことができます。
ユーザ用、システム用のファイルで同名のサービス定義が存在する場合、ユーザ用のものが優先されます。
  
このファイルは「INIファイル」書式を使用します。
セクション名がサービス名となり、パラメータが接続パラメータです。
「パラメータキーワード」のリストを参照してください。
以下に例を示します。

# comment
[mydb]
host=somehost
port=5433
user=admin

例となるファイルがshare/pg_service.conf.sampleにあります。
  

UUID型



uuidデータ型は、RFC 4122、ISO/IEC 9834-8:2005および関連する標準に従う、汎用一意識別子（UUID）を格納します。
（一部のシステムでは、このデータ型をグローバル一意識別子（GUID）と呼んでいます。）
この識別子は、同一のアルゴリズムを使用しても既知の世界上の他の誰かが同一識別子が生成される可能性がほとんどないように選択されたアルゴリズムで生成された128ビット量の値です。
したがって、分散システムにおいて、これら識別子は、単一データベース内でしか一意にならないシーケンスジェネレータよりも優れた一意性保証を提供します。
   
UUIDは、小文字の16進数表記桁の並びをいくつかのグループでハイフンで区切って表現されます。
具体的には、8桁のグループが1つ、4桁のグループが3つ、次いで、12桁のグループが1つとなり、合計32桁で128ビットを表します。
この標準形式のUUIDの例を以下に示します。

a0eebc99-9c0b-4ef8-bb6d-6bb9bd380a11

また、PostgreSQL™は入力の別形式として、桁を大文字表記したもの、標準形式を中括弧でくくったもの、いくつかまたはすべてのハイフンを省略したもの、４桁ごとのグループの間の任意の箇所にハイフンを付加したものも受け付けます。
以下に例を示します。

A0EEBC99-9C0B-4EF8-BB6D-6BB9BD380A11
{a0eebc99-9c0b-4ef8-bb6d-6bb9bd380a11}
a0eebc999c0b4ef8bb6d6bb9bd380a11
a0ee-bc99-9c0b-4ef8-bb6d-6bb9-bd38-0a11
{a0eebc99-9c0b4ef8-bb6d6bb9-bd380a11}

出力は常に標準形式になります。
   
PostgreSQL™は、UUIDについて格納関数と比較関数を提供します。
しかし、すべてのアプリケーションで十分適切な単一アルゴリズムが存在しませんので、データベースの中核にはUUIDを生成する関数はまったく含んでいません。
uuid-ossp モジュールは、複数の標準的なアルゴリズムを実装した関数を提供します。pgcryptoモジュールもまた、ランダムなUUIDを生成する関数を提供します。
この他にも、UUIDをクライアントアプリケーションで生成することも、サーバサイドで他のライブラリを呼び出して生成することもできます。
   


名前
CREATE TEXT SEARCH PARSER — 新しいテキスト検索パーサを定義する

概要
CREATE TEXT SEARCH PARSER name (
    START = start_function ,
    GETTOKEN = gettoken_function ,
    END = end_function ,
    LEXTYPES = lextypes_function
    [, HEADLINE = headline_function ]
)

説明
CREATE TEXT SEARCH PARSERは新しいテキスト検索パーサを作成します。
テキスト検索パーサは、テキスト文字列をトークンに分割し、トークンに型（カテゴリ）を割り当てる方法を定義します。
パーサ自体は特別有用なものではありませんが、検索するためには、数個のテキスト検索辞書と共にテキスト検索設定と関連付けされなければなりません。
  
スキーマ名が指定された場合、テキスト検索パーサは指定されたスキーマ内に作成されます。
そうでなければ、現在のスキーマに作成されます。
  
CREATE TEXT SEARCH PARSERを使用するには、スーパーユーザでなければなりません。
（おかしなテキスト検索パーサ定義はサーバを混乱させ、クラッシュさせる可能性があるため、この制限があります。）
  
詳細は12章全文検索を参照してください。
  

パラメータ
	name
	作成するテキスト検索パーサの名称です。
この名前はスキーマ修飾することができます。
     

	start_function
	パーサの開始関数の名称です。
     

	gettoken_function
	次トークンを取り出すパーサの関数の名称です。
     

	end_function
	パーサの終了関数の名称です。
     

	lextypes_function
	パーサのLEXTYPE関数（生成するトークン型集合に関する情報を返す関数）の名称です。
     

	headline_function
	パーサの見出し関数（トークン集合を要約する関数）の名称です。
     



関数名は必要に応じてスキーマ修飾可能です。
各種関数の引数リストは事前に決められているため、引数型の指定はありません。
見出し関数以外の関数はすべて必要です。
  
引数は、上で示した順序だけではなく、任意の順序で記述することができます。
  

互換性
標準SQLにはCREATE TEXT SEARCH PARSER文はありません。
  

関連項目
ALTER TEXT SEARCH PARSER(7), DROP TEXT SEARCH PARSER(7)

リリース8.3.6



リリース日
2009-02-02

このリリースは8.3.5に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.3メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.3」を参照してください。
  
バージョン8.3.6への移行



8.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.3.5より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.3.5」を参照してください。
   

変更点



	DISCARD ALLを従来行っていたすべてに追加して勧告的ロックを解放するようにしました。(Tom)
     
これはもっとも適切な動作になるように決定されました。
しかし、既存のアプリケーションに影響を与える可能性があります。
     

	GiSTインデックス全スキャンが正常に動作するよう修正しました。(Teodor)
     
このエラーにより、GiSTインデックス上でクラスタ化されたテーブルでは、行の損失が発生する可能性がありました。
     

	xmlconcat(NULL)のクラッシュを修正しました。 (Peter)
     

	ビットとして高位ビットをセットする文字が使用された場合、ispell辞書がクラッシュする可能性を修正しました(Teodor)。
     
よく使用されるあるノルウェー辞書で発生することが分かっています。
他でも同じ状況が存在するかもしれません。
     

	複合型におけるpg_dump出力の誤った順序を修正しました。
      (Tom)
     
もっともよくある問題は、ユーザ定義の演算子クラスが、それらを必要とするインデックスやビューの後にダンプされるというものです。
     

	headline()関数におけるURLの扱いを改良しました。(Teodor)
     

	headline()関数における延長見出しの扱いを改良しました。(Teodor)
     

	符号化方式の変換が符号化方式の組み合わせの指定を間違えた変換関数で作成された場合にあり得る、アサートの失敗や誤変換を防止します。(Tom, Heikki)
     

	例えばINSERTがUPDATEに書き換えられるといった、PL/pgSQLで実行された文が他の種類の文に書き換えられた場合にあり得るアサートの失敗を修正しました。(Heikki)
     

	データ型入力関数でスナップショットが利用できることを確実にしました。(Tom)
     
これは主に、ユーザ定義の安定または不変関数を含むCHECK制約付きで宣言されたドメインに影響します。
こうした関数は通常、スナップショットが設定されていない場合失敗します。
     

	データ型入出力、特に、ドメインの検査制約で使用されるSPIを使用する関数をより安全にしました。(Tom)
     

	VACUUMにおいて小規模なテーブルに対する不要なロックを防止しました。
      (Heikki)
     

	ALTER TABLE ENABLE/DISABLE RULEが活動中のセッションで認識され続けることがあるという問題を修正しました。(Tom)
     

	UPDATE RETURNING tableoidが現在のOIDではなくゼロをかえす問題を修正しました。(Tom)
     

	ANYARRAYを取るものと宣言された関数が、その型のpg_statistic列で動作できるようにしました。
     
これはこれまで動作していましたが、残念ながら8.3で壊れました。
     

	推移的な等価性が外部結合句に適用される場合のプランナの選択度の誤推定を修正しました。(Tom)
     
これにより... from a left join b on a.a1 = b.b1 where a.a1 = 42 ...のような問い合わせで劣化した計画が作成されました。
     

	オプティマイザの長大なINリストの扱いを改良しました。
     
この変更により、制約による除外が有効な場合にこうしたリストが、長く時間を浪費することを防止します。
     

	GINインデックス構築時の同期スキャンを防止します。(Tom)
     
GINはTID順序を増やすことでタプルの挿入に最適化されていますので、同期スキャンを使用することを選択すると、3倍以上構築が低速になる可能性がありました。
     

	保持可能なカーソルの内容がTOASTテーブルの内容に依存しないことを確実にしました。(Tom)
     
これまでカーソル内の大規模なフィールドはTOASTポインタとして表現される可能性がありました。
これは、参照先のテーブルがカーソルを読み取る前に削除された場合や、大規模な値が削除、そしてバキュームされてしまった場合に失敗しました。
これは通常のカーソルでは発生することはあり得ませんが、トランザクションの生成以降保持されるカーソルではあり得ます。
     

	集合を返す関数が結果全体を読み取らずに終了した時のメモリリークを修正しました。(Tom)
     

	データベース符号化方式がUTF-8でない場合に、XML関数における符号化方式変換の問題を修正しました。(Tom)
     

	contrib/dblinkのdblink_get_result(text,bool)関数を修正しました。(Joe)
     

	contrib/sslinfo関数から不要な出力が行われる可能性を修正しました。
      (Tom)
     

	あるコマンドで一度に複数のトリガが発生した時のcontrib/tsearch2互換性トリガの不正な動作を修正しました。(Teodor)
     

	自動バキュームにおける間違ったシグナルが発生する可能性を修正しました。(Heikki)
     

	Windows 7 betaにおけるサービスとしての実行をサポートします。(Dave and Magnus)
     

	ecpgの可変長文字構造体の扱いを修正しました。(Michael)
     

	configureスクリプトがPL/Perl用のリンク情報の入手ができなかった場合に失敗を適切に報告するように修正しました。(Andrew)
     

	すべての文書において、現在活動していないpgsql-portsとpgsql-patchesメーリングリストの代わりに、pgsql-bugsまたはpgsql-hackersを参照するようにしました。
     

	時間帯データファイルをtzdataリリース2009a（カトマンズ、およびスイス、キューバにおける歴史的なDSTの訂正）に更新しました。
     






名前
SPI_keepplan — 準備済み文を保持する

概要
int SPI_keepplan(SPIPlanPtr plan)

説明
SPI_keepplanは渡された（SPI_prepareで準備された）文をSPI_finishとトランザクションマネージャで解放されないメモリ内に保存します。
これは、現在のセッションにおける、その後のプロシージャの呼び出しで準備済み文を再利用できる機能を提供します。
  

引数
	SPIPlanPtr plan
	保存する準備済み文
     




戻り値
成功時は0。
planがNULLまたは無効な場合はSPI_ERROR_ARGUMENT
  

注意
渡された文はポインタの調整により永続的記憶領域に再配置されます(データコピーは不要です)。
後ほど削除したければ、SPI_freeplanを実行してください。
  


リリース8.2.9



リリース日
2008-06-12

このリリースは8.2.8に対し、重大な1つの不具合と軽微な1つの不具合を修正したものです。
8.2メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.2」を参照してください。
  
バージョン8.2.9への移行



8.2.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.2.7より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.2.7」を参照してください。
   

変更点



	pg_get_ruledef()で負の定数を括弧でくくるようにしました。(Tom)
     
この修正前では、ビューまたはルールにおける負の定数がそのまま、例えば-42::integerのようにダンプされる可能性がありました。
これは若干正しくありません。
演算子の前置規則に従うと、(-42)::integerとなるべきです。
通常は大した違いが起こることはありませんが、最近の別のパッチと相互作用して、PostgreSQL™が有効なSELECT DISTINCTビューの問い合わせを拒絶することになりました。
pg_dumpの出力のリロード失敗という結果になることもあり得たため、これは高優先度の修正として扱われました。
実際にダンプ出力が正しくなかったバージョンは8.3.1と8.2.7だけです。
     

	ALTER AGGREGATE ... OWNER TOがpg_shdependを更新するようにしました。(Tom)
     
この見落としにより、集約が後でDROP OWNEDまたはREASSIGN OWNED操作で使用された場合に問題が発生するおそれがありました。
     





リリース9.0.16



リリース日
2014-02-20

このリリースは9.0.15に対し、各種不具合を修正したものです。
9.0メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.0」を参照してください。
  
バージョン9.0.16への移行



9.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかしながら、9.0.15以前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.0.15」を参照して下さい。
   

変更点



	GRANT ... WITH ADMIN OPTION制限を強化しました。(Noah Misch)
     
ADMIN OPTION無しのロール権限では、メンバーの追加や削除が出来ないことになっていますが、
先にSET ROLEすることにより、この制限は簡単にバイパス出来ていました。
セキュリティのインパクトは大体、ロールのメンバーが、権限を譲り受けた他のメンバーの意図に反し、アクセスを取り消すことができることです。
未承認のロールメンバー追加はあまり重要ではありません。
非協力的なロールのメンバーは、いずれにせよ、ビューを作ったりSECURITY DEFINER機能によって、
他者に多くの権限を提供することができるからです。(CVE-2014-0060)
     

	PLバリデータ関数を手動呼び出し経由の権限昇格を防止しました。(Andres Freund)
     
PLバリデータ関数の主な役割はCREATE FUNCTIONの中で黙示的に呼び出されますが、
明示的に呼び出すことができる通常のSQL関数でもあります。
実際に幾つか他の言語で書かれた機能で呼び出されているバリデータはチェックされておらず、
プロセスの権限昇格に悪用される可能性がありました。
もし同様の可能性があれば、必須ではない手続き言語でも独自のバリデーション機能にこの変更を加える必要があります。(CVE-2014-0061)
     

	テーブルとインデックスDDLでの名前の多重検索を防止しました。(Robert Haas、Andres Freund)
     
が実行中の名前検索で異なる結果が出た場合、DDLのある部分をその他の部分とは違ったテーブルで実施することがありました。
少なくともCREATE INDEXでは、権限チェックがインデックス作成とは異なるテーブルに対して実施されることにより、権限昇格攻撃を許す可能性があります。(CVE-2014-0062)
     

	長い日付時刻文字列によるバッファオーバーランを防止しました。(Noah Misch)

     
MAXDATELEN定数はinterval型の取りえる最長の値に対して小さ過ぎたため、interval_out()関数内でバッファオーバーランを許していました。
日付時刻の入力関数はバッファオーバーラン防止に対して慎重でしたが、非常に長いタイムゾーン名を含むような、有効な入力値を拒否するほど、制限は短いものでした。
ecpgライブラリには、これらを含む幾つか固有の脆弱性を含んでいました。
     

	サイズ算出での整数オーバーフローによるバッファオーバーランを防止しました。(Noah Misch、Heikki Linnakangas)
     
幾つかの関数、多くはデータ入力関数で、オーバフローをチェックせずにメモリの割り当てサイズを計算していました。
オーバーフローが発生した場合、小さすぎるバッファが割り当てられ、それを越えて書かれていました。(CVE-2014-0064)
     

	固定サイズのバッファのオーバーランを防止しました。(Peter Eisentraut、Jozef Mlich)
     
固定サイズのバッファがオーバランしない明確な保証を提供するために、strlcpy()や関連する関数を使いました。
前項とは違い、これらのケースが実際に問題を引き起こすかどうかは不明です。というのは、ほとんどの場合、入力文字列のサイズは事前に制限されている様に思われるからです。
とはいえ、コベリティ(Coverity)のこのタイプの警告はすべて黙らせた方が賢明と思えます。(CVE-2014-0065)
     

	crypt()関数がNULLを返した場合のクラッシュを防止しました。(Honza Horak、Bruce Momjian)
     
crypt()がNULLを返す比較的まれなシナリオがあり、その場合、 contrib/chkpassはクラッシュしていました。
問題が起こる可能性の中で、一つの実際的なケースは、libcが承認されていないハッシュアルゴリズムの実行を拒否するよう設定されてる（例えば「FIPS モード」）場合です。(CVE-2014-0066)
     

	再帰テスト(regression testing)命令におけるmake checkのリスクを文書化しました。(Noah Misch、Tom Lane)
     
make checkによって起動した一時サーバは「trust」認証を使うため、
同一マシン上の他のユーザがデータベースのスーパーユーザとして接続でき、
そして、テストを起動したオペレーティングシステムのユーザ特権を悪用できる可能性があります。
将来のリリースでは、おそらくこのリスクを防ぐためにテスト手順の変更が盛り込む予定ですが、その前に公開議論が必要です。
そこで差し当たりは、同一マシン上に信頼されていないユーザが居る場合、make checkを使っている人に対して、警告を発するに留めています。(CVE-2014-0067)
     

	リレーションのセグメントが一杯でない時に、WALレコードが誤再生する場合があったのを修復しました。
     
WAL更新は、本来あるべき場所から多くのページを通り過ぎて、間違ったページに適用されることがありました。
データ破壊とは別に、ファイル終端であるべき場所をずっと越えてアップデートが適用されてしまうため、
このエラーはマスタサーバと比べてスタンバイサーバで著しい「肥大化(bloat)」をもたらすことが報告されています。
この故障モードはクラッシュリカバリ中の重大なリスクとは思われません。
更新が頻発するマスタから得たベースバックアップで作られたスタンバイサーバの初期同期の時にのみリスクが発生します。
     

	リカバリによって整合性がとれたか判定する箇所の不具合を修正しました。
     
WALのリプレイ開始時にデータベースの整合性が既に取れていると誤った結論を得てしまう場合があり、
そのためにデータベースが実際に整合性が取れる前にホットスタンバイのクエリを許可している可能性がありました。
その他の症状として、「PANIC: WAL contains references to invalid pages」が発生する可能性もありました。
     

	ホットスタンバイモードのVACUUM操作によるWALリプレイで、Btreeインデックスページの不適切なロック処理を修正しました。 (Andres Freund、Heikki Linnakangas、Tom Lane)
     
このエラーは「PANIC: WAL contains references to invalid pages」障害をもたらす可能性がありました。
     

	非リーフのGINインデックスページへの挿入によって、ページ全体のWALレコードに適宜書き込むことを保証します。(Heikki Linnakangas)
     
これまでのコードでは、部分ページ書き込みのイベント中にシステムがクラッシュした場合、インデックスが破損する恐れがありました。
     

	サーバプロセス終了中の競合状態を修正しました。(Robert Haas)
     
シグナルハンドラが、既に無効となったプロセスのMyProc ポインタを利用しないことを保証します。
     

	エラー出力ロジックの中で、errnoの安全でない参照方法を修正しました。(Christian Kruse)
     
これは、主にHINTフィールドが欠如或いは不適切であるという奇妙な現象を引き起こしていました。
     

	サーバ起動時に早すぎるereport()関数使用によって、クラッシュする可能性があったのを修正しました。(Tom Lane)
     
クラッシュが観察された主なケースは、読み取り権限を持たないディレクトリでサーバが起動された場合です。
     

	OpenSSLのソケット書き込み関数で、リトライフラグを適切に消去しました。(Alexander Kukushkin)
     
この消去が省かれると、SSLで暗号化された接続が突然切れた場合、サーバのロックアップを引き起こす可能性がありました。
     

	エスケープを含むユニコードの識別子(U&"..."構文)の長さチェックを修正しました。(Tom Lane)
     
識別子がエスケープされたフォームが長すぎた場合、誤った切り捨て警告が出力されていました。
しかし実際には、エスケープをデコードした後、識別子に切り捨ては不要でした。
     

	ロールのリストで、型名をキーワードに使うことができるようにしました。(Stephen Frost)
     
以前のパッチで使えるようになった型名キーワードは、定位置のクオート無しでロール識別子として使うことができるものですが、
DROP ROLEのように、許されたロール識別子のリストから漏れていたケースがありました。
     

	WHERE (... x IN (SELECT ...) ...) IN (SELECT ...)のような、入れ子になったサブセレクトの誤ったプランによって、クラッシュする可能性があるのを修正しました。(Tom Lane)
     

	テーブル列の全ての値の分布が「広すぎる」場合であっても、ANALYZE コマンドが統計情報を作る事を保証しました。(Tom Lane)
     
ANALYZEコマンドはヒストグラムと算出した中央値より大幅に離れた値は意図的に除外していますが、
全てのサンプリングされたエントリが広すぎる場合、極端な値を排除するのは正常なことです。
     

	ALTER TABLE ... SET TABLESPACE内で権限チェック無しにデータベースのデフォルトテーブルスペース使用を許可するようにしました。(Stephen Frost)
     
CREATE TABLEは常に使用を許可していましたが、ALTER TABLEではそれをしていませんでした。
     

	CASEの戻り値が複数行のものと、そうではないものが混ざっている場合に、「cannot accept a set」エラーが発生してしたのを修正しました。(Tom Lane)
     

	pgstat関数の中でクライアントアドレスが全てゼロの場合のチェックを修正しました。(Kevin Grittner)
     

	テキストサーチのパーサでマルチバイト文字を誤判別する可能性を修正しました。(Tom Lane)
     
マルチバイトエンコーディングでロケールにCを使用している場合、非ASCII文字は誤判別される可能性がありました。
Cygwinでは非Cロケールでも同様に誤判別する可能性がありました。
     

	plainto_tsquery()関数が誤作動する可能性があったのを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     
メモリ領域が重なっている場合のコピーでmemcpy()関数ではなくmemmove()関数を使うようにしました。
これによる具体的な障害報告はありませんが、これは確かに危険性がありました。
     

	ロケールチェック用のエンコーディング名として、SHIFT_JISを受け付けるようにしました。(Tatsuo Ishii)
     

	Windows上のPQhost()関数の誤作動を修正しました。(Fujii Masao)
     
ホストが定義されていない場合、localhostを返すべきでした。
     

	COPY TO STDOUT/FROM STDIN中の障害用にlibpqとpsqlのエラーハンドリングを改善しました。(Tom Lane)
     
この修正を具体的にいうと、COPY FROM STDIN中にサーバとの接続が切れた場合、9.2以上のサーバでは無限ループに陥る可能性がありました。
これより古いバージョンのサーバや、他のクライアントアプリケーションでも、これに類する状況が起こるかもしれませんでした。
     

	ecpgの記述子の並びが間違っているのを修正しました。(MauMau)
     

	ecpgで、接続パラメータにホスト名が欠如している場合の処理を適切に修正しました。(Michael Meskes)
     

	contrib/dblinkの接続開始時におけるパフォーマンス退行を修正しました。(Joe Conway)
     
クライアントとサーバのエンコーディングが一致する場合、不必要な二重設定を止めました。
     

	contrib/isnで、ISMN値のチェックディジットの間違った演算を修正しました。(Fabien Coelho)
     

	ドキュメント通りの手順でクライアントのみのコードをインストールできることを保証しました。(Peter Eisentraut)
     

	MingwとCygwin環境でビルドする場合、libpq DLLをbinディレクトリにインストールするようにしました。(Andrew Dunstan)
     
MSVCビルドに於いて、このコピーは長らく行われてきました。
psqlのようなプログラムが、DLLを見つける事が出来ずに起動に失敗する問題は修正すべきです。
     

	Cygwin環境で廃止予定のdllwrapツールの使用を止めました。(Marco Atzeri)
     

	プレインテキストのHISTORYファイルとsrc/test/regress/READMEファイルは今後、生成されません。(Tom Lane)
     
これらのテキストファイルは、メインHTMLとPDFドキュメントフォーマットで重複していました。
それらの保守に関する問題は、読者が好むプレインテキストフォーマットより大幅に上回ります。
配布用tarボールにはまた、これらの名前でファイルが含まれていますが、メインドキュメントを参照してもらうための指標となるスタブにすぎません。
プレインテキストのINSTALLファイルは、そのためのユースケースとして、まだ保守されています。
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdataリリース2013iに更新しました。
ヨルダンでの夏時間の変更およびキューバの歴史的な地域データの修正が含まれます。
     
それに加え、Asia/Riyadh87、Asia/Riyadh88とAsia/Riyadh89は、
もはやIANAによって保守されず、実際の常用時計として表示されることが無いため、削除されました。
     






名前
SPI_scroll_cursor_move — カーソルを移動する

概要
void SPI_scroll_cursor_move(Portal portal, FetchDirection direction,
                            long count)

説明
SPI_scroll_cursor_moveはカーソル内の行の一部を飛ばします。
これはSQLコマンドMOVEと等価です。
  

引数
	Portal portal
	カーソルを含むポータル
     

	FetchDirection direction
	FETCH_FORWARD、FETCH_BACKWARD、FETCH_ABSOLUTE、FETCH_RELATIVEのいずれか
     

	long count
	FETCH_FORWARDまたはFETCH_BACKWARDでは移動する行数。
FETCH_ABSOLUTEでは移動する行の絶対番号。
FETCH_RELATIVEでは移動する行の相対的番号。
     




戻り値
成功時、SPI_execute同様にSPI_processedが設定されます。
この関数は行を返しませんので、SPI_tuptableはNULLに設定されます。
  

注釈
directionパラメータおよびcountパラメータの解釈の詳細についてはSQL FETCH(7)コマンドを参照してください。
  
カーソルの計画がCURSOR_OPT_SCROLLオプション付きで作成されていない場合、FETCH_FORWARD以外の方向値は失敗する可能性があります。
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リリース日
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このリリースは9.1.7に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.8への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、9.1.6よりも前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.1.6」を参照してください。
   

変更点



	SQLからenum_recvを実行できないようにしました。(Tom Lane)
     
この関数は誤った宣言をされており、単純なSQLコマンドでサーバをクラッシュさせることが可能でした。
実際のところ、サーバのメモリの内容を検査するために攻撃者がこれを利用することが可能になっていました。
この問題を(Secunia SVCRP経由で)報告してくれたSumit Soniに感謝します。(CVE-2013-0255)
     

	WALの再生時にデータベースが一貫性のある状態に到達したことを検知するときの複数の問題を修正しました。(Fujii Masao、Heikki Linnakangas, Simon Riggs、Andres Freund)
     

	リレーションのファイルを切り詰めるときに、最小復旧地点を更新するようにしました。(Heikki Linnakangas)
     
データが捨てられた後は、タイムライン上のそれより前の地点で復旧を止めることは、もはや安全ではありません。
     

	復旧対象のタイムラインを変更した後のWALセグメントの再利用について修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	ホットスタンバイモードで問い合わせの取り消しに失敗するのを修正しました。(Noah Misch、Simon Riggs)
     
ホットスタンバイでの競合する問い合わせを取り消す要求が失敗することがあり、これらの問い合わせで一貫性のないデータを見ることがありました。
     

	復旧停止機能について、ユーザが接続できるようになる前には停止しないようにしました。(Tom Lane)
     

	副SELECTの結果から添字付けあるいは列選択できるようSQLの文法を修正しました。(Tom Lane)
     

	負荷が大きい時の自動バキュームの切り詰めの性能問題を修正しました。(Jan Wieck)
     
テーブルの最後にある空のページを切り詰めるときに排他的ロックが必要ですが、競合するロック要求があるとき、自動バキュームのプログラムはそれに失敗してテーブルロックを解放するようになっていました。
負荷が重いと切り詰めが全く起こらず、テーブルが大きくなるということが容易に起こり得ました。
部分的な切り詰めを実行、ロックを解放、その後にロックの再取得と処理の継続を試みるように修正しました。
この修正により、競合するロック要求がある場合に、自動バキュームがロックを解放するまでの平均時間が大きく短縮されます。
     

	pg_tablespaceをスキャンするときに競合問題が発生しないようにしました。(Stephen Frost、Tom Lane)
     
pg_tablespaceのエントリに複数の同時更新があるとき、CREATE DATABASEおよびDROP DATABASEが正しく動作しない場合がありました。
     

	DROP OWNEDがデータベース全体あるいはテーブル空間を削除しようとしないようにしました。(Álvaro Herrera)
     
安全のため、これらのオブジェクトは削除するのでなく、所有権を変更すべきです。
     

	vacuum_freeze_table_ageの実装の誤りを修正しました。(Andres Freund)
     
vacuum_freeze_min_ageの値よりも多くのトランザクションを実行したインストール環境では、この誤りにより自動バキュームが部分テーブルスキャンを実行できなくなり、その結果、必ずテーブル全体のスキャンが発生します。
     

	RowExprあるいはXmlExprが2度、解析された時に、誤った動作をしないようにしました。(Andres Freund、Tom Lane)
     
この誤りはCREATE TABLE LIKE INCLUDING INDEXESなどの状況においてユーザに明らかになることがありました。
     

	ハッシュテーブルのサイズ計算で整数のオーバーフローが起きないようにする仕組みを改善しました。(Jeff Davis)
     

	サーバがクラッシュした後、残されていた一時テーブルを無視しないという問題を修正しました。(Tom Lane)
     

	to_date()が範囲外の日付を拒絶するようにしました。(Hitoshi Harada)
     

	pg_extension_config_dump()が拡張のアップデートについて適切に処理するよう修正しました。(Tom Lane)
     
この関数は、対象のテーブルのすべての既存のエントリを置換するようになりました。
これにより、拡張をアップデートするスクリプトから利用可能になります。
     

	関数が複数のテーブルのトリガーとして使われる場合について、PL/Pythonの処理を修正しました。(Andres Freund)
     

	Windowsで非ASCIIのプロンプト文字列が、確実に正しいコードページに変換されるようにしました。(Alexander Law、Noah Misch)
     
このバグはpsqlおよび他のいくつかのクライアントプログラムに影響がありました。
     

	データベースに接続していないとき、psqlの\?コマンドがクラッシュする可能性があったのを修正しました。(Meng Qingzhong)
     

	pg_basebackupの実行中にリレーションのファイルが削除された時にエラーが起きる可能性があるのを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	pg_dumpをホットスタンバイのサーバで実行するとき、ログを取らないテーブルのデータを除外するようにしました。(Magnus Hagander)
     
スタンバイのサーバにはログを取らないテーブルのデータがありませんから、これはいずれにせよ失敗します。
従って、自動的に--no-unlogged-table-dataと見なすのが最も良い方法であると思われます。
     

	pg_upgradeが不正なインデックスを安全に扱うよう修正しました。(Bruce Momjian)
     

	libpqのPQprintTuplesでバッファを1バイト行き過ぎてしまう問題を修正しました。(Xi Wang)
     
この古い関数はPostgreSQL™本体によっては使われていませんが、クライアントのプログラムでは今でも使われているかもしれません。
     

	ecpglibで翻訳されたメッセージを適切に使うようにしました。(Chen Huajun)
     

	MSVC上でecpg_compatおよびpgtypesのライブラリを適切にインストールするようにしました。(Jiang Guiqing)
     

	isinf()をシステムが提供していなければ、我々のバージョンをlibecpgに含めるようにしました。(Jiang Guiqing)
     

	libedit/libreadlineからの誤ったエクスポートに騙されないよう、configureによる提供関数の確認の順序を調整しました。(Christoph Berg)
     

	Windowsのビルド番号が時とともに確実に大きくなるようにしました。(Magnus Hagander)
     

	Windows用にクロスコンパイルしたときに、pgxsが正しく.exeの拡張子の付いた実行プログラムを生成するようにしました。(Zoltan Boszormenyi)
     

	新しい時間帯の略号FETを追加しました。(Tom Lane)
     
これは一部の東ヨーロッパの時間帯で使われています。
     






名前
oid2name — OIDとPostgreSQL™データディレクトリ内のファイルノードを解決する

概要
oid2name  [option...]


説明
oid2nameは、管理者がPostgreSQLで使用されるファイル構造を確認することを補助するユーティリティプログラムです。
使用できるようになるためには、65章データベースの物理的な格納で説明されるデータベースファイル構造についての知識が必要です。
 
注記
「oid2name」という名前は歴史的なものであり、これを使用する場合のほとんどでは、本当はテーブルのファイルノード番号（これはデータベースディレクトリ内で可視なファイル名）が関係しますので、実際誤解されやすいものです。
テーブルのOIDとテーブルファイルノードの違いを確実に理解してください。
  

oid2nameは対象データベースに接続し、OID、ファイルノード、テーブル名情報を抽出します。
また、データベースOIDまたはテーブル空間OIDを示すようにさせることもできます。
  

オプション
oid2nameは以下のコマンドライン引数を受け付けます。

   
	-f filenode
	filenodeというファイルノードを持つテーブルの情報を表示します。

	-i
	一覧にインデックスおよびシーケンスを含めます。

	-o oid
	oidというOIDを持つテーブルの情報を表示します。

	-q
	ヘッダを省略します。（スクリプト処理に適しています）

	-s
	テーブル空間OIDを表示します。

	-S
	システムオブジェクト（information_schema、pg_toast、pg_catalogスキーマ内に存在するもの）を含めます。
     

	-t tablename_pattern
	tablename_patternに一致するテーブル（複数可）の情報を表示します。

	-V, --version
	oid2nameのバージョンを表示し、終了します。
      

	-x
	表示対象の各オブジェクトに関してさらに情報を表示します。テーブル空間名、スキーマ名、OID。
     

	-?, --help
	oid2nameのコマンドライン引数の説明を表示し、終了します。
      




  
またoid2nameは以下の接続用のパラメータに関するコマンドライン引数を受け付けます。

   
	-d database
	接続データベース

	-H host
	データベースサーバのホスト

	-p port
	データベースサーバのポート

	-U username
	接続ユーザ名

	-P password
	パスワード(廃止予定。コマンドラインに記述することはセキュリティ的に危険です。)




  
特定のテーブルを表示するために、-o、-f、-tを使用して表示するテーブルを選択してください。
-oはOIDを、-fはファイルノードを、-tはテーブル名（実際はLIKEパターンです。ですのでfoo%などが使用できます）を引数として取ります。
これらのオプションを必要なだけ使用することができます。
一覧には、オプションのいずれかで一致したオブジェクトがすべて含まれます。
しかしこれらのオプションでは、-dで指定したデータベース内に存在するオブジェクトしか表示しないことに注意してください。
  
-o、-f、-tのいずれも指定せずに-dを指定した場合、-dで指定したデータベース上のすべてのテーブルを列挙します。
このモードでは、-Sおよび-iスイッチが何を列挙するかを制御します。
  
-dも指定しなかった場合、データベースOIDの一覧を示します。
他にも-sを指定してテーブル空間の一覧を得ることもできます。
  

注釈
oid2nameは破損のないシステムカタログで実行中のデータベースサーバが必要です。
したがって、破滅的にデータベースが破損したような状況からの復旧には限定的にしか役に立ちません。
  

例
$ # とにかく、このデータベースサーバの中には何があるのだろう
$ oid2name
All databases:
    Oid  Database Name  Tablespace
----------------------------------
  17228       alvherre  pg_default
  17255     regression  pg_default
  17227      template0  pg_default
      1      template1  pg_default

$ oid2name -s
All tablespaces:
     Oid  Tablespace Name
-------------------------
    1663       pg_default
    1664        pg_global
  155151         fastdisk
  155152          bigdisk

$ # さて、データベースalvherreの中を見てみよう
$ cd $PGDATA/base/17228

$ # デフォルトテーブル空間のデータベースオブジェクトを大きさの順に上位10個取得
$ ls -lS * | head -10
-rw-------  1 alvherre alvherre 136536064 sep 14 09:51 155173
-rw-------  1 alvherre alvherre  17965056 sep 14 09:51 1155291
-rw-------  1 alvherre alvherre   1204224 sep 14 09:51 16717
-rw-------  1 alvherre alvherre    581632 sep  6 17:51 1255
-rw-------  1 alvherre alvherre    237568 sep 14 09:50 16674
-rw-------  1 alvherre alvherre    212992 sep 14 09:51 1249
-rw-------  1 alvherre alvherre    204800 sep 14 09:51 16684
-rw-------  1 alvherre alvherre    196608 sep 14 09:50 16700
-rw-------  1 alvherre alvherre    163840 sep 14 09:50 16699
-rw-------  1 alvherre alvherre    122880 sep  6 17:51 16751

$ # ファイル155173は何だろう
$ oid2name -d alvherre -f 155173
From database "alvherre":
  Filenode  Table Name
----------------------
    155173    accounts

$ # 2つ以上のオブジェクトについて問い合わせることもできる
$ oid2name -d alvherre -f 155173 -f 1155291
From database "alvherre":
  Filenode     Table Name
-------------------------
    155173       accounts
   1155291  accounts_pkey

$ # オプションを複数指定することもできて、-xではより詳細を得ることができる
$ oid2name -d alvherre -t accounts -f 1155291 -x
From database "alvherre":
  Filenode     Table Name      Oid  Schema  Tablespace
------------------------------------------------------
    155173       accounts   155173  public  pg_default
   1155291  accounts_pkey  1155291  public  pg_default

$ # 各データベースオブジェクトのディスク容量を表示
$ du [0-9]* |
> while read SIZE FILENODE
> do
>   echo "$SIZE       `oid2name -q -d alvherre -i -f $FILENODE`"
> done
16            1155287  branches_pkey
16            1155289  tellers_pkey
17561            1155291  accounts_pkey
...

$ # 同上、ただし大きさの順
$ du [0-9]* | sort -rn | while read SIZE FN
> do
>   echo "$SIZE   `oid2name -q -d alvherre -f $FN`"
> done
133466             155173    accounts
17561            1155291  accounts_pkey
1177              16717  pg_proc_proname_args_nsp_index
...

$ # テーブル空間に何があるのか見たければ、pg_tblspcディレクトリを使う
$ cd $PGDATA/pg_tblspc
$ oid2name -s
All tablespaces:
     Oid  Tablespace Name
-------------------------
    1663       pg_default
    1664        pg_global
  155151         fastdisk
  155152          bigdisk

$ # テーブル空間"fastdisk"にはどのデータベースのオブジェクトがあるのだろうか
$ ls -d 155151/*
155151/17228/  155151/PG_VERSION

$ # おや、データベース17228がまた出てきた
$ oid2name
All databases:
    Oid  Database Name  Tablespace
----------------------------------
  17228       alvherre  pg_default
  17255     regression  pg_default
  17227      template0  pg_default
      1      template1  pg_default

$ # このデータベースがどのオブジェクトをこのテーブル空間に持っているのか見てみよう
$ cd 155151/17228
$ ls -l
total 0
-rw-------  1 postgres postgres 0 sep 13 23:20 155156

$ # 分かった、これはかなり小さなテーブルだ、、、でも何のテーブルだろう
$ oid2name -d alvherre -f 155156
From database "alvherre":
  Filenode  Table Name
----------------------
    155156         foo

作者
   B. Palmer <bpalmer@crimelabs.net>
  


sql_parts



sql_partsテーブルは、標準SQLのどの部分がPostgreSQL™でサポートされているかに関する情報を持ちます。
  
表35.45 sql_partsの列
	名前	データ型	説明
	feature_id	character_data	部品番号を含む識別文字列です。
	feature_name	character_data	部品の説明的な名称です。
	is_supported	yes_or_no	PostgreSQL™の現在のバージョンで部品が完全にサポートされている場合YES、さもなくばNOです。
      
	is_verified_by	character_data	常にNULLです。
PostgreSQL™開発グループは公式な機能準拠検査を行いません。
      
	comments	character_data	おそらく部品のサポート状況に関するコメントです。




文字列関数と演算子



本節では文字列の値の調査や操作のための関数と演算子について説明します。
ここでの文字列とはcharacterデータ型、character varyingデータ型、およびtextデータ型の値を含みます。
補足説明のない限り、下記に挙げている全ての関数はこれら全てのデータ型に対して使用できますが、characterデータ型を使用した場合、自動的に空白文字が詰め込まれるという潜在的作用がありますので注意してください。
ビット文字列データ型に対する専用の関数もいくつかあります。
   
SQLでは引数の区切りにカンマではなくキーワードを使用する文字列関数をいくつか定義しています。
詳細については表9.8「SQL文字列関数と演算子」を参照してください。
またPostgreSQL™は、これらの関数に対して通常の関数呼び出し構文を使用するバージョンを提供します（表9.9「その他の文字列関数」を参照してください）。
   
注記
PostgreSQL™の8.3より前において、これらの関数はいくつかの非文字列データ型の値を警告なしに受け付けたのは、それらデータ型を暗黙的にtext型に型変換していたことによります。
この強制的な変換は、頻繁に予期しない動作の原因となったので削除されました。
しかし、文字列連結演算子（||）は表9.8「SQL文字列関数と演算子」で示されるように、少なくともひとつの入力が文字列型であれば、依然として非文字列入力を受け付けます。
その他の場合、以前と同じ動作が必要なら、textへの明示的な変換を行ってください。
    

表9.8 SQL文字列関数と演算子
	関数	戻り値型	説明	例	結果
	string ||
        string	 text 	        文字列結合
        
       	'Post' || 'greSQL'	PostgreSQL
	        文字列 ||
        非文字列
        または、
        非文字列 ||
        文字列
       	 text 	        ひとつの非文字列の入力がある文字列結合
       	'Value: ' || 42	Value: 42
	        
        bit_length(string)
       	int	文字列中のビット数	bit_length('jose')	32
	        
        char_length(string) または character_length(string)
       	int	        文字列中の文字数
        
        
       	char_length('jose')	4
	        
        lower(string)
       	text	文字列を小文字に変換	lower('TOM')	tom
	        
        octet_length(string)
       	int	文字列中のバイト数	octet_length('jose')	4
	        
        overlay(string placing string from int [for int])
       	text	        部分文字列の置換
       	overlay('Txxxxas' placing 'hom' from 2 for 4)	Thomas
	        
        position(substring in string)
       	int	指定した部分文字列の場所	position('om' in 'Thomas')	3
	        
        substring(string [from int] [for int])
       	text	        部分文字列の取り出し
       	substring('Thomas' from 2 for 3)	hom
	substring(string from pattern)	text	POSIX正規表現に一致する部分文字列を取り出します。
パターンマッチに関してより詳細は、「パターンマッチ」を参照してください。
       	substring('Thomas' from '...$')	mas
	substring(string from pattern for escape)	text	SQL正規表現に一致する部分文字列を取り出します。
パターンマッチに関してより詳細は、「パターンマッチ」を参照してください。
       	substring('Thomas' from '%#"o_a#"_' for '#')	oma
	        
        trim([leading | trailing | both]
        [characters] from
        string)
       	text	characters（デフォルトでは空白）で指定された文字のみを含む最も長い文字列を、stringの先頭、末尾、あるいはその両方から削除します。
       	trim(both 'x' from 'xTomxx')	Tom
	        trim([leading | trailing
        | both] [from]
        string
        [, characters]
        )
       	text	        trim()の非標準版
       	trim(both from 'xTomxx', 'x')	Tom
	        
        upper(string)
       	text	文字列を大文字に変換	upper('tom')	TOM



この他、表9.9「その他の文字列関数」に列挙する文字列操作関数が使えます。
そのいくつかは、表9.8「SQL文字列関数と演算子」で列挙した標準SQLの文字列関数を実装するため、内部的に使用されます。
   
表9.9 その他の文字列関数
	関数	戻り値型	説明	例	結果
	        
        ascii(string)
       	int	引数の最初の文字のASCIIコード。
UTF8に対しては文字のUnicodeコードポイントを返します。
その他のマルチバイト符号化方式の場合、引数はASCII文字でなくてはなりません。
       	ascii('x')	120
	        
        btrim(string text
        [, characters text])
       	text	characters（デフォルトは空白文字）で指定された文字のみを有する最長の文字列を、stringの先頭と末尾から削除します。
       	btrim('xyxtrimyyx', 'xy')	trim
	        
        chr(int)
       	text	与えられたコードの文字。UTF8では引数はUnicodeコードポイントとして扱われます。
その他のマルチバイト符号化方式で引数はASCII文字を指定するものである必要があります。
NULL (0)文字はテキストデータ型がそのようなバイトを格納することができないので許可されません。
       	chr(65)	A
	        
        concat(str "any"
         [, str "any" [, ...] ])
       	text	すべての引数のテキスト表現を結合します。NULLの引数は無視されます。
       	concat('abcde', 2, NULL, 22)	abcde222
	        
        concat_ws(sep text,
        str "any"
        [, str "any" [, ...] ])
       	text	第一引数を除くすべての引数を、区切り文字を付けて結合します。
第一引数は区切り文字列として使用されます。
NULLの引数は無視されます。
       	concat_ws(',', 'abcde', 2, NULL, 22)	abcde,2,22
	        
        convert(string bytea,
        src_encoding name,
        dest_encoding name)
       	bytea	文字列をdest_encodingに変換します。
元の符号化方式はsrc_encodingで指定されます。
stringはこの符号化方式で有効でなければなりません。
変換はCREATE CONVERSIONで定義されます。
また、あらかじめ定義された変換もあります。
利用可能な変換については表9.10「組み込みの変換」を参照してください。
       	convert('text_in_utf8', 'UTF8', 'LATIN1')	Latin-1（ISO 8859-1）符号化方式のtext_in_utf8
	        
        convert_from(string bytea,
        src_encoding name)
       	text	データベースの符号化方式に文字列を変換します。
元の符号化方式はsrc_encodingで指定されます。
stringはこの符号化方式で有効なものでなければなりません。
       	convert_from('text_in_utf8', 'UTF8')	現在のデータベース符号化方式のtext_in_utf8
	        
        convert_to(string text,
        dest_encoding name)
       	bytea	        文字列をdest_encodingに変換します。
       	convert_to('some text', 'UTF8')	UTF8符号化方式のsome text
	        
        decode(string text,
        format text)
       	bytea	stringのテキスト表現からバイナリデータを復号します。
formatのオプションはencode()と同じです。
       	decode('MTIzAAE=', 'base64')	\x3132330001
	        
        encode(data bytea,
        format text)
       	text	バイナリデータをテキスト表現形式に符号化します。
サポートされているformatは、base64、hex、escapeです。
escapeは0のバイトと最上位ビットがセットされているバイトを8進数のシーケンス(\nnn)に変換し 、バックスラッシュを二重化します。
       	encode(E'123\\000\\001', 'base64')	MTIzAAE=
	        
        format(formatstr text
        [, formatarg "any" [, ...] ])
       	text	引数の書式をフォーマット文字列に従って整えます。
この関数はC言語関数のsprintfと似ています。
「format」を参照してください。
       	format('Hello %s, %1$s', 'World')	Hello World, World
	        
        initcap(string)
       	text	それぞれの単語の第一文字を大文字に、残りは小文字に変換します。
ここで単語とは、英数字以外の文字で区切られた、英数字からなる文字の並びのことです。
       	initcap('hi THOMAS')	Hi Thomas
	        
        left(str text,
        n int)
       	text	文字列の先頭からn文字を返します。
nが負数の場合、文字列の末尾から|n|文字を切り取った文字列を返します。
        	left('abcde', 2)	ab
	        
        length(string)
       	int	        string内の文字数
       	length('jose')	4
	length(string bytea,
        encoding name )	int	与えられたencodingでのstring内の文字数。
stringはこの符号化方式で有効でなければなりません。
       	length('jose', 'UTF8')	4
	        
        lpad(string text,
        length int
        [, fill text])
       	text	文字fill（デフォルトは空白文字）を文字列の前に追加して、stringをlengthの長さにします。
stringが既にlengthの長さを超えている場合は（右側が）切り捨てられます。
       	lpad('hi', 5, 'xy')	xyxhi
	        
        ltrim(string text
        [, characters text])
       	text	stringの最初から、characters（デフォルトはスペース）で指定された文字だけを有する最長の文字列を削除します。
       	ltrim('zzzytrim', 'xyz')	trim
	        
        md5(string)
       	text	stringのMD5ハッシュを計算し、16進数で結果を返します。
       	md5('abc')	900150983cd24fb0 d6963f7d28e17f72
	        
        parse_ident(qualified_identifier text
           [, strictmode boolean DEFAULT true ] )
       	text[]	qualified_identifierを識別子の配列に分割し、個々の識別子に引用符があればそれを削除します。
デフォルトでは、最後の識別子の後に続く余分な文字はエラーとされますが、2番目のパラメータがfalseの場合は、そのような余分な文字は無視されます。
（この動作は、関数のようなオブジェクトに対して名前を解析するときに便利でしょう。）
この関数は、長すぎる識別子を切り詰めないことに注意してください。
切り詰めが必要なときは、その結果をname[]にキャストすることができます。
       	parse_ident('"SomeSchema".someTable')	{SomeSchema,sometable}
	        
        pg_client_encoding()
       	name	        現在のクライアントの符号化方式の名前。
       	pg_client_encoding()	SQL_ASCII
	        
        quote_ident(string text)
       	text	与えられた文字列を、SQL問い合わせ文字列で識別子として使用できるように、適切な引用符を付けて返します。
引用符は、必要な場合（すなわち、文字列に識別子として使用できない文字が含まれる場合や、大文字変換される場合）にのみ追加されます。埋め込まれた引用符は、適切に二重化されます。
例41.1「動的問い合わせの中の値の引用符付け」も参照してください。
       	quote_ident('Foo bar')	"Foo bar"
	        
        quote_literal(string text)
       	text	与えられた文字列を、SQL問い合わせ文字列で文字リテラルとして使用できるように、適切な引用符を付けて返します。
埋め込まれた単一引用符およびバックスラッシュは、適切に二重化されます。
quote_literalはNULL入力に対してNULLを返すことに注意してください。引数がNULLとなる可能性がある場合、よりquote_nullableの方がしばしば適しています。
例41.1「動的問い合わせの中の値の引用符付け」も参照してください。
       	quote_literal(E'O\'Reilly')	'O''Reilly'
	quote_literal(value anyelement)	text	与えられた値をテキストに変換し、そしてリテラルとして引用符付けします。
埋め込まれた単一引用符とバックスラッシュは適切に二重化されます。
       	quote_literal(42.5)	'42.5'
	        
        quote_nullable(string text)
       	text	与えられた文字列を、SQL問い合わせ文字列で文字列リテラルとして使用できるように、適切な引用符を付けて返します。
また、引数がNULLの場合、NULLを返します。
埋め込まれた単一引用符およびバックスラッシュは適切に二重化されます。
例41.1「動的問い合わせの中の値の引用符付け」も参照してください。
       	quote_nullable(NULL)	NULL
	quote_nullable(value anyelement)	text	与えられた値をテキストに変換し、そしてリテラルとして引用符付けします。引数がNULLの場合はNULLを返します。
埋め込まれた単一引用符とバックスラッシュは適切に二重化されます。
       	quote_nullable(42.5)	'42.5'
	        
        regexp_matches(string text, pattern text [, flags text])
       	setof text[]	stringに対してPOSIX正規表現でマッチし、捕捉されたすべての部分文字列を返します。
より詳細は「POSIX正規表現」を参照してください。
       	regexp_matches('foobarbequebaz', '(bar)(beque)')	{bar,beque}
	        
        regexp_replace(string text, pattern text, replacement text [, flags text])
       	text	POSIX正規表現に一致する部分文字列を置換します。
より詳細は「POSIX正規表現」を参照してください。
       	regexp_replace('Thomas', '.[mN]a.', 'M')	ThM
	        
        regexp_split_to_array(string text, pattern text [, flags text ])
       	text[]	POSIX正規表現を区切り文字に使ってstringを分割します。
詳しくは「POSIX正規表現」を参照ください。
       	regexp_split_to_array('hello world', E'\\s+')	{hello,world}
	        
        regexp_split_to_table(string text, pattern text [, flags text])
       	setof text	POSIX正規表現を区切り文字に使ってstringを分割します。
詳しくは「POSIX正規表現」を参照ください。
       	regexp_split_to_table('hello world', E'\\s+')	helloworld
 (2 rows)
	        
        repeat(string text, number int)
       	text	指定されたnumberの数だけstringを繰り返します。	repeat('Pg', 4)	PgPgPgPg
	        
        replace(string text,
        from text,
        to text)
       	text	stringに出現する全てのfrom部分文字列をto部分文字列に置換します。
       	replace('abcdefabcdef', 'cd', 'XX')	abXXefabXXef
	        
        reverse(str)
       	text	        逆順にした文字列を返します。
       	reverse('abcde')	edcba
	        
        right(str text,
         n int)
       	text	文字列の末尾からn文字を返します。
nが負数の場合は、文字列の先頭から|n|文字だけ切り取った文字列を返します。
       	right('abcde', 2)	de
	        
        rpad(string text,
        length int
        [, fill text])
       	text	文字fill（デフォルトはスペース）を文字列に追加して、stringをlengthの長さにします。
stringが既にlengthの長さを超えている場合は切り捨てられます。
       	rpad('hi', 5, 'xy')	hixyx
	        
        rtrim(string text
         [, characters text])
       	text	stringの末尾から、characters（デフォルトはスペース）で指定された文字のみを有する最長の文字列を削除します。
       	rtrim('trimxxxx', 'x')	trim
	        
        split_part(string text,
        delimiter text,
        field int)
       	text	stringをdelimiterで分割し、その結果から（1から始まるように数える）指定したフィールドを返します。
       	split_part('abc~@~def~@~ghi', '~@~', 2)	def
	        
        strpos(string, substring)
       	int	指定した部分文字列の位置を特定します（position(substring in string) と同じですが、引数の順序が逆になっていることに注意してください）。
       	strpos('high', 'ig')	2
	        
        substr(string, from [, count])
       	text	指定した部分文字列を取り出します（substring(string from from for count)と同じです）。
       	substr('alphabet', 3, 2)	ph
	        
        to_ascii(string text
        [, encoding text])
       	text	stringを他の符号化方式からASCIIに変換します（LATIN1、LATIN2、LATIN9、WIN1250符号化方式からの変換のみをサポートします。）
       	to_ascii('Karel')	Karel
	        
        to_hex(number int
        or bigint)
       	text	numberを、同等の16進数表現に変換します。
       	to_hex(2147483647)	7fffffff
	        
        translate(string text,
        from text,
        to text)
       	text	from集合内の文字と一致するstringにある全ての文字は、to集合内のそれに対応する文字に置き換えられます。
もしfromがtoより長い場合、fromで指定される余分な文字に一致するものは削除されます。
       	translate('12345', '143', 'ax')	a2x5



concat、concat_wsおよびformat関数はVariadicです。従って、キーワードVARIADICで標しをつけられた配列のように、値を連結またはフォーマットした形で受け渡すことが可能です（「可変長引数を取るSQL関数」を参照してください）。
配列の要素は関数に対して分割された通常の引数のように扱われます。
もしvariadic配列引数がNULLであれば、concatおよびconcat_wsはNULLを返しますが、formatはNULLを要素を持たない配列と扱います。
   
「集約関数」内のstring_agg集約関数も参照してください。
   
表9.10 組み込みの変換
	変換名
        [a]
       	変換前の符号化方式	変換後の符号化方式
	ascii_to_mic	SQL_ASCII	MULE_INTERNAL
	ascii_to_utf8	SQL_ASCII	UTF8
	big5_to_euc_tw	BIG5	EUC_TW
	big5_to_mic	BIG5	MULE_INTERNAL
	big5_to_utf8	BIG5	UTF8
	euc_cn_to_mic	EUC_CN	MULE_INTERNAL
	euc_cn_to_utf8	EUC_CN	UTF8
	euc_jp_to_mic	EUC_JP	MULE_INTERNAL
	euc_jp_to_sjis	EUC_JP	SJIS
	euc_jp_to_utf8	EUC_JP	UTF8
	euc_kr_to_mic	EUC_KR	MULE_INTERNAL
	euc_kr_to_utf8	EUC_KR	UTF8
	euc_tw_to_big5	EUC_TW	BIG5
	euc_tw_to_mic	EUC_TW	MULE_INTERNAL
	euc_tw_to_utf8	EUC_TW	UTF8
	gb18030_to_utf8	GB18030	UTF8
	gbk_to_utf8	GBK	UTF8
	iso_8859_10_to_utf8	LATIN6	UTF8
	iso_8859_13_to_utf8	LATIN7	UTF8
	iso_8859_14_to_utf8	LATIN8	UTF8
	iso_8859_15_to_utf8	LATIN9	UTF8
	iso_8859_16_to_utf8	LATIN10	UTF8
	iso_8859_1_to_mic	LATIN1	MULE_INTERNAL
	iso_8859_1_to_utf8	LATIN1	UTF8
	iso_8859_2_to_mic	LATIN2	MULE_INTERNAL
	iso_8859_2_to_utf8	LATIN2	UTF8
	iso_8859_2_to_windows_1250	LATIN2	WIN1250
	iso_8859_3_to_mic	LATIN3	MULE_INTERNAL
	iso_8859_3_to_utf8	LATIN3	UTF8
	iso_8859_4_to_mic	LATIN4	MULE_INTERNAL
	iso_8859_4_to_utf8	LATIN4	UTF8
	iso_8859_5_to_koi8_r	ISO_8859_5	KOI8R
	iso_8859_5_to_mic	ISO_8859_5	MULE_INTERNAL
	iso_8859_5_to_utf8	ISO_8859_5	UTF8
	iso_8859_5_to_windows_1251	ISO_8859_5	WIN1251
	iso_8859_5_to_windows_866	ISO_8859_5	WIN866
	iso_8859_6_to_utf8	ISO_8859_6	UTF8
	iso_8859_7_to_utf8	ISO_8859_7	UTF8
	iso_8859_8_to_utf8	ISO_8859_8	UTF8
	iso_8859_9_to_utf8	LATIN5	UTF8
	johab_to_utf8	JOHAB	UTF8
	koi8_r_to_iso_8859_5	KOI8R	ISO_8859_5
	koi8_r_to_mic	KOI8R	MULE_INTERNAL
	koi8_r_to_utf8	KOI8R	UTF8
	koi8_r_to_windows_1251	KOI8R	WIN1251
	koi8_r_to_windows_866	KOI8R	WIN866
	koi8_u_to_utf8	KOI8U	UTF8
	mic_to_ascii	MULE_INTERNAL	SQL_ASCII
	mic_to_big5	MULE_INTERNAL	BIG5
	mic_to_euc_cn	MULE_INTERNAL	EUC_CN
	mic_to_euc_jp	MULE_INTERNAL	EUC_JP
	mic_to_euc_kr	MULE_INTERNAL	EUC_KR
	mic_to_euc_tw	MULE_INTERNAL	EUC_TW
	mic_to_iso_8859_1	MULE_INTERNAL	LATIN1
	mic_to_iso_8859_2	MULE_INTERNAL	LATIN2
	mic_to_iso_8859_3	MULE_INTERNAL	LATIN3
	mic_to_iso_8859_4	MULE_INTERNAL	LATIN4
	mic_to_iso_8859_5	MULE_INTERNAL	ISO_8859_5
	mic_to_koi8_r	MULE_INTERNAL	KOI8R
	mic_to_sjis	MULE_INTERNAL	SJIS
	mic_to_windows_1250	MULE_INTERNAL	WIN1250
	mic_to_windows_1251	MULE_INTERNAL	WIN1251
	mic_to_windows_866	MULE_INTERNAL	WIN866
	sjis_to_euc_jp	SJIS	EUC_JP
	sjis_to_mic	SJIS	MULE_INTERNAL
	sjis_to_utf8	SJIS	UTF8
	tcvn_to_utf8	WIN1258	UTF8
	uhc_to_utf8	UHC	UTF8
	utf8_to_ascii	UTF8	SQL_ASCII
	utf8_to_big5	UTF8	BIG5
	utf8_to_euc_cn	UTF8	EUC_CN
	utf8_to_euc_jp	UTF8	EUC_JP
	utf8_to_euc_kr	UTF8	EUC_KR
	utf8_to_euc_tw	UTF8	EUC_TW
	utf8_to_gb18030	UTF8	GB18030
	utf8_to_gbk	UTF8	GBK
	utf8_to_iso_8859_1	UTF8	LATIN1
	utf8_to_iso_8859_10	UTF8	LATIN6
	utf8_to_iso_8859_13	UTF8	LATIN7
	utf8_to_iso_8859_14	UTF8	LATIN8
	utf8_to_iso_8859_15	UTF8	LATIN9
	utf8_to_iso_8859_16	UTF8	LATIN10
	utf8_to_iso_8859_2	UTF8	LATIN2
	utf8_to_iso_8859_3	UTF8	LATIN3
	utf8_to_iso_8859_4	UTF8	LATIN4
	utf8_to_iso_8859_5	UTF8	ISO_8859_5
	utf8_to_iso_8859_6	UTF8	ISO_8859_6
	utf8_to_iso_8859_7	UTF8	ISO_8859_7
	utf8_to_iso_8859_8	UTF8	ISO_8859_8
	utf8_to_iso_8859_9	UTF8	LATIN5
	utf8_to_johab	UTF8	JOHAB
	utf8_to_koi8_r	UTF8	KOI8R
	utf8_to_koi8_u	UTF8	KOI8U
	utf8_to_sjis	UTF8	SJIS
	utf8_to_tcvn	UTF8	WIN1258
	utf8_to_uhc	UTF8	UHC
	utf8_to_windows_1250	UTF8	WIN1250
	utf8_to_windows_1251	UTF8	WIN1251
	utf8_to_windows_1252	UTF8	WIN1252
	utf8_to_windows_1253	UTF8	WIN1253
	utf8_to_windows_1254	UTF8	WIN1254
	utf8_to_windows_1255	UTF8	WIN1255
	utf8_to_windows_1256	UTF8	WIN1256
	utf8_to_windows_1257	UTF8	WIN1257
	utf8_to_windows_866	UTF8	WIN866
	utf8_to_windows_874	UTF8	WIN874
	windows_1250_to_iso_8859_2	WIN1250	LATIN2
	windows_1250_to_mic	WIN1250	MULE_INTERNAL
	windows_1250_to_utf8	WIN1250	UTF8
	windows_1251_to_iso_8859_5	WIN1251	ISO_8859_5
	windows_1251_to_koi8_r	WIN1251	KOI8R
	windows_1251_to_mic	WIN1251	MULE_INTERNAL
	windows_1251_to_utf8	WIN1251	UTF8
	windows_1251_to_windows_866	WIN1251	WIN866
	windows_1252_to_utf8	WIN1252	UTF8
	windows_1256_to_utf8	WIN1256	UTF8
	windows_866_to_iso_8859_5	WIN866	ISO_8859_5
	windows_866_to_koi8_r	WIN866	KOI8R
	windows_866_to_mic	WIN866	MULE_INTERNAL
	windows_866_to_utf8	WIN866	UTF8
	windows_866_to_windows_1251	WIN866	WIN
	windows_874_to_utf8	WIN874	UTF8
	euc_jis_2004_to_utf8	EUC_JIS_2004	UTF8
	utf8_to_euc_jis_2004	UTF8	EUC_JIS_2004
	shift_jis_2004_to_utf8	SHIFT_JIS_2004	UTF8
	utf8_to_shift_jis_2004	UTF8	SHIFT_JIS_2004
	euc_jis_2004_to_shift_jis_2004	EUC_JIS_2004	SHIFT_JIS_2004
	shift_jis_2004_to_euc_jis_2004	SHIFT_JIS_2004	EUC_JIS_2004
	[a] 変換名は、標準命名体系に従っています。変換元符号化方式の公式名の内、英数字以外の文字をアンダースコアで置き換え、その後に_to_を付け、そして変換先符号化方式名を同様に処理したものを続けたものです。
したがって、これらの名称は慣習的なコード名とは異なる可能性があります。
         





format



関数formatは、C関数のsprintf同様の形式で、フォーマット文字列に従ってフォーマットされた出力を生成します。
    
format(formatstr text [, formatarg "any" [, ...] ])

formatstrは結果がどのようにフォーマットされるかを指定するフォーマット文字列です。
フォーマット指示子が使用されている箇所を除き、フォーマット文字列のテキストは結果に直接コピーされます。
フォーマット指示子は文字列中のプレースホルダとして振舞い、その後に引き続く関数引数がどのようにフォーマットされ、どのように結果に挿入されるかを定義します。
それぞれのformatarg引数はそのデータ型に対する通常の出力規定に従ってテキストに変換され、その後フォーマット指示子に従って、結果文字列に挿入されます。
    
フォーマット指示子は%文字で始まり、以下の形式をとります。

%[position][flags][width]type

ここで要素フィールドとは以下になっています。

     
	position (省略可能)
	形式n$の文字列で、nは出力する引数のインデックスです。
インデックス１はformatstrの後の最初の引数です。
positionが省略されると、一連の中の次の引数がデフォルトとして使用されます。
        

	flags (省略可能)
	フォーマット指示子の出力がどのようにフォーマットされるかを制御する追加の任意の要素です。
現在、サポートされているflagはマイナス記号(-)のみで、フォーマット指示子の出力が左詰めになるようにします。
これはwidthフィールドが同時に指定されていない場合効果はありません。
        

	width (省略可能)
	フォーマット指示子の出力を表示する最小文字数を指定します。
出力は、幅を満たすのに必要な空白が左または右（flagの-による）に埋め込まれます。
幅が小さすぎても出力が切り詰められることはなく、単に無視されます。
幅は次のいずれかでも指定できます。それらは、正の整数、幅としての次の関数引数として使用する星印 (*)、またはn番目の関数引数を幅として使用する*n$という形式の文字列です。
        
幅を関数引数から取得する場合、その引数はフォーマット指示子の値に使用される引数より先に消費されます。
幅の引数が負の場合、フィールド長abs(width)の範囲内で結果は（あたかもflagで-が指定されたように）左詰めになります。
        

	type (必須)
	フォーマット指示子の出力を生成するのに使用されるフォーマット変換の型。
以下の型がサポートされています。
         
	sは引数の値を単純文字列にフォーマットします。
NULL値は空文字列として扱われます。
           

	Iは、引数をSQLの識別子として取り扱い、必要ならそれを二重引用符で括ります。
NULL値はエラーです（quote_identと同等です）。
           

	Lは引数値をSQLリテラルとして引用符が付けられます。
NULL値は引用符無しの文字列NULLとなります（quote_nullableと同等です）。
           




        




    
上記で説明したフォーマット指示子に加え、特別の並びの%%がリテラル%文字を出力するために使用することもできます。
    
基本的なフォーマット変換の例を幾つか下記に紹介します。


SELECT format('Hello %s', 'World');
Result: Hello World

SELECT format('Testing %s, %s, %s, %%', 'one', 'two', 'three');
Result: Testing one, two, three, %

SELECT format('INSERT INTO %I VALUES(%L)', 'Foo bar', E'O\'Reilly');
Result: INSERT INTO "Foo bar" VALUES('O''Reilly')

SELECT format('INSERT INTO %I VALUES(%L)', 'locations', E'C:\\Program Files');
Result: INSERT INTO locations VALUES(E'C:\\Program Files')

    
widthフィールドとflagの-を使用した例を以下に示します。


SELECT format('|%10s|', 'foo');
Result: |       foo|

SELECT format('|%-10s|', 'foo');
Result: |foo       |

SELECT format('|%*s|', 10, 'foo');
Result: |       foo|

SELECT format('|%*s|', -10, 'foo');
Result: |foo       |

SELECT format('|%-*s|', 10, 'foo');
Result: |foo       |

SELECT format('|%-*s|', -10, 'foo');
Result: |foo       |

    
以下の例はpositionフィールドの使い方を示しています。


SELECT format('Testing %3$s, %2$s, %1$s', 'one', 'two', 'three');
Result: Testing three, two, one

SELECT format('|%*2$s|', 'foo', 10, 'bar');
Result: |       bar|

SELECT format('|%1$*2$s|', 'foo', 10, 'bar');
Result: |       foo|

    
標準C関数sprintfとは違って、PostgreSQL™のformat関数は、同一のフォーマット文字列の中でpositionフィールドがあるフォーマット指示子と、それがないフォーマット指示子の混在を許容します。
positionフィールドが無いフォーマット指示子は常に最終の引数が消費された後に次の引数を使用します。
さらに、format関数はフォーマット文字列で使用されるべき全ての関数引数を要求しません。
例を示します。


SELECT format('Testing %3$s, %2$s, %s', 'one', 'two', 'three');
Result: Testing three, two, three

    
%I および %Lのフォーマット指示子は特に動的SQL命令を安全に構築する場合に便利です。
例41.1「動的問い合わせの中の値の引用符付け」を参照してください。
    


BKIコマンド



	     create
     tablename
     tableoid
     [bootstrap]
     [shared_relation]
     [without_oids]
     [rowtype_oid oid]
     (name1 =
     type1
     [FORCE NOT NULL | FORCE NULL ] [,
     name2 =
     type2
     [FORCE NOT NULL | FORCE NULL ],
     ...])
    
	括弧で与えられた列と、OID tableoidを持つtablenameというテーブルを作成します。
     
次の列型はbootstrap.cで直接サポートされます。
bool、bytea、char（1バイト）、name、int2、int4、regproc、regclass、regtype、text、oid、tid、xid、cid、int2vector、oidvector、_int4（配列）、_text（配列）、_oid（配列）、_char（配列）、_aclitem（配列）。
この他の型を持つテーブルを作成することはできますが、pg_typeが完了し適切な項目で埋められるまで完了させることができません。（これらの列型のみブートストラップされたテーブルで使用されますが、非ブートストラップカタログは如何なる組み込み型も含む事があるという事を実際に意味しています。）
     
bootstrapが指定された場合、テーブルはディスク上に作成されるだけで、pg_classやpg_attributeなどにその項目は登録されません。
したがって、これらの項目が（insertコマンドで）固定化されるまで、普通のSQL操作でこのテーブルにアクセスできません。
このオプションはpg_classなど自身を作成するために使用されます。
     
shared_relationが指定された場合、テーブルは作成されます。
without_oidsが指定されていない限りテーブルはOIDを持ちます。
テーブルの行型OID（pg_type OID）はrowtype_oid句で指定できます。
指定されなければ、OIDは自動的に生成されます。
（bootstrap が指定されていれば、rowtype_oid句は役に立ちません。しかし、文書化のためにともかく指定はできます。）
     

	     open tablename
    
	データを挿入するためにtablenameと名前が付けられたテーブルを開きます。
現在開いているテーブルは閉じられます。
     

	     close [tablename]
    
	開いているテーブルを閉じます。
テーブル名は照合用に指定可能ですが、必須ではありません。
     

	     insert [OID = oid_value] ( value1 value2 ... )
    
	value1やvalue2などを列の値として、oid_valueをOIDとし、開いているテーブルに行を挿入します。
もしoid_valueがゼロ（0）、もしくは句が省略され、テーブルがOIDを所有していれば、次の有効なOIDが割り当てられます。
     
NULL値は特別なキーワード、_null_によって指定できます。
空白を含む値は二重引用符で囲まなければなりません。
     

	     declare [unique]
     index indexname
     indexoid
     on tablename
     using amname
     ( opclass1
     name1
     [, ...] )
    
	amnameアクセスメソッドを使用して、tablenameと名付けられたテーブル上に、OID indexoidを所有する、indexnameという名前のインデックスを作成します。
インデックスが付けられるフィールドは、name1、name2など、そして使用される演算子クラスはopclass1、opclass2などとそれぞれ呼ばれます。
このインデックスファイルは作成され、適切なカタログ項目が作成されますが、このコマンドではインデックスの内容の初期化を行いません。
     

	     declare toast
     toasttableoid
     toastindexoid
     on tablename
    
	tablenameという名前のテーブル用のTOASTテーブルを作成します。
このTOASTテーブルはOIDとしてtoasttableoidが割り当てられ、そのインデックスはOIDとしてtoastindexoidが割り当てられます。
declare indexと同様、インデックスの作成は遅延されます。
     

	build indices
	前に宣言されたインデックスを作成します。
     




pg_prepared_xacts



pg_prepared_xactsビューは、現状で2相コミットのためにプリペアードトランザクションについての情報を表示します（詳細はPREPARE TRANSACTION(7)を参照してください）。
  
pg_prepared_xactsは、プリペアードトランザクション毎に1つの行を含みます。
この項目はトランザクションがコミットもしくはロールバックされたときに削除されます。
  
表50.70 pg_prepared_xactsの列
	名前	型	参照先	説明
	transaction	xid	 	       プリペアードトランザクションに対する数値のトランザクション識別子
      
	gid	text	 	       トランザクションに割り当てられたグローバルのトランザクション識別子
      
	prepared	timestamp with time zone	 	       トランザクションがコミットのために準備された時間
      
	owner	name	pg_authid.rolname	       トランザクションを実行したユーザ名
      
	database	name	pg_database.datname	       トランザクションを実行したデータベース名
      



pg_prepared_xactsビューにアクセスすると、内部のトランザクション管理データ構造が一時的にロックされます。
そして表示用にコピーが作成されます。
これは、必要以上に長く通常の操作をブロックさせずに、ビューが一貫性のある結果を生成することを保証します。
このビューが頻繁にアクセスされると、データベースの性能になんらかの影響を及ぼします。
  

リリース9.1.16



リリース日
2015-05-22

このリリースは9.1.15に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.16への移行



9.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかしながら、contrib/citextのregexp_matches()関数を使っているのであれば、以下にある関連する変更履歴項目を確認してください。
   
また、9.1.14よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.1.14」を参照して下さい。
   

変更点



	認証タイムアウトになる直前にクライアントが切断したときにクラッシュする可能性を防止しました。
(Benkocs Norbert Attila)
     
タイムアウト割り込みがセッション切断処理の途中で生じると、SSL関連状態が二重に解放するおそれがあり、典型的にはクラッシュを引き起こし、そのために他のセッションでもサービス不能を引き起こします。実験では認証されていないリモート攻撃者がある程度一貫して本障害を引き起こすことができたため、セキュリティ問題として扱います。
(CVE-2015-3165)
     

	システムコールのエラー判定を改善しました。
(Noah Misch)
     
snprintf()の代替実装は下にあるシステムライブラリ呼び出しから報告されるエラーの確認を怠っていました。
主な問題はメモリ不足状況を見逃すおそれがあったことです。
実装コードがバッファが上書きされていないのを上書きされたとみなしていることにより、最悪の場合には情報露出をもたらすおそれがありました。
また、他のシステムライブラリ関数呼び出しでも、エラーチェックをしていないセキュリティに関連した箇所が少しありました。
     
いくつかの*printf()族関数の呼び出しで、メモリ不足エラーがちょうど悪いときに起きた場合に情報露出する脆弱性がある可能性が残ります。
私たちはリスクは大きくないと判断しましたが、該当箇所の分析は継続します。
(CVE-2015-3166)
     

	contrib/pgcryptoで、復号失敗を報告するメッセージを「Wrong key or corrupt data」（誤ったキーまたは不正なデータ）に統一しました。
(Noah Misch)
     
以前は、間違ったキーによる復号の場合には異なったエラーメッセージが報告されていました。
この様なエラーメッセージの違いは、他システムからキーを復元しようとする攻撃者への助けになるとみられます。
pgcryptoのこの振る舞いが攻撃に利用できるかは不明ですが、一つの何にでも当てはまるメッセージを使う方がリスクを避けるのにより良いと考えられます。
(CVE-2015-3167)
     

	contrib/citextのregexp_matches()関数の誤った宣言を修正しました。
(Tom Lane)
     
この関数は本体関数と同様にsetof text[]を返すべきでしたが、誤って単にtext[]を返すように宣言されていました。
この誤りは二つの結果をもたらしました。
第一にマッチするものが無いときに空集合（ゼロ行）を得るべきところ、スカラnullを得ます。
第二にたとえ複数のマッチがあったとしても一つの結果配列しか得られないことから、gフラグが事実上無視されていました。
     
この振る舞いは明らかにバグですが、以前の振る舞いに依存したアプリケーションがありえます。
そのため、PostgreSQL™ 9.5になるまでは関数宣言はデフォルトでは変更しません。
9.5より前の系列では、従来の振る舞いがcitext拡張モジュールのバージョン1.0として存在し、その一方で私たちは正しい宣言をバージョン1.1として提供します（これはデフォルトではインストールされません）。
9.5より前の系列で修正を適用するには、citextをインストールした各データベースでALTER EXTENSION citext UPDATE TO '1.1'を実行します（必要に応じて1.0に戻す「UPDATE」も可能です）。
どちらの方向にバージョン変更する場合でも、citextのregexp_matches()関数を使った全てのビューやルールを削除して再作成する必要があることに注意してください。
     

	HOT更新後の遅延排他制約の誤った検査を修正しました。
(Tom Lane)
     
遅延排他制約に違反する可能性のある新しい行が同じトランザクションで後でHOT更新された（インデックスが付かない列の更新でその行が同テーブルページ内に格納できた）場合、後に削除される行が、新たな行と当初に衝突していた場合でも、排他制約は最後に行われる検査で違反を報告することがありました。
     

	他の外部結合に対する anti-join (NOT EXISTS 結合) の不適切な配置換えを防止しました。
(Tom Lane)
     
プランナのこの誤りにより「could not find RelOptInfo for given relids」エラーが見られましたが、しかし時には誤ったクエリプランが一貫性チェックを通過して、黙って誤ったクエリ出力が生じることがあると考えられます。
     

	外部結合プランノードでの部分式の誤ったマッチングを修正しました。
(Tom Lane)
     
これまでは、字面として同一の非STRICTの部分式が外部結合の上位と下位の両方で使われているとき、プランナが結合の下位で計算した値を再利用しようとすることがありましたが、エグゼキュータは外側の行にマッチしない場合は値をNULLに強制するはずなので、これは正しくありません。
     

	結合順序のヒューリスティックが失敗した場合に対応できるようにGEQOプランナを修正しました。
(Tom Lane)
     
この誤りがLATERALを含む問い合わせでエラー「failed to join all relations together」（全てのリレーションを一緒に結合するのに失敗しました）を導くのが見かけられ、また、そのほかの場合でも起きるようです。
     

	max_prepared_transactionsが小さすぎるとき、PostgreSQL起動時にデッドロックの可能性があり、修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	タイムライン切り替え後、使えない事前割り当てされたWALファイルをアーカイブしないようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     

	「cannot GetMultiXactIdMembers() during recovery」(リカバリ中にGetMultiXactIdMembers()は実行できません)というエラーが発生しないようにしました。
(Álvaro Herrera)
     

	クラッシュ後に再帰的にfsync()を行うようにしました。
(Abhijit Menon-Sen, Robert Haas)
     
これにより別のクラッシュがすぐ後に生じた場合でも一貫性を確実にします（問題となるのは二番目のクラッシュが単なるデータベースクラッシュではなくシステムレベルのクラッシュである場合です）。
     

	SIGTERMシグナルを受け取った後にエラーが起きた場合に、autovacuumランチャープロセスがシャットダウンに失敗する可能性があったのを修正しました。
(Álvaro Herrera)
     

	LockBufferForCleanup()で予期せぬシグナルに対応するようにしました。
(Andres Freund)
     
この誤りは「multiple backends attempting to wait for pincount 1」（複数バックエンドがピンカウント1を待とうとしています）という偽性のエラーをひき起こすことがあります。
     

	read-only であるトランザクションのコミットにおいては、当該のユーザに限り、WALフラッシュや同期レプリケーションを待たないようにしました。
(Andres Freund)
     
これまでは、HOTページ掃除のためにWALを書くトランザクションのコミットにて遅延がおきる可能性があり、全スタンバイがダウンしている場合には、セッションが開始時に固まってしまうなどの望ましくない結果に至りました。
同期レプリケーションのときのキャッチアップ割り込み処理でもセッションが固まることがありました。
本修正はこれらの問題を解消します。
     

	一時テーブル上のハッシュインデックスを操作するときに生じるクラッシュを修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	他プロセスが同時にインデックスを変更している場合、ハッシュインデックスのバケツ分割に失敗する可能性があり、修正しました。
(Tom Lane)
     

	インデックス式のANALYZE中に割り込みを検査するようにしました。
(Jeff Janes)
     
ANALYZEではインデックスの式を何度も実行します。
こういった式の中に遅い関数があった場合、ANALYZEをループが終わる前にキャンセルできることが望まれます。
     

	SELECT FOR UPDATE、UPDATE、または、DELETEでの行ロック後にREAD COMMITTED再チェックが生じたときに、外部テーブルのtableoidが確実に正しく報告されるようにしました。
     

	外部サーバユーザマッピングのオブジェクト説明文字列にターゲットサーバ名を追加しました。
(Álvaro Herrera)
     

	Kerberos/GSSAPI/SSPI認証を使うとき、include_realmを1に設定することを推奨します。
(Stephen Frost)
     
これが無いと、他レルムからの同名ユーザが区別できません。
当面はドキュメント変更のみですが、これはPostgreSQL™ 9.5でデフォルト設定になります。
     

	IPv4のpg_hba.conf項目をIPv4-in-IPv6アドレスと照合する実装を除去しました。
(Tom Lane)
     
この実装は2003年にその時の一部のLinuxカーネルでIPv4-in-IPv6アドレスを持ちながらIPv4接続を報告するというレポートに応えて追加されました。
しかしながら、このロジックは9.0で図らずも壊れていました。
それ以来、どこにも苦情が無いことは、それがもう必要でないことを示しています。
現在、壊れた実装が一部システムでクラッシュをひき起こすという報告がされているので、これを修正するのでなく、単に除去します
（私たちが修正することを選んだなら、それは IPv4のpg_hba.conf項目の現在の意味に対する、微妙で潜在的にセキュリティ影響のある変更に向かい、これはマイナーリリースで行うこととして良いことではありません）。
     

	レプリケーションコマンドIDENTIFY_SYSTEMでWAL挿入でなくWALフラッシュ位置を報告するようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     
これによりpg_receivexlogの起動失敗の可能性を回避します。
     

	Windows でサービスシャットダウンするときに、サービスが早くに強制終了されてしまうのを防ぐために、サービスコントロールマネージャに周期的に状態更新を送るようにしました。
また、pg_ctlが確実にシャットダウンを待つようにしました。
(Krystian Bigaj)
     

	libpqのノンブロッキングモードを使うとき、ネットワークデッドロックの危険性を軽減しました。
(Heikki Linnakangas)
     
大きいデータを送るとき、サーバが出力をブロックするほどの応答データを送ってくる場合には、時々に入力バッファが捌けることが重要です
（典型的なシナリオは、サーバがCOPY FROM STDINの実行中に連続して NOTICE メッセージを送ってくる場合です）。
このとき、通常のブロッキングモードなら適切に動作しますが、ノンブロッキングモードの場合はそうではありません。
私たちはlibpqを日和見的に可能なときに入力を排出するように修正しましたが、この問題に対する完全な対策にはアプリケーションの協力が必要です。
アプリケーションは write-ready 状態だけでなく、read-ready に気を付けなければならず、read-ready に応じて確実にPQconsumeInput()を呼ばなければいけません。
     

	ecpgで配列の扱いが修正されました。
(Michael Meskes)
     

	\connectの最初の引数として、URIと接続文字列を正常に扱えるようにpsqlを修正しました。
(David Fetter, Andrew Dunstan, Álvaro Herrera)
     
この構文は（ドキュメント化されていませんが）永らく受け入れられてきました。
しかし、これまで一部パラメータにて与えられた文字列でなく以前の接続から取得されることがあり、これは望ましくない動作であると合意されています。
     

	一部のプラットフォームでpsqlから終了時に~/.psql_historyを書くのに失敗したという間違ったエラーメッセージがでるのを抑止しました。
(Tom Lane)
     
この誤動作はとても古いバージョン（2006年より前）のlibeditのバグを回避するために引き起こされました。
私たちはその回避策を取り除くことで修正しました。
このことで古いバージョンのlibeditを使っている場合、同様の障害を引き起こします。
ライブラリをアップグレードするかlibreadlineを使うことを推奨します。
     

	pg_dumpのシステム提供されたダンプ不要のキャストを判断する規則を修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_dumpで、-Fd と一緒に指定された場合に -Z 圧縮レベル オプションを尊重するように修正しました。
(Michael Paquier)
     

	pg_dumpを、ダンプ順序の選択で、拡張モジュールの設定テーブル間の外部キー関係を考慮するようにしました。
(Gilles Darold, Michael Paquier, Stephen Frost)
     
この誤りで、外部キー制約が一時的に違反になるために再ロードできないダンプを作ってしまう可能性がありました。
     

	VALUES (...) だけであるけれどカラム別名を持つビューのダンプについて修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_upgradeで、新たなクラスタのタイムラインを強制的に1にするようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この変更は、WALヒストリファイルが無いという誤ったエラーによるアップグレード失敗を防ぎます。
     

	pg_upgradeで、不適切な接続不能データベースが無いか処理前に検査するようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、生成されるdelete_old_clusterスクリプトの中でディレクトリパスを適切にクオートするようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、データベースレベルの凍結情報を適切に保持するようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この誤りはpostgresデータベースとtemplate1データベースのテーブルに対してclogファイルが無いというエラーを引き起こす可能性がありました。
     

	Administratorで実行しても失敗しないように、Windows上でpg_upgradeとpg_resetxlogを制限された権限で実行するようにしました。
(Muhammad Asif Naeem)
     

	initdbとpg_basebackupでディレクトリを読み取るときに、readdir()が失敗した場合の扱いを改善しました。
(Marco Nenciarini)
     

	contrib/intarrayで遅いソートアルゴリズムを修正しました。
(Tom Lane)
     

	Sparc V8 マシンでのコンパイル失敗を修正しました。
(Rob Rowan)
     

	タイムゾーンデータファイルが、エジプト、モンゴル、パレスチナにおける夏時間規則の変更、カナダ、チリの歴史的変更、America/Adak の時間帯省略形の改定（HAST/HADT でなく HST/HDT となる）が含まれるtzdata release 2015d に更新されました。
     





サンプルプログラム



以下を含むサンプルプログラムが、ソースコード配布物内のsrc/test/examplesディレクトリにあります。
  
例32.1 libpq サンプルプログラム 1
/*
 * testlibpq.c
 *
 *              C言語PostgreSQLフロントエンドライブラリlibpqの試験
 */
#include <stdio.h>
#include <stdlib.h>
#include <libpq-fe.h>

static void
exit_nicely(PGconn *conn)
{
    PQfinish(conn);
    exit(1);
}

int
main(int argc, char **argv)
{
    const char *conninfo;
    PGconn     *conn;
    PGresult   *res;
    int         nFields;
    int         i,
                j;

    /*
     * ユーザがコマンドラインでパラメータを提供した場合、conninfo文字列として使用する。
     * 提供されない場合はデフォルトでdbname=postgresを使用する。
     * その他の接続パラメータについては環境変数やデフォルトを使用する。
     * 
     */
    if (argc > 1)
        conninfo = argv[1];
    else
        conninfo = "dbname = postgres";

    /* データベースとの接続を確立する */
    conn = PQconnectdb(conninfo);

    /* バックエンドとの接続確立に成功したかを確認する */
    if (PQstatus(conn) != CONNECTION_OK)
    {
        fprintf(stderr, "Connection to database failed: %s",
                PQerrorMessage(conn));
        exit_nicely(conn);
    }

    /*
     * この試験ケースではカーソルを使用する。
     * そのため、トランザクションブロック内で実行する必要がある。
     * すべてを単一の"select * from pg_database"というPQexec()で行うこと
     * も可能だが、例としては簡単過ぎる。
     */

    /* トランザクションブロックを開始する。 */
    res = PQexec(conn, "BEGIN");
    if (PQresultStatus(res) != PGRES_COMMAND_OK)
    {
        fprintf(stderr, "BEGIN command failed: %s", PQerrorMessage(conn));
        PQclear(res);
        exit_nicely(conn);
    }

    /*
     * 不要になったら、メモリリークを防ぐためにPGresultをPQclearすべき。
     */
    PQclear(res);

    /*
     * データベースのシステムカタログpg_databaseから行を取り出す。
     */
    res = PQexec(conn, "DECLARE myportal CURSOR FOR select * from pg_database");
    if (PQresultStatus(res) != PGRES_COMMAND_OK)
    {
        fprintf(stderr, "DECLARE CURSOR failed: %s", PQerrorMessage(conn));
        PQclear(res);
        exit_nicely(conn);
    }
    PQclear(res);

    res = PQexec(conn, "FETCH ALL in myportal");
    if (PQresultStatus(res) != PGRES_TUPLES_OK)
    {
        fprintf(stderr, "FETCH ALL failed: %s", PQerrorMessage(conn));
        PQclear(res);
        exit_nicely(conn);
    }

    /* まず属性名を表示する。 */
    nFields = PQnfields(res);
    for (i = 0; i < nFields; i++)
        printf("%-15s", PQfname(res, i));
    printf("\n\n");

    /* そして行を表示する。 */
    for (i = 0; i < PQntuples(res); i++)
    {
        for (j = 0; j < nFields; j++)
            printf("%-15s", PQgetvalue(res, i, j));
        printf("\n");
    }

    PQclear(res);

    /* ポータルを閉ざす。ここではエラーチェックは省略した… */
    res = PQexec(conn, "CLOSE myportal");
    PQclear(res);

    /* トランザクションを終了する */
    res = PQexec(conn, "END");
    PQclear(res);

    /* データベースとの接続を閉じ、後始末を行う。 */
    PQfinish(conn);

    return 0;
}


例32.2 libpq サンプルプログラム 2
/*
 * testlibpq2.c
 *              非同期通知インタフェースの試験
 *
 * このプログラムを起動し、別ウィンドウからpsqlを使用して以下を実行してください。
 *   NOTIFY TBL2;
 * 4回繰り返すとこのプログラムは終了します。
 *
 * もう少し凝りたければ、以下を実施してください。
 * 以下のコマンド(src/test/examples/testlibpq2.sqlで提供)でデータベースを作成します。
 *
 *   CREATE TABLE TBL1 (i int4);
 *
 *   CREATE TABLE TBL2 (i int4);
 *
 *   CREATE RULE r1 AS ON INSERT TO TBL1 DO
 *     (INSERT INTO TBL2 VALUES (new.i); NOTIFY TBL2);
 *
 * そして、以下を4回実行してください。
 *
 *   INSERT INTO TBL1 VALUES (10);
 */

#ifdef WIN32
#include <windows.h>
#endif
#include <stdio.h>
#include <stdlib.h>
#include <string.h>
#include <errno.h>
#include <sys/time.h>
#include <sys/types.h>
#include "libpq-fe.h"

static void
exit_nicely(PGconn *conn)
{
    PQfinish(conn);
    exit(1);
}

int
main(int argc, char **argv)
{
    const char *conninfo;
    PGconn     *conn;
    PGresult   *res;
    PGnotify   *notify;
    int         nnotifies;

    /*
     * ユーザがコマンドラインでパラメータを提供した場合、conninfo文字列として使用する。
     * 提供されない場合はデフォルトでdbname=postgresを使用する。
     * その他の接続パラメータについては環境変数やデフォルトを使用する。
     */
    if (argc > 1)
        conninfo = argv[1];
    else
        conninfo = "dbname = postgres";

    /* データベースとの接続を確立する。 */
    conn = PQconnectdb(conninfo);

    /* バックエンドとの接続確立に成功したかを確認する */
    if (PQstatus(conn) != CONNECTION_OK)
    {
        fprintf(stderr, "Connection to database failed: %s",
                PQerrorMessage(conn));
        exit_nicely(conn);
    }

    /*
     * LISTENコマンドを発行して、INSERTルールによる通知を有効にする。
     */
    res = PQexec(conn, "LISTEN TBL2");
    if (PQresultStatus(res) != PGRES_COMMAND_OK)
    {
        fprintf(stderr, "LISTEN command failed: %s", PQerrorMessage(conn));
        PQclear(res);
        exit_nicely(conn);
    }

    /*
     * 不要になったら、メモリリークを防ぐためにPGresultをPQclearすべき。
     */
    PQclear(res);

    /* 4回通知を受けたら終了する。 */
    nnotifies = 0;
    while (nnotifies < 4)
    {
        /*
         * その接続で何かが起こるまで待機する。ここでは入力待ちのために
         * select(2)を使用する。poll()や類似機能を使用することも可能
         * である。
         */
        int         sock;
        fd_set      input_mask;

        sock = PQsocket(conn);

        if (sock < 0)
            break;              /* 発生してはならない。 */

        FD_ZERO(&input_mask);
        FD_SET(sock, &input_mask);

        if (select(sock + 1, &input_mask, NULL, NULL, NULL) < 0)
        {
            fprintf(stderr, "select() failed: %s\n", strerror(errno));
            exit_nicely(conn);
        }

        /* ここで入力を確認する。 */
        PQconsumeInput(conn);
        while ((notify = PQnotifies(conn)) != NULL)
        {
            fprintf(stderr,
                    "ASYNC NOTIFY of '%s' received from backend PID %d\n",
                    notify->relname, notify->be_pid);
            PQfreemem(notify);
            nnotifies++;
        }
    }

    fprintf(stderr, "Done.\n");

    /* データベースとの接続を閉じ、後始末を行う。 */
    PQfinish(conn);

    return 0;
}


例32.3 libpq サンプルプログラム 3
/*
 * testlibpq3.c
 *      行以外のパラメータとバイナリI/Oの試験。
 *
 * 実行前に、以下のコマンド(src/test/examples/testlibpq3.sqlで提供)を使用して
 * データベースを作成してください。
 *
 * CREATE TABLE test1 (i int4, t text, b bytea);
 *
 * INSERT INTO test1 values (1, 'joe''s place', '\\000\\001\\002\\003\\004');
 * INSERT INTO test1 values (2, 'ho there', '\\004\\003\\002\\001\\000');
 *
 * 以下の出力が想定されます。
 *
 * tuple 0: got
 *  i = (4 bytes) 1
 *  t = (11 bytes) 'joe's place'
 *  b = (5 bytes) \000\001\002\003\004
 *
 * tuple 0: got
 *  i = (4 bytes) 2
 *  t = (8 bytes) 'ho there'
 *  b = (5 bytes) \004\003\002\001\000
 */

#ifdef WIN32
#include <windows.h>
#endif

#include <stdio.h>
#include <stdlib.h>
#include <stdint.h>
#include <string.h>
#include <sys/types.h>
#include "libpq-fe.h"

/* ntohl/htonl用 */
#include <netinet/in.h>
#include <arpa/inet.h>


static void
exit_nicely(PGconn *conn)
{
    PQfinish(conn);
    exit(1);
}

/*
 * この関数は上のコメントで定義したテーブルからバイナリフォーマットでフェッチした
 * クエリ結果を表示します。
 * main() 関数が2度使うので、結果を分割します。
 */
static void
show_binary_results(PGresult *res)
{
    int         i,
                j;
    int         i_fnum,
                t_fnum,
                b_fnum;

    /* 結果中の列オーダーの仮定を嫌うので PQfnumber を利用する */
    /* PQfnumber  */
    i_fnum = PQfnumber(res, "i");
    t_fnum = PQfnumber(res, "t");
    b_fnum = PQfnumber(res, "b");

    for (i = 0; i < PQntuples(res); i++)
    {
        char       *iptr;
        char       *tptr;
        char       *bptr;
        int         blen;
        int         ival;

        /* 列の値を取得(NULLを出来る限り無視) */
        iptr = PQgetvalue(res, i, i_fnum);
        tptr = PQgetvalue(res, i, t_fnum);
        bptr = PQgetvalue(res, i, b_fnum);

        /*
         * INT4のバイナリ表現はネットワークバイトオーダーによる。
         * よって、ローカルバイトオーダーに合わせた方が良い。
         */
        ival = ntohl(*((uint32_t *) iptr));

        /*
         * TEXT型のバイナリ表現も同様にテキスト。
         * 更にlibpqはその最後にゼロバイトを付与するので、
         * C言語の文字列として単純に扱うことができる。
         *
         * BYTEA のバイト表現はバイトの集まりである。
         * null 埋め込みを含むのでフィールド長に注意を払わなければいけない。
         */
        blen = PQgetlength(res, i, b_fnum);

        printf("tuple %d: got\n", i);
        printf(" i = (%d bytes) %d\n",
               PQgetlength(res, i, i_fnum), ival);
        printf(" t = (%d bytes) '%s'\n",
               PQgetlength(res, i, t_fnum), tptr);
        printf(" b = (%d bytes) ", blen);
        for (j = 0; j < blen; j++)
            printf("\\%03o", bptr[j]);
        printf("\n\n");
    }
}

int
main(int argc, char **argv)
{
    const char *conninfo;
    PGconn     *conn;
    PGresult   *res;
    const char *paramValues[1];
    int         paramLengths[1];
    int         paramFormats[1];
    uint32_t    binaryIntVal;

    /*
     * ユーザがコマンドラインでパラメータを提供した場合、conninfo文字列として使用する。
     * 提供されない場合はデフォルトでdbname=postgresを使用する。
     * その他の接続パラメータについては環境変数やデフォルトを使用する。
     */
    if (argc > 1)
        conninfo = argv[1];
    else
        conninfo = "dbname = postgres";

    /* データベースとの接続を確立する */
    conn = PQconnectdb(conninfo);

    /* バックエンドとの接続確立に成功したかを確認する */
    if (PQstatus(conn) != CONNECTION_OK)
    {
        fprintf(stderr, "Connection to database failed: %s",
                PQerrorMessage(conn));
        exit_nicely(conn);
    }

    /*
     * このプログラムのポイントは、行外パラメータを持つPQexecParams()の使用方法、
     * および、データのバイナリ転送を示すことである。
     *
     * この最初の例はパラメータをテキストとして渡す。
     * しかし結果はバイナリフォーマットで受ける。
     * 行外パラメータを使うことで、データがテキストであっても引用符付けや
     * エスケープ処理といった多くの長たらしいゴミをなくすことができる。
     * パラメータ値内部の引用符に対して特殊な処理を行う必要がないことに注目して
     * ほしい。
     */

    /* 以下が行外パラメータの値である。 */
    paramValues[0] = "joe's place";

    res = PQexecParams(conn,
                       "SELECT * FROM test1 WHERE t = $1",
                       1,           /* パラメータは1つ。 */
                       NULL,        /* バックエンドにパラメータの型を推測させる。 */
                       paramValues,
                       NULL,        /* テキストのため、パラメータ長は不要。 */
                       NULL,        /* デフォルトですべてのパラメータはテキスト。 */
                       1);          /* バイナリ結果を要求。 */

    if (PQresultStatus(res) != PGRES_TUPLES_OK)
    {
        fprintf(stderr, "SELECT failed: %s", PQerrorMessage(conn));
        PQclear(res);
        exit_nicely(conn);
    }

    show_binary_results(res);

    PQclear(res);

    /*
     * 2つ目の例は、バイナリフォームの中で整数値パラメータを渡す。
     * そして再びバイナリフォームで結果を受け取る。
     *
     * バックエンドにパラメータタイプを推測させていると PQexecParams に伝えるが、
     * クエリテキストの中にパラメータシンボルを入れることによって 強制的に決定する。
     * これはバイナリパラメータに送るときに安全で良い大きさである。
     */

    /* 整数値 "2" をネットワークバイトオーダーに変換 */ 
    binaryIntVal = htonl((uint32_t) 2);

    /* PQexecParams 用にパラメータ配列をセットする */
    paramValues[0] = (char *) &binaryIntVal;
    paramLengths[0] = sizeof(binaryIntVal);
    paramFormats[0] = 1;        /* バイナリ */

    res = PQexecParams(conn,
                       "SELECT * FROM test1 WHERE i = $1::int4",
                       1,       /* パラメータは1つ */
                       NULL,    /* バックエンドにパラメータの型を推測させる。 */
                       paramValues,
                       paramLengths,
                       paramFormats,
                       1);      /* バイナリ結果を要求。 */

    if (PQresultStatus(res) != PGRES_TUPLES_OK)
    {
        fprintf(stderr, "SELECT failed: %s", PQerrorMessage(conn));
        PQclear(res);
        exit_nicely(conn);
    }

    show_binary_results(res);

    PQclear(res);

    /* データベースとの接続を閉じ、後始末を行う。 */
    PQfinish(conn);

    return 0;
}



リリース8.4.13



リリース日
2012-08-17

このリリースは8.4.12に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.4」を参照してください。
  
バージョン8.4.13への移行



8.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし8.4.10より前のバージョンからアップグレードする場合には「リリース8.4.10」を参照してください。
   

変更点



	XML実体参照を介した外部ファイル/URLへのアクセスを防止します。(Noah Misch、Tom Lane)
     
xml_parse()は、XML値で参照されるDTDと実体参照を解決するために必要な外部ファイルやURLの入手を試みます。
これにより、権限を持たないデータベースユーザがデータベースサーバの権限でデータを入手することができてしまいました。
この外部データは直接ユーザには返されませんが、データが有効なXMLとして解析できなかった場合その一部がエラーメッセージの中に漏洩することがあり得ます。
またどのような場合であっても、ファイルが存在するかどうか検査できるだけでも攻撃者にとって有用になり得ます。(CVE-2012-3489)
     

	contrib/xml2のxslt_process()を介した外部ファイル/URLへのアクセスを防止します。(Peter Eisentraut)
     
libxsltはスタイルシートコマンドを通してファイルとURLの両方を読み書きする機能を提供します。
これにより、権限を持たないデータベースユーザがデータベースサーバの権限でデータを読み書きすることができてしまいました。
libxsltのセキュリティオプションを適切に使用することでこれを無効にします。(CVE-2012-3488)
     
またxslt_process()の外部ファイル/URLからドキュメントとスタイルシートを取り込む機能を取り除きました。
これは文書化された「機能」でしたが、推奨されないものと長くみなされていました。
CVE-2012-3489に対する修正のためこの能力が壊れましたが、その修正を行うことは止め、単に取り除きました。
     

	早すぎるbtreeインデックスページの回収を防止します。(Noah Misch)
     
読み取り専用トランザクションによるXIDの割り当てを省略できるようにした時、読み取り専用トランザクションがまだ参照している時に削除されたbtreeページを回収されてしまう可能性をもたらしました。
これは間違ったインデックス検索結果という結果になります。
時間に関する必要条件のため、こうしたエラーが実際に発生する可能性は非常に低いものでしたが、修正しなければなりません。
     

	新しく作成された、またはリセットされたシーケンスに関するクラッシュに対する安全性を修正しました。(Tom Lane)
     
ALTER SEQUENCEが新しく作成されたシーケンスまたはリセットされたシーケンスに対して実行された場合、その後nextval()呼び出しが一度だけ行われ、そして、サーバがクラッシュすると、WAL再生はシーケンスをnextval()が行われていないように見える状態にリストアします。
このため次のnextval()呼び出しにより最初のシーケンス値が再び返されることになります。
シリアル列のシーケンス作成にはALTER SEQUENCE OWNED BY処理が含まれていますので、特にこれはserial列で現れます。
     

	pg_start_backup()の後確実にbackup_labelファイルをfsyncします。(Dave Kerr)
     

	9.1からのバックパッチはfsync要求キューの圧縮を向上しました。(Robert Haas)
     
チェックポイント期間の性能を向上します。
9.1の変更は安全に過去のバージョンにパッチを充てられると判断できる程度に実地試験が行われたようです。
     

	自動バキュームは直接ブロックされたプロセスによってのみ自動キャンセルさせることができます。(Tom Lane)
     
元々のコードでは一部の場合に一貫性がない動作を許していました。
具体的にはdeadlock_timeout猶予期間より短時間で自動バキュームはキャンセルされました。
     

	自動バキュームのキャンセルについてのログ処理を改良しました。(Robert Haas)
     

	サーバ起動後一番最初のログローテーションの間log_truncate_on_rotationが動作するようにログコレクタを修正しました。(Tom Lane)
     

	入れ子状の集合操作（UNION/INTERSECT/EXCEPT）に付与されるWITHを修正しました。(Tom Lane)
     

	副問い合わせへの行全体の参照が余計なGROUP BYやORDER BY列を含まないことを確実にしました。(Tom Lane)
     

	CREATE TABLE時のCHECK制約およびインデックス定義における行全体の参照の複製を許しません。(Tom Lane)
     
この状況はLIKEまたはINHERITSを持つCREATE TABLEで発生することがあり得ます。
複製される行全体の変数は、新しいテーブルではなく元のテーブルの行型で正しくラベル付けされませんでした。
LIKEでは、後で行型がよく分岐しますので、このような状況を拒絶する方が合理的のように思います。
INHERITSでは理想的には、親のテーブルの行型への暗黙的な変換によって許可すべきですが、安全に以前のバージョンにパッチを充てるにはより多くの作業が必要です。
     

	ARRAY(SELECT ...)副問い合わせにおけるメモリリークを修正しました。(Heikki Linnakangas、Tom Lane)
     

	正規表現からの共通接頭辞の抽出を修正しました。(Tom Lane)
     
このコードでは^(foo)?barなどの修飾された括弧付きの副式で混乱してしまうことがあり得ました。
こうしたパターンの検索に対して不正確なインデックス最適化をもたらしました。
     

	interval定数における、符号付きhh:mm、hh:mm:ssフィールドの解析に関する不具合を修正しました。(Amit Kapila、Tom Lane)
     

	contrib/xml2のxslt_process()においてエラーを適切に報告します。(Tom Lane)
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdataリリース2012eに更新しました。
モロッコおよびトケラウにおける夏時間の変更が含まれます。
     





カスタムスキャンの実行



CustomScanが実行されるとき、その実行状態はCustomScanStateで表現されます。
これは次のように宣言されています。

typedef struct CustomScanState
{
    ScanState ss;
    uint32    flags;
    const CustomExecMethods *methods;
} CustomScanState;

  
ssは他のすべてのスキャン状態と同じく初期化されますが、スキャンがベースリレーションではなく結合を対象にしているときは例外で、ss.ss_currentRelationはNULLのままになります。
flagsはCustomPathおよびCustomScanと同じ意味のビットマスクです。
methodsは必要なカスタムスキャン状態のメソッドを実装するオブジェクト（通常は静的に割り当てられる）を指していなければなりません。
これについては以下で詳しく説明します。
CustomScanStateはcopyObjectをサポートしなくてもよく、典型的には上記を先頭のメンバーとして組み込んだより大きな構造体になっています。
  
カスタムスキャン実行のコールバック



void (*BeginCustomScan) (CustomScanState *node,
                         EState *estate,
                         int eflags);

提供されたCustomScanStateの初期化を完了します。
標準的なフィールドはExecInitCustomScanで初期化が済んでいますが、プライベートフィールドはここで初期化されます。
   
TupleTableSlot *(*ExecCustomScan) (CustomScanState *node);

次のスキャンタプルをフェッチします。
タプルが残っている場合は、現在のスキャン方向で次にあるタプルをps_ResultTupleSlotに入れます。
タプルが残っていないときは、NULLまたは空のスロットが戻されます。
   
void (*EndCustomScan) (CustomScanState *node);

CustomScanStateに関連付けられたプライベートデータを整理します。
このメソッドは必須ですが、関連付けられたデータがない場合、あるいはそれが自動的に整理される場合は、このメソッドは何もする必要はありません。
   
void (*ReScanCustomScan) (CustomScanState *node);

現在のスキャンを先頭まで巻き戻し、リレーションの再スキャンの準備をします。
   
void (*MarkPosCustomScan) (CustomScanState *node);

現在のスキャン位置を保存し、後でRestrPosCustomScanコールバックでリストアできるようにします。
このコールバックは必須ではなく、CUSTOMPATH_SUPPORT_MARK_RESTOREフラグがセットされている場合にのみ、提供する必要があります。
   
void (*RestrPosCustomScan) (CustomScanState *node);

MarkPosCustomScanコールバックで保存された以前のスキャン位置をリストアします。
このコールバックは必須ではなく、CUSTOMPATH_SUPPORT_MARK_RESTOREフラグがセットされている場合にのみ、提供する必要があります。
   
Size (*EstimateDSMCustomScan) (CustomScanState *node,
                               ParallelContext *pcxt);

並列操作に要求される動的共有メモリの使用量を予測します。
使用を予測される量よりも多い量の結果が返しても良いですが、少なく返してはいけません。
返り値の単位はバイトとなります。
このコールバックは必須ではなく、カスタムスキャンプロバイダが並列実行をサポートする場合にのみ提供される必要があります。
   
void (*InitializeDSMCustomScan) (CustomScanState *node,
                                 ParallelContext *pcxt,
                                 void *coordinate);

並列操作に要求される動的共有メモリを初期化します。
coordinateは、EstimateDSMCustomScanの返り値と一致する、割り当て済み領域の量を示しています。
このコールバックは必須ではなく、カスタムスキャンプロバイダが並列実行をサポートする場合にのみ提供される必要があります。
   
void (*InitializeWorkerCustomScan) (CustomScanState *node,
                                    shm_toc *toc,
                                    void *coordinate);

InitializeDSMCustomScanによりリーダーにて設定された共有状態を元に、並列ワーカーのカスタム状態を初期化します。
このコールバックは必須ではなく、カスタムスキャンプロバイダが並列実行をサポートする場合にのみ提供される必要があります。
   
void (*ExplainCustomScan) (CustomScanState *node,
                           List *ancestors,
                           ExplainState *es);

カスタムスキャンの計画ノードのEXPLAINについて追加情報を出力します。
このコールバックは必須ではありません。
対象のリストやスキャンのリレーションなどScanStateに格納される共通データは、このコールバックがなくても表示されますが、このコールバックにより、追加のプライベートな状態が表示できるようになります。
   



名前
VAR — 変数を定義します。

概要
VAR varname IS ctype

説明
VARコマンドは新しいCデータ型にホスト変数を割り当てます。
ホスト変数は宣言セクションで前もって宣言されていなければなりません。
    

パラメータ
	varname
	Cの変数名です。
       

	ctype
	Cの型指定です。
       




例
Exec sql begin declare section;
short a;
exec sql end declare section;
EXEC SQL VAR a IS int;

互換性
VARコマンドはPostgreSQLの拡張です。
    


ウィンドウ関数



ウィンドウ関数は現在の問い合わせ行に関連した行集合に渡っての計算処理機能を提供します。
この機能の手引きは「ウィンドウ関数」を、文法の詳細は「ウィンドウ関数呼び出し」を参照してください。
  
組み込みウィンドウ関数は表9.56「汎用ウィンドウ関数」に一覧されています。
これらの関数は必ずウィンドウ関数構文で呼び出されなければなりません。つまり、OVER句が必要です。
  
これらの関数に加え、どんな組み込み、またはユーザ定義の通常の集約関数もウィンドウ関数として使用できます(ただし順序集合や仮想集合集約はそうではありません)。組み込み集約関数一覧は「集約関数」を参照してください。
集約関数は、呼び出しの後にOVER句が続いた場合のみウィンドウ関数として動作します。それ以外の場合は、通常の集約関数として動作します。
  
表9.56 汎用ウィンドウ関数
	関数	戻り値	説明
	       
       row_number()
      	       bigint
      	現在行のパーティション内での行番号（１から数える）
	       
       rank()
      	       bigint
      	ギャップを含んだ現在行の順位。先頭ピアのrow_numberと同じになる。
	       
       dense_rank()
      	       bigint
      	ギャップを含まない現在行の順位。この関数はピアのグループ数を数える。
	       
       percent_rank()
      	       double precision
      	現在行の相対順位。 (rank - 1) / (総行数 - 1)
	       
       cume_dist()
      	       double precision
      	現在行の相対順位。 (現在行より先行する行およびピアの行数) / (総行数)
	       
       ntile(num_buckets integer)
      	       integer
      	できるだけ等価にパーティションを分割した、1から引数値までの整数
	       
                lag(value anyelement
             [, offset integer
             [, default anyelement ]])
       
      	       valueと同じ型
      	パーティション内の現在行よりoffset行だけ前の行で評価されたvalueを返す。
該当する行がない場合、その代わりとしてdefault(valueと同じ型でなければならない)を返す。
offsetとdefaultは共に現在行について評価される。
省略された場合、offsetは1となり、defaultはNULLになる。
      
	       
                lead(value anyelement
              [, offset integer
              [, default anyelement ]])
       
      	       valueと同じ型
      	パーティション内の現在行よりoffset行だけ後の行で評価されたvalueを返す。
該当する行がない場合、その代わりとしてdefault(valueと同じ型でなければならない)を返す。
offsetとdefaultは共に現在行について評価される。
省略された場合、offsetは1となり、defaultはNULLになる。
      
	       
       first_value(value any)
      	       valueと同じ型
      	       ウィンドウフレームの最初の行である行で評価されたvalue を返す
      
	       
       last_value(value any)
      	       valueと同じ型
      	       ウィンドウフレームの最後の行である行で評価されたvalue を返す
      
	       
                nth_value(value any, nth integer)
       
      	       valueと同じ型
      	       ウィンドウフレームの（１から数えて）nth番目の行である行で評価されたvalueを返す。行が存在しない場合はNULLを返す
      



表9.56「汎用ウィンドウ関数」に列挙された関数はすべて、対応するウィンドウ定義のORDER BY句で指定されるソート順に依存します。
ORDER BY順で重複する行はピアと呼ばれます。
4つの順位付け関数は、任意の2つのピア間で同じ答えになるように定義されています。
  
first_value、last_value、nth_value関数は「ウィンドウフレーム」内の行のみを考慮することに注意してください。
デフォルトで、ウィンドウフレームにはパーティションの先頭から現在の行の最終ピアまでの行が含まれます。
これはlast_value、または時々nth_valueでは有用ではない結果を得ることになりがちです。
OVER句に適切なフレーム指定(RANGEもしくはROWS)を加えることで、フレームを再定義することができます。
フレーム指定についての詳細は「ウィンドウ関数呼び出し」を参照してください。
  
集約関数をウィンドウ関数として使用する場合、現在の行のウィンドウフレーム内の行に渡って集約処理を行います。
ORDER BYおよび、デフォルトのウィンドウフレーム定義を使用した集約では、「中間和」のような動作を行います。これが望まれる場合もあれば、望まれない場合もあります。
パーティション全体に渡る集約処理を行うためには、ORDER BYを省略するかROWS BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND UNBOUNDED FOLLOWINGを使用してください。
他のフレーム指定を使用することで様々な結果を得ることができます。
  
注記
SQL標準は、lead、lag、first_value、last_value、およびnth_valueに対しRESPECT NULLS、またはIGNORE NULLSオプションを定義します。
これはPostgreSQL™に実装されていません。動作は常に標準のデフォルトと同一です。つまり、RESPECT NULLSです。同様にして、標準のnth_valueに対するFROM FIRST、またはFROM LASTオプションは実装されていません。デフォルトのFROM FIRST動作のみに対応しています。
（ORDER BY順序付けを逆に行うことで、FROM LASTの結果を得ることができます。）
   


COPYコマンド関連関数



PostgreSQL™のCOPYコマンドでは、libpqが使っているネットワーク接続に対して読み込み、あるいは書き込みを選ぶことができるようになっています。
本節で説明する関数により、アプリケーションはコピーするデータの提供やコピーされるデータの使用が可能になるという利点を持ちます。
  
全体的な処理として、アプリケーションはまずPQexecもしくは同等な関数経由でCOPY SQLコマンドを発行します。
（コマンドでエラーが発生しなければ）この応答は、（指定したコピーの方向に応じて）PGRES_COPY_OUTもしくはPGRES_COPY_INという状態コードを持ったPGresultになります。
その後、アプリケーションは本節の関数を使用して、行データを受信、もしくは、送信しなければなりません。
データの転送が完了した時、転送に成功したか失敗したかを示す別のPGresultオブジェクトが返されます。
その状態は、成功時にはPGRES_COMMAND_OKになり、何らかの問題が起きていた時には PGRES_FATAL_ERRORになります。
この時点で、別のSQLコマンドをPQexec経由で発行することができます。
（COPY操作の実行中は、同じ接続を使用して他のSQLコマンドを実行することはできません。）
  
COPYコマンドが、他にもコマンドを含んだ文字列としてPQexec経由で発行された場合、アプリケーションはCOPY処理を終えた後に、PQgetResult経由で結果の取り出しを続けなければなりません。
PQexecコマンド文字列が完了し、その後のコマンドが安全に発行できることが確実になるのは、PQgetResultがNULLを返す時のみです。
  
本節の関数は、PQexecもしくはPQgetResultからPGRES_COPY_OUTもしくはPGRES_COPY_INという結果状態を得た後のみに実行されなければなりません。
  
これらの状態値の一つを持つPGresultオブジェクトは、開始したCOPY操作に関する追加データを持ちます。
この追加データは、以下の問い合わせ結果を持つ接続で使用される関数を使用して利用することができます。

   
	      PQnfields
      
     
	コピーされる列(フィールド)数を返します。
      

	      PQbinaryTuples
      
     
	0は、コピー全体の書式がテキスト(改行で区切られた行、区切り文字で区切られた列など)であることを示します。
1は、コピー全体の書式がバイナリであることを示します。
詳細はCOPY(7)を参照してください。
      

	      PQfformat
      
     
	コピー操作対象の列それぞれに関した書式コード(テキストでは0、バイナリでは1)を返します。
コピー全体の書式がテキストの場合は、列単位の書式コードは常にゼロです。
しかし、バイナリ書式はテキスト列もバイナリ列もサポートすることができます。
(しかし、現在のCOPY実装では、バイナリコピーでのみバイナリ列が発生します。
そのため、今の所列単位の書式は常に全体の書式と一致します。)
      




  
注記
これらの追加データ値はプロトコル3.0を使用した場合にのみ利用可能です。
プロトコル2.0を使用する場合は、これらの関数はすべて0を返します。
   

COPYデータ送信用関数



これらの関数は、COPY FROM STDIN期間にデータを送信するために使用されます。
接続がCOPY_IN状態でない時に呼び出された場合、これらは失敗します。
   
	      PQputCopyData
      
     
	COPY_IN状態の間、サーバにデータを送信します。

int PQputCopyData(PGconn *conn,
                  const char *buffer,
                  int nbytes);

      
指定したbufferにあるCOPYデータをnbytes長分、サーバに送信します。
データがキューに入れられた場合、この結果は1になります。
バッファが一杯でキューに入らなかった場合はゼロになります。
（これは、接続が非ブロックモードの場合にのみ起こります。）
エラーが発生した場合は-1になります。
（戻り値が-1の場合、詳細を取り出すためにはPQerrorMessageを使用してください。
戻り値がゼロの場合は書き込み準備が整うまで待ち、再実行してください。）
      
アプリケーションはCOPYデータストリームを使いやすい大きさのバッファに分けて読み込むことができます。
送信時の読み込みバッファの境界には意味的な重要性はありません。
データストリームの内容は、COPYコマンドで想定しているデータ書式に一致している必要があります。
詳細はCOPY(7)を参照してください。
      

	      PQputCopyEnd
      
     
	COPY_IN状態の間に、サーバにデータ終了指示を送信します。

int PQputCopyEnd(PGconn *conn,
                 const char *errormsg);

      
errormsgがNULLの場合は、COPY_IN操作の終了に成功しました。
errormsgがNULLでない場合は、COPYは強制的に失敗させられました。
errormsgが指し示す文字列はエラーメッセージとして使用されます。
（しかし、このエラーメッセージが正しくサーバから返ったものであるとは仮定すべきではありません。
サーバは既に別の原因でCOPYに失敗していた可能性があります。
また、この強制的な失敗は3.0より前のプロトコルの接続を使用している場合は動作しません。）
      
終端メッセージが送信された場合は結果は1になります。
非ブロックモードでは、終端メッセージがキューに入れられたことしか意味しないかもしれません。
（非ブロックモードでデータが送信されたことを確認するには、次に書き込み準備ができるまで待ち、PQflushを呼ぶことを、それが0を返すまでくり返します。）
バッファが一杯で終端メッセージがキューに入れられなかった場合はゼロになります。
これは、接続が非ブロックモードの場合にのみ起こります。
（この場合、書き込み準備ができるまで待ち、再度PQputCopyEndを呼び出してみてください。）
ハードエラーが発生した場合は-1になります。
このとき、詳細を取得するためにPQerrorMessageを使用できます。
      
PQputCopyEndの呼び出しに成功した後、PQgetResultを呼び出してCOPYコマンドの最終的な結果状態を取り出してください。
通常の方法でこの結果が使用できるようになるまで待機しても構いません。
そして、通常の操作に戻ってください。
      




COPYデータ受信用関数



これらの関数はCOPY TO STDOUT時にデータを受信するために使用されます。
COPY_OUT状態以外の接続で呼び出すと、失敗します。
   
	      PQgetCopyData
      
     
	COPY_OUT状態時にサーバからデータを受信します。


int PQgetCopyData(PGconn *conn,
                  char **buffer,
                  int async);

      
COPY期間中、サーバから別の行データの入手を試みます。
常に1度に1つの行データが返されます。
部分的な行のみが利用可能な場合は返されません。
行データの取得に成功することは、そのデータを保持するためのメモリチャンクの割り当てを意味します。
bufferパラメータは非NULLでなければなりません。
*bufferは割り当てられたメモリへのポインタに、バッファが返されなかった場合はNULLに設定されます。
非NULLの結果バッファは、不要になったらPQfreememを使用して解放しなければなりません。
      
行の取り込みに成功した時、戻り値は行内のデータのバイト数になります。
(これは常に0より大きくなります。)
返された文字列は常にヌル終端ですが、おそらくテキストCOPYでのみ有用になるでしょう。
ゼロという結果は、COPYが進行中で、行がまだ利用できない状態であることを示します。
(asyncが真の場合にのみ発生することがあります。)
-1という結果は、COPYが完了したことを示します。
-2という結果はエラーが発生したことを示します。
(その理由についてはPQerrorMessageを参照してください。)
      
asyncが真(非0)の場合、PQgetCopyDataは入力待ちのためのブロックを行いません。
COPY実行中で完全な行を取り出せない場合PQgetCopyDataは0を返します。
(この場合、再試行の前に読み込み準備が整うまで待機してください。
PQconsumeInputを呼び出したかどうかは関係ありません。)
asyncが偽(0)の場合、PQgetCopyDataはデータが利用できるようになるまで、もしくは、操作が完了するまでブロックします。
      
PQgetCopyDataが-1を返した後、PQgetResultを呼び出して、COPYコマンドの最終結果状態を取り出してください。
通常の方法で結果が利用できるようになるまで待機しても構いません。
そして、通常の操作に戻ってください。
      




廃れたCOPY用関数



以下の関数はCOPYを取扱う、古めの手法を行います。
これらはまだ動作しますが、エラーの取扱いが貧弱であることやデータの終端を検知する方法が不便であることより使用を奨めません。
   
	      PQgetline
      
     
	改行で終端する文字列（サーバから送信されたもの）を長さlengthのバッファ用文字列に読み込みます。

int PQgetline(PGconn *conn,
              char *buffer,
              int length);

      
この関数はバッファにlength-1個までの文字をコピーし、終端の改行を1バイトのゼロに置き換えます。
PQgetlineは、入力の終端ではEOFを、行全体が読み込まれれば0を返します。
そしてまだ終端の改行が読み込まれていないうちにバッファがいっぱいになってしまった場合は1を返します。
       
アプリケーションは新しく読み込んだ行が、\.という2文字であるかどうか確認しなければいけません。
この2文字は、COPYコマンドの結果をサーバが送信し終えたことを示すものです。
アプリケーションには、仮にlength-1文字より長い行を受け取るようなことがあっても、間違いなく\.行を認識するような配慮が必要です
（また例えば長いデータの行の終端を、最終行と取り違えないようにもしてください）。
      

	      PQgetlineAsync
      
     
	COPYデータ行（サーバから送信されたもの）を、ブロッキングなしでバッファに読み込みます。

int PQgetlineAsync(PGconn *conn,
                   char *buffer,
                   int bufsize);

      
PQgetlineと似ていますが、COPYのデータを非同期的に、つまりブロッキングなしで読み出さなければならないアプリケーションで使用することができます。
COPYコマンドを発行し、そしてPGRES_COPY_OUT応答を受け取ったら、アプリケーションはデータ終了の合図を受け取るまでPQconsumeInputとPQgetlineAsyncを呼び出します。
       
PQgetlineと違い、この関数はデータ終了の検出に対して責任を持ちます。
      
PQgetlineAsyncの個々の呼び出しでは、libpqの入力バッファ内で完全な行データが利用できる場合にデータを返します。
さもなければ、行の残りが届くまでデータは返されません。
この関数は、コピーデータの終端を示す符号を認識すると-1を、また何もデータがなければ0を、そしてデータを返す場合はそのバイト数を正の値で返します。
もし-1が返されたら、呼び出し側は次にPQendcopyを呼び出さなければいけません。
それから通常の処理に戻ります。
      
返されるデータは行データの境界を越えて拡張されることはありません。
可能であれば行全体を一度に返します。
しかし呼び出し側が準備したバッファが少なすぎ、サーバから送られてくる行を保持しておくことができない場合には、分割された行データを返します。
テキストデータでは、これは最後の1バイトが\nかどうかを確認すれば検出できます。
（バイナリCOPYの場合に同様の検出を行うためには、実際にCOPYデータの書式を解析しなければなりません。）
なお、返される文字列はヌル終端ではありません。
（ヌル終端を後から付け加えるのであれば、実際に確保するバッファサイズ-1をbufsizeとして渡すようにしてください。）
      

	      PQputline
      
     
	サーバにヌル終端の文字列を送信します。
問題なければ0を返します。
文字列の送信ができなかった場合はEOFを返します。

int PQputline(PGconn *conn,
              const char *string);

      
PQputlineの呼び出しによって送信されるCOPYデータストリームは、PQgetlineAsyncで返される書式と同じ書式を持ちます。
ただし、アプリケーションは、PQputline毎に正確に1つのデータ行を送信するように強制されていません。
呼び出し毎に行の一部や複数の行を送信しても問題ありません。
      
注記
PostgreSQL™プロトコル3.0より前では、アプリケーションは、サーバに対してCOPYデータの送信を完了したことを通知するために、最終の行として\.という2文字を明示的に送信する必要がありました。
これはまだ動作します。
しかし、これは廃れたものとして、\.の特殊な意味は将来のリリースで無くなることが予想されます。
実際のデータの送信完了後にPQendcopyを呼び出すことが重要です。
       


	      PQputnbytes
      
     
	ヌル終端ではない文字列をサーバに送信します。
問題なければ0を返します。
文字列の送信ができなかった場合はEOFを返します。

int PQputnbytes(PGconn *conn,
                const char *buffer,
                int nbytes);

      
これはまさにPQputlineと同様です。
ただし、直接送信バイト数を指定するため、ヌル終端である必要がありません。
バイナリデータを送信する時はこのプロシージャを使用してください。
      

	      PQendcopy
      
     
	サーバと同期します。

int PQendcopy(PGconn *conn);

この関数はサーバがコピーを完了するのを待ちます。
この関数は、PQputlineを使ったサーバへの文字列送信が完了した時点、あるいはPGgetlineを使ったサーバからの文字列受信が完了した時点のいずれでも呼び出さなければなりません。
これを発行しないと、サーバはクライアントとの「同期がずれた」状態になってしまいます。
この関数から戻った時点で、サーバは次のSQLコマンドを受ける準備が整います。
正常に終了した場合、返り値は0です。 さもなくば、非ゼロです。
（戻り値が非ゼロの場合、PQerrorMessageを使用して詳細を取り出してください。）
      
PQgetResultを使う場合、アプリケーションはPQgetlineを繰り返し呼び出してPGRES_COPY_OUTに応答し、終端行を見つけたら続いてPQendcopyを呼び出さなければなりません。
それから、PQgetResultがヌルポインタを返すまで、PQgetResultのループに戻らなければなりません。
同じように PGRES_COPY_INは連続したPQputlineで処理し、それからPQendcopyで締めくくった後にPQgetResultのループに戻ります。
このようにすることで、一連のSQLコマンド群に含めたCOPYコマンドを確実に、また正しく実行できるはずです。
      
比較的古いアプリケーションでは、COPYをPQexecで実行し、PQendcopyの実行でトランザクションは完了する、と想定していることがよくあります。
これはコマンド文字列中のSQLがCOPYだけであった時にのみ正しく動作します。
      





評価式



評価式は、例えばSELECTコマンドの目的リストとして、INSERTやUPDATEの新しい列の値として、もしくはいくつかのコマンドの検索条件として様々な文脈の中で使われます。
評価式の結果は、テーブル式の結果（つまりテーブル）から区別するために、スカラと呼ばれることもあります。
したがって、評価式はスカラ式（またはもっと簡単に式）とも呼ばれます。
式の構文によって、基本的な部分から算術、論理、集合などの演算を使って値の計算を行うことができます。
  
評価式は下記のうちのいずれかです。

   
	定数あるいはリテラル値
     

	列の参照
     

	関数定義の本体やプリペアド文における、位置パラメータ参照
     

	添字付きの式
     

	フィールド選択式
     

	演算子の呼び出し
     

	関数呼び出し
     

	集約式
     

	      ウィンドウ関数呼び出し
     

	型キャスト
     

	照合順序(collation)式
     

	スカラ副問い合わせ
     

	配列コンストラクタ
     

	行コンストラクタ
     

	      （副式をグループ化したり優先順位を変更するのに使用される）括弧で囲まれた別の評価式
     




  
これ以外にも、式として分類されるけれども一般的な構文規約には従わない、いくつかの構成要素があります。
これらは一般的に関数あるいは演算子の意味を持ちます。
9章関数と演算子の該当部分で説明されています。
例を挙げるとIS NULL句があります。
  
「定数」で既に定数については説明しました。
続く節では残りのオプションについて説明します。
  
列の参照



列は、下記のような形式で参照することができます。

correlation.columnname

   
correlationは、テーブル名（スキーマで修飾されている場合もあります）、あるいはFROM句で定義されたテーブルの別名です。
correlationの名前と区切り用のドットは、もし列名が現在の問い合わせで使われる全てのテーブルを通して一意である場合は省略することができます。
（7章問い合わせも参照してください）。
   

位置パラメータ



位置パラメータ参照は、外部からSQL文に渡される値を示すために使用されます。
パラメータはSQL関数定義およびプリペアド問い合わせの中で使用されます。
また、クライアントライブラリの中には、SQLコマンド文字列とデータ値を分離して指定できる機能をサポートするものもあります。
この場合、パラメータは行外データ値を参照するために使用されます。
パラメータ参照の形式は以下の通りです。

$number

   
例えば、関数 dept の定義が以下のようにされたとします。


CREATE FUNCTION dept(text) RETURNS dept
    AS $$ SELECT * FROM dept WHERE name = $1 $$
    LANGUAGE SQL;


ここで$1は関数が呼び出される時に最初の関数引数の値を参照します。
   

添字



式が配列型の値となる場合、配列値の特定要素は以下のように記述することで抽出できます。

expression[subscript]

また、隣接する複数の要素（「配列の一部分」）は以下のように記述することで抽出できます。

expression[lower_subscript:upper_subscript]

（ここで大括弧[ ]は文字通りに記述してください（訳注：これはオプション部分を表す大括弧ではありません）。）
各subscriptはそれ自体が式であり、整数値を生成しなければなりません。
   
一般的には、配列expressionは括弧で括らなければなりませんが、添字を付けるそのexpressionが単なる列参照や位置パラメータであった場合、その括弧を省略することができます。
また、元の配列が多次元の場合は複数の添字を連結することができます。
以下に例を示します。


mytable.arraycolumn[4]
mytable.two_d_column[17][34]
$1[10:42]
(arrayfunction(a,b))[42]


最後の例では括弧が必要です。
配列の詳細は「配列」を参照してください。
   

フィールド選択



式が複合型（行型）の値を生成する場合、行の特定のフィールドは以下のように記述することで抽出できます。

expression.fieldname

   
一般的には、行expressionは括弧で括らなければなりません。
しかし、選択元となる式が単なるテーブル参照や位置パラメータの場合、括弧を省略することができます。
以下に例を示します。


mytable.mycolumn
$1.somecolumn
(rowfunction(a,b)).col3


（したがって、修飾された列参照は実際のところ、単なるこのフィールド選択構文の特殊な場合です。）
重要となる特殊な場合としては、複合型のテーブル列からフィールドを抽出するときです。


(compositecol).somefield
(mytable.compositecol).somefield


compositecolがテーブル名でなく列名であること、または２番目の場合のmytableがスキーマ名でなくテーブル名であることを示すため丸括弧が要求されます。
   
SELECT列のリスト(「選択リスト」参照)に.*を記述することで、複合型の全ての値を問い合わせることが可能です。

(compositecol).*

   

演算子の呼び出し



演算子の呼び出しには以下の3構文が可能です。
    
	expression operator expression （二項中置演算子）
	operator expression （単項前置演算子）
	expression operator （単項後置演算子）


ここでoperatorトークンは、「演算子」構文規則に従うもの、もしくはキーワードAND、OR、NOTのいずれか、または以下の形式の修飾された演算子名です。

OPERATOR(schema.operatorname)

具体的にどんな演算子が存在し、それが単項か二項かどうかは、システムやユーザによってどんな演算子が定義されたかに依存します。
9章関数と演算子にて、組み込み演算子について説明します。
   

関数呼び出し



関数呼び出しの構文は、関数名（スキーマ名で修飾されている場合があります）に続けてその引数を丸括弧で囲んで列挙したものです。


function_name ([expression [, expression ... ]] )

   
例えば、以下のものは2の平方根を計算します。

sqrt(2)

   
組み込み関数の一覧は9章関数と演算子にあります。
他の関数はユーザが追加できます。
   
引数には名前を任意で付与することができます。詳細は「関数呼び出し」を見て下さい。
   
注記
複合型の単一引数をとる関数はフィールド選択の構文を使っても呼び出すことができます。
反対にフィールド選択を関数形式で記述することもできます。
つまり、col(table)やtable.colのどちらを使っても良いということです。
この動作は標準SQLにはありませんが、PostgreSQL™では、これにより「計算されたフィールド」のエミュレートをする関数の利用が可能になるため、提供しています。
詳しくは「複合型を使用するSQL関数」を参照してください。
    


集約式



集約式は、問い合わせによって選択される行に対して集約関数を適用することを表現します。
集約関数は、例えば入力の合計や平均などのように、複数の入力を単一の出力値にします。
集約式の構文は下記のうちのいずれかです。


aggregate_name (expression [ , ... ] [ order_by_clause ] ) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ]
aggregate_name (ALL expression [ , ... ] [ order_by_clause ] ) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ]
aggregate_name (DISTINCT expression [ , ... ] [ order_by_clause ] ) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ]
aggregate_name ( * ) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ]
aggregate_name ( [ expression [ , ... ] ] ) WITHIN GROUP ( order_by_clause ) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ]


ここで、aggregate_nameは事前に定義された集約（スキーマ名で修飾された場合もあります）、expressionはそれ自体に集約式またはウィンドウ関数呼び出しを含まない任意の値評価式です。
省略可能なorder_by_clauseとfilter_clauseは後述します。
   
集約式の最初の構文は、それぞれの入力行に対して1回ずつ集計を呼び出します。
ALLはデフォルトなので、2つ目の形式は最初の形式と同じです。
3番目の形式は、入力行の中にある式の、全ての重複しない値（複数式では重複しない値集合）の集約を呼び出します。
4番目の形式はそれぞれの入力行に対して1回ずつ集約を呼び出します。具体的な入力値が指定されていないため、これは一般的にcount(*)集約関数でのみ役に立ちます。
最後の形式は順序集合集約関数で使われるもので、順序集合集約関数については後述します。
   
ほとんどの集約関数はNULL入力を無視するため、行内の1つ以上の式がNULLを返す行は破棄されます。
特記されていない限り、すべての組み込み集約がそのような動作になると想定して良いです。
   
例えば、count(*)は入力行の合計数を求めます。
countはNULLを無視しますので、count(f1)はf1が非NULLである入力行の数を求めます。
count(distinct f1)はf1の重複しない非NULL値の数を求めます。
   
通常、入力行は順序を指定されずに集計関数に与えられます。
多くの場合では問題になりません。たとえばminは入力順序に関係なく同一の結果を返します。
しかし一部の集約関数(array_aggおよびstring_aggなど)は入力行の順序に依存した結果を返します。
こうした集約関数を使用する際は、オプションのorder_by_clauseを使用して必要とする順序を指定できます。
order_by_clauseは、「行の並べ替え」で説明する問い合わせレベルのORDER BY句と同じ構文を取りますが、その式は常に単なる式であり、出力列名や序数とすることはできません。
以下に例を示します。

SELECT array_agg(a ORDER BY b DESC) FROM table;

   
複数の引数を取る集約関数を扱う場合、ORDER BY句はすべての集約引数の後に指定することに注意してください。
例えば、

SELECT string_agg(a, ',' ORDER BY a) FROM table;

であり、

SELECT string_agg(a ORDER BY a, ',') FROM table;  -- incorrect

ではありません。
    後者は構文的には有効なものですが、2つのORDER BYキーを持つ単一引数の集約関数の呼び出しを表しています。(2つ目のキーは定数なので役には立ちません。)
   
order_by_clauseに加えDISTINCTが指定された場合、すべてのORDER BY式が集約関数の通常の引数に一致しなければなりません。つまり、DISTINCTリストに含まれない式でソートすることはできません。
   
注記
集計関数においてDISTINCTとORDER BYの両方を指定できる機能はPostgreSQLの拡張です。
    

上記のように集約の通常の引数リストにORDER BYを置くことは、その順序が省略可能な「通常の」集約への入力行を整列する時に使います。
たいていは集約の計算がその入力行の特定の順序に関してのみ意味を持つために、order_by_clauseが必要な順序集合集約と呼ばれる集約関数の副クラスがあります。
順序集合集約の典型的な例は順位や百分位数の計算を含みます。
順序集合集約では、order_by_clauseは上の構文の最後に示したようにWITHIN GROUP (...)の中に書かれます。
order_by_clauseの式は、通常の集約の引数のように入力行1行につき一度評価され、order_by_clauseの要求に従って整列され、集約関数に入力引数として渡されます。
(非WITHIN GROUP order_by_clauseではない場合はこれとは異なり、集約関数の引数としては扱われません。)
WITHIN GROUPの前に引数の式があれば、order_by_clauseに書かれた集約引数と区別するために直接引数と呼ばれます。
通常の集約引数とは異なり、直接引数は集約の呼び出しの時に一度だけ評価され、入力行1行に一度ではありません。
これは、変数がGROUP BYによりグループ化された場合にのみ、その変数を含むことが可能であることを意味します。この制限は直接引数が集約式の中に全くない場合と同じです。
直接引数は、典型的には1度の集約計算で1つの値だけが意味がある百分位数のようなもので使われます。
直接引数のリストは空でも構いません。この場合、(*)ではなく()と書いてください。
(PostgreSQL™は実際にどちらの綴りも受け付けますが、後者だけが標準SQLに準拠しています。)
順序集合集約の例は以下の通りです。


SELECT percentile_disc(0.5) WITHIN GROUP (ORDER BY income) FROM households;
 percentile_disc
-----------------
           50489


これは、テーブルhouseholdsからincome列の50番目の百分位数、すなわち中央値を得ます。
ここで0.5は直接引数です。百分位数が行毎に変化する値であったら意味がありません。
   
FILTERが指定されていれば、filter_clauseが真と評価した入力行のみがウィンドウ関数に渡されます。それ以外の行は破棄されます。
例えば、

SELECT
    count(*) AS unfiltered,
    count(*) FILTER (WHERE i < 5) AS filtered
FROM generate_series(1,10) AS s(i);
 unfiltered | filtered
------------+----------
         10 |        4
(1 row)

   
定義済みの集約関数は「集約関数」で説明されています。
ユーザは他の集約関数を追加することができます。
   
集約式は、SELECTコマンドの結果リストもしくはHAVING句内でのみ記述することができます。
WHEREなどの他の句では許されません。
これらの句は集計結果が形成される前に論理的に評価されるためです。
   
集約式が副問い合わせ（「スカラ副問い合わせ」と「副問い合わせ式」を参照）内に現れた場合、通常、集約は副問い合わせの行全体に対して評価されます。
しかし、その集約の引数(と、もしあればfilter_clause)が上位レベルの変数のみを持つ場合は例外です。
その場合、集約は最も近い外側のレベルに属し、その問い合わせの行全体に対して評価されます。
全体として、その集約式は、その後、その集約を含む副問い合わせでは外部参照となり、その副問い合わせにおける評価に対しては定数として動作します。
結果リストもしくはHAVING句にのみ現れるという制約は、その集約が属する問い合わせレベルに関連して適用されます。
   

ウィンドウ関数呼び出し



ウィンドウ関数呼び出しは、問い合わせにより選択された行のある部分に渡って集約のような機能を実現することを表します。
通常の集約関数呼び出しと異なり、これは選択された行を1つの行にグループ化することに束縛されず、各行は別途問い合わせ出力に残ります。
しかしウィンドウ関数は、ウィンドウ関数呼び出しのグループ化指定（PARTITION BYリスト）に従った、現在の行のグループの一部となる行をすべてスキャンすることができます。
ウィンドウ関数呼び出しの構文は以下のいずれかです。


function_name ([expression [, expression ... ]]) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ] OVER window_name
function_name ([expression [, expression ... ]]) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ] OVER ( window_definition )
function_name ( * ) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ] OVER window_name
function_name ( * ) [ FILTER ( WHERE filter_clause ) ] OVER ( window_definition )

ここで、window_definitionは以下の構文になります。

[ existing_window_name ]
[ PARTITION BY expression [, ...] ]
[ ORDER BY expression [ ASC | DESC | USING operator ] [ NULLS { FIRST | LAST } ] [, ...] ]
[ frame_clause ]

オプションのframe_clauseは次の中の１つです。

{ RANGE | ROWS } frame_start
{ RANGE | ROWS } BETWEEN frame_start AND frame_end

ここでframe_startおよびframe_endは以下のいずれかです。

UNBOUNDED PRECEDING
value PRECEDING
CURRENT ROW
value FOLLOWING
UNBOUNDED FOLLOWING

   
ここで、expressionはそれ自身ウィンドウ関数呼び出しを含まない任意の値式を表わします。
   
window_nameは、問い合わせのWINDOW句で定義された名前付きウィンドウ仕様への参照です。
あるいはまた、完全なwindow_definitionをWINDOW句で定義された名前付きウィンドウと同じ構文を使って丸括弧の中に書くことができます。
詳細はSELECT(7)マニュアルページを見てください。
OVER wnameはOVER (wname)とは厳密には等価ではないことを指摘しておくのは価値のあることでしょう。
後者はウィンドウ定義をコピーしたり修正したりすることを示唆しており、参照されるウィンドウ仕様がフレーム句を含む場合には拒絶されます。
   
PARTITION BYオプションは問い合わせの行をパーティションに纏め、パーティションはウィンドウ関数により別々に処理されます。
PARTITION BYは、その式が常に式であって出力列名や番号ではないという点を除いて、問い合わせレベルのGROUP BY句と同様に動作します。
PARTITION BYがなければ、問い合わせで生じる行すべてが一つのパーティションとして扱われます。
ORDER BYオプションはパーティションの行がウィンドウ関数により処理される順序を決定します。
問い合わせレベルのORDER BY句と同様に動作しますが、やはり出力列名や番号は使えません。
ORDER BYがなければ、行は不定の順序で処理されます。
   
frame_clauseは、パーティション全体ではなくフレーム上で作動するウィンドウ関数に対して、ウィンドウフレームを構成する行の集合を指定します。
ウィンドウフレームは現在のパーティションの部分集合になります。
フレームはRANGEモードでもROWSモードでも指定できます。
どちらの場合でもframe_startからframe_endまでです。
frame_endを省略した場合のデフォルトはCURRENT ROWです。
   
frame_startがUNBOUNDED PRECEDINGであるのはフレームがパーティションの最初の行から始まること意味し、同様に、frame_endがUNBOUNDED FOLLOWINGであるのはフレームがパーティションの最後の行で終わること意味します。
   
RANGEモードでは、frame_startがCURRENT ROWであるのは、フレームが現在行の最初のピア行（ORDER BYが現在行と同じ順序とみなす行）から始まることを意味し、一方、frame_endがCURRENT ROWであるのはフレームが現在行の最後の同等なORDER BYピア行で終わることを意味します。
ROWSモードでは、CURRENT ROWは単に現在行を意味します。
   
value PRECEDINGとvalue FOLLOWINGの形式は、現在のところROWSモードでのみ許可されています。
これは、フレームの開始もしくは終了点となる現在行の前や後に、指定数の行があることを意味します。
valueは一切の変数、集計関数、あるいはウィンドウ関数を含まない整数式でなければなりません。
またNULLや負数も許可されませんが、現在行を選択することになる0は指定可能です。
   
デフォルトのフレーム化オプションはRANGE UNBOUNDED PRECEDINGで、RANGE BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND CURRENT ROWと同じです。
ORDER BYがあると、フレームはパーティションの開始から現在行の最後のORDER BYピア行までのすべての行になります。
ORDER BYが無い場合は、すべての行が現在行のピアとなるので、パーティションのすべての行がウィンドウフレームに含まれます。
   
制限は、frame_startをUNBOUNDED FOLLOWINGとすることができない点、frame_endをUNBOUNDED PRECEDINGとすることができない点、およびframe_endの選択は上のリストの中でframe_startの選択より先に記述することができない点です。例えば、RANGE BETWEEN CURRENT ROW AND value PRECEDINGは許されません。
   
FILTERが指定されていれば、filter_clauseが真と評価した入力行のみがウィンドウ関数に渡されます。それ以外の行は破棄されます。
集約ウィンドウ関数だけがFILTER句を受け付けます。
   
組み込みウィンドウ関数は表9.56「汎用ウィンドウ関数」に記載されています。その他のウィンドウ関数をユーザが追加することが可能です。
また、全ての組み込み、またはユーザ定義の通常の集約関数もウィンドウ関数として使用できます。
しかしながら、順序集合集約は現在のところウィンドウ関数として使用できません。
   
*を使用した構文は、例えばcount(*) OVER (PARTITION BY x ORDER BY y)のように、パラメータのない集約関数をウィンドウ関数として呼び出すために使用されます。
アスタリスク(*)は習慣的に非集約ウィンドウ関数には使われません。通常の集約関数と異なり、集約ウィンドウ関数は、関数引数リストの中でDISTINCTやORDER BYが使われることを許可しません。
   
ウィンドウ関数呼び出しは問い合わせのSELECTリストとORDER BY句の中でのみ許可されます。
   
更なるウィンドウ関数についての情報は「ウィンドウ関数」、「ウィンドウ関数」、「ウィンドウ関数処理」にあります。
   

型キャスト



型キャストは、あるデータ型から他のデータ型への変換を指定します。
PostgreSQL™は型キャストに2つの等価な構文を受け付けます。

CAST ( expression AS type )
expression::type

CAST構文はSQLに準拠したものです。
::を使用する構文は、PostgreSQL™で伝統的に使用されている方法です。
   
キャストが既知の型の評価式に適用された場合、それは実行時型変換を表します。
このキャストは、適切な型変換操作が定義されている場合のみ成功します。
「他の型の定数」で示すように、これと定数のキャストの使用との微妙な違いに注意してください。
修飾されていない文字列リテラルに対するキャストは、リテラル定数値の初期に割り当てられる型を表します。
ですから、これは（文字列リテラル定数の内容がそのデータ型の入力構文で受け付けられるのであれば）全ての型で成功します。
   
評価式が生成しなければならない型に曖昧さがない場合（例えばテーブル列への代入時など）、明示的な型キャストは通常は省略することができます。
その場合、システムは自動的に型キャストを適用します。
しかし、自動キャストは、システムカタログに「暗黙的に適用しても問題なし」と示されている場合にのみ実行されます。
その他のキャストは明示的なキャスト構文で呼び出す必要があります。
この制限は、知らないうちに変換が実行されてしまうことを防ぐためのものです。
   
また、関数のような構文を使用して型キャストを指定することもできます。

typename ( expression )

しかし、これはその型の名前が関数の名前としても有効な場合にのみ動作します。
例えば、double precision はこの方式で使用できませんが、同等のfloat8は使用できます。
また、interval、time、timestampという名前は、構文が衝突するため、二重引用符で括った場合にのみこの方式で使用できます。
このように、この関数のようなキャスト構文は一貫性がなくなりがちですので、おそらくアプリケーションでは使用すべきではありません
   
注記
この関数のような構文は、実際には単なる関数呼び出しです。
2つの標準的なキャスト構文のうちの1つが実行時変換で使用されると、この構文は登録済みの関数を内部的に呼び出して変換を実行します。
慣習的に、これらの変換関数は自身の出力型と同じ名前を持ち、これにより、「関数のような構文」は背後にある変換用関数を直接呼び出す以上のことを行いません。
移植性を持つアプリケーションが依存すべきものでないことは明確です。
詳細についてはCREATE CAST(7)を参照してください。
    


照合順序式



COLLATE句は式の照合順序規則を上書きします。
適用するため次の様に式の後に追記します。

expr COLLATE collation

    
ここでcollationは識別子で、スキーマ修飾可能です。
COLLATE句は演算子よりも結合優先度が高いです。
必要に応じて括弧で囲うことができます。
   
もし照合順序が何も指定されなければ、データベースシステムは式にある列から照合順序を取得します。もし列に関する照合順序が式になければ、データベースのデフォルトの照合順序を使います。
   
COLLATE句の主な使われ方が２つあります。
１つはORDER BY句での並び替え順序を上書きをするもので、例えば次のようにします。

SELECT a, b, c FROM tbl WHERE ... ORDER BY a COLLATE "C";

もう一つは、計算結果がロケールに依存する関数や演算子の呼び出しについて、照合順序を上書きするもので、例えば次のようにします。

SELECT * FROM tbl WHERE a > 'foo' COLLATE "C";

とします。後者の場合、COLLATE句が、処理対象と想定している入力演算子の引数に対して付与されることに注意してください。演算子や関数の呼び出しのどの引数に対してCOLLATE句が付与されるかは問題ではありません。演算子や関数により適用される照合順序は対象となる全ての引数を考慮して引き出され、そして明示的に指定されたCOLLATE句がその他の全ての引数に対しての照合順序を上書きするからです。(しかし、複数の引数に対して一致しないCOLLATE句の付与はエラーとなります。詳細は「照合サポート」を参照してください)。このため、前述の例と同じ結果を次の様にして取得することができます。

SELECT * FROM tbl WHERE a COLLATE "C" > 'foo';

ただし、次の例はエラーになります。

SELECT * FROM tbl WHERE (a > 'foo') COLLATE "C";

>演算子の結果に対して照合順序を適用しようとしますが、>演算子は照合不可能なデータ型であるbooleanとなるからです。
   

スカラ副問い合わせ



スカラ副問い合わせは、正確に1行1列を返す、括弧内の通常のSELECT問い合わせです
（問い合わせの記述方法については7章問い合わせを参照してください）。
そのSELECT問い合わせは実行され、返される単一の値はその値の前後の評価式で使用されます。
1行を超える行や1列を超える列がスカラ副問い合わせ用の問い合わせとして使用された場合はエラーになります
（しかし、ある実行時に、副問い合わせが行を返さない場合はエラーとはなりません。
そのスカラ結果はNULLとして扱われます）。
副問い合わせは、その周りの問い合わせ内の値を参照することができます。
その値は副問い合わせの評価時には定数として扱われます。
副問い合わせに関する他の式については「副問い合わせ式」も参照してください。
   
例えば、以下は各州の最大都市の人口を検索します。

SELECT name, (SELECT max(pop) FROM cities WHERE cities.state = states.name)
    FROM states;

   

配列コンストラクタ



配列コンストラクタは、メンバー要素に対する値を用いて配列値を構築する式です。
単純な配列コンストラクタの構成は、ARRAYキーワード、左大括弧[、（カンマで区切った）配列要素値用の式のリストで、最後に右大括弧]です。
以下に例を示します。

SELECT ARRAY[1,2,3+4];
  array
---------
 {1,2,7}
(1 row)

    デフォルトで配列要素型は、メンバ式の型と同じで、UNIONやCASE構文と同じ規則を使用して決定されます
（「UNION、CASEおよび関連する構文」を参照してください）。これを明示的に配列コンストラクタを希望する型にキャストすることで書き換えることができます。例をあげます。

SELECT ARRAY[1,2,22.7]::integer[];
  array
----------
 {1,2,23}
(1 row)

これはそれぞれの式を配列要素の型に個別にキャストするのと同じ効果があります。
キャストについてより多くは「型キャスト」を参照してください。
   
多次元配列値は、配列コンストラクタを入れ子にすることで構築できます。
内側のコンストラクタではARRAYキーワードは省略可能です。
例えば、以下は同じ結果になります。


SELECT ARRAY[ARRAY[1,2], ARRAY[3,4]];
     array
---------------
 {{1,2},{3,4}}
(1 row)

SELECT ARRAY[[1,2],[3,4]];
     array
---------------
 {{1,2},{3,4}}
(1 row)


多次元配列は長方形配列でなければなりませんので、同一レベルの内部コンストラクタは同一次元の副配列を生成しなければなりません。外部ARRAYコンストラクタに適用される全てのキャストは自動的に全ての内部コンストラクタに伝播します。
  
多次元配列コンストラクタの要素は、副ARRAY構文だけでなく、適切な種類の配列を生成するものをとることができます。
以下に例を示します。

CREATE TABLE arr(f1 int[], f2 int[]);

INSERT INTO arr VALUES (ARRAY[[1,2],[3,4]], ARRAY[[5,6],[7,8]]);

SELECT ARRAY[f1, f2, '{{9,10},{11,12}}'::int[]] FROM arr;
                     array
------------------------------------------------
 {{{1,2},{3,4}},{{5,6},{7,8}},{{9,10},{11,12}}}
(1 row)

  
空配列を構築できますが、型を所有しない配列を持つことは不可能なので、空配列を望まれる型に明示的にキャストしなければなりません。例をあげます。

SELECT ARRAY[]::integer[];
 array
-------
 {}
(1 row)

  
また、副問い合わせの結果から配列を構成することも可能です。
この形式の場合、配列コンストラクタはARRAYキーワードの後に括弧（大括弧ではない）で括られた副問い合わせとして記述されます。
以下に例を示します。

SELECT ARRAY(SELECT oid FROM pg_proc WHERE proname LIKE 'bytea%');
                                 array
-----------------------------------------------------------------------
 {2011,1954,1948,1952,1951,1244,1950,2005,1949,1953,2006,31,2412,2413}
(1 row)

SELECT ARRAY(SELECT ARRAY[i, i*2] FROM generate_series(1,5) AS a(i));
              array
----------------------------------
 {{1,2},{2,4},{3,6},{4,8},{5,10}}
(1 row)

副問い合わせは単一の列を返さなければなりません。
副問い合わせの出力列が非配列型であれば、その結果である一次元配列は、副問い合わせの出力列と一致する型を要素型とした、副問い合わせの結果内の各行を要素として持ちます。
副問い合わせの出力列が配列型であれば、その結果は、同じ型で1つ次元の高い配列になります。この場合、副問い合わせの列はすべて同じ次元の配列とならなければなりません。そうでないと結果が長方形になりません。
  
ARRAYで構築された配列値の添字は、常に1から始まります。
配列についての詳細は「配列」を参照してください。
  

行コンストラクタ



行コンストラクタは、そのメンバフィールドに対する値を用いて行値（複合値とも呼ばれます）を構築する式です。
行コンストラクタは、ROWキーワード、左括弧、行のフィールド値用の0個以上の式（カンマ区切り）、最後に右括弧からなります。
以下に例を示します。

SELECT ROW(1,2.5,'this is a test');

ROWキーワードは、2つ以上の式がリスト内にある場合は省略することができます。
   
行コンストラクタにはrowvalue.*構文を含めることができます。
これは、SELECTリストの最上位レベルで.*構文が使用された時とまったく同様に、行値の要素の列挙に展開されます。
たとえば、テーブルtがf1列とf2列を持つ場合、以下は同一です。

SELECT ROW(t.*, 42) FROM t;
SELECT ROW(t.f1, t.f2, 42) FROM t;

   
注記
PostgreSQL™ 8.2より前では、.*構文は展開されませんでした。
ROW(t.*, 42)と記述すると、1つ目のフィールドにもう一つの行値を持つ、2つのフィールドからなる行が作成されました。
たいていの場合、新しい動作はより使いやすくなっています。
入れ子状の行値という古い動作が必要であれば、内側の行値には.*を使用せずに、たとえばROW(t, 42)と記述してください。
    

デフォルトでは、ROW式により作成される値は匿名レコード型になります。
必要に応じて、名前付きの複合型、つまりテーブルの行型あるいはCREATE TYPE ASで作成された複合型にキャストすることができます。
曖昧性を防止するために明示的なキャストが必要となることもあります。
以下に例を示します。

CREATE TABLE mytable(f1 int, f2 float, f3 text);

CREATE FUNCTION getf1(mytable) RETURNS int AS 'SELECT $1.f1' LANGUAGE SQL;

-- getf1()が1つしか存在しないためキャスト不要。
SELECT getf1(ROW(1,2.5,'this is a test'));
 getf1
-------
     1
(1 row)

CREATE TYPE myrowtype AS (f1 int, f2 text, f3 numeric);

CREATE FUNCTION getf1(myrowtype) RETURNS int AS 'SELECT $1.f1' LANGUAGE SQL;

-- ここでは、どの関数を呼び出すのかを示すためにキャストが必要。
SELECT getf1(ROW(1,2.5,'this is a test'));
ERROR:  function getf1(record) is not unique

SELECT getf1(ROW(1,2.5,'this is a test')::mytable);
 getf1
-------
     1
(1 row)

SELECT getf1(CAST(ROW(11,'this is a test',2.5) AS myrowtype));
 getf1
-------
    11
(1 row)

  
行コンストラクタは、複合型のテーブル列に格納する複合型の値を構築するため、あるいは複合型のパラメータを受け付ける関数に渡すために使用することができます。
また、以下の例のように、2つの行値を比較することも、IS NULLもしくはIS NOT NULLで行を検査することも可能です。

SELECT ROW(1,2.5,'this is a test') = ROW(1, 3, 'not the same');
SELECT ROW(table.*) IS NULL FROM table;  -- すべてがNULLの行を検出します。

詳細は「行と配列の比較」を参照してください。
行コンストラクタは、「副問い合わせ式」で説明するように、副問い合わせと一緒に使用することもできます。
  

式の評価規則



副式の評価の順序は定義されていません。
特に演算子や関数の入力は、必ずしも左から右などの決まった順序で評価されるわけではありません。
   
さらに、その式の一部を評価しただけで式の結果を決定できる場合には、他の副式がまったく評価されないこともあります。
例えば、

SELECT true OR somefunc();

では、（おそらく）somefunc()は呼び出されないでしょう。
以下の場合も同様です。

SELECT somefunc() OR true;

これは一部のプログラミング言語に見られる、ブーリアン演算子での左から右への「短絡評価」とは異なることに注意してください。
   
そのため、副次作用がある関数を複雑な式の一部として使用することは推奨されません。
特に、WHERE句およびHAVING句で副次作用や評価順に依存するのは危険です。
これらの句は、実行計画を作成する過程で頻繁に再処理されるからです。
これらの句のブール式（AND/OR/NOTの組み合わせ）は、ブール代数の規則で許されるあらゆる方式で再編成される可能性があります。
   
評価の順序を強制することが重要であれば、CASE構文（「条件式」を参照）を使用できます。
例えば、次の式はWHERE句で0除算を避ける方法としては信頼性の低いものです。

SELECT ... WHERE x > 0 AND y/x > 1.5;

しかし、次のようにすれば安全です。

SELECT ... WHERE CASE WHEN x > 0 THEN y/x > 1.5 ELSE false END;

このような方法で使用されるCASE構文は最適化を妨げるものなので、必要な場合にのみ使用してください。
（特に、この例では、y > 1.5*xと代わりに記述することが問題を回避するより優れた方法です。）
   
しかしながら、CASEはそのような問題に対する万能薬ではありません。
上で示したような方法の限界の1つは、定数副式が早く評価されるのを防げないことです。
「関数の変動性分類」に記すように、IMMUTABLEと印をつけられた関数と演算子は、実行される時ではなく問い合わせが計画される時に評価されるかもしれません。
そのため、例えば

SELECT CASE WHEN x > 0 THEN x ELSE 1/0 END FROM tab;

は、たとえテーブルのすべての行がx > 0であり、実行時にはELSE節に決して入らないとしても、プランナが定数副式を単純化しようとするためにゼロによる除算での失敗という結果に終わるでしょう。
   
この特別な例は馬鹿げたものに見えるかもしれませんが、定数を含むことが明らかではない関連する場合が関数の中で実行される問い合わせで起こり得ます。関数の引数とローカル変数は計画する目的のために定数として問い合わせに入れられることがあるからです。
例えば、PL/pgSQL関数の中では、IF-THEN-ELSE文を使って危険な計算を保護する方がCASE式の中で入れ子にするよりもずっと安全です。
   
同種の別の限界は、その中に含まれる集約式の評価をCASEが防げないことです。なぜなら、SELECTリストやHAVING句の別の式が考慮される前に、集約式が計算されるからです。
例えば、以下の問い合わせは対策を施しているように見えるにも関わらずゼロ除算エラーになり得ます。

SELECT CASE WHEN min(employees) > 0
            THEN avg(expenses / employees)
       END
    FROM departments;

min()とavg()集約は入力行すべてに対して同時に計算されますので、もしemployeesがゼロになる行があれば、min()の結果が検査される機会の前にゼロ除算エラーが起こります。
代わりに、まずは問題のある入力行が集約関数に渡されないようにするためにWHEREまたはFILTER句を使ってください。
   


libpqプログラムの構築



libpqを使用するプログラムの構築(つまり、コンパイルとリンク)を行うためには、以下をすべて実施する必要があります。

   
	libpq-fe.hヘッダファイルをインクルードします。

#include <libpq-fe.h>

これを忘れると、通常コンパイラから以下のようなエラーメッセージが発生します。

foo.c: In function `main':
foo.c:34: `PGconn' undeclared (first use in this function)
foo.c:35: `PGresult' undeclared (first use in this function)
foo.c:54: `CONNECTION_BAD' undeclared (first use in this function)
foo.c:68: `PGRES_COMMAND_OK' undeclared (first use in this function)
foo.c:95: `PGRES_TUPLES_OK' undeclared (first use in this function)

     

	コンパイラに-Idirectoryオプションを付与することで、コンパイラにPostgreSQL™ヘッダファイルをインストールしたディレクトリを通知します。
（デフォルトでこのディレクトリを検索するコンパイラもあります。
その場合はこのオプションを省くことができます。）
例えば、以下のようなコンパイルコマンドになります。

cc -c -I/usr/local/pgsql/include testprog.c

Makefileを使用しているのであれば、CPPFLAGS変数にこのオプションを追加してください。

CPPFLAGS += -I/usr/local/pgsql/include

     
他のユーザがそのプログラムをコンパイルする可能性がある場合は、上のようにディレクトリの場所を直接書き込むべきではありません。
その代わりにpg_configユーティリティを実行して、各システムにおけるヘッダファイルの在処を検索させることができます。

$ pg_config --includedir
/usr/local/include

     
もしも、pkg-configがインストールされている場合、代わりとして以下を実行します。

$ pkg-config --cflags libpq
-I/usr/local/include

これは既にパスの最前部で-Iが含まれていることに注意してください。
     
正確なオプションを指定できなかった結果、コンパイラは以下のようなエラーメッセージを生成します。

testlibpq.c:8:22: libpq-fe.h: No such file or directory

     

	最終的なプログラムのリンク時、-lpqオプションを指定して、libpqライブラリを組み込んでください。
同時に-Ldirectoryオプションを指定して、コンパイラにlibpqライブラリの在処を通知してください。
（繰り返しますが、コンパイラはデフォルトでいくつかのディレクトリを検索します。）
移植性を最大にするために、-lpqオプションの前に-Lを記述してください。
以下に例を示します。

cc -o testprog testprog1.o testprog2.o -L/usr/local/pgsql/lib -lpq

     
同様にpg_configを使用してライブラリのあるディレクトリを見つけることもできます。

$ pg_config --libdir
/usr/local/pgsql/lib

     
さもなくば、この場合もやはりpkg-configを使用します。

$ pkg-config --libs libpq
-L/usr/local/pgsql/lib -lpq

重ねて、これはパスのみならず全てのオプションを表示することに注意してください。
     
この部分で問題があった場合のエラーメッセージは以下のようなものになります。

testlibpq.o: In function `main':
testlibpq.o(.text+0x60): undefined reference to `PQsetdbLogin'
testlibpq.o(.text+0x71): undefined reference to `PQstatus'
testlibpq.o(.text+0xa4): undefined reference to `PQerrorMessage'

これは-lpqの付け忘れを示します。

/usr/bin/ld: cannot find -lpq

これは-Lの付け忘れ、あるいは、ディレクトリ指定の間違いを示します。
     




  


名前
CREATE VIEW — 新しいビューを定義する

概要
CREATE [ OR REPLACE ] [ TEMP | TEMPORARY ] [ RECURSIVE ] VIEW name [ ( column_name [, ...] ) ]
    [ WITH ( view_option_name [= view_option_value] [, ... ] ) ]
    AS query
    [ WITH [ CASCADED | LOCAL ] CHECK OPTION ]

説明
CREATE VIEWは問い合わせによるビューを定義します。
ビューは物理的な実体として存在するものではありません。
その代わり、問い合わせでビューが参照される度に、指定された問い合わせが実行されます。
  
CREATE OR REPLACE VIEWも同様の働きをしますが、
このコマンドでは、同じ名前のビューが既に存在している場合、そのビューを置き換えます。
新しい問い合わせは、既存のビュー問い合わせが生成する列と同じ列(つまり、同じ順序の同じデータ型の同じ列名)を生成しなければなりません。
しかし、そのリストの最後に列を追加しても構いません。
出力列を生成する計算をまったく異なるものにしても構いません。
  
スキーマ名が付けられている場合（例えば、CREATE VIEW myschema.myview ...）、ビューは指定されたスキーマに作成されます。
スキーマ名がなければ、そのビューは現在のスキーマに作成されます。
一時ビューは特別なスキーマに作成されます。
そのため、一時ビューを作成する時にはスキーマ名を付けることはできません。
ビュー名は、同じスキーマ内の他のビュー、テーブル、シーケンス、インデックス、外部テーブルとは異なる名前である必要があります。
  

パラメータ
	TEMPORARYまたはTEMP
	これが指定された場合、ビューは一時ビューとして作成されます。
現在のセッションが終わった時、一時ビューは自動的に削除されます。
一時ビューが存在する間、現在のセッションでは、これと同じ名前の永続リレーションはスキーマ修飾した名前で参照していない限り不可視です。
     
ビューで参照されるテーブルの一部が一時テーブルであった場合、（TEMPORARYの指定があってもなくても）ビューは一時ビューとして作成されます。
     

	RECURSIVE
	再帰的ビューを作成します。

CREATE RECURSIVE VIEW name (columns) AS SELECT ...;

という構文は

CREATE VIEW name AS WITH RECURSIVE name (columns) AS (SELECT ...) SELECT columns FROM name;

と同等です。
再帰的ビューではビューの列リストを指定する必要があります。
     

	name
	作成するビューの名前です（スキーマ修飾名も可）。
     

	column_name
	ビューの列名として使用する名前のリストで、省略可能です。省略された場合、問い合わせに由来する名前が使用されます。
     

	WITH ( view_option_name [= view_option_value] [, ... ] )
	この句はビュー用のオプションのパラメータを指定します。
以下のパラメータがサポートされています。

      
	check_option (string)
	このパラメータはlocalかcascadedのいずれかで、WITH [ CASCADED | LOCAL ] CHECK OPTIONを指定するのと同じです(以下を参照)。
このオプションは、既存のビューについてALTER VIEW(7)を使って変更することができます。
         

	security_barrier (boolean)
	行単位セキュリティを提供することを意図したビューでは、これを有効にしなければなりません。
詳細については「ルールと権限」を参照してください。
         




     

	query
	ビューの列と行を生成するSELECT(7)またはVALUES(7)コマンドです。
     

	WITH [ CASCADED | LOCAL ] CHECK OPTION
      
      
    
	このオプションは、自動的に更新可能なビューの動作を制御します。
このオプションが指定された場合、ビューに対するINSERTおよびUPDATEコマンドでは、新しい行がビュー定義の条件を満たすことが検査されます(つまり、新しい行がビューで見ることができるかどうか、検査されます)。
条件を満たさない場合、更新は拒絶されます。
CHECK OPTIONが指定されない場合、ビューに対するINSERTおよびUPDATEコマンドは、ビューで見ることができない行を作ることができます。
以下のcheck optionがサポートされます。

      
	LOCAL
	新しい行は、そのビュー自体に直接定義されている条件に対してのみ検査されます。
ビューが基にするビューについて定義されている条件は、(それらもCHECK OPTIONを指定しているのでなければ)検査されません。
         

	CASCADED
	新しい行は、そのビュー、およびそれが基にするすべてのビューの条件に対して検査されます。
CHECK OPTIONが指定され、LOCALもCASCADEDも指定されていないときは、CASCADEDが指定されたとみなされます。
         




     
CHECK OPTIONはRECURSIVEなビューで使うことはできません。
     
CHECK OPTIONは、自動更新可能で、かつINSTEAD OFトリガーもINSTEADルールもないビューについてのみサポートされていることに注意してください。
自動更新可能ビューがINSTEAD OFトリガーのあるビューに基づいて定義されている場合、LOCAL CHECK OPTIONを使って自動更新可能ビューの条件を検査することはできますが、INSTEAD OFトリガーを持つ基のビューの条件は検査されません(cascaded check optionはトリガーで更新されるビューにまでは伝わらず、またトリガーで更新可能なビューに直接定義されたcheck optionは無視されます)。
ビューあるいはその基となるリレーションにINSTEADルールがあり、INSERTあるいはUPDATEの書き換えが生じる場合、その書き換えられたクエリでは(INSTEADルールのあるリレーションに基づく自動更新可能ビューのものも含めて)すべてのcheck optionが無視されます。
     




注釈
ビューを削除するには、DROP VIEW(7)文を使用してください。

   
ビューの列の名前と型は指定通りに割り当てられることに注意してください。
例えば、次のコマンドを見てください。

CREATE VIEW vista AS SELECT 'Hello World';

この例は、次の2点から好ましくありません。
まず、列の名前がデフォルトの?column?になります。さらに、列のデータ型もデフォルトのunknownになってしまいます。
ビューの結果として文字リテラルを返したい場合は、次のように指定してください。

CREATE VIEW vista AS SELECT text 'Hello World' AS hello;

   
ビューが参照するテーブルにアクセスできるかどうかは、ビューの所有者の権限で決定されます。
これは、場合によっては、背後のテーブルに対する安全で制限されたアクセスを提供します。
しかしすべてのビューが不正な改変に対して安全ではありません。
「ルールと権限」を参照してください。
ビュー内で実行される関数については、ビューを使用した問い合わせにおいて、その関数が直接呼び出された場合と同様に扱われます。
したがって、ビューを使用するユーザには、ビュー内で使用される全ての関数を呼び出す権限が必要です。
   
CREATE OR REPLACE VIEWが既存のビューに対して使用されると、ビューを定義するSELECTルールのみが変更されます。
所有者、権限、SELECT以外のルールなど他のビューの属性はそのまま変更されません。
置き換えるためにはビューの所有者（所有ロールのメンバである場合も含む）でなければなりません。
   
更新可能ビュー
簡単なビューは自動更新可能になります。
システムは、ビューに対するINSERT、UPDATE、DELETE文を通常のテーブルの場合と同じ方法で使用できるようにします。
以下の条件のすべてを満たす場合に、ビューは自動更新可能になります。

    
	ビューのFROMリストには正確に１つだけの項目を持たなければならず、それはテーブルまたは他の更新可能ビューでなければなりません。
      

	ビューの定義の最上位レベルにおいてWITH、DISTINCT、GROUP BY、HAVING、LIMIT、OFFSETを含めてはなりません。
      

	ビューの定義の最上位レベルにおいて集合操作（UNION、INTERSECT、EXCEPT）を含めてはなりません。
      

	ビューの選択リストに、集約関数、ウィンドウ関数、集合を返す関数を含めてはなりません。
      




   
自動更新可能ビューでは、更新可能な列と更新不可能な列を混在させることができます。
基になるリレーションの更新可能な列を単純に参照する列は更新可能です。
そうでなければ列は更新不可能で、INSERTあるいはUPDATE文でその列に値を設定しようとしたらエラーが発生します。
   
ビューが自動更新可能であれば、システムはビューに対するINSERT、UPDATEまたはDELETE文を基となるベースリレーションへの対応する文に変換します。
ON CONFLICT UPDATE句を持つINSERT文は完全にサポートされます。
   
自動更新可能ビューがWHERE条件を持つ場合、
ベースリレーションのどの行をビューに対するUPDATE、DELETE文により変更可能かをその条件が制限します。
しかしUPDATEによる行の変更の結果WHEREを満たさなくなり、その結果、ビューからは参照することができなくなることがあります。
同様にINSERTコマンドはWHERE条件を満たさず、そのためビューを通して参照することができない行をベースリレーションに挿入する可能性があります（ON CONFLICT UPDATEはビューを通して見えない既存の行に同様に影響を及ぼすかもしれません）。
CHECK OPTIONはINSERTやUPDATEがビューで見ることができない行を作るのを防ぐために使うことができます。
   
自動更新可能ビューがsecurity_barrier属性を持つ場合、ビューのすべてのWHERE条件(およびLEAKPROOFの演算子を使ったすべての条件)が、必ず、ビューのユーザが追加した条件より前に評価されます。
詳細は「ルールと権限」を参照してください。
このため、最終的には(ユーザのWHERE条件を満たさないために)戻されない行もロックされてしまう場合があることに注意してください。
EXPLAINを使って、リレーションのレベルでどの条件が使われ(その結果、行をロックしない)、どの条件が使われないかを調べることができます。
   
これらの条件をすべて満たさないより複雑なビューはデフォルトで読み取り専用です。
システムはビューに対する挿入、更新、削除を許可しません。
ビューに対するINSTEAD OFトリガを作成することで、更新可能ビューの効果を得ることができます。
このトリガはビューに対する挿入試行などを他のテーブルに対する適切な操作に変換するものでなければなりません。
詳細についてはCREATE TRIGGER(7)を参照してください。
他にもルールを作成する（CREATE RULE(7)参照）ことでも実現できますが、実際にはトリガの方が理解しやすく正しく使用するのが容易です。
   
ビューに対する挿入、更新、削除を行うユーザは、ビューに対して対応する挿入、更新、削除権限を持たなければなりません。
さらにビューの所有者は基となるベースリレーションに対する適切な権限を持たなければなりません。
しかし、更新を行うユーザは基となるベースリレーションに対する権限をまったく必要としません（「ルールと権限」参照）。
   


例
全てのコメディ映画（Comedy films）からなるビューを作成します。


CREATE VIEW comedies AS
    SELECT *
    FROM films
    WHERE kind = 'Comedy';

これはビューを作成した時点でfilmテーブル内にある列を持つビューを作成します。
ビューを作成するために*が使用されていますが、その後にテーブルに追加された列はビューには含まれません。
  
LOCAL CHECK OPTIONを使ってビューを作成します。


CREATE VIEW universal_comedies AS
    SELECT *
    FROM comedies
    WHERE classification = 'U'
    WITH LOCAL CHECK OPTION;

これはcomediesビューに基づくビューを作成し、kind = 'Comedy'かつclassification = 'U'である映画だけを表示します。
このビューでの行のINSERTやUPDATEは、classification = 'U'でなければ拒絶されますが、映画のkindは検査されません。
  
CASCADED CHECK OPTIONでビューを作成します。


CREATE VIEW pg_comedies AS
    SELECT *
    FROM comedies
    WHERE classification = 'PG'
    WITH CASCADED CHECK OPTION;

これは新しい行についてkindとclassificationの両方を検査するビューを作成します。
  
更新可能な列と更新不可能な列が混在するビューを作成します。


CREATE VIEW comedies AS
    SELECT f.*,
           country_code_to_name(f.country_code) AS country,
           (SELECT avg(r.rating)
            FROM user_ratings r
            WHERE r.film_id = f.id) AS avg_rating
    FROM films f
    WHERE f.kind = 'Comedy';

このビューはINSERT、UPDATE、DELETEをサポートします。
filmsテーブルからのすべての列は更新可能ですが、計算される列countryとavg_ratingは更新できません。
  
1から100までの数からなる再帰的ビューを作成します。

CREATE RECURSIVE VIEW nums_1_100 (n) AS
    VALUES (1)
UNION ALL
    SELECT n+1 FROM nums_1_100 WHERE n < 100;

互換性
CREATE OR REPLACE VIEWはPostgreSQL™の言語拡張です。
一時ビューという概念も言語拡張です。
同様にWITH ( ... )句も拡張です。
  

関連項目
ALTER VIEW(7), DROP VIEW(7), CREATE MATERIALIZED VIEW(7)

sql_languages



sql_languagesテーブルには、PostgreSQL™でサポートされる、各SQL言語バインディングに対して1行が含まれます。
PostgreSQL™は直接的SQLとC言語による埋め込みSQLをサポートします。
これがこのテーブルから理解できるすべてです。
  
このテーブルはSQL標準 SQL:2008から削除されたので、SQL:2003以降の標準を参照するエントリはありません。
  
表35.43 sql_languagesの列
	名前	データ型	説明
	sql_language_source	character_data	言語定義のソースの名前です。
常に標準SQLを表すISO 9075です。
      
	sql_language_year	character_data	sql_language_source で参照される標準が承認された年です。
      
	sql_language_conformance	character_data	言語バインディングの標準準拠レベルです。
ISO 9075:2003では、これは常にCOREです。
      
	sql_language_integrity	character_data	常にNULLです（この値は標準SQLの初期のバージョンでは重要です）。
	sql_language_implementation	character_data	常にNULLです。
	sql_language_binding_style	character_data	DIRECTもしくはEMBEDDEDのいずれかの言語バインディング様式です。
      
	sql_language_programming_language	character_data	バインディング様式がEMBEDDEDの場合はプログラミング言語です。
さもなくばNULLです。
PostgreSQL™ではC言語のみをサポートします。
      




インデックス拡張機能へのインタフェース



これまでのところでは、新しい型や新しい関数、および新しい演算子をどの様に定義するかについて説明してきました。
しかしながら、新しい型の列に対するインデックスをまだ作成することができません。
このためには、新しいデータ型に対する演算子クラスを定義する必要があります。
本節では、複素数を値の絶対値の昇順にソートし格納するB-treeインデックスメソッドを使った新しい演算子クラスについての実行例を用いて、演算子クラスの概念を説明します。
  
演算子クラスを演算子族にまとめ、意味的に互換性を持つクラス間の関係を表すことができます。
1つのデータ型のみが含まれる場合、演算子クラスで十分です。
そこでまずこうした状況に注目し、その後で演算子族に戻ります。
  
インデックスメソッドと演算子クラス



pg_amテーブルには各インデックスメソッド（内部ではアクセスメソッドとして知られています）に対して1つの行が含まれています。
テーブルへの通常のアクセスのサポートはPostgreSQL™に組み込まれていますが、すべてのインデックスメソッドは、pg_amで記述されています。
必要なコードを書いた後、pg_amに行を作成することによって、新しいインデックスアクセスメソッドを追加することができます。
しかし、この方法についての説明は本章での範囲を超えています（59章インデックスアクセスメソッドのインタフェース定義を参照してください）。
  
インデックスメソッドのルーチンには、直接的にインデックスメソッドが演算するデータ型の情報は何も与えられていません。
代わりに、演算子クラスが、特定のデータ型の操作においてインデックスメソッドを使用する必要がある演算の集合を識別します。

演算子クラスという名前の由来は、それらが指定するものの1つにインデックスで使用できる（つまり、インデックススキャン条件に変換できる）WHERE句演算子の集合があるからです。
また、演算子クラスは、インデックスメソッドの内部演算で必要な、しかしインデックスで使用できるWHERE句演算子には直接的には対応しない、サポートプロシージャをいくつか指定することができます。
  
同じ入力データ型およびインデックスメソッドに対して複数の演算子クラスを定義することが可能です。
これにより、1つのデータ型に対して、複数のインデックス付けセマンティックの集合を定義することができます。
例えば、B-treeインデックスでは、処理するデータ型ごとにソート順を定義する必要があります。
複素数データ型では、複素数の絶対値によりデータをソートするB-tree演算子クラスと、実部の数値によりソートするB-tree演算子クラスを持つといった方法は、有用かもしれません。
通常は演算子クラスの1つが一般的に最も有用であると判断され、そのデータ型およびインデックスメソッドに対するデフォルトの演算子クラスとして設定されます。
  
複数の異なるインデックスメソッドに、同一の演算子クラス名を使用することができます（例えば、B-treeとハッシュインデックスメソッドは、両方ともint4_opsという名前の演算子クラスを持つことができます）。
ただし、そのような各クラスは独立した実体であり、別々に定義される必要があります。
  

インデックスメソッドのストラテジ



演算子クラスに関連付けられている演算子は、「ストラテジ番号」により識別されます。
「ストラテジ番号」は、演算子クラスのコンテキスト内における各演算子のセマンティクスを識別するためのものです。
例えば、B-treeの場合、キーが小さい方から大きい方へ厳密に並んでいなければなりません。
したがって、B-treeに関しては、「より小さい」および「以上」のような演算子は興味深いと言えます。
PostgreSQL™ではユーザが演算子を定義できるため、PostgreSQL™は演算子の名前（例えば<や>=）を見つけても、その演算子がどのような比較を行うかを判断することはできません。
その代わり、インデックスメソッドは「ストラテジ」の集合を定義します。
「ストラテジ」は汎用演算子と考えることができます。
各演算子クラスは、特定のデータ型およびインデックスセマンティックスの解釈において、実際のどの演算子が各ストラテジに対応しているかを指定します。
  
表36.2「B-treeストラテジ」に示すように、B-treeインデックスメソッドではストラテジを5つ定義します。
  
表36.2 B-treeストラテジ
	演算	ストラテジ番号
	小なり	1
	以下	2
	等しい	3
	以上	4
	大なり	5



ハッシュインデックスは等価性のみをサポートします。
したがって、表36.3「ハッシュストラテジ」に示すように、ストラテジを1つのみ定義します。

  
表36.3 ハッシュストラテジ
	演算	ストラテジ番号
	等しい	1



GiSTインデックスはより柔軟です。
固定のストラテジの集合をまったく持ちません。
代わりに、特定のGiST演算子クラスの「consistent」サポートルーチンが、ストラテジ番号が何を意味するかを解釈します。
例として、2次元幾何オブジェクトをインデックス付けし、「R-tree」ストラテジを提供する組み込みのGiSTインデックス演算子クラスのいくつかを表36.4「GiSTによる2次元の「R-tree」ストラテジ」に示します。
この内4個は2次元に対する（重複、合同、包含、被包含）試験です。
残りの内4個はX方向のみに対する、残り4個はY方向のみに対する同一の試験を提供します。
  
表36.4 GiSTによる2次元の「R-tree」ストラテジ
	演算	ストラテジ番号
	完全に左側	1
	右側にはみ出さない	2
	重なる	3
	左側にはみ出さない	4
	完全に右側	5
	同じ	6
	含む	7
	含まれる	8
	上側にはみ出さない	9
	完全に下側	10
	完全に上側	11
	下側にはみ出さない	12



SP-GiSTインデックスは柔軟性という点でGiSTと似ており、固定のストラテジ群を持ちません。
その代わりに、各演算子クラスのサポートルーチンが演算子クラスの定義に従ってストラテジ番号を解釈します。
例として、点に対する組み込みの演算子クラスで使用されるストラテジ番号を表36.5「SP-GiSTの点に関するストラテジ」に示します。
  
表36.5 SP-GiSTの点に関するストラテジ
	演算	ストラテジ番号
	厳密に左側	1
	厳密に右側	5
	同一	6
	包含される	8
	厳密に下	10
	厳密に上	11



GINインデックスは、いずれも固定のストラテジ群を持たないという点で、GiSTおよびSP-GiSTインデックスと似ています。
その代わりに、各演算子クラスのサポートルーチンが演算子クラスの定義に従ってストラテジ番号を解釈します。
例として、配列に対する組み込みの演算子クラスで使用されるストラテジ番号を表36.6「GIN 配列のストラテジ」に示します。
  
表36.6 GIN 配列のストラテジ
	演算	ストラテジ番号
	重複	1
	包含	2
	包含される	3
	等しい	4



BRINインデックスは、いずれも固定のストラテジ群を持たないという点で、GiST、SP-GiSTおよびGINインデックスと似ています。
その代わりに、各演算子クラスのサポートルーチンが演算子クラスの定義に従ってストラテジ番号を解釈します。
例として、組み込みのMinmax演算子クラスで使用されるストラテジ番号を表36.7「BRIN Minmaxストラテジ」に示します。
  
表36.7 BRIN Minmaxストラテジ
	演算	ストラテジ番号
	小なり	1
	以下	2
	等しい	3
	以上	4
	大なり	5



上記の演算子はすべて論理値を返すことに注意してください。
実際、インデックスで使用されるためにWHEREの最上位レベルで現れなければなりませんので、インデックスメソッド検索演算子として定義された、すべての演算子の戻り値の型はbooleanでなければなりません。
（一部のインデックスアクセスメソッドは、通常論理型の値を返さない順序付け演算子もサポートします。
この機能については「順序付け演算子」で説明します。）
  

インデックスメソッドのサポートルーチン



ストラテジは通常、システムがインデックスを使う方法を判断するために十分な情報ではありません。
実際には、インデックスメソッドが動作するためには、さらにサポートルーチンを必要とします。
例えばB-treeインデックスメソッドは、2つのキーを比較し、より大きいのか、等しいのか、より小さいのかを決定できなければなりません。
同様に、ハッシュインデックスは、キー値のハッシュコードを計算できなければなりません。
これらの操作はSQLコマンドの条件内で使用される演算子とは対応しません。
これらはインデックスメソッドで内部的に使用される管理用ルーチンです。
  
ストラテジと同じように、演算子クラスにより、与えられたデータ型およびセマンティックス解釈に対して、どの特定の関数がこれらの各役割を果たすべきであるかが識別されます。
インデックスメソッドは必要な関数の集合を定義し、演算子クラスは、これらをインデックスメソッドで指定された「サポート関数番号」に代入することによって、使用すべき正しい関数を識別します。
  
表36.8「B-treeサポート関数」に示すように、B-treeでは１つのサポート関数が必須ですが、演算子クラス作成者のオプションとして提供されるもう１つのサポート関数を持つことができます。
  
表36.8 B-treeサポート関数
	関数	サポート番号
	2つのキーを比較し、最初のキーが2番目のキーより小さいか、等しいか、大きいかを示す、0未満、0、もしくは0より大きい整数を返します。
       	1
	utils/sortsupport.hに記載した、C言語から呼び出し可能なソートサポート関数のアドレスを返します(省略可能)。
       	2



表36.9「ハッシュサポート関数」に示すように、ハッシュインデックスでは単一のサポート関数が必要です。
  
表36.9 ハッシュサポート関数
	関数	サポート番号
	キーのハッシュ値を計算	1



表36.10「GiSTサポート関数」に示すように、GiSTインデックスには9つのサポート関数があり、また、そのうち２つは省略可能です。
(詳細については61章GiSTインデックスを参照してください。)
  
表36.10 GiSTサポート関数
	関数	説明	サポート番号
	consistent	キーが問い合わせ条件を満たすかどうかを決定します。	1
	union	キー集合の和集合を計算します。	2
	compress	キーまたはインデックス付けされる値の圧縮表現を計算します。	3
	decompress	圧縮されたキーを伸張した表現を計算します。	4
	penalty	指定された副ツリーキーを持つ副ツリーに新しいキーを挿入する時のペナルティを計算します。	5
	picksplit	ページのどのエントリを新しいページに移動させるかを決定し、結果ページ用の統合キーを計算します。	6
	equal	2つのキーを比較し、等しければ真を返します。	7
	distance	キーと問い合わせ値との間の距離を決定します（省略可能）。
       	8
	fetch	インデックスオンリースキャンのために圧縮されたキーの元の表現を計算します（省略可能）。
       	9



表36.11「SP-GiSTサポート関数」に示すように、SP-GiSTインデックスでは５つのサポート関数が必要です。
(詳細については62章SP-GiSTインデックスを参照してください。)
  
表36.11 SP-GiSTサポート関数
	関数	説明	サポート番号
	config	演算子クラスに関する基本情報を提供します。	1
	choose	新しい値を内部タプルに挿入する方法を決定します。	2
	picksplit	値集合を分割する方法を決定します。	3
	inner_consistent	ある問い合わせでサブパーティションの検索が必要かどうか決定します。	4
	leaf_consistent	キーが問い合わせ修飾子を満たすかどうか決定します。	5



表36.12「GINサポート関数」に示すように、GINインデックスには、6つのサポート関数があり、また、そのうち３つは省略可能です。
(詳細については63章GINインデックスを参照してください。)
  
表36.12 GINサポート関数
	関数	説明	サポート番号
	compare	2つのキーを比較し、0未満、0、0より大きな整数を返します。
それぞれ最初のキーの方が大きい、等しい、小さいを示します。
       	1
	extractValue	インデックス付けされる値からキーを抽出します。	2
	extractQuery	問い合わせ条件からキーを抽出します。	3
	consistent	問い合わせ条件に一致する値かどうかを決定します(2値の亜種)。
(サポート関数6があれば、省略可能)
       	4
	comparePartial	問い合わせからの部分キーとインデックスからのキーを比較し、それぞれ、GINがこのインデックス項目を無視しなければならないか、一致する項目として扱わなければならないか、インデックススキャンを中止しなければならないかを示す、ゼロより小さい、ゼロ、ゼロより大きい整数値のいずれかを返します(省略可能)。
       	5
	triConsistent	問い合わせ条件に一致する値かどうかを決定します(3値の亜種)。
(サポート関数4があれば、省略可能)
       	6



表36.13「BRINサポート関数」に示すようにBRINインデックスには、4つの基本サポート関数があります。この基本関数は追加のサポート関数の提供を要求するかもしれません。
(詳細については「拡張性」を参照してください。)
  
表36.13 BRINサポート関数
	関数	説明	サポート番号
	opcInfo	インデックスが貼られた列の要約データを記述する内部情報を返します
       	1
	add_value	既存のサマリーインデックスタプルに新しい値を足します	2
	consistent	値が問い合わせ条件に一致するかどうかを決めます	3
	union	2つのサマリータプルの結合を計算します
       	4



検索演算子と異なり、サポート関数は特定のインデックスメソッドが想定するデータ型、例えばB-tree用の比較関数の場合、符号付き整数を返します。
同様に各サポート関数に渡す引数の数と型はインデックスメソッドに依存します。
B-treeとハッシュでは、比較関数とハッシュ処理サポート関数はその演算子クラスに含まれる演算子と同じ入力データ型を取りますが、GIN、SP-GiST、GiST、およびBRINサポート関数のほとんどはそうではありません。
  

例



ここまでで概念について説明してきました。
ここで、新しい演算子クラスを作成する有用な例を紹介します。
（この例を作業できるように、ソース配布物内のsrc/tutorial/complex.cとsrc/tutorial/complex.sqlにコピーがあります。）
この演算子クラスは、複素数をその絶対値による順番でソートする演算子をカプセル化します。
ですので、その名前にcomplex_abs_opsを選びました。
最初に演算子の集合が必要になります。
演算子を定義する処理は「ユーザ定義の演算子」で説明しました。
B-tree上の演算子クラスでは、以下の演算子が必要です。

   
	絶対値による、小なり（ストラテジ1）
	絶対値による、以下（ストラテジ2）
	絶対値による、等しい（ストラテジ3）
	絶対値による、以上（ストラテジ4）
	絶対値による、大なり（ストラテジ5）



  
比較演算子の関連する集合を定義する時にエラーの発生を最小にする方法は、まず、B-tree比較サポート関数を作成し、その後に、他の関数をサポート関数に対する1行のラッパとして作成することです。
これにより、境界となる条件で一貫性のない結果を得る確率が減少します。
この手法に従って、まず以下を作成します。


#define Mag(c)  ((c)->x*(c)->x + (c)->y*(c)->y)

static int
complex_abs_cmp_internal(Complex *a, Complex *b)
{
    double      amag = Mag(a),
                bmag = Mag(b);

    if (amag < bmag)
        return -1;
    if (amag > bmag)
        return 1;
    return 0;
}


これで、小なり関数は以下のようになります。


PG_FUNCTION_INFO_V1(complex_abs_lt);

Datum
complex_abs_lt(PG_FUNCTION_ARGS)
{
    Complex    *a = (Complex *) PG_GETARG_POINTER(0);
    Complex    *b = (Complex *) PG_GETARG_POINTER(1);

    PG_RETURN_BOOL(complex_abs_cmp_internal(a, b) < 0);
}


他の4関数での違いは、内部関数の結果とゼロとをどのように比べるかだけです。
  
次に、関数と、この関数に基づく演算子をSQLで宣言します。


CREATE FUNCTION complex_abs_lt(complex, complex) RETURNS bool
    AS 'filename', 'complex_abs_lt'
    LANGUAGE C IMMUTABLE STRICT;

CREATE OPERATOR < (
   leftarg = complex, rightarg = complex, procedure = complex_abs_lt,
   commutator = > , negator = >= ,
   restrict = scalarltsel, join = scalarltjoinsel
);

正しく交代演算子と否定演算子を指定する他、適切な制限選択性関数と結合関数を指定することが重要です。
さもないと、オプティマイザはインデックスを効率的に使用することができません。
小なり、等価、大なりの場合に異なる選択性関数を使用しなければならないことに注意してください。
  
他にも注意すべきことがここで発生します。

  
	例えば、complex型を両オペランドに取る=という名前の演算子を1つしか作成できません。
この場合、complex用の他の=演算子を持てません。
しかし、実際にデータ型を作成しているとしたら、おそらく、複素数の（絶対値の等価性ではない）通常の等価性演算を行う=を欲するでしょう。
この場合、complex_abs_eq用の演算子名に別の名前を使用しなければなりません。
    

	PostgreSQL™では異なる引数のデータ型であれば同じSQL名の演算子を使うことができますが、Cでは1つの名前で1つのグローバル関数が使えるだけです。
ですから、C関数はabs_eqのような単純な名前にするべきではありません。
通常は、他のデータ型の関数と衝突しないように、C関数名にデータ型名を入れておくことを勧めます。
    

	abs_eq関数のSQL名は、PostgreSQL™が引数のデータ型によって同じ名前を持つ他のSQL関数から区別してくれることを期待して作ることができます。
ここでは例を簡単にするために、関数にCレベルとSQLレベルで同じ名前を与えています。
    




  
次のステップは、B-treeに必要なサポートルーチンの登録です。
これを実装するCコードは、演算子関数と同じファイルに入っています。
以下は、関数をどのように宣言するかを示します。


CREATE FUNCTION complex_abs_cmp(complex, complex)
    RETURNS integer
    AS 'filename'
    LANGUAGE C IMMUTABLE STRICT;

  
これまでで、必要な演算子およびサポートルーチンを持つようになりました。
最後に演算子クラスを作成することができます。


CREATE OPERATOR CLASS complex_abs_ops
    DEFAULT FOR TYPE complex USING btree AS
        OPERATOR        1       < ,
        OPERATOR        2       <= ,
        OPERATOR        3       = ,
        OPERATOR        4       >= ,
        OPERATOR        5       > ,
        FUNCTION        1       complex_abs_cmp(complex, complex);

  
これで終わりです！
これでcomplex列にB-treeインデックスを作って使用することが可能になったはずです。
  
以下のように、演算子エントリをより冗長に記述することができます。

        OPERATOR        1       < (complex, complex) ,

しかし、演算子が、演算子クラスの定義と同一のデータ型を取る場合、このような記述をする必要はありません。
  
上記の例は、ユーザがこの新しい演算子クラスをcomplexデータ型のデフォルトのB-tree演算子クラスにしようとしていると仮定しています。
このようにしない場合、DEFAULTという単語を取り除いてください。
  

演算子クラスと演算子族



これまでは暗黙的に、演算子クラスは1つのデータ型のみを扱うものと仮定してきました。
確かに特定のインデックス列にはたった1つのデータ型しかあり得ませんが、異なるデータ型の値とインデックス列の比較を行うインデックス操作はよく役に立ちます。
また、演算子クラスと関連したデータ型を跨る演算子を使用できる場合、他のデータ型は独自の関連した演算子クラスを持つことがよくあります。
SQL問い合わせを最適化する際にプランナを補助することができますので、関連したクラスを明示的に関連付けることは（どのように動作するかに関する知識をプランナは多く持ちますので、特にB-tree演算子クラスで）有用です。

  
こうした要望に応えるためにPostgreSQL™は演算子族という概念を使用します。
演算子族は1つ以上の演算子クラスから構成されます。
また、演算子族全体に属するが、演算子族内の個々のクラスには属さないインデックス可能演算子や対応するサポート関数を含めることもできます。
こうした演算子や関数を、特定のクラスに束縛されていないことから、演算子族内で「自由」であると呼びます。
通常、各演算子クラスは1つのデータ型演算子を持ちますが、データ型を跨る演算子は演算子族内で自由になります。
  
演算子族内の演算子と関数はすべて、意味的な互換性を持たなければなりません。
この互換性についての必要条件はインデックスメソッドによって設定されます。
このため、演算子族の特定の部分集合を演算子クラスとして選び出す方法に疑問を持つかもしれません。
実際多くの目的では、クラスの分類は不適切で、演算子族が唯一の興味深いグループ化です。
演算子クラスを定義する理由は、どれだけ多くの演算子族が何らかのインデックスをサポートするために必要かを指定することです。
ある演算子クラスを使用するインデックスが存在する場合、演算子クラスはそのインデックスを削除しない限り削除することができません。
しかし、演算子族の他の部分、すなわち、他の演算子クラスや自由な演算子を削除することができます。
したがって、演算子クラスは、特定のデータ型に対するインデックスを操作する上で理論上必要となる最少の演算子と関数の集合を含むように指定すべきです。
そして、関連するが基本的なものではない演算子を演算子族の自由なメンバとして追加することができます。
  
例えばPostgreSQL™にはinteger_opsという組み込みのB-tree演算子族があります。
ここにはbigint (int8)、integer (int4)、smallint (int2)型の列上へのインデックスにそれぞれ対応したint8_ops、int4_ops、int2_opsという演算子クラスが含まれています。
また、上記の型の内任意の2つの型を比較できるように、この演算子族にはデータ型を跨る比較演算子も含まれます。
このため、上記の型のいずれかに対するインデックスを他の型の値との比較の際に使用することができます。
この演算子族は以下の定義により多重化されています。


CREATE OPERATOR FAMILY integer_ops USING btree;

CREATE OPERATOR CLASS int8_ops
DEFAULT FOR TYPE int8 USING btree FAMILY integer_ops AS
  -- 標準int8比較
  OPERATOR 1 < ,
  OPERATOR 2 <= ,
  OPERATOR 3 = ,
  OPERATOR 4 >= ,
  OPERATOR 5 > ,
  FUNCTION 1 btint8cmp(int8, int8) ,
  FUNCTION 2 btint8sortsupport(internal) ;

CREATE OPERATOR CLASS int4_ops
DEFAULT FOR TYPE int4 USING btree FAMILY integer_ops AS
  -- 標準int4比較
  OPERATOR 1 < ,
  OPERATOR 2 <= ,
  OPERATOR 3 = ,
  OPERATOR 4 >= ,
  OPERATOR 5 > ,
  FUNCTION 1 btint4cmp(int4, int4) ,
  FUNCTION 2 btint4sortsupport(internal) ;

CREATE OPERATOR CLASS int2_ops
DEFAULT FOR TYPE int2 USING btree FAMILY integer_ops AS
  -- 標準int2比較
  OPERATOR 1 < ,
  OPERATOR 2 <= ,
  OPERATOR 3 = ,
  OPERATOR 4 >= ,
  OPERATOR 5 > ,
  FUNCTION 1 btint2cmp(int2, int2) ,
  FUNCTION 2 btint2sortsupport(internal) ;

ALTER OPERATOR FAMILY integer_ops USING btree ADD
  -- 型を跨ぐ比較 int8対int2
  OPERATOR 1 < (int8, int2) ,
  OPERATOR 2 <= (int8, int2) ,
  OPERATOR 3 = (int8, int2) ,
  OPERATOR 4 >= (int8, int2) ,
  OPERATOR 5 > (int8, int2) ,
  FUNCTION 1 btint82cmp(int8, int2) ,

  -- 型を跨ぐ比較 int8対int4
  OPERATOR 1 < (int8, int4) ,
  OPERATOR 2 <= (int8, int4) ,
  OPERATOR 3 = (int8, int4) ,
  OPERATOR 4 >= (int8, int4) ,
  OPERATOR 5 > (int8, int4) ,
  FUNCTION 1 btint84cmp(int8, int4) ,

  -- 型を跨ぐ比較 int4対int2
  OPERATOR 1 < (int4, int2) ,
  OPERATOR 2 <= (int4, int2) ,
  OPERATOR 3 = (int4, int2) ,
  OPERATOR 4 >= (int4, int2) ,
  OPERATOR 5 > (int4, int2) ,
  FUNCTION 1 btint42cmp(int4, int2) ,

  -- 型を跨ぐ比較 int4対int8
  OPERATOR 1 < (int4, int8) ,
  OPERATOR 2 <= (int4, int8) ,
  OPERATOR 3 = (int4, int8) ,
  OPERATOR 4 >= (int4, int8) ,
  OPERATOR 5 > (int4, int8) ,
  FUNCTION 1 btint48cmp(int4, int8) ,

  -- 型を跨ぐ比較 int2対int8
  OPERATOR 1 < (int2, int8) ,
  OPERATOR 2 <= (int2, int8) ,
  OPERATOR 3 = (int2, int8) ,
  OPERATOR 4 >= (int2, int8) ,
  OPERATOR 5 > (int2, int8) ,
  FUNCTION 1 btint28cmp(int2, int8) ,

  -- 型を跨ぐ比較 int2対int4
  OPERATOR 1 < (int2, int4) ,
  OPERATOR 2 <= (int2, int4) ,
  OPERATOR 3 = (int2, int4) ,
  OPERATOR 4 >= (int2, int4) ,
  OPERATOR 5 > (int2, int4) ,
  FUNCTION 1 btint24cmp(int2, int4) ;


 この定義は演算子ストラテジ関数番号とサポート関数番号を「上書き」していることに注意してください。
各番号は演算子族内で複数回現れます。
特定番号のインスタンスがそれぞれ異なる入力データ型を持つ限り、これは許されます。
入力型の両方が演算子クラスの入力型と同じインスタンスは、演算子クラスの主演算子および主サポート関数であり、ほとんどの場合、演算子族の自由メンバではなく演算子クラスの一部として宣言しなければなりません。
  
B-tree演算子族では、演算子族内のすべての演算子はソート互換、つまり、演算子族でサポートされるデータ型すべてに渡って推移規則、「A = BかつB = CならばA = C」および「A < BかつB < CならばA < C」を維持しなければなりません。
さらに、演算子族内で表現される型の間の暗黙的キャストとバイナリキャストは、関連するソート順序を変更してはいけません。
演算子族内の各演算子では、演算子と同じデータ型の2つのデータ型を取るサポート関数が存在しなければなりません。
演算子族を完結させること、つまり、データ型の組み合わせそれぞれに対する演算子をすべて含めることを推奨します。
各演算子クラスは、自身のデータ型に対してデータ型を跨らない演算子とサポート関数だけを含めなければなりません。
  
複数データ型のハッシュ演算子族を構築するには、演算子族でサポートされるデータ型それぞれに対する互換性を持つハッシュサポート関数を作成しなければなりません。
ここで、互換性とは、関数がその演算子族の等価性演算子で等価であるとみなされる任意の2つの値では同一のハッシュコードが生成されることを保証することを意味します。
通常、型が異なる物理表現を持つ場合、これを実現することは困難ですが、実現可能な場合もあります。
さらに、暗黙的またはバイナリ変換により、ある演算子族で表現されるデータ型から同じ演算子族で表現されるデータ型に値をキャストしても、計算されたハッシュ値を変更してはいけません。
データ型1つに対してサポート関数が1つしか存在しないことに注意してください。
等価性演算子ごとに１つではありません。
演算子族を完結させること、つまり、データ型の組み合わせそれぞれに対する等価性演算子をすべて含めることを推奨します。
各演算子クラスは、自身のデータ型に対してデータ型を跨らない演算子とサポート関数だけを含めなければなりません。
  
GiST、SP-GiST、GINインデックスではデータ型を跨る操作についての明示的な記法はありません。
サポートされる演算子群は単に指定演算子クラスの主サポート関数が扱うことができるものです。
  
BRINでは、要求は演算子クラスを提供するフレームワークに依存します。
minmaxに基づく演算子クラスに対しては、求められる振る舞いはB-tree演算子クラスに対するものと同じです。族内のすべての演算子はソート互換でなければならず、キャストは関連するソート順序を変更してはいけません。
  
注記
PostgreSQL™8.3より前のバージョンでは演算子族という概念はありませんでした。
そのため、インデックスで使用する予定のデータ型を跨る演算子はすべて、インデックスの演算子クラスに結びつけなければなりませんでした。
この手法もまだ使用できますが、インデックスの依存性を広げる点、および、両データ型が同一演算子族内で演算子を持つ場合、プランナがデータ型を跨った比較をより効率的に扱うことができる点より、廃止予定です。
   


システムの演算子クラスに対する依存性



PostgreSQL™は演算子クラスを、単にインデックスで使用できるかどうかだけではなく、多くの方式で演算子の性質を推定するために使用します。
したがって、データ型の列をインデックス付けするつもりがなくても、演算子クラスを作成した方が良い可能性があります。
  
具体的には、ORDER BYやDISTINCTなど、値の比較とソートを必要とするSQL機能があります。
ユーザ定義のデータ型に対してこの機能を実装するために、PostgreSQL™はそのデータ型用のデフォルトのB-tree演算子クラスを検索します。
この演算子クラスの「等価判定」メンバが、GROUP BYやDISTINCT用の値の等価性についてのシステムの意向を定義し、この演算子クラスによって強制されるソート順序が、デフォルトのORDER BY順序を定義します。
  
また、ユーザ定義型の配列の比較は、デフォルトのB-tree演算子クラスによって定義されるセマンティックに依存します。
  
データ型用のデフォルトのB-tree演算子クラスが存在しないと、システムはデフォルトのハッシュ演算子クラスを検索します。
しかし、この種類の演算子クラスは等価性のみを提供しますので、実際にこれは、配列等価性のサポートだけに対して十分です。
  
データ型用のデフォルトの演算子クラスが存在しない場合に、こうしたSQL機能をデータ型に使用しようとすると、「順序付け演算子を識別できなかった」といったエラーとなります。
  
注記
PostgreSQL™バージョン7.4より前まででは、ソートやグループ化演算は暗黙的に=、<、>という名前の演算子を使用していました。
この新しい、デフォルトの演算子クラスに依存する振舞いによって、特定の名前を持つ演算子の振舞いについて何らかの仮定を立てることを防止しています。

    

他の重要な点として、ハッシュ演算子族内に現れる演算子がハッシュ結合、ハッシュ集約、関連する最適化の候補となることがあります。
使用するハッシュ関数を識別するため、ここでのハッシュ演算子族は基本的なものです。

  

順序付け演算子



一部のインデックスアクセスメソッド（現時点ではGiSTのみ）は順序付け演算子という概念をサポートします。
これまで説明してきたものは検索演算子でした。
検索演算子は、WHERE indexed_column operator constantを満たすすべての行を見つけるために、インデックスを検索可能にするためのものです。
一致した行がどの順序で返されるかについては保証がないことに注意してください。
反対に、順序付け演算子は返すことができる行集合を限定しませんが、その順序を決定します。
順序付け演算子は、ORDER BY indexed_column operator constantで表される順序で行を返すために、インデックスをスキャン可能にするためのものです。
このように順序付け演算子を定義する理由は、その演算子が距離を測るものであれば最近傍検索をサポートすることです。
例えば以下のような問い合わせを考えます。

SELECT * FROM places ORDER BY location <-> point '(101,456)' LIMIT 10;

これは指定した対象地点に最も近い10地点を見つけ出します。
<->は順序付け演算子ですので、location列上のGiSTインデックスは、これを効率的に行うことができます。
  
検索演算子が論理値結果を返さなければなりませんが、順序付け演算子は普通、距離を表す浮動小数点や数値型など、何らかの他の型を返します。
この型は通常、インデックス対象のデータ型と同じにはなりません。
異なるデータ型の動作についての固定化された前提を防ぐために、順序付け演算子の定義では、結果データ型のソート順序を指定するB-tree演算子族の名前を必要とします。
前節で述べたように、B-tree演算子族はPostgreSQL™の順序付け記法を定義します。
ですのでこれは自然な表現です。
pointに対する<->演算子はfloat8を返しますので、演算子クラスを作成するコマンド内で以下のように指定します。


OPERATOR 15    <-> (point, point) FOR ORDER BY float_ops

ここでfloat_opsは、float8に対する操作を含んだ組み込みの演算子族です。
この宣言は、インデックスが<->演算子の値が増加する方向で行を返すことができることを表しています。
  

演算子クラスの特殊な機能



演算子クラスには、まだ説明していない2つの特殊な機能があります。
説明していない主な理由は、最もよく使用するインデックスメソッドでは、これらがあまり有用ではないためです。
  
通常、演算子を演算子クラス（または演算子族）のメンバとして宣言すると、インデックスメソッドでその演算子を使用して、WHERE条件を満たす行の集合を正確に抽出することができます。
以下に例を示します。

SELECT * FROM table WHERE integer_column < 4;

この式は、整数列にB-treeインデックスを使用することにより、正確に満たすことができます。
しかし、一致する行へ厳密ではなくとも導く手段としてインデックスが有用である場合があります。
例えば、GiSTインデックスで、幾何オブジェクトの外接矩形のみを格納したとします。
その結果、多角形のような長方形でないオブジェクトとの重なりをテストするWHERE条件は正確に満たすことができません。
もっとも、このインデックスを使用して、対象オブジェクトの外接矩形に重なる外接矩形を持つオブジェクトを検索し、さらに、検索されたオブジェクトのみに対して正確に重なるかどうかをテストすることはできます。
この筋書きを適用する場合、インデックスは演算子に対して「非可逆」と言われます。
非可逆インデックス検索は、ある行が問い合わせ条件を実際に満足するかしないかの時にrecheckフラグを返すインデックスメソッドを持つことで実装されます。
コアシステムは、そこで有効なマッチとして行が返されるか否かを確認するために、抽出された行に対して元の問い合わせ条件を検査します。
この手法はインデックスがすべての必要な行を返すことが保証された上で、元の演算子呼び出しを実行することによって除外することができる、いくつか余分な行を返す可能性がある場合に動作します。
非可逆検索を提供するインデックス方式（現時点ではGiST、SP-GiSTおよびGIN）は個々の演算子クラスのサポート関数がrecheckフラグを設定することを許可します。
このためこれは原則的に演算子クラスの機能です。
  
再度、多角形のような複雑なオブジェクトの外接矩形のみをインデックスに格納している状況を考えてみてください。
この場合、インデックスエントリに多角形全体を格納するのは、それほど有用なことではありません。
単に、より単純なbox型のオブジェクトを格納した方が良いかもしれません。
このような状況は、CREATE OPERATOR CLASSのSTORAGEオプションによって表現することができます。
例えば、以下のように記述します。


CREATE OPERATOR CLASS polygon_ops
    DEFAULT FOR TYPE polygon USING gist AS
        ...
        STORAGE box;


現時点では、GiST、GINおよびBRINインデックスメソッドが、列のデータ型と異なるSTORAGE型をサポートしています。
STORAGEが使用された場合、GiSTのcompressおよびdecompressサポートルーチンは、データ型を変換する必要があります。
GINでは、STORAGE型は「キー」の値の型を識別します。
通常これはインデックス付けされる列の型とは異なります。
例えば、整数配列の列用の演算子クラスは単なる整数をキーとして持つかもしれません。
GINのextractValueおよびextractQueryサポートルーチンが、インデックス付けされた値からキーを取り出す責任を負います。
BRINはGINと同様です。STORAGE型は格納された要約値の型を識別し、演算子クラスのサポートプロシージャは要約値を正しく解釈する責任を負います。
  


リリース9.4.2



リリース日
2015-05-22

このリリースは9.4.1に対し、各種不具合を修正したものです。
9.4メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.4」を参照してください。
  
バージョン9.4.2への移行



9.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかしながら、contrib/citextのregexp_matches()関数を使っているのであれば、以下にある関連する変更履歴項目を確認してください。
   
また、9.4.1よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.4.1」を参照して下さい。
   

Changes



	認証タイムアウトになる直前にクライアントが切断したときにクラッシュする可能性を防止しました。
(Benkocs Norbert Attila)
     
タイムアウト割り込みがセッション切断処理の途中で生じると、SSL関連状態が二重に解放するおそれがあり、典型的にはクラッシュを引き起こし、そのために他のセッションでもサービス不能を引き起こします。実験では認証されていないリモート攻撃者がある程度一貫して本障害を引き起こすことができたため、セキュリティ問題として扱います。
(CVE-2015-3165)
     

	システムコールのエラー判定を改善しました。
(Noah Misch)
     
snprintf()の代替実装は下にあるシステムライブラリ呼び出しから報告されるエラーの確認を怠っていました。
主な問題はメモリ不足状況を見逃すおそれがあったことです。
実装コードがバッファが上書きされていないのを上書きされたとみなしていることにより、最悪の場合には情報露出をもたらすおそれがありました。
また、他のシステムライブラリ関数呼び出しでも、エラーチェックをしていないセキュリティに関連した箇所が少しありました。
     
いくつかの*printf()族関数の呼び出しで、メモリ不足エラーがちょうど悪いときに起きた場合に情報露出する脆弱性がある可能性が残ります。
私たちはリスクは大きくないと判断しましたが、該当箇所の分析は継続します。
(CVE-2015-3166)
     

	contrib/pgcryptoで、復号失敗を報告するメッセージを「Wrong key or corrupt data」（誤ったキーまたは不正なデータ）に統一しました。
(Noah Misch)
     
以前は、間違ったキーによる復号の場合には異なったエラーメッセージが報告されていました。
この様なエラーメッセージの違いは、他システムからキーを復元しようとする攻撃者への助けになるとみられます。
pgcryptoのこの振る舞いが攻撃に利用できるかは不明ですが、一つの何にでも当てはまるメッセージを使う方がリスクを避けるのにより良いと考えられます。
(CVE-2015-3167)
     

	マルチトランザクションメンバIDの周回を防止しました。
(Álvaro Herrera, Robert Haas, Thomas Munro)
     
ある使用パターンでは、既存の周回対策が不十分で、pg_multixact/membersファイルの早すぎる削除がありえ、結果としてデータ損失になりました。
これに対する修正では、古いマルチトランザクションメンバIDデータを上書きする結果になるトランザクションを失敗させるようにサーバを変更し、トランザクションID周回を防止するのと同様に確実にマルチトランザクションメンバID周回を防ぐ動作をするようにautovacuumを改良しました。
     

	contrib/citextのregexp_matches()関数の誤った宣言を修正しました。
(Tom Lane)
     
この関数は本体関数と同様にsetof text[]を返すべきでしたが、誤って単にtext[]を返すように宣言されていました。
この誤りは二つの結果をもたらしました。
第一にマッチするものが無いときに空集合（ゼロ行）を得るべきところ、スカラnullを得ます。
第二にたとえ複数のマッチがあったとしても一つの結果配列しか得られないことから、gフラグが事実上無視されていました。
     
この振る舞いは明らかにバグですが、以前の振る舞いに依存したアプリケーションがありえます。
そのため、PostgreSQL™ 9.5になるまでは関数宣言はデフォルトでは変更しません。
9.5より前の系列では、従来の振る舞いがcitext拡張モジュールのバージョン1.0として存在し、その一方で私たちは正しい宣言をバージョン1.1として提供します（これはデフォルトではインストールされません）。
9.5より前の系列で修正を適用するには、citextをインストールした各データベースでALTER EXTENSION citext UPDATE TO '1.1'を実行します（必要に応じて1.0に戻す「UPDATE」も可能です）。
どちらの方向にバージョン変更する場合でも、citextのregexp_matches()関数を使った全てのビューやルールを削除して再作成する必要があることに注意してください。
     

	jsonへの変換で無限大の日付やタイムスタンプをエラーを投げるのでなくinfinityにします。
(Andrew Dunstan)
     

	json/jsonbのpopulate_record()およびto_record()関数が空の入力を適切に扱うように修正しました。
(Andrew Dunstan)
     

	HOT更新後の遅延排他制約の誤った検査を修正しました。
(Tom Lane)
     
遅延排他制約に違反する可能性のある新しい行が同じトランザクションで後でHOT更新された（インデックスが付かない列の更新でその行が同テーブルページ内に格納できた）場合、後に削除される行が、新たな行と当初に衝突していた場合でも、排他制約は最後に行われる検査で違反を報告することがありました。
     

	ALTER TABLE ... ALTER CONSTRAINTで外部キー制約の遅延可能状態を変更するときの振る舞いを修正しました。
(Tom Lane)
     
同セッションでの続く操作や同時実行セッションでの操作で、状態変更を即座に反映しないことがありました。
     

	スタースキーマ風の問い合わせのプラン作成を修正しました。
(Tom Lane)
     
大きなテーブルの効率的なスキャンでは時に、二つ以上の他テーブル（一般にはディメンションテーブル、それらのキーは大きいファクトテーブルでインデックス付けが必要）から供されるインデックスパラメータが要求されます。
プランナはこのようなプランを探せなければいけませんが、過度に制限的な検索ヒューリスティックがこれを妨げていました。
     

	他の外部結合に対する anti-join (NOT EXISTS 結合) の不適切な配置換えを防止しました。
(Tom Lane)
     
プランナのこの誤りにより「could not find RelOptInfo for given relids」エラーが見られましたが、しかし時には誤ったクエリプランが一貫性チェックを通過して、黙って誤ったクエリ出力が生じることがあると考えられます。
     

	外部結合プランノードでの部分式の誤ったマッチングを修正しました。
(Tom Lane)
     
これまでは、字面として同一の非STRICTの部分式が外部結合の上位と下位の両方で使われているとき、プランナが結合の下位で計算した値を再利用しようとすることがありましたが、エグゼキュータは外側の行にマッチしない場合は値をNULLに強制するはずなので、これは正しくありません。
     

	結合順序のヒューリスティックが失敗した場合に対応できるようにGEQOプランナを修正しました。
(Tom Lane)
     
この誤りがLATERALを含む問い合わせでエラー「failed to join all relations together」（全てのリレーションを一緒に結合するのに失敗しました）を導くのが見かけられ、また、そのほかの場合でも起きるようです。
     

	UPDATEまたはDELETEの対象がセキュリティバリアビューであるとき、適切に行ロックが生じることを確実にしました。
(Stephen Frost)
     

	PostgreSQL起動時にレプリケーションスロットのデータを同期するとき、ファイルを read/write で開くようにしました。
(Andres Freund)
     
一部のプラットフォームにおいて、これまでの実装では「could not fsync file "pg_replslot/...": Bad file descriptor」のようなエラーが生じることがありました。
     

	max_prepared_transactionsが小さすぎるとき、PostgreSQL起動時にデッドロックの可能性があり、修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	タイムライン切り替え後、使えない事前割り当てされたWALファイルをアーカイブしないようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     

	クラッシュ後に再帰的にfsync()を行うようにしました。
(Abhijit Menon-Sen, Robert Haas)
     
これにより別のクラッシュがすぐ後に生じた場合でも一貫性を確実にします。
（問題となるのは二番目のクラッシュが単なるデータベースクラッシュではなくシステムレベルのクラッシュである場合です。）
     

	SIGTERMシグナルを受け取った後にエラーが起きた場合に、autovacuumランチャープロセスがシャットダウンに失敗する可能性があったのを修正しました。
(Álvaro Herrera)
     

	セッション開始初期のシステムカタログに対する無効化メッセージの扱いを修正しました。
(Tom Lane)
     
この誤りは同時に開始するシステムカタログのVACUUM FULLをするセッションで失敗をひき起こすことがありました。
     

	BackendIdGetTransactionIds()でちょうど終了したバックエンドプロセスの状態取得を試みたときのクラッシュを修正しました。
(Tom Lane)
     

	LockBufferForCleanup()で予期せぬシグナルに対応するようにしました。
(Andres Freund)
     
この誤りは「multiple backends attempting to wait for pincount 1」（複数バックエンドがピンカウント1を待とうとしています）という偽性のエラーをひき起こすことがあります。
     

	行全体の参照を含むチェック制約の付いたテーブルに対するCOPY IN実行時のクラッシュを修正しました。
(Tom Lane)
     
知られている失敗ケースでは9.4以上のみクラッシュしますが、非常に似たコードが9.3と9.2にあるので、これらのバージョン系列も同様に修正します。
     

	read-only であるトランザクションのコミットにおいては、当該のユーザに限り、WALフラッシュや同期レプリケーションを待たないようにしました。
(Andres Freund)
     
これまでは、HOTページ掃除のためにWALを書くトランザクションのコミットにて遅延がおきる可能性があり、全スタンバイがダウンしている場合には、セッションが開始時に固まってしまうなどの望ましくない結果に至りました。
同期レプリケーションのときのキャッチアップ割り込み処理でもセッションが固まることがありました。
本修正はこれらの問題を解消します。
     

	recovery_min_apply_delayに短い時間が設定されているときのビジーウェイトを回避します。
(Andres Freund)
     

	一時テーブル上のハッシュインデックスを操作するときに生じるクラッシュを修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	他プロセスが同時にインデックスを変更している場合、ハッシュインデックスのバケツ分割に失敗する可能性があり、修正しました。
(Tom Lane)
     

	GINインデックスのVACUUMにおけるメモリリークを修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	インデックス式のANALYZE中に割り込みを検査するようにしました。
(Jeff Janes)
     
ANALYZEではインデックスの式を何度も実行します。
こういった式の中に遅い関数があった場合、ANALYZEをループが終わる前にキャンセルできることが望まれます。
     

	SELECT FOR UPDATE、UPDATE、または、DELETEでの行ロック後にREAD COMMITTED再チェックが生じたときに、外部テーブルのtableoidが確実に正しく報告されるようにしました。
(Etsuro Fujita)
     

	外部サーバユーザマッピングのオブジェクト説明文字列にターゲットサーバ名を追加しました。
(Álvaro Herrera)
     

	符号化方式変換むけのオブジェクト識別文字列にスキーマ名を含めました。
(Álvaro Herrera)
     

	Kerberos/GSSAPI/SSPI認証を使うとき、include_realmを1に設定することを推奨します。
(Stephen Frost)
     
これが無いと、他レルムからの同名ユーザが区別できません。
当面はドキュメント変更のみですが、これはPostgreSQL™ 9.5でデフォルト設定になります。
     

	IPv4のpg_hba.conf項目をIPv4-in-IPv6アドレスと照合する実装を除去しました。
(Tom Lane)
     
この実装は2003年にその時の一部のLinuxカーネルでIPv4-in-IPv6アドレスを持ちながらIPv4接続を報告するというレポートに応えて追加されました。
しかしながら、このロジックは9.0で図らずも壊れていました。
それ以来、どこにも苦情が無いことは、それがもう必要でないことを示しています。
現在、壊れた実装が一部システムでクラッシュをひき起こすという報告がされているので、これを修正するのでなく、単に除去します
（私たちが修正することを選んだなら、それは IPv4のpg_hba.conf項目の現在の意味に対する、微妙で潜在的にセキュリティ影響のある変更に向かい、これはマイナーリリースで行うこととして良いことではありません）。
     

	実際には起動しなかったバックグラウンドワーカが終了したときの状態報告を修正しました。
(Robert Haas)
     

	データベースクラッシュ後、BGW_NEVER_RESTARTが指定されているバックグラウンドワーカは再起動しないようにしました。
(Amit Khandekar)
     

	レプリケーションコマンドIDENTIFY_SYSTEMでWAL挿入でなくWALフラッシュ位置を報告するようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     
これによりpg_receivexlogの起動失敗の可能性を回避します。
     

	Windows でサービスシャットダウンするときに、サービスが早くに強制終了されてしまうのを防ぐために、サービスコントロールマネージャに周期的に状態更新を送るようにしました。
また、pg_ctlが確実にシャットダウンを待つようにしました。
(Krystian Bigaj)
     

	libpqのノンブロッキングモードを使うとき、ネットワークデッドロックの危険性を軽減しました。
(Heikki Linnakangas)
     
大きいデータを送るとき、サーバが出力をブロックするほどの応答データを送ってくる場合には、時々に入力バッファが捌けることが重要です
（典型的なシナリオは、サーバがCOPY FROM STDINの実行中に連続して NOTICE メッセージを送ってくる場合です）。
このとき、通常のブロッキングモードなら適切に動作しますが、ノンブロッキングモードの場合はそうではありません。
私たちはlibpqを日和見的に可能なときに入力を排出するように修正しましたが、この問題に対する完全な対策にはアプリケーションの協力が必要です。
アプリケーションは write-ready 状態だけでなく、read-ready に気を付けなければならず、read-ready に応じて確実にPQconsumeInput()を呼ばなければいけません。
     

	libpqにおけるURI接続文字列の空値の構文解析誤りを修正しました。
(Thomas Fanghaenel)
     

	ecpgで配列の扱いが修正されました。
(Michael Meskes)
     

	\connectの最初の引数として、URIと接続文字列を正常に扱えるようにpsqlを修正しました。
(David Fetter, Andrew Dunstan, Álvaro Herrera)
     
この構文は（ドキュメント化されていませんが）永らく受け入れられてきました。
しかし、これまで一部パラメータにて与えられた文字列でなく以前の接続から取得されることがあり、これは望ましくない動作であると合意されています。
     

	一部のプラットフォームでpsqlから終了時に~/.psql_historyを書くのに失敗したという間違ったエラーメッセージがでるのを抑止しました。
(Tom Lane)
     
この誤動作はとても古いバージョン（2006年より前）のlibeditのバグを回避するために引き起こされました。
私たちはその回避策を取り除くことで修正しました。
このことで古いバージョンのlibeditを使っている場合、同様の障害を引き起こします。
ライブラリをアップグレードするかlibreadlineを使うことを推奨します。
     

	pg_dumpのシステム提供されたダンプ不要のキャストを判断する規則を修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_dumpで、-Fd と一緒に指定された場合に -Z 圧縮レベル オプションを尊重するように修正しました。
(Michael Paquier)
     

	pg_dumpを、ダンプ順序の選択で、拡張モジュールの設定テーブル間の外部キー関係を考慮するようにしました。
(Gilles Darold, Michael Paquier, Stephen Frost)
     
この誤りで、外部キー制約が一時的に違反になるために再ロードできないダンプを作ってしまう可能性がありました。
     

	同時実行セッションで一時的な関数の作成と削除をしている場合にpg_dumpが失敗する可能性があり、防止しました。
(Tom Lane)
     

	VALUES (...) だけであるけれどカラム別名を持つビューのダンプについて修正しました。
(Tom Lane)
     

	ダンプ／リストアでビューのレプリケーション識別が確実に正しくnothingに設定されるように修正しました。
(Marko Tiikkaja)
     
これまでは、ビューが循環依存を伴う場合、レプリケーション識別属性がおかしくなることがありました。
     

	pg_upgradeで、新たなクラスタのタイムラインを強制的に1にするようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この変更は、WALヒストリファイルが無いという誤ったエラーによるアップグレード失敗を防ぎます。
     

	pg_upgradeで、不適切な接続不能データベースが無いか処理前に検査するようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、生成されるdelete_old_clusterスクリプトの中でディレクトリパスを適切にクオートするようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、データベースレベルの凍結情報を適切に保持するようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この誤りはpostgresデータベースとtemplate1データベースのテーブルに対してclogファイルが無いというエラーを引き起こす可能性がありました。
     

	Administratorで実行しても失敗しないように、Windows上でpg_upgradeとpg_resetxlogを制限された権限で実行するようにしました。
(Muhammad Asif Naeem)
     

	initdbとpg_basebackupでディレクトリを読み取るときに、readdir()が失敗した場合の扱いを改善しました。
(Marco Nenciarini)
     

	contrib/intarrayで遅いソートアルゴリズムを修正しました。
(Tom Lane)
     

	Sparc V8 マシンでのコンパイル失敗を修正しました。
(Rob Rowan)
     

	OS X での一部のビルド警告を黙らせました。
(Tom Lane)
     

	タイムゾーンデータファイルが、エジプト、モンゴル、パレスチナにおける夏時間規則の変更、カナダ、チリの歴史的変更、America/Adak の時間帯省略形の改定（HAST/HADT でなく HST/HDT となる）が含まれるtzdata release 2015d に更新されました。
     






名前
ALTER USER MAPPING — ユーザマップの定義を変更する

概要
ALTER USER MAPPING FOR { user_name | USER | CURRENT_USER | SESSION_USER | PUBLIC }
    SERVER server_name
    OPTIONS ( [ ADD | SET | DROP ] option ['value'] [, ... ] )

説明
ALTER USER MAPPINGはユーザマップの定義を変更します。
  
外部サーバの所有者は任意のユーザに対するそのサーバ向けのユーザマップを変更することができます。
また、サーバ上でUSAGE権限がユーザに付与されていた場合、ユーザは自身の持つユーザ名に対応するユーザマップを変更することができます。
  

パラメータ
	user_name
	対応付けするユーザ名です。
CURRENT_USERとUSERは現在のユーザ名に対応します。
PUBLICは現在および将来にシステム上に存在するすべてのユーザに対応させるために使用します。
     

	server_name
	ユーザマップのサーバ名です。
     

	OPTIONS ( [ ADD | SET | DROP ] option ['value'] [, ... ] )
	ユーザマップのオプションを変更します。
新しいオプションは過去に指定されたオプションをすべて上書きします。
ADD、SET、DROPは実行する動作を指定します。
明示的な動作指定がない場合、ADDとみなされます。
オプション名は一意でなければなりません。
またオプションはサーバの外部データラッパにより検証されます。
     




例
サーバfooのユーザマップbobのパスワードを変更します。

ALTER USER MAPPING FOR bob SERVER foo OPTIONS (SET password 'public');

互換性
ALTER USER MAPPINGはISO/IEC 9075-9(SQL/MED)に従います。
小さな構文上の問題があります。
標準ではFORキーワードを省略します。
CREATE USER MAPPINGとDROP USER MAPPINGではFORを似たような位置で使用し、またIBM DB2（他の主なSQL/MED実装になっています）ではALTER USER MAPPINGで必要としていますので、PostgreSQLは、一貫性と相互運用性を目的に、標準と違いを持たせています。
  

関連項目
CREATE USER MAPPING(7), DROP USER MAPPING(7)


名前
dblink_fetch — リモートデータベースで開いているカーソルから行を取り出します

概要
dblink_fetch(text cursorname, int howmany [, bool fail_on_error]) returns setof record
dblink_fetch(text connname, text cursorname, int howmany [, bool fail_on_error]) returns setof record

説明
dblink_fetchはdblink_openによりあらかじめ確立したカーソルから行を取り出します。
   

引数
	connname
	使用する接続の名前です。
無名の接続を使用する場合はこのパラメータを省略します。
      

	cursorname
	行を取り出すカーソルの名前です。
      

	howmany
	受け取る行の最大数です。
カーソルの現在位置から次のhowmany行を取り出し、カーソルの位置を前方に移動します。
カーソルが終端まで達すると、これ以上の行は生成されません。
      

	fail_on_error
	真（省略時のデフォルト）の場合、接続のリモート側で発生したエラーによりローカル側でもエラーが発生します。
偽の場合リモート側のエラーはローカル側にはNOTICEとして報告され、この関数は行を返しません。
      




戻り値
この関数はカーソルから取り出された行を返します。
この関数を使用するためには、dblinkで説明したように、想定する列集合を指定する必要があります。
   

注釈
リモートカーソルから返る実際の列数とFROM句で指定された列数と異なる場合エラーが発生します。
この場合リモート側のカーソルは、エラーが発生しなかった場合と同じ行数分位置が変わります。
リモート側のFETCHが完了した後にローカル側でこの他のエラーが発生した場合も同じです。
   

例
SELECT dblink_connect('dbname=postgres');
 dblink_connect
----------------
 OK
(1 row)

SELECT dblink_open('foo', 'select proname, prosrc from pg_proc where proname like ''bytea%''');
 dblink_open
-------------
 OK
(1 row)

SELECT * FROM dblink_fetch('foo', 5) AS (funcname name, source text);
 funcname |  source
----------+----------
 byteacat | byteacat
 byteacmp | byteacmp
 byteaeq  | byteaeq
 byteage  | byteage
 byteagt  | byteagt
(5 rows)

SELECT * FROM dblink_fetch('foo', 5) AS (funcname name, source text);
 funcname  |  source
-----------+-----------
 byteain   | byteain
 byteale   | byteale
 bytealike | bytealike
 bytealt   | bytealt
 byteane   | byteane
(5 rows)

SELECT * FROM dblink_fetch('foo', 5) AS (funcname name, source text);
  funcname  |   source
------------+------------
 byteanlike | byteanlike
 byteaout   | byteaout
(2 rows)

SELECT * FROM dblink_fetch('foo', 5) AS (funcname name, source text);
 funcname | source
----------+--------
(0 rows)



名前
SET CONNECTION — データベース接続を選択します。

概要
SET CONNECTION [ TO | = ] connection_name

説明
SET CONNECTIONは、上書きされない限りすべてのコマンドが使用する、「現在の」データベース接続を設定します。
    

パラメータ
	connection_name
	CONNECTコマンドで確立したデータベース接続の名前です。
       

	DEFAULT
	接続をデフォルトの接続に設定します。
       




例
EXEC SQL SET CONNECTION TO con2;
EXEC SQL SET CONNECTION = con1;

互換性
SET CONNECTIONは標準SQLで規定されています。
    

関連項目
CONNECT, DISCONNECT

リリース9.3.6



リリース日
2015-02-05

このリリースは9.3.5に対し、各種不具合を修正したものです。
9.3メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.3」を参照してください。
  
バージョン9.3.6への移行



9.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかしながら、あなたがWindowsユーザで「Norwegian (Bokmål)」ロケールを使っているのなら、アップグレード後にPostgreSQL™システムカタログ内に格納された全ての「Norwegian (Bokmål)_Norway」または「norwegian-bokmal」ロケール名をASCIIによる別名「Norwegian_Norway」に置き換える手動操作が必要です。
詳細はhttp://wiki.postgresql.org/wiki/Changes_To_Norwegian_Localeを参照してください。
   
また、9.3.5よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.3.5」を参照して下さい。
   

変更点



	to_char()のバッファオーバーランを修正しました。
(Bruce Momjian)
     
to_char()が大きな桁数をとる数値書式テンプレートを処理するとき、PostgreSQL™がバッファ終端を超えて読み取ることがありえました。
また、巧妙に作りこまれたタイムスタンプ書式テンプレートに対して、PostgreSQL™がバッファ終端を超えて書き込むことがありえました。
どちらの場合もサーバをクラッシュさせることができます。
可能性は低いと見られますが、権限昇格に至る攻撃ができる可能性も排除できません。
(CVE-2015-0241)
     

	*printf()置換関数におけるバッファオーバランを修正しました。
(Tom Lane)
     
PostgreSQL™にはprintfや関連する関数の置き換え実装が含まれています。
およそ500桁以上の精度で浮動小数点数を（変換指定子e、E、f、F、g、Gで）整形するとき、これらのコードでスタックバッファオーバランが起きます。
これはサーバをクラッシュさせ、また、権限昇格に至る攻撃ができる可能性も排除できません。データベース利用者はSQL関数to_char()を通してこのバッファオーバランを起こすことができます。
PostgreSQL™コア機能に影響があるほか、printf族の関数を使用している拡張モジュールにも危険があると考えられます。
     
この問題は主にWindows上のPostgreSQL™に影響があります。
PostgreSQL™は、その他の現代的なプラットフォーム上では、これら関数のシステム実装を使います。
(CVE-2015-0242)
     

	contrib/pgcryptoでのバッファオーバランを修正しました。
(Marko Tiikkaja, Noah Misch)
     
pgcryptoモジュールでのメモリサイズ追跡の誤りにより、
スタックバッファオーバランと未初期化メモリ内容への不適切な依存が起こりえました。
このバッファオーバランはサーバをクラッシュさせ、また、
権限昇格に至る攻撃ができる可能性も排除できません。
(CVE-2015-0243)
     

	エラー後にフロントエンド/バックエンドプロトコルの同期が失われる可能性があり、
修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     
サーバがクライアントからのメッセージを読んでいる途中に何らかエラーが起きた場合、同期が失われ、メッセージデータの一部分を新たなプロトコルメッセージと解釈しようと誤って試みられる可能性がありました。
攻撃者がコマンドパラメータ中に巧妙に作りこんだバイナリデータを送り出すことで、SQLコマンドを注入することができるかもしれません。
この筋書を引き起こす最もありそうなエラーは、ステートメントタイムアウトと問い合わせキャンセルです。
とりわけ脆弱なのは、タイムアウトを使っていて、任意のユーザ作成データをバイナリの問い合わせパラメータとして送れるアプリケーションです。
ステートメントタイムアウトを無効にすることで、脆弱性を悪用される危険性を無くせはしませんが軽減できます。
本問題を報告してくれた Emil Lenngren 氏に感謝します。(CVE-2015-0244)
     

	制約違反エラーメッセージを通した情報漏洩を修正しました。
(Stephen Frost)
     
いくつかのサーバエラーメッセージは一意性制約などの制約に違反した列の値を表示します。ユーザがテーブルの全列にSELECT権限を持たないとすれば、このことは、見ることができてはいけない値が露出していることになります。
該当コードを修正し、値が表示されるのは SQLコマンドに由来する値であるか、ユーザでSELECT可能であるときだけにしました。
(CVE-2014-8161)
     

	Windows上で回帰テストの一時インストールへの接続制限を厳重にしました。
(Noah Misch)
     
テスト一式を起動したOSユーザからのみ接続を許すようにSSPI認証を使うようにします。
これは、他のユーザがテスト用postmasterに接続できるという、他のプラットフォーム向けで以前封鎖したのと同様の脆弱性を、Windows上でも封鎖するものです。
(CVE-2014-0067)
     

	Windowsの「Norwegian (Bokmål)」ロケールに対応しました。
(Heikki Linnakangas)
     
非ASCIIのロケール名は、どのエンコーディングで解釈すべきか明らかでないので問題があります。やっかいなロケール名にASCIIの別名「Norwegian_Norway」を割り当てました。
     

	ALTER DATABASE SET TABLESPACE を使ってデータベースを新しいテーブルスペースに移動し、直後に元のテーブルスペースに戻した場合にデータ破損する可能性がある問題を修正しました。
     

	トランザクションの中で実行したANALYZEをロールバックした際にテーブル破損する問題を修正しました。
(Andres Freund, Tom Lane, Michael Paquier)
     
以前にテーブルから最新の索引、ルール、トリガーが取り除かれたトランザクションが失敗した時、関連するpg_classに本来はセットされるべきではない破損状態としてのフラグを伴って表が残されていました。
     

	ログを取らないテーブルがCREATE DATABASEやALTER DATABASE SET TABLESPACE中に正しくコピーされることを保証しました。(Pavan Deolasee, Andres Freund)
     

	誤ったCreateEventTrigStmt.eventnameの処理を修正しました。
(Petr Jelinek)
     
プリペアードクエリとして、もしくは拡張問い合わせプロトコルを通してCREATE EVENT TRIGGERが実行された場合に誤った動きをする可能性がありました。
     

	テーブルを参照する前にそのテーブルを再帰的に参照する場合にDROPの依存関係を正しく検索するよう修正しました。
      (Petr Jelinek, Tom Lane)
     
拡張がデータ型とそのデータ型を使用するテーブルの両方を作成するときにのみ発生することが知られています。この障害のあるコードは、必要とされるべきではないCASCADEが指定されていないDROP EXTENSIONが拒否される可能性があります。
     

	EvalPlanQual処理で解放済みメモリを使用してしまう問題を修正しました。
(Tom Lane)
     
READ COMMITTEDモードで最近に更新した行をロックまたは更新すると、
本障害によりクラッシュする可能性がありました。
     

	EvalPlanQual処理でタプルロック取得を試みる際にデッドロックに陥る可能性を回避しました。
(Álvaro Herrera, Mark Kirkwood)
     

	複数の他トランザクションが同時にFOR SHAREタプルロックを保持している中で、トランザクションがFOR NO KEY EXCLUSIVEタプルロックの取得を試みて待つのに失敗してしまうのを、修正しました。
(Álvaro Herrera)
     

	子テーブルの部分インデックスを使用した時のSELECT FOR UPDATEのプランを修正しました。(Kyotaro Horiguchi)
     
READ COMMITTEDモードの場合、SELECT FOR UPDATEは部分インデックスのWHERE条件が最新のupdateされた行がWHERE条件をまだ満たしているか再度チェックする必要があります。この要件はそのインデックスが継承された小テーブルに付いている場合に失われます。このため、問い合わせ条件を満たしていない行を不正に返す可能性がありました。
     

	稀にSELECT FOR UPDATEが行を2回返し、他の行を返し損ねる可能性がある問題を修正しました。(Tom Lane)
     
READ COMMITTEDモードでは、継承された木を走査するSELECT FOR UPDATEが後の子テーブルから返すべき行の代わりに前の子テーブルから行を不正に返すことがありました。
     

	幅の大きいテーブルに対するEXPLAINの性能を改善しました。
(Tom Lane)
     

	FOREIGN KEY定義の被参照列リストに重複した列名が登録されることを拒絶します。
(David Rowley)
     
この制限はSQL標準です。以前はこのようなケースは明確には拒絶していませんでした。しかし、後にこのコードは奇妙なロックのエラーを伴って失敗するでしょう。
     

	SELECT ... OFFSET -1が再度エラーを返すようにしました。
(Tom Lane)
     
負のオフセット値は8.4からエラーになっていました。しかし、9.3で追加した最適化がこのケースでエラーを返さないように変えてしまいました。
期待した動作に戻しました。
     

	JSONへのドメインの変換を以前の動作に戻しました。
      (Tom Lane)
     
この変更は、数値やブール値に対するドメインをJSONへの変換するときに、それらの基本型と同様に扱うようになります。
これは、9.3.5と9.2.9の前には、そのように動作していましたが、関連する問題を修正する時に意図せず変更されました。
     

	 json_agg() が結果に余計な末尾の右大括弧を返さないようにしました。
     

	NUMERIC型の値を増やしていって冪数が大きくなる時の不具合を修正しました。
(Tom Lane)
     
以前のコードでは誤った答えを得るか、答えがオーバーフローすることに気づく前に大量の時間とメモリを消費する可能性がありました。
     

	numeric_recv()はdscaleフィールドの値によって隠されたいかなる小数点以を切り捨てます。
(Tom Lane)
     
numeric値の位取り(dscale)表示は0ではない小数点以下の数値より小さくなってはいけません。
しかし、明らかに、少なくともバイナリのnumericの値がそのように変換している壊れたクライアントアプリケーションが存在しました。
表示されていないにも関わらず、小数点以下の挙動が考慮されていたためにこのような奇妙な挙動が引き起こされていました。
引渡しの際のこの「隠された」小数点以下を切り捨てる修正にはリスクがあると思われます。このため、その値を実際に表示するようにしました。
     

	正規表現の最短マッチの誤りを修正しました。
      (Tom Lane)
     
繰り返し回数が?量指定子(quantifier)やバウンド表現により制限されている場合に、しばしばマッチに失敗していました。
     

	タイムゾーンの仕様範囲外の数値を拒絶します。
     
単純な数字型のタイムゾーンは+/- 168時間(1週間)を超える指定を許容しますが、特定のオペレーションでヌルポインタを参照することによるクラッシュを引き起こしていました。
そのような大きなUTCオフセットを使用するケースは存在しないため、これを拒絶します。
     

	tsquery @> tsquery演算子の不具合を修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     
2つの異なる用語が同じCRCを保持している場合、これらは一致すると考慮していました。また、もし2つの2番目の演算項目が最初の演算項目より長い範囲を持つ場合、最初の演算項目は2番目の演算項目に含まれないと想定されていました。これらは重複した用語を含んでいる場合、誤りでした。
     

	不正なaffixファイルからispell辞書が守られるように改善しました。
(Tom Lane)
     

	シソーラス辞書に64Kを超える言葉を許容するようにしました。
(David Boutin)
     
以前のコーディングでは辞書のサイズを超えた場合、クラッシュする可能性がありました。
このため、これは機能追加というより、より前のバージョンにパッチとして適用されたバグフィックスと考えられます。
     

	     
これまで、入力xml値で返される指定要素でなく先祖要素に名前空間宣言が付加されているとき、xpath()呼び出しから返されるxml値は、名前空間宣言を持ちませんでした。
孤立と見なされるとき結果が正しいなら先祖の宣言を伝搬するようにしました。
     

	行全体の変数で期待される列名が、複合型引数を取り列名に注意を払う関数に伝わることを、保証するようになりました。
(Tom Lane)
     
いくつかの状況では、row_to_json(tab.*)などのデータ構成で、予想される列名にならなかったかもしれません。
これは9.4で適切に修正されていました。
古いブランチでは、今回名前が空にならないことを保証するようになります。
(いくつかの場合では、元となるテーブルの列名ではなく、クエリが割り当てられた別名で表示されます。）
     

	FDWクエリで、システム列の取り扱い、特にtableoidの誤りを修正しました。(Etsuro Fujita)
     

	範囲演算子の選択率見積についていくつか誤りを修正しました。
(Emre Hasegeli)
     
このパッチは稀なプランナエラー 「unexpected operator NNNN」（予想外の演算子NNNN）を修正して、そのほかいくつかの選択率見積を改善します。
     

	インデックス修飾子としてindexed_column = ANY (array)が劣った計画につながる場合を回避するようにしました。(Andrew Gierth)
     
単純なフィルタ条件を使用した方が良いインデックス条件にもかかわらず、= ANY条件が最初以外のインデックス列に適用される場合がありました。
     

	インラインに入れることができるSQLファンクションがLATERALサブセレクトの中で複合型の引数を使用し、その複合型の引数がLATERAL参照されている場合、プランナが対象の「variable not found in subplan target list」(サブプランのリストの中から変数を見つけられない)問題を修正しました。
     

	継承されたテーブルの中のUNION ALLサブクエリのような、入れ子追加リレーションのプランナの問題を修正しました。(Tom Lane)
     

	GiST索引のタプルがページと一致しない場合、無限に再帰に入らず明確にエラーを返します。
(Andrew Gierth)
     

	自動バキュームのテーブルごとのcost_limitや/またはcost_delayをグローバルコストのバランスルールから除外します。
(Álvaro Herrera)
     
以前の挙動では結果として基本的にテーブルごとの設定は意図せず無視されていました。今では、テーブルはこれらの設定に沿って、他の自動バキュームワーカーの実行とは独立して、バキュームされます。この変更により、結果的にトータルI/Oが増えるかもしれませんので、そのような設定がされている場合は健全性のために再試験するべきです。
     

	自動バキュームが名目上offとされている場合は、大規模な自動バキュームが実行されることを避けます。
     
自動バキュームが名目上offになっていたとしても、依然として自動バキュームワーカープロセスはXID周回問題の危険に備えバキュームを実行します。
しかしながら、いつもの自動バキュームの閾値に達していたとしても、そのワーカープロセスは対象になるデータベースの全てのテーブルにバキュームを実行していました。
この動作は決して期待された動作ではありません。最悪、周回の脅威への対応が遅れます。このため、autovacuumが切られている場合、ワーカープロセスは周回問題を回避するのみのために動作し、他の動作はしません。
     

	クラッシュリカバリ中に、ログを取らないリレーションは空に書き換えられ、リカバリが完了したと見なされる前にディスクの同期がとられることを保証しました。
(Abhijit Menon-Sen, Andres Freund)
     
データベースのクラッシュリカバリ後にログを取らないリレーションに不要なデータが含まれているかもしれないシナリオを防ぎます。
     

	ホットスタンバイの問い合わせとフルページイメージ再生の競合状態を修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     
この誤りによってホットスタンバイの問い合わせ中に一時的なエラーを返す可能性がありました。
     

	リカバリロジックがCOMMIT/ABORT PREPAREDのWALレコードを不適切に無視するいくつかのケースを修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     
最も注目すべき見過ごしはrecovery_target_xidが２フェーズコミットで停止に使えないことでした。
     

	クラッシュリカバリの完了時に最新のWALファイルを再度アーカイブするのを防ぎました。
(Fujii Masao)
     

	タイムラインヒストリーファイルとして.ready目印ファイルを不必要に作成しないようにしました。
(Fujii Masao)
     

	log_statementがmodもしくはddlに設定されていて、プリペアードステートメントが使用されている場合、NULLポインタから値を取り出す可能性がある問題を修正しました。
(Fujii Masao)
     

	「pgstat wait timeout」というメッセージをWARNINGレベルからLOGレベルに変更して、文言もより分かりやすくしました。
(Tom Lane)
     
本メッセージは元々は基本的には起こらないケースと考えられていました。
しかし、遅いビルドファームのマシンでたびたび発生して、邪魔になっていました。
LOGレベルに下げ、また、言い回しに幾分の努力を払い、「using stale statistics instead of current ones because stats collector is not responding」 （統計情報コレクタが応答しないため最新でない鮮度に欠けた統計情報を使います）としました。
     

	動的バックグラウンドワーカーのpostmasterのリストが壊れる可能性がある問題を修正しました。
(Andres Freund)
     

	他のSolaris以外のカーネルと同様に、CPUが非TSO統合モードで実行されているか正確さを保証するための実装のためのSPARCのスピンロックを修正しました。
(Andres Freund)
     

	OS Xのsetlocale()が不必要な余計なスレッドをpostmasterの中に作成した際に警告するようにしました。
(Noah Misch)
     

	PQconnectdbParams()中でdbnameが繰り返された場合の扱いを修正しました。
(Alex Shulgin)
     
最初のdbname文字列の出現箇所に接続文字列や拡張のためのURIが含まれていた場合、予期しない挙動をしました。
     

	予期しないソケットのEOFが発生した場合にlibpqがふさわしいエラーメッセージを報告することを保証します。
(Marko Tiikkaja, Tom Lane)
     
カーネルの挙動によって、サーバーが予期せずソケットを閉じたとき、libpqは役に立つメッセージではなく、空のエラー文字列を返していました。
     

	PQreset()中の古いエラーメッセージを削除しました。
(Heikki Linnakangas)
     
PQreset()が繰り返し呼び出された場合、接続は再確立できず、PGconnのエラー文字列中に接続の試行に失敗したメッセージが蓄積されていました。
     

	libpqの接続解析オプション中にメモリ不足状態を適切に取り扱うようにしました。
(Alex Shulgin, Heikki Linnakangas)
     

	ecpgバージョンのParseDateTime()で配列オーバーランする問題を修正しました。
(Michael Paquier)
     

	initdbでパスワードファイルが指定されたが中身が空であった場合のエラーメッセージをより分かりやすくしました。
(Mats Erik Andersson)
     

	libedit(Editline library)を使用しているpsqlの\sコマンドがよく動くようになりました。また、ページャに対応しました。
(Stepan Rutz, Tom Lane)
     
readlineではなくlibeditを使用している場合、\sは全く読めないエンコードのフォーマットでコマンドの履歴を表示していました。
最近のバージョンのlibeditでは完全に失敗していました。ライブラリが履歴を表示せずに、履歴そのものを出力することで修正しました。
喜ばしい副次効果としてページャが割り当てられた時に使用されるようになりました。
     
このパッチではコマンドの履歴をlibeditで保存した際、新しい行のエンコーディングを一貫性無く適用してしまう不具合も修正しています。
古いpsqlで書かれた複数行の実行履歴はこのパッチによって明確に読めるようになります。しかし、恐らく逆は成り立たず、
含まれる正確なlibeditのバージョンに依存します。
     

	psql特別変数の解析について一貫性を改善しました。
(Tom Lane)
     
ECHO_HIDDENとON_ERROR_ROLLBACKに対してonとoffを異なる書き方（1/0など）で書けるようになります。
COMP_KEYWORD_CASE、ECHO、ECHO_HIDDEN、HISTCONTROL、ON_ERROR_ROLLBACK、および、VERBOSITYに対して解釈できない値には警告するようになります。
全ての特別変数の値について大文字小文字の区別なく受け付けるようになります。
これまでは大文字小文字の区別があるものと無いものが混在していました。
     

	nullを\pset null で指定された文字で表現するpsqlコマンド\watchを作りました。
(Fujii Masao)
     

	borderを3とし、linestyle が asciiもしくはunicodeの場合、 psqlの拡張表示が一貫して動作するように修正しました。
(Stephen Frost)
     

	pg_dumpをイベントトリガーのコメントを失敗せずに扱うように修正しました。
(Tom Lane)
     

	並列のpg_dumpで--serializable-deferrableを使えるようにしました。
(Kevin Grittner)
     

	データベースが同じ2つのオブジェクトの間の複数の依存状態パスの多くのインスタンスを含んでいる場合のpg_dumpの性能を改善しました。(Tom Lane)
     

	8.1より前のサーバからのダンプを出来るようにpg_dumpallを修正しました。(Gilles Darold)
     

	スキーマのみが出力されたダンプファイルを並列でリストアする際にデッドロックが発生することがある問題を修正しました。
(Robert Haas, Tom Lane)
     

	列が無い複合型のpg_dump --binary-upgradeでコアダンプする問題を修正しました。
(Rushabh Lathia)
     

	pg_upgrade実行中にデフォルトではないテーブルスペースのテーブルへのfsyncに失敗する問題を修正しました。
(Abhijit Menon-Sen, Andres Freund)
     
オペレーティングシステムがクラッシュしたり不運な場合に、アップグレード中にデータを失う結果になりえました。
     

	pg_upgradeで新しいクラスタを作成した場合に、以前は無かったTOASTテーブルを作成してしまう問題に対処しました。
(Bruce Momjian)
     
以前はこの挙動のために、OIDのコンフリクトによってpg_upgradeが失敗する可能性がありました。
     

	pg_upgrade中に古いクラスタに対してautovacuum_multixact_freeze_max_ageの設定を試みないようにしました。
(Bruce Momjian)
     
9.3.Xのバージョンにはこのパラメータが無いため、エラーを返す可能性がありました。
幸い、実際にはこのパラメータをセットする必要は全くありません。
     

	pg_upgradeでトランザクションIDの世代を保存するようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この手落ちをPostgreSQL™は全く気にする必要がありません。
しかし、外部のレプリケーションツールを混乱させることがありました。
     

	pg_basebackup -x/-Xで作られたWALファイルが、スタンバイが昇格したときに再度アーカイブされることを防止しました。
(Andres Freund)
     

	pg_receivexlog のメモリリークを修正しました。
(Fujii Masao)
     

	意図しないpg_receivexlogのverboseメッセージを抑制する動作を修正しました。
(Fujii Masao)
     

	EXPLAIN ANALYZEを実行する際にcontrib/auto_explainが、ノード毎の時間的調整情報の出力が失敗するのを修正しました。
(Tom Lane)
     

	contrib/citextのunpackagedからのアップグレードスクリプトを修正しました。(Tom Lane)
     

	contrib/hstoreで使用されるhstore_to_json()の
整数オーバーフローとバッファオーバーランを修正しました。
      (Heikki Linnakangas)
     

	hstore_to_json_loose()で数字の認識を修正することで
JSONの数字と文字列が正しく区別されるようになりました。
     

	contrib/pageinspectのget_raw_page()でのブロック番号確認を修正しました。
(Tom Lane)
     
      The incorrect checking logic could prevent access to some pages in
      non-main relation forks.
     

	contrib/pgcryptoのpgp_sym_decrypt()でメッセージが2の倍数から6小さい場合に失敗しないように修正しました。
(Marko Tiikkaja)
     

	contrib/pg_test_fsyncのファイルデスクリプタのリークを修正しました。
      (Jeff Janes)
     
これはWindows上のテンポラリファイルの削除に失敗する場合がありました。
     

	contrib/tablefuncのconnectby()で、予想外の問い合わせ結果（特にNULL）を安全に扱えるようにしました。
(Michael Paquier)
     
これまでconnectby()はNULLのキー値に遭遇するとクラッシュしていました。現在はその行を出力しますが更なる再帰はしません。
     

	contrib/xml2のxslt_process()でクラッシュしないようになりました。
(Mark Simonetti)
     
libxsltにはリソース開放に明文化されていない順序の依存関係があるようです。クラッシュを避けるように再規定しました。
     

	いくつかのcontribのI/O関数に変動性のプロパティを印付けました。(Tom Lane)
     
以前の消極的すぎる印付でも通常の使用では影響は軽微でした。しかし、最適化の問題や、有効なインデックス式の定義の拒絶を引き起こす可能性があります。結果は大きく影響しないので、私たちはバージョン番号を変更せずに、拡張モジュールのスクリプトで関数定義を調整しました。
     

	Coverity静的コード解析からの多数の警告を一掃しました。
(Andres Freund, Tatsuo Ishii, Marko Kreen, Tom Lane, Michael Paquier)
     
ほとんどは表面的な変更ですが、一部は稀に起こりうるバグの修正で、メモリ不足で失敗した後に適切なエラーを出さずクラッシュする例があります。
セキュリティ問題は無いと考えられます。
     

	例えばWindowsなどでのEXEC_BACKENDビルド中のバックグラウンドワーカーのセットアップを修正しました。
     

	ビルド中にOpenLDAPのバージョンの非互換を検出するようになりました。
(Noah Misch)
     
OpenLDAPのバージョン2.4.24から2.4.31(2.4.31を含む)では、PostgreSQL™のバックエンドは終了時にクラッシュすることがありました。
コンパイル時のOpenLDAPバージョン番号を元に configureで警告を上げ、contrib/dblinkのリグレッションテストでクラッシュシナリオで試験します。
     

	MSVCが無いWindowsのビルドでlibpq.dllが実行権限有りでインストールされるようになりました。
(Noah Misch)
     

	pg_regressが成功して終了したら、一時インストールで作成したものを全て削除するようにしました。
(Tom Lane)
     
make check-worldでは多数の一時インストール作成を必要とするため、これは、make check-world実行におけるかなりのディスク使用量削減になります。
     

	UTCオフセットが変化するタイムゾーン略称をサポートしました。
(Tom Lane)
     
これまでPostgreSQL™では（ESTなどの）一つのタイムゾーン略称に関連づけられたUTCオフセットは、いかなるロケールでの使用でも変化しないと仮定していました。
しかしながら、実世界においてこの仮定は失敗しました。そこで、意味するUTCオフセットをときに変更できるタイムゾーン略称を導入しました。
1970年以来の略称のUTCオフセットが変更されたタイムゾーンロケールで本機能を使えるように（IANAタイムゾーンデータベースに基づいて）ゾーン略称定義ファイルを刷新しました。これからはPostgreSQL™は、略称に日付に応じた適切なUTCオフセットを関連づけます。
     

	タイムゾーンの略称リストを更新しました。
(Tom Lane)
     
CST(中国標準時)をリストに追加しました。
「アラビア夏時間」を意味するADTへの参照を取り除きました。
2007年よりこの略称は使用されていませんでした。そのため、「大西洋夏時間」と競合しているという主張は全く有用ではありませんでした。
CTK(クックアイランド)、FJTおよびFJST(フィジー)のGMTからの完全に誤ったオフセットを修正しました。
それらは日付変更線すら適切ではありませんでした。
     

	tzdataリリース2015aを更新しました。
     
INAMAタイムゾーンのデータベースは南半球で現在最も多く実用されていると思われるオーストラリアの全てのタイムゾーンでAxST/AxDT書式の略称に対応しています。
これらの名前は他の略称と競合することはありません。(1994年より使われなくなったアクレ夏時間のACSTを除く)
その結果、これらの名前は「Default」のタイムゾーンの略称のセットに採用されました。
「Australia」 の略称セットは今では最も古くから利用されていると考えられる、CST, EAST,EST, SAST, SAT, そして WSTのみが含まれます。
SASTは「Default」の略称セットとして南アフリカ標準時間に変更された点に注意してください。
     
SRET(アジア/スレドネコリムスク)、XJT(アジア/ウルムチ)、西サモアで使われるWSST/WSDTのタイムゾーンも追加されました。
また、チリ、メキシコ、タークス・カイコス諸島(アメリカ/グランドターク)、フィジーで夏時間の変更がありました。
新しく、パプアニューギニアの太平洋時間/ブーガンビルを加えました。
また、1970年以前の歴史的なタイムゾーンのデータを大量に修正しました。
     





完全なトリガの例



C言語で作成したトリガ関数に関するとても簡単な例をここに示します
（手続き言語で作成したトリガの例は、その手続き言語の文書に記載されています。）
   
trigf関数は、ttestテーブル内にある行数を報告し、問い合わせがxにNULL値を挿入しようとしていた場合は、その操作を飛ばします
（つまり、このトリガは、トランザクションを中断させないNOT NULL制約のような動作をします。）
   
まず、以下のようにテーブルを定義します。

CREATE TABLE ttest (
    x integer
);

   
以下がトリガ関数のソースコードです。

#include "postgres.h"


#include "executor/spi.h"       /* これはSPIを使用する場合に必要なもの */
#include "commands/trigger.h"   /* これはトリガで必要なもの */
#include "utils/rel.h"          /* これはリレーションで必要なもの */

PG_MODULE_MAGIC;

PG_FUNCTION_INFO_V1(trigf);

Datum
trigf(PG_FUNCTION_ARGS)
{
    TriggerData *trigdata = (TriggerData *) fcinfo->context;
    TupleDesc   tupdesc;
    HeapTuple   rettuple;
    char       *when;
    bool        checknull = false;
    bool        isnull;
    int         ret, i;



    /* トリガとして呼び出されたかどうかを確認 */
    if (!CALLED_AS_TRIGGER(fcinfo))
        elog(ERROR, "trigf: not called by trigger manager");


    /* エクゼキュータに返すタプル */
    if (TRIGGER_FIRED_BY_UPDATE(trigdata->tg_event))
        rettuple = trigdata->tg_newtuple;
    else
        rettuple = trigdata->tg_trigtuple;


    /* NULL値をチェック */
    if (!TRIGGER_FIRED_BY_DELETE(trigdata->tg_event)
        && TRIGGER_FIRED_BEFORE(trigdata->tg_event))
        checknull = true;

    if (TRIGGER_FIRED_BEFORE(trigdata->tg_event))
        when = "before";
    else
        when = "after ";

    tupdesc = trigdata->tg_relation->rd_att;


    /* SPIマネージャに接続 */
    if ((ret = SPI_connect()) < 0)
        elog(ERROR, "trigf (fired %s): SPI_connect returned %d", when, ret);


    /* テーブル中の行数を取得 */
    ret = SPI_exec("SELECT count(*) FROM ttest", 0);

    if (ret < 0)
        elog(ERROR, "trigf (fired %s): SPI_exec returned %d", when, ret);


    /* count(*)はint8を返す。変換に注意してください*/
    i = DatumGetInt64(SPI_getbinval(SPI_tuptable->vals[0],
                                    SPI_tuptable->tupdesc,
                                    1,
                                    &isnull));

    elog (INFO, "trigf (fired %s): there are %d rows in ttest", when, i);

    SPI_finish();

    if (checknull)
    {
        SPI_getbinval(rettuple, tupdesc, 1, &isnull);
        if (isnull)
            rettuple = NULL;
    }

    return PointerGetDatum(rettuple);
}

   
ソースコードをコンパイル（「動的にロードされる関数のコンパイルとリンク」を参照してください）した後に、以下の様に関数とトリガを宣言します。

CREATE FUNCTION trigf() RETURNS trigger
    AS 'filename'
    LANGUAGE C;

CREATE TRIGGER tbefore BEFORE INSERT OR UPDATE OR DELETE ON ttest
    FOR EACH ROW EXECUTE PROCEDURE trigf();

CREATE TRIGGER tafter AFTER INSERT OR UPDATE OR DELETE ON ttest
    FOR EACH ROW EXECUTE PROCEDURE trigf();

   
これで、トリガの操作を確認することができます。

=> INSERT INTO ttest VALUES (NULL);
INFO:  trigf (fired before): there are 0 rows in ttest
INSERT 0 0

-- 挿入操作は飛ばされ、また、AFTERトリガも発行されません。

=> SELECT * FROM ttest;
 x
---
(0 rows)

=> INSERT INTO ttest VALUES (1);
INFO:  trigf (fired before): there are 0 rows in ttest
INFO:  trigf (fired after ): there are 1 rows in ttest
                                       ^^^^^^^^
                             可視性の説明を思い出してください。
INSERT 167793 1
vac=> SELECT * FROM ttest;
 x
---
 1
(1 row)

=> INSERT INTO ttest SELECT x * 2 FROM ttest;
INFO:  trigf (fired before): there are 1 rows in ttest
INFO:  trigf (fired after ): there are 2 rows in ttest
                                       ^^^^^^
                             可視性の説明を思い出してください。
INSERT 167794 1
=> SELECT * FROM ttest;
 x
---
 1
 2
(2 rows)

=> UPDATE ttest SET x = NULL WHERE x = 2;
INFO:  trigf (fired before): there are 2 rows in ttest
UPDATE 0
=> UPDATE ttest SET x = 4 WHERE x = 2;
INFO:  trigf (fired before): there are 2 rows in ttest
INFO:  trigf (fired after ): there are 2 rows in ttest
UPDATE 1
vac=> SELECT * FROM ttest;
 x
---
 1
 4
(2 rows)

=> DELETE FROM ttest;
INFO:  trigf (fired before): there are 2 rows in ttest
INFO:  trigf (fired before): there are 1 rows in ttest
INFO:  trigf (fired after ): there are 0 rows in ttest
INFO:  trigf (fired after ): there are 0 rows in ttest
                                       ^^^^^^
                             可視性の説明を思い出してください。
DELETE 2
=> SELECT * FROM ttest;
 x
---
(0 rows)


   
src/test/regress/regress.cとspiにはもっと複雑な例があります。
   

PostgreSQLの遺伝的問い合わせ最適化（GEQO）



GEQOのモジュールは、問い合わせ最適化問題をあたかもよく知られている巡回セールスマン問題（TSP）のように扱います。
可能な問い合わせプランは、整数の文字列として符号化されます。
それぞれの文字列は、問い合わせの1つのリレーションから次へと結合の順番を表します。
例えば、以下の結合ツリーは整数文字列「4-1-3-2」によって符号化されています。

   /\
  /\ 2
 /\ 3
4  1

これが意味するのは、まずリレーション「4」と「1」を、次に「3」を、そして「2」を結合するということです。
ここで1、2、3、4はPostgreSQL™オプティマイザ内でリレーションIDを表します。
   
PostgreSQL™におけるGEQO実装の特有な特徴は下記の様なものです。

    
	定常状態GAの使用（世代全体の置き換えではなく、個体の中で適応度の低いものだけの置き換え）は、改良された問い合わせ計画へ素早い収束を可能にします。
これは、妥当な時間内での問い合わせ処理にはきわめて重要です。
      

	GAによるTSPの解決策の辺損失を低く抑えるため、非常に適した辺再組合せ交叉を使用します。
      

	TSPの合法な巡回を行うために必要な修復処理を要求しないように、遺伝的演算子の突然変異は無視しています。
      




   
GEQOモジュールの部品は D. WhitleyのGenitorアルゴリズムを適合させたものです。
   
GEQOモジュールにより、PostgreSQL™問い合わせオプティマイザが、大きな結合問い合わせをしらみつぶし検索以外の方法で実行することが可能になります。
   
GEQOを使用した計画候補の生成



GEQOの計画作成では、個々のリレーションのスキャンに対する計画を生成するために標準のプランナが使用されます。
そして、結合計画が遺伝的手法を用いて展開されます。
上で示した通り、
結合計画候補はそれぞれ、基本リレーションの結合順によって表現されています。
初期段階では、GEQOコードは単純にランダムに取り得る結合順をいくつか生成します。
考慮された結合順それぞれについて、標準プランナコードが呼び出され、その結合順を使用して問い合わせを行った場合のコストを推定します。
（結合順の各段階において、全体で3つの取り得る結合戦略が考慮されます。
そして、あらかじめ決められたリレーションスキャン計画もすべて利用可能です。
推定コストとはこれらの可能性の中から最も安価なものです。）
より低い推定コストの結合順を、より高い推定コストのものより「より高い適応度」と判断します。
遺伝的アルゴリズムは適応度が低い候補を破棄します。
そして、より多く合致する候補の遺伝子を組み合わせて、つまり、検討すべき新しい順序を作成するために既知の低コスト結合順をランダムに位置を選択して、新しい候補が生成されます。
事前に設定された数まで結合順を検討するまで、この処理が繰り返されます。
そして、この検索の間にもっとも優れたものが、最終的な計画を生成するために使用されます。
   
初期の群を選択する時、および、その後の最善の候補の突然変異の時に無作為な選択がなされますので、この処理は生来非決定論的なものです。
選択された計画の予期せぬ変化を避けるために、GEQOアルゴリズムの各実行では乱数生成器を現在のgeqo_seedパラメータ設定で再スタートさせます。
geqo_seedとその他のGEQOパラメータが変更されない限り、一定の問い合わせ（と統計のようなプランナへの他の入力）に対しては同じ計画が生成されます。
異なる検索パスで実験するためには、geqo_seedを変更してみて下さい。
   

PostgreSQL™ GEQOの今後の実装作業



遺伝的アルゴリズムのパラメータ設定を改善するためにはまだ課題が残っています。
src/backend/optimizer/geqo/geqo_main.cのgimme_pool_sizeとgimme_number_generationsというルーチンでは、次の2つの相反する要求を満たす妥協点を見つけなければいけません。
      
	問い合わせ計画の最適性
        

	計算時間
        




     
現在の実装では、各結合順候補の適応度は標準プランナの結合選択と、一から作成したコスト推定コードを実行して推定されます。
異なる候補が同様の副結合順で使用されるにつれて、多くの作業が繰り返されることになります。
これは、副結合のコスト推定を記憶することで、非常に高速になるはずです。
この状態を記憶するために要するメモリ量が非合理的に拡大することを防止することが問題です。
     
最も基本的なレベルでは、TSP用に設計されたGAアルゴリズムを用いた問い合わせ最適化の解法が適切かどうかは明確ではありません。
TSPの場合は、部分文字列（巡回経路の一部）に関連付けられたコストは残りの巡回経路と独立していますが、これは問い合わせ最適化の場合には確実に成り立ちません。
したがって、辺再組合せ交叉が最も有効な突然変異手続きかどうかは疑わしいと言えます。
     


リリース8.0.14



リリース日
2007-09-17

このリリースは8.0.13の各種不具合を修正したものです。
8.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.0」を参照してください。
  
バージョン8.0.14への移行



8.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.0.6より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.0.6」を参照してください。
   

変更点



	トランザクションが、行を挿入した後に、同一テーブルに対する同時実行中のVACUUMの終了時刻とほぼ同じ時点でアボートした場合のインデックス破損を防止します。(Tom)
     

	CREATE DOMAIN ... DEFAULT NULLが適切に動作するようにしました。(Tom)
     

	過度なSSLエラーメッセージのログ処理を修正しました。(Tom)
     

	sysloggerプロセスを使用する時にログメッセージが差し込まれないようにログ処理を修正しました。(Andrew)
     

	log_min_error_statementログ処理がメモリ不足になった時のクラッシュを修正しました。(Tom)
     

	一部の外部キーの境界の不正な扱いを修正しました。(Tom)
     

	他のセッションによる一時テーブル処理を防ぐために起こるCLUSTERの失敗を防ぎます。(Alvaro)
     

	時間帯データベース規則を更新しました。具体的にはニュージーランドで予定している変更です。(Tom)
     

	Windowsソケットを改良しました。(Magnus)
     

	符号化方式が不整合となる可能性があるため、Windowsにてログのタイムスタンプに時間帯名(%Z)を出力しないようにしました。(Tom)
     

	セキュリティ強化のため、パスワード認証のみを使用する/contrib/dblinkを使用するユーザが非特権ユーザであることを要求します。(Joe)
     





設定例



テキスト検索設定は、文書をtsvectorに変換する必要なすべてのオプションを指定します。すなわち、テキストをトークンに分解するパーサ、そしてトークンを語彙素に変換する辞書です。to_tsvectorまたはto_tsqueryを呼び出すたびに、処理を進めるためにテキスト検索設定が必要になります。設定パラメータのdefault_text_search_configは、デフォルトの設定を指定します。これは、明示的な設定が省略されたときにテキスト検索関数が使用します。postgresql.confに設定するか、個々のセッションでSETコマンドを使って設定できます。
   
既定のテキスト検索設定がいくつか利用できます。また、カスタム設定を作るのも容易です。テキスト検索オブジェクトを管理する機能を実現するために、SQLコマンドが一通り用意されています。テキスト検索オブジェクトに関する情報を表示するpsqlコマンドもいくつか用意されています(「psqlサポート」)。
   
例として、組み込みのenglish設定のコピーを用いて、新しいpg設定を作ります。


CREATE TEXT SEARCH CONFIGURATION public.pg ( COPY = pg_catalog.english );

   
PostgreSQL固有の同義語リストを使い、それを$SHAREDIR/tsearch_data/pg_dict.synに格納します。ファイルの内容は以下のようになります。


postgres    pg
pgsql       pg
postgresql  pg


同義語辞書を次のように定義します。


CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY pg_dict (
    TEMPLATE = synonym,
    SYNONYMS = pg_dict
);


次に、Ispell™辞書のenglish_ispellを登録します。これにはそれ自身の設定があります。


CREATE TEXT SEARCH DICTIONARY english_ispell (
    TEMPLATE = ispell,
    DictFile = english,
    AffFile = english,
    StopWords = english
);


ここで、pg設定に単語用のマッピングを設定します。


ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION pg
    ALTER MAPPING FOR asciiword, asciihword, hword_asciipart,
                      word, hword, hword_part
    WITH pg_dict, english_ispell, english_stem;


組み込み設定が扱っているいくつかのトークンに関しては、インデックス付けと検索に扱わないことにします。


ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION pg
    DROP MAPPING FOR email, url, url_path, sfloat, float;

   
これでここまで作った設定を試すことができます。


SELECT * FROM ts_debug('public.pg', '
PostgreSQL, the highly scalable, SQL compliant, open source object-relational
database management system, is now undergoing beta testing of the next
version of our software.
');

   
次に、セッションの中で新しい設定を使うようにします。この設定は、publicスキーマの中に作られています。


=> \dF
   List of text search configurations
 Schema  | Name | Description
---------+------+-------------
 public  | pg   |

SET default_text_search_config = 'public.pg';
SET

SHOW default_text_search_config;
 default_text_search_config
----------------------------
 public.pg

  

第29章 ディスク使用量の監視



本章ではPostgreSQLデータベースシステムのディスク使用量を監視する方法について説明します。
 
ディスク使用量の決定



各テーブルには、データの大部分が格納されるプライマリヒープディスクファイルが備わっています。
もしテーブルが、長くなる可能性のある値を持つ列を持つ時は、テーブルに関連付けられたTOASTファイルもあるかもしれません。
このファイルは、メインテーブルに収納するには大き過ぎる値をテーブルに格納するために使用されます（「TOAST」を参照してください）。
TOASTテーブルが存在する場合は、そのテーブルに有効なインデックスが1つあります。
基本テーブルに関連付けられたインデックスが存在することもあります。
テーブルとインデックスはそれぞれ別のディスクファイルに格納されます。
このファイルが1ギガバイトを超える場合は、複数のファイルになります。
これらのファイルの命名規約について「データベースファイルのレイアウト」で説明します。
  
ディスクスペースの監視は、次の3つの方法で行えます。
表9.83「データベースオブジェクト容量関数」にあるSQL関数を使用する方法と
oid2name(1)モジュールを使用する方法、およびシステムカタログを手動で調べる方法です。
SQL関数を使用する方法が、一般的に一番簡単な方法です。
本セクションの残りの部分で、システムカタログを調査することによりこの方法を示します。
  
バキュームされて間もないデータベース、もしくは解析されたデータベース上でpsqlを使用することにより、どのようなテーブルでもディスクの使用量を調べる問い合わせを発行できます。

SELECT pg_relation_filepath(oid), relpages FROM pg_class WHERE relname = 'customer';

 pg_relation_filepath | relpages
----------------------+----------
 base/16384/16806     |       60
(1 row)

1ページは通常8キロバイトです
（relpagesはVACUUMとANALYZE、さらにCREATE INDEXといったいくつかのDDLによってのみ更新されることに注意してください）。
もしテーブルのディスクファイルを直接調べるときは、ファイルのパス名称に注目して下さい。
  
TOASTテーブルで使用されている容量を示すには、以下のような問い合わせを使用してください。

SELECT relname, relpages
FROM pg_class,
     (SELECT reltoastrelid
      FROM pg_class
      WHERE relname = 'customer') AS ss
WHERE oid = ss.reltoastrelid OR
      oid = (SELECT indexrelid
             FROM pg_index
             WHERE indrelid = ss.reltoastrelid)
ORDER BY relname;

       relname        | relpages
----------------------+----------
 pg_toast_16806       |        0
 pg_toast_16806_index |        1

  
インデックスサイズについても、以下のように簡単に表示できます。

SELECT c2.relname, c2.relpages
FROM pg_class c, pg_class c2, pg_index i
WHERE c.relname = 'customer' AND
      c.oid = i.indrelid AND
      c2.oid = i.indexrelid
ORDER BY c2.relname;

       relname        | relpages
----------------------+----------
 customer_id_indexdex |       26

  
この情報を使用して、以下のように簡単に最大のテーブルとインデックスを見つけ出すことができます。

SELECT relname, relpages
FROM pg_class
ORDER BY relpages DESC;

       relname        | relpages
----------------------+----------
 bigtable             |     3290
 customer             |     3144

  


リリース8.3.9



リリース日
2009-12-14

このリリースは8.3.8に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.3メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.3」を参照してください。
  
バージョン8.3.9への移行



8.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.3.8以前のバージョンからアップデートする場合は、「リリース8.3.8」を参照してください。
   

変更点



	セッション固有の状態を変更するインデックス関数により引き起こされる間接的なセキュリティ脅威から保護します。(Gurjeet Singh, Tom)
     
この変更により不変インデックス関数がスーパーユーザのセッションを破壊する可能性を防ぎます。(CVE-2009-4136)
     

	ヌルバイトが埋め込まれたコモンネーム（CN）フィールドをもつSSL証明書を拒絶します。(Magnus)
     
これは、SSL検証においてサーバまたはクライアント名に対する証明書が不正に一致しないようにします。(CVE-2009-4034)
     

	バックエンド起動時のキャッシュ初期化の間でクラッシュする可能性を修正しました。(Tom)
     

	空のシソーラス辞書におけるクラッシュを防止しました。(Tom)
     

	安全ではない時点でのVACUUMを中断するシグナルを防止します。 (Alvaro)
     
この修正により、VACUUM FULLがすでにタプルの移動をコミットした後にキャンセルされた場合のパニックや、通常のVACUUMがテーブルを切り詰めた後に割り込みを受けた場合の一時的なエラーを防止します。
     

	ハッシュテーブルサイズの計算における整数オーバーフローによるクラッシュの可能性を修正しました。(Tom)
     
これは、ハッシュ結合の結果のプランナの推定サイズが極端に大きい場合に発生することがありました。
     

	inet/cidrの比較における非常にまれなクラッシュを修正しました。 (Chris Mikkelson)
     

	準備されたトランザクションで保持されるタプルレベルの共有ロックを確実に無視しないようにしました。 (Heikki)
     

	副トランザクション内でアクセスされるカーソルで使用される一時ファイルの早すぎる削除を修正しました。 (Heikki)
     

	新しいCSVログファイルに変更する時のsysloggerプロセスのメモリリークを修正しました。(Tom)
     

	Windowsにおける権限ダウングレードロジックを修正しました。(Jesse Morris)
     
これは、Windowsにおいて「could not locate matching postgres executable」といった誤解を招くエラーメッセージでよくデータベースの起動が失敗する状況の一部を修正します。
     

	GiSTインデックスページ分割において、分割がインデックスの最初の列以外に依存する場合の不正なロジックを修正しました。(Paul Ramsey)
     

	チェックポイントの最後で古いWALファイルの回収や削除が失敗した場合にエラーを出力しません。(Heikki)
     
致命的ではないものと扱い、チェックポイントを完了させることができるようにする方が優れています。
将来のチェックポイントでは削除を再試行します。
こうした問題は通常の操作では想定されませんが、うまく設計されていないWindowsのアンチウィルスソフトウェアやバックアップソフトウェアにより現れることがあります。
     

	WindowsにおいてWALファイルが繰り返しアーカイブされないようにしました。 (Heikki)
     
別の症状として、一部の他のプロセスが不要となったファイルの削除に干渉する場合にも発生します。
     

	PAMパスワード処理をより堅牢に修正しました。(Tom)
     
以前のコードでは、Linuxのpam_krb5 PAMモジュールとドメインコントローラとしてのMicrosoft Active Directoryを組み合わせると失敗することが知られていました。
PAMスタックに渡される引数に関する正当ではない仮定を作成することであるため、どこかで問題になるかもしれません。
     

	GSSAPIおよびSSPI認証方式における認証トークン（Kerberosチケット）の最大サイズを上げました。(Ian Turner)
     
以前の2000バイトという制限はUnix Kerberosの実装では十分でしたが、Windowsドメインコントローラで発行されるチケットではより大きくなることがあります。
     

	シーケンスのアクセス統計情報の収集を再度有効にしました。 (Akira Kurosawa)
     
これは動作していましたが、8.3では壊れていました。
     

	CREATE OR REPLACE FUNCTIONにおける所有権限の依存関係の処理を修正しました。(Tom)
     

	WHERE x=x条件の不正な処理を修正しました。(Tom)
     
一部の場合、これらは冗長なものとして無視されることがありましたが、そうではありません。
— これらはx IS NOT NULLと等価です。
     

	全文検索パーサがXML属性内のアンダースコアを受け付けるようにしました。(Peter)
     

	xmlバイナリ入力における符号化方式の扱いを修正しました。(Heikki)
     
XMLヘッダにて符号化方式の指定がない場合、デフォルトでUTF-8を仮定するようになります。
以前の扱いには一貫性がありませんでした。
     

	plperluからplperlの呼び出し、またはその逆における不具合を修正しました。(Tom)
     
内部の関数からのエラー終了が、外側の関数用のPerlインタプリタを正しく再選択できずにクラッシュをもたらす可能性がありました。
     

	PL/Perl関数が再定義された時のセッション有効期間のメモリリークを修正しました。(Tom)
     

	集合を返すPL/Perl関数により返される場合Perl配列が適切にPostgreSQL™配列に返還されることを確実にしました。(Andrew Dunstan, Abhijit Menon-Sen)
     
集合以外を返す関数ではすでに正しく動作しました。
     

	PL/Pythonの例外処理におけるまれなクラッシュを修正しました。(Peter)
     

	contrib/pg_standbyにて、Windowsのシグナルを使用したフェイルオーバの通知を無効にしました。(Fujii Masao)
     
WindowsではUnixのようなシグナルを持ちませんので、これはまったく役に立っていませんでした。
さらに最近の変更により実際にクラッシュしてしまいます。
     

	psqlのflexモジュールが正しいシステムヘッダファイルを使用してコンパイルされることを確実にしました。(Tom)
     
これは、--enable-largefileが生成されたコード内に非互換の変更を引き起こすプラットフォームにおける構築失敗を修正します。
     

	今後のバージョンのlibpqとの互換性を高めるために、postmasterが接続要求パケットにおけるapplication_nameパラメータをすべて無視するようにしました。(Tom)
     

	最新の現実に合うように時間帯省略形ファイルを更新しました。(Joachim Wieland)
     
デフォルト時間帯群にIDTの追加が含まれます。
     

	時間帯データファイルをtzdata release 2009sまで更新しました。
南極、アルゼンチン、バングラデシュ、フィジー、ノヴォクズネツク、パキスタン、パレスチナ、サモア、シリアにおける夏時間規則の変更、および香港に関する歴史的な修正が含まれます。
     





リリース8.3.14



リリース日
2011-01-31

このリリースは8.3.13に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.3メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.3」を参照してください。
  
バージョン8.3.14への移行



8.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.3.8以前のバージョンからアップデートする場合は、「リリース8.3.8」を参照してください。
   

変更点



	EXPLAINがCASE式の簡易構文を表示しようとした時の失敗を防止します。(Tom Lane)
     
CASEのテスト式が定数の場合、プランナはCASEを式表示用コードを混乱させる形式に単純化してしまいました。
その結果「unexpected CASE WHEN clause」というエラーになりました。
     

	過去に存在した添字範囲に対する部分配列代入を修正しました。(Tom Lane)
     
新しく追加される添字と過去に存在した添字の先頭との間に隙間があった場合、コードは古い配列のヌルビットマップからコピーしなければならない項目数を誤計算してしまい、データ破損またはクラッシュを導く可能性がありました。
     

	プランナにおける、非常に時間が離れた日付値に対する想定外の変換オーバーフローを防止します。(Tom Lane)
     
date型はtimestamp型で表現可能な範囲よりもより広い日付範囲をサポートします。
しかしプランナは常に問題なくdateからtimestampへの変換が可能であることを仮定していました。
     

	standard_conforming_stringsが有効な場合のラージオブジェクト（BLOB）用のpg_restoreのテキスト出力を修正しました。(Tom Lane)
     
データベースへ直接リストアすることは正しく動作しましたが、pg_restoreがSQLテキスト出力を求め、かつ、standard_conforming_stringsが元のデータベースで有効だった場合、文字列エスケープは正しくありませんでした。
     

	... & !(subexpression) | ...を含むtsquery値の間違った解析を修正しました。(Tom Lane)
     
こうした演算子の組み合わせを含む問い合わせは正しく実行されませんでした。
同じエラーがcontrib/intarrayのquery_int型とcontrib/ltreeのltxtquery型に存在しました。
     

	query_int型に対するcontrib/intarray入力関数におけるバッファオーバーランを修正しました。(Apple)
     
この関数の返すアドレスが上書きされる可能性があるという点で、この不具合はセキュリティ問題です。
この問題を報告し修正版を提供していただいたApple Incのセキュリティチームに感謝します。(CVE-2010-4015)
     

	contrib/segのGiST picksplitアルゴリズムにおける不具合を修正しました。(Alexander Korotkov)
     
これにより、seg列上のGiSTインデックスにおいて実際に不正な結果になることはありませんが、非常に非効率的な結果になることがあり得ました。
こうしたインデックスがある場合、この更新版をインストールした後にREINDEX処理を行うことを検討してください。
（これは過去の更新のcontrib/cubeで修正された不具合と同じです。）
     





リリース8.3.3



リリース日
2008-06-12

このリリースは8.3.2に対し、重大な1つの不具合と軽微な1つの不具合を修正したものです。
8.3メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.3」を参照してください。
  
バージョン8.3.3への移行



8.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.3.1より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.3.1」を参照してください。
   

変更点



	pg_get_ruledef()で負の定数を括弧でくくるようにしました。(Tom)
     
この修正前では、ビューまたはルールにおける負の定数がそのまま、例えば-42::integerのようにダンプされる可能性がありました。
これは若干正しくありません。
演算子の前置規則に従うと、(-42)::integerとなるべきです。
通常は大した違いが起こることはありませんが、最近の別のパッチと相互作用して、PostgreSQL™が有効なSELECT DISTINCTビューの問い合わせを拒絶することになりました。
pg_dumpの出力のリロード失敗という結果になることもあり得たため、これは高優先度の修正として扱われました。
実際にダンプ出力が正しくなかったバージョンは8.3.1と8.2.7だけです。
     

	ALTER AGGREGATE ... OWNER TOがpg_shdependを更新するようにしました。(Tom)
     
この見落としにより、集約が後でDROP OWNEDまたはREASSIGN OWNED操作で使用された場合に問題が発生するおそれがありました。
     






名前
DROP MATERIALIZED VIEW — マテリアライズドビューを削除する

概要
DROP MATERIALIZED VIEW [ IF EXISTS ] name [, ...] [ CASCADE | RESTRICT ]

説明
DROP MATERIALIZED VIEWは既存のマテリアライズドビューを削除します。
このコマンドを実行するためにはマテリアライズドビューの所有者でなければなりません。
  

パラメータ
	IF EXISTS
	マテリアライズドビューが存在しない場合でもエラーを発生しません。
この場合注意が発生します。
     

	name
	削除対象のマテリアライズドビューの名前（スキーマ修飾可）です。
     

	CASCADE
	マテリアライズドビューに依存するオブジェクト（他のマテリアライズドビューや通常のビューなど）を自動的に削除し、さらにそれらのオブジェクトに依存するすべてのオブジェクトも削除します（「依存関係の追跡」参照）。
     

	RESTRICT
	依存するオブジェクトがある場合にマテリアライズドビューの削除を取りやめます。
これがデフォルトです。
     




例
以下のコマンドはorder_summaryという名前のマテリアライズドビューを削除します。


DROP MATERIALIZED VIEW order_summary;

互換性
DROP MATERIALIZED VIEWはPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
CREATE MATERIALIZED VIEW(7), ALTER MATERIALIZED VIEW(7), REFRESH MATERIALIZED VIEW(7)


名前
CREATE DATABASE — 新しいデータベースを作成する

概要
CREATE DATABASE name
    [ [ WITH ] [ OWNER [=] user_name ]
           [ TEMPLATE [=] template ]
           [ ENCODING [=] encoding ]
           [ LC_COLLATE [=] lc_collate ]
           [ LC_CTYPE [=] lc_ctype ]
           [ TABLESPACE [=] tablespace_name ]
           [ ALLOW_CONNECTIONS [=] allowconn ]
           [ CONNECTION LIMIT [=] connlimit ]
           [ IS_TEMPLATE [=] istemplate ] ]

説明
CREATE DATABASEは新しいPostgreSQL™データベースを作成します。
  
データベースを作成するには、スーパーユーザ、もしくはCREATEDBという特別な権限を持つユーザである必要があります。
CREATE USER(7)を参照してください。
  
デフォルトでは、新しいデータベースは標準システムデータベースtemplate1を複製することによって作成されます。
他のテンプレートを指定するには、TEMPLATE nameと記述します。
特に、TEMPLATE template0と記述することで、そのバージョンのPostgreSQLによって定義済みの標準オブジェクトのみを持つ、新しいデータベースを作ることができます。
これは、template1に追加した独自オブジェクトをコピーしたくない場合に便利です。
  

パラメータ
	name
	作成するデータベースの名前です。
       

	user_name
	新しいデータベースを所有するユーザのロール名です。
デフォルト設定（つまり、コマンドを実行したユーザ）を使用する場合はDEFAULTと指定します。
他のロールによって所有されるデータベースを作成するためには、そのロールの直接的または間接的なメンバであるか、スーパーユーザでなければなりません。
       

	template
	新しいデータベースの作成元となるテンプレートの名前です。
デフォルトテンプレート（template1）を使う場合は、DEFAULTと指定します。
       

	encoding
	新しいデータベースで使われる文字セット符号化方式です。
文字列定数（例えば'SQL_ASCII'）、整数の符号化方式番号、DEFAULTのいずれかを指定します。
DEFAULTとすると、デフォルトの符号化方式（すなわちテンプレートデータベースの符号化方式）を使います。
PostgreSQL™サーバでサポートされる文字セットについては「サポートされる文字セット」で説明します。
この他の制限については後述します。
       

	lc_collate
	新しいデータベースで使用する照合順（LC_COLLATE）です。
これは、たとえばORDER BYを持つ問い合わせなどにおいて文字列に適用されるソート順やテキスト型の列に対するインデックスで使用される順序に影響します。
       

	lc_ctype
	新しいデータベースで使用する文字のクラス（LC_CTYPE）です。
これは、たとえば小文字、大文字、数字といった文字の分類に影響します。
デフォルトではテンプレートデータベースの文字クラスを使用します。
さらなる制限に関しては後で説明します。
       

	tablespace_name
	新しいデータベースに関連付けされるデフォルトのテーブル空間名です。
テンプレートデータベースのテーブル空間を使用する場合は、DEFAULTと指定します。
このテーブル空間が、このデータベースで作成されるオブジェクトのデフォルトのテーブル空間となります。
詳細はCREATE TABLESPACE(7)を参照してください。
       

	allowconn
	falseの場合、誰もこのデータベースに接続できません。
デフォルトはtrueで、接続が可能です（GRANT/REVOKE CONNECTなど他の仕掛けで制限されている場合を除きます）。
        

	connlimit
	このデータベースで確立できる同時接続数です。
-1（デフォルト）は無制限を意味します。
       

	istemplate
	trueの場合、CREATEDB権限があれば、どのユーザでもこのデータベースを複製できます。
false（デフォルト）の場合、スーパーユーザまたはデータベースの所有者だけが複製できます。
        



オプションのパラメータは、任意の順番で記述できます。上記の順番で記述しなくても構いません。
  

注釈
CREATE DATABASEはトランザクションブロックの内側では実行できません。
   
ほとんどの場合、「could not initialize database directory」という行が含まれるエラーは、データディレクトリの権限不足、ディスク容量不足などファイルシステムについての問題に関連するものです。
   
データベースを削除するにはDROP DATABASE(7)を使用してください。
   
createdb(1)プログラムは利便性のために提供される、このコマンドのラッパプログラムです。
   
データベースレベルの設定パラメータ(ALTER DATABASE(7)によって設定されるもの)はテンプレートデータベースからコピーされません。
   
template1以外のデータベースの名前をテンプレートに指定してデータベースをコピーすることは可能ですが、これは（まだ）一般的に使用する「COPY DATABASE」機能として意図されているわけではありません。
主な制限は、コピー中に他のセッションからテンプレートデータベースへの接続ができないことです。
CREATE DATABASEは、開始した時に他の接続があると失敗します。
テンプレートデータベースへの新規接続はCREATE DATABASEが完了するまでできません。
詳細は「テンプレートデータベース」を参照してください。
  
新しいデータベース用に指定される文字セット符号化方式は選択されたロケール設定（LC_COLLATEおよびLC_CTYPE）と互換性がなければなりません。
ロケールがC（や同等のPOSIX）であれば、すべての符号化方式が許されますが、他のロケール設定では適切に動作する符号化方式は1つしかありません。
（しかしWindowsではUTF-8符号化方式をすべてのロケールで使用することができます。）
CREATE DATABASEでは、ロケール設定に関係なくスーパーユーザがSQL_ASCII符号化方式を指定することを許していますが、こうした選択は廃止予定であり、データベース内にロケールと互換性がない符号化方式でデータが格納された場合、文字列関数の誤動作を多く引き起こします。
  
符号化方式とロケール設定はテンプレートデータベースのこれらの設定と一致しなければなりません。
ただしtemplate0がテンプレートとして使用される場合は例外です。
他のデータベースには指定された符号化方式と一致しないデータを含む可能性やLC_COLLATEおよびLC_CTYPEがソート順序に影響するようなインデックスを含む可能性があることがこの理由です。
こうしたデータをコピーしたものは、新しい設定から見ると破損したデータベースとなります。
しかしtemplate0には影響を受けるデータやインデックスが含まれていないことが分かっています。
  
CONNECTION LIMITは厳密な制限ではありません。
データベース向けの接続「スロット」が1つ残っていた時に同時に2つの新しいセッション開始要求があった場合、両方とも失敗する可能性があります。
また、この制限はスーパーユーザには強制されません。
  

例
新しいデータベースを作成します。


CREATE DATABASE lusiadas;

  
ユーザsalesappを所有者、salesspaceをデフォルトのテーブル空間としてデータベースsalesを作成します。


CREATE DATABASE sales OWNER salesapp TABLESPACE salesspace;

  
ISO-8859-1文字セットをサポートするデータベースmusicを作成します。


CREATE DATABASE music ENCODING 'LATIN1' TEMPLATE template0;


この例におけるTEMPLATE template0句は、template1の符号化方式がISO-8859-1ではない場合にのみ必要です。
符号化方式を変更するには同様にLC_COLLATEとLC_CTYPEを新たに設定する必要があるかもしれないことに注意してください。
  

互換性
標準SQLにはCREATE DATABASE文はありません。
データベースはカタログに相当するもので、その作成は実装依存です。
  

関連項目
ALTER DATABASE(7), DROP DATABASE(7)

定常的なインデックスの再作成



REINDEX(7)コマンドまたは一連の個々の再構築処理を使用して定期的にインデックスを再構築することが価値がある状況があります。
  
完全に空になったB-treeインデックスページは再利用のために回収されます。
しかしまだ非効率的な領域使用の可能性があります。
ページからわずかを残しほとんどすべてのインデックスキーが削除されたとしても、ページは割り当てられたまま残ります。
各範囲において、わずかを残しほとんどすべてのキーが削除されるようなパターンで使用されると、領域が無駄に使用されることが分かります。
こうした使用状況では、定期的なインデックス再構築を推奨します。
  
B-tree以外のインデックスが膨張する可能性はまだよく調査されていません。
B-tree以外の任意の種類のインデックスを使用する際には、インデックスの物理容量を定期的に監視することを勧めます。
  
また、B-treeインデックスでは、新規に構築したインデックスの方が何度も更新されたインデックスよりもアクセスが多少高速です。
新しく構築されたインデックスでは論理的に近接するページが通常物理的にも近接するからです。
（これはB-tree以外のインデックスではあてはまりません。）
アクセス速度を向上させるためだけに周期的にインデックスを再構築することは価値があるかもしれません。
  
REINDEX(7)はすべての状況で安全に簡単に使うことができます。
しかし、このコマンドはテーブルの排他ロックを要求しますので、生成と置き換えの処理を続けて行なうことでインデックスの再構築を実行する方が好ましい場合がしばしばあります。
CONCURRENTLYオプションの付いたCREATE INDEX(7)をサポートする種類のインデックスでは代わりにそのように再構築できます。
それが成功し、結果のインデックスが有効ならば、ALTER INDEX(7)とDROP INDEX(7)を組み合わせて使って、元のインデックスを新しく構築されたものに置き換えることができます。
インデックスが一意性もしくはその他の制約を強制するために使われている場合には、既存の制約を新しいインデックスで強制されるものへ入れ替えるためにALTER TABLE(7)が必要になるかもしれません。
インデックスをこのように再作成するのには制限がありますので、この複数の処理で再構築する代わりの方法を使う前に注意深く検討し、エラーを処理しなければなりません。
  


名前
CLOSE — カーソルを閉じる

概要
CLOSE { name | ALL }

説明
CLOSEは、開いたカーソルに関連するリソースを解放します。
カーソルが閉じられた後は、そのカーソルに対する操作はできません。
カーソルは必要がなくなった時点で閉じるべきです。
  
トランザクションがCOMMITもしくはROLLBACKで終了された時点で、開いている保持不可能カーソルは全て暗黙的に閉じられます。
ROLLBACKにより保持可能カーソルを作成したトランザクションをアボートした場合、この保持可能カーソルは暗黙的に閉じられます。
作成したトランザクションが正常にコミットされた場合、保持可能カーソルは明示的にCLOSEが実行されるまで、あるいは、クライアントとの接続が切断されるまで、開いたままになります。
  

パラメータ
	name
	閉じる対象となる、現在開いているカーソルの名前です。
     

	ALL
	すべてのカーソルを閉じます。
     




注釈
PostgreSQL™には明示的なカーソルのOPEN文がありません。
カーソルは宣言された時に開いたとみなされます。
カーソルの宣言にはDECLARE(7)文を使用してください。
  
pg_cursorsシステムビューを問い合わせることにより利用可能なすべてのカーソルを確認することができます。
  
カーソルがセーブポイントの後に閉じられ、後にロールバックした場合には、CLOSEはロールバックされません。
つまり、そのカーソルは閉じたままとなります。
  

例
カーソルliahonaを閉じます。

CLOSE liahona;

互換性
CLOSEは標準SQLと完全な互換性を持ちます。
ただし、CLOSE ALLはPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
DECLARE(7), FETCH(7), MOVE(7)


名前
DROP OWNED — データベースロールにより所有されるデータベースオブジェクトを削除します。

概要
DROP OWNED BY { name | CURRENT_USER | SESSION_USER } [, ...] [ CASCADE | RESTRICT ]

説明
DROP OWNEDは、現在のデータベース内にある、指定したロールが所有するオブジェクトをすべて削除します。
また、現在のデータベース内にあるオブジェクトと共有オブジェクト（データベース、テーブル空間）に対して指定したロールに与えられた権限も取り消されます。
  

パラメータ
	name
	所有するオブジェクトを削除し、その権限が取り消されるロールの名称です。
     

	CASCADE
	関連するオブジェクトに依存するオブジェクトを自動的に削除し、さらにそれらのオブジェクトに依存するすべてのオブジェクトも削除します（「依存関係の追跡」参照）。
     

	RESTRICT
	他のデータベースオブジェクトが関連オブジェクトに依存する場合、ロールにより所有されるオブジェクトの削除を取りやめます。
これがデフォルトです。
     




注釈
DROP OWNEDはよく、複数ロールの削除の前処理として使用されます。
DROP OWNEDは現在のデータベース内のオブジェクトにのみ影響しますので、このコマンドを通常、削除予定のロールが所有するオブジェクトを持つデータベース毎に実行する必要があります。
  
CASCADEオプションを使用すると、このコマンドで再帰的に他のユーザが所有するオブジェクトを処理する可能性があります。
  
代わりにREASSIGN OWNED(7)コマンドを使い、1つまたは複数のロールが所有するすべてのデータベースオブジェクトの所有権を再割り当てすることもできます。
ただしREASSIGN OWNEDは他のオブジェクトの権限については処理しません。
  
ロールにより所有されるデータベースおよびテーブル空間は削除されません。
  
詳しくは「ロールの削除」を参照してください。
  
   See 「ロールの削除」 for more discussion.
  

互換性
DROP OWNEDコマンドはPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
REASSIGN OWNED(7), DROP ROLE(7)

pg_opclass



pg_opclassカタログはインデックスアクセスメソッド演算子クラスを定義します。
それぞれの演算子クラスは特定のデータ型のインデックス列のセマンティクスと特定のインデックスアクセスメソッドを定義します。
演算子クラスは、ある特定の演算子族は特定のインデックス可能な列データの型に対して適用できる、ということを本質的に特定します。
インデックス付けされた列を実際に使用可能な演算子族の演算子群は、その列のデータ型を左辺の入力として受け付けます。
  
   演算子クラスについては「インデックス拡張機能へのインタフェース」に詳細に説明されています。
  
表50.33 pg_opclassの列
	名前	型	参照先	説明
	oid	oid	 	行識別子（隠し属性です。明示的に選択しなければなりません）
	opcmethod	oid	pg_am.oid	対象のインデックスアクセスメソッド演算子クラス
	opcname	name	 	この演算子クラスの名前
	opcnamespace	oid	pg_namespace.oid	この演算子クラスの名前空間
	opcowner	oid	pg_authid.oid	演算子クラスの所有者
	opcfamily	oid	pg_opfamily.oid	演算子クラスを含んでいる演算子族
	opcintype	oid	pg_type.oid	演算子クラスがインデックスを作成するデータ型
	opcdefault	bool	 	演算子クラスがopcintypeのデフォルトである場合は真
	opckeytype	oid	pg_type.oid	インデックス内に格納されているデータ型。opcintypeと同じ場合はゼロ



演算子クラスのopcmethodは、演算子クラスが含んでいる演算子族のopfmethodに一致しなければいけません。
また、任意のopcmethodとopcintypeの組み合わせに対してopcdefaultが真となるようなpg_opclass行が複数存在してはいけません。
  

インデックスのロック処理に関する検討



インデックスアクセスメソッドは、複数のプロセスによるインデックスの同時更新を取り扱えなければなりません。
PostgreSQL™コアシステムはインデックススキャン中にインデックスに対してAccessShareLockを獲得します。
また、（通常のVACUUMを含む）インデックスの更新中にRowExclusiveLockを獲得します。
これらの種類のロックは競合しませんので、アクセスメソッドは必要になるかもしれない粒度の細かなロック処理に関して責任を持ちます。
インデックスの生成、破棄、REINDEX時にインデックス全体に対する排他ロックが獲得されます。
  
同時更新をサポートするインデックス種類を構築することは通常、必要な動作について広範かつ微細にわたる解析が必要です。
B-treeおよびハッシュインデックス種類では、src/backend/access/nbtree/READMEと src/backend/access/hash/READMEにある設計に関する決定事項を読むことができます。
  
インデックス自身の内部的な一貫性要求の他に、同時実行更新には、親テーブル（ヒープ）とインデックス間の一貫性に関する問題が発生します。
PostgreSQL™はヒープへのアクセスおよび更新とインデックスへのアクセスおよび更新を分離していますので、インデックスとヒープとの間の一貫性が無くなる間隔が存在します。
以下の規則でこうした問題を扱います。

    
	新しいヒープ項目はインデックス項目を作成する前に作成されます。
（このため、同時実行インデックススキャンはヒープエントリを確認する時によく失敗します。
インデックスの読み取りは、未コミットの行を対象としませんので問題ありません。
しかし、「インデックス一意性検査」を参照してください。）
      

	ヒープエントリが（VACUUMによって）削除される時、これに対するすべてのインデックス項目が先に削除されます。
      

	インデックススキャンは、最後にamgettupleが返した項目を保持するインデックスページ上のピンを管理しなければなりません。
また、ambulkdeleteは、他のバックエンドがピンを持つページから項目を削除することはできません。
この規則の必要性については後で説明します。
      





３番目の規則がないと、VACUUMによって削除される直前に、インデックス読み取りがインデックス項目を見つけ、そして、VACUUMによって削除された後に対応するヒープ項目に達する可能性があります。
空の項目スロットはheap_fetch()で無視されますので、これは読み取りが達した時にその項目番号が未使用である場合でも大きな問題は起こりません。
しかし、第三のバックエンドがすでにその項目スロットを他のものに再使用した場合はどうなるでしょうか？
そのスロット内の新しいものが、スナップショット試験を通過するには新しすぎることが確実ですので、MVCCに則ったスナップショットを使用する場合は問題ありません。
しかし、MVCCに則らないスナップショット(SnapshotNowなど)では、実際にはスキャンキーに合わない行を受付け、返す可能性があります。
すべての場合においてヒープ行に対しスキャンキーの再検査を行うことを必須とすることで、こうした状況から保護することができますが、これは高価すぎます。
代わりに、読み取りがまだ一致するヒープ項目へのインデックス項目の「作業中」であることを示す代理として、インデックスページに対するピンを使用します。
このピンに対してambulkdeleteがブロックするようにすることで、読み取りの作業が終わる前にVACUUMがそのヒープ項目を削除できないことを確実にします。
実行時におけるこの対策のコストは小さく、実際に競合が発生するごく稀な場合にのみブロックするためのオーバーヘッドが加わります。
  
この対策は、インデックススキャンが「同期」していることを要求します。
対応するインデックス項目のスキャンの後即座に各ヒープタプルを取り出さなければなりません。
多くの理由のため、これは高価です。
インデックスから多くのTIDを収集し、少し後でのみヒープタプルにアクセスする「非同期」スキャンでは、必要なロック処理オーバーヘッドがかなり少なくなり、また、より効率的なヒープへのアクセスパターンを取ることができます。
上の解析に従うと、MVCCに則らないスナップショットでは同期方式を使用しなければなりませんが、問い合わせがMVCCスナップショットを使用する場合は非同期スキャンを使用することができます。
  
amgetbitmapインデックススキャンでは、アクセスメソッドは返されるタプル上にインデックスピンをまったく保持しません。
したがって、MVCCに則ったスナップショットでこうしたスキャンを使用することのみが安全です。
  
ampredlocksフラグが設定されていない場合、シリアライザブルトランザクション内でそのインデックスアクセスメソッドを使用するスキャンはいずれもインデックス全体に対するブロックしない述語ロックを獲得します。
これは、同時実行のシリアライザブルトランザクションによるそのインデックスへの何らかのタプル挿入で、読み書きの競合が発生することがあります。
同時実行のシリアライザブルトランザクションの集合の中で特定の読み書きの競合パターンが検知された場合、データの整合性を保護するためにこれらのトランザクションの１つはキャンセルされます。
このフラグが設定されている場合、こうしたトランザクションのキャンセルの頻度を低減することになる、より粒度の細かな述語ロックをインデックスアクセスメソッドが実装していることを示します。
  

リリース8.2.5



リリース日
2007-09-17

このリリースは8.2.4の各種不具合を修正したものです。
8.2メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.2」を参照してください。
  
バージョン8.2.5への移行



8.2.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   

変更点



	トランザクションが、行を挿入した後に、同一テーブルに対する同時実行中のVACUUMの終了時刻とほぼ同じ時点でアボートした場合のインデックス破損を防止します。(Tom)
     

	ドメイン越しのドメインを含む場合のALTER DOMAIN ADD CONSTRAINTを修正しました。(Tom)
     

	CREATE DOMAIN ... DEFAULT NULLが適切に動作するようにしました。(Tom)
     

	外部結合に関するプランナの問題をいくつか、特に、t1 LEFT JOIN t2 WHERE t2.col IS NULLに対するおかしなサイズ推定を修正しました。
     

	intervalデータ型が、ミリ秒のみ、または、マイクロ秒のみから構成された入力を受け付けられるようになりました。(Neil)
     

	timestamp型の入力で、時間帯名称が年の前に来てもよくなりました。(Tom)
     

	/contrib/tsearch2で使用されるGINインデックスを修正しました。(Teodor)
     

	r-treeインデックスの挿入を高速化しました。(Teodor)
     

	過度なSSLエラーメッセージのログ処理を修正しました。(Tom)
     

	sysloggerプロセスを使用する時にログメッセージが差し込まれないようにログ処理を修正しました。(Andrew)
     

	log_min_error_statementログ処理がメモリ不足になった時のクラッシュを修正しました。(Tom)
     

	一部の外部キーの境界の不正な扱いを修正しました。(Tom)
     

	stddev_pop(numeric)とvar_pop(numeric)を修正しました。(Tom)
     

	他のセッションによる一時テーブル処理を防ぐために起こるREINDEXとCLUSTERの失敗を防ぎます。(Alvaro)
     

	時間帯データベース規則を更新しました。具体的にはニュージーランドで予定している変更です。(Tom)
     

	Windowsソケットとセマフォを改良しました。(Magnus)
     

	pg_ctl -wがWin32サービスモードで適切に動作するようになりました。(Dave Page)
     

	WindowsでMIT Kerberosを使用する場合のメモリ割り当てに関する不具合を修正しました。(Magnus)
     

	符号化方式が不整合となる可能性があるため、Windowsにてログのタイムスタンプに時間帯名(%Z)を出力しないようにしました。(Tom)
     

	セキュリティ強化のため、パスワード認証のみを使用する/contrib/dblinkを使用するユーザが非特権ユーザであることを要求します。(Joe)
     

	セキュリティ上の理由で、/contrib/pgstattuple関数をスーパーユーザに制限しました。(Tom)
     

	/contrib/intarrayがGIN演算子クラスをデフォルトにしないようにしました（ダンプ/リストア時に問題が発生します）。(Tom)
     





範囲関数と演算子



範囲型の概要に関しては「範囲型」を参照してください。
  
範囲型に対して利用可能な演算子を表9.49「範囲演算子」に示します。
  
表9.49 範囲演算子
	演算子	説明	例	結果
	 = 	等しい	int4range(1,5) = '[1,4]'::int4range	t
	 <> 	等しくない	numrange(1.1,2.2) <> numrange(1.1,2.3)	t
	 < 	未満	int4range(1,10) < int4range(2,3)	t
	 > 	より大きい	int4range(1,10) > int4range(1,5)	t
	 <= 	以下	numrange(1.1,2.2) <= numrange(1.1,2.2)	t
	 >= 	以上	numrange(1.1,2.2) >= numrange(1.1,2.0)	t
	 @> 	範囲を包含する	int4range(2,4) @> int4range(2,3)	t
	 @> 	要素を包含する	'[2011-01-01,2011-03-01)'::tsrange @> '2011-01-10'::timestamp	t
	 <@ 	・・・により範囲が包含される	int4range(2,4) <@ int4range(1,7)	t
	 <@ 	・・・により要素が包含される	42 <@ int4range(1,7)	f
	 && 	重複する(共通点を持つ)	int8range(3,7) && int8range(4,12)	t
	 << 	厳密に左に位置する	int8range(1,10) << int8range(100,110)	t
	 >> 	厳密に右に位置する	int8range(50,60) >> int8range(20,30)	t
	 &< 	右側を越えない	int8range(1,20) &< int8range(18,20)	t
	 &> 	左側を越えない	int8range(7,20) &> int8range(5,10)	t
	 -|- 	隣接する	numrange(1.1,2.2) -|- numrange(2.2,3.3)	t
	 + 	範囲の結合	numrange(5,15) + numrange(10,20)	[5,20)
	 * 	範囲の共通部分	int8range(5,15) * int8range(10,20)	[10,15)
	 - 	範囲の差分	int8range(5,15) - int8range(10,20)	[5,10)



単純な比較演算子である<、>、<=そして>=は、最初に下限の境界を比較し、それらが等しい場合のみ上限の境界を比較します。
これらの比較演算子は、範囲型のデータに関しては大抵便利なものではありませんが、範囲型へB-treeインデックスを付与するのに必要なため提供されています。
  
左に位置する/右に位置する/隣接する、の演算子は、範囲の一方が空の時は常に偽を返します。つまり、空の範囲に対しては、他のどの範囲の前後のどちらであるともみなされない、ということです。
  
結合範囲と差分範囲演算子は、もし得られる結果が互いに離れた2つの範囲を含む必要がある場合、このような範囲を表現することができないためエラーとなります。
  
範囲型に対して利用可能な関数を表9.50「範囲関数」に示します。
  
表9.50 範囲関数
	関数	戻り値型	説明	例	結果
	                   lower(anyrange)
         
        	範囲の要素の型	範囲の下限	lower(numrange(1.1,2.2))	1.1
	                   upper(anyrange)
         
        	範囲の要素の型	範囲の上限	upper(numrange(1.1,2.2))	2.2
	                   isempty(anyrange)
         
        	boolean	空の範囲か？	isempty(numrange(1.1,2.2))	false
	                   lower_inc(anyrange)
         
        	boolean	下限は範囲に含まれるか？	lower_inc(numrange(1.1,2.2))	true
	                   upper_inc(anyrange)
         
        	boolean	上限は範囲に含まれるか？	upper_inc(numrange(1.1,2.2))	false
	                   lower_inf(anyrange)
         
        	boolean	下限は無限大か？	lower_inf('(,)'::daterange)	true
	                   upper_inf(anyrange)
         
        	boolean	上限は無限大か？	upper_inf('(,)'::daterange)	true
	                   range_merge(anyrange, anyrange)
         
        	anyrange	両方の範囲を含む最小の範囲	range_merge('[1,2)'::int4range, '[3,4)'::int4range)	[1,4)



lowerとupper関数は、範囲が空の場合および対象の境界が無限大の場合は、NULLを返します。
lower_inc、upper_inc、lower_inf、そしてupper_inf関数は、空の範囲に対しては全て偽を返します。
  

データの削除



これまで、テーブルにデータを追加する方法と、データを変更する方法について説明してきました。
残っているのは不要になったデータを削除する方法です。
データの追加が行単位でしか行えないのと同様、削除の場合も、行全体をテーブルから削除するしかありません。
前節で、SQLでは個々の行を直接指定する方法がないということを説明しました。
ですから行の削除の場合も、削除対象となる行の条件を指定することでしかできません。
テーブルに主キーが設定されている場合は、その行を正確に指定できます。
しかし、条件を満たす複数の行、あるいは、テーブル内の全ての行を一度に削除することもできます。
  
行を削除するには、DELETE(7)コマンドを使用します。
構文はUPDATEコマンドによく似ています。
例えば、productsテーブルから価格が10である全ての行を削除するには以下のようにします。

DELETE FROM products WHERE price = 10;

  
単に次のようにすると、テーブル内の全ての行が削除されますので注意してください！

DELETE FROM products;

プログラマに対する警告です。
  

administrable_role_authorizations



administrable_role_authorizationsビューは、現在のユーザがアドミンオプションを持つすべてのロールを識別します。
  
表35.2 administrable_role_authorizationsの列
	名前	データ型	説明
	grantee	sql_identifier	このロールのメンバ資格を付与したロールの名前です。
（現在のユーザかもしれませんし、入れ子状のロールメンバ資格の場合は異なるロールかもしれません。）
      
	role_name	sql_identifier	ロール名です。
	is_grantable	yes_or_no	常にYESです。




ファイルの場所



     
      すでに説明したpostgresql.confファイルに加え、PostgreSQL™は、（20章クライアント認証で使用方法が説明されている）クライアント認証の管理を行うために、他の2つの手作業で編集される設定ファイルを使用します。
      全ての3つの設定ファイルは、デフォルトではデータベースクラスタのdataディレクトリに格納されます。
本節で説明するパラメータにより、設定ファイルを何処にでも置くことが可能です。
（そのようにすると管理がしやすくなります。
とりわけ、設定ファイルを分けて保存することで、設定ファイルの適切なバックアップを確実に行うことがしばしば容易になります。）
     
	data_directory (string)
      
      
	       
        データ格納に使用するディレクトリを指定します。
        このパラメータはサーバ起動時のみ設定可能です
       

	config_file (string)
      
      
	       
        メインサーバ設定ファイルを指定します（通例postgresql.confと呼ばれます）。
このパラメータはpostgresコマンドライン上でのみ設定可能です。
       

	hba_file (string)
      
      
	       
        ホストベース認証（HBA）用のファイルを指定します（通例pg_hba.confと呼ばれます）。
このパラメータはサーバ起動時のみ設定可能です。
       

	ident_file (string)
      
      
	       
        「ユーザ名マップ」ユーザ名マッピングの設定ファイルを指定します（通例pg_ident.confと呼ばれます）。このパラメータはサーバ起動時のみ設定可能です。
       

	external_pid_file (string)
      
      
	       
       サーバ管理プログラムの使用のためにサーバが作成しなくてはならない、追加のプロセス識別子（PID)ファイルの名前を指定します。
       このパラメータはサーバ起動時のみ設定可能です。
       



     
      デフォルトのインストールでは、上記のいかなるパラメータも明示的に設定されません。
その代わり、data ディレクトリは-Dコマンドラインオプション、またはPGDATA環境変数で指定され、設定ファイル全てはその data ディレクトリ内に格納されます。
     
     
      dataディレクトリ以外の場所に設定ファイルを格納したいのであれば、postgresの-Dコマンドラインオプション、またはPGDATA環境変数で設定ファイルの場所を指し示し、そしてdataディレクトリが実際どこに存在するのかを示すため、postgresql.confの（もしくはコマンドライン上で）data_directoryパラメータを設定しなければなりません。
      data_directoryは、設定ファイルの場所ではなく、data ディレクトリの位置に関して、-DおよびPGDATAを上書きすることに注意してください。
     
     
      必要に応じて、パラメータconfig_file、hba_file、そして/もしくは ident_fileを使用し、設定ファイルの名前と場所を個別に指定することができます。
config_fileはpostgresコマンドラインによってのみ指定されますが、その他は主設定ファイル内で設定できます。
全ての3つのパラメータとdata_directoryが明示的に設定されていれば、-DまたはPGDATAを指定する必要はありません。
     
     
      これらのパラメータのいずれかを設定する場合、相対パスは、postgresが起動されるディレクトリから見た相対パスとして解釈されます。
     

auto_explain



auto_explainモジュールは、手動でEXPLAIN(7)の実行を必要とせず、自動的に遅い文の実行計画をログ記録する手段を提供します。
大きなアプリケーションにおける最適化されていない問い合わせを追跡するのに特に有用です。
 
このモジュールはSQLでアクセスできる関数を提供しません。
使用するには、サーバに単に読み込ませます。
ある個別のセッションに読み込ませることができます。


LOAD 'auto_explain';


（実行するためにはスーパーユーザでなければなりません。）
より一般的な使用方法は、postgresql.confのsession_preload_librariesまたはshared_preload_librariesにauto_explainを含めて、特定のまたはすべてのセッションで事前にロードしておくことです。
すると、想定外に低速な問い合わせを発生時に何も行うことなく追跡することができます。
当然ながらこのためのオーバーヘッドという代償があります。
 
設定パラメータ



auto_explainの動作を制御するいくつかの設定パラメータが存在します。
デフォルトの動作は何もしないことなので、なんらかの結果を望むのであれば少なくともauto_explain.log_min_durationを設定しなければならないことに注意してください。
 
	     auto_explain.log_min_duration (integer)
     
    
	auto_explain.log_min_durationは、文の実行計画がログに記録されるようになる、ミリ秒単位の最小の文実行時間です。
これをゼロにすれば、すべての計画が記録されます。
マイナス1（デフォルト）は計画の記録を無効にします。
例えば、250msに設定すると、250ms以上実行する文すべてが記録されます。
スーパーユーザのみがこの設定を変更することができます。
     

	     auto_explain.log_analyze (boolean)
     
    
	auto_explain.log_analyzeは、実行計画のログが取得されたときに出力されるものとして、単にEXPLAIN出力ではなく、EXPLAIN ANALYZE出力を行います。
このパラメータはデフォルトで無効です。
スーパーユーザのみがこの設定を変更できます。
     
注記
このパラメータが有効の場合、計画ノードごとの時間的調整は事実上ログされるまで如何に時間が掛かろうと、全ての実行文に対して引き起こります。
極端に性能上のマイナスの影響が起こり得ます。
auto_explain.log_timingを無効にすれば、得られる情報が少なくなるという犠牲を払って、性能の損失が改善されます。
      


	     auto_explain.log_buffers (boolean)
     
    
	auto_explain.log_buffersは実行計画のログを取得するときに、バッファ使用統計を出力するかどうかを制御します。
EXPLAINのBUFFERSオプションと同じです。
auto_explain.log_analyzeパラメータが設定されていなければ、このパラメータは効果がありません。
このパラメータはデフォルトで無効です。
スーパーユーザのみがこの設定を変更することができます。
     

	     auto_explain.log_timing (boolean)
     
    
	auto_explain.log_timingは、実行計画のログが取得されたときに、ノード毎の時間的調整情報を出力するかどうかを制御します。
EXPLAINのTIMINGオプションと同じです。
システムクロックを繰り返し読み出すことによるオーバーヘッドのため、システムの中には問い合わせが非常に遅くなるものがありますので、実際の行数のみ必要で正確な時刻は必要でない場合にはこのパラメータを無効にすると役に立つかも知れません。
auto_explain.log_analyzeが設定されていなければ、このパラメータは効果がありません。
デフォルトで有効です。
スーパーユーザのみがこの設定を変更することができます。
     

	     auto_explain.log_triggers (boolean)
     
    
	auto_explain.log_triggersにより、実行計画のログを記録するときに、トリガ実行の統計を含めるようになります。
auto_explain.log_analyzeパラメータが設定されていなければ、このパラメータは効果がありません。
このパラメータはデフォルトで無効です。
スーパーユーザのみがこの設定を変更することができます。
     

	     auto_explain.log_verbose (boolean)
     
    
	auto_explain.log_verboseは、実行計画のログが取得されたときに、冗長な詳細が出力されるかどうかを制御します。
EXPLAINのVERBOSEオプションと同じです。
このパラメータはデフォルトで無効です。
スーパーユーザのみがこの設定を変更できます。
     

	     auto_explain.log_format (enum)
     
    
	auto_explain.log_formatは使用するEXPLAIN出力書式を選びます。
許容される値はtext、xml、json、yamlです。
デフォルトはtextです。
スーパーユーザのみがこの設定を変更することができます。
     

	     auto_explain.log_nested_statements (boolean)
     
    
	auto_explain.log_nested_statementsにより、入れ子状の文（関数内から実行される文）を考慮して記録するようになります。
無効ならば、最上位の問い合わせ計画のみが記録されます。
このパラメータはデフォルトで無効です。
スーパーユーザのみがこの設定を変更することができます。
     

	     auto_explain.sample_rate (real)
     
    
	auto_explain.sample_rateにより、auto_explainは各セッションで一部の文の実行計画のみをログに記録するようになります。
デフォルトは1で、すべての問い合わせの実行計画をログに記録します。
入れ子になった文の場合には、実行計画がすべてログに記録されるか、全くされないかのどちらかです。
スーパーユーザのみがこの設定を変更できます。
     



スーパーユーザは自身のセッション内でその場で変更できますが、通常の使用では、これらパラメータはpostgresql.confに設定しなければなりません。
典型的な使用方法は以下のようになります。
  
# postgresql.conf
session_preload_libraries = 'auto_explain'

auto_explain.log_min_duration = '3s'

例



postgres=# LOAD 'auto_explain';
postgres=# SET auto_explain.log_min_duration = 0;
postgres=# SET auto_explain.log_analyze = true;
postgres=# SELECT count(*)
           FROM pg_class, pg_index
           WHERE oid = indrelid AND indisunique;
これにより、以下のようなログ出力が作成されます。
  
LOG:  duration: 3.651 ms  plan:
  Query Text: SELECT count(*)
              FROM pg_class, pg_index
              WHERE oid = indrelid AND indisunique;
  Aggregate  (cost=16.79..16.80 rows=1 width=0) (actual time=3.626..3.627 rows=1 loops=1)
    ->  Hash Join  (cost=4.17..16.55 rows=92 width=0) (actual time=3.349..3.594 rows=92 loops=1)
          Hash Cond: (pg_class.oid = pg_index.indrelid)
          ->  Seq Scan on pg_class  (cost=0.00..9.55 rows=255 width=4) (actual time=0.016..0.140 rows=255 loops=1)
          ->  Hash  (cost=3.02..3.02 rows=92 width=4) (actual time=3.238..3.238 rows=92 loops=1)
                Buckets: 1024  Batches: 1  Memory Usage: 4kB
                ->  Seq Scan on pg_index  (cost=0.00..3.02 rows=92 width=4) (actual time=0.008..3.187 rows=92 loops=1)
                      Filter: indisunique
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名前
SELECT, TABLE, WITH — テーブルもしくはビューから行を検索する

概要
[ WITH [ RECURSIVE ] with_query [, ...] ]
SELECT [ ALL | DISTINCT [ ON ( expression [, ...] ) ] ]
    [ * | expression [ [ AS ] output_name ] [, ...] ]
    [ FROM from_item [, ...] ]
    [ WHERE condition ]
    [ GROUP BY grouping_element [, ...] ]
    [ HAVING condition [, ...] ]
    [ WINDOW window_name AS ( window_definition ) [, ...] ]
    [ { UNION | INTERSECT | EXCEPT } [ ALL | DISTINCT ] select ]
    [ ORDER BY expression [ ASC | DESC | USING operator ] [ NULLS { FIRST | LAST } ] [, ...] ]
    [ LIMIT { count | ALL } ]
    [ OFFSET start [ ROW | ROWS ] ]
    [ FETCH { FIRST | NEXT } [ count ] { ROW | ROWS } ONLY ]
    [ FOR { UPDATE | NO KEY UPDATE | SHARE | KEY SHARE } [ OF table_name [, ...] ] [ NOWAIT | SKIP LOCKED ] [...] ]

ここでfrom_itemは以下のいずれかです。

    [ ONLY ] table_name [ * ] [ [ AS ] alias [ ( column_alias [, ...] ) ] ]
                [ TABLESAMPLE sampling_method ( argument [, ...] ) [ REPEATABLE ( seed ) ] ]
    [ LATERAL ] ( select ) [ AS ] alias [ ( column_alias [, ...] ) ]
    with_query_name [ [ AS ] alias [ ( column_alias [, ...] ) ] ]
    [ LATERAL ] function_name ( [ argument [, ...] ] )
                [ WITH ORDINALITY ] [ [ AS ] alias [ ( column_alias [, ...] ) ] ]
    [ LATERAL ] function_name ( [ argument [, ...] ] ) [ AS ] alias ( column_definition [, ...] )
    [ LATERAL ] function_name ( [ argument [, ...] ] ) AS ( column_definition [, ...] )
    [ LATERAL ] ROWS FROM( function_name ( [ argument [, ...] ] ) [ AS ( column_definition [, ...] ) ] [, ...] )
                [ WITH ORDINALITY ] [ [ AS ] alias [ ( column_alias [, ...] ) ] ]
    from_item [ NATURAL ] join_type from_item [ ON join_condition | USING ( join_column [, ...] ) ]

またgrouping_elementは以下のいずれかです。

    ( )
    expression
    ( expression [, ...] )
    ROLLUP ( { expression | ( expression [, ...] ) } [, ...] )
    CUBE ( { expression | ( expression [, ...] ) } [, ...] )
    GROUPING SETS ( grouping_element [, ...] )

またwith_queryは以下の通りです。

    with_query_name [ ( column_name [, ...] ) ] AS ( select | values | insert | update | delete )

TABLE [ ONLY ] table_name [ * ]

説明
SELECTは0個以上のテーブルから行を返します。
SELECTの一般的な処理は以下の通りです。

   
	WITHリスト内のすべての問い合わせが計算されます。
これらは実質的には、FROMリスト内から参照可能な一時テーブルとして提供されます。
FROM内で2回以上参照されるWITH問い合わせは一度のみ計算されます。
（後述のWITH句を参照してください。）
     

	FROMリストにある全要素が計算されます
（FROMリストの要素は実テーブルか仮想テーブルのいずれかです）。
FROMリストに複数の要素が指定された場合、それらはクロス結合されます
（後述のFROM句を参照してください）。
     

	WHERE句が指定された場合、条件を満たさない行は全て出力から取り除かれます
（後述のWHERE句を参照してください）。
     

	GROUP BY句が指定された場合、および集約関数の呼び出しがある場合は、1つまたは複数の値が条件に合う行ごとにグループに組み合わせて出力され、また集約関数の結果が計算されます。
HAVING句が指定された場合、指定した条件を満たさないグループは取り除かれます
（後述のGROUP BY句とHAVING句を参照してください）。
     

	実際には、選択された各行または行グループに対して、SELECTの出力式を使用して計算した結果の行が出力されます
（後述のSELECTリストを参照してください）。
     

	SELECT DISTINCTは結果から重複行を取り除きます。
SELECT DISTINCT ONは指定した全ての式に一致する行を取り除きます。
SELECT ALLでは、重複行も含め、全ての候補行を返します（これがデフォルトです。
詳しくは、後述のDISTINCT句を参照してください）。
     

	UNION、INTERSECT、EXCEPT演算子を使用すると、複数のSELECT文の出力を1つの結果集合にまとめることができます。
UNION演算子は、両方の結果集合に存在する行と、片方の結果集合に存在する行を全て返します。
INTERSECT演算子は、両方の結果集合に存在する行を返します。
EXCEPT演算子は、最初の結果集合にあり、2番目の結果集合にない行を返します。
ALLが指定されない限り、いずれの場合も、重複する行は取り除かれます。
無意味なDISTINCTという単語を付けて、明示的に重複行を除去することを指定することができます。
SELECT自体はALLがデフォルトですが、この場合はDISTINCTがデフォルトの動作であることに注意してください。
（後述のUNION句、INTERSECT句、EXCEPT句を参照してください。）
     

	ORDER BY句が指定された場合、返される行は指定した順番でソートされます。
ORDER BYが指定されない場合は、システムが計算過程で見つけた順番で行が返されます
（後述のORDER BY句を参照してください）。
     

	LIMIT（またはFETCH FIRST）あるいはOFFSET句が指定された場合、SELECT文は結果行の一部分のみを返します
（詳しくは、後述のLIMIT句を参照してください）。
     

	FOR UPDATE、FOR NO KEY UPDATE、FOR SHAREまたはFOR KEY SHARE句を指定すると、SELECT文は引き続き行われる更新に備えて選択行をロックします
（詳しくは、後述のロック処理句を参照してください）。
     




  
SELECTコマンド内で使われる列それぞれに対するSELECT権限が必要です。
FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHAREまたはFOR KEY SHAREを使用するためには、さらに、（選択された各テーブルで少なくとも1列に対する）UPDATE権限が必要です。

  

パラメータ
WITH句
WITH句により主問い合わせ内で名前により参照可能な、1つ以上の副問い合わせを指定することができます。
副問い合わせは実質的に主問い合わせの間の一時的なテーブルかビューのように動作します。
各副問い合わせはSELECT、TABLE、VALUES、INSERT、UPDATE、DELETEにすることができます。
WITH内でデータ変更文（INSERT、UPDATE、DELETE）を記述する場合は、RETURNING句を含めるのが普通です。
主問い合わせで読み取られる一時テーブルを形成するのは、RETURNINGの出力であり、文が変更する背後のテーブルではありません。
RETURNINGを省いても文は実行されますが、出力を生成しませんので、主問い合わせでテーブルとして参照することができません。
   
（スキーマ修飾がない）名前を各WITH問い合わせで指定しなければなりません。
列名のリストをオプションで指定することもできます。
これを省略すると、列名は副問い合わせから推定されます。
   
RECURSIVEが指定されると、SELECT副問い合わせは自身で名前により参照することができます。
こうした副問い合わせは以下のような形式でなければなりません。

non_recursive_term UNION [ ALL | DISTINCT ] recursive_term

ここで再帰的な自己参照はUNIONの右辺に現れなければなりません。
問い合わせ当たり1つの再帰的な自己参照のみが許されます。
再帰的なデータ変更文はサポートされていませんが、データ変更文で再帰的なSELECTの結果を使用することができます。
例は「WITH問い合わせ（共通テーブル式）」を参照してください。
   
RECURSIVEには他にも、WITH問い合わせが順序通りでなくても構わないという効果があります。
つまり、問い合わせはリストの後にある別のものを参照することができます。
（しかし巡回する参照や相互的な参照は実装されていません。）
RECURSIVEがないと、WITH問い合わせは主問い合わせが共通するWITH問い合わせのうち、WITHリストの前方にあるもののみを参照することができます。
   
WITH問い合わせの重要な特性は、これらを主問い合わせが複数回参照していたとしても、主問い合わせの実行当たり一度のみ評価される点です。
特にデータ変更文は、主問い合わせがその出力のすべてまたは一部を読み取るかに関係なく、本当に一度のみ実行されることが保証されています。
   
主問い合わせとWITH問い合わせは（理論上）同時にすべて実行されます。
WITH内のデータ変更文によりなされた影響は、RETURNING出力を読み取る以外、問い合わせの他の部分では参照できないことを意味します。
こうしたデータ変更文が２つあり、同じ行を変更しようとした場合、その結果は不定です。
   
追加情報については「WITH問い合わせ（共通テーブル式）」を参照してください。
   

FROM句
FROM句にはSELECTの対象となるソーステーブルを1つ以上指定します。
複数のソースが指定された場合、結果は全てのソースの直積（クロス結合）となります。
しかし、通常は（WHEREを介して）制約条件を付けて、直積のごく一部を返すように結果行を限定します。
   
FROM句には以下の要素を指定できます。

    
	table_name
	既存のテーブルもしくはビューの名前です（スキーマ修飾名も可）。
テーブル名の前にONLYが指定された場合、そのテーブルのみがスキャンされます。
ONLYが指定されない場合、テーブルと（もしあれば）それを継承する全てのテーブルがスキャンされます。
省略することもできますが、テーブル名の後に*を指定することで、明示的に継承するテーブルも含まれることを示すことができます。
       

	alias
	別名を含むFROM項目の代替名です。
別名は、指定を簡潔にするため、もしくは、自己結合（同じテーブルを複数回スキャンする結合）の曖昧さをなくすために使われます。
別名が指定されている場合は、その別名によって実際のテーブル名または関数名が完全に隠されます。
例えば、FROM foo AS fと指定されている場合、SELECT文の以降の部分ではこのFROM項目をfooではなくfとして参照する必要があります。
テーブルの別名があれば、そのテーブルの複数の列の名前を置き換える列の別名リストを記述することができます。
       

	TABLESAMPLE sampling_method ( argument [, ...] ) [ REPEATABLE ( seed ) ]
	table_nameの後のTABLESAMPLE句は、そのテーブルの行の部分集合を取り出すときに、指定したsampling_methodを使うべきであることを示唆します。
このサンプリングはWHEREなど他のすべてのフィルタの適用に先立って行われます。
PostgreSQL™の標準ディストリビューションには、BERNOULLIとSYSTEMの2つのサンプリングメソッドが含まれています。
他のサンプリングメソッドも拡張(extension)によりデータベースにインストールすることができます。
       
サンプリングメソッドBERNOULLIとSYSTEMはいずれも1つだけargumentを取り、これはテーブルからサンプリングする割合で0から100までのパーセントで表現されます。
この引数はreal型の値を取る任意の式にできます。
（他のサンプリングメソッドは、複数の、あるいは異なる引数を受け取るかもしれません。）
これら2つの方法はいずれも、テーブルのうち指定された割合に近い行数を含む、ランダムに選択されたサンプルテーブルを返します。
BERNOULLIでは、テーブル全体を走査し、個々の行を別々に、指定された確率に従って、選択あるいは無視します。
SYSTEMではブロックレベルのサンプリングを行います。
各ブロックは指定された確率で選択され、選択されたブロック内のすべての行が返されます。
サンプリングに小さな割合が指定された場合、SYSTEMはBERNOULLIよりもかなり高速ですが、クラスタリング効果により、BERNOULLIに比べてランダムでないサンプルを返すかもしれません。
       
オプションのREPEATABLE句では、サンプリングメソッドで乱数を生成するためのseedの数あるいは式を指定します。
シード値はNULL以外の任意の浮動点小数値とすることができます。
シードとargumentの値が同じ2つの問い合わせは、その間にテーブルに変更がなければ、同じサンプルテーブルを返します。
しかし、シードの値が異なれば、通常は異なるサンプルが生成されます。
REPEATABLEが指定されていなければ、システムが生成したシードに基づいて、問い合わせ毎に新しくランダムなサンプルが生成されます。
一部のアドオンのサンプリングメソッドではREPEATABLEが利用できず、使用の度に常に新しいサンプルを生成することに注意してください。
       

	select
	FROM句では、副SELECTを使うことができます。
SELECTコマンドの実行中、副SELECTの出力は一時テーブルであるかのように動作します。
副SELECTは括弧で囲まれなければなりません。また、必ず別名を与えなければなりません。
VALUES(7)コマンドをここで使用することもできます。
       

	with_query_name
	WITH問い合わせは、問い合わせの名前があたかもテーブル名であるかのように、名前を記述することで参照されます。
（実際にはWITH問い合わせは主問い合わせの対象とするテーブルと同じ名前の実テーブルを隠蔽します。
必要ならばテーブル名をスキーマ修飾することで同じ名前の実テーブルを参照することができます。）
テーブルと同様の方法で別名を提供することができます。
       

	function_name
	FROM句では、関数呼び出しを使用することができます
（これは特に関数が結果セットを返す場合に有用ですが、任意の関数を使用することもできます）。
SELECTコマンドの実行中は、この関数の結果は一時テーブルであるかのように動作します。
関数呼び出しにWITH ORDINALITY句を追加した時は、すべての関数の出力列の後に各行の番号の列が追加されます。
       
テーブルに対するのと同じように、別名を使用することができます。
別名が記述されていれば、列の別名リストを記述して、関数の複合型の戻り値の１つ以上の、ORDINALITYがある場合はそれが追加する列を含め、属性に対する代替名を提供することもできます。
       
複数の関数呼び出しをROWS FROM( ... )で括ることにより、1つのFROM句の項目にまとめることができます。
このような項目の出力は各関数の最初の行を結合した項目、次いで各関数の2番目の行、といった具合になります。
一部の関数が他の関数より少ない行数を出力した場合は、存在しないデータについてNULL値が代用され、戻される行数はいつでも最大の行数を返した関数と同じになります。
       
関数がrecordデータ型を返すと定義されている場合は、別名すなわちASキーワードと、それに続く（column_name data_type [, ... ]）という形式の列定義リストが必要です。
列定義リストは、関数によって返される実際の列の数およびデータ型に一致していなければなりません。
       
ROWS FROM( ... )の構文を使う時、関数の1つが列定義のリストを必要としている場合は、ROWS FROM( ... )内の関数呼び出しの後に列定義のリストを置くのが望ましいです。
関数が1つだけで、WITH ORDINALITY句がない場合に限り、列定義のリストをROWS FROM( ... )の後に置くことができます。
       
ORDINALITYを列定義のリストと一緒に使うには、ROWS FROM( ... )構文を使い、列定義のリストをROWS FROM( ... )の内側に置かなければなりません。
       

	join_type
	        以下のいずれかです。
        
	[ INNER ] JOIN

	LEFT [ OUTER ] JOIN

	RIGHT [ OUTER ] JOIN

	FULL [ OUTER ] JOIN

	CROSS JOIN





INNERおよびOUTER結合型では、結合条件、すなわち、NATURAL, ON join_condition、USING (join_column [, ...])のいずれか1つのみを指定する必要があります。
それぞれの意味は後述します。
CROSS JOINでは、これらの句を記述しなくても構いません。
       
JOIN句は、2つのFROM項目を結び付けます。
便宜上「テーブル」と呼びますが、実際には任意の種類のFROM項目とすることができます。
入れ子の順番を決めるために、必要ならば括弧を使用してください。
括弧がないと、JOINは左から右へ入れ子にします。
どのような場合でもJOINは、カンマで分けられたFROM項目よりも強い結び付きを持ちます。
       
CROSS JOINとINNER JOINは直積を1つ生成します。これは、FROMの最上位で2つのテーブルを結合した結果と同一です。
しかし、（指定すれば）結合条件によって制限をかけることができます。
CROSS JOINはINNER JOIN ON (TRUE)と等価であり、条件によって削除される行はありません。
これらの結合型は記述上の便宜のためだけに用意されています。
なぜなら、通常のFROMとWHEREでできないことは何もしないからです。
       
LEFT OUTER JOINは、条件に合う直積の全ての行（つまり、その結合条件を満たす全ての組み合わせ）に加え、左側テーブルの中で、右側テーブルには結合条件を満たす行が存在しなかった行のコピーも返します。
この左側テーブルの行を結合結果のテーブルの幅に拡張するために、右側テーブルが入る列にはNULL値が挿入されます。
マッチする行を決める時は、JOIN句自身の条件のみが考慮されることに注意してください。
外部結合条件は後で適用されます。
       
逆に、RIGHT OUTER JOINは、全ての結合行と、左側テーブルに当てはまるものがなかった右側の行（左側はNULLで拡張されています）の1行ずつを返します。
左右のテーブルを入れ替えればLEFT OUTER JOINに変換できるので、RIGHT OUTER JOINは記述上の便宜を図るため用意されているに過ぎません。
       
FULL OUTER JOINは、全ての結合行に加え、一致しなかった左側の行（右側はNULLで拡張）、一致しなかった右側の行（左側はNULLで拡張）を全て返します。
       

	ON join_condition
	join_conditionは、結合においてどの行が一致するかを指定する、boolean型の値を返す式です（WHERE句に類似しています）。
       

	USING ( join_column [, ...] )
	USING ( a, b, ... )という形式の句はON left_table.a = right_table.a AND left_table.b = right_table.b ...の省略形です。
またUSINGは等価な列の両方ではなく片方のみが結合の出力に含まれることを意味します。
       

	NATURAL
	NATURALは、2つのテーブル内の同じ名前を持つ列を全て指定したUSINGリストの省略形です。
       

	LATERAL
	LATERALキーワードを副SELECTのFROM項目の前に付けることができます。
これにより、副SELECTがFROMリストの中で前に現れるFROM項目の列を参照することができます。
（LATERALがないと、副SELECTそれぞれが個別に評価され、他のFROM項目とのクロス参照を行うことができません。）
       
LATERALを関数を呼び出すFROMの前に付けることもできます。
しかしこの場合、無意味な単語になります。
関数式はどのような場合でもより前のFROM項目を参照することができるからです。
       
LATERAL項目はFROMの最上位レベルやJOINツリー内に記述することができます。
後者の場合、JOINの右辺にあれば、左辺にある任意の項目を参照することができます。
       
FROM項目がLATERALクロス参照を含む場合、評価は次のように行われます。
クロス参照される列を提供するFROM項目の各行、または、その列を提供する複数のFROM項目の行集合に対して、
LATERAL項目は列の行または行集合を使用して評価されます。
結果となる行は、計算された行と通常通り結合されます。
これが各行または列ソーステーブルからの行集合に対して繰り返されます。
       
列ソーステーブルはLATERAL項目とINNERまたはLEFT結合されていなければなりません。
さもないと、
LATERAL項目において各行集合を計算するための行集合が完全に定義することができません。
したがってX RIGHT JOIN LATERAL Yという式は構文としては有効ですが、実際にはYではXを参照することができません。
       




   

WHERE句
WHERE句の一般的な構文は以下の通りです（この句は省略可能です）。

WHERE condition

conditionは、評価の結果としてboolean型を返す任意の式です。
この条件を満たさない行は全て出力から取り除かれます。
全ての変数に実際の行の値を代入して、式が真を返す場合、その行は条件を満たすとみなされます。
   

GROUP BY句
GROUP BY句の一般的な構文は以下の通りです（この句は省略可能です）。

GROUP BY grouping_element [, ...]

   
GROUP BYは、グループ化のために与えられた式を評価し、結果が同じ値になった行を1つの行にまとめる機能を持ちます。
grouping_elementの内側で使われるexpressionには、入力列の名前、出力列（SELECTリスト項目）の名前/序数、あるいは入力列の値から計算される任意の式を取ることができます。
判断がつかない時は、GROUP BYの名前は出力列名ではなく入力列名として解釈されます。
   
グループ化の要素としてGROUPING SETS、ROLLUP、CUBEのいずれかが指定されている場合、GROUP BY句は全体でいくつかの独立したグループ化セットを定義します。
この効果は、個々のグループ化セットをGROUP BY句で定義する副問い合わせをUNION ALLするのと同等です。
グループ化セットの処理の詳細については、「GROUPING SETS、CUBE、ROLLUP」を参照してください。
   
集約関数が使用された場合、各グループ内の全ての行を対象に計算が行われ、グループごとに別々の値が生成されます
（集約関数が使われていてGROUP BYがない場合、その問い合わせは選択された全ての行からなる1つのグループを持つものとして扱われます）。
集約関数の入力となる行の集合は、集約関数の呼び出しにFILTER句を付けることで、さらに絞り込むことができます。
詳しくは「集約式」を参照してください。
FILTER句があると、その条件に適合する行だけが集約関数の入力行に取り込まれます。
   
GROUP BYが存在する場合、あるいは集約関数が存在する場合、集約関数内部以外で、グループ化されていない列を参照する、あるいはグループ化されていない列がグループ化された列に関数依存するSELECTリストの式は無効になります。
こうしないとグループ化されていない列について返される値は複数の値になってしまう可能性があるからです。
グループ化された列(またはその部分集合)がグループ化されていない列を含むテーブルの主キーである場合、関数依存が存在します。
   
すべての集約関数は、HAVING句やSELECTリストのどの「スカラー」式よりも先に評価されることに注意してください。
これは例えば、CASE式を集約関数の評価をスキップするために使うことはできない、ということを意味します。
「式の評価規則」を参照してください。
   
現在は、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHAREをGROUP BYと合わせて使うことはできません。
   

HAVING句
HAVING句の一般的な構文は以下の通りです（この句は省略可能です）。

HAVING condition

conditionはWHERE句で指定するものと同じです。
   
HAVINGは、グループ化された行の中で、条件を満たさない行を取り除く機能を持ちます。
HAVINGとWHEREは次の点が異なります。
WHEREが、GROUP BYの適用前に個々の行に対してフィルタを掛けるのに対し、HAVINGは、GROUP BYの適用後に生成されたグループ化された行に対してフィルタをかけます。
condition内で使用する列は、集約関数内で使用される場合とグループ化されない列がグループ化される列に関数依存する場合を除き、グループ化された列を一意に参照するものでなければなりません。
   
HAVING句があると、GROUP BY句がなかったとしても問い合わせはグループ化された問い合わせになります。
GROUP BY句を持たない問い合わせが集約関数を含む場合と同様です。
選択された行はすべて、1つのグループを形成するものとみなされます。また、SELECTリストとHAVING句では、集約関数が出力するテーブル列しか参照することができません。
こうした問い合わせでは、HAVINGが真の場合には単一の行を、真以外の場合は0行を出力します。
   
現在は、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHAREをHAVINGと合わせて使うことはできません。
   

WINDOW句
WINDOW句(省略可能)の一般的な構文は以下の通りです。

WINDOW window_name AS ( window_definition ) [, ...]

ここでwindow_nameは、OVER句やこの後のウィンドウ定義で参照することができる名前です。
また、window_definitionは以下の通りです。

[ existing_window_name ]
[ PARTITION BY expression [, ...] ]
[ ORDER BY expression [ ASC | DESC | USING operator ] [ NULLS { FIRST | LAST } ] [, ...] ]
[ frame_clause ]

   
existing_window_nameを指定する場合、それはWINDOWリスト内のそれより前にある項目を参照しなければなりません。
新しいウィンドウはそのPARTITION BY句をその項目からコピーします。
ORDER BY句があった場合も同様です。
この場合、新しいウィンドウでは独自のPARTITION BY句を指定することはできません。
また、コピーされたウィンドウがORDER BYを持たない場合のみORDER BYを指定することができます。
新しいウィンドウは常に独自のフレーム句を使用します。
コピーされたウィンドウはフレーム句を指定してはなりません。
   
PARTITION BYリストの要素はGROUP BY句の要素とほとんど同じように解釈されます。
ただし、こちらは常に単純な式であり、出力列の名前や番号ではないことが異なります。
他にも違いがあり、これらの式は、通常のGROUP BY句では許されない、集約関数を含めることができるという点です。
グループ化および集約処理の後にウィンドウ処理が動作するため、これらでは許されています。
   
同様に、ORDER BYリストの要素はORDER BY句の要素とほとんど同じように解釈されます。
ただし、この式は常に単純な式であり、出力列の名前や番号ではないことが異なります。
   
frame_clauseを指定すると、（すべてではありませんが）フレームに依存するウィンドウ関数用のウィンドウフレームを定義できます。
ウィンドウフレームは、問い合わせの各行(現在の行と呼ばれます)に関連する行の集合です。
frame_clauseは以下のいずれかを取ることができます。


{ RANGE | ROWS } frame_start
{ RANGE | ROWS } BETWEEN frame_start AND frame_end


ここでframe_startとframe_endは以下のいずれかを取ることができます。


UNBOUNDED PRECEDING
value PRECEDING
CURRENT ROW
value FOLLOWING
UNBOUNDED FOLLOWING


frame_endが省略された場合デフォルトでCURRENT ROWとなります。
frame_startはUNBOUNDED FOLLOWINGとすることができない、frame_endはUNBOUNDED PRECEDINGとすることができない、および、上のリストでframe_endの選択をframe_startの選択より前に置くことができないという制限があります。
例えばRANGE BETWEEN CURRENT ROW AND value PRECEDINGは許されません。
   
デフォルトのフレーム化オプションはRANGE UNBOUNDED PRECEDINGです。
これはRANGE BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND CURRENT ROWと同じで、
パーティションの先頭からORDER BY順序における現在の行の最後のピア(ORDER BYが現在の行の同等であるとみなす行、あるいはORDER BYがなければすべての行)までのすべての行をフレームとします。
一般的にUNBOUNDED PRECEDINGはフレームがパーティションの先頭から始まることを意味し、同様にUNBOUNDED FOLLOWINGはフレームがパーティションの最終行で終わることを意味します(RANGEモードかROWSかは関係ありません)。
ROWSモードでは、CURRENT ROWはフレームが現在の行で始まる、または終わることを意味しますが、RANGEモードでは、フレームが現在の行のORDER BY順序における最初のピアまたは最後のピアで始まる、または終わることを意味します。
現時点ではvalue PRECEDINGおよびvalue FOLLOWINGという場合わけはROWSモードだけで許されます。
これらは、現在の行の何行前または何行後にフレームが始まるまたは終わることを示します。
valueは整数式でなければならず、変数、集約関数、ウィンドウ関数を含めることはできません。
この値はNULLまたは負を取ることはできません。
しかし、現在の行自身を選択するゼロを取ることができます。
   
ORDER BY順序によりその行を一意に順序付けできない場合、ROWSが予期できない結果をもたらす可能性があることに注意して下さい。
RANGEは、ORDER BY順序におけるピアとなる行が同等に扱われる、つまりすべてのピアは同じフレーム内に両方とも存在することが確実になるように設計されています。
   
WINDOW句の目的は、問い合わせのSELECTリストまたはORDER BY句に記載されるウィンドウ関数の動作を規定することです。
これらの関数はそのOVER句において名前でWINDOW句の項目を参照することができます。
しかしWINDOW句の項目は他で参照される必要はありません。
問い合わせ内で使用されなかったものは、単に無視されます。
ウィンドウ関数呼び出しはOVER句でウィンドウ定義を直接規定することができますので、WINDOW句を全く使わずにウィンドウ関数を使用することができます。
しかしWINDOW句は、同じウィンドウ定義が複数のウィンドウ関数で必要とされる場合に入力量を省くことができます。
   
現在は、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHAREをWINDOWと合わせて使うことはできません。
   
ウィンドウ関数に関する詳細については「ウィンドウ関数」、「ウィンドウ関数呼び出し」、「ウィンドウ関数処理」を参照してください。
   

SELECTリスト
SELECTリスト（SELECTキーワードとFROMキーワードの間にあるもの）は、SELECT文の出力行を形成する式を指定するものです。
この式では、FROM句で処理後の列を参照することができます（通常は実際に参照します）。
   
テーブルの場合と同様に、SELECTの出力列はすべて名前を持ちます。
簡単なSELECTでは、この名前は列に表示用のラベルを付けるために使用されるだけです。
しかしSELECTが大規模な問い合わせの副問い合わせである場合、大規模な問い合わせ側で副問い合わせで生成された仮想のテーブルの列名としてこの名前が参照されます。
出力列として使用するための名前を指定するためには、列式の後にAS output_nameと記述してください。
（希望する列名がPostgreSQL™のキーワード（付録C SQLキーワードを参照）に一致しない場合にのみASを省略することができます。
将来あり得るキーワードの追加に備えるために、常にASを記述する、あるいは、出力名を二重引用符で括ることを推奨します。）
列名を指定しない場合、名前はPostgreSQL™により自動的に付けられます。
列式が単純な列参照であれば、つけられる名前はその列の名前と同じものです。
より複雑な場合では、関数名または型名が使用されるかもしれません。さもなければ?column?のように生成される名前になるかもしれません。
   
ORDER BY句とGROUP BY句内で列の値を参照する時も、出力列名を使用できます。
しかし、WHEREやHAVING句では使用できません。これらでは式を書かなければなりません。
   
リストには、選択された行の全ての列を表す省略形として、式ではなく*と書くことができます。
また、そのテーブルに由来する列のみを表す省略形として、table_name.*と書くこともできます。
このような場合、ASにより新しい名前を指定することはできません。
出力列名はテーブルの列名と同一になります。
   
標準SQLによれば、出力リスト内の式は、DISTINCT、ORDER BY、LIMITを適用する前に計算することになっています。
DISTINCTを使う場合は、これは明らかに必要です。
なぜなら、そうしなければどの値がDISTINCTであるかわからないからです。
しかし、多くの場合、ORDER BYやLIMITの後で出力式を計算する方が便利です。
特に出力式が揮発性(volatile)あるいは高価な式を含んでいる場合はそうです。
この動作により、関数の評価順序はより直感的になり、出力に現れない行については評価されなくなります。
PostgreSQL™では、式がDISTINCT、ORDER BY、GROUP BYの中で参照されていない限り、ソートと制限(limit)の後にそれらの式を実際に評価します。
（この反例として、SELECT f(x) FROM tab ORDER BY 1 では明らかにf(x)をソートの前に評価しなければなりません。）
集合を返す関数を含む出力式は、ソートの後、制限の前に実際の評価が行われ、これによりLIMITが集合を返す関数の出力を制限することになります。
   
注記
PostgreSQL™のバージョン9.6より前では、出力式がソートや制限に対して評価されるタイミングについて何の保証もしていませんでした。
それは選択された問い合わせの計画の形式に依存します。
    


DISTINCT句
SELECT DISTINCTが指定されると、重複する行は全て結果セットから削除されます
（重複するグループの中で1行が保持されます）。
SELECT ALLはこの反対で、全ての行が保持されます。
デフォルトはこちらです。
   
SELECT DISTINCT ON ( expression [, ...] )は指定した式が等しいと評価した各行集合の中で、最初の行のみを保持します。
DISTINCT ON式は、ORDER BY（上述）と同じ規則で扱われます。
各集合の「最初の行」は、ORDER BYを使用して目的の行が確実に最初に現れるようにしない限り予測することはできないことに注意してください。
例えば、次の例は各地点の最新の気象情報を取り出します。

SELECT DISTINCT ON (location) location, time, report
    FROM weather_reports
    ORDER BY location, time DESC;

しかしORDER BYを使用して各地点を時間によって降順にソートしなければ、各地点について得られる情報がいつのものかはわかりません。
   
DISTINCT ONに指定する式はORDER BYの最も左側の式と一致しなければなりません。
ORDER BY句は、通常、各DISTINCT ONグループの中での行の優先順位を決定する追加的な式を含みます。
   
現在は、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHAREをDISTINCTと合わせて使うことはできません。
   

UNION句
UNION句の一般的な構文は以下の通りです。

select_statement UNION [ ALL | DISTINCT ] select_statement
select_statementには、ORDER BY、LIMIT、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHARE句を持たない任意のSELECT文が入ります
（ORDER BYとLIMITは、括弧で囲めば副式として付与することができます。
括弧がない場合、これらの句は右側に置かれた入力式ではなく、UNIONの結果に対して適用されてしまいます）。
   
UNION演算子は、2つのSELECT文が返す行の和集合を作成します。
この和集合には、2つのSELECT文の結果集合のいずれか（または両方）に存在する行が全て含まれています。
UNIONの直接のオペランドとなる2つのSELECT文が返す列数は、同じでなければなりません。また、対応する列のデータ型には互換性が存在する必要があります。
   
ALLオプションが指定されていない限り、UNIONの結果には重複行は含まれません。
ALLを指定するとこのような重複除去が行われません
（したがって、通常UNION ALLはUNIONよりかなり高速です。
できればALLを使用してください）。
重複行を除去するデフォルトの動作を明示的に指定するためにDISTINCTを記述することができます。
   
1つのSELECT文に複数のUNION演算子がある場合、括弧がない限り、それらは左から右に評価されます。
   
現時点では、UNIONの結果やUNIONに対する入力に、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHAREを指定することはできません。
   

INTERSECT句
INTERSECT句の一般的な構文は以下の通りです。

select_statement INTERSECT [ ALL | DISTINCT ] select_statement
select_statementには、ORDER BY、LIMIT、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHARE句を持たない、任意のSELECT文が入ります。
   
INTERSECTは、2つのSELECT文が返す行の積集合を計算します。
この積集合に含まれるのは、2つのSELECT文の結果集合の両方に存在する行です。
   
ALLオプションを指定しない限り、INTERSECTの結果に重複行は含まれません。
ALLが指定された場合、左側テーブルにm個、右側テーブルにn個の重複がある行は、結果集合ではmin(m,n)個出現します。
重複行を除去するデフォルトの動作を明示的に指定するためにDISTINCTを記述することができます。
   
1つのSELECT文に複数のINTERSECT演算子がある場合、括弧がない限り、それらは左から右に評価されます。
INTERSECTはUNIONよりも強い結び付きを持ちます。
つまり、A UNION B INTERSECT C はA UNION (B INTERSECT C)と解釈されます。
   
現時点では、INTERSECTの結果やINTERSECTに対する入力に、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHAREまたはFOR KEY SHAREを指定することはできません。
   

EXCEPT句
EXCEPT句の一般的な構文は以下の通りです。

select_statement EXCEPT [ ALL | DISTINCT ] select_statement
select_statementには、ORDER BY、LIMIT、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHARE句を持たない、任意のSELECT文が入ります。
   
EXCEPTは、左側のSELECT文の結果には存在し、右側のSELECT文の結果には存在しない行の集合を生成します。
   
ALLオプションが指定されていない限り、EXCEPTの結果には重複行は含まれません。
ALLがある場合、左側テーブルにm個、右側テーブルにn個の重複がある行は、結果集合ではmax(m-n,0)個出現します。
重複行を除去するデフォルトの動作を明示的に指定するためにDISTINCTを記述することができます。
   
1つのSELECT文に複数のEXCEPT演算子がある場合、括弧がない限り、それらは左から右に評価されます。
EXCEPTの結び付きの強さはUNIONと同じです。
   
現時点では、EXCEPTの結果やEXCEPTに対する入力に、FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHAREまたはFOR KEY SHAREを指定することはできません。
   

ORDER BY句
ORDER BY句の一般的な構文は以下の通りです（この句は省略可能です）。


ORDER BY expression [ ASC | DESC | USING operator ] [ NULLS { FIRST | LAST } ] [, ...]

ORDER BY句を使うと、結果行を指定した式（複数可）に従ってソートすることができます。
最も左側の式を使って比較した結果、2つの行が等しいと判断された場合は、1つ右側の式を使って比較します。その結果も等しければ、さらに次の式に進みます。
指定した全ての式で等しいと判断された場合は、実装に依存した順番で返されます。
   
expressionには、出力列（SELECTリスト項目）の名前または序数、あるいは入力列値から形成される任意の式を取ることができます。
   
序数は、出力列の位置（左から右に割り当てられます）を示します。
これを使うと、一意な名前を持たない列の順序を定義することができます。
AS句を使用すれば出力列に名前を割り当てることができるので、これはどうしても必要な機能というわけではありません。
   
また、ORDER BY句には、SELECT出力リストに出現しない列を含む、任意の式を使用できます。
したがって、以下の文は有効です。

SELECT name FROM distributors ORDER BY code;

ただし、UNION、INTERSECT、EXCEPTの結果にORDER BYを適用する場合は、式は使用できず、出力列の名前か序数のみを指定できるという制限があります。
   
ORDER BYの式として出力列名と入力列名の両方に一致する単なる名前が与えられた場合、ORDER BYはそれを出力列名として扱います。
これは、同じ状況におけるGROUP BYの選択とは反対です。
この不整合は、標準SQLとの互換性を保持するために発生しています。
   
ORDER BY中の任意の式の後に、キーワードASC（昇順）、DESC（降順）を付加することができます(省略可能)。
指定がなければ、デフォルトでASCがあるものとして扱われます。
その他、順序を指定する演算子名をUSING句に指定する方法もあります。
順序指定演算子は何らかのB-Tree演算子族の小なりまたは大なり演算子でなければなりません。
通常、ASCはUSING <と、DESCはUSING >と同じです
（ただし、ユーザ定義データ型の作成時には、デフォルトのソート順を定義することができます。また、異なる名前の演算子と対応付けすることもできます）。
   
NULLS LASTが指定されると、NULL値はすべての非NULL値の後にソートされます。
NULLS FIRSTが指定されると、NULL値はすべての非NULL値の前にソートされます。
どちらも指定されない場合のデフォルト動作は、明示的あるいは暗黙的なASCの場合はNULLS LAST、DESCが指定された場合はNULLS FIRSTです。
（したがって、デフォルトでは、NULLが非NULLよりも大きい値であるかのように動作します。）
USINGが指定されると、デフォルトのNULLの順序は、演算子が小なり演算子か大なり演算子によって変わります。
   
順序付けオプションは直前の演算子にのみ適用されます。
たとえば、ORDER BY x, y DESCはORDER BY x DESC, y DESCと同一の意味ではありません。
   
文字型データでは、格納する列に適用された照合順序に従ってソートされます。
これは必要に応じてexpression内にCOLLATE句を含めることで上書きできます。
例えばORDER BY mycolumn COLLATE "en_US"です。
より詳細については「照合順序式」および「照合サポート」を参照してください。
   

LIMIT句
LIMIT句は2つの独立した副句から構成されます。

LIMIT { count | ALL }
OFFSET start

countには返される行の最大数を、一方、startには行を返し始める前に飛ばす行数を指定します。
両方とも指定された場合、start行分が飛ばされ、そこから数えてcount行が返されます。
   
count式がNULLと評価された場合、LIMIT ALLとして、つまり制限無しとして扱われます。
startがNULLと評価された場合、OFFSET 0と同様に扱われます。
   
SQL:2008では同じ結果を実現する異なる構文が導入されました。
PostgreSQL™でもサポートしています。
以下の構文です。

OFFSET start { ROW | ROWS }
FETCH { FIRST | NEXT } [ count ] { ROW | ROWS } ONLY

この構文において、startまたはcountに単一整数定数以外を記述するためには、括弧でくくって記述しなければなりません。
countをFETCH句で省略した場合、そのデフォルトは１です。
ROWおよびROWS、そしてFIRSTおよびNEXTは意味がない単語で、この句に影響を与えることはありません。
標準に従うとOFFSET句は、FETCH句と同時に使用する場合、これより前に存在しなければなりません。
しかしPostgreSQL™は厳密ではなく、どちらが先でも許されます。
   
LIMITを使う時は、結果行を一意な順番に強制するORDER BY句を使うとよいでしょう。
そうしないと、問い合わせ結果のどの部分が返されるのかがわかりません。
10〜20行目までを出力するとしても、どの順番で並べた時の10〜20行目なのでしょうか。
ORDER BYを指定しない限り、行が返される順番は不明です。
   
問い合わせプランナは問い合わせ計画を作成する時にLIMITを考慮するので、LIMITとOFFSETの指定によって異なった計画を得ることになるでしょう。計画が異なれば、異なる順番で行が返ります。
したがって、LIMIT/OFFSET値の変更によって異なる結果行を選択しようとすると、ORDER BYで順序を並び替えない限り、矛盾した結果を返すことになります。
これはバグではありません。
「SQLは、ORDER BYで順序を制御されない限り、問い合わせ結果が返す順序を約束しない」という事実の当然の帰結なのです。
   
厳密的に部分集合の選択を強制するORDER BYがなければ、同じLIMIT問い合わせを繰り返し実行してもテーブル行から異なる部分集合が取り出される可能性すらあります。
繰り返しますが、これは不具合ではありません。
こうした場合に確定した結果は単に保証されていないのです。
   

ロック処理句
FOR UPDATE、FOR NO KEY UPDATE、FOR SHAREおよびFOR KEY SHAREはロック処理句です。
これらはテーブルから行を入手する時にどのようにSELECTがその行をロックするかに影響します。
   
ロック処理句の一般的な構文は以下の通りです。


FOR lock_strength [ OF table_name [, ...] ] [ NOWAIT | SKIP LOCKED ]


ここでlock_strengthは以下のいずれかを取ることができます。


UPDATE
NO KEY UPDATE
SHARE
KEY SHARE

   
それぞれの行レベルロックモードについての詳しい説明は「行レベルロック」を参照してください。
   
他のトランザクションのコミットを待機することなく操作を進めるには、NOWAITあるいはSKIP LOCKEDオプションを使用してください。
NOWAITでは、選択行のロックを即座に獲得できない時、文は待機せずに、エラーを報告します。
SKIP LOCKEDでは、即座にロックできない行はすべてスキップされます。
行のロックをスキップすると、一貫性のないデータが見えることになるので、一般的な目的の作業のためには適しませんが、複数の消費者がキューのようなテーブルにアクセスするときのロック競合の回避などに利用できます。
NOWAITおよびSKIP LOCKEDは行レベルロックにのみに適用される点に注意してください。
つまり、必要なROW SHAREテーブルレベルロックは通常通りの方法（ 13章同時実行制御を参照）で獲得されます。
もし、テーブルレベルのロックを待機せずに獲得しなければならないのであれば、最初にLOCK(7)のNOWAITオプションを使用してください。
   
ロック処理句内に特定のテーブルが指定されている場合は、そのテーブルの行のみがロックされます。
SELECT内の他のテーブルは通常通りに読み込まれます。
テーブルリストを持たないロック処理句は、その文で使用されるすべてのテーブルに影響を与えます。
ロック処理句がビューまたは副問い合わせで使用された場合、そのビューや副問い合わせで使用されるすべてのテーブルに影響を与えます。
しかしこれらの句は主問い合わせで参照されるWITH問い合わせには適用されません。
WITH問い合わせ内での行ロックを行いたい場合は、WITH問い合わせ内でロック処理句を指定してください。
   
異なるロック方式を異なるテーブルに指定する必要があれば、複数のロック処理句を記述することができます。
複数のロック処理句で同一のテーブルを記述した（または暗黙的に影響が与えられた）場合、最も強いものだけが指定されたかのように処理されます。
同様に、あるテーブルに影響を与える句のいずれかでNOWAITが指定された場合、そのテーブルはNOWAITとして処理されます。
それ以外の場合、あるテーブルに影響を与える句のいずれかでSKIP LOCKEDが指定されていれば、そのテーブルはSKIP LOCKEDとして処理されます。
   
ロック処理句は、返される行がテーブルのどの行に対応するのかが明確に識別できない場合には使用することができません。
例えば、集約には使用できません。
   
ロック処理句がSELECT問い合わせの最上位レベルに存在する場合、ロック対象行は問い合わせが返す行に正確に一致します。
結合問い合わせ内の場合、ロック対象行は返される結合行に関連する行となります。
さらに、スナップショットを更新した後に問い合わせ条件を満たさなくなった場合は返されなくなりますが、問い合わせのスナップショット時点で問い合わせ条件を満たす行もロックされます。
LIMITが使用された場合、制限を満たす行が返されるとロック処理は止まります。
（しかし、OFFSETにより飛ばされた行はロックされることに注意してください。）
同様に、ロック処理句がカーソル問い合わせで使用された場合、カーソルにより実際に取り込んだ行または通り過ぎた行のみがロックされます。
   
ロック処理句が副SELECTに存在する場合、ロック対象行は副問い合わせの外側の問い合わせに返される行となります。
外側の問い合わせからの条件が副問い合わせ実行の最適化に使用される可能性がありますので、これには副問い合わせ自体の検査が提示する行より少なくなるかもしれません。
例えば、

SELECT * FROM (SELECT * FROM mytable FOR UPDATE) ss WHERE col1 = 5;

は、副問い合わせ内では文字として条件が記載されていなくても、col1 = 5を持つ行のみがロックされます。
   
以前のリリースでは、セーブポイント以降に更新されるロックの保持は失敗しました。
例えば以下のコードです。

BEGIN;
SELECT * FROM mytable WHERE key = 1 FOR UPDATE;
SAVEPOINT s;
UPDATE mytable SET ... WHERE key = 1;
ROLLBACK TO s;

ROLLBACK TO後のFOR UPDATEロックの保持に失敗します。
これはリリース9.3で修正されました。
  
注意
ORDER BY句とロック処理句を使用した、READ COMMITTEDトランザクション隔離レベルで実行するSELECTコマンドでは、順序通りにならない行を返す可能性があります。
ORDER BYが最初に適用されるためです。
このコマンドは結果をソートしますが、その後、1行または複数の行のロック獲得がブロックされる可能性があります。
このSELECTのブロックが解除された時点で、順序付け対象の列値の一部が変更されているかもしれません。
これによりこうした行が（元の列値という観点では順序通りではありますが、）順序通りに現れません。
必要に応じて、これは以下のように副問い合わせ内にFOR UPDATE/SHARE句を記述することで、回避することができます。

SELECT * FROM (SELECT * FROM mytable FOR UPDATE) ss ORDER BY column1;

最上位レベルにおけるFOR UPDATEは実際に返される行のみをロックするのに対して、これは結果としてmytableのすべての行をロックすることに注意してください。
これは、特にORDER BYがLIMITやその他の制限と組み合わせている場合、性能上大きな違いを生み出す可能性があります。
このため、この技法は、順序付け対象の列に対する同時実行の更新が想定され、かつ、厳密にソートされた結果が要求される場合にのみ推奨されます。
   
REPEATABLE READまたはSERIALIZABLEトランザクション隔離レベルでは、（'40001'というSQLSTATEを持つ）シリアライゼーション失敗が発生します。
このためこれらの隔離レベルでは順序通りでない行を受け取る可能性はありません。
   


TABLEコマンド
TABLE name

というコマンドは以下と同じです。

SELECT * FROM name

これは、最上位のコマンドとして、あるいは複雑な問い合わせの一部として、入力を省略する構文の一種としても使用することができます。
WITH、UNION、INTERSECT、EXCEPT、ORDER BY、LIMIT、OFFSET、FETCH、FORのロック句だけをTABLEと一緒に使うことができます。
WHERE句およびいかなる形式の集約も使うことはできません。
   


例
filmsテーブルをdistributorsテーブルと結合します。


SELECT f.title, f.did, d.name, f.date_prod, f.kind
    FROM distributors d, films f
    WHERE f.did = d.did

       title       | did |     name     | date_prod  |   kind
-------------------+-----+--------------+------------+----------
 The Third Man     | 101 | British Lion | 1949-12-23 | Drama
 The African Queen | 101 | British Lion | 1951-08-11 | Romantic
 ...

  
全ての映画のlen列を合計しkind列によって結果をグループ化します。


SELECT kind, sum(len) AS total FROM films GROUP BY kind;

   kind   | total
----------+-------
 Action   | 07:34
 Comedy   | 02:58
 Drama    | 14:28
 Musical  | 06:42
 Romantic | 04:38

  
全ての映画のlen列を合計しkind列によって結果をグループ化し、合計が5時間より少ないグループの合計を表示します。


SELECT kind, sum(len) AS total
    FROM films
    GROUP BY kind
    HAVING sum(len) < interval '5 hours';

   kind   | total
----------+-------
 Comedy   | 02:58
 Romantic | 04:38

  
次に、結果を2番目の列（name）の内容に基づいてソートする方法を2つ例示します。


SELECT * FROM distributors ORDER BY name;
SELECT * FROM distributors ORDER BY 2;

 did |       name
-----+------------------
 109 | 20th Century Fox
 110 | Bavaria Atelier
 101 | British Lion
 107 | Columbia
 102 | Jean Luc Godard
 113 | Luso films
 104 | Mosfilm
 103 | Paramount
 106 | Toho
 105 | United Artists
 111 | Walt Disney
 112 | Warner Bros.
 108 | Westward

  
次の例は、distributorsテーブルとactorsテーブルの和集合を取得する方法を示しています。さらに、両方のテーブルで結果をWという文字で始まる行のみに限定しています。
重複しない行のみが必要なので、ALLキーワードは省略されています。


distributors:               actors:
 did |     name              id |     name
-----+--------------        ----+----------------
 108 | Westward               1 | Woody Allen
 111 | Walt Disney            2 | Warren Beatty
 112 | Warner Bros.           3 | Walter Matthau
 ...                         ...

SELECT distributors.name
    FROM distributors
    WHERE distributors.name LIKE 'W%'
UNION
SELECT actors.name
    FROM actors
    WHERE actors.name LIKE 'W%';

      name
----------------
 Walt Disney
 Walter Matthau
 Warner Bros.
 Warren Beatty
 Westward
 Woody Allen

  
次に、FROM句内での関数の使用方法について、列定義リストがある場合とない場合の両方の例を示します。


CREATE FUNCTION distributors(int) RETURNS SETOF distributors AS $$
    SELECT * FROM distributors WHERE did = $1;
$$ LANGUAGE SQL;

SELECT * FROM distributors(111);
 did |    name
-----+-------------
 111 | Walt Disney

CREATE FUNCTION distributors_2(int) RETURNS SETOF record AS $$
    SELECT * FROM distributors WHERE did = $1;
$$ LANGUAGE SQL;

SELECT * FROM distributors_2(111) AS (f1 int, f2 text);
 f1  |     f2
-----+-------------
 111 | Walt Disney

  
以下は序数列が追加された関数の例です。


SELECT * FROM unnest(ARRAY['a','b','c','d','e','f']) WITH ORDINALITY;
 unnest | ordinality
--------+----------
 a      |        1
 b      |        2
 c      |        3
 d      |        4
 e      |        5
 f      |        6
(6 rows)

  
以下の例では簡単なWITH句の使用方法を示します。


WITH t AS (
    SELECT random() as x FROM generate_series(1, 3)
  )
SELECT * FROM t
UNION ALL
SELECT * FROM t

         x          
--------------------
  0.534150459803641
  0.520092216785997
 0.0735620250925422
  0.534150459803641
  0.520092216785997
 0.0735620250925422


WITH問い合わせが一度だけ評価されることに注意してください。
このため3つのランダムな値の同じ集合2組を得ることになります。
  
以下の例ではWITH RECURSIVEを使用して、直接の部下しか表示しないテーブルから、従業員Maryの（直接または間接的な）部下とその間接度を見つけ出します。


WITH RECURSIVE employee_recursive(distance, employee_name, manager_name) AS (
    SELECT 1, employee_name, manager_name
    FROM employee
    WHERE manager_name = 'Mary'
  UNION ALL
    SELECT er.distance + 1, e.employee_name, e.manager_name
    FROM employee_recursive er, employee e
    WHERE er.employee_name = e.manager_name
  )
SELECT distance, employee_name FROM employee_recursive;


初期条件、続いてUNION、さらに問い合わせの再帰部分という再帰問い合わせの典型的な構文に注意してください。
問い合わせの再帰部分は最終的にはタプルを返さないことを確実にしてください。
さもないと問い合わせは無限にループします。
（より多くの例については「WITH問い合わせ（共通テーブル式）」を参照してください。）
  
以下の例では、manufacturersテーブルの各行に対して集合を返すget_product_names()関数を適用するためにLATERALを使用します。


SELECT m.name AS mname, pname
FROM manufacturers m, LATERAL get_product_names(m.id) pname;


これは内部結合ですので、現時点で製品をまったく持たないメーカは結果に現れません。
こうしたメーカの名前も結果に含めたければ以下のようにします。


SELECT m.name AS mname, pname
FROM manufacturers m LEFT JOIN LATERAL get_product_names(m.id) pname ON true;

互換性
当然ながら、SELECT文は標準SQLと互換性があります。
しかし、拡張機能や実現されていない機能もいくつかあります。
  
FROM句の省略
PostgreSQL™では、FROM句を省略することができます。
これによって、以下のように単純な式を計算させることができます。

SELECT 2+2;

 ?column?
----------
        4

他のSQLデータベースでは、このようなSELECTを行うためにはダミーの1行テーブルを使わなければならないものもあります。
   
FROM句の指定がない場合、問い合わせではデータベーステーブルを参照することができません。
例えば、以下の問い合わせは無効です。

SELECT distributors.* WHERE distributors.name = 'Westward';

PostgreSQL™リリース8.1より前まででは、こうした形の問い合わせを受け付け、問い合わせで参照する各テーブルに対する暗黙的な項目を問い合わせのFROM句に追加していました。
これは許されなくなりました。
   

空のSELECTリスト
SELECTの後の出力式のリストは空でも良く、このとき列数がゼロの結果テーブルが生成されます。
これは標準SQLでは有効な構文ではありませんが、PostgreSQL™は列数がゼロのテーブルを許すので、それと整合性を保つために許しています。
しかし、DISTINCTを使う時は、空のリストを使うことはできません。
   

ASキーワードの省略
標準SQLでは、キーワードAS(省略可能)は、新しい列名が有効な列名（つまり予約済みのどのキーワードとも異なるもの）である場合は常に、出力列名の前から省くことができます。
PostgreSQL™には多少より強い制限があります。
新しい列名が予約済みか否かに関わらず何らかのキーワードに一致する場合はASが必要です。
推奨する実践方法は、今後のキーワードの追加と競合する可能性に備え、ASを使用する、または出力列名を二重引用符で括ることです。
   
FROM項目において標準およびPostgreSQL™では、未予約のキーワードである別名の前のASを省略することができます。
しかし、構文があいまいになるため、出力名では実践的ではありません。
   

ONLYと継承関係
標準SQLでは、SELECT * FROM ONLY (tab1), ONLY (tab2) WHERE ...のように、ONLYを記述する時にテーブル名の前後を括弧でくくることを要求します。
PostgreSQL™ではこの括弧を省略可能であるとみなしています。
   
PostgreSQL™では最後に*を付けることで
明示的に子テーブルを含めるというONLYではない動作を指定することができます。
標準ではこれを許していません。
   
（これらの点はONLYオプションをサポートするすべてのSQLコマンドで同様に適用されます。）
   

TABLESAMPLE句の制限
現在のところ、TABLESAMPLE句は通常のテーブルとマテリアライズドビューでのみ受け付けられます。
SQL標準では、FROM句の任意の要素について適用可能であるべきとされています。
   

FROM内の関数呼び出し
PostgreSQL™では、FROMリストのメンバとして直接関数呼び出しを記述することができます。
標準SQLではこうした関数呼び出しを副SELECT内に囲む必要があります。
つまりFROM func(...) aliasはおおよそFROM LATERAL (SELECT func(...)) aliasと同じです。
暗黙的にLATERALであるとみなされることに注意してください。
標準ではFROM内のUNNEST()項目にはLATERAL構文を必要とするためです。
PostgreSQL™ではUNNEST()を他の集合を返す関数と同じものとして扱います。
   

GROUP BYとORDER BYにおける利用可能な名前空間
標準SQL-92では、ORDER BY句で使用できるのは、出力列名か序数のみであり、GROUP BY句で使用できるのは、入力列名からなる式のみです。
PostgreSQL™は、これらの句で両方が指定できるように拡張されています
（ただし、不明瞭さがある場合は標準の解釈が使用されます）。
さらに、PostgreSQL™ではどちらの句にも任意の式を指定できます。
式で使われる名前は、常に出力列名ではなく入力列の名前とみなされることに注意してください。
   
SQL:1999以降では、SQL-92と完全には上位互換でない、多少異なる定義が採用されています。
しかし、ほとんどの場合、PostgreSQL™はSQL:1999と同じ方法でORDER BYやGROUP BYを解釈します。
   

関数依存性
テーブルの主キーがGROUP BYリストに含まれる場合に限り、PostgreSQL™は（GROUP BYで列を省くことができる）関数依存性を認識します。
標準SQLでは、認識しなければならない追加の条件を規定しています。
   

WINDOW句の制限
標準SQLではウィンドウ用のframe_clauseに追加のオプションを提供します。
現在のPostgreSQL™では上述のオプションのみをサポートします。
   

LIMITおよびOFFSET
LIMITおよびOFFSET句はPostgreSQL™独自の構文ですが、MySQL™でも使用されています。
LIMIT句で説明したように、標準SQL:2008にて同じ機能のOFFSET ... FETCH {FIRST|NEXT} ...が導入されました。
この構文はIBM DB2™でも使用されています。
（Oracle™用に開発されたアプリケーションでは、これらの句の機能を実装するために自動生成されるrownum列を含めるという回避策を使用することが多いですが、PostgreSQLでは利用できません。）
   

FOR NO KEY UPDATE、FOR UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHARE
FOR UPDATEは標準SQLに存在しますが、標準では、DECLARE CURSORのオプションとしてしか許されていません。
PostgreSQL™では、副SELECTなど任意のSELECTで許されます。
これは拡張です。
FOR NO KEY UPDATE、FOR SHARE、FOR KEY SHAREの亜種、およびNOWAITとSKIP LOCKEDオプションは標準にはありません。
   

WITH内のデータ変更文
PostgreSQL™ではWITH問い合わせとしてINSERT、UPDATEおよびDELETEを使用することができます。
これは標準SQLにはありません。
   

非標準句
DISTINCT ON ( ... )は標準SQLの拡張です。
   
ROWS FROM( ... )は標準SQLの拡張です。
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すいません。1.02から1.09での変更履歴は残っていません。
6.0にて示した変更点の中には、実際には1.02.1から1.09リリースでの変更も含まれています。

ユーティリティ関数



plpyモジュールでは以下の関数も提供しています。
   
	plpy.debug(msg, **kwargs)
	plpy.log(msg, **kwargs)
	plpy.info(msg, **kwargs)
	plpy.notice(msg, **kwargs)
	plpy.warning(msg, **kwargs)
	plpy.error(msg, **kwargs)
	plpy.fatal(msg, **kwargs)


   
plpy.errorおよびplpy.fatalは、実際にPythonの例外を発生させます。
これが捕捉されない場合、呼び出し中の問い合わせに伝わり、その結果、現在のトランザクションもしくはサブトランザクションがアボートします。
raise plpy.Error(msg)およびraise plpy.Fatal(msg)は、それぞれplpy.errorおよびplpy.fatalの呼び出しと同じですが、raise形式ではキーワード引数を渡すことがことができません。
他の関数は異なる重要度のメッセージを生成するだけです。
log_min_messagesとclient_min_messages設定変数は、特定の重要度のメッセージをクライアントに報告するか、サーバのログに書き出すか、あるいはその両方かを制御します。
詳細は19章サーバの設定を参照してください。
  
msg引数は位置引数として与えられます。
後方互換性のために、2つ以上の位置引数を与えることができます。
その場合、位置引数のタプルの文字列表現がクライアントに報告されるメッセージになります。
  
以下のキーワードのみの引数を受け付けます。
   
	detail
	hint
	sqlstate
	schema_name
	table_name
	column_name
	datatype_name
	constraint_name


キーワードのみの引数として渡されたオブジェクトの文字列表現は、クライアントへ報告されるメッセージを豊富にするのに使われます。
例えば、


CREATE FUNCTION raise_custom_exception() RETURNS void AS $$
plpy.error("custom exception message",
           detail="some info about exception",
           hint="hint for users")
$$ LANGUAGE plpythonu;

=# SELECT raise_custom_exception();
ERROR:  plpy.Error: custom exception message
DETAIL:  some info about exception
HINT:  hint for users
CONTEXT:  Traceback (most recent call last):
  PL/Python function "raise_custom_exception", line 4, in <module>
    hint="hint for users")
PL/Python function "raise_custom_exception"

  
この他のユーティリティ関数群にはplpy.quote_literal(string)、plpy.quote_nullable(string)およびplpy.quote_ident(string)があります。
これらは「文字列関数と演算子」で説明する組み込みの引用符付け関数と同等です。
これらはその場限りの問い合わせを構築する時に有用です。
例41.1「動的問い合わせの中の値の引用符付け」の動的SQLと同等なPL/Pythonを以下に示します。

plpy.execute("UPDATE tbl SET %s = %s WHERE key = %s" % (
    plpy.quote_ident(colname),
    plpy.quote_nullable(newvalue),
    plpy.quote_literal(keyvalue)))

  

pg_attribute



pg_attributeカタログにはテーブルの列情報が格納されます。
データベース内のすべてのテーブルの各列に対し必ず１つのpg_attribute行があります。
（また、インデックスとpg_classに項目を持つすべてのオブジェクトに対しての属性記述があります。）
  
属性という表現は列と同等の意味で、歴史的背景からそのように呼ばれています。
  
表50.7 pg_attributeの列
	名前	型	参照先	説明
	attrelid	oid	pg_class.oid	この列が属するテーブル
	attname	name	 	列名
	atttypid	oid	pg_type.oid	この列のデータ型
	attstattarget	int4	 	attstattargetはANALYZE(7)によるこの列に対する蓄積された統計情報をどの程度詳しく管理するかを規定します。
値がゼロの場合は統計情報を収集しません。
負の値の場合は、システムのデフォルトの統計目標を使用すべきであるということです。
正の値が厳密に意味するところはデータ型に依存します。
スカラデータ型に対してattstattargetは収集する「最も一般的な値」の目標となる数であり、また作成する度数分布ビンの目標数でもあります。
      
	attlen	int2	 	       この列の型のpg_type.typlenのコピー
      
	attnum	int2	 	列番号。
通常、列は1から始まる番号付けがなされます。
OIDのようなシステムによる列には（任意の）負の番号が付きます。
      
	attndims	int4	 	列が配列型の場合は次元数を表現し、そうでない時はゼロです。
（現在配列の次元数は強制されていませんのでゼロ以外のどのような値であっても「これは配列である」ということを意味します。）
      
	attcacheoff	int4	 	格納時は必ず-1となりますが、メモリ内の行記述子に読み込まれた場合は、行内での属性オフセットをキャッシュするために更新される可能性があります。
      
	atttypmod	int4	 	atttypmodは、テーブル作成時に与えられた型固有のデータ（たとえばvarchar列の最大長）を記録します。
これは型固有の入力関数や長さ強制関数に渡されます。
atttypmodを必要としない型では、通常、この値は-1です。
      
	attbyval	bool	 	この列の型のpg_type.typbyvalのコピー
      
	attstorage	char	 	通常、この列の型のpg_type.typstorageのコピー。
TOAST可能なデータ型では、格納ポリシーを制御するために列の作成後に変更することができます。
      
	attalign	char	 	この列の型のpg_type.typalignのコピー
      
	attnotnull	bool	 	非NULL制約を表します。
      
	atthasdef	bool	 	この列にはデフォルト値があります。
その場合、実際に値を定義するpg_attrdefカタログ内に対応する項目があります。
      
	attisdropped	bool	 	この列は既に削除されていて有効ではありません。
削除された列は物理的にはまだテーブル上に存在していますが、パーサによって無視されるためSQLでアクセスすることができません。
      
	attislocal	bool	 	この列はリレーション内でローカルに定義されます。
列がローカルに定義されると同時に継承される場合もあることに注意してください。
      
	attinhcount	int4	 	この列が持つ直接の祖先の数です。
祖先を持っている列の削除や名前は変更はできません。
      
	attcollation	oid	pg_collation.oid	列で定義された照合順序。列が照合順序の設定ができないデータ型の場合はゼロ
      
	attacl	aclitem[]	 	この列に特定して付与された場合における、列レベルのアクセス権限
      
	attoptions	text[]	 	「keyword=value」文字列のような、属性レベルのオプション
      
	attfdwoptions	text[]	 	「keyword=value」文字列のような、外部データラッパオプションの属性レベル
      



削除された列のpg_attribute項目では、atttypidはゼロにリセットされます。
しかしattlenとpg_typeからコピーされた他のフィールドは、有効なままです。
この動作は、削除された列のデータ型が後になって削除されて、pg_type行が存在しないような状況の場合に必要となります。
attlenと他のフィールドは、テーブル内の行の内容を解釈するために使用されます。
  


名前
SPI_execute — コマンドを実行する

概要
int SPI_execute(const char * command, bool read_only, long count)

説明
SPI_executeは指定したSQLコマンドを、count行分実行します。
read_onlyがtrueの場合、そのコマンドは読み取りのみでなければなりませんが、多少のオーバーヘッドが削減されます。
  
この関数は接続済みのプロシージャからのみ呼び出し可能です。
  
countが0の場合、そのコマンドを、適用される全ての行に対して実行します。
countが0より多ければ、countを超えない数の行が取り出されます。
問い合わせにLIMIT句と追加するの同じように、countに達すれば、実行は止まります。
例えば、

SPI_execute("SELECT * FROM foo", true, 5);

は、テーブルから多くても5行しか取り出しません。
この制限はコマンドが実際に行を返した場合にのみ有効なことに注意して下さい。
例えば

SPI_execute("INSERT INTO foo SELECT * FROM bar", false, 5);

は、countパラメータを無視して、barからすべての行を挿入します。
しかし、

SPI_execute("INSERT INTO foo SELECT * FROM bar RETURNING *", false, 5);

は、5番目のRETURNINGの結果行を取り出した後に実行が止まりますので、多くても5行を挿入するだけです。
  
複数のコマンドを1つの文字列として渡すことができます。
SPI_executeは最後に実行したコマンドの結果を返します。
count制限は（最後の結果が返されただけだとしても）それぞれのコマンドに独立に適用されます。
この制限はルールによって生成される隠れたコマンドには適用されません。
  
read_onlyがfalseの場合、文字列内の各コマンドを実行する前にSPI_executeはコマンドカウンタを増分し、新しいスナップショットを作成します。
このスナップショットは、現在のトランザクション隔離レベルがSERIALIZABLEまたはREPEATABLE READの場合は変更されません。
しかし、READ COMMITTEDモードでは、このスナップショットは更新され、他のセッションで新しくコミットされたトランザクションの結果を各コマンドから参照できます。
これは、そのコマンドがデータベースを変更する場合、一貫性の維持に重要です。
  
read_onlyがtrueの場合は、SPI_executeはスナップショットもコマンドカウンタも更新しません。
さらに、普通のSELECTコマンドのみをコマンド文字列内に記述することができます。
このコマンドは、その前後の問い合わせによって事前に確立済みのスナップショットを使用して実行されます。
この実行モードは読み書きモードよりもコマンドごとのオーバーヘッドが省略される分多少高速です。
また、これにより本当に安定（stable）な関数を構築することができます。
つまり、連続した実行は全て同じスナップショットを使用しますので、結果は変わることがないということです。
  
一般的に、SPIを使用する1つの関数内で読み取りのみコマンドと読み書きコマンドを混在させることは勧めません。
読み取りのみの問い合わせでは、読み書き問い合わせでなされたデータベースの更新結果を参照しないため、非常に混乱した動作に陥ることがあります。
  
（最後の）コマンドが実行した実際の行数は、SPI_processedグローバル変数に返されます。
関数の戻り値がSPI_OK_SELECT、SPI_OK_INSERT_RETURNING、SPI_OK_DELETE_RETURNING、またはSPI_OK_UPDATE_RETURNINGの場合、SPITupleTable *SPI_tuptableグローバルポインタを使用して、結果の行にアクセスすることができます。
また、一部のユーティリティコマンド（EXPLAINなど）は行セットを返しますが、この場合もSPI_tuptableにはその結果が含まれます。
一部のユーティリティコマンド（COPY, CREATE TABLE AS）は行セットを返しません。
このためSPI_tuptableはNULLですが、SPI_processedの中で処理行数を返します。
  
SPITupleTable構造体は以下のように定義されています。

typedef struct
{
    MemoryContext tuptabcxt;    /* 結果テーブルのメモリコンテキスト */
    uint64      alloced;        /* 割り当て済みのvalsの数 */
    uint64      free;           /* 解放されたvalsの数 */
    TupleDesc   tupdesc;        /* 行記述子 */
    HeapTuple  *vals;           /* 行 */
} SPITupleTable;

valsが行へのポインタの配列です
（有効な項目数はSPI_processedで判明します）。
tupdescは行を扱うSPI関数に渡すことができる行記述子です。
tuptabcxt、alloced、freeはSPI呼び出し元での使用を意図していない内部的なフィールドです。
  
SPI_finishは、現在のプロシージャで割り当てられたSPITupleTableをすべて解放します。
SPI_freetuptableを呼び出して解放する場合、特定の結果テーブルを早めに解放することができます。
  

引数
	const char * command
	実行するコマンドを含む文字列。
     

	bool read_only
	読み取りのみの実行の場合true。
     

	long count
	返される行の最大数。無制限なら0。
     




戻り値
コマンドの実行に成功した場合、以下のいずれかの（非負の）値が返されます。

   
	SPI_OK_SELECT
	SELECT（SELECT INTOを除く）が実行された場合。
      

	SPI_OK_SELINTO
	SELECT INTOが実行された場合。
      

	SPI_OK_INSERT
	INSERTが実行された場合。
      

	SPI_OK_DELETE
	DELETEが実行された場合。
      

	SPI_OK_UPDATE
	UPDATEが実行された場合。
      

	SPI_OK_INSERT_RETURNING
	INSERT RETURNINGが実行された場合。
      

	SPI_OK_DELETE_RETURNING
	DELETE RETURNINGが実行された場合。
      

	SPI_OK_UPDATE_RETURNING
	UPDATE RETURNINGが実行された場合。
      

	SPI_OK_UTILITY
	ユーティリティコマンド（CREATE TABLEなど）が実行された場合。
      

	SPI_OK_REWRITTEN
	ルールによって（例えば、UPDATEがINSERTになったような）あるコマンドが他の種類のコマンドに書き換えられた場合です。
      




  
エラーの場合、以下のいずれかの負の値が返されます。

   
	SPI_ERROR_ARGUMENT
	commandがNULL、あるいはcountが0未満の場合。
      

	SPI_ERROR_COPY
	COPY TO stdoutあるいはCOPY FROM stdinが試行された場合。
      

	SPI_ERROR_TRANSACTION
	トランザクション操作を行うコマンド（BEGIN、COMMIT、ROLLBACK、SAVEPOINT、PREPARE TRANSACTION、COMMIT PREPARED、ROLLBACK PREPARED、およびこれらの亜種）が試行された場合。
      

	SPI_ERROR_OPUNKNOWN
	コマンド種類が不明な場合（起きてはなりません）。
      

	SPI_ERROR_UNCONNECTED
	未接続なプロシージャから呼び出された場合。
      




  

注意
SPI問い合わせ実行関数はすべてSPI_processedとSPI_tuptableの両方を変更します（ポインタのみで、構造体の内容は変更しません）。
SPI_execや他の問い合わせ実行関数の結果テーブルを後の呼び出しでまたがってアクセスしたいのであれば、これら2つのグローバル変数を局所的なプロシージャ変数に保存してください。
  


リリース8.2.2



リリース日
2007-02-05

このリリースは8.2.1の各種不具合を修正したもので、セキュリティ問題の修正も含みます。
8.2メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.2」を参照してください。
  
バージョン8.2.2への移行



8.2.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   

変更点



	接続ユーザがバックエンドのメモリを読み取ることができるセキュリティ脆弱性を取り除きました。(Tom)
     
この脆弱性には、SQL関数が宣言されたデータ型を返すかどうか、そのテーブル列のデータ型が変更されたかどうかに関する通常の検査の抑制も含まれています（CVE-2007-0555、CVE-2007-0556）。
これらのエラーを悪用して簡単にバックエンドをクラッシュさせることができます。
また原理的には、アクセスを許していないはずのユーザがデータベースの内容を読み取ることができてしまいます。
     

	実行不可能な分割点の選択によりB-treeインデックスページの分割が失敗する可能性がある、稀にも起こらないような不具合を修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	Borland Cコンパイルスクリプトを修正しました。 (L Bayuk)
     

	00で終わる年に対するto_char('CC')の扱いが適切になりました。(Tom)
     
2000年は21世紀ではなく、20世紀です。
     

	/contrib/tsearch2の各種言語対応を改良しました。(Tatsuo, Teodor)
     

	information_schema.key_column_usageビューにおける不正確な権限検査を修正しました。(Tom)
     
この兆候は「OID nnnnnを持つリレーションが存在しない」というエラーです。
initdbを行わずにこの修正を適用するには、CREATE OR REPLACE VIEWを使用して、share/information_schema.sql内にある正しい定義をインストールすることです。
各データベースでこれを行わなければならないことに注意してください。
     

	多くのテーブルを持つデータベースに対するVACUUMの性能を向上しました。(Tom)
     

	UNIONをきっかけとした、稀に発生するAssert()クラッシュを修正しました。(Tom)
     

	ROW不等条件を使用するインデックス検索が不正確になる潜在的な不具合を修正しました。(Tom)
     

	3バイト長を越えるUTF8シーケンスに関する、複数バイト文字処理のセキュリティを強化しました。(Tom)
     

	削除済みのファイルに対するfsync試行による、Windowsにおいて発生するにせの「権限がない」というエラーを修正しました。(Magnus, Tom)
     

	Windowsにおいて統計情報コレクタがハングする不具合を修正しました。(Magnus)
     
この不具合に伴い自動バキュームも動作不能になります。
     

	使用中のPL/pgSQL関数を更新する時にクラッシュする可能性を修正しました。(Tom)
     

	PL/pgSQLにおけるドメイン型の扱いを改良しました。(Sergiy Vyshnevetskiy, Tom)
     

	PL/pgSQL例外ブロックの処理でエラーが起きる可能性を修正しました。(Tom)
     





リリース8.0.22



リリース日
2009-09-09

このリリースは8.0.21に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.0」を参照してください。
  
バージョン8.0.22への移行



8.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、interval列に対するハッシュインデックスを持つ場合は8.0.22にアップデートした後にそれらをREINDEXしなければなりません。
また、8.0.6より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.0.6」を参照してください。
   

変更点



	security-definer関数内部のRESET ROLEおよびRESET SESSION AUTHORIZATIONを不許可としました。(Tom, Heikki)
     
これは、security-definer関数内部におけるSET ROLEとSET SESSION AUTHORIZATIONを不許可にする過去のパッチ（CVE-2007-6600参照）で抜けていたものを補うものです。
     

	外側の集約関数の引数に現れる副問い合わせの扱いを修正しました。(Tom)
     

	intervalデータ型のハッシュ計算を修正しました。(Tom)
     
これは、時間間隔値に対するハッシュ結合が間違った結果を生成しないように修正します。
また、時間間隔型の列に対するハッシュインデックスの内容も変更します。
もしこうしたインデックスがあれば、アップデートの後にそれらをREINDEXする必要があります。
     

	to_char(..., 'TH')を'HH'/'HH12'の大文字の序数表現と扱います。(Heikki)
     
以前は'th'（小文字）として扱われました。
     

	INTERVAL 'x ms'においてxが200万を超え、かつ、整数型の日付時刻が使用された場合のオーバーフローを修正しました。(Alex Hunsaker)
     

	点と線分間の距離計算を修正しました。(Tom)
     
これにより幾何演算子の一部が間違った結果を返していました。
     

	通貨が端数桁を持たないロケール、たとえば日本、においてmoneyデータ型が動作するように修正しました。(Itagaki Takahiro)
     

	00:12:57.9999999999999999999999999999のような日付時刻入力を適切に丸めます。(Tom)
     

	GiST R-tree演算子クラスにおけるページ分割点の選択を改良しました。(Teodor)
     

	plperlの初期化における移植性の問題を修正しました。(Andrew Dunstan)
     

	postgresql.confが空の場合に、pg_ctlが無限ループに陥らないように修正しました。(Jeff Davis)
     

	contrib/xml2のxslt_process()がパラメータの最大値(20)を正しく扱うように修正しました。(Tom)
     

	COPY FROM STDIN中のエラーから復旧するためのlibpqのコードについて、堅牢性を高めました。(Tom)
     

	readlineとeditlineライブラリの両方がインストールされている場合、それらの競合するヘッダファイルがincludeされないようにしました。(Zdenek Kotala)
     

	バングラデシュ、エジプト、ヨルダン、パキスタン、アルゼンチン/サンルイス、キューバ、ヨルダン（歴史的な修正のみ）、モーリシャス、モロッコ、パレスチナ、シリア、チュニジアにおける夏時間規則の変更のため、時間帯データファイルをtzdataリリース2009lに更新しました。
     





第65章 データベースの物理的な格納



本章ではPostgreSQL™データベースで使用される物理的格納書式についての概要を説明します。
データベースファイルのレイアウト



本節ではファイルとディレクトリというレベルで格納書式について説明します。
伝統的に、データベースクラスタで利用される制御ファイルとデータファイルは、クラスタのデータディレクトリ内に一緒に格納され、通常（このディレクトリを定義するために使用できる環境変数名にちなんで）PGDATAとして参照されます。
通常のPGDATAの位置は/var/lib/pgsql/dataです。
異なるサーバインスタンスによって管理することで、複数のクラスタを同一のマシン上に存在させることができます。
表65.1「PGDATAの内容」に示すように、PGDATAディレクトリには数個のサブディレクトリと制御ファイルがあります。
これら必要な項目に加え、クラスタの設定ファイルであるpostgresql.conf、pg_hba.confおよびpg_ident.confが、他の場所にも置くことができますが、伝統的にPGDATA内に格納されます
表65.1 PGDATAの内容
	項目	説明
	PG_VERSION	PostgreSQL™の主バージョン番号を保有するファイル
	base	データベースごとのサブディレクトリを保有するサブディレクトリ
	global	pg_databaseのようなクラスタで共有するテーブルを保有するサブディレクトリ
	pg_commit_ts	トランザクションのコミット時刻のデータを保有するサブディレクトリ
	pg_clog	トランザクションのコミット状態のデータを保有するサブディレクトリ
	pg_dynshmem	動的共有メモリサブシステムで使われるファイルを保有するサブディレクトリ
	pg_logical	論理デコードのための状態データを保有するサブディレクトリ
	pg_multixact	マルチトランザクションの状態のデータを保有するサブディレクトリ（共有行ロックで使用されます）
	pg_notify	LISTEN/NOTIFY状態データを保有するサブディレクトリ
	pg_replslot	レプリケーションスロットデータを保有するサブディレクトリ
	pg_serial	コミットされたシリアライザブルトランザクションに関する情報を保有するサブディレクトリ
	pg_snapshots	エクスポートされたスナップショットを保有するサブディレクトリ
	pg_stat	統計サブシステム用の永続ファイルを保有するサブディレクトリ
	pg_stat_tmp	統計サブシステム用の一時ファイルを保有するサブディレクトリ
	pg_subtrans	サブトランザクションの状態のデータを保有するサブディレクトリ
	pg_tblspc	テーブル空間へのシンボリックリンクを保有するサブディレクトリ
	pg_twophase	プリペアドトランザクション用の状態ファイルを保有するサブディレクトリ
	pg_xlog	 WAL（ログ先行書き込み）ファイルを保有するサブディレクトリ
	postgresql.auto.conf	ALTER SYSTEMにより設定された設定パラメータを格納するのに使われるファイル
	postmaster.opts	最後にサーバを起動した時のコマンドラインオプションを記録するファイル
	postmaster.pid	現在のpostmasterプロセスID（PID）、クラスタのデータディレクトリパス、postmaster起動時のタイムスタンプ、ポート番号、Unixドメインソケットのディレクトリパス（Windowsでは空）、有効な監視アドレスの一番目（IPアドレスまたは*、TCPを監視していない場合は空）および共有メモリのセグメントIDを記録するロックファイル（サーバが停止した後は存在しません）



クラスタ内の各データベースに対して、PGDATA/base内にサブディレクトリが存在し、サブディレクトリ名はpg_database内のデータベースOIDとなります。
このサブディレクトリはデータベースファイルのデフォルトの位置であり、特にシステムカタログがそこに格納されます。
各テーブルおよびインデックスは別個のファイルに格納されます。
通常のリレーションでは、これらのファイル名はテーブルまたはインデックスのファイルノード番号となります。
ファイルノード番号はpg_class.relfilenode内で見つけられます。
しかし一時的なリレーションでは、ファイル名はtBBB_FFFという形になります。
ここでBBBはファイルを生成したバックエンドのバックエンドID、FFFはファイルノード番号です。
どちらの場合でも、主ファイル（いわゆる主フォーク）に加え、それぞれのテーブルとインデックスはリレーションに利用できる空き領域についての情報を格納する空き領域マップ（「空き領域マップ」参照）を持ちます。
空き領域マップはファイルノード番号に接尾辞_fsmがついた名前のファイルに格納されます。
テーブルは同時に、どのページが不要なタプルを持っていないと判断できるように追跡する可視性マップを持ち、フォークに接尾辞_vmを付けたファイルに格納します。
可視性マップは「可視性マップ」でより詳しく解説します。
ログを取らないテーブルとインデックスは、初期化フォークという第３のフォークを持ち、フォークに接尾辞_initを付けたファイルに格納します（「初期化フォーク」参照）。
注意
テーブルにおけるファイルノード番号とOIDは多くの場合一致しますが、常に一致するとは限らないことに注意してください。
TRUNCATE、REINDEX、CLUSTER等のいくつかの操作、およびALTER TABLEにおけるいくつかの構文は、OIDを保持したままファイルノード番号を変更できます。
ファイルノード番号とテーブルOIDが同一であると仮定しないでください。
またpg_class自身を含む特定のシステムカタログにおいて、pg_class.relfilenodeはゼロを持ちます。
これらのカタログの実際のファイルノード番号は低レベルなデータ構造内に保管されており、pg_relation_filenode()関数を使用して入手できます。

テーブルまたはインデックスが１ギガバイトを超えると、ギガバイト単位のセグメントに分割されます。
最初のセグメントのファイル名はファイルノード番号と同一であり、それ以降は、ファイルノード番号.1、ファイルノード番号.2等の名称になります。
この配置法によってファイル容量に制限のあるプラットフォームにおける問題を回避します。
（実際、１ギガバイトは単なるデフォルトのセグメント容量です。
セグメント容量はPostgreSQL™を構築する際、--with-segsize設定オプションを使用して調整することができます。)
原理上、空き領域マップと可視性マップのフォークにおいても複数のセグメントも必要とする可能性がありますが、実際のところは起こりそうにありません。
項目が大きくなりそうな列を持ったテーブルは、連携したTOASTテーブルを保有する可能性があります。
TOASTテーブルは、テーブル行の中には大き過ぎて適切に保持できないフィールド値を行の外部に格納するために使用されます。
TOASTテーブルが存在する時、pg_class.reltoastrelidは元のテーブルとTOASTテーブルを結びつけます。
「TOAST」を参照してください。
テーブルおよびインデックスの内容は、「データベースページのレイアウト」においてさらに考察されています。
テーブル空間は状況をさらに複雑にします。
ユーザが定義したテーブル空間はそれぞれ、PGDATA/pg_tblspcディレクトリ内に物理的なテーブル空間ディレクトリ（つまりそのテーブル空間のCREATE TABLESPACEコマンドで指定された場所）を指し示す、シンボリックリンクを持ちます。
シンボリックリンクの名称はテーブル空間のOIDとなります。
物理的テーブル空間ディレクトリの内部では、PG_9.0_201008051などのPostgreSQL™サーバのバージョンに依存した名前のサブディレクトリが存在します。
（このサブディレクトリを使用する理由は、競合することなくCREATE TABLESPACEで指定する場所と同じものを将来のバージョンのデータベースでも使用できるようにするためです。）
このバージョン固有のサブディレクトリの内部では、テーブル空間に要素を持つデータベースごとに、データベースOIDをディレクトリ名としたサブディレクトリが存在します。
テーブルとインデックスは、ファイルノードの命名の規定に従って、そのディレクトリ内に格納されます。
pg_defaultテーブル空間は pg_tblspcを通してアクセスされるのではなく、PGDATA/baseと連携します。
同様に、pg_globalテーブル空間はpg_tblspcを通してアクセスされるのではなく、PGDATA/globalと連携します。
pg_relation_filepath()関数は任意のリレーションの(PGDATAから相対的な)パス全体を示します。
これは上の規則の多くを記憶する必要がありませんので、しばしば有用です。
しかし、この関数がリレーションの主フォークの最初のセグメントの名前だけを返すことに注意して下さい。
リレーションに関したすべてのファイルを見つけるためにセグメント番号や_fsmや_vm、_initを追加する必要があるかもしれません。
一時ファイル（メモリ内に収まりきらないデータのソートなどの操作用）はPGDATA/base/pgsql_tmp内、または、pg_default以外のテーブル空間が指定されていた場合はテーブル空間ディレクトリ下のpgsql_tmpサブディレクトリ内に作成されます。
一時ファイルの名前はpgsql_tmpPPP.NNNという形式です。
ここで、PPPは所有するバックエンドのPIDであり、NNNで同一バックエンドで作成された別の一時ファイルと区別します。


pg_views



   pg_viewsビューはデータベース内のそれぞれのビューに関する有用な情報へのアクセスを提供します。
  
表50.84 pg_viewsの列
	名前	型	参照先	説明
	schemaname	name	pg_namespace.nspname	ビューを持つスキーマ名
	viewname	name	pg_class.relname	ビュー名
	viewowner	name	pg_authid.rolname	ビューの所有者
	definition	text	 	ビュー定義（再構築されたSELECT問い合わせ）




リリース8.0.10



リリース日
2007-01-08

このリリースは8.0.9の各種不具合を修正したものです。
8.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.0」を参照してください。
  
バージョン8.0.10への移行



8.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.0.6より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.0.6」を参照してください。
   

変更点



	AIXにおけるgetaddrinfo()の扱いを改良しました。(Tom)
     
これは、特に統計情報コレクタの起動に関する問題を修正するものです。
     

	VACUUMにおける「親キーの再検索に失敗する」エラーを修正しました。(Tom)
      

	VACUUMによるギガバイト境界を跨る大規模なリレーションの切り詰めにおける競合状態を修正しました。(Tom)
      

	数ギガバイトのハッシュインデックスに影響する不具合を修正しました。(Tom)
      

	Windowsのシグナル処理におけるデッドロックの可能性を修正しました。(Teodor)
     

	複数の空要素からなるARRAY[]生成時の不具合を修正しました。(Tom)
     

	ECPGにおける接続時のメモリリークを修正しました。(Michael)
     

	新しくinitdbを行ったインストレーションでは、to_number()とto_char(numeric)がIMMUTABLEではなくSTABLEになりました。(Tom)
     
これは、lc_numericがこれらの関数の出力を変更する可能性があるためです。
     

	括弧を使用した正規表現を使用するインデックスを改良しました。(Tom)
     
この改良により、psql \dの性能も向上しました。
     

	時間帯データベースを更新しました。
     
具体的にはこれは、オーストラリアおよびカナダの夏時間規則に影響します。
     





リリース8.3



リリース日
2008-02-04

概要



重大な新機能と性能向上を伴うこのリリースは、PostgreSQL™を大きく飛躍させたものと言えます。
これは開発速度が劇的に速くなったコミュニティの成長によりなされました。
このリリースは以下の主要機能を追加します。
   
	全文検索がコアデータベースシステムに統合されました。
     

	SQL/XML標準をサポートしました。これに伴い、新しい演算子とXMLデータ型が含められました。
     

	列挙データ型（ENUM）
     

	複合型の配列
     

	汎用一意識別子（UUID）データ型
     

	NULLのソートを先にするか後にするかに関する制御を追加
     

	更新可能カーソル
     

	サーバ設定パラメータが関数単位で設定可能になりました。
     

	ユーザ定義型が型修飾子を持つことができるようになりました。
     

	テーブル定義の変更時または統計情報の更新時における、キャッシュされた問い合わせの自動計画再作成
     

	ログ処理および統計情報収集における多くの改良
     

	Windowsにおける認証のためのセキュリティサービスプロバイダインタフェース（SSPI）のサポート
     

	複数の同時実行autovacuumプロセスのサポート。およびその他のautovacuumの改良
     

	Microsoft Visual C++™を使用したPostgreSQL™配布物全体のコンパイルを可能にしました。
     



主要な性能に関する改良を以下に列挙します。
これらの改善のほとんどは自動的なものですので、ユーザによる変更や調整は不要です。
   
	非同期コミットは、トランザクションコミット時のWALへの書き出しを遅延します。
     

	各チェックポイントにおけるI/Oのピークを抑えるために、チェックポイントの書き出しをより長い時間に分散させることができます。
     

	ヒープオンリータプル（HOT）は、ほとんどのUPDATEとDELETEにおける領域の再利用を促進します。
     

	ジャストインタイムのバックグラウンドライタ戦略はディスク書き出し効率を改善します。
     

	読み取りのみのトランザクションに対して非永続的なトランザクションIDを使用することで、オーバーヘッドとVACUUMの必要性を削減します。
     

	フィールド単位および行単位の格納にかかるオーバーヘッドが削減されました。
     

	大規模なシーケンシャルスキャンがよく使用されるキャッシュされたページを押し出さないようになりました。
     

	同時に行われる大規模なシーケンシャルスキャンがディスク読み取りを共有できるようになりました。
     

	ORDER BY ... LIMITがソートなしで行うことができるようになりました。
     



上記項目は後述の節でより詳細に説明します。
   

バージョン8.3への移行



すべての過去のリリースからデータを移行する場合、pg_dumpを使用したダンプ/リストアが必要です。
   
既知の非互換性を以下に示します。
   
一般



	文字以外のデータ型がTEXTへの自動キャストが行われないようになりました。(Peter, Tom)
      
これまでは、文字以外の値がtext入力を必要とする演算子や関数に渡された場合、ほとんど（すべてではありません）の組み込みデータ型では自動的にtextにキャストされました。
これが行われなくなりました。
すべての文字以外の型でtextへの明示的なキャストが必要になります。
例えば以下の式は以前は動作しました。


substr(current_date, 1, 4)
23 LIKE '2%'


しかし、今回からそれぞれ「function does not exist」および「operator does not exist」というエラーメッセージが引き出されるようになります。
代わりに以下のように明示的なキャストを使用してください。


substr(current_date::text, 1, 4)
23::text LIKE '2%'


（当然ですが、より冗長なCAST()構文を使用することも可能です。）
変更理由は、こうした自動キャストがよく思いもよらぬ動作を引き起こすためです。
過去のリリースにおけるこうした例を次に示します。
この式は受け付けられますが、想定した動作を行いません。


current_date < 2017-11-17


これは実際には日付と整数とを比較します。
これは拒絶すべきものです（このリリースでは拒絶するようになります）。
しかし、自動キャストの存在により、他に<演算子に一致するものがなければtext < text演算子がこの式に一致することができますので、両辺はtextにキャストされ、テキストの比較が行われます。
      
char(n)およびvarchar(n)型はまだtextに自動キャストされます。
また、textへの自動キャストはまだ連結演算子（||）では、少なくとも1つの入力が文字型であれば、動作します。
      

	contrib/tsearch2の全文検索機能がコアサーバに移りましたが、いくつか小さな構文変更があります。
      
contrib/tsearch2は互換性を保持するためのインタフェースを持つようになりました。
      

	ARRAY(SELECT ...)においてSELECTが行を返さない場合、NULLではなく空の配列を返すようになりました。
       (Tom)
      

	基本データ型に対する配列型の名前が常にアンダースコアを基本型名称の前につけたものにならなくなりました。
      
古い命名規約は可能ならばまだ尊重されますが、アプリケーションのコードはこれに依存すべきではありません。
指定した型に関連付いた配列データ型を識別する際は、代わりに新しいpg_type.typarray列を使用してください。
      

	ORDER BY ... USING operatorがB-tree演算子クラスで定義される小なり演算子または大なり演算子を使用しなければならなくなりました。
      
この制限は一貫性がない結果を防ぐために加えられました。
      

	SET LOCALがロールバックされない限り、最も外側のトランザクションの終わりまで永続するように変わりました。(Tom)
      
以前はSET LOCALの効果は副トランザクションのコミット（RELEASE SAVEPOINTまたはPL/pgSQL例外ブロックからの終了）後失われました。
      

	トランザクションブロック内で拒絶されたコマンドが、複数文からなる問い合わせ文字列内でも拒絶されるようになりました。(Tom)
      
例えば"BEGIN; DROP DATABASE; COMMIT"は単一の問い合わせメッセージとして送信されたとしても拒絶されるようになります。
      

	トランザクションブロック外のROLLBACKがWARNINGではなくNOTICEを発行するようになりました。(Bruce)
      

	NOTIFY/LISTEN/UNLISTENがスキーマ修飾された名前を受付ないようにしました。(Bruce)
      
これまではこれらのコマンドはschema.relationを受け付けていましたが、スキーマ部分を無視していたため、混乱を招きました。
      

	ALTER SEQUENCEがシーケンスのcurrval()の状態に影響を与えないようになりました。 (Tom)
      

	外部キーはデータ型をまたがる参照においてインデックス付け可能な状態に一致しなければならなくなりました。(Tom)
      
これは意味的な一貫性を向上させ、また、性能に関する問題を防止する役に立ちます。
      

	オブジェクトサイズに関する情報を閲覧する合理的な権限を持つユーザに、オブジェクトサイズに関する関数を限定します。(Tom)
      
例えばpg_database_size()は、デフォルトで全員に与えられているCONNECT権限を要求します。
pg_tablespace_size()はテーブル空間におけるCREATE権限を要求します。
また、テーブル空間がデータベースのデフォルトのテーブル空間である場合にも許可されます。
      

	文書化されていない!!=（含まれていない）演算子を削除しました。(Tom)
      
こうした操作を行うにはNOT IN (SELECT ...)が適しています。
      

	内部用ハッシュ関数がより均一に分布するようになりました。(Tom)
      
アプリケーションコードがPostgreSQL™内部用のハッシュ関数を使用してハッシュ値を計算し格納する場合、ハッシュ値は再生成されなければなりません。
      

	可変長データ値の取扱いに関するCコード規約を変更しました。(Greg Stark, Tom)
      
新しいSET_VARSIZE()マクロは、生成されたvarlena型の長さを設定するために使用しなければなりません。
また、より多くの状況で入力値の伸長（「TOAST解除」）を行う必要があるかもしれません。
      

	DEBUGレベルを使用しない限り、連続アーカイブ処理がアーカイブ操作の成功の度にサーバログに報告しないようになりました。
      




設定パラメータ



	サーバ管理用のパラメータで多くの変更があります。
      
bgwriter_lru_percent、bgwriter_all_percent、bgwriter_all_maxpages、stats_start_collector、stats_reset_on_server_startが削除されました。
redirect_stderrの名前がlogging_collectorになりました。
stats_command_stringの名前がtrack_activitiesになりました。
stats_block_levelとstats_row_levelはtrack_countsにまとめられました。
archive_modeという新しい論理型の設定パラメータはアーカイブ処理を制御します。
Autovacuumのデフォルト設定が変わりました。
      

	stats_start_collectorパラメータが削除されました。(Tom)
      
UDPソケットの作成に失敗しない限りコレクタプロセスを常に起動するようになりました。
      

	stats_reset_on_server_startパラメータが削除されました。(Tom)
      
この目的にpg_stat_reset()を使用することができますので、このパラメータは削除されました。
      

	postgresql.confでパラメータをコメントにすることで、そのデフォルト値に戻るようにしました。(Joachim Wieland)
      
これまではコメント化された項目は、次にサーバを再起動するまで、その値は変わらずに残りました。
      




文字符号化方式



	符号化が無効なデータに対して、より多くの検査を追加しました。(Andrew)
      
この変更は、バックスラッシュでエスケープされた文字列リテラル処理とCOPYのエスケープ処理に存在したいくつかの抜け穴を塞ぐものです。
これで、結果が無効なマルチバイト文字を作成したかどうか、エスケープを解除した文字列を再度検査するようになりました。
      

	サーバのロケール設定と矛盾するデータベース符号化方式を不許可としました。(Tom)
      
多くのプラットフォームでは、Cロケールがすべてのデータベース符号化方式で動作する唯一のロケールです。
他のロケール設定は特定の符号化方式を意味することになり、データベース符号化方式と多少異なると、誤動作します。
（典型的な症例として、間違ったテキストソート順やupper()もしくはlower()の誤動作があります。）
サーバは互換性が無い符号化方式でデータベースを作成することを拒絶するようになりました。
      

	chr()が無効な符号化方式の値を生成できないことを確実にしました。(Andrew)
      
UTF8で符号化されたデータベースでは、chr()の引数はUnicodeコードポイントとして扱われるようになりました。
他のマルチバイト符号化方式では、chr()の引数は7ビットASCII文字を指名しなければなりません。
ゼロは受け付けられません。
ascii()も併せて調整されました。
      

	convert()の動作を有効な符号化方式に確実になるように調整しました。(Andrew)
      
2つの引数を取るconvert()構文は削除されました。
3つの引数を取る構文は、最初の引数としてbyteaを取り、byteaを返すようになりました。
機能の欠落を補うために、新しい関数を3つ追加しました。
      
	convert_from(bytea, name) returns text — 最初の引数を指定された符号化方式からデータベースの符号化方式に変換します。
        

	convert_to(text, name) returns bytea — 最初の引数をデータベース符号化方式から指定された符号化方式に変換します。
        

	length(bytea, name) returns integer —指定した符号化方式における最初の引数の文字長を返します。
        




	convert(argument USING conversion_name)を削除しました。(Andrew)
      
この動作は標準SQLに合いませんでした。
      

	JOHAB符号化方式をクライアント側のみにしました。(Tatsuo)
      
サーバ側の符号化方式としてJOHABは安全ではありません。
      





変更点



PostgreSQL™ 8.3と以前のメジャーリリースとの間の違いについて、以下に詳しく説明します。
   
性能



	非同期コミットは、トランザクションコミット時のWALへの書き出しを遅延します。(Simon)
      
この機能により、短期のデータ変更を行うトランザクションの性能が大きく向上しました。
欠点はディスクへの書き出しが遅れるため、データをディスクへの書き出す前にデータベースシステムまたはオペレーティングシステムがクラッシュした場合コミットしたデータが失われる点です。
この機能は多少のデータ損失を受け入れることができるアプリケーションでは役に立ちます。
fsyncを無効にする場合と異なり、非同期コミットを使用する場合にはデータベースの一貫性に関する危険はありません。
最悪の場合でも、クラッシュの後、コミットされたと報告されている最後の数個のトランザクションが完全にコミットされていない可能性があるだけです。
この機能はsynchronous_commitを無効にすることで有効になります（一部のトランザクションが極めて重要であり、その他は重要でないような場合、これはセッション単位やトランザクション単位で行うことができます）。
wal_writer_delayを調整して、トランザクションが実際にディスクに書き出されるまでの最大遅延を制御することができます。
      

	各チェックポイントにおけるI/Oのピークを抑えるために、チェックポイントの書き出しをより長い時間に分散させることができます。(Itagaki TakahiroとHeikki Linnakangas)
      
これまでは、すべての変更済みバッファはチェックポイント時可能な限り高速にディスクに書き出すことが強制されていました。
これによりI/Oが急激に増加するため、サーバの性能が劣化しました。
この新しい方式はチェックポイント時のディスク書き出しを分散させ、I/O使用のピークを抑えます。
（ユーザが要求したチェックポイントおよび停止時のチェックポイントではまだできる限り高速に書き出されます。）
      

	ヒープオンリータプル（HOT）は、ほとんどのUPDATEとDELETEにおける領域の再利用を促進します。(Pavan Deolaseeおよび他の多くからのアイディアによる)
      
UPDATEおよびDELETEは、失敗したINSERTと同様、不要なタプルを背後に残します。
これまではVACUUMのみが不要タプルにより占められた領域を回収することができました。
HOTにより、インデックス付けされた列に変更がなされていなければ、不要タプル領域をINSERTまたはUPDATEと同時に、自動的に回収できるようになりました。
これにより、より一貫した性能が得られます。
また、HOTは重複したインデックス項目が追加されることを防止します。
      

	ジャストインタイムのバックグラウンドライタ戦略はディスク書き出し効率を改善します。(Greg Smith, Itagaki Takahiro)
      
これはバックグラウンドライタの手作業による調整作業の必要性を大きく減らします。
      

	フィールド単位および行単位の格納にかかるオーバーヘッドが削減されました。(Greg Stark, Heikki Linnakangas)
      
128バイト未満の長さのデータ値を持つ可変長データ型において、その格納が3から6バイト減少することがわかります。
例えば、隣接する2つのchar(1)型のフィールドでは16バイトではなく4バイト使用するようになりました。
また、行ヘッダは以前に比べ4バイト短くなりました。
      

	読み取りのみのトランザクションにて非永続トランザクションIDを使用することでオーバーヘッドとVACUUMの必要性が減少します。(Florian Pflug)
      
非永続トランザクションIDは大域的なトランザクションカウンタを増加させません。
このため、これはpg_clogへの負荷を低減し、トランザクションID周回を防ぐための強制的なバキュームの実行間隔を長くします。
同時実行性を向上させる性能向上も行われました。
      

	読み取りのみのコマンドの後にコマンドカウンタの増加を行いません。(Tom)
      
これまでは1トランザクション当たり232 (40億)コマンドという固定の限界がありました。
今回実際にデータベースを変更するコマンドのみが数えられるようになりました。
このため制限自体はまだ存在しますが、悩まされることはかなり減少したはずです。
      

	バックエンドから作業を分けるために専用のWALライタプロセスを作成しました。(Simon)
      

	CLUSTERおよびCOPYで不要なWAL書き出しを行わないようにしました。(Simon)
      
WALアーカイブ処理が有効でない限り、
システムはCLUSTERでのWAL書き出しを行わず、コマンドの終りでテーブルをfsync()するだけになりました。
また、テーブルが同じトランザクションで作成された場合のCOPYでも同じことを行います。
      

	大規模なシーケンシャルスキャンがよく使用されるキャッシュされたページを押し出さないようになりました。(Simon, Heikki, Tom)
      

	同時に行われる大規模なシーケンシャルスキャンがディスク読み取りを共有できるようになりました。
      
これは、（他のシーケンシャルスキャンがすでに実行中の）テーブルの途中から新しいシーケンシャルスキャンを開始すること、および、その開始から終わりまでを包み隠すことによりなされました。
これはORDER BYの指定がない問い合わせで返される行の順序に影響を与えます。
必要ならばsynchronize_seqscans設定パラメータを使用して無効にすることができます。
      

	ORDER BY ... LIMITがソートなしで行うことができるようになりました。(Greg Stark)
      
これは、テーブル全体を完全にソートする代わりに、テーブルのスキャンを断続的に行い、「上位N個の」候補行のみを追跡することで行われます。
これは対応するインデックスがない場合やLIMITが大きな値でない場合に有用です。
      

	バックエンドから統計情報コレクタに送信されるメッセージの頻度に制限を加えました。(Tom)
      
これは短めのトランザクションにおけるオーバーヘッドを低減します。
しかし、統計情報が計算される前の遅延が増加する場合もあります。
      

	多くのNULLを持つ場合のハッシュ結合の性能を向上しました。(Tom)
      

	正確にデータ型が一致しない場合の演算子検索が高速になりました。(Tom)
      




サーバ



	自動バキュームがデフォルトで有効になりました。(Alvaro)
      
デフォルトに変更することを正当化するために、自動バキュームを有効にさせた場合の欠点を除去するための変更が多くなされました。
この他の自動バキュームに関するパラメータも複数変更されました。
      

	複数の自動バキュームプロセスの同時実行をサポートします。(Alvaro, Itagaki Takahiro)
      
これにより複数のバキュームを同時に実行できるようになります。
これは、大規模テーブルのバキュームにより、より小さなテーブルのバキュームが遅延されることを防ぎます。
      

	テーブル定義の変更時または統計情報の更新時における、キャッシュされた問い合わせ計画を自動的に再作成します。(Tom)
      
これまで一時テーブルを参照するPL/pgSQL関数はEXECUTEが使用されていない限り、その関数を呼び出し中に一時テーブルが削除、再作成された場合、失敗しました。
この改良により、この問題および関連する多くの問題が解消されます。
      

	一時テーブルおよび一時ファイル用のテーブル空間を制御するtemp_tablespacesパラメータが追加されました。(Jaime Casanova, Albert Cervera, Bernd Helmle)
      
このパラメータは使用されるテーブル空間のリストを定義します。
これにより複数のテーブル空間をまたがったI/O負荷分散が可能です。
一時オブジェクトが作成される度にランダムなテーブル空間が選択されます。
一時ファイルはデータベース単位のpgsql_tmp/ディレクトリに格納されず、テーブル空間単位のディレクトリに格納されるようになりました。
      

	一時テーブル用のTOASTテーブルを特別なpg_toast_temp_nnnという名前のスキーマに格納します。(Tom)
      
これにより低レベルなコードでこれらのテーブルを一時的なものと認識できるようになります。
WALに記録されない変更や共有バッファではなくアクセスにローカルを使用するなど、各種最適化が可能です。
またこれは、バックエンドが予期せず一時TOASTテーブルへのファイル参照を開き続ける際の不具合を解消します。
      

	新しい接続要求の固定的な処理フローが、postmasterの停止やクラッシュからの再起動を不定期間遅延させられるという問題を解消します。(Tom)
      

	次のチェックポイントの後まで削除されたテーブルのrelfilenodeの再利用を防止することで、非常に可能性が低いデータが損失する状況を保護します。(Heikki)
      

	古い形式の外部キートリガ定義を通常の外部キー制約に変換するようにCREATE CONSTRAINT TRIGGERを修正しました。(Tom)
      
これは、contrib/adddependを使用して返還されていない、7.3以前のデータベースで持ち込まれた外部キー制約の移行を簡単にします。
      

	継承されたデフォルトを上書きするようDEFAULT NULLを修正しました。(Tom)
      
これまでDEFAULT NULLはノイズ語句とみなされていました。
しかし、存在しなかった場合に親テーブルまたはドメインから継承される非NULLのデフォルトを上書きすべきでした（今回から上書きします）。
      

	新しい符号化方式EUC_JIS_2004とSHIFT_JIS_2004を追加しました。(Tatsuo)
      
これらの符号化方式とUTF-8は相互に変換可能です。
      

	サーバ起動時のログメッセージを 「database system is ready」から「database system is ready to accept connections」へ変更しました。
また、その時期も調整しました。
      
このメッセージは本当に接続を受け付ける準備が整った時にのみ現れるようになりました。
      




監視



	自動バキュームの活動ログ処理の設定をサポートするためのlog_autovacuum_min_durationを追加しました。(Simon, Alvaro)
      

	ロック待機をログに記録するためのlog_lock_waitsパラメータを追加しました。(Simon)
      

	一時ファイルの使用状況をログに記録するためのlog_temp_filesパラメータを追加しました。(Bill Moran)
      

	チェックポイントのログ処理を改良するためのlog_checkpointsパラメータを追加しました。(Greg Smith, Heikki)
      

	log_line_prefixがすべてのプロセス内で%sおよび%cエスケープをサポートするようになりました。(Andrew)
      
これまでは、これらのエスケープはユーザセッションでのみ動作し、バックグラウンドデータベースプロセスでは動作しませんでした。
      

	ポイントインタイムリカバリの再起動点のログ処理を制御するためのlog_restartpointsを追加しました。(Simon)
      

	リカバリの終わり、および、記録された再起動点で最終トランザクションの終了時刻がログに記録されるようになりました。(Simon)
      

	自動バキュームがpg_stat_activity内にその活動開始時刻を報告するようになりました。(Tom)
      

	サーバログをカンマ区切り値（CSV）書式で出力できるようになりました。(Arul Shaji, Greg Smith, Andrew Dunstan)
      
後の解析のために、CSV書式のログファイルを簡単にデータベーステーブルにロードすることができます。
      

	PostgreSQLが提供する時間帯サポートをサーバログで表示されるタイムスタンプの書式に使用します。(Tom)
      
間違った符号化方式のローカルの時間帯を使用した場合のWindows固有の問題を防止します。
クライアント側で可視のtimezoneパラメータとは独立した、ログメッセージで使用する時間帯を制御するためのlog_timezoneパラメータが追加されました。
      

	新しいpg_stat_bgwriterシステムビューはバックグラウンドライタの活動に関する統計情報を表します。
      

	データベース全体のタプル統計情報のための列をpg_stat_databaseに新しく追加しました。(Magnus)
      

	xact_start（トランザクションの開始時刻）列をpg_stat_activityに追加しました。(Neil)
      
これで、長期間実行中のトランザクションの識別が容易になります。
      

	n_live_tuplesおよびn_dead_tuples列をpg_stat_all_tablesと関連するビューに追加しました。(Glen Parker)
      

	stats_block_levelとstats_row_levelパラメータを1つのtrack_countsパラメータにまとめました。
これは、統計情報コレクタプロセスにすべてのメッセージを送信するかどうかを制御します。(Tom)
      

	stats_command_stringパラメータの名前をtrack_activitiesに変更しました。(Tom)
      

	コミットされたトランザクションとアボートしたトランザクションが異なる影響を持つことを認識するために、有効タプルと無効タプルの統計的な数え方を修正しました。(Tom)
      




認証



	Windowsにおける認証用のセキュリティサービスプロバイダインタフェース（SSPI）をサポートします。(Magnus)
      

	GSSAPI認証をサポートします。(Henry Hotz, Magnus)
      
GSSAPIは業界標準ですので、Kerberos認証そのものより好まれるはずです。
      

	グローバルなSSL設定ファイルをサポートします。(Victor Wagner)
      

	受け付けるSSL暗号を制御するためのssl_ciphersパラメータを追加しました。(Victor Wagner)
      

	Kerberosレルムパラメータkrb_realmを追加しました。(Magnus)
      




先行書き込みログ（WAL）と連続的なアーカイブ処理



	トランザクションWAL記録に記録されるタイムスタンプがtime_tからTimestampTz表現に変わりました。(Tom)
      
これは0.5秒という精度をWALに提供します。
これはポイントインタイムリカバリで役に立ちます。
      

	ウォームスタンバイサーバで必要とするWALディスク容量を減少させました。 (Simon)
      
この変更によりウォームスタンバイサーバは、不要になったWALファイルの自動削除を行いつつ、もっとも初期かつまだ必要なWALファイルの名前をリカバリスクリプトに渡すことができます。
これはrecovery.confの restore_commandにおいて%rを使用することで行われます。
      

	新しい論理型の設定パラメータarchive_modeはアーカイブ処理を制御します。(Simon)
      
これまでは、archive_commandを空文字列に設定することでアーカイブ処理を無効にしました。
今回からはarchive_commandと独立したarchive_modeがアーカイブ処理の有効無効を切替えます。
これは一時的にアーカイブ処理を停止する際に役に立ちます。
      




問い合わせ



	全文検索がコアデータベースシステムに統合されました。(Teodor, Oleg)
      
テキスト検索が改良され、コアのコードに移り、デフォルトでインストールされるようになりました。
contrib/tsearch2は互換性を維持するためのインタフェースを含むようになりました。
      

	NULLのソートを先にするか後にするかに関する制御を追加しました。(Teodor, Tom)
      
ORDER BY ... NULLS FIRST/LASTという構文です。
      

	インデックスにおいて、列単位の昇順/降順（ASC/DESC）順序付けオプションが可能です。(Teodor, Tom)
      
これまでは、ASC/DESC指示子が混在したORDER BYを使用する問い合わせでは、インデックスを十分使用することはできませんでした。
今回から、ASC/DESC指示子に一致するようにインデックスが作成された場合、こうした状況でもインデックスを十分に使用できるようになります。
インデックス内のNULLのソート順も制御できるようになりました。
      

	col IS NULLがインデックスを使用できるようになりました。(Teodor)
      

	更新可能なカーソル(Arul Shaji, Tom)
      
これは、カーソルで返される行をUPDATEまたはDELETEするために主キーを参照する必要をなくします。
UPDATE/DELETE WHERE CURRENT OFという構文です。
      

	カーソルでFOR UPDATEが使用可能です。(Arul Shaji, Tom)
      

	データ型のI/O関数を呼び出すことで、すべてのデータ型と標準文字列型（TEXT、VARCHAR、CHAR）との間の双方向のキャストをサポートする汎用機構を作成しました。(Tom)
      
これまでは、こうしたキャストはこの目的に特化した関数を持つ型でのみ利用可能でした。
こうした新しいキャストは文字列へキャストする場合は代入のみ、逆は明示的のみです。
このため予期しない動作を行わないはずです。
      

	すべての入力がドメイン型の時、UNIONとそれに関連する式がドメイン型を返すことができます。
      
これまでは、出力はドメインの基本型になるものとみなされていました。
      

	2つの異なるデータ型を使用する時限定されたハッシュ処理が可能です。(Tom)
      
これにより、データ型を跨った比較を行う状況においてデータ型のハッシュ関数が互換性がある場合、ハッシュ結合、ハッシュインデックス、ハッシュ化副計画、ハッシュ集約を使用することができます。
現在、データ型を跨るハッシュ処理のサポートは、smallint/integer/bigintに対するもの、およびfloat4/float8に対するものが存在します。
      

	WHERE句内に同じ変数があることを検知する、オプティマイザのロジックを改良しました。(Tom)
      
これにより、マージ結合が降順ソート順で動作するようになります。
また、冗長なソート列の認識も改良されました。
      

	ほとんどのテーブルが制約による除外を行う大規模な継承構造の計画を作成する性能が向上しました。(Tom)
      




オブジェクトの操作



	複合型の配列。(David Fetter, Andrew, Tom)
      
明示的に宣言された複合型の配列の他、システムカタログ、シーケンス、TOASTテーブルの行型を除く、通常のテーブルやビューの行型の配列もサポートされます。
      

	サーバ設定パラメータを関数単位で設定できるようになりました。(Tom)
      
例えば関数は、実行時に異なるsearch_pathが存在する場合の誤動作を防ぐために、独自のsearch_pathを設定することができます。
SECURITY DEFINER関数はセキュリティの抜け穴を防ぐためにsearch_pathを設定すべきです。
      

	CREATE/ALTER FUNCTIONがCOSTおよびROWSオプションをサポートするようになりました。(Tom)
      
COSTにより関数呼び出しにかかるコストを指定できます。
ROWSにより集合を返す関数で返される平均行数を指定できます。
これらの値は最善の計画を選択する際にオプティマイザにより使用されます。
      

	CREATE TABLE LIKE ...  INCLUDING INDEXESを実装しました。(Trevor Hardcastle, Nikhil Sontakke, Neil)
      

	CREATE INDEX CONCURRENTLYは他のデータベース内のトランザクションを無視することができます。(Simon)
      

	ALTER VIEW ... RENAME TOおよびALTER SEQUENCE ... RENAME TOを追加しました。(David Fetter, Neil)
      
これまでは、ALTER TABLE ... RENAME TO経由でしか行うことができませんでした。
      

	CREATE/DROP/RENAME DATABASEが失敗する前に、競合するバックエンドの終了を短期間待機するようにしました。(Tom)
      
これにより、これらのコマンドが成功する可能性が増えました。
      

	レプリケーションを目的とした、設定パラメータを使用してトリガとルールをまとめて無効化することができます。(Jan)
      
これによりレプリケーションシステムは、システムカタログを直接変更することなく、トリガとルールをグループとして無効にすることができます。
この動作はALTER TABLEと新しいsession_replication_roleパラメータにより制御されます。
      

	ユーザ定義型が型修飾子を持つことができるようになりました。(Teodor, Tom)
      
これによりユーザ定義型はssnum(7)のような修飾子を取ることができます。
以前は組み込み型のみが修飾子を持つことができました。
      




ユーティリティコマンド



	スーパーユーザ以外のデータベース所有者が、デフォルトで所有するデータベースに信頼できる手続き言語を追加できるようになりました。(Jeremy Drake)
      
これはかなり安全ですが、一部の管理者はこの権限を取り上げたいと考えるかもしれません。
これはpg_pltemplate.tmpldbacreateで制御されます。
      

	セッションの現在のパラメータ設定を今後のセッションにおけるデフォルトとして使用できます。(Tom)
      
これはCREATE/ALTER FUNCTION、ALTER DATABASE、ALTER ROLEでSET ... FROM CURRENTを付けることで行われます。
      

	新しいコマンドDISCARD ALL、DISCARD PLANS、DISCARD TEMPORARY、CLOSE ALL、DEALLOCATE ALLを実装しました。(Marko Kreen, Neil)
      
これらのコマンドは単にデータベースセッションをその初期状態に再設定します。
特に接続プールソフトウェアで有用です。
      

	CLUSTERをMVCCセーフにしました。(Heikki Linnakangas)
      
これまではCLUSTERは、不要と確定したすべてのタプルを、たとえMVCCの可視性規則の下でそのタプルを参照することができるはずのトランザクションが他にあったとしても破棄しました。
      

	CLUSTERに新しい構文、CLUSTER table USING indexを追加しました。(Holger Schurig)
     
古いCLUSTER構文もまだサポートされますが、新しい構文の方が論理的であるとみなされています。
      

	複雑な計画をより正確に表示できるようにEXPLAINを修正しました。(Tom)
      
副計画出力への参照が、複雑な場合?columnN?を使わずに、常に正しく表示されるようになりました。
      

	ユーザが削除された時に報告される情報量を制限しました。(Alvaro)
      
これまでは、多くのオブジェクトを所有するユーザを削除した（または削除しようとした）時、そのオブジェクトすべてを列挙する、多くのNOTICEまたはERRORメッセージが生成されました。
これは一部のクライアントアプリケーションで問題になりました。
メッセージ長は制限されるようになりましたが、サーバログにはまだすべてのリストが送信されます。
      




データ型



	SQL/XML標準をサポートしました。これに伴い、新しい演算子とXMLデータ型が含められました。(Nikolay Samokhvalov, Pavel Stehule, Peter)
      

	 
列挙データ型（ENUM）。(Tom Dunstan)
      
この機能は、小さく、固定の集合のみの値を許すフィールドに対して簡便なサポートを提供します。
ENUM型の作成例はCREATE TYPE mood AS ENUM ('sad', 'ok', 'happy')です。
      

	汎用一意識別子（UUID）データ型。(Gevik Babakhani, Neil)
      
これはRFC 4122にほぼ合致します。
      

	MONEYデータ型を64ビットに広げました。 (D'Arcy Cain)
      
これは MONEY型の値がサポートする範囲を大きく増やします。
      

	一貫してInfinityとNAN (Not A Number)を扱うことができるようにfloat4/float8を修正しました。(Bruce)
      
以前のコードではInfinity とオーバーフロー条件の区別に一貫性がありませんでした。
      

	boolean値の入力の際、前後の空白文字が許されます。(Neil)
      

	区切り文字として数字と小文字を使用することをCOPYは防止するようになりました。(Tom)
      




関数



	新しい正規表現関数regexp_matches()、regexp_split_to_array()、regexp_split_to_table()を追加しました。(Jeremy Drake, Neil)
      
これらの関数は正規表現副式の抽出を提供し、POSIX正規表現を使用した文字列の分割を行うことができます。
      

	ラージオブジェクトの切り詰めを行うlo_truncate()を追加しました。(Kris Jurka)
      

	float8データ型に対するwidth_bucket()を実装しました。(Neil)
      

	現在のトランザクションで収集された統計情報のスナップショットを破棄するpg_stat_clear_snapshot()を追加しました。(Tom)
      
トランザクションにおける最初の統計情報の要求はトランザクション期間で変更されない統計情報のスナップショットを取ることです。
この関数によりこのスナップショットを破棄し、次の統計情報問い合わせで新しいスナップショットを読み込むことができます。
これは特に、単一トランザクション内に制限されるPL/pgSQL関数で有用です。
      

	EXTRACT()およびdate_part()にisodow オプションを追加しました。(Bruce)
      
これは日曜を7とした週内日数を返します（dowは日曜を0とします）。
      

	to_char()、to_date()、to_timestamp()にID（ISO週内日数）およびIDDD（ISO年内日数）書式コードを追加しました。(Brendan Jurd)
      

	to_timestamp()およびto_date()が、長さが可変となる可能性があるフィールドに対してTM (trim)オプションを前提とするようにしました。
      
これはOracle™の動作と合致します。
      

	to_date()/to_timestamp()のD（非ISO週内日数）の変換における一つ違いのエラーを修正しました。(Bruce)
      

	setseed()を、無意味な整数値ではなくvoidを返すようにしました。(Neil)
      

	NUMERIC用のハッシュ関数を追加しました。(Neil)
      
これによりNUMERIC列でハッシュインデックスとハッシュを基にした計画が利用できるようになりました。
      

	LIKE/ILIKEの効率を、特にUTF-8のようなマルチバイト文字セットで、向上させました。(Andrew, Itagaki Takahiro)
      

	currtid()が対象テーブルについてのSELECTを必要とするようにしました。(Tom)
      

	活動中のトランザクションIDを問い合わせるためのtxid_*()関数を複数追加しました。(Jan)
      
これは各種レプリケーションソリューションで有用です。
      




PL/pgSQLサーバサイド言語



	FETCHでの方向指定を含む、スクロール可能なカーソルのサポートを追加しました。(Pavel Stehule)
      

	バックエンドのFETCHコマンドと合わせ、PL/pgSQLのFETCHにてFROMの代わりにINを使用可能にしました。(Pavel Stehule)
      

	PL/pgSQLにMOVEを追加しました。(Magnus, Pavel Stehule, Neil)
      

	RETURN QUERYを実装しました。(Pavel Stehule, Neil)
      
これは、PL/pgSQLの集合を返す関数で問い合わせの結果を返したい場合向けに簡便な構文を追加します。
RETURN QUERYは、 RETURN NEXTをループさせるよりも簡単で効率的です。
      

	関数のパラメータ名を関数名で修飾できるようにしました。(Tom)
      
例えば、myfunc.myvarです。
これは特に、列名と名前が一致する可能性がある変数を問い合わせ内で指定する場合に役に立ちます。
      

	ブロックレベルの変数修飾が適切に動作するようにしました。(Tom)
      
これまでは、より外側のブロックラベルがより内側のレコードや行参照の認識に意図せず干渉していました。
      

	FORループのSTEP値の必要条件を厳密にしました。(Tom)
      
非正のSTEP値を許しません。
また、ループのオーバーフローを取り扱います。
      

	構文エラーで報告する発生位置の精度を高めました。(Tom)
      




他のサーバサイド言語



	PL/Perl spi_prepare()への型名引数がpg_type内の名前の他にデータ型の別名を取ることができるようになりました。(Andrew)
      

	PL/Python plpy.prepare()への型名引数がpg_type内の名前の他にデータ型の別名を取ることができるようになりました。(Andrew)
      

	PL/Tcl spi_prepareへの型名引数がpg_type内の名前の他にデータ型の別名を取ることができるようになりました。(Andrew)
      

	PL/PythonUがPython 2.5でコンパイルできるようになりました。 (Marko Kreen)
      

	Python版と互換性のある、本当のPL/Python論理型をサポートします。(Marko Kreen)
      

	スレッドが有効なlibtclを使用した場合にバックエンド内で複数のスレッドが生成されるPL/Tclの問題を修正しました。(Steve Marshall, Paul Bayer,Doug Knight)
      
これはまったく不愉快な事象を引き起こしました。
      




psql



	\dの出力で無効なトリガを別途列挙します。(Brendan Jurd)
      

	パターン指定の\dで、常に$そのものに一致します。(Tom)
      

	\da出力にて集約の戻り値型を示します。(Greg Sabino Mullane)
      

	\df+の出力に関数の揮発性状態を追加しました。 (Neil)
      

	\prompt機能を追加しました。(Chad Wagner)
      

	\pset、\t、\xが単に切替えるだけでなくonまたはoffを指定できるようになりました。(Chad Wagner)
      

	\sleep機能を追加しました。(Jan)
      

	\copyで\timing出力を有効にしました。(Andrew)
      

	Windowsにおいて\timingの解像度を向上させました。(Itagaki Takahiro)
      

	各バックスラッシュコマンドの後\o出力をフラッシュします。(Tom)
      

	-fで指定された入力ファイルの読み取り時に正確にエラーを検知し報告します。(Peter)
      

	-uオプションを削除しました（これはかなり前から廃止予定でした）。(Tom)
      




pg_dump



	pg_dumpallに--tablespaces-onlyおよび--roles-onlyオプションを追加しました。(Dave Page)
      

	pg_dumpallに出力ファイルオプションを追加しました。(Dave Page)
      
これは主に、pg_dump子プロセスの出力リダイレクションが動作しない、Windowsで有用です。
      

	pg_dumpallが初期接続用にデフォルトのtemplate1以外のデータベース名を受け付けられるようになりました。(Dave Page)
      

	-nおよび-tスイッチにて、常に$そのものに一致します。(Tom)
      

	データベースが数千のオブジェクトを持つ場合の性能を向上しました。(Tom)
      

	-uオプションを削除しました（これはかなり前から廃止予定でした）。(Tom)
      




他のクライアントアプリケーション



	initdbで、pg_xlogディレクトリの場所を指定できるようになりました。(Euler Taveira de Oliveira)
      

	サポートされるオペレーティングシステムでは、pg_regress内でサーバコアファイルの生成が有効になりました。(Andrew)
      

	pg_ctlに-t（時間切れ）パラメータを追加しました。(Bruce)
      
これは、サーバ起動時または停止時にpg_ctlが待機する時間を制御します。
これまでの待機時間は固定で60秒でした。
      

	サーバコアダンプの生成を制御するためにpg_ctlのオプションを追加しました。(Andrew)
      

	Control-Cでclusterdb、reindexdb、vacuumdbをキャンセルできるようにしました。(Itagaki Takahiro, Magnus)
      

	createdb、createuser、dropdb、dropuserでコマンドタグの出力を抑制します。(Peter)
      
--quietオプションは無視され、8.4で削除される予定です。
全データベースを実行している場合の進行メッセージは、実際のエラーではありませんので、標準エラー出力ではなく標準出力に出力されるようになりました。
      




libpq



	PQsetdbLogin()のdbNameパラメータが等号記号を含む時conninfo文字列として解釈されます。(Andrew)
      
まだPQsetdbLogin()を使用しているクライアントプログラムでconninfo文字列を使用できるようになります。
      

	大域的なSSL設定ファイルをサポートします。(Victor Wagner)
      

	SSLハードウェアキーを制御するPGSSLKEY環境変数を追加しました。(Victor Wagner)
      

	ラージオブジェクトを切り詰めるためのlo_truncate()を追加しました。(Kris Jurka)
      

	サーバがパスワードを必要としているが、何も与えられていない場合に真を返すPQconnectionNeedsPassword()を追加しました。(Joe Conway, Tom)
      
接続試行に失敗した後に真を返した場合、クライアントアプリケーションはユーザにパスワードの入力を促すべきです。
これまでのアプリケーションでは、パスワードが必要かどうかを決めるために、特定エラーメッセージの検査を行う必要がありました。
この方法は推奨されなくなりました。
      

	与えたパスワードが実際に使用された場合に真を返すPQconnectionUsedPassword()を追加しました。(Joe Conway, Tom)
      
ユーザが与えたパスワードが実際に有効だったかどうかの確認が重要となる一部のセキュリティコンテキストで、これは役に立ちます。
      




ecpg



	V3フロントエンド/バックエンドプロトコルを使用します。(Michael)
      
これは、サーバサイドの準備済み文のサポートを追加します。
      

	Windowsでpthreadではなくネイティブのスレッドを使用します。(Magnus)
      

	ecpglibのスレッド安全性を向上しました。(Itagaki Takahiro)
      

	ecpgライブラリが必要なAPIシンボルのみをエクスポートするようにしました。(Michael)
      




Windowsへの移植



	Microsoft Visual C++™を使用したPostgreSQL™配布物全体のコンパイルを可能にしました。(Magnus他)
      
これによりWindowsを基に開発する開発者が慣れた開発ツール、デバッグツールを使用できるようになりました。
また、Visual C++で作成されたWindows実行形式ファイルは、他のツールセットで作成されたファイルより優れた安定性と性能を持ちます。
クライアントのみを構築するVisual C++のスクリプトは削除されました。
      

	多くの子プロセスを持つ時のpostmasterのメモリ使用量を劇的に減少させました。(Magnus)
      

	リグレッションテストが管理者ユーザで起動できるようになりました。(Magnus)
      

	ネイティブな共有メモリの実装を追加しました。(Magnus)
      




サーバプログラミングインタフェース(SPI)



	SPIにカーソル関連の機能を追加しました。(Pavel Stehule)
      
カーソル関連の計画作成オプションにアクセスすることができます。
また、FETCH/MOVE処理を追加しました。
      

	SPI_execute経由でカーソルコマンドを実行することができます。 (Tom)
      
SPI_ERROR_CURSORはまだ存在しますが、何も返しません。
      

	SPI計画ポインタはvoid *ではなくSPIPlanPtrとして宣言されます。(Tom)
      
これはアプリケーションコードを壊しませんが、単純なプログラムミスを見付けやすくするために変更することを勧めます。
      




構築オプション



	コードプロファイリング（gccでのみ動作）を有効にするためにconfigureのオプションに--enable-profilingを追加しました。(Korry DouglasとNikhil Sontakke)
      

	オペレーティングシステムの時間帯データベースを使用するためにconfigureのオプションに--with-system-tzdataを追加しました。(Peter)
      

	pg_configプログラムがPATHの先頭にないPostgreSQLインストレーションに対して拡張を構築できるようにPGXSを修正しました。(Tom)
      

	SGML文書の構築時のgmake draftをサポートします。(Bruce)
      
draftを使わない場合、インデックス更新を確実にするために必要ならば、文書の構築が2回行われます。
      




ソースコード



	サードパーティによりDLLIMPORTが宣言されたインクルードファイル（Tclのような）との競合を防ぐために、DLLIMPORTマクロ名をPGDLLIMPORTに変更しました。(Magnus)
      

	データ型を跨った比較を含む問い合わせの計画作成を改良するために「演算子族」を作成しました。(Tom)
      

	問い合わせを満たすことができるものが存在しなかったことを通知できるようにGINのextractQuery() APIを更新しました。(Teodor)
      

	NAMEDATALEN定義をpostgres_ext.hからpg_config_manual.hに移動しました。(Peter)
      

	すべてのプラットフォームでstrlcpy()およびstrlcat()を提供します。
また、エラーが起こりがちのstrncpy()、strncat()などの使用を置き換えました。(Peter)
      

	外部のプラグインによりプランナを監視（置き換えることすら可能）させる、および、仮定の状況に対する計画を作成するためのフックを作成しました。(Gurjeet Singh, Tom)
      

	プラグインにプランナの結合検索順の位置を上書きさせるためのjoin_search_hook関数変数を作成しました。(Julius Stroffek)
      

	ルネサスM32Rプロセッサ向けのtas()サポートを追加しました。(Kazuhiro Inaoka)
      

	quote_identifier()およびpg_dumpは、文法に従い保持されないキーワードに引用符を付けません。(Tom)
      

	sign_dscaleワードが重みより前に来るように、NUMERICデータ型のディスク上の表現を変更しました。
      

	Darwin >= 6.0、つまりOS X 10.2以上でPOSIXではなくSYSVセマフォを使用します。(Chris Marcellino)
      

	acronymおよびNFSに関する節を文書に追加しました。(Bruce)
      

	"PostgreSQL"の別名として受け入れられるものとして"Postgres"が文書化されました。(Peter)
      

	データベースサーバが停止している場合のサーバなりすまし防止に関する文書を追加しました。(Bruce)
      




Contrib



	contrib READMEの内容を主PostgreSQL™文書に移しました。(Albert Cervera i Areny)
      

	低レベルなページ検査を行うcontrib/pageinspectモジュールを追加しました。(Simon, Heikki)
      

	ウォームスタンバイ操作を制御するcontrib/pg_standbyモジュールを追加しました。(Simon)
      

	OSSP UUIDライブラリを使用してUUID値を生成するcontrib/uuid-osspモジュールを追加しました。(Peter)
      
configure --with-ossp-uuidを使用して有効にします。
これは新しく組込まれたUUID型を使用します。
      

	テキスト検索辞書テンプレートとパーサを追加するためのサンプルを提供するcontrib/dict_int、contrib/dict_xsyn、contrib/test_parserモジュールを追加しました。(Sergey Karpov)
      

	contrib/pgbenchでフィルファクタを設定できるようにしました。(Pavan Deolasee)
      

	contrib/pgbench -lにタイムスタンプを追加しました。(Greg Smith)
      

	contrib/pgbuffercacheに使用カウントに関する統計情報を追加しました。(Greg Smith)
      

	contrib/hstoreにGINサポートを追加しました。(Teodor)
      

	contrib/pg_trgmにGINサポートを追加しました。(Guillaume Smet, Teodor)
      

	contrib/start-scriptsのOS/X用起動スクリプトを更新しました。(Mark Cotner, David Fetter)
      

	pgrowlocks()とdblink_get_pkey()を対象テーブルにSELECT権限を持つユーザに制限しました。(Tom)
      

	contrib/pgstattuple関数をスーパーユーザに制限しました。(Tom)
      

	contrib/xml2は推奨しません。8.4で削除される予定です。
      
PostgreSQLのコアにある新しいXMLサポートがこのモジュールに取って代わりました。
      







名前
COMMIT PREPARED — 二相コミット用に事前に準備されたトランザクションをコミットする

概要
COMMIT PREPARED transaction_id

説明
COMMIT PREPAREDは準備された状態のトランザクションをコミットします。
  

パラメータ
	transaction_id
	コミット対象のトランザクションのトランザクション識別子です。
     




注釈
準備されたトランザクションをコミットするには、元のトランザクションを実行したユーザと同じユーザか、スーパーユーザでなければなりません。
しかし、トランザクションを実行したセッションと同じセッションである必要はありません。
  
このコマンドはトランザクションブロックの内側では実行できません。
準備されたトランザクションは即座にコミットされます。
  
利用可能な準備されたトランザクションはすべて、pg_prepared_xactsシステムビューで列挙されます。
  

例
foobarトランザクション識別子で識別されるトランザクションをコミットします。


COMMIT PREPARED 'foobar';

互換性
COMMIT PREPAREDはPostgreSQL™の拡張です。
これは外部のトランザクション管理システムによる利用を意図したものです。
トランザクション管理システムの一部（X/Open XAなど）は標準化されていますが、こうしたシステムのSQL側は標準化されていません。
  

関連項目
PREPARE TRANSACTION(7), ROLLBACK PREPARED(7)


名前
CREATE MATERIALIZED VIEW — 新しいマテリアライズドビューを定義する

概要
CREATE MATERIALIZED VIEW [ IF NOT EXISTS ] table_name
    [ (column_name [, ...] ) ]
    [ WITH ( storage_parameter [= value] [, ... ] ) ]
    [ TABLESPACE tablespace_name ]
    AS query
    [ WITH [ NO ] DATA ]

説明
CREATE MATERIALIZED VIEWは問い合わせからマテリアライズドビューを定義します。
この問い合わせはコマンド発行時にビューにデータを投入する（WITH NO DATAが使用されていない場合）ために実行され、使用されます。
また将来のREFRESH MATERIALIZED VIEWの使用で更新されるかもしれません。
  
CREATE MATERIALIZED VIEWはCREATE TABLE ASと似ていますが、必要に応じて後で更新できるように、ビューの初期化時に使用された問い合わせを記憶する点が異なります。
マテリアライズドビューはテーブルと同じ属性を多く持ちますが、一時的なマテリアライズドビューやOIDの自動生成をサポートしていません。
  

パラメータ
	IF NOT EXISTS
	同じ名前のマテリアライズドビューが既に存在する場合にエラーとしません。
この場合、注意が発行されます。
既存のマテリアライズドビューが作成されようとしていたものと類似のものであることは全く保証されないことに注意してください。
     

	table_name
	作成するマテリアライズドビューの名前（スキーマ修飾可）です。
     

	column_name
	新しいマテリアライズドビューの列の名前です。
列名が提供されていない場合の列名は、問い合わせの出力列名から取られます。
     

	WITH ( storage_parameter [= value] [, ... ] )
	この句は、新しいマテリアライズドビューの格納パラメータ(省略可能)を指定します。
省略については格納パラメータを参照してください。
CREATE TABLEでサポートされる、OIDS以外のすべてのパラメータはCREATE MATERIALIZED VIEWでもサポートされます。
詳細についてはCREATE TABLE(7)を参照してください。
     

	TABLESPACE tablespace_name
	tablespace_nameはマテリアライズドビューが作成されるテーブル空間の名前です。
指定されていない場合はdefault_tablespaceを参照します。
     

	query
	SELECT(7)、TABLEまたはVALUES(7)コマンドです。
この問い合わせはセキュリティ限定された操作の中で実行されます。
具体的には一時テーブルを作成する関数の呼び出しは失敗します。
     

	WITH [ NO ] DATA
	この句は作成時にマテリアライズドビューにデータを投入するかどうかを指定します。
投入しない場合、マテリアライズドビューはスキャン不可という印が付き、REFRESH MATERIALIZED VIEWが使用されるまで問い合わせることができません。
     




互換性
CREATE MATERIALIZED VIEWはPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
ALTER MATERIALIZED VIEW(7), CREATE TABLE AS(7), CREATE VIEW(7), DROP MATERIALIZED VIEW(7), REFRESH MATERIALIZED VIEW(7)

リリース1.02



リリース日
1996-08-01

バージョン1.02からバージョン1.02.1への移行



1.02.1用の新しい移行ファイルがあります。
このファイルには'copy'の変更や古いASCIIファイルの変換スクリプトがあります。
注記
以下の注意は、Postgres95™ 1.01および1.02からPostgres95™ 1.02.1への移行を行うユーザ向けのものです。
新規にPostgres95™ 1.02.1を使用し始める場合は古いデータベースを移行する必要はありませんので、これ以上読み続ける必要はありません。

古いPostgres95™バージョン1.01または1.02データベースからバージョン1.02.1へアップグレードするためには、以下の手順が必要です。
	新しい1.02.1のpostmasterを起動します。

	1.02.1の新しい組み込み関数と演算子を1.01または1.02のデータベースに追加します。
これは所有する1.01または1.02のデータベースに対して、新しい1.02.1のサーバを実行させ、このファイルの最後にある問い合わせを実行することで行われます。
これはpsqlを使用して簡単に実施できます。
1.01または1.02のデータベースの名前がtestdbであり、また、このファイルの最後の部分をaddfunc.sqlに保存したとすると、以下のようになります。

% psql testdb -f addfunc.sql


1.02では既に存在するため、1.02のデータベースのアップグレードでは、ファイルの最後の2文の実行の際に警告が表示されます。
気にする必要はありません。




ダンプ/リロード手順



以前のバージョンで生成した、pg_dumpやテキストモードのcopy tablename to stdoutをリロードする場合、データベースにロードする前に、その ASCII ファイルに対して以下のsedを実行する必要があります。
古い書式では '.'をデータ終端として使用していますが、'\.'がデータ終端を示すようになりました。
また、空文字列はNULLではなく''としてロードされるようになりました。
完全な詳細についてはcopyマニュアルページを参照して下さい。


sed 's/^\.$/\\./g' <in_file >out_file
古いバイナリcopyや標準出力以外のcopyからロードする場合は、データ終端文字はありませんので、変換する必要はありません。


-- following lines added by agc to reflect the case-insensitive
-- regexp searching for varchar (in 1.02), and bpchar (in 1.02.1)
create operator ~* (leftarg = bpchar, rightarg = text, procedure = texticregexeq);
create operator !~* (leftarg = bpchar, rightarg = text, procedure = texticregexne);
create operator ~* (leftarg = varchar, rightarg = text, procedure = texticregexeq);
create operator !~* (leftarg = varchar, rightarg = text, procedure = texticregexne);

変更点



Source code maintenance and development
 * worldwide team of volunteers
 * the source tree now in CVS at ftp.ki.net

Enhancements
 * psql (and underlying libpq library) now has many more options for
   formatting output, including HTML
 * pg_dump now output the schema and/or the data, with many fixes to
   enhance completeness.
 * psql used in place of monitor in administration shell scripts.
   monitor to be deprecated in next release.
 * date/time functions enhanced
 * NULL insert/update/comparison fixed/enhanced
 * TCL/TK lib and shell fixed to work with both tck7.4/tk4.0 and tcl7.5/tk4.1

Bug Fixes (almost too numerous to mention)
 * indexes
 * storage management
 * check for NULL pointer before dereferencing
 * Makefile fixes

New Ports
 * added SolarisX86 port
 * added BSD/OS 2.1 port
 * added DG/UX port


リリース9.3.4



リリース日
2014-03-20

このリリースは9.3.3に対し、各種不具合を修正したものです。
9.3メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.3」を参照してください。
  
バージョン9.3.4への移行



9.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかしながら、最初の変更ログにあるように、スタンバイサーバのデータが破損する問題を修正しています。
このアップデートを適用した後、新規にベースバックアップからスタンバイサーバを再初期化した方が賢明かもしれません。
   
また、9.3.3以前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.3.3」を参照して下さい。
   

変更点



	WALからの再構築時に更新済みのタプルをロックするように修正しました。(Andres Freund, Álvaro Herrera)
     
この障害は、更新した行がインデックススキャンで見つからないため、インデックススキャンを使ったかどうかによってクエリーの結果に一貫性がとれない原因となっていました。
先に更新された行が後から実行されたインデックス検索で見つからないため、後のプロセスは制約違反になる可能性があり、そのため矛盾する行が挿入できてしまう可能性がありました。
この障害はWALからの再構築処理にあるので、クラッシュからのリカバリ中やスタンバイサーバでのみ発生します。
外部キー制約で参照されているテーブルの行が更新されると同時に参照行が作成された場合、この不適切に再構築された問題は極普通に表面化します。
     

	ページ破損リスクを避けるために、GINメタページを無条件でリストアします。(Heikki Linnakangas)
     
この見落としは理論的にはインデックスの破損をもたらすかもしれませんが、
GINメタページのアクティブな部分は標準的なディスクセクタの512バイトよりも小さいので、
実際に問題を引き起こすことはほとんどありません。
     

	NOTIFYメッセージ受信中にトランザクションのコミット状態チェックが競合状態になるのを防止しました。(Marko Tiikkaja)
     
これはNOTIFY送信者によって更新されたデータベースのデータが見えるようになる前に、十分に高速なクライアントが通知に応答するかもしれないシナリオを防ぎます。
     

	マテリアライズドビューをUPDATEとDELETEコマンドから参照できるようにしました。(Michael Paquier)
     
以前は、そのようなクエリはマテリアライズドビュー内の行をロックできない為、エラーになっていました。
     

	クエリーのキャンセルリクエストによる、正規表現操作のより速い終了を許可します。(Tom Lane)
     
おかしな正規表現によって長時間、中断不可なサーバプロセスでロックされてしまうシナリオを防ぎます。
     

	単一要素のROWの引数に対してOVERLAPSを実行しようとする誤ったコードを削除しました。(Joshua Yanovski)
     
このコードは決して正しく動かず、またこのケースはSQL標準にもドキュメントにも定義されていないため、修正するよりも削除した方が良いと思われました。
     

	ルールやビューをデパースする際、AccessShareLock以上のロック取得を防ぎます。(Dean Rasheed)
     
この見落としによって、pg_dumpでINSERT/UPDATE/DELETEコマンドをデパースする際、
対象テーブルに予期しないRowExclusiveLockロックが発生していました。
通常は無害ですが、例えば、これらのテーブルにShareLockを取得しようとするトランザクションが同時にあった場合、それを妨げていました。
     

	実行プラン作成で、インデックス終点探査の性能を改善しました。(Tom Lane)
     
インデックス終点に未コミット行が多数ある場合に発生する大幅なパフォーマンス問題をこの変更で修正しました。この状況は、タイムスタンプやシーケンスで生成した識別子のように連続して与えられた値をインデックスとしている場合によくあることです。
     

	右側が固定式の場合、
値 IN (list)と
値 operator ANY(array)式では
デフォルトではない選択評価を使うようにしました。(Tom Lane)
     

	DROP DATABASEで統計情報ファイルをデータベース毎に正しく削除するようしました。(Tomas Vondra)
     
この修正は統計情報ファイルが永続的に漏れるのを防ぐものです。
PostgreSQL™9.3にアップグレードすることでDROP DATABASEコマンドを多用するユーザは、
既存のデータベースに対応していない統計情報ディレクトリをチェックし統計情報ファイルを削除したい場合があります。
db_0.statファイルは削除すべきではないのでご注意ください。
     

	高負荷が続く状況下で不適切に切断してしまうのを防ぐ為に、walsenderのpingロジックを修正しました。(Andres Freund, Heikki Linnakangas)
     
WALデータの送信で忙しい状態が続いた場合、walsenderはクライアントにpingメッセージの送信に失敗していました。
にもかかわらずpingの応答受信を期待しており、その結果wal_sender_timeoutタイムアウトで切断していました。
     

	クライアントがpg_receivexlogの場合、walsenderが正常終了に失敗する事を修正しました。(Fujii Masao)
     

	アーカイブリカバリによるクラッシュリカバリ実施時にWALレベルとホットスタンバイパラメータのチェックが正しく行われるようにしました。(Heikki Linnakangas)
     

	クラッシュ直後にホットスタンバイ接続を許可できるかどうか調べる修正をしました。(Heikki Linnakangas)
     

	ページのチェックサムが有効かどうか表示するために、読み取り専用のdata_checksumsパラメータを追加しました。(Heikki Linnakangas)
     
このパラメータ無しでは、チェックサム処理の状態を特定するのは困難でした。
     

	ERRORでないメッセージ出力中の割り込みを防止しました。(Tom Lane)
     
再帰的にsyslog()に書き込まれたり、恐らくそれに関連した他の問題などによって、稀にサーバプロセスが固まる事への対処です。
     

	複数のOUTパラメータの場合や複合結果を返す場合の、PL/Perlのメモリリークを修正しました。(Alex Hunsaker)
     

	psqlスクリプトで\copyがデータ外の行データを拾ってしまう問題を修正しました。(Kumar Rajeev Rastogi, Amit Khandekar)
     
\copy ... fromはデータがスクリプトファイルから来ていなかった場合でも、各データ行としてスクリプトファイルの行番号をインクリメントしていました。この間違いにより、同じスクリプトファイルの後の部分にエラーが発生していると誤った行番号で報告されていました。
     

	contrib/postgres_fdwが多重結合条件を正しく処理できるように修正しました。(Tom Lane)
     
この見落としで、リモートサーバのWHERE句が同じ意味になるのか分からなくても、実行させるためにWHERE句をリモートサーバに送ってしまう事がありました
（例えば、WHERE句で非組み込み演算子を使っている場合）。
クエリーは取りあえず成功するかもしれませんし、リモートサーバからのエラーで失敗するかもしれません。もっと悪い事に、間違った結果を黙って返すかもしれません。
     

	新しいWindowsのバージョンで時々発生する「could not reserve shared memory region」障害を防止しました。(MauMau)
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdataリリース2014aに更新しました。
フィジーとトルコでの夏時間の変更が含まれます。
また、イスラエルとウクライナでの歴史的な地域データの修正が含まれます。
     






名前
DROP GROUP — データベースロールを削除する

概要
DROP GROUP [ IF EXISTS ] name [, ...]

説明
DROP GROUPはDROP ROLE(7)の別名になりました。
  

互換性
標準SQLにはDROP GROUP文はありません。
  

関連項目
DROP ROLE(7)

サポートされるプラットフォーム



プラットフォーム（CPUアーキテクチャとオペレーティングシステムの組合せ）は、そのプラットフォーム上で動作する仕組みがコード内に存在し、かつ、そのプラットフォーム上で構築およびリグレッションテストに合格することが最近検証できた場合に、PostgreSQL™開発者コミュニティによってサポートされたものとみなされます。
現在、プラットフォームの互換性に関するほとんどの試験はPostgreSQLビルドファーム中の試験マシンによって自動的に行われます。
ビルドファームに存在しないが、コードが動作するあるいは動作させることができたプラットフォームにおけるPostgreSQL™の使用に興味のあるかたは、継続した互換性を確実にするために、ビルドファームのメンバマシンとして設定することを強く勧めます。
  
一般的に、PostgreSQL™は、次のCPUアーキテクチャで動作することを期待できます。
x86, x86_64, IA64, PowerPC, PowerPC 64, S/390, S/390x, Sparc, Sparc 64, ARM, MIPS, MIPSEL, M68K,PA-RISC。
M32R、VAXをサポートするコードは存在しますが、これらのアーキテクチャで試験が行われたという報告は最近ありません。
--disable-spinlocksを付けることで、未サポートの種類のCPUでも構築することがしばしばできますが、性能は低下します。
  
PostgreSQL™は次のオペレーティングシステムで動作することを期待できます。
Linux (最近のディストリビューションすべて), Windows (Win2000 SP4以降), FreeBSD, OpenBSD, NetBSD, OS X, AIX, HP/UX, Solaris, UnixWare。
他のUnixに似たシステムでも動作するかもしれませんが、最近試験されていません。
ほとんどの場合、指定されたオペレーティングシステムでサポートされるCPUアーキテクチャはすべて動作するでしょう。
特に古めのシステムを使用している場合、以下の「プラットフォーム特有の覚書」を参照し、使用するオペレーティングシステム固有の情報がないか確認してください。
  
最近のビルドファームの結果でサポートしているものとされているプラットフォームでインストールに問題があった場合は、<pgsql-bugs@postgresql.org>に報告してください。
新しいプラットフォームへのPostgreSQL™の移植に興味があるのならば、<pgsql-hackers@postgresql.org>がその議論に適しています。
  

Tclプロシージャ名



PostgreSQL™では、その関数の引数の数または引数の型が異なっていれば、同じ関数名を異なる関数定義に使用することが可能です。
しかし、Tclではプロシージャ名の重複は許されません。
PL/Tclでは、プロシージャ名の一部にpg_procシステムテーブルにあるその関数のオブジェクトIDを持たせた内部的なTclプロシージャ名を作成することでこれに対応しています。
したがって、こういった異なる引数の型を持つ同じ名前のPostgreSQL™関数は、異なるTclプロシージャになります。
PL/Tclプログラマから見ますと、通常は問題にはなりませんが、デバッグの際に表面に現れます。
    

リリース9.1.4



リリース日
2012-06-04

このリリースは9.1.3に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.4への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、citextデータ型を使用し、かつ、pg_upgradeを実行して過去のメジャーリリースからアップグレードした場合、CREATE EXTENSION citext FROM unpackagedを実行してcitext操作における照合順序に関連した失敗を防止しなければなりません。
citextデータ型のインスタンスを含む、9.1より前のダンプからリストアする場合も、同じことが必要です。
もし9.1.4にアップグレードする前にすでにCREATE EXTENSIONを実行していた場合は、代わりに変更点の３番目で説明する通りに手作業でカタログを更新しなければなりません。
   
また9.1.2より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.1.2」を参照してください。
   

変更点



	contrib/pgcryptoのDES crypt()関数における不正なパスワード変換を修正しました。(Solar Designer)
     
パスワード文字列に0x80というバイト値が含まれる場合、パスワードの残りが無視され、見かけよりも非常に弱いパスワードになってしまいました。
この修正によって、文字列の残りが適切にDESハッシュ内に含まれるようになります。
したがって、この不具合の影響を受ける、格納済みのパスワード値はすべて一致しなくなりますので、格納済みの値を更新しなければなりません。(CVE-2012-2143)
     

	手続き言語の呼び出しハンドラにおいてSECURITY DEFINERおよびSET属性を無視します。(Tom Lane)
     
こうした属性を呼び出しハンドラに与えるとサーバがクラッシュするかもしれません。(CVE-2012-2655)
     

	contrib/citextの更新スクリプトがcitext配列とそのドメインの照合順序を修正するようにしました。(Tom Lane)
     
9.1.2リリースで、9.1より前のインストレーションからアップグレードまたはリロードしたデータベースにおけるcitext列とインデックスの照合順序の修正を行いましたが、その修正が完全ではありませんでした。
citextの配列とドメインの取り扱いを無視していました。
このリリースではこのモジュールの更新スクリプトを拡張し、これらの場合も取り扱うようにしました。
事前に更新スクリプトを実行していた場合は、代わりに手作業で照合順序更新コマンドを実行しなければなりません。
この作業に関する詳細な情報については9.1.2のリリースノートを参照してください。
     

	数字による時間帯オフセットによりUTCから16時間まで離れたtimestampの入力を行うことができます。(Tom Lane)
     
一部の歴史的な時間帯はこれまでの上限であった15時間よりも離れたオフセットを持ちます。
このためリロード時にダンプされたデータ値が拒絶される結果になることがありました。
     

	与えられた時刻が現在の時間帯の最後のDST遷移時刻と正確に一致する場合をうまく処理するようにタイムスタンプ変換を修正しました。(Tom Lane)
     
長い間これは見落とされていました。
ほとんどのDSTを使用する時間帯では、将来のDST変更が無限に続くものと仮定していましたので、これまで気付きませんでした。
     

	textからnameへのキャストおよびcharからnameへのキャストがマルチバイト符号化方式で正しく文字列の切り詰めを行うように修正しました。(Karl Schnaitter)
     

	to_tsquery()のメモリコピーにおける不具合を修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	txid_current()がホットスタンバイにおいて実行された場合に、正確なエポックを確実に報告します。(Simon Riggs)
     

	副問い合わせ内の外部プレースホルダに関するプランナの扱いを修正しました。(Tom Lane)
     
この不具合は、上位の問い合わせの外部結合の内NULLを含む方から由来する変数を参照する副SELECTに影響します。
9.1では、この不具合によって影響を受ける問い合わせは「ERROR: Upper-level PlaceHolderVar found where not expected」というエラーで失敗します。
しかし9.0と8.4では、副問い合わせに渡る値がNULLであるべき時にNULLになりませんので、警告なく間違っているかもしれない回答が得られます。
     

	単純な変数以外の出力列を持つUNION ALL副問い合わせの計画作成を修正しました。(Tom Lane)
     
9.1において、「MergeAppend child's targetlist doesn't match MergeAppend」エラーに対する的外れな修正の結果、こうした状況での計画作成が、著しく悪化しました。
この修正を戻し、他の方法を取りました。
     

	pg_attributeが非常に大きい場合の低速なセッション起動を修正しました。(Tom Lane)
     
pg_attributeがshared_buffersの1/4を超える場合、セッション起動時に時々必要となるキャッシュ再構築コードが同期スキャンロジックを開始し、通常より長い期間かかるようになりました。
この問題は、特に多くの新しいセッションが一度に開始する場合に深刻です。
     

	適切な頻度で発生する問い合わせキャンセルに対する連続的なスキャン検査を確実に行います。(Merlin Moncure)
     
有効なタプルを含まない連続するページを多くを巡るスキャンは、その間、中断に応答しません。
     

	WindowsのPGSemaphoreLock()の実装は、戻る前にImmediateInterruptOKを確実に消去します。(Tom Lane)
     
この見落としは、同じ問い合わせの中で後で受け取った問い合わせキャンセル中断が、安全ではない時に受け付けられ、予期しない、悪化した結果をもたらす可能性があったことを意味します。
     

	ビューまたはルールを出力する時に行全体の変数を安全に表示します。(Abbas Butt、Tom Lane)
     
曖昧な名前を含む（つまりその名前がテーブル名か問い合わせの列名かいずれかになる）境界条件では、曖昧な方法で出力し、ビューまたはルールがダンプとリストアの間で別の解釈がされる危険性がありました。
操作を行わないキャストを付与することで曖昧な状況を防ぎます。
     

	無効な符号化方式に対応するヌルマーカ文字列を正しく扱うようにCOPY FROMを修正しました。(Tom Lane)
     
E'\\0'などのヌルマーカ文字列は動作しなければなりませんし、以前は動作していました。
この状況は8.4で壊れました。
     

	RETURNING句を含む書き出し可能なCTEに対するEXPLAIN VERBOSEを修正しました。(Tom Lane)
     

	勧告的ロックが存在する場合に正しく動くようにPREPARE TRANSACTIONを修正しました。(Tom Lane)
     
歴史的にPREPARE TRANSACTIONは、セッションが保持するセッションレベルの勧告的ロックを単に無視していました。
しかしこの状態は9.1で意図せずに壊れました。
     

	ログを取らないテーブルの切り詰めを修正しました。(Robert Haas)
     

	対話式以外のsearch_pathへの代入において存在しないスキーマを無視します。(Tom Lane)
     
これは9.1の動作を過去のブランチに再度合わせました。
これまでの9.1ではALTER DATABASE SETなどの場所から得られたsearch_path設定で指定される、存在しないスキーマに対してエラーとしました。
     

	拡張スクリプト内で使用される一時テーブルまたは短期間のテーブルに関する不具合を修正しました。(Tom Lane)
     
これには、表面には現れない短期間のテーブルを使用しますので、拡張更新スクリプトの中のALTER TABLEの書き換えなども含まれます。
     

	自動バキュームのワーカプロセスは確実にスタック長の検査を適切に行います。(Heikki Linnakangas)
     
これまでは、自動ANALYZEによって呼び出される関数の中の無限再帰がワーカプロセスをクラッシュさせる可能性がありました。
     

	高負荷時にログの干渉性が失われないようにログコレクタを修正しました。(Andrew Dunstan)
     
これまでは、コレクタは非常に忙しい場合、大規模メッセージの再構成に失敗する可能性がありました。
     

	SIGHUPを受信した後にファイルのローテーションを確実に再開するようにログコレクタを修正しました。 (Tom Lane)
     

	GiSTインデックスにおける「too many LWLocks taken」失敗を修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	GINインデックスに対するWAL再生ロジックを修正し、インデックスがその後に削除された場合でも失敗しないようにしました。(Tom Lane)
     

	クラッシュ後のプリペアドトランザクションのSSI競合を正しく検出します。(Dan Ports)
     

	一時テーブルのみを変更したトランザクションがコミットされた時の同期レプリケーションの遅延を防止します。(Heikki Linnakangas)
     
こうした場合、トランザクションのコミットレコードはスタンバイサーバに吐き出す必要はありません。
しかし一部のコードでこれが分からずに、とにかく発生を待機していました。
     

	pg_basebackupのエラー処理を修正しました。(Thomas Ogrisegg、Fujii Masao)
     

	接続が終了した場合にビジーループに入らないようにwalsenderを修正しました。(Fujii Masao)
     

	PL/pgSQLのRETURN NEXTコマンドにおけるメモリリークを修正しました。(Joe Conway)
     

	対象が関数の第一変数であった場合のPL/pgSQLのGET DIAGNOSTICSコマンドを修正しました。(Tom Lane)
     

	PL/Perlは確実に_TD変数をパッケージで修飾します。(Alex Hunsaker)
     
この不具合により、現在のパッケージを変更する関数呼び出しで入れ子状になった時に、トリガの呼び出しに失敗しました。
     

	文字列としてその結果値を受け付ける複合型を返すPL/Python関数を修正しました。(Jan Urbanski)
     
この状態は、複合型の結果値を辞書など他の書式に与えることができるという9.1の追加により意図せず壊れました。
     

	psqlの拡張表示（\x）モードにおいてメモリの最後にアクセスできない可能性を修正しました。(Peter Eisentraut)
     

	データベースに多くのオブジェクトが含まれている場合のpg_dumpの複数の性能問題を修正しました。(Jeff Janes、Tom Lane)
     
データベースに多くのスキーマが含まれる場合、多くのオブジェクトが依存関係のあるループにある場合、所有されたシーケンスが多く存在する場合に、pg_dumpが非常に低速になる可能性がありました。
     

	pg_restoreにおける、ディレクトリ形式のアーカイブを読み取る際のメモリリークとファイル記述子のリークを修正しました。
     

	デフォルト以外のテーブル空間内に格納されたデータベースがクラスタのデフォルトのテーブル空間内のテーブルを含む状況に対するpg_upgradeを修正しました。(Bruce Momjian)
     

	ecpgにおいて、まれに起こるメモリリークとsqlca_t構造体の後の１バイトの上書きを修正しました。(Peter Eisentraut)
     

	エラー時に一時データベース接続をリークしないように、contrib/dblinkのdblink_exec()を修正しました。(Tom Lane)
     

	エラーメッセージ内で正しい接続名を報告するようにcontrib/dblinkを修正しました。(Kyotaro Horiguchi)
     

	多くのラージオブジェクトを削除する時に複数のトランザクションを使用するようにcontrib/vacuumloを修正しました。(Tim Lewis、Robert Haas、Tom Lane)
     
この変更により、多くのオブジェクトを削除しなければならない時にmax_locks_per_transactionを超えることを防ぎます。
この動作は新しい-l（制限）オプションで調整することができます。
     

	時間帯データファイルをtzdataリリース2012cに更新しました。
南極、アルメリア、チリ、キューバ、フォークランド諸島、ガザ、ハイチ、ヘブロン、モロッコ、シリア、トケラウ諸島における夏時間の変更、カナダに関する歴史的な変更が含まれます。
     





リリース8.0.11



リリース日
2007-02-05

このリリースは8.0.10の各種不具合を修正したもので、セキュリティ問題の修正も含みます。
8.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.0」を参照してください。
  
バージョン8.0.11への移行



8.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.0.6より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.0.6」を参照してください。
   

変更点



	接続ユーザがバックエンドのメモリを読み取ることができるセキュリティ脆弱性を取り除きました。(Tom)
    
この脆弱性には、SQL関数が宣言されたデータ型を返すかどうか、そのテーブル列のデータ型が変更されたかどうかに関する通常の検査の抑制も含まれています（CVE-2007-0555、CVE-2007-0556）。
これらのエラーを悪用して簡単にバックエンドをクラッシュさせることができます。
また原理的には、アクセスを許していないはずのユーザがデータベースの内容を読み取ることができてしまいます。
    

	実行不可能な分割点の選択によりB-treeインデックスページの分割が失敗する可能性がある、稀に起こる不具合を修正しました。(Heikki Linnakangas)
    

	UNIONをきっかけとした、稀に発生するAssert()クラッシュを修正しました。(Tom)
    

	3バイト長を越えるUTF8シーケンスに関する、複数バイト文字処理のセキュリティを強化しました。(Tom)
    





デフォルトロール



PostgreSQL™では、ある種の共通に必要で、特権のある機能や情報にアクセスできるよう、いくつかのデフォルトロールを提供しています。
管理者は自分の環境のユーザあるいはロールに対し、これらのロールを付与(GRANT)することで、それらのユーザに、その機能や情報を提供することができます。
  
デフォルトロールについては表21.1「デフォルトロール」で説明します。
それぞれのデフォルトロールの個別の権限については、将来、さらなる機能が追加されるに連れて変更されるかもしれません。
管理者は、変更がないかリリースノートを確認するようにしてください。
  
表21.1 デフォルトロール
	ロール	可能なアクセス
	pg_signal_backend	他のバックエンドにシグナルを送信する（例：問い合わせのキャンセル、プロセスの終了）



管理者はGRANTコマンドを使って、ユーザにこれらのロールへのアクセスを許可できます。


GRANT pg_signal_backend TO admin_user;

  

リリース6.4.2



リリース日
1998-12-20

リリース6.4.1は正しくパッケージ化されていませんでした。また、不具合を1つ改修しています。
バージョン6.4.2への移行



6.4.*からの移行の場合はダンプ/リストアは必要ありません。

変更点



Fix for datetime constant problem on some platforms(Thomas)


追加機能



この節では、全文検索に関連する便利な追加の関数と演算子を説明します。
  
文書の操作



「文書のパース」に、もとのテキスト形式の文書がどのようにしてtsvectorに変換されるのか書いてあります。また、PostgreSQL™ではtsvector形式に変換済の文書を操作する関数と演算子が提供されています。
   
	     

      tsvector || tsvector
     
	tsvectorの結合演算子で、2つのベクトルの語彙素と位置情報を合成し、tsvectorを返します。
位置と重み付けラベルは、結合では維持されます。
右辺のベクトルの位置は左辺のベクトルの一番大きな位置情報のオフセットになります。その結果、この関数の結果は、元の2つの文書文字列を結合したものにto_tsvectorを適用したものとほぼ同じになります。
(まったく同じと言うわけではありません。左辺の引数の最後から取り除かれたストップワードは結果に影響を与えないのに対し、テキストの結合が行われた場合は、右辺の引数にある語彙素位置に影響を与えるからです。)
      
to_tsvectorを適用する前のテキストを結合するよりも、ベクトルを結合することの利点の一つは、文書の異なる部分をパースするために、異なる設定を使うことができることです。なお、setweight関数は与えられたベクトルのすべての語彙素を同じ方法でマーク付けするため、もしも文書に異なる部分に別の重み付けを行いたいなら、結合する前に文書をパースしてsetweightを適用することが必要です。
      

	     

      setweight(vector tsvector, weight "char") returns tsvector
     
	setweightは、A, B, C, Dのいずれかの与えられたweightを入力のベクトル中の位置にラベル付けし、そのコピーを返します。
(Dは新しいベクトルのデフォルトで、出力する際には表示されません。)
これらのラベルはベクトルが結合される際に保存されるので、ランキング関数によって文書中の異なる部分の語を別々に重み付けできます。
      
なお、重み付けラベルは語彙素ではなく位置に与えられることに注意してください。
入力のベクトルから位置が削除されていると、setweightは何もしません。
      

	     

      length(vector tsvector) returns integer
     
	ベクトル中に格納されている語彙素の数を返します。
      

	     

      strip(vector tsvector) returns tsvector
     
	入力のベクトルと同じ語彙素のリストを持つが、位置と重みの情報が全くないベクトルを返します。
その結果は、通常は情報を削除されていないベクトルよりもずっと小さくなりますが、有用性も低くなります。
また、tsquery演算子<-> (FOLLOWED BY)は情報を削除した入力とマッチすることはありません。
なぜなら語彙素が発生する間の距離を決定できないからです。
      



tsvectorに関連した関数の完全なリストが表9.40「テキスト検索関数」にあります。
   

問い合わせを操作する



「問い合わせのパース」は、元のテキストがいかにしてtsquery値に変換されるかを解説しています。またPostgreSQL™は、tsquery形式に変換済の問い合わせを操作するために使用できる関数と演算子を提供しています。
   
	      tsquery && tsquery
     
	2つの問い合わせをANDで結合したものを返します。
      

	      tsquery || tsquery
     
	2つの問い合わせをORで結合したものを返します。
      

	      !! tsquery
     
	与えられた問い合わせの否定を返します。
      

	      tsquery <-> tsquery
     
	1番目の問い合わせにマッチし、その直後に2番目の問い合わせにマッチするものを検索する問い合わせを、tsquery演算子<-> (FOLLOWED BY) を使って返します。
例を示します。


SELECT to_tsquery('fat') <-> to_tsquery('cat | rat');
             ?column?
-----------------------------------
 'fat' <-> 'cat' | 'fat' <-> 'rat'

      

	     

      tsquery_phrase(query1 tsquery, query2 tsquery [, distance integer ]) returns tsquery
     
	1番目の問い合わせにマッチし、その後にdistance個の語彙素の距離で2番目の問い合わせにマッチするものを検索する問い合わせを、tsquery演算子<N>を使って返します。
例を示します。


SELECT tsquery_phrase(to_tsquery('fat'), to_tsquery('cat'), 10);
  tsquery_phrase
------------------
 'fat' <10> 'cat'

      

	     

      numnode(query tsquery) returns integer
     
	tsquery中のノード(語彙素と演算子)の数を返します。この関数は、問い合わせが意味のあるものか(返却値 > 0)、ストップワードだけを含んでいるか(返却値 0)を判断するのに役に立ちます。例を示します。


SELECT numnode(plainto_tsquery('the any'));
NOTICE:  query contains only stopword(s) or doesn't contain lexeme(s), ignored
 numnode
---------
       0

SELECT numnode('foo & bar'::tsquery);
 numnode
---------
       3

      

	     

      querytree(query tsquery) returns text
     
	インデックス検索の際に使用できるtsqueryの部分を返します。この関数は、たとえばストップワードのみ、あるいは否定語だけのように、インデックス検索できない問い合わせを検出するのに役立ちます。例を示します。


SELECT querytree(to_tsquery('!defined'));
 querytree
-----------


      



問い合わせの書き換え



ts_rewriteファミリー関数は、与えられたtsqueryから目的の副問い合わせ部分を探し、それを代わりの副問い合わせに置き換えます。本質的には、この操作は、部分文字列置き換えのtsquery版です。置き換え候補と置き換え内容の組は、問い合わせ書き換えルールであると考えることができます。そのような書き換えルールの集合は、強力な検索ツールとなり得ます。たとえば、同義語(たとえばnew york, big apple, nyc, gotham)を使って問い合わせをより広範囲にしたり、逆によりホットな話題にユーザを導くために問い合わせを狭い範囲に絞ったりすることができます。この機能と、同義語辞書(「類語辞書」)の間には、機能的な重複があります。しかし、再インデックス付けすることなしに、その場で書き換えルールを変更できるのに対し、同義語辞書の更新が有効になるためには、再インデックス付けを行わなければなりません。
    
	       ts_rewrite (query tsquery, target tsquery, substitute tsquery) returns tsquery
      
	この形式の ts_rewrite は、単純に単一の書き換えルールを適用します。query中に表れるtargetは、substituteですべて置き換えられます。例を示します。


SELECT ts_rewrite('a & b'::tsquery, 'a'::tsquery, 'c'::tsquery);
 ts_rewrite
------------
 'b' & 'c'

       

	       ts_rewrite (query tsquery, select text) returns tsquery
      
	この形式のts_rewriteは、開始問い合わせと、テキスト文字列で与えられるSQLのSELECTコマンドを受け取ります。SELECTは、tsquery型の2つの列を出力しなければなりません。現在の問い合わせは、SELECTのそれぞれの結果行中の最初の列の結果(ターゲット)が、2番目の列の結果(置き換え値)に、置き換えられます。例を示します。


CREATE TABLE aliases (t tsquery PRIMARY KEY, s tsquery);
INSERT INTO aliases VALUES('a', 'c');

SELECT ts_rewrite('a & b'::tsquery, 'SELECT t,s FROM aliases');
 ts_rewrite
------------
 'b' & 'c'

       
なお、複数の書き換えルールを適用する際は、適用する順番が重要です。ですから、実際には並び替えのキーを適用するORDER BYを問い合わせに入れておくのがよいでしょう。
       



天文学上の実際的な例を考えてみます。テーブル駆動の書き換えルールを使って、supernovaeを展開します。


CREATE TABLE aliases (t tsquery primary key, s tsquery);
INSERT INTO aliases VALUES(to_tsquery('supernovae'), to_tsquery('supernovae|sn'));

SELECT ts_rewrite(to_tsquery('supernovae & crab'), 'SELECT * FROM aliases');
           ts_rewrite            
---------------------------------
 'crab' & ( 'supernova' | 'sn' )


テーブルを更新するだけで、書き換えルールを変更することができます。


UPDATE aliases
SET s = to_tsquery('supernovae|sn & !nebulae')
WHERE t = to_tsquery('supernovae');

SELECT ts_rewrite(to_tsquery('supernovae & crab'), 'SELECT * FROM aliases');
                 ts_rewrite                  
---------------------------------------------
 'crab' & ( 'supernova' | 'sn' & !'nebula' )

    
書き換えルールが多くなると、書き換えが遅くなる可能性があります。なぜなら、書き換えの対象になるものを求めて、すべてのルールをチェックするからです。明らかに使われないルールを取り除くために、tsqueryの包含演算子を使うことができます。以下の例では、元の問い合わせにマッチするルールだけを選ぶことができます。


SELECT ts_rewrite('a & b'::tsquery,
                  'SELECT t,s FROM aliases WHERE ''a & b''::tsquery @> t');
 ts_rewrite
------------
 'b' & 'c'

    


自動更新のためのトリガ



tsvector形式の文書を格納するために別の列を使う場合、文書の内容を格納した列が変更されたときにtsvectorを格納した列を更新するトリガを作っておく必要があります。この目的のために、2つの組み込み関数を利用できます。自分で関数を書くこともできます。
   
tsvector_update_trigger(tsvector_column_name, config_name, text_column_name [, ... ])
tsvector_update_trigger_column(tsvector_column_name, config_column_name, text_column_name [, ... ])
これらのトリガ関数は、1つ以上のテキスト列から、CREATE TRIGGERコマンドで指定されたパラメータの制御により、tsvector列を自動的に計算します。使い方の例を示します。


CREATE TABLE messages (
    title       text,
    body        text,
    tsv         tsvector
);

CREATE TRIGGER tsvectorupdate BEFORE INSERT OR UPDATE
ON messages FOR EACH ROW EXECUTE PROCEDURE
tsvector_update_trigger(tsv, 'pg_catalog.english', title, body);

INSERT INTO messages VALUES('title here', 'the body text is here');

SELECT * FROM messages;
   title    |         body          |            tsv             
------------+-----------------------+----------------------------
 title here | the body text is here | 'bodi':4 'text':5 'titl':1

SELECT title, body FROM messages WHERE tsv @@ to_tsquery('title & body');
   title    |         body          
------------+-----------------------
 title here | the body text is here


このトリガを作っておくことにより、 title またはbodyへの変更は、アプリケーションで考慮しなくても自動的にtsvに反映されます。
   
トリガの最初の引数は更新対象のtsvectorの列名でなければなりません。2番目の引数は、変換を実行する際に使用されるテキスト検索の設定です。tsvector_update_triggerでは、設定の名前は単に2番目のトリガ引数で与えられます。上で示すように、スキーマ修飾されていなければなりません。search_pathの変更がトリガの振る舞いに影響を与えないためです。tsvector_update_trigger_columnでは、2番目のトリガ引数は別のテーブル列の列名です。この列の型はregconfigでなければなりません。この方法により、設定を行単位で変えることができます。残りの引数はテキスト型(text, varchar, charのいずれか)の列の名前です。与えられた順に、文書中に取り込まれます。NULL値はスキップされます(ただし、それ以外の列はインデックス付けされます)。
   
これらの組み込みトリガの制限事項として、すべての列を同じようにしか扱えないというものがあります。それぞれの列を違うように扱うには — たとえば本文とタイトルの重みを変えるとか —、カスタムトリガを書く必要があります。トリガ言語としてPL/pgSQLを使った例を示します。


CREATE FUNCTION messages_trigger() RETURNS trigger AS $$
begin
  new.tsv :=
     setweight(to_tsvector('pg_catalog.english', coalesce(new.title,'')), 'A') ||
     setweight(to_tsvector('pg_catalog.english', coalesce(new.body,'')), 'D');
  return new;
end
$$ LANGUAGE plpgsql;

CREATE TRIGGER tsvectorupdate BEFORE INSERT OR UPDATE
    ON messages FOR EACH ROW EXECUTE PROCEDURE messages_trigger();

   
tsvector値をトリガ内で作るときには、設定名を明示的に与えることが重要であることを銘記しておいてください。そうすれば、default_text_search_configが変更されても列の内容は影響を受けません。これを怠ると、ダンプしてリロードすると検索結果が変わってしまうような問題が起きる可能性があります。
   

文書の統計情報の収集



ts_stat関数は、設定をチェックしたり、ストップワードの候補を探すのに役立ちます。
   
ts_stat(sqlquery text, [ weights text, ]
        OUT word text, OUT ndoc integer,
        OUT nentry integer) returns setof record
sqlqueryは単一のtsvector列を返すSQL問い合わせのテキスト値です。ts_statは問い合わせを実行し、tsvectorデータに含まれる語彙素(単語)各々の統計情報を返します。返却される列は以下のものです。

    
	word text — 語彙素の値
      

	ndoc integer — 単語が含まれる文書(tsvector)の数
      

	nentry integer — 含まれる単語の数
      





weightsが与えられていたら、その重みを持つものだけがカウントされます。
   
たとえば、文書中もっとも頻繁に現れる単語の上位10位を探すには以下のようにします。


SELECT * FROM ts_stat('SELECT vector FROM apod')
ORDER BY nentry DESC, ndoc DESC, word
LIMIT 10;


同じ例で、重みがAかBの単語だけをカウントするには、以下のようにします。


SELECT * FROM ts_stat('SELECT vector FROM apod', 'ab')
ORDER BY nentry DESC, ndoc DESC, word
LIMIT 10;

   



名前
ALLOCATE DESCRIPTOR — SQL記述子領域を割り当てます。

概要
ALLOCATE DESCRIPTOR name

説明
ALLOCATE DESCRIPTORは、PostgreSQLサーバとホストプログラムとの間のデータ交換のために使用することができる、新しい名前付きSQL記述子領域を割り当てます。
    
記述子領域は、使用した後でDEALLOCATE DESCRIPTORコマンドを使用して解放しなければなりません。
    

パラメータ
	name
	SQL記述子の名前です。
大文字小文字を区別します。
これはSQL識別子またはホスト変数になることができます。
       




例
EXEC SQL ALLOCATE DESCRIPTOR mydesc;

互換性
ALLOCATE DESCRIPTORは標準SQLで規定されています。
    

関連項目
DEALLOCATE DESCRIPTOR, GET DESCRIPTOR, SET DESCRIPTOR

接続パラメータのLDAP検索



libpqがLDAPサポート（configure時の--with-ldapオプション）付きでコンパイルされている場合、中央サーバからLDAPを通してhostやdbnameなどの接続オプションを取り出すことができます。
この利点は、データベースの接続パラメータが変わった場合に、すべてのクライアントマシンで接続情報を更新しなくても済む点です。
  
LDAP接続パラメータ検索は、pg_service.confという接続サービスファイル（「接続サービスファイル」を参照）を使用します。
pg_service.conf内のldap://から始まる行は、LDAP URLとして認識され、LDAP問い合わせが実行されることを示します。
その結果は、keyword = valueという組み合わせのリストでなければなりません。
これらが接続用オプションの設定に使用されます。
このURLはRFC 1959に従ったもので、以下のような形式でなければなりません。

ldap://[hostname[:port]]/search_base?attribute?search_scope?filter

ここで、hostnameのデフォルトはlocalhost、portのデフォルトは389です。
  
pg_service.confの処理はLDAP検索が成功した時に終わります。
しかし、もしLDAPサーバへのアクセスができなかった場合は継続します。
これはアクセスに失敗した時に、異なるLDAPサーバを指し示す他のLDAP行や以前からのkeyword = valueの組み合わせ、デフォルトの接続オプションを参照する予備機能を提供します。
この場合にエラーメッセージを受け取りたい場合は、LDAP URL行の後に文法的に不正な行を記載してください。
  
LDIFファイルとして作成されたLDAP項目の例を以下に示します。

version:1
dn:cn=mydatabase,dc=mycompany,dc=com
changetype:add
objectclass:top
objectclass:device
cn:mydatabase
description:host=dbserver.mycompany.com
description:port=5439
description:dbname=mydb
description:user=mydb_user
description:sslmode=require

これは、以下のようなLDAP URLから得られます。

ldap://ldap.mycompany.com/dc=mycompany,dc=com?description?one?(cn=mydatabase)

  
また、LDAP検索と通常のサービスファイル項目とを混在させることもできます。
pg_service.confの一節について完全な例を以下に示します。

# only host and port are stored in LDAP, specify dbname and user explicitly
[customerdb]
dbname=customer
user=appuser
ldap://ldap.acme.com/cn=dbserver,cn=hosts?pgconnectinfo?base?(objectclass=*)

  


名前
ABORT — 現在のトランザクションをアボートする

概要
ABORT [ WORK | TRANSACTION ]

説明
ABORTは現在のトランザクションをロールバックし、そのトランザクションで行われた全ての更新を廃棄します。
このコマンドの動作は標準SQLのROLLBACK(7)コマンドと同一であり、歴史的な理由のためだけに存在しています。
  

パラメータ
	WORK, TRANSACTION
	省略可能なキーワードです。何も効果がありません。
     




注釈
トランザクションを正常に終了させる場合はCOMMIT(7)を使用してください。
  
トランザクションブロックの外部でABORTを発行すると警告が発生しますが、それ以外は何の効果もありません。
  

例
全ての変更をアボートします。

ABORT;

互換性
このコマンドはPostgreSQL™の拡張で、歴史的な理由で存在します。
ROLLBACKは、このコマンドと等価な標準SQLコマンドです。
  

関連項目
BEGIN(7), COMMIT(7), ROLLBACK(7)

インストール手順



	構成
インストール手順の最初のステップは、システムに合わせてソースツリーを設定し、使用するオプションを選択することです。
configureスクリプトを実行することでこれを行います。
デフォルトのインストールを行う場合は、単に以下を入力してください。

./configure

このスクリプトは、各種のシステムに依存した変数の値を決定するために多くの試験を行い、使用中のオペレーティングシステムが持つどんなクセでも検出し、最終的に構築用ツリーに結果を記録するためのファイルをいくつか作成します。構築用のディレクトリを別の場所にしたい場合は、ソースツリーの外のディレクトリでconfigureを実行することもできます。この処理はVPATHの構築も呼び出します。どのように行うかは下記を参照して下さい。

mkdir build_dir
cd build_dir
/path/to/source/tree/configure [オプションはここに]
make

   
デフォルトの構成では、サーバ、ユーティリティの他に、Cコンパイラだけを必要とするクライアントアプリケーションやインタフェースを構築します。
デフォルトでは、全てのファイルは/usr/local/pgsql以下にインストールされます。
   
configureに以下のコマンドラインオプションを1つ以上指定することで、構築処理やインストール処理を変更することができます。

     
	--prefix=PREFIX
	/usr/local/pgsqlではなく、PREFIXディレクトリ以下に全てのファイルをインストールします。
ファイルは実際には様々なサブディレクトリにインストールされ、PREFIXディレクトリの直下にインストールされるファイルはありません。
        
特別な必要性があるのであれば、以下のオプションを使用して個々のサブディレクトリを変更することもできます。
しかし、これらをそのまま使用した場合、インストレーションは位置再変更可能になります。
つまり、インストールの後にディレクトリを移動することができます
（manとdocの場所はこの影響を受けません。）
        
インストールの位置再変更のために、configureの--disable-rpathを使用しようと考えるかもしれません。
その場合は、オペレーティングシステムにその共有ライブラリの場所を通知する必要があるでしょう。
        

	--exec-prefix=EXEC-PREFIX
	アーキテクチャ依存のファイルをPREFIXの設定とは別の接頭辞EXEC-PREFIX以下にインストールすることができます。
ホスト間でアーキテクチャ非依存のファイルを共有する場合に便利です。
省略した場合、EXEC-PREFIXはPREFIXと同じに設定され、アーキテクチャに依存するファイルも非依存なファイルも同じツリー以下にインストールされます。
ほとんどの場合、これが望まれています。
        

	--bindir=DIRECTORY
	実行可能プログラム用のディレクトリを指定します。
デフォルトではEXEC-PREFIX/binであり、通常/usr/local/pgsql/binとなります。
        

	--sysconfdir=DIRECTORY
	各種設定ファイル用のディレクトリを設定します。
デフォルトではPREFIX/etcです。
        

	--libdir=DIRECTORY
	ライブラリや動的ロード可能モジュールをインストールする場所を設定します。
デフォルトはEXEC-PREFIX/libです。
        

	--includedir=DIRECTORY
	CおよびC++のヘッダファイルをインストールするディレクトリを設定します。
デフォルトはPREFIX/includeです。
        

	--datarootdir=DIRECTORY
	いろいろな種類の読み取り専用データファイル用のルートディレクトリを設定します。
これは後述のオプションの一部についてのデフォルトを設定するだけです。
デフォルトはPREFIX/shareです。
        

	--datadir=DIRECTORY
	インストールプログラムが使用する読み取り専用のディレクトリを設定します。
デフォルトはDATAROOTDIRです。
これはインストールするデータベースファイルがどこに設置されるかとは関係ないことを覚えておいてください。
        

	--localedir=DIRECTORY
	特にメッセージ翻訳カタログファイルのロケールデータをインストールするディレクトリを設定します。
デフォルトはDATAROOTDIR/localeです。
        

	--mandir=DIRECTORY
	PostgreSQL™付属のマニュアルページがこのディレクトリ以下の、対応するmanxサブディレクトリにインストールされます。
デフォルトはDATAROOTDIR/manです。
        

	--docdir=DIRECTORY
	「man」ページを除いた、ドキュメント一式ファイルをインストールするルートディレクトリを設定します。
これは以下のオプションのデフォルトのみを設定します。
このオプションのデフォルト値はDATAROOTDIR/doc/postgresqlです。
        

	--htmldir=DIRECTORY
	         PostgreSQL™のHTML形式化文書一式はこのディレクトリの下にインストールされます。デフォルトはDATAROOTDIRです。
        





     
注記
（/usr/local/includeといった）共用のインストール場所に、システムの他の名前空間に影響を与えることなくPostgreSQL™をインストールすることができるような配慮がなされています。
まず、完全に展開したディレクトリ名に「postgres」か「pgsql」という文字列が含まれていない場合、「/postgresql」という文字列が自動的にdatadir、sysconfdir、docdirに追加されます。
例えば、接頭辞として/usr/localを使用する場合、文書は/usr/local/doc/postgresqlにインストールされますが、接頭辞が/opt/postgresの場合は/opt/postgres/docにインストールされます。
クライアントインタフェース用の外部向けCヘッダファイルはincludedirにインストールされ、名前空間の問題はありません。
内部向けヘッダファイルやサーバ用ヘッダファイルは、includedir以下の非公開ディレクトリにインストールされます。
各インタフェース用のヘッダファイルにアクセスする方法についての情報は、そのインタフェースの文書を参照してください。
最後に、適切であれば、動的ロード可能モジュール用にlibdir以下にも非公開用のサブディレクトリが作成されます。
      


    
     
	--with-extra-version=STRING
	PostgreSQLバージョン番号にSTRINGを追加します。
これは、例えば、リリースされていないGitスナップショットからビルドしたバイナリや、git describe識別子やディストリビューションパッケージリリース番号のような追加のバージョン文字列のあるカスタムパッチを含むバイナリに印をつけるために使えます。
        

	--with-includes=DIRECTORIES
	DIRECTORIESには、コンパイラがヘッダファイルを検索するディレクトリのリストをコロンで区切って指定します。
（GNU Readlineなどの）オプションのパッケージが非標準的な場所にインストールされている場合、このオプションと、おそらく対応する--with-librariesオプションを使用する必要があります。
        
         例： --with-includes=/opt/gnu/include:/usr/sup/include
        

	--with-libraries=DIRECTORIES
	DIRECTORIESには、ライブラリを検索するディレクトリのリストをコロンで区切って指定します。
パッケージが非標準的な場所にインストールされている場合は、おそらくこのオプション（と対応する--with-includesオプション）を使用する必要があります。
        
例： --with-libraries=/opt/gnu/lib:/usr/sup/lib
        

	--enable-nls[=LANGUAGES]
	各国語サポート（NLS）、つまり、英語以外の言語によるプログラムメッセージの表示機能を有効にします。
LANGUAGESはオプションであり、サポートさせたい言語コードを空白で区切ったリストを指定します。例えば、--enable-nls='de fr'などとします 
（指定したリストと実際に用意された翻訳との論理積が自動的に計算されます）。
リストに何も指定しなかった場合、利用可能な翻訳すべてがインストールされます。
        
このオプションを使用するためには、gettext APIの実装が必要です。
上記を参照してください。
        

	--with-pgport=NUMBER
	サーバとクライアントのデフォルトのポート番号をNUMBERに設定します。
デフォルトは5432です。
このポートは後でいつでも変更することができますが、ここで指定した場合、サーバとクライアントはコンパイル時に同じデフォルト値を持つようになります。
これは非常に便利です。
通常、デフォルト以外の値を選択すべき唯一の理由は、同じマシンで複数のPostgreSQL™を稼働させることです。
        

	--with-perl
	PL/Perlサーバサイド言語を構築します。
        

	--with-python
	PL/Pythonサーバサイド言語を構築します。
        

	--with-tcl
	PL/Tclサーバサイド言語を構築します。
        

	--with-tclconfig=DIRECTORY
	Tclは、Tclへのインタフェースモジュールを構築するために必要な設定情報を含むtclConfig.shファイルをインストールします。
このファイルは通常、自動的に一般的に知られている場所にありますが、もしTclの別のバージョンを使いたい場合は、検索対象のディレクトリを指定することができます。
        

	--with-gssapi
	GSSAPI認証のサポートを構築します。
多くのシステムでは、GSSAPIシステム（通常Kerberosインストレーションの一部）はデフォルトの検索場所（例えば/usr/includeや/usr/lib）にインストールされていません。
そのため、--with-includesと--with-librariesオプションをさらに追加して使わなければいけません。
configureは、処理を進める前にGSSAPIが正しくインストールされていることを確認するために、必要とされるヘッダファイルとライブラリを検査します。
        

	--with-krb-srvnam=NAME
	GSSAPIで使用されるKerberosのサービスプリンシパルのデフォルトの名前です。
デフォルトでは「postgres」です。
これを変える理由はWindows環境がない限り、特にありません。
Windows環境がある場合は大文字のPOSTGRESに設定する必要があります。
        

	--with-openssl
       
       
	SSL（暗号化）接続のサポートを有効にして構築します。
これには、OpenSSL™パッケージがインストールされていなければなりません。
configureは、処理を進める前にOpenSSL™のインストールを確認するために、必要なヘッダファイルとライブラリを検査します。
        

	--with-pam
	PAM（プラガブル認証モジュール）のサポートを有効にして構築します。
        

	--with-bsd-auth
	BSD認証のサポートを有効にして構築します。
(BSD認証フレームワークは今のところOpenBSDだけで利用可能です。)
        

	--with-ldap
	認証および接続パラメータ検索用のLDAPサポートを有効にして構築します。
（「接続パラメータのLDAP検索」および「LDAP認証」を参照してください。）
Unixでは、OpenLDAP™パッケージがインストールされていることが要求されます。WindowsではデフォルトのWinLDAP™ライブラリが使用されます。
configureは、処理を進める前にOpenLDAP™のインストールが十分されているかどうかを確認するために、必要なヘッダファイルとライブラリを検査します。
        

	--with-systemd
	systemdサービス通知のサポートを有効にして構築します。
サーババイナリがsystemdの元で開始する場合には、これは統合を改善しますが、それ以外は影響はありません。詳細は「データベースサーバの起動」を参照してください。
このオプションを使えるようにするには、libsystemdと関連するヘッダファイルをインストールすることが必要です。
        

	--without-readline
	Readlineライブラリ（およびlibedit）の使用を防止します。
これによりpsqlでのコマンドライン編集および履歴が無効となるため、推奨されません。
        

	--with-libedit-preferred
	GPLライセンスのReadlineではなくBSDライセンスのlibeditライブラリを優先して使用します。
このオプションは両方のライブラリがインストールされている場合にのみ重要です。
この場合デフォルトでReadlineが使用されます。
        

	--with-bonjour
	Bonjourサポートを有効にして構築します。
これにはオペレーティングシステムがBonjourをサポートしていることが必要です。
OS Xでは推奨します。
        

	--with-uuid=LIBRARY
	指定されたUUIDライブラリを使用して(UUIDを生成する関数を提供する)uuid-osspモジュールをビルドします。
LIBRARYは以下のいずれかでなければなりません。
        
	bsdはFreeBSD、NetBSD、その他のBSD派生システムにあるUUID関数を使います。
          

	e2fsはe2fsprogsプロジェクトで作られたUUIDライブラリを使います。
このライブラリはたいていのLinuxシステムとOS Xにあり、また、その他のプラットフォームでも入手可能です。
          

	OSSP UUIDライブラリを使用します。
          




	--with-ossp-uuid
	--with-uuid=osspに相当する古いものです。
        

	--with-libxml
	libxmlを使用して構築します（SQL/XMLサポートが有効になります）。
この機能のためにはlibxmlバージョン2.6.23以降が必要です。
        
libxmlがインストールするxml2-configプログラムを使用して、必要なコンパイラオプション、リンクオプションを検出することができます。
PostgreSQLは、見つけられればこのプログラムを使用します。
通常以外の場所にインストールしたlibxmlインストレーションを指定するためには、環境変数XML2_CONFIGがそのインストレーション用のxml2-configプログラムを指し示すように設定してください。
または、--with-includesおよび--with-librariesを使用してください。
        

	--with-libxslt
	 xml2モジュールを構築する場合はlibxsltを使用してください。
xml2はXMLのXSL変換を行うために、このライブラリに依存します。
        

	--disable-integer-datetimes
	日付時刻および時間間隔の格納に64ビット整数格納方式を無効にし、その代わり浮動小数点で格納します。PostgreSQL™リリース8.4以前では日付時刻の浮動小数点格納方式がデフォルトでしたが、timestamp値がとる値の全ての範囲でマイクロ秒精度をサポートしないため現在非推奨となりました。しかし、整数ベースの日付時刻格納には64-ビット整数型が必要です。従って、このオプションはこの型が使えない場合での使用、または以前のPostgreSQL™バージョン用に書かれたアプリケーションとの互換性を保たなければならない場合に使用します。
詳細は 「日付/時刻データ型」を参照してください。
        

	--disable-float4-byval
	float4値の「値」渡しを無効にし、「参照」渡しで渡すようにします。
このオプションは性能に関するコストがかかりますが、C言語で開発された古いユーザ定義の関数との互換性を保持する場合や「version 0」呼び出し規約を使用する場合に必要になります。
長期的に見てより良い解決方法はこうした関数を更新して、「version 1」呼び出し規約を使用するようにすることです。
        

	--disable-float8-byval
	float8値の「値」渡しを無効にし、「参照」渡しで渡すようにします。
このオプションは性能に関するコストがかかりますが、C言語で開発された古いユーザ定義の関数との互換性を保持する場合や「version 0」呼び出し規約を使用する場合に必要になります。
長期的に見てより良い解決方法はこうした関数を更新して、「version 1」呼び出し規約を使用するようにすることです。
このオプションはfloat8に影響するだけではなく、int8やタイムスタンプなど一部の関連した型についても影響することに注意してください。
32ビットプラットフォームでは、--disable-float8-byvalがデフォルトで--enable-float8-byvalを選択することはできません。
        

	--with-segsize=SEGSIZE
	セグメントサイズをギガバイト単位で指定します。
大規模なテーブルはこのセグメントサイズと同じサイズの複数のオペレーティングシステムのファイルに分割されます。
これにより多くのプラットフォームで存在するファイルサイズ上限に関する問題を防ぎます。
デフォルトのセグメントサイズは1ギガバイトで、サポートされるすべてのプラットフォームで安全です。
使用するオペレーティングシステムが「ラージファイル」をサポートしていれば（最近はほとんどサポートしています）、より大きなセグメントサイズを使用することができます。
非常に大規模なテーブルで作業する時のファイル記述子の消費数を減らすために、これが役に立つでしょう。
しかし、プラットフォーム、または使用予定のファイルシステムでサポートされる値以上に大きな値を指定しないように注意してください。
tarなどの、使用したいその他のツールにも使用できるファイルサイズに制限があることがあります。
絶対に必要ではありませんが、この値を2のべき乗にすることを勧めます。
この値の変更にはinitdbが必要であることに注意してください。
        

	--with-blocksize=BLOCKSIZE
	キロバイト単位でブロック容量を設定します。
これはテーブル内でのストレージとI/Oの単位です。
８キロバイトのデフォルトはほとんどの場合適切ですが、特別な場合は他の値が役立ちます。
値は1から32（キロバイト）の範囲の２のべき乗でなければなりません。
この値の変更はinitdbを必要とすることを覚えておいてください。
        

	--with-wal-segsize=SEGSIZE
	メガバイト単位でWALセグメント容量を設定します。これはWALログ内のそれぞれ個別のファイルの容量です。この容量を調整することで、WALログ配送の粒度を制御するのに役立ちます。デフォルト容量は16メガバイトです。1から64（メガバイト）の範囲の２のべき乗でなければなりません。この値の変更はinitdbを必要とすることを覚えておいてください。
        

	--with-wal-blocksize=BLOCKSIZE
	キロバイト単位でWALブロック容量を設定します。
これはWALログ内でのストレージとI/Oの単位です。
８キロバイトのデフォルトはほとんどの場合適切ですが、特別な場合は大きめの値が役立ちます。
値は1から64（キロバイト）の範囲の２のべき乗でなければなりません。
この値の変更はinitdbを必要とすることを覚えておいてください。
        

	--disable-spinlocks
	PostgreSQL™がそのプラットフォーム用のCPUスピンロックをサポートしない場合でも、構築に成功するようにします。
スピンロックのサポートの欠落により、性能は悪化します。
したがって、このオプションは、構築が失敗し、その原因が使用するプラットフォームでスピンロックサポートが欠落している場合にのみ使用してください。
使用するプラットフォームにおけるPostgreSQL™の構築にこのオプションが必要とされた場合は、PostgreSQL™開発者にその問題を報告してください。
        

	--disable-thread-safety
	クライアントライブラリのスレッドセーフを無効にします。
これにより、libpqやECPGプログラム内の同時実行スレッドは、安全にその固有の接続ハンドルを制御できなくなります。
        

	--with-system-tzdata=DIRECTORY
       
       
	PostgreSQL™は、日付時刻に関する操作で必要な、独自の時間帯データベースを持ちます。
実際のところ、この時間帯データベースはFreeBSD、Linux、Solarisなどの多くのオペレーティングシステムで提供されるIANA時間帯データベースと互換性があります。
このため、これを再びインストールすることは冗長です。
このオプションが使用されると、DIRECTORYにあるシステムが提供する時間帯データベースがPostgreSQLソース配布物に含まれるものの代わりに使用されます。
DIRECTORYは絶対パスで指定しなければなりません。
/usr/share/zoneinfoがオペレーティングシステムの一部でよく使われます。
インストール処理が時間帯データが一致しない、またはエラーがあることを検知しないことに注意してください。
このオプションを使用する場合、指定した時間帯データがPostgreSQL™で正しく動作するかどうかを検証するためにリグレッションテストを実行することが推奨されています。
        
このオプションは、対象オペレーティングシステムを熟知しているパッケージ配布者を主な対象としたもの。
このオプションを使用する大きな利点は、多くの局所的な夏時間規則の変更があってもPostgreSQLパッケージを更新する必要がないことです。
他の利点として、時間帯データベースファイルをインストール時に構築する必要がありませんので、PostgreSQLのクロスコンパイルをより簡単に行うことができます。
        

	--without-zlib
	         
Zlibライブラリの使用を抑制します。
これは、pg_dumpとpg_restoreにおける圧縮アーカイブのサポートを無効にします。
このオプションは、このライブラリが利用できないごく少数のシステム向けだけのものです。
        

	--enable-debug
	全てのプログラムとライブラリをデバッグシンボル付きでコンパイルします。
これは、問題を解析するためにデバッガ内でプログラムを実行できることを意味します。
これはインストールする実行形式ファイルのサイズをかなり大きくし、また、GCC以外のコンパイラでは、通常はコンパイラによる最適化が行われなくなりますので、低速になります。
しかし、デバッグシンボルが利用できるということは、発生した問題に対応する時に非常に便利です。
現在のところ、GCC を使用している場合にのみ、稼働用のインストレーションにこのオプションを使用することを推奨します。
しかし、開発作業時やベータ版を実行する時は、常にこれを有効にすべきです。
        

	--enable-coverage
	GCCを使用している場合、すべてのプログラムとライブラリはコードカバレッジ試験機構付きでコンパイルされます。
実行すると、これらは構築用ディレクトリ内にコードカバレッジメトリックを持ったファイルを生成します。
詳細は「テストが網羅する範囲の検証」を参照してください
このオプションはGCC専用であり、また、開発作業中に使用するためのものです。
        

	--enable-profiling
	GCCを使用する場合、すべてのプログラムとライブラリがプロファイリング可能状態でコンパイルされます。
バックエンドの終了時、プロファイリングに使用するgmon.outファイルを含むサブディレクトリが作成されます。
このオプションはGCCを使用する場合のみ使用でき、開発作業を行う時に使用します。
        

	--enable-cassert
	サーバにおける、多くの「あり得ない」状態をテストするアサーションチェックを有効にします。
これは、プログラムの開発のためには測り知れない価値がありますが、このテストによりサーバはかなり低速になります。
また、このテストを有効にしても、サーバの安定性が向上するとは限りません！
アサーションチェックは、重要度によって分類されていませんので、比較的害がないようなバグでも、アサーション失敗をトリガとした、サーバの再起動が行われてしまいます。
稼働用にこのオプションを使用することは推奨されませんが、開発作業時やベータ版を実行する場合は、これを有効にすべきです。
        

	--enable-depend
	自動依存関係追跡を有効にします。
このオプションを使用すると、ヘッダファイルが変更された場合に、影響を受ける全てのオブジェクトファイルが再構築されるように、makefile が設定されます。
これは開発作業時には有用ですが、単に一度コンパイルしインストールするだけであれば、これは無駄なオーバーヘッドです。
現在のところ、GCC でのみ、このオプションは動作します。

        

	--enable-dtrace
	         
動的追跡ツールDTraceのサポートを有効にしてPostgreSQL™をコンパイルします。より詳細な情報は「動的追跡」を参照してください。
        
dtraceプログラムを指し示すためにDTRACE環境変数を設定することができます。
dtraceは通常、検索パス内に存在しない可能性がある/usr/sbin以下にインストールされていますので、この設定はよく必要になります。
        
         さらにdtraceプログラム用のコマンドラインオプションをDTRACEFLAGS環境変数で指定することができます。
Solarisで64ビットバイナリでDTraceをサポートするには、DTRACEFLAGS="-64"をconfigureに指定してください。
例えばGCCコンパイラを使用する場合は以下のようにします。

./configure CC='gcc -m64' --enable-dtrace DTRACEFLAGS='-64' ...

Sunのコンパイラを使用する場合は以下のようにします。

./configure CC='/opt/SUNWspro/bin/cc -xtarget=native64' --enable-dtrace DTRACEFLAGS='-64' ...

        

	--enable-tap-tests
	Perl TAPツールを使ったテストを有効にします。
これにはPerlのインストールとPerlモジュールIPC::Runが必要です。
詳細は「TAPテスト」を参照してください。
        




    
configureが選ぶものと違うCコンパイラを使いたいという場合には、CC 環境変数をその使用したいプログラムに設定することができます。
デフォルトでは、configureは利用できるのであればgccを、利用できなければプラットフォームのデフォルト（通常cc）を選択します。
同様に、デフォルトのコンパイラフラグは必要に応じてCFLAGS変数で上書きすることもできます。
    
次のようにして、configureコマンドラインに環境変数を指定することができます。

./configure CC=/opt/bin/gcc CFLAGS='-O2 -pipe'

    
以下は、この方式で設定可能な重要な環境変数の一覧です。

     
	BISON
	Bisonプログラム。
        

	CC
	Cコンパイラ。
        

	CFLAGS
	Cコンパイラに渡すオプション。
        

	CPP
	Cプリプロセッサ。
        

	CPPFLAGS
	Cプリプロセッサに渡すオプション。
        

	DTRACE
	dtraceプログラムの場所。
        

	DTRACEFLAGS
	dtraceプログラムに渡すオプション。
        

	FLEX
	Flexプログラム。
        

	LDFLAGS
	実行ファイルや共有ライブラリにリンクする場合に使用するオプション。
        

	LDFLAGS_EX
	実行ファイルのリンク時のみに追加されるオプション。
        

	LDFLAGS_SL
	共有ライブラリのリンク時のみに追加されるオプション。
        

	MSGFMT
	多言語サポート（NLS）用のmsgfmtプログラム。
        

	PERL
	Perlインタプリタのフルパス。
これは、PL/Perl構築に関する依存性を決定するために使用されます。
        

	PYTHON
	Pythonインタプリタのフルパス。
これは、PL/Python構築に関する依存性を決定するために使用されます。またここでPython 2または3を指定するかどうかで(あるいは暗黙的に選択されます)、どちらのPL/Python言語が利用可能になるかも決まります。「Python 2対Python 3」を参照してください。
        

	TCLSH
	Tclインタプリタのフルパスです。
これは、PL/Tcl構築に関する依存性を決定するために使用され、Tclスクリプト内を置き換えます。
        

	XML2_CONFIG
	libxmlインストレーションの場所を特定するために使用するxml2-configプログラムです。
        




    
注記
      サーバ内部のコード開発を行う場合、--enable-cassert(多数の実行時エラーチェックを有効にする)オプションと--enable-debug(デバッグツールの利便性を向上させる)オプションの使用を推奨します。
     
      GCCを使う場合、少なくとも-O1レベルの最適化で構築することがベストです。なぜなら、何の最適化もしない(-O0) と、重要なコンパイル警告(初期化されていない変数の使用など)が無効になるからです。
      しかし、最適化を行うことでソースコードとコンパイルされたコードのステップは1対1とはならなくなるため、デバッグは複雑になるかもしれません。
      最適化されたコードのデバッグに悩まされてしまう場合は、関心のある特定のファイルに対して-O0で再コンパイルしてください。
      これを実行するための簡単な方法は、make PROFILE=-O0 file.oのように、make経由でオプションを渡すことです。
     


	構築
構築作業を開始するには、以下を入力してください。

make

（GNU makeを使用することを忘れないでください。）
ハードウェアに依存しますが、構築作業には数分かかります。
最後に以下のような行が表示されるはずです。

All of PostgreSQL successfully made. Ready to install.

   
もし、ドキュメント(HTMLやman)や追加モジュール(contrib)を含め、構築可能なもの全てを構築したい場合、次の様に実施します。

make world

最終行は次のように表示されるはずです。

PostgreSQL, contrib, and documentation successfully made. Ready to install.

   

	リグレッションテスト
インストールを行う前に、新しく構築したサーバをテストしたい場合、この時点でリグレッションテストを実行することができます。
リグレッションテストとは、使用するマシンにおいてPostgreSQL™が、開発者の想定通りに動作することを検証するためのテストのまとまりです。
次のように入力します。

make check

（これは root では動作しません。
非特権ユーザとして実行してください。）
 31章リグレッションテストにはテスト結果の表示に関する詳しい情報があります。
同じコマンドを入力することで、後にいつでもテストを繰り返すことができます。
   

	ファイルのインストール
注記
もし既存のシステムのアップグレードをする場合、DBクラスタのアップグレードの解説が記載されている 「PostgreSQL™クラスタのアップグレード処理」を参照してください。
    

PostgreSQL™をインストールするには、以下を入力してください。

make install

これは、ファイルをステップ 1で指定されたディレクトリにインストールします。
その領域に書き込むための権限を持っていることを確認してください。
通常はこのステップはrootで行う必要があります。
代わりに対象とするディレクトリを前もって作成し、適切に権限を調整することも可能です。
   
ドキュメント(HTMLやman)をインストールするには、以下を入力して下さい。

make install-docs

   
先にすべてを(worldを付けて)構築していた場合には、代わりに以下を実行してください。

make install-world

これによりドキュメントもインストールされます。
   
make installの代わりにmake install-stripを使用することで、インストール時に実行可能ファイルやライブラリをストリップ（strip）することができます。
これにより、多少の容量を節約できます。
デバッグをサポートするように構築している場合でも、ストリップするとデバッグのサポートは実質、除去されてしまいます。
したがって、これはデバッグが必要なくなった場合にのみ実行すべきです。
install-stripは容量を節約するために適切な作業を行おうとしますが、実行可能ファイルから全ての不必要なバイトを完全にストリップすることはできません。
可能な限りのディスク容量を全て節約したい場合は、手動で作業を行う必要があります。
   
この標準的なインストール方法では、クライアントアプリケーションの開発に必要なヘッダファイルと、Cで独自の関数やデータ型を作成するといったサーバ側のプログラムの開発用のヘッダファイルが用意されます
（PostgreSQL™ 8.0より前まででは、後で別途make install-all-headersコマンドが必要でした。しかし、この手順は標準のインストールに含まれるようになりました）。
   
クライアント側のみのインストール: クライアントアプリケーションとインタフェースライブラリのみをインストールしたい場合、下記のコマンドを使います。

make -C src/bin install
make -C src/include install
make -C src/interfaces install
make -C doc install

src/binにはサーバ用の数個のバイナリがあります。これらは小さなものです。
    



アンインストール: インストールを取り消すには、make uninstall コマンドを使います。しかし、作成済みのディレクトリは削除されません。
   
クリーニング: インストールが終わったら、make clean コマンドを使ってソースツリーから構築用のファイルを削除し、ディスク領域を解放することができます。
configureプログラムが作るファイルは保持されますので、後でmakeコマンドですべてを再構築できます。
ソースツリーを配布された時の状態に戻したい場合は、make distcleanコマンドを使います。
同じソースツリー内で複数のプラットフォーム向けに構築する場合、これを実行して、それぞれのプラットフォームに対し再構成しなければなりません。
（または、未変更のソースツリーを維持するために、各プラットフォームで別々の構築用ツリーを使用してください。）
   
構築作業を行った後でconfigure用オプションが間違っていることに気付いた場合や、configureの調査結果に何らかの変更を加えた場合（例えば、ソフトウェアのアップグレードなど）、再設定と再構築の前にmake distcleanを行うことをお勧めします。
さもないと、設定選択肢の変更は、必要なところ全てには反映されない可能性があります。
  

リリース9.3.7



リリース日
2015-05-22

このリリースは9.3.6に対し、各種不具合を修正したものです。
9.3メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.3」を参照してください。
  
バージョン9.3.7への移行



9.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、contrib/citextのregexp_matches()関数を利用している場合は、以下にある関連する変更履歴項目を確認してください。
   
また、9.3.6よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.3.6」を参照して下さい。
   

変更点



	認証タイムアウトになる直前にクライアントが切断したときにクラッシュする可能性を防止しました。
(Benkocs Norbert Attila)
     
タイムアウト割り込みがセッション切断処理の途中で生じると、SSL関連状態が二重に解放するおそれがあり、典型的にはクラッシュを引き起こし、そのために他のセッションでもサービス不能を引き起こします。実験では認証されていないリモート攻撃者がある程度一貫して本障害を引き起こすことができたため、セキュリティ問題として扱います。
(CVE-2015-3165)
     

	システムコールのエラー判定を改善しました。
     
snprintf()の代替実装は下にあるシステムライブラリ呼び出しから報告されるエラーの確認を怠っていました。
主な問題はメモリ不足状況を見逃すおそれがあったことです。
実装コードがバッファが上書きされていないのを上書きされたとみなしていることにより、最悪の場合には情報露出をもたらすおそれがありました。
また、他のシステムライブラリ関数呼び出しでも、エラーチェックをしていないセキュリティに関連した箇所が少しありました。
     
いくつかの*printf()族関数の呼び出しで、メモリ不足エラーがちょうど悪いときに起きた場合に情報露出する脆弱性がある可能性が残ります。
私たちはリスクは大きくないと判断しましたが、該当箇所の分析は継続します。
(CVE-2015-3166)
     

	contrib/pgcryptoで、復号失敗を報告するメッセージを「Wrong key or corrupt data」（誤ったキーまたは不正なデータ）に統一しました。
(Noah Misch)
     
以前は、間違ったキーによる復号の場合には異なったエラーメッセージが報告されていました。
この様なエラーメッセージの違いは、他システムからキーを復元しようとする攻撃者への助けになるとみられます。
pgcryptoのこの振る舞いが攻撃に利用できるかは不明ですが、一つの何にでも当てはまるメッセージを使う方がリスクを避けるのにより良いと考えられます。
(CVE-2015-3167)
     

	マルチトランザクションメンバIDの周回を防止しました。
(Álvaro Herrera, Robert Haas, Thomas Munro)
     
ある使用パターンでは、既存の周回対策が不十分で、pg_multixact/membersファイルの早すぎる削除がありえ、結果としてデータ損失になりました。
これに対する修正では、古いマルチトランザクションメンバIDデータを上書きする結果になるトランザクションを失敗させるようにサーバを変更し、トランザクションID周回を防止するのと同様に確実にマルチトランザクションメンバID周回を防ぐ動作をするようにautovacuumを改良しました。
     

	contrib/citextのregexp_matches()関数の誤った宣言を修正しました。
(Tom Lane)
     
この関数は本体関数と同様にsetof text[]を返すべきでしたが、誤って単にtext[]を返すように宣言されていました。
この誤りは二つの結果をもたらしました。
第一にマッチするものが無いときに空集合（ゼロ行）を得るべきところ、スカラnullを得ます。
第二にたとえ複数のマッチがあったとしても一つの結果配列しか得られないことから、gフラグが事実上無視されていました。
     
この振る舞いは明らかにバグですが、以前の振る舞いに依存したアプリケーションがありえます。
そのため、PostgreSQL™ 9.5になるまでは関数宣言はデフォルトでは変更しません。
9.5より前の系列では、従来の振る舞いがcitext拡張モジュールのバージョン1.0として存在し、その一方で私たちは正しい宣言をバージョン1.1として提供します（これはデフォルトではインストールされません）。
9.5より前の系列で修正を適用するには、citextをインストールした各データベースでALTER EXTENSION citext UPDATE TO '1.1'を実行します（必要に応じて1.0に戻す「UPDATE」も可能です）。
どちらの方向にバージョン変更する場合でも、citextのregexp_matches()関数を使った全てのビューやルールを削除して再作成する必要があることに注意してください。
     

	HOT更新後の遅延排他制約の誤った検査を修正しました。
(Tom Lane)
     
遅延排他制約に違反する可能性のある新しい行が同じトランザクションで後でHOT更新された（インデックスが付かない列の更新でその行が同テーブルページ内に格納できた）場合、後に削除される行が、新たな行と当初に衝突していた場合でも、排他制約は最後に行われる検査で違反を報告することがありました。
     

	スタースキーマ風の問い合わせのプラン作成を修正しました。
(Tom Lane)
     
大きなテーブルの効率的なスキャンでは時に、二つ以上の他テーブル（一般にはディメンションテーブル、それらのキーは大きいファクトテーブルでインデックス付けが必要）から供されるインデックスパラメータが要求されます。
プランナはこのようなプランを探せなければいけませんが、過度に制限的な検索ヒューリスティックがこれを妨げていました。
     

	他の外部結合に対する anti-join (NOT EXISTS 結合) の不適切な配置換えを防止しました。
(Tom Lane)
     
プランナのこの誤りにより「could not find RelOptInfo for given relids」エラーが見られましたが、しかし時には誤ったクエリプランが一貫性チェックを通過して、黙って誤ったクエリ出力が生じることがあると考えられます。
     

	外部結合プランノードでの部分式の誤ったマッチングを修正しました。
(Tom Lane)
     
これまでは、字面として同一の非STRICTの部分式が外部結合の上位と下位の両方で使われているとき、プランナが結合の下位で計算した値を再利用しようとすることがありましたが、エグゼキュータは外側の行にマッチしない場合は値をNULLに強制するはずなので、これは正しくありません。
     

	結合順序のヒューリスティックが失敗した場合に対応できるようにGEQOプランナを修正しました。
(Tom Lane)
     
この誤りがLATERALを含む問い合わせでエラー「failed to join all relations together」（全てのリレーションを一緒に結合するのに失敗しました）を導くのが見かけられ、また、そのほかの場合でも起きるようです。
     

	max_prepared_transactionsが小さすぎるとき、PostgreSQL起動時にデッドロックの可能性があり、修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	タイムライン切り替え後、使えない事前割り当てされたWALファイルをアーカイブしないようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     

	クラッシュ後に再帰的にfsync()を行うようにしました。
(Abhijit Menon-Sen, Robert Haas)
     
これにより別のクラッシュがすぐ後に生じた場合でも一貫性を確実にします（問題となるのは二番目のクラッシュが単なるデータベースクラッシュではなくシステムレベルのクラッシュである場合です）。
     

	SIGTERMシグナルを受け取った後にエラーが起きた場合に、autovacuumランチャープロセスがシャットダウンに失敗する可能性があったのを修正しました。
(Álvaro Herrera)
     

	LockBufferForCleanup()で予期せぬシグナルに対応するようにしました。
(Andres Freund)
     
この誤りは「multiple backends attempting to wait for pincount 1」（複数バックエンドがピンカウント1を待とうとしています）という偽性のエラーをひき起こすことがあります。
     

	行全体の参照を含むチェック制約の付いたテーブルに対するCOPY IN実行時のクラッシュを修正しました。
(Tom Lane)
     
知られている失敗ケースでは9.4以上のみクラッシュしますが、非常に似たコードが9.3と9.2にあるので、これらのバージョン系列も同様に修正します。
     

	read-only であるトランザクションのコミットにおいては、当該のユーザに限り、WALフラッシュや同期レプリケーションを待たないようにしました。
(Andres Freund)
     
これまでは、HOTページ掃除のためにWALを書くトランザクションのコミットにて遅延がおきる可能性があり、全スタンバイがダウンしている場合には、セッションが開始時に固まってしまうなどの望ましくない結果に至りました。
同期レプリケーションのときのキャッチアップ割り込み処理でもセッションが固まることがありました。
本修正はこれらの問題を解消します。
     

	一時テーブル上のハッシュインデックスを操作するときに生じるクラッシュを修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	他プロセスが同時にインデックスを変更している場合、ハッシュインデックスのバケツ分割に失敗する可能性があり、修正しました。
(Tom Lane)
     

	インデックス式のANALYZE中に割り込みを検査するようにしました。
(Jeff Janes)
     
ANALYZEではインデックスの式を何度も実行します。
こういった式の中に遅い関数があった場合、ANALYZEをループが終わる前にキャンセルできることが望まれます。
     

	SELECT FOR UPDATE、UPDATE、または、DELETEでの行ロック後にREAD COMMITTED再チェックが生じたときに、外部テーブルのtableoidが確実に正しく報告されるようにしました。
(Etsuro Fujita)
     

	外部サーバユーザマッピングのオブジェクト説明文字列にターゲットサーバ名を追加しました。
(Álvaro Herrera)
     

	符号化方式変換むけのオブジェクト識別文字列にスキーマ名を含めました。
(Álvaro Herrera)
     

	Kerberos/GSSAPI/SSPI認証を使うとき、include_realmを1に設定することを推奨します。
(Stephen Frost)
     
これが無いと、他レルムからの同名ユーザが区別できません。
当面はドキュメント変更のみですが、これはPostgreSQL™ 9.5でデフォルト設定になります。
     

	IPv4のpg_hba.conf項目をIPv4-in-IPv6アドレスと照合する実装を除去しました。
(Tom Lane)
     
この実装は2003年にその時の一部のLinuxカーネルでIPv4-in-IPv6アドレスを持ちながらIPv4接続を報告するというレポートに応えて追加されました。
しかしながら、このロジックは9.0で図らずも壊れていました。
それ以来、どこにも苦情が無いことは、それがもう必要でないことを示しています。
現在、壊れた実装が一部システムでクラッシュをひき起こすという報告がされているので、これを修正するのでなく、単に除去します
（私たちが修正することを選んだなら、それは IPv4のpg_hba.conf項目の現在の意味に対する、微妙で潜在的にセキュリティ影響のある変更に向かい、これはマイナーリリースで行うこととして良いことではありません）。
     

	レプリケーションコマンドIDENTIFY_SYSTEMでWAL挿入でなくWALフラッシュ位置を報告するようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     
これによりpg_receivexlogの起動失敗の可能性を回避します。
     

	Windows でサービスシャットダウンするときに、サービスが早くに強制終了されてしまうのを防ぐために、サービスコントロールマネージャに周期的に状態更新を送るようにしました。
また、pg_ctlが確実にシャットダウンを待つようにしました。
(Krystian Bigaj)
     

	libpqのノンブロッキングモードを使うとき、ネットワークデッドロックの危険性を軽減しました。
(Heikki Linnakangas)
     
大きいデータを送るとき、サーバが出力をブロックするほどの応答データを送ってくる場合には、時々に入力バッファが捌けることが重要です
（典型的なシナリオは、サーバがCOPY FROM STDINの実行中に連続して NOTICE メッセージを送ってくる場合です）。
このとき、通常のブロッキングモードなら適切に動作しますが、ノンブロッキングモードの場合はそうではありません。
私たちはlibpqを日和見的に可能なときに入力を排出するように修正しましたが、この問題に対する完全な対策にはアプリケーションの協力が必要です。
アプリケーションは write-ready 状態だけでなく、read-ready に気を付けなければならず、read-ready に応じて確実にPQconsumeInput()を呼ばなければいけません。
     

	libpqにおけるURI接続文字列の空値の構文解析誤りを修正しました。
(Thomas Fanghaenel)
     

	ecpgで配列の扱いが修正されました。
(Michael Meskes)
     

	\connectの最初の引数として、URIと接続文字列を正常に扱えるようにpsqlを修正しました。
(David Fetter, Andrew Dunstan, Álvaro Herrera)
     
この構文は（ドキュメント化されていませんが）永らく受け入れられてきました。
しかし、これまで一部パラメータにて与えられた文字列でなく以前の接続から取得されることがあり、これは望ましくない動作であると合意されています。
     

	一部のプラットフォームでpsqlから終了時に~/.psql_historyを書くのに失敗したという間違ったエラーメッセージがでるのを抑止しました。
(Tom Lane)
     
この誤動作はとても古いバージョン（2006年より前）のlibeditのバグを回避するために引き起こされました。
私たちはその回避策を取り除くことで修正しました。
このことで古いバージョンのlibeditを使っている場合、同様の障害を引き起こします。
ライブラリをアップグレードするかlibreadlineを使うことを推奨します。
     

	pg_dumpのシステム提供されたダンプ不要のキャストを判断する規則を修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_dumpで、-Fd と一緒に指定された場合に -Z 圧縮レベル オプションを尊重するように修正しました。
(Michael Paquier)
     

	pg_dumpを、ダンプ順序の選択で、拡張モジュールの設定テーブル間の外部キー関係を考慮するようにしました。
(Gilles Darold, Michael Paquier, Stephen Frost)
     
この誤りで、外部キー制約が一時的に違反になるために再ロードできないダンプを作ってしまう可能性がありました。
     

	同時実行セッションで一時的な関数の作成と削除をしている場合にpg_dumpが失敗する可能性があり、防止しました。
(Tom Lane)
     

	VALUES (...) だけであるけれどカラム別名を持つビューのダンプについて修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_upgradeで、新たなクラスタのタイムラインを強制的に1にするようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この変更は、WALヒストリファイルが無いという誤ったエラーによるアップグレード失敗を防ぎます。
     

	pg_upgradeで、不適切な接続不能データベースが無いか処理前に検査するようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、生成されるdelete_old_clusterスクリプトの中でディレクトリパスを適切にクオートするようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、データベースレベルの凍結情報を適切に保持するようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この誤りはpostgresデータベースとtemplate1データベースのテーブルに対してclogファイルが無いというエラーを引き起こす可能性がありました。
     

	Administratorで実行しても失敗しないように、Windows上でpg_upgradeとpg_resetxlogを制限された権限で実行するようにしました。
(Muhammad Asif Naeem)
     

	initdbとpg_basebackupでディレクトリを読み取るときに、readdir()が失敗した場合の扱いを改善しました。
(Marco Nenciarini)
     

	contrib/intarrayで遅いソートアルゴリズムを修正しました。
(Tom Lane)
     

	Sparc V8 マシンでのコンパイル失敗を修正しました。
(Rob Rowan)
     

	OS X での一部のビルド警告を黙らせました。
(Tom Lane)
     

	タイムゾーンデータファイルが、エジプト、モンゴル、パレスチナにおける夏時間規則の変更、カナダ、チリの歴史的変更、America/Adak の時間帯省略形の改定（HAST/HADT でなく HST/HDT となる）が含まれるtzdata release 2015d に更新されました。
     





さらに深く知るには



次に示す資料は、さらに詳しい遺伝的アルゴリズムに関する情報が記載されています。

   
	            The Hitch-Hiker's Guide to Evolutionary Computation, (FAQ for news://comp.ai.genetic)
     

	            Evolutionary Computation and its application to art and design、
      Craig Reynoldsによるもの
     

	      [elma04]
     

	      [fong]
     




  


名前
ALTER EXTENSION — 拡張の定義を変更する
  

概要
ALTER EXTENSION name UPDATE [ TO new_version ]
ALTER EXTENSION name SET SCHEMA new_schema
ALTER EXTENSION name ADD member_object
ALTER EXTENSION name DROP member_object

ここでmember_objectは以下の通りです。

  AGGREGATE aggregate_name ( aggregate_signature ) |
  CAST (source_type AS target_type) |
  COLLATION object_name |
  CONVERSION object_name |
  DOMAIN object_name |
  EVENT TRIGGER object_name |
  FOREIGN DATA WRAPPER object_name |
  FOREIGN TABLE object_name |
  FUNCTION function_name ( [ [ argmode ] [ argname ] argtype [, ...] ] ) |
  MATERIALIZED VIEW object_name |
  OPERATOR operator_name (left_type, right_type) |
  OPERATOR CLASS object_name USING index_method |
  OPERATOR FAMILY object_name USING index_method |
  [ PROCEDURAL ] LANGUAGE object_name |
  SCHEMA object_name |
  SEQUENCE object_name |
  SERVER object_name |
  TABLE object_name |
  TEXT SEARCH CONFIGURATION object_name |
  TEXT SEARCH DICTIONARY object_name |
  TEXT SEARCH PARSER object_name |
  TEXT SEARCH TEMPLATE object_name |
  TRANSFORM FOR type_name LANGUAGE lang_name |
  TYPE object_name |
  VIEW object_name

またaggregate_signatureは以下の通りです。

* |
[ argmode ] [ argname ] argtype [ , ... ] |
[ [ argmode ] [ argname ] argtype [ , ... ] ] ORDER BY [ argmode ] [ argname ] argtype [ , ... ]

説明
ALTER EXTENSIONはインストールされた拡張の定義を変更します。
複数の副構文があります。

   
	UPDATE
	この構文は拡張を新しいバージョンに更新します。
拡張は、現在インストールされているバージョンから要求するバージョンに変更することができる、適切な更新スクリプト（またはスクリプト群）を提供しなければなりません。
     

	SET SCHEMA
	この構文は拡張のオブジェクトを別のスキーマに移動します。
このコマンドを成功させるためには、拡張は再配置可能でなければなりません。
     

	ADD member_object
	この構文は既存のオブジェクトを拡張に追加します。
これは主に拡張の更新スクリプトで有用です。
オブジェクトはその後拡張のメンバとして扱われます。
特に、オブジェクトの削除は拡張の削除によってのみ可能です。
     

	DROP member_object
	この構文は拡張からメンバオブジェクトを削除します。
これは主に拡張の更新スクリプトで有用です。
オブジェクトは削除されません。拡張との関連がなくなるだけです。
     





これらの操作の詳細については「関連するオブジェクトを拡張としてパッケージ化」を参照してください。
  
ALTER EXTENSIONを使用するためには拡張の所有者でなければなりません。
ADD/DROP構文では追加されるオブジェクトまたは削除されるオブジェクトの所有者でもなければなりません。
  

パラメータ
   
	name
	インストールされた拡張の名前です。
      

	new_version
	更新したい新しい拡張のバージョンです。
これは識別子または文字列リテラルのいずれかで記述することができます。
指定がない場合、ALTER EXTENSION UPDATEは拡張の制御ファイル内でデフォルトバージョンとして示されるものへの更新を試行します。
      

	new_schema
	拡張の新しいスキーマです。
      

	object_name, aggregate_name, function_name, operator_name
	拡張に追加する、または、拡張から削除するオブジェクトの名前です。
テーブル、集約、ドメイン、外部テーブル、関数、演算子、演算子クラス、演算子族、シーケンス、全文検索オブジェクト、型、ビューの名前はスキーマ修飾可能です。
      

	source_type
	キャストの変換元データ型の名前です。
      

	target_type
	キャストの変換先データ型の名前です。
      

	argmode
	関数または集約の引数のモードでIN、OUT、INOUT、VARIADICのいずれかです。
省略時のデフォルトはINです。
関数を識別するためには入力引数だけが必要ですので、実際のところALTER EXTENSIONはOUT引数を考慮しないことに注意してください。

このためIN、INOUTおよびVARIADIC引数を列挙するだけで十分です。
      

	argname
	関数または集約の引数の名前です。
関数を識別するためには入力引数だけが必要ですので、実際のところALTER EXTENSIONは引数名を考慮しないことに注意してください。
      

	argtype
	関数または集約の引数のデータ型です。
      

	left_type, right_type
	演算子の引数のデータ型（スキーマ修飾可）です
前置または後置演算子における存在しない引数にはNONEと記述してください。
      

	PROCEDURAL
	これは無意味な単語です。
      

	type_name
	変換のデータ型の名前です。
      

	lang_name
	変換の言語の名前です。
      




  

例
hstore拡張をバージョン2.0に更新します。

ALTER EXTENSION hstore UPDATE TO '2.0';

  
hstore拡張のスキーマをutilsに変更します。

ALTER EXTENSION hstore SET SCHEMA utils;

  
hstore拡張に既存の関数を追加します。

ALTER EXTENSION hstore ADD FUNCTION populate_record(anyelement, hstore);

互換性
ALTER EXTENSIONはPostgreSQL™の拡張です。
  

関連項目
CREATE EXTENSION(7), DROP EXTENSION(7)

リリース7.4.1



リリース日
2003-12-22

このリリースは7.4の様々な不具合を修正したものです。
7.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース7.4」を参照してください。
  
7.4.1バージョンへの移行



7.4 からの移行の場合は ダンプ/リストアは必要ありません。
   
情報スキーマ内の修正をインストールする場合は、データベース内にリロードする必要があります。
これは、initdbを実行して新しいクラスタを初期化すること、もしくは、新しいリリースをインストールした後に、スーパーユーザとしてpsqlを使用して各データベースで以下の一連のSQLコマンドを実行することで行なうことができます。

DROP SCHEMA information_schema CASCADE;
\i /usr/local/pgsql/share/information_schema.sql

2つ目のコマンド内のパスはインストレーションに合わせてください。
   

変更点



	Fixed bug in CREATE SCHEMA parsing in ECPG (Michael)

	Fix compile error when --enable-thread-safety and --with-perl are used together (Peter)

	Fix for subqueries that used hash joins (Tom)
構造体の不適切な共有のため、特定のハッシュ結合を使用する副問い合わせがクラッシュしました。

	Fix free space map compaction bug (Tom)
これは、空き領域マップの圧縮によってデータベースサーバの停止が発生する不具合の修正です。

	Fix for Borland compiler build of libpq (Bruce)

	Fix netmask() and hostmask() to return the maximum-length masklen (Tom)
7.4より前のリリースと一貫性を持つ値を返すように関数を修正しました。

	Several contrib/pg_autovacuum fixes
この修正には、不適切な変数の初期化、TRUNCATE後のvacuumの抜け、vacuum期間の計算のオーバーフローを含んでいます。

	Allow compile of contrib/cube under Cygwin (Jason Tishler)

	Fix Solaris use of password file when no passwords are defined (Tom)
Solarisにおいてパスワードが定義されていない場合に何らかのパスワード認証を行なうとクラッシュする点を修正しました。

	JDBC fix for thread problems, other fixes

	Fix for bytea index lookups (Joe)

	Fix information schema for bit data types (Peter)

	Force zero_damaged_pages to be on during recovery from WAL

	Prevent some obscure cases of 「variable not in subplan target lists」

	Make PQescapeBytea and byteaout consistent with each other (Joe)

	Escape bytea output for bytes > 0x7e(Joe)
異なるクライアント符号化方式がbyteaの入出力に使用された場合、符号化方式の違いによりbytea値が破壊される可能性がありました。
この修正では、影響を受ける可能性があるバイトを全てエスケープしました。

	Added missing SPI_finish() calls to dblink's get_tuple_of_interest() (Joe)

	New Czech FAQ

	Fix information schema view constraint_column_usage for foreign keys (Peter)

	ECPG fixes (Michael)

	Fix bug with multiple IN subqueries and joins in the subqueries (Tom)

	Allow COUNT('x') to work (Tom)

	Install ECPG include files for Informix compatibility into separate directory (Peter)
Informix互換用のECPGヘッダファイルの名前の一部がオペレーティングシステムのヘッダファイルと競合しました。
独自のディレクトリにインストールすることで、名前の競合が防止されました。

	Fix SSL memory leak (Neil)
このリリースは、7.4における、SSLが割り当てたメモリを全て解放しない不具合を修正しました。

	Prevent pg_service.conf from using service name as default dbname (Bruce)

	Fix local ident authentication on FreeBSD (Tom)





INSERT、UPDATE、DELETEについてのルール



INSERT、UPDATE、DELETEに定義するルールは前節で解説したビューのルールとはまったく異なります。
第一点として、これらのCREATE RULEコマンドでは以下を行うことができます。

    
	アクションがないルールも可能です。
        

	複数のアクションを持てます。
        

	INSTEADもしくはALSO（デフォルト）を取ることができます。
        

	疑似リレーションNEWとOLDが役立つようになります。
        

	ルール条件を持たせることができます。
        





第二点として、その場で問い合わせツリーを変更しません。
その代わりに新規の0個以上の問い合わせツリーを生成して、オリジナルを破棄することができます。
注意
多くの場合、INSERT/UPDATE/DELETEにおけるルールによって実行できるタスクは、トリガーで実行した方が良いでしょう。
トリガーは概念としては少し複雑ですが、意味を理解するにはとても単純です。
元の問い合わせにvolatile関数を含む場合、ルールは驚かせる結果を返すことがよくあります。（volatile関数はルールを遂行する過程で予期していた回数よりより多く実行されてしまうかもしれません）

 
また、これらのタイプのルールが全くサポートしない場合もあります。
特にWITH句を元の問い合わせに含む場合とUPDATE問い合わせのSETリストの中で複数列に代入するサブSELECTの場合です。
これはルール問い合わせにこれらの構造を複製すると副問い合わせを複数回評価し、問い合わせの作者が表現したかった意図と異なる結果となるためです。
 

更新ルールの動作





CREATE [ OR REPLACE ] RULE name AS ON event
    TO table [ WHERE condition ]
    DO [ ALSO | INSTEAD ] { NOTHING | command | ( command ; command ... ) }


上記の構文を覚えておいてください。
以下では、更新ルールはINSERT、UPDATE、DELETEに定義されたルールを意味します。
更新ルールは、問い合わせツリーの結果リレーションとコマンド種類がCREATE RULEで与えられるオブジェクトとイベントと等しい場合にルールシステムによって適用されます。
更新ルールに対してルールシステムは問い合わせツリーのリストを生成します。
最初は問い合わせツリーリストは空です。
0（NOTHINGキーワード）、1つまたは複数のアクションが有効です。
簡単にするため、ここでは1つのアクションのルールを取り上げます。
このルールは条件を持っていても持っていなくても構いませんし、またINSTEADかALSO（デフォルト）のいずれかを取ることができます。
ルール条件とはどんなものでしょうか。
それはルールのアクションを行わなければならない時と、行ってはならない時を指定する条件です。
基本的に（特別な意味合いを持った）オブジェクトとして与えられるリレーションであるNEW疑似リレーションかOLD疑似リレーション、または、その両者のみをこの条件は参照することができます。
1アクションのルールに対し、以下の問い合わせツリーを生成する3つの場合があります。

    
	ALSOまたはINSTEADで条件がない場合。
	元の問い合わせツリーの条件が追加された、ルールアクションからの問い合わせツリー
       

	条件付き、かつALSO
	ルール条件と元の問い合わせツリーの条件が追加された、ルールアクションからの問い合わせツリー
       

	条件付き、かつINSTEAD
	ルール条件と元の問い合わせツリーの条件が追加された、ルールアクションからの問い合わせツリーとルール条件の否定条件が追加された元の問い合わせツリー
       





最後に、もしルールがALSOの場合、変更されていない元の問い合わせツリーがリストに付け加えられます。
条件付きのINSTEADルールのみが既に元の構文解析ツリーに追加をしているので、最後は1つのアクションを持つルールに対して1つもしくは2つの問い合わせツリーにたどり着きます。
 
ON INSERTルールでは、元の問い合わせは、（INSTEADにより止められていない限り）ルールによって追加されたアクションの前に実行されます。
これにより、アクションは挿入された行（複数可）を参照することができます。
しかし、ON UPDATEとON DELETEルールでは、元の問い合わせはルールによって追加されたアクションの後に実行されます。
これは、アクションが更新される予定の、または削除される予定の行を参照できることを保証します。
さもないと、条件に一致する行を見つけることができないためにアクションが作動しなくなる可能性が起こります。
ルールアクションで生成された問い合わせツリーは、再度書き換えシステムに渡され、より多くのルールの適用を受けてより多くのもしくは少ない問い合わせツリーになるかもしれません。
ですから、ルールのアクションはルール自身とは異なるコマンド種類か、異なる結果リレーションを持っていなければなりません。
さもないと、この再帰的処理により無限ループに陥ってしまいます。
(ルールの再帰展開は検知され、エラーとして報告されます。)
pg_rewriteシステムカタログのアクションにある問い合わせツリーは単なるテンプレートです。
これらはNEWとOLDに対する範囲テーブルの項目を参照することができるため、使用される前に何らかの置換措置がとられていなければなりません。
NEWを参照する全てに対し、元の問い合わせの目的リストは対応する項目があるかどうか検索されます。
項目が見つかった場合には、その項目式が参照を置き換えます。
項目がなかった場合、NEWはOLDと同じ意味になる（UPDATEの場合）か、NULLによって置き換えられます（INSERTの場合）。
OLDに対する参照は全て結果リレーションである範囲テーブルの項目への参照に置き換えられます。
更新ルールの適用が終わると、システムはそこで作られた構文解析ツリーにビュールールを適用します。
ビューは、新しい更新アクションを挿入できないため、ビュー書き換えの結果に更新ルールを適用する必要はありません。
最初のルール、ステップバイステップ



shoelace_dataリレーションのsl_avail列の変化を追跡してみたいと思います。
そこでログ用テーブルと、shoelace_dataに対して行われるUPDATEをログに記録するルールを用意しました。


CREATE TABLE shoelace_log (
    sl_name    text,          -- 変更された靴紐
    sl_avail   integer,       -- 新しい現在値
    log_who    text,          -- 誰が行ったか
    log_when   timestamp      -- いつ行ったか
);

CREATE RULE log_shoelace AS ON UPDATE TO shoelace_data
    WHERE NEW.sl_avail <> OLD.sl_avail
    DO INSERT INTO shoelace_log VALUES (
                                    NEW.sl_name,
                                    NEW.sl_avail,
                                    current_user,
                                    current_timestamp
                                );
ここで誰かが以下を実行します。


UPDATE shoelace_data SET sl_avail = 6 WHERE sl_name = 'sl7';


ログテーブルを見てみましょう。


SELECT * FROM shoelace_log;

 sl_name | sl_avail | log_who | log_when                        
---------+----------+---------+----------------------------------
 sl7     |        6 | Al      | Tue Oct 20 16:14:45 1998 MET DST
(1 row)

   
思った通りの結果が出ました。
以下に裏で何が起こったのかを説明します。
パーサがまず以下の構文解析ツリーを生成しました。


UPDATE shoelace_data SET sl_avail = 6
  FROM shoelace_data shoelace_data
 WHERE shoelace_data.sl_name = 'sl7';


以下のルール条件式


NEW.sl_avail <> OLD.sl_avail


および、以下のアクションを持つON UPDATEのlog_shoelaceルールがあります。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       new.sl_name, new.sl_avail,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data new, shoelace_data old;


（通常、INSERT ... VALUES ... FROMを書くことはできないのでちょっと奇妙に見えるかもしれません。
ここのFROM句は単にnewとoldの問い合わせツリーの範囲テーブル項目があることを示しているだけです。
これらは、INSERTコマンドの問い合わせツリー中の変数から参照されるために必要なのです。）
このルールは条件付きのALSOルールですので、ルールシステムは変更されたルールアクションと元の問い合わせツリーという2つの問い合わせツリーを返さなければなりません。
第1の段階で元の問い合わせの範囲テーブルはルールアクション問い合わせツリーに取り込まれます。
そして、次の結果を生みます。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       new.sl_name, new.sl_avail,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data new, shoelace_data old,
       shoelace_data shoelace_data;


第2段階で、以下のようにルール条件が付け加えられます。
これにより、この結果集合はsl_availが変更した行に限定されます。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       new.sl_name, new.sl_avail,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data new, shoelace_data old,
       shoelace_data shoelace_data
 WHERE new.sl_avail <> old.sl_avail;


（INSERT ... VALUESはWHERE句を持たないため、これはさらに奇妙です。
しかし、プランナとエクゼキュータには問題はありません。
これらはどのみちINSERT ... SELECTのために同じ機能をサポートしなければなりません。）
   
第3段階で、以下のように元の問い合わせツリーの条件が付け加えられ、結果集合は元の問い合わせで変更された行のみにさらに限定されます。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       new.sl_name, new.sl_avail,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data new, shoelace_data old,
       shoelace_data shoelace_data
 WHERE new.sl_avail <> old.sl_avail
   AND shoelace_data.sl_name = 'sl7';

   
第4段階では、以下のように元の問い合わせツリーの目的リスト項目、または結果リレーションの該当する変数参照で、NEWの参照を置換します。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       shoelace_data.sl_name, 6,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data new, shoelace_data old,
       shoelace_data shoelace_data
 WHERE 6 <> old.sl_avail
   AND shoelace_data.sl_name = 'sl7';


   
第5段階は、以下のようにOLD参照を結果リレーション参照に置き換えます。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       shoelace_data.sl_name, 6,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data new, shoelace_data old,
       shoelace_data shoelace_data
 WHERE 6 <> shoelace_data.sl_avail
   AND shoelace_data.sl_name = 'sl7';

   
これで終わりです。このルールはALSOのため、元の問い合わせツリーも出力します。
まとめると、ルールシステムからの出力は以下の文に対応する2つの問い合わせツリーのリストです。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       shoelace_data.sl_name, 6,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data
 WHERE 6 <> shoelace_data.sl_avail
   AND shoelace_data.sl_name = 'sl7';

UPDATE shoelace_data SET sl_avail = 6
 WHERE sl_name = 'sl7';


この2つは順番通りに処理され、正確にルールが定義した通りです。
   
元の問い合わせが例えば下記のような場合に、置換と追加された条件は、ログには何も書かれないことを確実にします。


UPDATE shoelace_data SET sl_color = 'green'
 WHERE sl_name = 'sl7';


この場合、元の問い合わせツリーの目的リストにはsl_availの項目がありませんので、NEW.sl_availがshoelace_data.sl_availに置き換えられます。
その結果、このルールによって以下のような特別の問い合わせが生成されます。


INSERT INTO shoelace_log VALUES (
       shoelace_data.sl_name, shoelace_data.sl_avail,
       current_user, current_timestamp )
  FROM shoelace_data
 WHERE shoelace_data.sl_avail <> shoelace_data.sl_avail
   AND shoelace_data.sl_name = 'sl7';


そしてこの条件は決して真にはなりません。
   
もし元の問い合わせが複数の行を変更してもうまくいきます。
ですから、誰かが下記のようなコマンドを実行したとします。


UPDATE shoelace_data SET sl_avail = 0
 WHERE sl_color = 'black';


この場合、実際には4行が更新されます（sl1、sl2、sl3およびsl4）。
しかしsl3は既にsl_avail = 0を持っています。
この場合、元の問い合わせツリーの条件を満たさず、その結果、以下のような特別の問い合わせツリーがルールによって生成されます。


INSERT INTO shoelace_log
SELECT shoelace_data.sl_name, 0,
       current_user, current_timestamp
  FROM shoelace_data
 WHERE 0 <> shoelace_data.sl_avail
   AND shoelace_data.sl_color = 'black';


この構文解析ツリーは確実に3つの新しいログ項目を挿入します。
これはまったく正しい動作です
[訳注：sl3行はWHERE 0 != shoelace_data.sl_avail条件を満たさない（0!=0）ので、実際に更新される4行-1の3行分のログ項目が挿入されます]。
ここで元の構文解析ツリーが最後に実行されるということが重要な理由がわかります。
もしUPDATEが先に実行されたとしたら、全ての行は0にセットされ、0 <> shoelace_data.sl_availである行をログ書き込み時のINSERTの段階で見つけられなくなります。


ビューとの協調



誰かがビューに対してINSERT、UPDATE、DELETEを発行するといった、前述の可能性からビューリレーションを保護する簡単な方法は、それらの構文解析ツリーを破棄してしまうことです。
このために以下のルールを作ることができます。


CREATE RULE shoe_ins_protect AS ON INSERT TO shoe
    DO INSTEAD NOTHING;
CREATE RULE shoe_upd_protect AS ON UPDATE TO shoe
    DO INSTEAD NOTHING;
CREATE RULE shoe_del_protect AS ON DELETE TO shoe
    DO INSTEAD NOTHING;


誰かがshoeビューリレーションに上記の操作を行おうとすると、ルールシステムはルールを適用します。
ルールにはアクションがなく、かつ、INSTEADですから、結果の問い合わせツリーリストは空になります。
ルールシステムの処理が完了した後に最適化されるものや実行されるべきものが何も残っていませんので、問い合わせ全体が無効になります。
より洗練されたルールシステムの使用方法は、実テーブルに適当な操作を行う問い合わせツリーへの書き換えを行うルールを作ることです。
shoelaceビューにこれを適用するために以下のルールを作ります。


CREATE RULE shoelace_ins AS ON INSERT TO shoelace
    DO INSTEAD
    INSERT INTO shoelace_data VALUES (
           NEW.sl_name,
           NEW.sl_avail,
           NEW.sl_color,
           NEW.sl_len,
           NEW.sl_unit
    );

CREATE RULE shoelace_upd AS ON UPDATE TO shoelace
    DO INSTEAD
    UPDATE shoelace_data
       SET sl_name = NEW.sl_name,
           sl_avail = NEW.sl_avail,
           sl_color = NEW.sl_color,
           sl_len = NEW.sl_len,
           sl_unit = NEW.sl_unit
     WHERE sl_name = OLD.sl_name;

CREATE RULE shoelace_del AS ON DELETE TO shoelace
    DO INSTEAD
    DELETE FROM shoelace_data
     WHERE sl_name = OLD.sl_name;

   
このビュー上でRETURNING問い合わせをサポートしたい場合、ビューの行を計算するRETURNING句を含むルールを作成しなければなりません。
これは通常、単一テーブルに対するビューでは非常に簡単ですが、shoelaceのような結合されたビューの場合は多少やっかいです。
挿入する場合を例として以下に示します。


CREATE RULE shoelace_ins AS ON INSERT TO shoelace
    DO INSTEAD
    INSERT INTO shoelace_data VALUES (
           NEW.sl_name,
           NEW.sl_avail,
           NEW.sl_color,
           NEW.sl_len,
           NEW.sl_unit
    )
    RETURNING
           shoelace_data.*,
           (SELECT shoelace_data.sl_len * u.un_fact
            FROM unit u WHERE shoelace_data.sl_unit = u.un_name);


この1つのルールが、ビューに対するINSERT問い合わせとINSERT RETURNING問い合わせルールをサポートすることに注意してください。
INSERTではRETURNING句が無視されるだけです。
   
ここで店には不定期に靴紐のケースが分厚い送り状とともに届けられると仮定します。
しかし、毎回毎回手作業でshoelaceビューを更新したくはありません。
代わりに、送り状から品目を挿入するテーブルと特殊な仕掛けを持つテーブルの2つの小さなテーブルを用意します。
以下はそれらを作成するコマンドです。


CREATE TABLE shoelace_arrive (
    arr_name    text,
    arr_quant   integer
);

CREATE TABLE shoelace_ok (
    ok_name     text,
    ok_quant    integer
);

CREATE RULE shoelace_ok_ins AS ON INSERT TO shoelace_ok
    DO INSTEAD
    UPDATE shoelace
       SET sl_avail = sl_avail + NEW.ok_quant
     WHERE sl_name = NEW.ok_name;


これで、送り状のデータをshoelace_arriveテーブルに投入することができます。


SELECT * FROM shoelace_arrive;

 arr_name | arr_quant
----------+-----------
 sl3      |        10
 sl6      |        20
 sl8      |        20
(3 rows)


そして現在のデータをチェックします。


SELECT * FROM shoelace;

 sl_name  | sl_avail | sl_color | sl_len | sl_unit | sl_len_cm
----------+----------+----------+--------+---------+-----------
 sl1      |        5 | black    |     80 | cm      |        80
 sl2      |        6 | black    |    100 | cm      |       100
 sl7      |        6 | brown    |     60 | cm      |        60
 sl3      |        0 | black    |     35 | inch    |      88.9
 sl4      |        8 | black    |     40 | inch    |     101.6
 sl8      |        1 | brown    |     40 | inch    |     101.6
 sl5      |        4 | brown    |      1 | m       |       100
 sl6      |        0 | brown    |    0.9 | m       |        90
(8 rows)


さて、届いた靴紐を移動します。


INSERT INTO shoelace_ok SELECT * FROM shoelace_arrive;


そして結果を確認します。


SELECT * FROM shoelace ORDER BY sl_name;

 sl_name  | sl_avail | sl_color | sl_len | sl_unit | sl_len_cm
----------+----------+----------+--------+---------+-----------
 sl1      |        5 | black    |     80 | cm      |        80
 sl2      |        6 | black    |    100 | cm      |       100
 sl7      |        6 | brown    |     60 | cm      |        60
 sl4      |        8 | black    |     40 | inch    |     101.6
 sl3      |       10 | black    |     35 | inch    |      88.9
 sl8      |       21 | brown    |     40 | inch    |     101.6
 sl5      |        4 | brown    |      1 | m       |       100
 sl6      |       20 | brown    |    0.9 | m       |        90
(8 rows)

SELECT * FROM shoelace_log;

 sl_name | sl_avail | log_who| log_when                        
---------+----------+--------+----------------------------------
 sl7     |        6 | Al     | Tue Oct 20 19:14:45 1998 MET DST
 sl3     |       10 | Al     | Tue Oct 20 19:25:16 1998 MET DST
 sl6     |       20 | Al     | Tue Oct 20 19:25:16 1998 MET DST
 sl8     |       21 | Al     | Tue Oct 20 19:25:16 1998 MET DST
(4 rows)

   
1つのINSERT ... SELECTからこの結果になるには、長い道のりがあります。
本章での問い合わせツリーの変形に関する説明はこれが最後です。
まず、以下のようなパーサの出力があります。


INSERT INTO shoelace_ok
SELECT shoelace_arrive.arr_name, shoelace_arrive.arr_quant
  FROM shoelace_arrive shoelace_arrive, shoelace_ok shoelace_ok;


最初のshoelace_ok_insルールが適用され、結果は以下のようになります。


UPDATE shoelace
   SET sl_avail = shoelace.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant
  FROM shoelace_arrive shoelace_arrive, shoelace_ok shoelace_ok,
       shoelace_ok old, shoelace_ok new,
       shoelace shoelace
 WHERE shoelace.sl_name = shoelace_arrive.arr_name;


そして、shoelace_okに対する元のINSERTを破棄します。
この書き換えられた問い合わせは再びルールシステムに渡されて、2番目に適用されるshoelace_updルールは以下を生成します。


UPDATE shoelace_data
   SET sl_name = shoelace.sl_name,
       sl_avail = shoelace.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant,
       sl_color = shoelace.sl_color,
       sl_len = shoelace.sl_len,
       sl_unit = shoelace.sl_unit
  FROM shoelace_arrive shoelace_arrive, shoelace_ok shoelace_ok,
       shoelace_ok old, shoelace_ok new,
       shoelace shoelace, shoelace old,
       shoelace new, shoelace_data shoelace_data
 WHERE shoelace.sl_name = shoelace_arrive.arr_name
   AND shoelace_data.sl_name = shoelace.sl_name;


これは再びINSTEADルールですので、以前の問い合わせツリーは破棄されます。
この問い合わせはshoelaceビューを引き続き使用していることに注意してください。
しかし、この段階ではルールシステムは終了していないため、引き続き_RETURNルールが適用され、下記のようになります。


UPDATE shoelace_data
   SET sl_name = s.sl_name,
       sl_avail = s.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant,
       sl_color = s.sl_color,
       sl_len = s.sl_len,
       sl_unit = s.sl_unit
  FROM shoelace_arrive shoelace_arrive, shoelace_ok shoelace_ok,
       shoelace_ok old, shoelace_ok new,
       shoelace shoelace, shoelace old,
       shoelace new, shoelace_data shoelace_data,
       shoelace old, shoelace new,
       shoelace_data s, unit u
 WHERE s.sl_name = shoelace_arrive.arr_name
   AND shoelace_data.sl_name = s.sl_name;


最後に、log_shoelaceルールが適用され、以下のような特別な問い合わせツリーが生成されます。


INSERT INTO shoelace_log
SELECT s.sl_name,
       s.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant,
       current_user,
       current_timestamp
  FROM shoelace_arrive shoelace_arrive, shoelace_ok shoelace_ok,
       shoelace_ok old, shoelace_ok new,
       shoelace shoelace, shoelace old,
       shoelace new, shoelace_data shoelace_data,
       shoelace old, shoelace new,
       shoelace_data s, unit u,
       shoelace_data old, shoelace_data new
       shoelace_log shoelace_log
 WHERE s.sl_name = shoelace_arrive.arr_name
   AND shoelace_data.sl_name = s.sl_name
   AND (s.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant) <> s.sl_avail;


この後、ルールシステムはルールを使い切り、生成された問い合わせツリーを返します。
   
そして、以下のSQL文と等価となる2つの最終問い合わせツリーで終結します。


INSERT INTO shoelace_log
SELECT s.sl_name,
       s.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant,
       current_user,
       current_timestamp
  FROM shoelace_arrive shoelace_arrive, shoelace_data shoelace_data,
       shoelace_data s
 WHERE s.sl_name = shoelace_arrive.arr_name
   AND shoelace_data.sl_name = s.sl_name
   AND s.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant <> s.sl_avail;

UPDATE shoelace_data
   SET sl_avail = shoelace_data.sl_avail + shoelace_arrive.arr_quant
  FROM shoelace_arrive shoelace_arrive,
       shoelace_data shoelace_data,
       shoelace_data s
 WHERE s.sl_name = shoelace_arrive.sl_name
   AND shoelace_data.sl_name = s.sl_name;


結果は、1つのリレーションから来たデータが別のリレーションに挿入され、3つ目のリレーションの更新に変更され、4つ目の更新と5つ目への最終更新のログ記録に変更され、最終的に2つの問い合わせに縮小されます。
ちょっと見苦しい小さな事項があります。
でき上がった2つの問い合わせを見ると、1つに縮小されたはずのshoelace_dataリレーションが範囲テーブルに二度出てきます。
プランナは処理をしないので、INSERTのルールシステムの出力に対する実行計画は次のようになります。


Nested Loop
  ->  Merge Join
        ->  Seq Scan
              ->  Sort
                    ->  Seq Scan on s
        ->  Seq Scan
              ->  Sort
                    ->  Seq Scan on shoelace_arrive
  ->  Seq Scan on shoelace_data


一方、余計な範囲テーブル項目を省略することで、以下のようにログテーブルにまったく同じ項目が作られます。


Merge Join
  ->  Seq Scan
        ->  Sort
              ->  Seq Scan on s
  ->  Seq Scan
        ->  Sort
              ->  Seq Scan on shoelace_arrive


ですから、ルールシステムは、まったく必要のないshoelace_dataリレーションに対する余計なスキャンを一度行うことになります。
そしてUPDATEでも同様な不要なスキャンが再度実行されます。
しかしながら、これらを全て可能にするのは大変な仕事です。
最後にPostgreSQL™のルールシステムとその効力を示しましょう。
例えば、まったく売れそうもない靴紐をデータベースに追加してみます。


INSERT INTO shoelace VALUES ('sl9', 0, 'pink', 35.0, 'inch', 0.0);
INSERT INTO shoelace VALUES ('sl10', 1000, 'magenta', 40.0, 'inch', 0.0);


全ての靴に合わない色がshoelace項目にあるかどうかを検査するビューを作成したいと考えます。
ビューは以下のようになります。


CREATE VIEW shoelace_mismatch AS
    SELECT * FROM shoelace WHERE NOT EXISTS
        (SELECT shoename FROM shoe WHERE slcolor = sl_color);


この出力は以下のようになります。


SELECT * FROM shoelace_mismatch;

 sl_name | sl_avail | sl_color | sl_len | sl_unit | sl_len_cm
---------+----------+----------+--------+---------+-----------
 sl9     |        0 | pink     |     35 | inch    |      88.9
 sl10    |     1000 | magenta  |     40 | inch    |     101.6

   
ここで、合う靴がない靴紐のうち、在庫がないものをデータベースから削除するように設定してみます。
これはPostgreSQL™では困難な作業ですので、直接削除しません。
代わりに、以下のようにもう1つビューを作成します。


CREATE VIEW shoelace_can_delete AS
    SELECT * FROM shoelace_mismatch WHERE sl_avail = 0;


そして、以下を行います。


DELETE FROM shoelace WHERE EXISTS
    (SELECT * FROM shoelace_can_delete
             WHERE sl_name = shoelace.sl_name);


さあできました。


SELECT * FROM shoelace;

 sl_name | sl_avail | sl_color | sl_len | sl_unit | sl_len_cm
---------+----------+----------+--------+---------+-----------
 sl1     |        5 | black    |     80 | cm      |        80
 sl2     |        6 | black    |    100 | cm      |       100
 sl7     |        6 | brown    |     60 | cm      |        60
 sl4     |        8 | black    |     40 | inch    |     101.6
 sl3     |       10 | black    |     35 | inch    |      88.9
 sl8     |       21 | brown    |     40 | inch    |     101.6
 sl10    |     1000 | magenta  |     40 | inch    |     101.6
 sl5     |        4 | brown    |      1 | m       |       100
 sl6     |       20 | brown    |    0.9 | m       |        90
(9 rows)

   
合計4つのネスト/結合されたビューを副問い合わせの条件として持ち、その中の1つはビューを含む副問い合わせ条件を持ち、かつ演算を施されたビューの列が使われる場合の、ビューに対するDELETEが、実テーブルから要求されたデータを削除する単一の問い合わせツリーに書き換えられます。
このような構造が必要な状況は実社会ではほとんどないと思われます。
しかし、実際に動くことを確認できれば安心できます。


カーソル



問い合わせ全体を一度に実行するのではなく、カーソルを設定して、問い合わせをカプセル化し、問い合わせの結果を一度に数行ずつ読み取ることができます。
これを行う理由の1つは、結果内に多数の行がある場合のメモリの枯渇を防ぐことです。
（しかし、PL/pgSQLユーザは通常これを心配する必要はありません。
FORループは自動的にカーソルを内部的に使用してメモリの問題を防ぐからです。）
より興味深い使用方法として、呼び出し元が行を読み取ることをできるように、作成されたカーソルへの参照を返す方法があります。
これにより、関数から大量の行集合を返す際の効率が向上します。
   
カーソル変数の宣言



PL/pgSQLにおけるカーソルへのアクセスは全て、カーソル変数を経由します。
カーソル変数は、常に特殊なrefcursorデータ型です。
カーソル変数を作成する1つの方法は、単にrefcursor型の変数として宣言することです。
他の方法は、カーソル宣言構文を使用することです。
以下にその一般形を示します。

name [ [ NO ] SCROLL ] CURSOR [ ( arguments ) ] FOR query;

（Oracle™との互換性のため、FORはISに置き換えることができます。）
もしSCROLLを指定すれば、カーソルは逆方向に移動できます。
もしNO SCROLLを指定すれば、逆方向の行の取り出しはできません。
どちらも指定しない時、逆方向に取り出しできるかは問い合わせに依存します。
もしargumentsがあれば、name datatypeをカンマで区切ったリストで、与えられた問い合わせ内のパラメータ値として置換される名前を定義します。
その名前に実際に置換される値は、カーソルを開いた時点より後に指定されます。
    
以下に例を示します。

DECLARE
    curs1 refcursor;
    curs2 CURSOR FOR SELECT * FROM tenk1;
    curs3 CURSOR (key integer) FOR SELECT * FROM tenk1 WHERE unique1 = key;

これら3つの変数は全てrefcursorデータ型を持ちますが、最初のものは全ての問い合わせに使用でき、2番目には完全な問い合わせが既にバウンドされています（結び付けられています）。
また、最後のものには、パラメータ付きの問い合わせがバウンドされています
（keyはカーソルが開いた時に整数パラメータ値に置き換えられます）。
curs1変数は、特定の問い合わせに結び付けられていませんので、アンバウンドであると呼ばれます。
    

カーソルを開く



カーソルを使用して行を取り出す前に、開かれる必要があります。
（これはDECLARE CURSOR SQLコマンドの動作と同じです。）
PL/pgSQLには3種類のOPEN文があり、そのうちの2つはアンバウンドカーソル変数を使用し、残りの1つはバウンドカーソル変数を使用します。
    
注記
バウンドカーソル変数は「カーソル結果に対するループ」で説明されているFOR文で、明示的にカーソルを開かなくても使用することができます。
     

OPEN FOR query



OPEN unbound_cursorvar [ [ NO ] SCROLL ] FOR query;
カーソル変数は開かれ、実行するよう指定した問い合わせが付与されます。
既に開いたカーソルを開くことはできず、また、アンバウンドカーソル変数として（つまり、単なるrefcursor変数として）宣言されていなければなりません。
この問い合わせはSELECT文であるか、または（EXPLAINのように）何らかの行を返すものでなければなりません。
この問い合わせは、他のPL/pgSQLのSQL文と同様の方法で扱われます。
PL/pgSQLの変数名は置き換えられ、問い合わせ計画は再利用できるようにキャッシュされます。
PL/pgSQL変数がカーソルを使用する問い合わせに代入された時、変数はOPEN時の値となり、その後の変更はカーソルの動きに影響しません。
SCROLLおよびNO SCROLLオプションの意味はバウンドカーソルと同様です。
       
以下に例を示します。

OPEN curs1 FOR SELECT * FROM foo WHERE key = mykey;

       

OPEN FOR EXECUTE



OPEN unbound_cursorvar [ [ NO ] SCROLL ] FOR EXECUTE query_string
                                     [ USING expression [, ... ] ];
カーソル変数は開かれ、実行するよう指定した問い合わせが付与されます。
既に開いたカーソルを開くことはできず、また、アンバウンドカーソル変数として（つまり、単なるrefcursor変数として）宣言されていなければなりません。
問い合わせは、EXECUTEコマンドと同じ方法による文字列式として指定されます。
通常と同様に、これにより、次回に実行する際に違った問い合わせを計画できる柔軟性が得られます(「計画のキャッシュ」参照)。
また、変数置換がコマンド文字列上で行われないことも意味します。
EXECUTEと同様にformat()とUSINGを介して動的コマンドにパラメータ値を挿入することができます。
SCROLLおよびNO SCROLLオプションの意味はバウンドカーソルと同様です。
         
以下に例を示します。

OPEN curs1 FOR EXECUTE format('SELECT * FROM %I WHERE col1 = $1',tabname) USING keyvalue;

この例では、テーブル名は問い合わせにformat()で挿入されています。
col1との比較値はUSING経由で埋め込まれますので、引用符を付ける必要がありません。
       

バウンドカーソルを開く



OPEN bound_cursorvar [ ( [ argument_name := ] argument_value [, ...] ) ];
宣言時に問い合わせが結び付いたカーソル変数を開くために使用されるOPENの形式です。
既に開いたカーソルを開くことはできません。
実引数の式のリストはカーソルが引数を取るものと宣言された場合にのみ現れます。
これらの値は問い合わせの中で置き換えられます。
         
バウンドカーソルの問い合わせ計画は常にキャッシュ可能とみなされます。
この場合、EXECUTEと等価なものはありません。
SCROLLおよびNO SCROLLをOPENにおいて指定できないことに注意してください。
カーソル移動の仕様はすでに決まっているからです。
         
位置的表記または記名的表記を使用して、引数の値を渡すことができます。
位置的表記では、全ての引数が順番に指定されます。
記名的表記では、引数の式と区別するために:=を使用して、各々の引数の名前が指定されます。
「関数呼び出し」に記述した関数呼び出しと同様に、位置的表記と記名的表記を混用できます。
         
例を示します（ここでは上例のカーソル宣言を使用します）。

OPEN curs2;
OPEN curs3(42);
OPEN curs3(key := 42);

         
変数の代入はバウンドカーソルの問い合わせで行われるため、カーソルへ値を渡す方法が2つあります。
OPENコマンドの明確な引数とするものと、問い合わせにおけるPL/pgSQL変数として暗黙的に参照するものです。
しかし、バウンドカーソルの宣言より前に宣言した変数だけが代入されます。
どちらの場合も、OPENの実行時に変数値が決まります。
例えば、上例のcurs3と同じ結果を取得する方法を、以下に示します。

DECLARE
    key integer;
    curs4 CURSOR FOR SELECT * FROM tenk1 WHERE unique1 = key;
BEGIN
    key := 42;
    OPEN curs4;

         


カーソルの使用



カーソルを開いてから、ここで説明する文を使用してカーソルを扱うことができます。
    
これらの操作は、カーソルを開始するために開いた関数内で行う必要はありません。
関数からrefcursor値を返し、呼び出し元でそのカーソルの操作をさせることもできます。
（内部的にはrefcursor値は、カーソルへの有効な問い合わせを持つポータルの名前を示す単なる文字列です。
この名前は、ポータルを壊すことなく、他のrefcursor型の変数に代入することで、他に渡すことができます。）
    
全てのポータルは、暗黙的にトランザクションの終わりで閉ざされます。
したがって、refcursor値はそのトランザクションの終わりまでの間のみ開いたカーソルへの参照として有効です。
    
FETCH



FETCH [ direction { FROM | IN } ] cursor INTO target;
FETCHはSELECT INTOと同様に、カーソルから次の行を抽出し、対象に格納します。
対象とは、行変数、レコード変数、または単純な変数をカンマで区切ったリストです。
SELECT INTOの場合と同様、特殊なFOUND変数を検査することで、行が取得できたかどうかを確認することができます。
    
direction句は複数行を取り出すことができるコマンドを除き、SQL FETCH(7)で許可されたどのようなコマンドも可能です。
すなわち、以下のものです。
     NEXT,
     PRIOR,
     FIRST,
     LAST,
     ABSOLUTE count,
     RELATIVE count,
     FORWARDまたは
     BACKWARD.
direction句の省略は、NEXTの指定と同じです。
SCROLLオプションを用いてカーソルを宣言または開かないと、directionの値による逆方向への移動の要求は失敗します。
    
cursor名は、開いているカーソルのポータルを参照するrefcursor変数名でなければなりません。
    
例：

FETCH curs1 INTO rowvar;
FETCH curs2 INTO foo, bar, baz;
FETCH LAST FROM curs3 INTO x, y;
FETCH RELATIVE -2 FROM curs4 INTO x;

       

MOVE



MOVE [ direction { FROM | IN } ] cursor;
MOVEコマンドは、データを取り出さないでカーソルの位置を変更します。
移動先の行を返さないでカーソルの位置だけを変更することを除けば、FETCHコマンドと同一の働きをします。
SELECT INTOと同様に、特殊な変数FOUNDを用いて、移動先に行が存在するかどうかを検査できます。
    
direction句は、FETCH(7) SQLコマンドで許されている以下の値のいずれかを取ることができます。
     NEXT,
     PRIOR,
     FIRST,
     LAST,
     ABSOLUTE count,
     RELATIVE count,
     ALL,
     FORWARD [ count | ALL ]、または
     BACKWARD [ count | ALL ]
direction句の省略は、NEXTの指定と同じです。
SCROLLオプションを用いてカーソルを宣言または開かないと、directionの値による逆方向への移動の要求は失敗します。
    
例:

MOVE curs1;
MOVE LAST FROM curs3;
MOVE RELATIVE -2 FROM curs4;
MOVE FORWARD 2 FROM curs4;

       

UPDATE/DELETE WHERE CURRENT OF



UPDATE table SET ... WHERE CURRENT OF cursor;
DELETE FROM table WHERE CURRENT OF cursor;
カーソルの位置をテーブルの行に変更すれば、カーソルによって特定した行を更新または消去できます。
カーソル問い合わせは何が許されているのか（特にグループ化しないとき）についての制限があり、それはカーソル内でFOR UPDATEを使用することが最善です。
より詳細についてはDECLARE(7)マニュアルページを参照下さい。
       
以下に例を示します。

UPDATE foo SET dataval = myval WHERE CURRENT OF curs1;

       

CLOSE



CLOSE cursor;
CLOSEはポータルの背後にあるカーソルを閉じます。
これを使用してトランザクションの終わりよりも前にリソースを解放することができ、また、カーソル変数を解放し、再度開くことができます。
       
例：

CLOSE curs1;

       

カーソルを返す



PL/pgSQL関数では、呼び出し元にカーソルを返すことができます。
この方法は、関数から複数行または複数列を返す場合、特にその結果集合が非常に大きい場合に有用です。
これを行うには、関数はカーソルを開き、呼び出し元にカーソル名を返します（もしくは、もし呼び出し元でポータル名がわかっていれば、単純に指定されたポータル名を使用してカーソルを開きます）。
これにより、呼び出し元はカーソルから行を取り出すことができるようになります。
カーソルは呼び出し元で閉じることができます。
または、トランザクションが終了した際に自動的に閉じられます。
       
カーソル用のポータル名は、プログラマが指定するか、または自動的に生成されます。
ポータル名を指定するには、開く前に、単にrefcursor変数に文字列を代入します。
refcursor変数の文字列値はOPENによって、背後のポータル名として使用されます。
しかし、refcursor変数がNULLの場合、OPENは自動的に既存のポータルと競合しない名前を生成し、それをrefcursor変数に代入します。
       
注記
バウンドカーソル変数は、その名前を表現する文字列値で初期化されます。
そのため、プログラマがカーソルを開く前に代入により上書きしない限り、ポータル名はカーソル変数と同じになります。
しかし、アンバウンドカーソル変数の初期値はデフォルトでNULLです。
そのため、上書きされていない場合に自動的に生成される一意な名前を受け取ります。
        

以下の例は、呼び出し元でカーソル名を指定する方法を示しています。


CREATE TABLE test (col text);
INSERT INTO test VALUES ('123');

CREATE FUNCTION reffunc(refcursor) RETURNS refcursor AS '
BEGIN
    OPEN $1 FOR SELECT col FROM test;
    RETURN $1;
END;
' LANGUAGE plpgsql;

BEGIN;
SELECT reffunc('funccursor');
FETCH ALL IN funccursor;
COMMIT;

       
以下の例では、自動的に生成されたカーソル名を使用しています。


CREATE FUNCTION reffunc2() RETURNS refcursor AS '
DECLARE
    ref refcursor;
BEGIN
    OPEN ref FOR SELECT col FROM test;
    RETURN ref;
END;
' LANGUAGE plpgsql;

-- カーソルを使用するには、トランザクション内部である必要があります。
BEGIN;
SELECT reffunc2();

      reffunc2
--------------------
 <unnamed cursor 1>
(1 row)

FETCH ALL IN "<unnamed cursor 1>";
COMMIT;

       
以下の例は単一関数から複数のカーソルを返す方法を示しています。


CREATE FUNCTION myfunc(refcursor, refcursor) RETURNS SETOF refcursor AS $$
BEGIN
    OPEN $1 FOR SELECT * FROM table_1;
    RETURN NEXT $1;
    OPEN $2 FOR SELECT * FROM table_2;
    RETURN NEXT $2;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

-- カーソルを使用するには、トランザクション内部である必要があります。
BEGIN;

SELECT * FROM myfunc('a', 'b');

FETCH ALL FROM a;
FETCH ALL FROM b;
COMMIT;

       


カーソル結果に対するループ



カーソルで返される行に対して反復することができるFOR文の亜種があります。
構文は以下のようになります。


[ <<label>> ]
FOR recordvar IN bound_cursorvar [ ( [ argument_name := ] argument_value [, ...] ) ] LOOP
    statements
END LOOP [ label ];


カーソル変数は宣言されたとき、何らかの問い合わせとバウンドされていなければならず、また既に開かれていてはなりません。
FOR文は自動的にカーソルを開き、ループから抜けたときに再度閉じます。
実際の引数値式のリストは、カーソルが引数を取ることを宣言された場合に限ってのみ出現できます。
これらの値は、OPEN過程と同じ方法で、問い合わせの中で置換されます（「バウンドカーソルを開く」を参照してください）。
   
recordvar変数は、record型として自動的に定義され、ループ内でのみ存在します
（存在するいかなる変数名の定義もループ内では無視されます）。
カーソルによって返されたそれぞれの行はこのレコード変数に引き続いて割り当てられ、ループ本体が実行されます。
    



名前
CREATE OPERATOR — 新しい演算子を定義する
  

概要
CREATE OPERATOR name (
    PROCEDURE = function_name
    [, LEFTARG = left_type ] [, RIGHTARG = right_type ]
    [, COMMUTATOR = com_op ] [, NEGATOR = neg_op ]
    [, RESTRICT = res_proc ] [, JOIN = join_proc ]
    [, HASHES ] [, MERGES ]
)

説明
CREATE OPERATORは、新しい演算子nameを定義します。
演算子を定義したユーザがその所有者となります。
スキーマ名が指定されていた場合、その演算子は指定したスキーマに作成されます。
スキーマ名が指定されなかった場合、現在のスキーマに作成されます。
  
演算子名として使用できるのは、以下に示す文字を使った、NAMEDATALEN-1（デフォルトでは63）文字までの文字列です。

+ - * / < > = ~ ! @ # % ^ & | ` ?



名前の選択には以下に示すいくつかの制約があります。
   
	--と/*はコメントの開始とみなされてしまうため、演算子名の一部として使うことができません。
     

	複数の文字からなる演算子名は、下記の文字のうちの1つ以上を含まない限り、+または-で終わることができません。

~ ! @ # % ^ & | ` ?


例えば、@-は演算子名として許されますが、*-は許されません。
この制約により、PostgreSQL™がSQLに準拠する問い合わせをトークン同士の間に空白を要求することなしに解析することが可能になります。
     

	演算子名として=>を使用することは廃止される予定です。
将来のリリースで完全に許されなくなるかもしれません。
     




  
演算子!=は入力時に<>に変換されるので、これらの2つの名前は常に等価です。
  
少なくともLEFTARGとRIGHTARGのどちらかは定義しなければなりません。
二項演算子では、両方を定義しなければなりません。
右単項演算子ではLEFTARGのみ、左単項演算子ではRIGHTARGのみが定義されなければなりません。
  
function_nameプロシージャは、CREATE FUNCTIONを使って事前に定義されていなければなりません。また、指定された型の正しい数の引数（1つか2つ）を受け付けるよう定義する必要があります。
  
他の句は演算子最適化用の句(省略可能)です。
これらの意味は「演算子最適化に関する情報」で説明されています。
  
演算子を作成するためには、
引数の型と戻り値の型に対するUSAGE権限と背後にある関数に対するEXECUTE権限を持たなければなりません。
交代演算子または否定子演算子を指定する場合は、これらの演算子を所有していなければなりません。
  

パラメータ
	name
	定義される演算子の名前です。
使用できる文字は上を参照してください。
この名前は、例えばCREATE OPERATOR myschema.+ (...)のように、スキーマ修飾可能です。
修飾されていなければ、演算子は現在のスキーマに作成されます。
異なるデータ型について処理するものであれば、同じスキーマ内の2つの演算子は同じ名前を持つことができます。
これをオーバーロードと言います。
       

	function_name
	演算子を実装するために使用する関数です。
       

	left_type
	演算子の左オペランドのデータ型です（左オペランドが存在する場合のみ）。
このオプションは左単項演算子では省略されます。
       

	right_type
	演算子の右オペランドのデータ型です（右オペランドが存在する場合のみ）。
このオプションは右単項演算子では省略されます。
       

	com_op
	この演算子の交代演算子です。
       

	neg_op
	この演算子の否定子です。
       

	res_proc
	この演算子の制約選択評価関数です。
       

	join_proc
	この演算子の結合選択評価関数です。
       

	HASHES
	この演算子がハッシュ結合をサポートできることを示します。
       

	MERGES
	この演算子がマージ結合をサポートできることを示します。
       



スキーマ修飾された演算子名をcom_opまたは他のオプション引数に与えるには、以下の例のようにOPERATOR()構文を使用してください。

COMMUTATOR = OPERATOR(myschema.===) ,

注釈
詳細については「ユーザ定義の演算子」を参照してください。
  
CREATE OPERATORで演算子の語彙優先順位を指定することはできません。
パーサの優先順位に関する動作は固定であるためです。
詳細な優先順位については「演算子の優先順位」を参照してください。
  
廃止されたオプションSORT1、SORT2、LTCMP、およびGTCMPは、マージ結合可能演算子に関連したソート演算子の名前を指定するために使用されていました。
代わりにB-tree演算子族を検索することで関連する演算子の情報を見つけることができるようになりましたので、これは必要がなくなりました。
これらの内のいずれかのオプションが指定された場合、暗黙的にMERGESを真に設定するだけで、それ以外は無視します。
  
データベースからユーザ定義の演算子を削除するにはDROP OPERATOR(7)を使用してください。
データベース内の演算子を変更するにはALTER OPERATOR(7)を使用してください。
  

例
以下のコマンドは、データ型boxに対する領域等価性を判定する新しい演算子を定義します。

CREATE OPERATOR === (
    LEFTARG = box,
    RIGHTARG = box,
    PROCEDURE = area_equal_procedure,
    COMMUTATOR = ===,
    NEGATOR = !==,
    RESTRICT = area_restriction_procedure,
    JOIN = area_join_procedure,
    HASHES, MERGES
);

互換性
CREATE OPERATORはPostgreSQL™の拡張です。
標準SQLには、ユーザ定義の演算子についての規定はありません。
  

関連項目
ALTER OPERATOR(7), CREATE OPERATOR CLASS(7), DROP OPERATOR(7)

リリース8.4.6



リリース日
2010-12-16

このリリースは8.4.5に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.4」を参照してください。
  
バージョン8.4.6への移行



8.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし8.4.2以前のバージョンから更新する場合は「リリース8.4.2」を参照してください。
   

変更点



	Linuxにてwal_sync_methodのデフォルトが強制的にfdatasyncになるようにしました。(Tom Lane、Marti Raudsepp)
     
長い間、Linuxでのデフォルトは実質fdatasyncでした。
しかし最近のカーネルの変更により、PostgreSQL™は代わりにopen_datasyncを選択するようになりました。
この選択は性能向上をまったくもたらさず、特定のシステム、特にdata=journalマウントオプションを使用したext4では、完全に失敗してしまいます。
     

	GINインデックスに対するWAL再生ロジックにおける分類不具合を修正しました。(Tom Lane)
     
これは「bad buffer id: 0」という失敗、あるいはレプリケーション中のインデックス内容の破損という結果になり得ました。
     

	開始チェックポイントWALレコードが再実行時点と同じWALセグメント内に存在しない場合のベースバックアップからのリカバリを修正しました。(Jeff Davis)
     

	複数のワーカが有効なまま長時間残った場合の自動バキュームの永続的な速度低下を修正しました。(Tom Lane)
     
多くのテーブルを処理している場合、自動バキュームワーカのvacuum_cost_limitの効果は、極端な速度低下をもたらすほぼゼロまで落ちることがあり得ました。
     

	IA64においてレジスタスタックのオーバーラン検知サポートを追加しました。(Tom Lane)
     
IA64アーキテクチャには２つのハードウェアスタックがあります。
スタックオーバーラン失敗を完全に防ぐには両方を検査しなければなりません。
     

	copyObject()におけるスタックオーバーフロー検査を追加しました。(Tom Lane)
     
非常に複雑な問い合わせが与えられた場合のスタックオーバーフローのため、特定のコードパスがクラッシュする可能性がありました。
     

	一時GiSTインデックスにおけるページ分割検知を修正しました。(Heikki Linnakangas)
     
例えば挿入が行われた時に一時インデックスをスキャンする開いているカーソルがあると、そのインデックスで「同時実行」ページ分割を持つことができます。
GiSTではこの状況の検知に失敗していました。
このためGiSTはそのカーソルの実行が続く間、間違った結果をもたらすことがありました。
     

	接続処理の初期段階における検査エラーを修正しました。(Tom Lane)
     
子プロセスがあまりに多くある場合のこの検査が一部の状況で飛ばされていました。
このため固定長配列に新しい子プロセスを追加しようとする時にpostmasterのクラッシュする可能性がありました。
     

	ウィンドウ関数の効率を向上しました。(Tom Lane)
     
多数のタプルを前もって読み取る必要があるが、work_memがそれらすべてをメモリ内に保持できるほど大きいという、特定の状況では予期ないほど低速になりました。
特にpercent_rank()、cume_dist()、ntile()ではこの問題が当てはまります。
     

	複雑なインデックス式をANALYZEする時のメモリリークを防ぎます。(Tom Lane)
     

	行全体のVarを使用するインデックスがそのテーブルに依存し続けることを確実にしました。(Tom Lane)
     
create index i on t (foo(t.*))のように宣言されたインデックスはそのテーブルが削除された時に自動的に削除されませんでした。
     

	複数のOUTパラメータを持つSQL関数を「インライン」化しません。(Tom Lane)
     
結果の想定行型に関する情報が存在しないためにクラッシュする可能性を防ぎます。
     

	ORDER BY、LIMIT、FOR UPDATE、WITHがINSERT ... VALUESのVALUES部に付いた場合の動作を正しくしました。(Tom Lane)
     

	COALESCE()式の定数折りたたみを修正しました。(Tom Lane)
     
プランナは時々、実際には決して達しない副式の評価を行い、想定外のエラーをもたらす可能性がありました。
     

	GSSAPIサポート付きでコンパイルされたpostmasterで、接続受け入れ（accept()またはその後すぐになされる呼び出しのいずれか）が失敗した時のpostmasterのクラッシュを修正しました。(Alexander Chernikov)
     

	log_temp_filesが有効である時の一時ファイルの削除失敗を修正しました。(Tom Lane)
     
ログメッセージ出力試行時にエラーが起きた場合、削除が行われませんでした。
このため一時ファイルが累積してしまいました。
     

	InhRelationノードに関する機能性出力を追加しました。(Tom Lane)
     
これによりdebug_print_parseが有効な場合に特定種類の問い合わせが行われた場合の失敗を防止します。
     

	点から水平線分への距離計算を正しく修正しました。(Tom Lane)
     
この不具合は様々な複数の幾何距離測定演算子に影響します。
     

	ecpgにおけるトランザクション状態の計算を正しく修正しました。(Itagaki Takahiro)
     

	再帰もしくはエラー修復状態にならない「単純な」式についてのPL/pgSQLの扱いを修正しました。(Tom Lane)
     

	PL/Pythonの集合を返す関数の扱いを修正しました。(Jan Urbanski)
     
集合結果を生成するイテレータ内でSPI関数呼び出しが失敗しました。
     

	contrib/cubeのGiST picksplitアルゴリズムの不具合を修正しました。(Alexander Korotkov)
     
cube列上のGiSTインデックスにおいて、実際に不正確な結果になることはありませんが、このため相当効率性が劣化する可能性がありました。
こうしたインデックスがある場合、この更新をインストールした後にREINDEXすることを検討してください。
     

	contrib/dblink内で、新しい接続を作成する時を除き、「identifier will be truncated」注意を出力しないようにしました。(Itagaki Takahiro)
     

	contrib/pgcryptoにおいて公開キーがない場合にコアダンプする可能性を修正しました。(Marti Raudsepp)
     

	contrib/xml2のXPath問い合わせ関数におけるメモリリークを修正しました。(Tom Lane)
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdata release 2010oに更新しました。
フィジィ、サモアにおける夏時間規則の変更、香港の歴史的な修正が含まれています。
     






名前
ALTER GROUP — ロールの名前またはメンバ資格を変更する

概要
ALTER GROUP role_specification ADD USER user_name [, ... ]
ALTER GROUP role_specification DROP USER user_name [, ... ]

ここでrole_specificationは以下の通りです。

    role_name
  | CURRENT_USER
  | SESSION_USER

ALTER GROUP group_name RENAME TO new_name

説明
ALTER GROUPはユーザグループの属性を変更します。
後方互換性のために受け付けられていますが、このコマンドは廃止予定です。
グループ（ユーザも同様）は、より一般化されたロールという概念に置き換えられたからです。
  
最初の2つの構文は、ユーザをグループに追加もしくはグループから削除します
（この場合、任意のロールを「ユーザ」部分として、または「グループ」 部分として使用することができます）。
この種の構文は、実のところ、「グループ」として指名された ロール内のメンバ資格の付与、取消と同じです。
ですので、GRANT(7)やREVOKE(7)を使用する方法を薦めます。
  
3番目の構文はグループの名前を変更します。
これは、ALTER ROLE(7)を使用したロール名の変更とまったく同じです。
  

パラメータ
	group_name
	変更するグループ（ロール）の名前です。
     

	user_name
	グループに追加または削除されるユーザ（ロール）です。
指定するユーザは存在するものでなければいけません。
ALTER GROUPは、ユーザの作成も削除も行いません。
     

	new_name
	新しいグループ名です。
     




例
ユーザをグループに追加します。


ALTER GROUP staff ADD USER karl, john;


ユーザをグループから削除します。


ALTER GROUP workers DROP USER beth;

互換性
標準SQLにはALTER GROUP文はありません。
  

関連項目
GRANT(7), REVOKE(7), ALTER ROLE(7)

リリース8.1.10



リリース日
2007-09-17

このリリースは8.1.9の各種不具合を修正したものです。
8.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.1」を参照してください。
  
バージョン8.1.10への移行



8.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.1.2より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.1.2」を参照してください。
   

変更点



	トランザクションが、行を挿入した後に、同一テーブルに対する同時実行中のVACUUMの終了時刻とほぼ同じ時点でアボートした場合のインデックス破損を防止します。(Tom)
     

	CREATE DOMAIN ... DEFAULT NULLが適切に動作するようにしました。(Tom)
     

	intervalデータ型が、ミリ秒のみ、または、マイクロ秒のみから構成される入力を受け付けられるようになりました。(Neil)
     

	r-treeインデックス挿入を高速化しました。(Teodor)
     

	過度なSSLエラーメッセージのログ処理を修正しました。(Tom)
     

	sysloggerプロセスを使用する時にログメッセージが差し込まれないようにログ処理を修正しました。(Andrew)
     

	log_min_error_statementログ処理がメモリ不足になった時のクラッシュを修正しました。(Tom)
     

	一部の外部キーの境界の不正な扱いを修正しました。(Tom)
     

	他のセッションによる一時テーブル処理を防ぐために起こるREINDEXとCLUSTERの失敗を防ぎます。(Alvaro)
     

	時間帯データベース規則を更新しました。具体的にはニュージーランドで予定している変更です。(Tom)
     

	Windowsソケットを改良しました。(Magnus)
     

	符号化方式が不整合となる可能性があるため、Windowsにてログのタイムスタンプに時間帯名(%Z)を出力しないようにしました。(Tom)
     

	セキュリティ強化のため、パスワード認証のみを使用する/contrib/dblinkを使用するユーザが非特権ユーザであることを要求します。(Joe)
     





sql_implementation_info



sql_implementation_infoビューには、標準SQLで実装依存で定義するものとされている各種状況に関する情報があります。
この情報は主にODBCインタフェース環境での使用を意図しています。
他のインタフェースのユーザはおそらくこの情報があまり役に立たないものと考えるでしょう。
このため、個々の実装情報項目をここでは記載しません。
ODBCインタフェースの説明でそれらを説明します。
  
表35.42 sql_implementation_infoの列
	名前	データ型	説明
	implementation_info_id	character_data	実装情報項目の識別文字列です。
	implementation_info_name	character_data	実装情報項目の説明的な名前です。
	integer_value	cardinal_number	実装情報項目の値です。
その値がcharacter_valueにある場合はNULLです。
      
	character_value	character_data	実装情報項目の値です。
その値がinteger_valueにある場合はNULLです。
      
	comments	character_data	おそらく実装情報項目に関するコメントです。




選択リスト



前節で示したように、SELECTコマンド中のテーブル式は、テーブルやビューの結合、行の抽出、グループ化などにより中間の仮想テーブルを作ります。
このテーブルは最終的に選択リストによる処理に渡されます。
選択リストは、中間のテーブルのどの列を実際に出力するかを決めます。
  
選択リスト項目



テーブル式が生成するすべての列を出力する*が最も簡単な選択リストです。
そうでなければ、選択リストは、カンマで区切られた（「評価式」で定義された）評価式のリストです。
例えば、以下のような列名のリストであっても構いません。

SELECT a, b, c FROM ...

a、b、cという列名は、FROM句で参照されるテーブルの実際の列名か、あるいは「テーブルと列の別名」で説明したような列名に対する別名です。
グループ化されていなければ、選択リストで使用可能な名前空間はWHERE句と同じです。
グループ化されている場合は、HAVING句と同じとなります。
   
もし、2つ以上のテーブルで同じ名前の列がある場合は、次のように、テーブル名を必ず指定しなければいけません。

SELECT tbl1.a, tbl2.a, tbl1.b FROM ...

複数のテーブルを使用する場合、特定のテーブルのすべての列を求める方法も便利かもしれません。

SELECT tbl1.*, tbl2.a FROM ...

（「WHERE句」も参照してください。）
   
任意の評価式が選択リストで使われる場合、返されるテーブルは、概念的には新たに仮想的な列を追加したものとなります。
評価式は、それぞれの結果行で、その列参照を置換した行の値としていったん評価されます。
しかし、選択リストの式はFROM句で指定されたテーブル式内の列を参照するものである必要はありません。例えば、定数算術式であっても構いません。
   

列ラベル



選択リスト中の項目は、ORDER BY句の中での参照、もしくはクライアントアプリケーションによる表示での使用など、それに続く処理のために名前を割り当てることができます。
例を示します。

SELECT a AS value, b + c AS sum FROM ...

   
ASを使った出力列名の指定がない場合、システムはデフォルトの列名を割り当てます。
単純な列参照では参照された列名となります。
関数呼び出しでは関数名となります。
複雑な表現についてはシステムが汎用の名前を生成します。
   
ASキーワードは省略することができますが、新規列名がPostgreSQL™キーワード（付録C SQLキーワードを参照）のいかなるものとも一致しない場合のみです。
あるキーワードと予測外の一致を防ぐために、列名を二重引用符で囲むことができます。
例えば、VALUEはキーワードですのでうまく動作しません。

SELECT a value, b + c AS sum FROM ...

しかしこれは動きます。

SELECT a "value", b + c AS sum FROM ...

将来のキーワードの追加に対する保護のため、ASを記述するか、出力列名を二重引用符で囲むかのどちらかを推奨します。
   
注記
ここでの出力列の名前の指定は、FROM句での名前の指定（「テーブルと列の別名」を参照）とは異なります。
同じ列の名前を2度変更することができますが、渡されるのは選択リストの中で割り当てられたものです。
    


DISTINCT



選択リストが処理された後、結果テーブルの重複行を削除の対象にすることもできます。
これを指定するためには、SELECTの直後にDISTINCTキーワードを記述します。

SELECT DISTINCT select_list ...

（DISTINCTの代わりにALLキーワードを使用して、すべての行が保持されるというデフォルトの動作を指定することができます。）
   
少なくとも1つの列の値が異なる場合、もちろん、それら2行は異なるとみなされます。
NULL値同士は、この比較において等しいとみなされます。
   
また、任意の式を使用して、どの行が別であるかを決定することもできます。

SELECT DISTINCT ON (expression [, expression ...]) select_list ...

ここでexpressionは、すべての行で評価される任意の評価式です。
すべての式が等しくなる行の集合は、重複しているとみなされ、集合の最初の行だけが出力内に保持されます。
DISTINCTフィルタに掛けられる行の順序の一意性を保証できるよう十分な数の列で問い合わせを並べ替えない限り、出力される集合の「最初の行」は予想不可能であることに注意してください。
（DISTINCT ON処理は、ORDER BYによる並べ替えの後に行われます。）
   
DISTINCT ON句は標準SQLではありません。
さらに、結果が不定となる可能性があるため、好ましくないスタイルとみなされることもあります。
GROUP BYとFROM中の副問い合わせをうまく使うことにより、この構文を使わずに済みますが、DISTINCT ON句はしばしば非常に便利な代案となります。
   


pg_statistic



pg_statisticカタログはデータベースの内容に関する統計データを保存します。
項目はANALYZE(7)で作成され、後に問い合わせプランナで使用されます。
最新のものと思ってもすべての統計データは本質的に大雑把なものであることに注意してください。
  
通常は、解析されるテーブル列毎に、stainherit = falseを持つ1つの項目が存在します。
テーブルが継承された子を持つ場合、stainherit = trueを持つ2つ目の項目が作成されます。
この行は継承ツリー全体に渡る列の統計情報、つまり、SELECT column FROM table*で確認できるデータに対する統計情報を表します。
一方でstainherit = falseの行はSELECT column FROM ONLY tableの結果を表します。
  
pg_statisticはインデックス式の値についての統計データも格納します。
これらはあたかも値が実際のデータ列であるかのように表現されます。
特にstarelidはインデックスを参照します。
これは元のテーブル列の項目に対して冗長となるので、普通の式を持たないインデックス列では項目は作成されません。
現在インデックス式用の項目は常にstainherit = falseを持ちます。
  
異なる種類のデータに対しては違った種類の統計が相応しいことからpg_statisticはどのような情報を保存するか深く推定しないように設計されています。
（例えばNULLであるような）極端に一般的な統計のみpg_statisticの特定の列に入ります。
その他すべてはスロット列の内の1つのコード番号でその内容が識別される相関している列のグループである「スロット」に保存されます。
src/include/catalog/pg_statistic.hを参照してください。
  
pg_statisticはテーブル内容に関する統計情報と言えども秘密の情報とみなされますので、一般のユーザが読み取り可能であってはいけません。
（給与列の最高額と最低額などは誰もが興味をそそる良い例ですよね。）
pg_statsは一般のユーザが読み取り可能なpg_statisticに対するビューで、既存のユーザが読んでも差し支えないテーブルの情報のみを開示しています。
  
表50.46 pg_statisticの列
	名前	型	参照先	説明
	starelid	oid	pg_class.oid	記述された列が属するテーブルもしくはインデックス
	staattnum	int2	pg_attribute.attnum	記述された列数
	stainherit	bool	 	真の場合、統計情報には指定されたテーブルの値だけではなく、継承関係の子の列が含まれます。
      
	stanullfrac	float4	 	NULL値である列項目の割合
	stawidth	int4	 	非NULL項目の平均保存幅（バイト単位）
	stadistinct	float4	 	列内で非NULL個別値を持つデータ数。
ゼロより大きい値は実際の個別値の数です。
ゼロより小さい値はテーブル内の行数に対する乗数を負にしたものです。
例えば、約80%の値が非NULLで、それぞれの非NULL値が平均して2回ほど出現する列はstadistinct = -0.4であると表現されます。
ゼロは個別値の数を特定できない場合です。
      
	stakindN	int2	 	       pg_statistic行のN番目の「スロット」に保存されている統計情報の種類を示すコード番号。
      
	staopN	oid	pg_operator.oid	N番目の「スロット」に保存されている統計情報を引き出すために使われる演算子。
例えば、度数分布スロットはデータの並び換えの順序を定義する<演算子を示します。
      
	stanumbersN	float4[]	 	       N番目の「スロット」に対する適切な種類の数値統計情報、もしくはスロットの種類に数値が含まれない時はNULLです。
      
	stavaluesN	anyarray	 	N番目の「スロット」に対する適切な種類の列データの値、もしくはスロットの種類にデータ値が何も保存されていない場合はNULL。
それぞれの配列要素の値は実際には特定された列のデータ型、もしくは配列要素の型といったような関連のある型になります。ですからanyarrayとする以外に列型を定義することはできません。
      




リリース9.3.12



リリース日
2016-03-31

このリリースは9.3.11に対し、各種不具合を修正したものです。
9.3メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.3」を参照してください。
  
バージョン9.3.12への移行



9.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
また、9.3.9よりも前のバージョンからアップグレードする場合には、「リリース9.3.9」を参照してください。
   

変更点



	インデックス付けされたROW()比較におけるNULLインデックス項目の誤った扱いを修正しました。
(Tom Lane)
     
ROW(a, b) > ROW('x', 'y')のような行比較を使うインデックス検索は、
bカラムでNULL項目に到達すると、以降のaの値に付随した非NULLのbの値があるのを無視して、そこで止まってしまいました。
     

	前後に適切なfsync()呼び出しを伴わないファイル名変更による、可能性の低いデータ損失のシナリオを回避するようにしました。
(Michael Paquier, Tomas Vondra, Andres Freund)
     

	サーバのスタートアップ中にpg_subtransがXID周回に近い場合を、正しく扱うようになりました。
(Jeff Janes)
     

	localeconv()の出力文字列を2回以上解放しようとしておきる、稀な場合のクラッシュを修正しました。
(Tom Lane)
     

	ispell辞書用の接辞ファイルの解析を修正しました。
(Tom Lane)
     
例えばトルコ語UTF8ロケールのIなど、バイト長が大文字小文字変換で変わる文字が接辞ファイルに何らか含まれていた場合に、動作がおかしくなる可能性がありました。
     

	ispell辞書ファイルを解析するのにsscanf()を使わないようにしました。
(Artur Zakirov)
     
これにより（OS Xを含む）FreeBSD派生のプラットフォームにおける移植性の問題を回避します。
     

	古いバージョンのWindows（7sp1/2008R2sp1より前）上でAVX対応CPUとVisual Studio 2013でビルドされたPostgresでのクラッシュを回避しました。
(Christian Ullrich)
     
この修正はVisual Studio 2013のランタイムライブラリのバグの回避策ですが、このバグについてマイクロソフトはこのバージョンでは修正しないと宣言しています。
     

	マルチバイト文字を適切に扱えるようにpsqlのタブ補完のロジックを修正しました。
(Kyotaro Horiguchi, Robert Haas)
     

	SECURITY LABELについてpsqlのタブ補完を修正しました。
(Tom Lane)
     
SECURITY LABELの後のタブ押下がクラッシュや不適切なキーワード提示を引き起こす可能性がありました。
     

	コマンドラインでの指定が無い場合に、pg_ctlがPGCTLTIMEOUT環境変数による待機タイムアウトを受け付けるようにしました。
(Noah Misch)
     
これはpostmasterの起動とシャットダウンに対しグローバルに通常より長いタイムアウトを指定できるようにすることで、遅いビルドファームメンバーのテスト実施を容易にします。
     

	pg_ctlにおけるWindowsサービス状態の誤った検査を修正しました。
(Manuel Mathar)
     
前のマイナーリリース群では、ログメッセージをWindowsイベントログに送るかどうかを適切に判断するようにpg_ctlを修正しようとしていましたが、逆さに検査していました。
     

	-Cと-M preparedのオプション組み合わせを適切に扱うようにpgbenchを修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_upgradeで、新データディレクトリが旧データディレクトリ内に在るとき、削除スクリプトの作成を省略するようにしました。
     
このような場合のスクリプトの盲目的な適用は新データディレクトリが失われる結果になりました。
     

	PL/Perlで、空のPostgres配列を適切に空のPerl配列に変換するようにしました。
(Alex Hunsaker)
     

	PL/Pythonが有効なPython識別子でない関数名をうまく処理できるようにしました。
(Jim Nasby)
     

	contrib/pgstattupleのpgstatindex()関数が返す統計の複数の誤りを修正しました。
(Tom Lane)
     

	Perl本体からもはや提供されなくなったため、MSVCビルドでpsedへの依存を除去しました。
(Michael Paquier, Andrew Dunstan)
     

	タイムゾーンデータファイルをtzdata release 2016cに更新しました。
アゼルバイジャン、チリ、ハイチ、パレスチナ、ロシア（アルタイ、アストラハン、キーロフ、サハリン、ウリヤノフスク地域）の夏時間法の変更、加えて、リトアニア、モルドバ、ロシア（カリーニングラード、サマラ、ヴォルゴグラード）の歴史的修正が含まれます。
     





外部データラッパでの行ロック



FDWの元になる記憶機構が、行の同時更新を防ぐために個々の行をロックするという概念を持っているなら、PostgreSQL™の通常のテーブルで使われている意味にできる限り現実的で近い行単位のロックをFDWが実施することは価値があるでしょう。
これに関していくつかの考慮点があります。
    
なされるべき重要な決定の一つは、早いロックを実行するか遅いロックを実行するか、です。
早いロックでは、行は、元となる記憶機構から最初に取り出されたときにロックされます。
一方、遅いロックでは、行は、それがロックされる必要があることがわかってからロックされます。
（この違いは、一部の行がローカルで検査される制約や結合条件によって除外されるために発生します。）
早いロックの方がずっと単純ですし、リモートの記憶機構との間の余分なやりとりもなくて済みますが、ロックしなくても良い行をロックするかもしれませんし、結果的に同時実行性が低下したり、予期しないデッドロックさえ発生します。
一方で、遅いロックは、ロックすべき行が後で一意に再識別できる場合にのみ可能です。
できれば、PostgreSQL™のTIDがそうしているように、行識別子は行の特定のバージョンを識別できるのが望ましいです。
    
デフォルトではPostgreSQL™はFDWとのやりとりにおいてロックの考慮をしませんが、FDWはコアのコードからの明示的なサポートなしに、早いロックを実行することができます。
PostgreSQL™バージョン9.5で追加された「行ロックのためのFDWルーチン」に記載されたAPI関数を使うことで、望むならFDWで遅いロックを使うことも可能です。
    
さらなる考慮点は、READ COMMITTED分離モードにおいて、PostgreSQL™は対象のタプルの更新されたバージョンに対して制約と結合条件の再検査を行う必要があるかもしれないということです。
結合条件を再検査するには、前回取得対象のタプルと結合された、取得対象外の行の複製を再取得する必要があります。
PostgreSQL™の標準テーブルを使うときは、結合を通じて生成される列リストに対象でないテーブルのTIDを含めて、必要な時には対象でない行を再フェッチすることで解決しています。
この方法は結合のデータセットを小さくできますが、安価な再フェッチ機能と再フェッチすべきバージョンの行を一意に特定できるTIDが必要になります。
そのためデフォルトで外部テーブルに対して使われる方法は、外部テーブルからフェッチされた凝然体を結合を通じて生成した列リストに含めるというものです。
これによりFDWに対する特別な要請はなくなりますが、マージ結合およびハッシュ結合に置いてパフォーマンスが低下する結果となるかもしれません。
再フェッチの要求を満たすことができるFDWでは最初の方法を選択するのも良いでしょう。
    
外部テーブルに対するUPDATEやDELETEでは、対象テーブルに対するForeignScan操作はフェッチする行を、恐らくはSELECT FOR UPDATEと同等なものを用いてロックすることが推奨されます。
FDWはテーブルがUPDATEまたはDELETEの対象かどうかを、計画時にそのrelidをroot->parse->resultRelationと比較することで、あるいは実行時にExecRelationIsTargetRelation()を使うことで検知できます。
これに代わる可能性として、ExecForeignUpdateまたはExecForeignDeleteのコールバック内で遅いロックを実行することがありますが、これについて特別なサポートは提供されません。
    
SELECT FOR UPDATE/SHAREコマンドによりロックすることが指定された外部テーブルについて、ForeignScanの操作ではSELECT FOR UPDATE/SHAREと同等なものを使ってタプルをフェッチすることで、ここでも早いロックを実行できます。
逆に遅いロックを実行するには、「行ロックのためのFDWルーチン」で定義されるコールバック関数を提供して下さい。
GetForeignRowMarkTypeでは、要求されたロックの強度に応じて、rowmarkのオプションROW_MARK_EXCLUSIVE、ROW_MARK_NOKEYEXCLUSIVE、ROW_MARK_SHAREまたはROW_MARK_KEYSHAREを選択して下さい。
（コアのコードは、この4つのオプションのどれが選ばれたかに関係なく、同じ動作をします。）
その他には、この種のコマンドによって外部テーブルのロックが指定されたかどうかを、計画時にget_plan_rowmarkを使うことで、あるいは実行時にExecFindRowMarkを使うことで検知できます。
このとき、nullでないrowmark構造体が戻されるかどうかだけでなく、そのstrengthフィールドがLCS_NONEでないことも確認しなければなりません。
    
最後に、UPDATE、DELETEまたはSELECT FOR UPDATE/SHAREコマンドで使用されたが、行ロックの指定はされなかった外部テーブルについて、ロック強度がLCS_NONEになっているときにGetForeignRowMarkTypeでオプションROW_MARK_REFERENCEを選択すれば、すべての行を複製するというデフォルトの動作を変更することができます。
これにより、markTypeにその値を入れてRefetchForeignRowが呼び出されるようになります。
このとき、新しいロックを取得することなく行を再取得します。
（GetForeignRowMarkType関数を使うが、ロックしていない行を再フェッチしたくない場合は、LCS_NONEについてオプションROW_MARK_COPYを選択して下さい。）
    
さらなる情報は、src/include/nodes/lockoptions.h、src/include/nodes/plannodes.hでのRowMarkTypeとPlanRowMarkについてのコメント、src/include/nodes/execnodes.hでのExecRowMarkについてのコメントを参照して下さい。
    

ログシッピングスタンバイサーバ



継続的なアーカイブ処理を使用して、プライマリサーバが失敗した場合に操作を引き継ぐ準備がなされた、1つ以上のスタンバイサーバを持つ高可用性(HA)クラスタ構成を作成することができます。
この機能はウォームスタンバイまたはログシッピングとして広く知られています。
  
プライマリサーバとスタンバイサーバは、この機能を提供するために共同して稼動しますが、サーバとサーバはゆるく結合しています。
プライマリサーバは継続的アーカイブモードで動作し、各スタンバイサーバはプライマリからWALファイルを読み取る、継続的リカバリモードで動作します。
この機能を可能にするために、データベースのテーブル変更は不要です。
したがって、他のレプリケーションの解法に比べて、管理にかかるオーバーヘッドが減少します。
この構成はプライマリサーバの性能への影響も相対的に減少させます。
  
あるデータベースサーバから他へ直接WALレコードを移動することは通常、ログシッピングと説明されます。
PostgreSQL™はファイルベースのログシッピングを実装します。
つまりWALレコードはある時点で1つのファイル(WALセグメント)として送信されることを意味します。
WALファイル(16MB)は隣り合うシステム、同じサイトの別システム、地球の裏側のシステムなど距離に関わらず、簡単かつ安価に送付することができます。
この技法に必要な帯域幅はプライマリサーバのトランザクションの頻度に応じて変動します。
レコードベースのログシッピングはより粒度を細かくしたもので、ネットワーク接続を介してWALの変更を増分的に流します（「ストリーミングレプリケーション」参照）。
  
ログシッピングが非同期であることに注意しなければなりません。
つまり、WALレコードはトランザクションがコミットした後に転送されます。
結果として、プライマリサーバが災害などの致命的な失敗をうけた場合、送信されていないトランザクションが失われますので、データを損失する空白期間があります。
ファイルベースのログシッピングにおけるデータ損失の空白期間量をarchive_timeoutパラメータを用いて制限することができます。
これは数秒程度まで小さく設定することができます。
しかし、低く設定するとファイル転送に必要な帯域幅が増大します。
ストリーミングレプリケーション（「ストリーミングレプリケーション」参照）により、データを損失する期間を非常に小さくすることができます。
  
リカバリ処理の性能は十分よく、一度実施されれば、スタンバイサーバが完全な状態から逸脱するのは一時的にしかすぎません。
結果としてこれは、高可用性を提供するウォームスタンバイ構成と呼ばれます。
保管されたベースバックアップからサーバをリストアし、ロールフォワードを行うことはおそらく長時間かかりますので、これは高可用性のための解法とはいえず、災害からのリカバリのための解法です。
スタンバイサーバは読み取り専用の問い合わせに使用することもできます。
この場合ホットスタンバイサーバと呼ばれます。
詳細については「ホットスタンバイ」を参照してください。
  
計画



プライマリサーバとスタンバイサーバを、少なくともデータベースサーバという見地でできる限り同じになるように作成することを通常勧めます。
具体的には、テーブル空間に関連するパス名はそのまま渡されますので、テーブル空間機能を使用する場合には、プライマリとスタンバイサーバの両方でテーブル空間用のマウントパスを同じにしておかなければなりません。
CREATE TABLESPACE(7)をプライマリで実行する場合、そのコマンドを実行する前に必要な新しいマウントポイントをプライマリとすべてのスタンバイサーバで作成しなければならないことに注意してください。
ハードウェアをまったく同じにする必要はありませんが、経験上アプリケーションとシステムの運用期間に渡って2つの同じシステムを管理する方が、異なる2つのシステムを管理するよりも簡単です。
いずれにしてもハードウェアアーキテクチャは必ず同じでなければなりません。
例えば32ビットシステムから64ビットシステムへのシッピングは動作しません。
   
マイナーリリースの更新ではディスク書式を変更しないというのがPostgreSQLグローバル開発グループの方針ですので、プライマリサーバとスタンバイサーバとの間でマイナーリリースレベルの違いがあってもうまく動作するはずです。
しかし、この場合、公的なサポートは提供されません。
できる限りプライマリサーバとスタンバイサーバとで同じリリースレベルを使用してください。
新しいマイナーリリースに更新する場合、もっとも安全な方針はスタンバイサーバを先に更新することです。
新しいマイナーリリースは以前のマイナーリリースのWALファイルを読み込むことはできますが、逆はできないかもしれません。
   

スタンバイサーバの動作



スタンバイモードでは、サーバは継続的にマスタサーバから受け取ったWALを適用します。
スタンバイサーバはWALアーカイブ(restore_command参照)から、または直接TCP接続(ストリーミングレプリケーション)を介してマスタサーバから、WALを読み取ることができます。
またスタンバイサーバはスタンバイクラスタのpg_xlogディレクトリにあるすべてのWALをリストアしようと試みます。
これはよくサーバの再起動後、スタンバイが再起動前にマスタから流れ込んだWALを再生する時に発生します。
しかしまたファイルを再生する任意の時点で、手作業でpg_xlogにコピーすることもできます。
   
起動時、スタンバイサーバはrestore_commandを呼び出して、アーカイブ場所にある利用可能なすべてのWALをリストアすることから始めます。
そこで利用可能なWALの終端に達し、restore_commandが失敗すると、pg_xlogディレクトリにある利用可能な任意のWALのリストアを試みます。
ストリーミングレプリケーションが設定されている場合、これに失敗すると、スタンバイはプライマリサーバへの接続を試み、アーカイブまたはpg_xlog内に存在した最終の有効レコードからWALのストリーミングを開始します。
ストリーミングレプリケーションが未設定時にこれに失敗する場合、または、接続が後で切断される場合、スタンバイは最初に戻り、アーカイブからのファイルのリストアを繰り返し行います。
このアーカイブ、pg_xlog、ストリーミングレプリケーションからという再試行の繰り返しはサーバが停止する、あるいはトリガファイルによるフェールオーバが発行されるまで続きます。
   
pg_ctl promoteが実行された時またはトリガファイル(trigger_file)が存在する時、スタンバイモードは終了し、サーバは通常の動作に切り替わります。
フェールオーバの前に、アーカイブまたはpg_xlog内の即座に利用可能なWALをすべてリストアします。
しかし、マスタへの接続を行おうとはしません。
   

スタンバイサーバのためのマスタの準備



「継続的アーカイブとポイントインタイムリカバリ（PITR）」で説明したように、スタンバイからアクセス可能なアーカイブディレクトリに対してプライマリで継続的なアーカイブを設定してください。
このアーカイブ場所はマスタが停止した時であってもスタンバイからアクセス可能でなければなりません。
つまり、マスタサーバ上ではなく、スタンバイサーバ自身上に存在するか、または他の高信頼性サーバ上に存在しなければなりません。
   
ストリーミングレプリケーションを使用したい場合、スタンバイサーバ(複数可)からのレプリケーション接続を受け付けるようにプライマリサーバで認証を設定してください。
つまり、ロールを作成し適切な項目を提供、あるいは、そのデータベースフィールドとしてreplicationを持つ項目をpg_hba.conf内に設定してください。
また、プライマリサーバの設定ファイルにおいてmax_wal_sendersが十分大きな値に設定されていることを確認してください。
レプリケーションスロットを使用している場合は、max_replication_slotsも十分に設定されているか確認してください。
   
「ベースバックアップの作成」に記述したように、スタンバイサーバの再起動のために、ベースバックアップを取得してください。
   

スタンバイサーバの設定



スタンバイサーバを設定するためには、プライマリサーバから取得したベースバックアップをリストアしてください(「継続的アーカイブによるバックアップを使用した復旧」参照)。
スタンバイのクラスタデータディレクトリ内にrecovery.confリカバリコマンドファイルを作成し、standby_modeを有効にしてください。
WALアーカイブからファイルをコピーする簡単なコマンドをrestore_commandに設定してください。
高可用性のために複数のスタンバイサーバを持たせようとしている場合、recovery_target_timelineをlatestに設定し、スタンバイサーバが他のスタンバイにフェールオーバする時に発生するタイムラインの変更に従うようにします。
   
注記
ここで説明した組み込みのスタンバイモードといっしょにpg_standbyや類似ツールを使用しないでください。
restore_commandはファイルが存在しない場合に即座に終了しなければなりません。
サーバが必要に応じてそのコマンドを再度実行します。
pg_standbyのようなツールを使用するためには「この他のログシッピングの方法」を参照してください。
    

ストリーミングレプリケーションを使用したい場合には、ホスト名(またはIPアドレス)とプライマリサーバとの接続に必要な追加情報を含む、libpq接続文字列でprimary_conninfoを記述してください。
プライマリで認証用のパスワードが必要な場合はprimary_conninfoにそのパスワードも指定する必要があります。
   
スタンバイサーバを高可用性を目的に設定しているのであれば、スタンバイサーバはフェールオーバの後プライマリサーバとして動作しますので、プライマリサーバと同様にWALアーカイブ処理、接続、認証を設定してください。
   
WALアーカイブを使用している場合、archive_cleanup_commandパラメータを使用してスタンバイサーバで不要となったファイルを削除することで、その容量を最小化することができます。
特にpg_archivecleanupユーティリティは、典型的な単一スタンバイ構成（pg_archivecleanup(1)参照）におけるarchive_cleanup_commandと共に使用されるように設計されています。
しかし、バックアップを目的にアーカイブを使用している場合には、スタンバイから必要とされなくなったファイルであっても、最新のベースバックアップの時点からリカバリするために必要なファイルを保持しなければならないことに注意してください。
   
recovery.confの簡単な例を以下に示します。

standby_mode = 'on'
primary_conninfo = 'host=192.168.1.50 port=5432 user=foo password=foopass'
restore_command = 'cp /path/to/archive/%f %p'
archive_cleanup_command = 'pg_archivecleanup /path/to/archive %r'

   
スタンバイサーバの台数に制限はありませんが、ストリーミングレプリケーションを使用するなら、プライマリサーバに同時に接続できるようにmax_wal_sendersを十分な数に設定してください。
   

ストリーミングレプリケーション



ストリーミングレプリケーションによりスタンバイサーバはファイルベースのログシッピングよりもより最近の状態を維持できるようになります。
スタンバイは、WALレコードが生成された時にWALファイルがいっぱいになるまで待機せずにWALレコードをスタンバイに流し出すプライマリと接続します。
   
ストリーミングレプリケーションはデフォルトで非同期で、(「同期レプリケーション」参照)
この場合、プライマリでトランザクションがコミットされてから、その変更がスタンバイ側で参照可能になるまでの間にわずかな遅延がまだあります。
しかし、この遅延はファイルベースのログシッピングよりも非常に小さなもので、負荷に追随できる程度の能力があるスタンバイであれば通常は1秒以下です。
ストリーミングレプリケーションでは、データ損失期間を減らすためのarchive_timeoutを必要としません。
   
ファイルベースの継続的アーカイブのないストリーミングレプリケーションを使用している場合、スタンバイが受け取る前に古いWALセグメントを再利用するかもしれません。
もし、そうなった場合はスタンバイは新しいベースバックアップから再作成しなければならなくなります。
wal_keep_segmentsを十分に大きくしたり、レプリケーションスロットにスタンバイを設定することでWALセグメントがすぐに再利用されることを防ぎ、これを防ぐことができます。WALアーカイブをスタンバイからアクセスできる位置に設定する場合は、スタンバイが常にWALセグメントを追随することができるため、これらの解決策は要求されません。
   
ストリーミングレプリケーションを使用するためには、「ログシッピングスタンバイサーバ」の説明のようにファイルベースのログシッピングを行うスタンバイサーバを設定してください。
ファイルベースのログシッピングを行うスタンバイをストリーミングレプリケーションを行うスタンバイに切り替える手順は、recovery.conf内のprimary_conninfo設定をプライマリサーバを指し示すように設定することです。
スタンバイサーバがプライマリサーバ上のreplication疑似データベースに接続できる(「認証」参照)ように、プライマリでlisten_addressesと認証オプション(pg_hba.conf参照)を設定してください。
   
キープアライブソケットオプションをサポートするシステムでは、tcp_keepalives_idle、tcp_keepalives_intervalおよびtcp_keepalives_countを設定することで、プライマリの接続切断の即時検知に有用です。
   
スタンバイサーバからの同時接続数の最大値を設定してください（詳細はmax_wal_sendersを参照）。
   
スタンバイが起動し、primary_conninfoが正しく設定されると、スタンバイはアーカイブ内で利用可能なWALファイルをすべて再生した後にプライマリと接続します。
接続の確立に成功すると、スタンバイでWAL受信プロセスが存在し、プライマリで対応するWAL送信プロセスが存在します。
   
認証



信頼できるユーザのみがWALストリームを読み取ることができるように、レプリケーション用のアクセス権限を設定することは非常に重要です。
WALから機密情報を取り出すことは簡単だからです。
スタンバイサーバはプライマリに対してプライマリのスーパーユーザかREPLICATION権限を持つアカウントとして認証されなければなりません。
レプリケーションのためのREPLICATION権限 と LOGIN権限を持つ専用のユーザを作成することをお勧めします。
REPLICATION権限は非常に強力な権限なので、SUPERUSERのようにプライマリのデータを変更することを許可されていません。
    
レプリケーション用のクライアント認証はpg_hba.conf内でそのdatabaseフィールドにreplicationを指定したレコードで制御されます。
例えば、スタンバイがIPアドレス192.168.1.100のホストで稼動し、レプリケーション用のアカウントの名前がfooである場合、管理者はプライマリ上のpg_hba.confに以下の行を追加することができます。


# 利用者 foo のホスト 192.168.1.100 からプライマリサーバへのレプリケーションスタンバイとしての接続を
# 利用者のパスワードが正しく入力されたならば許可する
#
# TYPE  DATABASE        USER            ADDRESS                 METHOD
host    replication     foo             192.168.1.100/32        md5

    
プライマリサーバのホスト名とポート番号、接続する利用者名およびパスワードは、recovery.confファイルで指定します。
パスワードはスタンバイサーバの~/.pgpassファイルでも設定できます（databaseフィールドのreplicationを指定します）。
例えば、プライマリサーバが稼動するホストの IP アドレスが192.168.1.50でポート番号が5432であり、レプリケーションのアカウント名がfooであり、パスワードがfoopassである場合、管理者はスタンバイサーバのrecovery.confファイルに次行を追加できます。


# プライマリサーバが 192.168.1.50 のホストの 5432ポートで稼動し
# 利用者名が foo でパスワードが foopass とする
primary_conninfo = 'host=192.168.1.50 port=5432 user=foo password=foopass'

    

監視



ストリーミングレプリケーションの重要な健全性尺度は、プライマリサーバで生成されたがスタンバイサーバではまだ適用されていないWALレコードの量です。
プライマリサーバの現在のWAL書き込み位置とスタンバイサーバの受理したWALの最終位置を比較すれば、この遅延を計算できます。
これらの位置は、プライマリサーバではpg_current_xlog_locationを、スタンバイサーバではpg_last_xlog_receive_locationを使用すれば検索できます（詳細は表9.78「バックアップ制御関数」および表9.79「リカバリ情報関数」を参照）。
スタンバイサーバの最終位置は、psコマンドを使用して WAL受信プロセスの状態としても表示できます（詳細は「標準的なUnixツール」を参照）。
    
pg_stat_replicationビューを介してWAL送信処理プロセスのリストを入手することができます。
pg_current_xlog_locationとsent_locationフィールドとの違いが大きい場合、マスタサーバが高負荷状態であることを示している可能性があります。
一方でスタンバイサーバ上のsent_locationとpg_last_xlog_receive_locationの値の差異は、ネットワーク遅延、またはスタンバイが高負荷状態であることを示す可能性があります。
    


レプリケーションスロット



レプリケーションスロットはマスターが全てのスタンバイがWALセグメントを受け取るまで削除を防止したり、たとえ、スタンバイが接続していなくとも、マスターが行を削除してしまうリカバリの競合を自動的に防ぐ機能を提供します。
   
レプリケーションスロットを使用しない場合、古いWALセグメントの削除を防ぐためには、wal_keep_segmentsを使用するか、アーカイブarchive_commandを使用します。
しかし、これらの方法は要求される以上のWALを残すことに対し、レプリケーションスロットは必要と判断されたWALのみを残します。
これらの方法のメリットはpg_xlogが要求する領域を抑制することです。現時点でレプリケーションスロットを使用する他の目的はありません。
   
同様に、hot_standby_feedbackとvacuum_defer_cleanup_ageはまだ使用する行がvacuumにより削除されることを防ぐ機能を提供しますが、スタンバイが接続されていない時間の行は保護出来ず、十分に保護するために高い値を設定することがしばしばあります。レプリケーションスロットにはこのような短所がありません。
   
レプリケーションスロットへの問い合わせと操作



いずれのレプリケーションスロットにも小文字、数字、アンダースコアを含む名前があります。
    
レプリケーションスロットとその状態はpg_replication_slots
ビューより確認できます。
    
レプリケーションスロットはストリーミングレプリケーションプロトコル( 「ストリーミングレプリケーションプロトコル」参照)もしくはSQLファンクション(「レプリケーション関数」参照)を使用し、作成や削除ができます。
    

設定の例



以下のような方法でレプリケーションスロットを作成できます。

postgres=# SELECT * FROM pg_create_physical_replication_slot('node_a_slot');
  slot_name  | xlog_position
-------------+---------------
 node_a_slot |

postgres=# SELECT * FROM pg_replication_slots;
  slot_name  | slot_type | datoid | database | active | xmin | restart_lsn | confirmed_flush_lsn
-------------+-----------+--------+----------+--------+------+-------------+---------------------
 node_a_slot | physical  |        |          | f      |      |             |
(1 row)

スタンバイのレプリケーションスロットを使用できるように設定するためには、primary_slot_nameをスタンバイ側のrecovery.confに設定します。
以下は設定例です。：

standby_mode = 'on'
primary_conninfo = 'host=192.168.1.50 port=5432 user=foo password=foopass'
primary_slot_name = 'node_a_slot'

    


カスケードレプリケーション



カスケードレプリケーションは、リレーのような振る舞い、つまり、スタンバイサーバから他のスタンバイにレプリケーション接続し、WALレコードを送信することができます。
マスターサーバへ直接の接続を減らしたり、サイト相互の帯域オーバヘッドを最小化するために使用することができます。
   
カスケードスタンバイとして知られているとおり、スタンバイは受け取り手としても送り手としても振る舞うことができます。
よりマスターサーバに近いスタンバイサーバは上流サーバと呼ばれるのに対し、より遠いスタンバイサーバは下流サーバと呼ばれます。
カスケードレプリケーションには下流サーバの数に制限は設定されていません。しかし、どのスタンバイサーバも最終的には1つのマスター/プライマリサーバに繋がる1つの上流サーバに接続します。
   
カスケードスタンバイはマスターから受け取ったWALレコードだけでなく、アーカイブからリストアしたWALアーカイブも送信します。
このため、レプリケーション接続が上流サーバで切断しても、ストリーミングレプリケーションは下流サーバへ新しいWAL
レコードがある限り継続します。
   
カスケードレプリケーションは現時点では非同期です。同期レプリケーション（参照「同期レプリケーション」）の設定は現時点でカスケードレプリケーションへは影響を与えません。
   
ホットスタンバイがどの様に配置されていても、ホットスタンバイフィードバックは上流に伝播します。
   
上流スタンバイサーバが昇格し、新しいマスターサーバになった場合、recovery_target_timelineが'latest'に設定されていれば、下流サーバは新マスターサーバからのストリーミングレプリケーションを継続します。
   
カスケードレプリケーションを使うためには、カスケードスタンバイをセットアップ、つまり、レプリケーション接続を許可してください。(max_wal_sendersとhot_standbyおよび、 クライアント認証を設定してください)
また、下流スタンバイがカスケードスタンバイに接続できるために、下流スタンバイではprimary_conninfoを設定する必要があります。
   

同期レプリケーション



PostgreSQL™のストリーミングレプリケーションはデフォルトで非同期です。
プライマリサーバがクラッシュした場合、コミットされた一部のトランザクションがスタンバイサーバに複製されず、データ損失を引き起こす可能性があります。
データ損失量はフェールオーバ時点のレプリケーション遅延に比例します。
   
同期レプリケーションは、あるトランザクションでなされた変更はすべて、１つ以上の同期スタンバイサーバに転送されていることを確実にする機能を提供します。
これはトランザクションコミットで提供される永続性の標準レベルを拡張します。
この保護レベルはコンピュータ科学理論では、2-safeレプリケーション、そしてsynchronous_commitがremote_writeに設定されている場合にはgroup-1-safe (group-safeと1-safe) と呼ばれます。 
   
同期レプリケーションを要求する時、書き込みトランザクションのコミットはそれぞれ、そのコミットがプライマリサーバおよびスタンバイサーバの両方で、ディスク上のトランザクションログに書き込まれたという確認を受けとるまで待機します。
データ損失が起こる可能性は、プライマリサーバとスタンバイサーバが同時にクラッシュしてしまった場合のみです。
これは非常に高い永続性を提供することができますが、それはシステム管理者が２つのサーバの設置と管理に関して注意を払っている場合のみです。
確認のための待機は、サーバがクラッシュした場合でも変更が失われないということでユーザからの信頼性が大きくなりますが、同時に要求するトランザクションの応答時間も必ず大きくなります。
最小待機時間はプライマリとスタンバイの間の往復遅延時間です。
   
読み取り専用のトランザクションおよびトランザクションのロールバックはスタンバイサーバからの応答を待つ必要はありません。
副トランザクションのコミットもスタンバイサーバからの応答を待つことはなく、最上位レベルのコミットのみ待機します。
データロード処理やインデックス構築など長時間実行される操作は、最終コミットメッセージまで待機しません。
準備およびコミットの両方を含め、二相コミット動作はすべてコミット待機を必要とします。
   
基本設定



一度、ストリーミングレプリケーションが設定されている場合、同期レプリケーションの設定には必要な追加設定は１つだけ：synchronous_standby_namesを空でない値に設定することです。
またsynchronous_commitはonに設定されていなければなりませんが、これはデフォルト値ですので、通常は変更する必要はありません。(「諸設定」 および「マスターサーバ」を参照してください)
この設定によりスタンバイがそのコミットレコードを信頼できるストレージに書き込んだことが確認できるまで、各コミットが待たされるようになります。
synchronous_commitは個々のユーザによって設定することができます。
このため、トランザクション単位を基準とした永続性の保証を制御するために、設定ファイルの中で特定のユーザまたはデータベースについて設定することも、アプリケーションによって動的に設定することもできます。
   
コミットレコードがプライマリ上のディスクに書き出された後、WALレコードがスタンバイに送信されます。
スタンバイにてwal_receiver_status_intervalがゼロに設定されていない限り、スタンバイは新しいWALデータの塊がディスクに書き出される度に応答メッセージを返します。
synchronous_commitがremote_applyに設定されている場合には、コミットレコードが再生され、そのトランザクションが可視化されたときに応答メッセージを返します。
スタンバイが、プライマリ上の優先順リストであるsynchronous_standby_namesから同期スタンバイとして選ばれた時は、いつコミットレコードの受領を確認ために待機しているトランザクションを解放すべきかを決めるために、他の同期スタンバイとともにそれらスタンバイからの応答メッセージが考慮されます。
これらのパラメータにより、管理者はどのスタンバイサーバを同期スタンバイとすべきかを指定することができます。
同期レプリケーションの設定は主にマスタでなされることに注意してください。
指名されたスタンバイは直接マスターサーバに接続される必要があります。
つまり、カスケードレプリケーションを使用している下流スタンバイサーバについて、マスターサーバは何も知りません。
   
synchronous_commitをremote_writeに設定することで、個々のコミットは、スタンバイサーバがコミットされたレコードを受け取り、オペレーティングシステムに書きだしたことが確認できるまで待ちますが、スタンバイ上のディスクに吐き出すまでは待ちません。
これは、onと設定するより、提供される永続性は弱くなります。
具体的には、スタンバイサーバはオペレーティングシステムがクラッシュした場合にデータを失う可能性がありますが、PostgreSQL™がクラッシュした場合にはデータを失いません。
しかし、実用的にはこの設定はトランザクションの応答時間を短くすることができるので有用です。
データの損失は、プライマリサーバとスタンバイサーバが同時にクラッシュし、かつ、プライマリのデータベースが同時に壊れた場合にのみ発生します。
   
synchronous_commitをremote_applyに設定することで、現在の同期スタンバイがトランザクションを再生し、ユーザから見えるようにしたと報告するまでは各々のコミットは待たされます。
単純なケースでは、因果一貫性を保つ負荷分散を可能にします。
   
高速シャットダウンが要求された場合、ユーザは待ち状態ではなくなります。
しかし非同期レプリケーションを使用している時と同じく、送信中のWALレコードが現在接続しているスタンバイサーバに転送されるまで、サーバは完全に停止しません。
   

複数の同期スタンバイ



同期レプリケーションは、一つ以上の同期スタンバイサーバをサポートします。
同期と見なされるすべてのスタンバイサーバがデータの受領を確認するまで、トランザクションは待機します。
トランザクションが応答を待たなければならない同期スタンバイの数は、synchronous_standby_namesで指定されます。
また、このパラメータには、スタンバイの名前のリストを指定します。
このリストは、同期スタンバイとして選ばれる個々のスタンバイの優先順位を決定します。
リストの最初の方に名前が現れるスタンバイには高い優先順位が与えられ、同期と見なされます。
リストの後の方に現れる他のスタンバイサーバは、潜在的な同期スタンバイであることを表します。
何かの理由で現在の同期スタンバイのどれかが切断されると、直ちに次に優先順位の高いスタンバイが取って代わります。
   
複数同期スタンバイのsynchronous_standby_namesの例を示します。

synchronous_standby_names = '2 (s1, s2, s3)'

この例では、もし4つのスタンバイサーバs1、s2、s3、s4が稼働中なら、s1とs2が同期スタンバイに選ばれます。
それらの名前がスタンバイ名のリストの最初の方にあるからです。
s3は潜在的な同期スタンバイで、s1あるいはs2が故障した時に同期スタンバイの役割を取って代わります。
このリストに名前が載っていないので、s4は非同期スタンバイです。
   

性能に関する考慮



通常、同期レプリケーションは、アプリケーションが満足できる程度に実行されることを確実にするために、注意深くスタンバイサーバを計画し設置しなければなりません。
待機のためにシステムリソースを使用することはありませんが、トランザクションロックは転送が確認されるまで継続して保持されます。
結果として同期レプリケーションを注意せずに使用すると、応答時間が増加する、および競合がより高くなるため、データベースアプリケーションの性能は低下します。
   
PostgreSQL™ではアプリケーション開発者がレプリケーション経由で必要とする永続性レベルを指定することができます。
これをシステム全体に対して指定することができますし、特定のユーザ、接続、個々のトランザクションに対してさえ指定することもできます。
   
例えばアプリケーションの作業量が、重要な顧客詳細の変更が10%、ユーザ間のチャットメッセージなど、あまり重要ではなく、失ったとしても業務をより簡単に戻すことができるようなデータの変更が90% という構成を考えてみます。
   
（プライマリ上で）アプリケーションレベルで指定する同期レプリケーションオプションを使用して、作業全体を低速化させることなく、最も重要な変更に対して同期レプリケーションを企てることができます。
アプリケーションレベルのオプションは、高い性能が求められるアプリケーションで同期レプリケーションの利点が得られる、重要かつ現実的な手段です。
   
生成されるWALデータの割合よりネットワーク帯域幅が大きくなければならないことを考慮しなければなりません。
   

高可用性に関する検討



synchronous_commitが、on、remote_apply、remote_writeのいずれかに設定されている場合、synchronous_standby_namesには、コミットされたトランザクションが応答を待つ同期スタンバイの数と名前を指定します。
そのようなトランザクションのコミットは、同期スタンバイのどれかがクラッシュすると決して完了しないかもしれません。
   
高可用性のもっとも良い解決方法は、想定したのと同じ数の同期スタンバイを確実に確保することです。
これは、synchronous_standby_namesを使って同期スタンバイ候補を複数指定することによって実現できます。
そのリストの最初の方に名前が上がっているスタンバイは、同期スタンバイとして使用されます。
その後の方に名前が上がっているスタンバイは、同期スタンバイのどれかが故障した時に、その役割を取って代わります。
   
スタンバイが最初にプライマリに接続された時、それはまだ適切に同期されていません。
これはcatchupモードと呼ばれます。
一旦スタンバイとプライマリ間の遅延がゼロになると、実時間streaming状態に移ります。
追従（catchup）期間はスタンバイが作成された直後は長くなるかもしれません。
スタンバイが停止している場合、追従期間はスタンバイの停止期間にしたがって長くなります。
スタンバイは、streaming状態に達した後でのみ、同期スタンバイになることができます。
   
コミットが受領通知を待機している間にプライマリが再起動した場合、プライマリデータベースが復旧した後、待機中のトランザクションは完全にコミットされたものと記録されます。
すべてのスタンバイがプライマリのクラッシュ時点で送信中のWALデータのすべてを受信したかどうかを確認する方法はありません。
トランザクションの一部は、プライマリではコミットされたものと表示されていたとしても、スタンバイではコミットされていないと表示されるかもしれません。
PostgreSQLは、WALデータをすべてのスタンバイが安全に受信したことが分かるまで、アプリケーションは明示的なトランザクションコミットの成功に関する受領通知を受けとらないことを保証しています。
   
要求していた数の同期スタンバイを本当に確保できないときは、トランザクションが応答を待たなければならない同期スタンバイの数を、synchronous_standby_namesから減らしてください（もしくは無効にします）。
そして、プライマリサーバの設定ファイルを再読み込みしてください。
   
プライマリが既存のスタンバイサーバから切り離された場合は、スタンバイサーバの中から最善と思われる候補にフェールオーバしてください。
   
トランザクションの待機中にスタンバイサーバを再作成する必要がある場合、pg_start_backup()およびpg_stop_backup()を実行するコマンドをsynchronous_commit = offであるセッション内で確実に実行してください。
さもないとこれらの要求はスタンバイに現れるまで永遠に待機します。
   


スタンバイにおける継続的アーカイビング



スタンバイにおいてWALの継続的アーカイビングが行われる場合、2つのシナリオが考えられます。
WALアーカイブがプライマリとスタンバイで共有されるケースと、スタンバイが自分のWALアーカイブを持つケースです。
スタンバイが自分のWALアーカイブを持つケースでは、archive_modeをalwaysに設定しておくことにより、アーカイブからリストアされたWALセグメントであろうと、ストリーミングレプリケーション由来のWALセグメントであろうと、WALセグメントを受信する度にスタンバイはアーカイブコマンドを呼び出します。
共有アーカイブのケースも同じように扱えますが、archive_commandはアーカイブしようとしているファイルがすでに存在していて、それが同一内容かどうかのチェックを行う必要があります。
このため、archive_commandはより工夫が必要です。
というのも、archive_commandは既存のファイルを異なる内容で置き換えてはいけませんし、またまったく同じ内容のファイルを置き換えた場合には成功したと報告しなければならないからです。
更に、2つのサーバが同時に同じファイルをアーカイブしようとした時に、競合状態が起きないようにしなければなりません。
   
archive_modeがonの場合には、リカバリモードあるいはスタンバイモードではアーカイブは有効になりません。
スタンバイサーバが昇格すると、昇格後にスタンバイサーバはアーカイブを開始します。
しかし、自分が生成しなかったWALは一切アーカイブしません。
完全な一連のWALファイルをアーカイブから取り出すためには、WALがスタンバイに到着する前に、すべてのWALがアーカイブされていることを保証しなければなりません。
ファイルベースのログシッピングにおいても本質的にはこの通りです。
というのも、スタンバイはアーカイブにあるファイルだけをリストアできるからです。
ストリーミングレプリケーションが有効ならば、この限りではありません。
サーバがリカバリモーでない場合には、onとalwaysのモードの間には違いはありません。
   



名前
CREATE OPERATOR CLASS —    新しい演算子クラスを定義する
  

概要
CREATE OPERATOR CLASS name [ DEFAULT ] FOR TYPE data_type
  USING index_method [ FAMILY family_name ] AS
  {  OPERATOR strategy_number operator_name [ ( op_type, op_type ) ] [ FOR SEARCH | FOR ORDER BY sort_family_name ]
   | FUNCTION support_number [ ( op_type [ , op_type ] ) ] function_name ( argument_type [, ...] )
   | STORAGE storage_type
  } [, ... ]

説明
CREATE OPERATOR CLASSは新しい演算子クラスを作成します。
演算子クラスは、特定のデータ型がインデックスでどのように使用されるかを定義します。
演算子クラスにより、データ型およびインデックスメソッドの特定の役割もしくは「戦略」に、どの演算子を使用するかが指定されます。
また、インデックスの列に対して演算子クラスが選択される際、演算子クラスによってインデックスメソッドが使用するサポートプロシージャが指定されます。
演算子クラスで使用される全ての演算子および関数は、演算子クラスを作成できるようになる前に定義しておく必要があります。

  
スキーマ名が与えられている場合、その演算子クラスは指定されたスキーマに作成されます。
スキーマ名がなければ、演算子クラスは現在のスキーマに作成されます。
異なるインデックスメソッドに使用する場合のみ、同じスキーマ内の2つの演算子クラスに同じ名前を付けることができます。
  
演算子クラスは、それを定義したユーザが所有者となります。
現在、演算子クラスを作成するには、スーパーユーザである必要があります。
（誤った演算子クラスを定義すると、サーバを混乱させ、サーバクラッシュの原因とさえなり得るため、この制限が付けられています）。
  
現在、CREATE OPERATOR CLASSでは、インデックスメソッドに必要な全ての演算子および関数が演算子クラス定義に含まれているかどうか、また、演算子や関数の形式がそれ自身で整合性を持っているかを検査しません。
ユーザの責任において、有効な演算子クラスを定義してください。
  
関連する演算子クラスを演算子族にまとめることができます。
既存の演算子族に新しい演算子クラスを追加するためには、CREATE OPERATOR CLASSでFAMILYオプションを指定してください。
このオプションを指定しないと、新しい演算子クラスはそのクラスと同じ名前の演算子族内に置かれます（この演算子族が存在しない場合は作成します）。
  
詳細については「インデックス拡張機能へのインタフェース」を参照してください。
  

パラメータ
	name
	作成する演算子クラスの名前です。
演算子クラス名は、スキーマ修飾することができます。
     

	DEFAULT
	DEFAULTを付けると、その演算子クラスが、そのデータ型のデフォルトの演算子クラスになります。
特定のデータ型およびインデックスメソッドのデフォルトにできる演算子クラスは最大1つまでです。
     

	data_type
	この演算子クラスを使用する列のデータ型です。
     

	index_method
	この演算子クラスを使用するインデックスメソッドの名前です。
     

	family_name
	この演算子クラスの追加先となる既存の演算子族の名前です。
指定されない場合、演算子クラスと同じ名前の演算子族が使用されます（演算子族が存在しない場合は作成します）。
     

	strategy_number
	演算子クラスに関連する演算子のインデックスメソッドの戦略番号です。
     

	operator_name
	演算子クラスに関連する演算子の名前です（スキーマ修飾名でも可）。
     

	op_type
	OPERATOR句では、演算子の入力データ型、もしくは、左単項演算子か右単項演算子を表すNONEを指定します。
演算子クラスのデータ型と同じである通常の場合、入力データ型は省略可能です。
     
FUNCTION句では、関数の入力データ型（B-Tree比較関数およびハッシュ関数用）またはクラスのデータ型（B-treeソートサポート関数とGiST、SP-GiST、GIN、BRIN演算子クラスのすべての関数用）と異なる場合、関数がサポートする予定の演算対象データ型です。
これらのデフォルトは常に正確です。
このため、しかしデータ型を跨がる比較をサポートする予定のB-treeソートサポート関数は除き、FUNCTION句でop_typeを指定する必要はありません。
     

	sort_family_name
	順序付け演算子に関連したソート順序を記述する、既存のbtree演算子族の名前（スキーマ修飾可）です。
     
FOR SEARCHもFOR ORDER BYも指定されていない場合、FOR SEARCHがデフォルトです。
     

	support_number
	演算子クラスに関連する関数用のインデックスメソッドのサポートプロシージャの番号です。
     

	function_name
	演算子クラス用のインデックスメソッドのサポートプロシージャとなる関数の名前です（スキーマ修飾名でも可）。
     

	argument_type
	関数のパラメータのデータ型です。
     

	storage_type
	インデックスに実際に格納されるデータ型です。
通常、このデータ型は列のデータ型と同じです。
しかし、異なるデータ型を許可するインデックスメソッドも存在します（現時点ではGiST、GIN、BRIN）。
インデックスメソッドが異なるデータ型の使用を許可していなければ、STORAGE句を指定してはいけません。
     



OPERATOR、FUNCTION、STORAGEは任意の順番で記述できます。
  

注釈
インデックス機構は、使用する前に関数に関するアクセス権限を検査しませんので、
関数や演算子を演算子クラスに含めることは、PUBLICに実行権限を与えることと同じです。
通常、演算子クラスで有用な種類の関数ではこれは問題になりません。
  
演算子はSQL関数で定義してはなりません。
SQL関数は呼び出し元の問い合わせにインライン化されることが多いので、オプティマイザでその問い合わせがインデックスに一致するかどうかを認識できなくなってしまうからです。
  
PostgreSQL™ 8.4より前までは、OPERATOR句にRECHECKオプションを含めることができました。
インデックス演算子に「損失がある」かどうかは実行時にその場で決定されるようになりましたので、これはサポートされなくなりました。
これにより、演算子に損失があるかもしれないしないかもしれないような場合を効率的に扱うことができるようになりました。
  

例
以下のコマンド例では、_int4データ型（int4の配列）のGiSTインデックス演算子クラスを定義しています。
この例の詳細については、intarrayモジュールを参照してください。
  
CREATE OPERATOR CLASS gist__int_ops
    DEFAULT FOR TYPE _int4 USING gist AS
        OPERATOR        3       &&,
        OPERATOR        6       = (anyarray, anyarray),
        OPERATOR        7       @>,
        OPERATOR        8       <@,
        OPERATOR        20      @@ (_int4, query_int),
        FUNCTION        1       g_int_consistent (internal, _int4, smallint, oid, internal),
        FUNCTION        2       g_int_union (internal, internal),
        FUNCTION        3       g_int_compress (internal),
        FUNCTION        4       g_int_decompress (internal),
        FUNCTION        5       g_int_penalty (internal, internal, internal),
        FUNCTION        6       g_int_picksplit (internal, internal),
        FUNCTION        7       g_int_same (_int4, _int4, internal);

互換性
  
CREATE OPERATOR CLASSはPostgreSQL™の拡張です。
標準SQLにはCREATE OPERATOR CLASS文はありません。
  

関連項目
ALTER OPERATOR CLASS(7), DROP OPERATOR CLASS(7), CREATE OPERATOR FAMILY(7), ALTER OPERATOR FAMILY(7)

この他のログシッピングの方法



これまでの節で説明した組み込みのスタンバイモードの他の方法として、アーカイブ場所を順次問い合わせるrestore_commandを使用する方法があります。
これはバージョン8.4以前では唯一の利用可能な選択肢でした。
この設定では、スタンバイ操作で必要とするポーリングを自身で実施しますので、standby_modeを無効にします。
このリファレンス実装としてpg_standby(1)を参照してください。
   
このモードでは、サーバは1度に1つのWALファイルを適用することに注意してください。
このため問い合わせ用にスタンバイサーバを使用する場合(ホットスタンバイを参照)、マスタにおける動作とそれがスタンバイで可視になるまでの間に、WALファイルをみたすために必要とする時間に相当する、遅延が存在します。
archive_timeoutを使用して遅延を短くすることができます。
また、この方法とストリーミングレプリケーションと組み合わせることができないことにも注意してください。
   
プライマリおよびスタンバイサーバの両方で発生する操作は通常の継続的なアーカイブ処理とリカバリ処理です。
2つのデータベースサーバが連携する唯一の点は、両者が共有するWALファイルのアーカイブです。
プライマリがアーカイブに書き出し、スタンバイがアーカイブから読み取ります。
注意して他のプライマリサーバ由来のWALアーカイブが混在しないことを確実にしなければなりません。
さもないと混乱が発生します。
スタンバイ操作でのみ必要なものですので、アーカイブは必ずしも巨大になりません。
   
2つの疎結合サーバを協調させる秘訣は簡単で、スタンバイサーバにて使用されるrestore_commandです。
これは次のWALファイルを問い合わせ、それをプライマリから利用可能になるまで待機します。
このrestore_commandはスタンバイサーバのrecovery.confファイルで指定されます。
通常のリカバリ処理はWALアーカイブからファイルを要求し、ファイルが利用できなければ失敗を報告します。
スタンバイ処理では、次のWALファイルを入手できないことは異常ではありませんので、スタンバイは利用可能になるまで待機しなければなりません。
.backupまたは.historyで終わるファイルについては、待機する必要はなく、非ゼロの終了コードを返さなければなりません。
restore_commandを待機させるには、次のWALファイルの存在を確認した後にループする独自のスクリプトを作成することで実現できます。
また、restore_commandに割り込み、ループを終了させ、ファイルが存在しないというエラーをスタンバイサーバに返す、フェールオーバを発生させる何らかの方法がなければなりません。
これがリカバリ処理を停止しますので、スタンバイサーバは通常のサーバになります。
   
restore_commandの擬似コードの一例は以下です。

triggered = false;
while (!NextWALFileReady() && !triggered)
{
    sleep(100000L);         /* wait for ~0.1 sec */
    if (CheckForExternalTrigger())
        triggered = true;
}
if (!triggered)
        CopyWALFileForRecovery();

   
待機を行うrestore_commandの実例はpg_standby(1)モジュール内で提供されています。
これは上記のロジックをどのように正確に実装するかについての参照として使用すべきです。
また、これを特定の設定または環境をサポートするため必要に応じて拡張することができます。
   
フェールオーバを通知する手段は計画・設計段階で重要な部分です。
考えられる選択肢の1つはrestore_commandです。
これは各WALファイルに対して1度実行されるものですが、restore_commandを実行するプロセスは各ファイルに対して起動・終了します。
このようにデーモンやサーバプロセスはありませんので、シグナルやシグナルハンドラを使用することはできません。
したがって、restore_commandはフェールオーバの通知には適していません。
特にプライマリサーバ上の既知のarchive_timeout設定と連係して使用できるならば、単純なタイムアウト機能を使用することができます。
しかし、これはネットワーク障害や高負荷なプライマリサーバによりフェールオーバが始まってしまうため、どちらかというとエラーになりやすいものです。
実現可能ならば、明示的な通知用ファイルの作成などの通知機構の方が理想的です。
   
実装



この代替方式を使用してスタンバイサーバを構築する短めの手順を以下に示します。
各段階の詳細については、注記していますので、前の節を参照してください。
    
	できる限り同じようにプライマリシステムとスタンバイシステムを設定してください。
同じリリースレベルのPostgreSQL™の同一コピーの導入も含みます。
      

	プライマリサーバで、継続的アーカイブをスタンバイサーバ上のディレクトリ上にWALをアーカイブするように設定してください。
プライマリサーバで、archive_mode、archive_commandおよびarchive_timeoutが適切に設定されていることを確認してください（「WALアーカイブの設定」を参照してください）。
      

	プライマリサーバでベースバックアップを作成（「ベースバックアップの作成」を参照してください）し、スタンバイサーバでこのデータをロードしてください。
      

	スタンバイサーバで、上記の通り待機を行うrestore_commandを指定したrecovery.confを使用して、ローカルなWALアーカイブからリカバリ処理を実行してください（「継続的アーカイブによるバックアップを使用した復旧」を参照してください）。
      




   
リカバリ処理はWALアーカイブを読み取り専用として扱います。
このため、WALファイルがスタンバイシステムにコピーされた後、スタンバイデータベースサーバによる読み取りと同時にWALファイルをテープにコピーすることができます。
このように、高可用性スタンバイサーバの実行を、災害からのリカバリを目的とした長期的な保管と同時に行うことができます。
   
試験のためにプライマリサーバとスタンバイサーバを同じシステムで稼動させることができます。
これによりサーバ堅牢性が向上することも、高可用性と呼べることもありません。
   

レコードベースのログシッピング



この代替手法を用いたレコード単位のログシッピングの実装も可能ですが、利用者側の開発が必要です。
さらに、完全なWALファイルが転送された後のみで、変更がホットスタンバイ問い合わせで可視になります。
   
外部プログラムから、WALの現在の終了点のファイル名と正確なバイトオフセットを見つけ出すpg_xlogfile_name_offset()関数（「システム管理関数」を参照）を呼び出すことができます。
そして、WALファイルに直接アクセスし、直前の既知のWAL終了点から現在の終了点までのデータをスタンバイサーバにコピーすることができます。
この方法では、データ損失期間はコピー処理プログラムの実行周期となります。
非常に短くすることができますし、部分的に使用されたセグメントファイルを強制的にアーカイブするため無駄な帯域もありません。
スタンバイサーバのrestore_commandスクリプトがWALファイル全体しか扱うことができないことに注意してください。
このため、逐次的にコピーしたデータは通常はスタンバイサーバで利用することができません。
プライマリサーバが停止した時のみこれを使用します。
その場合、プライマリサーバが立ち上がる前に、最後の部分的なWALファイルがセカンダリサーバに渡されます。
この処理の正しい実装では、データコピープログラムとrestore_commandスクリプトとの連係が必要です。
   
PostgreSQL™バージョン9.0から、同じ利点をより少ない設定で実現できるストリーミングレプリケーション(「ストリーミングレプリケーション」参照)を使用することができます。
   


リリース8.2.22



リリース日
2011-09-26

このリリースは8.2.21に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.2メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.2」を参照してください。
  
PostgreSQL™コミュニティは2011年12月に8.2.Xリリースの更新の公開を停止します。
早めにより新しいブランチへの更新を推奨します。
  
バージョン8.2.22への移行



8.2.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし8.2.14以前のバージョンからアップデートする場合は「リリース8.2.14」を参照してください。
   

変更点



	GiSTインデックスページ分割処理における複数の不具合を修正しました。(Heikki Linnakangas)
     
発生する可能性は小さいのですが、インデックスの破損を招く可能性がありました。
     

	ANALYZEおよびSJIS-2004符号化変換においてメモリの最後を超えてアクセスする可能性を修正しました。(Noah Misch)
     
これは非常に可能性が低いサーバクラッシュ状況を修正します。
     

	relcache初期ファイルの無効化における競合状態を修正しました。(Tom Lane)
     
新しいバックエンドプロセスが無効な初期ファイルを読み取ろうとするが、データが無効であることを通知するinvalメッセージを取り損なう期間がありました。
この結果カタログアクセスにおいて、起動処理の後の「could not read block 0 in file ...」といった奇妙な失敗が起こります。
     

	GiSTインデックススキャン終了時のメモリリークを修正しました。(Tom Lane)
     
すでに多くの行を持つテーブルに対して新たなGiSTを基にした排他制約を作成する際の検証など、多くの分割GiSTインデックススキャンを行うコマンドが一時的にこのリークの原因となる大容量のメモリを求めることがあり得ました。
     

	大規模かつ非可逆なビットマップを構築する時の性能問題を修正しました。(Tom Lane)
     

	配列作成、経路作成関数のパッド用バイトを確実にゼロにするように修正しました。(Tom Lane)
     
これにより、プランナが意味的に等しい定数を等しくないとみなし、最適化を悪化させる一部の状況を防ぎます。
     

	WAL再生を壊すgcc 4.5.0の不具合を回避します。(Tom Lane)
     
サーバクラッシュ後にコミットされたトランザクションの損失をもたらす可能性がありました。
     

	ビュー内のVALUESについてのダンプ不具合を修正しました。(Tom Lane)
     

	シーケンスに対するSELECT FOR UPDATE/SHAREを許しません。(Tom Lane)
     
この操作は想定通りに動作せず、また、失敗をもたらすことがあり得ました。
     

	ハッシュテーブルのサイズ計算時の整数オーバーフローから保護します。(Tom Lane)
     

	「peer」認証に関する証明書制御メッセージの使用における移植性不具合を修正しました。(Tom Lane)
     

	pg_srand48 シード初期化における記述ミスを修正しました。(Andres Freund)
     
このため、提供されたシードの全ビットを使用すると失敗する可能性がありました。
この関数はほとんどのプラットフォームで使用されていません（srandomを持たないプラットフォームのみです）ので、想定よりもランダム性が小さいシードによるセキュリティ露見の可能性はとにかく最小だったと思われます。
     

	LIMITとOFFSET値の合計が2^63を超えた場合の整数オーバーフローを防止します。(Heikki Linnakangas)
     

	generate_series()のint4版とint8版にオーバーフロー検査を追加しました。(Robert Haas)
     

	to_char()における末尾のゼロ除去を修正しました。(Marti Raudsepp)
     
小数点の後の桁位置がないFM付きの書式において、小数点より左のゼロが正しく除去できていませんでした。
     

	2^63近辺の入力に対するオーバーフローを防ぐようにpg_size_pretty()を修正しました。(Tom Lane)
     

	異なるファイルからCOPYしている時の、psqlのスクリプトファイル行番号の計数処理を修正しました。(Tom Lane)
     

	standard_conforming_stringsに合わせて、pg_restoreの直接データベースモードを修正しました。(Tom Lane)
     
pg_restoreが、standard_conforming_stringsがonに設定されたアーカイブファイルからデータベースサーバに直接リストアする時に間違ったコマンドを発行する可能性がありました。
     

	libpqのLDAPサービス検索コードにおけるwrite-past-buffer-endとメモリリークを修正しました。(Albe Laurenz)
     

	libpqにおいて、非ブロッキングI/OとSSL接続を使用する場合の失敗を防止します。(Martin Pihlak、Tom Lane)
     

	libpqの接続開始期間のエラーの取扱いを改良しました。(Tom Lane)
     
具体的には、SSL接続開始期間のfork()失敗についてのサーバ報告への応答がより健全になりました。
     

	ecpglibがdouble値を15桁の精度で書き込むようにしました。(Akira Kurosawa)
     

	blowfishの符号付き文字に関する不具合(CVE-2011-2483)に対する上流の修正を適用しました。(Tom Lane)
     
contrib/pg_cryptoのblowfish暗号化コードは、charが符号付きであるプラットフォーム(ほとんどのプラットフォーム)において間違った結果を生成し、暗号化されたパスワードが本来より脆弱になりました。
     

	contrib/segにおけるメモリリークを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	空のインデックスに対して一貫性を持った結果を生成するようにpgstatindex()を修正しました。(Tom Lane)
     

	perl 5.14を用いたビルドを可能にしました。(Alex Hunsaker)
     

	システム関数の存在を検出するためのconfigureスクリプトの方法を更新しました。(Tom Lane)
     
8.3と8.2で使用しているautoconfのバージョンは、リンク時の最適化を行うコンパイラによってだまされることがあり得ました。
     

	空白を含むファイルパスでのビルドとインストールに関連した問題を修正しました。(Tom Lane)
     

	時間帯データファイルをtzdata release 2011iに更新しました。
カナダ、エジプト、ロシア、サモア、南スーダンにおける夏時間規則の変更が含まれています。
     





エクゼキュータ



エクゼキュータは、プランナ/オプティマイザで作成された計画を受け取り、必要な行の集合を抽出するために再帰的に処理します。
これは本質的に要求引き寄せ型（demand-pull）パイプライン機能です。
計画ノードが呼ばれる度にもう1つの行を引き渡すか、行を引き渡したことの報告を行わなければなりません。
   
具体的な例を提供する目的で頂点のノードがMergeJoinノードである場合を想定しましょう。
いかなるマージも実行される前に（それぞれの副計画から1つずつ）2つの行を取ってこなくてはいけません。
ですからエクゼキュータは副計画を処理するために自分自身を再帰的に呼び出します（lefttreeに付随する副計画から開始します）。
新しい頂点のノード（左の副計画の頂点のノード）はSortノードであるとしましょう。ここでもノード自体が処理される前に入力行を取ってこなくてはいけません。
Sortの子ノードは実際のテーブルの読み取りを表現しているSeqScanノードのこともあり得ます。
このノードの処理はエクゼキュータにテーブルから行を抽出させ、呼び出しているノードに渡し戻させます。
Sortノードはソート対象の全てのノードを取得するために子ノードを繰り返し呼び出します。
入力がなくなった時（子ノードが行ではなくNULLを返してきた時）Sortコードがソートを実行して最終的に最初の出力行を返すことができるようになります。
つまりソート順における最初の結果です。
後での要求に答えるためソート順に引き渡すことができるように残っている行は保存されます。
   
MergeJoinノードは同じようにしてその右副計画から最初の行を要求します。
そこで2つの行が結合できるかどうか比較されます。もし結合できる場合には呼び出し側に結合された行が返されます。
次の呼び出しの時に、もしくは入力された現在の組み合わせが結合できない場合はすぐに、あるテーブルあるいはそれ以外のテーブル（比較の結果に依存して）の次の行に進んで、さらに一致があるかどうか検証されます。
最終的にはある副計画もしくは他の計画が使いきられ、MergeJoinノードがこれ以上の結合行を生成できないという意味のNULLを返すことになります。
   
複雑な問い合わせは多くの階層となった計画ノードに関わるかもしれませんが、概略的な取り扱い方は同じです。
それぞれのノードは呼び出される度に次の出力行を計算して返します。
それぞれのノードは同時にプランナによって割り当てられたいかなる選択式や射影式でも適用する責任があります。
   
エクゼキュータ機構は全ての4つの基本的なSQL型を検証するために用いられます。
4つのSQL型とはSELECT、INSERT、UPDATE、そしてDELETEです。
SELECTでは、最上位階層のエクゼキュータコードは問い合わせ計画によって返されるそれぞれの行をクライアントへ送り返すだけでよいことになっています。
INSERTでは、INSERTで指定された対象となるテーブルに返された行が挿入されます。
これはModifyTableと呼ばれる特別な最上位階層の計画ノードの中で行われます。
（ある単純なINSERT ... VALUESコマンドは1つのResultノード（これは、結果としての行を1つだけ計算するに留まります）とその上の挿入を実行するためのModifyTableからなる単純な計画ツリーを生成します。
しかし、INSERT ... SELECTはエクゼキュータ機構ができ得る限りの能力を発揮することを要求する場合があります）。
UPDATEではプランナはすべての更新された列の値を含んだ行の演算結果とTID（タプルID、または行ID）を準備します。
このデータはModifyTableノードに入力され、ノードでは新しく更新された行の作成と削除された古い行に印を付けるためこの情報を利用します。
DELETEでは計画から実際に返されるただ1つの列はTIDで、ModifyTableノードは単に各対象行を尋ね当てて削除の印を付けるためにこのTIDを使用します。
   

リリース7.3.18



リリース日
2007-02-05

このリリースは7.3.17の各種不具合を修正したもので、セキュリティ問題の修正も含みます。
  
バージョン7.3.18への移行



7.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、7.3.13より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース7.3.13」を参照してください。
   

変更点



	接続ユーザがバックエンドのメモリを読み取ることができるセキュリティ脆弱性を取り除きました。(Tom)
    
この脆弱性には、SQL関数が宣言されたデータ型を返すかどうか、そのテーブル列のデータ型が変更されたかどうかに関する通常の検査の抑制も含まれています（CVE-2007-0555、CVE-2007-0556）。
これらのエラーを悪用して簡単にバックエンドをクラッシュさせることができます。
また原理的には、アクセスを許していないはずのユーザがデータベースの内容を読み取ることができてしまいます。
    

	実行不可能な分割点の選択によりB-treeインデックスページの分割が失敗する可能性がある、稀に起こる不具合を修正しました。(Heikki Linnakangas)
    

	3バイト長を越えるUTF8シーケンスに関する、複数バイト文字処理のセキュリティを強化しました。(Tom)
    





拡張



PostgreSQL™は容易に拡張可能なように設計されています。
このため、データベースに読み込まれる拡張は、データベースに組み込まれた機能と同様に働きます。
ソースコードに同梱されているcontribディレクトリには複数の拡張が含まれています。
付録F 追加で提供されるモジュールで説明します。
他にもPostGISなどが独立して開発されています。
PostgreSQLのレプリケーションソリューションですら外部で開発することができます。
例えば、人気の高いマスタ/スタンバイレプリケーションツールである Slony-Iはコアプロジェクトと独立して開発されています。
  

PostgreSQLサーバアプリケーション





ここには、PostgreSQL™サーバアプリケーションとサポートユーティリティに関するリファレンス情報があります。
これらのコマンドは通常データベースサーバが稼働しているホスト上でのみ実行されます。
他のユーティリティプログラムの一覧はPostgreSQLクライアントアプリケーションにあります。
   


テキスト検索に関する型



PostgreSQL™は、自然言語の文書の集合を通して検索を行い問い合わせに最も合致する文書を見つける機能である全文検索をサポートするために設計された2つのデータ型を提供します。
tsvector型はテキスト検索に最適化された形式で文書を表現します。
tsquery型は同様に問い合わせを表現します。
12章全文検索ではこの機能を詳しく説明します。
また、「テキスト検索関数と演算子」では、関連する関数や演算子を要約します。
   
tsvector



tsvectorの値は重複がない語彙素のソート済みリストです。
語彙素とは同じ単語の変種をまとめるために正規化された単語です（詳細は12章全文検索を参照）。
以下の例に示すようにソートと重複除去は入力の際に自動的になされます。


SELECT 'a fat cat sat on a mat and ate a fat rat'::tsvector;
                      tsvector
----------------------------------------------------
 'a' 'and' 'ate' 'cat' 'fat' 'mat' 'on' 'rat' 'sat'


空白文字または句読点を含む語彙素を表現するには、引用符でくくってください。


SELECT $$the lexeme '    ' contains spaces$$::tsvector;
                 tsvector                  
-------------------------------------------
 '    ' 'contains' 'lexeme' 'spaces' 'the'


（この例と次の例では、リテラル内で引用符記号を二重にしなければならないことによる混乱を防ぐためにドル引用符付け文字列を使用します。）
引用符およびバックスラッシュが埋め込まれている場合は、以下のように二重にしなければなりません。


SELECT $$the lexeme 'Joe''s' contains a quote$$::tsvector;
                    tsvector                    
------------------------------------------------
 'Joe''s' 'a' 'contains' 'lexeme' 'quote' 'the'


オプションとして、語彙素に整数の位置を付けることもできます。


SELECT 'a:1 fat:2 cat:3 sat:4 on:5 a:6 mat:7 and:8 ate:9 a:10 fat:11 rat:12'::tsvector;
                                  tsvector
-------------------------------------------------------------------------------
 'a':1,6,10 'and':8 'ate':9 'cat':3 'fat':2,11 'mat':7 'on':5 'rat':12 'sat':4


位置は通常、元の単語の文書中の位置を示します。
位置情報を近接順序に使用することができます。
位置の値は1から16383までで、これより大きな値は警告なく16383に設定されます。
同一語彙素に対する重複する位置項目は破棄されます。
    
位置を持つ語彙素はさらに重み付きのラベルを付与することができます。
ラベルはA、B、C、Dを取ることができます。
Dはデフォルトですので、以下のように出力には現れません。


SELECT 'a:1A fat:2B,4C cat:5D'::tsvector;
          tsvector          
----------------------------
 'a':1A 'cat':5 'fat':2B,4C


典型的に重みは、例えば、表題の単語には本文の単語と異なる印をつけるといった、文書構造を反映させるために使用されます。
テキスト検索の順序付け関数は異なる重み印に異なる優先度を割り当てることができます。
    
tsvector型自体は単語の正規化を行わないことを理解することは重要です。
与えられる単語はアプリケーションのために適切に正規化されていると仮定しています。
以下に例を示します。


SELECT 'The Fat Rats'::tsvector;
      tsvector      
--------------------
 'Fat' 'Rats' 'The'


ほとんどの英文テキスト検索アプリケーションでは、上の単語は正規化されていないとみなされますが、tsvectorは気にしません。
検索用に単語を適切に正規化するために、生の文書テキストは通常to_tsvector経由で渡されます。


SELECT to_tsvector('english', 'The Fat Rats');
   to_tsvector   
-----------------
 'fat':2 'rat':3


これについても、詳細は12章全文検索を参照してください。
    

tsquery



tsqueryの値には検索される語彙素が格納されます。
それらは論理演算子& (論理積)、| (論理和)、!(否定)および語句検索演算子<->(FOLLWED BY)を組み合わせることができます。
FOLLOWED BY演算子には<N>という変化形もあり、Nは２つの検索される語彙素の距離を指定する数値型の定数です。
<->と<1>は同じです。
    
括弧を使用して演算子を強制的にグループ化することができます。
括弧が無い場合、! (NOT)が最も強く結合し、<-> (FOLLOWED BY)が次に強く結合します。
次いで、& (AND)の結合が強く、 | (OR)の結合が最も弱くなります。
    
以下に例を示します：


SELECT 'fat & rat'::tsquery;
    tsquery    
---------------
 'fat' & 'rat'

SELECT 'fat & (rat | cat)'::tsquery;
          tsquery          
---------------------------
 'fat' & ( 'rat' | 'cat' )

SELECT 'fat & rat & ! cat'::tsquery;
        tsquery         
------------------------
 'fat' & 'rat' & !'cat'

SELECT '(fat | rat) <-> cat'::tsquery;
              tsquery
-----------------------------------
 'fat' <-> 'cat' | 'rat' <-> 'cat'

最後の例はtsqueryは結合された演算子を論理的に等価な表現に変更している実例です。
    
省略することもできますが、tsquery内の語彙素に1つ以上の重み文字でラベルを付けることができます。
こうすると、これらの重みを持つtsvector語彙素のみに一致するように制限することになります。


SELECT 'fat:ab & cat'::tsquery;
    tsquery
------------------
 'fat':AB & 'cat'

    
    
同時に、tsquery内の語彙素は、前方一致を指定するため*でラベルを付けることができます。

SELECT 'super:*'::tsquery;
  tsquery  
-----------
 'super':*

この問い合わせでは「super」で始まるtsvector中の全ての言葉と一致します。
    
語彙素の引用符規則は前に説明したtsvectorにおける語彙素と同じです。
また、tsvector同様、必要な単語の正規化はtsquery型に変換する前に行う必要があります。
こうした正規化の実行にはto_tsquery関数が簡便です。


SELECT to_tsquery('Fat:ab & Cats');
    to_tsquery    
------------------
 'fat':AB & 'cat'


to_tsqueryは他の言葉と同じように接頭辞を扱うことに注意してください。
以下の比較の例ではtrueを返します。


SELECT to_tsvector( 'postgraduate' ) @@ to_tsquery( 'postgres:*' );
 ?column?
----------
 t

これはpostgresにはpostgrの語幹を含んでいるためです。

SELECT to_tsvector( 'postgraduate' ), to_tsquery( 'postgres:*' );
  to_tsvector  | to_tsquery
---------------+------------
 'postgradu':1 | 'postgr':*

これはpostgraduateの語幹の形と一致します。
    


pg_opfamily



pg_opfamilyカタログは演算子族を定義します。
それぞれの演算子族は、演算子とサポートルーチン(特定のインデックスアクセスメソッドのために特化されたセマンティクスを実装するような関連付けられたもの)を集めたものです。
さらに、演算子族内の演算子はすべて、アクセスメソッドにより特定される方法において「互換性」があります。
演算子族の概念は、データ型を跨る演算子がインデックスで使用されることを許可し、さらにアクセスメソッドのセマンティクスの知識を使用することについて理由付けすることも許可します。
  
演算子族については「インデックス拡張機能へのインタフェース」で詳しく説明します。
  
表50.35 pg_opfamilyの列
	名前	型	参照先	説明
	oid	oid	 	行識別子（隠し属性です。明示的に選択しなければなりません）
	opfmethod	oid	pg_am.oid	対象のインデックスアクセスメソッド演算子族
	opfname	name	 	演算子族の名称
	opfnamespace	oid	pg_namespace.oid	演算子族の名前空間
	opfowner	oid	pg_authid.oid	演算子族の所有者



演算子族を定義している情報の大部分が、pg_opfamily行にあるわけではなく、pg_amopやpg_amprocやpg_opclass行にあります。
  

role_usage_grants



role_usage_grantsビューは、譲与者または被譲与者が現在有効なロールである多くの種類のオブジェクトに対し、USAGE権限を識別します。
詳細な情報はusage_privilegesの中にあります。
このビューとusage_privilegesビューとの間の実質的な違いは、このビューでは現在のユーザがPUBLICに与えられた権限によりアクセスできるようになったオブジェクトを省略していることだけです。
  
表35.36 role_usage_grantsの列
	名前	データ型	説明
	grantor	sql_identifier	権限を与えたロールの名前
	grantee	sql_identifier	権限が与えられたロールの名前
	object_catalog	sql_identifier	オブジェクトを持つデータベースの名前（常に現在のデータベースです）。
	object_schema	sql_identifier	適用されればオブジェクトを持つスキーマの名前で、そうでなければ空文字列
	object_name	sql_identifier	オブジェクトの名前です。
	object_type	character_data	COLLATIONまたはDOMAINまたはFOREIGN DATA WRAPPERまたはFOREIGN SERVERまたはSEQUENCE
	privilege_type	character_data	常にUSAGEです。
	is_grantable	yes_or_no	権限が付与可能であればYESです。さもなくばNOです。




Oracle™ PL/SQLからの移植



本節ではOracle®からPostgreSQL™へアプリケーションを移植する開発者の手助けとなるように、PostgreSQL™のPL/pgSQL言語とOracleのPL/SQL言語の違いについて説明します。
  
PL/pgSQLは多くの点でPL/SQLに似ています。
それはブロックで構成されていて、厳格な言語であり、全ての変数は宣言されなければならない点です。
代入やループ、条件分岐も同様です。
PL/SQLからPL/pgSQLに移植する際に注意しなければならない、主な違いを以下に示します。

    
	SQLコマンド内に使用された名前が、テーブルの列名または関数の変数への参照のどちらにもなり得る場合、PL/SQLは列名として処理します。
これはPL/pgSQLにおけるplpgsql.variable_conflict = use_column時の動作に対応しますが、「変数置換」の説明通り、これはデフォルトではありません。
初期段階において、そのようなあいまいさを避けることが最善です。
しかしこの動作に依存するコードの量が多いものを移植しなければならない場合、variable_conflictを使用することが最善の解法かもしれません。
      

	PostgreSQL™の関数本体は文字列リテラルとして書かなければなりません。
したがって、関数本体内部でドル引用符を使用するか、単一引用符をエスケープする必要があります。
（「引用符の扱い」を参照してください）。
      

	データ型名はしばしば翻訳が必要です。
たとえば、Oracleでは文字列の値はよくvarchar2型と宣言されますが、それは非標準SQL型です。
PostgreSQL™では、その代わりにvarchar型またはtext型を使ってください。
同様に、number型はnumeric型で置き換えるか、より適切なものがあるなら他の数値データ型を使ってください。
      

	パッケージの代わりに、スキーマを使用して関数群をグループにまとめてください。
      

	パッケージがないため、パッケージレベルの変数もありません。
これは幾分か厄介なことです。
代わって、セッションごとの状態を一時テーブル内部に保存できます。
      

	REVERSEを付けた整数FORループの処理は異なります。
PL/SQLでは最後の数から最初の数へ減少しながら処理しますが、PL/pgSQLでは最初の数から最後の数へ減少しながら処理します。
移植において、ループの両端となる最初の数と最後の数を交換する必要があります。
この非互換性は不幸なことですが、変わりそうもありません。
（「整数FORループ」を見てください。）
      

	問い合わせ上のFORループは（カーソルを除いて）も異なって処理されます。
対象の変数は宣言されなければなりませんが、PL/SQLは常にそれらを暗黙的に宣言します。
この優位点は変数値をループを抜けてからでも依然としてアクセスできることです。
      

	カーソル変数の使用に対する様々な表記上の違いがあります。
      




   
移植例



例41.8「簡単な関数のPL/SQLからPL/pgSQLへの移植」に簡単な関数のPL/SQLからPL/pgSQLへの移植方法を示します。
   
例41.8 簡単な関数のPL/SQLからPL/pgSQLへの移植
以下はOracle™ PL/SQLの関数です。

CREATE OR REPLACE FUNCTION cs_fmt_browser_version(v_name varchar2,
                                                  v_version varchar2)
RETURN varchar2 IS
BEGIN
    IF v_version IS NULL THEN
        RETURN v_name;
    END IF;
    RETURN v_name || '/' || v_version;
END;
/
show errors;

    
この関数を通じて、PL/pgSQLとの違いを見てみましょう。

     
	型名varchar2は、varcharまたはtextに変えなければなりません。
この節の例ではvarcharを使いますが、文字列を特定の長さに制限する必要がないのであればtextの方がたいていは良い選択です。
       

	関数プロトタイプ内のRETURNキーワード（関数本体ではありません）はPostgreSQL™ではRETURNSになります。
同様にISはASになります。
PL/pgSQL以外の言語でも関数を記述できるため、LANGUAGE句が必要となります。
       

	PostgreSQL™は関数本体を文字列リテラルと考えます。
したがって、それを囲むドル引用符または他の引用符が必要です。
これは/で終了するOracleの方法の代替です。
       

	PostgreSQL™にはshow errorsコマンドはありません。
また、エラーが自動的に表示されるため、必要ありません。
       




    
それではPostgreSQL™に移植されると、この関数がどのようになるか見てみましょう。


CREATE OR REPLACE FUNCTION cs_fmt_browser_version(v_name varchar,
                                                  v_version varchar)
RETURNS varchar AS $$
BEGIN
    IF v_version IS NULL THEN
        RETURN v_name;
    END IF;
    RETURN v_name || '/' || v_version;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

    


例41.9「他の関数を生成するPL/SQLをPL/pgSQLに移植」は、他の関数を生成する関数を移植する方法、ならびに、その結果発生する引用符問題を扱う方法を示します。
   
例41.9 他の関数を生成するPL/SQLをPL/pgSQLに移植
以下の手続きは、SELECT文からの行を取って、効率のためにIF文で結果を巨大な関数に埋め込んでいます。
    
以下はOracle版です。

CREATE OR REPLACE PROCEDURE cs_update_referrer_type_proc IS
    CURSOR referrer_keys IS
        SELECT * FROM cs_referrer_keys
        ORDER BY try_order;
    func_cmd VARCHAR(4000);
BEGIN
    func_cmd := 'CREATE OR REPLACE FUNCTION cs_find_referrer_type(v_host IN VARCHAR2,
                 v_domain IN VARCHAR2, v_url IN VARCHAR2) RETURN VARCHAR2 IS BEGIN';

    FOR referrer_key IN referrer_keys LOOP
        func_cmd := func_cmd ||
          ' IF v_' || referrer_key.kind
          || ' LIKE ''' || referrer_key.key_string
          || ''' THEN RETURN ''' || referrer_key.referrer_type
          || '''; END IF;';
    END LOOP;

    func_cmd := func_cmd || ' RETURN NULL; END;';

    EXECUTE IMMEDIATE func_cmd;
END;
/
show errors;

    
この関数をPostgreSQL™で記述するとこうなるでしょう。

CREATE OR REPLACE FUNCTION cs_update_referrer_type_proc() RETURNS void AS $func$
DECLARE
    referrer_keys CURSOR IS
        SELECT * FROM cs_referrer_keys
        ORDER BY try_order;
    func_body text;
    func_cmd text;
BEGIN
    func_body := 'BEGIN';

    FOR referrer_key IN referrer_keys LOOP
        func_body := func_body ||
          ' IF v_' || referrer_key.kind
          || ' LIKE ' || quote_literal(referrer_key.key_string)
          || ' THEN RETURN ' || quote_literal(referrer_key.referrer_type)
          || '; END IF;' ;
    END LOOP;

    func_body := func_body || ' RETURN NULL; END;';

    func_cmd :=
      'CREATE OR REPLACE FUNCTION cs_find_referrer_type(v_host varchar,
                                                        v_domain varchar,
                                                        v_url varchar)
        RETURNS varchar AS '
      || quote_literal(func_body)
      || ' LANGUAGE plpgsql;' ;

    EXECUTE func_cmd;
END;
$func$ LANGUAGE plpgsql;

関数本体を別途作成し、それをquote_literalに渡して本体内の引用符を二重化する方法に注目してください。
新規の関数を定義する時ドル引用符の使用が安全とは限らないため、この方法が必要となります。
それはreferrer_key.key_stringの領域に、どのような文字列が書き込まれているか不明だからです。
（referrer_key.kindは常に信用できるhostかdomainかurlであると仮定しますが、どんなものでもreferrer_key.key_stringになり得るので、ドル記号を含む可能性があります。）
この関数はOracle版より実際に改善されています。
それはreferrer_key.key_stringまたはreferrer_key.referrer_typeが引用符を含む時、おかしなコードを生成しないからです。
    


例41.10「文字列操作を行い、OUTパラメータを持つPL/SQLプロシージャのPL/pgSQLへの移植」は、OUTパラメータを持ち、文字列操作を行う関数の移植方法を示します。
PostgreSQL™には組み込みのinstr関数はありませんが、他の関数を組み合わせることで作成できます。
「付録」に、移植を簡略化できるようにinstrのPL/pgSQLによる実装を示します。
   
例41.10 文字列操作を行い、OUTパラメータを持つPL/SQLプロシージャのPL/pgSQLへの移植
以下のOracle™ PL/SQLプロシージャは、URLを解析していくつかの要素（ホスト、パス、問い合わせ）を返します。
    
以下はOracle版です。

CREATE OR REPLACE PROCEDURE cs_parse_url(
    v_url IN VARCHAR2,
    v_host OUT VARCHAR2,  -- この値は戻されます
    v_path OUT VARCHAR2,  -- この値も戻されます
    v_query OUT VARCHAR2) -- この値も戻されます
IS
    a_pos1 INTEGER;
    a_pos2 INTEGER;
BEGIN
    v_host := NULL;
    v_path := NULL;
    v_query := NULL;
    a_pos1 := instr(v_url, '//');

    IF a_pos1 = 0 THEN
        RETURN;
    END IF;
    a_pos2 := instr(v_url, '/', a_pos1 + 2);
    IF a_pos2 = 0 THEN
        v_host := substr(v_url, a_pos1 + 2);
        v_path := '/';
        RETURN;
    END IF;

    v_host := substr(v_url, a_pos1 + 2, a_pos2 - a_pos1 - 2);
    a_pos1 := instr(v_url, '?', a_pos2 + 1);

    IF a_pos1 = 0 THEN
        v_path := substr(v_url, a_pos2);
        RETURN;
    END IF;

    v_path := substr(v_url, a_pos2, a_pos1 - a_pos2);
    v_query := substr(v_url, a_pos1 + 1);
END;
/
show errors;

    
これをPostgreSQL™で記述すると、以下のようになります。

CREATE OR REPLACE FUNCTION cs_parse_url(
    v_url IN VARCHAR,
    v_host OUT VARCHAR,  -- この値は戻されます
    v_path OUT VARCHAR,  -- この値も戻されます
    v_query OUT VARCHAR) -- この値も戻されます
AS $$
DECLARE
    a_pos1 INTEGER;
    a_pos2 INTEGER;
BEGIN
    v_host := NULL;
    v_path := NULL;
    v_query := NULL;
    a_pos1 := instr(v_url, '//');

    IF a_pos1 = 0 THEN
        RETURN;
    END IF;
    a_pos2 := instr(v_url, '/', a_pos1 + 2);
    IF a_pos2 = 0 THEN
        v_host := substr(v_url, a_pos1 + 2);
        v_path := '/';
        RETURN;
    END IF;

    v_host := substr(v_url, a_pos1 + 2, a_pos2 - a_pos1 - 2);
    a_pos1 := instr(v_url, '?', a_pos2 + 1);

    IF a_pos1 = 0 THEN
        v_path := substr(v_url, a_pos2);
        RETURN;
    END IF;

    v_path := substr(v_url, a_pos2, a_pos1 - a_pos2);
    v_query := substr(v_url, a_pos1 + 1);
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;


この関数は以下のように使用できます。

SELECT * FROM cs_parse_url('http://foobar.com/query.cgi?baz');

    


例41.11「PL/SQLプロシージャのPL/pgSQLへの移植」は、Oracleに特化した多くの機能を使用したプロシージャの移植方法を示します。
   
例41.11 PL/SQLプロシージャのPL/pgSQLへの移植
以下はOracle版です。


CREATE OR REPLACE PROCEDURE cs_create_job(v_job_id IN INTEGER) IS
    a_running_job_count INTEGER;
    PRAGMA AUTONOMOUS_TRANSACTION;[image: 1]
BEGIN
    LOCK TABLE cs_jobs IN EXCLUSIVE MODE;[image: 2]

    SELECT count(*) INTO a_running_job_count FROM cs_jobs WHERE end_stamp IS NULL;

    IF a_running_job_count > 0 THEN
        COMMIT; -- ロックを解放[image: 3]
        raise_application_error(-20000,
                 'Unable to create a new job: a job is currently running.');
    END IF;

    DELETE FROM cs_active_job;
    INSERT INTO cs_active_job(job_id) VALUES (v_job_id);

    BEGIN
        INSERT INTO cs_jobs (job_id, start_stamp) VALUES (v_job_id, sysdate);
    EXCEPTION
                WHEN dup_val_on_index THEN NULL; -- 既存であっても問題なし
    END;
    COMMIT;
END;
/
show errors

   
このようなプロシージャはvoid型を返すPostgreSQL™関数に簡単に変換することができます。
以下のようなことを教えてくれることもあって、このプロシージャは特におもしろいものです。

    
	[image: 1] 
	PostgreSQL™にはPRAGMA文はありません。
      

	[image: 2] 
	PL/pgSQLでLOCK TABLEを使用するならば、トランザクションの終了を呼び出すまでロックが解放されません。
      

	[image: 3] 
	PL/pgSQL関数内部では、COMMITを使用できません。
関数は外部のトランザクションの一部として実行されるため、COMMITは関数の実行の終了を意味するからです。
しかし、LOCK TABLEによって掛けたロックはエラーが起こった時解放されるので、この例題では特に必要ありません。
      




   
それでは、このプロシージャをPL/pgSQLに移植することができた方法を見てみましょう。


CREATE OR REPLACE FUNCTION cs_create_job(v_job_id integer) RETURNS void AS $$
DECLARE
    a_running_job_count integer;
BEGIN
    LOCK TABLE cs_jobs IN EXCLUSIVE MODE;

    SELECT count(*) INTO a_running_job_count FROM cs_jobs WHERE end_stamp IS NULL;

    IF a_running_job_count > 0 THEN
        RAISE EXCEPTION 'Unable to create a new job: a job is currently running';[image: 1]
    END IF;

    DELETE FROM cs_active_job;
    INSERT INTO cs_active_job(job_id) VALUES (v_job_id);

    BEGIN
        INSERT INTO cs_jobs (job_id, start_stamp) VALUES (v_job_id, now());
    EXCEPTION
        WHEN unique_violation THEN [image: 2]
                        -- 既存であっても問題なし
    END;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;


    
	[image: 1] 
	基本のRAISE exception_nameである場合は同様に操作できますが、RAISE構文はOracleにおける文とかなり異なります。
      

	[image: 2] 
	PL/pgSQLがサポートする例外の名称は、Oracleと異なります。
提供する例外の名称は、はるかに広範囲です（付録A PostgreSQL™エラーコードを参照してください）。
今のところ、ユーザ定義の例外名称を宣言できません。
しかし代わりにユーザが選択したSQLSTATE値を返すことができます。
      





このプロシージャはOracle版に比べて機能的な違いがあります。
それはcs_jobsテーブルの排他的ロックがトランザクションの終了まで継続することです。
同様に、関数呼び出しの後で（例えばエラーが原因で）アボートすると、プロシージャの影響はロールバックされます。
   



その他の注意事項



本節では、Oracle PL/SQL関数のPostgreSQL™への移植における、その他の注意事項を説明します。
   
例外後の暗黙的ロールバック



PL/pgSQLにおいてEXCEPTION句が例外を捕捉すると、BEGIN以降のそのブロックにおけるデータベースの変更が自動的にロールバックされます。
すなわち、OracleのPL/SQLによる以下のプログラムと同等の処理が実行されます。


BEGIN
    SAVEPOINT s1;
    ... code here ...
EXCEPTION
    WHEN ... THEN
        ROLLBACK TO s1;
        ... code here ...
    WHEN ... THEN
        ROLLBACK TO s1;
        ... code here ...
END;


このような方式でSAVEPOINTとROLLBACK TOを使用したOracleのプロシージャの書き換えは簡単です。
単にSAVEPOINTとROLLBACK TOの処理を削除すればよいだけです。
これと異なった方式でSAVEPOINTとROLLBACK TOを使用したプロシージャの時は、それに応じた工夫が必要になると思われます。
    

EXECUTE



PL/pgSQL™のEXECUTEはPL/SQL版とよく似ています。
しかし「動的コマンドの実行」で説明されているquote_literalとquote_identを使うことを覚えておかなければいけません。
これらの関数を使用しない限りEXECUTE ''SELECT * from $1'';という構文の動作には、信頼性がありません。
    

PL/pgSQL関数の最適化



PostgreSQL™には実行を最適化するために2つの関数生成修飾子があります。
変動性（同じ引数が与えられた場合常に同じ結果を返します）と「厳密性」（引数のいずれかにNULLが含まれる場合NULLを返します）です。
詳細はCREATE FUNCTION(7)を参照してください。
    
これらの最適化属性を利用するためには、CREATE FUNCTION文を以下のようにします。


CREATE FUNCTION foo(...) RETURNS integer AS $$
...
$$ LANGUAGE plpgsql STRICT IMMUTABLE;

    


付録



本節には、移植作業を簡略化するために使用できる、Oracle互換のinstr関数のコードがあります。
   
--
-- Oracleのものと同じ動作をするinstr関数
-- 構文: instr(string1,string2,[n],[m]) ただし、[]は省略可能なパラメータ
--
-- string1内のn番目の文字からm番目の文字まででstring2を探します。
-- nが負の場合、逆方向に検索します。 mが渡されなかった場合は、
-- 1とみなします（最初の文字から検索を始めます）。
--

CREATE FUNCTION instr(varchar, varchar) RETURNS integer AS $$
DECLARE
    pos integer;
BEGIN
    pos:= instr($1, $2, 1);
    RETURN pos;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql STRICT IMMUTABLE;


CREATE FUNCTION instr(string varchar, string_to_search varchar, beg_index integer)
RETURNS integer AS $$
DECLARE
    pos integer NOT NULL DEFAULT 0;
    temp_str varchar;
    beg integer;
    length integer;
    ss_length integer;
BEGIN
    IF beg_index > 0 THEN
        temp_str := substring(string FROM beg_index);
        pos := position(string_to_search IN temp_str);

        IF pos = 0 THEN
            RETURN 0;
        ELSE
            RETURN pos + beg_index - 1;
        END IF;
    ELSIF beg_index < 0 THEN
        ss_length := char_length(string_to_search);
        length := char_length(string);
        beg := length + beg_index - ss_length + 2;

        WHILE beg > 0 LOOP
            temp_str := substring(string FROM beg FOR ss_length);
            pos := position(string_to_search IN temp_str);

            IF pos > 0 THEN
                RETURN beg;
            END IF;

            beg := beg - 1;
        END LOOP;

        RETURN 0;
    ELSE
        RETURN 0;
    END IF;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql STRICT IMMUTABLE;


CREATE FUNCTION instr(string varchar, string_to_search varchar,
                      beg_index integer, occur_index integer)
RETURNS integer AS $$
DECLARE
    pos integer NOT NULL DEFAULT 0;
    occur_number integer NOT NULL DEFAULT 0;
    temp_str varchar;
    beg integer;
    i integer;
    length integer;
    ss_length integer;
BEGIN
    IF beg_index > 0 THEN
        beg := beg_index;
        temp_str := substring(string FROM beg_index);

        FOR i IN 1..occur_index LOOP
            pos := position(string_to_search IN temp_str);

            IF i = 1 THEN
                beg := beg + pos - 1;
            ELSE
                beg := beg + pos;
            END IF;

            temp_str := substring(string FROM beg + 1);
        END LOOP;

        IF pos = 0 THEN
            RETURN 0;
        ELSE
            RETURN beg;
        END IF;
    ELSIF beg_index < 0 THEN
        ss_length := char_length(string_to_search);
        length := char_length(string);
        beg := length + beg_index - ss_length + 2;

        WHILE beg > 0 LOOP
            temp_str := substring(string FROM beg FOR ss_length);
            pos := position(string_to_search IN temp_str);

            IF pos > 0 THEN
                occur_number := occur_number + 1;

                IF occur_number = occur_index THEN
                    RETURN beg;
                END IF;
            END IF;

            beg := beg - 1;
        END LOOP;

        RETURN 0;
    ELSE
        RETURN 0;
    END IF;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql STRICT IMMUTABLE;


intarray



intarrayモジュールはNULLのない整数の配列の操作に便利な関数と演算子を多く提供します。
また、一部の演算子を使用したインデックス検索をサポートします。
 
配列にNULL要素が一つでも含まれていれば、これらの操作はすべてエラーを発生します。
 
これらの操作の多くは一次元配列に対してのみ適当なものです。
高次元の入力配列を受け付けますが、データは格納された順の一次元の配列であるかのように扱われます。
 
intarrayの関数および演算子



intarrayモジュールで提供される関数を表F.10「intarray関数」に、演算子を表F.11「intarray演算子」に示します。
  
表F.10 intarray関数
	関数	戻り値の型	説明	例	結果
	icount(int[])	int	配列内の要素数	icount('{1,2,3}'::int[])	3
	sort(int[], text dir)	int[]	配列のソート。dirはascまたはdescのいずれかでなければなりません。	sort('{1,2,3}'::int[], 'desc')	{3,2,1}
	sort(int[])	int[]	昇順ソート	sort(array[11,77,44])	{11,44,77}
	sort_asc(int[])	int[]	昇順ソート		
	sort_desc(int[])	int[]	降順ソート		
	uniq(int[])	int[]	隣接する重複を削除	uniq(sort('{1,2,3,2,1}'::int[]))	{1,2,3}
	idx(int[], int item)	int	itemに一致する要素番号（存在しなければ0）	idx(array[11,22,33,22,11], 22)	2
	subarray(int[], int start, int len)	int[]	startから始まりlen個の要素の部分配列	subarray('{1,2,3,2,1}'::int[], 2, 3)	{2,3,2}
	subarray(int[], int start)	int[]	startから始まる部分配列	subarray('{1,2,3,2,1}'::int[], 2)	{2,3,2,1}
	intset(int)	int[]	単一要素の配列を作成	intset(42)	{42}



表F.11 intarray演算子
	演算子	戻り値	説明
	int[] && int[]	boolean	重なり。配列間で少なくとも1つの共通要素がある場合trueを返します。
	int[] @> int[]	boolean	包含。左辺の配列が右辺の配列を含む場合trueを返します。
	int[] <@ int[]	boolean	包含される。左辺の配列が右辺の配列に含まれる場合trueを返します。
	# int[]	int	配列内の要素数
	int[] # int	int	インデックス（idx関数と同じです）
	int[] + int	int[]	配列に要素をプッシュ（配列の末尾に追加）します
	int[] + int[]  	int[]	配列を連結（右辺配列を左辺配列の末尾に追加）します
	int[] - int	int[]	配列から右辺の引数に一致する項目を削除します
	int[] - int[]	int[]	左辺の配列から右辺の配列要素を削除します
	int[] | int	int[]	引数をまとめます
	int[] | int[]	int[]	配列をまとめます
	int[] & int[]	int[]	配列の共通部分
	int[] @@ query_int	boolean	配列が問い合わせを満たす場合true（後述）
	query_int ~~ int[]	boolean	配列が問い合わせを満たす場合true（@@の交代演算子）



（PostgreSQL 8.2以前では、包含演算子@>と<@はそれぞれ@と~と呼ばれていました。
これらの名前はまだ利用できますが、廃止予定であり、最終的にはなくなります。
古い名前はコアの幾何データ型が以前従っていた規約とは反対であることに注意してください。）
  
演算子&&、@>と<@は、これらはNULLを含まない整数配列のみで動作し、組み込み演算子はどの配列型に対しても動作する点を除き、同じ名前のPostgreSQL™の組み込み演算子とそれぞれほぼ等価です。
この制限により、多くの場合、組み込み演算子より高速です。
  
@@および~~演算子は、配列が特化したデータ型query_intで表現される問い合わせを満たすかどうかを試験します。
問い合わせは、おそらく&(論理積)、| (論理和)、! (否定)演算子を組み合わせて使用した、配列要素に対して検査される整数値からなります。
例えば1&(2|3)という問い合わせは1および、2か3のいずれかを含む配列に一致します。
  

インデックスサポート



intarrayは&&、@>、<@、@@演算子に関して通常の配列等価性と同様にインデックスサポートを提供します。
  
2つのGiSTインデックス演算子クラスが提供されます。
gist__int_ops（デフォルトで使用されます）は小中規模要素数のデータセットに適します。
一方、gist__intbig_opsはより大きな署名を使用しますので、大規模データセット（つまり、異なった配列値を多数持つ列）のインデックスにより適しています。
実装は組み込みの非可逆圧縮を持ったRD-treeデータ構造を使用します。
  
また、同じ演算子をサポートするデフォルトではないGIN演算子クラスgin__int_opsも存在します。
  
GiSTおよびGINインデックスのどちらを選択するかは、別途説明されるGiSTとGINの相対的な性能特徴に依存します。
  

例



-- メッセージ(message)は1つ以上の「節(section)」の中にある
CREATE TABLE message (mid INT PRIMARY KEY, sections INT[], ...);

-- 特化したインデックスを作成
CREATE INDEX message_rdtree_idx ON message USING GIST (sections gist__int_ops);

-- 節1 OR 2のメッセージを選択 - OVERLAP演算子
SELECT message.mid FROM message WHERE message.sections && '{1,2}';

-- 節1 AND 2のメッセージを選択 - CONTAINS演算子
SELECT message.mid FROM message WHERE message.sections @> '{1,2}';

-- 同上、QUERY演算子を使用
SELECT message.mid FROM message WHERE message.sections @@ '1&2'::query_int;

ベンチマーク



ソースディレクトリ以下のcontrib/intarray/benchにはベンチマーク試験一式があり、インストールされたPostgreSQL™サーバで実行できます。
(DBD::Pgもインストールされていないといけません。)
以下のように実行します。
  
cd .../contrib/intarray/bench
createdb TEST
psql -c "CREATE EXTENSION intarray" TEST
./create_test.pl | psql TEST
./bench.pl
bench.plスクリプトには多くのオプションがあります。
これらは引数を付けずに実行すると表示されます。
  

作者



Teodor Sigaev (<teodor@sigaev.ru>)とOleg Bartunov (<oleg@sai.msu.su>)によりすべての作業がなされました。
さらなる情報についてはhttp://www.sai.msu.su/~megera/postgres/gist/を参照してください。
Andrey Oktyabrskiは新しい関数、演算子の追加において素晴らしい作業を行いました。
  


リリース9.2.11



リリース日
2015-05-22

このリリースは9.2.10に対し、各種不具合を修正したものです。
9.2メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.2」を参照してください。
  
バージョン9.2.11への移行



9.2.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、contrib/citextのregexp_matches()関数を利用している場合は、以下にある関連する変更履歴項目を確認してください。
   
また、9.2.10よりも前のリリースからアップグレードする場合は、「リリース9.2.10」を参照して下さい。
   

変更点



	認証タイムアウトになる直前にクライアントが切断したときにクラッシュする可能性を防止しました。
(Benkocs Norbert Attila)
     
タイムアウト割り込みがセッション切断処理の途中で生じると、SSL関連状態が二重に解放するおそれがあり、典型的にはクラッシュを引き起こし、そのために他のセッションでもサービス不能を引き起こします。実験では認証されていないリモート攻撃者がある程度一貫して本障害を引き起こすことができたため、セキュリティ問題として扱います。
(CVE-2015-3165)
     

	システムコールのエラー判定を改善しました。
(Noah Misch)
     
snprintf()の代替実装は下にあるシステムライブラリ呼び出しから報告されるエラーの確認を怠っていました。
主な問題はメモリ不足状況を見逃すおそれがあったことです。
実装コードがバッファが上書きされていないのを上書きされたとみなしていることにより、最悪の場合には情報露出をもたらすおそれがありました。
また、他のシステムライブラリ関数呼び出しでも、エラーチェックをしていないセキュリティに関連した箇所が少しありました。
     
いくつかの*printf()族関数の呼び出しで、メモリ不足エラーがちょうど悪いときに起きた場合に情報露出する脆弱性がある可能性が残ります。
私たちはリスクは大きくないと判断しましたが、該当箇所の分析は継続します。
(CVE-2015-3166)
     

	contrib/pgcryptoで、復号失敗を報告するメッセージを「Wrong key or corrupt data」（誤ったキーまたは不正なデータ）に統一しました。
(Noah Misch)
     
以前は、間違ったキーによる復号の場合には異なったエラーメッセージが報告されていました。
この様なエラーメッセージの違いは、他システムからキーを復元しようとする攻撃者への助けになるとみられます。
pgcryptoのこの振る舞いが攻撃に利用できるかは不明ですが、一つの何にでも当てはまるメッセージを使う方がリスクを避けるのにより良いと考えられます。
(CVE-2015-3167)
     

	contrib/citextのregexp_matches()関数の誤った宣言を修正しました。
(Tom Lane)
     
この関数は本体関数と同様にsetof text[]を返すべきでしたが、誤って単にtext[]を返すように宣言されていました。
この誤りは二つの結果をもたらしました。
第一にマッチするものが無いときに空集合（ゼロ行）を得るべきところ、スカラnullを得ます。
第二にたとえ複数のマッチがあったとしても一つの結果配列しか得られないことから、gフラグが事実上無視されていました。
     
この振る舞いは明らかにバグですが、以前の振る舞いに依存したアプリケーションがありえます。
そのため、PostgreSQL™ 9.5になるまでは関数宣言はデフォルトでは変更しません。
9.5より前の系列では、従来の振る舞いがcitext拡張モジュールのバージョン1.0として存在し、その一方で私たちは正しい宣言をバージョン1.1として提供します（これはデフォルトではインストールされません）。
9.5より前の系列で修正を適用するには、citextをインストールした各データベースでALTER EXTENSION citext UPDATE TO '1.1'を実行します（必要に応じて1.0に戻す「UPDATE」も可能です）。
どちらの方向にバージョン変更する場合でも、citextのregexp_matches()関数を使った全てのビューやルールを削除して再作成する必要があることに注意してください。
     

	HOT更新後の遅延排他制約の誤った検査を修正しました。
(Tom Lane)
     
遅延排他制約に違反する可能性のある新しい行が同じトランザクションで後でHOT更新された（インデックスが付かない列の更新でその行が同テーブルページ内に格納できた）場合、後に削除される行が、新たな行と当初に衝突していた場合でも、排他制約は最後に行われる検査で違反を報告することがありました。
     

	スタースキーマ風の問い合わせのプラン作成を修正しました。
(Tom Lane)
     
大きなテーブルの効率的なスキャンでは時に、二つ以上の他テーブル（一般にはディメンションテーブル、それらのキーは大きいファクトテーブルでインデックス付けが必要）から供されるインデックスパラメータが要求されます。
プランナはこのようなプランを探せなければいけませんが、過度に制限的な検索ヒューリスティックがこれを妨げていました。
     

	他の外部結合に対する anti-join (NOT EXISTS 結合) の不適切な配置換えを防止しました。
(Tom Lane)
     
プランナのこの誤りにより「could not find RelOptInfo for given relids」エラーが見られましたが、しかし時には誤ったクエリプランが一貫性チェックを通過して、黙って誤ったクエリ出力が生じることがあると考えられます。
     

	外部結合プランノードでの部分式の誤ったマッチングを修正しました。
(Tom Lane)
     
これまでは、字面として同一の非STRICTの部分式が外部結合の上位と下位の両方で使われているとき、プランナが結合の下位で計算した値を再利用しようとすることがありましたが、エグゼキュータは外側の行にマッチしない場合は値をNULLに強制するはずなので、これは正しくありません。
     

	結合順序のヒューリスティックが失敗した場合に対応できるようにGEQOプランナを修正しました。
(Tom Lane)
     
この誤りがLATERALを含む問い合わせでエラー「failed to join all relations together」（全てのリレーションを一緒に結合するのに失敗しました）を導くのが見かけられ、また、そのほかの場合でも起きるようです。
     

	max_prepared_transactionsが小さすぎるとき、PostgreSQL起動時にデッドロックの可能性があり、修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	タイムライン切り替え後、使えない事前割り当てされたWALファイルをアーカイブしないようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     

	「cannot GetMultiXactIdMembers() during recovery」(リカバリ中にGetMultiXactIdMembers()は実行できません)というエラーが発生しないようにしました。
(Álvaro Herrera)
     

	クラッシュ後に再帰的にfsync()を行うようにしました。
(Abhijit Menon-Sen, Robert Haas)
     
これにより別のクラッシュがすぐ後に生じた場合でも一貫性を確実にします（問題となるのは二番目のクラッシュが単なるデータベースクラッシュではなくシステムレベルのクラッシュである場合です）。
     

	SIGTERMシグナルを受け取った後にエラーが起きた場合に、autovacuumランチャープロセスがシャットダウンに失敗する可能性があったのを修正しました。
(Álvaro Herrera)
     

	LockBufferForCleanup()で予期せぬシグナルに対応するようにしました。
(Andres Freund)
     
この誤りは「multiple backends attempting to wait for pincount 1」（複数バックエンドがピンカウント1を待とうとしています）という偽性のエラーをひき起こすことがあります。
     

	行全体の参照を含むチェック制約の付いたテーブルに対するCOPY IN実行時のクラッシュを修正しました。
(Tom Lane)
     
知られている失敗ケースでは9.4以上のみクラッシュしますが、非常に似たコードが9.3と9.2にあるので、これらのバージョン系列も同様に修正します。
     

	read-only であるトランザクションのコミットにおいては、当該のユーザに限り、WALフラッシュや同期レプリケーションを待たないようにしました。
(Andres Freund)
     
これまでは、HOTページ掃除のためにWALを書くトランザクションのコミットにて遅延がおきる可能性があり、全スタンバイがダウンしている場合には、セッションが開始時に固まってしまうなどの望ましくない結果に至りました。
同期レプリケーションのときのキャッチアップ割り込み処理でもセッションが固まることがありました。
本修正はこれらの問題を解消します。
     

	一時テーブル上のハッシュインデックスを操作するときに生じるクラッシュを修正しました。
(Heikki Linnakangas)
     

	他プロセスが同時にインデックスを変更している場合、ハッシュインデックスのバケツ分割に失敗する可能性があり、修正しました。
(Tom Lane)
     

	インデックス式のANALYZE中に割り込みを検査するようにしました。
(Jeff Janes)
     
ANALYZEではインデックスの式を何度も実行します。
こういった式の中に遅い関数があった場合、ANALYZEをループが終わる前にキャンセルできることが望まれます。
     

	SELECT FOR UPDATE、UPDATE、または、DELETEでの行ロック後にREAD COMMITTED再チェックが生じたときに、外部テーブルのtableoidが確実に正しく報告されるようにしました。
     

	外部サーバユーザマッピングのオブジェクト説明文字列にターゲットサーバ名を追加しました。
(Álvaro Herrera)
     

	Kerberos/GSSAPI/SSPI認証を使うとき、include_realmを1に設定することを推奨します。
(Stephen Frost)
     
これが無いと、他レルムからの同名ユーザが区別できません。
当面はドキュメント変更のみですが、これはPostgreSQL™ 9.5でデフォルト設定になります。
     

	IPv4のpg_hba.conf項目をIPv4-in-IPv6アドレスと照合する実装を除去しました。
(Tom Lane)
     
この実装は2003年にその時の一部のLinuxカーネルでIPv4-in-IPv6アドレスを持ちながらIPv4接続を報告するというレポートに応えて追加されました。
しかしながら、このロジックは9.0で図らずも壊れていました。
それ以来、どこにも苦情が無いことは、それがもう必要でないことを示しています。
現在、壊れた実装が一部システムでクラッシュをひき起こすという報告がされているので、これを修正するのでなく、単に除去します
（私たちが修正することを選んだなら、それは IPv4のpg_hba.conf項目の現在の意味に対する、微妙で潜在的にセキュリティ影響のある変更に向かい、これはマイナーリリースで行うこととして良いことではありません）。
     

	レプリケーションコマンドIDENTIFY_SYSTEMでWAL挿入でなくWALフラッシュ位置を報告するようにしました。
(Heikki Linnakangas)
     
これによりpg_receivexlogの起動失敗の可能性を回避します。
     

	Windows でサービスシャットダウンするときに、サービスが早くに強制終了されてしまうのを防ぐために、サービスコントロールマネージャに周期的に状態更新を送るようにしました。
また、pg_ctlが確実にシャットダウンを待つようにしました。
(Krystian Bigaj)
     

	libpqのノンブロッキングモードを使うとき、ネットワークデッドロックの危険性を軽減しました。
(Heikki Linnakangas)
     
大きいデータを送るとき、サーバが出力をブロックするほどの応答データを送ってくる場合には、時々に入力バッファが捌けることが重要です
（典型的なシナリオは、サーバがCOPY FROM STDINの実行中に連続して NOTICE メッセージを送ってくる場合です）。
このとき、通常のブロッキングモードなら適切に動作しますが、ノンブロッキングモードの場合はそうではありません。
私たちはlibpqを日和見的に可能なときに入力を排出するように修正しましたが、この問題に対する完全な対策にはアプリケーションの協力が必要です。
アプリケーションは write-ready 状態だけでなく、read-ready に気を付けなければならず、read-ready に応じて確実にPQconsumeInput()を呼ばなければいけません。
     

	libpqにおけるURI接続文字列の空値の構文解析誤りを修正しました。
(Thomas Fanghaenel)
     

	ecpgで配列の扱いが修正されました。
(Michael Meskes)
     

	\connectの最初の引数として、URIと接続文字列を正常に扱えるようにpsqlを修正しました。
(David Fetter, Andrew Dunstan, Álvaro Herrera)
     
この構文は（ドキュメント化されていませんが）永らく受け入れられてきました。
しかし、これまで一部パラメータにて与えられた文字列でなく以前の接続から取得されることがあり、これは望ましくない動作であると合意されています。
     

	一部のプラットフォームでpsqlから終了時に~/.psql_historyを書くのに失敗したという間違ったエラーメッセージがでるのを抑止しました。
(Tom Lane)
     
この誤動作はとても古いバージョン（2006年より前）のlibeditのバグを回避するために引き起こされました。
私たちはその回避策を取り除くことで修正しました。
このことで古いバージョンのlibeditを使っている場合、同様の障害を引き起こします。
ライブラリをアップグレードするかlibreadlineを使うことを推奨します。
     

	pg_dumpのシステム提供されたダンプ不要のキャストを判断する規則を修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_dumpで、-Fd と一緒に指定された場合に -Z 圧縮レベル オプションを尊重するように修正しました。
(Michael Paquier)
     

	pg_dumpを、ダンプ順序の選択で、拡張モジュールの設定テーブル間の外部キー関係を考慮するようにしました。
(Gilles Darold, Michael Paquier, Stephen Frost)
     
この誤りで、外部キー制約が一時的に違反になるために再ロードできないダンプを作ってしまう可能性がありました。
     

	VALUES (...) だけであるけれどカラム別名を持つビューのダンプについて修正しました。
(Tom Lane)
     

	pg_upgradeで、新たなクラスタのタイムラインを強制的に1にするようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この変更は、WALヒストリファイルが無いという誤ったエラーによるアップグレード失敗を防ぎます。
     

	pg_upgradeで、不適切な接続不能データベースが無いか処理前に検査するようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、生成されるdelete_old_clusterスクリプトの中でディレクトリパスを適切にクオートするようにしました。
(Bruce Momjian)
     

	pg_upgradeで、データベースレベルの凍結情報を適切に保持するようにしました。
(Bruce Momjian)
     
この誤りはpostgresデータベースとtemplate1データベースのテーブルに対してclogファイルが無いというエラーを引き起こす可能性がありました。
     

	Administratorで実行しても失敗しないように、Windows上でpg_upgradeとpg_resetxlogを制限された権限で実行するようにしました。
(Muhammad Asif Naeem)
     

	initdbとpg_basebackupでディレクトリを読み取るときに、readdir()が失敗した場合の扱いを改善しました。
(Marco Nenciarini)
     

	pg_receivexlogが失敗する問題を修正しました。
(Andres Freund)
     
9.2.10で誤ってマージされたパッチは「could not create archive status file」(アーカーブステータスファイルを作成することができません)というエラーを引き起こしていました。
     

	contrib/intarrayで遅いソートアルゴリズムを修正しました。
(Tom Lane)
     

	Sparc V8 マシンでのコンパイル失敗を修正しました。
(Rob Rowan)
     

	タイムゾーンデータファイルが、エジプト、モンゴル、パレスチナにおける夏時間規則の変更、カナダ、チリの歴史的変更、America/Adak の時間帯省略形の改定（HAST/HADT でなく HST/HDT となる）が含まれるtzdata release 2015d に更新されました。
     





テーブルに行を挿入



以下のように、INSERT文を使用して、テーブルに行を挿入します。


INSERT INTO weather VALUES ('San Francisco', 46, 50, 0.25, '1994-11-27');


全てのデータ型でどちらかといえばわかりやすい入力書式を使用していることに注意してください。
通常、単純な数値以外の定数は、この例のように、単一引用符（'）で括らなければなりません。
date型で受け付けられるものは実際はかなり柔軟です。
しかし、このチュートリアルの段階では、曖昧さがない書式にこだわることにします。
   
point型では、入力として次のような座標の組み合わせが必要です。

INSERT INTO cities VALUES ('San Francisco', '(-194.0, 53.0)');

   
ここまでの構文では、列の順番を覚えておく必要がありました。
以下に示す他の構文では、列のリストを明示的に与えることができます。

INSERT INTO weather (city, temp_lo, temp_hi, prcp, date)
    VALUES ('San Francisco', 43, 57, 0.0, '1994-11-29');

リスト内の列は好きな順番で指定できます。
また、一部の列を省略することもできます。
例えば、降水量がわからない場合は以下のようにすることができます。

INSERT INTO weather (date, city, temp_hi, temp_lo)
    VALUES ('1994-11-29', 'Hayward', 54, 37);

多くの開発者は、暗黙的な順番に依存するよりも、列のリストを明示的に指定する方が良いやり方だと考えています。
   
次節でもデータを使用しますので、上のコマンドを全て入力してください。
   
    

また、COPYを使用して大量のデータを平文テキストファイルからロードすることもできます。
COPYコマンドはINSERTよりも柔軟性はありませんが、この目的に特化していますので、通常、より高速になります。
以下に例を示します。


COPY weather FROM '/home/user/weather.txt';


ここで元となるファイルを表すファイル名は、クライアントではなく、バックエンドプロセスを動かしているマシンで利用できるものでなければなりません。
バックエンドプロセスがこのファイルを直接読み込むからです。
COPY(7)にはCOPYコマンドについてのより詳しい説明があります。
   

インデックスコスト推定関数



amcostestimate関数には、インデックスと共に使用できることが決まっているWHERE句およびORDER BY句のリストを含む、インデックススキャンの可能性を記述する情報が与えられます。
この関数はインデックスにアクセスするコストの概算とWHERE句の選択度（つまりインデックススキャンにて抽出される行の親テーブルにおける割合）を返さなくてはなりません。
単純な場合だと、ほとんどすべてのコスト概算の作業は、オプティマイザの標準ルーチンを呼び出すことで行われます。
amcostestimate関数を持つことの意味は、標準の概算を改善することができる場合に、インデックスアクセスメソッドがインデックス型固有の知識体系を提供することができるということです。
  
それぞれのamcostestimate関数は以下のシグネチャを持たなければいけません。


void
amcostestimate (PlannerInfo *root,
                IndexPath *path,
                double loop_count,
                Cost *indexStartupCost,
                Cost *indexTotalCost,
                Selectivity *indexSelectivity,
                double *indexCorrelation);


最初の3つのパラメータは入力です。

   
	root
	処理されている問い合わせに関するプランナの情報。
      

	path
	考慮されるインデックスアクセスパス。
コストと選択性値を除くすべてのフィールドが有効です。
      

	loop_count
	コスト概算の算出対象となるインデックススキャンが繰り返された回数です。
これは通常、ネストループジョインの内部で利用されるスキャンの回数よりも大きい値になります。
コスト概算は1回のスキャンのための値であることに注意してください。loop_countがより大きい場合、複数のスキャンにより得られる効果をみるには十分な値といえるでしょう。
      




  
最後の4つのパラメータは参照渡しの出力です。

   
	*indexStartupCost
	インデックスの起動処理にかかるコストに設定されます。
      

	*indexTotalCost
	インデックス処理の全体のコストに設定されます。
      

	*indexSelectivity
	インデックスの選択度に設定されます。
      

	*indexCorrelation
	 
インデックススキャンの順番と背後のテーブルの順番間の相関係数に設定されます。
      




  
コスト概算関数は、SQLやその他の手続き言語ではなく、C言語で書かれなければいけないことに注意してください。
理由はプランナ/オプティマイザの内部データ構造にアクセスしなければいけないためです。
  
インデックスアクセスコストはsrc/backend/optimizer/path/costsize.cで使われる、逐次的なディスクブロックの取り出しにはseq_page_costのコストが、順不同の取り出しにはrandom_page_costのコストが、そして、1つのインデックス行の処理には通常cpu_index_tuple_costというコストがかかる、というパラメータで計算されなければなりません。
さらに、インデックス処理（特にindexquals自体の評価）の間に呼び出される比較演算すべてに対して、cpu_operator_costに適当な係数をかけたコストがかかります。
  
アクセスコストは、インデックス自身のスキャンと関係するすべてのディスクとCPUコストも含むべきですが、インデックスで識別される親テーブルの行の処理や抽出にかかるコストは含めてはいけません。
  
「起動用コスト」は、最初の行を取り出し始めることができるようになる前に費やされなければならない総スキャンコストの一部です。
ほとんどのインデックスでは、これはゼロとすることができます。
しかし、高い起動用コストを持つインデックス種類ではこれを非ゼロにすることを勧めます。
  
indexSelectivityは、インデックススキャンの間に抽出される親テーブルの行の概算された割合として設定されるべきです。
非可逆問い合わせの場合はこの値が、与えられた制約条件を実際に通過する行の割合よりも高くなることがよくあります。
  
indexCorrelationは、インデックスの順番とテーブルの順番の間の（-1.0から1.0までの間の値を取る）相関として設定されるべきです。
この値は、メインテーブルから行を取り出すためのコスト概算を調整するために使用されます。
  
loop_countの値が1より大きい場合、戻り値はインデックスを利用した1回のスキャンを想定した平均値であるべきです。
  
手順59.1 コスト概算
典型的なコスト概算は次のように進められます。
   
	与えられた制約条件に基づいて訪れられるメインテーブルの行の割合を概算して返します。
インデックス型固有の知識体系を持たない場合、標準のオプティマイザの関数であるclauselist_selectivity()を使用してください。


*indexSelectivity = clauselist_selectivity(root, path->indexquals,
                                           path->indexinfo->rel->relid,
                                           JOIN_INNER, NULL);

    

	スキャン中に訪れられるインデックスの行数を概算します。
多くのインデックス種類では、これはindexSelectivityとインデックスの中にある行数を掛けたものと等しいですが、それより多い場合もあります。
（ページおよび行内のインデックスのサイズはpath->indexinfo構造体から得ることができることに注意してください。）
    

	スキャン中に抽出されるインデックスページ数を概算します。
これは単にindexSelectivityにページ内のインデックスのサイズを掛けたものになるでしょう。
    

	インデックスアクセスコストを計算します。
汎用的な概算においては以下のように行うでしょう。


/*
 * 一般的な仮定は、インデックスページは逐次的に読まれるので、
 * random_page_costではなく、それぞれseq_page_costが掛かるというものです。
 * 各インデックス行でのindexqualsの評価にもコストが掛かります。
 * コストはすべてスキャンの間に徐々に支払われると仮定します。
 */
cost_qual_eval(&index_qual_cost, path->indexquals, root);
*indexStartupCost = index_qual_cost.startup;
*indexTotalCost = seq_page_cost * numIndexPages +
    (cpu_index_tuple_cost + index_qual_cost.per_tuple) * numIndexTuples;


しかし、上では繰り返されるインデックススキャンにかかるインデックス読み込みについて減価償却を考慮していません。
    

	インデックスの相関を概算します。
1つのフィールドに対する単純な順番のインデックスでは、これはpg_statisticから入手することができます。
相関が未知の場合、概算を用心深く考えるとゼロ（無相関）となります。
    



コスト概算関数の例はsrc/backend/utils/adt/selfuncs.cにあります。
  


名前
CREATE CAST — 新しいキャストを定義する

概要
CREATE CAST (source_type AS target_type)
    WITH FUNCTION function_name (argument_type [, ...])
    [ AS ASSIGNMENT | AS IMPLICIT ]

CREATE CAST (source_type AS target_type)
    WITHOUT FUNCTION
    [ AS ASSIGNMENT | AS IMPLICIT ]

CREATE CAST (source_type AS target_type)
    WITH INOUT
    [ AS ASSIGNMENT | AS IMPLICIT ]

説明
CREATE CASTを使用すると、新しいキャストを定義できます。
キャストは、2つのデータ型間の変換処理方法を指定するものです。
以下に例を示します。

SELECT CAST(42 AS float8);

この文を実行すると、事前に指定された関数（この場合float8(int4)）が呼び出され、整数定数42がfloat8型に変換されます
（適切なキャストが定義されていない場合、変換処理は失敗します）。
  
2つのデータ型をバイナリ強制互換とすることができます。
これは、関数をまったく呼び出さなくても、「自由に」変換を行うことができることを意味します。
これには、対応する値は、同じ内部表現を使用している必要があります。
例えば、データ型textとvarcharには、両方向でバイナリ互換性があります。
バイナリ強制互換性は必ずしも対称関係ではありません。
例えば、現在の実装ではxmlからtextへのキャストは自由に行うことができますが、逆方向では少なくとも構文検査を行う関数が必要です。
（2つの型が両方向でバイナリ強制互換であることは、バイナリ互換性と呼ばれます。）
  
WITH INOUT構文を使用してI/O変換キャストとしてキャスト定義を行うことができます。
I/O変換キャストは、元データ型の出力関数を呼び出し、その結果文字列を対象データ型の入力関数に渡すことで行われます。
多くの一般的な場合では、この機能により変換用に別個のキャスト関数を作成する必要性がなくなります。
I/O変換キャストは通常の関数を基にしたキャストと同様に動作します。ただ実装が異なるだけです。
  
デフォルトでは、キャストは明示的なキャスト要求があった場合のみ発生します。
明示的なキャスト要求の構文は、CAST(x AS typename)、もしくは、x::typename式です。
  
キャストにAS ASSIGNMENTオプションを付けると、対象データ型の列に代入する際、暗黙的にそのキャストを発生させることができます。
例えば、foo.f1がtext型の列であるとします。

INSERT INTO foo (f1) VALUES (42);

integer型をtext型に変換するキャストにAS ASSIGNMENTオプションが付けられていれば、上記のSQL文が実行できます。
しかし、AS ASSIGNMENTオプションが付いていなければ、実行できません
（一般的に、この種のキャストを代入キャストと呼びます）。
  
キャストにAS IMPLICITオプションを付けると、代入の場合だけでなく、式の中にある場合でも、全てのコンテキストで暗黙的にそのキャストを呼び出すことができます。
（一般的に、この種のキャストを暗黙キャストと呼びます。）
例えば次のような問い合わせを考えてみます。

SELECT 2 + 4.0;

パーサはまず定数にそれぞれintegerとnumericであると印を付けます。
システムカタログには、integer + numericという演算子はありませんが、numeric + numericという演算子は存在します。
したがって、integerからnumericへのキャストが利用可能であり、そのキャストにAS IMPLICITが付いていればこの問い合わせは成功します（実際このようになっています）。
パーサは暗黙的なキャストを行い、問い合わせをあたかも次のように記載されたものとして解決します。

SELECT CAST ( 2 AS numeric ) + 4.0;

  
ここで、カタログはまたnumericからintegerへのキャストも提供しています。
もしこのキャストにAS IMPLICITが付いていたら（実際は付いていません）、パーサは上のように解釈するか、それとも、numeric定数をintegerにキャストし、integer + integerという演算子を適用するかを選択しなければなりません。
どちらがより良いかという知見がなければ、選択をあきらめ、問い合わせがあいまいであると宣告します。
2つのキャストの内1つのみが暗黙的であるという事実が、パーサに、numericとintegerが混在する式をnumericとして扱うという適切な解決方法を知らせる方法です。
これに関する組み込まれた知見は存在しません。
  
暗黙キャストは、多用しない方が賢明です。
暗黙的キャストを使用し過ぎると、PostgreSQL™がコマンドを思わぬ意味に解釈してしまう原因になります。
また、複数の解釈が可能なため、コマンドをまったく解読できなくなってしまう可能性もあります。
経験的には、2つのデータ型が同一の一般的なデータ型のカテゴリに属しており、変換によって情報が保持される場合のみ、暗黙キャストを呼び出し可能にするのが良い方法と思われます。
例えば、int2型からint4型へのキャストは、暗黙キャストにするのが妥当ですが、float8型からint4型へのキャストは、おそらく代入キャストのみにすべきでしょう。
text型からint4型への変換のような、カテゴリを越えるデータ型のキャストは、明示的にのみ使用するのが適切です。
  
注記
型の集合の中で複数の暗黙的なキャストを提供することが、有用性や標準との互換性上の理由により必要となることがあり、これにより、上で説明した通り防ぐことができないあいまいさが引き起こされます。
パーサは、こうした状況でも望ましい動作の提供を補助できる型カテゴリと優先される型に基づいた発見的手法を用意しています。
詳細はCREATE TYPE(7)を参照してください。
   

キャストを作成するためには、変換元または変換先（の内の一方）のデータ型を所有し、もう一方の型に対するUSAGE権限を持つ必要があります。
また、バイナリ強制互換性を持つキャストを作成できるのは、スーパーユーザでなければなりません。
（バイナリ強制互換性があるキャスト変換を誤って使用するとサーバがクラッシュしてしまう可能性が高いことから、この制限が付けられました）。
  

パラメータ
	source_type
	キャストする変換元のデータ型の名前です。
      

	target_type
	キャストする変換先のデータ型の名前です。
      

	function_name(argument_type [, ...])
	キャストを実行するために使用される関数です。
関数名はスキーマ修飾することができます。
スキーマ修飾されていない場合、関数はスキーマ検索パスから検索されます。
関数の結果のデータ型は、キャストの変換先のデータ型と一致する必要があります。
引数については後で説明します。
      

	WITHOUT FUNCTION
	変換元データ型から変換先データ型への間に、バイナリ強制互換性があることを示します。
この場合、キャストを実行するのに関数は必要ありません。
      

	WITH INOUT
	キャストが、変換元データ型の出力関数を呼び出し、その結果の文字列を変換先データ型の入力関数に渡すことで行われる、I/O変換キャストであることを示します。
      

	AS ASSIGNMENT
	代入コンテキストで、暗黙的にキャストを呼び出せることを示します。
      

	AS IMPLICIT
	任意のコンテキストで、暗黙的にキャストを呼び出せることを示します。
      



キャストを実装する関数は1〜3個の引数を取ることができます。
1番目の引数型はキャストの変換元データ型と同一、または、変換元データ型からのバイナリ強制互換を持つ型でなければなりません。
2番目の引数（もしあれば）は、integer型でなければなりません。変換先の型に関連付けられた型修飾子を指定します。
型修飾子がない場合は-1を指定します。
3番目の引数（もしあれば）は、boolean型でなければなりません。キャストが明示的なキャストであればtrueを、それ以外であればfalseを指定します
（奇妙な話ですが、標準SQLでは、明示的キャストと暗黙的キャストとの間で異なる振舞いを要求する場合があります。
この引数はそのようなキャストを実装しなければならない関数用に提供されています。
独自のデータ型をこの流儀に従うように設計することは勧められません）。
  
キャスト関数の戻り値は、キャストの対象型と同一またはバイナリ強制互換性を持たなければなりません。
  
通常、キャストにおける変換元データ型と変換先データ型は異なる必要があります。
しかし、2つ以上の引数を持つ関数でキャストを実装した場合は、変換元と変換先とで同一のデータ型を持つキャストを宣言することができます。
これは、システムカタログにおいて型固有の長さ強制関数を表現するために使用されています。
指定された関数は、型の値を強制的に2番目の引数で与えられた型修飾子の値にするために使用されます
  
キャストが変換元と変換先のデータ型が異なり、複数の引数を取る関数を持つ場合、あるデータ型から他のデータ型への変換と長さの強制を1つの操作にまとめたものをサポートします。
引数を1つしか取らない場合は、型修飾子を使用して型を強制するために、データ型間の変換と修飾子の適用という2つのキャスト操作が必要となります。
  
ドメイン型へのキャスト、ドメイン型からのキャストは現在は効果がありません。
ドメインへのキャスト、ドメインからのキャストは、基となる型と関連したキャストを使用します。
  

注釈
ユーザ定義のキャストを削除するにはDROP CAST(7)を使用してください。
  
データ型を双方向に変更可能にするには、双方向のキャストを明示的に宣言する必要があることに注意してください。
  
ユーザ定義型と標準文字列型（text、varchar、char(n)）、および文字列カテゴリとして定義されたユーザ定義型との間のキャストを作成することは、通常必要ありません。
PostgreSQL™はこのために自動的なI/O変換キャストを提供します。
この文字列への自動キャストは代入キャストとして扱われますが、文字列型からの入出力変換キャストは明示的なキャストのみです。
この振舞いは独自のキャストを宣言して自動キャストを置き換えることで変更することができます。
しかし、通常このようにするのは、この変換を標準の代入のみまたは明示的のみの設定よりもより呼び出しやすくしたい場合に限られます。
他にも、型の入出力関数と異なる動作で変換したいという理由もあるかもしれません。
しかし、これは非常に驚かされるものであり、そうすべきかどうか熟考すべきです。
（組み込み型のごく一部は実際変換用に異なった振舞いをしますが、ほとんどは標準SQLの仕様のためのものです。）
  
必須ではありませんが、キャストを実装する関数には変換先のデータ型の名前を付けるという以前からの慣習に従っておくことを推奨します。
多くのユーザはtypename(x)という関数スタイルの記法でデータ型のキャストを行っています。
この記法は、キャストを実装している関数の呼び出しに他なりません。
キャストとして特別に扱われるわけではないのです。
ユーザが作成した変換関数の名前がこの慣習に従っていないと、他のユーザがとまどうことになります。
PostgreSQL™は引数として異なる型を取る同じ名前の関数をオーバーロードすることができるので、様々な型から特定の変換先型への変換関数の名前を全て変換先の型名にしても特に問題は発生しません。
  
注記
実際のところ、前の段落は単純化しすぎたものです。
関数呼び出し式が実際の関数と一致しない状態でキャスト要求として扱われる状況が2つ存在します。
関数呼び出しname(x)が実際の関数に正確に一致せず、nameがデータ型の名前であり、pg_castがxの型からその型へのバイナリ強制互換のキャストを提供する場合、この呼び出しはバイナリ強制互換キャストとして処理されます。
この例外は、実際の関数が存在しなくても、関数のような構文でバイナリ強制互換キャストを呼び出すことができるように作成されました。
同様に、pg_castに項目がないが、文字列型との間のキャストが存在する場合、この呼び出しは入出力変換キャストとして処理されます。
この例外により関数のような構文で入出力変換キャストができるようになります。
   

注記
この例外にも例外があります。
複合型から文字列型へのI/O変換キャストでは関数構文を使用して呼び出すことができず、明示的なキャスト構文（CAST記法または::記法のいずれか）で記述しなければなりません
この例外は、自動提供I/O変換キャストを導入した後、関数または列参照を意図した時に非常に簡単に間違って呼び出されることが判明したため追加されました。
   


例
関数int4(bigint)を使用したbigint型からint4型への代入キャストを作成します。

CREATE CAST (bigint AS int4) WITH FUNCTION int4(bigint) AS ASSIGNMENT;

（このキャストは、システムに既に定義されています。）
  

互換性
SQLではバイナリ強制互換性があるデータ型や実装関数の追加の引数について規定されていません。さらに、AS IMPLICITは、PostgreSQL™の拡張です。
これらの点以外では、CREATE CASTは標準SQLに準拠しています。

  

関連項目
   CREATE FUNCTION(7),
   CREATE TYPE(7),
   DROP CAST(7)
  


リリース8.2.1



リリース日
2007-01-08

このリリースは8.2の各種不具合を修正したものです。
8.2メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.2」を参照してください。
  
バージョン8.2.1への移行



8.2からの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   

変更点



	SELECT ... LIMIT ALL（またはLIMIT NULL）時のクラッシュを修正しました。(Tom)
     

	/contrib/tsearch2に対する複数の修正(Teodor)
     

	Windowsにおいて、オペレーティングシステムからのログメッセージをASCII符号化方式に変更しました。(Hiroshi Saito)
     
この修正は、オペレーティングシステムとデータベースサーバの間で符号化方式に違いがある場合の変換問題を解消するものです。
     

	Windowsにおけるwin32.makを使用したpg_dumpのリンクを修正しました。
      (Hiroshi Saito)
     

	外部結合問い合わせに対するプランナの間違いを修正しました。(Tom)
     

	副問い合わせを含む問い合わせにおける複数の問題を修正しました。(Tom)
     

	SPIにおける副トランザクションのアボート時のクラッシュの可能性を修正しました。(Tom)
     
PLはすべてSPIを使用しますので、これはすべてのPL関数に影響します。
     

	PDF文書作成を高速化しました。(Peter)
     

	JST (日本)時間帯省略形を再度追加しました。(Tom)
     

	インデックススキャンに関連した最適化方針の決定を改良しました。(Tom)
     

	psqlにおいて、複数バイトを組み合わせた文字を\uとして出力せずに、以前のように出力するようにしました。(Tom)
     

	括弧を使用した正規表現を使用するインデックスを改良しました。(Tom)
     
この改良により、psql \dの性能も向上しました。
     

	8.2以前のサーバからダンプする際に、pg_dumpallは、そのデータベースがPUBLICにCONNECT権限を持たせていることを前提とするようにしました。(Tom)
     
これは、pg_hba.confで許可されていれば、誰でもデータベースに接続できるという以前の振る舞いを維持します。
     





データベースへのデータ投入



データベースにデータを初期投入するために、大量のテーブル挿入操作を行う必要がままあります。
本節では、この作業を効率良く行うためのちょっとした提言を示します。
  
自動コミットをオフにする



複数回のINSERTを実行するのであれば、自動コミットを無効にして最後に1回だけコミットしてください。
（普通のSQLでは、これはBEGINを開始時に、COMMITを最後に発行することを意味します。
クライアント用ライブラリの中にはこれを背後で実行するものもあります。
その場合は、要望通りにライブラリが行っているかどうかを確認しなければなりません。）
各挿入操作で個別にコミットすることを許すと、PostgreSQL™は行を追加する度に多くの作業をしなければなりません。
1つのトランザクションですべての挿入を行うことによるもう1つの利点は、1つの行の挿入に失敗した場合、その時点までに挿入されたすべての行がロールバックされることです。
その結果、一部のみがロードされたデータの対処に困ることはありません。
   

COPYの使用



単一コマンドですべての行をロードするために一連のINSERTコマンドではなく、COPY(7)を使用してください。
COPYコマンドは行を大量にロードすることに最適化されています。
このコマンドはINSERTに比べ柔軟性に欠けていますが、大量のデータロードにおけるオーバーヘッドを大きく低減します。
COPYコマンドでテーブルにデータを投入する場合、コマンドは1つなので、自動コミットを無効にする必要はありません。
   
COPYを使用できない場合、準備されたINSERT文をPREPARE(7)を使用して作成し、必要数回だけEXECUTEを実行する方が良いでしょう。
これにより、繰り返し行われるINSERTの解析と計画作成分のオーバーヘッドを省くことになります。
この機能のための方法はインタフェースによって異なります。
このインタフェースの文書の「準備された文」を参照してください。
   
COPYを使用した大量の行のロードは、ほとんどすべての場合において、INSERTを使用するロードよりも高速です。
たとえ複数の挿入を単一トランザクションにまとめたとしても、またその際にPREPAREを使用したとしても、これは当てはまります。
   
COPYは、前もって行われるCREATE TABLEまたはTRUNCATEコマンドと同一トランザクションで行った場合に、最速です。
この場合、エラーが起きた場合に新しくロードされるデータを含むファイルがとにかく削除されますので、WALを書き出す必要がありません。
しかし、wal_levelがminimalに設定されている場合のみにこの方法は当てはまります。
この他の場合には、すべてのコマンドをWALに書き出さなければならないためです。
   

インデックスを削除する



新規に作成したテーブルをロードする時、最速の方法は、テーブルを作成し、COPYを使用した一括ロードを行い、そのテーブルに必要なインデックスを作成することです。
既存のデータに対するインデックスを作成する方が、各行がロードされる度に段階的に更新するよりも高速です。
   
既存のテーブルに大量のデータを追加しているのであれば、インデックスを削除し、テーブルをロード、その後にインデックスを再作成する方がよいかもしれません。
もちろん、他のユーザから見ると、インデックスが存在しない間データベースの性能は悪化します。
また、一意性インデックスを削除する前には熟考しなければなりません。
一意性制約によるエラー検査がその期間行われないからです。
   

外部キー制約の削除



インデックスの場合と同様、外部キー制約は一行一行検査するよりも効率的に、「まとめて」検査することができます。
従って、外部キー制約を削除し、データをロード、そして、制約を再作成する方法は有用となることがあります。
繰り返しますが、データロードの速度と、制約が存在しない間のエラー検査がないという点とのトレードオフがあります。
   
外部キー制約をすでに持つテーブルにデータをロードする時、新しい行はそれぞれ(行の外部キー制約を検査するトリガを発行しますので)サーバの待機中トリガイベントのリスト内に項目を要求します。
数百万の行をロードすると、トリガイベントのキューが利用可能なメモリをオーバーフローさせてしまい、耐えられないほどのスワッピングが発生してしまう、最悪はそのコマンドが完全に失敗してしまう可能性があります。
したがって単に好ましいだけでなく、大量のデータをロードする時には外部キーを削除し再度適用することが必要かもしれません。
一時的な制約削除が受け入れられない場合に他に取り得る手段は、ロード操作をより小さなトランザクションに分割することだけかもしれません。
   

maintenance_work_memを増やす



大規模なデータをロードする時maintenance_work_mem設定変数を一時的に増やすことで性能を向上させることができます。
これは、CREATE INDEXコマンドとALTER TABLE ADD FOREIGN KEYの速度向上に役立ちます。
COPY自体には大して役立ちませんので、この助言は、上述の技法の片方または両方を使用している時にのみ有用です。
   

max_wal_sizeを増やす



大規模なデータをロードする時max_wal_size設定変数を一時的に増やすことで高速化することができます。
大量のデータをPostgreSQL™にロードすることで、通常のチェックポイントの頻度（checkpoint_timeout設定変数により指定されます）よりも頻繁にチェックポイントが発生するためです。
チェックポイントが発生すると、すべてのダーティページ（ディスクに未書き込みの変更済みメモリページ）はディスクに吐き出されなければなりません。
大量のデータロードの際に一時的にmax_wal_sizeを増加させることで、必要なチェックポイント数を減らすことができます。
   

WALアーカイブ処理とストリーミングレプリケーションの無効化



大量のデータをWALアーカイブ処理またはストリーミングレプリケーションを使用するインストレーションにロードする時、増加する大量のWALデータを処理するより、ロードが完了した後に新しくベースバックアップを取る方が高速です。
ロード中のWALログの増加を防ぐためには、wal_levelをminimalに、archive_modeをoffに、max_wal_sendersをゼロに設定することにより、アーカイブ処理とストリーミングレプリケーションを無効にしてください。
しかし、これらの変数を変更するにはサーバの再起動が必要な点に注意してください。
   
こうすると、WALデータを処理する保管処理またはWAL送信処理にかかる時間がかからないことの他に、実際のところ、特定のコマンドをより高速にします。
wal_levelがminimalの場合、これらのコマンドではWALへの書き出しは全く予定されないためです。
（これらは最後にfsyncを実行することで、WALへの書き込みより安価にクラッシュした場合の安全性を保証することができます。）
これは以下のコマンドで当てはまります。
    
	       CREATE TABLE AS SELECT
      

	CREATE INDEX (またはALTER TABLE ADD PRIMARY KEYなどの亜種）
      

	       ALTER TABLE SET TABLESPACE
      

	       CLUSTER
      

	同一トランザクションで前もって対象テーブルが作成された、あるいは、消去された場合のCOPY FROM
      




   

最後にANALYZEを実行



テーブル内のデータ分布を大きく変更した時は毎回、ANALYZE(7)を実行することを強く勧めます。
これは、テーブルに大量のデータをまとめてロードする場合も含まれます。
ANALYZE（またはVACUUM ANALYZE）を実行することで、確実にプランナがテーブルに関する最新の統計情報を持つことができます。
統計情報が存在しない、または古い場合、プランナは、そのテーブルに対する問い合わせの性能を損なわせる、お粗末な問い合わせ計画を選択する可能性があります。
自動バキュームデーモンが有効な場合、ANALYZEが自動的に実行されます。
詳細は「プランナ用の統計情報の更新」および「自動バキュームデーモン」を参照してください。
   

pg_dumpに関するいくつかの注意



pg_dumpで生成されるダンプスクリプトは自動的に上のガイドラインのいくつかを適用します（すべてではありません）。
pg_dumpダンプをできる限り高速にリロードするには、手作業で更に数作業が必要です。
（これらは作成時に適用するものではなく、ダンプを復元する時に適用するものです。
psqlを使用してテキスト形式のダンプをロードする時とpg_dumpのアーカイブファイルからpg_restoreを使用してロードする時にも同じことが適用できます。）
   
デフォルトでは、pg_dumpはCOPYを使用します。
スキーマとデータのダンプ全体を生成する場合、インデックスと外部キー制約を作成する前にデータをロードすることに注意してください。
ですので、この場合、ガイドラインのいくつかは自動的に行われます。
残された作業は以下のとおりです。
    
	maintenance_work_memおよびmax_wal_sizeを適切な（つまり通常よりも大きな）値に設定します。
      

	WALアーカイブ処理またはストリーミングレプリケーションを使用する場合は、リストア時にこれを無効にすることを検討してください。
このためにはダンプをロードする前にarchive_modeをoffに、wal_levelをminimalに、max_wal_sendersをゼロに設定してください。
その後それらを正しい値に戻し、新規にベースバックアップを取ってください。
      

	pg_dumpとpg_restoreで、並列ダンプとリストア方式を実験して、利用する並列なジョブの最適な数を見つけて下さい。
-jオプションでダンプとリストアを並列に行なうのは逐次方式よりも大きく性能を向上させるでしょう。
      

	ダンプ全体を単一トランザクションとしてリストアすべきかどうか検討してください。
このためにはpsqlまたはpg_restoreに-1または--single-transactionコマンドラインオプションを指定してください。
このモードを使用する場合、たとえ小さなエラーであっても、エラーがあればリストア全体がロールバックされます。
データ同士の関連性がどの程度あるかに依存しますが、手作業での整理の際には好まれるかと思います。さもなくばあまり勧めません。
単一トランザクションで実行し、WALアーカイブを無効にしている場合、COPYコマンドは最も高速に行われます。
      

	データベースサーバで複数のCPUが利用できるのであれば、pg_restoreの--jobsオプションの利用を検討してください。
これによりデータのロードとインデックスの作成を同時に行うことができます。
      

	この後でANALYZEを実行してください。
      




   
データのみのダンプもCOPYコマンドを使用しますが、インデックスの削除と再作成を行いません。
また、通常は外部キー制約を変更しません。

     [10]

したがって、データのみのダンプをロードする時、上の技法を使用したければ自らインデックスと外部キーを削除、再作成しなければなりません。
データをロードする時にmax_wal_sizeを増やすことも有用です。
しかし、maintenance_work_memを増やすことは考えないでください。
これは、後でインデックスと外部キーを手作業で再作成する時に行う方がよいでしょう。
また、実行した後でANALYZEを行うことを忘れないでください。
詳細は「プランナ用の統計情報の更新」および「自動バキュームデーモン」を参照してください。
   



[10] --disable-triggersオプションを使用して、外部キーを無効にさせることができます。
しかし、これは外部キー制約を遅らせるのではなく、除去することに注意してください。
そのため、これを使用すると不正なデータを挿入することができてしまいます。
      



完全なイベントトリガの例



C言語で作成したイベントトリガ関数に関するとても簡単な例をここに示します（手続き言語で作成したトリガの例は、その手続き言語の文書に記載されています）。
   
noddl関数は、呼ばれるたびに例外を発生させます。
このイベントトリガは、この関数とddl_command_startイベントを関連づけます。
そのため、(「イベントトリガ動作の概要」で言及した例外はありますが例外を含む)すべてのDDLコマンドは、実行できません。
   
以下がトリガ関数のソースコードです。

#include "postgres.h"
#include "commands/event_trigger.h"


PG_MODULE_MAGIC;

PG_FUNCTION_INFO_V1(noddl);

Datum
noddl(PG_FUNCTION_ARGS)
{
    EventTriggerData *trigdata;

    if (!CALLED_AS_EVENT_TRIGGER(fcinfo))  /* 内部エラー */
        elog(ERROR, "not fired by event trigger manager");

    trigdata = (EventTriggerData *) fcinfo->context;

    ereport(ERROR,
        (errcode(ERRCODE_INSUFFICIENT_PRIVILEGE),
                 errmsg("command \"%s\" denied", trigdata->tag)));

    PG_RETURN_NULL();
}

   
ソースコードをコンパイル（「動的にロードされる関数のコンパイルとリンク」を参照してください）した後に、以下の様に関数とトリガを宣言します。

CREATE FUNCTION noddl() RETURNS event_trigger
    AS 'noddl' LANGUAGE C;

CREATE EVENT TRIGGER noddl ON ddl_command_start
    EXECUTE PROCEDURE noddl();

   
これで、トリガの操作を確認することができます。

=# \dy
                     List of event triggers
 Name  |       Event       | Owner | Enabled | Procedure | Tags
-------+-------------------+-------+---------+-----------+------
 noddl | ddl_command_start | dim   | enabled | noddl     |
(1 row)

=# CREATE TABLE foo(id serial);
ERROR:  command "CREATE TABLE" denied

   
この状況では、DDLコマンドを必要なときに実行できるようにするには、このイベントトリガを削除するか、無効化しなければなりません。
以下のように、トランザクションの期間中だけトリガを無効化するのが、便利かもしれません。

BEGIN;
ALTER EVENT TRIGGER noddl DISABLE;
CREATE TABLE foo (id serial);
ALTER EVENT TRIGGER noddl ENABLE;
COMMIT;

(イベントトリガ自体が関係するDDLコマンドは、イベントトリガの影響を受けないことを思い出してください。)
   


名前
SPI_freetuptable — SPI_executeや類似の関数によって生成された行セットを解放する

概要
void SPI_freetuptable(SPITupleTable * tuptable)

説明
SPI_freetuptableは、以前にSPI_executeなどのSPIコマンド実行関数によって作成された行セットを解放します。
そのため、この関数はよくSPI_tuptableグローバル変数を引数として呼び出されます。
  
この関数はSPIプロシージャが複数のコマンドを実行する必要があり、かつ、初期のコマンドの結果を終わりまで保持したくない場合に有用です。
解放されない行セットは、SPI_finish時に全て解放されることに注意してください。
また副トランザクションが始まった後SPIプロシージャの実行中にアボートした場合、SPIは自動的に副トランザクションが実行中に作成された行セットすべてを解放します。
  
PostgreSQL™ 9.3からSPI_freetuptableには同一行セットに対して重複する削除要求から保護する保護ロジックが含まれます。
過去のリリースでは重複する削除がクラッシュをもたらすかもしれませんでした。
  

引数
	SPITupleTable * tuptable
	解放する行セットへのポインタ。または何も行わないことを示すNULL。
     





問い合わせ計画



プランナメソッド設定



      
       これらの設定パラメータは、問い合わせオプティマイザが選択する問い合わせ計画に影響する大雑把な手法を提供します。
もしも、ある問い合わせに対してオプティマイザが選択したデフォルト計画が最適でない場合、暫定的な解決策は、これらの設定パラメータの1つを使用し、オプティマイザに異なる計画を選択するように仕向けることです。
品質を改良する方策は以下を含みます。
プランナコスト定数の調節（「プランナコスト定数」を参照）、
default_statistics_target設定パラメータの値を手作業で大きくし
そしてALTER TABLE SET STATISTICSを使用して、特定の列に対して収集された統計情報を増やします。
      
	enable_bitmapscan (boolean)
      
      
      
	       
       問い合わせプランナがビットマップスキャン計画型を選択することを有効もしくは無効にします。デフォルトはonです。
       

	enable_hashagg (boolean)
      
      
	       
       問い合わせプランナがハッシュ集約計画型を選択することを有効もしくは無効にします。デフォルトはonです。
       

	enable_hashjoin (boolean)
      
      
	       
       問い合わせプランナがハッシュ結合計画型を選択することを有効もしくは無効にします。デフォルトはonです。
       

	enable_indexscan (boolean)
      
      
      
	       
       問い合わせプランナがインデックス走査計画型を選択することを有効もしくは無効にします。デフォルトはonです。
       

	enable_indexonlyscan (boolean)
      
      
	
問い合わせプランナがインデックスオンリースキャン計画型を選択することを有効もしくは無効にします。
(「インデックスオンリースキャン」を参照してください)
デフォルトはonです。
       

	enable_material (boolean)
      
      
	       
       問い合わせプランナの具体化の使用を有効、または無効にします。
       全体にわたって具体化を差し止めることはできませんが、この値をoffにすることにより、正確性が要求される場合を除いて、具体化ノードをプランナが挿入することを防止します。デフォルトはonです。
       

	enable_mergejoin (boolean)
      
      
	       
       問い合わせプランナがマージ結合計画型を選択することを有効もしくは無効にします。デフォルトはonです。
       

	enable_nestloop (boolean)
      
      
	       
       問い合わせプランナが入れ子になったループ結合計画を選択することを有効もしくは無効にします。
       入れ子ループ結合を完全に禁止することは不可能ですが、この変数をオフにすると、もし他の方法が利用できるのであれば、プランナはその使用を行わないようになります。
       デフォルトはonです。
       

	enable_seqscan (boolean)
      
      
      
	       
       問い合わせプランナがシーケンシャル走査計画を選択することを有効もしくは無効にします。
       シーケンシャル走査を完全に禁止することは不可能ですが、この変数をオフにすると、もし他の方法が利用できるのであれば、プランナはその使用を行わないようになります。デフォルトはonです。
       

	enable_sort (boolean)
      
      
	       
       問い合わせプランナが明示的並び替え手順を選択することを有効もしくは無効にします。
       明示的並び替えを完全に禁止することは不可能ですが、この変数をオフにすると、もし他の方法が利用できるのであれば、プランナはその使用を行わないようになります。デフォルトはonです。
       

	enable_tidscan (boolean)
      
      
	       
       問い合わせプランナがTID走査計画型を選択することを有効もしくは無効にします。デフォルトはonです。
       




プランナコスト定数



    
     本節で扱うコスト変数は、任意の尺度で測られます。
これらは相対的な値でしかありません。
そのため、同じ因子で尺度を変えても、プランナの選択は結果として変わりません。
デフォルトではこれらのコスト変数はシーケンシャルなページ取り込みに基づいています。
つまり、seq_page_costを慣習的に1.0とし、他のコスト変数をそれを参考にして設定されていました。
しかし望むなら、特定のマシンにおけるミリ秒単位の実行時間など、異なる尺度を使用することができます。
    
注記
    
     残念ながら、コスト変数に対する理想的な値を決定する、上手く定義された方法がありません。
特定のインストレーションが受け取る問い合わせ全体を混在させたものの平均を最善のものとして扱われています。
数回の実験のみを根拠にこの値を変更することは危険であるといえます。
    

	seq_page_cost (floating point)
      
      
	       
       シーケンシャルな一連の取り出しの一部となる、ディスクページ取り出しに関する、プランナの推定コストを設定します。
デフォルトは1.0です。
この値は同じ名前の特定テーブル空間パラメータを設定することで、その中にあるテーブルとインデックスに対し上書きされます（ALTER TABLESPACE(7)を参照してください）。
       

	random_page_cost (floating point)
      
      
	       
       非シーケンシャル的に取り出されるディスクページのコストに対するプランナの推測を設定します。
デフォルトは4です。
        この値は同じ名前の特定テーブル空間パラメータを設定することで、その中にあるテーブルとインデックスを上書きします（ALTER TABLESPACE(7)を参照してください）。
       
       
       この値をseq_page_costに相対的に減少させると、システムはインデックススキャンを好んで使用するようになります。
増加させると、インデックススキャンが相対的に高価になります。
両方の値を増減させることで、CPUコストに対するディスクI/Oの重要性を変更させることができます。
これについては、後述のパラメータで説明します。
       
       
       機械的ディスク記憶装置に対するランダムアクセスは通常4回の逐次アクセスよりかなり高価です。しかし、より低いデフォルト（4.0）が使用されます。というのはインデックスのついた読み取りのようなディスクに対するランダムアクセスのほとんどはキャッシュにあると想定されるからです。デフォルト値は逐次よりも40倍遅いとモデル化したランダムアクセスで考えられる一方、90％のランダム読み込みがキャッシュと期待されるからです。
       
       
       作業負荷に対し、90％のキャッシュ率は誤った仮定と信ずるのであれば、ランダム記憶装置読み込みのコストをより良く反映するため random_page_cost を増加させることができます。
       対応的に、データが完全にキャッシュされていると思われるのであれば、random_page_cost を引き下げることが適切です。例えば、データベースがサーバメモリより小さい場合などです。
       例えば半導体ドライブのような、逐次アクセスに相対して記憶装置が低いランダム読み込みコストの場合、random_page_cost に対しより低い値のモデル化もあるかもしれません。
       
ヒント
       
        システムはrandom_page_costをseq_page_costよりも小さな値に設定しようとしますが、これには物理的な意味はありません。
しかし、データベースが完全にRAMにキャッシュされる場合、同じ値に設定することは意味を持ちます。
この場合、順序通りではないページアクセスに対するペナルティが存在しないからです。
また、多くがキャッシュされるデータベースでは、CPUパラメータに対して両値を小さく設定すべきです。
RAM内に存在するページの取り出しコストは通常よりもかなり小さくなるためです。
        


	cpu_tuple_cost (floating point)
      
      
	       
       問い合わせ間にそれぞれの行の処理に対するプランナの推測を設定します。デフォルトは0.01です。
       

	cpu_index_tuple_cost (floating point)
      
      
	       
       インデックス走査間にそれぞれのインデックス行の処理に対するプランナの推測を設定します。
デフォルトは0.005です。
       

	cpu_operator_cost (floating point)
      
      
	       
       問い合わせ時に実行される各演算子や関数の処理コストに対するプランナの推測を設定します。デフォルトは0.0025です。
       

	parallel_setup_cost (floating point)
      
      
	パラレルワーカープロセスを起動するためのコストに対するプランナの推測値を設定します。
デフォルトは1000です。
       

	parallel_tuple_cost (floating point)
      
      
	あるパラレルワーカープロセスから、1行を他のプロセスに転送するためのコストに対するプランナの推測値を設定します。
デフォルトは0.1です。
       

	min_parallel_relation_size (integer)
      
      
	パラレルスキャンを考慮する最小のリレーションサイズを指定します。
デフォルトは8メガバイト（ 8MB）です。
       

	effective_cache_size (integer)
      
      
	       
       単一の問い合わせで利用できるディスクキャッシュの実効容量に関するプランナの条件を設定します。
これは、インデックスを使用するコスト推定値の要素となります。
より高い値にすれば、よりインデックススキャンが使用されるようになり、より小さく設定すれば、シーケンシャルスキャンがより使用されるようになります。
このパラメータを設定する時には、PostgreSQL™の共有バッファとPostgreSQL™データファイルに使用されるカーネルのディスクキャッシュの量の両方を考慮しなければなりません。
また、利用可能な領域を共有しますので、異なるテーブルに対して同時に実行される問い合わせの総定数も考慮してください。
このパラメータは、PostgreSQL™で割り当てられる共有メモリの大きさには影響を与えません。また、カーネルのディスクキャッシュを予約したりもしません。
これは推定目的のみで使用されます。
       同時に、システムは問い合わせの間のディスクキャッシュ内のデータの残滓を想定していません。
デフォルトは4ギガバイト（4GB）です。
       




遺伝的問い合わせオプティマイザ



     
      遺伝的問い合わせオプティマイザ（GEQO）はヒューリスティック（発見的）検索法を用いた問い合わせ計画を行なう演算手法です。
      通常のしらみつぶしの検索演算手法で見いだされる計画よりも時として劣った計画を作成するという代償を払いますが、この手法は（多くのリレーションを結合するような）複雑な問い合わせに対し計画時間を軽減します。
      より詳細は58章遺伝的問い合わせ最適化を参照してください。
     
	geqo (boolean)
      
      
      
      
	       
       遺伝的問い合わせ最適化を有効もしくは無効にします。デフォルトは有効です。
       運用時には無効にしないことが通常最善です。geqo_threshold変数は、GEQOを制御するためよりきめ細かな方法を提供します。
       

	geqo_threshold (integer)
      
      
	       
       少なくともこれだけの数のFROM項目数で問い合わせを計画するのに遺伝的問い合わせ最適化を使用します。
（FULL OUTER JOINの生成子は、1つのFROM項目として計算することに注意してください。）デフォルトは12です。もっと単純な問い合わせでは、通常の、そしてしらみつぶしの検索プランナを使用するのが最善ですが、多くのテーブルを持つ問い合わせでは、しらみつぶしの検索は非常に時間がかかり、しばしば事前の計画を実行する代償より長くなります。
従って、問い合わせの大きさに対する限界値はGEQOの使用を管理するのに便利な方法です。

       

	geqo_effort (integer)
      
      
	       
       GEQOにおける計画時間と問い合わせ計画の品質間のトレードオフを制御します。この変数は1から10までの範囲の整数でなければなりません。
       デフォルトの値は5です。値を大きくすると、問い合わせ計画作成により多くの時間を費すことになりますが、より効率的な問い合わせ計画が選択される可能性が増加します。
       
       
       実際geqo_effortは直接何も行いません。それはGEQOの動作に影響を与える他の変数に対し、デフォルトの値を計算するためにのみ使用されます（以下で説明します）。もしよければ、代わりに手作業で他のパラメータを設定できます。
       

	geqo_pool_size (integer)
      
      
	       
       GEQOで使用されるプール容量を管理します。それは遺伝的個体群内の個体数です。最低でも2つはなければならず、よく100から1000までの値が使用されます。もし（デフォルトの設定である）零に設定されると、geqo_effortおよび問い合わせの中のテーブル数に基づいて、適切な値が選択されます。
       

	geqo_generations (integer)
      
      
	       
       GEQOで使用される世代の数を管理します。それはアルゴリズムの反復数です。最低でも1はなければならず、よくプールサイズと同じ範囲の値が使用されます。これを0に設定（デフォルトの設定）すると、適切な値がgeqo_effortに基づいて選択されます。
       

	geqo_selection_bias (floating point)
      
      
	       
       GEQOで使用される淘汰の偏りを管理します。淘汰の偏りは個体群内の（遺伝的な）自然淘汰です。値は1.50から2.00で、2.00がデフォルトです。
       

	geqo_seed (floating point)
      
      
	       
       結合順序検索空間にわたって、GEQOが無作為のパスを選択するために使用される乱数発生器の初期値を制御します。
       値は0（デフォルト）から1までの範囲です。
       値を変動させると探査される結合パスの集合を変化させ、それが見つかっているより良いか、より悪い最善のパスとなる可能性があります。
       




その他のプランナオプション



	default_statistics_target (integer)
      
      
	       
       ALTER TABLE SET STATISTICSで列特定の目的セットの無いテーブル列に対し、デフォルトの統計対象を設定します。
より大きい値はANALYZEに必要な時間を増加させますが、プランナの予測の品質を向上させます。
デフォルトは100です。
PostgreSQL™の問い合わせプランナによる統計情報の使用方法に関するより詳細な情報は、「プランナで使用される統計情報」を参照してください。
       

	constraint_exclusion (enum)
      
      
      
	       
       問い合わせを最適化するため、テーブル制約に対しての問い合わせプランナの使用を制御します。constraint_exclusionに許容される値は、on（全てのテーブルに対し制約を検査する）、off（決して制約を検査しない）、およびpartition（継承された子テーブルおよびUNION ALL副問い合わせのみ制約を検査する）です。partitionがデフォルトです。
継承テーブルと分割されたテーブルの性能向上のためしばしば使用されます。
      
       
       このパラメータが特定のテーブルに対して許される時、プランナはそのテーブルのCHECK制約で問い合わせ条件を比較し、制約と矛盾する条件のテーブルの走査を省きます。
例えば以下のようになります。


CREATE TABLE parent(key integer, ...);
CREATE TABLE child1000(check (key between 1000 and 1999)) INHERITS(parent);
CREATE TABLE child2000(check (key between 2000 and 2999)) INHERITS(parent);
...
SELECT * FROM parent WHERE key = 2400;


       制約排除が有効であると、このSELECTは全くchild1000を走査せず、性能を向上させます。
       
       
       現在constraint_exclusionはデフォルトで、テーブルパーティショニングを実装するためによく使用される場合のみで有効です。
       すべてのテーブルを有効にすることは、計画作成において単純な問い合わせでは無視できない程の余計なオーバーヘッドをもたらします。
       パーティショニングされたテーブルがない場合、完全に無効にする方が良いでしょう。
       
       
       制約排除とテーブル分割についてのより進んだ情報は「パーティショニングと制約による除外」を参照ください。
       

	cursor_tuple_fraction (floating point)
      
      
	       
       検索されるカーソル行の割合のプランナの見積もりを設定します。
       デフォルトは0.1です。
       この設定をより小さくすると、プランナはカーソルに対し「起動を高速にする」計画を使用するようになりがちになります。
       この場合先頭の数行の取り出しは高速になりますが、行全体を取り出す場合に時間がかかるようになる可能性があります。
       この値をより大きくすると、推定時間全体がより強調されるようになります。
       最大の設定である1.0の場合、カーソルは通常の問い合わせとまったく同様に計画されます。
       つまり、推定時間全体のみが考慮され、先頭の行の取り出しにかかる時間は考慮されなくなります。
       

	from_collapse_limit (integer)
      
      
	       
       プランナは、FROMリストがこの数の項目より少ない結果の場合、副問い合わせを上位の問い合わせに併合します。
より小さい値は計画時間を縮小させますが、劣った問い合わせ計画をもたらす可能性があります。
デフォルトは8です。
詳細は「明示的なJOIN句でプランナを制御する」を参照してください。
       
       
       この値をgeqo_thresholdか、それ以上に設定するとGEQOプランナ使用の誘引となり、最適ではない計画をもたらします。「遺伝的問い合わせオプティマイザ」を参照してください。
       

	join_collapse_limit (integer)
      
      
	       
       最終的にリストがこの項目数以下になる時、プランナは、明示的なJOIN構文（FULL JOINを除く）をFROM項目のリストに直します。
この値を小さくすれば計画作成時間は減少しますが、劣った問い合わせ計画が作成される可能性があります。
       
       
       デフォルトでは、この値はfrom_collapse_limitと同じ値に設定されており、殆どの場合に適切です。
これを1に設定すると明示的なJOINの再順序付けは行われなくなります。
したがって、問い合わせで指定された明示的結合順序は、関係（リレーション）が結合される実際の順序となります。
問い合わせプランナは常に最適な結合順序を選択するとは限らないので、
上級ユーザなら暫定的にこの変数を1に設定し、明示的に希望とする結合順序を指定してもよいでしょう。
詳細は「明示的なJOIN句でプランナを制御する」を参照してください。
       
       
       この値をgeqo_thresholdか、それ以上に設定するとGEQOプランナ使用の誘引となり、最適ではない計画をもたらします。「遺伝的問い合わせオプティマイザ」を参照してください。
       

	force_parallel_mode (enum)
      
      
	性能改善が期待できなくても、テスト目的のためにパラレルクエリを利用できるようにします。
force_parallel_modeに設定できる値は、off（性能改善が期待できるときにだけパラレルクエリを使用する）、on（安全なクエリに対しては常にパラレルクエリを強制する）、regress（onと同様だが、下記のような振る舞いの変更を伴う）です。
       
正確に言えば、この値をonにすると、安全と見なされるすべての問い合わせ計画の上にGatherノードを追加し、クエリをパラレルワーカー上で実行するようにします。
プランナがこれによってクエリが失敗すると思わない限り、パラレルワーカーが利用できない、あるいは使用できないような場合でも、たとえばサブトランザクションの開始のように、パラレルクエリコンテキストでは許可されない操作は不許可となります。
このオプションを設定することによって、エラーとなったり、あるいは期待していなかった結果がもたらされる場合には、クエリで使用されている関数はPARALLEL UNSAFE（もしくは、PARALLEL RESTRICTED）と印を付ける必要があるかもしません。
       
この設定値をregressとすると、onとするのに加え、自動リグレッションテストを助けるための付加的な効果が現れます。
通常パラレルワーカーからのメッセージは、そのことを表すコンテキスト行を表示しますが、regressと設定すると、非パラレル実行と同じ出力になるように、これを抑止します。
また、プランに追加されたGatherノードは、EXPLAIN出力から隠され、offに設定したときと同じ出力が得られるようにします。
       





参照とリソース
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「Performance Overview of the Virtual Memory Manager (VMM)」. AIX Documentation: Performance Management Guide. 

「Page Space Allocation」. AIX Documentation: Performance Management Guide. 

「Paging-space thresholds tuning」. AIX Documentation: Performance Management Guide. 
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Postgres95™リリース0.02



リリース日
1995-05-25

変更点



Incompatible changes:
 * The SQL statement for creating a database is 'CREATE DATABASE' instead
   of 'CREATEDB'. Similarly, dropping a database is 'DROP DATABASE' instead
   of 'DESTROYDB'. However, the names of the executables 'createdb' and
   'destroydb' remain the same.

New tools:
 * pgperl - a Perl (4.036) interface to Postgres95
 * pg_dump - a utility for dumping out a postgres database into a
        script file containing query commands. The script files are in an ASCII
        format and can be used to reconstruct the database, even on other
        machines and other architectures. (Also good for converting
        a Postgres 4.2 database to Postgres95 database.)

The following ports have been incorporated into postgres95-beta-0.02:
 * the NetBSD port by Alistair Crooks
 * the AIX port by Mike Tung
 * the Windows NT port by Jon Forrest (more stuff but not done yet)
 * the Linux ELF port by Brian Gallew

The following bugs have been fixed in postgres95-beta-0.02:
 * new lines not escaped in COPY OUT and problem with COPY OUT when first
   attribute is a '.'
 * cannot type return to use the default user id in createuser
 * SELECT DISTINCT on big tables crashes
 * Linux installation problems
 * monitor doesn't allow use of 'localhost' as PGHOST
 * psql core dumps when doing \c or \l
 * the "pgtclsh" target missing from src/bin/pgtclsh/Makefile
 * libpgtcl has a hard-wired default port number
 * SELECT DISTINCT INTO TABLE hangs
 * CREATE TYPE doesn't accept 'variable' as the internallength
 * wrong result using more than 1 aggregate in a SELECT


ビット列データ型



ビット列とは1と0のビットが連続したものです。
ビットマスクを格納したり可視化するために使用されます。
SQLのビット型には2つあります。
bit(n)とbit varying(n)です。
ここでnは正の整数です。
   
bit型のデータはnで表される長さに正確に一致しなければなりません。
この長さより長いか短いビット列を格納しようとするとエラーになります。
bit varying型のデータは最大nまでの可変長です。
最大長を越えるビット列は受け付けません。
長さ指定のないbitデータ型はbit(1)データ型と同一で、長さ指定のないbit varyingデータ型は無限長を意味します。
   
注記
ビット列の値を明示的にbit(n)にキャストすると、厳密にnビットになるように、切り捨てられるか右側をゼロ詰めされ、エラーにはなりません。
同様に、ビット列の値を明示的にbit varying(n)にキャストすると、ビット数がnを超える場合は右側が切り捨てられます。
    

ビット列定数に関する構文についての情報は「ビット文字列定数」を参照してください。
ビット論理演算子とビット列操作関数が利用可能ですが、「ビット文字列関数と演算子」を参照してください。
   
例8.3 ビット列データ型の使用
CREATE TABLE test (a BIT(3), b BIT VARYING(5));
INSERT INTO test VALUES (B'101', B'00');
INSERT INTO test VALUES (B'10', B'101');
ERROR:  bit string length 2 does not match type bit(3)
INSERT INTO test VALUES (B'10'::bit(3), B'101');
SELECT * FROM test;
  a  |  b
-----+-----
 101 | 00
 100 | 101


ビット列の値は8ビット毎に1バイト、さらにビット列長に応じた5または8バイトのオーバーヘッドが必要です。
（しかし、文字列に関する「文字型」で説明したように、長い値は圧縮または行外に移動する可能性があります。）
   


名前
EXPLAIN — 問い合わせ文の実行計画を表示する

概要
EXPLAIN [ ( option [, ...] ) ] statement
EXPLAIN [ ANALYZE ] [ VERBOSE ] statement

ここでoptionは以下のいずれかを取ることができます。

    ANALYZE [ boolean ]
    VERBOSE [ boolean ]
    COSTS [ boolean ]
    BUFFERS [ boolean ]
    TIMING [ boolean ]
    FORMAT { TEXT | XML | JSON | YAML }

説明
与えられた文に対して、PostgreSQL™プランナが生成する実行計画を表示します。
実行計画は、問い合わせ文が参照するテーブル（複数の場合もある）をスキャンする方法（単純なシーケンシャルスキャン、インデックススキャンなど）、複数のテーブルを参照する場合に、各テーブルから取り出した行を結合するために使用する結合アルゴリズムを示すものです。

  
表示内容の中でも、最も重要なのは、文の実行にかかるコストの見積もりです。
これは、プランナが文の実行にかかる時間（任意の、しかし慣習的にはディスクページ抽出を意味するコスト単位で計測）を推測したものです。
具体的には、2つの数が表示されます。
1つは最初の行が返されるまでのスタートアップコスト、もう1つはすべての行が返されるまでの合計コストです。
ほとんどの問い合わせにとって問題となるのは合計コストの方ですが、EXISTS副問い合わせなどのコンテキストでは、プランナは合計コストが最も短くなるプランよりも、スタートアップコストが最も短くなるプランを選びます（エクゼキュータは行を1つ取得した後に停止するからです）。
また、LIMIT句を使って問い合わせが返す行数を制限する場合、プランナは実際にはどの計画が一番低コストになるかを概算するため、全体を処理した場合のコストの間で適切な補間を行います。
  
ANALYZEオプションを付けると、計画を作るだけでなく、文が実際に実行されます。
この場合は、各計画ノードで費された総経過時間（ミリ秒単位）と実際に返された全行数など、実際の実行時の統計情報が追加表示されます。
プランナの推測と実際の値が近いかどうかを確認するために、このオプションは有用です。
  
重要
ANALYZEを使用した場合は、文が実際に実行されることを忘れないでください。
EXPLAINはSELECTが返す出力をまったく表示しませんが、文に伴う副作用は通常通り発生します。
INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE TABLE AS、EXECUTE文に対して、データに影響を与えないようにEXPLAIN ANALYZEを実行したい場合は、以下の方法を使用してください。

BEGIN;
EXPLAIN ANALYZE ...;
ROLLBACK;

   

ANALYZEおよびVERBOSEオプションのみが、この順序でのみ、オプションリストを括弧で括ることなく、指定可能です。
PostgreSQL™ 9.0より前までは、括弧がない構文のみがサポートされていました。
すべての新しいオプションは括弧付き構文のみでサポートされることを想定しています。
  

パラメータ
	ANALYZE
	コマンドを実行し、実際の実行時間やその他の統計情報を表示します。
このパラメータのデフォルトはFALSEです。
     

	VERBOSE
	計画についての追加情報を出力します。
具体的には、計画ツリー、スキーマ修飾テーブル、関数名内の各ノードに対して出力列リストを含めます。
常に範囲テーブルの別名を付けて式内の変数を命名し、また常に統計情報が表示される各トリガの名前を出力します。
このパラメータのデフォルトはFALSEです。
     

	COSTS
	各計画ノードの推定起動コストと総コスト、さらに推定行数と各行の推定幅に関する情報を含めます。
このパラメータのデフォルトはTRUEです。
     

	BUFFERS
	バッファの使用状況に関する情報を含めます。
具体的には、共有ブロックのヒット数、読み取り数、ダーティブロック数、書き出し数、ローカルブロックのヒット数、ダーティブロック数、読み取り数、書き出し数、一時ブロックの読み取り数、書き出し数が含められます。
ヒットとは、必要な時にキャッシュ内にそのブロックが見つかったため読み取りが避けられたことを意味します。
共有ブロックには、通常のテーブルとインデックスからのデータが含まれます。
ローカルブロックには、一時テーブルとそのインデックスからのデータが含まれます。
一時ブロックには、ソートやハッシュ、マテリアライズ計画ノードなどで使用される短期間有効なデータが含まれます。
ダーティブロック数は、これまでは変更がなかったがその問い合わせによって変更されたブロックの数を示します。
書き出しブロック数は、問い合わせ処理の間にバックエンドにより、ダーティ状態だったブロックの内キャッシュから追い出されたブロックの数を示します。
上位レベルのノードで表示されるブロック数には、その子ノードすべてで使用されるブロックが含まれます。
テキスト形式では、非ゼロの値のみが出力されます。
このパラメータはANALYZEパラメータも有効である場合にのみ使用することができます。
デフォルトはFALSEです。
     

	TIMING
	実際のスタートアップ時間とノードで費やされた時間が追加表示されます。
一部のシステムでは、システムクロックを何度も読み取るオーバーヘッドのため問い合わせがかなり低速になる可能性があります。
このため、実際の時間ではなく実際の行数のみが必要であるのであれば、このパラメータはFALSEに設定する方が有益でしょう。
文全体の実行時間は、このオプションによってノードレベルの時間計測が無効であった場合であっても、常に計測されます。
このパラメータはANALYZEパラメータも有効である場合にのみ使用することができます。
デフォルトはTRUEです。
     

	FORMAT
	出力形式を指定します。
TEXT、XML、JSON、YAMLを指定可能です。
TEXT以外の出力にはTEXT出力と同じ情報が含まれていますが、プログラムによる解析がより容易になります。
このパラメータのデフォルトはTEXTです。
     

	boolean
	選択したオプションを有効とするか無効とするかを指定します。
オプションを有効にするためにはTRUE、ON、1のいずれかを書きます。
無効にするにはFALSE、OFF、 0のいずれかを書きます。
boolean値は省略可能です。
省略時はTRUEとみなされます。
     

	statement
	実行計画の表示対象となる、SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE、VALUES、EXECUTE、DECLARE、CREATE TABLE AS、CREATE MATERIALIZED VIEW ASのいずれかの文です。
     




出力
コマンドの結果は、statementに対して選択された計画をテキストで説明します。
オプションで、実行時の統計情報で注釈が付けられます。
「EXPLAINの利用」では出力される情報について説明します。
   

注釈
PostgreSQL™問い合わせプランナが十分な情報を使って問合せを最適化できるようにするには、問い合わせ内で使用されるすべてのテーブルに関するpg_statisticのデータを最新状態にしなければなりません。
通常自動バキュームデーモンにより自動的に処理されます。
しかし最近その内容が大きく変更されたテーブルでは、自動バキュームがその変更に追いつくまで待つのではなく、手作業によるANALYZE(7)を実行する必要があるかもしれません。
  
実行計画内の各ノードの実行時コストを測定するために、現在のEXPLAIN ANALYZE実装は、問い合わせ実行に対し、情報収集のためのオーバーヘッドを加えます。
この結果、ある問い合わせについてのEXPLAIN ANALYZE実行が、普通に問い合わせを実行した場合より非常に時間がかかることがあります。
このオーバーヘッドの量は問い合わせの性質と使用するプラットフォームに依存します。
実行の間非常に短い時間を必要とする計画ノードに関して、時刻を得るためのシステムコールの操作が相対的に低速なプラットフォーム上で最悪な場合が発生します。
  

例
integer列を1つ持ち、10000行が存在するテーブルに対して、単純な問い合わせを行った場合の問い合わせ計画を表示します。


EXPLAIN SELECT * FROM foo;

                       QUERY PLAN
---------------------------------------------------------
 Seq Scan on foo  (cost=0.00..155.00 rows=10000 width=4)
(1 row)

  
以下は同じ問い合わせをJSON出力形式で出力したものです。

EXPLAIN (FORMAT JSON) SELECT * FROM foo;
           QUERY PLAN
--------------------------------
 [                             +
   {                           +
     "Plan": {                 +
       "Node Type": "Seq Scan",+
       "Relation Name": "foo", +
       "Alias": "foo",         +
       "Startup Cost": 0.00,   +
       "Total Cost": 155.00,   +
       "Plan Rows": 10000,     +
       "Plan Width": 4         +
     }                         +
   }                           +
 ]
(1 row)

  
インデックスが存在し、問い合わせのWHERE条件でインデックスを利用できる場合、EXPLAINは異なる計画を表示する可能性があります。


EXPLAIN SELECT * FROM foo WHERE i = 4;

                         QUERY PLAN
--------------------------------------------------------------
 Index Scan using fi on foo  (cost=0.00..5.98 rows=1 width=4)
   Index Cond: (i = 4)
(2 rows)

  
以下は同じ問い合わせをYAML形式で表したものです。

EXPLAIN (FORMAT YAML) SELECT * FROM foo WHERE i='4';
          QUERY PLAN
-------------------------------
 - Plan:                      +
     Node Type: "Index Scan"  +
     Scan Direction: "Forward"+
     Index Name: "fi"         +
     Relation Name: "foo"     +
     Alias: "foo"             +
     Startup Cost: 0.00       +
     Total Cost: 5.98         +
     Plan Rows: 1             +
     Plan Width: 4            +
     Index Cond: "(i = 4)"    
(1 row)


読者への演習としてXML形式については記載しません。
  
以下は同じ計画ですが、コスト推定値を出力しません。


EXPLAIN (COSTS FALSE) SELECT * FROM foo WHERE i = 4;

        QUERY PLAN
----------------------------
 Index Scan using fi on foo
   Index Cond: (i = 4)
(2 rows)

  
次に、集約関数を使用した問い合わせに対する問い合わせ計画の例を示します。


EXPLAIN SELECT sum(i) FROM foo WHERE i < 10;

                             QUERY PLAN
---------------------------------------------------------------------
 Aggregate  (cost=23.93..23.93 rows=1 width=4)
   ->  Index Scan using fi on foo  (cost=0.00..23.92 rows=6 width=4)
         Index Cond: (i < 10)
(3 rows)

  
以下は、EXPLAIN EXECUTEによってプリペアド文に対する実行計画を表示する例です。


PREPARE query(int, int) AS SELECT sum(bar) FROM test
    WHERE id > $1 AND id < $2
    GROUP BY foo;

EXPLAIN ANALYZE EXECUTE query(100, 200);

                                                       QUERY PLAN                                                       
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
 HashAggregate  (cost=9.54..9.54 rows=1 width=8) (actual time=0.156..0.161 rows=11 loops=1)
   Group Key: foo
   ->  Index Scan using test_pkey on test  (cost=0.29..9.29 rows=50 width=8) (actual time=0.039..0.091 rows=99 loops=1)
         Index Cond: ((id > $1) AND (id < $2))
 Planning time: 0.197 ms
 Execution time: 0.225 ms
(6 rows)

  
もちろん、ここで示した具体的な数値は対象とするテーブルの実際の中身によって変わります。
また、この数値や選択された問い合わせ戦略は、プランナの改良のため、PostgreSQL™のリリース間で異なる可能性がありますので注意してください。
さらに、ANALYZEコマンドは、データの統計情報を推定する際にランダムなサンプリングを行うため、実際のテーブル内の分布が変わっていなくても、新たにANALYZEを実行すると推定コストが変わることがあります。
  

互換性
標準SQLではEXPLAIN文は定義されていません。
  

関連項目
ANALYZE(7)

リリース9.0.7



リリース日
2012-02-27

このリリースは9.0.6に対し、各種の不具合を修正したものです。
9.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース9.0」を参照してください。
  
バージョン9.0.7への移行



9.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし9.0.6より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.0.6」を参照してください。
   

変更点



	CREATE TRIGGERにおいてトリガ関数に対する実行権限が必要になりました。(Robert Haas)
     
この検査が無かったため、別のユーザが自身が所有するテーブルにその関数をインストールすることで、偽造した入力データでトリガ関数を実行することができました。
SECURITY DEFINERが付いたトリガ関数でのみ重大です。
その他のトリガ関数ではとにかくテーブル所有者として実行されるためです。(CVE-2012-0866)
     

	SSL証明書内のコモンネームにおける独断的な長さ制限を取り除きました。(Heikki Linnakangas)
     
libpqとサーバの両方ともSSL証明書から取り出したコモンネームを32バイトで切り詰めていました。
通常想定外の検証エラー以上のことを引き起こしませんが、ある証明書の所有者が他者になりすますことができるという、多少怪しいシナリオがあります。
被害を受けるにはコモンネームが正確に32バイト長でなければならず、また、攻撃者は信頼されたCAに対してコモンネームが接頭辞としてその文字列を持つ証明書を発行するように説得しなければなりません。
またサーバになりすますには、さらにクライアントからの接続を中継するための攻撃が必要です。(CVE-2012-0867)
     

	pg_dumpのコメントに記述された名前の中の改行を空白に変換します。(Robert Haas)
     
pg_dumpは、その出力スクリプトにおけるSQLコメント内で発行されるオブジェクト名のサニタイズに関して注意を払っていませんでした。
改行を含む名前は少なくともそのスクリプトを構文的に不正にさせます。
悪意をもって組み立てられたオブジェクト名によって、スクリプトがリロードする時にSQLインジェクションの危険性があり得ました。(CVE-2012-0868)
     

	バキューム処理と同時に挿入を行った場合のbtreeインデックス破損を修正しました。(Tom Lane)
     
挿入によって発生するインデックスページ分割によって、同時実行中のVACUUMが削除すべきインデックス項目を削除し損なうことが時々発生することがありました。
対応するテーブル行が削除された後、対応先が無いインデックス項目によってエラー（「could not read block N in file ...」など）、最悪は、解放されたテーブル位置に再挿入された関係がない行にちなんだ、警告のない間違った問い合わせ結果が引き起こされます。
この不具合は8.2から存在していましたが、あまり頻発に発生しませんでしたので、これまで究明されませんでした。
使用中のデータベースで発生していたのではと疑わしければ、対象のインデックスを再インデックス付けすることで修正されます。
     

	WAL再生中の一時的な共有バッファのゼロ化を修正しました。(Tom Lane)
     
再生ロジックでは時々共有バッファをゼロ化し再度書き込んでいました。
このためその内容は一時的に無効になります。
ホットスタンバイモードではこの結果、並行して実行される問い合わせがゴミデータを参照することになり得ました。
いろいろな兆候が現れますが、もっとも良くある兆候は「invalid memory alloc request size」です。
     

	ホットスタンバイのクラッシュの後、postmasterの再起動を試みるように修正しました。(Tom Lane)
     
ホットスタンバイモードで操作している時に任意のバックエンドプロセスがクラッシュした場合、ロジックエラーのため、クラスタを再起動させようとはせずにpostmasterを終了させました。
     

	最近更新された行によって所有されるTOAST値に対するCLUSTER/VACUUM FULLの取り扱いを修正しました。(Tom Lane)
     
この見落としにより、これらのコマンドのいずれかを実行している時に、TOASTテーブルのインデックスに対して「duplicate key value violates unique constraint」エラーが報告されることがあり得ました。
     

	テーブル所有者を変更する時に、テーブル単位の権限だけではなく列単位の権限も更新します。(Tom Lane)
     
この失敗は、事前に付与された列権限が古い所有者により付与されたものとして表示されることを意味します。
つまり新しい所有者またはスーパーユーザであってもテーブル所有者を追跡できなくなった権限を取り除くことができないことを意味します。
     

	REASSIGN OWNEDにおいて外部データラッパおよび外部サーバをサポートします。(Alvaro Herrera)
     
これらのオブジェクトの所有権を変更しなければならなかった場合に、このコマンドは「unexpected classid」エラーで失敗しました。
     

	ALTER USER/DATABASE SETにおける一部の設定で存在しない値を許可します。 (Heikki Linakangas)
     
default_text_search_config、default_tablespace、temp_tablespacesを未知の名前に設定することができます。
これらが実際に使用されている別のデータベースでは既知であるかもしれませんし、またテーブル空間の場合はまだテーブル空間が作成されていないかもしれないからです。
過去search_pathにおいても同じ問題がありましたが、これらの設定も同様に動作するようにしました。
     

	コミット後のテーブルファイルの削除に問題があった場合のクラッシュを防止します。(Tom Lane)
     
テーブル削除は、そのトランザクションがコミットした後にのみ背後のディスク上のファイルを削除しなければなりません。
（例えばファイルの権限の誤設定のため）失敗した場合、トランザクションをアボートするには遅すぎますので、コードは単に警告メッセージを出力し継続するものと考えられます。
リリース8.4においてこのロジックが壊れ、こうした状況でPANICが発生し、再起動できないデータベースとなりました。
     

	DROP TABLESPACEのWAL再生中に発生したエラーから修復します。(Tom Lane)
     
再生はテーブル空間ディレクトリの削除を試みますが、（対象ディレクトリの所有者や権限が不正であったなど）失敗する可能性は多々あります。
これまでは再生コードはパニックし、手作業を介さなければ再起動できないデータベースになりました。
ディレクトリの削除に失敗したところで多少ディスク領域が無駄に使われるだけですので、問題を記録し、継続する方がより良いと考えました。
     

	ホットスタンバイのAccessExclusiveLocksのログ記録における競合問題を修正しました。(Simon Riggs)
     
ロックが「transaction zero」によって保持されていると記録されることが時々ありました。
少なくともスレーブサーバでアサーションエラーが発生することが分かっていますが、もっと深刻な問題が起こる可能性があります。
     

	WAL再生中にOIDカウンタを、たとえ周回していたとしても、正しく追跡します。(Tom Lane)
     
これまでは、OIDカウンタはシステムが再生モードを抜けるまで高値のままになりました。
実際にはほとんどnilという結果になりますが、マスタに昇格されるスタンバイサーバでは、値が必要になってから、OIDカウンタを合理的な値まで進めるために長時間かかる可能性がありました。
     

	クラッシュリカバリの最初の、誤解を招く「consistent recovery state reached」ログメッセージの発行を抑制します。(Heikki Linnakangas)
     

	pg_stat_replication.replay_locationの初期値を修正しました。(Fujii Masao)
     
これまでは、少なくとも1つのWALレコードが再生されるまで、表示される値は間違っていました。
     

	*が付いた正規表現の後方参照を修正しました。(Tom Lane)
     
コードでは、正確な文字列一致を強制せずに、実質後方参照シンボルで参照されるパターン副式を満たす任意の文字列を受け付けました。
     
同様の問題はまだ、直接量指定子のサブジェクトとならない、より大きく量化された式に埋め込まれた後方参照でも残っています。
こちらは将来のリリースのPostgreSQL™で対応予定です。
     

	inet/cidr値の処理に最近入ったメモリリークを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     
2011年12月のPostgreSQL™リリース内のパッチによって、これらの操作にメモリリークが発生しました。
これらの列に対するbtreeインデックス等で重大な問題になる可能性がありました。
     

	SQL言語関数内のCREATE TABLE AS/SELECT INTOの後に対応先がなくなったポインタを修正しました。(Tom Lane)
     
ほとんどの場合、これはアサートが有効な構築におけるアサーション失敗という結果になるだけですが、もっと悪い結果になる可能性がありました。
     

	Windowsのsysloggerにおけるファイルハンドルの二重クローズを防ぎます。(MauMau）
     
通常はこのエラーは表面化しませんが、Windowsのデバッグ版を実行している場合は例外が引き起こります。
     

	plpgsqlにおけるI/O変換関連のメモリリークを修正しました。(Andres Freund、Jan Urbanski、Tom Lane)
     
現在の関数が終わるまで、特定の操作がメモリリークしました。
     

	継承されたテーブル列に対するpg_dumpの取り扱いを改良しました。(Tom Lane)
     
pg_dumpは、子の列が親の列と異なるデフォルト式を持つという状況を間違って扱いました。
デフォルトがテキストとして親のデフォルトと同一であるが、実際は同一ではない場合（例えば、スキーマ検索パスの違いのため）、異なるものとして認識せず、そのため、ダンプしリストアした後、子は親のデフォルトを継承することができました。
子の列がNOT NULLであり親がそうではなかった場合も、微妙に間違ってリストアされました。
     

	INSERT形式のテーブルデータに対するpg_restoreの直接データベースにリストアするモードを修正しました。(Tom Lane)
     
他の問題に対する修正における見落としの結果、2011年9月または12月付けのリリースに含まれるpg_restoreでは、--insertsまたは--column-insertsオプションを付けて作成されたアーカイブファイルを直接データベースにリストアすることができませんでした。
アーカイブファイル自体には失敗はなく、テキストモード出力では問題ありませんでした。
     

	pg_upgradeがregclass列を含むテーブルを処理できるようにしました。(Bruce Momjian)
     
pg_upgradeがpg_class OIDの保護に注意を払うようになりましたので、この制限を続ける理由はなくなりました。
     

	SSLクライアント証明書ファイルを検索するときに、libpqがENOTDIRエラーを無視するようにしました。(Magnus Hagander)
     
これによりユーザのホームディレクトリが/dev/nullのようなものに設定されていたとしても、証明書なしですが、SSL接続を確立できます。
     

	ecpgのSQLDA領域におけるフィールド整列問題を修正しました。 (Zoltan Boszormenyi)
     

	ecpgのDEALLOCATE文においてATオプションを可能にしました。(Michael Meskes)
     
これをサポートする基盤は少し前から存在しましたが、見落としのため、エラー検査でこの状況を拒絶していました。
     

	ecpgにおいてvarchar構造体を定義するときに変数名を使用しません。(Michael Meskes)
     

	contrib/auto_explainのJSON出力モードが有効なJSONを生成するように修正しました。(Andrew Dunstan)
     
この出力では、本来括弧を使用しなければならない最上位で、角括弧を使用していました。
     

	contrib/intarrayのint[] & int[]演算子のエラーを修正しました。 (Guillaume Lelarge)
     
２つの入力配列が共通して持つ最小の整数が１であり、どちらかの配列により小さな値があった場合、１が結果から間違って省かれました。
     

	contrib/pgcryptoのencrypt_iv()およびdecrypt_iv()の誤判定を修正しました。(Marko Kreen)
     
これらの関数は特定の種類の無効入力エラーの通知に失敗し、不正な入力に対してランダムなゴミの値を代わりに返しました。
     

	contrib/test_parserにおける1バイトのバッファオーバーランを修正しました。(Paul Guyot)
     
コードでは必要より1バイト多く読み取ろうとし、境界条件ではクラッシュします。
contrib/test_parserは単なるサンプルコードであり、これ自体はセキュリティ問題ではありませんが、例のコードとしては良くありません。
     

	ARMにおいて可能ならばスピンロックに__sync_lock_test_and_set()を使用します。(Martin Pitt)
     
この関数は、以前の廃止予定でARMv6以降では使用できなくなったSWPB命令の使用を置き換えるものです。
最近のARMボードでも古いコードは明白な方法で失敗することはありませんが、単に同時アクセスのインターロックを行わず、マルチプロセス操作において奇妙な失敗をもたらすと報告されています。
     

	受け付け可能なバージョンのgccを用いて構築する場合に-fexcess-precision=standardオプションを使用します。(Andrew Dunstan)
     
最近のバージョンのgccは独創的な結果を生成するというさまざまなシナリオを防ぎます。
     

	FreeBSDにおいてスレッド化されたPythonを使用できるようにしました。(Chris Rees)
     
configureスクリプトはこれまで、この組み合わせは動作しないと前提していました。
しかしFreeBSDではこの問題が修正されましたので、エラー検査を取り除きました。
     





問い合わせの結合



2つの問い合わせの結果は、和、積、差の集合演算を使って結合することができます。
構文は以下の通りです。

query1 UNION [ALL] query2
query1 INTERSECT [ALL] query2
query1 EXCEPT [ALL] query2

query1とquery2は、これまで説明した機能をすべて使用することができる問い合わせです。
集合演算は入れ子にしたり、繋げたりすることができます。
例えば、以下の文を見てみましょう。

query1 UNION query2 UNION query3

上記の文は以下のように実行されます。

(query1 UNION query2) UNION query3

  
UNIONは、query2の結果をquery1の結果に付加します（しかし、この順序で実際に行が返される保証はありません）。
さらに、UNION ALLを指定しないと、DISTINCTと同様に、結果から重複している行を削除します。
  
INTERSECTは、query1の結果とquery2の結果の両方に含まれているすべての行を返します。
INTERSECT ALLを使用しないと、重複している行は削除されます。
  
EXCEPTは、query1の結果には含まれているけれども、query2の結果には含まれていないすべての行を返します。
（これが2つの問い合わせの差であると言われることがあります。）
この場合も、EXCEPT ALL を使用しないと、重複している行は削除されます。
  
2つの問い合わせの和、積、差を算出するために、そこの2つの問い合わせは「union互換」でなければいけません。
つまり、その問い合わせが同じ数の列を返し、対応する列は互換性のあるデータ型（「UNION、CASEおよび関連する構文」を参照）でなければなりません。
  

リリース9.1.1



リリース日
2011-09-26

このリリースは9.1.0に対し、わずかな不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.1への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   

変更点



	pg_options_to_tableを値を持たないオプションに対してNULLを返すようにしました。(Tom Lane)
     
これまではこのような場合にサーバがクラッシュしてしまいました。
     

	GiSTインデックススキャン終了時のメモリリークを修正しました。(Tom Lane)
     
すでに多くの行を持つテーブルに対して新たなGiSTを元にした排他制約を作成する際の検証など、多くの分割GiSTインデックススキャンを行うコマンドが一時的にこのリークの原因となる大容量のメモリを求めることがあり得ました。
     

	CREATE TEMPORARY TABLEにおけるpg_tempスキーマへの明示的な参照を修正しました。(Robert Haas)
     
これは使用できるものでしたが、9.1.0では失敗しました。
     





テーブル空間



PostgreSQL™のテーブル空間により、データベース管理者はデータベースオブジェクトを表すファイルを格納できるファイルシステム上の場所を定義することができます。
テーブル空間を一度作成すると、データベースオブジェクトを作成する時に名前により参照することができます。
  
テーブル空間を使用することで、管理者はPostgreSQL™インストレーションのディスクレイアウトを制御することができます。
これは、少なくとも2つの点で有用です。
1つは、クラスタを初期化したパーティションもしくはボリュームの容量が不足し、拡張を行うことができない場合、システムを再構成するまで、別のパーティションにテーブル空間を作成して、このテーブル空間を使用することができます。
  
もう1つは、テーブル空間により、管理者はデータベースオブジェクトの使用パターンに基づいてデータ格納場所を調整することができることです。
例えば、非常によく使用されるインデックスを、例えば、高価なソリッドステートディスクなどの高速・高可用性ディスクに格納することができます。
同時に、めったに使用されない保存用のデータや性能が求められていない保存用のデータを格納するテーブルを低価格・低速ディスクシステムに格納することもできます。
  
警告
主PostgreSQLデータディレクトリの外に位置していたとしても、テーブル空間はデータベースクラスタの不可欠な部分であり、データファイルの自律的な集合として扱うことはできません。
それらは主データディレクトリに含まれるメタデータに依存しますので、異なるデータベースクラスタに所属させたり、個別にバックアップしたりすることはできません。
同様に、テーブル空間を失えば(ファイル削除、ディスクの破損など)、データベースクラスタは読み取れなくなったり、開始できなくなったりするかもしれません。
テーブル空間をRAMディスクのような一時ファイルシステムに置くことは、クラスタ全体の信頼性を危険にさらします。
   

テーブル空間を定義するにはCREATE TABLESPACE(7)コマンドを使用してください。
以下に例を示します。


CREATE TABLESPACE fastspace LOCATION '/ssd1/postgresql/data';

この場所は、既存かつ空のディレクトリでなければならず、また、PostgreSQL™オペレーティングシステムユーザが所有していなければなりません。
その後に、テーブル空間内に作成されるオブジェクトはすべてこのディレクトリ以下のファイルに格納されます。
テーブル空間が見つからなかったり失われたりするとクラスタは機能しませんので、この場所は取り外し可能な記憶装置や一時的な記憶装置上にあってはいけません。
  
注記
通常、論理ファイルシステム内の個々のファイルの場所を制御することができませんので、1つの論理ファイルシステムに複数のテーブル空間を作成することは意味がありません。
しかし、PostgreSQL™にはこうした制限はありません。
実際、システムのファイルシステムの境を直接意識しません。
単に使用することを宣言したディレクトリにファイルを格納します。
   

テーブル空間自体の生成はデータベーススーパーユーザが行う必要があります。
しかし、その後に、データベース一般ユーザにそのテーブル空間を使用させることができます。
これを行うには、ユーザにテーブル空間に対するCREATE権限を与えてください。
  
テーブル、インデックス、およびデータベース全体は特定のテーブル空間に割り当て可能です。
これを行うには、指定テーブル空間にCREATE権限を持つユーザが関連するコマンドにテーブル空間をパラメータとして渡す必要があります。
例えば、以下はspace1テーブル空間にあるテーブルを作成しています。

CREATE TABLE foo(i int) TABLESPACE space1;

  
他の方法として、以下のようにdefault_tablespaceパラメータの使用があります。

SET default_tablespace = space1;
CREATE TABLE foo(i int);

default_tablespaceが空文字以外の何かに設定された場合、この値が、明示的なテーブル空間の指定がないCREATE TABLEコマンドやCREATE INDEXコマンドの暗黙的な TABLESPACE句として適用されます。
  
temp_tablespacesというパラメータも存在します。
これは、一時テーブルとそのインデックス、大規模データ集合のソートなどを目的に使用される一時ファイルの場所を決定するものです。
これは、テーブル空間名を1つだけ指定するものではなく、テーブル空間名のリストを取ることができます。
このため、一時的なオブジェクトに関連する負荷を、複数のテーブル空間にわたって分散することができます。
一時的なオブジェクトを作成する度に、このリストから無作為に要素が選択されます。
  
データベースに関連付けされたテーブル空間は、そのデータベースのシステムカタログを格納するために使用されます。
さらに、TABLESPACE句を付けずに、または、（適切な）default_tablespaceやtemp_tablespacesで指定された選択肢がなければ、データベース内に作成されたテーブルやインデックスのデフォルトのテーブル空間としても使用されます。
テーブル空間の指定なしで作成されたデータベースは、コピー元のテンプレートデータベースのテーブル空間と同じものを使用します。
  
データベースクラスタが初期化される時に2つのテーブル空間が自動的に作成されます。
pg_globalテーブル空間は共有システムカタログ用に使用されます。
pg_defaultテーブル空間はtemplate1とtemplate0データベースのデフォルトテーブル空間です
（したがって、CREATE DATABASEのTABLESPACE句で変更されない限り、このテーブル空間が同様に他のデータベースに対するデフォルトのテーブル空間になります）。
  
テーブル空間は、一度作成すると、要求しているユーザが十分な権限を持っていればすべてのデータベースから使用することができます。
これは、テーブル空間を使用するすべてのデータベースのすべてのオブジェクトが削除されるまで、そのテーブル空間を削除できないことを意味します。
  
空のテーブル空間を削除するには、DROP TABLESPACE(7)コマンドを使用してください。
  
既存のテーブル空間群を求めるには、以下の例のようにpg_tablespaceを確認してください。

SELECT spcname FROM pg_tablespace;

また、psql(1)プログラムの\dbメタコマンドも既存のテーブル空間を列挙する際に役に立ちます。
  
テーブル空間の実装を単純化するために、PostgreSQL™はシンボリックリンクを使用します。
これは、テーブル空間はシンボリックリンクをサポートするシステムでのみ使用することができるということを意味します。
  
$PGDATA/pg_tblspcディレクトリには、そのクラスタで定義された非組み込みテーブル空間1つひとつを指し示すシンボリックリンクがあります。
推奨はしませんが、こうしたリンクを手作業で再定義してテーブル空間のレイアウトを調整することができます。
2点警告します。
これをサーバが実行している時に行わないでください。
PostgreSQL 9.1およびそれ以前の場合、pg_tablespaceカタログを新規の場所に更新してください。
（これを行わないと、pg_dumpは古いテーブル空間の場所に出力し続けます。）
  

リリース8.2.4



リリース日
2007-04-23

このリリースは8.2.3の各種不具合を修正したもので、セキュリティ問題の修正を1つ含みます。
8.2メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.2」を参照してください。
  
バージョン8.2.4への移行



8.2.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   

変更点



	search_pathにおける一時テーブルスキーマの明示的な指定をサポートしました。
また、関数や演算子ではその検索を無効にしました(Tom)。
     
これは、SECURITY DEFINER関数がsearch_pathの値を本当に安全に設定するために必要です。
こうしないと、一時オブジェクトを使用して権限のないSQLユーザがSECURITY DEFINER関数の権限でコードを実行することができてしまうためです（CVE-2007-2138）。
詳細はCREATE FUNCTIONを参照してください。
     

	Windowsにおいて、各バックエンドで再ロードを強制的に行うことでshared_preload_librariesを修正しました（Korry Douglas）。
     

	翻訳された日や月名を適切に大文字、小文字に変換できるように、to_char()を修正しました。
     

	      /contrib/tsearch2のクラッシュを修正しました(Teodor)。
     

	COMMIT PREPAREDは、そのトランザクションを準備したデータベースと同じデータベースで実行する必要があります。(Heikki)
     

	Windowsにおいて、2ギガバイトを越えるバイナリバックアップをpg_dumpが行えるようになりました(Magnus)。
     

	伝統的中国（台湾）語のFAQを更新しました(Zhou Daojing)。
     

	統計情報コレクタがあまりに頻繁にディスクに書き込まないようにしました(Tom)。
     

	VACUUM FULLのUPDATE連鎖方法において潜在したデータ破損不具合を修正しました(Tom, Pavan Deolasee)。
     

	配列型を使用するドメインにおける不具合を修正しました(Tom)。
     

	元となるテーブルのダンプを行わない場合でも、-tを使用して連番型の列のシーケンスをダンプできるようpg_dumpを修正しました。
      (Tom)
     

	外部結合の向上やビットマップスキャンの選択ロジックなど、プランナを修正しました(Tom)。
     

	PL/pgSQL関数がEXCEPTIONブロック内でRETURNを試行する場合に潜在する誤作動やクラッシュの可能性を修正しました。
      (Tom)
     

	ハッシュインデックスの拡張時のパニックを修正しました(Tom)。
     

	POSIX書式の時間帯指定が新しいUSA DST規則に従うよう修正しました(Tom)。
     





ネットワークアドレス型



PostgreSQL™は、表8.21「ネットワークアドレスデータ型」に示すように、IPv4アドレス、IPv6アドレス、MACアドレスを格納するデータ型を提供します。
ネットワークアドレスを格納するには普通のテキストデータ型の代わりにこれらの型を使うことの方が優れています。
なぜなら、これらのデータ型は入力値のエラー検査と専用の演算子と関数を提供しているからです
（「ネットワークアドレス関数と演算子」を参照してください）。
   
表8.21 ネットワークアドレスデータ型
	名前	格納サイズ	説明
	cidr	7もしくは19バイト	IPv4、およびIPv6ネットワーク
	inet	7もしくは19バイト	IPv4もしくはIPv6ホスト、およびネットワーク
	macaddr	6バイト	MACアドレス



inetもしくはcidrをソートする時、IPv4アドレスは常にIPv6よりも前にソートされます。
::10.2.3.4や::ffff:10.4.3.2などIPv6アドレス内に埋め込まれた、もしくは関連付けされたIPv4アドレスも同様です。
   
inet



inet型はIPv4もしくはIPv6ホストアドレスとオプションでそのサブネットを１つのフィールドに保持します。
サブネットはホストアドレス内のネットワークアドレスのビット数（「ネットマスク」）により表現されます。
ネットマスクが32でアドレスがIPv4の場合、その値はサブネットを示さず、単一ホストを表します。
IPv6ではアドレス長は128ビットですので、128ビットが一意なホストアドレスを指定します。
ネットワークのみを使用したい場合はinetではなくcidr型を利用してください。
    
このデータ型に対する入力書式はaddress/yです。
ここで、addressはIPv4またはIPv6のアドレス、yはネットマスクのビット数です。
/y部分がない場合、ネットマスクはIPv4では32、IPv6では128となり、つまり、その値は単一ホストを表現します。
ネットマスクが単一ホストを表す場合、その表示時、/yの部分は抑制されます。
    

cidr



cidrデータ型はIPv4、IPv6ネットワーク仕様を保持します。
入出力書式はCIDR表記（クラスレスアドレッシング）に従います。
ネットワークを指定する時の書式はaddress/yで、addressがIPv4もしくはIPv6アドレスで表したネットワーク、yはネットマスクのビット数です。
yが省略された場合には、従来のクラス付きアドレス番号指定システムに従って計算されますが、入力時に書き込まれたオクテットすべてが含まれるように大きさは確保されます。
指定したネットマスクの右側にビットをセットしたネットワークアドレスを指定するとエラーになります。
    
     表8.22「cidrデータ型入力例」に例をいくつか示します。
    
表8.22 cidrデータ型入力例
	cidr入力	cidr出力	abbrev(cidr)
	192.168.100.128/25	192.168.100.128/25	192.168.100.128/25
	192.168/24	192.168.0.0/24	192.168.0/24
	192.168/25	192.168.0.0/25	192.168.0.0/25
	192.168.1	192.168.1.0/24	192.168.1/24
	192.168	192.168.0.0/24	192.168.0/24
	128.1	128.1.0.0/16	128.1/16
	128	128.0.0.0/16	128.0/16
	128.1.2	128.1.2.0/24	128.1.2/24
	10.1.2	10.1.2.0/24	10.1.2/24
	10.1	10.1.0.0/16	10.1/16
	10	10.0.0.0/8	10/8
	10.1.2.3/32	10.1.2.3/32	10.1.2.3/32
	2001:4f8:3:ba::/64	2001:4f8:3:ba::/64	2001:4f8:3:ba::/64
	2001:4f8:3:ba:2e0:81ff:fe22:d1f1/128	2001:4f8:3:ba:2e0:81ff:fe22:d1f1/128	2001:4f8:3:ba:2e0:81ff:fe22:d1f1
	::ffff:1.2.3.0/120	::ffff:1.2.3.0/120	::ffff:1.2.3/120
	::ffff:1.2.3.0/128	::ffff:1.2.3.0/128	::ffff:1.2.3.0/128




inetとcidrデータ型の違い



inetデータ型とcidrデータ型との基本的な相違は、inetではネットマスクの右側に0でないビット値を受け付けますが、cidrでは受け付けないことです。
    
ヒント
もしinetもしくはcidrの値の出力書式が気に入らないのであれば、関数host、textおよびabbrevを試してください。
        


macaddr



macaddrデータ型は例えばイーサネットカードのハードウェアアドレスとして知られるMACアドレスを保持します（MACアドレスは他の目的でも使われますが）。
入力は以下の形式を受け入れます。

     
	'08:00:2b:01:02:03'
	'08-00-2b-01-02-03'
	'08002b:010203'
	'08002b-010203'
	'0800.2b01.0203'
	'0800-2b01-0203'
	'08002b010203'



これらの例はすべて同一のアドレスを指定します。
aからfまでの桁は大文字小文字どちらでも構いません。
出力は常に最初に示された形式となります。
    
    
IEEE標準802-2001では、2番目の書式（ハイフンを使用）をMACアドレスの正規の表現と規定しています。
また、最初の書式（コロンを使用）をビット反転記法、つまり08-00-2b-01-02-03は01:00:4D:08:04:0Cであると規定しています。
この規約は現在ではほぼ無視され、古びたネットワーク（トークンリングなど）のみに関連するものです。
PostgreSQLではビット反転に関する準備をしていません。
また、すべての受付け可能な書式では正規のLSB順を使用します。
    
残る5つの入力書式はどの標準にも属しません。
    


リリース8.0.18



リリース日
2008-09-22

このリリースは8.0.17に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.0」を参照してください。
  
バージョン8.0.18への移行



8.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.0.6より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.0.6」を参照してください。
   

変更点



	局所ロックのカウンタを32ビットから64ビットに広げました。(Tom)
     
これは、かなり長いトランザクションでカウンタがオーバーフローし、想定外の「すでに保持済のロックである」というエラーになるという報告に対応したものです。
     

	INSERTまたはUPDATEで生成されるタプルが対象のテーブルの現在の行型に一致するか確認するために、エグゼキュータ起動の際の検査を追加しました。(Tom)
     
ALTER COLUMN TYPEの後にこれまでキャッシュしていた計画を再利用した場合、こうした状況が起こります。
データ破壊やその結果発生するクラッシュをこの検査により防ぎます。
     

	64ビットプラットフォームで稼働している場合、日付時刻入力関数が正しく整数オーバーフローを検知できるよう修正しました。(Tom)
     

	非常に長いログメッセージをsyslogに書き出す際の性能を向上しました。(Tom)
     

	SELECT DISTINCT ON問い合わせに対するカーソルの後方スキャンにおける不具合を修正しました。(Tom)
     

	プランナが論理型の結果を生成するGROUP BY式を、式の内容に関係なく、常に2つのグループになると推定することを修正しました。(Tom)
     
これにより、col IS NULLなどの特定の論理試験に対して、通常のGROUP BY推定より非常により良く精度が上がります。
     

	Tcl 8.5で正しく動作するようPL/Tclを修正しました。
また、Tcl間でやりとりされるデータの符号化方式についてより注意を払うように修正しました。(Tom)
     

	Python 2.5で動作するようPL/Pythonを修正しました。
     
これは、8.2の開発期間で行われた修正を後方に反映したものです。
     

	pg_dumpおよびpg_restoreがSQLコマンドの送信に失敗した後に報告するエラーを改良しました。(Tom)
     

	pg_ctlがrestartの間正しくpostmasterのコマンドライン引数を保持するように修正しました。(Bruce)
     

	時間帯データファイルをtzdataリリース2008f（アルゼンチン、バハマ、ブラジル、モーリシャス、モロッコ、パキスタン、パレスチナ、パラグアイにおける夏時間規則の変更）まで更新しました。
     





unaccent



unaccentは語彙素からアクセント(発音区分記号)を取り除く全文検索用の辞書です。
これはフィルタ処理を行う辞書、つまり、標準の動作と異なり、その出力が常に次の辞書（もしあれば）に渡されるものです。
これにより全文検索においてアクセントを無視した処理を行うことができます。
 
現在のunaccentの実装ではthesaurus辞書向けの正規化用辞書として使用することはできません。
 
設定



unaccent辞書は以下のオプションを受け付けます。
  
	RULESは翻訳規則の一覧を含むファイルのベースネームです。
このファイルは$SHAREDIR/tsearch_data/内に格納しなければなりません。（ここで$SHAREDIRはPostgreSQL™インストレーションの共有データディレクトリを意味します。）
この名前は.rulesで終わらなければなりません。（.rulesはRULESパラメータには含まれません。）
    



rulesファイルの書式は以下の通りです。
  
	各行は、アクセント付き文字とその後にアクセントを取り除いた文字から構成される、1つの変換規則です。
一つ目が二つ目に変換されます。
以下に例を示します。

À        A
Á        A
Â        A
Ã        A
Ä        A
Å        A
Æ        AE

2つの文字は空白で分けられていなければならず、行の先頭や末尾の空白は無視されます。
    

	あるいは、一行に一文字だけ指定された場合、その文字は削除されます。これは、アクセントが分かれた文字で表現される言語では便利です。
    

	実のところ、各「文字」は空白を含まなければいかなる文字列でも良いので、unaccent辞書は発音区別符号の除去に加えて、部分文字列の置換などに使うこともできます。
    

	他のPostgreSQL™テキスト検索設定ファイルと同じように、rulesファイルはUTF-8エンコーディングで保存しなければなりません。
データはロード時に自動的に現在のデータベースのエンコーディングに変換されます。
rulesファイルが現在のエンコーディングで適用できない規則も含むことができるように、変換できない文字を含む行は単に無視されます。
    



unaccent.rulesは、ほとんどの欧州圏の言語で直接使用できる、より複雑な例です。
これはunaccentモジュールをインストールした時に$SHAREDIR/tsearch_data/にインストールされます。
このrulesファイルは、アクセント記号のある文字をアクセント記号のない同じ文字に変換し、また、合字を同等な普通の文字の並びに(例えば、ÆをAEに)展開します。
  

使用方法



unaccent拡張をインストールすることで、unaccent全文検索テンプレートとそれに基づくデフォルトのパラメータを持つunaccent辞書が生成されます。
unaccent辞書はRULES='unaccent'というデフォルトパラメータ設定を持ちます。これは標準のunaccent.rulesファイルを即座に使用可能にします。
次の例のようにパラメータを変更することができます。


mydb=# ALTER TEXT SEARCH DICTIONARY unaccent (RULES='my_rules');


また、このテンプレートに基づいた辞書を新規に作成することができます。
  
以下を行うことで、辞書の動作を確認することができます。

mydb=# select ts_lexize('unaccent','Hôtel');
 ts_lexize
-----------
 {Hotel}
(1 row)

  
全文検索設定にunaccent辞書を組み込む方法を示す例を以下に示します。

mydb=# CREATE TEXT SEARCH CONFIGURATION fr ( COPY = french );
mydb=# ALTER TEXT SEARCH CONFIGURATION fr
        ALTER MAPPING FOR hword, hword_part, word
        WITH unaccent, french_stem;
mydb=# select to_tsvector('fr','Hôtels de la Mer');
    to_tsvector
-------------------
 'hotel':1 'mer':4
(1 row)

mydb=# select to_tsvector('fr','Hôtel de la Mer') @@ to_tsquery('fr','Hotels');
 ?column?
----------
 t
(1 row)

mydb=# select ts_headline('fr','Hôtel de la Mer',to_tsquery('fr','Hotels'));
      ts_headline
------------------------
 <b>Hôtel</b> de la Mer
(1 row)

  

関数



unaccent関数は与えられた文字列からアクセント（発音区別符号）を取り除きます。
基本的にこれはunaccent型の辞書のラッパです。しかし通常の全文検索以外の文脈で使用することができます。
 
unaccent([dictionary, ] string) returns text
引数dictionaryが省略された場合、unaccentと見なされます。
 
下記は使用例です。

SELECT unaccent('unaccent', 'Hôtel');
SELECT unaccent('Hôtel');

 



名前
SET AUTOCOMMIT — 現在のセッションの自動コミット動作を設定します。

概要
SET AUTOCOMMIT { = | TO } { ON | OFF }

説明
SET AUTOCOMMITは現在のデータベースセッションの自動コミット動作を設定します。
デフォルトでは埋め込みSQLプログラムは自動コミットモードではありません。
このためCOMMITコマンドを必要なところで明示的に発行しなければなりません。
このコマンドはセッションを、個々のSQL文それぞれが暗黙的にコミットされる、自動コミットモードに変更することができます。
    

互換性
SET AUTOCOMMITはPostgreSQL ECPGの拡張です。
    


uuid-ossp



uuid-osspモジュールは複数の標準的なアルゴリズムの1つを使用して汎用一意識別子（UUID）を生成する関数を提供します。
また、特殊なUUID定数を生成する関数も提供します。
 
uuid-ossp関数



UUIDを生成するために利用できる関数を表F.33「UUID生成用関数」に示します。関連する標準ITU-T Rec. X.667、ISO/IEC 9834-8:2005、RFC 4122はUUIDの生成に関して、バージョン番号1、3、4、5で識別される4つのアルゴリズムを規定します。
（バージョン2アルゴリズムは存在しません。）
これらのアルゴリズムのそれぞれは、異なるアプリケーション群に適切でしょう。
  
表F.33 UUID生成用関数
	関数	説明
	uuid_generate_v1()	       この関数はバージョン1 UUIDを生成します。
これはコンピュータのMACアドレスとタイムスタンプが含まれます。
この種のUUIDは識別子を生成したコンピュータを識別できる情報や生成した時刻をあばくことができますので、ある種のセキュリティに注意すべきアプリケーションでは適しません。
       

      
	uuid_generate_v1mc()	       この関数は、コンピュータの実MACアドレスではなくランダムなマルチキャストMACアドレスを使用して、バージョン1 UUIDを作成します。
       

      
	uuid_generate_v3(namespace uuid, name text)	       この関数は、入力で指定されたnameを使用して、与えられた名前空間でバージョン3 UUIDを生成します。
名前空間は、表F.34「UUID定数を返す関数」で示す uuid_ns_*()関数で生成される特殊な定数の1つでなければなりません。(理論上これは何らかのUUIDになります。)
nameは選択された名前空間内の識別子です。
       


       例えば以下の様になります。


SELECT uuid_generate_v3(uuid_ns_url(), 'http://www.postgresql.org');


nameパラメータはMD5でハッシュ化されます。
このため、生成されたUUIDから平文が分かることはありません。
この方法によるUUIDの生成は不規則性はなく、また、環境に依存する要素もないため、再度生成されます。
       

      
	uuid_generate_v4()	       この関数はバージョン4 UUIDを生成します。
これは完全にランダムな数から生成されます。
       

      
	uuid_generate_v5(namespace uuid, name text)	       この関数はバージョン5 UUIDを生成します。
バージョン3 UUIDと似ていますが、ハッシュ方式としてSHA-1を使用することが異なります。
SHA-1がMD5より安全であることから、バージョン5はバージョン3に比べて好まれるはずです。
       

      



表F.34 UUID定数を返す関数
	uuid_nil()	       「nil」 UUID定数です。
これは実際のUUIDになることはありません。
       

      
	uuid_ns_dns()	       DNS名前空間をUUIDに選定した定数です。
       

      
	uuid_ns_url()	       URL名前空間をUUIDに選定した定数です。
       

      
	uuid_ns_oid()	       ISOオブジェクト識別子（OID）をUUIDに選定した定数です。
（これはASN.1のOIDに関するもので、PostgreSQL™で使われるOIDとは関係ありません。）
       

      
	uuid_ns_x500()	       X.500区分名（DN）をUIDに選定した定数です。
       

      




uuid-osspの構築



歴史的にこのモジュールは、モジュールの名前の由来となったOSSP UUIDライブラリに依存していました。
OSSP UUIDライブラリはまだhttp://www.ossp.org/pkg/lib/uuid/にありますが、あまりよく維持されておらず、より新しいプラットフォームへ移植することがますます困難になってきています。
uuid-osspは今やいくつかのプラットフォームではOSSPライブラリなしで構築できます。
FreeBSD、NetBSD、その他のBSDから派生したプラットフォームでは、適切なUUID生成関数がコアlibcライブラリに含まれています。
Linux、OS X、その他のプラットフォームでは、適切な関数がlibuuidライブラリで提供されており、(現在のLinuxではutil-linux-ngの一部と考えられていますが)そのライブラリはe2fsprogsプロジェクトに由来します。
configureを実行する時に、BSD関数を使うのなら--with-uuid=bsdを、e2fsprogsのlibuuidを使うのなら--with-uuid=e2fsを、OSSP UUIDライブラリを使うのなら--with-uuid=osspを指定してください。
あるマシンではこのライブラリのうち二つ以上が利用可能かもしれませんので、configureは自動的に一つを選びません。
  
注記
ランダムに生成された(バージョン4)UUIDのみが必要な場合には、代わりにpgcryptoモジュールのgen_random_uuid()を利用すること検討してください。
   


作者



   Peter Eisentraut <peter_e@gmx.net>
  


リリース8.1.11



リリース日
2008-01-07

このリリースは、重大なセキュリティ問題の修正を含む、8.1.10の各種不具合を修正したものです。
8.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.1」を参照してください。
  
これが、PostgreSQL™コミュニティがWindows™用のバイナリパッケージを作成する、最後の8.1.xリリースです。
8.2.Xでは、過去のバージョンに移植することが現実的ではない、Windows固有の修正が行われていますので、Windowsユーザは8.2.X以降への移行が推奨されています。
他のプラットフォームでは8.1.Xはまだサポートされます。
  
バージョン8.1.11への移行



8.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.1.2より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.1.2」を参照してください。
   

変更点



	インデックス内の関数がVACUUM、ANALYZEなどを実行するユーザの権限で実行されることを防止します。(Tom)
     
インデックス式内で使用される関数および部分インデックスの述語は、新しいテーブル項目が作成されると評価されます。
これが、もし信頼できないユーザが所有するテーブルを変更したとすると、トロイの木馬となるコードの実行という危険性を引き起こすことは以前から解っていました。
（トリガ、デフォルト、検査制約なども同種の危険性を引き起こします。）
しかしインデックス内の関数は、VACUUM FULLなどの日常の保守作業で実行される可能性があるため、さらに危険です。
こうした保守作業は通常自動的にスーパーユーザ権限で行われます。
例えば、極悪なユーザがトロイの木馬となるインデックス定義を設定し、次回の日常のバキューム処理を待つことで、スーパーユーザ権限でコードを実行することが可能です。
この修正は、SECURITY DEFINER関数で使用されていた権限変更機構を使用して、標準的な保守作業（VACUUM、ANALYZE、REINDEX、CLUSTERを含む）が呼び出したユーザではなくテーブル所有者として実行するように調整しました。
こうしたセキュリティ制限の迂回を防ぐために、SET SESSION AUTHORIZATIONおよびSET ROLEがSECURITY DEFINERコンテキストで禁止されるようになりました。(CVE-2007-6600)
     

	正規表現パッケージ内のさまざまな不具合を修正しました。(Tom, Will Drewry)
     
より巧妙な正規表現パターンにより、信頼できないソースから正規表現検索パターンを受け付けるアプリケーションでは、クラッシュ、無限または無限に近いループ、大量のメモリの浪費、DoS攻撃を引き起こすすべてが発生する可能性がありました。(CVE-2007-4769、CVE-2007-4772、CVE-2007-6067)
     

	/contrib/dblinkを使用する非スーパーユーザは、パスワード認証のみをセキュリティ制限として使用しなければなりません。(Joe)
     
8.1.10で行った修正は不十分で、一部のdblink関数に対してのみ問題を解消していました。(CVE-2007-6601,CVE-2007-3278)
     

	時間帯ファイルをtzdataリリース2007kに更新しました（具体的には最近のアルゼンチンの変更）。(Tom)
     

	非CロケールにおけるプランナのLIKE/正規表現の推定を改良しました。(Tom)
     

	一部のWHERE false AND var IN (SELECT ...)におけるプランナの失敗を修正しました。 (Tom)
     

	ALTER TABLE ... ALTER COLUMN TYPEで再構築されるインデックスのテーブル空間と格納パラメータを保持します。(Tom)
     

	アーカイブリカバリが、リカバリの停止時間が使用された時だけではなく、常に新しいWAL時系列から始まるようにしました。
     
これは、まれに起こる可能性のある既存の最後のWALセグメントのアーカイブされたコピーを上書きしようとする危険を防止します。
また元の定義より単純、明確になったと考えられます。
     

	テーブルが小さすぎて有用でない場合、VACUUMがすべてのmaintenance_work_memを使用しないようにしました。(Alvaro)
     

	マルチバイトデータベース符号化方式を使用している時に潜在する、translate()のクラッシュを修正しました。
     

	68年を超える間隔でextract(epoch from interval)がオーバーフローすることを修正しました。(Tom)
     

	信頼された関数内でUTF-8正規表現が使用された場合にPL/Perlが失敗しないように修正しました。(Andrew)
     

	プラットフォームのPerlがbool型をcharではなくintとして定義した場合に対応するようにPL/Perlを修正しました。(Tom)
     
これは理論上どこでも発生する可能性がありましたが、標準的に構築されたPerlではこうなりませんでした。Mac OS X™ 10.5までは…。
     

	長い例外メッセージでクラッシュしないようPL/Pythonを修正しました。(Alvaro)
     

	親テーブルと異なるデフォルト式を持つ、継承子テーブルを正しく扱うようpg_dumpを修正しました。(Tom)
     

	PGPASSFILEが普通のファイル以外のファイルを参照する場合にlibpqがクラッシュすることを修正しました。
     

	ecpgパーサを修正しました。(Michael)
     

	128ビットより長いキーで失敗するOpenSSLライブラリに対してcontrib/pgcryptoが防衛するようにしました。
これは少なくとも一部のバージョンのSolarisで発生します。(Marko Kreen)
     

	contrib/tablefuncのcrosstab()が、クラッシュするのではなく、独自の意味でカテゴリとしてNULL行識別子を扱うようにしました。(Joe)
     

	tsvectorおよびtsquery出力関数が正しくバックスラッシュをエスケープするように修正しました。(Teodor, Bruce)
     

	入力文字列が大きな場合にto_tsvector()がクラッシュすることを修正しました。(Teodor)
     

	configureスクリプトを再生成する場合、特定のバージョンのAutoconf™を使用することが必要になりました。(Peter)
     
これは開発者とパッケージ作成者のみに影響します。
この変更は、Autoconf™とPostgreSQL™の未確認のバージョンの組み合わせを使用する事故を防ぐためになされました。
その結果がうまくいくかどうかについて責任を負う限り、異なるバージョンのAutoconf™を本当に使用したい場合は、このバージョン検査を取り除くことができます。
     






名前
CREATE ROLE — 新しいデータベースロールを定義する

概要
CREATE ROLE name [ [ WITH ] option [ ... ] ]

ここでoptionは以下の通りです。

      SUPERUSER | NOSUPERUSER
    | CREATEDB | NOCREATEDB
    | CREATEROLE | NOCREATEROLE
    | INHERIT | NOINHERIT
    | LOGIN | NOLOGIN
    | REPLICATION | NOREPLICATION
    | BYPASSRLS | NOBYPASSRLS
    | CONNECTION LIMIT connlimit
    | [ ENCRYPTED | UNENCRYPTED ] PASSWORD 'password'
    | VALID UNTIL 'timestamp'
    | IN ROLE role_name [, ...]
    | IN GROUP role_name [, ...]
    | ROLE role_name [, ...]
    | ADMIN role_name [, ...]
    | USER role_name [, ...]
    | SYSID uid

説明
CREATE ROLEは、PostgreSQL™データベースクラスタに新しいロールを加えます。
ロールとは、データベースオブジェクトを所有することができ、データベース権限を持つことができる実体のことです。
ロールは、使用状況に応じて「ユーザ」、「グループ」、もしくは、その両方であるとみなすことができます。
ユーザの管理と認証に関する情報については、21章データベースロールと20章クライアント認証を参照してください。
このコマンドを使用するには、CREATEROLE権限を持つか、データベースのスーパーユーザでなければなりません。

  
ロールはデータベースクラスタのレベルで定義されるため、クラスタ内のすべてのデータベースで有効となることに注意してください。
  

パラメータ
	name
	新しいロールの名前です。
       

	SUPERUSER, NOSUPERUSER
	これらの句によって、新しいロールが「スーパーユーザ」となるかどうかが決まります。
「スーパーユーザ」はデータベース内のすべてのアクセス制限より優先します。
スーパーユーザという状態は危険ですので、本当に必要な場合にのみ使用しなければなりません。
新しくスーパーユーザを作成するには、スーパーユーザでなければなりません。
指定されなかった場合のデフォルトはNOSUPERUSERです。
       

	CREATEDB, NOCREATEDB
	これらの句はロールのデータベースの作成に関する権限を定義します。
CREATEDBが指定された場合、定義されたロールは新しくデータベースを作成することができます。
NOCREATEDBを使用した場合、そのロールにはデータベースを作成する権限が与えられません。
指定されなかった場合のデフォルトはNOCREATEDBです。
       

	CREATEROLE, NOCREATEROLE
	これらの句は、ロールが新しいロールを作成（つまりCREATE ROLEを実行）できるかどうかを決定します。
CREATEROLE権限を持つロールはロールを変更することも削除することもできます。
指定されなかった場合のデフォルトはNOCREATEROLEです。

       

	INHERIT, NOINHERIT
	これらの句は、ロールがそのロールが属するロールの権限を「継承」するかどうかを決定します。
INHERIT属性を持つロールは自動的に、直接的にまたは間接的にメンバとして割り当てられたすべてのデータベース権限を使用します。
INHERITがないと、他のロール内のメンバ資格により得られる能力はそのロールへのSET ROLEだけです。
他のロールの持つ権限は、SET ROLEを行った後にのみ利用可能です。
指定されなかった場合のデフォルトはINHERITです。
       

	LOGIN, NOLOGIN
	これらの句により、ロールがログイン可能かどうか、つまり、そのロールをクライアント接続時にセッションを認証するための名前として使用することができるかどうかが決まります。
LOGIN属性を持つロールはユーザとみなすことができます。
この属性を持たないロールは、データベース権限を管理する際に有用ですが、普通の意味ではユーザとはいえません。
指定されなかった場合のデフォルトはNOLOGINですが、CREATE ROLEがその別名であるCREATE USER(7)で呼び出された場合は例外です。
       

	REPLICATION, NOREPLICATION
	これらの句は、ロールがストリーミングレプリケーションを開始でき、またシステムのバックアップモードとの遷移が可能かどうかを決定します。
REPLICATION属性を持つロールは、非常に高度な権限を持つものです。
このため実際にレプリケーションで使用するロールでのみ使用しなければなりません。
指定されない場合のデフォルトはNOREPLICATIONです。
       

	BYPASSRLS, NOBYPASSRLS
	これらの構文は、ロールがすべての行単位セキュリティ(RLS)ポリシーを無視するかどうかを決定します。
NOBYPASSRLSがデフォルトです。
pg_dumpはテーブルのすべての内容が確実にダンプされるようにするため、row_securityをデフォルトでOFFに設定することに注意してください。
pg_dumpを実行するユーザが適切な権限を持っていなければ、エラーが返されます。
スーパーユーザおよびテーブルの所有者は、常にRLSを無視します。
       

	CONNECTION LIMIT connlimit
	ロールがログイン可能である場合、これは、ロールが確立できる最大同時接続数を指定します。
-1（デフォルト）は無制限を意味します。
       

	PASSWORD password
	ロールのパスワードを設定します。
（パスワードはLOGIN属性を持つロールでのみ使用されますが、この属性を持たないロールにも定義することができます。）
パスワード認証を行う予定がなければ、このオプションを省略することができます。
パスワードの指定がなければ、パスワードがNULLに設定され、そのアカウントでのパスワード認証は常に失敗します。
NULLというパスワードを明示的にPASSWORD NULLと記述することもできます。
       

	ENCRYPTED, UNENCRYPTED
	これらのキーワードを使用すると、パスワードを暗号化してシステムカタログに格納するかどうかを制御できます
（指定されていない場合のデフォルトの動作は、設定パラメータpassword_encryptionによって決まります）。
指定された文字列が既にMD5暗号化書式である場合は、ENCRYPTED、UNENCRYPTEDのどちらが指定されているかに関係なく、そのまま保存されます
（システムでは、暗号化されたパスワードを復号できないからです）。
これにより、ダンプ/リストア時に暗号化パスワードを再読み込みすることができます。
       
古いクライアントでは、暗号化して保存されたパスワードを使用するために必要なMD5認証機構をサポートしていない場合があることに注意してください。
       

	VALID UNTIL 'timestamp'
	VALID UNTIL句は、ロールのパスワードが無効になる日時を設定します。
この句が省略された場合、パスワードは永遠に有効になります。
       

	IN ROLE role_name
	IN ROLE句には、新しく作成するロールを新規にメンバとして追加する既存の1つ以上のロールを列挙します。
（新しく作成するロールを管理者として追加するオプションがないことに注意してください。このためには別途GRANTコマンドを使用してください。）
       

	IN GROUP role_name
	IN GROUPはIN ROLEの別名で、廃止予定です。
       

	ROLE role_name
	ROLEには、新しく作成するロールのメンバとして自動的に追加する既存の1つ以上のロールを列挙します。
（これは実質的に新しく作成したロールを「グループ」とします。）
       

	ADMIN role_name
	ADMIN句はROLEと似ていますが、新しく作成されるロールに指定されたロールがWITH ADMIN OPTIONとして追加される点が異なります。
つまり、新しく作成されるロールのメンバ資格を他者に与えることができる権利を、指定されたロールに与えます。
       

	USER role_name
	USER句はROLE句の別名で廃止予定です。
       

	SYSID uid
	SYSID句は無視されますが、後方互換性を維持するために受け付けられます。
       




注釈
ロールの属性を変更するにはALTER ROLE(7)を、ロールを削除するにはDROP ROLE(7)を使用してください。
CREATE ROLEで指定したすべての属性は、後でALTER ROLEコマンドで変更可能です。
  
グループとして使用しているロールのメンバの追加、および、削除についての推奨方法は、GRANT(7)とREVOKE(7)を使用することです。
  
VALID UNTIL句は、パスワードの有効期限を定義するだけで、ロール自体の有効期限ではありません。
特に、パスワードを使わない認証方式でログインを行う場合には、この有効期限は強制されません。
  
INHERIT属性は、許可可能な権限（つまり、データベースオブジェクトに対するアクセス権限とロールのメンバ資格）の継承を管理します。
これは、CREATE ROLEやALTER ROLEで設定される特別なロール属性には適用されません。
INHERITが設定されていたとしても、例えば、CREATEDB権限を持つロールのメンバであっても、データベース作成権限は即座に付与されません。
データベースを作成する前にSET ROLE(7)を使用してそのロールにならなければなりません。
  
後方互換性を維持するため、INHERIT属性はデフォルトです。
以前のリリースのPostgreSQL™では、ユーザは常にメンバとなっているすべてのグループの権限でアクセスできました。
しかし、NOINHERITの方が標準SQLの規定の意味により合ったものを提供します。
  
CREATEROLE権限には注意が必要です。
CREATEROLE ロールという権限には継承という概念がありません。
あるロールが特定の権限を持っていなくても、別のロールを作成できることを意味します。つまり、簡単に自身の持つ権限と異なる権限（スーパーユーザ権限を持つロールは除きます）を持つ別のロールを作成できてしまいます。
たとえば、CREATEROLE権限を持ち、CREATEDB権限を持たない「user」というロールが、CREATEDB権限を持つロールを新規に作成することができます。
したがって、CREATEROLE権限を持つロールは、ほとんどスーパーユーザ権限を持つロールと同じであるものと考えてください。
  
PostgreSQL™には、CREATE ROLEと同じ機能を持つプログラム（実際にこのコマンドを呼び出しています）createuser(1)があり、コマンドシェルから実行することができます。
  
CONNECTION LIMITオプションが加える制限は厳密ではありません。
もしそのロールに1つだけ接続「スロット」が残っていた時に、ほぼ同時に2つのセッションが新しく始まった場合、両方とも失敗する可能性があります。
また、この制限はスーパーユーザには適用されません。
  
このコマンドで暗号化しないパスワードを指定するときには注意しなければなりません。
パスワードはサーバに平文で送信されます。
クライアントのコマンド履歴やサーバのログにこれが残ってしまうかもしれません。
しかし、createuser(1)コマンドはパスワードを暗号化して送信します。
また、psql(1)には\passwordコマンドがあり、これを使用して後でパスワードを安全に変更することができます。
  

例
ログイン可能なロールを作成します。ただし、パスワードはありません。

CREATE ROLE jonathan LOGIN;

  
パスワード付きのロールを作成します。

CREATE USER davide WITH PASSWORD 'jw8s0F4';

CREATE USERはLOGINを意味する点を除き、CREATE ROLEと同一です。
  
2004年まで有効なパスワードを持つロールを作成します。
2005年に1秒でも入った時点でパスワードは無効になります。


CREATE ROLE miriam WITH LOGIN PASSWORD 'jw8s0F4' VALID UNTIL '2005-01-01';

  
データベースを作成でき、かつ、ロールを管理できるロールを作成します。

CREATE ROLE admin WITH CREATEDB CREATEROLE;

互換性
CREATE ROLE文は標準SQLで規定されています。
しかしSQLでは以下の構文のみを要求しています。

CREATE ROLE name [ WITH ADMIN role_name ]

複数の初期管理者やそのほかのCREATE ROLEのオプションはPostgreSQL™の拡張です。
  
標準SQLでは、ユーザとロールという概念を定義し、それらを別の概念としてみなしています。
また、ユーザを定義するコマンドはすべて、各データベース実装で規定するものとしています。
PostgreSQL™では、ユーザとロールを単一の実体に統一することを選択しています。
したがって、ロールは標準よりも非常に多くのオプションの属性を持っています。
  
ユーザはNOINHERIT属性を与えること、ロールはINHERIT属性を与えることで、標準SQLで規定された振舞いに最も近くなります。

  

関連項目
SET ROLE(7), ALTER ROLE(7), DROP ROLE(7), GRANT(7), REVOKE(7), createuser(1)

まとめ



SQL初心者向けのこのチュートリアル入門では触れていない多くの機能が、PostgreSQL™にはあります。
これらの機能は、本書の残りで詳しく説明します。
   
もっと多くの入門資料がお望みであれば、PostgreSQLのWebサイトにより多くのリソースがリンクされています。
   

pg_ts_parser



pg_ts_parserカタログはテキスト検索パーサを定義する項目を含みます。
パーサは、入力テキストを語彙素に分割することとトークン型を語彙素に割り当てることに責任を持ちます。
パーサはC言語レベルの関数で実装されていなくてはいけないため、新規のパーサの作成はデータベースのスーパーユーザに制限されています。
  
   PostgreSQL™のテキスト検索機能については12章全文検索で詳しく説明します。
  
表50.53 pg_ts_parserの列
	名前	型	参照先	説明
	oid	oid	 	行識別子（隠し属性です。明示的に選択しなければなりません）
	prsname	name	 	テキスト検索パーサの名称
	prsnamespace	oid	pg_namespace.oid	       このパーサを含む名前空間のOID
      
	prsstart	regproc	pg_proc.oid	パーサ起動関数のOID
	prstoken	regproc	pg_proc.oid	パーサの次のトークン関数のOID
	prsend	regproc	pg_proc.oid	パーサの終了関数のOID
	prsheadline	regproc	pg_proc.oid	パーサの見出し関数のOID
	prslextype	regproc	pg_proc.oid	パーサの字句型関数のOID




リリース8.1.3



リリース日
2006-02-14

このリリースは8.1.2の各種不具合を修正したもので、非常に深刻なセキュリティ問題を1つ含みます。
8.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.1」を参照してください。
  
バージョン8.1.3への移行



8.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、8.1.2より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース8.1.2」を参照してください。
   

変更点



	任意のログインしたユーザが他の任意のデータベースユーザIDにSET ROLEすることができる不具合を修正しました。(CVE-2006-0553)
有効検査が不適切であったため、
ユーザは
通常SET ROLEがエラーの後に以前のロール設定に戻すために使用する特殊な状況を不正利用することができました。
これにより例えば、一般ユーザはスーパーユーザ状態を持つことができます。
権限の拡大という危険は8.1.0から8.1.2までのみに存在します。
しかし、7.3までさかのぼるすべてのリリースにおいて、アサートを有効にしてコンパイルした場合（これはデフォルトではありません）、非特権ユーザがサーバをクラッシュできるという、関連した不具合がSET SESSION AUTHORIZATIONにあります。
この問題を報告してくれたAkio Ishidaに感謝します。

	自身が挿入した行に関する行の可視性ロジックについての不具合を修正しました。
 (Tom)
非常に稀な状況で、現在のコマンドが挿入した行が、本来無効であるべき時に既に有効になっているものとして扱われることがありました。
リリース8.0.4、7.4.9、7.3.11で組み込まれた不具合を修正しました。

	pg_clogおよびpg_subtransファイル生成時に「ファイルが既に存在する」というエラーを引き起こす競合条件を修正しました。
(Tom)

	準備済み文内のUNKNOWNパラメータ用のDOMAIN制約を適切に検査します。
(Neil)

	ALTER COLUMN TYPEがFOREIGN KEY、UNIQUE、PRIMARY KEY制約を確実に適切な順番で処理するようにしました。
(Nakano Yoshihisa)

	独自の演算子や演算子クラスを参照するクロススキーマを持つダンプをリストアできるように修正しました。
(Tom)

	COPYに失敗した後、pg_restoreが適切に処理を継続できるようにしました。
これまではCOPYデータの残りをSQLコマンドとして扱おうとしました。
 (Stephen Frost)

	データディレクトリを指定しない場合にpg_ctl unregisterがクラッシュすることを修正しました。
(Magnus)

	libpq PQprint HTMLタグを修正しました。
(Christoph Zwerschke)

	AMD64およびPPC上のecpgのクラッシュを修正しました。
(Neil)

	関数の戻り値型宣言において、SETOFと%TYPEの両方を使用できるようにしました。

	PL/pythonにおいて、引数を渡す段階でエラーが発生した場合に適切に復旧するようにしました。
(Neil)

	plperl_return_next内のメモリリークを修正しました。
(Neil)

	Win32において、PL/perlのロケールの扱いをバックエンドに合わせるように修正しました。
(Andrew)

	オプティマイザのさまざまな修正。
(Tom)

	Win32においてpostgresql.confでlog_min_messagesがDEBUG3以上に設定された時のクラッシュを修正しました。
(Bruce)

	Win32、Cygwin、OS X、AIX用のpgxs -Lライブラリ検索パス指定を修正しました。
(Bruce)

	Win32の管理者権限を検査する時にSIDが有効か検査します。
(Magnus)

	範囲外の日付入力を適切に拒否します。
(Kris Jurka)

	configure時のfiniteおよびisinfの存在検査に関する移植性を修正しました。
(Tom)

	データ行単位のカーネルコールを止め、libpq経由のCOPY INの速度を向上しました。
(Alon Goldshuv)

	/contrib/tsearch2のインデックス作成速度を向上しました。
(Tom)





pg_foreign_server



pg_foreign_serverカタログは外部サーバの定義を保存します。
外部サーバはリモートサーバなど外部データの源を記述します。
外部サーバは外部データラッパを介してアクセスされます。
  
表50.24 pg_foreign_serverの列
	名前	型	参照先	説明
	oid	oid	 	行識別子（隠し属性です。明示的に選択しなければなりません）
	srvname	name	 	外部サーバの名前
	srvowner	oid	pg_authid.oid	外部サーバの所有者
	srvfdw	oid	pg_foreign_data_wrapper.oid	外部サーバの外部データラッパのOID
	srvtype	text	 	サーバの型 (オプション)
	srvversion	text	 	サーバのバージョン (オプション)
	srvacl	aclitem[]	 	アクセス権限。
詳細はGRANT(7)とREVOKE(7)を参照してください。
      
	srvoptions	text[]	 	       外部サーバの「keyword=value」のような特定のオプション。
      





名前
dblink_connect_u — リモートデータベースへの永続的な危険な接続を開きます

概要
dblink_connect_u(text connstr) returns text
dblink_connect_u(text connname, text connstr) returns text

説明
dblink_connect_u()は、非スーパーユーザが任意の認証方式を使用して接続することができる点を除き、dblink_connect()と同じです。
   
リモートサーバがパスワードを含まない認証方式を選択していた場合、セッションがローカルなPostgreSQL™サーバを実行するユーザから構成されたものとなりますので、なりすましやその後の権限昇格が起こり得ます。
また、リモートサーバがパスワードを要求したとしても、サーバ側のユーザに属する~/.pgpassファイルなどサーバの環境から提供されるパスワードになる可能性があります。
これはなりすましの危険性だけでなく、信頼できないリモートサーバへのパスワードが漏れる可能性を引き起こします。
このためdblink_connect_u()はまず、スーパーユーザ以外から呼び出すことができないように、PUBLICからすべての権限を取り除いた形でインストールされます。
状況によっては、信頼できるとみなされた特定のユーザにdblink_connect_u()のEXECUTE権限を与えることが適切となる場合があります。
しかしこれは注意して行わなければなりません。
また、サーバのユーザに属する~/.pgpassファイルにはすべて、ホスト名としてワイルドカードを指定した項目をまったく含めないことを推奨します。
   
この他の情報はdblink_connect()を参照してください。
   


付録J ドキュメント作成



PostgreSQL™の文書には4つの主要なフォーマットがあります。

  
	平文：インストール前の情報
    

	HTML：オンラインでの閲覧と参照
    

	PDFもしくはPostScript：印刷用
    

	マニュアルページ：すぐ知りたい時
    





さらに、PostgreSQL™ソースツリー全体にわたり、様々な実装に関する問題を記述した平文のREADMEファイルが数多くあります。
 
HTML文書とマニュアルページは標準の配布物の一部でデフォルトでインストールされます。
PDFとPostScript形式の文書は別途ダウンロードすることで入手できます。
 
DocBook



文書のソースは、見たところHTMLに似たマークアップ言語であるDocBookで作成されています。
両方共、基本的に他の言語を記述するための言語であるStandard Generalized Markup Language、SGMLのアプリケーションです。
ここからは、DocBookとSGML両方の用語が使用されますが、技術的に相互の互換性はありません。
  
DocBook™を使用して作成することで、最終的な見栄えがどうなるかに気を遣わずに技術文書の構造と内容を指定できます。
ドキュメントスタイルは、いくつかの最終形式な形のいずれかにコンテンツをレンダリングする方法を定義します。
DocBookはOASISグループにより保守されています。
公式DocBookサイトでは役に立つ入門用と参照用の文書、そしてO'Reilly社の本の完全版をオンラインで読むことができます。
NewbieDoc Docbook Guideは初心者にとりとても役に立ちます。
FreeBSDドキュメントプロジェクトでも同様にDocBookを使用していて注目すべき数多くのスタイルに関する指針を含め、役立つ情報があります。
  



名前
pg_basebackup — PostgreSQL™クラスタのベースバックアップを取得する

概要
pg_basebackup  [option...]


説明
  
pg_basebackupは、稼動中のPostgreSQL™のデータベースクラスタのベースバックアップを取るために使用されます。
データベースへの他のクライアントに影響することなく、バックアップが取られます。
またこのバックアップはポイントインタイムリカバリ（「継続的アーカイブとポイントインタイムリカバリ（PITR）」参照）とログシッピングやストリーミングレプリケーションスタンバイサーバ用の開始点（「ログシッピングスタンバイサーバ」参照）としても使用することができます。
  
pg_basebackupは、システムをバックアップモードに入れ、また戻すことを自動的に行い、データベースクラスタファイルのバイナリコピーを作成します。
バックアップは常にデータベースクラスタ全体のバックアップを取ります。
個々のデータベースや個々のデータベースオブジェクトをバックアップすることはできません。
個々のデータベースバックアップに関してはpg_dump(1)などのツールを使用しなければなりません。
  
バックアップは通常のPostgreSQL™接続を経由して、レプリケーションプロトコルを用いて、作成されます。
この接続はスーパーユーザまたはREPLICATION権限（「ロールの属性」参照）を持つユーザが確立しなければなりません。
さらにレプリケーション用の接続にはpg_hba.confにおける明示的な権限が許されていなければなりません。
またサーバでmax_wal_sendersを、バックアップ用に少なくとも１つのセッションを残すように十分大きく設定する必要があります。
  
同時にpg_basebackupを複数実行することができます。
しかし性能の観点からは、１つのバックアップのみを取り結果をコピーする方が優れています。
  
pg_basebackupは、マスタからだけではなくスタンバイからもベースバックアップを作成することができます。
スタンバイからバックアップを取得するためには、レプリケーション接続を受け付けられるようにスタンバイを設定してください（つまりmax_wal_sendersとhot_standbyを設定し、host-based authenticationを設定してください）。
またマスタでfull_page_writesを有効にする必要があります。
  
スタンバイからのオンラインバックアップではいくつかの制限があることに注意してください。

   
	バックアップ履歴ファイルはバックアップされるデータベースクラスタ内に作成されません。
     

	バックアップの終了時点で、バックアップに必要なすべてのWALファイルがアーカイブされている保証はありません。
アーカイブリカバリ用にこのバックアップを使用する予定で、かつ、その時点で必要なファイルすべてが利用できることを確実にしたい場合、
-xオプションを使用してバックアップに含めなければなりません。
     

	オンラインバックアップ中にスタンバイがマスタに昇格した場合、バックアップは失敗します。
     

	バックアップに必要なすべてのWALレコードは、必要なだけの完全ページ書き出しを含んでいなければなりません。
つまりこれは、マスタでfull_page_writesを有効にし、archive_commandとしてWALファイルから完全ページ書き出しを取り除くpg_compresslogのようなツールを使用しないことが要求されます。
     




  

オプション
以下のコマンドラインオプションは出力の場所と書式を制御します。

    
	-D directory, --pgdata=directory
	出力を書き出すディレクトリです。
pg_basebackupは必要ならば、このディレクトリとその親ディレクトリすべてを作成します。
ディレクトリはすでに存在してもかまいませんが、存在しかつ空でない場合はエラーになります。
       
バックアップがtarモードであり、かつ、指定したディレクトリが-（ダッシュ）の場合、tarファイルはstdoutに書き出されます。
       
このオプションは必須です。
       

	-F format, --format=format
	出力形式を選択します。
formatには以下のいずれかを取ることができます。

        
	p, plain
	普通のファイルとして、現在のデータディレクトリとテーブル空間と同じレイアウトで、出力を書き出します。
クラスタがテーブル空間を追加で持たない場合、データベース全体が指定したディレクトリに格納されます。
クラスタが追加のテーブル空間を持つ場合は、主データディレクトリは指定したディレクトリ内に格納されますが、他のテーブル空間はすべて、サーバ上の同じ絶対パスに格納されます。
           
これがデフォルトの書式です。
           

	t, tar
	指定したディレクトリ内にtarファイルとして出力を書き出します。
主データディレクトリはbase.tarという名前のファイルに書き出され、他のテーブル空間はすべてテーブル空間のOIDに因んだ名前のファイルに書き出されます。
            
対象ディレクトリとして-（ダッシュ）という値が指定された場合、tarの内容は標準出力に書き出されます。
これは例えばgzip™へのパイプ処理に適しています。
これはクラスタが追加テーブル空間を持たない場合のみ行うことができます。
           




	-r rate, --max-rate=rate
	サーバから転送されるデータの最大転送速度です。
値は秒あたりのキロバイト数です。
添字Mを使うと秒あたりのメガバイト数を指定できます。
添字kを使うこともできますが、効果はありません。
有効な値は秒あたり32キロバイトから秒あたり1024メガバイトまでです。
       
この目的は、実行中のサーバに対するpg_basebackupの影響を制限することです。
       
このオプションはデータディレクトリの転送に対しては、常に影響があります。
WALファイルの転送については、収集方法がfetchの場合にのみ影響があります。
       

	-R, --write-recovery-conf
	スタンバイサーバの設定を容易にするために、出力ディレクトリ（tar形式の場合はベースアーカイブファイルの中）に最低限のrecovery.confを書き出します。
recovery.confファイルは接続設定の情報、また、指定があればpg_basebackupが使用しているレプリケーションスロットの情報を記録するので、ストリーミングレプリケーションは後で同じ設定を使用します。
       

	-S slotname, --slot=slotname
	このオプションは-X streamと一緒にのみ使用できます。
これによりWALストリーミングが指定したレプリケーションスロットを使用することになります。
ベースバックアップがレプリケーションスロットを利用したストリーミングレプリケーションのスタンバイとしての使用を意図したものであるなら、recovery.conf内で同じレプリケーションスロット名を使用すべきです。
そうすることで、ベースバックアップの終了とストリーミングレプリケーションの開始の間の時間に、サーバが必要なWALデータを一切削除しないことが保証されます。
       

	-T olddir=newdir, --tablespace-mapping=olddir=newdir
	 
ディレクトリolddirにあるテーブル空間を、バックアップ中にnewdirに再配置します。
これが有効であるためには、olddirが、現在のテーブル空間のパス定義と完全に一致している必要があります(ただし、バックアップに含まれるolddir内にテーブル空間がなくてもエラーにはなりません)。
olddirとnewdirはいずれも絶対パスでなければなりません。
パス名に=記号が含まれるときは、バックスラッシュでエスケープしてください。
このオプションは、複数のテーブル空間に対して複数回指定することができます。
以下の例を参照してください。
       
 
この方法でテーブル空間を再配置すると、メインのデータディレクトリ内のシンボリックリンクは、新しい場所を指すように更新されます。
このため、新しいデータディレクトリは、すべてのテーブル空間が更新された場所にあり、新しいサーバインスタンスがすぐに使える状態になっています。
        

	--xlogdir=xlogdir
	 
トランザクションログのディレクトリの場所を指定します。
xlogdirは絶対パスでなければなりません。
トランザクションログのディレクトリは、バックアップがplainモードの場合にのみ指定できます。
       

	-x, --xlog
	このオプションの使用は、fetch方式の-Xの使用と同一です。
       

	-X method, --xlog-method=method
	必要なトランザクションログファイル（WALファイル）をバックアップに含めます。
これはバックアップ中に生成されたトランザクションログをすべて含みます。
このオプションが指定された場合、ログアーカイブを考慮することなく展開したディレクトリ内でそのままpostmasterを起動することができます。
つまりこれは完全なスタンドアローンバックアップを作成します。
       
以下のトランザクションログを収集するための方法がサポートされます。

        
	f, fetch
	トランザクションログファイルはバックアップの最後に収集されます。
したがって、wal_keep_segmentsパラメータを、バックアップの最後までログが削除されない程度に十分大きくする必要があります。
ログの転送時点でそのログがローテートされていた場合、バックアップは失敗し、使用することができません。
           

	s, stream
	バックアップを作成する時にトランザクションログをストリームします。
これは第二のサーバ接続を開き、バックアップを実行している間、並行してトランザクションログのストリーミングを始めます。
したがって、これはmax_wal_sendersで設定される接続を２つ使用します。
クライアントが受け取ったトランザクションログに追従している限り、このモードを使用すれば、マスタ上に余分に保管されるトランザクションログは必要ありません。
           




       

	-z, --gzip
	tarファイル出力のデフォルトの圧縮レベルによるgzip圧縮を有効にします。
tarファイルを生成する場合のみ圧縮を利用することができます。
       

	-Z level, --compress=level
	tarファイル出力のgzip圧縮を有効にします。
また圧縮レベル（0から9まで、0は圧縮なし、9が最高の圧縮レベル）を指定します。
tarファイルを生成する場合のみ圧縮を利用することができます。
       




   
以下のコマンドラインオプションはバックアップの生成とこのプログラムの実行を制御します。

    
	-c fast|spread, --checkpoint=fast|spread
	チェックポイントモードをfastまたはspread（デフォルト）に設定します(「低レベルAPIを使用したベースバックアップの作成」を参照してください)。
       

	-l label, --label=label
	バックアップのラベルを設定します。
何も指定がない場合、「pg_basebackup base backup」というデフォルト値が使用されます。
       

	-P, --progress
	進行状況報告を有効にします。
これを有効にすると、バックアップ中におおよその進行状況が報告されます。
データベースはバックアップ中に変更があるかもしれませんので、これはおおよそでしかなくちょうど100%では終わらないかもしれません。
特に、WALログがバックアップに含まれる場合、データ総量は前もって予測することはできません。
このためこの場合、推定対象容量はWALなしの総推定量を過ぎた後増加します。
       
これが有効な場合、バックアップはまずデータベース全体容量を計算し、その後バックアップに戻り、実際の内容を送信します。
バックアップに要する時間は少し長くなるかもしれません。特に最初のデータが送られるようになるまでの時間がより長くなります。
       

	-v, --verbose
	冗長モードを有効にします。
開始時および終了段階でいくつか追加の段階が出力されます。
また進行状況報告も有効な場合、現在処理中のファイル名も正しく出力されます。
       




   
以下のオプションはデータベース接続パラメータを制御します。

    
	-d connstr, --dbname=connstr
	サーバとの接続のために使用するパラメータを、接続文字列として指定します。
詳細については「接続文字列」を参照してください。
       
このオプションは他のクライアントアプリケーションとの整合性のために--dbnameと呼ばれます。
しかし、pg_basebackupはクラスタ内の何らかの特定のデータベースに接続しませんので、接続文字列内のデータベース名は無視されます。
       

	-h host, --host=host
	サーバが稼働しているマシンのホスト名を指定します。
この値がスラッシュから始まる場合、Unixドメインソケット用のディレクトリとして使用されます。
デフォルトは、設定されていれば環境変数PGHOSTから取得されます。
設定されていなければ、Unixドメインソケット接続とみなされます。
       

	-p port, --port=port
	サーバが接続を監視するTCPポートもしくはローカルUnixドメインソケットファイルの拡張子を指定します。
デフォルトは、設定されている場合、環境変数PGPORTの値となります。設定されていなければ、コンパイル時のデフォルト値となります。
       

	-s interval, --status-interval=interval
	状態パケットがサーバに返送される間隔を秒単位で指定します。
これにより簡単にサーバから進行状況を監視することができます。
ゼロという値は定期的な状態更新を完全に無効にします。
しかし、タイムアウトによる切断を防止するために、サーバにより要求された場合に更新は送信されます。
デフォルト値は１０秒です。
       

	-U username, --username=username
	接続ユーザ名です。
       

	-w, --no-password
	パスワードの入力を促しません。
サーバがパスワード認証を必要とし、かつ、.pgpassファイルなどの他の方法が利用できない場合、接続試行は失敗します。
バッチジョブやスクリプトなどパスワードを入力するユーザが存在しない場合にこのオプションは有用かもしれません。
       

	-W, --password
	データベースに接続する前に、pg_basebackupは強制的にパスワード入力を促します。
       
サーバがパスワード認証を要求する場合pg_basebackupは自動的にパスワード入力を促しますので、これが重要になることはありません。
しかし、pg_basebackupは、サーバにパスワードが必要かどうかを判断するための接続試行を無駄に行います。
こうした余計な接続試行を防ぐために-Wの入力が有意となる場合もあります。
       




   
以下のその他のオプションも使用することができます。

    
	-V, --version
	pg_basebackupのバージョンを表示し終了します。
       

	-?, --help
	pg_basebackupコマンドライン引数の使用方法を表示し、終了します。
       




   

環境
他のほとんどのPostgreSQL™ユーティリティと同様このユーティリティはlibpqでサポートされる環境変数（「環境変数」参照）を使用します。
  

注意
このバックアップには、設定ファイルやサードパーティによりディレクトリに格納された追加ファイルを含め、データディレクトリとテーブル空間内のすべてのファイルが含まれます。
しかし、通常ファイルとディレクトリのみがコピーされます。
シンボリックリンク(テーブル空間で利用されているものを除く)および特殊デバイスファイルはスキップされます。
(正確な詳細については「ストリーミングレプリケーションプロトコル」を参照してください。)
  
オプション--tablespace-mappingが使われなければ、テーブル空間はデフォルトでサーバ上のと同じパスでplain形式でバックアップされます。
このオプションがないと、サーバと同じホスト上でのplain形式のベースバックアップの実行は動作しません、というのは、バックアップを元のテーブル空間と同じディレクトリに書き込まなければならないからです。
  
tar形式モードを使う場合、PostgreSQLサーバを起動する前に各tarファイルを解凍するのはユーザの責任です。
追加のテーブル空間がある場合、それについてのtarファイルは、正しい場所に解凍される必要があります。
この場合、テーブル空間へのシンボリックリンクは、base.tarファイルに含まれるtablespace_mapファイルの内容に基づいて、サーバが作成します。
  
pg_basebackupは同じまたは9.1以降のより古いメジャーバージョンのサーバで動作します。
しかしWALストリーミングモード（-X stream）はバージョン9.3およびそれ以降のサーバでのみ動作します。
また、現在のバージョンのtar形式モード（--format=tarはバージョン9.5およびそれ以降のサーバでのみ動作します。
  

例
mydbserverで稼動するサーバのベースバックアップを作成し、ローカルディレクトリ/usr/local/pgsql/dataに保管します。

$ pg_basebackup -h mydbserver -D /usr/local/pgsql/data

  
各テーブル空間につき圧縮したtarファイルを1つ作成するようにローカルサーバをバックアップし、backupディレクトリに保管します。
同時に実行時に進行状況を表示します。

$ pg_basebackup -D backup -Ft -z -P

  
単一のテーブル空間を持つローカルデータベースのバックアップを作成し、それをbzip2™で圧縮します。

$ pg_basebackup -D - -Ft | bzip2 > backup.tar.bz2

（データベース内に複数のテーブル空間が存在する場合このコマンドは失敗します。）
  
/opt/tsにあるテーブル空間を./backup/tsに再配置してローカルデータベースのバックアップを作成します。

$ pg_basebackup -D backup/data -T /opt/ts=$(pwd)/backup/ts

  

関連項目
pg_dump(1)

宣言



ブロック内で使用される全ての変数はそのブロックの宣言部で宣言されなければなりません。
（唯一の例外は、FORループである整数値の範囲に渡って繰り返されるループ変数で、これは、自動的に整数型変数として宣言されます。
同様に、カーソルの結果に対して繰り返し適用されるFORループのループ変数はレコード変数として自動的に宣言されます。）
    
PL/pgSQL変数は、integer、varchar、charといった、任意のSQLデータ型を持つことができます。
    
変数宣言の例を以下に示します。

user_id integer;
quantity numeric(5);
url varchar;
myrow tablename%ROWTYPE;
myfield tablename.columnname%TYPE;
arow RECORD;

    
変数宣言の一般的な構文は以下の通りです。

name [ CONSTANT ] type [ COLLATE collation_name ] [ NOT NULL ] [ { DEFAULT | := | = } expression ];

DEFAULT句が指定された場合、ブロックに入った時に変数に代入される初期値を指定します。
DEFAULT句が指定されない場合、変数はSQLのNULL値に初期化されます。
CONSTANTオプションにより、そのブロック内でその値が不変になるように、その変数への初期化後の代入は禁止されます。
COLLATEオプションは、変数として使用するための照合を指定します（「PL/pgSQL変数の照合」を参照してください）。
NOT NULLが指定された場合、NULL値の代入は実行時エラーになります。
NOT NULLとして宣言した変数は全て、非NULLのデフォルト値を指定しなければなりません。
等号（=）がPL/SQLにおける代入記号（:=）の代わりに使用できます。
     
変数のデフォルト値はブロックに入る度に評価され、変数に代入されます（関数を呼び出す時に一度だけではありません）。
ですから、例えばnow()をtimestamp型の変数に代入することで、その変数には関数をプリコンパイルした時刻ではなく、関数呼び出し時の現在時刻が格納されます。
     
例：

quantity integer DEFAULT 32;
url varchar := 'http://mysite.com';
user_id CONSTANT integer := 10;

     
関数引数の宣言



関数に渡されるパラメータの名前には$1、$2という識別子が付けられます。
省略することもできますが、$nというパラメータ名に別名を宣言することができ、可読性が向上します。
別名、数字による識別子の両方とも引数の値を参照する時に使用することができます。
     
別名を作成する方法は2つあり、望ましい方法はCREATE FUNCTIONコマンドの中でパラメータを命名するものです。
以下に例を示します。

CREATE FUNCTION sales_tax(subtotal real) RETURNS real AS $$
BEGIN
    RETURN subtotal * 0.06;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

他の方法は、宣言構文を用いて別名を明確に宣言するものです。


name ALIAS FOR $n;


以下にこの方法による例を示します。

CREATE FUNCTION sales_tax(real) RETURNS real AS $$
DECLARE
    subtotal ALIAS FOR $1;
BEGIN
    RETURN subtotal * 0.06;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

     
注記
この二例は完全に同等ではありません。
最初の例では、subtotalをsales_tax.subtotalで参照できますが、次の例ではできません
（その代わり、内部ブロックにラベルを付与すれば、subtotalをラベルで修飾することができます）。
     

さらに数例を示します。

CREATE FUNCTION instr(varchar, integer) RETURNS integer AS $$
DECLARE
    v_string ALIAS FOR $1;
    index ALIAS FOR $2;
BEGIN
    -- v_string とインデックスを使用した何らかの演算を行なう
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;


CREATE FUNCTION concat_selected_fields(in_t sometablename) RETURNS text AS $$
BEGIN
    RETURN in_t.f1 || in_t.f3 || in_t.f5 || in_t.f7;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

     
PL/pgSQL関数が出力パラメータと共に宣言されると、通常の入力パラメータと同様に、出力パラメータには$nというパラメータ名と任意の別名が与えられます。
出力パラメータは実質的には最初がNULL値の変数であり、関数の実行中に値が指定されるはずです。
出力パラメータの最後の値は戻り値です。
例えば、消費税の例題は、次のようにすることもできます。


CREATE FUNCTION sales_tax(subtotal real, OUT tax real) AS $$
BEGIN
    tax := subtotal * 0.06;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;


RETURNS realを省略したことに注意してください。
含めることもできますが、冗長になります。
     
出力パラメータは複数の値を返す時に最も有用になります。
簡単な例題を示します。


CREATE FUNCTION sum_n_product(x int, y int, OUT sum int, OUT prod int) AS $$
BEGIN
    sum := x + y;
    prod := x * y;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;


「出力パラメータを持つSQL関数」で述べたように、この方法は関数の結果に対する匿名のレコード型を実質的に作成します。
RETURNS句が与えられた時は、RETURNS recordと言わなければなりません。
     
PL/pgSQL関数を宣言する他の方法として、RETURNS TABLEを伴うことが挙げられます。
以下に例を示します。


CREATE FUNCTION extended_sales(p_itemno int)
RETURNS TABLE(quantity int, total numeric) AS $$
BEGIN
    RETURN QUERY SELECT s.quantity, s.quantity * s.price FROM sales AS s
                 WHERE s.itemno = p_itemno;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;


これは、１つ、またはそれ以上のOUTパラメータを宣言すること、およびRETURNS SETOF 何らかのデータ型を指定することと全く等価です。
     
PL/pgSQL関数の戻り値が多様型（anyelement、anyarray、anynonarray、anyenumまたはanyrange）として宣言されると、特別な$0パラメータが作成されます。
このデータ型が、実際の入力型から推定（「多様型」を参照）された関数の実際の戻り値型です。
$0はNULLで初期化され、関数内で変更することができます。
ですので、必須ではありませんが、これを戻り値を保持するために使用しても構いません。
また$0に別名を付与することもできます。
例えば、以下の関数は+演算子を持つ任意のデータ型に対して稼働します。


CREATE FUNCTION add_three_values(v1 anyelement, v2 anyelement, v3 anyelement)
RETURNS anyelement AS $$
DECLARE
    result ALIAS FOR $0;
BEGIN
    result := v1 + v2 + v3;
    RETURN result;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

     
1つ以上の出力パラメータを多様型として宣言することにより、同様の結果を得ることができます。
この場合、特殊な$0パラメータは使用されません。
出力パラメータ自身が同じ目的を果たします。
以下に例を示します。


CREATE FUNCTION add_three_values(v1 anyelement, v2 anyelement, v3 anyelement,
                                 OUT sum anyelement)
AS $$
BEGIN
    sum := v1 + v2 + v3;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

     

ALIAS



newname ALIAS FOR oldname;
ALIAS構文は前節で示したものより一般的です。
関数の引数だけではなく、任意の変数に別名を宣言することができます。
この現実的な使用は主に、トリガプロシージャにおけるNEWやOLDなど、前もって決まった名前の変数に別の名前を割り当てることです。
   
以下に例を示します。

DECLARE
  prior ALIAS FOR old;
  updated ALIAS FOR new;

   
ALIASは同じオブジェクトを命名する2つの異なる手段を提供しますので、無制限に使用すると混乱を招くかもしれません。
前もって決まっている名前を上書きする目的に限定して使用することが最善です。
   

型のコピー



variable%TYPE
%TYPEは変数やテーブル列のデータ型を提供します。
これを使用してデータベース値を保持する変数を宣言することができます。
例えば、usersテーブルにuser_idという列があるものとします。
users.user_idと同じデータ型の変数を宣言するには、以下のように記述します。

user_id users.user_id%TYPE;

   
%TYPEを使用することで、参照する構造のデータ型を把握する必要がなくなります。
また、これが最も重要なことですが、参照される項目のデータ型が将来変更された（例えば、user_idのテーブル定義をintegerからrealに変更した）場合でも、関数定義を変更する必要をなくすことができます。
   
内部変数用のデータ型は呼び出す度に変わるかもしれませんので%TYPEは特に多様関数で有用です。
関数の引数や結果用のプレースホルダに%TYPEを適用することで、適切な変数を作成することができます。
   

行型



name table_name%ROWTYPE;
name composite_type_name;
複合型の変数は、行変数（または行型変数）と呼ばれます。
こういった変数には、問い合わせの列集合が変数の型宣言と一致する限り、SELECTやFOR問い合わせの結果の行全体を保持することができます。
行変数の個々のフィールド値には、例えば、rowvar.fieldといったドット記法を使用してアクセスすることができます。
   
table_name%ROWTYPEという記法を使用して、既存のテーブルやビューの行と同じ型を持つ行変数を宣言することができます。
もしくは、複合型の名前を付与して宣言することができます。
（全てのテーブルは、同じ名前の関連する複合型を持ちますので、実際のところPostgreSQL™では、%ROWTYPEと書いても書かなくても問題にはなりません。
しかし、%ROWTYPEの方がより移植性が高まります。）
   
関数へのパラメータとして複合型（テーブル行全体）を取ることができます。
その場合、対応する識別子$nは行変数であり、そのフィールドを、例えば、$1.user_idで選択することができます。
   
テーブル行のユーザ定義の属性のみに行型変数でアクセスすることができます。
OIDやその他のシステム属性にはアクセスできません（ビューからの行があり得るためです）。
行型のフィールドは、例えばchar(n)などのテーブルのフィールドの大きさやデータ型の精度を継承します。
   
以下に複合型を使用する例を示します。
table1及びtable2は、
少なくとも言及するフィールドを有する既存のテーブルです。


CREATE FUNCTION merge_fields(t_row table1) RETURNS text AS $$
DECLARE
    t2_row table2%ROWTYPE;
BEGIN
    SELECT * INTO t2_row FROM table2 WHERE ... ;
    RETURN t_row.f1 || t2_row.f3 || t_row.f5 || t2_row.f7;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

SELECT merge_fields(t.*) FROM table1 t WHERE ... ;

   

レコード型



name RECORD;
レコード変数は行型変数と似ていますが、事前に定義された構造を持っていません。
これはSELECTやFORコマンドの間で代入された行の実際の行構造を取ります。
レコード変数の副構造は、代入を行う度に変更できます。
つまり、レコード変数は、最初に代入されるまで副構造を持たず、したがって、フィールドへのアクセスを試みると実行時エラーが発生します。
   
RECORDは本当のデータ型ではなく、単なるプレースホルダであることに注意してください。
PL/pgSQL関数がrecord型を返す時、この関数ではレコード変数を使用してその結果を保持することができますが、これはレコード変数としての概念とはまったく異なることを認識すべきです。
両方とも、関数の作成段階では実際の行構造は不明です。
しかし、レコード変数はその場その場でその行構造を変更できるにもかかわらず、recordを返す関数では呼び出し元の問い合わせが解析された時点で実際の構造は決定されます。
   

PL/pgSQL変数の照合



PL/pgSQL関数が照合可能なデータ型のパラメータを 1つ以上保有する場合、「照合サポート」に記述したように、実際の引数に割り当てられた照合に従って、関数呼び出し毎に照合が識別されます。
照合の識別に成功した場合（すなわち、引数の間に事実上の照合における衝突がない場合）、照合可能な全てのパラメータは暗黙の照合を有するとして扱われます。
これは関数内部において、照合に依存する操作の作用に影響します。
以下の例を考えてください。


CREATE FUNCTION less_than(a text, b text) RETURNS boolean AS $$
BEGIN
    RETURN a < b;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

SELECT less_than(text_field_1, text_field_2) FROM table1;
SELECT less_than(text_field_1, text_field_2 COLLATE "C") FROM table1;


第一の使用方法においてless_thanは、text_field_1とtext_field_2の比較のための通常の照合として用いられます。
第二の使用方法においては、C照合として用いられます。
   
さらに、識別された照合は、照合可能なデータ型の全ての局所変数の照合としても仮定されます。
したがって、この関数は下に記述する関数と差異なく作動します。


CREATE FUNCTION less_than(a text, b text) RETURNS boolean AS $$
DECLARE
    local_a text := a;
    local_b text := b;
BEGIN
    RETURN local_a < local_b;
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;

   
照合可能なデータ型のパラメータが存在しない場合、または、それらで共通する照合順序を識別できない場合、パラメータと局所変数は自身のデータ型のデフォルトの照合順序（通常これはデータベースのデフォルトの照合順序ですが、ドメイン型の変数の場合は異なるかもしれません）を使用します。
   
照合可能なデータ型の局所変数は、宣言内でCOLLATEオプションを含めることにより、別の照合と関連づけることができます。
例を示します。


DECLARE
    local_a text COLLATE "en_US";


このオプションは上記ルールにより、変数に他の方法で付与されるはずであった照合を上書きします。
   
また当然ながら、強制的に特定の操作において特定の照合順序を使用したい場合、明示的なCOLLATE句を関数内部に記述することができます。
例を示します。


CREATE FUNCTION less_than_c(a text, b text) RETURNS boolean AS $$
BEGIN
    RETURN a < b COLLATE "C";
END;
$$ LANGUAGE plpgsql;


単純な SQL コマンドで起こるように、これはテーブルの列、パラメータ、または式の中の局所変数に関連づけられた照合を上書きします
   


リリース9.3.1



リリース日
2013-10-10

このリリースは9.3.0に対し、各種不具合を修正したものです。
9.3メジャーリリースにおける新機能については、「リリース9.3」を参照してください。
  
バージョン9.3.1への移行



    9.3.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です
   
しかしながら、hstore拡張を使っている場合、最初の変更ログ項目を参照してください。
   

変更点



	更新時に、hstoreの拡張に9.3の新しいJSON機能が確実に追加されるようにしました。(Andrew Dunstan)
     
hstoreを含む9.3以前のデータベースをアップグレードした場合、以下を実行すべきです。

ALTER EXTENSION hstore UPDATE;

9.3.1をインストール後、2つの新しいJSON関数と1つのキャストを追加すべきです。
(hstoreが既に最新になっている場合、このコマンドは何もしません。)
     

	範囲型のBツリーインデックスを作成する時のメモリリークを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	lo_open()の失敗によって生じるメモリリークを修正しました。(Heikki Linnakangas)
     

	シリアライザブルなスナップショットについて修正しました。(Kevin Grittner, Heikki Linnakangas)
     

	SSLを使うときの、libpのデッドロックの不具合を修正しました。(Stephen Frost)
     

	pg_receivexlogにおけるタイムライン処理のバグを修正しました。 (Heikki Linnakangas, Andrew Gierth)
     

	CREATE FUNCTIONで関数本体の検査が有効になっていなければ、SET変数について検査しないようにしました。(Tom Lane)
     

	インデックスのないテーブルのバキューム時にまれに発生する不正確な警告を削除しました。(Heikki Linnakangas)
     





動的追跡



PostgreSQL™は、データベースサーバの動的追跡をサポートする機能を提供します。これにより、外部ユーティリティをコードの特定のポイントで呼び出すことができ、追跡を行うことができるようになります。
  
多くの追跡やプローブ用のポイントは、すでにソースコード内部に存在します。これらのプローブはデータベースの開発者や管理者が使うことを意図しています。デフォルトでは、これらのプローブはPostgreSQL™にコンパイルされません。ユーザは明示的にconfigureスクリプトでプローブを有効にするように設定する必要があります。
  
現在、これを書いている時点ではSolaris、OS X、FreeBSD、NetBSD、Oracle Linuxで利用可能なDTraceユーティリティがサポートされています。
SystemTapプロジェクトではDTrace相当の機能をLinux向けに提供しており、それを使うこともできます。
他の動的追跡ユーティリティのサポートは、src/include/utils/probes.h内のPG_TRACEマクロ定義を変更することで、理論上は可能です。
  
動的追跡のためのコンパイル



デフォルトでは、プローブは有効ではありません。そのため、PostgreSQL™でプローブが利用できるようにするためにconfigureスクリプトで明示的に設定しなければなりません。DTraceサポートを含めるには、configureに--enable-dtraceを指定します。詳細は「インストール手順」を参照してください。
  

組み込み済みのプローブ



表28.22「組み込み済みのDTraceプローブ」で示されるように、多くの標準的なプローブがソースコード内で提供されています。表28.23「プローブパラメータで使われる型の定義」はプローブで使用している型を示しています。また、PostgreSQL™内の可観測性を強化するためのプローブ追加が可能です。
  
表28.22 組み込み済みのDTraceプローブ
	名前	パラメータ	説明
	transaction-start	(LocalTransactionId)	新しいトランザクションの開始を捕捉するプローブ。arg0はトランザクションIDです。
	transaction-commit	(LocalTransactionId)	トランザクションの正常終了を捕捉するプローブ。arg0はトランザクションIDです。
	transaction-abort	(LocalTransactionId)	トランザクションの異常終了を捕捉するプローブ。arg0はトランザクションIDです。
	query-start	(const char *)	問い合わせ処理の開始を捕捉するプローブ。arg0は問い合わせ文字列です。
	query-done	(const char *)	問い合わせ処理の正常終了を捕捉するプローブ。arg0は問い合わせ文字列です。
	query-parse-start	(const char *)	問い合わせのパース処理の開始を捕捉するプローブ。arg0は問い合わせ文字列です。
	query-parse-done	(const char *)	問い合わせのパース処理の正常終了を捕捉するプローブ。arg0は問い合わせ文字列です。
	query-rewrite-start	(const char *)	問い合わせの書き換え処理の開始を捕捉するプローブ。arg0は問い合わせ文字列です。
	query-rewrite-done	(const char *)	問い合わせの書き換え処理の正常終了を捕捉するプローブ。arg0は問い合わせ文字列です。
	query-plan-start	()	問い合わせのプランナ処理の開始を捕捉するプローブ。
	query-plan-done	()	問い合わせのプランナ処理の正常終了を捕捉するプローブ。
	query-execute-start	()	問い合わせの実行(エクゼキュータ)処理の開始を捕捉するプローブ。
	query-execute-done	()	問い合わせの実行(エクゼキュータ)処理の正常終了を捕捉するプローブ。
	statement-status	(const char *)	サーバプロセスによるpg_stat_activity.statusの状態の更新を捕捉するプローブ。
arg0は新しい状態の文字列です。
     
	checkpoint-start	(int)	チェックポイントの開始を捕捉するプローブです。
arg0はチェックポイントの種類の違い(shutdown、immediate、force)を区別するためのビットフラグを持っています。
     
	checkpoint-done	(int, int, int, int, int)	チェックポイントの正常終了を捕捉するプローブ(以下に示すプローブはチェックポイント進行に従い順番に捕捉されます）。
arg0は書き込まれたバッファ数、arg1はバッファの総数、arg2、3、4はそれぞれ追加、削除、再利用されたWALファイルの数です。
     
	clog-checkpoint-start	(bool)	CLOG部分のチェックポイントの開始を捕捉するプローブ。
arg0がtrueならば通常のチェックポイントであり、falseならばシャットダウン時のチェックポイントを示します。
     
	clog-checkpoint-done	(bool)	CLOG部分のチェックポイントの正常終了を捕捉するプローブ。
arg0はclog-checkpoint-startと同じ意味を持ちます。
     
	subtrans-checkpoint-start	(bool)	サブトランザクション部分のチェックポイントの開始を捕捉するプローブ。
arg0がtrueならば通常のチェックポイントであり、falseならばシャットダウン時のチェックポイントを示します。
     
	subtrans-checkpoint-done	(bool)	サブトランザクション部分のチェックポイントの正常終了を捕捉するプローブ。
arg0はsubtrans-checkpoint-startと同じ意味を持ちます。
     
	multixact-checkpoint-start	(bool)	マルチトランザクション部分のチェックポイントの開始を捕捉するプローブ。
arg0がtrueならば通常のチェックポイントであり、falseならばシャットダウン時のチェックポイントを示します。
     
	multixact-checkpoint-done	(bool)	マルチトランザクション部分のチェックポイントの正常終了を捕捉するプローブ。
arg0はmultixact-checkpoint-startと同じ意味を持ちます。
     
	buffer-checkpoint-start	(int)	チェックポイントのバッファ書き込み部分の開始を捕捉するプローブ。
arg0はチェックポイントの種類の違い(shutdown、immediate、force)を区別するためのビットフラグを持っています。
     
	buffer-sync-start	(int, int)	チェックポイント中のダーティバッファの書き出し開始を捕捉するプローブ(どのバッファが書き出す必要があるのかを判定した後です)。
arg0はバッファの総数で、arg1は現在ダーティであり、書き出す必要のあるバッファ数です。
     
	buffer-sync-written	(int)	チェックポイント中のそれぞれのバッファの書き出し後を捕捉するプローブ。
arg0はバッファのIDを示します。
     
	buffer-sync-done	(int, int, int)	全てのダーティバッファの書き出し後を捕捉するプローブ。
arg0はバッファの総数です。
arg1はチェックポイント処理により実際に書き出されたバッファ数です。
arg2は書き出されるであろうと見積もられたバッファ数(buffer-sync-startのarg1相当)です。
この違いはチェックポイント中に他のプロセスにより書き出されたバッファ分です。
     
	buffer-checkpoint-sync-start	()	カーネルへのダーティバッファの書き出し処理発行の後、そして同期書き出し要求を開始する前を捕捉するプローブ。
	buffer-checkpoint-done	()	バッファからディスクへの同期書き出し処理の終了を捕捉するプローブ。
	twophase-checkpoint-start	()	二相コミット部分のチェックポイントの開始を捕捉するプローブ。
	twophase-checkpoint-done	()	二相コミット部分のチェックポイントの正常終了を捕捉するプローブ。
	buffer-read-start	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid, int, bool)	バッファ読み込みの開始を捕捉するプローブ。arg0はとarg1は読み込みページのフォーク番号とブロック番号です(ただし、リレーションの拡張要求があった場合、arg1は-1になるでしょう)。
arg2、arg3、arg4は対象のリレーションを識別するテーブル空間、データベース、そしてリレーションのOIDです。
arg5は一時テーブルをローカルバッファに作成していればそのバックエンドのIDであり、InvalidBackendId(-1)であれは共有バッファを指します。
arg6はtrueならばリレーションの拡張要求、falseは通常の読み込みを示します。
	buffer-read-done	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid, int, bool, bool)	バッファ読み込みの終了を捕捉するプローブ。
arg0とarg1は読み込みページのフォーク番号とブロック番号です(もしリレーションの拡張要求があった場合、arg1は新たに追加されたブロックの番号を含みます)。
arg2、arg3、arg4は対象のテーブルを識別するテーブル空間、データベース、そしてテーブルのOIDです。arg5は一時テーブルをローカルバッファに作成していればそのバックエンドのIDであり、InvalidBackendId(-1)であれは共有バッファを指します。
arg6はtrueならばリレーションの拡張要求、falseは通常の読み込みを示します。arg7はtrueならばバッファがプール内にある、falseはプール内に無かったことを示します。
     
	buffer-flush-start	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid)	共有バッファへの書き込み要求開始を捕捉するプローブ。
arg0とarg1はそのページのフォーク番号とブロック番号です。
arg2、arg3、arg4は対象のリレーションを識別するテーブル空間、データベース、そしてテーブルのOIDです。
     
	buffer-flush-done	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid)	書き込み要求の終了を捕捉するプローブ。
(これはカーネルへデータを渡したタイミングのみを反映していることに注意してください。大抵、この時点ではまだ実際にディスクへ書き込まれていません。)
引数はbuffer-flush-startと同じです。
     
	buffer-write-dirty-start	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid)	サーバプロセスによるダーティバッファの書き出し開始を捕捉するプローブ。
(もしこれが頻発するようでしたら、shared_buffersが少な過ぎるか、バックグラウンドライタ制御のパラメータの調節が必要なことを意味します。)
arg0とarg1はそのページのフォーク番号とブロック番号です。
arg2、arg3、arg4は対象のリレーションを識別するテーブル空間、データベース、そしてリレーションのOIDです。
     
	buffer-write-dirty-done	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid)	ダーティバッファの書き出しの終了を捕捉するプローブです。
引数はbuffer-write-dirty-startと同じです。
     
	wal-buffer-write-dirty-start	()	WALバッファ領域の不足によるサーバプロセスのダーティなWALバッファの書き出しを捕捉するプローブ。
(もしこれが頻発するようでしたら、wal_buffersが小さすぎることを意味します。)
     
	wal-buffer-write-dirty-done	()	ダーティなWALバッファの書き出し終了を捕捉するプローブ。
	xlog-insert	(unsigned char, unsigned char)	WALレコードの挿入を捕捉するプローブ。
arg0はレコードのリソースマネージャ(rmid)です。arg1は情報フラグです。
     
	xlog-switch	()	WALセグメントのスイッチ要求を捕捉するプローブです。
	smgr-md-read-start	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid, int)	リレーションからのブロック読み込みの開始を捕捉するプローブ。
arg0とarg1はそのページのフォーク番号とブロック番号です。
arg2、arg3、arg4は対象のリレーションを識別するテーブル空間、データベース、そしてリレーションのOIDです。
arg5は一時テーブルをローカルバッファに作成していればそのバックエンドのIDであり、InvalidBackendId(-1)であれは共有バッファを指します。
     
	smgr-md-read-done	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid, int, int, int)	ブロックの読み込み終了を捕捉するプローブ。
arg0とarg1はそのページのフォーク番号とブロック番号です。
arg2、arg3、arg4は対象のリレーションを識別するテーブル空間、データベース、そしてリレーションのOIDです。
arg5は一時テーブルをローカルバッファに作成していればそのバックエンドのIDであり、InvalidBackendId(-1)であれは共有バッファを指します。
arg6は実際に読み込んだバイト数、arg7はリクエストされた読み込みバイト数です(もし、これらに差異があった場合、何らかの問題があることを示します)。
     
	smgr-md-write-start	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid, int)	リレーションへのブロック書き出しの開始を捕捉するプローブ。
arg0とarg1はそのページのフォーク番号とブロック番号です。
arg2、arg3、arg4は対象のリレーションを識別するテーブル空間、データベース、そしてリレーションのOIDです。
arg5は一時テーブルをローカルバッファに作成していればそのバックエンドのIDであり、InvalidBackendId(-1)であれは共有バッファを指します。
     
	smgr-md-write-done	(ForkNumber, BlockNumber, Oid, Oid, Oid, int, int, int)	ブロックの書き出し終了を捕捉するプローブ。
arg0とarg1はそのページのフォーク番号とブロック番号です。
arg2、arg3、arg4は対象のリレーションを識別するテーブル空間、データベース、そしてリレーションのOIDです。
arg5は一時テーブルをローカルバッファに作成していればそのバックエンドのIDであり、InvalidBackendId(-1)であれは共有バッファを指します。
arg6は実際に書き出したバイト数、arg7はリクエストされた書き出しバイト数です(もし、これらに差異があった場合、何らかの問題があることを示します)。
     
	sort-start	(int, bool, int, int, bool)	ソート処理の開始を捕捉するプローブ。
arg0は対象データがヒープ、インデックス、またはdatumのどれかを示します。
arg1はtrueならば一意性を必要としていることを示します。
arg2はカラムのキー数です。
arg3は許容されている作業メモリ(work_mem)のキロバイト数です。
arg4はtrueならばソート結果に対するランダムアクセスが要求されていることを示します。
     
	sort-done	(bool, long)	ソート処理の終了を捕捉するプローブ。
arg0はtrueならば外部ソート、falseは内部ソートを示します。
arg1は外部ソートで使用されたディスクブロック数、もしくは内部ソートで使用されたメモリーのキロバイト数を示します。
     
	lwlock-acquire	(char *, int, LWLockMode)	LWLock(軽量ロック)の取得を捕捉するプローブ。
arg0は軽量ロックのトランシェを示します。
arg0は軽量ロックのトランシェ内でのオフセットを示します。
arg2は要求されたロックモード(排他、もしくは共有)を示します。
     
	lwlock-release	(char *, int)	軽量ロックの開放を捕捉するプローブ(ただし、開放待ちのプロセスはまだこのロックを取得できないことに注意して下さい)。
arg0は軽量ロックのトランシェを示します。
arg1は軽量ロックのトランシェ内でのオフセットを示します。
     
	lwlock-wait-start	(char *, int, LWLockMode)	軽量ロックを即座に取得できなかったため、サーバプロセスがロックを利用できるまでロック待機状態になった際の開始を捕捉するプローブ。
arg0は軽量ロックのトランシェを示します。
arg1は軽量ロックのトランシェ内でのオフセットを示します。
arg2は要求されたロックモード(排他、もしくは共有)を示します。
     
	lwlock-wait-done	(char *, int, LWLockMode)	サーバプロセスの軽量ロック待機の開放を捕捉するプローブ(実際にはまだロックは取得していません)。
arg0は軽量ロックのトランシェを示します。
arg1は軽量ロックのトランシェ内でのオフセットを示します。
arg2は要求されたロックモード(排他、もしくは共有)を示します。
     
	lwlock-condacquire	(char *, int, LWLockMode)	呼び出し元が待機しないことを指定した際の、軽量ロックの獲得成功を捕捉するプローブ。
arg0は軽量ロックのトランシェを示します。
arg1は軽量ロックのトランシェ内でのオフセットを示します。
arg2は要求されたロックモード(排他、もしくは共有)を示します。
     
	lwlock-condacquire-fail	(char *, int, LWLockMode)	呼び出し元が待機しないことを指定した際の、軽量ロックの獲得失敗を捕捉するプローブ。
arg0は軽量ロックのトランシェを示します。
arg1は軽量ロックのトランシェ内でのオフセットを示します。
arg2は要求されたロックモード(排他、もしくは共有)を示します。
     
	lock-wait-start	(unsigned int, unsigned int, unsigned int, unsigned int, unsigned int, LOCKMODE)	通常のロック(lmgr lock)を即座に取得できなかったため、サーバプロセスがロックを利用できるまでロック待ち状態になった際の開始を捕捉するプローブ。
arg0からarg3はロックされたオブジェクトの識別用タグ領域です。
arg4はロックされたオブジェクトのタイプを示します。
arg5は要求されたロックの種類を示します。
     
	lock-wait-done	(unsigned int, unsigned int, unsigned int, unsigned int, unsigned int, LOCKMODE)	通常のロック(lmgr lock)要求の待機終了を捕捉するプローブ(つまりロックを取得した)。
引数はlock-wait-startと同じです。
     
	deadlock-found	()	デッドロック検知器によるデッドロックの発見を捕捉するプローブ。



表28.23 プローブパラメータで使われる型の定義
	型	定義
	LocalTransactionId	unsigned int
	LWLockMode	int
	LOCKMODE	int
	BlockNumber	unsigned int
	Oid	unsigned int
	ForkNumber	int
	bool	char




プローブの利用



以下の例では、システムにおけるトランザクション数を解析するDTraceスクリプトを示します。性能試験前後でpg_stat_databaseのスナップショットを取ることで代替可能です。

#!/usr/sbin/dtrace -qs

postgresql$1:::transaction-start
{
      @start["Start"] = count();
      self->ts  = timestamp;
}

postgresql$1:::transaction-abort
{
      @abort["Abort"] = count();
}

postgresql$1:::transaction-commit
/self->ts/
{
      @commit["Commit"] = count();
      @time["Total time (ns)"] = sum(timestamp - self->ts);
      self->ts=0;
}

実行すると、例のDスクリプトは以下のような出力をします。

# ./txn_count.d `pgrep -n postgres` or ./txn_count.d <PID>
^C

Start                                          71
Commit                                         70
Total time (ns)                        2312105013

  
注記
基本となる追跡ポイントの互換性はありますが、SystemTapはDTraceと異なる追跡スクリプトの表記を用います。
表記に関して特に注意すべき点として、SystemTapでは参照する追跡ポイント名のハイフンの代わりに二重のアンダースコアを用いる必要があります。
これは将来的なSystemTapのリリースで修正されることを期待しています。
   

DTraceスクリプトの作成には注意が必要であり、デバッグが必要であることは忘れないでください。さもないと、収集される追跡情報の意味がなくなるかもしれません。ほとんどの場合、見つかる問題はシステムではなく使用方法の間違いです。動的追跡を使用して見つかった情報に関して議論を行う際には、スクリプトの検査や議論もできるようにスクリプトも含めるようにしてください。
  

新規プローブの定義



開発者が望めばコード内に新しくプローブを定義することができます。しかし、これには再コンパイルが必要です。下記は、新規プローブの定義の手順です。
  
	プローブの名前とプローブの処理を通じて取得可能とするデータを決めます
    

	src/backend/utils/probes.dにプローブの定義を追加します
    

	もし、プローブポイントを含むモジュールがpg_trace.hをインクルードしてなければそれをインクルードし、ソースコード中のプローブを行いたい場所にTRACE_POSTGRESQLマクロを挿入します
    

	再コンパイルを行い、新規プローブが利用できるか確認します
    



例: これはトランザクションIDを用いて新規トランザクションを追跡するプローブ追加の仕方の例です。
   
	プローブ名をtransaction-startとし、パラメータとしてLocalTransactionId型を必要とすることを決めます。
    

	src/backend/utils/probes.dにプローブの定義を追加します:

probe transaction__start(LocalTransactionId);

プローブ名に二重のアンダースコアを使用する場合は注意して下さい。
DTraceスクリプトでプローブを用いる場合、二重のアンダースコアをハイフンに置き換える必要があります。そのため、transaction-startがユーザ向けの文書に記載される名前となります。
    

	コンパイル時に、transaction__startはTRACE_POSTGRESQL_TRANSACTION_STARTと呼ばれるマクロに変換されます(ここではアンダースコアはひとつになります)。このマクロは、pg_trace.hをインクルードすることにより使用可能となります。
このマクロをソースコード中の適切な箇所へ追加していきます。
この場合、以下の様になります。


TRACE_POSTGRESQL_TRANSACTION_START(vxid.localTransactionId);

    

	再コンパイル後に新しいバイナリでサーバを起動し、下記の様なDTraceコマンドの実行により新たに追加したプローブが利用可能なチェックします。下記の様な出力が確認できるはずです:

# dtrace -ln transaction-start
   ID    PROVIDER          MODULE           FUNCTION NAME
18705 postgresql49878     postgres     StartTransactionCommand transaction-start
18755 postgresql49877     postgres     StartTransactionCommand transaction-start
18805 postgresql49876     postgres     StartTransactionCommand transaction-start
18855 postgresql49875     postgres     StartTransactionCommand transaction-start
18986 postgresql49873     postgres     StartTransactionCommand transaction-start

    



Cのソースコードに追跡用のマクロを追加する際、いくつかの注意点があります:

   
	プローブの引数に指定したデータ型がマクロで使用される変数のデータ型と一致するよう注意しなければなりません。でなければ、コンパイル時にエラーとなるでしょう。
     

	ほとんどのプラットフォームでは、もしPostgreSQL™が--enable-dtrace付きでビルドされた場合、何の追跡がされなかったとしても、制御がマクロを通過する際はいつでも追跡用マクロの引数が評価されます。
ごく少数のローカルな変数を報告するような場合はそれほど心配はいりません。
ただし、高価な関数呼び出しを引数にする場合は注意して下さい。
もしそのようにする必要がある場合、追跡が実際に有効かどうかをチェックしてマクロを保護することを考慮してください:


if (TRACE_POSTGRESQL_TRANSACTION_START_ENABLED())
    TRACE_POSTGRESQL_TRANSACTION_START(some_function(...));


各追跡マクロは対応するENABLEDマクロを持っています。
     





  


pg_init_privs



pg_init_privsカタログは、システム内のオブジェクトの初期権限についての情報を記録します。
データベース内の初期権限のセットがデフォルトでない（NULLでない）オブジェクトごとに1つの記述があります。
  
オブジェクトは、システムが（initdbによって）初期化された時、またはオブジェクトがCREATE EXTENSIONの実行中に作成され、拡張スクリプトがGRANTコマンドを使用して初期権限をシステムにセットする時に初期権限を持つことができます。
システムは、拡張スクリプトの実行中に権限の記録を自動的に処理することや、拡張作成者が権限を記録させるためにスクリプトの中でGRANTとREVOKEステートメントの使用のみを必要とすることに注意してください。
privtype列は、初期権限がinitdbによって設定されたか、もしくはCREATE EXTENSIONコマンド実行中に設定されたかを表示します。
  
initdbによって設定された初期権限を持つオブジェクトは、privtypeが'i'となり、CREATE EXTENSIONによって設定された初期権限を持つオブジェクトは、privtypeが'e'となります。
  
表50.28 pg_init_privsの列
	名前	型	参照先	説明
	objoid	oid	いずれかのOID列	オブジェクトを特定するOID
	classoid	oid	pg_class.oid	オブジェクトが存在するシステムカタログのOID
	objsubid	int4	 	テーブル列においては、列番号となります（objoidとclassoidはテーブル自身を参照します）。
その他すべてのオブジェクト型においては、この列はゼロとなります。
      
	privtype	char	 	オブジェクトの初期権限の型を設定しているコード。
テキストを参照してください。
      
	initprivs	aclitem[]	 	初期アクセス権限。
詳細はGRANT(7)とREVOKE(7)を参照してください。
      




element_types



element_typesには、配列の要素のデータ型記述子が含まれます。
テーブル列、複合データ型属性、ドメイン、関数パラメータ、関数の戻り値が配列型であると宣言された場合、
情報スキーマの各ビューでは、data_type列にARRAYだけが含まれます。
配列の要素の型についての情報を取り出すには、各ビューとこのビューを結合することで可能です。
例えば、テーブルの列のデータ型と、もし適切ならば、配列の要素型を表示するには、以下のように行います。

SELECT c.column_name, c.data_type, e.data_type AS element_type
FROM information_schema.columns c LEFT JOIN information_schema.element_types e
     ON ((c.table_catalog, c.table_schema, c.table_name, 'TABLE', c.dtd_identifier)
       = (e.object_catalog, e.object_schema, e.object_name, e.object_type, e.collection_type_identifier))
WHERE c.table_schema = '...' AND c.table_name = '...'
ORDER BY c.ordinal_position;

このビューは、所有者である、適切な権限を持っているといった方法で、現在のユーザがアクセスできるオブジェクトのみが含まれます。
  
表35.21 element_typesの列
	名前	データ型	説明
	object_catalog	sql_identifier	記述される配列を使用するオブジェクトを持つデータベースの名前です
（常に現在のデータベースです）。
      
	object_schema	sql_identifier	記述される配列を使用するオブジェクトを持つスキーマの名前です。
      
	object_name	sql_identifier	記述される配列を使用するオブジェクトの名前です。
      
	object_type	character_data	記述される配列を使用するオブジェクトの種類です。
TABLE（その配列がテーブルの列によって使用される）、USER-DEFINED TYPE（その配列が複合データ型の属性によって使用される）、DOMAIN（その配列がドメインによって使用される）、ROUTINE（その配列が関数のパラメータ、もしくは戻り値の型によって使用される）のいずれかです。
      
	collection_type_identifier	sql_identifier	記述される配列のデータ型記述子の識別子です。他の情報スキーマビューのdtd_identifier列と結合するのに使用してください。
      
	data_type	character_data	組み込み型の場合は配列要素のデータ型です。さもなくば、USER-DEFINEDです
（この場合、型はudt_nameと関連する列で識別されます）。
      
	character_maximum_length	cardinal_number	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	character_octet_length	cardinal_number	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	character_set_catalog	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	character_set_schema	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	character_set_name	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	collation_catalog	sql_identifier	要素データ型の照合を含むデータベース(常に現在のデータベース)の名前で、デフォルトであるか要素のデータ型が照合可能でない場合はNULLです。
      
	collation_schema	sql_identifier	要素データ型の照合を含むスキーマの名前で、デフォルトであるか要素のデータ型が照合可能でない場合はNULLです。
      
	collation_name	sql_identifier	要素データ型の照合の名前で、デフォルトであるか要素のデータ型が照合可能でない場合はNULLです。
      
	numeric_precision	cardinal_number	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	numeric_precision_radix	cardinal_number	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	numeric_scale	cardinal_number	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	datetime_precision	cardinal_number	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	interval_type	character_data	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	interval_precision	cardinal_number	常にNULLです。
この情報は、PostgreSQL™における配列要素のデータ型には当てはまらないからです。
      
	domain_default	character_data	未実装です。
	udt_catalog	sql_identifier	要素のデータ型を定義したデータベースの名前です
（常に現在のデータベースです）。
      
	udt_schema	sql_identifier	要素のデータ型を定義したスキーマの名前です。
      
	udt_name	sql_identifier	要素のデータ型の名前です。
      
	scope_catalog	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	scope_schema	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	scope_name	sql_identifier	PostgreSQL™で利用できない機能に適用されるものです。
	maximum_cardinality	cardinal_number	常にNULLです。
PostgreSQL™では配列の最大次数は常に無制限だからです。
      
	dtd_identifier	sql_identifier	要素のデータ型記述子の識別子です。現在は用途はありません。
      




テーブル書き換えイベントトリガの例



table_rewriteイベントのおかげで、メンテナンスウィンドウでの書き換えを許可するだけでテーブル書き換えポリシーを実装できます。
   
これが、そのようなポリシーを実装した例です。

CREATE OR REPLACE FUNCTION no_rewrite()
 RETURNS event_trigger
 LANGUAGE plpgsql AS
$$
---
--- ローカルテーブル書き換えポリシーの実装:
---   public.fooは書き換えが許可されていません
---   その他のテーブルは100ブロック以下であれば、
---   午前1時から午前6時までの間だけ書き換えが許可されます
---
DECLARE
  table_oid oid := pg_event_trigger_table_rewrite_oid();
  current_hour integer := extract('hour' from current_time);
  pages integer;
  max_pages integer := 100;
BEGIN
  IF pg_event_trigger_table_rewrite_oid() = 'public.foo'::regclass
  THEN
        RAISE EXCEPTION 'you''re not allowed to rewrite the table %',
                        table_oid::regclass;
  END IF;

  SELECT INTO pages relpages FROM pg_class WHERE oid = table_oid;
  IF pages > max_pages
  THEN
        RAISE EXCEPTION 'rewrites only allowed for table with less than % pages',
                        max_pages;
  END IF;

  IF current_hour NOT BETWEEN 1 AND 6
  THEN
        RAISE EXCEPTION 'rewrites only allowed between 1am and 6am';
  END IF;
END;
$$;

CREATE EVENT TRIGGER no_rewrite_allowed
                  ON table_rewrite
   EXECUTE PROCEDURE no_rewrite();

   

第56章 テーブルサンプリングメソッドの書き方



PostgreSQL™によるTABLESAMPLE句の実装は、SQL標準が求めるBERNOULLIとSYSTEMのメソッドに加え、ユーザ定義のテーブルサンプリングメソッドをサポートしています。
サンプリングメソッドは、TABLESAMPLE句が使用された際にどの行が選択されるかを決定します。
 
SQLレベルでは、テーブルサンプリングメソッドは、以下の呼び出し形式を持ち、典型的にはCで実装された単一のSQLの関数で表現されます。

method_name(internal) RETURNS tsm_handler

関数の名前はTABLESAMPLE句に現れるメソッド名と同じです。
internal引数は、ダミー(常に0の値を持つ)で、単にこの関数がSQLコマンドから直接呼ばれるのを防ぐために用意されています。
関数の戻り値は、pallocされたTsmRoutine型の構造体でなければなりません。
その構造体の中には、サンプリングメソッド用のサポート関数へのポインタが含まれています。
サポート関数は普通のC関数で、SQLレベルからは見ることも呼び出すこともできません。
サポート関数は「サンプリングメソッドサポート関数」で説明されています。
 
関数へのポインタに加え、TsmRoutine構造体は以下の追加のフィールドを提供しなければなりません。
 
	List *parameterTypes
	このサンプリングメソッドが使用される際に、TABLESAMPLE句が受け付ける引数のデータ型のOIDが格納された、OIDのリストです。
たとえば、組み込みのメソッドに対しては、このリストは、サンプリングのパーセンテージを表すFLOAT4OIDという値を持つ単一の要素が含まれています。
カスタムサンプリングメソッドは、複数の異なるパラメータを持つことができます。
    

	bool repeatable_across_queries
	trueの場合、もし毎回同じ引数とREPEATABLEシード値が提供され、テーブル内容に変更がないならば、サンプリングメソッドは実行されたどの問い合わせに対しても、同一のサンプルを出力することができます。
falsetrueの場合は、サンプリングメソッドを使用する際にREPEATABLE句を受け付けません。
    

	bool repeatable_across_scans
	trueの場合、サンプリングメソッドは同じ問い合わせ内で実行されたどのスキャンに対しても、同一のサンプルを出力することができます(パラメータ、シード値、スナップショットに変更がない、という前提で)。
falseの場合、プランナは、サンプル対象のテーブルを2度以上スキャンする必要のあるようなプランは選択しません。
問い合わせの結果に不整合が発生する可能性があるからです。
    



TsmRoutine構造体はsrc/include/access/tsmapi.hで宣言されています。
詳細はそちらをご覧ください。
 

標準配布物に含まれるテーブルサンプリングメソッドは、自分でサンプリングメソッドを書く際に良いお手本になります。
組み込みのサンプリングメソッドに関しては、ソースツリー中のsrc/backend/access/tablesampleサブディレクトリを見てください。
追加のメソッドに関してはcontribサブディレクトリを見てください。
 
サンプリングメソッドサポート関数



TSMハンドラ関数は、以下に示すサポート関数へのポインタを含むpallocされたTsmRoutine構造体を返します。
大半の関数は必須ですが、いくつかオプションのものがあり、そうした関数へのポインタはNULLにできます。
  
void
SampleScanGetSampleSize (PlannerInfo *root,
                         RelOptInfo *baserel,
                         List *paramexprs,
                         BlockNumber *pages,
                         double *tuples);


この関数はプランニングの際に呼び出されます。
サンプルスキャン中に読み出すリレーションのページ数と、スキャン中に選択されるタプル行数の見積もりを行わなければなりません。
(たとえば、サンプル比率を推定し、それにbaserel->pagesとbaserel->tuplesを掛け、整数値になるように丸めることで見積もりが可能となるでしょう。)
paramexprsリストは、TABLESAMPLE句への引数となる式を格納します。
見積のためにその推測値が必要なら、estimate_expression_value()を使ってこれらの式を定数に簡約化してみることをおすすめします。
ただし、関数は簡約化ができない場合でもサイズに関する見積は提供しなければなりませんし、値が正しくない場合でも関数がエラーになってはいけません(推測値は、実行時には値がそうなるであろうということに過ぎないことを思い出してください)。
pagesとtuplesパラメータは出力です。
  
void
InitSampleScan (SampleScanState *node,
                int eflags);


SampleScan計画ノードを実行するための初期化を行います。
この関数はエグゼキュータの起動時に呼び出されます。
処理を開始する前に必要な初期化をすべて行う必要があります。
SampleScanStateノードは作成済みですが、tsm_stateフィールドはNULLです。
InitSampleScan関数はサンプリングメソッドが必要とする内部データをすべてpallocし、node->tsm_stateに格納します。
スキャン対象のテーブルに関する情報はSampleScanStateノードの他のフィールドを通じてアクセスできます
(ただし、node->ss.ss_currentScanDescスキャンディスクリプタはまだ設定されていません)。
eflagsには、この計画ノードにおけるエグゼキュータの動作モードを記述するフラグビットが含まれます。
  
(eflags & EXEC_FLAG_EXPLAIN_ONLY)が真ならば、スキャンは実際には行われず、この関数はEXPLAINとEndSampleScanにとってノードの状態が意味のあるように最低限必要な処理を行うことになります。
  
この関数は(ポインタをNULLにすることにより)省略できますが、この場合、BeginSampleScanがサンプリングメソッドに必要なすべての初期化を行なわなければなりません。
  
void
BeginSampleScan (SampleScanState *node,
                 Datum *params,
                 int nparams,
                 uint32 seed);


サンプルスキャンの実行を開始します。
これははじめてタプルを取得する直前に呼び出されます。
また、再スキャンを行う必要が出た場合にも呼び出されます。
スキャン対象のテーブルに関する情報はSampleScanStateノードのフィールドを通じてアクセスできます
(ただし、node->ss.ss_currentScanDescスキャンディスクリプタはまだ設定されていません)。
nparamsの長さを持つparams配列は、TABLESAMPLE句で指定された引数の値を保持ししています。
これらは、サンプリングメソッドのparameterTypesリストで指定された数と型を持ち、NULLでないことがチェック済みです。
seedには、サンプリングメソッド内で使われる乱数のために使われるシードが格納されます。
これは、REPEATABLEの値が指定されている場合はそこから派生したハッシュか、でなければrandom()の結果です。
  
この関数はnode->use_bulkreadとnode->use_pagemodeフィールドによって動作を変更します
node->use_bulkreadがtrueなら(これはデフォルトです)、スキャンは使用後のバッファの再利用を推奨するバッファアクセス戦略を使います。
テーブルのわずかな部分だけをスキャンがアクセスするようなら、falseにするのが妥当かもしれません。
node->use_pagemodeがtrueなら(これはデフォルトです)、スキャンはアクセスするページ上のすべてのタプルに対して一括で可視性チェックを行います。
スキャンがアクセスするページ上のわずかな部分のタプルだけを選択するのであれば、false にするのが妥当かもしれません。
これにより、より少ないタプルに対して可視性チェックが行われます。
ただし、個々の操作はより高くつきます。
というのも、より多くのロックが必要になるからです。
  
サンプリングメソッドにrepeatable_across_scansという印があれば、最初にスキャンした時と同じタプルの集合を、再スキャンでも選択できることになります。
つまり、新しいBeginSampleScanが、前回と同じタプルを選択することになるわけです。
(もしTABLESAMPLEの引数とシードが変わらなければ、の話ですが)
  
BlockNumber
NextSampleBlock (SampleScanState *node);


次にスキャンするページのブロック番号を返します。
もはやスキャンするページがない場合にはInvalidBlockNumberを返します。
  
この関数は(ポインタをNULLにすることにより)省略できます。
この場合コアのコードはリレーション全体を順スキャンします。
そのようなスキャンは同期スキャンを行う可能性があるので、毎回のスキャンで同じ順番でリレーションのページをアクセスするとは、サンプリングメソッドは仮定できません。
  
OffsetNumber
NextSampleTuple (SampleScanState *node,
                 BlockNumber blockno,
                 OffsetNumber maxoffset);


サンプル対象の指定ページ内の次のタプルのオフセットを返します。
サンプル対象のタプルが残っていない場合は、InvalidOffsetNumberを返します。
maxoffsetは、使用中のページ中の最大オフセットです。
  
注記
NextSampleTupleは、範囲1 .. maxoffsetの中のどのオフセット番号が有効なタプルにあたるのかは明示的には教えてもらえません。
通常コアのコードは、存在しない、あるいは不可視のタプルは無視するため、通常はこれは問題になりません。
サンプルの偏りも起きません。
それでも必要ならば、関数はnode->ss.ss_currentScanDesc->rs_vistuples[]を調べ、どのタプルが有効で可視なのかを調べることもできます(このためにはnode->use_pagemodeがtrueである必要があります)。

   

注記
NextSampleTupleは、直近のNextSampleBlockの呼び出しが返したページ番号とblocknoが同じであると見なすべきではありません。
ページ番号は、以前のNextSampleBlockの呼び出しが返したものではありますが、コアのコードは、先読みのために実際のスキャンに先立ってNextSampleBlockを呼び出すことが認められています。
一旦あるページのサンプリングが開始すれば、InvalidOffsetNumberが返るまでは、続くNextSampleTupleに呼び出しがすべて同じページを参照すると見なすことは問題ありません。
   

void
EndSampleScan (SampleScanState *node);


スキャンを終了し、リソースを解放します。
通常pallocされたメモリを解放するのは重要なことではありませんが、外部から見えるリソースはすべて解放しなければなりません。
そのようなリソースが存在しない場合は、この関数は(ポインタをNULLにすることにより)省略できます。
  



名前
CREATE TABLE — 新しいテーブルを定義する

概要
CREATE [ [ GLOBAL | LOCAL ] { TEMPORARY | TEMP } | UNLOGGED ] TABLE [ IF NOT EXISTS ] table_name ( [
  { column_name data_type [ COLLATE collation ] [ column_constraint [ ... ] ]
    | table_constraint
    | LIKE source_table [ like_option ... ] }
    [, ... ]
] )
[ INHERITS ( parent_table [, ... ] ) ]
[ WITH ( storage_parameter [= value] [, ... ] ) | WITH OIDS | WITHOUT OIDS ]
[ ON COMMIT { PRESERVE ROWS | DELETE ROWS | DROP } ]
[ TABLESPACE tablespace_name ]

CREATE [ [ GLOBAL | LOCAL ] { TEMPORARY | TEMP } | UNLOGGED ] TABLE [ IF NOT EXISTS ] table_name
    OF type_name [ (
  { column_name WITH OPTIONS [ column_constraint [ ... ] ]
    | table_constraint }
    [, ... ]
) ]
[ WITH ( storage_parameter [= value] [, ... ] ) | WITH OIDS | WITHOUT OIDS ]
[ ON COMMIT { PRESERVE ROWS | DELETE ROWS | DROP } ]
[ TABLESPACE tablespace_name ]

ここでcolumn_constraintには、次の構文が入ります。

[ CONSTRAINT constraint_name ]
{ NOT NULL |
  NULL |
  CHECK ( expression ) [ NO INHERIT ] |
  DEFAULT default_expr |
  UNIQUE index_parameters |
  PRIMARY KEY index_parameters |
  REFERENCES reftable [ ( refcolumn ) ] [ MATCH FULL | MATCH PARTIAL | MATCH SIMPLE ]
    [ ON DELETE action ] [ ON UPDATE action ] }
[ DEFERRABLE | NOT DEFERRABLE ] [ INITIALLY DEFERRED | INITIALLY IMMEDIATE ]

また、table_constraintには、次の構文が入ります。

[ CONSTRAINT constraint_name ]
{ CHECK ( expression ) [ NO INHERIT ] |
  UNIQUE ( column_name [, ... ] ) index_parameters |
  PRIMARY KEY ( column_name [, ... ] ) index_parameters |
  EXCLUDE [ USING index_method ] ( exclude_element WITH operator [, ... ] ) index_parameters [ WHERE ( predicate ) ] |
  FOREIGN KEY ( column_name [, ... ] ) REFERENCES reftable [ ( refcolumn [, ... ] ) ]
    [ MATCH FULL | MATCH PARTIAL | MATCH SIMPLE ] [ ON DELETE action ] [ ON UPDATE action ] }
[ DEFERRABLE | NOT DEFERRABLE ] [ INITIALLY DEFERRED | INITIALLY IMMEDIATE ]

またlike_optionは、以下の通りです。

{ INCLUDING | EXCLUDING } { DEFAULTS | CONSTRAINTS | INDEXES | STORAGE | COMMENTS | ALL }

UNIQUE、PRIMARY KEYおよびEXCLUDE制約内のindex_parametersは以下の通りです。

[ WITH ( storage_parameter [= value] [, ... ] ) ]
[ USING INDEX TABLESPACE tablespace_name ]

EXCLUDE制約内のexclude_elementは以下の通りです。

{ column_name | ( expression ) } [ opclass ] [ ASC | DESC ] [ NULLS { FIRST | LAST } ]

説明
CREATE TABLEは、現在のデータベースに新しい空のテーブルを作成します。
作成したテーブルはこのコマンドを実行したユーザが所有します。
  
スキーマ名が付けられている場合（例えば、CREATE TABLE myschema.mytable ...）、テーブルは指定されたスキーマに作成されます。
スキーマ名がなければ、テーブルは現在のスキーマに作成されます。
また、一時テーブルは特別なスキーマに存在するため、一時テーブルの作成時にスキーマ名を与えることはできません。
テーブル名は、同じスキーマ内の他のテーブル、シーケンス、インデックス、ビュー、外部テーブルとは異なる名前にする必要があります。
  
さらに、CREATE TABLEは、作成するテーブルの1行に対応する複合型のデータ型を作成します。
したがって、テーブルは、同じスキーマ内の既存のデータ型と同じ名前を持つことができません。

  
制約句には、挿入、更新操作を行うときに、新しい行、または更新する行が満たさなければならない制約（検査項目）を指定します。制約句は省略可能です。
制約は、テーブル内で有効な値の集合を様々な方法で定義できるSQLオブジェクトです。
  
制約の定義にはテーブル制約と列制約という2種類があります。
列制約は列定義の一部として定義されます。
テーブル制約定義は、特定の列とは結びつけられておらず、複数の列を含有することができます。
また、全ての列制約はテーブル制約として記述することができます。
列制約は、1つの列にのみ影響する制約のための、簡便な記述方法に過ぎません。
  
テーブルを作成するためには、すべての列の型またはOF句中の型に対するUSAGE権限を持たなければなりません。
  

パラメータ
	TEMPORARYまたはTEMP
	このパラメータが指定された場合、テーブルは一時テーブルとして作成されます。
一時テーブルは、そのセッションの終わり、場合によっては、現在のトランザクションの終わり（後述のON COMMITを参照）に自動的に削除されます。
一時テーブルが存在する場合、同じ名前を持つ既存の永続テーブルは、スキーマ修飾名で参照されていない限り、現在のセッションでは非可視になります。
一時テーブルに作られるインデックスも、全て自動的に一時的なものとなります。
     
自動バキュームデーモンは一時テーブルにアクセスできないため、一時テーブルのバキュームや解析を行うことはできません。
このためセッションのSQLコマンドを用いて適切なバキュームと解析を実行しなければなりません。
例えば、一時テーブルが複雑な問い合わせで使用される場合、一時テーブルにデータを投入した後にそれに対しANALYZEを実行することを勧めます。
     
オプションで、GLOBALまたはLOCALをTEMPORARYやTEMPの前に記述することができます。
PostgreSQL™では、現在違いがなく、廃止予定です。
互換性を参照してください。
     

	UNLOGGED
	指定された場合、テーブルはログを取らないテーブルとして作成されます。
ログを取らないテーブルに書き出されたデータは先行書き込みログ（30章信頼性とログ先行書き込み参照）には書き出されません。
このため通常のテーブルより相当高速になります。
しかしこれらはクラッシュ時に安全ではありません。
クラッシュまたは異常停止の後、ログを取らないテーブルは自動的に切り詰められます。
またログを取らないテーブルの内容はスタンバイサーバに複製されません。
ログを取らないテーブル上に作成されたインデックスはすべて同様に、ログを取らないようになります。
     

	IF NOT EXISTS
	同じ名前のリレーションがすでに存在していてもエラーとしません。
この場合注意が発せられます。
既存のリレーションが作成しようとしたものと何かしら似たものであることは保証されません。
     

	table_name
	作成するテーブルの名前です（スキーマ修飾名でも可）。
     

	OF type_name
	指定した複合型(スキーマ修飾可能)から構造を取り出した型付きテーブルを作成します。
型付きテーブルはその型に束縛されます。
例えば、型が(DROP TYPE ... CASCADEで)削除されるとそのテーブルは削除されます。
     
型付きテーブルが作成されると、その列のデータ型は背後の複合型により決定され、CREATE TABLEコマンドでは指定されません。
しかしCREATE TABLEコマンドではテーブルにデフォルトと制約を追加できます。
また、格納パラメータの指定も可能です。
     

	column_name
	新しいテーブルで作成される列の名前です。
     

	data_type
	列のデータ型です。
これには、配列指定子を含めることができます。
PostgreSQL™でサポートされるデータ型の情報に関する詳細は8章データ型を参照してください。
     

	COLLATE collation
	COLLATE句は列（照合順の設定が可能なデータ型でなければなりません）に照合順を割り当てます。
指定がなければ、列のデータ型のデフォルトの照合順が使用されます。
     

	INHERITS ( parent_table [, ... ] )
	オプションのINHERITS句でテーブルの一覧を指定すると、新しいテーブルは指定されたテーブルの全ての列を自動的に継承します。
親テーブルには通常のテーブルまたは外部テーブルを指定できます。
     
INHERITSを使用すると、新しい子テーブルとその親テーブル（複数可）との間に永続的な関連が作成されます。
通常、親へのスキーマ変更は子にも伝播します。また、デフォルトでは、親テーブルの走査結果には子テーブルのデータが含まれます。
     
複数の親テーブルに同一名の列が存在する場合、それらのデータ型が一致していなければ、エラーとして報告されます。
競合がなければ、これらの重複した列は新しいテーブルで1つの列の形に融合されます。
新しいテーブルの列名の一覧に継承する列の名前が含まれる場合も、そのデータ型は継承する列のデータ型と一致していなければなりません。さらに、その列定義は1つに融合されます。
新しいテーブルで明示的に列のデフォルト値を指定した場合、継承した列宣言における全てのデフォルト値は上書きされます。
デフォルト値を指定しなかった場合、親側でデフォルト値が指定されている時は、それらのデフォルト値が全て同じ値でなければなりません。
値が違う場合はエラーになります。
     
CHECK制約は、基本的には列と同様の方法でマージされます。
複数の親テーブル、新しいテーブル、またはその両方の定義に同じ名前のCHECK制約が存在した場合、これらの制約はすべて同じ検査式を持たなければなりません。
さもなくば、エラーが報告されます。
同じ名前と式を持つ制約は１つのコピーにまとめられます。
親テーブルでNO INHERITと印が付いた制約は考慮されません。
新しいテーブル内の無名のCHECK制約は、一意な名前が必ず作られるため、マージされないことに注意してください。
     
列のSTORAGE設定もまた親テーブルからコピーされます。
     

	LIKE source_table [ like_option ... ]
	LIKE句にテーブルを指定すると、自動的にそのテーブルの全ての列名、そのデータ型、非NULL制約が新しいテーブルにコピーされます。
     
INHERITSとは違い、作成した後、新しいテーブルと元のテーブルが完全に分離されます。
元のテーブルへの変更は新しいテーブルには適用されません。また、元のテーブルを走査しても新しいテーブルのデータは見つかりません。
     
コピーする列のデフォルト式は、INCLUDING DEFAULTSが指定された場合にのみコピーされます。
デフォルトの動作では、デフォルト式がコピーされないため、新しいテーブルのコピーされた列はデフォルト値としてNULLを持つことになります。
nextvalのようにデータベースを変更する関数を呼び出すデフォルトをコピーすると、元のテーブルと新しいテーブルの間に関数的なリンクが作成される場合があることに注意してください。
     
非NULL制約は常に新しいテーブルにコピーされます。
CHECK制約は、INCLUDING CONSTRAINTSが指定された場合にのみコピーされます。
列制約とテーブル制約は区別されません。
     
元のテーブルのインデックス、およびPRIMARY KEY、UNIQUE、EXCLUDEの制約はINCLUDING INDEXESが指定された場合のみ、新しいテーブル上で作成されます。
新しいインデックスと制約の名前は、元の名前とは関係なく、デフォルトの規則に従って付けられます。
（この動作により、新しいインデックスが名前の重複によりエラーになる可能性を回避しています。）
     
複製された列定義に関するSTORAGE設定は、INCLUDING STORAGEが指定された場合のみコピーされます。
このデフォルトの動作では、STORAGE設定は除外され、新しいテーブルにおけるコピーされた列は型固有のデフォルトの設定を持つようになります。
STORAGEの詳細については「TOAST」を参照してください。
     
コピーされた列、制約、インデックスについてのコメントはINCLUDING COMMENTSが指定された場合のみコピーされます。
このデフォルトの動作では、コメントは除外され、新しいテーブルにおけるコピーされた列や制約はコメントを持ちません。
     
INCLUDING ALLはINCLUDING DEFAULTS INCLUDING CONSTRAINTS INCLUDING INDEXES INCLUDING STORAGE INCLUDING COMMENTSの省略形です。
     
INHERITSと異なり、LIKEによりコピーされた列や制約は類似の名前の列や制約にまとめられません。
同じ名前が明示的に、あるいは他のLIKE句で指定された場合、エラーが通知されます。
     
またLIKE句をビュー、外部テーブル、複合型から列の定義をコピーするために使用することができます。
適用できないオプション（ビューからのINCLUDING INDEXESなど）は無視されます。
     

	CONSTRAINT constraint_name
	列制約、テーブル制約の名前(省略可能)です。
制約に違反すると、制約名がエラーメッセージに含まれます。
ですので、col must be positive(正数でなければならない)といった名前の制約名を付与することで、クライアントアプリケーションへ有用な制約情報を渡すことができます。
（空白を含む制約名を指定する場合、二重引用符が必要です。）
指定されなければ、システムが名前を生成します。
     

	NOT NULL
	その列がNULL値を持てないことを指定します。
     

	NULL
	その列がNULL値を持てることを指定します。
これがデフォルトです。
     
この句は非標準的なSQLデータベースとの互換性のためだけに提供されています。
新しいアプリケーションでこれを使用するのはお勧めしません。
     

	CHECK ( expression ) [ NO INHERIT ] 
	CHECK句は、論理型の結果を生成する、新しい行または更新される行が挿入または更新処理を成功させるために満足しなければならない式を指定します。
TRUEまたはUNKNOWNと評価される式は成功します。
挿入または更新処理の行がFALSEという結果をもたらす場合はエラー例外が発生し、その挿入または更新によるデータベースの変更は行われません。
列制約として指定された検査制約は列の値のみを参照しなければなりません。
テーブル制約内の式は複数の列を参照できます。
     
現時点では、CHECK式には副問い合わせも現在の行の列以外の変数も含めることはできません。
システム列tableoidを参照することはできますが、他のシステム列は参照できません。
     
NO INHERITと印が付いた制約は子テーブルには伝搬しません。
     
テーブルに複数のCHECK制約がある場合、それらはNOT NULL制約について検証した後で、各行について名前のアルファベット順に検証されます。
（PostgreSQL™の9.5より前のバージョンでは、CHECK制約の実行について特定の順序はありませんでした。）
     

	DEFAULT
    default_expr
	DEFAULT句を列定義に付けると、その列にデフォルトデータ値が割り当てられます。
値として指定するのは、任意の無変数式です（副問い合わせや現在のテーブル内の他の列へ交差参照はできません）。
デフォルト式のデータ型はその列のデータ型と一致する必要があります。
     
デフォルト式は、全ての挿入操作において、その列に値が指定されていない場合に使用されます。
列にデフォルト値がない場合、デフォルト値はNULLになります。
     

	UNIQUE （列制約）, UNIQUE ( column_name [, ... ] ) （表制約）
	UNIQUE制約は、テーブルの1つまたは複数の列からなるグループが、一意な値のみを持つことができることを指定します。
一意性テーブル制約の動作は一意性列制約と同じですが、さらに複数列にまたがる機能を持ちます。
     
一意性制約では、NULL値同士は等しいとはみなされなせん。
     
それぞれの一意性テーブル制約には、そのテーブルの他の一意性制約もしくは主キー制約によって指定された列の集合とは、異なる名前の列の集合を指定しなければなりません
（同じ名前を指定すると、同じ制約が2回現れるだけになります）。
     

	PRIMARY KEY （列制約）, PRIMARY KEY ( column_name [, ... ] ) （表制約）
	PRIMARY KEY制約はテーブルの一列または複数の列が一意（重複がない）で、非NULLの値のみを持つことを指定します。
列制約か表制約かに関わらず、１つのテーブルには主キーを１つだけ指定できます。
     
主キー制約では、同じテーブルに一意制約で指定した列の集合とは異なる列の集合を指定します。
（そうでなければ、一意制約は冗長となり、捨てられます。）
     
PRIMARY KEYはUNIQUEとNOT NULLの組み合わせと同じデータ制約を課しますが、列の集合を主キーと指定することは、スキーマの設計についてのメタデータを提供することにもなります。
なぜなら、主キーであることは、行を一意に特定するものとして、他のテーブルがその列の集合を当てにして良い、ということを意味するからです。
     

	EXCLUDE [ USING index_method ] ( exclude_element WITH operator [, ... ] ) index_parameters [ WHERE ( predicate ) ]
	EXCLUDE句は排他制約を定義し、任意の2行について指定した列(複数可)または式(複数可)を指定した演算子(複数可)を使用して比較した場合、比較結果のすべてがTRUEを返さないことを保証します。
指定した演算子のすべてが等価性を試験するものであれば、これはUNIQUE制約と同じですが、通常の一意性制約のほうが高速です。
しかし、排他制約では単純な等価性よりも一般的な制約を指定することができます。
例えば、テーブル内の2つの行が重複する円(「幾何データ型」参照)を持たないといった制約を&&演算子を使用して指定することができます。
     
排他制約はインデックスを使用して実装されています。
このため指定した演算子はそれぞれ適切な演算子クラス(「演算子クラスと演算子族」参照)でindex_methodインデックスアクセスメソッドと関連付けされていなければなりません。
演算子は交換可能でなければなりません。
オプションで、各exclude_elementは演算子クラス、順序付けオプション、またはその両方を指定することができます。
これらについてはCREATE INDEX(7)で説明します。
     
アクセスメソッドはamgettupleをサポートしなければなりません(59章インデックスアクセスメソッドのインタフェース定義参照)。
現時点では、これはGINを使用できないことを意味します。
B-treeやHashインデックスを排他制約で使用することは許容されますが、そうすることにあまり意味はありません。
これが通常の一意性制約より良いことは何もないからです。
このため現実的にはアクセスメソッドは常にGiSTもしくはSP-GiSTとなります。
     
predicateにより、排他制約をテーブルの部分集合に指定することができます。
内部的には、これは部分インデックスを作成します。
predicateの前後に括弧が必要であることに注意して下さい。
     

	REFERENCES reftable [ ( refcolumn ) ] [ MATCH matchtype ] [ ON DELETE action ] [ ON UPDATE action ] （列制約）, FOREIGN KEY ( column_name [, ... ] )
    REFERENCES reftable [ ( refcolumn [, ... ] ) ]
    [ MATCH matchtype ]
    [ ON DELETE action ]
    [ ON UPDATE action ]
    （表制約）
	これらの句は、外部キー制約を指定します。
外部キー制約は、新しいテーブルの1つまたは複数の列の集合が、被参照テーブルの一部の行の被参照列に一致する値を持たなければならないことを指定するものです。
refcolumnリストが省略された場合、reftableの主キーが使用されます。
被参照列は、被参照テーブルにおいて遅延不可の一意性制約もしくは主キー制約を持った列でなければなりません。
一時テーブルと永続テーブルとの間で外部キー制約を定義できないことに注意してください。
     
参照列に挿入された値は、被参照テーブルと被参照列の値に対して、指定した照合型で照会されます。
照合型には3種類があります。
MATCH FULL、MATCH PARTIAL、MATCH SIMPLE（これがデフォルト）照合型です。
MATCH FULLは全ての外部キー列がNULLとなる場合を除き、複数列外部キーのある列がNULLとなることを許可しません。
それらがすべてNULLであれば、その行は被参照テーブル内で一致があることは要求されません。
MATCH SIMPLEは、外部キーの一部がNULLであることを許可します。
それらの一部がNULLであれば、その行は被参照テーブル内で一致があることは要求されません。
MATCH PARTIALはまだ実装されていません。
（当然ですが、NOT NULL制約を参照列に適用し、こうした状態が発生することを防止することができます。）
     
さらに、被参照列のデータが変更された場合、このテーブルの列のデータに何らかの動作が発生します。
ON DELETE句は、被参照テーブルの被参照行が削除されようとした場合の動作を指定します。
同様にON UPDATE句は、被参照テーブルの被参照列が新しい値に更新されようとした場合の動作を指定します。
行の更新があった場合でも、被参照列が実際に変更されない場合は、動作は実行されません。
制約が遅延可能と宣言されていても、NO ACTION検査以外の参照動作は遅延させられません。
各句について、以下の動作を指定可能です。

      
	NO ACTION
	削除もしくは更新により外部キー制約違反が起こることを示すエラーを発生します。
制約が遅延可能な場合、何らかの参照行が存在する限り、このエラーは制約の検査時点で発生します。
これはデフォルトの動作です。
         

	RESTRICT
	削除もしくは更新が外部キー制約違反となることを示すエラーを発生します。
検査が遅延できない点を除き、NO ACTIONと同じです。
         

	CASCADE
	削除された行を参照している行は全て削除します。また、参照している列の値を、被参照列の新しい値にします。
         

	SET NULL
	参照する列をNULLに設定します。
         

	SET DEFAULT
	参照する列をそのデフォルト値に設定します。
（デフォルト値がNULLでない場合は被参照テーブルの中にデフォルト値に一致する行が存在しなければなりません。さもないと操作が失敗します。）
         




     
被参照列が頻繁に更新される場合、参照列にインデックスを付け、その外部キー制約に関連する参照動作がより効率的に実行できるようにする方が良いでしょう。
     

	DEFERRABLE, NOT DEFERRABLE
	制約を遅延させることが可能かどうかを制御します。
遅延不可の制約は各コマンドの後すぐに検査されます。
遅延可能な制約の検査は、（SET CONSTRAINTS(7)コマンドを使用して）トランザクションの終了時まで遅延させることができます。
NOT DEFERRABLEがデフォルトです。
現在、UNIQUE、PRIMARY KEY、EXCLUDE、REFERENCES（外部キー）制約のみがこの句を受け付けることができます。
NOT NULLおよび CHECK制約は遅延させることができません。
遅延可能な制約はON CONFLICT DO UPDATE句を含むINSERT文において、競合解決のために使うことはできないことに注意してください。
     

	INITIALLY IMMEDIATE, INITIALLY DEFERRED
	制約が遅延可能な場合、この句は制約検査を行うデフォルトの時期を指定します。
制約がINITIALLY IMMEDIATEの場合、各文の実行後に検査されます。
これがデフォルトです。
制約がINITIALLY DEFERREDの場合、トランザクションの終了時にのみ検査されます。
制約検査の時期はSET CONSTRAINTS(7)コマンドを使用して変更することができます。
     

	WITH ( storage_parameter [= value] [, ... ] )
	この句は、テーブルまたはインデックスに対して格納パラメータ(省略可能)を指定します。
詳細は格納パラメータを参照してください。
テーブルについてのWITHには、OIDS=TRUE（もしくは単にOIDS）を含めて、新しいテーブルの行が行に割り当てられたOID（オブジェクト識別子）を持たなければならないことを指定することもできます。
また、OIDS=FALSEを含めて、OIDを持たないことを指定することもできます。
OIDSが指定されない場合、デフォルトの設定は設定パラメータdefault_with_oidsに依存します。
（新しいテーブルがOIDを持つテーブルから継承する場合、コマンドでOIDS=FALSEと指定しても強制的にOIDS=TRUE となります。）
     
OIDS=FALSEが明示的または暗黙的に指定されている場合、新しいテーブルはOIDを格納しません。また、挿入される行にはOIDが割り当てられません。
このような動作は一般的に有益であると考えられます。それは、OIDの使用を抑え、32ビットのOIDカウンタの回転周期を延長できるためです。
カウンタが一周するとOIDの一意性を保証できなくなるので、その有用性を減少させることになります。
また、OIDをなくすことで、テーブル1行当たり（ほとんどのマシンで）4バイト分、テーブルをディスクに格納するための容量を軽減するので、多少性能が向上します。

     
テーブルの作成後にOIDを削除するには、ALTER TABLE(7)を使用してください。
     

	WITH OIDS, WITHOUT OIDS
	これは古い構文で、それぞれWITH (OIDS)およびWITH (OIDS=FALSE)と同じです。
OIDSの設定と格納パラメータの設定の両方を指定したい場合は、上述のWITH ( ... )を使用しなければなりません。
     

	ON COMMIT
	ON COMMITを使用して、トランザクションブロックの終了時点での一時テーブルの動作を制御することができます。
以下の3つのオプションがあります。

      
	PRESERVE ROWS
	トランザクションの終了時点で、特別な動作は行われません。
これがデフォルトの動作です。
         

	DELETE ROWS
	一時テーブル内の全ての行は、各トランザクションブロックの終わりで削除されます。
実質的には、コミットの度に自動的にTRUNCATE(7)が実行されます。
         

	DROP
	一時テーブルは、現在のトランザクションブロックの終了時点で削除されます。
         




	TABLESPACE tablespace_name
	tablespace_nameは、新しいテーブルが作成されるテーブル空間名です。
指定されていない場合、default_tablespaceが、また一時テーブルの場合はtemp_tablespacesが考慮されます。
     

	USING INDEX TABLESPACE tablespace_name
	この句により、UNIQUE、PRIMARY KEY、またはEXCLUDE制約に関連したインデックスを作成するテーブル空間を選択することができます。
指定されていない場合、default_tablespaceが、また一時テーブルであればtemp_tablespacesが考慮されます。
     



格納パラメータ
WITH句により、テーブルおよびUNIQUE、PRIMARY KEY、またはEXCLUDE制約と関連づいたインデックスの格納パラメータを指定することができます。
インデックスの格納パラメータについてはCREATE INDEX(7)で説明します。
現在テーブルで設定可能な格納パラメータの一覧を以下に示します。
これらのパラメータの多くに対して、示した通り、さらにtoastという接頭辞のついた、同一の名前のパラメータがあります。
これはもしあれば、テーブルの補助TOASTテーブルの動作を制御します。
(TOASTに関する詳細については「TOAST」を参照してください。)
テーブルのパラメータ値が設定され、それと同等のtoast.パラメータが設定されていない場合、TOASTテーブルはテーブルのパラメータ値を利用します。
   
	fillfactor (integer)
	テーブルのフィルファクタ(fillfactor)は10から100までの間の割合（パーセント）です。
100（すべて使用）がデフォルトです。
より小さな値を指定すると、INSERT操作は指定した割合までしかテーブルページを使用しません。
各ページの残りの部分は、そのページ内の行の更新用に予約されます。
これによりUPDATEは、元の行と同じページ上に更新済みの行を格納することができるようになります。
これは別のページに更新済みの行を格納することよりも効率的です。
項目の更新がまったくないテーブルでは、すべてを使用することが最善の選択ですが、更新が非常に多いテーブルではより小さめのフィルファクタが適切です。
TOASTテーブルではこのパラメータを設定できません。
     

	parallel_workers (integer)
	このテーブルの並列スキャンを支援するために使用されるワーカの数を設定します。
設定されなければ、リレーションのサイズに基づいてシステムが値を決定します。
プランナが選ぶ実際のワーカの数は、例えばmax_worker_processesの設定によって、それより少なくなるかもしれません。
     

	autovacuum_enabled, toast.autovacuum_enabled (boolean)
	特定のテーブルに対する自動バキュームデーモンを有効または無効にします。
trueの場合、自動バキュームデーモンは、更新または削除されたタプル数がautovacuum_vacuum_threshold＋autovacuum_vacuum_scale_factor×リレーション内の推定有効タプル数を超えたときに、特定のテーブルに対するVACUUM操作を始めます。
trueの場合、自動バキュームデーモンは、「自動バキュームデーモン」に記述されたルールに従って、このテーブルに対して自動的にVACUUMあるいはANALYZEまたはその両方の操作を行います。
falseの場合、トランザクションIDの周回問題を回避するためを除き自動バキュームは行われません。
周回問題の回避については「トランザクションIDの周回エラーの防止」を参照してください。
autovacuumパラメータがfalseの場合、（トランザクションIDの周回問題を回避する場合を除き）自動バキュームデーモンはまったく実行されないことに注意して下さい。
個々のテーブルの格納パラメータを設定しても、それは優先されません。
従って、この格納パラメータを明示的にtrueに設定することにはほとんど意味はなく、falseに設定することのみが意味を持ちます。
     

	autovacuum_vacuum_threshold, toast.autovacuum_vacuum_threshold (integer)
	autovacuum_vacuum_thresholdパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	autovacuum_vacuum_scale_factor, toast.autovacuum_vacuum_scale_factor (float4)
	autovacuum_vacuum_scale_factorパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	autovacuum_analyze_threshold (integer)
	autovacuum_analyze_thresholdパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	autovacuum_analyze_scale_factor (float4)
	autovacuum_analyze_scale_factorパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	autovacuum_vacuum_cost_delay, toast.autovacuum_vacuum_cost_delay (integer)
	autovacuum_vacuum_cost_delayパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	autovacuum_vacuum_cost_limit, toast.autovacuum_vacuum_cost_limit (integer)
	autovacuum_vacuum_cost_limitパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	autovacuum_freeze_min_age, toast.autovacuum_freeze_min_age (integer)
	vacuum_freeze_min_ageパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
テーブル単位のautovacuum_freeze_min_ageパラメータをシステム全体のautovacuum_freeze_max_age設定の1/2より大きく設定しても、自動バキュームが無視することに注意してください。
     

	autovacuum_freeze_max_age, toast.autovacuum_freeze_max_age (integer)
	autovacuum_freeze_max_ageパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
テーブル単位のautovacuum_freeze_max_ageパラメータをシステム全体に対する設定より大きく設定しても、自動バキュームが無視することに注意してください（より小さな値しか設定できません）。
     

	autovacuum_freeze_table_age, toast.autovacuum_freeze_table_age (integer)
	vacuum_freeze_table_ageパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	autovacuum_multixact_freeze_min_age, toast.autovacuum_multixact_freeze_min_age (integer)
	vacuum_multixact_freeze_min_ageパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
テーブル単位のautovacuum_multixact_freeze_min_ageパラメータをシステム全体のautovacuum_multixact_freeze_max_ageの半分より大きく設定しても、自動バキュームが無視することに注意してください。
     

	autovacuum_multixact_freeze_max_age, toast.autovacuum_multixact_freeze_max_age (integer)
	autovacuum_multixact_freeze_max_ageパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
テーブル単位のautovacuum_multixact_freeze_max_ageをシステム全体に対する設定より大きくしても、自動バキュームが無視することに注意してください（より小さな値しか設定できません）。
     

	autovacuum_multixact_freeze_table_age, toast.autovacuum_multixact_freeze_table_age (integer)
	vacuum_multixact_freeze_table_ageパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	log_autovacuum_min_duration, toast.log_autovacuum_min_duration (integer)
	log_autovacuum_min_durationパラメータについて、テーブル毎に設定する値です。
     

	user_catalog_table (boolean)
	テーブルを論理レプリケーションのための追加のカタログテーブルとして宣言します。
詳しくは「機能」を参照してください。
このパラメータはTOASTテーブルには設定できません。
     





注釈
新規のアプリケーションでOIDを使用するのはお勧めしません。
可能であれば、テーブルの主キーとしてSERIALや他のシーケンスジェネレータを使用する方が望ましいです。
しかし、アプリケーションがテーブルの特定の行を識別するためにOIDを使用する場合は、そのテーブルのoid列に一意性制約を作成することを推奨します。
これにより、カウンタが一周してしまった場合でも、テーブル内のOIDで一意に行を識別できることが保証されるからです。
OIDがテーブルをまたがって一意であると考えるのは止めてください。
データベース全体で一意な識別子が必要な場合は、tableoidと行のOIDの組み合わせを使用してください。
    
ヒント
OIDS=FALSEの使用は、主キーのないテーブルでは推奨されません。
OIDも一意なデータキーも存在しないと、特定行を識別することが難しくなるからです。
     

PostgreSQL™は自動的に各一意性制約と主キー制約に対してインデックスを作成し、その一意性を確実なものにします。
したがって、主キーの列に明示的にインデックスを作成することは必要ありません
（詳細についてはCREATE INDEX(7)を参照してください）。
    
現在の実装では、一意性制約と主キーは継承されません。
これは、継承と一意性制約を組み合わせると障害が発生するからです。
    
テーブルは1600列以上の列を持つことはできません
（タプル長の制限により実際の制限はもっと小さくなります）。
    

例
filmsテーブルとdistributorsテーブルを作成します。


CREATE TABLE films (
    code        char(5) CONSTRAINT firstkey PRIMARY KEY,
    title       varchar(40) NOT NULL,
    did         integer NOT NULL,
    date_prod   date,
    kind        varchar(10),
    len         interval hour to minute
);

CREATE TABLE distributors (
     did    integer PRIMARY KEY DEFAULT nextval('serial'),
     name   varchar(40) NOT NULL CHECK (name <> '')
);

  
2次元配列を持つテーブルを作成します。


CREATE TABLE array_int (
    vector  int[][]
);

  
filmsテーブルに 一意性テーブル制約を定義します。
一意性テーブル制約はテーブルの1つ以上の列に定義することができます。


CREATE TABLE films (
    code        char(5),
    title       varchar(40),
    did         integer,
    date_prod   date,
    kind        varchar(10),
    len         interval hour to minute,
    CONSTRAINT production UNIQUE(date_prod)
);

  
検査列制約を定義します。


CREATE TABLE distributors (
    did     integer CHECK (did > 100),
    name    varchar(40)
);

  
検査テーブル制約を定義します。


CREATE TABLE distributors (
    did     integer,
    name    varchar(40)
    CONSTRAINT con1 CHECK (did > 100 AND name <> '')
);

  
filmsテーブルに主キーテーブル制約を定義します。


CREATE TABLE films (
    code        char(5),
    title       varchar(40),
    did         integer,
    date_prod   date,
    kind        varchar(10),
    len         interval hour to minute,
    CONSTRAINT code_title PRIMARY KEY(code,title)
);

  
distributorsテーブルに主キー制約を定義します。
以下の2つの例は同等で、前者はテーブル制約構文を使用し、後者は列制約構文を使用します。


CREATE TABLE distributors (
    did     integer,
    name    varchar(40),
    PRIMARY KEY(did)
);

CREATE TABLE distributors (
    did     integer PRIMARY KEY,
    name    varchar(40)
);

  
以下では、name列のデフォルト値にリテラル定数を割り当てています。また、did列のデフォルト値として、シーケンスオブジェクトの次の値が生成されるように調整しています。
modtimeのデフォルト値は、その行が挿入された時刻となります。


CREATE TABLE distributors (
    name      varchar(40) DEFAULT 'Luso Films',
    did       integer DEFAULT nextval('distributors_serial'),
    modtime   timestamp DEFAULT current_timestamp
);

  
2つのNOT NULL列制約をdistributorsテーブルに定義します。
そのうち1つには明示的な名前を付けています。


CREATE TABLE distributors (
    did     integer CONSTRAINT no_null NOT NULL,
    name    varchar(40) NOT NULL
);

    
name列に対し、一意性制約を定義します。


CREATE TABLE distributors (
    did     integer,
    name    varchar(40) UNIQUE
);


上と同じですが、テーブル制約として指定します。


CREATE TABLE distributors (
    did     integer,
    name    varchar(40),
    UNIQUE(name)
);

  
テーブルとその一意性インデックスの両方に70%のフィルファクタを指定して、同じテーブルを作成します。


CREATE TABLE distributors (
    did     integer,
    name    varchar(40),
    UNIQUE(name) WITH (fillfactor=70)
)
WITH (fillfactor=70);

  
2つの円の重複を許さない排他制約を持つcirclesテーブルを作成します。


CREATE TABLE circles (
    c circle,
    EXCLUDE USING gist (c WITH &&)
);

  
diskvol1テーブル空間にcinemasテーブルを作成します。


CREATE TABLE cinemas (
        id serial,
        name text,
        location text
) TABLESPACE diskvol1;

  
複合型と型付きテーブルを作成します。

CREATE TYPE employee_type AS (name text, salary numeric);

CREATE TABLE employees OF employee_type (
    PRIMARY KEY (name),
    salary WITH OPTIONS DEFAULT 1000
);

互換性
CREATE TABLEは、以下に挙げるものを除いて、標準SQLに従います。
  
一時テーブル
CREATE TEMPORARY TABLEは標準SQLに類似していますが、その効果は同じではありません。
標準では、一時テーブルは一度だけ定義され、それを必要とするセッションごとに自動的に（空の内容で始まる形で）出現します。
PostgreSQL™では、これと異なり、各セッションで独自に、使用する一時テーブル用のCREATE TEMPORARY TABLEコマンドを発行しなければなりません。
これにより、異なるセッションで同じ名前の一時テーブルを異なる目的で使用することができます。
一方、標準の方法では、ある一時テーブル名を持つインスタンスが、全て同一のテーブル構造を持つという制限があります。
   
標準における一時テーブルの動作定義の多くは無視されています。
この点でのPostgreSQL™の動作は、他の多くのSQLデータベースと似ています。
   
また標準SQLではグローバル一時テーブルとローカル一時テーブルを区別しています。
ローカル一時テーブルは各セッション内のSQLモジュールそれぞれ用に内容の集合を分離しますが、その定義はセッション全体で共有されます。
PostgreSQL™はSQLモジュールをサポートしませんので、PostgreSQL™ではこの区別は適切ではありません。
   
互換性を保持するため、PostgreSQL™は一時テーブルの宣言においてGLOBALとLOCALキーワードを受け付けますが、これらには現在、何の効果もありません。
PostgreSQL™の今後のバージョンでは、これらの意味についてより標準に近い実装を取り入れる可能性がありますので、これらのキーワードの使用は勧めません。
   
一時テーブル用のON COMMIT句もまた、標準SQLに類似していますが、いくつか違いがあります。
ON COMMIT句が省略された場合、SQLでは、デフォルトの動作はON COMMIT DELETE ROWSであると規定しています。
しかし、PostgreSQL™でのデフォルトの動作はON COMMIT PRESERVE ROWSです。
また、ON COMMIT DROPはSQLにはありません。
   

非遅延一意性制約
UNIQUEまたはPRIMARY KEY制約が非遅延の場合、PostgreSQL™は行が挿入または変更されると即座に一意性を検査します。
標準SQLでは一意性は文が完了した時にのみ強制されなければならないと記述しています。
これにより、たとえば、1つのコマンドが複数のキー値を更新する時に違いが現れます。
標準互換の動作をさせるためには、非遅延（つまりINITIALLY IMMEDIATE）ではなくDEFERRABLEとして制約を宣言してください。
これが即座に行われる一意性検査よりかなり低速になる可能性があることに注意してください。
   

列検査制約
標準SQLでは、CHECK列制約はそれを適用する列のみを参照でき、複数の列を参照できるのはCHECKテーブル制約のみであるとされています。
PostgreSQL™にはこの制限はありません。
列検査制約とテーブル検査制約を同様のものとして扱っています。
   

EXCLUDE制約
EXCLUDEという種類の制約はPostgreSQL™の拡張です。
   

NULL 「制約」
NULL「制約」（実際には非制約）は、標準SQLに対するPostgreSQL™の拡張で、他のいくつかのデータベースシステムとの互換性（および NOT NULL制約との対称性）のために含まれています。
どんな列に対してもデフォルトとなるため、これには意味はありません。
   

継承
INHERITS句による複数継承は、PostgreSQL™の言語拡張です。
SQL:1999以降では、異なる構文と意味体系による単一継承を定義しています。
今のところ、SQL:1999方式の継承はPostgreSQL™ではサポートされていません。
   

列を持たないテーブル
PostgreSQL™では、列を持たないテーブルを作成することができます
（例えば、CREATE TABLE foo();）。
これは標準SQLからの拡張です。
標準SQLでは列を持たないテーブルは許されません。
列を持たないテーブルそれ自体は役に立ちませんが、これを無効とすると、ALTER TABLE DROP COLUMNに対して奇妙な特例を生成することになります。
したがって、この仕様上の制限を無視する方が簡潔であると考えます。
   

LIKE句
LIKE句は標準SQLにありますが、PostgreSQL™で利用可能な多くのオプションは標準にはなく、また標準のオプションの一部はPostgreSQL™では実装されていません。
   

WITH句
WITH句はPostgreSQL™の拡張です。
格納パラメータもOIDも標準にはありません。
   

テーブル空間
PostgreSQL™のテーブル空間の概念は標準にはありません。
したがって、TABLESPACEとUSING INDEX TABLESPACEは、PostgreSQL™における拡張です。
   

型付きテーブル
型付きテーブルは標準SQLのサブセットを実装します。
標準に従うと、型付きテーブルは背後の複合型に対応した列の他に「自己参照列」という列も持ちます。
PostgreSQLはこうした自己参照列を明示的にサポートしません。
しかし、OID機能を使用して同様の効果を持たせることができます。
   


関連項目
ALTER TABLE(7), DROP TABLE(7), CREATE TABLE AS(7), CREATE TABLESPACE(7), CREATE TYPE(7)


名前
SPI_gettype — 指定された列のデータ型名を返す

概要
char * SPI_gettype(TupleDesc rowdesc, int colnumber)

説明
SPI_gettypeは指定された列のデータ型名のコピーを返します
（不要になった段階で、pfreeを使用して名前のコピーを解放することができます）。
  

引数
	TupleDesc rowdesc
	入力行の記述
     

	int colnumber
	（1から始まる）列番号
     




戻り値
指定された列のデータ型名。
エラー時はNULLです。
エラー時、SPI_resultはSPI_ERROR_NOATTRIBUTEに設定されます。
  


リリース6.3.2



リリース日
1998-04-07

このリリースは6.3.xの不具合を改修したものです。
新機能の完全な要約についてはバージョン6.3のリリースノートを参照して下さい。
要約:


	Linux を含むいくつかのプラットフォームの自動設定サポートにおいて、バージョン6.3.1で間違って導入された障害を修復しました。

	BETWEEN と LIKE 句の左側での関数呼び出しの扱いを修正しました。



6.3や6.3.1からはダンプ/リストアは必要ありません。
 make distclean、make、make install だけが必要です。
この最後の段階は、postmaster が稼働していない時に行わなければなりません。
PostgreSQL™ ライブラリを使用している独自のアプリケーションは、再リンクしなければなりません。
6.3以前のインストレーションからのアップグレードの場合は、バージョン6.3用のインストール・移行手順を参照して下さい。
変更点



Configure detection improvements for tcl/tk(Brook Milligan, Alvin)
Manual page improvements(Bruce)
BETWEEN and LIKE fix(Thomas)
fix for psql \connect used by pg_dump(Oliver Elphick)
New odbc driver
pgaccess, version 0.86
qsort removed, now uses libc version, cleanups(Jeroen)
fix for buffer over-runs detected(Maurice Gittens)
fix for buffer overrun in libpgtcl(Randy Kunkee)
fix for UNION with DISTINCT or ORDER BY(Bruce)
gettimeofday configure check(Doug Winterburn)
Fix "indexes not used" bug(Vadim)
docs additions(Thomas)
Fix for backend memory leak(Bruce)
libreadline cleanup(Erwan MAS)
Remove DISTDIR(Bruce)
Makefile dependency cleanup(Jeroen van Vianen)
ASSERT fixes(Bruce)

   


第31章 リグレッションテスト



リグレッションテストとは、PostgreSQL™のSQL実装についての包括的なテストの集まりです。
リグレッションテストでは、標準SQLの操作に加えてPostgreSQL™の拡張SQL機能もテストします。
  
テストの実行



リグレッションテストは既にインストールされ稼働中のサーバや、ビルドツリー内の一時的なインストレーションに対して実行することができます。
さらに、テストの実行には「並行」と「連続」モードがあります。
連続モードでは個々のテストスクリプトを単独で実行し、並行モードでは複数のサーバプロセスを実行し、テストをグループ化して並行的に実行します。
並行テストではプロセス間通信とロック機能が正常に作動しているかをテストします。
  
一時的なインストレーションに対するテストの実行



構築後、インストール前に並行リグレッションテストを行う場合には、最上位のディレクトリで以下のように入力してください。

make check

（または、src/test/regressディレクトリに移動して、そこで実行してください。）
終了したら以下のような表示がされるはずです。

=======================
 All 115 tests passed.
=======================

これが表示されなければ、テストは失敗したことになります。
「失敗」を深刻な問題であると推測する前に、以下の 「テストの評価」 を参照してください。
  
この試験方法では、一時的にサーバを起動するので、rootユーザとして構築を行なった場合には動作しません。
サーバがrootでは起動しないからです。
rootで構築をしないこと、もしくはインストール完了後に試験を実施することをお薦めします。
   
古いPostgreSQL™のインストレーションが既に存在している場所にPostgreSQL™をインストールするように構築した場合、新しいバージョンをインストールする前にmake checkを行うと、新しいプログラムがインストール済みの共有ライブラリを使用しようとするために試験が失敗することになります。
（典型的な症状は、未定義シンボルに関するエラーメッセージです。）
古いインストレーションを上書きする前に試験を行いたいのであれば、configure --disable-rpathで構築する必要があります。
しかし、このオプションを最終的なインストレーションで使用することは推奨しません。
   
並行リグレッションテストは、実行したユーザのユーザIDを使用して相当数のプロセスを起動します。
現在、最大で20個の並行テストスクリプトが同時に実行されますが、これは合計40個のプロセスが実行されることを意味します。
各テストスクリプトに対して、1つのサーバプロセスと1つのpsqlプロセスが存在するためです。
ですので、使用するシステムでユーザ当たりのプロセス数に制限を加えている場合は、その上限が少なくとも50程度であることを確認してください。
さもないと、並行テストにおいて、ランダムに発生しているように見える失敗が発生するかもしれません。
この上限を変更できない場合は、MAX_CONNECTIONSパラメータを編集して、並行度を減らすことができます。
例えば、以下は同時実行数を10以下で実行します。

make MAX_CONNECTIONS=10 check

   

既存のインストレーションに対するテストの実行



インストール（16章  ソースコードからインストールを参照）後にテストを実行するには、18章サーバの準備と運用で説明したようにデータ領域を初期化し、サーバを起動し、そして以下を入力してください。

make installcheck

もしくは、並行テストの場合は以下を入力してください。

make installcheck-parallel

テストでは、PGHOST環境変数とPGPORT環境変数で指定がない限り、ローカルホストのサーバに接続し、デフォルトのポート番号を使用します。
テストはregressionという名前のデータベースで行なわれます。
この名前の既存のデータベースはすべて削除されます。
  
テストは、ロールやテーブル空間のようなクラスタ全体にわたるオブジェクトも一時的に作成します。
このオブジェクトの名前はregress_で始まります。
実際のユーザーやテーブル空間がそのように名付けられたインストレーションでinstallcheckモードを使う場合には注意してください。
  

追加のテストスイート



make checkとmake installcheckコマンドは「コア」リグレッションテストだけを実行します。
そのテストはPostgreSQL™サーバに組み込まれている機能のみをテストします。
ソース配布には、オプションとなっている手続き言語のような追加機能とその多くが関係のある追加のテストスイートも含まれています。
  
コアテストを含む、構築するよう選択されたモジュールに適用できるテストスイートをすべて実行するにはビルドツリーの最上位で以下のコマンドの一つを入力して下さい。

make check-world
make installcheck-world

make checkとmake installcheckで以前述べたように、このコマンドは、それぞれ、一時的なサーバもしくは既にインストールされているサーバを使ってテストを行ないます。
それ以外に考慮すべきことはそれぞれのところで以前述べたことと同じです。
make check-worldはテストするモジュール毎に別の一時的なインストールツリーを構築しますので、make installcheck-worldよりもずっとより多くの時間とディスク容量が必要です。
  
代わりに、構築ツリーの適切なサブディレクトリでmake checkまたはmake installcheckと入力することで個々のテストスイートを実行することもできます。
make installcheckはコアサーバだけでなく、関係のあるモジュールもインストール済みであると仮定することを覚えておいて下さい。
  
このように実行できる追加のテストには以下のものが含まれます。
  
	オプションとなっている手続き言語のリグレッションテスト（PL/pgSQLを除きます。そちらはコアテストでテストされます）。
これはsrc/plにあります。
    

	contribの下にあるcontribモジュールのリグレッションテスト。
すべてのcontribモジュールにテストがあるわけではありません。
    

	ECPGインタフェースライブラリのリグレッションテスト。
src/interfaces/ecpg/testにあります。
    

	同時実行中のセッションの振舞いの負荷テスト。
src/test/isolationにあります。
    

	src/bin以下のクライアントプログラムのテスト。
「TAPテスト」も参照してください。
    



installcheckモードを使う場合には、上記のテストはregressionだけでなくpl_regression、contrib_regression、isolation_regression、ecpg1_regression、ecpg2_regressionという名前の既存のデータベースも破壊します。
  

ロケールと符号化方式



デフォルトでは、一時的なインストレーションを使うテストは、現在の環境で定義されたロケールとinitdbで決定される対応するデータベース符号化方式を使用します。
異なるロケールを試験する際は、以下の例のように適切な環境変数を設定することが有用です。

make check LANG=C
make check LC_COLLATE=en_US.utf8 LC_CTYPE=fr_CA.utf8

実装上の理由のため、LC_ALLはこの目的には動作しません。
この他のロケール関連の環境変数は動作します。
   
既存のインストレーションに対するテストでは、ロケールは既存のデータベースクラスタによって決まり、テスト実行時に別の値に設定することができません。
   
また、以下の例のようにENCODING変数を設定することで明示的にデータベース符号化方式を選択することができます。

make check LANG=C ENCODING=EUC_JP

この方法でデータベース符号化方式を設定することは、通常ロケールがCだった場合にのみ意味があります。
この他の場合、ロケールから自動的に符号化方式が選択されます。
ロケールと一致しない符号化方式を指定してもエラーになるだけです。
   
データベース符号化方式は一時的なインストレーションに対するテストでも既存のインストレーションに対するテストでも設定することができます。
ただし、後者の場合にはインストレーションのロケールと互換性がなければなりません。
   

追加のテスト



プラットフォームに依存する、または非常に時間がかかる可能性があるという理由で、コアリグレッションテスト一式にはデフォルトでは動作しないテストがいくつか含まれています。
EXTRA_TESTS変数を設定することでこれらの追加テストやその他のテストを実行することができます。
例えば、numeric_bigテストを以下のように実行します。

make check EXTRA_TESTS=numeric_big

以下のように照合順序テストを実行します。

make check EXTRA_TESTS=collate.linux.utf8 LANG=en_US.utf8

collate.linux.utf8テストは、Linux/glibcプラットフォームにおいてUTF-8符号化方式を使用するデータベースで実行した場合のみ動作します。
   

ホットスタンバイのテスト



ソース配布は、ホットスタンバイの静的な挙動に対するリグレッションテストも含んでいます。
これらのテストは、稼働しているプライマリサーバと、（ファイルベースのログ転送、またはストリーミングレプリケーションによって）プライマリからの新規のWALの変更を受け付けられる稼働中のスタンバイサーバを必要とします。
これらのサーバは、自動的に作成されませんし、ここにはレプリケーション設定ドキュメントもありません。
必要なコマンドや関連する問題について記述されている、ドキュメントのさまざまなセクションを参照してください。
  
ホットスタンバイテストを実行するには、最初に"regression"という名前のデータベースをプライマリに作成します。

psql -h primary -c "CREATE DATABASE regression"

次に、準備のためのスクリプトsrc/test/regress/sql/hs_primary_setup.sqlをプライマリのregressionデータベース上で以下のように実行します。

psql -h primary -f src/test/regress/sql/hs_primary_setup.sql regression

この変更がスタンバイに伝搬するようにします。
  
ここで、デフォルトデータベース接続がスタンバイサーバの試験環境になるように（例えば、PGHOSTとPGPORT環境変数を設定することで）手配してください。
最後に、リグレッションテスト用のディレクトリからmake standbycheckを実行してください。

cd src/test/regress
make standbycheck

  
いくつかの極端な挙動を、スタンバイのテストのための挙動を実現するスクリプトsrc/test/regress/sql/hs_primary_extremes.sqlを用いることでプライマリサーバ上で生成することができます。
  



character_sets



このcharacter_setsビューは、現在のデータベースで利用可能な文字セットを識別します。PostgreSQLはひとつのデータベース内で複数の文字セットをサポートしないので、このビューは常にデータベースエンコーディングの一行だけを表示します。
  
以下の用語のSQL標準での使われ方に注意してください。
   
	文字集合
	例えばUNICODEやUCS、LATIN1といった抽象的な文字集合です。SQLオブジェクトとしては出てきませんが、このビューで参照できます。
      

	文字符号化形式
	文字集合の符号化方式です。ほとんどの古い文字集合はひとつの符号化形式を使うため、それらについては分離した名称はありません(たとえば、LATIN1はLATIN1集合に適用可能な符号化形式です)。しかし例えばUnicodeにはUTF8、UTF16などの符号化形式があります（PostgreSQLでは一部だけサポートしています）。符号化形式はSQLオブジェクトとして表にでませんが、このビューで参照できます。
      

	文字セット
	文字集合、文字符号化方式とデフォルトの照合を識別する順序名前つきのSQLオブジェクトです。定義済みの文字セットは、一般的に符号化形式と同じ名前を持ちますが、ユーザは他の名前を定義できます。
例えば、文字セットUTF8は一般的に文字集合UCS、符号化形式UTF8と何らかのデフォルト照合を識別します。
      





PostgreSQLにおける「encoding」は、文字セットまたは文字符号化形式のいずれかと考えられます。これらは同じ名前を持ち一つのデータベースでは一つだけ存在できます。
  
表35.5 character_setsの列
	名前	データ型	説明
	character_set_catalog	sql_identifier	文字セットはスキーマオブジェクトとして実装されていないので、この列はNULLです。
	character_set_schema	sql_identifier	文字セットはスキーマオブジェクトとして実装されていないので、この列はNULLです。
	character_set_name	sql_identifier	文字セットの名前で、現在はデータベースエンコーディングを表示するように実装されています。
	character_repertoire	sql_identifier	文字集合で、エンコーディングがUTF8の場合はUCSを、それ以外の場合は単にエンコーディング名を表示します。
	form_of_use	sql_identifier	文字符号化形式で, データベースエンコーディングと同じです。
	default_collate_catalog	sql_identifier	デフォルト照合を含むデータベース(いずれかの照合が識別された場合は常に現在のデータベース)の名前です。
	default_collate_schema	sql_identifier	デフォルト照合を含むスキーマの名前です。
	default_collate_name	sql_identifier	デフォルト照合の名前です。デフォルト照合は、現在のデータベースのCOLLATEとCTYPE設定に一致する照合として識別されます。そのような照合が存在しない場合は、この列や対応するスキーマやカタログの列はNULLです。
      




管理ツール



PostgreSQL™で使用できる管理ツールが複数あります。
最も人気のあるのはpgAdmin IIIですが、複数の商用版もあります。
  

リリース7.2.7



リリース日
2005-01-31

このリリースは複数のセキュリティ問題を含む、7.2.6の各種不具合を修正したものです。
  
バージョン7.2.7への移行



7.2.Xからの移行の場合はダンプ/リストアは必要ありません。
   

変更点



	Disallow LOAD to non-superusers
On platforms that will automatically execute initialization functions of a
shared library (this includes at least Windows and ELF-based Unixen),
LOAD can be used to make the server execute arbitrary code.
Thanks to NGS Software for reporting this.

	Add needed STRICT marking to some contrib functions (Kris
Jurka)

	Avoid buffer overrun when plpgsql cursor declaration has too
many parameters (Neil)

	Fix planning error for FULL and RIGHT outer joins
The result of the join was mistakenly supposed to be sorted the same as the
left input.  This could not only deliver mis-sorted output to the user, but
in case of nested merge joins could give outright wrong answers.

	Fix display of negative intervals in SQL and GERMAN
datestyles





テキスト検索の制御



全文検索を実装するためには、文書からtsvectorを、そしてユーザの問い合わせからtsqueryを作成する関数が存在しなければなりません。また、結果を意味のある順で返す必要があります。そこで、問い合わせとの関連性で文書を比較する関数も必要になってきます。結果を体裁良く表示できることも重要です。PostgreSQL™はこれらすべての機能を提供しています。
  
文書のパース



PostgreSQL™は、文書をtsvectorデータ型に変換するto_tsvector関数を提供しています。
   
to_tsvector([ config regconfig, ] document text) returns tsvector
to_tsvectorは、テキスト文書をパースしてトークンにし、トークンを語彙素に変換、文書中の位置とともに語彙素をリストとして持つtsvectorを返します。文書は、指定したものか、あるいはデフォルトのテキスト検索設定にしたがって処理されます。単純な例を示します。


SELECT to_tsvector('english', 'a fat  cat sat on a mat - it ate a fat rats');
                  to_tsvector
-----------------------------------------------------
 'ate':9 'cat':3 'fat':2,11 'mat':7 'rat':12 'sat':4

   
上に示す例では、結果のtsvectorで、a、on、itという単語が含まれないこと、ratsという単語がratになっていること、句読点記号-が無視されていることがわかります。
   
to_tsvector関数は、文書をトークンに分解して、そのトークンに型を割り当てるパーサを内部的に呼び出しています。それぞれのトークンに対して辞書(「辞書」)のリストが検索されます。ここで、辞書のリストはトークンの型によって異なります。最初の辞書は、トークンを認識し、トークンを表現する一つ以上の正規化された語彙素を出力します。例えば、ある辞書はratsはratの複数形であることを認識しているので、ratsはratになります。
ある単語はストップワード(「ストップワード」)として認識されます。これは、あまりにも多く出現し検索の役に立たないため、無視されるものです。
先の例では、a、on、およびitがそれです。
もしリスト中の辞書のどれもがトークンを認識しなければ、そのトークンは無視されます。先の例では、句読点の-がそうです。なぜなら、実際にはそのトークン型(Space symbols)に対して辞書が割り当てられておらず、空白トークンは決してインデックス付けされないことを意味します。パーサ、辞書、そしてどのトークンがインデックス付けされるかという選択は、テキスト検索設定(「設定例」)によって決められます。同じデータベース中に多くの異なった設定を持つことができ、多くの言語用に定義済の設定が用意されています。先の例では、英語用として、デフォルトのenglish設定を使っています。
   
関数setweightを使ってtsvectorのエントリに与えられた重みのラベルを与えることができます。ここで重みは、A, B, C, Dのどれかの文字です。重みの典型的な使い方は、文書の各部分がどこから来たのかをマークすることです。たとえば、タイトルから来たのか、本文から来たのかなど。後でこの情報は検索結果のランキングに利用できます。
   
to_tsvector(NULL)はNULLを返すので、NULLになる可能性のある列に対してはcoalesceを使うことをお勧めします。構造化された文書からtsvectorを作るための推奨できる方法を示します。


UPDATE tt SET ti =
    setweight(to_tsvector(coalesce(title,'')), 'A')    ||
    setweight(to_tsvector(coalesce(keyword,'')), 'B')  ||
    setweight(to_tsvector(coalesce(abstract,'')), 'C') ||
    setweight(to_tsvector(coalesce(body,'')), 'D');


ここでは、完成したtsvectorの語彙素に対して、ラベル付けのためにsetweightを使っています。そして、tsvectorの連結演算子||を使って、ラベルづけされたtsvectorの値をマージします。(詳細は「文書の操作」を参照してください。)
   

問い合わせのパース



PostgreSQL™は、問い合わせをtsqueryに変換する関数to_tsquery、plainto_tsquery、phraseto_tsqueryを提供しています。
to_tsqueryは、plainto_tsqueryとphraseto_tsqueryのいずれよりも多くの機能を提供していますが、入力のチェックはより厳格です。
   
to_tsquery([ config regconfig, ] querytext text) returns tsquery
to_tsqueryは、querytextからtsqueryとしての値を生成します。
querytextは、tsquery演算子& (AND), | (OR)、! (NOT)、<-> (FOLLOWED BY)で区切られる単一のトークンから構成されなければなりません。
これらの演算子は括弧でグループ化できます。
言い換えると、to_tsqueryの入力は、「tsquery」で述べられている一般規則にしたがっていなければなりません。
違いは、基本的なtsqueryの入力はトークンの表面的な値を受け取るのに対し、to_tsqueryは指定した、あるいはデフォルトの設定を使ってトークンを語彙素へと正規化し、設定にしたがって、ストップワードであるようなトークンを破棄します。
例を示します。


SELECT to_tsquery('english', 'The & Fat & Rats');
  to_tsquery   
---------------
 'fat' & 'rat'


基本的なtsqueryの入力では、各々の語彙素に重みを付加することにより、同じ重みを持つtsvectorの語彙素のみに照合するようにすることができます。例を示します。


SELECT to_tsquery('english', 'Fat | Rats:AB');
    to_tsquery    
------------------
 'fat' | 'rat':AB


また、明示的な前方一致検索のため、*を語彙素に与えることもできます。


SELECT to_tsquery('supern:*A & star:A*B');
        to_tsquery        
--------------------------
 'supern':*A & 'star':*AB


このような語彙素は、与えられた文字列で始まるtsvector中のどんな単語にも照合するでしょう。
   
to_tsqueryは、単一引用符で囲まれた語句を受け付けることもできます。これは主に、設定の中にそういった語句を持つ同義語辞書を含んでいるときに有用です。以下の例では、ある同義語の中にsupernovae stars : snという規則が含まれています。


SELECT to_tsquery('''supernovae stars'' & !crab');
  to_tsquery
---------------
 'sn' & !'crab'


引用符がない場合は、to_tsqueryは、AND、ORあるいはFOLLOWED BY演算子で区切られていないトークンに対して構文エラーを引き起こします。
   
plainto_tsquery([ config regconfig, ] querytext text) returns tsquery
plainto_tsqueryは整形されていないテキストquerytextを、tsqueryの値に変換します。
テキストはパースされ、to_tsvectorとしてできる限り正規化されます。
そして、tsquery演算子& (AND) が存続した単語の間に挿入されます。
   
例：


SELECT plainto_tsquery('english', 'The Fat Rats');
 plainto_tsquery 
-----------------
 'fat' & 'rat'


plainto_tsqueryは、入力中のtsquery演算子も、重み付けラベルも、前方一致ラベルも認識しないことに注意してください。


SELECT plainto_tsquery('english', 'The Fat & Rats:C');
   plainto_tsquery   
---------------------
 'fat' & 'rat' & 'c'


ここでは、入力中のすべての句読点がスペース記号に変換された結果、破棄されています。
   
phraseto_tsquery([ config regconfig, ] querytext text) returns tsquery
phraseto_tsqueryはplainto_tsqueryとほぼ同じ動作をしますが、残った語の間に& (AND) 演算子ではなく、<-> (FOLLOWED BY) 演算子を挿入するところが違います。
また、ストップワードを単に無視するのでなく、<->演算子の代わりに<N>演算子を挿入することで、意味のあるものとします。
FOLLOWED BY演算子は、単にすべての語彙素が存在することだけでなく、語彙素の順序についても確認するため、この関数は語彙素の正確な順序について検索するときに役立ちます。
   
例を示します。


SELECT phraseto_tsquery('english', 'The Fat Rats');
 phraseto_tsquery
------------------
 'fat' <-> 'rat'


plainto_tsqueryと同じく、phraseto_tsquery関数もその入力内のtsquery演算子、重み付けラベル、前方一致ラベルを認識しません。


SELECT phraseto_tsquery('english', 'The Fat & Rats:C');
      phraseto_tsquery
-----------------------------
 'fat' <-> 'rat' <-> 'c'

   

検索結果のランキング



ランキングはある問い合わせに対して、どの程度文書が関連しているかを計測しようとするものです。合致している文書が多数あるとき、もっとも関連している文書が最初に表示されるようにするためです。
PostgreSQL™は、2つの定義済ランキング関数を提供しています。それらは、辞書情報、近接度情報、構造的情報を加味します。すなわち、問い合わせの用語がどの位の頻度で文書に出現するか、文書中でどの程度それらの用語が近接しているか、どの用語が含まれる文書部位がどの程度重要なのかを考慮します。
しかし、関連度という概念は曖昧で、用途に強く依存します。
異なる用途は、ランキングのために追加の情報を必要とするかも知れません。たとえば、文書の更新時刻など。
組み込みのランキング関数は例に過ぎません。
利用者の目的に応じて、自分用のランキング関数を作ったり、その結果を追加の情報と組み合わせることができます。
   
今のところ、二種類のランキング関数が利用可能です。

    
	       

       ts_rank([ weights float4[], ] vector tsvector, query tsquery [, normalization integer ]) returns float4
      
	それらの語彙素にマッチした頻度に基づくベクトルのランク。
       

	      

       ts_rank_cd([ weights float4[], ] vector tsvector, query tsquery [, normalization integer ]) returns float4
      
	この関数は、1999年の"Information Processing and Management"ジャーナルに掲載されたClarke, Cormack, Tudhopeの"Relevance Ranking for One to Three Term Queries"で述べられている方法で、与えられた文書ベクトルと問い合わせの被覆密度(cover density)ランクを計算します。
被覆密度は互いにマッチする語彙素の近接度を考慮に入れる点を除いてts_rankのランク付けと似ています。
       
この関数は、計算を実行するために語彙素の位置情報を必要とします。
ですから、tsvector内の「剥き出しの」語彙素は無視します。
入力に剥き出しでない語彙素がなければ、 結果は0です。
(strip関数とtsvector内の位置情報についてのより詳しい情報は「文書の操作」を参照してください。)
       





   
これらの関数では、単語がどの程度ラベル付けに依存するかを、単語ごとに指定する機能がweightsオプションパラメータによって提供されています。
重み配列で、それぞれのカテゴリの単語がどの程度重み付けするかを指定します。その順は以下のようになっています。


{D-weight, C-weight, B-weight, A-weight}


weightsを与えない場合は、次のデフォルト値が使われます。


{0.1, 0.2, 0.4, 1.0}


重みの典型的な使い方は、文書のタイトルやアブストラクトのような特定の場所にある単語をマーク付けするような使い方です。そうすることにより、文書の本体に比べてそこにある単語がより重要なのか、そうでないのか、扱いを変えることができます。
   
文書が長ければ、それだけ問い合わせ用語を含む確率が高くなるため、文書のサイズを考慮にいれることは理にかなっています。たとえば、5つの検索語を含む100語の文書は、たぶん5つの検索語を含む1000語の文書よりも関連性が高いでしょう。ランキング関数には、どちらも整数型の正規化オプションがあります。これは、文書の長さがランクに影響を与えるのかどうか、与えるとすればどの程度か、ということを指定します。この整数オプションは、いくつかの挙動を制御するので、ビットマスクになっています。複数の挙動を|で指定できます(例：2|4)。

    
	0(デフォルト):文書の長さを無視します
      

	1:ランクを(1 + log(文書の長さ))で割ります
      

	2:ランクを文書の長さで割ります
      

	4:ランクをエクステントの間の調和平均距離で割ります(これはts_rank_cdのみで実装されています)
      

	8: ランクを文書中の一意の単語の数で割ります
      

	16: ランクをlog(文書中の一意の単語の数)+1 で割ります
      

	32: ランクをランク自身+1 で割ります
      





2以上のフラグビットが指定された場合には、変換は上記に列挙された順に行われます。
   
これは重要なことですが、ランキング関数はグローバル情報を一切使わないので、時には必要になる1%から100%までの均一な正規化はできません。正規化オプション32(rank/(rank+1))を適用することにより、すべてのランクを0から1に分布させることができます。しかし、もちろんこれは表面的な変更に過ぎません。検索結果のならび順に影響を与えるものではありません。
   
マッチする順位の高い10位までを選ぶ例を示します。


SELECT title, ts_rank_cd(textsearch, query) AS rank
FROM apod, to_tsquery('neutrino|(dark & matter)') query
WHERE query @@ textsearch
ORDER BY rank DESC
LIMIT 10;
                     title                     |   rank
-----------------------------------------------+----------
 Neutrinos in the Sun                          |      3.1
 The Sudbury Neutrino Detector                 |      2.4
 A MACHO View of Galactic Dark Matter          |  2.01317
 Hot Gas and Dark Matter                       |  1.91171
 The Virgo Cluster: Hot Plasma and Dark Matter |  1.90953
 Rafting for Solar Neutrinos                   |      1.9
 NGC 4650A: Strange Galaxy and Dark Matter     |  1.85774
 Hot Gas and Dark Matter                       |   1.6123
 Ice Fishing for Cosmic Neutrinos              |      1.6
 Weak Lensing Distorts the Universe            | 0.818218


同じ例を正規化ランキングを使ったものを示します。


SELECT title, ts_rank_cd(textsearch, query, 32 /* rank/(rank+1) */ ) AS rank
FROM apod, to_tsquery('neutrino|(dark & matter)') query
WHERE  query @@ textsearch
ORDER BY rank DESC
LIMIT 10;
                     title                     |        rank
-----------------------------------------------+-------------------
 Neutrinos in the Sun                          | 0.756097569485493
 The Sudbury Neutrino Detector                 | 0.705882361190954
 A MACHO View of Galactic Dark Matter          | 0.668123210574724
 Hot Gas and Dark Matter                       |  0.65655958650282
 The Virgo Cluster: Hot Plasma and Dark Matter | 0.656301290640973
 Rafting for Solar Neutrinos                   | 0.655172410958162
 NGC 4650A: Strange Galaxy and Dark Matter     | 0.650072921219637
 Hot Gas and Dark Matter                       | 0.617195790024749
 Ice Fishing for Cosmic Neutrinos              | 0.615384618911517
 Weak Lensing Distorts the Universe            | 0.450010798361481

   
ランキングは、I/Oに結び付けられていて遅い可能性のある、一致する各文書のtsvectorへのアクセスが必要なので、高価な処理であるかもしれません。
不幸なことに、実際の問い合わせでは往々にして大量の検索結果が生じるため、これはほとんど不可避であると言えます。
   

結果の強調



検索結果を表示する際には、文書の該当部分を表示し、どの程度問い合わせと関連しているかを示すのが望ましいです。PostgreSQL™はこの機能を実装したts_headline関数を提供しています。
   
ts_headline([ config regconfig, ] document text, query tsquery [, options text ]) returns text
ts_headlineは、問い合わせと一緒に文書を受け取り、問い合わせが注目した文書中の語句を抜粋して返します。文書をパースするのに使われる設定をconfigで指定することができます。configが省略された場合は、default_text_search_config設定が使われます。
   
options文字列を指定する場合は、一つ以上のoption=valueのペアをカンマで区切ったものでなければなりません。

    
	StartSel, StopSel: 文書中に現れる問い合わせ単語を区切るこの文字列は、他の抜粋される単語と区別されます。これらの文字列が空白やカンマを含んでいる場合は、二重引用符で囲う必要があります。
      

	MaxWords, MinWords: この数字を使って見出しの最大の長さと最小の長さを指定します。
      

	ShortWord: この長さか、それ以下の長さの単語は、見出しの最初と最後から削除されます。デフォルト値の3は、常用される英語の冠詞を取り除きます。
      

	HighlightAll: 論理値フラグ; trueなら文書全体が見出しの様にハイライトされ、前の3つのパラメータは無視されます。
      

	MaxFragments:表示するテキスト引用句、もしくは断片の最大数です。デフォルト値の0は断片化を起こさない見出しの生成の選択となります。0より大きい場合は断片化を基本とした見出しの生成の選択となります。この方法は、可能な限り多くの検索単語でテキスト断片を探し出し、検索単語周辺のそれらのテキスト断片を広げます。結果として、検索単語が各断片の中央部分近くに位置し、両端に単語を持つことになります。各断片は最大でMaxWordsと同数の単語を持ち、ShortWordより少ないサイズの単語を断片の両端に持ちません。もし全ての検索単語を文書から見つけられなかった場合は、文書中の最初のMinWords分の単語数から成る一つの断片が表示されるでしょう。
      

	FragmentDelimiter: 複数の断片が表示される時、その断片はこの文字で区切られます。
      





指定されなかったオプションの値は以下のデフォルトになります。


StartSel=<b>, StopSel=</b>,
MaxWords=35, MinWords=15, ShortWord=3, HighlightAll=FALSE,
MaxFragments=0, FragmentDelimiter=" ... "

   
例を示します。


SELECT ts_headline('english',
  'The most common type of search
is to find all documents containing given query terms
and return them in order of their similarity to the
query.',
  to_tsquery('query & similarity'));
                        ts_headline                         
------------------------------------------------------------
 containing given <b>query</b> terms
 and return them in order of their <b>similarity</b> to the
 <b>query</b>.

SELECT ts_headline('english',
  'The most common type of search
is to find all documents containing given query terms
and return them in order of their similarity to the
query.',
  to_tsquery('query & similarity'),
  'StartSel = <, StopSel = >');
                      ts_headline                      
-------------------------------------------------------
 containing given <query> terms
 and return them in order of their <similarity> to the
 <query>.

   
ts_headlineは、tsvectorの要約ではなく、元の文書を使います。ですので遅い可能性があり、注意深く使用する必要があります。よくある間違いは、たった10個の文書を表示しようとしているのに、すべての合致した文書にts_headlineを適用することです。SQLの副問い合わせがこのときに役に立ちます。例を示します。


SELECT id, ts_headline(body, q), rank
FROM (SELECT id, body, q, ts_rank_cd(ti, q) AS rank
      FROM apod, to_tsquery('stars') q
      WHERE ti @@ q
      ORDER BY rank DESC
      LIMIT 10) AS foo;

   


スレッド化プログラムの振舞い



デフォルトでlibpqは再入可能、かつ、スレッドセーフです。
アプリケーションコードをコンパイルする時にコンパイラの特殊なコマンドラインオプションを使う必要があるかもしれません。
スレッドを有効にしたアプリケーションの構築方法についての情報は、使用するシステムの文書を参照してください。
また、PTHREAD_CFLAGSとPTHREAD_LIBSに関してsrc/Makefile.globalも一読してください。
以下の関数により、libpqのスレッドセーフ状態を確認することができます。
  
	     PQisthreadsafe
     
    
	libpqライブラリのスレッドセーフ状態を返します。

int PQisthreadsafe();

     
libpqがスレッドセーフの場合1が、さもなくば0が返ります。
     



スレッドに関する1つの制限として、異なるスレッドから同時に同一のPGconnオブジェクトを操作することはできません。
具体的には、異なるスレッドから同一接続オブジェクトを介してコマンドを同時に発行することができません。
(コマンドの同時実行が必要な場合、接続を複数使用してください。)
  
PGresultオブジェクトは生成後、読み込み専用であり、そのためスレッド間で自由に渡すことができます。
しかし「雑多な関数」や「イベントシステム」で説明するPGresultを変更する関数のいずれかを使用している場合、同一のPGresultに対する同時操作を防ぐことも、作成者の責任です。
  
非推奨の関数、PQrequestCancelやPQoidStatusはスレッドセーフではありませんので、マルチスレッドプログラムでは使用してはなりません。
PQrequestCancelはPQcancelに、PQoidStatusはPQoidValueに置き換えることができます。
  
(libpqの内部に加えて)アプリケーション中でKerberosを利用している場合、Kerberos関数はスレッドセーフではありませんのでKerberos呼び出しの前後をロックする必要があるでしょう。
libpqとアプリケーション間のロック処理を協調させる方法としてlibpqのソースコードのPQregisterThreadLock関数を参照してください。
  
スレッドアプリケーションで問題が起きた場合、src/tools/thread内のプログラムを実行して、プラットフォームがスレッドセーフではない関数を持っていないかどうか確認してください。
このプログラムはconfigureより実行されますが、バイナリ配布物の場合は、バイナリ構築時のライブラリとシステムのライブラリが一致しない可能性があります。
  

パート VII. 内部情報




ここでは、PostgreSQL™開発者が使用できる情報を分類して説明します。
   



名前
CREATE INDEX — 新しいインデックスを定義する
  

概要
CREATE [ UNIQUE ] INDEX [ CONCURRENTLY ] [ [ IF NOT EXISTS ] name ] ON table_name [ USING method ]
    ( { column_name | ( expression ) } [ COLLATE collation ] [ opclass ] [ ASC | DESC ] [ NULLS { FIRST | LAST } ] [, ...] )
    [ WITH ( storage_parameter = value [, ... ] ) ]
    [ TABLESPACE tablespace_name ]
    [ WHERE predicate ]

説明
CREATE INDEXは、指定したリレーションの指定した列(複数可)に対するインデックスを作ります。
リレーションとしてテーブルまたはマテリアライズドビューを取ることができます。
インデックスは主にデータベースの性能を向上するために使われます
（しかし、インデックスの不適切な使用は性能の低下につながる可能性があります）。
  
インデックスのキーフィールドは、列名、または括弧に囲まれた式として指定されます。
インデックスメソッドが複数列に対するインデックスをサポートする場合は、複数のフィールドを指定できます。
  
インデックスのフィールドとして、テーブル行の1つ以上の列の値から計算する式を指定できます。
この機能は、元のデータに何らかの変換を加えた値を基とするデータへの高速なアクセスを行う手段として使用することができます。
例えば、upper(col)という計算に基づくインデックスがあれば、WHERE upper(col) = 'JIM'という句ではインデックスを使用することができます。
  
PostgreSQLはB-tree、ハッシュ、GiST、SP-GiST、GIN、BRINのインデックスメソッドを用意しています。
ユーザが独自にインデックスメソッドを定義することもできますが、これはかなり複雑です。
  
WHERE句が存在する場合、部分インデックスが作成されます。
部分インデックスは、テーブルの一部、通常は、テーブルの中でよりインデックスが有用な部分のみのエントリを持つインデックスです。
例えば、請求済みの注文と未請求の注文を情報として持つテーブルがあり、テーブル全体における未請求の注文の割合が小さく、かつ、頻繁に使用される場合、未請求の注文のみにインデックスを作成することで性能を向上できます。
部分インデックスのその他の利用方法として、UNIQUE付きのWHEREを使用して、テーブルの部分集合に一意性を強制する例が考えられます。
詳細は「部分インデックス」を参照してください。
  
WHERE句内の式では、元となるテーブルの列のみを参照できます。
しかし、インデックスを付加する列だけではなく、全ての列を使用することができます。
また、現在、副問い合わせと集約式については、WHEREで使用することができません。
同一の制限は、式で表されたインデックスのフィールドにも適用されます。
  
インデックスの定義で使用される全ての関数と演算子は、「不変」（immutable）でなければなりません。
つまり、結果は入力引数にのみに依存し、（他のテーブルの内容や現時刻などの）外部からの影響を受けてはなりません。
この制限によって、インデックスの動作が十分定義されていることが保証されます。
インデックス式やWHERE句にユーザ定義の関数を使用する場合、関数を作成する際、IMMUTABLE（不変）オプションを付けることを忘れないでください。
  

パラメータ
	UNIQUE
	インデックスを（既にデータがある状態で）作成する時、およびテーブルにデータを追加する時に、テーブル内の値が重複していないかを検査します。
重複エントリを生じるデータの挿入または更新はエラーとなります。
       

	CONCURRENTLY
	このオプションを使用すると、PostgreSQL™は、対象テーブルに対する同時挿入、更新、削除を防止するようなロックを獲得せずにインデックスを作成します。
通常のインデックス作成処理では、完了するまで対象テーブルへの書き込みはできません（読み取りは可能です）。
このオプションを使用する際に注意しなければならない点が複数あります。
インデックスの同時作成を参照してください。
       

	IF NOT EXISTS
	同じ名前のリレーションが既に存在している場合にエラーとしません。
この場合、注意が発行されます。
既存のインデックスが、作成されようとしていたものと類似のものである保証は全くないことに注意してください。
IF NOT EXISTSを指定する場合はインデックス名が必須です。
       

	name
	作成するインデックスの名前です。
この名前には、スキーマ名を含めることはできません。
インデックスは、常にその親テーブルと同じスキーマに作成されます。
この名前を省略すると、PostgreSQL™はその親テーブルの名前とインデックス付けされる列名に基づいた適切な名前を選びます。
       

	table_name
	インデックスを作成するテーブルの名前です（スキーマ修飾名の場合もあります）。
       

	method
	使用するインデックスメソッドの名前です。
btree、hash、gist、spgist、gin、brinから選択します。
デフォルトのメソッドはbtreeです。
       

	column_name
	テーブルの列の名前です。
       

	expression
	テーブル上の1つ以上の列を使用した式です。
通常この式は、構文で示した通り括弧で囲む必要があります。
しかし、式が関数呼び出し形式になっている場合は括弧を省略することができます。
       

	collation
	インデックスで使用する照合順序の名前です。
デフォルトではインデックスはインデックス付け対象の列で宣言された照合順序またはインデックス付け対象の式の結果の照合順序を使用します。
デフォルト以外の照合順序を使用する式を含む問い合わせで、デフォルト以外の照合順序を持つインデックスが有用になるかもしれません。
       

	opclass
	演算子クラスの名前です。詳細は下記を参照してください。
       

	ASC
	正方向のソート順を指定します(これがデフォルトです)。
       

	DESC
	逆方向のソート順を指定します。
       

	NULLS FIRST
	NULLを非NULLより前にソートすることを指定します。
これはDESCが指定された場合のデフォルトです。
       

	NULLS LAST
	NULLを非NULLより後にソートすることを指定します。
これはDESCが指定されない場合のデフォルトです。
       

	storage_parameter
	インデックスメソッド固有の格納パラメータの名前です。
インデックス格納パラメータを参照してください。
       

	tablespace_name
	インデックスを生成するテーブル空間です。
指定されなかった場合、default_tablespace、もし一時テーブル上のインデックスであれば、temp_tablespacesが考慮されます。
       

	predicate
	部分インデックス用の制約式です。
       



インデックス格納パラメータ
WITH句を使うと、インデックスの格納パラメータを指定できます。
インデックスメソッドはそれぞれ固有の設定可能な格納パラメータを持ちます。
B-tree、ハッシュ、GiSTおよびSP-GiSTといったインデックスはすべて次のパラメータを受け付けます。
   
	fillfactor
	インデックス用のフィルファクタは割合（パーセント）で、インデックスメソッドがインデックスページをまとめ上げる時にどの程度ページを使用するかを決定するものです。
B-treeでは、リーフページは初期インデックス構築時と右側（新しい最大キー値を追加する方向）にインデックスを拡張する時にこの割合分までページを使用します。
その後ページすべてが完全に使用されると分割され、インデックスの効果が徐々に劣化します。
B-treeのデフォルトのフィルファクタは90ですが、10から100までの任意の整数値を設定することができます。
テーブルが静的な場合、100が最善でインデックスの物理サイズを最小化できます。
更新が非常に多い場合は、ページ分割の頻度を少なくするために、より小さなフィルファクタを設定する方が良いです。
この他のインデックスメソッドでは、フィルファクタを異なる意味で使用しますが、おおよそは同じです。
メソッドによってフィルファクタのデフォルト値は異なります。
     



GiSTインデックスではさらに以下のパラメータを受け付けます。
   
	buffering
	「バッファ付きGiST構築」で説明するバッファリング構築技術をインデックスを構築する時に使用するかどうかを決定します。
OFFで無効に、ONで有効になります。
またAUTOと指定すると、最初は無効ですが、
インデックスサイズがeffective_cache_sizeに達した後はその場で有効になります。
デフォルトはAUTOです。
    



GINインデックスでは以下の異なるパラメータを受け付けます。
   
	fastupdate
	この設定は「GIN高速更新手法」で説明する高速更新技法を使用するかどうかを制御します。
これは論理値パラメータであり、ONは高速更新を有効に、OFFは無効にします。
（「パラメータの設定」の説明のように、ONやOFFと異なる記載も可能です。）
デフォルトはONです。
    
注記
ALTER INDEXを使用してfastupdateを無効にすることにより、以後の挿入は待機中のインデックス項目リストに入らないようになります。
しかし、このコマンド自体はこれまでの項目を吐き出しません。
確実に待機中のリストを空にするためには、続いてテーブルをVACUUMするか、gin_clean_pending_list関数を呼び出すのが良いでしょう。
     




	gin_pending_list_limit
	gin_pending_list_limitのカスタムパラメータです。
値はキロバイト単位で指定します。
    



BRINインデックスは別のパラメータを受け入れます。
   
	pages_per_range
	BRINインデックスの各エントリについて1つのブロックレンジを構成するテーブルブロックの数を定義します（詳しくは「はじめに」参照）。
デフォルトは128です。
    




インデックスの同時作成
インデックスの作成が、通常のデータベース操作に影響を与えることがあります。
通常PostgreSQL™は、対象テーブルに対する書き込みをロックしてから、対象テーブル全体のインデックス作成を一度のスキャンで行います。
他のトランザクションはテーブルを読み取ることはできますが、対象テーブル内の行を挿入、更新、削除しようとすると、インデックス作成が完了するまでブロックされます。
実行中の運用状態のデータベースシステムの場合、これは重大な影響を与える可能性があります。
非常に大規模なテーブルに対するインデックス作成は何時間もかかることがあり得ます。
また小規模なテーブルであっても、インデックス作成により、運用状態のシステムとしては受け入れられないほど長い時間、書き込みロックがかかる可能性があります。
   
PostgreSQL™は書き込みをロックしないインデックス作成もサポートしています。
CREATE INDEXにCONCURRENTLYオプションをつけることでこの方式が行われます。
このオプションを使うと、PostgreSQL™はテーブルを2回スキャンしなければなりません。
さらに、潜在的にそのインデックスを更新または使用する可能性がある、実行中のすべてのトランザクションが終わるまで待機しなければなりません。
したがって、この方式は通常の方式よりも総作業時間がかかり、また、完了するまでの時間が非常に長くなります。
しかし、インデックス作成中に通常の操作を行い続けることができますので、この方式は運用環境での新規インデックス作成に有用です。
もちろん、インデックス作成によりCPUや入出力に余分に負荷がかかりますので、他の操作が低速になる可能性があります。
   
同時実行インデックス構築では実際には、1つのトランザクションでシステムカタログに登録され、さらに2つのトランザクションで２つのテーブルスキャンが起こります。
各テーブルスキャンの前に、インデックス構築はテーブルを修正した実行中のトランザクションが終了するのを待たなければなりません。
2回目のスキャンの後、インデックス構築は2回目のスキャンより前のスナップショット（13章同時実行制御参照）を持つすべてのトランザクションが終了するのを待たなければなりません。
その後でようやく、インデックスは利用可能であると印が付けられ、CREATE INDEXコマンドが終了します。
しかし、それでもインデックスは問い合わせに対して即座に利用可能であるとは限りません。
最悪の場合、インデックス構築開始前のトランザクションが存在する間は利用できません。
   
たとえばデッドロックや一意性インデックスにおける一意性違反など、テーブルスキャン中に問題が発生すると、CREATE INDEXは失敗しますが、「無効な」インデックスが残ってしまいます。
こうしたインデックスは完全ではない可能性がありますので、問い合わせの際には無視されます。
しかし、更新時にオーバーヘッドがかかります。
psqlの\dコマンドでは、こうしたインデックスをINVALIDとして報告します。


postgres=# \d tab
       Table "public.tab"
 Column |  Type   | Modifiers 
--------+---------+-----------
 col    | integer | 
Indexes:
    "idx" btree (col) INVALID


こうした場合の推奨復旧方法は、インデックスを削除し、再度CREATE INDEX CONCURRENTLYを実行することです。
（他にもREINDEXを使用したインデックスの再作成という方法もあります。
しかし、REINDEXは同時作成をサポートしていませんので、この方法は魅力がありません。）
   
この他に一意性インデックスを同時作成する場合の注意事項があります。
2回目のテーブルスキャンが始まる時点で、他のトランザクションに対する一意性制約が既に有効になっているという点です。
これは、インデックスが使用できるようになる前やインデックス作成が最終的に失敗したとしても、制約違反が他のトランザクションで報告されてしまうことを意味します。
また、2回目のスキャン中に失敗した後も、「無効な」インデックスによる一意性制約は強制され続けます。
   
式インデックスや部分インデックスの同時作成もサポートされています。
式の評価中にエラーが発生した場合も、上で説明した一意性制約違反と同様な状況が発生します。
   
同一テーブルに対する通常のインデックス作成処理は複数並行して行うことができます。
しかし、あるテーブルに対するインデックスの同時作成は一度に1つしか行うことができません。
また、どの場合でもインデックス作成中はテーブルスキーマの変更はできません。
この他に、通常のCREATE INDEXコマンドはトランザクションブロック内で実行させることができますが、CREATE INDEX CONCURRENTLYは実行させることができないという相違点があります。
   


注釈
インデックスが、どのような時に使用され、どのような時に使用されないか、また、どのような場合に有用かといった情報については11章インデックスを参照してください。
  
注意
ハッシュインデックス操作は現在WALに記録されません。
このためハッシュインデックスは、データベースがクラッシュした後、書き込みが済んでいない変更があれば、REINDEXを用いて再構築しなければならない可能性があります。
また、ハッシュインデックスの変更は最初のベースバックアップ以降のストリーミングまたはファイルベースのレプリケーションでは複製されません。
ですので、その後にそのインデックスを使用する問い合わせに対して間違った答えが返ります。
またハッシュインデックスはポイントインタイムリカバリのときに適切にリストアされません。
このような理由から現在ハッシュインデックスの使用を勧めません。
   

    
現在は、B-tree、GiST、GIN、BRINインデックスメソッドのみが、複数列に対するインデックスをサポートしています。
指定できる列は、デフォルトでは32個までです（この制限はPostgreSQL™のコンパイル時に変更できます）。
現在、B-treeのみが一意性インデックスをサポートしています。
  
演算子クラスは、インデックスのそれぞれの列に指定することができます。
演算子クラスは、その列のインデックスが使う演算子を識別します。
例えば、4バイト整数に対するB-treeインデックスには、int4_opsクラスを使います。
この演算子クラスには、4バイト整数の比較関数が含まれています。
実際の使用では、通常、列のデータ型のデフォルト演算子クラスで十分です。
演算子クラスを保持する主な理由は、データ型の中には有意な順序を2つ以上持つものがあるかもしれないからです。
例えば、複素数のソートで絶対値または実数部のどちらかを使いたい場合がありえます。
これを実現するには、データ型として2つの演算子クラスを定義し、インデックスを作る時に適切なクラスを選択します。
演算子クラスについての詳細は、「演算子クラスと演算子族」と「インデックス拡張機能へのインタフェース」を参照してください。
  
順序付きスキャンをサポートするインデックスメソッド（現時点ではB-Treeのみ）では、ASC、DESC、NULLS FIRST、NULLS LAST句(省略可能)をオプションで指定し、インデックスのソート順を変更することができます。
順序付きインデックスは正方向にも逆方向にもスキャンすることができますので、単一列に対するDESCインデックスは通常は有用ではありません。
このソート順序はすでに通常のインデックスを使用して実現できます。
これらのオプションの価値は、SELECT ... ORDER BY x ASC, y DESCなどの順序指定が混在する問い合わせによって要求されるソート順に一致する、複数列に対するインデックスを作成できる点です。
NULLSオプションは、インデックスに基づいた問い合わせにおいてソート処理を省略するために「NULLのソート順を低くする」動作をサポートする必要がある場合に有用です。
デフォルトの動作は「NULLのソート順を高くする」です。
  
ほとんどのインデックスメソッドにおいて、インデックス作成速度はmaintenance_work_memの設定に依存します。
より大きな値を設定すると、インデックス作成に必要となる時間が短縮されます。
ただし、実際に使用できるメモリ量を超えるほど大きくすると、マシンがスワップ状態になり、遅くなります。
  
インデックスを削除するには、DROP INDEX(7)を使用してください。
  
以前のPostgreSQL™にはR-treeインデックスメソッドがありました。
GiSTメソッドに比べて大きな利点がありませんでしたので、このメソッドは削除されました。
古いデータベースからGiSTへの変換を簡単にするため、USING rtreeが指定された場合、CREATE INDEXはUSING gistと解釈します。
  

例
テーブルfilmsの列titleにB-treeインデックスを作成します。

CREATE UNIQUE INDEX title_idx ON films (title);

  
大文字小文字を区別しない検索が効率的になるように、式lower(title)に対してインデックスを作成します。

CREATE INDEX ON films ((lower(title)));

(この例では、インデックス名を省略することを選びました。
このためシステムがfilms_lower_idxなどという名前を選ぶことになります。)
  
デフォルト以外の照合順序でインデックスを作成します。

CREATE INDEX title_idx_german ON films (title COLLATE "de_DE");

  
デフォルトと異なるNULLのソート順を指定したインデックスを作成します。

CREATE INDEX title_idx_nulls_low ON films (title NULLS FIRST);

  
デフォルトと異なるフィルファクタを持つインデックスを作成します。

CREATE UNIQUE INDEX title_idx ON films (title) WITH (fillfactor = 70);

  
高速更新を無効にしてGINインデックスを作成します。

CREATE INDEX gin_idx ON documents_table USING GIN (locations) WITH (fastupdate = off);

  
テーブルfilms上の列codeに対するインデックスを作成します。
また、このインデックスをテーブル空間indexspace内に生成します。

CREATE INDEX code_idx ON films (code) TABLESPACE indexspace;

  
変換関数の結果に対するbox操作を効率的に使用できるようにpoint属性にGiSTインデックスを作成します。

CREATE INDEX pointloc
    ON points USING gist (box(location,location));
SELECT * FROM points
    WHERE box(location,location) && '(0,0),(1,1)'::box;

  
対象テーブルへの書き込みをロックせずにインデックスを作成します。

CREATE INDEX CONCURRENTLY sales_quantity_index ON sales_table (quantity);

互換性
CREATE INDEXはPostgreSQL™の拡張です。
標準SQLにはインデックスについての規定はありません。
  

関連項目
ALTER INDEX(7), DROP INDEX(7)

PL/Python関数



PL/Pythonで作成された関数は標準的なCREATE FUNCTION(7)構文で宣言されます。


CREATE FUNCTION funcname (argument-list)
  RETURNS return-type
AS $$
  # PL/Python function body
$$ LANGUAGE plpythonu;

  
関数本体は単なるPythonスクリプトです。
関数が呼び出されると、引数はargs[]リストの要素として渡されます。
名前付きの引数も通常の変数としてPythonスクリプトに渡されます。
通常、名前付き引数の方が可読性が高くなります。
結果は、Pythonコードから通常の方法、returnまたはyield（結果セット文の場合）で返されるものです。
戻り値を提供しない場合、PythonはデフォルトのNoneを返します。
PL/PythonはPythonのNoneをSQLのNULL値に変換します。
  
たとえば、2つの整数の内大きな数を返す関数は以下のように定義することができます。


CREATE FUNCTION pymax (a integer, b integer)
  RETURNS integer
AS $$
  if a > b:
    return a
  return b
$$ LANGUAGE plpythonu;


関数定義の本体として提供されたPythonのコードはPythonの関数に変換されます。
例えば上の例は以下のようになります。


def __plpython_procedure_pymax_23456():
  if a > b:
    return a
  return b


ここで、23456はPostgreSQL™により割り当てられたこの関数のOIDです。
  
引数はグローバル変数として設定されます。
Pythonのスコープ規則のため、これは、ブロック内でグローバルとして再宣言されていない限り、関数内で引数変数に変数名自身を含む式の値として再代入できないという難解な結果をもたらします。
例えば以下は動作しません。


CREATE FUNCTION pystrip(x text)
  RETURNS text
AS $$
  x = x.strip()  # error
  return x
$$ LANGUAGE plpythonu;

xへの代入は、xをブロック全体に対するローカル変数にしようとし、そして、代入の右辺のxがPL/Pythonの関数パラメータではなく、まだ割り当てられていないローカル変数xを参照するためです。
global文を使用することで、動作するようになります。

CREATE FUNCTION pystrip(x text)
  RETURNS text
AS $$
  global x
  x = x.strip()  # ok now
  return x
$$ LANGUAGE plpythonu;

しかし、PL/Pythonのこうした詳細な実装に依存しないようにすることを勧めます。
関数パラメータは読み取りのみとして扱うことを勧めます。
  

第15章 パラレルクエリ



PostgreSQL™は、クエリの応答をより速くするために、複数のCPUを活用するクエリプランを生成することができます。
この機能は、パラレルクエリとして知られています。
多くのクエリはパラレルクエリの恩恵にあずかることができません。
その理由は、現在の実装の制限によるもの、あるいは直列にクエリを実行するよりも速いと思われるクエリプランが存在しないため、のどちらかです。
しかし、パラレルクエリの恩恵にあずかることのできるクエリでは、パラレルクエリによる高速化は、しばしばかなりのものとなります。
多くのクエリではパラレルクエリを使用すると2倍以上速くなり、中には4倍かそれ以上に速くなるものもあります。
大量のデータにアクセスするが、返却する行が少ないクエリが典型的には最大の恩恵にあずかります。
この章では、パラレルクエリの利用を希望しているユーザが、そこから何が期待できるのかを理解できるようにするために、パラレルクエリの動作の詳細と、どのような状況でユーザがパラレルクエリを使用できるのか説明します。
  
パラレルクエリはどのように動くのか



あるクエリの最速の実行戦略がパラレルクエリであるとオプティマイザが決定すると、Gather ノードを含むクエリプランを作成します。
単純な例を示します。

EXPLAIN SELECT * FROM pgbench_accounts WHERE filler LIKE '%x%';
                                     QUERY PLAN                                      
-------------------------------------------------------------------------------------
 Gather  (cost=1000.00..217018.43 rows=1 width=97)
   Workers Planned: 2
   ->  Parallel Seq Scan on pgbench_accounts  (cost=0.00..216018.33 rows=1 width=97)
         Filter: (filler ~~ '%x%'::text)
(4 rows)

   
どの場合でも、Gatherノードは正確に一つの子ノードを持ちます。
子プランは、プランの中で並列に実行される部分です。
Gatherノードがプランツリーの中で最上位にある場合は、クエリ全体が並列に実行されます。
Gatherノードがプランツリーの他の部分にある場合は、その部分だけが並列に実行されます。
上の例では、クエリはただ一つのテーブルにアクセスするので、Gatherノード自身以外では、たった一つのプランノードだけが存在します。
そのプランノードはGatherノードの子ノードなので、並列に実行されます。
   
EXPLAINを使って、プランナが選択したワーカーの数を見ることができます。
クエリの実行中にGatherノードに到達すると、ユーザのセッションに対応しているプロセスは、プランナが選択したワーカーと同じ数のバックグラウンドワーカープロセスを要求します。
ある時点で存在できるバックグラウンドワーカーの数は、max_worker_processesによって制限されるので、あるパラレルクエリが、プラン時よりも少ない数のワーカープロセスによって実行されたり、まったくワーカープロセスなしに実行されることがあり得ます。
最適なプランは利用可能なワーカーの数に依存することもあるので、これは低い性能をもたらす結果になるかもしれません。
これがしばしば起こるようなら、max_worker_processesを増やしてより多くのワーカーが同時に実行できるようにするか、 max_parallel_workers_per_gatherを減らして、プランナがより少ない数のワーカーを要求するようにすることを考慮してください。
   
与えられたパラレルクエリから起動されたすべてのバックグラウンドワーカープロセスは、Gatherノードの子孫であるプランの一部を実行します。
リーダーはそうしたプランの部分を実行するだけでなく、追加の任務が与えられます。
ワーカーが生成したすべてのタプルを読み込まなけれななりません。
プラン中のパラレル部分が少数のタプルを生成する場合は、リーダーは追加のワーカーとほぼ同じように振る舞い、クエリの実行を高速化します。
反対にプラン中のパラレル部分が大量のタプルを生成する場合は、リーダーはワーカーが生成したタプルの読み込みと、Gatherノードより上位のプランノードが要求する追加の処理ステップに忙殺されるかもしれません。
そのような場合は、リーダーはプランの並列実行部分のごく一部しか処理しません。
   


リリース8.0.23



リリース日
2009-12-14

このリリースは8.0.22に対し、各種の不具合を修正したものです。
8.0メジャーリリースにおける新機能については「リリース8.0」を参照してください。
  
バージョン8.0.23への移行



8.0.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし8.0.22以前のバージョンからアップデートする場合は「リリース8.0.22」を参照してください。
   

変更点



	セッション固有の状態を変更するインデックス関数により引き起こされる間接的なセキュリティ脅威から保護します。(Gurjeet Singh, Tom)
     
この変更により不変インデックス関数がスーパーユーザのセッションを破壊する可能性(CVE-2009-4136)を防ぎます。
     

	ヌルバイトが埋め込まれたコモンネーム（CN）フィールドをもつSSL証明書を拒絶します。(Magnus)
     
これは、SSL検証においてサーバまたはクライアント名に対する証明書が不正に一致しないようにします。(CVE-2009-4034)
     

	バックエンド起動時のキャッシュ初期化の間でクラッシュする可能性を修正しました。(Tom)
     

	安全ではない時点でのVACUUMを中断するシグナルを防止します。 (Alvaro)
     
この修正により、VACUUM FULLがすでにタプルの移動をコミットした後にキャンセルされた場合のパニックや、通常のVACUUMがテーブルを切り詰めた後に割り込みを受けた場合の一時的なエラーを防止します。
     

	ハッシュテーブルサイズの計算における整数オーバーフローによるクラッシュの可能性を修正しました。(Tom)
     
これは、ハッシュ結合の結果のプランナの推定サイズが極端に大きい場合に発生することがありました。
     

	inet/cidrの比較における非常にまれなクラッシュを修正しました。 (Chris Mikkelson)
     

	副トランザクション内でアクセスされるカーソルで使用される一時ファイルの早すぎる削除を修正しました。 (Heikki)
     

	PAMパスワード処理をより堅牢に修正しました。(Tom)
     
以前のコードでは、Linuxのpam_krb5 PAMモジュールとドメインコントローラとしてのMicrosoft Active Directoryを組み合わせると失敗することが知られていました。
PAMスタックに渡される引数に関する正当ではない仮定を作成することであるため、どこかで問題になるかもしれません。
     

	PL/Pythonの例外処理におけるまれなクラッシュを修正しました。(Peter)
     

	psqlのflexモジュールが正しいシステムヘッダファイルを使用してコンパイルされることを確実にしました。(Tom)
     
これは、--enable-largefileが生成されたコード内に非互換の変更を引き起こすプラットフォームにおける構築失敗を修正します。
     

	今後のバージョンのlibpqとの互換性を高めるために、postmasterが接続要求パケットにおけるapplication_nameパラメータをすべて無視するようにしました。(Tom)
     

	時間帯データファイルをtzdata release 2009sまで更新しました。
南極、アルゼンチン、バングラデシュ、フィジー、ノヴォクズネツク、パキスタン、パレスチナ、サモア、シリアにおける夏時間規則の変更、および香港に関する歴史的な修正が含まれます。
     






名前
CLUSTER — インデックスに従ってテーブルをクラスタ化する

概要
CLUSTER [VERBOSE] table_name [ USING index_name ]
CLUSTER [VERBOSE]

説明
CLUSTERは、index_nameで指定されたインデックスに基づき、table_nameで指定されたテーブルをクラスタ化するように、PostgreSQL™に指示します。
このインデックスは前もってtable_name上に定義されていなければなりません。
  
テーブルがクラスタ化されると、それぞれのテーブルはインデックス情報に基づいて物理的に並べ直されます。
クラスタ化は、1回限りの操作です。
クラスタ化後にテーブルが更新されても、その変更はクラスタ化されません。
つまり、新規に追加された行や更新された行は、インデックス順には保管されません。
（インデックス順に保管したい場合は、コマンドを再度入力し、定期的に再クラスタ化を行います。
また、更新される行は十分な領域が利用可能ならば同一ページ内に保持されますので、テーブルのfillfactor格納パラメータを100%より小さく設定することで、更新処理中のクラスタ順序付けを保護するのに役に立ちます。）
  
テーブルがクラスタ化されると、PostgreSQL™はクラスタ化に使用されたインデックスを記録します。
CLUSTER table_nameという構文によって、以前と同じインデックスを使用してテーブルを再クラスタ化します。
またALTER TABLE(7)のCLUSTERもしくはSET WITHOUT CLUSTER構文を使用して、将来のクラスタ化操作で使用するインデックスを設定したり、過去の設定を取り消すことができます。
  
パラメータを指定しないでCLUSTERを実行した場合、現在のデータベース内の以前にクラスタ化されたテーブルのうち、呼び出したユーザが所有する全てのテーブルを（スーパーユーザが実行する場合は全てのテーブルを）再クラスタ化します。
このパラメータを指定しないCLUSTERを、トランザクションブロック内で実行することはできません。
  
クラスタ化を行っているテーブルでは、ACCESS EXCLUSIVEロックが獲得されています。
これにより、CLUSTERが終わるまで、そのテーブルに対するデータベース操作（読み書き両方）はできません。
  

パラメータ
	table_name
	テーブルの名前です（スキーマ修飾名も可）。
     

	index_name
	インデックスの名前です。
     

	VERBOSE
	各テーブルのクラスタ化を行う時に進行状況報告を出力します。
     




注釈
テーブル内の個々の行にランダムにアクセスする場合、テーブル内のデータの順序は重要でありません。
しかし、テーブル内の特定のデータにアクセスが集中していて、それらのデータをひとまとめにしているインデックスが存在する時は、CLUSTERによる利益を享受できます。
テーブルからインデックスの値の範囲や、一致する複数の行を保有する1つのインデックスの値を要求する場合、CLUSTERが役に立ちます。
一度インデックスが一致する最初の行に対するテーブルページを認識すると、一致する他の全ての行も同じテーブルページに存在する可能性が高いので、ディスクアクセスを減らして問い合わせ処理の速度を向上することができるからです。

   
CLUSTERは、指定されたインデックスによるインデックススキャン、または（インデックスがB-Treeの場合）シーケンシャルスキャン後のソートのいずれかを用いて、テーブルを再ソートすることができます。
プランナのコストパラメータと利用可能な統計情報に基づき、より高速な方式の選択を試みます。
   
インデックススキャンが使用される場合、インデックス順にテーブルデータを並べた、テーブルの一時コピーが作成されます。
同様に、テーブルの各インデックスの一時コピーも作成されます。
したがって、ディスクには、少なくともテーブルとインデックスの合計サイズと同じ容量の空き領域が必要です。
   
シーケンシャルスキャンとソートが使用される場合も一時的なソートファイルが作成されます。
一時的に必要となるサイズの最大値はテーブルサイズの倍のサイズにインデックスサイズを加えた値となります。
この方式はインデックススキャンより高速になることが多いのですが、必要なディスク容量に耐えられない場合は、一時的にenable_sortをoffにすることで、この方式を無効にすることができます。
   
クラスタ処理の前にmaintenance_work_memを程良く大きな値に設定することを勧めます。
（しかしCLUSTER操作専用に割り当てられるRAMの容量を超えないようにしてください。）
   
プランナはテーブルの順序付けに関する統計情報を記録しているため、新しくクラスタ化されたテーブルでは、ANALYZE(7)を実行することが推奨されます。
そうしないと、プランナが問い合わせ計画を適切に選択できない可能性があります。
   
CLUSTERはどのインデックスでクラスタ化したかを記録していますので、対象のテーブルを定期的に再クラスタ化できるように、最初にクラスタ化したいテーブルを手作業でクラスタ化し、その後にパラメータをまったく持たないCLUSTERを実行する定期的な保守用スクリプトを設定することができます。
   

例
インデックスemployees_indに基づいて、テーブルempをクラスタ化します。

CLUSTER employees USING employees_ind;

  
以前に使用したインデックスを使用して、テーブルemployeesをクラスタ化します。

CLUSTER employees;

  
データベース内の、以前にクラスタ化されたテーブルを全てクラスタ化します。

CLUSTER;

互換性
標準SQLにはCLUSTER文はありません。
  
CLUSTER index_name ON table_name

という構文も、8.3より前のバージョンのPostgreSQL™との互換性のためサポートされます。
  

関連項目
clusterdb(1)


名前
REVOKE — アクセス権限を取り消す

概要
REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { { SELECT | INSERT | UPDATE | DELETE | TRUNCATE | REFERENCES | TRIGGER }
    [, ...] | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON { [ TABLE ] table_name [, ...]
         | ALL TABLES IN SCHEMA schema_name [, ...] }
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { { SELECT | INSERT | UPDATE | REFERENCES } ( column_name [, ...] )
    [, ...] | ALL [ PRIVILEGES ] ( column_name [, ...] ) }
    ON [ TABLE ] table_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { { USAGE | SELECT | UPDATE }
    [, ...] | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON { SEQUENCE sequence_name [, ...]
         | ALL SEQUENCES IN SCHEMA schema_name [, ...] }
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { { CREATE | CONNECT | TEMPORARY | TEMP } [, ...] | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON DATABASE database_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { USAGE | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON DOMAIN domain_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { USAGE | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON FOREIGN DATA WRAPPER fdw_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { USAGE | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON FOREIGN SERVER server_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { EXECUTE | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON { FUNCTION function_name ( [ [ argmode ] [ arg_name ] arg_type [, ...] ] ) [, ...]
         | ALL FUNCTIONS IN SCHEMA schema_name [, ...] }
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { USAGE | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON LANGUAGE lang_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { { SELECT | UPDATE } [, ...] | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON LARGE OBJECT loid [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { { CREATE | USAGE } [, ...] | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON SCHEMA schema_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { CREATE | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON TABLESPACE tablespace_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ GRANT OPTION FOR ]
    { USAGE | ALL [ PRIVILEGES ] }
    ON TYPE type_name [, ...]
    FROM { [ GROUP ] role_name | PUBLIC } [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

REVOKE [ ADMIN OPTION FOR ]
    role_name [, ...] FROM role_name [, ...]
    [ CASCADE | RESTRICT ]

説明
REVOKEコマンドは、1つ以上のロールに対して、以前に与えた権限を取り消します。
PUBLICキーワードは暗黙的に定義された全ロールからなるグループです。
  
権限の種類の意味についてはGRANT(7)コマンドの説明を参照してください。
  
全てのロールは、そのロールに直接許可された権限、現在属しているロールに許可された権限、PUBLICに許可された権限という3つの権限を合わせた権限を持っていることに注意してください。
したがって、例えば、PUBLICからSELECT権限を取り消すことは、必ずしも全てのロールがそのオブジェクトに対するSELECT権限を失うことを意味しません。
権限が直接許可されているロール、あるいは、別ロール経由で許可されているロールは、SELECT権限を持ち続けます。
同様にユーザからSELECTを取り消しても、PUBLICまたはメンバとして属する他のロールがSELECT権限を持つ場合、SELECTの使用を拒否できません。
  
GRANT OPTION FORが指定された場合、権限自体ではなく、その権限のグラントオプションのみが取り消されます。
指定されていなければ、権限とグラントオプションの両方が取り消されます。
  
グラントオプション付きの権限を保持しているユーザが、その権限を他ユーザに与えていた場合、与えられたユーザが保持する権限は依存権限と呼ばれます。
権限を与えたユーザ自身の権限やグラントオプションが取り消され、その権限に依存権限が存在する場合、CASCADEが指定されていると依存権限も取り消されます。指定されていなければ、権限の取り消しが失敗します。
この再帰的な権限の取り消しは、ユーザ権限の連鎖を通じて与えられた権限の中でも、REVOKEを実行されたユーザから追跡可能な範囲にのみ影響します。
したがって、依存権限を持つユーザが他のユーザからも同じ権限を与えられている場合は、REVOKEが実行された後もその権限を保持している可能性があります。
  
テーブルの権限を取り消す場合、対応する列の権限（もしあれば）も自動的に、そのテーブルの各列から取り消されます。
一方、ロールがテーブルに対する権限を持つ場合、個々の列から同じ権限を取り消しても影響ありません。

  
ロールのメンバ資格を取り消す場合、同様に振舞いますが、GRANT OPTIONはADMIN OPTIONと呼ばれます。
また、このコマンド構文では無意味なGROUPという単語を受け付けないことに注意してください。
  

注釈
既存のテーブルや列に付与された権限を表示するためにはpsql(1)の\dpコマンドを使用してください。
この書式についてはGRANT(7)を参照してください。
テーブル以外のオブジェクトについて、その権限を表示することができる他の\dコマンドが存在します。
  
取り消すことができるのは、ユーザが直接付与した権限のみです。
例えば、もし、ユーザAがグラントオプションを付けてユーザBに権限を与え、その後、ユーザBがユーザCにその権限を与えたとすると、ユーザAはユーザCの権限を直接取り消すことはできません。
その代わり、ユーザAがユーザBのグラントオプションをCASCADEオプション付きで取り消すことで、ユーザCに与えられた権限を取り消すことができます。
別の状況を考えてみます。AとBの両方が同じ権限をCに与えた場合、AはAの与えた権限を取り消すことはできますが、Bの与えた権限を取り消すことはできません。
したがって、Cは実質的にその権限を持ち続けることになります。
  
オブジェクトの所有者以外がそのオブジェクト上の権限に対してREVOKEを実行した場合、ユーザがオブジェクトに対して何の権限も持っていなければ、即座にコマンドが失敗します。
何らかの権限があればコマンド処理が続行されますが、取り消すことができるのはそのユーザがグラントオプションを持つ権限のみです。
REVOKE ALL PRIVILEGES構文をまったく権限を持たない状態で実行すると、警告が出力されます。
他の構文の場合は、そのコマンドで指定した権限に対するグラントオプションを持たない状態で実行すると、警告が出力されます
（原理上、上記の説明はオブジェクト所有者にも適用されますが、所有者は常に全てのグラントオプションを保持しているので、こうした問題が発生することはありません）。
   
スーパーユーザがGRANTやREVOKEコマンドを発行した場合、そのコマンドは、対象のオブジェクトの所有者によって発行されたものであるかのように動作します。
根本的には全ての権限はオブジェクトの所有者から渡されるものなので（ただし、グラントオプションの連鎖により間接的に渡される場合もありますが）、スーパーユーザは、全ての権限を取り消すことができます。
ただし、この場合は上述のCASCADEを使用する必要があります。
   
REVOKEは、対象のオブジェクトの所有者以外のロールによって実行することもできますが、
オブジェクトを所有するロールのメンバであるか、そのオブジェクトに対しWITH GRANT OPTION権限を持つロールのメンバでなければなりません。
この場合、
そのオブジェクトの実際の所有者ロールまたはWITH GRANT OPTION権限を持つロールによって発行されたかのように、このコマンドは実行されます。
例えば、t1テーブルがg1ロールによって所有され、u1がg1ロールのメンバであるとします。
この場合、u1はg1で付与されたものと記録されている権限を取り消すことができます。
これには、u1が付与した権限とg1ロールの他のメンバによって付与された権限が含まれます。
   
REVOKEを実行したロールが、ロールの持つ複数メンバ資格の経路を通して間接的に必要な権限を持つ場合、このコマンドがどのロールで実行されたかについては指定されません。
こうした場合、SET ROLEを使用して、REVOKEを行わせたい特定のロールになることを推奨します。
こうしないと、意図しない権限を取り消すことになったり、取り消し自体が失敗することになったりします。
   

例
テーブルfilmsに対するpublicに与えた挿入権限を取り消します。


REVOKE INSERT ON films FROM PUBLIC;

  
ビューkindsから、ユーザmanuelに与えた全ての権限を取り消します。


REVOKE ALL PRIVILEGES ON kinds FROM manuel;


これは実際には「自分が与えた全ての権限を取り消す」ことを意味します。

  
ユーザjoeからロールadmins内のメンバ資格を取り消します。


REVOKE admins FROM joe;

互換性
GRANT(7)コマンドの互換性についての注釈はREVOKEにも同様に当てはまります。
標準では、キーワードRESTRICTかCASCADEのどちらかが必須です。
しかし、PostgreSQL™ではデフォルトでRESTRICTとみなされます。
   

関連項目
   GRANT(7)
  


pg_event_trigger



pg_event_triggerカタログはイベントトリガを格納します。
詳細は38章イベントトリガを参照してください。
  
表50.21 pg_event_triggerの列
	名前	型	参照先	説明
	evtname	name	 	トリガ名（一意でなければなりません）
	evtevent	name	 	このトリガが発行する対象のイベントを識別します。
	evtowner	oid	pg_authid.oid	イベントトリガの所有者
	evtfoid	oid	pg_proc.oid	呼び出される関数
	evtenabled	char	 	どのsession_replication_role モードでこのイベントトリガを発行するかを制御します。
Oでは、トリガは「origin」および「local」 モードで発行します。
Dでは、トリガは無効です。
R では、トリガは「replica」モードで発行します。
Aでは、トリガは常に発行します。
      
	evttags	text[]	 	このトリガを発行するコマンドタグです。 NULLの場合、このトリガの発行はコマンドタグに基づいて制限されていません。
      




foreign_tables



foreign_tablesビューは、現在のデータベースで定義されている全ての外部テーブルを含みます。(所有者であるか何らかの権限を持っていて)現在のユーザがアクセスできる外部テーブルだけが表示されます。
  
表35.28 foreign_tablesの列
	名前	データ型	説明
	foreign_table_catalog	sql_identifier	外部テーブルを含むデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	foreign_table_schema	sql_identifier	外部テーブルを含むスキーマの名前です。
	foreign_table_name	sql_identifier	外部テーブルの名前です。
	foreign_server_catalog	sql_identifier	外部サーバが定義されているデータベースの名前です（常に現在のデータベースです）。
	foreign_server_name	sql_identifier	外部サーバの名前です。




インストール後の設定作業



共有ライブラリ



共有ライブラリを持つ何らかのシステムの中には、新しくインストールされた共有ライブラリを探す場所をシステムに通知する必要があるものがあります。
これが必要ではないシステムはFreeBSD、HP-UX、Linux、NetBSD、OpenBSD、およびSolarisです。
   
共有ライブラリの検索パスを設定する方法は、プラットフォームによって異なります。
しかし、最もよく使用される方法はLD_LIBRARY_PATHといった環境変数を以下のように設定することです。
Bourne シェル（sh、ksh、bash、zsh）では、

LD_LIBRARY_PATH=/usr/local/pgsql/lib
export LD_LIBRARY_PATH

cshまたはtcshでは、以下のように設定します。

setenv LD_LIBRARY_PATH /usr/local/pgsql/lib

/usr/local/pgsql/libはステップ 1で--libdirに設定したものに置き換えてください。
/etc/profileや~/.bash_profileといったシェルの起動ファイルにこれらのコマンドを追加してください。
この方法に関する警告についての優れた情報がhttp://xahlee.org/UnixResource_dir/_/ldpath.htmlにあります。
   
システムによっては、構築作業の前にLD_RUN_PATH環境変数を設定した方が良い場合があります。
   
Cygwinでは、ライブラリディレクトリをPATHに追加するか、.dllファイルをbin/ディレクトリに移動します。
   
もし確信が持てない場合は、システムのマニュアルページ（おそらくld.soかrld）を参照してください。
もし後に下記のようなメッセージが出たら、このステップが必要だったということです。

psql: error in loading shared libraries
libpq.so.2.1: cannot open shared object file: No such file or directory

この場合は処置を行ってください。
   
    
もしLinuxを使用していて、root権限があれば、

/sbin/ldconfig /usr/local/pgsql/lib

（または同等のディレクトリ）をインストール後に実行して、実行時リンカが共有ライブラリを素早く検索できるようにできます。
より詳細についてはldconfigのマニュアルページを参照してください。
FreeBSD、NetBSDおよびOpenBSDの場合のコマンドは以下の通りです。

/sbin/ldconfig -m /usr/local/pgsql/lib

同様なコマンドを持つ他のシステムは知られていません。
   

環境変数



もし/usr/local/pgsqlか、もしくはデフォルトでプログラムが検索されない場所にインストールした場合、/usr/local/pgsql/bin（もしくはステップ 1で--bindirに設定した場所）をPATHに追加する必要があります。
厳密に言えば、これは必要ではありません。
しかし、これによってPostgreSQL™の使用がずっと便利になります。
   
これを行うためには、以下を~/.bash_profile（もしくは、もし全てのユーザに反映したい場合は/etc/profile）のようなシェルの起動ファイルに追加してください。

PATH=/usr/local/pgsql/bin:$PATH
export PATH

cshやtcshを使用している場合は、以下のコマンドを使用してください。

set path = ( /usr/local/pgsql/bin $path )

   
    
デフォルトで検索される場所にインストールした場合を除き、システムがmanドキュメントを検索できるようにするためには、以下の行をシェルの起動ファイルに追加する必要があります。

MANPATH=/usr/local/pgsql/share/man:$MANPATH
export MANPATH

   
環境変数PGHOSTとPGPORTは、クライアントアプリケーションにデータベースサーバのホストとポートを指定し、コンパイル時に決定されたデフォルト値を無効にします。
クライアントアプリケーションをリモートで実行する場合、データベースを使用する予定の全てのユーザがPGHOSTを設定していると便利です。
しかしこれは必須ではありません。
この設定は、ほとんどのクライアントプログラムのコマンドラインオプションでも設定することができます。
   


制限



GINは、インデックス付け可能な演算子は厳密であると仮定します。
これはextractValueはNULL項目値についてはまったく呼び出されない（代わりにインデックス項目のプレースホルダが自動的に生成される）こと、および、extractQueryは問い合わせの値がNULLの場合に呼び出されない（代わりに問い合わせは不一致であるとみなされる）ことを意味します。
しかし非NULLの複合型項目内または問い合わせ値内のNULLキー値はサポートされます。
 

リリース7.4.25



リリース日
2009-03-16

このリリースは7.4.24に対し、各種の不具合を修正したものです。
7.4メジャーリリースにおける新機能については「リリース7.4」を参照してください。
  
バージョン7.4.25への移行



7.4.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
しかし、7.4.11より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース7.4.11」を参照してください。
   

変更点



	符号化方式の変換に失敗した時、再帰的なエラーによるクラッシュを防止しました。(Tom)
     
この変更は、最近の2つのマイナーリリースにて関連する失敗の状況に対してなされた改修を拡張したものです。
前回の修正は元の問題報告に特化したものでしたが、符号化方式変換関数で発生するすべてのエラーがそのエラーを報告しようとして、無限に再帰される可能性があることが分かりました。
したがって、再帰的なエラー報告を行う状況になったことがわかった時の解決策は、変換と符号化方式を無効にし、通常のASCII形式のエラーメッセージで報告することです。
      (CVE-2009-0922)
     

	特定の変換関数に対する、間違った符号化方式を用いたCREATE CONVERSIONを許可しません。(Heikki)
     
これにより、符号化方式に関する失敗における、あり得る状況を防止します。
前回の変更は、同じ問題における別の種類の失敗に対する防止策でした。
     

	to_char()に引数のデータに対して不適切な整形用のコードが渡された時のコアダンプを修正しました。(Tom)
     

	デフォルトの既知の時間帯省略形のリストにMUST（モーリシャス島夏時間）を追加しました。(Xavier Bugaud)
     





リリース9.1.6



リリース日
2012-09-24

このリリースは9.1.5に対し、各種不具合を修正したものです。
9.1メジャーリリースにおける新機能については「リリース9.1」を参照してください。
  
バージョン9.1.6への移行



9.1.Xからの移行ではダンプ/リストアは不要です。
   
しかし、以下の変更履歴の最初に記述されているデータ破損の不具合の影響から復旧させるために、REINDEXの操作を実行する必要があるかもしれません。
   
また9.1.4より前のバージョンからアップグレードする場合は、「リリース9.1.4」を参照してください。
   

変更点



	WAL再生時の共有バッファの永続性の印付けを修正しました。(Jeff Davis)
     
この間違いにより、チェックポイント時にバッファが書き出されないことがありました。
その結果、その後もそのバッファを書き出すことなくサーバがクラッシュすると、データ破損が発生することになります。
データ破損は、クラッシュからの復旧の後はどのサーバでも発生する可能性がありますが、特にスタンバイのスレーブサーバではWAL再生を実行する回数がずっと多いですから、この問題が発生する可能性もずっと高くなります。
btreeおよびGINインデックスが破損する可能性は低いです。
テーブルの「可視性マップ」が破損する可能性はずっと高いです。
幸いにして、9.1では可視性マップは重要なデータではなく、9.1のインストール環境でこの破損が引き起こす最悪の結果はバキューム処理が一時的に非効率になることです。
テーブルデータの内容がこの不具合によって破損することはありません。
     
この不具合のためにインデックスが破損したという既知の事例はありませんが、念のため、稼働用のインストレーションでは、9.1.6にアップグレードした後、都合の良い時に、すべてのbtreeおよびGINインデックスについてREINDEXを実行することを勧めます。
     
また9.2.Xへのその場でのアップグレードを実施する予定なら、その前にvacuum_freeze_table_ageを0に設定して、すべてのテーブルについてVACUUMを実行することを勧めます。
これにより、可視性マップに残っている誤ったデータについて、9.2.Xがそれを参照するより前に修正されることが確実になります。
vacuum_cost_delayを調整して、バキュームがパフォーマンスに与える影響を小さくすることができます。
ただし、それによりバキュームが終了するまでの時間は長くなります。
     

	プランナによるエグゼキュータのパラメータの代入について修正しました。
また、CTEプランノードについてエグゼキュータの再スキャンの条件を修正しました。(Tom Lane)
     
これらの間違いにより、同じWITHの副問い合わせを複数回スキャンする問い合わせについて、間違った結果を返すことがありました。
     

	default_transaction_isolationがserializableに設定されているときの誤った動作について修正しました。(Kevin Grittner、Tom Lane、Heikki Linnakangas)
     
Windowsでのプロセス起動時のクラッシュや、ホットスタンバイの動作でのクラッシュなどの現象が含まれます。
     

	接頭辞、つまりword:*のパターンを含むテキスト検索の問い合わせについて、選択性の推定を改善しました。(Tom Lane)
     

	GiSTインデックスにおけるページ分割の決定を改善しました。(Alexander Korotkov、Robert Haas、Tom Lane)
     
複数列のGiSTインデックスで、この間違いにより、予期しない膨張が起きることがありました。
     

	権限が取り消されても、その権限を引き続き保持している場合は、取り消しが連鎖しないようにしました。(Tom Lane)
     
あるロールXからグラントオプションを取り消したが、Xが他の誰かから付与されたことによってそのオプションを引き続き保持している、という場合は、ロールYがXによって付与されたその権限を再帰的に取り消すべきではありません。
     

	拡張が、自分が割り当てられたスキーマを含むことを禁止しました。(Thom Brown) 
     
これにより循環的な依存関係が作られ、pg_dumpなどが混乱することがありました。
人間もこれによって混乱させられるので禁止しました。
     

	ホットスタンバイ構成に誤りがあるときのエラーメッセージを改善しました。(Gurjeet Singh)
     

	configureがmbstowcs_lを探すようにしました。(Tom Lane)
     
これにより、AIXの一部のバージョンでのビルドエラーが解決します。
     

	PL/Perlが使われている時のSIGFPEの処理について修正しました。(Andres Freund)
     
PerlはプロセスのSIGFPEハンドラをSIG_IGNにリセットするため、後になってクラッシュが起きる場合があります。
PL/Perlを初期化した後で、Postgresの通常のシグナルハンドラをリストアするようにしました。
     

	PL/Perlの再帰関数が実行時に再定義される場合に、PL/Perlがクラッシュしないようにしました。(Tom Lane)
     

	PL/Perlで正しく最適化されない場合があるのを回避しました。(Tom Lane)
     
一部のLinuxディストリビューションでは、誤ったバージョンのpthread.hがインストールされており、PL/Perlのコンパイルされたコードが誤ったものになります。
この結果、PL/Perlの関数がエラーを発生させる他の関数を呼び出すと、クラッシュすることがありました。
     

	contrib/pg_trgmのLIKEパターンの分析のプログラムの不具合を修正しました。(Fujii Masao)
     
トライグラムインデックスを使ったLIKEの問い合わせで、パターンがLIKEのエスケープ文字を含む場合に誤った結果が生成されることがありました。
     

	pg_upgradeのWindowsにおける行末の処理を修正しました。(Andrew Dunstan)
     
以前は、pg_upgradeは関数の実体などの場所で、復帰文字(CR)を追加あるいは削除することがありました。
     

	Windows上でpg_upgradeが生成するスクリプトで、パス名の区切り文字にバックスラッシュを使うようにしました。(Andrew Dunstan)
     

	pg_upgradeのpg_configへの依存は、不要なので取り除きました。(Peter Eisentraut)
     

	時間帯データファイルをtzdataリリース2012fに更新しました。
フィジーでの夏時間の変更が含まれます。
     





PL/Tclのトリガプロシージャ



トリガプロシージャをPL/Tclで作成することができます。
PostgreSQL™では、トリガとして呼び出されるプロシージャは、trigger型の戻り値を返す引数のない関数として宣言する必要があります。
    
トリガマネージャからの情報は、以下の変数内に格納されてプロシージャ本体に渡されます。

     
	$TG_name
	CREATE TRIGGER文によるトリガ名。
        

	$TG_relid
	そのトリガプロシージャ呼び出しが発生したテーブルのオブジェクトID。
        

	$TG_table_name
	そのトリガプロシージャ呼び出しが発生したテーブルの名前。
        

	$TG_table_schema
	そのトリガプロシージャ呼び出しが発生したテーブルのスキーマ。
        

	$TG_relatts
	先頭に空のリスト要素を持つ、テーブルの列名のTclリスト。
Tclのlsearchコマンドを使用して、そのリストから列名を検索することで、最初の列を1とした要素番号が返されます。
これは、PostgreSQL™での通常の列の番号付けと同じです。
（また空のリスト要素は、右側の列の属性番号を正しくするために、削除された列の位置に現れます。）
        

	$TG_when
	トリガイベントの種類に応じた、BEFORE、AFTERまたはINSTEAD OFという文字列。
        

	$TG_level
	トリガイベントの種類に応じた、ROWまたはSTATEMENTという文字列。
        

	$TG_op
	トリガイベントの種類に応じた、INSERT、UPDATE、DELETE、またはTRUNCATEの文字列。
        

	$NEW
	INSERT/UPDATE動作の場合は新しいテーブル行の値を、DELETE動作の場合は空を持つ連想配列。
配列のインデックスは列名です。
NULLの列はこの配列内には現れません。
文レベルのトリガに対しては設定されません。
        

	$OLD
	UPDATE/DELETE動作の場合は古いテーブル行の値を、INSERT動作の場合は空を持つ連想配列。
配列のインデックスは列名です。
NULLの列はこの配列内には現れません。
文レベルのトリガに対しては設定されません。
        

	$args
	CREATE TRIGGER文で指定された、プロシージャへの引数のTclリスト。
この引数は、プロシージャ本体から$1 ... $nとしてもアクセスすることができます。
        




    
トリガプロシージャからの戻り値は、OKという文字列、SKIPという文字列、array get Tclコマンドによって返されるリストの内の1つを取ることができます。
戻り値がOKの場合、トリガを発行した操作（INSERT/UPDATE/DELETE）は正常に処理されます。
SKIPはトリガマネージャにこの行に対する操作を何も出力せずに中止するように通知します。
リストが返された場合は、PL/Tclに対し、変更した行を挿入するようにトリガマネージャに返すことを通知します。
これは、$NEW内で与えられる行ではなく変更された行が挿入される、行レベルのBEFORE INSERTまたはUPDATEトリガ、または、返される行がINSERT RETURNINGおよびUPDATE RETURNINGコマンドをサポートするために使用される、行レベルのINSTEAD OF INSERTまたはUPDATEトリガでのみ有意です。
この他の種類のトリガでは戻り値は無視されます。
    
ここで、テーブル内の整数値としてその行に対する更新数を記録させる、小さめのトリガプロシージャの例を示します。
新規の行が挿入された場合は、その値はゼロに初期化され、その後の各更新操作時に1が加算されます。


CREATE FUNCTION trigfunc_modcount() RETURNS trigger AS $$
    switch $TG_op {
        INSERT {
            set NEW($1) 0
        }
        UPDATE {
            set NEW($1) $OLD($1)
            incr NEW($1)
        }
        default {
            return OK
        }
    }
    return [array get NEW]
$$ LANGUAGE pltcl;

CREATE TABLE mytab (num integer, description text, modcnt integer);

CREATE TRIGGER trig_mytab_modcount BEFORE INSERT OR UPDATE ON mytab
    FOR EACH ROW EXECUTE PROCEDURE trigfunc_modcount('modcnt');


トリガプロシージャ自身は列名を認識していない点に注目してください。
これはトリガの引数として与えられます。
これにより、このトリガプロシージャを別のテーブルで再利用することができます。
    

リリース6.4



リリース日
1998-10-30

このリリースでは、多くの 新機能や改良があります。前回のリリース以来、システムのほとんど全てに対して要求がありました。以下に、簡単に概要を示します。


	Jan Wieck による、書換えルールシステムの高度な新しいコードのおかげで、ビューとルールが実用的なものになりました。また、彼は、この機能に関する章をプログラマガイド に書きました。

	Jan はまた、前回のリリースで彼により寄贈された、元々のPL/pgTCL と調和する、2番目の手続き言語、PL/pgSQL を寄贈しました。

	石井達夫による、省略可能なマルチバイト文字セットをサポートするようになりました。 これは既存のロケールサポートを補足するものです。

	Tom Lane による、非同期メッセージとその割り込みサポートの改良のおかげで、クライアント/サーバ間の通信が整理されました。

	パーサが、利用できる演算子と関数に引数を一致させる、または、対象とする列に列や式を一致させる、自動型強制を行うようになりました。これは、PostgreSQL™ の型拡張機能をサポートする、汎用機構を使用しています。この機能を説明する新しい章がユーザガイド にあります。

	新しく 3つの型が追加されました。
inetとcidrという2つの型は、IPネットワーク、サブネット、マシンアドレスの各種形式をサポートします。
いくつかのプラットフォームで利用できる、8バイト整数型があります。
詳しくは、ユーザガイドのデータ型に関する章を参照して下さい。
4番目の型、serial が、int4型、シーケンス、一意性インデックスの混合物として、パーサによってサポートされるようになりました。

	INSERT DEFAULT VALUESなど、より多くのSQL92互換の構文機能も追加されました。

	自動設定・インストールシステムにいくつか変更要求がありました。
従来よりもより多くのプラットフォームでより堅牢になったはずです。



バージョン 6.4 への移行



以前のリリースのPostgreSQL™からデータを移行する場合、pg_dumpもしくはpg_dumpallによるダンプ/リストアが必要です。

変更点



Bug Fixes
---------
Fix for a tiny memory leak in PQsetdb/PQfinish(Bryan)
Remove char2-16 data types, use char/varchar(Darren)
Pqfn not handles a NOTICE message(Anders)
Reduced busywaiting overhead for spinlocks with many backends (dg)
Stuck spinlock detection (dg)
Fix up "ISO-style" timespan decoding and encoding(Thomas)
Fix problem with table drop after rollback of transaction(Vadim)
Change error message and remove non-functional update message(Vadim)
Fix for COPY array checking
Fix for SELECT 1 UNION SELECT NULL
Fix for buffer leaks in large object calls(Pascal)
Change owner from oid to int4 type(Bruce)
Fix a bug in the oracle compatibility functions btrim() ltrim() and rtrim()
Fix for shared invalidation cache overflow(Massimo)
Prevent file descriptor leaks in failed COPY's(Bruce)
Fix memory leak in libpgtcl's pg_select(Constantin)
Fix problems with username/passwords over 8 characters(Tom)
Fix problems with handling of asynchronous NOTIFY in backend(Tom)
Fix of many bad system table entries(Tom)

Enhancements
------------
Upgrade ecpg and ecpglib,see src/interfaces/ecpc/ChangeLog(Michael)
Show the index used in an EXPLAIN(Zeugswetter)
EXPLAIN  invokes  rule system and shows plan(s) for rewritten queries(Jan)
Multibyte awareness of many data types and functions, via configure(Tatsuo)
New configure --with-mb option(Tatsuo)
New initdb --pgencoding option(Tatsuo)
New createdb -E multibyte option(Tatsuo)
Select version(); now returns PostgreSQL version(Jeroen)
libpq now allows asynchronous clients(Tom)
Allow cancel from client of backend query(Tom)
psql now cancels query with Control-C(Tom)
libpq users need not issue dummy queries to get NOTIFY messages(Tom)
NOTIFY now sends sender's PID, so you can tell whether it was your own(Tom)
PGresult struct now includes associated error message, if any(Tom)
Define "tz_hour" and "tz_minute" arguments to date_part()(Thomas)
Add routines to convert between varchar and bpchar(Thomas)
Add routines to allow sizing of varchar and bpchar into target columns(Thomas)
Add bit flags to support timezonehour and minute in data retrieval(Thomas)
Allow more variations on valid floating point numbers (e.g. ".1", "1e6")(Thomas)
Fixes for unary minus parsing with leading spaces(Thomas)
Implement TIMEZONE_HOUR, TIMEZONE_MINUTE per SQL92 specs(Thomas)
Check for and properly ignore FOREIGN KEY column constraints(Thomas)
Define USER as synonym for CURRENT_USER per SQL92 specs(Thomas)
Enable HAVING clause but no fixes elsewhere yet.
Make "char" type a synonym for "char(1)" (actually implemented as bpchar)(Thomas)
Save string type if specified for DEFAULT clause handling(Thomas)
Coerce operations involving different data types(Thomas)
Allow some index use for columns of different types(Thomas)
Add capabilities for automatic type conversion(Thomas)
Cleanups for large objects, so file is truncated on open(Peter)
Readline cleanups(Tom)
Allow psql  \f \ to make spaces as delimiter(Bruce)
Pass pg_attribute.atttypmod to the frontend for column field lengths(Tom,Bruce)
Msql compatibility library in /contrib(Aldrin)
Remove the requirement that ORDER/GROUP BY clause identifiers be
included in the target list(David)
Convert columns to match columns in UNION clauses(Thomas)
Remove fork()/exec() and only do fork()(Bruce)
Jdbc cleanups(Peter)
Show backend status on ps command line(only works on some platforms)(Bruce)
Pg_hba.conf now has a sameuser option in the database field
Make lo_unlink take oid param, not int4
New DISABLE_COMPLEX_MACRO for compilers that cannot handle our macros(Bruce)
Libpgtcl now handles NOTIFY as a Tcl event, need not send dummy queries(Tom)
libpgtcl cleanups(Tom)
Add -error option to libpgtcl's pg_result command(Tom)
New locale patch, see docs/README/locale(Oleg)
Fix for pg_dump so CONSTRAINT and CHECK syntax is correct(ccb)
New contrib/lo code for large object orphan removal(Peter)
New psql command "SET CLIENT_ENCODING TO 'encoding'" for multibytes
feature, see /doc/README.mb(Tatsuo)
contrib/noupdate code to revoke update permission on a column
libpq can now be compiled on Windows(Magnus)
Add PQsetdbLogin() in libpq
New 8-byte integer type, checked by configure for OS support(Thomas)
Better support for quoted table/column names(Thomas)
Surround table and column names with double-quotes in pg_dump(Thomas)
PQreset() now works with passwords(Tom)
Handle case of GROUP BY target list column number out of range(David)
Allow UNION in subselects
Add auto-size to screen to \d? commands(Bruce)
Use UNION to show all \d? results in one query(Bruce)
Add \d? field search feature(Bruce)
Pg_dump issues fewer \connect requests(Tom)
Make pg_dump -z flag work better, document it in manual page(Tom)
Add HAVING clause with full support for subselects and unions(Stephan)
Full text indexing routines in contrib/fulltextindex(Maarten)
Transaction ids now stored in shared memory(Vadim)
New PGCLIENTENCODING when issuing COPY command(Tatsuo)
Support for SQL92 syntax "SET NAMES"(Tatsuo)
Support for LATIN2-5(Tatsuo)
Add UNICODE regression test case(Tatsuo)
Lock manager cleanup, new locking modes for LLL(Vadim)
Allow index use with OR clauses(Bruce)
Allows "SELECT NULL ORDER BY 1;"
Explain VERBOSE prints the plan, and now pretty-prints the plan to
the postmaster log file(Bruce)
Add indexes display to \d command(Bruce)
Allow GROUP BY on functions(David)
New pg_class.relkind for large objects(Bruce)
New way to send libpq NOTICE messages to a different location(Tom)
New \w write command to psql(Bruce)
New /contrib/findoidjoins scans oid columns to find join relationships(Bruce)
Allow binary-compatible indexes to be considered when checking for valid
Indexes for restriction clauses containing a constant(Thomas)
New ISBN/ISSN code in /contrib/isbn_issn
Allow NOT LIKE, IN, NOT IN, BETWEEN, and NOT BETWEEN constraint(Thomas)
New rewrite system fixes many problems with rules and views(Jan)
       * Rules on relations work
       * Event qualifications on insert/update/delete work
       * New OLD variable to reference CURRENT, CURRENT will be remove in future
       * Update rules can reference NEW and OLD in rule qualifications/actions
       * Insert/update/delete rules on views work
       * Multiple rule actions are now supported, surrounded by parentheses
       * Regular users can create views/rules on tables they have RULE permits
       * Rules and views inherit the privileges of the creator
       * No rules at the column level
       * No UPDATE NEW/OLD rules
       * New pg_tables, pg_indexes, pg_rules and pg_views system views
       * Only a single action on SELECT rules
       * Total rewrite overhaul, perhaps for 6.5
       * handle subselects
       * handle aggregates on views
       * handle insert into select from view works
System indexes are now multikey(Bruce)
Oidint2, oidint4, and oidname types are removed(Bruce)
Use system cache for more system table lookups(Bruce)
New backend programming language PL/pgSQL in backend/pl(Jan)
New SERIAL data type, auto-creates sequence/index(Thomas)
Enable assert checking without a recompile(Massimo)
User lock enhancements(Massimo)
New setval() command to set sequence value(Massimo)
Auto-remove unix socket file on start-up if no postmaster running(Massimo)
Conditional trace package(Massimo)
New UNLISTEN command(Massimo)
psql and libpq now compile under Windows using win32.mak(Magnus)
Lo_read no longer stores trailing NULL(Bruce)
Identifiers are now truncated to 31 characters internally(Bruce)
Createuser options now available on the command line
Code for 64-bit integer supported added, configure tested, int8 type(Thomas)
Prevent file descriptor leaf from failed COPY(Bruce)
New pg_upgrade command(Bruce)
Updated /contrib directories(Massimo)
New CREATE TABLE DEFAULT VALUES statement available(Thomas)
New INSERT INTO TABLE DEFAULT VALUES statement available(Thomas)
New DECLARE and FETCH feature(Thomas)
libpq's internal structures now not exported(Tom)
Allow up to 8 key indexes(Bruce)
Remove ARCHIVE key word, that is no longer used(Thomas)
pg_dump -n flag to suppress quotes around identifiers
disable system columns for views(Jan)
new INET and CIDR types for network addresses(TomH, Paul)
no more double quotes in psql output
pg_dump now dumps views(Terry)
new SET QUERY_LIMIT(Tatsuo,Jan)

Source Tree Changes
-------------------
/contrib cleanup(Jun)
Inline some small functions called for every row(Bruce)
Alpha/linux fixes
HP-UX cleanups(Tom)
Multibyte regression tests(Soonmyung.)
Remove --disabled options from configure
Define PGDOC to use POSTGRESDIR by default
Make regression optional
Remove extra braces code to pgindent(Bruce)
Add bsdi shared library support(Bruce)
New --without-CXX support configure option(Brook)
New FAQ_CVS
Update backend flowchart in tools/backend(Bruce)
Change atttypmod from int16 to int32(Bruce, Tom)
Getrusage() fix for platforms that do not have it(Tom)
Add PQconnectdb, PGUSER, PGPASSWORD to libpq man page
NS32K platform fixes(Phil Nelson, John Buller)
SCO 7/UnixWare 2.x fixes(Billy,others)
Sparc/Solaris 2.5 fixes(Ryan)
Pgbuiltin.3 is obsolete, move to doc files(Thomas)
Even more documentation(Thomas)
Nextstep support(Jacek)
Aix support(David)
pginterface manual page(Bruce)
shared libraries all have version numbers
merged all OS-specific shared library defines into one file
smarter TCL/TK configuration checking(Billy)
smarter perl configuration(Brook)
configure uses supplied install-sh if no install script found(Tom)
new Makefile.shlib for shared library configuration(Tom)


pg_extension



pg_extensionカタログにはインストールされた拡張に関する情報が格納されます。
拡張の詳細については「関連するオブジェクトを拡張としてパッケージ化」を参照してください。
  
表50.22 pg_extensionの列
	名前	型	参照先	説明
	oid	oid	 	行識別子（隠し属性です。明示的に選択しなければなりません）
	extname	name	 	拡張の名前
	extowner	oid	pg_authid.oid	拡張の所有者
	extnamespace	oid	pg_namespace.oid	拡張が提供するオブジェクトを含むスキーマ
	extrelocatable	bool	 	拡張が他のスキーマに再配置可能である場合真
	extversion	text	 	拡張のバージョン名
	extconfig	oid[]	pg_class.oid	拡張の設定テーブルのregclass OIDの配列。なければNULL
      
	extcondition	text[]	 	拡張の設定テーブル用のWHERE句フィルタ条件の配列。なければNULL
      



ほとんどの「名前空間」に関する列を持つカタログと異なり、extnamespaceは、拡張がそのスキーマに属することを意図したものではありません。
拡張の名前は決してスキーマで修飾されません。
extnamespaceは、拡張のオブジェクトのすべて、あるいは、ほとんどを含むスキーマを示します。
extrelocatableが真の場合、このスキーマは拡張に属するすべてのスキーマ修飾可能なオブジェクトを含まなければなりません。
  


名前
CREATE USER MAPPING — 外部サーバのユーザマップを新しく定義する

概要
CREATE USER MAPPING FOR { user_name | USER | CURRENT_USER | PUBLIC }
    SERVER server_name
    [ OPTIONS ( option 'value' [ , ... ] ) ]

説明
CREATE USER MAPPINGは外部サーバとユーザの対応付けを定義します。
ユーザマップは通常接続情報をカプセル化し、外部データラッパは外部データリソースにアクセスするためにこの情報と外部サーバによりカプセル化した情報を使用します。
  
外部サーバの所有者は任意のユーザに対するそのサーバ向けのユーザマップを作成することができます。
また、サーバ上でUSAGE権限がユーザに付与されている場合、ユーザは自身の持つユーザ名に対応するユーザマップを作成することができます。
  

パラメータ
	user_name
	外部サーバに対応付けされる既存のユーザ名です。
CURRENT_USERとUSERは現在のユーザの名前に対応します。
PUBLICが指定された場合、ユーザ指定がないマップが適用されたときに使用される公開マップと呼ばれるものが作成されます。
     

	server_name
	ユーザマップを作成する対象の既存のサーバの名前です。
     

	OPTIONS ( option 'value' [, ... ] )
	この句はユーザマップのオプションを指定します。
通常オプションはマップにおける実際のユーザ名とパスワードを定義します。
オプション名は一意でなければなりません。
使用できるオプションの名前と値は、サーバの外部データラッパにより異なります。
     




例
ユーザbobとサーバfooとのユーザマップを作成します。

CREATE USER MAPPING FOR bob SERVER foo OPTIONS (user 'bob', password 'secret');

互換性
CREATE USER MAPPINGはISO/IEC 9075-9 (SQL/MED)に従います。
  

関連項目
ALTER USER MAPPING(7), DROP USER MAPPING(7), CREATE FOREIGN DATA WRAPPER(7), CREATE SERVER(7)

可視性マップ



各ヒープリレーションは、どのページがすべての実行中のトランザクションから可視であることが分かっているタプルだけを含むかを追跡する、可視性マップ（VM）を持ちます。どのページが凍結状態でないタプルだけを含むのかも追跡します。
これは、リレーションのファイルノード番号に_vmという接尾辞を付与した名前の別のリレーションフォーク内に主リレーションデータと並行して格納されます。
例えばリレーションのファイルノードが12345の場合、VMは主リレーションファイルと同じディレクトリ内の12345_vmというファイル内に格納されます。
インデックスはVMを持たないことに注意してください。
可視性マップはヒープページ当たり2ビットを保持します。
最初のビットがセットされていれば、ページはすべて可視であること、すなわち、そのページにはバキュームが必要なタプルをまったく含んでいないことを示しています。
またこの情報は、インデックスタプルのみを使用して問い合わせに答えるためにインデックスオンリースキャンによっても使用されます。
2番目のビットがセットされていれば、そのページのタプルはすべて凍結状態であることを意味します。
これは、周回対策のバキュームすらそのページを再び訪れる必要はないことを意味します。
このマップは、ビットがセットされている時は常にこの条件が真であることを確実に把握できるという点で保守的ですが、ビットがセットされていない場合は、真かもしれませんし偽かもしれません。
可視性マップのビットはバキュームによってのみで設定されます。
しかしページに対する任意のデータ編集操作によってクリアされます。
pg_visibilityモジュールは可視性マップに入っている情報を確かめるのに使えます。


名前
CREATE SEQUENCE — 新しいシーケンスジェネレータを定義する

概要
CREATE [ TEMPORARY | TEMP ] SEQUENCE [ IF NOT EXISTS ] name [ INCREMENT [ BY ] increment ]
    [ MINVALUE minvalue | NO MINVALUE ] [ MAXVALUE maxvalue | NO MAXVALUE ]
    [ START [ WITH ] start ] [ CACHE cache ] [ [ NO ] CYCLE ]
    [ OWNED BY { table_name.column_name | NONE } ]

説明
CREATE SEQUENCEは、新しいシーケンス番号ジェネレータを作成します。
これには、新しくnameという名前を持つ、1行だけの特殊なテーブルの作成と初期化が含まれます。
シーケンスジェネレータは、このコマンドを実行したユーザによって所有されます。
  
スキーマ名が与えられている場合、そのシーケンスは指定されたスキーマに作成されます。
スキーマ名がなければ、シーケンスは現在のスキーマに作成されます。
また、一時シーケンスは特別なスキーマに存在するため、一時シーケンスの作成時にスキーマ名を与えることはできません。
シーケンス名は、同じスキーマ内の他のシーケンス、テーブル、インデックス、ビュー、外部テーブルとは異なる名前にする必要があります。
  
シーケンスを作成した後、nextval、currval、setval関数を使用してシーケンスを操作します。
これらの関数については「シーケンス操作関数」を参照してください。
  
シーケンスを直接更新することはできませんが、以下のような問い合わせは可能です。


SELECT * FROM name;


これを使用すると、シーケンスのパラメータと現在の状態を確認することができます。
中でも、シーケンスのlast_valueフィールドは全てのセッションで割り当てられた最後の値を示します
（もちろんこの値は、他のセッションのnextvalの実行により、表示された時点で既に最新ではない可能性があります）。
  

パラメータ
	TEMPORARYもしくはTEMP
	このパラメータが指定された場合、作成するシーケンスオブジェクトがそのセッション専用となり、セッション終了時に自動的に削除されます。
一時シーケンスが存在する場合、同じ名前を持つ既存の永続シーケンスは、スキーマ修飾された名前で参照されない限り、（そのセッションでは）不可視になります。
     

	IF NOT EXISTS
	同じ名前のリレーションが既に存在する場合にエラーとしません。
この場合、注意が発行されます。
既存のリレーションが、作成されようとしていたシーケンスと類似のものであることは全く保証されないことに注意してください。
それはシーケンスでさえ、ないかもしれません。
     

	name
	作成するシーケンスの名前です（スキーマ修飾名も可）。
     

	increment
	INCREMENT BY increment句は、現在のシーケンスの値から新しいシーケンス値を作成する際の値の増加量を設定します。この句は省略可能です。
正の値が指定された時は昇順のシーケンス、負の値が指定された時は降順のシーケンスを作成します。
指定がない場合のデフォルト値は1です。
     

	minvalue, NO MINVALUE
	MINVALUE minvalue句は、シーケンスとして作成する最小値を指定します。この句は省略可能です。
この句の指定されなかった場合、もしくは、NO MINVALUEが指定された場合、デフォルトが使用されます。
シーケンスのデフォルトの最小値は、昇順の時は1、降順の時は-(263-1)です。
     

	maxvalue, NO MAXVALUE
	MAXVALUE maxvalue句は、シーケンスの最大値を決定します。この句は省略可能です。
この句が指定されなかった場合、もしくはNO MAXVALUEが指定された場合、デフォルトが使用されます。
シーケンスのデフォルトの最大値は、昇順の時は263-1、降順の時は-1です。
     

	start
	START WITH start句を使用すると、任意の数からシーケンス番号を開始することができます。この句は省略可能です。
デフォルトでは、シーケンス番号が始まる値は、昇順の場合minvalue、降順の場合maxvalueになります。
     

	cache
	CACHE cacheオプションは、あらかじめ番号を割り当て、メモリに格納しておくシーケンス番号の量を指定します。これによりアクセスを高速にすることができます。
最小値は1です（一度に生成する値が1つだけなので、キャッシュがない状態になります）。これがデフォルトになっています。
     

	CYCLE, NO CYCLE
	CYCLEオプションを使用すると、シーケンスが限界値（昇順の場合はmaxvalue、降順の場合はminvalue）に達した時、そのシーケンスを周回させることができます。
限界値まで達した時、次に生成される番号は、昇順の場合はminvalue、降順の場合はmaxvalueになります。
     
NO CYCLEが指定された場合、シーケンスの限界値に達した後のnextval呼び出しは全てエラーになります。
CYCLEもNO CYCLEも指定されていない場合は、NO CYCLEがデフォルトとなります。
     

	OWNED BY table_name.column_name, OWNED BY NONE
	OWNED BYオプションにより、シーケンスは指定されたテーブル列に関連付けられ、その列（やテーブル全体）が削除されると、自動的にシーケンスも一緒に削除されるようになります。
指定するテーブルは、シーケンスと同一所有者でなければならず、また、同一のスキーマ内に存在しなければなりません。
デフォルトはOWNED BY NONEであり、こうした関連付けがないことを示します。
     




注釈
シーケンスを削除するにはDROP SEQUENCEを使用してください。
  
シーケンスはbigint演算に基づいています。
そのため、8バイト整数の範囲（-9223372036854775808から9223372036854775807まで）を越えることはできません。
  
nextvalとsetvalの呼び出しは決してロールバックされないので、シーケンスの番号について「欠番のない」割り当てが必要な場合には、シーケンスオブジェクトを使うことはできません。
カウンターを含むテーブルに対して排他ロックを使うことで、欠番のない割り当てを構築することは可能ですが、この解決策はシーケンスオブジェクトに比べてずっと高価で、特に多くのトランザクションが同時にシーケンスの番号を必要とする場合は高価になります。
  
シーケンスオブジェクトのcacheとして1より大きな値を設定した場合、そのシーケンスを複数のセッションで同時に使用すると、予想外の結果になる可能性があります。
各セッションは、シーケンスオブジェクトへの1回のアクセスの間に、連続するシーケンス値を取得し、キャッシュします。
そして、キャッシュした数に応じて、シーケンスオブジェクトのlast_valueを増加させます。
この場合、そのセッションは、その後のcache-1回に対しては、あらかじめ取得済みのシーケンス値を返し、シーケンスオブジェクトを変更しません。
セッションに割り当てられたが使用されなかったシーケンス番号は、セッションの終了時に全て失われるため、結果としてシーケンスに「穴」ができます。
  
さらに、複数のセッションには異なるシーケンス値が割り当てられることが保証されていますが、全てのセッションが尊重されると、シーケンス値が順番通りにならないことがあります。
例えば、cacheが10の場合を考えます。
セッションAでは1から10までを確保し、nextval=1を返します。
セッションBでは、セッションAがnextval=2を返す前に、11から20を確保し、nextval=11を返します。
したがって、cacheを1に設定した場合はnextvalが順番に生成される値であると考えても問題ありませんが、cacheを1より大きな値に設定した場合は、nextvalの値が全て異なることのみが保証され、順番に生成される値であることは保証されません。
また、last_valueは、値がnextvalによって返されたかどうかに関係なく、いずれかのセッションによって確保された最後の値となります。
  
この他、このようなシーケンスに対してsetvalが実行されても、他のセッションは、それぞれがキャッシュした取得済みの値を全て使い果たすまで、それがわからないことも考慮すべき問題です。
  

例
101から始まるserialという名前の昇順シーケンスを作成します。

CREATE SEQUENCE serial START 101;

  
このシーケンスから次の番号を選択します。

SELECT nextval('serial');

 nextval
---------
     101

  
このシーケンスから次の番号を選択します。

SELECT nextval('serial');

 nextval
---------
     102

  
このシーケンスをINSERTコマンドで使用します。

INSERT INTO distributors VALUES (nextval('serial'), 'nothing');

  
COPY FROMの後でシーケンス値を更新します。

BEGIN;
COPY distributors FROM 'input_file';
SELECT setval('serial', max(id)) FROM distributors;
END;

互換性
以下の例外を除き、CREATE SEQUENCEは標準SQLに従います。
   
	標準におけるAS data_type式はサポートされていません。
     

	次の値を取り出すには、標準のNEXT VALUE FOR式ではなくnextval()関数を使用します。
     

	OWNED BY句はPostgreSQL™の拡張です。
     




関連項目
ALTER SEQUENCE(7), DROP SEQUENCE(7)

複数のインデックスの組み合わせ



単一のインデックススキャンは、インデックスの列をその演算子クラスの演算子で使用する問い合わせ句と、それをAND結合したものでのみ使用されます。
例えば、(a, b)というインデックスとWHERE a = 5 AND b = 6という問い合わせでは、インデックスが使用されます。
しかし、WHERE a = 5 OR b = 6のような問い合わせではインデックスは直接使用されません。
  
幸いにも、PostgreSQL™は、単一のインデックススキャンでは実装できない場合を扱うために、複数のインデックス（同じインデックスの複数回使用を含む）を組み合わせる機能を持ちます。
システムは複数のインデックススキャンを跨がる、条件のANDまたはORを形成します。
例えば、
WHERE x = 42 OR x = 47 OR x = 53 OR x = 99という問い合わせは、問い合わせ句の1つを使用してx上のインデックスをスキャンする4つのスキャンに分割することができます。
その後、これらのスキャンの結果はOR演算でまとめられ、結果を生成します。
他の例としてxとyに別個のインデックスがある場合を考えます。
WHERE x = 5 AND y = 6のような問い合わせに対して取り得る実装は、適切な問い合わせ句で各インデックスを使用し、インデックスの結果をANDでまとめ、結果行を識別することです。
  
複数のインデックスを組み合わせるために、システムは必要なインデックスそれぞれをスキャンし、インデックス条件に一致するものと報告されたテーブル行の位置を与えるためにメモリ上にビットマップを準備します。
その後、このビットマップは問い合わせで必要とされたように、ANDまたはOR演算されます。
最後に、実際のテーブル行がアクセスされ、返されます。
テーブル行は物理的な順番でアクセスされます。
ビットマップにこの順番で格納されているからです。
これは、元のインデックスの順序が失われていることを意味します。
そのため、もし問い合わせがORDER BY句を持つ場合、この他のソート手続きが必要となります。
この理由、および、追加のインデックススキャンそれぞれのために余計な時間が加わることから、プランナは追加のインデックスが同様に使用できる場合であっても、単純なインデックススキャンを選択することがあります。
  
もっとも単純なアプリケーション以外のほとんどすべてのアプリケーションでは、インデックスの有用な組み合わせはいろいろあります。
このため、データベース開発者は妥協点を探してどのようなインデックスを提供するかを決定しなければなりません。
複数列インデックスが最善な場合がありますし、別々のインデックスを作成し、インデックスの組み合わせ機能に依存する方が優れている場合もあります。
例えば、作業にx列のみを含む場合とy列のみを含む場合、両方の列を含む場合が混在する問い合わせが含まれる場合、xとyに対し、別個に2つのインデックスを作成し、両方の列を使用する問い合わせを処理する時にインデックスの組み合わせに依存することを選ぶことができます。
また、(x, y)に対する複数列インデックスを作成することもできます。
両方の列を含む問い合わせでは、通常このインデックスの方がインデックスの組み合わせよりも効率的です。
しかし、「複数列インデックス」で説明した通り、yのみを含む問い合わせではほとんど意味がありません。
従って、このインデックスのみとすることはできません。
複数列インデックスとyに対する別のインデックスの組み合わせがかなりよく役に立ちます。
xのみを含む問い合わせでは、複数列インデックスを使用することができます。
しかし、これはより大きくなりますので、x のみインデックスよりも低速になります。
最後の別方法は、3つのインデックスすべてを作成することです。
しかしこれはおそらく、テーブルの検索頻度が更新頻度よりもかなり高く、3種類の問い合わせすべてが良く使用される場合のみ合理的です。
問い合わせの中の1つの頻度が他よりも少なければ、おそらく良く使用される種類にもっとも合うように2つだけインデックスを作成した方がよいでしょう。
  

